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日本 隨筆 大成. 第三 期 第三 卷 

本 集に は、 天朝 墨談、 蒼梧隨 筆、 梅 窓 筆記、 關の 秋風、 浪華の 風、 癇癖 談、 三餘 叢談、 と はすが た 

タ、 近來 見聞 噺の 苗、 駿臺雜 話、 むさし あぶみ、 南 向 茶話の 十二 種を收 む。 

天朝 墨談五 卷  五十嵐 B 好 

本書 は、 尊圓 親王の 御說に 基き、 我が 國の筆 道 を 論じ、 それに 關 する 名 稱 及び 文房具 等に 就き、 源氏 

物語 以下の 古書 を引證 して 巨細に 記述した る ものな り。 その 內容 は、 卷ー、 文字、 和樣漢 様、 我 國之手 

跡、 御 流、 古今 筆跡、 手 習、 手、 卷ニ、 手、 卷三、 いろは かな、 蘆 手、 御畫、 手本、 ふみ、 卷叫、 紙、 

草紙、 筆、 卷五、 墨、 硯、 水滴、 文鎭、 机、 書齋、 雜事 等な り。 この 書の. 5 來は、 天 保 二 年 五月 著者の 

師 なる 高 田祐久 の跋に T こ X に予が 門弟 五十嵐 篤 好、 國に 仕へ て 暇な き 身 なれ ども、 太祖 (尊圓 親王の 

こと) よりの 御 筆意 を 深く 信じ、 厚く 仰 奉り、 予に 因み 舉 ぶこと 數十 年、 更に 怠躞 なし、 予其信 ご-ろ 

にめ でゝ、 彼より 問に 應 じて、 おの づ から 御 傳を洩 す こと 運な りしが、 猶も 奥旨 を 探り 索る 志の 切なる 

を 感じ、 其 人に 傳へ よとの 太祖の 御 遣し 言 は、 此人 ある ゆ ゑなら むと、 去る 天 保 元年 仲冬、 御傳 悉く 授 

しかば、 實に喑 夜に 日光 を拜 したる 如く、 胸中 明朗に なりし と歡 喜の 淚 にくれ たり。 〔〇 中略〕 己れ こ- 

ろに 得つ る 程 を かいつ  V  り 見せよ と 令し  \ か ば、 翌 一 一年 仲夏、 此 五と ぢを 書つ f りて、 予に 添削 を 乞 

ふ。 閲す るに、 首尾 悉く 道に かな ひ、 前代 未見の 著述たり」 と 記され、 大に推 獎の辭 を 述べたり。 この 

他、 安政 六 年 五月 最上 久 成の 跋 あり。 奥附に は、 安政 六 年 己 未 九月 官許、 越 中 五十嵐 小 豐次篤 好 著述、 

一 


門人 溪喜作 淸道淨 書、 東都 書林 須原屋 伊八 梓」 と あり。 曩に百 家 說林績 編に も收 めたり。 

著者 五十嵐 篤 好の 略傳 は、 本 集 第二 期 第三 卷所收 の 「雉 岡 随筆」 の 解題 下に 記述せ り。 ， 

蒼梧隨 筆八卷  大 塚嘉樹 . 

本書 は、 有職 家と しての 著者が、 天明 二 年より 寬政 十二 年に 至る まで、 公家の 故實、 その他の 制度 ド 

關 する 賢 問に 對し、 和漢の 文獻 に徵證 し、 詳細 明確に 記述した る ものに て、 擧 者の 參考に 供すべき もの 

多し。 即ち、 卷ー、 二に は、 歩 障 並行 障 之考、 旅行 古今 異同 等 十二 條、 卷 三に は、 荒海 障子、 ^勢 御 雛 

形 守 之 事 等 八條、 卷 w に は、 日本 古今 國數之 多寡、 德政之 事、 卷 五に は、 新 安 手簡 序跋、 旗 紋引兩 之 字 

義等. ぺ條、 卷 六に は、 慶長以 來傳奏 之 次第、 年忌 之 事 並 厄年 之 事 等 九條、 卷七、 八に は、 德日之 事、 八 

講會之 事 等十條 あり。 而 して、 各條 下に、 その 質問の 事由、 年月日 を 記せり。 » に 百 家 說林績 編に 牧め 

たり。 

著者 大塚 嘉樹 は、 有職 家に して、 名 は 嘉樹、 字 は 子敏、 通 稱は市 郞左衞 門、 蒼 梧と 號す。 江戸の 人な 

り。 中年より 本邦の 傳記を 講習し、 遂に 律令 を 研究し、 有職 故實を 以て 子弟 を敎授 す。 享和 三年 癸 亥 

(二 I： 六コ 一) 六月 二十 九日 殁す。 享年 七十 三。 著す 所、 本書の 外、 歷代將 軍 略譜、 刀劎 略說、 乘輿 品目、 

百寮訓 耍抄刖 註、 佾侶 官位 志、 牛車 輦車 考、 服飾 部類、 國司國 造 考等數 十 種 あり。 

梅 窓 筆記 ニ卷  橋本經 亮 

本書 は、 最も 本邦の 典故に 精通せ る 著者が、 朝廷の 镞禮、 民間の 風俗 等に 就き、 記錄 物語、 その他の 

典籍に 徵證 して 解說 したる ものな り。 その 內容 は卷 上、 祌樂庭 火の 末 句 ウタ ハザル 事、 琴柱 *、 鐯綿 等 

九十 條、 卷下、 掛物ノ 上下 ヲ卷 テ掛ル コト、 點心、 懦書ヲ 講ズル トキ 惯ノ 音聲ト 同ジキ コト等 丸十 八條 


にして、 後 付に 箏柱暴 之圖、 新袜 褐 袍之圖 等 十 餘圔を 載せたり。 文化 二 年 十月 平安 丘 S 純の 序 あり。 奥 

附は、 文化 三年 丙 寅 初秋 刊行、 平安 書林 娑々 岐捣 叫 郞、 林 太 兵衞、 吉田 Z 郞左衞 門」 と あり。 百 家說林 

鑌編 中に も牧 めたり。 

著者 橋 本經亮 の略傳 は、 本書 第一 期 第二 卷所收 の 「橘 窓自 語」 の 解題 下に 記述せ り。 

關の 秋風 ー卷  松 平定 信 

本書 は、 卷 首に 「關の 秋風 吹き 初めて いく 日 も あらぬ に、 此 地に 來り 侍りぬ。 政の ひまく、 心に 浮 

ぶ 事 を かい と^めぬ 云々」 と ありて、 白 河へ 歸 城の 折、 この 地の 珍しき 事實、 また 心に^ び 出で たる 雜 

事 を 記して、 刖 離を惜 める 姊に與 へし ものな り。 天明 五 年 二月 中句^す。 ^に 百^ 說 林に 收 めたり。 

著者 松 平定 信の 略傳 は、 本 集 第一 期 第 四 卷所收 の 「心の 双紙」 の 解題 下に 記述せ り。 

一浪 華の 風 一. 卷.  久須 美祐佳 £ 

書 は、 その 卷 頭に 「少しく 暇 ある 間にく、 市中の 有様な ど 見聞に 及びし こと を、 筆に 任せて 書付 

け ぬれば、 この 儘 紙魚の 棲と なさん も 本意な しとて、 其 ま-に 難 波の 風と 題して、 この 地 まだ^ぬ 孫兒 

等が、 後の 語り草と はなしぬ」 と ありて、 著者 大阪 町奉行た りし 時の 見聞 を 記述せ しものに て、 阪 地の 

風俗 物産と を錄 して、 精細に 江戶 との 比較 をな したり。 安政 三年 丙 辰 正月 二十 三日 起筆と あり。 箨に溫 

知 叢書 中に 收 めたり。 

著者 祐雋 は、 幕下の 士 にして、 目 付より 先手 頭を歷 て、 安政 中大阪 町奉行に 轉じ、 從五 位下に 敍 せら 

る。 文久 三年 癸 亥 (二 2 二三) 十二月 二十 日 卒す。 年 六十 八。 平生 讀書を 好み、 能く 文を屬 す。 蘭 を 愛 

し、 蘭 林、 また 無不香 園の 號 あり。 著書 は、 本書の 外、 養 難 養 說 あり。 
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  四 

癎癬 談ニ卷  上田 秋 成 

本書 は 「くせもの がたり」 と訓 ましむ。 著者 性猾 介に して、 毎 事に 拗戾 なること 多し、 本書に 說く所 

例 もまた、 社會の 弱點を 指摘した る ものな り。 卷 中に 揷圖 あり。 原本に は、 もと 頭書 ありし が、 今 製版の 

都合 上 〔 〕 を 冠して 本文 中に 揷入 せり。 こ は 書中の 方言 故事 等 を 注した る ものに て、 自序に 「闇の つ 

ぶての 當粹 なかしら 書して」 と あれば、 蓋し 著， 者の 自註なる べし。 小 林 歌 城の 批評 あれ ど、 こ は 都合に 

より 削除せ り。 卷 首に 載せた る 消息の、 竹 窓と は、 彼の 友人なる 森 世 黄な り。 奥 附には 文政 五 年 壬午歲 

七月、 書林 皇都 近， 江屋治 助、 東都 前 川 六左衞 門、 大坂河 內屋茂 兵衞、 同 平 七、 今 津屋辰 三郞」 と あり。 

囊に溫 知 叢書、 上田 秋 成 全集 中に 收 めたり。 

著者 秋 成の 略傳 は、 本 集 第二 期 第三 卷所收 の 「清風 瑣言」 の 解題 下に 記述せ り。 

三餘 叢談 三卷  長 谷川 宣 昭 

本書 は、 著者の 筆の す さびに して、 有職 故實 より 文字 訓詁に 至る まで、 和漢の 典籍 を引證 し、 先輩の 

考說 を列擧 し、 自己の 考案 を 補足して 解說 したる ものな り。 卷 一、 朝廷、 佐官 等 三十 餘條、 卷ニ、 おし 

ね、 山のと ばら 等 三十 餘條、 卷三、 而已を 乃 美と 訓、 油と 朱 を 用 方 等 八十 餘條 あり。 書名の 三餘と は、 

冬、 丧、 陰 雨の 時 をい ふ。 初篇は 文政 五 年の 刊本 あり。 ニ篇三 篇は寫 本な り。 所 牧本は 無窮 會祌 習文庳 

藏 本に 據れ り。 曩に 日本 文庫、 隨 筆大觀 等に 收 めたり。 

著者 宣昭、 字は義 問、 家 を 柳の 屋と號 す。 德川 幕府の 士 にして、 小山 田 與淸に 師事す。 

と はず かたり ー卷  中 井聱庵 
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本書 は、 自序に 「人の こぬかぎ り は、 ひとり 燈 にむ かふに、 みし 事 聞し こと、 心に うかぶ. げに はな 

つかしき かた も覺 ゆるま、 に、 ひとつ ふたつと かき もてき たれば、 羝 かさなりて、 とぢ つくべく なりた 

り。 これおろ かなる が、 と はす かたりと もい ふべ し」 と ありて、 著者の 見聞と、 考 想との 雜記 なり。 享 

保 十三 年の 自序、 また 寬政 辛亥 芒 種 節、 子 積善の 序 あり。 表紙の 裏に 貽範 先生 略 傳を揭 ぐ。 嘗て 上 木し 

たりし が、 更に 嘉永ニ 酉年 六月 版行せ り。 

著者 聱庵は 諱は誠 之、 字は叔 貴、 通稱は 忠藏、 自ら 聱 庵と 號す。 姓 は 中 井 氏、 播州 龍 野の 人、 少 にし 

て大阪 に遊學 し、 業 を 三 宅 石 菴に受 く、 享保十 一年 丙午 官命 を 奉じ、 懊德 書院 を 尼 崎坊に 設け、 石菴を 

請 ひて 敎授 す。 十五 年代り て敎 授を領 し、 其の 學洛 閩を宗 とす。 藩 事に 於け る 知って 言 はざる 無く、 國 

人 畏敬す。 積善、 積德の 二子 あり。 寶曆八 年 戊 寅 (二 SM 八) 六月 十七 日殁 す、 享年 六十 六。 私に 謚 して 

貽範 先生と 云 ふ。 

. ^賺噺 の 苗六卷  曉 鐘 成 . 

本書 は、 凡例に、 「此書 僅享 和の はじめより、 文化 九つのと し 迄の 異說 珍事 杯 を 著述せ し 也。 予古 きむ 

かしの 事 を述ん とお もへ ど、 愚 若に してお よばす 。(〇 中略) たビ 幼な き 女 わらべの なぐさみ にもな らん か 

と、 咄 しの 種に 少しく 芽 を 出し 侍れば、 是 なん はなしの 苗なら めと、 其 ま、 卷の 題と なし はべる」 と あ 

りて、 享 和の 初より 文化 九 年までの、 大阪に 於け る異事 珍說を 記述した る ものな り。 ー卷に は、 皇帝 御 

諱之事 以下 二十 餘項、 ニ卷に は、 攝河 洪水 見 立の 事 以下 十餘 項、 三卷に は、 奉幣使 御 通行の 事 以下 二十 

餘項、 卷に は、 金銀 融通 御仁 政の 事 並に 市中 買 米の 事 以下 二 項、 五卷に は、 住吉 卯の 日 祓の事 以下 二 

十餘 項、 六卷に は、 能 常 舞 臺の事 以下 二十 餘項。 文化 十一 年 夏 五月 市 角亭丸 人の 序 あり。 奠に新 燕 石 十 

種に 牧 めたり。  . 
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著者 嘵鐘 成の 傳は、 本 集 第一 期 第二 卷所牧 の 「雲 錦隨 筆」 の 解題 下に 記述せ り。 

駿 臺 雜 話五卷  室 鳩 巢 

本書 は、 卷 首に T 駿臺 問答の 話、 是に 限る にあら す。 (〇 中略) 今 こ-に 所レ記 は、 正直 を 明かに し、 

邪 說を辨 じ、 すべて 舉 問の 大綱に 係り、 又は 世俗の 諺、 淺 近の 語と いへ ど、 平生の 事に 通じて、 觀 者の 

益と もなる べき 專 ども を 採集て、 しるし 置に なんあり ける。 よりて 觀る にたより あるべき ために 章 段 を 

分ち、 其 中の 提耍の 一 語 を 摘て 篇に 名付けら し。 鋪叙 倫な く、 議論 複出 する やうに きこ ゆる も あれ ど、 

本より 撰 次して 書と なすに 心なければ、 た^その かみ 語りし ま、 に敍錄 して、 家に 貽し置 ものなら し」 

と あり、 又卷 尾に、 此 筆記 は、 去年 辛亥のと し、 春より 冬に 至る 迄、 諸 生と 語りし 雜話を 書 集む とて、 

ことし 壬 子の 春より 筆 を 起して、 秋に 至りて 稿を脫 しぬ」 と ありて その 由来と 著述の 年代と を 知る ベ 

く、 卷 一仁 集、 卷ニ義 sr 卷三禮 集、 卷 W 智集、 卷五信 集に 分ち、 雅俗 折衷の 名文 を 以て、 舉問 道德を 

說き、 子弟 を敎訓 したる ものな り。 寬延 三年 十一月、 東都 直 舉士藤 原 明 遠の 序、 享保 十七 年 九月 自序 あ 

り。 奥附 に、 寬延庚 午 十一 月 東都 書肆 崇文 堂、 日本 橋 南 三 丁目 前 川 六左衞 門」 と あり。 その後 安政 三年 

にも 刊行せ り。  . 

著者 窒鳩粜 は、 德川 幕府の 儒官な り。 名 は 直淸、 字 は 師禮、 一 の 字は汝 玉、 順 祥と稱 す。 小字 は 孫 太 

郞、 また 新 助と いふ。 鳩巢、 (元祿 中 加賀に 在り、 廢屋を 買 ひて 之に 住し 扁 して 鳩 巢と いふ)。 また 滄浪と 

號す。 .y 戶の 人、 幼に して 聰悟 老成の 風 あり。 初め 木 下 順^の 門 に 遊び、 また 羽 黑成實 に從 ひて 學ぶ。 

貞享 一二 年 加 賀に遝 る、 士 *1 皆矜 式し、 奇材偉 器往々 其の 門に 出づ。 正德 元年 新 井 白 石の 鷹 を 以て 將軍家 

召して， 職と す。 正德 三年 春 邸 を 駿河臺 に 賜 はる。 世 目して 駿臺 先生と 稱す。 吉宗 統を攛 ぎて より 侍講 

となし、 層 政事の 得失 を^ 詢す。 享 保.^ 年の 秋屢 引見して 貞 觀政耍 を 講ぜし む。 誓て 命 を 受けて 五倫 五 


義を疏 し、 また 六 論 衍義の 大意 を述 ぶ。 官府 命じて 之 を 刻し 天下に 布 かしむ。 恒に 堅く 朱子舉 を 

守り、 名敎を 維持す る を 以て 己が 任と し、 好みて 異說を 立つ る もの を 悪む。 享保 十九 年 甲 寅 (二三 九 W) 

八月 十二 日殁 す。 年 七十 七。 明治 叫 十二 年 九月 從^ 位 を 贈らる。 著 »1 は、 義人 錄を 著して、 後世の 人臣 

をして 儀^す る 所 あらしむ。 赤 穗遣臣 を 目す るに 義士 を 以てする は、 これより 始まる。 その他、 國喪 

正議、 献 可錄、 神 儒 問答、 鳩巢 小說、 周易 新疏、 大學 新疏、 中庸 新疏、 鳩巢 文集、 朝鮮 客 館 詩文 稿 等 あ 

むさし あぶみ ニ卷  淺井了 意 

本書 は、 幕府 二百 八十 年間に 於け る 第一の 大 災と稱 する、 明曆 三年 正月 十八、. 十九 日の. 江 戶 大火の 狀 

況を 記し ゝ ものな り。 端 書に、 樂齋 房と いへ る もの、 京都 北野祌 社に て、 江戶の 小間物屋に 語り 聞かせ 

し 由 を 記し、. 斯様の 事 は 問 はぬ もつ らし、 問 ふもうる さし、 むさし あぶみ かきても 人に 語ら じと 思へ ど 

も、 ひとつに は ざんげの ため どお もへば、 あら/ \ 語りて 聞かせ 申べ し」 と あり。 その 揷圖 は、 當 時の 

狀 況と畫 きたる ものに て、 本文と 相俟って 考證の 資料 たるべし。 奥 附には 萬 治 叫 年 丑 三月 吉日、 寺 町 二 

條下ル 町中 村 五兵 衞開 板」 と あり。 その後、 明 和 九 年に 再 板せ り。 に^ 知 叢書に 牧 めたり。 

この 書の 撰者に 就いては、 溫知 叢書の 解題に、 「發 端に 樂齋 房と あれ ど、 世に 傳 ふる 所 は 淺井了 意な り 

と 云へ り。 今 その 語勢 を 以て 察する に、 或は 然るべきな り。」 とし、 また これより 先、 活柬子 も 珍書 目錄 

に、 この 書 を 淺井了 意作と せれば、 今 これに 行 ふ。 

撰者 淺井了 意 は、 京都の 人、 黑 谷に 住す。 字 は 子 石。 靜齋、 松 雲、 如 儡 子、 飄 水子の 號 あり。 (本性 寺 

昭儀坊 桑門 釋了 意と 署名した る も あれば、 もとは 浮 屠 氏な りし かとの 說 あり。) 國典戯 著 を 善くす。 寶永 

六 年 己 丑 a 一三 六 九) 丸 月 二十 七日 殁す。 年 七十。 (一 に 元 祿六年 辛 未 元日 寂す とも あり。) 著書 は、 東海道 
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名所 記 を始 として、 江戶 名所 記、 鎌 倉 名^ 記、 うき 世 物語、 本朝 女鑑、 百人一首 首 書、 はな ひ 草 大全、 

武家 根元、 可 笑 記 並 評判 並迹 追、 賞 華呤、 大和 二十 四 孝 等、 その他 多し。 

南 向 茶話 附追考 ー卷  酒 井忠昌 

本書 は、 問答 體 にして、 . 江戶の 古跡の こと を、 見聞の 饞に 記述した る ものな り。 寬延叫 年 二月 初 午 日 

記す。 その後、 更に 增補 をな し、 明 和 二 年 春 三月 上巳 日 追考を 著す。 曩に 百家說 林、 燕 石 十 種に 牧 めた 

り。 

著者 酒 井 忠：： a は、 江戶の 人、 助 之 進と 稱す。 號を 南向亭 とい ふ。 
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天朝 墨談 智之 一 

越 中 五十嵐 篤 好 著 

〇 文 字 

手 かく わざば かり を^し きもの は あら じ。 本 居ぬ しの、 文 宇と いふ もの 參 わたり 來て、 なかくな り。 

と 論 はれた る もさる ものから、 此翁は 例の かた をち にい はれた るな り。 異國 とても、 天 照らす 大御 光の 

てらし まします 天地のう ちなる を、 いかで か、 そ は/ \ しく いひ あばむべき。 いづれ も祌 のち は ひに な 

れる ことの、 かなたに はやくい できけ る 也。 淸少納 言の 枕の 草紙に、 過に しかた 戀 しきもの とて、 をり 

から 哀 なりし 人の 文、 雨な どの ふりて つれ^ \» なる 日、 さがし 出た ると いへ る 如く、 と ありし か、 りし 

と S ひ 出られて は、 淚も さしぐ まれぬ めり。 知らぬ 昔の 人 にても、 其 姿 さへ 見 ゆる やうに おも はる、 も 

のぞかし。 されば 千年の 後の 人に 哀と おも はせ、 千里の 外の 人と も對ひ 居て Si るが 如くなら しむる もの 

は 文 ...1, なり。 此す さびな くば、 何に こ、 ろ を なぐさめ てむ。 いさら. 江に しがら む木鹏 のせき とめて や 

るかた なき 思 ひ を かき 流し やる は、 た^この 筆 麿が いさをなら じ や は。 和 論語 曰、 菅原茂 長 卿 は、 昔 今 

a ぬ 人の かたみに は、 一筆の 跡の みぞ 又な きかたみ、 只 其 人の おもかげ なれ。 ことにな つかしき は、 な 

天 れ にし擎 の 跡 見る度に、 身 を 知る 雨の 袖に ふり か V る 事、 誰も かく ある^に や。 藤 翁嗣公 曰、 自他の 用 

ヨ- ありて 蚩 とり か はすに、 おのれ か、 す はいふに やたらす。 書く ほどの もの は あしく とも、 おのれ かく 

i べし。 人の 手して か、 する 事 あるべ からす。 よくも あしく も、 手 習 ふ 事 は 人間界の 通力なる 事を^らぬ 

二 よ、 むヂ こくち をし きこと なり。 兼 好 曰、 我 手 あしきと て、 人 をも賴 みて か、 する 事 はよ からぬ 事な 

該  一 I  I 

一   五 
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"ノ。 惡筆を もはビ からで 書ぬ る は、 よし 元 物 かく こと は、 人々 の 心 翳の 外に あら はれぬ る なれば、 なき 

あとの 形見、 後世の おもかげに は、 かきおく 筆の 跡の みなり。」 と あり。 人と して 舉ば すば あるべ から ざ 

る ものな りかし。 手して する わざ はし も 多 かる を、 てと いへば、 もの かく わざなる を もても、 此 道の 尊き 

事 をお も ふべ し。  ， 

〇 和 様、 唐様 

W に 和 様、 唐様と いふ は、 あさましき 名な りかし。 唐様と いは^ 皆 瑭 様なる べし。 今 書く 文 宇 は、 もと 

iww の 人に 舉び てかける もの なれば、 唐様なら ざる は あるべき もの か は。 又 和 様と いは^ 皆 和 様なる ベ 

し。 我國の 人の か、 むに、 和樣な ら ざる は あるべし や は。 されば ふるき 文に、 此名 見えた る ことなし。 

源氏物語 など、 手の 事數 多くい はれ たれ ども、 一所 もから ざまに 書たり などと いへ る は 見えす。 萬 葉 集 

に、 歌の てにをは のて しとい ふ 所に、 羲之 とかき てて しと 訓れ たる は、 から 人玉義 之が 事に て、 手 をよ 

くす る 人 故、 義 之と 書て、 てし と稱 へたるな り。 是 にても 專ら、 羲 之の 乎 を 舉ぴ たる 事 しるべし。 太祖 尊 

圓の 皇子 は、 義 之の 手 をめ で 給 ひ、 深き むね を さとりて、 つ ひに 祌を得 給 ひしな り。 皇子 はかけ まく も 

かしこき 人 問の 種なら ぬき はに しまし ませば、 いと も 尊く うや しく みやびやかに、 さくの 花 匂へ る 

ごとき さまに 喾 出 給へ る は、 我 大御國 の 萬國に 勝れた る、 おの づ からの 祌の 結びに なむ。 されば こそ、 

うる はしき さま は、 貴人の 冠 装束して 笏 とりて 立 給へ る ごとくに 見え、 叉 狩 衣ば かりし どけな くう ちかけ 

て、 なよ びた るお ほきみ すがたなる あり。 武き物 部の やなぐ ひお ひて 弓 はら ふり 立た る 如く、 ある はた 

を やめの 袖う ち はへ て 花の 下に 遊べる がごと く、 なまめ きたる その さま、 千 萬に 書な し 給 ひけれ。 月の 

前 ゆく 雲の ごとく、 春！ H にも ゆる かげろ ふの ごとく、 手に もとらす. S ひしら すなむ。 さるき は 、おき 

て、 いやしき 人 にても、 おの づ から 我 阈の風 そな はりて、 全く かう ぶりに えならぬ はやむ ごとな きわ ざ 

なり かし。 近世 ある 儒者、 書 會に店 土 西 湖の 水を壺 に 入て 持て 出て、 もの か、 れ しと かや。 是 はも はら 人 
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を 驚 さむの 心に は あら じ。 唐ぶ りの 文字 か、 むに は、 © の 紙なら では ふさ はす。 の 紙に は 小ひ取、 墨な 

ら ではう つりあし かるべし。 莳 墨 すらむ に は 唐^なら ではよ く あは じかし。 されば 此 I： つの もの は、 $1 

唐の を S ひられた るべ けれど、 猶恧 人の 手跡に たぐへ て は、 何となく 味 ひたが ひたれば、 ^の 水 を もて 

こそと て、 遠く 求められ たるなる べし。 此人は 世に 勝れた る 人な りければ、 ^人の 思 ひ よらぬ、 水の 事 

まで 心 をつ けられし と见 ゆ。 され ど 墨 紙筆 等 は、 獍 はし ぞ かし。 此屮の あるじた る 我 身、 m 木 人なる を 

いかにせ む。 我 固の 墨 紙筆 を もちても、 廣 人の 書きたら ば^ 風 あるべし。 维墨 はた^かり ものに て、 心 

をう つす もの なれば、 我國 人の か& むに 大和 風なら ぬ もじの あるべき か は。 されば 店^、 和 様と いふお 

は ある まじき 事ぞ かし。 只 優美なる を 和 様と いひ、 かどだち たる を^ 栊と いはむな ど は 論の 外な り。 き 

道に つきて、 此 名目 をい ふべき ことなき なり。 

〇 我國之 手跡 

天朝の 手跡 、唐！： に 勝れたり と、 尊 圓親王 の 給 ひお かれたり。 廣澤 ぬしの 觀鷥ぱ 謌 に、 天朝の 書 を、 後^ 

の 時に、 彼國 にて 稱揚 せし 事 をし るされ、 東；： d ぬしの 書 話に も、 天 朝の 害の 勝れた る を、 恧 人も稱 美せ し 

箏 ありと て、 そのこ と^も をのせられ たり。 本朝 文粹 に、 〔割 註〕 菅三品 御作、 小野逍 風 朝臣 奏狀 のう 

ち。」 身猜 雖レ沉 u 本朝？ 隔-萬 Si 之 波濤？ 名是 得レ播 -g? 阈？ みづ からかく いへ るに て 見れば、 恧國 に稱譽 

せし 事、 朝娃 にもし ろしめ し、 數々 ありけ るなる べし。 我國は H< 地の 祌の 結びのう まし 國に しあれば、 

萬の 事、 萬國に 勝れた る はいふ もさら なれ ど、 わきて 手 かく わざの、 いとく 勝れた る は 何 ゆ ゑ ぞと思 ふ 

に、 天朝 は聲 さやか なること、 〔割 註〕 聲の 勝れた る琪 は、 本お ぬしの 說、 漢字 一二 音 考 にく はし。」 萬國に 

いとの きて 勝れたり。 器物 を 打て その 音 を 聞く に、 その物々 によりて 淸 濁の 音 あるが 如く、 人の 心、 萬國 

に 勝れた るが ゆ ゑに、 その 聲 きょくさ やかに して、 いと 勝れた るな り。 文字 は 其 聲を うつし 出す もの ゆ 

ゑ、 手 も 又 豚れ たる は 理りぞ かし。 から 國 とい ふ 名 は、 萬 紫 集にから 國 のからし とい はれし は、 遣 使 
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の 辛苦 を. G 心 ひていへ るなる ベく、 その もとは、 只遙 かなる 意 もて、 からと は 名付けむ。 なれ ども 祌典 

に、 靑山 をから 山に す。 からしと あるから は 枯れた る^に て、 今 も潤澤 なき 物 をから とい ひ、 それより 

して 實な きもの をから とい ふ。 蓆國の もの は、 すべ-て 澗澤 少し。 漆な どの 潤澤 なき を 1 ^よ。 されば から 

國と いふ 名 は、 か る 所 S£ ぞと いはむ も あへ なむ かし。 我^の もの はすべ て潤澤 ありて うる はし。 この 

うる はしと いふ 詞則阀 はしに て、 潤澤 ある 事な り。 されば 古語に、 みづの 御舍、 みづの 御手な ど、 ほめ 詞 

にみ づ といへ る は、 潤澤 ある 事に て、 萬 葉に 靑^ しげれる 山 をみ づ山 といへ り。 今 も 初夏の 若^ 出た る 

梢 を みづえと いひ、 若く うる はしき をみ づ/ \- しとい へる も、 潤澤 ある^に て、 潤澤 ある 物 は活々 と 

したる ものに て、 活々 としたる 物 は、 その はたらき 限りなき もの ゆ ゑ、 ほめ；！ ともなれ るな り。 活々 し 

たる は、； t の 結びの 勝れた る ゅゑぞ かし。 草木の 花咬實 なること なくなる を かる V とい ひ、 死ぬ を まかる 

とい ひ、 死骸 をから とい ひ、 それに ふる &を けがれと いふ OEf;- 女の 巾 離る、 を かる、 とい ふな ど， かる も 

から も、 かれ も、 同意の 言に て、 はたらきな きをい ひて、 祌の 給び なき ゆ ゑな り。 此語ぴ なき^ をいた 

くい まれた る ものに て、 死り たる もの をい む^、 祌 代の 卷 にく はしく、 今 も 世に いみ あへ り。 されば 萬 

物沽々 したるな り。 墨 は 漆の 如く 光澤 ありて うる はしく、 紙は淸 くうる はしく、 薄 やうな ど 色々 に染. な 

し^ねて 匂 はせ たる。 その 風流 またい はむかた なし。 されば 文字 も、 みづ くしく 活々 したる ゆ ゑ、 い 

とくめで たく、 いとく 勝れた るな り。 古今 著 聞 集卷七 能書の 部に E、 尺 犢の書 疏は千 ffli の 面目な 

り。 凡-: ハ文は 體 のす がた を あら はす楚 、 驚 鬵反鵲 のい き ほひ をなら ふ 人、 ゎづ かに 一字の 跡を殘 して、 

はるかに 萬 代の ほまれ をいた す。 もろく の藝 能の 巾に、 手跡 誠に 勝れたり。 嵯哦 天皇 と 弘法 大師と つ 

ねに 御手 跡 を あらそ はせ 給 ひけり。 ある 時、 御手 本 あまた 取 出させ 給 ひて、 大師に 見せ 參ら せられけ り。 

共 屮に 殊勝の ー卷 有け る を、 天皇 仰 ごと 有け る は、 是は恧 人の 手跡 也。 其 名 を 知らす。 いかにも かくは 

攀 びが たし。 目出度 重资 なりと、 しきりに 秘藏 有け る を、 大師よ く/ \ いはせ 參ら せての ち、 是は空 海 
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がっかう まつりて 候 物 をと 奏させ^た りければ、 天皇、 さらに 御 信 W なし。 大きに 御 不審 ありて、 いかで 

かさる 事 あらむ。 當時か >* る やうに^ 異 する 也。 よしたて k 及べから すと 勅定 有ければ、 大^、 御 不審 誠 

に 其 いはれ 候。 軸 を はなちて あはせ め を 御^ 覽候 べしと 中 させ 給 ひけれ. ポ、 則 はなちて 御^す るに、 共 

年 其 月靑龍 寺に おいて 愈 E 之、 沙門 筌 海と 記しせられ たり。 天皇、 此 時御份 仰 有て、 誠に 吾に は 勝られた 

りけ り。 それにと り、 い かに かく 常時の 勢 ひに はふつ とか はりた るぞ と、 尋ね 仰ら れ ければ、 共 事 は國 

によりて *: 替て候 也。 @ 土 は大國 なれば、 所に 相應 して 勢 ひかくの ごとし。 日本 は小國 なれば、 それに 

したが ひて 當 時の やう をつ かう まつり 候 也と、 屮 され 給 ひければ、 天皇、 大 にはぢ させ 給 ひて、 共 後 は 

御 乎 跡 あらそ ひもな かりけ り。」 此物 語い といぶ かし。 大國 にても、 小國 にても、 それに 應 じて 替給は 

むこと は ある まじき 事な り。 いかなる 一 小島の ト； にあり とも、 仰ぐ 所 は H< なり。 踏む 所 は 地 也。 一地 球 

とみる 時 は、 その^ あるべき 事 か は。 大^; など は 元より H< 地に みち/ \て 書 給へ る 筆跡 なれば、 かって 

さる 察 は あるべ からす。 是 等は必 何の 心 を も 得ざる 人の そらごと なるべし。 か k る 事に まど ふこと なか 

れ。 或 人 曰、 是は大 國小國 のけ ぢ めの ごとく 書 たれ ども、 さに は あらす。 我國 人の 方 勁に 難く、 優美に 

易き 質なる を 見て ま E 替給 へるな りと い へれ ども、 此 物語のう へに なき 事 なれば、 ひきつけの^と いふべ 

し。 扨乂、 優美に 易き 質 を：^ て 書かへ 給へ りと は、 大師 は我國 人なる 事 を 忘れた る說 なり。 書替給 ふま 

でもな く、 元より 優美なる 質い ませし なり。 我 國は人 はもと より、 山河 草木まで も、 いとう や^ \ しく 

優美なる は.、 祌の 給び のうまし 國 なれば ぞ かし。 しかも 忠良に ていとた けき こと は、 古今の 事 ども をき 

、て 知るべし。 日本 武尊 はいと も/ \た けく まし^-けれども、 熊 曾 述 を 討 給 ひし 時、 た を やめに まぎ 

れい ませし を 見れば、 御 かたち はいと，/ \ 優美に いまし、 也。 御うた など を 見 奉れば、 御 心 もい と 優美 

に 坐し なり。 かく 優美なる 屮に武 を もちた る こそ、 眞の强 しとい ふべ けれ。 文字の 心 も かく あるべき 事 

になむ。 性 翳 集 〔割 註〕 大師の 御作 文を桀 めた るな り。」 勑賜祥 風 書了即 獻表幷 詩。 「沙 門 空 海 一一 目。 去 六 《n 

  九 
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『 

^  二十 七日 主 殿 助 布 勢 海將- 五彩 吳 綾錦 綠^ 尺 屛風 叫帖- 到-.^ 房？ 來 奉-一宣 聖旨？ 令- f 空 海， 書 * 兩卷 古今 詩 

人 秀句よ 者。 忽 奉，， 天 命？ 驚悚難 レ喩。 签海 聞。 物 類殊レ 形。 専羣分 レ體。 舟 車^ レ 用。 文武 異レ 才。 若 當-- 其 

0 能^^ 則 通 快 川 失-其 宜？ 雖レ 勞無レ 益。 签 海 元 躭-- 觀牛之 念？ 久絕- -返鵲 之 書？ 達夜數 息。 誰 勞-- 穿 被 4 終 

該 n 修心。 何 能-墨池？ 人 非，， 曹喜？ 謬 對-- 漢主之 邸？ 欲レ 辭不レ 能。 强 瑯，， 龍 管？ 古人 筆 論 云。 堂 E 者 散 也。 非.. 

m 以 -結篓 「爲， k 能。 必須 T 遊-, 心境 物， 散 * 逸 懐抱 5 取-, 法 叫 時？ 象-形 萬 類？ 以レ此 爲レ妙 矣。」 字形の つ X 

まやかなる のみ をよ しと はせ す。 心 を I； 方に 遊ばし、 思 を さは やかに して かくべし。 さて 春夏秋冬 始榮 

枯 ありて、 めぐりくて 盡 ざるに、 法 をと り鳥獸 草木、 風雲 雷電 等、 萬 物に 象りて 文字 を 書くべし とし 

めし 給へ るな り。 

「是故 蒼 公 風 心 擬，， 鳥 跡？ 而揮レ 翰 王 少意氣 想，， 龍 爪？ 而染レ 筆？ 蛇 字 起，， 綜？ 蟲書 發-- 秋婦？ 軒 聖雲氣 之. 

興。 務 仙風韭 之感。 锥露懸 針 之體。 鶴 頭 偃 波 之 形。 麒麟 鸞鳳之 名。 瑞草 芝英之 相。 如レ是 六 十餘體 者。 

並 皆 人心 感レ 物而作 也。」 是は 唐國の 故事 どもな り。 我國 にて は、 道 風 朝臣の 柳 蛙に 感じて 筆法 を 得 給 ひ 

しに ひとし。 如レ斯 なりければ こそ、 字々 精鑌 有て 活て あり けれ。 「或 曰。 维論 筆經。 譬 如-一詩. 冢之格 律？ 

詩^ 有 T 調 レ聲避 レ病之 制 5 書 亦 有 下 際 レ病會 レ现道 W 詩人 不レ 解-一 K 病？ 誰 編-一詩 什？ 書 者不レ 明-一 病理？ 何 預- 

^評？ 又 作レ詩 者。 以レ爭 ー古體 -爲レ 妙。 不，. 以レ寫 -1 古詩- 爲 * 能。 書 亦 以レ擬 一一 古意- 爲レ 善。 不 T 以レ 似-一 古跡- 

爲も 巧。 所以 振レ古 能書 百 家體刖 也。 蔡雍 大笑 鏞繇深 歎。 良 有レ以 也。」 蔡雍が 書る 字 は 笑 ふが 如く はえ、 

鎗緜 かも じ は 歎く が 見えし とい ふこと なるべし。 rs 海儻遇 S 解 害 先生？ 粗 聞-一口 決？ 雖レ然 所レ志 道^ 不一 一， 

曾 留；. 心。 今 頼- 聖雷之 震 響ん 拔，， 心地 之蟄宇 4 折，， 六書 之萃 楚？ 摘-八 體之英 華？ 學-轉 筆 於^ 態？ 擬-, 超 

翰 乎 革聖？ 想-山水- 而擺撥 法-老少？ 而 終始 君臣 風化 之 道 含-, 上下 畫？ 夫婦 篛貞之 行 藏，， 陰 陰 點？」 君 は ほ を あ， 

はれみ、 臣は 君に したが ひ、 正しう して 親しき 味 ひ、 上下の 畫に 含み、 夫婦した しう して 亂れ す、 ^し 

き 味 ひ 陰陽の 點にを さめたり との 給へ るな り。 誠にお もしろ き 所な り。 心 をと^ めて 能见 べし。 上下 嗜 


陽 は 文章に. S へるな り。 點畫 みな 此意を ふくめる なり。 初 書： は 君の 如くに して、 次 S を あはれ みたる 意 

あるべし。 次 畫は臣 の 如くに て 初畫に そむかす。 したが ひ 敬 ひたる 意 あるべし。 又 初點は 夫の 如く、 次 

點は婦 の 如く、 したしう して 離れぐなら す。 しかも 亂れす 正し かるべし。 如レ斯 點<螯*、 君臣 夫 

婦の むつまじく 結び あ ひたる ごとくに て、 他より 讒言 を 入るべき やう もな きが 如くなる ベ きなり。 「客 

* 捭讓。 弟昆 友悌。 n; 才變 化。 叫 序 生 殺。 尊卑 愛敬。 大小 次^。 隣 里 和平。 寰區 肅恭。 此等 ^^。悉^,, 

字 字？」 如レ斯 天地 問に あらゆる 事 を ふくみた る もの なれば、 天地の 法則に したが ふわ ざに て、 冶國平 IK 下 

の 道 も 外ならぬ 事 を 知るべし。 「離 ー，1 功 謝-一書 池？ 竊庶 --幾 雅趣？ 又 夫 右 軍累レ 功。 猶未レ 得-一共 妙？ 衆藝 

弄 レ沙。 始已會 -> 其 極？ 自外凡 席 何 解-, 點畫之 奥？」 右 軍は義 之の 事 也。 衆藝 は華嚴 五十 五 知識の 一 にて、 

萬藝に 達し、 就中 梵 文に 達した る 人に て、 衆藝袁 子と いふ 人な り。 十 千 童子に 伴 ひて 砂 を^し 人な りと 

物に 見えたり。 さて 此所 にいへ る 意 は、 義之は 功を累 ねし かど も、 未 妙 を 得す。 衆藝重 子 は 砂 を 弄て あ 

りし かど も、 其 極に 舎へ り。 といへ るに て、 極意 は 心 術 悟 知に ありと いふ 事 を さとし 給へ るなる べし。 

義之、 妙 を 得ざる に は あらざる ベ けれど、 生^ 功 を 積て 猶 いまだ あかす 思 はれけ む を、 かくはの 給へ るな 

るべ し。 「何 況。 海 耳 聞-, 共義？ 心 不レ存 レ理。 空費-一 筆墨？ 忝 汗- 一 珍屛？ ー悚 ー懼。 心魂 飛越。 堯曦 

淹レ 光。 葵藿 目感。 對レ山 握 a 管。 觸レ 物有レ 興。 自然 之應。 不レ覺 吟詠。 糨抽 十 韻？ 敢 書- 于後？ 伏 乞。」 此 

屏風 を 書 給 ひしに、 興に 乘 じて 覺 えす 吟詠し 給 ひしな り。 その 妙 境に 入り 給 ひし こ 、ろ、 いかばかり 樂 

しかりけ む。 

穴 大 慈 宥，， 其 罪過？ 幸甚々々。 ^所レ 書 屏風 及 秀句。 本 隨レ表 奉 進。 輕鑌 u 聖覽？ 伏增- 流汗？ 沙門 空 海 誠 惶 

^ 誠 恐 謹言。 

0  弘仁七 年 八月 十五 日 沙門 さ 海上 表 

蒼- M.2 雲。 觀念人 等閑。 絡 却 草 行眞心 遊- 佛會？ 不 レ遊レ 筆。 不レ 顧- -揚 波？ 岙 許春豈 謂明皇 交- -染 翰？ 鹄琛 

談 

  一 一 
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龍 爪爲レ 君。 陳祥裟 濃淡。 御 邸 出- 瑞草？ 秋 冬感" 帝 仁？ 靑山 翠^ 见-- 翔 鳳？ 花 ％瓊 林 望-ま 膦？ 更有 1-1 懸針 

朝 與ニ 倒韭？ 切 思 相伴 竭_1 丹宸？ 龍 管 臨レ池 調-漆 墨？ 烏 光 忽照點 一-豪 賓？ 暴風 驟雨 莫- 來汙？ 此是君 王 所-愛 珍？ 

0 松巖數 霧^ 中濕。 恐レ汙 望レ 晴經- 一月 旬？ 畫虎畫 龍 都不レ 似。 心 寒心 袅畿逡 巡 此表 にの 給へ ると ころ、 筆 

談 道の 極意な り。 よく/ \ 味 ふべ し。 さて また、 此 文の 趣 にても、 彼嵯 哦大皇 との 爭 ひの 話 は、 虛 なる 事 を 

知るべし。 同書 獻-- 梵字 幷雜 文-表 一 首。 沙門 S 海 言。 g 海 M。 帝道 感 レ大。 刖秘錄 必顯。 皇 風動レ 地。 則 

露文聿 興。 故 能 龍卦嗨 文。 待-黄 犧-- 以標レ 川。 鳳 書 虎 字 候-白 姬- 以呈 レ 體。 於焉紡 繩駿而 三坡 燦爛。 刻 木 

寢以五 典欝 興。 明 皇因レ 之 而弘レ 風捣レ 化。 蒼生 仰 レ之而 知 レ往察 レ來。 不レ 出- -戶 庭？ 萬 Ef; 對レ E 不レ 因。 聖智 

コー ネ^レ 數稽レ 古溫レ 故。 自 レ我垂 レ範。 非 レ書而 何矣。 況復。 悉曇之 妙 章。 梵害之 字母。 體 凝-先 佛？ 理 含- 

S"? 字 絡-生 終？  m 斷 羣迷？ 所以 三世 覺滿 尊而爲 レ師。 十 方薩埵 重逾- 身命？ 滿界 之寶半 偈雖レ 報。 累 

^之 障 一念 易 レ斷。 文字 之義 用。 大哉。 遠 哉。 伏 惟。 皇帝 陛下 貫 三 表 レ號。 減 五稱レ 首。 道 邁-- 規矩？  ^齊- 

烏 兎？ 露 沉-- 文 下？ 六合 無爲。 風 動-琴 上？ 一  人垂 拱。 玉燭 調和。 金 鏡 照耀。 所レ謂 輪瑞之 運。 于レ今 見 

矣。 纥 海人 是 瓦礫。 毎 仰-金 仙 之 風- 器 謝- >粱 許？ 久 臥- 堯帝之 雪？ 饼觀 餘収。 時舉- 印度 之 文？ 茶 湯 坐 

來。 乍 閱-, 振旦之 書？ 毎レ兒 T 蒼 史古篆 右 軍 今隸孜 光韭葉 杜氏 草 勢 5 未，. 嘗不 * 野心 忘 レ憂山 情 含,. 笑。 諺 曰。 

奴：： 甘郞。 舌甜 C 敢 因，， 斯篛？ 欲レ獻 久矣。 然^ 狼藉 汙穢。 還 恐 觸，， 藤聖 眼？ 微誠 潛逮。 先 聞- -于； 大？ 伏 

奉，， 布 勢 海 n 勅？ 欣踊 繕- 1 裝 古今 文字 讚 右 軍 蘭 亭碑及 梵字 悉曇等 書 都  一 +卷？ 敢以奉 進。 伏 乞 天 慈不レ 嫌- 

漏 一 --覽 飛 藤，？ 伏 願 陛下。 一 披- 梵字？ 梵大之 護。 森 羅再閱 --神 書？  ； t 人 之衞逼 側。 達 水 逸沛忽 入-封 

壊？  ^山 貧岫 來受- 正朔？ 常住 之 字 加-持 不壤 之體？ 遂古之 民 撃-耕 于今 辰-矣 ， 龍 瑞紀官 永 豫-- 姑射？ 鳳 

祥名^ 放，， 轔 金閣？ 輕黷- 旒误？ 伏 深- -戰 越？ 沙門^ 海誠惶 誠 恐謠言 。 

梵字 悉曇 字母 幷釋義 一 卷 

古今 文字 讚 1 ー卷  古今 篆隸 文體 一 卷 


粱武帝 草 害 評 一 卷  王 右 軍 蘭亭碑 一 卷 

曇 一 律師 碑銘 一 卷 (草書) 大 廣智： 一一 藏影讚 一 卷 

弘 仁な^ 閹ヒ月 八 B  沙門 空 海 進 

同書 進 李 邑眞迹 屏風 一帖。 表 一首。 右 沙門 空 海 聞。 道 之 興廢。 人 之 時 非。 時 物 之 貴賤。 師之刖 不^。 故 

能 就 報 待-, 虑氏， 而方彰 。美 玉 曲-, 賢 王， 而照レ 車。 自レ 古有レ 之。 今 亦不レ 然矣。 空 海 久閲- _ 翰墨？ 志 深-, 盡 

一 ？  餘隙時 探- 1 六書 之秘 興？ 持 觀之暇 數檢- 古人 之 至 意？ 伏 惟大上 天 皇脫 躧多レ 閑。 超然 坐 亡。 九 丹 

寫-, 共 一? 八體篤 i ハ風？ 空 海以レ 得- 此妙 迹？ 時充- 披翫？ 隆 匠不レ 及- -1: 隨？ 而 功夫 施- 1 於 一時？  ^以- 桑 

門 之 秘迹？ 敢奉 u 獻 姑射 之遊 目？ 謹 隨レ狀 奉 進。 沙 I： 空 海 誠 惶誠恐 謹 進。 

右 表 二 編 味ぶべし。 文字の 德大 なる 事 を 知りて、 いさ \ かも 不敬す ベから す。 又^: を 雄ぶ に は、 も はら 

古人の 意 を 知るべき なり。 能 害の 筆跡 を^て 憂 を 忘れう ちゑ まる k は、 此處に 思 ひ をと にめ て、 大 かた 

古人の 意を撿 知る に 至る の ゆ ゑな り。 ^末に 表 三 編 を 出す。 其 外、 德宗 皇帝 眞跡等 を 獻じ給 ひし 表 等、 筆 

道の 事に よりたる 數遍 あり。 こと^-に 引出 づ ベく おも ひし かど、 此桀 を：^ るに、 他事の 表せの. E- に 

も、 筆 道の ためにと るべき 事 ども 多 かれば、 ^ばかり か はとて 略ぬ。 本書に つきて rar へし。 

或 人 問 曰、 羲 之が 衞 夫人より 筆法 を 傅し 時 は、 何を傳 りたる にや。 筆法 は 後世に 至りて こそ 委く 論說も 

あれ。 義 之の 頃 は、 未 委しから ざる やうに おも はる。 しかるに 義 之の «1 は、 こと. ぐく i!. 法 調 ひ、 たぐ 

ひなき 能書な りけ る は、 いかなる 所謂 ぞいぶ かしと いへ り。 予 答へ けらく は、 わが 御 傅に よりて 是 をお 

天 も ひみる に、 筆法の 事 多端な りと い へど も、 皆注釋 にて、 その 极 元は 天 地の 法則と いふ  一 一一 一一 ！： にて、 一 以 

朝 貫レ 之の 道な り。 浮沉情 濁、 緩急 表裏 等の 運筆、 心氣の 運び も、 みな； 大地の 法則より 外に 出ざる 事 なれ 

S ば、 羲之は 一 言 を傳 りて 齊く 通じられ たるなる べし。 後世の 人、 此處 解し かねて、 ことぐ に 注 It したる 

をく はしくな りしと 思 ひ 給 ふべ けれど、 なか. /(\ に 力の 不レ 及より して、 詞 多に 成りた るな りと 答へ ぬ。 

該 
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  一  四 

〇 御 流 

^に 御 家 流と 稲 ふる は尊圓 親王の 御 流な り。 然る を^に 尊圓 流と いふ 名 を 立て いふ もの あり。 其 本元 を 

辨 へざる 誤りな り。 され ど、 今 世に 御傳を 知らで、 御 家 流と 稱 ふるもの あり。 是は 親王の 御攀 跡と は大に 

違 ひたり。 それ は祌靈 ある 事 を 知らざる ゆ ゑな り。 瀧 本流と いふ も、 大橋 流と いふ も、 何も 皆 御 家 流よ 

り 出た る ものな り。 親王 は 前にい へる 如く 王義之 を舉び 給 ひ、 其 骨 髓を得 給へ り。 されば 眞の 唐様と い 

ふは此 事な り。 又 眞の和 様と い ふも是 なり。 今 世に 行 はる-唐様 は 唐様に あらす。 和 様 は和樣 にあら 

や。 皆お のれ，. （\ が 私事に て、 しかも 他 を そしり、 おのれ ほこりが なる は、 あさましき 事ぞ かし。 祌を 

得る に 至りて は、 天地の 間 唯一なる ものな り。 此 親王 は舍人 親玉 をした ひ 給 ひ、 祌道を 尊び 給 ひて、 神 

道、 筆 道 同じ 法り なる 事 を さとし 給 ひ、 しかもい と武 くまし/^ て、 さばかり 勢 ひたけ かりつ る、 北條家 

をいた くい ましめ 仰 遣され し 御文な ど ありと ぞ。 かく 御 心の ぬけ 出 まし/ \ しゅ ゑ、 御手 も 勝れ させお 

はし まし、 にこ そ。 さる を 世に 御手の 勝れ させ 給へ る をのみ た、 へ 奉る は、 あかぬ わざに なむ。 和 論語 

曰、 尊圓 親王 曰、 人と 生れて 一 ッの 能の なきもの は 畜類に 劣れり。 畜類 も そのお のれが なす わざ あり。 

草木 猶功能 多し。 人と して 能な き は！ K 是を すて、 なきが ごとくす。 心 あらむ もの はづ かしき ことならす 

や。 いとく かしこ けれど、 太祖 尊圓 親王より わが 師高 W 先生まで 御傳 流の 系 圖をこ V に 記す。 

伏見院 第五 皇子 也、 御 幼名 尊彥 と. e. 奉ろ、 御 母 は 潘磨內 侍と 號す、 俊 平 朝臣の 女 也 

永 仁 六 年 八月 柳 日 あれ まし、 延文 元年 九 3 廿 三日 祌さリ ましぬ、 

〇 大乘院 is 1 品尊圓 親王— 祐助 親王 I 尊 道 親 壬 I 慈 濟大佾 正 I 道圓 親王 I 義圓准 三 后 II 

一〜 義快准 三 后 I 尊 應准三 后 I 尊傳 親王 ー 尊鎭 親王 —尊 朝 親王 III 尊 純 親王 I 尊證 親王 

大和 大納言 殿 家臣 稻垣 新丞 紀， S 祖大钠 言 殿 家臣、  參州吉 良 無量 山 專長寺 

とい ふ 人な り、 紀州 之產、 後 仕 松^ 左 京大 夫 賴純公  第 十四^ 

厂淸 原 安兵衛 尉 成 信 I 田 島 瀨左衞 門尉淸 原重吉 I 一 I 雲 空祖龍 上人 諦玉 和尙 11 
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參州 吉良茯 

原邑之 住人 


生 國 參州舔 頭 0  ^  A  ^  ？ な. お 住 

黑野源 内 正 * 三男、  加州 金 滞 之 住  高 田英與 子息 

 冠 空 攛山 上人 雪洞 和^ 1 高 田 久左 衞門英 與！； 咼 W 與八 郞祐久 

後 改名 與左衞 門、 無染 

齋 情意 先生と 稱す、  以下 略 之 

徹 山上 入所 レ謂 ありて 金 澤に來 給 ひ、 つ ひに こ \ にて 終り 給 ひしな り 。依て.^: g よりの 尊き 御 傅 を はじめ、 

尊 朝. 親王の 御 敎成信 大人、 重吉 大人 等の しるしお き 給 ひし 事 ども、 ことぐ く^ 家に 傳れ り。 

〇 古今 筆跡 

いにしへ 人の 手の 跡ば かりえ がた きもの あら じ。 新撰 六 帖に、 「はて はまた しみの すみかの むかしぶ みは 

ら 〈 は 塵と 見る ぞこ ひしき、」 げ にしみ の 住家と なりはて & ちりと なり ゆくなら ひなる に、 火の 災 こか- 

り てうせ  はてぬ  る  さへ  あれば、  ふるき 世の 人の ギ ふるま i になくな りて、 はづ かにと まれる は贵 人の 

御手に ひめられ、 ある は 佻の 御 ものと なし はてな ど、 いやしき 身 は ひとめ だに 兒る事 さへ あへ ぬ さまに 

のみ 成 行ぬ る もの なれば、 しみの 住家に おちと ビ まれら む、 只 一 もじば かりなり とも 乏し ま さらめ や 

も あ 力れ る 世に その 名き こえし 筆の 跡、 まれ，/. \- おちと^ まれる が あなる を、 いかばかり P 驚く もの 

ならむ と^ひた るに、 何の こ ともなく まめ やかなる もの なれば、 はへ なき こ、 ちす る を、 再兑 乜，， ^  c と 

おもしろく 覺ぇ、 三度 兒れ ばいよ/ \ 味 ひ 出来り、 いと 大く 見えて、 いと も 尊く いひ しらぬ 匂 ひ 加 はり 

ぬ 力くて 見る たび ごとに、 尊さ彌 まさり あくよ なく 覺ゅ。 うべ なる かな。 1 點ー畫 も、 こと^ 1\<9/ 

扎の法 nc を そな へ、 淸. き 潔き 御 心 を もちて 蚩 E 給 ひし もの なれば ぞ かし。 玄旨法 印のう た、 「その 人の こ X 
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ろ も さぞと 賴 むかな. ri| しき 筆の M を 見る にも、 今の 世人、 こと さへ ぐ^ぶり とて は、 いかめしく 筆と ね 

朝 もち、 紙 をせ ましと 書ち らし、 文字の 形い かれる ごとくに て、 筆の 末 ことさら にあらぬ かたへ ひきはな 

0 し、 ある は ゆがみた をれ ぬべ く、 いと あれた る 筆 遣 ひ を を かしと おも ふめれ ど、 いと もい やしく、 兒る 

m にくる しくな む、 ちからなき 蛙 (ゆと やい はむ。 乂 大和ぶ りと て は、 いたくいた はりて、 ほそく ふとく US 

ませ、 ぬる/ \ と攀 ひきま はし、 かしこ こ、、 蜘の いかけた る ごとく まぎら はし 書た る を、 いとうつ く 

しな ど 人 もい ふめれ ど、 兌る もうる さくな む。 骨な き蚓 書と やい はむ。 又 近き 世に、 雲の 聲 なる 名のみ 

と^ろけ るが、 かきちら したる は、 うち 兒には IS さむる 心ち すれ ど、 再兑れ ^ いとい やし デこ覺 え、 三 

度 はれば いよ- 心お とりせられ、 すべて かた そばみ 小く 兑 えて、 いと 賤 しく、 兑る たび ごとに 心お と 

り せらる、 ぞ かし。 うべ なる かな。 けがれた る 心 もて、 人 E を かざりつ くろ ひ 書た る も Q な II ぽ なり。 

力、 る 手 をめ では やし もてれば、 その 人 さへ 心お とり せらる \ 物ぞ かし。 和 論語 E、 義 1*： ョ、 ^F-¥ 

軍篛滿 公之 六 男 也、 梶井 大僧正。」 人の 手跡 を^る に、 昔の 人の 筆跡 は、 打^に は 何ともな く 文字し とデ 

なげにして、 しかもよ く 筆の 道に かな ひぬ。 昔の 人の 心 も かくの 如くに や。 今時の 人の 手 は、 うち 見 

に は淸げ にさ わ /(\ として、 よく 驯兑る ほど、 つくろ ひのみお ほく、 その さま 賤し。 今 寺の 人の 心 も か 

くの ごとくに や。 かくいへば、 萬の 箏 さき 世 は 勝れ、 今の 世 はおとり ざまに のみな りぬ るが ごと 聞 ゆめ 

れど さに は あらす。 今の 日月、 いにしへの 日月に あらす こそ さも あらめ。 Ba 鈹祌 ひ葸 り、 .PE:w-f- 

^:€| 談 して、 H< の岩戶 問け しょり、 か はる 事な き大御 光に 照らされ ぬる 世の中の、 などお とり ゆく ベ 

き。 古人 もい にしへ をした ひ、 當世 をい とひた る詞、 あまた 物に 見 ゆる は、 其 人の 心に 歎く 事 ありて c ヽ 

るなる べし。 されば 時に あへ る 人 は、 いにしへ に 勝れり といへ る も 見 ゆめり。 或 人、 予に問 曰、 尊圓 親王 

より 筆 道の 傅 書 傅り、 猶ロ俾 もこと ぐく 傅り たりと き、 ぬ。 しか は あれ ど- 1W 槳を もて 傅 ふる 事 は、 

おの づ からた が ひめいで きぬべし。 宋 遠く 傅へ ゆく ま i にあらぬ 亊 にもな りなむ。 いかにと とへ り。 ず 
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答 曰、 尊圆 親王 私の 意 を もて 立 給 ひし 道なら ば こそ さも あらめ • こ は H< 地の 法训を もて 立 給 ひし 道 なれ 

ば、 天地の あらむ かぎり はたが ふ 事な し。 手の か- れぬは 性に 戾る 故ぞ かし。 されば 天地より うけし ま 

、の 素直なる 性に 立 か へれとの 御 をし へな り。 天地の 神の 結びに て なれる 人 なれば、 むかし 今 か はる 事 

^なきな り。 今の 櫻、 いにしへの 櫻より 色香 淺 しと. S はむ や。 亦 問 曰、 さらば 今世^! 風 朝臣、 ：^^ 卿な 

さいへ るば かりの 手 かきな きはい かに。 答 曰、 おのれ 知らす とて、 世に なしと は 決が たかるべし。 さる 

人 は 名 を 好ざる ゆ ゑ、 世に 知る 人も少 きなら む。 いかなる 所に か、 能筆の 人 あらむ とも 知る ベから す。 

又 近世から 學び 盛りに なりて、 中々 に 深き 旨 をば さとらす して、 只う はべ をのみ もてはやし、 賤 きもの 

まで もから ふみをよ みかし こぶれば、 からと しいへば、 木の はし にても よき やうに 思 ひて、 表枭？ チぱ の 

けぢめ もな く、 寬急淸 濁の 味 ひも 見えぬ 石摺 とい ふ もの を、 うへ なきた からと もてはやし、 》: 冗 を 學ぶゅ 

ゑ、 おのれ も 表裏 寬急 のわき もな く、 筆 は よられながら 引 廻し ぬれば、 あらぬ さまにな りたる を や^と 

心得、 H 冗 を 見る 人 もよ しとい ひあしと いひ、 ほむる も そしる も、 皆 私の 心々 にて 誠の 事に あらす。 かく 

なりに たれば、 能筆の 出来ざる もうべ なる 歟。 吉野 初瀨の 花の 種な りと も、 n: 蔭に 植 おかば 色，^ 淺 くな 

るべ し。 天地より 賜りし 靈は、 古へ 人に か はらね ど植 そだつる 事の あしければ なり。 旣 に尊圓 親王 は： 

いにしへ にぬ け 出 まし-に あらす や。 大直 日祌幸 ひまして、 近 き^-ごろ 我 國の道 やう/. \ 盛に 成りに た 

れば、 此 親王の 御 をし へ も 又 盛りに なち む 事 疑 ひなし。 然 ばいにし へに 勝れる 能 害 も出來 べきな り。 す 

でにから 國人、 何が しと やらむ さへ、 いち 早く この 親王の 御淹 を舉 びたり とて、 石摺 にものして おこせ 

たりと ぞ。 

〇 手 習 

嵯峨 IK 皇を はじめ 奉り、 いにしへ に 其 名き こ ゆる かぞへ あへ すなむ。 おのがし^ 立た る おもむけ くに 

て、 さま， f> に 書 出 給へ る。 柏實 のぬ け 出た るが お ほかる を 思 ひわた すに、 北 野の 大御 神な ど は 巾す も 
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かしこし。 その外 筆 道に その 名と e ろき しも、 皆 御 心の いとく 勝れ 給へ るに ぞ ありけ る。 されば いに 

しへ 人の 手の 跡を舉 ばむ に は、 まづ その 人の 志を擧 ぶべ し。 志を擧 ばす して 手 を まねぶ は、 极 をう ゑす 

して 花 を 呤 さむと する がごと けむ。 紙 もて 作りた る 花の こ、 ちすべし。 むかし 行成 卿と 寶方 朝臣と 殿上 

にて 口論 をし 給 ひ、 實方 朝臣 腹た ちて、 行成 卿の 冠き-取りて 庭に なげすて 給 ひしに、 行成 卿、 靜に殿 司 を 

よびて 冠 を 取よ せ 着しての ち、 左 道に おはす る 公達 かなとの 給 ひしと かや。 能書な りけ るもう ベなる か 

な。 その 心氣 のす はり を 見よ。 或 人、 此論ひ をう ちゑみ つ、 聞 をり て、 さて 物語け らく、 むかし かしらい と 

つや、 かに かに やきて、 蠅 もと^ まりあへ まじく 見 ゆる 男の、 髮 しげく おひ そ はりぬべき 藥ぞ とて、 都 

に 出て めせ/ \ と賫り あるきけ るに、 皆 あざみ 笑 ひて、 買 ふ 人、 さらに あら ざり けりと か 聞 侍りぬ ると て 

うち 笑へ り。 いか 成 こ i ろに て かいひけ むしらす かし。 和 論^ 臼、 後伏^ 院勅 曰、 夫 入木 道 は 執行の 功 

にあり。 世の 人の 傳 にか、 りて、 功に 等閑なる 故に 其 至れる に 至らす。 筆 道の 奥 儀 を 知る とい ふ は 執行 

にある 事な り。 なべての 人の 賢き より 賢き にう つる も、 又 如 レ斯。 その 心の すなほ ならむ 事 を 思へば、 外 

の 姿 格式 は、 おの づ から 能なる が 如し。 手跡の 執行 も 又々 斯の ごとし。 世の 諺に、 一 理を 見れば 萬に 至 

ると いふ こと 誠なる かな。」 と あり。 是 によりて みれば、 いかばかりの 傳を受 たりと も、 奥 儀 を 知りたり 

とはい ふべ からす。 ^行 を 積みて、 此處 なりけ りと 心 裏に 發 明して、 我物に なりたる うへ ならでは 知り 

たりと いふ ものに は あらざる べし。 同書 曰、 小 野道 風 朝臣 曰、 夫 書 をよ くす る 事 は、 師の 心の 外 を もと 

めす。 すなほに 執行して、 日 を經て 自然し る 事 あり。 はじめより 傅て 知る の 法な し 。人、 その 心に 誠 を 得 

て 天地の 問 を 知る に 知りが たからす。 誠の 外より 天地の に ひとし か らむ 事な し。」 烏羽玉 翳杪集 臼、 

〔割 註〕 行成 卿の 撰な り。 今 世に 流布せ るは僞 書な りと い へり。 げに いかに ぞ やお ぼ ゆる 事 ども \ 多 かれ 

ど、 又 おもしろき 事 も あり。 見る 人 取捨すべし。」 都自 一， 一能 習， 1 一字 I 者。 愚 習-一千 宇？」 此 愚に とい へる 所 を 

よく 昧ふ べし。 師 執行の 心得 は、 日々 新な りと いふ 意 をよ めとの 給へ りけ るに、 「日毎々 々筆と るた びに 


童べ のう ひ 山ぶ みのこ、 ろ わするな、 とよみて 奉りぬ。 とかく かし こだちて は、 天地のお のづ からなる 

性に 戾るぞ かし。 わきて を さなき ほどに、 しみに し 事 は 年た けて 去りが たきものに しあれば、 始 より^ 

なくすな ほなる 手 を 習 ふべき なり。 師 常に 曰、 とかく 師の くせ をまづ まねび とる ものにし あれば、 人に 

物敎 ふる は、 いと. く かたき わざな り。 我擗を 移さぬ やうに すべし。 淸 書に 加筆す る は、 病を療 する が 

ごとくに て、 其 人 其 位に よりての 事 也。 手本 も 其 ほど/ \ にっきて、 共 樣 ある 事な りとの 給へ り。 され 

ば ゆめ/ \ くせ VJ\> しき 手 をな まなび そ。 和 論語 曰、 菅原道 K 公 曰、 世の 人、 色欲 を このめる やうに、 心 

の ひまな く 道 を 思ひ修 しなば、 その- 大 德の 己に 入り 来る 事、 火の 乾け るに つくが ごとし。 色欲 は 求^て 

却て おのれ を そこな ひやぶ る。 天德は 無量 劫に も盡 きす、 妙の 妙なる もの 也。」！^ C 曰、 尊鎭 親王 曰、 祌 

明 は 人の 心に あり。 用 ゆると 不レ 用と による 云々。 一念う ちに あれば 物 生す。 惡も 又是に 31： じ。 物.：：：：^ ふ 

に顯れ すと いふ ことなし。 速 なれば 速に 至り、 ゆるければ ゆるく 至る は 天の 心なり。」 是は 少し 心得が た 

き *E き やう なれ ども、 すべて 祌明は 人心に ある ものな り。 故に 何事 もせむ と 思へば ならざる 事 はなき 

を、 志な き ゆ ゑ 何事 も 出来ざる なりとの 給へ る 意に 聞え たり。 此 親王 は、 靑蓮 院の宮 御代のう ちに 御 能 

書に て 渡らせ 給へば、 祌明は 我心に ある 事 を 自得し 給 ひて、 かくさと し 袷へ るなる べし。 

故 無染齋 大人 鬥人田 中 惣兵衞 とい ふ 人の 淸 書に 加筆し 袷 ふとて、 惣兵衞 にの 袷 ひける は、 是は田 巾惣兵 

衞と いふ 位が 備り たり。 かくて は 上達せ す。 田 巾の 惣ま 〔割^〕 金澤の 俗、 童子 を 呼ぶ に、 名の かしら 宇 

をと りて 何 まとよ ぶ 也。 ま はさまの 略なる べし。 したしみ ていふ 詞也 0」 にもな り。 又悠ハ r: 衞鬥 にもな り 

せねば、 手 は 上らぬ ぞ との 給へ り。 又 或 時、 弟子に しめし 給 ふ は、 自己の 位を覺 ゆるに 至ら ざれば、 北； 道 

を 得たり とい ふ ものに あらす。 諸道み な 同じ。 自已の 位 を 知らす 恥 を しらざる もの は、 必 邪曲 を 以みづ か 

ら 至れり と 思 ひ 人に ほこる。 是 未熟の 證 しなり との 給へ り。 いと かしこき 御 さとし どもなら す や。 

文字の 形 をのみ 舉び、 天地の 法則に かな ふ现 りを辨 へす して は、 幾年 舉び たりと もい たづら 赛な るべ 
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し。 さらばと て、 其理 をのみ 穿鑿して 形に 心 を 用ざる も 非 也。 事理 一様に 兼學 ぶべき なり。 しかれ ど 

も、 初に はま づ その 形を擧 びて 事 を 習 ふべ し。 習 ひ 得る に隨 ひて、 自ら 天理に かな ひ、 心に 得る に まか 

せ、 亊理 一様に 兼攀 ぶべき なり。 斯 執行せば 形成る に隨 ひ、 心 氣充滿 し、 畢竞妙 意 を 悟る にいた るべき 

なり。 たと へば 小兒の 成長す るに 隨 ひて、 相應の 智も俱 るが 如く、 天の川 は 地に よりて 活動く 现り、 よ 

く^-おも ふべき 也。 さて 又 を さなき もの &手習 ふ はじめに は、 文字 やせぬ やうに 書が よきなる べし。 

源氏物語 若紫の 卷に、 〔割 註〕 紫のう へのい とけな き 時、 手 習し 給へ る もじの やう をい へる ところ、 以下 

源氏物語 を 引ける ところ あまた なれば、 源氏物語と いふ 事 を 省きて た \ 何の 卷 としる す。」 いとわ かけれ 

ど 生 さき a えて ふくよか にかい 給 へ り。 故 尼 君の にぞ 似たり ける。 いまめかしき 手本 習 は^、 い とよう か 

S たま ひて むと 見 給 ふ。」 ふくよかに 書く 手 は、 上り やすき ものと 師 もの 給へ り。 手 習 ひとい ふこと は、 

源氏物語に あまた 所見え たれ ども、 其 さま をい へる は、 葵の 卷に、 〔割 註〕 葵のう へ、 うせ まし V 後の さ 

ま をい へる 所、」 御 帳の まへ に御硯 などう ちちら して、 手なら ひすて 給へ る をと りて、 目 をお し しぼりつ 

給 ふ。 若き 人々 はかなし き 中に も ほ V ゑむ も あるべし。 哀な るふる こと^も、 唐の も 大和の も かき 

けがしつ、、 さう にも、 まなに もさ ま/ 1\ めづ らしき さまに 書き まぜ 給へ り。」 須磨卷 に、 いろ/ \ 'の 紙 

をつ ぎつ、 手なら ひ をし 給 ひ、 めづ らしき さまなる からの あやな どに、 さま. <\ の繪 ども を かきす さび 

給へ る。」. 枕 草紙に、 〔割 註〕 中宮の 御 詞、」 村 上の 御 時、 宣耀 殿の 女御と きこえけ る は、 小 一條の 左. V 臣^ 

の 御む すめに おはし ましければ、 たれ か はしりき こえ ざら む。 また 姬君 にお はしける とき、 父お と^の 

をし へ 聞え させ 給 ひける は、 一に は 御手 をなら ひ 給へ。 つぎに はきん の 御 こと をい かで 人に ひきま さむ 

とお ぼせ。 さて 古今の 歌 二十 卷 おみな うかべさせ 給 はむ を、 御が くもんに はせ させ 給へ となむ 聞え させ 

給 ひける。」 九條 殿遣誡 曰。 〔割 註〕 九條前 右大臣 師輔 公、」 凡 成长頗 知-物情 _ 之 時。 朝讀- 書傳？ 次 舉-- 手 

跡？ 其 後 許-諸 遊戲？ 但麾犬 博奕 重 所- 1 禁 過- 矣。」 竹馬 抄曰、 〔割 註〕 治部大 輔義將 朝臣、」 わかき 友 だち の 


よき 乎 跡に て 消息 かき か はしな どす るに、 他人の 手 を かりて、 口 筆 を だに はか， f "しくえ せぬ もい ふが ひ 

なきに、 あまつ さへ 女の かたへの 文な どの 時、 人の 手 を やと ひ 侍る ほどに、 忍ぶべき こと も あら はに な 

り 侍る は、 いか e  n をし からぬ や。」 いにしへ もも はら 手 習 ふ 事 をむ ねとし ける こと 見るべし。 後世に て 

も、 新武ぉ 物^ 曰、 管^ ^山 入道 德本、 家臣の 河 井 甚六 を 召て 宣 ひける は、 汝が子 は今ハ 牛い く つになる 

ぞ。 藝は何 を 仕つ くる ぞと とひ 給へば、 幼少より 弓 を 好み 巾に 依て 稽古： il り、 ^は 十六に 成 候と 中。 德 

本 聞 給 ひ、 手 は 習 はぬ かと 仰ら れ ければ、 書 筆 は 無 得手に 候と 申。 德本、 それ は 然るべ からす。 よぐ く 

物の 逍理 を辨へ 候へ。 高 も ひくき も 物 を か \ ぬ もの は 盲目に ひとし。 先物 かくと 舉 文より 一 切の 藝は發 

ると 思 ふべ し。 無筆に て詣藝 を秸 古す る は、 車 ありて 牛の なきが 如し。 舉問 をして 物の 现を あきらめぬ 

れば、 弓 法 にても、 兵 術 にても、 家々 に祕書 あり。 それ を 求めて みづ から あきらむ る 時 は、 たと ひ 功 を 

盡し おはね ども、 はやくと りつく 事 なりやすし。 無學 にして 藝 をと k のへむ とすれば、 愚なる により 

て、 その 道に うとし。 世の 制 法 も、 これみ な先蹤 より， しるしお きたる 書 を 以て とりおこな ふ。 共 上 無筆 

にして は、 公儀の 役と ^ の ひがたし。 片言の み 人中に てい ひ ちら すれば、 其 身 一分の 恥辱の みならす、 

主人まで 人が 兑 さぐる 也。 書 を舉ぶ 人に 近づき、 一 句 一 言 を も 耳に はさみ 身の 寶と すべし。 一 切 萬 物の 

事 は、 書 舉の兩 道より 起れ り。 されば 舉問は 朝家の 寶、 書、 筆 は 萬 人の 燈と いへ る は、 聖人の 格 IW ぞ 

や。 先 萬亊を さしおき、 手 習と 舉文を 仕なら はせ よ。 若 親の 敎訓 をき かすば、 此方へ 參ら せよ。 某 をし 

ふべ しとの 給 ひける。 有が たき 御敎訓 かなと 感淚を 流し 立歸 り、 此 3:; く はしく. E. 聞かせければ、 彼せ が 

れ 承りと ビけ、 それより 手お 學文 を勵 み、 後に は； € 山 殿の 御內 にて 河 井顿母 佐と て、 比類な きおに て 有 

ける とか や。 

か、 れば、 人と して は舉ば すば あるべからざる ものに なむ。 さても 手 習 ふわ ざば かり 心の ゆく もの は あ 

らじ。 ^秋の うつりゆ くも しらで 過ぬ めり。 花 もやう ^盛り 過ぬ る 頃、 春雨 ふりつ^きて、 を さ/ \ 
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人も來 ねば、 例の ほん ひらきて 手 習 ひたる に、 永き 日 もはや 入相の 錡聞 ゆれば、 龍 池の 柳 色 はな どかき 

す さびっ^-、 つれ^ \\ なる も 忘れ はてぬ。 いと あっき H、 池の 面 を ながめて、 水 無 三 伏 S など かきす さ 

びた るに、 凉 しき 風の さと 吹來 たる も を かし。 また 寐ぬ人 を. S にしる かなな ど、 かなのう つりに 心 を 入 

れて乎 習し たれば、 いたく うんじて やり 戶 ひきあけ て、 外の かたを^れば、 入 方の H: しろうす みわたり 

て、 をち こちに ひビ きたる 砧の昔 も 問えすな りぬ。 かけ ひの 水 も 結 ぼ ほれて、 下 をれ の 音の みする 雪の 

夜、 かし かなる 室に ともし 火 あかく たて \、 からの 大和の ふるこ と^も 手 習 ひ をれば、 炭の しば/ \ し 

ろうなる を さし そ へっ^、 鳥の 驚かす を もしら で 明し ぬる も あまりな り や。 

〇 手 

我阈 のい にしへ、 瑞ぐ きとい ふ もの ありて、 聲の目 じる しにしたり しかば、 Sg もじ 渡り 來て 後.. 其 もじ 

をも糨 いにしへの 名 を もて、 瑞ぐ きとい へりし こと、 物語 文に も 歌に も 多く あり。 是は 天朝の 墨談 なれ 

ば、 みづ くき 物語と もい ふべ し。 さて 筆 持ても のかく こと は、 いと 後に 莳國 より 渡り 參こ しこと なれ ど 

も、 二 注の 御祌、 天 の 浮 橋のう へに 立して、 天の 逆鋅を もて 蒼海 原 を かきな し 給へ りと いへ るに、 其 さま 

よく 似たり。 此事 はかし こき 御傳 あれば、 恐り ありて く はしく はい はす。 硯の 深き 所 を 海と しもい ひ、 

维は 逆にな りて 物 を かきな す。 さて その 鋅 のさき にて なりたる 島に、 二 tt の祌、 天. くだりまして、 萬 物 を 

うみ まし、 ことな ど 思 ひ あは すれば、 いと そ^ろ 寒う なるこ 乂 ちして、 おも ひよりた る 事 ども V あれ 

ど、 こも またい とかし こければ、 こ、 に はしる さす。 何事 もし いづれば、 その 人の 心兑 ゆる ものなる 中 

にも、 此手 かく わざば かり、 その 人 がら はもと より、 心の くま i でも： a ゆる もの は あら じ。 是を いかな 

る ゅゑぞ とい ふに、 筆 道 は 天地の 正しく 直き 法则 具足た る 物 なれば ぞ かし。 少し にても 邪なる 心 あれ 

ば、 その 邪 墨色に 顯る、 なり。 此 處みづ から も 還 ふ 事 あた はす。 せむ かたなし。 いと， ， （-か しこき わざ 

なりけ り。 されば 只 心の 誠 をう つし 出すべき なり。 さら ぱ とて、 餘 りすぐ よかなら むはな か.^ なる ベ 


該 S 朝 天 


し 。時に より 人に したが ひ、 さま vs.\ に 活らき あるべき なり。 はかなき 歌ー苜 かきたら むに も、 する す 

ると た を やかに 匂 ひ ありて かきな さば、 いと あはれ ふかく 兒ゅ べし。 いかばかり よき 歌な りと も、 木の 

枝の をれ たる やうに かきな さば、 哀 もさめ て あさまし かりぬべし。 されば むかし ものがたり にも、 まづ 

手の 事 を こそい はれ たれ。 狹衣 物^に、 C 割！^〕 诈 ^より 源氏の 宫 への 御文の さま、」^ の 水 もいた う 氷り 

ける と 見えて、 筆 がれに かきな された る もじ やうな どこ そ。 こまかに を かしげ ならね ど， 攀の ながれな. 

ど は、 いと あてに を かしき 御 乎な りかし と 見 給 ふ。」 此 御文 は 紙 も 氷 重に て、 氷りた る 竹の 枝に つけ 給 ひ 

しなれば、 ml も 氷りた る處に 風流 ある 文 なれ ども、 筆 がれに かきたる はこ まかなる 處 ゆきと にかねば、 を 

かしから すと. s へるな り。 されば いづく まで も、 维 のかれざる やううる はしく み づ/. \ し くかくべ きな 

り。 末 摘花卷 に、 〔割 註〕 末 摘 花の^の 文の やう をい へる ことば、」 紫の 紙の ギ經 にければ、 はえお くれ ふ 

るめ いたる に、 御手 はさす がに もじつ よう、 屮 さたの すぢ にて かみ 下 ひとしく かい 給へ り。 見る かひな 

う 打お き 給 ふ。」 みちの くに 紙の あっこえ たるに、 匂 ひば かり はふ かくしめ 給へ り。 いとよう かきお ふせ 

たり。 歌 も (歌 略〕 さても あさましの n つき や。 是 こそ は乎づ からの 御 ことの かぎりな ン めれ。 侍從 こそ は 

とり 直す ベ かン めれ。 また^-のしり とる はかせ ぞ なかる べきと いふが ひなく お ぼす。」 上下 ひとしう そろ 

へて かき 給 ひし も、 乂叮嚀 にかき おふせ 給 ひし も、 女の 文に て は 心お とりせられ かひな しとな り。 かな 

とい ふ もの 出来て 後 は、 女の 文に はも はら かなに てかきけ む を、 此 君は猶 もじが ちに 書 給 ひたる は、 ふ 

るめ いたる しわざと いへ るな り。 狹衣 物語に、 〔割 註〕 今姬 君の 扇に 歌 かき^き 給へ る を、 狹衣 君兒給 ふ 

ところ、」 かき ざま さへ うらう へ かみしも ひとしうて、 一にたら ぬ 歌 を、 やがて 扇の ひ まもなく かきな さ 

れ たる もじ やう、 ゑり ふかう わけお かれた るな ど、 すべて か \ る はま だ兑 ざり つる を、 さま か はりて う 

ちお きがたう ぞぉ ぼされ ける。 母し ろうち 見お こせて、 きら しく あそばしつ ベう 侍る めり。 今^の 

手 はさう がちに、 AJ  くう すき 疆 つき まぎら はして うちよ ろぼ ひて 侍りつ る。 是 はつよ きも じ 遣 ひ、 むか 
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しゃう に 侍る。 さは 見 しらせ 給へ り やとい ふに ぞ、 えたへ でう ち 笑 はせ 給 ひぬ る。」 是は 前條と 同じ こ、 

ろばへ なり。 箒 木卷 に、 〔割 註〕 雨 夜の 品定 のと ころ、」 ちり もっか じと 身 を もてなし 文 を かけ ど、 お ほど 

かに ことえり をし、 墨つ き ほのかに 心 もとな く 思 はせ つ- * 云々。 いとよく もて かくすな りけ り。」！： じ卷 

に、 〔割 註： W 士の 女が 事 をい へる ところ、」 せう そこ 文に も かむな とい ふ もの を 書き まぜす。 むべ-/ \\ し 

くい ひま はし 云々。」 11 卷に、 〔割 註〕 上の つ^きに 評のと ころ、」 まんな を はしりがきて、 さる まじき どち 

の 女ぶ みに、 なかば 過ぎて ま E すくめた る、 あなうた て、 此 かたのた を やかなら まし かばと！^ ゆかし。」 是 

な 女の 文の かき ざま を 論 はれた るな り。 夕顏卷 に、 〔割 註〕 軒端の 荻の 君の 文の 事 をい へる 處、」 手 は あし 

げ なる を まぎら はし、 ざれば みて かいたる さましな なし。」 玉 かづら の卷 に、 〔割 註〕 末 摘 花の 君の ふみの 

事、」 御手の すぢ、 ことにおう よりにたり。」 此君は 今やう の 事 をし り 給 はす。 古代に のみお はせば、 御手 も 

古風な りしな り。 若 茱上卷 に、 〔割 註〕 明 石の 入道より おこせた る 文 を、 明 石の 上姬 君へ 御らん ぜ さする 

ところ、」 上略、 むつ かしく あやしき 跡 なれ ど 云々。 此 文の 言葉い とうたて こはく、 にくげなる さま を 云 

々。 〔割 註〕 是 より 下 は 源氏の 君へ きこえさ する こと 葉な り。」 いと あやしき ぼんじと かいふ やうなる あと 

に はべ めれ ど、 御らん じと にむべき ふし もや まじり 侍る とてな む。」 入道の 手 も あしく は あらす。 いとよ 

かりし 事 は、 此 下に 源氏 君の ほめ 給ふ詞 あり。 され ども 入 近 なれば、 言 椠も. <\ しく 手 もさ る さまに 

て、 か、 るう や， /(\ しき 御 方々 の 見 給 ふべき さまに は あらぬ を、 明 石ト； の 心しての 給へ るな り。 梵字の 

やうな りと は、 手の さまの あしき をい へるな り。 さて 又 鳥の 跡と は、 から 人 蒼 頷が 故事より いへ る 事な 

れ ども、 こ \ の 物 ^文な どに は、 いとけ なき 手、 ある は 病な どに て、 すら/ \ とか、 す、 一字，/ \ つぶ 

^^と 書きた る を 鳥の 跡と いへ り。 赤染衞 鬥 家集に、 むすめの もとにより きょが 文お こせたり ける に、 

まだても か、 すと いはせ たれ ど、 たに 鳥の あと を 見む とい ひたる に、」 猶此 末に 出せる 源氏物語 のうちに 

も、 鳥の 跡と いへ る 所々 あり。 おなじ さまな り。 うつぼ 物語 藤 原 君の 卷に、 〔割 註〕 文 かきたる 手の あし 


きをい へる ところ、」； a 給へば、 おにの めをつぶ しかけた る やうなる 乎に て、」 たと へ もこ そ あれ。 My は餘 

りめ づ らしき たと へ なれば、 こ k に 出した る 也。 胡蝶 卷に、 〔割 註〕 柏木の ゑ もんが 文の さま を. s へる と 

ころ、」 かき ざまい まめかし うそ ぼれ たり。」 常 H 卷に、 〔割 註〕 近. 江 の 君より 女御の 御 かた へ の 文の さま，」 

靑 きしきし 一 かさねに、 いと さう がちに、 いかれる 手の 其飭 とも！！^ えす。 たビょ ひたる かき ざま、 しも 

じ 長に わりな くよ しばめ り。 くだりの ほど、 はし ざまに すぢ かひて た ふれぬべく み ゆる を、 うち ゑみつ 

k 兑て、 さすがに いと ほそくち いさく まき 結びて、 なでしこの 花に つけたり。 〔割 註〕 此文を 女御 御らん じ 

て、 官女 中納 一一 一一 C にの 給へ る こと 薬、」 さう の もじ はえみ しらねば にゃあら む。 本^な くも 兌 ゆる かなと て 

給へ り。」 みゆきの 卷に、 〔割 註〕 末 摘 花の 君の 文の さま、」 御手 はむかし だに ありし を、 いとわり なう し^ 

かみ ゑり ふかう つ ようかた うかき 給 へ り。 おとぐ にくき もの 、を かし さはえ ねんじ 給 はで 云 々 。」Hy$ は 

かき ざま あしくて、 哀 もさめ ぬる 事 をい へり。 椎本卷 に、 〔割 註〕 宇治の 八宫 の姬^ のかた へ 匂お より 逍さ 

れし 文の さま をい へる ところ、」 なげの はしりが い 給へ る御箪 遣 ひ、 一 一一 C の 粱もを かしき さまにな まめき 給 

へる 御け は ひ を、 あまた は 見し り 給 はね ど、 これ こそ はめで たきな めれ と 見 給 ひながら 云 々 o」 此 はしり 

がきと いへ る は、 心はづ かしき かたへ 遺す 文の やうに、 心 を 入れて 書 給 ふに は あらで、 只 すら， /(\ とか 

き 給 ひし をい へるな り。 榊卷 に、 〔割 註〕 御 息 所^ 勢へ 下り 給 ふ 道より、 源氏 君へ 御返しの 文の さま をい 

へる ところ、」 こと そぎて かき 給へ るし も、 御手い とよし， c しくな まめき たるに、 あはれ なる 氣をす こ 

しそへ たま へら まし かばと お ぼす。」；^ 鉀息 所の 御手 はいと よかり しか ども、 哀げ なる 所の なかり し を、 

源氏 君 は あかす 思しめ されし なり。 是則此 御 息 所の 御 本性な り。 博士の 女、 軒端の^、 柏木の ゑ もん、 

末 摘 花、 近. y の 君 等 皆、 共 本性の もじのう へに a ゆるさ まなり。 かの 物^ を 見て 味 ひ 知るべし。 ^木^ 

に、 〔割 註〕 源氏 君より 空蟬の 君へ 遺されし 文の やう をい へ る 所 歌 ありて、」 n もお よばぬ 御 かき ざま も， 

1H もき りて 心えぬ すくせ 打 そ へ りけ る 身 をお も ひつ ビ けて ふし 給へ り。」 御 筆の 目 も あやなる に、 いと V- 
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哀 ふか V りしな り。 ゆ ふが ほの 卷に、 〔割 註〕 夕顏 君の 侍女、 扇に 歌 かきて 源氏 君へ 奉りし ところ、」 ^御ら 

しすれ^、 もてなら したる 移り香 いとしみ 深うな つかしうて、 を かしう す さび 害たり 。「心 あてに それ か 

とぞ兑 る. n: 露の ひかり そへ たる 夕顔の 花、 そこ はかと なく かき まぎら はした る も、 あて はかに ゆ ゑ づき 

たれば、 いと 思の 外に を かしう おぼえ 給 ふ。」 五條 わたりの あやしき 所に、 夕顔 君 忍びお 給 ふなれ は、 心し 

て そこ はかと なく かき まぎら はした るが、 なか. （を かしかり しなり。 同卷 に、 〔割；^〕 夕^ 君う せに し 

後、 源氏：^ 御 病の 頃、.^ 蟬 君より おこせた る 文の 返事に、」 「空蝉の 世 はう きものと しりに し を また 言の葉 

にか、 るいの ちょ、 はかなし やと 御手もう ちわな- * かる 、に、 みだれ かき 給へ るいと^ うつく しげな 

り。」 御 病に て 御手 ふる ひて 亂れ がき 給 ひたる なれ ど、 御 心の 風流に いませば なか^ (\- にう つくし かりし 

なり。 若紫 卷に、 〔割 註〕 紫のう へ 幼く おはし、 時、 源氏 君より 遣され し 御文の やう をい へる ところ、」 こ 

とさら を さなく かきな し^ i へる も、 いみ じう を かしげ なれば、 やがて 御手 本に と 人々 聞 ゆ。」 を さなき 人 

に は を さなく かきて、 共 人の 心に 入る やうに し 給 ひし 也。 稚き 人に は 物語す るに も を さなく いひき かせ 

ねば、 心に 入らぬ が 如し。 さて 磬は 調子 ある もの ゆ ゑ、 たと へば 同じ かなしと いへ る詞 にても、 聲の調 

子に ていと も （'かなしく 開え、 又 さも あらす 一 わたりの かなし さと も閱 え、 情の 淺深 よく 聞 わかる 物 

なる を、 文字に かなしと 齊 きたる 所に て は、 其け ぢめ 見えが たし。 それ は餘 念に 锾 はる-ゆ ゑ 也。 天地 

に ひとしき 淸く 潔き 誠心 を もちて 書く 時 は、 心の 誡實 筆端に 顯れ、 文字に 精^ 入る ゆ ゑ、 其 時の 情、 墨色 

に 見 ゆるな り。 されば これ を活 筆と いふ。 橋姬卷 に、 〔割 註〕 柏木の ゑ もん 今 はの 時、 女 三の^ へと て 侍 

從 のかた へ 遣し ける 文の やう をい へ ると ころ、」 みちの くに 紙 五六まい に、 つぶ/^ と あやしき 烏の 跡の 

やうに かきた り。」 病お もく 今 はの き はに、 かなしき 事の かぎり くれ まど ひながら かきつ ビ けたる 文の さ 

ま をい へり。 取 かへば や 物語に、 〔割 註〕 中納 一一 E とい ふ は寳は 女なる を、 男の 形に つくりて 屮納 言までに 

なりし 人な り。 それ を 友 だち なりけ る ひと、 屮納霄 は 女な りけ りと 見 あら はして 契り を 結びて かへ りし 
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後 朝の 文の 返赛 すろ 所，」 お^せ ざら む も わが 身い と あやし かるべ ければ、 例の すく， <\ しう うちかき 

て、 〔割 註〕 男に 成りて 居 給へ る ゆ ゑ、 わざとす く  しう 例の 如く 男ぶ りて 蚩 E き 給 ひしな り、」 「人 毎に. 

しぬ る/ \> とき、 つ、 もぬ るき は 君が 命と ぞ^る。 とこと さらに かきたる 筆の たち どかき ざま、 め もお 

よばす ぞ 今朝 はいと^-: a なさ、 る や。」 女と；^ あら はして 契り を 結びし 後 朝 なれば、 今までと は 格^に 兄 

なされし にて あるべ けれども、 女 君 も 逢 ひそめ 給 ひし 後 朝 なれば、 其 情 文字に あら はれし さま を 見る や 

うに かけり。 猶彼 物語 を 見て 味ぶべし。 蜻蛉 HI 記に、 〔割 註〕 右 大將道 綱の 母君の E 記な り。 iiiw 翁 家 公 

通 ひ 給 ひしに、 また ほかに 通 ひ 給 ふところい できて、 女 君 うらめしと 思した る S" のと ころ、」！ 一三 日ば かり 

ありて、 睽 がた に鬥 をた、 くと き あり、 さな ンめ りと おも ふに うくて あけさせねば、 例の. s へと おぼし 

き 所に ものしたり。 つとめて なほ も あら じと 思 ひて T 歎きつ ^ 獨 ぬる 夜の 明くる ま はいかに 久しき もの 

とか はしる。 と 例より ひきつく ろ ひて かきてう つろ ひたる 菊に さしたり。」 移 ひたる 菊に さした る は、 公 

の 心のう つりた る をた とへ て、 歌の 餘 を 助けた る ものなら む。 さて 公の 戶た、 き 給へ る を 恨めしき ま 

&に、 明けさせす して かへ し 參せ給 ひし かど、 今朝と なりてお もへば、 餘 りなり けりと いと ほしくな り 

て、 いひ わけの ために、 此歌を 遣れし なり。 歌の 前にな ほ も あら じと 思 ひて といへ るに て 知るべし。 され 

ば あだ. （- しく はしりがき などに して は、 あはれ もさ めぬべし。 ひきつく ろ ひて ま E 給 ひしに て、 いと 

あはれ も 深 か、 りしなる べし。 〔割 註〕 此ぅ たは 拾 遣 集に 出たり。 かの はし^に て みれば、 事の さま 逮へ 

り。 それよ ろしき に 似 たれ ど、 今は此 H 記のう へに ていへ る 也。」 總角卷 に、 〔割 註〕 匂 ふ宫、 宇治の 中 君に 

あ ひそめ 給 ひたる 三日の 夜、 蒸 君より 大姬 君の こ、 ろづ よく あ ひ 給 はぬ を 恨みて 遣れし 文、」 よべ 參らむ 

と 思 給へ しか ど、 せ  1： づ かへの らう もしる しなげ なめる 世に 思 ふ 給へ うらみて なむ。 今夜 は ざう やく もや 

と 忍 ひ 給 ふれ ど、 との ゐ 所の はした なげに 侍りし みだり ごこち、 いと^ やすからで やすら はれ 侍る と、 

みちの くに 紙に おひつ きかき 給 ひて 云々。」 おひつ きかくと は、 先の くだり を 追 ひて、 同じさ まに っ^け 
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て かく ことなり。 是は 恨み 給へ る 文 ゆ ゑ、 ちらし 書きな どに もし 給 はす。 ぁぢ きな きさまに 書き 給へ る 

なるべし。 されば 其 情に よりて、 おの づ からかき ざま も か はる こと 知るべし。 如レ斯 さま/^ ^に 共^の 情 

ぁら^る->-ものなれ^、 を.^ しく もめ 乂し くも、 もの， /\ しく も 愛々 しく も、 を かしく も あはれ にも、 

さま/^にぁるべきを、 文字 は 唯 飛 騰の勢 ひ ある をのみ よしと おもへ る 人 も ある は 誤れる なるべし。 詔 

詞な どはいと もう や，/ \ しかるべ し 。官 を辭 する^; など は、 うれ はしく も かなしく も、 其 事 がらに よるべ 

し。 論奏 など は を かしく ももの，/. \» しく も あるべし。 願文な どはいと も あはれ なるべし。 早 舂內实 の 詩 

の 序な ど はう や/ \し くて、 悅び のこ k ろ 見 ゆべ し。 花の ゑんな ど は 花やかなる べし。 月の实 など は淋 

しかるべし。 祌社佛 閣の額 はいと も かう.^ しかるべし。 摘 そのもの， /(\ によりて、 さま^ \ な るべ 

し。 《£ に 机 ト-は もとより、 問のう ち をけ がさす 淸ま はりて、 天 地の ま、 なる すが/ \> しき 心に てあ^ 

もとめて， T ざれ ども、 おの づ から そのもの^ \ -に應 する は、 天の 御 心の すなほなる ゆ ゑな りかし。 

され まかりに も虛 はかく まじき ことなる を、 すなほなる ははえ なしと 思へ るより して、 さま.，^ \- につく 

ろ ひ 害く は、 あさましき 事に あらす や。 文字に てこ そ 其け ぢめ 分ち がた からめ。 前にい へる 如く、 文字 

は 聲を寫 し 出す ものな れぱ、 是を聲 にあて、 見る とき は、 その あさまし さいち じる かるべし。 ま づ今世 

から やうと て、 かどだち あらび たる は、 腹 立聲を きくこ V ちす。 又 文字の さま、 た をれ ぬべ くよ ろぼ はせ 

て、 長く すぢ かひに 引扮 て、 こと やうに ふとく こと やうに ほそくな どかき たる は、 なま 醉 人の 足 もとし 

どろに て、 舌よ、 みながら n やます。 或はむ つかり、 或は 笑 ひ、 諷 うた ひな どす る を 見る 心ち す。 又 筆 

ざ かひ もな く、 墨ぐ ろに かきたる は、 ひふ を も わかぬ 蟹の 子が、 舌 だみ たる にゃあら む。 殊更に すみが 

れ にかき たる は、 しこつ 翁が かれた る聲 なるべし。 又いた くいた はりて ぬる/ \ と 引 廻した る は、 おも 

は り 人の 乍り 翳 をして、 心に なき 事 ども を ことよく いひな す をき くこ k ちぞ する。 誠の 道 を 聞 得て は、 

. ^、る 文字 やう は 見る もい とうる さく、 しのびえざる ものに なむ。 或 人、 大道 直 如レ髮 といへ る 詩 を 書き 


たるに、 髮の宇 を 草書に てし どろ もどろ に亂れ かきたり。 直き 譬に いひた る髮 を、 かく 亂れ^ きたる 

は、 餘り 心なき ことにて いと あさましき わざなら す や。 又 或 人 は、 川の 字 を 書く に- 淀川な ど ゆるき 流 

の 川き 書く に は おだやか にかき、 天龍川な ど 急流の 名 を かくに は、 川 字に 節 を あらせて 岩に せかる、 さ 

ま^か、 れ たり。 是は又 心 を W ひたる が、 巾々 にい やしきな り。 さるき は，^ しきものに あらす。 只自 

然 なるべき なり。 古人の #1 に、 いとこと やうなる 文字の 稀に ある は、 然の^ にて、 さらに 作り出 

たるに て はなし。 惺々 翁の か、 れ たる 風の 字、 まれに は^ 斯の ごとくな るが ある は、 ^出 レ點 とい ふ も 

のに や。 筆 をぬ く 時、 自然と なり いづる ものな り。 もとより 心 氣の滿 々たる 餘 勢なる べし。 しかる を、 其 

門人 達 は 風 字 十 あれば、 大 かた 十ながら、 此 さまに か、 れ たる は、 かの つくりごとに ていと あさまし。 風 

毎に しか あるべき もの にも あらす かし。 近く 出 羽 國秋田 人 何が しが 家に 持傳 へたる 尊圆 親王の 御 第 跡と 

て、 すり まきに ものして 出した る 中に、 から 人孔 明が 讃辭を 書き 給 ひし 所、 彼が 智の いと 勝れた る 事 ど 

も を書迚 ねて、 はてに 祌也。 人 也。 吾 不レ知 レ之眞 臥龍 也。 と. S ふ處 を、 いと もく づ して き 給 ひたる を 

見れば、 眞に 臥龍が、 祌變 不測の 處見る やうに 思 はる i 也。 此源本 中、 御 肉筆 を拜し 奉りな ば、 いかば 

かりもの すごき 程なら むと ぞ思 はる^-。 摺卷 にものし たる さへ、 かば かり 精 遝は見 ゆる 物 を や。 是は心 

氣の はたらき、 自然に 筆の 運に 移りて、 われ しらす か、 れ たる 事に て、 さらに/ \ 求めた る 専には あら 

す。 もし 孔 明の 讃辭を かくと て、 始 より 祌變 不測の さま を 心すべし と 求めて、 異 やうなる 文 {チ に^きな 

さば、 S 孔明 となるべし。 見る 人、 いかで 是を 感ぜむ。 よく// \ おも ひお も ふべき ことにな む。 

天 

談 
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天朝 墨 談卷之 二 

〇 手 〔割 註〕 なほ 前の つ^きな り。」 

ある 贵人、 本 阿彌光 悅に當 世の 能 害 は 誰々 なり やと 問 ひ 給 ひし かば、 光悅 かしこまりて、 ま づ指を ひと 

つ をり、 次に 當時 にて は、 ま づ加賀 の 松齋、 八幡の 坊、 干： もよ く 書 候と て 指 三つ をり たりけ り。 贵人、 最 

初に をり たる 指 は 誰なる ぞと問 ひ 給 ひし かば、 是 は光悅 にて 候と 聞え たりし とか や。 光 悅は尊 鎖 親王の 

御 弟子な り。 〔割 註〕 觀鵞 ぉ譚 に、 龍 山 公の 御 弟子と いへ る は、 いかなる 事に やしら す。」 池 田 松齋、 瀧本坊 

二人 は 尊 朝 親王の 御 弟子な り。 松齋は 浪人に て、 加賀 國に來 居たり し 人に て、 仕を妤 ますつ ひに 行へ 知 

れ すなり ぬる 人 也。 松 齋、 光悅、 惺々 翁 三人 は、 當 時世に 三筆と 稱し、 中に も松齋 は、 光悅も かくまで 

賞したり し 手 なれ ども、 何の ふし もな くまめ やかなる 手な りければ、 世に その 名 を 知る 人 少し。 光悅、 

惺々 翁 は、 いづれ も ひとふし ある 手 故、 大 かたの 人、 能 蚩曰 なりけ りと 知りぬ る を 思へば、 つくり 出ても 一 

ふし ある さまに かける をば を かし と^ひ、 すなほなる は 勝れた る も、 人 好まざる は 世の 習 ひなる に、 わ 

れ ひとり かく 論ら ひぬ る は、 なかく に ひがく しと 人 笑 ふべ し。 しか は あれ ど、 吾 は 世に 知る 人 稀な 

るに て、 いと^ 池 ぬしの 人 がら、 いかばかり めでた かりけ むとした はる、 ぞ かし。 箒木卷 に、 〔釗 註〕 雨 

夜の 品定めのと ころ、」 繪 所に 上手お ほかれ ど 云々、 上手 はいと 勢 ひこと に、 わるもの は 及ばぬ 所お ほか 

める。 手 を かきたる にも、 ふかき 事はなくて、 こ、 かしこ てん 長に はしりがき、 そこ はかと なく 氣 色ば 

める は、 うち 見る にか ど/^ しくけ しき だち たれ ど、 猶誠 のす ぢを 細やかに 書きえ たる は、 うはべ の 筆 

きえて 見 ゆれ ど、 今一た びと りなら ベて 兑れ ば、 猶 じちに なむより ける。」 和 論語 曰、 藤 經朝卿 臼、 人 毎 

に 筆と りて 書く 事 なれ ど、 皆 筆に とられて かく ゆ ゑに、 その 精 翳な くして 夢路 をた どる こ X ち こ そす 

れ。」 是等 にて 知るべし。 此精 鍵の 入る 事 を 知らす。 只 形 をつ くろふ は 筆に とらる \ にて、 あさまし きわ 
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ざなら す や。 梅が 枝卷 に、 〔割 註〕 明 石の 姬 君入內 のとき、 源氏^ さっし ども えらせ 給 ふ 所な り。 こ、 は 

手の 事 を 長々 と 論 ひたる 文章 故、 所々 に 思 よれる 事 ども を あげてし るし、 それ を はさみて 害 つ^けた 

り。 中には 不用の こ ともあれ ど、 省きて は 文意 解し がた き 所 も あれば、 大 かたは はぶかす。」 さう しの 箱 

どもに 入るべき 双紙 どもの、 やがて 本に もし 給 ふべき を えらせ 給 ふ。 いにしへ のかみ なき、 はの 御 乎 ど 

もの、 世に なを^し たまへ るた ぐ ひの も、 いとお ほく さぶ らふ。 萬の 事、 昔に は 劣り. ざまに あさくな り 

行く 世の 末 なれ ど、 かんなの みなむ、 今の 世 はい ときはなく なりたる。 ふるき あと は定れ る やうに は あ 

れど、 ひろき 心 ゆたかなら す。 一す ぢ にかよ ひて なむ ありけ る。 たへ に を かしき こと は、 とより てこ そ 

かき 出る ひと， -\ 有 けれど、」 假名 は 後世 ほど 見事に なりし となり。 是は 後に 出 來し物 なれば さも あるべ 

きなり。 此 後世と いへ る は、 延喜、 天曆の 頃の 事な り。 共 頃 ぞ朝延 にも 能書 多く ましく ける。 その後、 

^におと ろへ 來に ける を愤 りまして、 大祖 尊圓. 親王 ますら を 心 ふりおこし、 此道 をお こし 給へ るな り。 

「女で を 心に 入れて なら ひし 盛りに、 こ ともなき 手本 多くつ どへ たりし 中に、 中せ " の 母御 息 所の、 心に 

も いれす はしりが い 給へ りし 一 くだりば かり、 わざと ならぬ を 得て、 き はこと に覺 えし はや。 さて ある 

まじき 名 を もた て 聞え てし ぞ かし。 くやしき 事に 思 ひしみ 給へ りし かど、 さし も あら ざり けり。  >: にか 

くう しろみ 仕 ふまつ る こと を、 、心 深う おはせ しかば、 なき 御 かげに も：！ ^なほし 給 ふらむ 。みやの 鉀+ は， 

AJ まかに を かしげ なれ ど、 かど やお くれたら むとうち さ、 めきて きこえ 給 ふ。 故 入道の 宫の 御手 は、 い 

とけし きふ かうな まめき たるす ぢ はありし かど、 よわき 所 ありて、 ひぞ すくな かりし。 院 の內恃 のか 

みこ そ、 今の 世の 上手に はお はすれ ど、 餘り そぼれ てくせ ぞそ ひた ン める。 さは ありと も、 かの 君と 前 

齋院 と、 こ、 にと こそ はかき 給 はめと、 ゆるしき こえた まへば、 此 かすに はまば ゆく やと 閗ぇ 給へば、 

いたうな すぐし 給 ひそ。 にこやかなる かたのな つかし さは、 ことなる もの をまん なのす」 みたる ほど 

に、 かんな はし どけな きも じこ そま じる めれ とて、」 こ \ にさ ま. <\> と 手の 事 をい へ るに、 心 をつ けて 兑べ 

三 一 
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し。 弱き ところ ありて 匂 少しと いへ るな どよ く 思 ふべ し。 今 世に 筆力つ よしな どい ふ は、 只^ f をに じり 

つけたる やうなる 所 をい へど、 さに は あらす。 墨色 潤澤を ふくみ、 した k る やうに て 匂 ひ あろ をつ よし 

とはい ふなり。 是 則精靈 ありて 活 きたる ゆ ゑな り。 「まだ か、 ぬ さう しど もつ くり 加へ、 表紙 ひもな ど 

いみ じうせ させ 給 ふ 。兵 部卿宫 、左 衞鬥督 などに ものせ む。 自ら ひとよろ ひ はかくべし。 氣 色ば みいます 

かりと も、 えかきな ちべ じ やと、 われぼめ をし 給 ふ。 墨 筆なら びな くえり 出て、」 いかなる 能喾 にても 墨 

筆 を えらび 給 ふ 事 見るべし。 「例のと ころ に、 たになら ぬ 御せ うそ こ あれば、 人々 かたき^に 覺し 

て、 ある はかへ さ ひ 申 給 も あれば、 まめ やかに 聞え 給 ふ。 こまの 羝 のうす やう だち たるが、 せめてな ま 

めかし きを、 此物 好みす る わかき 人々 心 むと て、 宰相 中將、 式部 卿の 宫、 兵 衞督、 うちの 大^の 頭屮 

將 などに、 あしで うた ゑ を 思 ひ^^に かけとの 給へば、 みな 心々 にい どむ べかン めり。 例の しんでんに 

はなれお はしまして かき 給 ふ。」 閑寂なる 所に 居て 書き 給 ふなり 。「花 ざ かり 過て、 淺 みどりなる {せ つら、 

かなる に、 ふる 專 どもな どお も ひす まし 給 ひて、」 祌 世の 尊き 事 を はじめ、 いにしへの かしこき 亊 ども を 

おも ひまして、 御 心 をす まし 書き 給 ひしな り。 「御 心の ゆく かぎり、 さう の もた の も、 女手 をい み じう 

#1 つくし 給 ふ。」 御 心の ゆく かぎりと は、 少しもと^ こ ほる 事な く、 すら./. \« とかき 給 ふ 御 心、 すが 

しくお ぼされ しなり。 師 常にの 給へ る 心氣の 滞らぬ と は、 此專 なるべし。 「お ま へ に 人 しげ か らす、 女 

房 二三 人ば かり、 墨な ど すらせ 給 ひて、 ゆ ゑ ある. き 集の 歌な どい かに ぞゃ などえ り 出 給 ふに、 くち を 

しからぬ 限り さぶ らふ。 みす あげ わたして、 けう そくのうへ にさう し 打 置、 はし 近くう ちみ だれて、 筆 

のしり く は へ て、 思 ひめぐ らし 給 へる さま、 あくよ なく めでたし。 白き 赤き など、 けち えんな る ひら 

は、 筆と り 直し、 よういし 給へ る さまさへ、 みしらむ 人 はげに めでぬべき 御 ありる まなり。」 枕の^. 饥に 

げ なきもの &條 に、 あしき 手 を 赤き 紙に かきたる といへ り。 こ、 に ひとし。 げに. 01 き 赤き 黄なる など、 . 

けちえんなる 紙に あしき 手しても のか X ば、 いと^ \ にげな かるべし。 「^部 卿お わたり 給 ふと 聞 ゆれ 


f- (巾^) かの 御 さう しもた せて 渡り 給へ るな りけ り。 やがて 御らん すれば、 すぐれて しも あらぬ 御 乎 

を た^かた かどに、 い といたう 筆す みたる けしき ありて、 かきな し 給へ り。 歌 もこと さらめ き、 そば 

みたる ふるこ と^も をえ りて、 た^ 三 くだりば かりに、 もじ すくなに このましく ぞ かき 給へ る。」 此兵部 

卿 二 S の 御手 は、 いたく 勝れた るに は あらね ど、 つくろ ひたる ことなく 筆す みたるな り。！ 「おと^ 御らん 

じお どろき ぬ。 かう 迄 は 思 給へ す こそ ありつれ。 さらに 筆な げすつべし やと、 ねたが り 給 ふ。 か、 る 御 

中に おもな く 下す 筆の ほど、 さりと もとな む 思 ひ 給 ふるな ど、 たは ぶれ 袷 ふ。 かき 袷へ る さう-し ども 

\ かくし 給 ふべき ならねば、 とうで 給 ひて かたみに 御らん す。 からの 紙の いとすく みたる に、 さう に 

かき 給へ る、 勝れて めでたしと 見 給 ふに、 こまの 紙の はだ こまかに、 なごうな つかしき が、 色な ど は 花 

やかなら で、 なまめ きたる に、 おほどかなる 女手のう る はしう， 心と^ めて かき 給へ る、 たと ふべき か 

たなし。 見 給 ふ 人の 淚 さへ、 みづ ぐき に 流れ そふ 心ち して、 あくよ ある まじき に、 又 こ、 のかん やの し 

きしの、 色 あ ひ 花やかな るに、 亂れ たる さう の 歌 を、 筆に まかせて 亂れ かき 給へ る さま^ 所 限りなし。 

しどろ もどろ にあいき やう づき、 見 まほし ければ、 更に 殘り どもに め も 見やり 給 はす。 左衞 鬥 獰の は、 

こと しうかし こげなる すぢ をのみ、 このみて かきたれ ど、 筆の おきてす まぬ こ、 ちして、 いた は. 5 

く はへ たるけ しきな り。 歌な ども、 ことさら めきて えりかき たり。 (巾 略) 此左衞 門哲の 御手 は、 殊 史 に 

かしこ だち てつく ろ ひたる かき ざまに て ありし なり。 「け ふ はまた 手の こと^も をの 給 ひくら して、 さ 

ま^ ,\> の つぎがみの 本 ども、 えりいだ させ 給へ るつ いでに、 御子の 侍從 して、 宮 にさぶ らふ 本 どもと り 

に 遣す。 嵯峨の 帝の 古 萬 葉 集 を、 えらび か V せ 給へ る 叫 卷、 延 喜の みかどの 古今 和歌 集 を、 からの 淺は 

な だの 紙 をつ ぎて、 同じ 色の こき もんのから のきのへ うし、 おなじき 玉の 軸、 だんのから くみの ひもな 

ど、 なまめかしうて、 卷 毎に 御手の すぢを かへ つ-、 いみ じう かきつくさせ 給へ る、 お ほと なぶらみ じ 

かくま ゐ りて 御らん する に、 つきせ ぬ もの かな 此 頃の 人 は、 た^かた そば を氣 色ば むに こそ あり けれ。 
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などめ で 給 ふ.」 やがて これ はとぐ め 奉り 給 ふ。」 卷 ごとに 御手の すぢを かへ 給 ふ 事、 妙に 至りた る わざに 

て自山 はかりな し。 當時 はた^かた そば を かく 也と て、 いたく 此卷物 を ほめ 給へ るな り。 げに 太祖 尊圓 

親王の 御手 跡 を をろ がみ 奉る に、 一 ッくに 御手の すぢか はりたり。 いかなる 事に かと 思 ひ 居たり しが、 

今此 源氏物語 を兒 て、 げ にと おも ひ しられたり。 前にい へる 天の 御 心の 萬 事に 應 すると は 則此事 なれ ど 

も、 か、 るた めし を 見得る 度 ごとに、 御 傳の尊 さ 思 ひ しられて うち 歎 かる ぞ かし。 若 茱上卷 に、 〔割 註〕 

朱 雀院、 源氏 君の こと をい ひ 出て ほめ 給 ふ 御 こと 紫、」 うる はし だち て、 はか， <\ しき かたに 見れば、 い つ 

くしく あざやかに、 め も 及ばぬ こ、 ちす る を、 乂 うちとけて、 たは むれ ごと を も いひみ だれ あそべば、 そ 

のかた につけて は、 似る ものな く あいき やう づき、 なつかしく うつくしき 事の ならびなき こそ、 世に あ 

りが たけれ c」 是は 源氏の 君 を ほめての 給へ る詞 にて、 筆 道の ことに は あらね ど、 文字の すがた も かくの 

如く あるべき 事 なれば 引出たり。 文字 も 皮肉 骨 俱り精 翳 入る 時 は、 人體に ひとしき もの なれば なり。 是 

た^-姿 のうへの ことならす、 心の あら はる X 處 なり。 能々 おも ひみるべし。 字 府忘筌 集に 云く、 〔割 註〕 

佐々 木 專念翁 鬥 人 荒木 是水 著、 からぶ み 內閣字 府の註 書な り。」 專念老 仙 曰。 此 書中 之 論雖レ 有-, 數多？ 

畢兗 欲レ 使-？ 文字-正直よ 者 也。 所 S 以 使-正直-者 在-於 點畫- 也。 故 一 點失レ 處則若 美女 無- 一  目？ 一  畫失 

レ處刖 若；， ー壯夫 無-一 一 肱？」 文字 を 正直なら しむる は 點^に ありと は、 專ら 形のう への 正直 をい へる にて あ 

かぬ わざな り。 文字 を 正直なら しむる は 心に あり。 心 正直 なれば 文字 正直な り。 正直 は； 大地の 法則な 

り。 心天 地の 法則に かな ひ 、神 を 得る に 至りて は、 字形、 斜 になり た る も 則 正直と す ベ し。 前條 梅が えの 卷 

に、 筆に まかせて、 しどろ もどろ に亂れ かき 給へ りと い へ る も、 御手の 殊に 勝れ させ 給 ひたる をい へ るな 

れば、 正直と いふ は 形のう へに て はなき こと を 知るべし。 此 忘筌桀 のうちに 猶論 ふべき 事 ども あれ ど 

も、 後に もとて はぶきぬ。 意 前 筆 後の 說 など ニ說を あげられ たるが、 いづれ も あらぬ こと e もな り。 觀 

譚に 云く、 〔割 註〕 廣澤 知愼の 著な り。」 王 元 美い へらく、 筆陳の II に、 白雲 先生、 義 之に 筆法 を授 くと 


あり。 白雲 、何人 ぞ とい ふ 事 を 知らす。 又 筆跡 も傳ら す。 傳記 もな し。 囈語 なりと、 噻 語は寐 言な り。 白 

雲と いふ は元來 なきよ し 也。」 から 人 王 元 美が 白雲 先生 を寐言 なりと いへ る は、 いとお もしろ し。 廣^ぬ 

しのな きょし 也と い へ る は、 くち をし き 事な り 。白雲 先生より 授かり たれば こそ、 義之は 能書に て ありけ 

れ。 あな かしこ、 〔割 註〕 から 人 釋亞棲 論 書 曰、 凡書 通即變 王 變，： n-m 體歐變 右 軍體と あり。 かくて は. n 

先^の 筆跡 も ありし さまに 聞 ゆ。 され ども 王 元 美が 寐ー 一目な りと い へ るぞ 勝りて おもしろ くお ぼ ゆ。」 白お 

先生の 事、 悟 知して 會得 有るべし 。〔割 註〕 此筆陳 の 圖を僞 書な りと いふ 說も あれ ど、 何 は ともあれ。 白雲 

先生と いへ る こ と 妙 也、」 橘 窓 茶話 曰。 〔割 註〕 芳洲、 雨 森 東 伯陽甫 著、」 或 曰。 筆法 有-陰陽？ 冇レ起 有 

レ落。 有レ行 可 レ惜。 御 家 鉢 無- -此等 法？ 所- 以不グ S? 也。」 是は御 家 流の 事 をい へりと 聞え たり。 此人 、^巾の 

手 習子屋 などの 手跡 を 見て、 かくお も はれた るなる べし。 論 ふに も 足らざる 事 なれ ども、 高名なる 人の 

詞 なれば まど ふ 人 も あらむ かとて、 こ V に 出した るな り 。此 外、 手 舉の事 を 論 はれた る 所數條 あり。 いづ 

れも よろしと は 見えす。 手の ことに はう とかりし 人な りけ む。 先哲 叢談 曰。 雜華集 〔割 註〕 無 隱禪師 の 集 

なりと あり。」， 又 載 云々。 鶴臺 與-, 南瑭 先生-書 曰。 本邦 之 書自， 尊 圓王以 -1 娬媚^ 弱- 而成 * 一家 S 後世^ «家 

無 下 不レ被 n 其 毒-者 上 也。」 此鶴壹 とい ふ 人、 物し りに て 書法に もく はしかり し 人と 見えたり。 され ども ひ 

たぶ るに 唐 風に のみ 惑 はれて、 我 國の事 は 知ら ざり し 人と 見えたり。 親王の 書 は 前にい へる^く、 ル物 

々によりて 御 書風 か はれり。 天の 靈の其 物に 應 する 所謂に て、 千 變萬化 はかるべからざる ものな り。 此 

人 は 只 かた かど を兑 て、 かくの みと 思 はれし ならむ。 ： 家 を 成すな どい とうらせば くもい はれたり C 何 

天 事に まれ。 其 門に 入りて 奥 を 極めて 後 こそ、 其 事 を.！ 1 はめ。 只 かたはし を 見聞きて、 かう やうに いへ る 

朝 は、 其 人の 慮りの 淺 きさへ 見えて、 あさましき わざなら す や。 すべて かやう にいへ る 事 、近来の 著 害に 多 

墨 し。 山 跡 玉し ひ を もて 照らし 見て^らむべし。 ゆめ まど ふ 事な かれ。 或 人、 尊 朝 親王の 書 は 俚び たりと い 

S ひ、 又 或 人、 尊圓 親王 は、 行 草 は 見事 なれ ども 眞は よから. f といへ り。 是皆我 目 ひがみた る 故 也。 我欲 道 
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夭 の師 富士： へ：： ぬし、 歌に ^ 級 を 立てられたり。 1 の 級 は； 1ェ みなく を さなげ にて、 心 は 深く 思 ひやら る、 

朝 狄、 二の 級は詞 つよく を かし さもた ぐ ひなき 歌、 是は 人力の 極な り。 (已 下略〕 といへ り。 一の 級 はう ち 

愚 ^に は、 い ともを さなく 何の を かしき ふし も なきやう にて、 よく/. \2^れ ば、 見る ま、 にあ はれま さり 

0 てた ぐ ひなき もの 也。 諸道と もに 断の ごとく なるべし。 師の 鐘" 術の 師金岩 大次郞 とい へ る 人 は、 〔割 註〕 

此人、 筘 術の 妙 を 得られし 人に て、 その 語數多 あり。」 我 鎗術を 常に あかべ た 流と いはれ たり。 尊圆鋭 王の 

御 筆跡 を拜し 奉りて は、 さても おへた る 書 様 かな。 かくて こそ、 日本一の 御 能書 なれと、 度々 ほめられし 

と、 師 物語り 給へ り。 一道に 勝れた る 人の 眼 は 明らかなる ものな りかし。 すべて かみが かみなる 品 は 

なま さかし き 目より 見えぬ ものな り。 われ 先つ とし、 其 名、 世に とビ ろけ る 書家に、. 祌代卷 の 語 をぬ き 出 

て、 是祌語 也。 敬て 書きて たべと 跳 ひたりし かば、 此語は 不風流なる 語 故 書きが たしと いひ おこせた 

り。 餘り あさまし さに もの もい はれす て やみぬ。 かけ まく も かしこき 祌典 を、 不風流な どと おもへ るた 

ぶれ ものが 手 かきたり とも、 かの 白雲 先生 は、 雲井の よそに 見て うち 笑 ひ 給 ひて む。 師^に 只 へ たに かく 

べしと 敎へ給 ひ、 上手ら しく 書くな とい さめ 給へ り。 若茱 上の 卷に、 〔割 註〕 紫の 上の 手 習し 給 ひたる 

を、 源氏 君の 见給 ふところ、」 うちとけ たりつる 御手 習 を、 硯 のした にさし 入れ 給 へれ ど 見つけ 給 ひて 

ひき かへ し^ 給 ふ 手な どの、 いとわ ざと も 上手と 見えで、 らう，^ しくう つくしげ にかき 給へ り。」 前に 

ぁげヒ る i 母が 枝の 卷に、 紫のう へ は 手よ く かき 給 ふよし 見えて、 こ、 にト- 手と 見えで と ある を 引合て 心 

得 V し。 わざと 上手め く は 能筆に は あらざる なり。 同卷 に、 源氏 君、 かな を 筆の ゆく に まかせて、 しどろ 

もどろ にみ だれが き 給へ ると いへ る は、 堪能の 上の 自然の わざなる を、 なまく の 手して かきちらす 

は、 あさましき 事な り。 むかし 人 誰が いへ る 事に や。 弓 鐵 砲は當 るが 上手な ど、 こと 短く さとした る も 

り、 中 こ、 もの か \f よめる やうに かけと いさめられ たる も、 なま./, \- にて、 上手ら しく 力き ちらす 人 

のた めなる べし 。或 人、 手い と. ^手ら しくて、 常の ゆきか ひの 文 さ へ よめぬ もじが ちな りし を、 或 人、^ に 


文字 ひとつ 切ぬ きて、 此 もじよ みえ 侍らす。 示し 給 はらむ とい ひやり たりつれば、 かくて はわれ もよ み 

侍らす。 もとの 所へ 入れて 給 はれと いひお こせたり となむ。 おのれ 會 得したり とお もへ る 事 も、 打 かへ 

し 見れば、 おちえぬ 事 ある ものな り。 筆力 筆勢な ど 誰 もい ふ 事 なれ ど、 其 筆力と はいかに。 第 勢と はな 

に をい ふぞと 尋られ たると き は、 いかに 答へ てむ と 常に 工夫すべし。 草木の 花の 哚 ちる を 兑、 鳥の 飛ぶ 

を 見ても、 ふと 發明 せらる、 事 も ある も のぞかし ぷ 寬政^ 間、 出^ 米澤の 人淞闳 義们彊 とい ふ 人の^ 擎 

意斷 とい ふ 書三卷 あり。 近來 板木 燒 失せり といへ り。 を しむべし。 筆 道 は 唯 一 の祌 道と 同じと て 論 はれ 

たる は識、 高く いとお もしろ き 書な り。 然 ども、 我 國の事 をい へる 所々、 ト；. H3 の 事に 叫ら かなら ざるが 

如く 見 ゆる 所 も あり。 又 論說 にも 今少しい かに ぞ やと 覺 ゆる ふし もま、 あり。 され ども 其 志 賞すべき 亊 

ども 多し。 其 書に 曰、 近來 和漢の 書家 者 流の 筆意と いふ をき くに、 みな 古人の 筆勢 筆力 を 書 似せた る を 

筆意 を 得たり とす。 たと へば 米 元 章が 筆意 を 得たり。 文徵 明が 筆意 を 得たり とい ふ。 これら は 乎^ や. 解 

を 投寫し 得たり とい ふべ し。 何ぞ 筆意と いはむ や。 其 論す る 所 も 又 まちく にして、 終に 歸 一 の說な 

し。 柱聖の 筆意と いふ はしから す。 古今 能 害 幾千 萬 ありと 云と も、 一 以て 是を つらぬき、 いさ、 かも か 

はる 事な し。 たと へば 筆 をと りて 料紙に のぞみた る 意 は、 われら ごときの 凡 ^心 も、 聖人の 御 心と 同じ 

ものになる を 云。 故に 字 體の肥 瘦淸濁 は、 和漢の 差^ をえ らばす。 共 人々 の 好む 所 に隨 ひ、 只 意 をして 

至誠なら しむる を 本と す。 至誠に して 筆 をく だせば、 一 點 一 畫の 末まで も 精神すな はち 入な り。 是を筆 

意 を 得たり とい ふ。」 筆勢 筆力 を 書 似せた る を 云々 とい へ る はかな はす。 是は 次に い へ る 癖 を 似せた るな 

天 り。 前後 文 を 同じう せじと て、 かく か、 れ たるなる ベ けれど、 筆勢 も 筆力 も、 筆意 を 得た る心氣 より 出る 

朝 事 なれば、 此所は 只 筆 癖 を 似せて とい ふべき なり。 又字體 の肥瘦 云々、 好む 所に 隨 ひとい へる を 除く ベ 

墨 し。 肥 瘦濁淸 を 好む 所に 隨 ふべき ことに あらす。 只 天地の 理り にかな ふべき なり。 此詞を 除く 時 は、 此 

箇條、 誠にお もしろ し。 聖人の 心と 同じと は、 则 "人 地と 同じ ものになる をい ふ。 此 時の^し さいふべ から 
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天 ざる ものな り。 猶此 書中 論 ふべき 事 多 けれども 此 所に 略しぬ。 同書に、 物に 感じて 妙に 入る といへ る 所 

W に、 道 風 朝臣の 柳 蛙、 佐理 卿の 梅花、 行成 卿の 曝 布、 みな， 感る 所有る もの 也と いへ り。 梅花、 曝 布の 事 

親 いかなる ことにて、 何に 出たり や 知らす" 柳^の 事 は 世人 普くい ふなる 事に て、 共 話 は 道 風 朝臣， 手 を 學 

謖 び 給 ひける に、 其 わざの 進ざる にう みて おも ひく づ ほれ 歸り、 また 道に て！： の 枝に 妹の 飛つ かむ とする 

を、 あやしと 立と まりて 見； ^給 ひしに、 はじめの 程 は 枝に およばす して 落たり しが、 幾度 も 幾度 も 飛 上 

り，/ \ して， つ ひに 枝に 飛つ きて は ひト： りたる を 見て、 我手學 も かくの ごとし。 思 ひ^むべき にあら す 

と 志 をお こして 修行し 給 ひ、 つ ひに 能書に なり 給 ひしと い へり。 是も 一 わたりよ き說 なり。 皆 人 一年 二 

年に て 能書に ならむ とお も ふ 故、 うみて^ むな り。 手 擧は只 終身の 業なる べし。 太祖 親王 も、 手 は n々 

の 行事との 給へ る もの を や。 又 篤 好が おもへ る は、 蛙の 柳に 飛びつ きたる を、 柳の 枝の た を やかに うけ 

たる を 見て、 筆法 を さとり 給 ひしに て はなき かとお もへ り。 此考 を師に 聞え しかば、 しばし 考へ給 ひ 

て、 筆法に て はこ、 にあ たれる にやと て、 - 指して 掌に かきて さとし 給 ひぬ。 誠にお もしろ きこと どもな 

り。 しかし 此ニ說 は、 學者 のために しるしお くな り。 こ は H< 地 自然の 道なる こ と を 感得し 給 ひしなる ベ 

し。 我 近 村： ^加 野 村と 岩 坪 村の 間 三 町ば かり あり。 五月 S 日に は兩 村の もの ども、 村 端へ 出て、 石 礫 をう 

ち あ ふ 也。 土 佐 光長が 書きた る 年中行事の 綺卷 物に 出た る 印 地と いふ 事の 遣 風なる べし。 此礫 をう つも 

の、 石を投 てば 其 石の 向 ふ へ 行 至りて、 十： に^るまで ふりあげ たる 手 を を さめす、 つと さし 出して あるな 

り。 吾是を 見て 笑 ひて いひけ る は、 さまで ならす とも、 石 を はなちた らば 手 を を さめて よと いひ けれ 

ば、 其お 曰、 此手を 早く をさむれば、 石の 行 ことよ わくな りて、 三 間ば かり 此方に て 落るな り。 つと さ 

し 出して 居れば、 石の 勢ひ强 くして よく 遠き に 至るな りと いへ り。 予 おもへ らく、 もの かくに 引扮る 

處、 筆の 餘勢、 紙 を はなれて 猶 ながく 行 は、 此礫 打の 理に ひとし。 心 氣の餘 勢う ち 切りなる ものに て はな 

し、 よく/ \ 味 ふべ し。 世人と も すれば、 何が しの 手跡 を、 長 崎に て 唐人に 見せ たれば 賞したり などい 


ふ 事 あり。 淺 はかなる 事なる べし。 長 崎へ 來 たる 唐人 は、 大 かた 商 入 なれば、 何ば かりの ものが 來 たる 

べき。 たと へ 心 ある もの 来たりと も、 さばかり の 事なる べし。 唯 天地 を 鏡と して 照し 兑る時 は、 遠き 國 

へ もて ゆく にもお よばす。 いと 明らかに 知らるべき もの を や。 觀鵞： & ぶに 曰、 張 旭 E 謂ら く、 始 公 

、王與 -ー擔 夫- 爭. M レ路" 而得 -1筆 法 之 意つ 後見 一-一公 孫 氏 舞-一 釗 器-而 得- 1 其 神？ と 共 木 文 かくの ご とし。 公^ は 

帝の 御 女に てまし ます。 擔夫は 柴を撸 ひ 板 を 負 ふ 下人 也。 皇女 は 美麗 柔順、 尊貴の 至りな り。 ^夫 は^ 

惡剛 狼、 卑賤の 至りな り。 此兩 人、 路を^ ひたりと いふ 事 を 聞て、 筆法の 意 を 得たり となり。 义劍器 は 幣 

劍 り-に は あらす。 武 舞の 名に して 劎 をば 持す。 婦人 空手に て 立て 舞 ふ 也。 たと へば 和國の 踊りと いふ 

ものに 似 たるべし。 文 獻通考 に、 劍器 古武 舞-ノー 曲名。 其 舞 W 女妓 雄壯。 ^手 而舞。 とか やうに： 止しき 證 

文 ある 事な り。 擊劍の 事に は あらす。 勿^ 漢の 鴻鬥會 などの 類に は あらざる 3。 しかるに 唐土、 和 朝と も 

に、 舞劎を 見て さとると 心得る 人甚 多し U さに は あらす。 張 旭 婦人の 雄壯 なる が、 舞 を 空手に てよ くま 

ふ を 見て、 筆法の 祌を 得た ると 也。 知愼 曾て 作れる 紫 薇 字 様の 上 暦に、 此事を 害き たりと いへ ども 见咎 

る 人な し。 意 を 得祌を 得る を、 聞と 見る とに いひ わけた る 所に 心 を 用 ゆべき 物 歟。」 此 から 入 張 旭 か詞、 

廣澤 ぬし はいかぐ 解せられ たるに や。 紫 薇 字 様の 上曆に は、 { 仝 手 而壯、 舞 女子 之 雄 象と あるの みなり。 

篤 好お も ふに、 是は 運筆 剛柔の 事なる べし。 公 主と 擔 夫と 路を爭 ふといへ る は、 柔らかなる とつよ きと 

こも-. 5\ 交りて、 公 主と 擔 夫と 道 を^ ふごと くに あるべし との 意なる べし。 されば 只 男女 道 を爭 ふに て 

も宜 とい ふべ けれども、 さに は あらす。 公キ： は 柔らか なれ ども 貴き ゆ ゑ、 擔 夫に まけす。 搶 夫は賤 しけ 

天 れ ども 剛き 故、 公 主に まけす。 剛柔と 貴賤と を 組 あはせ て、 かた をち ならぬ 味 ひ を 示した るなる べし。 

朝 公孫 氏 劎器を 舞 ふとい へる は、 柔らかな ろうち に剛 きを 含み、 剛 きうち に柔 きを 持た る 事なる べし。 道 

m を 爭ふは 剛柔を 二人して するな り。 劍器を 舞 ふ は 剛柔を 一人して すろ 也。 是 運筆の 味 ひに て、 一 畫々々 

i 剛柔相 交り、 しかも 剛は柔 にかたす、 柔は剛 に まけす して、 又： 點の つちに も 剛柔相 含む 事なら む。 此 
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ニッ にて 運筆 剛柔の 味 ひを盡 せりと いふべ し。 徒然 草に 曰、 手な どった なから す はしりがき、 (中略)^ 

,,, はよ けれ。」 手の わろ き 人の はビ からす 文 かきちらす はよ し。 3^ ぐるし とて 人に か、 する はうる さし。」 手 

お かく 事、 むねと する 事 はなく とも、 是 をなら ふべ し。 學問 にたより あらむ ためなり。」 徙然草 中、 手の 事 をい 

談ー へる は此 n; ケ條 なり。 兼 好 法： g は 高名の 人に て、 手 も 能書な りしよ しなれ ども、 此 三ケ條 『はしりがき 

use ちらす 「むねと する 事 はなく とも、 といへ る 事 どもよ ろしと も覺 えぬ いひ ざまに なむ。 是 はた^ 我 

道心の おもむけ にて いへ る 事なる べし。 手舉 のために はよ しなき 事な り。 此 草紙 は 人 もてはやす ものな 

れば斷 りおく ぞ かし。 此 人の； 1 とて、 前に 出した る 和 論語に いへ る 趣 はよ し。 紫 式部 Rsy にい はく、 や 

う/ (-. < の い ふ も M とめて、 〔割 註〕 紫 式部が 才學 ある 事 を、 殿上人き、 知りて、 など 物知りた る 顔 もせぬ 

ぞ といへ る 事な り。」 いちとい ふ もじ を だに かき わたし；^ らす。 いと 手づ つに あさましく 侍り。 よみし 文 

などい ひけむ もの、 めに もとぐ めすな りて 侍りし に、 いよ/ \> か、 る 事、 〔割 註〕 日本 紀の 局と あだ 名せ 

し裹 也。」 聞 侍りし かば、 いかに 人も俾 へき、 て 憎む らんと はづ かし さに、 御屛 風の 紙に かきたる こと を 

だに、. よまぬ 額 をし 侍りし。」 是は 手の 亊には あらね ど、 愼の 深き がめ でた さに 出した るな り。 か、 る 博 

，多才に て、 お ほやけ にも ほめ 給 ひし 人 なれば、 かくまでに は あら じと も わら ふ 人 も ある まじき を、 か 

くいた く愼 める 事 めでたしと もめで たし。 今の 世の 女 は、 男子の 中に 立 まじり、 唐籍 よみ、 繪 かき、 詩 

作りて いとした りが ほなる さへ あり。 にくむべし/ \。 加州 俱利 伽羅 山長樂 寺の 門 額 は 懊ぉ： if  ^とか 

けり。 利 字の 點の事 語り 傳 へて 曰、 是 は志津 摩の 門人 是 水と いふ 人の かける にて、 加 賀！： にて は、 利 字 は 

憚るべき 文字なる ゆ ゑ、 旁 を 短く 害たり ける を、 志津摩 見て、 かくは 和字の 如くな りと て、 ズ 更に 此點を 

加 へられし と 言傳 へたり。 篤奵 おも ふに、 是は 和字の 如く 見 ゆるの 事に は あら じ。 額 字に は 吉凶の 傅 あ 

り。 故に 點 なき 文字に 點を そへ、 或は 點を 省きな どす る 事、 所謂 ある 事な り。 此額も 所謂 ありて 點を そ. 

へられた るなる べし。 然る を、 ま1 法の 傳 ありて 如 レ此點 を 加へ しな ど、 かし こだちて はい はすして、 和 


锬邀^ 天 


芋の 如く 見 ゆる 故にと 答ら れし は、 いと 殊勝なる 事な りかし。 とかく わが 知りた る 事 を 兌せ 盡 さむと す 

る も のぞ。 よくく 慎むべし。 麒鱗抄 曰、 〔割 註〕 行成 卿の 息行經 卿、 長 和 叫 年に 集め 袷 ひしょし 也、 此書、 

後人の 偽作な りと 维意斷 にもい へり。 げに 頼みが たき 事 ども あれ ど、 又お もしろ き 事 ども、 あり。 一 二 

の 疑 はしき を 見て 、僞蚩 曰な りと して、 是を扮 る は志淺 きに 似たり。 よ く考見 て取扮 すべき^な りかし。」 逍 

風 は 叫國： ト向之 時、 船中に して 誰と も 不レ知 老翁の 白 張 を 着た るが、 船 屮に來 て 額の 板 を 持來て 害て 耠 

ら むと いふ。 龍 祌宫と 云。 此程者 船 も下レ 走、 翁も不 レ歸、 何事 ぞと惟 時に、 翁 申て- T 此祌と 云 字の 下 

に、 祝の 點を打 給ら むと 云。 逬風 如-所望-打 給へば、 ^に 翁 は 額 を とりてう せぬ。 船 も 行畢 ぬ。」 鎌な^ お 

寺の 山 號巨蝠 山の 額^ I の 宇に 如 レ斯點 あり。 この 額、 王羲 之の 筆と いふ 事に て、 此點を まじな ひ點 と. 5. 傅へ 

たり、 と案內 者が いへ るよ し、 冠 空 上人の 書き 殘し給 ひし ものに^え たり。 額に は 祝の てん、 ^ぶせ の 

てんな どと いふ、 今 俗 にもい ひ傳 へたる 多し。 皆 所謂 ある 事な り。 そ も/ \祌 社 t: 閣 などの 額 は、 菜 

威 祌變萬 德圓滿 の 相 を あら はすべき ものに て、 お ほよ その 手 かきの 書き 得べき ものに は あらざる 也。 半 

繪 とて、 なかば 繪の やうに かく こと も、 古 *1 に 見えたり。；： d 談抄 曰、 入道 帥談 曰。 安嘉 門 額 A 髮逆爾 生 之 童 

乃 着-靴 沓 -之體 也。 昔 渡-行 件 門前-之 者。 時々 依 レ被ニ 踏 伏 ^ 竊人登 行摺- 損 中央-云々。 予問 曰。 件 額 等 

誰 人手 跡、 答 云、 南面お 弘法 大師、 東面お 嵯峨 帝、 北面^ 橘 逸勢 云々。 就レ屮 皇嘉門 額殊有 レ靈害 レ人之 

.wn^ 祕 記-云々。 又 大極殿 額者敏 行屮將 手跡 也。 ^火災 以前 誰 人 害 乎。」 古今 奢聞粱 E、 大内 十二 門の 

額、 i£ 面 三門 は 弘法 大師、 西 面 三門 は大內 記 小 野 美 村、 北の 三 門 は 仍馬守 橘 逸勢、 各 勅 を 承て 乖 露の 點 

をく だしけ る。 東面 三門 は嵯峨 fK 皇書 かせお はし ましけ る。 (屮 略) 此鬥 ども 或は 燒 失し、 あるひ は 顧 倒 

して、 ゎづ かに 安嘉、 待 賢 門の みぞ 侍りけ る。 實ゃ 此安嘉 鬥 の 額 は、 むかし 人 を とりける おそろし かり 

ける 事 かな。」 皇嘉鬥 は 南面 なれば 大師 也。 安 嘉門は 北面 なれば 逸勢 卿な り。 拾芥杪 にて a れば、 ^蛾 

皇、 北面の 門の 額 か i せ 給 ふと あり。 いづれ にても、 額の 文字の 人 をと りしと いふ 辜 妙な り。 妙手に 至り 
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て は 精 謹の 入りた る もの なれば、 いかに 物 おそろしく 見えけ む。 人 をと りしと. S ひ傳 へたる もうべ なら 

す や。 味ぶべし。 同 害に、 近 江 國の 或^ 魔妨 をな して、 旣 に荒廢 せむ としけ るに、 寺 僧 歎きて 三位 入道 

行 能に、 額 を 書て 給へ と 乞 ひて 賜りて、 此寺 にかけ たりければ、 共 後、 魔の 妨 なかり しとい ふ 話 も 屮= たり。 

此外、 額の 事に つきて、 あやしき 事 どもの ありし 話敷條 あり。 麒麟 抄 などに も、 額 を かくは かたき わざな 

るよ しく はしく あり。 額 は斯の ごとき ものに て、 參詣 の. 人、 門に 至りて 額 を 仰げば、 まづ 尊信の 心お こり 

ぬ かづ かる^-ものなる を、 近世の 手 かきたち、 みだりに 書きち らして、 却て 嘲^の 心を發 さしむ る は、 

いと も あさましく おそり ある 事なら す や。 讒 にいへ る、 盲 蛇に おそれ ざるの 類 か。 惣て門 額な ど は、 共 

所の 山川の 風景 を もよ く 見て、 夫に 隨 ひて 額 宇 は 書くべき わざなる を、 數： 。里 の遠國 よりあ とら ひやる 

ま-に きした \ め てお こせる は、 いかなる 事に か あらむ。 予が藏 する 尊 朝 親王 御箪跡 手本のう ち、 〔割 

註〕 此文、 尺 素 往來を 略した るが 如くに て、 また 事に よりて は 尺 素より く はしき ところ も あり。 誰が 作と 

も 知られす。 もしくは 親王の 御作に もや あらむ。」 手跡 者 宋朝之 名人 王羲 之、 張即 之。 近 來趙子 昂们機 等 

筆勢 雖レ可 レ然。 於-本朝-者 不-- 相應- 候歟。 從 ra 位 上 木工 頭 道 風 朝臣 寬平五 年 誕^。 弘法 大師 御 入 宅 以後 

五十 九 年歟。 村 上 天皇 ^保 三年 十 一 巧卒。 (じ 十 一 ) 此時^ 理卿 (卄 三) 雖レ 沈-身 本朝-得 レ播- 一名 廣國？ 述 

懐 之 句 殆可レ 謂-傍若無人- 歟。 正三位 前太宰 大甙參 議佐理 卿。 朱雀院 御宇 天慶 七 年 誕生。 一條 院長 德四 

年 七月 卅日 薨。 (五十 五)、 此時 行成 卿-: 讣 八)、 正三位 太 や 權帥權 大納言 行成 卿。 圆融院 御宇 天^ ニ年誕 

生。 後 一條 院萬壽 三年 二月 薨。 (五十六)、 此三賢 尤可レ 逐-- 其 跡-候 哉。 中古 法 性 寺 殿。 弘^ 院殿。 後 京 

極 殿。 此等當 世 之 風流 尤可 レ苴 候。 就 レ 中 行成 卿 以後。 此 一流 家風 可 レ爲- 手跡-之 家 候。 仍^ 聖障 子銘。 

^屮 行事。 諸 寺 諸 社 之餘。 諷誦 願文。 色紙 形。 他家 之 偏執^. レ可レ 有レ之 者歟。 假名 者 伏 a 院宸筆 以後。 

艷書 草子 等 非- -此 風流-者- 史不レ 被レ昆 候。」 尺 素 往来に は、 〔割 註〕 後 成 恩 寺關. o: 號良公 御作、」 將亦 和漢 古今 

名 饕墨铋 所望 候。 於-漢朝 之 能書-者。 王義 之。 虞 世 南。 額魯 公。 黄 魯^。 趙 子昂。 張即 之。 歐陽伯 機 


等。 入木 之 勢雖- 殊勝 候？ 在家 人々 不相應 事 候。 於-吾 朝， 者。 天皇 大師 刚 御 m お 光叫皇 尸"。 北 野 .rKwrJ 

下。 權者 手跡 者 非" - 凡人 所-及 候。 道 風。 佐理。 行成 稱-- 之 三 賢-候 哉。 文 l:ln。 保 時。 時文。 文 時 亞レ之 云 

々。 法 性 寺 (忠 通)、 兹京極 r 良 經)、 兩 殿下 超-於 叫翬？ 均，， 於 三 賢-者 也。 弘誓 院摸桡 ¥H 候。 野 跡お 雌 

レ 沈- 1 身 於 本朝？ 得レ 捲-名 於 廣國- 之 目 歎。 雖- 傍若無人？ 不レ如 T 權跡 子孫 永 扇， -于門 風？ 苗裔 共 于家 

業よ 歟。 行 能。 定成。 經朝 以來。 彼 - 流尤繁 ar 公 界之書 役 一 圓領 掌焉。 遣- 異闲- 之 牒狀。 大^^: 之屛 

風 幷賢聖 障子 等是 也。 色紙 形^ 社 額 及 諷誦 願文 等。 就 レ不レ 接-他家 之 筆？ 世 舉號- 家 様？  0A0^$ 

也。 誰敢 成-偏執-哉。 假字者 後宇多 伏 見兩 上皇。 洞 院實泰 公。 禪林寺 有 忠卿幷 ^北^ 覺 M 傦 m。 特其名 

^眩^。  ^齙害 册子單 尺 以下 連歌 懷紙 等。 無レ 不-此 風情-者 哉。 近日 者 和字 漢字 共 以- -齊蓮 院尊 圆王御 

筆- 爲-- 規模？ 而 都鄙 sivN。 梵字 者 遍智院 せ：：。 小河佾 正。 天然 御 堪能 無雙御 筆跡 候。」 本朝 文粹 のうち、 

行成 卿、 美 福 門の 額 を 修铹し 給 ひし 時の 祭文に 曰、 〔割 註 >K.y 以言 作、 維 盲1 弘叫 年歲次 丁 未 正 巧朔。 參議 

K 三位 行^ 部 卿 兼 左 大辨侍 從播磨 權守藤 原 朝臣 行成 * 一心 奉レ 請-, 弘法 大師 尊像？ 敬 擎，， 香 花 之奐？  0^ 

而言。 某 蒙-去月 其日宣 旨- 偁。 可レ修 -1 飾 美 幅 門 額 字， 者。 今 件 門額是 大師 之 手書 也。 題署之 後 叔鱧久 

矣。 制 草 之 上 露 點雖レ 消。 入木 之 中風 勢 無 レ盡。 所レ存 筋骨 似レ 有-一精 靈？ 今 蒙-一明 詔- 而欲レ 下 レ墨。 則 疑 有 T 

黷 -1 聖跡-之 冥譴 W 更 憚-聖跡- 而將 レ閣レ 筆。 恐拘レ 辭，. 明 詔 之 朝 章 S 晋 退非レ 心。 胡^ 夫， 歩 (下略)。」 是ゃを 

見ても、 額 字の 不-- 容易-こと を辨 へ、 古人の 愼み 深き 事 を 知る ベ し。 さて 此文 屮所レ 存-, 筋骨-似 レ有， 一精 

靈-と ある 似の 宇は寫 誤なる べし。 似たり とい ふとき は、 精靈 無き 意に 落つ めり。 精^な きものなら 

ば、 何故に かくまでお ぢ 恐れ 給 ふべ しゃ。 是は猶 有 精靈と ありし なるべし。 さなくて は、 .1: に 入木 之 中 

風 勢 無レ盡 とい へる にも 適 はざる こ k ちす。」 弘法 大師、 應； 大門の 額 を 書き 給 ひし 時、 應 字の 頭の 一 點を書 

落し 給 ひ、 御門に かけて 後、 下より 筆を投 上げて 點を うち 給 ひける に、 筆法に かな ひたりければ、 君臣 

皆 感じたり しとい ふ 事、 大師の 傳を はじめ、 扶桑 略記 等に も兑 えて、 むかしよ りかく 傅へ し 事なる を、 


命 はむ はいと かしこく さか しらなる わざな れ ども、 筘好 おも ふに， 《:冗 は 心 ありて ことさらに 力く いりな. 

したる ものなる べし。 いかにと なれば、 應字を ま E くに、 お 初の ー點を 忘るべき やう は、 さらに さらに あら 

じ。 たと へ もし 大師 は 忘れ 給 ふと も、 書き 給 ひし 即ち 御門に 懸 くべき にも あら 中。 一日 ニョ もうち おき 

て昆給 ひしなる ベく、 又官々 の 人 だち、 天皇 も 見 そな はして 後、 御門に かけし なる ベければ、 點を 忘れ 

てうた ざり しながら、 御門に 懸けし と は、 かへ す. < ^なき 事 也。 是は 前にい へる ごとく、  ^字に は 所 IS 

ありて、 點 なき 字に も點を 添る 事 ある もの なれば、 此應大 I： の 額も點 敷の 足ら ざり けむ 故に、 さらに 一 

點を加 へられし なるべし。 それ は 文字に 無き 點を加 ふる 事故、 いと かたき わざ なれば、 御門に かけて よ 

く て、 點を うつべき 所を此 所と 見定て 後、 額 をお ろして ー點を 加へ 給 ひしなら む。 併し 筆 を投上 

げて^ き^" ひたろ にても あるべし。 權 者の わざ なれば はかり 知るべき にあら す。 され ども 感す べき 事に 

は あらざる なり。 さる わざ は、 傘のう ベ を 鷄卵を はしらせ、 茶碗 を 投げて 空に 絲輪 をつ まむな ど、 いや 

しき わざと 同じさ まに 覺ゅ。 大師の 筆力 豚れ たる こそ 尊 けれ。 か、 る 事 は屮々 に 心お とり せらる、 ぞか 

し。 しかの みならす、 御 EZ の 額 を 書き 給 はむ に は、 愼 みに 愼 みて かき 給 ふべき に、 か、 る わざ はし 給 ふ 

べき 事と も^えす。 額 を おろさせて か、 む 事、 何ば かりかたき わざに も あらぬ もの を や。 五 筆和尙 とい 

ヽ る^も、 是に隹 へて おも ふべ し。 誠の 道に は あやしく めづ らしき 辜 も 何もな く、 只 常の 事に 妙なる 所 

ありと 知るべし。 妙の 宇、 我國 にて たへ と訓 みたり。 又 雪な ど 極めて 白き もの をた へと いふ。 是れ色 どり 

なくして 勝れた る をい ふなり。 古歌に、 「物に つきて なせる 哀は數 ならす 只 その ま、 の 秋の ゆ ふ暮、 とよ 

める ごとく、 自然の 處に妙 ある ぞ かし。 臨 池と いふ 名 は、 から 人 張 芝が 傳に， 張 芝臨レ 池學レ ま£。 池水盡 

黑。 といへ る故赛 より *ぃ へる 名のよ し、 池 水の 黑き はしば/ \硯 を 洗 ひしょし なりと、 或 人 言へ り。 是 

も諾 がた し。 惣て 故事に よりて 名と なる 攀は、 そのことの 勝れた る處 をい ふ もに なれば、 池 水の^くな 

りし^ を こそ 名に はいふべ けれ。 池に 臨む 事 は、 張 芝なら すと も われ 人 もすべき ことにて、 こ&を ほめ 
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て 臨 池と はいふ まじき 事ぞ かし 。御 流に て 臨 池と い へ る は、 深き 心 ありての 名なる よし 也。 もろこし にて 

も 同じ ことなるべし。 さる を かの 張 芝が 故事に とりなし たる ものなら む" か、 る 事 は、 漢^に も^ 多 か 

らむ。 我國 にても、 古， 拼 どもの 巾に か &る事 多し。 翳異 記に、 狐と いふ 名 は、 昔 抓、 女に 化り て 子 を^み 

しこと ありて、 來っ寐 とい ふ 事な りな どい へる も^えたり。 斯る 事、 古書に^ 多く あり。 ^みな 十； i 人の 

手段 所謂 ある 事なら む。 ^風 朝臣が 大師の ま 曰 を そしり 給 ひし かば、 巾 風に なりて 手 ふる へりと いふ 事 

は、 古今 著 聞 集に 出て、 其 外、 諸 書に 見え たれ ども、 ふる ひ 害く こと も、 攀法 にある 事 なれば、 My も屮風 

といへ る は、 ことさらに 作り出で 紛 はした る ものなる 事し るし。 前に い へ る應天 門の 額の 事 も、 是 にて 

おも ふべ し。 又 入木と いへ る 名 も、 大師の 故事 は あれ ど、 倂 それならぬ 事 を さとるべし。 道に 志 深く 祌 

を 得む と 思 はむ もの は、 か V る 事に も 深く 心 を 用 ひて、 古人の 手段 愼み 深き 所 を 知るべき 事に こそ。 今 

かく 說を 立て 論 ふ 事、 先逹 の說 をな みする の 罪さり 處 なけれ ど、 其^ 實 においての 常 否 は ともあれ。 H- 

筆學 の. 爲め心 をみ がかむ とての わざな り。 さる かたに おも ひゆる してよ。 今の 世の 掛 物と いふ もの、 物 

語 文な どに も 見えた る 事な し。 今と てもう へが 上なる わたりに は 川 させ 給 はぬ ものなる べし。 似た る 事 

は、 萬 葉 集 卷，； ハに、 养 二月 詣大夫 等 集-左 少辨 la 勢 宿 奈麻呂 朝臣 家荽， 歌 一首、 海原 之 遠 渡 乎 遊 士之遊 乎 

將見登 莫津左 比曾來 之、 右一 首 白紙， 懸，， 著屋 壁， 也。 題 云。 蓬 萊仙媛 所 襲 藥爲 -1 風流 秀才 之士 -矣。 斯 

凡 客不レ 所-一望 兌， 哉。 〔割 註〕 襲 二字 は， 誤字なる べしと 略解に いへ り。」 是は 今の 世の 懸 物と は 遠 ひて、 

その 時に 臨みて ふとお も ひよりて せし 事と 見 ゆ。 いと みやびたる わざな りかし。 IW 風の 事、 后のお，.： 御 

賀な どこと、 ある 時 か、 せらる \ 事、 歌の 集 を はじめ 物語な どに も 多く 昆 えたり。 大 かた 十二月々 次の 

繪 うたな り。 か、 る をり のよ そ ほひに 物す る はまれなる 事に て、 お ほかた は 風 を ふせぐ ため の ものに 

て、 女房の 局な どに 立る 事、 物語に お ほく 見えたり。 されば 寐問 などに 立る 時、 とも すれば 跡べ にもな 

る もの なれば、 人に 物 *; きて よと 乞 ふ は、 甚無禮 なる 事な りかし。 古今 著 聞 集に 曰、 知足院 入道 殿、 法 ti か 
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殿と、 久 安の 頃より 御中 心よ からすお はし ましけ る 時、 法 性 寺 殿 ま ゐらせ 給 ひたりけ るに、 試み 申されむ 

れぅ にや。 叫 枚 屛風を 一帖 召 寄せさせ 給 ひて、 是に物 書きて 給へ と 申された りけ るに、 御砚引 よせさせ 

給 ひて、 墨 をし ばし すらせ 給 ひて、 中に もち ひさ かりけ る 筆 を とらせ 給 ひて、 紫 蓋峯 之^ 疎と 云 句 を、 

大文字に て I： 枚に 書きみ て させ 給 ひて 参らせられた りければ、 禪 閤御覽 じて 是は 重寶 也と て、 やがて 寶 

藏に 收られ ける と ぞ。」 御中 心よ から. f いまし ける 故、 法 性 寺 殿い か^の 給へ ると 試む ために、 無禮 なる 

事 をい ひかけ 給 ひし 也。 法 性 寺 殿、 いなと もの 給 はす、 小き 筆 をと りて、 殊更に 大文字に 書 給 ひし は、 〔割 

註〕 小き 筆に て 大文字 を かく こと は 名人の わざな り。」 入道 殿の 無禮の 返報に 驚し 奉り 給 ひし 也。 されば 

入道 殿 さすがに おもお かす、 寶藏 に收給 ひしなる べし。 手 かく 人、 貴人よりの もとめな らばす ベな し。 ひ 

としなみの 人の いはむ に は、 かくま じき 事なる を" 近 の 手 かく 人た ち は、 屛風 かく を ほまれの やうに 

覺 えたり。 あやしき 事に なむ。 筆 道に 志 深から む 人 は、 文 宇 を 敬 ふ 事、 神の ごとくすべき なり。 されば 

屛風 などに はかく まじき 事な りかし。 枕の 草紙に 曰、 〔割 註〕 きら， （- しきもの、 條、」 こんげん ろくの 御 

屛風 こそ、 を かしう お ぼ ゆる 名 なれ。 かんじょの 御 舁風は を かしく ぞ聞 えたる。 月次の 御 屛風も を か 

し。」 是等 文字 を か&れ たる やうに 聞 ゆれ ど、 さに は あらす。 注 書 春^ 抄に 云く、 こんげん ろくの 御 W 風 

は、 坤元 祿 の 山河な どの さま を繪 にかき し屛 風な り。 かんじょの 御 w 風 は、 漢 #3 にしる したる 事 ども を 

繪に 書きし 屛風 也。 月次 は 年中行事 也と い へり。 十一 一 支の 碎 風、 地獄 擀の稗 風な ど 物に 見えたり。 文章 を か 

きたる 屛風も あれ ど、 大 かたは 繪 なり。 延喜式 內匠寮 式に も、 屛風 一 帖 〔割 註〕 高 五 尺、 畫- -雁幷 草木 之 類？」 

と あり。 額の 事 は 前にい へる が 如し。 其 外旌旗 二字 札、 竪 もの 撗 もの k かき やう、 又卷 もの、 色紙、 短 

冊、 扇に 詩歌ち らし 書ぎ 等、 其 外， 萬の 物に もの かく 事、 其 物々 によりて 心得 ある 事、 御 傅に く はし。 こと ご 

とに 妙なる 味 ひ あり。 御傳 なくて はしらる まじき 事 どもな り。 さても のかき たる 扇 はもつ まじき ことな 

り。 貴き わたり こそ あれ。 いやしき わなみ は、 篑 子に 足さし 出て、 蚊け 拂 ふが 扇の やくの やうに て あれ 
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ば、 もの かきたる を もた むは 不敬なる ことなら やや。 歌な どかき たる はいと ビ かしこし。 只 や-銀の くま 

どり て、 或は 鶴な ど繪 にかき たる ぞ よろし かるべき。 藝苑談 曰、 〔割 tt〕 播磨淸 絢 著、」 吾 伯仲 二 兄と も 

に、 もの 書きた る 扇 をつ ひに 持 たれす。 通俗の 書帖を 世に いふから 様に 書かれす。 先太 父 先人 以来の^ 

舉藎 し斯の 如し。」 此人 はよ く 心得た る 人と 見えたり。 近 ^高名な りし 三 井 親和と いひけ る 人 はよ き 手に 

て、 師の 父君 情意 大人、^ 戶に てしたし くし 給 ひし 人な り。 誰か はじめけ む。 此 人の 笼说： ：、 或は かな 文 を 

綰に染 て 親和 染 とて、 世に もてはやせ しかば、 妓女 などの 下着に さへ なしたり けり。 情 S 大人、 是を閒 て、 

あはれ 親和 後な かるべし との 給へ りしと なむ。 さばかり にも ある まじ けれど.. 淸絢 ぬしに たぐへ て は、 

愼 なきつみ のがれが たくな む。 近^ 手 かくと いはる、 ほどの 人、 みな 著述 あれ ども、 十が 八 丸まで 土 

の 書 を ひきて 論 はれたり。 其 說、 大 かた 墨池 編 を 出です。 書 はもと 彼 土に はじまりし^ なれば、 しか あ 

るも理 なれ ど、 我國 人、 學 びと りたる 上に て は、 又 我 國の風 ある 事に て、 我國筆 道の 古せ W ども を 見れば、 

さかし だち たる 事 はなく、 いと みやびたる 事 ども 多 かり。 此 うまし 味 ひ は、 大和魂 かたから む 人なら で 

は 知りが たからむ かし。 御 流の 何 虫 s はおき て、 世に ある 我 國筆道 古 进曰 の 名と て わがき ける は、 

臨 池 集  墨池 集  入木 杪  寶摟抄 

翰墨 抄  筆注抄  麒麟 抄  翰 達 集 

入木 改元 書  以呂波 御 印書 、 金玉 傳杪  高 野 奥義 抄 

烏羽玉 問答 集 夜鹅抄  筆體抄  右筆 S 心抄 

此外猶 あるべし。 是は 我がき ける かぎり 也。 誤 も あらむ か 知らす。 志 深き 人は尋 求て 見べき なり。 され 

ば是 等の 書 を はじめ、 すべて 筆 道の 宵に 出た る 事 は、 ^方 は ひき 出です。 本朝 文粹 のうち、 寬弘 九^ 北 

野の 宫に 御幣 等 を 供す る 文、 〔割 註〕 大 江匡衡 作、」 右； 大滿 自在 天神 或^-梅 於 天下- 輔-- 導 一人？ 或 日-月 於 

天上 _ 照-臨 萬 民？ 就 レ中文 道 之 大祖。 風月 之 本 主 也。 翰材 之人尤 可- - 夙夜 勤勞？ (下略 ヒ 寬弘は 延^より 
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夭 百年ば かり 末にて、 此 文屮、 II 衡 六十 餘と あれば、 延 喜の 頃も猶 近き 人に て、 さばかり の大 おのかく 尊み 

0 奉り 洽 ひし を 見れば、 いと もく かしこき 事に なむ。 天滿 官は犖 道 を 守ります 大 神に てまし ませば、 M 

M し.. 御世の 事 ども 阈史等 を 見て 知て 知るべし。 拔 出で たる もの は菅家 故實、 菅家傳 拾 遣、 菅 家憲 錄、 荏 

該 抦 天祌緣 起、 是 等に 集めた る 御 傳を拜 し 奉りて、 淚を こぼさ^る 人 は、 筆 を 折り 硯を くだきて やむ ハき 

のみ。 

右に ひき 出た る こと^も をよ く 味 ひて、 御 流め K しく 尊き 事 を 知るべし。 少しもお のがさ かしら を まじ 

へす、 御 をし へに 隨ひ、 天地の 正しく 素直なる 法則の まに/ \、 淸く 潔き こ、 ろ を もて 害くべき なり 

しかる 時 は、 天地の 神と ひとしき に 至る。 此處 よくく 會得 あるべき ことにな む。 


談 M  n  7i 


天朝 墨 談卷之 三 

いろは 

手 習 ふ はじめに、 難 波 津、 淺香 山の 歌 をし ける 専は、 古今 集の 序に 見えたり。 ぉ紫卷 に、 〔割 註〕 紫のう へ 

の 事 を 尼 君の 文に い へ ると こ ろ、」 まだ 難 波津を だに はか^ \> しうつ^-け 侍ら ざめ れぱ なむ。 〔割 註〕 とて 

歌 あり。 其 次に 源氏の 君よりの 御文に、」 かの 御 はなちが きな む 摘；：^ 給へ まほし きとて、 例の 中なる に 

は T あさか 山 あさく も 人 を 思 はぬ にな ど 山の 井の かけ はな るら む、」 此 歌に 茂 香 山と よめる は、 前に 難 波 

津 といへ る 首^に て、 これまさ しく かの 二 歌 を 手 習の はじめに しけるな り、 はなちが きと は、 意の 手 習 

に、 一字く つぶく と 放ちて かける をい へるな り。 北邊隨 筆に、 〔割 註〕 富士谷 御杖 先生の 隨维 なり。」 

難 波津、 淺香 山の 後 は、 あめつち ほし そらとい ふこと を、 手 習 ふ 人の はじめと しける にや。 もじの 数 Z! 

十八な り 云々 といへ り。 その； K 地のう たは、 源 順が 家集に、 歌の 履 冠に 置て よめり。 その あめつち は、 

あめつち ほし そら やま か はみ ねたに くもき りむろ こけ ひとい ぬう へす ゑ ゆわ さるお ふせよ えの え を なれ 

ゐ て、」 此歌、 末の かた 何とも 間と りが たし。 順柒の 歌の 列 あやまり たる に や。 さて是 は ！： 十 A{ 子 あり 

て、 え 二つ あり。 北ハ歌 は、 「え もい はて 戀 のみ まさる 我 身かない つと やい はに おふる 松が え、 「え もせ か 

ぬ淚の 川の はて./ \- やし ひて 戀 しき 山 はっく はえ、 かく 一 一首と もに、 えの 音に よまれ たれ ど、 是は 誤りに 

て、 えと 延な るべ し。 上古 かな 遺 ひに 衣 延の刖 ありて、 たビ しかりし 事、 或 貴人の 考 あり。 〔割 註〕 衣延 

辨と いふ 御 著述 あり。 それにく はし。」 今 はも はら、 高 野 大師の いろは 歌 を、 手 習の はじめに する 事と はな 

りぬ。 是は叫 十八 字に て延 なし。 〔割 註〕 北 邊隨筆 曰、 あがりての 世に は、 人の 聲五十 ありけ らし。 その 

- ち 二つ はやう/ \- にう せて、 あめつちの 歌の： ^ は 叫 十八に なりぬ。 それ 又 一 つうせ たる 世に いろは 

の 歌 は 出き たり 云々 といへ り。 是は 大人 ふと 思 ひ 誤り 袷 ひしなる べし。 人の 聲は IK 地の 聲 なれば、 天地 
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の あらむ かぎり はう せ ゆくべき ものに は あらす。 お 二つ、 う 二つ、 え 三つ、 い 三つ、 各 輕茧は あ. e ども 

^  is 昔 なれば、 かな 足ら すても 聲に害 はな かりし なるべし。 たと へば 岡 は を かと かくべき を、 おかと かき 

r たりと も、 誰か はお ひ 音に いふべき。 n に は をの 音に いはる、 が 自然の 事に て、 い 三つ、 う 二つ、 え 一二 

談 つも、 われ 人 しらす/^ いひて あるな り。 かなに か、 むに は、 いかにも 正しく かくべき 事 なれ ども、 か 

^によりて 聲を そこな ふとい ふ 事 はなし。 聲は主 なれば なり。 されば 聲 のうす ると いふ 專は もとより あ 

るべ くも あらぬ 事な りかし。」 いろ, はと 名つ けし は、 首の 詞を とりてい へるな り。 此名、 ものに 昆 えたる 

は、 壬^ 集のう たに、 「淡路島 難 波 を かけて 見渡せば 波の いろはの あしで なりけ り。 此 いろは 御 流に て 

は、 いと S き 事に て 容易に かく 事な し。 祌を得 ざれば かく^ あた はざる なり。 いと も 尊き 所謂 ある 事な 

り。 さて はこつ いろは ぞ、 一昔 一字に て 字義 をから す、 聲 のま、 なる ものな りけ る。 手習始 には^ 式 あり 

て、 ^生 殿の 詩 を 書く 事、 東鑑に 見えたり。 〔割 註〕 貞應 三年 叫 月の 所、」 廿 八日 甲 午。 有， 一若 君 御手 習始 

之 陰陽 權 助！： m 一 朝臣 擇-申 日 次？ 〔割 註〕 今日 時 巳 未、」 其 儀 兼被レ 上- 1 南面 御緞三 間？ 御硯 一 面 (蒔 鶴)、 

御 乎 本 〔割 註〕 昨 U 自-, 京都， 參著、 」 等 (置- 1 文 臺，) 置，, 御座， (吉時 未〕、 前 奥州 着-, 布 衣， 被 レ參。 若君 出御。 

宰相 中特 (布 衣) 被レ候 レ饽。 順レ之 參進。 開-御 硯薏， 指レ 墨。 染レ 筆被レ 進。 取レ 之習始 給。 長生 殿 詩 云々。」 

是は 祝して、 此詩を 習 はじめ 給 ふに て、 U ハ式 のみなる べし。 さてう へ/ \ 'に は、 今 も猶 か-る 儀式 ある 

なるべし。 ド々 にても 手 習 はじめに は、 いかにも いや^ \> しくして 習 そめさすべき ことにな む。 

〇 かな (まな、 かたかな、 をん なで、 をと こで) 

かなと いふ 名 は 假名と 書きて、 かり 名の 義也。 屮 古の 物^な どに、 かんなと もい へり。 字^に か、 はら 

.f  。かりに 名づ くるの 義 なり。 一音 一字に かく を、 大 かたは 假名と いへ ど、 萬 葉 集に、 ： 昔に 二字 を あ 

て、 或は 義訓し、 或は 隱 語の ごとく かけるな ども、 おしこめて かなと いふべき なり。 萬 葉 集の 書法 妙と 

いふべ し。 然れ ば、 色 を 伊呂と 楷書に かく も、 假名と いふ もの なれと も、 大 かたはいろ など 點畫少 く 書 


く を かな とはい へ ろな り。 箒木卷 に、 〔割 註〕 ll^f の 女の こと をい へ る 所、」 消 1,^ にもかん なと い ふ もの 

を かきまぜす。 むべ /\ しくい ひま はし、」 梅が；^ 卷に、 〔割^〕 此义、 前に 出し たれば こ 、に は 略していだ 

しぬ。」 かんなの みなむ、 今の 世 はい ときはなく なりたる。」 などい へる は、 まさしく. s ろな どかけ る を か 

なと. S へる 也。 さて 此 もじの いと 筆す くな にて、 萬と ぐ こ ほる 事な く かきな さ；；；、 自在 をな して、 に 

此 もじの 川大 なる 事い ふべ からす 。是 もと、^ もじ を とれる ものながら、 それより は いとの きて 活ら きを 

なせる ことい ふば かりなし。 义今 世の 俗文と. s ふ もの、 漢文に も あらす。 和文に も あらす。 しかも 日 s 

を 達し、 天下に 益 ある 事 はかりな し。 是漢 風にから めら れす。 文 { 子 を 我物に して 自. E の 煱ハ， ： なせるな 

り。 中古 往來 消息な どい へる もの は、 の 風 ありて、 おもしろき 文體 なる を、 今 世俗 文 巾に 5  くりな 

く、 尺隨 めきた る 詞 を 交へ などす る は J なか. （にい やしく こそ。 かたかなと いふ は、 文字の 片方 をと 

りたる もの ゆ ゑ. の 名 也。 是 は此國 にて 作り出せし ものな り。 狹衣 物語の： び とい ふ ものに、 大和 假 

名と いへ り。 さて 是は 何の 風情 もな きものに て、 只 便利なる ために 作りた る もの なれば、 艷害 などに は 

くべ くも あらぬ もの なれ ども、 ^語な どに かたかなに てかけり と ある 所 は、 /U とさら に 心して £ たる 

ものな り。 狹衣 物語に、 入逍 のせの 扇に、 狹 衣の^ 片 かなに て 歌 を 害き 給 ふ 所 あり。 是は 入道の せなる ゆ 

ゑ、 難 だた じと て 心して き 給 ひしなる べし。 漢字に かく を 5^ もじと も、 をと こで とも、 まなと もい へ 

り。 かなに て かく を、 女 もじと も、 をん なでと もい へり。 枕の^. 銑に-ぶく、 〔 割 註〕 時 柄と いふ 人の 手の 

わろ きをい へ ると ころ、」 乎 もい み じう、 まな もかん な も あし-つかく を 、入. も 笑 ひな ど すれば、」 物の ゑ やう 

やる とて、 これが やうに 仕るべし とかき たる、 まんな の やう もじの^: にしら すあしき を； a つけて、」 土：^ 

曰 記に、 〔割 註〕 安部 仲 麿 が もろこし にて 3 を：：^ てよ めり し 歌の こと をい へる ところ、」 かの 國人、 き、 し 

る まじう 覺 えたれ ども、 亊の心 を^も じに さま を かき 出して、 こ、 の；！ つたへ たる 八に いひ しらせ けれ 

ば、 心 を や 聞きえ たりけ む。 いと 思の 外にな むめで ける。」 宇津 保 物語 國ゅづ りの 卷に、 手 も 女で もな 
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3 らひ給 ふめれ。」 冋 卷に 又、 宮の 御て ほん もて 參る とてな む、 これ は i 右宮の 御れ うにとの たま はせ しか 

^ ば、 なら はせ 給 ひつべく も 侍らね ど， めし 侍りし かばな む 云々、 きばみ だるし きしに かきて、 山吹に つ 

0 けたる はしの て、 〔割 註〕 眞の 手と いふ 事なる べし。」 春の し靑 きしきしに かきて、 松に つけたる はさう に 

談 て、 夏の し 赤き しきしに かきて、 卯の花に つけたる は、 かな はじめに は、 をと こ にても あらす、 をん な 

にても あらす。 あめつち ぞ、 共 次に^ 手 はなちが きに かきて、 おなじ もじ を さま/^ にかへ てかけり。 

〔割 註 J 此ぁ めつ ちとい へ る は、 前に 出せる あめつちの 歌の 事 也。」 「わが かきて はるに つた ふるみつ せき 

本ノ マ * 

もす みか はりて や a えむ とすら む。 女で にて、 「まだ しらぬ 紅 紫と まど ふそ かふら し 千 どり の あと もとま 

ら ざり けり。 さしつ ぎに 、「飛ぶ 鳥に あと ある ものと しらすれば 雲 ぢは ふかく ふみかよ ひなむ。 次に かた 

かな 、「いにし へ も いま ゆくさき もみち にお も ふこ X ろ あり 忘るな よきみ。 あしで、 「そこ 淸 くす むと 

もみえ て ゆく 水の 袖に もめに もた えす も あるかな。 といと 大きに かきて 一 まきに したり。 〔割 註〕 是 は.^ 

にいへ る あしでの^ のために もと、 長 けれど あげたる なり。」 大鏡卷 二に、 大甙 にもお とらぬ 女手 かきに 

てお はすめ る。」 是等 によりて 昆れ ば、 はじめより 終りまで かなの みに てかきた る をのみ、 女手と いふに 

も あら じ。 今^ にても、 文字 を 少し 交じへ かながち にかく を、 女 文章な どい ふ 3。 是 なるべし。 前に 出 

したる 梅が 枝の 卷に、 女手 を 心に 入れて 習 ひし 盛りに 云々 といへ る さま も、 女 文の 事と 見えたり。 さて 

こ.. * に： E じ 文字 を、 さま^ \« にかへ てかけり と ある は、 手本 なれば ことさらに 同字 をい くつ も 書きて 體 

を か へられた る 也。 師 より 木 村壽 員に 給 はりし 徹山大 とこの 手跡、 今 川の 手本に は、 一文字 數十 ある 

を、 こと， <L ^く かき か へられたり。 同じさ まなる はなし。 是等は 手本なる 故な り。 さる を 今 世 唐榇と 

て、 手 かく 人 等、 u 體を用 ふる をよ しとて、 文章な ど 一 篇の 中に！： 字 あれ は 、こと/^ く 變體を かきたる あ 

り。 中々 にくる しく 見 ゆ 。是 はた^か ろく 心得べ し 。おの づ から 變體の 文字 か、 れば さも ありな む。 此文 

RKiKiEiE ^て、 それ を兑 合せて、 北.、 體 を かへ むと せば、 维努 失せ 心^ 續か すなるべし。 上の 卞 0 
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勢に て、 下の 字 を產み 出す もの なれば、 巾々 變 體を考 へて *1  くな ど ゆるき ものに て はなき なり。 されば 

筆勢の 餘り にて は、 古人 も か、 ざるめ づら かなる 字形 も、 おの づか らいで くる 物ぞ かし。 かな はわき て 

擎 すくなに かろく かきな す ものな り。 まゐ らせ^ を. ^=7- とかくに て.^' 

るべ し、 と M さとし 給へ り。 から 人 天下に 獨 歩と稱 したりし^ 素と い 

へ ども、 我國 Q かなの ごとく すら/ \ とうる はしく ゑんなる 力き さま 

は、 得 知ら ざり けむ かし。 

〇 蘆 乎 (水 乎、 歌繪) 

かく かな 書の 自 巾に 勝れた るよりか きのす、 みに、 ^手、 水チ、 歌繪 

などい ふ^を さへ かき^たり。 蘆 手の 事、 是ぞ とさ だかに はい ひがた 

し。 先達の 說も さまぐ にて  一 &せ す。 扨 X、 先達み な あしで 欹^ を. 

のみい ひて、 水 手の 事 をい はれた る は 見えす。 今 まづ水 乎、 歌输 より 

いはむ。 朿三條 院翟麥 合に、 右の す はま、 ませ ゆ ひて なでしこお ほくう 

ゑたり。 その ませに は ひたる いもづるの 薬に、 「离^ に兑 ると も あかむ 

色 なれ ゃ我籬 なる 撫子の 花、 (かね もり) このす はまの こ k ろ 紫に みづ 

てに て、 「常夏の 花 もみぎ はに 咬 ぬれば 秋まで 色 は 深く 兑ぇ けり。 (よし 

のぶ) 「久しく も 匂 ふべき かな 秋な れど狨 常夏の 花と いひつ、、 (かれ も 

り) たなばた 彥足雲 のうへ にあり。 又 釣した るかた など あり。 す はま 

のす さきにみ づて にて 、「ちぎりけ む 心ぞ長 きたなば た の き て はう ち ふ 

く 常夏の 花、 是 にて みれば、 水 手 は 文字の 尾な ど を 長く ひきな して、 水の 流る、 やうに きな したる も. 

のと ぞ おも はる、。 我 友 菊 池 之 則が 家に、 近 衞龍山 公の 御， 跡 也と いひ 傅へ たる 卷物 あり。 歌 二十 首 あ 


りて しどろ もどろ におき たり。 义 その 歌の 意の 繪の やうに ^きたる も あり。 排 のうた は 柳の なびく さま 

にかき なし、. 楛の欲 ははし のかた にかき なした る ものな り。 左-字、 倒 (十^ 華に まかせ、 その n ^ いふば か 

りなし。 其 巾 三 首^ 寫し てこ、 に 出す。 

此故鄕 の 板 井の し 水み^ ゐ てと ある 所 は、 全く 水 乎と いふ ものなる ベ 

し。 す はまの 洲崎 などに 寄 かむ に は、 必か うやう にあるべき 也。 是に 

なづら へ て おも へ ば、 蔥乎は そ、 けたる 魔の やうに かきな したろ もの 

なるべし。 此み 草ゐて 月 さへ すますな りに ける かな。 とい ふ 所より 家 

長 朝臣の 春雨に の 歌の 書き ざま は、 蘆 手 也と いひても いはれ ぬ ベ き 

か。 いにしへの 能書 達、 この あき ふかきと いふ 歌の 如く、 箏に まかせ 

て、 何の 形に も 書きな したる ものなる ベければ、 群 山の 形に かける は 山 

手と いひ、 村 雲の 形に かける は 雪 手と いひ、 柳の やうに かける は 柳 手 

ともい ふべき 事なる べし。 然るに、 蘆 手 を はじめて 害 出した る もの ゆ 

ゑ、 其 餘、 何の かたに かけ. る を も、 蘆 手と は. s ひ 習 ひたるなら む。 旣に. 

此 撫子 合に は、 水 手と 蘆 手と を かきわけ あれ ど、 其餘の 物語 どもに 

に、 蘆 手との みあり て、 水 手と いへ る は を さ，/ \ みえす。 此 撫子 合に 

くらべ て^れば、 蔑 手， /(\ と い へる 屮に は、 必水乎 も あ るべ くお ぼ 

ゆ。 W 手と は惣 名に いひ 来れる なるべし。 此 故に 蔥 字 ふ-歌 綺と乂 まぎ 

れ たりと 見 ゆ。 歌 繪の事 は、 或 人、 ほの^ \ と 明 石の 浦のと い へ る 歌に 

て、 人 丸の 像 を かきたる などの 類な りと いへ り。 是 はしかに は あら じ。 蘆 手、 水 乎の 類と すべし- 

といへ ろ は繪が 主な り。 蘆 手、 水 手 は 手が 主なるに て辨 ふべ し。 又 源氏 湖月抄 に、 歌紛と は、^ と 


へば 


^  m  ^ 于ゝ 


矢 を繪 にかき、 わと いふに 輪 を かく 也と あれ ど、 如レ斯 害き たるならば， 繪 歌と こそい ふべ けれ」 その 

うへ 風流なら ざる 事に て、 もてはやすべき 事と もお も はれす。 是は 又^に  一^の ものなる べし。 ^繪と 

は、 歌； 首 を繪と 文字と にて かきたる もの あり。 ^なる 事必 せり。 榮 

花 物謌根 合の 卷に、 心の ゆきて などい ふ 歌 を、 かねの くの ち ひさき を 

作りて、 歌耮 にて 櫻の さきこぼれた るかた を かきたり。 玉と 赏 ける 街 

柳な どい と を かし 云々。 花の 鏡と なる 水 はとて、 いと を しげなる かね 

を 池に おした る 人 も あり。」 これ は 古今 集の 歌 三 首な り。 心の S きて は、 

「山 高み 雲井に 見 ゆる 櫻 花 心の ゆきて をらぬ 日ぞ なき。 とい ふ 歌 を か 

ける 也。 高 根に 櫻の^ ける 所を繒 にかき、 心の ゆきて とい ふこと を、.^ 

字に て 入れた るなる べし。 玉と 赏 ける は、 「淺 みどり 絲 よりかけ て 白露 

を 玉に もぬける 春の 柳 か。 とい ふ 歌 也。 柳を繪 にかき 玉に もぬける と 

いふ こと を、 もじに て 入れた るなる べし。 花の 鏡 は T 年毎に 花の 鏡と な 

る 水 はちり，^  i る を やく もる とい ふらむ。 とい ふ 歌 也。 池に 花の 散り 

たる 所を繚 にかき、 花の 鏡と なる 水 はとい ふこと を、 文字に て 入れた る 

なるべし。 先年、 京師の ト丈闔 とい ふ繪師 より、 或 御 家に 傅 ふる 所の^ 

手 太刀と いへ る は、 歌繪 とい ふべき もの かとて、 鞘に 蒔た る 繪を寫 し 

おこせたり。 是歌繪 なり。 其圔、 下に 出す。 萬 薬 集、 「わかの 浦に 汐 みち 

來れぱ かた をな みあし 邊を さして 田 鶴 鳴 わたる。 とい ふ 歌 を かける 

也。 又金澤 なる 或 人の 家に 持 傅へ たる 古き 蒔鱭の 料紙 箱に、 新 古今 集、 「大 荒木の 森の 木の 問 を もり 兼て 

ん だのめ なる 秋の 夜の 月。 とい ふ 歌 を 蒔たり。 ^寫 して 左に 出す。 
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  五六 

歌繪 といへ る は、 是 なる 事 疑な し。 いと.， （、みやびなる もの 也。 是 等に 習 ひて、 今 も かくべき 事に な 

む。 さて 着： 手の こと は、 花鳥 餘情 曰、 〔割 註〕 源氏物語の 注 寄な り。」 あしでの &槳 は、 蘆の 葉の 巾に. k 字 

を かくな り。 水 石 鳥な どの かたに も 書きな すなり。 巾峯 和尙の 

笹紫 がきと いふ 文字の 體、 篠の槳 に 似た るが 如きな り。」 蘆の 紫 

の 中に かくと い へ ると、 牴薬 がきと は、 是乂刖 に  一 © の ものな 

るべ し 。水 石 鳥な どの 形に も、 かくと い へ る はさ も あるべし。 榮 

花 物語に、 足 高き 鳥の 立てるな ど、 あしでの やうに 兑 えてと や 

うにい へ る 事 あり。 〔割 註〕 いづれ の卷 にか。 今 忘れたり。」： ig に 水 

手の 所に いへ る 如く、 何の かたに も かける なるべし。 玉 紫 集に、 

「夕 暮に難 波 あたり を來て みれば 只 薄墨の あしで なりけ り。 此 

歌、 あしでの やう かく も あるべし と 思 はる 、歌な り 。梅が 枝の 卷 

に、 あしでの さう しど もぞ、 こ^-ろ/^ \> に はかなう おかしき。 

宰相 屮將の は、 水の いき ほひ ゆたかに かきな し、 そ k けたる あし 

のお ひざ まな ど、 難 波の 沛 にかよ ひて、 こなた かなた ゆき まじ 

りて、 いたう すみた る 所 あり。 又い とい かめし う ひき かへ て、 

文字 〔割 註〕 湖月抄 傍注、 文字に て 岩 を かける 也。」 やういし など 

のた、 すま ひ、 このみ かき 給へ る ひら も あめり。 め もお よば 

す。 これ はいと まいりぬべき もの かなと けう じめ で 給 ふ。」 此文 

みな 文字に てま 〔きたる さまに 聞 ゆ。 されば さま. <\- にかき 試みて 作る 

柬三條 院^ 麥 合に、 〔割 註〕 左の 洲濱 


にても 考ふ べし。 水 も 蘆 も 石 も 

ベ きもの なれば、 いとま 入りぬべき もの かなとの 給へ るなる べし 


に、 I るりの つぼに 花 さした る； 


S の 敷 もの に、 あしで にて ぬ へ る、 「なでしこの 花の かげ さす 河べ に はみ ど 

りの 色も兑 えす ぞ ありけ る。 是は此 歌 を 流る-水 のかた へに、 草花の あ 

る ごとくに かける なるべし。 圓融院 扇 合に、 靑色 にす はう かさねて^も 

のに 蓆 手に かける、 「めづ らしき 聲な  ， 


ら なくに 時鳥 こ V ら のとし を あかす 

も あるかな。 是は此 歌 を、 雲 問な ど 

に 鳥の 飛ぶ やうに かけるな るべ し。 

同書に、 赤色の 扇に、：^ よしの かた を 

繪 にかき てあしで にかけ る、 「ii よし 

の 松の 風 をし こめ たれば 扇の 風 は い 

つかた えせむ。 是 は仆吉 のかた を繪 

に 書きて、 此歌を 汀の か. たに 凝の 生 

ひたる やうに かける なるべし。 是等 

より 歌繪 とも まぎれた るなる ベ し。 

北 邊隨擎 に、 蘆 手の 說 あり。 その 所 

に、 拾 玉 集に、 (慈 鎮和尙 7 夕 まぐ 

れ難波 わたり を ゆく 雁 や あしでの う 

へに かける 玉づ さ。 と ある 歌 を 思 ふに、 蔑 手のう へに かける と ある 

は、 雁 字 を こと 物と せられた る 事し るし。 もし^に いふ あしでの 

如くなら ば、 やがて 魔手と こそよ まるべ けれ。 此歌 など はいと、 レに， 


-き讀 ざま 也。」 とい はれた るに、 此 
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うた を 心得 兼ら れし 也。 是は蘆 手 を下繪 にかき て、 そのうへ に 文 かく ことなり。 堀 河院艷 せ" 合に、 返 

し、 くれなん の 七重が さねに、 下繪 にあし、 でかき て、 かねの き k やうの 枝に つけたり。 r 戀路 をば ふみ 

だに 見 じと 思 ふ 身に 何 か はか i るな みだな るら む。 と ある 如く、 濃 紅な どに て、 古 歌な ど を 蘆 手に F 繪 

に# きて、 其う へに 此歌を か け る 也と 見 ゆ。 慈 鎭和尙 の 歌 は 此體を い へる 也。 又 问 隨 筆に、 藤貞 幹ぬ 

しの 所^ 永曆. 兀年 U 月 二日、 司 農少卿 伊行の か、 れ たる 蘆 乎 也と い ふ もの を 出されたり。 ^Irailc 

_| 揭出) 

此圖、 + 丈圉 より 世 尊 寺 伊行 朝臣 朗詠 集 料紙 下繪摹 木と て、 おこせた るに 同じ もの 也。 楚 にて は、 朗詠 は^ 

行 朝臣の 筆に て、 下繪は 誰が 書し とも 知る ベから す。 此圖、 全く 蘆 手と はい はれす。 歌 繪と蘆 乎と をと り 

合て、 又 一種 此體の もの を も 書きし なるべし。 十 〕 人の 意 を 探り 兑 るに、 今より 昔の事 を舉ぶ 如き ものに 

あらねば、 是は蘧 手、 これ は 水 手、 是 は歌繪 とき は/^ しく わけてい へる に は あら じ。 おのがさ ま- 

めづ らしく 齊 出で たる を、 世の 人、 おの づ から 蘆 手と も歌繪 とも 名つ けしに て、 その はじめ 蓆 手 を 喾 初し 

より さま. <L\ 'に 移りた る もの ゆ ゑ、 大 かたは あしで/ \> とい ひ 習 ひたる ものなる べし。 いづれ にも 蘆 手 

は 手が 主にて、 繪には あらす。 前に 出せる うつぼ 物語に も、 宫の 御手 本に、 男手、 女で、 かたかな、 あ 

しでと ならべい ひたる にても、 蘆 手 は 手が 主なる 事 知られたり。 かくい ひ^- 'て a れば、 菊 池 之 則が も 

たる 龍 山 公の 御 筆の 卷物 は、 全く 蘆 手な りと いひても いはるべし。 是を 本と して 蘆 手 をなら ひ 書か まほ 

しき 事な り。 しかし 是を學 ば、、 や、 もせば 俗になる べし。 いかにも 氣象 高く 風流に かくべ きものな 

〇 御晝 (判) 

公式 令の 詔 *3 式、 論奏 式に、 詔書 又は 論奏、 その 品に より 年月日の 所に 何日と いふ 文字、 或は 可、 或は 

^とい ふ 字 を、 天 子 御み づ からか、 せ 給 ふ 事 を 御畫と あり。 草 字に て晝の やうに か、 せ 給 ふ！！？ にや 知る 
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ベから す。 然秘抄 詔書の 條に は、 此亊 を御畫 とはなくて、 日 書 様、 其 日月 下 害 也。 他 字 聊大せ 也と 

あり。 又 今 下 ざまに も、 判と て 文字 を ゃ冉 にて 総の やうに かくは、 古くよ リの 事と みえたり。 同文 迪考 

2、 (新 井 ，：z 石 著) 異朝に て 押 字、 花押な どい ふ もの、 吾 朝に して は^と ぞい ひける。 我國 にて是 を W られ 

し始未 レ詳。 異朝の 押 字 は、 天子の 詔の 畫諾 とい ふ 事より 始まれり とい ふ 也" ^朝に も. P より IK 子？ i 勅に 

御^ とい ふ 事 ありし なれば、 其 出来事 は 久しき ことに や。 天子の 御 押、 今 はた ビ後深 ゃ帝此 かたの 物の 

み、 世に は 傅 はれり。 人 ほの 押 字の 今 佻に 殘れる 中に、 參議藤 原佐现 卿の 押 字 を 以て 共 竹と なすべし。 此 

人、 村 上、 冷泉、 圓融、 花 山、 一條、 五代の 朝 庭に 膝 仕せ し 人 なれば、 共 比より 此事旣 にあり しなる ベ 

し。 是を！ I と 名 づけし 事 も、 其 袋詳 ならす。 但し 有司の 判署 する 所 なれば、 斯く名 づけし にゃあら む。 

^朝の 所レ 謂， 押 字 は 、己が 名 を も 字 を も 川 ふ。 又^に 文字 を 撰 用 ひし 人 も ありけ り。 彼 佐 理 卿の 押 字 は理 

の 字に て、 藤厣 行成 は 成の 宇 を 用 ひ、 大. 江 匡 房 卿 は i£ の 字 を 川ら れ たり。 源姒朝 卿の 川ら れし所 も、 賴の 

字： u ぞ a えたる。 .M 町 殿の 時に 及 C^I を 知 給 ひし 初、 御判始 とい ふ 事 を 行 はる。 M; 儿. U を-鋭し 給 ふ 事の 始 

なるべし。 御名の 字 を 草に 書きな さる 、^なり。 或は 乂刖の 

； , , つ  字 を も 撰ばる。 紀傳の 儒家より 選 進 せらる k 所に や。 鹿苑院 

ベ J^^^^^w 殿、 普廣院 殿の 兩 代に は、 共に 雜 の.： ハを 川ら れし。 ^名の. Y 

] ^  M  rvE  W られし 所なる べし。 勝お 院 K は 慈の 字 を 用ら れ たり。" だ^ 

尊 s 親王 御 筆跡の^ 物に 尊 純 親王 御 奥き の 御名 嘗 の 字 を 撰れ し 所なる べし。 いにしへの 入 は 判 を しるさる..^ 

に、 又 名の 宇^ せらる k 事 はな かりき。 是^: に は 名のす を 川 

^ ひられし とい ふ^の 一 の證 とやすべき。 近き 代に 至りて は、 

判に 共 名の 字 用る とい ふ 事 もな く、 又 判の ト： に 共 名 を^す る 

事に なりたり。 世の 末 ざまに なれる に隨 ひて、 か、 る 事 も 其 故實を 知る 人 まれに なりし によれるな るべ 


尊 ^親王 御 筆跡 御名 書 
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し。」 判の 事 は、 此說 にて 大 かた 知られたり。 靑蓮院 御代々 の迎 しものに、 判の 下に-鋭 王 記 之と 讲給 ひし. 

もの 多し。 さすれば 全く 御名 を 草書し 給 ひし ものに て、 今の 喾 判と いふ ものと は、 その 用 ひかた 大に遠 ひ 

たり。 篤 好が 藏 する 本のう ち、 御名の 所 二つ 摹 して 此處に 出す。 

尊 朝 親王 は 慶長ニ 年までお はし まし、 尊 純^ 王 は承應 ニ^までお はしましたり。 然ば新 井 氏 は 程近き 事 

なる に、 近き 代に 至りて は 云々 とか、 れ たる は、 是 等の 剁 if 跡を兑 ざり し にゃあら む。 

〇 手 本 

法帖な どい へる 事な し。 てほんと も、 只 ほんと もい へり。 源氏、 宇 律 保 等 前に あげたる うちに も 所々 に 

出 たれば、 こ、 に は あげす。 廚の 法帖と いふ もの は、 大 かたは.！ H 宇 故、 是を舉 ふに ^舉 びに くし。 我國 

に 出来た る 三 國筆海 全書、 本朝 名 公墨寶 御手 鑑 などみ な黑字 なり。 是を舉 ぶに 大に學 び 易し。 され ど. 

も、 いづれ も精祌 なきもの なれば、 只 形 をみ るば かり 也。 師曰、 故 情意 先尘、 尊圓 親王の 御维跡 古今 集 

眞名序 を かご 寫 しにして、 薄墨に ぬりた る 物 を 見て、 手 習 ひし 給 ひし かば、 自ら は 覺給は ざり けれど 

も、 弟子の -墨 色に 移りて、 いつしかと 門 入 皆^ 色 薄く なれり。 誠に 大事の ことなりと 物^り 給 ひき。 是- 

にて 思へば、 猩々 翁 は 墨黑く HE 給 ひし かど、 ^子 皆 薄墨に なりたる は、 書； の 墨色の 移りた るなる べし。 

と師 のた まへ り。 斯の 如き 物なる を、 黑白 相反した る 石す りと いふ もの を 舉 びて、 よき 墨色と ならむ や 

は。 旣 にから 人 米 元 章 曰、 石 刻 不レ可 レ舉。 但 自書 使-一人 刻 P 之。 已 非-一己 書-也。 といへ る もの を や。 然る 

を柬. 江書 話 曰、 石 刻ば かり 學 候て は >  影 をう つ し 候 物 ゆ ゑ、 筆意 も 難レ知 様に 思 召 候との 儀、 是は 足下 

被-仰 下 一 候に 不レ 及、 見レ 影知レ 形な どと 申 事、 中華 人 も 前々 其 論 は 致した る 所に て 候。 (中略)、 墨帖を 習- 

候 問に、 諸 名家の 論 譜を讀 て、 古人の 心 をむ かへ 知る 事に 候。 (屮 略)、 石 刻に て 影の み玆 りたる と 思 ふ 

宇を寫 して、 却て 精祌の 人る 道理 もしれ、 其 外、 中華に ての 喾 家の 仕方の こらす しれる 事に て 候。 如レ此 

鑒識 明らかに 成 候に 隨て、 古人の 場へ もす. i みやすく なり 候。 (下略)」 かくいへ る は、 唐 樣舉ぶ 人の 常 


銥嶷^ 天 


のこと にて、 それ は師傅 もな く、 肉^も 亦 得が たければ、 せむ すべなくて、 まげ じ 玉し ひに いへ るな 

り。 からぶ み 墨池 篇等 にも、 筆法の 事く はしく しるされて、 浮沈 綏急の 事 もつ ばらに 見え たれ ども、 師 

傳 なくて は 其 味 ひ を 我 ものにする 事 かたく、 叉 肉维の 本なら では. 5 るべ からざる 事 ども 多し。 影 を 見る 

はおろ か、 今の. 江 111 の錦檎 は眞 にせ まりたり と 見 ゆれ ども、 满肉額 を 見る と は 遙に遠 へる を 思ぶべし。 

此 處を舉 び盡 して、 つ ひに 知る ベから すと 思 ひ 定められ たる は、 市. t ぬし 也。 著された る 米 庵墨談 にい 

へる は、 吾 幼より 二王 幷米 家の 古 法帖 を 得て、 一 日 もお ちす 是を學 び、 窖論 に比べよ み 味 ひ、 手^: ひす 

る 事 叫十餘 年、 功^り て や、 會 得する 所 あり。 只 歎 かしき は 墨汁 を 筆に ふくます る 事と、 筆の 運びのと 

き ゆるき の 味 ひ は絕て 知る ベから す。 今 は ひたすら 眞 蹟を昆 む 事 を 希 ふの み 也。」 といへ り。 此人 は- 大の 

下の 一 ッの ものと、 人 皆 もお も ひ 仰ぐ めれば、 自ら も 思 ひ 上り ものしたら むと も、 誰か 難つ くべき。 さる 

を かく 知らざる を 知らざる として か 、れ たる は 賞す ベ き惠 ならす や。 げに 運^-のとき ゆるき 味 ひ こ そ大 

事 なれ。 是を會 得せす して、 其 餘の事 はしりたり とも、 かの 西 行が 作りけ む 人の 如くなる べし。 市 河ぬ 

しの 歎う ベなる かな。 我 こ、 において、 ^法帖 を もて 手 習 ふ 人の、 能書に 至るべき 道 はふつ になき 事と 

思 極めたり。 かしこき かも、 御 流 は 古賢の 俾へ 明らかに 今に 傳 りて、 記しと^ めが たき 事共 は、 ロづか 

ら手づ からの 傳 さへ ありて、 車 を 並べても 寬に ゆくべき 大道 也。 寧ぶ 人の 拙ければ こそ、 よく 御 をし へ 

を 我物に して、 天地の 法則に かな は^、 古の 賢き 人た ちに も 勝ら ざらめ や も。 羲 之の 聖敎序 とてもて は 

やす 法帖 は、 集 書と て義 之の 書きた る 文字 を 集めた る もの、 よし 也。 此外^ 古字と て、 古人の 書 を 拾 ひ 

集めて、 今人の 文章 を 害き たる もの、 からの 墨帖に 多き よしなり。 碑文な ど を 彫らむ とする に、 當時能 

喾なき 時 はすべ なくて、 古人の 書 を 集めても のす る 事 は、 是 すら あやしき わざ なれ ども さも あるべし。 

是を 法帖と て 尊み 舉 ぶ 人 は、 いかなる 心得 ぞゃ。 いと/., \ あやしき わざに なむ。 前に もい へる 如く、 ま；： 

は 其 文袞の 意に よりて 其 風 ある 事に て、 一 編に て 各^なる ものな り。 其 上 一 編は始 より 終りまで 心氣莨 
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きたる ものに て、 一 編 則 一 字の 如き ものなる を、 彼 所此處 より 拾 ひもて 來て ， 編 を 作りな す は、 たと へ 

？ ば 冠 III 旁お のく 拾 ひ 集めて 一 字 を 作る にこと ならす。 甚 あやまりなら す や。 それ を 法帖と いひて、 是 

m によりて 法 をと る. 時 は、 我 書 も 一字./ \ -斷々 になるべし。 こ、 ろすべき 事な り。 古人の 筆跡 得が たしと 

談 いへ ども、 是を 得む と 願 ふ 心 深き 時 は、 意外の 事に て 手に入る 事 ある もの 也。 祌の幸 ひ 給 ふなるべし。 

色紙 短冊 手本の 切、 何 にても 求め^て、 幾た び も/. \> 取 出して^ るべ し。 度 毎に おもしろき 所見 ゆる も 

の 也。 さすれば、 我 乎お もす、 み、 义 わがす \ むに隨 ひて、 古筆の 妙なる 所 も 見 ゆる 也。 ほん は卷 物に 

て 朗詠な どの 詩歌よ し、 又 往来と いふ 物 多し。 風 巧 往來、 十二月 往來、 かな 往來、 叫衡 消息 往來、 庭訓 

往來 など 狨數 多く あり。 され ども 消息文 を舉ぶ はよ ろしから す。 ^歌 を^' ぶべ しと、 太祖 入木 抄に のた 

まひお かれたり。 手本 紙 は 金泥に て界 ひきたる もうる はしき もの なれ ども、 界 ひきたる はよ g ろしから 

す。 性 靈集書 劉 庭 芝 集 奉獻表 一 首。 牋 紙上 劉 庭 芝 集 叫 卷。 右隨 u 先 n 命， 書 得奉レ 進。 緣 f 山窟無 * 好 筆よ W 

三 諮 索。 閬然 無 レ應。 弱翰强 書雖 -1 郢輸巧 思？ 而鉛刀 盡レ妙 乎。 太不 レ勝レ 意。 深以悚 歎。 若 使 繫-, 麒足於 釜 

竈？ 能-鵬翼 於 焚籬？ 責-- 共 滅沒？ 課- 1 之垂 大？ 豈不レ 難 哉。 六 言 詩 者。 紙上 無い 界。 住レ意 下。 於-庭 芝桀， 

者。 拘 以-, 界狹？ 容レ毫 無レ 地。 雜擬様 詩 字 勢 狂 逸。 狂路 何堪。 所以 從 -1 之 地勢？ 筆迹 亦變。 聞，， 之師， 曰。 

鑒者不 レ寫。 寫者不 レ鑒。 鑒ぉ 輿來则 害。 遺-共 奇逸？ 寫者終 H 矻々 快，， 之 調 句？ 余 於-海 西， 頗 閑-骨法？ 

雖レ 未- -畫 墨？ 稍 覺-- 規矩？ 然猶願 .-rH 水 之 澄淨？ 不レ 顧-飛^ 之 奇體？ 棄 -i 置め 表？ 不 レ齒- 鑒寫？ 天綸忽 

降。 强 以镩レ 翰。 恐 心 翰 空費。 不レ 允二^ 心？ 珍 素 重汙。 被レ 拋-, 醬蓋？ 本 及 樣詩共 五卷。 副 以奉レ 進。 伏 乞 

乖 レ撿。 ^勒- 上 三部？ 信 滿奉進 不宣^ 進。」 界 ひきたる 紙 は、^ 屈に てよ からざる 事 見るべし。 師 も 常に 机 

界 すらよ ろしから すとの 給へ り。 されば 手本 紙 は淸ら かなる 紙に 金砂で を まき、 金泥に て 花鳥 雲水な ど 

下繪 かきたる を、 卷 物にした るに しく は あら じかし。 さて 卷物 などの うらに 砂子 まく 事、 氽は よし。 銀 

はまく まじき なり。 年經 ぬれば さび 出て、 表に とほる も のぞ。 心すべし。 卷 物の 筆 蚨を そでと いひ、 ^ 
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は帶 とい ふ 事、 延喜 式に 見 ゆ。 物語 どもに はへ うしと いへ り。 太祖の はいふ もさら なり。 おの 御 の ほ 

ん卷 たる も、 をり たる も、 軸へ うしな どい とうる はしく かざりた る を， >5> たる こ. * ち、 たと しへ なく 格し。 

心なく 人の かしてた ベな どい ふ、 いとに くし。 かに かくに、 いひ まぎら はして 取 かくすべ かン める。 さ 

るかた に はこ 乂ろ きたなき も を かし。 又 心なき 人の、 只よ きものと 思 ひても たる を、 夜の 錦の 心ち し 

て、 かう// \ の ものと かへ て 給 はらむ やといへば、 いと^ ひめかく して 見せ だに せすな りぬ る は. sir: 

をし り 

〇 ふみ (水 莖、 玉 梓) 

ふみの こと、 和訓 菜に 云く、 (谷川 士淸 著)、 ふみ、 文書 をい ふ。 日本 紀に經 典 を もよ めり。 玆 a の^な 

るべ し。 通 茂 公、 「うつしお く 筆に なに か はます か^み 手に とりて a ぬいに しへ もな し。」 ； 説に、 文 o 

昔 轉 なりと い へり。」 或 人、 此 一 說を 信じて、 文の 音フ ン なる を、 フミと， い へる 也。 公 音 キン を キミ、 蜾はセ 

ン なる を、 セミ とい ふ 同格な りと いへ り。 此說 うけが たし。 蟬は 彼が 鳴く^ にて おひし 名な り。 きみ は 文 

字の 渡らざる 前より ある 詞なリ 。ン とい ふ 所 を、 一 一とい へる は 例 あり 。錢 をゼ  一一、 をジ 一； などい へる は、 

全く 字音な り。 ふみ は是 等の たぐ ひに あらす C 文字と いふ もの 渡り 來て 後、 その 文 卞の德 を 能 味 ひて、 ふ 

みとつ けたる 名な り。 文字と. S ふ もの は、 經 にも、 〔割 註〕 千年 萬 年の 末まで も、」 綽 にも、 〔割 註〕 千里 莴 

里の 外まで も、」 ゆく ものに て、 さて その 文字のう ちに は、 さま/ s\ の 事の を さまり て ある をい へる 名な 

り。 ふは經 るの 意な り。 みは 草木の 實の意 也。 經 ^の 意と 見た る は 少し 遠へ り。 みづ ぐき とい ふ は、 我 

國ト； 古 聲の目 じる しにした る もの、 名 也。 出 雲の 大社に みづ ぐき の祌^ とい ふ 祭り、 ト： さよ リ ありと か 

や。 古語 拾遺の 序 を 見て、 我國 にいに しへ 文字な かりし とお も ふ はおり 也 かし。 こ は 只今の 如く、 便利 

なる 文字の なかり し 事 也。 n 本 紀の跋 に、 聖德 太子 始以 -1 漢字 一 附-ー 祌代之 文字 傍？ と ある は、 より 所 あり 

ての 事なる べし。 元よりみ づぐ きとい ふ 古き 名 も ある ぞ かし。 此名、 淞氏 物^ 「割 註〕 前に あげたる 梅が え 
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の 卷、」 にも^え、 又 後世に いたりて は、 歌に も あまた 見えたり。 それ は 筆の 事に もい ひ、 文字の 事に も 

朝 いへ り。 玉 梓と いふ は、 和訓 菜に 云く、 〔割 註〕 圓 珠庵雜 記の 說に 同じ、」 たま づさ、 書簡 をい ふ。 玉 梓の 

0 篛。 萬 薬柒に 見えたり。 又 玉 梓の 使と も 見 ゆ。 "つ を あづさとの みよみ、 矢 はやるの 訓 なれば、 思 ふ 心 を 

^ 文して いひ やる をた とへ て、 ほむる 詞を 加へ て 玉 梓と いふなるべし。」 阆珠^ 雜 記のう ち、 玉 梓の 所頭齊 

に、 宣長 云く、 上古に は 人の もとへ 使 を やる に は、 梓の 木に 玉 をつ けたる を もたせて、 使の しるしと せし 

也。 玉 梓の 使と 常にい ふ は此事 也。」 前の 說 もお ほ. （- しく、 此說 もた しかなる 證書を も ひかれす。 依り 

て此 ふたつの 說 にっきて、 篤 好お も ひ 得た る 事 あり。 試に いはむ。 いにしへ は 文 を もて ゆく に、 今の 如 

く 文箱に 入れても て 行く 事 は、 を さ，/, \ せす。 木の 枝に つけても て ゆきた る 也。 梓 は 弓に 作る 木に て、 

此方の もの を 彼方 へやる 功 ある 木 故、 文のと ビ こほりな くお も ふかた へ ゆきと e かむ 事 をね がふ 心に て、 

必 梓の 枝に つくる 事な りしなる べし。 〔割 註〕 梓なら ぬ 他の 木に もっけ しなるべし。 され ど 梓に つくる 

が 本意なる ゆ ゑ、 他の 木に つけし を も、 玉 梓の 使と はい ひしなら む。」 玉 は ほめて いへ るなら む。 必玉を 

つけたる にて は あら じ。 萬 葉 集中 玉 梓の 君が 使 をな どい へ る 歌 多し。 木 草に 文つ くる 事、 次々 にいへ る 

を 見るべし。 离槃 集卷 二、 〔割 註〕. f;" 野宫に 御幸な りし 時、 弓 削 皇子より 額 田 王へ 贈り 給 ひしうた 0 とこ 

ろ、」 從-吉 野-折-. 取 蘿生松 柯-遣 時、 額 W 王 奉 レ入歌 一 首、 「みよし 野の 玉 松が 枝 ははし きか も 君が 御言 を 

もちて かよ はく。 此歌、 松が 枝に 玉 をつ けられた るなら ば、 端 作に しか あるべし。 さもな きを、 玉 松が 

えとよ み 給 ひし は、 松 を 愛しみ ほめての たまへ るな り。 是は 松の 枝に つけ 給 ひしなる べし。 〔割 註〕 御文 

をつ け 袷 ひしと いふ 事^えねば、 是 はた ビ御詞 の 事 也。 と 先達の 說 なれ ども、 必 歌に まれ 文に まれ。 つけ 

られ たるな る べし。」 かげろ ふ：：： 記に、 ズ：： 生 ひたる 松が 枝に、 文 をつ けられた る 事： a ゆる も、 ~是 等に なら 

ひ 給へ る にゃあら む。 後世に なりて は、 さま，^ の 木 草に つけて 次の 意 を 深めたり。 夕顔 卷に、 〔割 註〕 

光源氏^より 軒端 荻の 君へ 遣 はさる、 御文のと ころ、」 「ほのかに も 軒端の 荻 を 結ばす ば 露の かごと は 何 
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にかけ まし。 高 やかなる 荻に つけて 云々。 野分卷 に、 〔割 註〕 野 分の 風 吹きし あした、 夕霧の 中將、 明 石 

の姬 君の かたに て、 かた， <\> へ 文 かき 給 ふ 所、」 こと/^ しからぬ 紙 や 侍る。 御 局の 硯 とこ ひ 給へば、 

みづ しにより て 紙 ひとまき、 御硯の ふたに とりお ろして 奉れば 云々、 紫の 薄 やうな りけ り。 墨 心と e め 

ておしす り、 筆の さきう ち 見つ &、 こまやか にかき やすら ひ 給へ る さまい とよし。 され ど あやしく さ だ 

まりて、 にくき 御 口つ きこ そ も のし 給 へ 。 「風 さわぎ 村 雲 まよ ふ 夕べ にも わする. ^まなく わ すられぬ 

君。 吹み だり たる かる かやに つけ 給 へれば、 人々、 かたの、 少將 は、 紙の いろに こそと、 の へ 侍り けれと 

きこ ゆ。 さばかり の 色 もお も ひわ かざりけり や 云々。」 かたの、 少將 とい ふ は、 古き 物語な り。 それに 

紙の 色に つくる こと あるなる べし。 此物 語、 名ば かりと^-まりて 本なければ、 いかなる こと、 も 知りが 

たし。 必 紙の 色と 同じ 色の 物に つくるなら ひに も あら じ。 只 其 歌の 意に かな ふ ものに つくる 事と 兑 えた 

り。 情 を ふかめむ とての わざなる べし。 藤袴卷 に、 〔割 註〕 玉 かづら の 君へ 螢兵部 卿より 文 遣 はさる i と 

ころ、」 い ふが ひなき 世 は 聞え むかたな きを 、「朝日 さす 光り を； a て も 玉 锒の葉 分の 霜 をけ たす も あらな 

む。 おぼし だに しらば、 なぐさむ かた も ありぬべく なむと て、 いと かじけ たる 下 をれ の 霜 も 落さ や もて 

參る御 使 さへ ぞ、 うちあ ひたる や。」 此處の 注、 源 注 拾 遣に 云、 いと かじけ たる 下 をれ の笹 に、 うちあ ひ 

て やせ，^ にさ、 やかなる 使と いふなるべし。 とぶら ひの 使に は、 泣 顔なる を 遣した るが よしと、 世に 

もい ふごと く、 物 思 ひに わび はつる よしを 傳 ふる 使に、 肥 ふとりて こ .X ちょげ ならむ は、 うちあ はざる 

べし」 といへ り。 かくまで 心 を 用 ひたる 事 見るべし。 をと めの 卷に、 〔割 註〕 源氏 君より 朝 額の 除服の 

御 禊の 時 遣 はされ し 文、」 「かけき や は 川 瀨の波 も 立歸り 君が みそぎの！ i の やつれ を。 紫の 紙た てぶ みす 

くよ かにて、 藤の 花に つけ 給へ り。」 蜻蛉 日記に、 〔割 註〕 女 君より 高 明 公の まへ 文 參らせ 給 ふところ、」 

淺花 だなる 紙に 書て、 櫓の 葉 しげう つきた る 枝に、 たてぶ みに してつけ たり。」 たてぶ みはい かさまに つく 

る ものに や。 大和 物語の 繪 本に、 文 を 柳の 枝に つけても て ゆく 所と、 菊に つけても て來 たる 所との 圖ぁ 
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り。 只 ひき 結びな り。 宇津 保 物語に、 櫻の 花に 文を絲 にて つけたる 圖も あり。 此繪本 ども は、 古畫 とい 

ふべき ものに も あらね ど、 古き 圖を寫 したる ならむ。 榮花 物語 拔萃 とい ふ 物 は、 繪 どもの さま 古き 調度 

などの 圔も ありて、 攄 ある ものと 見 ゆ。 それに も洲 濱の臺 に 草に 文 結び つ， けたる 圖 あり。 冋 じさ まな 

り。 か、 る ことまで も、 我國 のみやび なる 事 を 見るべし。 公に さ- - ぐる 訟へ ごとの 文な ど、 かしこみ た 

る は、 文揷 とい ふ ものに はさみて 奉りし なり。 大 鏡に、 〔割 註〕 左大臣 時 平 公 を かし さえ ねんぜ させ 給 は 

ぬ さがお はしければ、 笑 ひ 給 ふべき 事 をして、 右大臣、 其 日の 政 をした まひし ところ、 お 大臣 は^ 祌の 

御 事な り。」 この 吏 ふむ ば さみに ふみ はさみて、 いちじる く ふるま ひて、 此 おと^に 奉る とて、 いとた 

かや かになら して 侍りけ るに、 おと^-、 ふみ もえ とらす して わな、 きて、 やがて 笑 ひて、 け ふ は 筋な 

し。 右のお と^に まかせ 申と だに、 いひ やり 給 は ざり ければ、 それに こそす が はらのお と^の 心の ま、 

に まつり ごち 給 ひけれ。」 竹 取 物語 〔割 註〕 車 持の 御子の 玉の 枝 作りし ェ等、 祿給 はらむ とて 出来た ると 

ころ、」 一人の をと こ、 ふみば さみに 文 を はさみて 申す。」 今昔 物語 〔割 註〕 堀 河の { 仝 宅 妖怪の 話、」 淺黄 

上下 着た る 翁の、 文 揷に文 を さして、 目の 上に さ \ げ ひらみ て、 橋の もとに 寄來て ひざ ま づき 居たり。」 

此 ふば さみ、 有職の 書に も 見えたり。 書 杖な ど 書け り。 又 文箱に 入る \ 事 もな きに は あらす。 5: 勢 物 

語に、 〔割 註〕 是は 人の もとへ 遣 はすに は あらね ど、 藤 原のと しゅきと いふ 人、 女の 文 をいた くめで もた 

る 所、 塗 籠の 御 本に、」 をと こいたう めでて、 ふみばこに 入れても て ありく と ぞい ふなる。」 源氏 若 茱の上 

の卷 にも、 明 石の 入道より 願文な ど 文箱に 入れて おこせた る 所 あり。 さて 又 文に、 さま/^の體ぁり。 

若紫の 卷に、 〔割 註〕 源氏 君より 尼 君へ の 文の 中に、 紫のう への 方への 御 文の さま、」 ち ひさく ひきむ す 

びて、 〔割 註〕 ち ひさき は 幼き 人への 文 なれば なるべし。」 枕の 草紙に、 〔割 註〕 屋 はとい へる 條、」 いと 白 

きみち の！： 紙、 しろき 色紙の むすべた るう へに ひきわた しける すみの、 ふと 氷りに ければ、 すそう すに 

なりたる を あげたれば、 いと ほそく まきて 結び たるまき め は、 こま^. \» とく ぼみ たるに、 すみの いと 


くろうう すく くだりせ ばに、 うらう へ かきみだ りたる を、 うちか へし 久しう：；^ る こそ、 何事なら むと よそ 

にて 見やりた る も を かし けれ。」 是等 はむ すび 文な り。 寄生 卷に、 〔割 註〕 薰 おより 中の S への 文の さま、」 

例のう はべ はいと け ざ やかなる たてぶ みに て、」 枕の 革 紙に、 〔割 註〕 あはれ なる もの V 條、 初瀨 に^たる 

と AJ ろ、」 きょげ なる たてぶ みな ど 持たせた る 男の、 すきやう の ものうち おきて、」^ 等 はたて ぶみ なり。 

初瀨 寺へ もて 来たる は 願文なる べし。 ^磨卷 に、 〔割 註〕 御 息 所、^ 勢より 須 磨なる 源氏 君の 御 もとへ 遣 さ 

れし 文のと ころ、」 もの 哀と覺 しける ま、 に、 うちお き，/,^ かき 給 へ る 白き からの 紙 叫 五 枚ば かり を 卷っ 

r けて、 墨つ きな ど 見どころ あり。」 是は追 ひ- (- に卷 そへ 給 ひし 體 なり。 又 今 鯉 n とい ふ 文の した V め 

は、 源氏 等に いへ る 薄 やう 重ねな り。 次 下の 紙の 部に 出せり。 又 ひねりと いふ 文の 事 は、 夕霧 卷に、 〔割 

註〕 落葉 i 吕の 母御 息 所 病お もく おはしけ る 頃、 夕霧の 大將 より 官へ遗 されし 文の 返事、 御 息 所 かき 給 ふ 

ところ、」 心ち のかき みだり くる、 やうに し 給 ふ を、 目 をお し しぼりて、 あやしき 鳥の 跡の やうに かき 給 

ふ。 (文詞 略) とかき さして、 おし ひねりて いだし 給 ひて、 ふし 給 ひ ぬるま、 に 云々。」 かげろ ふ 日記、 〔割 

註〕 女 君の かたなる 人に けそうして、 右 馬頭の 來 たりし ところ、」 硯紙 とこ ひたり 出し たれば、 かきてお 

しひね りて 入れて いぬ。」 是等 にて 見れば、 かりそめ におし ひねりた る ものと 見えたり。 日本 坐 C 紀：： 、〔割 

註〕 いづれ の御卷 なりけ む。 今 わすれたり。」 取-, 短籍， ト-, 謀反 之 事こ績 日本 紀曰、 〔割 註〕 聖武： 大皇 天平 

二 年 正月、」 令レ 採-短 籍書？ 以-- 仁義 智禮信 五 字， 隨-, 其 字- 而賜レ 物。 得レ 仁者 拖也。 篛者絲 也。 禮者綿 也。 

智者 布 也。 信者 段 常 布 也。」 此書紀 幷繽紀 に短籍 とかけ る は、 、江^ 次^、 西宮 記、 北山 抄 等に 短 尺、 短 

天 冊、 短 策な どかけ ると：^ じ ものに て、 短き 紙に 物 かける をい へる なるべし。 〔割 註〕 今 歌 かく 短册 といへ 

朝 る もの は、 後に 寸尺 など 定られ たる 由、 ものに 見えたり。」 此害紀 等に いへ る は、 今 歌の 探^な どす る やう 

墨 なる 體に 聞え たり。 然る を、 紀に ひねりぶ みと 訓 じた る にても、 ひねりぶ みは かりそめなる 事 知る ぺ 

0 し。 常夏 卷に、 〔割 註〕 近. 江 君より 女御の 御 かたへ 文 奉りし 御返し、 女御の 侍女 中納：  一一 一！： とい へ るが かくと 
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ころ、」 せんじが きめき てはいと をし からむ とて、 た^ 御文め きて かく  o」 枕の 草紙に、 〔割 註〕 うらやまし 

きもの- * 條、」 手よ く かき、 歌よ くよ みて、 物の をり にも まづ とり 出ら る &人、 よき 人の 御前に 女房い と 

あまた さぶ らふに、 心に くき 所へ 遣すべき 仰せが きな ど を、 誰も 鳥の 路 などの やうに は、 など か あら 

む。 され ど、 下な どに ある を、 わざとめ して、 御硯 おろして か-せ 給 ふうら やまし。」 せんじが き は 旨 趣 

をのべ て 人に か-する 也。 仰せが きは詞 をい ひて 人に か、 する なるべし。 源氏物語 等の 様 を 見渡す に、 

たてぶ みはす くよ かにた^し きかた、 薄 やう 重ね は ゑんなる 方、 結び 文 はした しき かた、 ひねり 文 はな 

れ^^しくて かりそめな るかた、 せんじが き は 疎き かたと 見えたり。 いづれ にも、 其 かき ざま はいふ も 

さらなり。 すべてうる はしく みやびに て、 見る 人の 心に しみぬべく あるべき ことなり。 枕の 草紙に、 〔割 

註〕 行成 卿より 淸少納 一 W のかた へ、 後 朝の 文お こし 給 ひし 所、 かの 夜 を こめて 鳥の S 音 はとよ みしと き 

のな り。」 藏人 所の やう や 紙 ひき かさねて、 後の あした は 殘り多 かる こ、 ちな むする。 夜 をと ほして 昔 物 

語 もき こえ 明 さむと せし を、 とりの 聲 にもよ ほされて と、 いといみ じうき よげ にう らうへ に 事お ほく か 

き 給へ るいと めでたし。 〔割 註〕 中略、 此 間に 贈答 あり。」 と ありし 文 ども を、 はじめの は 滑 都の 君の ぬか 

を さへ つきて とり 給 ひて き。」 か&る をり の 文に しあれば、 いかにい み じう 書き 給 ひけむ。 僧都の 君よ ひ 

とり 給 ひしな り。 源氏物語 は 作り物 語 なれば、 只 其 事 を 見る のみなる を、 是は實 事 なれば、 ゆかしう さ 

へ 思 はる、 に、 三 賢と 稱へ まつる その ひとりなる 行成 卿の 事に しあれば、 いと^めで たう 覺 えて、 只に 

は 見過しが たくて なむ。 常夏 卷に、 〔割 註〕 近 江 君より 女御への 文の さま をい へる ところ、」 あしがき のま 

ぢ かき ほどに は、 (中略) あな かしこ や、 かしこ やと、 てんがち にて うらに はまこと やくれ にも 參 りこむ 

云々、 みなせ 川に をと て、 又はし にかく ぞ、 「草 わかみ ひたちの 海の いか ビ さきい かで あ ひみむ た ごの 浦 

波、 此近. 江 君 は、 物語の 狂言に！！： きたる ものに て、 いと さし 過ぎ 詞 多き 人な り。 此歌も 何とも 聞えざる 

歌 也。 文に うら 書、 又はし がきす る 事 は、 たかき 人に むかひて はなめ しき わざなる を、 此君 のかき 散ら 


談墨朝 天 


L たる さま 也。 貴人に 對て は、 いかにも 詞少 にて 愼て 書くべし。 少も 聞に くき 詞 など W ふべ からす。 是 

は 俗文の^: 簡 にも 心得 ある 事な り。 藝苑^ に 云く、 (播 磨淸絢 著)、 俗犢に ほ 出虔、 又は 珍重な ど、 かく 

べき 所 を、 恭喜 奉り 候。 恭喜仕 候な ど 書く 人 あり。 甚 In くま じき 事ぞ。 恭^ は 狂 氣と音 同じ。 さきの 人 

忌諱 多く は 意外の 不敬になる べし。」 是 にいへ る ごとく、 秋暑甚 候な どかく は、 愁傷と 似た る 音に てよ ろ 

しからす。 かやう の 事、 能く 心 を 用 ふべ し。 と 常に 高 先生 ものた まへ り。 又 Hz 書 曰、 吾 國の書 狀 手紙 は、 

いかにも 通俗 を 本と すべし。 書狀 手紙 を 唐土め かす は、 正文 を 得かん ぬ 人の 事ぞ。 正文 を 書く 人の、 俗 

犢に « 土め ける 言紫 多き は、 ますく 誤と いふべ し。」 平生 用の ま e 狀に、 源氏な どの 消息文め きたる 詞を 

蚩 曰き 交 ゆる も、 是と 同じ 事に て、 甚心兒 えなる もの 也。 しかし 和に も あれ。 漢 にも あれ。 常に 雅文 を こ 

と、 する もの は、 情 をのぶ るに は 雅言の かたが 便りよ く、 俗文 は 却て 便り あしく、 いかに かくべし やと 

案 すれ ど、 急に おも ひ 得が たき ま \ に、 ふと 雅言 を 書き 交 ゆるに て、 全く 物し り 顔 作らむ との 心に も あ 

らま ど、 田 3 はす せらる、 ものな りかし。 されば 深く 憎むべき ことに は あらね ど、 兑 るに はいと いやしく 

にく、 おも はる、 もの なれば、 心すべき ことにな む。 かに かくに、 文ば かり を かしき もの は あら じ。 さ 

しむ かひて は、 さすがに うち 出む もはづ かしく、 さりと て ひきこめて はえ やむ まじき 亊をも かき やりぬ 

化 f、 ほ， る 人 もさ こそと おしはかりて、 返事お こせた るいと うれし。 人に しられ じと いたくつ、 める 事 

も、 こま， <\ と *J きて、 ふん じて 夏の 蟲 に. をな どかき て やりつ る を、 人 まに 見て 火に 入れ ぬれば、 かげ 

もとまら すなり ぬ。 ふと 落ちり て は 見 とがめられ、 ことなしび^ ふ も くるしき もの 力ら、 又 を 力し き^ 

しと もなる べかン めり。 枕の 草 紙、 人の 家に つき. /(\ しきもの ゝ條に 云く、 めづ らしと いふべき 事に は 

あらね ど、 文 こそ 猶 めでたき 物 なれ。 はるかなる 世界に、 〔割 註〕 遠 所の 朋友 親類な ど にても、」 ある 人の 

いみ じくお ぼっかな く、 いかなら むと おも ふに、 文 を 見れば 只今 さしむ かひた る やうに お ぼ ゆる。 いみ 

じき 事な りかし。 我 思 ふ 事 を 害き やり つれば、 あしこ 迄 も 行つ かざ るら めど、 心 ゆく こ V ち こそ すれ。 
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^ 文と ハふ 事な からまし かば、 いかに いぶせく くれ ふたがる 心ち せまし。 萬の 事お も ひ， （- て、 其 人の も 

朝 と/とて、 こまぐ とかき てお きつれば、 おぼつかな さ を も なぐさむ こ-ちす るに、 まして 返事 見 つれ 

墨 ま、 ^をのぶ ベ かめる。 げ にこと わりに や。」 げ にかく ほど も 心 ゆく ものに なむ。 池の 水鳥 もい おわび 

談 て、 うち 羽ぶ きつ、 鳴か はす をき、 明した る あした、 妻戶 おしあけ たれば、 庭も籬 もお しなべ て、 雪い 

と 高う ふり うづみ たるに、 今も猶 ふれば け ふ 來む人 をとう ちす ン じつ、 文 かべに、 墨の ふと 氷りて 3 

がれて かきな された る もに くき もの 力ら 
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〇 紙 

和訓 粟に E、 かみ。 羝は 書見の 義 なるべし 云々。 我 邦の 紙 を 異朝に 稱 せし 事、 ま、 見えたり。 唐玄 -:• 小の 

時、 多く 書 を 集め、 n 本國の 紙に 書きし 事、 松 窓 雜錄に 見 ゆ。」 此 書き 見る の 略と いへ る說は 拙し。 此 かみ 

とい ふ 事 は、 かしこき 御說 ありて、 いと かしこければ、 こ、 にい はす。 源氏物語に、 からの 紙と いへ る 

は、 いかなる 羝 にゃあり けむ。 和名 抄に 曰、 羝 C 和名 加 美)、 鉞有， 色紙、 擅 紙、 穀紙、 屋紙、 阿 苔 紙、 斐 

薄紙 等 名？ 後 漢和 帝 時蔡倫 所レ选 也。」 是 等の 紙 にゃあり けむ。 今 世に 竪 H 尺ば かり 横 二 尺ば かりなる 藤 

紙と いへ る もの は、 いと 薄く あら/ \> しきもの にて、 此 紙に つや、 かなる 墨 にても のかき たらむ は、 い 

と 似げ なかるべし。 孔雀 樓筆記 曰、 (播 磨淸絢 著)、 生紙 は 唐土に て 凶 禮に川 ゆ 。韓文 公、 生紙に 舊作を 書 

きて 人に^ せらる V に、 共 無禮 をい ひわけ せられし あり。 吾國 にて 藤 紙 を 公の 事、 式 正の 事、 耍用 

の 事に 用 ひす。 只 詩文な ど を 書く に W ふ。 其 詩文、 唐土に て 生紙 を ffl ひざれば、 生紙 は 決して 用 ふま じき 

こと ぞ。 生 銑の しかも 片 紙に 壽詩賀 文な ど を 書く 事、 ます./ >\ 僻事なる べし。 (中略) 吾 國の钺 を 川 ふべ 

し。 况ゃ、 吾 國の紙 は萬國 にす ぐれて 上品なる を や。 是を すて 、外！： の 紙 を W ふる は、 決して ひが こと 

i いふべ し。 寧 王 は 唐の 容.： 示の 嫡子に て、 玄宗の 兄ぞ。 B< 下 は 固より 寧 王の 天 下たり。 寧 王泰 伯の 風 を 

高く して、 天 下 を玄宗 に 授け 給 ふ 。此ゅ ゑに、 玄宗寧 王 における 尊敬 親愛 を 極 めら る。 玄宗 自 筆 の 書 を 寧 

王に 奉らる、 に、 吾 國の紙 を 以て 書 給 ふとい ふこと あり。 人の 知りた る こと ぞ。 吾 國の碓 人 は、 {，lr 

野 驚の 謗 を 免 かれす。 詩 を 書く に は、 ト； 品の 奉書に 布目 を 打て、 紙の 叫 周に 二 一 二分 ほど 金 を 打て 用 ゆ。 

甚 宜し。 上品の 美 濃 紙に 雲母 を ひきたる もよ し。 價の 貴き 品 をい は 1-、 貫 之 被、 行成 紙、 最 よろし。 北 

地の 五色 鳥 子、 五色 奉書な ど 精妙 甚し。 然 ども、 是は進 奉の 外に は 人閱へ 落す。 金錢を 以て 得べき にあ. 
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らャ。 (中略〕 西の 內と いふ 紙 あり。 これ を 水 打に する か。 又は 雲母 引た る を 用れば、 是又 淸雅甚 し。」 此 

淸 絢と いふ 人の 心の 高き 事、 感 する に堪 へたり。 藤 紙 はいと いやしき 紙なる を、 今の 世に は 上な き 紙と 

もてはやし、 墨 ェも藤 紙に 移りよ き やう 工夫して 墨 を 造る に 至りぬ。 あさましく 歎くべき 事なら す や。 

鈴蟲卷 曰、 〔割 註〕 女 一二のお 、尼に 成り 給 ひて 後、 持佛の 供養せ させ 給 ふとき、 御 持經を 源氏の 君 か \ せ 給 

ふところ、」 からの 紙 はもろ くて、 朝夕の 御なら しに もい かぐと て、 かんやの 人 をめ して、 ことに 仰 事 給 

ひて、 心 ことに 淸ら にす かせ 給へ るに、 (中略) け かけた るかね の 筋よりも、 墨つ きのうへ にか ビ やくさ 

まな ども、 いとなむ めづら かなりけ る。 ぢ くへ うし 箱の さまな ど、 いへば さらなり かし。」 源氏物語に、 

唐の 紙と いへ ると ころ あまた 見 ゆれば、 いかばかり よき 紙 も ありけ るなる ベ けれど、 國 がらと ていと も 

ろかり けるなら む。 新 唐 書 日本 傳曰。 唐 建 中元 年 使者 眞人與 能獻- 一方 物？ 眞人蓋 因レ官 而氏者 也。 與能善 

#1。 共 紙 似レ繭 而澤。 人莫レ 識。」 建 中 は 光仁 天皇の 御世に あたる。 大師 入唐と は 卄五年 前な り。 唐に は 能 

書 顔眞卿 あり。 繭と は、 或 書に 曰。 王義之 書-蘭 亭記 _ 川ュ蠶 繭 紙？ 鼠 鬚 筆 遒美勁 健。 絕代更 无。」 舉語篇 

曰。 繭 紙 (B 本紙)。」 橘 窓 茶話 曰、 〔割 註〕 對馬芳 洲雨森 東 伯陽甫 著、」 韓文註 云。 建 中 初。 日本 使者 興 能 

默 -< 方 物？ 與 能善レ 書。 其 紙 似レ繭 而澤。 人 莫-- 能識？ 蓋 芳野紙 類 也 歟。」 韓文 註と は、 唐 韓昌黎 集 第 九繭淨 

雪難レ 知、 とい ふ 所の 注 を ひけるな り。 こ i に芳野 紙の 類歟 といへ る も、 擧 語 篇にヒ キア ハセと 訓 じた 

る も、 ともに あたらす。 まゆ 紙と は欖紙 をい へる よしなり。 其 はだへ 皺 ありて、 繭の 如く なれば なる ベ 

し。 叉攒紙 をみ ちの 國紙 といへ る 事、 源氏物語に 所々 に 見えたり。 又 まゆみの 羝 ともい へり。 加 茂保憲 

女^に^  く、 しづの をだまきく りかへ しい やしき 心 一 つ を 千く さに なして いひ あつめ たれば、 (中略) 近 

江の 海の 水 莖も盡 きぬべく 書き あつめば、 みちの くの まゆみの 紙 もす き あ ふま じく 云々。」 といへ り。 か 

、れ ば、 まゆみの 紙と い へる を、 略して まゆ 紙と い へる にても あるべし。 然れ ば、 とな へ は 同じ けれど 

も 其 意 は 違へ り。 其 は ともあれ。 興 能の 書かれた る 紙 は、 擅 紙に て ありけ るなる べし。 ヒ キア ハセ、 
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轼の類 ひに て は あらす かし。 近く 水戶の 城下より 出せる 松 皮 紙と いふ 紙 は、 ^下品なる ものに て 川 ふべ 

き 所 もな けれど、 其 紙の 包紙に 記した る 事 は、 物知りの 書け る にても あるべ ければ 左に あぐ。 宛 委餘搐 

潛確 類書 並 云。 日本 出-松 皮 紙？ 而今 我 羝品絕 無- -此 物？ 世或以 - 繭 紙- 充レ之 。 其 狀碟 ^似-松 皮-也。 然 

考， n 王 g 二 氏 所-類 さ 蓋 謂，. 直 以-松 皮-製よ 者环。 余 試 令... -- 工人-造-之。 智巧所 レ至果 能 成レ之 。 丼 質 り 

色澤 自然。 藏レ之 不レ生 レ翥。 入レ 水不- 滑爛？ 亦 可レ稱 - 佳品- 矣。」 かくはい へれ ど、 K に 松 皮 を 以て 造る ベ 

き 事と もお も はれす。 昆陽 漫錄に 云く、 正字 通-云 ク、 日本 國 出-松 皮 紙- ト、 コノ松 皮 紙ハ、 今 ノ松皮 紙 

ノコ トナ ルャ。 昔ハ刖 it 松 皮 紙ト云 ヘル モノ アル 一一 ャ。」 是に 今の 松 皮 紙と. S へる は、 いかな る ものに 

や。 それ を だに 得ば、 いにしへ を考 ふるの はし ともなりぬべく なむ。 日本書紀 推 古 天皇の 御卷に 云く、 

十八^ 春 三月。 高麗 王 貢-上 佾曇徵 法定？ 曇徵 知-五 經？ 旦能 作-彩色 及 紙 墨？」 先逹大 かた、 是ぞ 我國に 

て 紙 墨 を 作りし 始 なりと い へれ ども、 是 はた^、 此^、 能く 羝墨を 作りし にて、 是を始 と は 極めが たし。 

書籍 渡りて 數 百年の 後 なれば、 是 より 前に 紙 墨 は 作りけ るなる べし。 され ど、 此 傲に 習 ひて 邇ょ キ-^ な 

どもつ くり 出しけ む。 共 作る わざ は 彼に 習 ふといへ ども、 此國 にて 作れる は、 义此國 の 風 そな はりて う 

る はしく、 みづ. （しき 紙 墨 も 作り出るな りけ り。 延喜式 曰。 (圖 書 寮)、 凡 年 料 所 レ造紙 二 萬 报。 〔蒈 

註〕 廣 1 一尺 一 一寸、 長 一 尺 1 一寸、」 料紙 麻 小一 一千 六 百 斤。 〔割 註〕 一 千 五 百 六十 斤、 穀皮 一 千 S 十 斤、 斐皮並 

諸國所 進。」 藁 五 百圍。 (下略)。」 同 式 曰。 (內 記)、 凡 宣命文 者。 皆 以-- 黄 紙-書 之。 但 奉- 伃 勢 太 神宮-文 

以 --縹 紙， 書。 賀茂 社以- 紅 紙-書。」 朝野 S 載 曰。 〔割 註〕 陰陽道の 條御歷 の 料、 麻 紙 十 枚。 (F- ー屮務 0、 紙屋 

紙。 (三百 六十 張)、 調 上紙。 (二 千 九 巧卅ー 張)、 兎 毛筆。 (卄叫 管)、 鹿 毛筆。 (九十 八 管)、 上 墨。 (三 

廷、) 屮墨。 (十二 廷、 )」 麻 紙 はいかなる 紙に や。 始に御 歷襟紙 料と あり。 和訓 菜に 云く、 すき かへ. L 天 

ェ開 物に 還 魂 紙と み ゆ。 本朝に て は、 淸 和の 帝 崩 じ 給 ひしゅ、 女御 藤 原 多 美 子^ 前に^ ふ 所の 御 雄の 手 

HE を漉改 させて、 經典を 書かせられし 事、 史に 見えたり 。此 を始 とす。 十 訓抄に は 反古 色紙と いひ 柬鑑 
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には滩 色紙と 見えたり。 或は.：： S 紙と いふ 是 なりと いへ り。」 ぬな は 草紙に 云く、 (多 田義寬 著)、 宿 紙 は 

正字 熱 紙に て、 ！ 熟した る漉囘 しの 意な り。 熟 紙の 字、 延喜 式に 出たり。 淸 てよ むがた めに 宿 紙と とな 

へたる が、 終に 通 字と 成りたり 云々。 宿 紙 は、 俗にい ふ 薄墨と いふ 紙な り。 古來は 禁中 御用の 反古 を、 甲 

斐 川と いふ 所に て、 水に ひたし 打 叩て 漉 あらため 上る ゆ ゑ、 其 川 を 紙屋 川と もい へり。 北 野の 社と 平野 

の 社との 間にある 川な り。 今 はわ ざとうす. ^と 墨 を 加へ てあらた に すくなり。 西洞院 松原 通の 紙 漉の 

職な り。」 好古 小錄 にも、 お 紙 はすき かへ しなり とい へり。 七十 ； ^欲 合に、 紙す きがうた T すき かへ し 薄 

墨染 の夕暮 もしら 紙い ろに 月 ぞいで ぬる。 「わすら る、 我 身よ いかに 南 良 紙の 薄き 契り は 結 は ざり し を。 

薄 はすき かへ しの 色な り。 たと へこと さらに 灰な ど を 入れて it 墨に なした る も、 其 もとはす きかへ し 

をに せて する わざなる べし。 南 良 紙と い へ る は 薄き 紙な りけ むかし。 枕の 草紙に、 〔割 註〕 行成 卿の 文の 

さま をい へる 所、」 藏人 所の かう やが み ひき かさねて 云々。」 注 書 春 曙抄に E  、弄 花 杪云、 紙屋の 人、 初て い 

ろ 紙 をす き 出せるな り 云々。 北 野の かみや 川に てすきし 紙な りと い へり。 前に 出せる 梅が えの 卷に、 か 

ん やの しきしの 色 あ ひ 花やかなる にと ある も、 おなじ 鈹 なるべし。 古今 著 聞 集に 云く、 季經 卿、 泰覺法 印 

が もと へ 瓜 をつ か はして、. 此瓜 くひて 是 がか はりに、 此 般若 かきてと て、 れ うし 一 兩卷 おくりたり ける 返 

事に、 なめ 兒 つる 五の 色の 味 ひもき はだの 紙に にがく 成りぬ る。」 今 も 經卷は 黄なる 紙 を 川 ひたり。 蟲に 

く はせ じと なるべし。 惣 じても のか、 むに は 紙 を えらぶべき なり。 新しき 紙 は 墨 つきあし &。 よくから 

して 遣ぶべし。 され ど餘 りかれ 過ぎた る も あし、。 かたき 紙 はう とく、 柔らかなる はに じむ。 檀 紙は柔 

ら かなれ ども 墨 づきい とよし。 蠟打、 灰汁 打な どい へ る 紙 は、 筆 はしりよ く、 もの 書く に いとお も しろ 

し。 質 かたく 肌 細密に て、 维の はこび やすく、 しかもう とから す。 なごやかなる 紙 ぞいと よろし かるべ 

き。 色 はだへ など 心 を 用 ゆべき なり。 狹衣 物語に、 〔割 註〕 五月 五日 狹 衣の 君、 所々 へ 文 遣 はさ る& とこ 

ろ、」 所々 に ふみかき 給 ふ 色々 の 紙の 色 はだへ など、 えならぬ あまたと りちら して、」 梅が 枝の 卷に、 〔割 


註〕 叫 石姬君 入內の 御料の さう しど も、 源氏の 君 かき 給 ふところ、 前に も 出したり 。し-からの 紙の いとすく 

みたる に、 さう に 書 袷へ る 勝れて めでたしと 見 給 ふに、 こまの 紙の はだ こまかに、 なごうな つかしき 

が、 色な ど は 花やかなら でな まめき たるに、 おほどかなる 女手のう る はしう 云々。 又 こ k のかむ やの し 

きしの いろ あ ひ 花やかな るに、 みだれた る さう の 歌 を 筆に まかせて 云 々 。」 さう の 手 はからの 紙の すくみ 

たるに かき、 女手 は 肌な つかしく 色な どな まめき たる 紙に かき、 又亂れ たる さう の 歌 は、 色 あ ひ はなや 

かなる 紙に かけり。 是 か-むと おも ふ 手に よりて、 紙の 色 はだへ を もえら びた る 所、 心 をつ けて 見べ 

し。 源氏物語 にいへ る 紙の こと、 前々 ひける 文中に も 出 たれ ども、 摘またい はむ。 若^ 卷に、 〔割^」^ 

氏の 君、 紫のう へ に 手 習 をし へ 給へ る 所、」 むさし 野と い へば かこ たれぬ と、 紫の 紙に かい 給へ る IT つきの 

いとこと なる をと りて 云 々 o」 古歌に、 「知らね どもむ さし 野と い へ ばか こたれ ぬよ しゃさ こそ は むらさき 

の ゆ ゑ、 とい ふ 歌の 句な り。 紫の 紙に かき 給 ひしと り 合 風流お も ふべ し。 榊の 卷に、 〔割 註〕 紫のう へよ 

り 源氏の 君へ、」 御 返りし ろき しきしに 云々。」 同卷 に、 〔割 註〕 源氏 君より 齋院 のかた へ、」 からの あさみ 

どり の鈹 に、 さか 木に ゆ ふつけ など、 かう，, ^しくし なして ま ゐらせ 給 ふ。」 同卷 に、 〔割 註〕 源氏 君 文 

かき 給 ふ 所、」 からの 紙 ども いれさせ 給 ふみ づ しあけ させ 給 ひて、 なべて ならぬ をえ りいで つ」、 おな ど 

も 心 ことに ひきつく ろ ひ 給へ るけ しきえん なる を 云々。」 明石卷 に、 〔割 註〕 源氏の 君より 明 石の 君へ の 御 

文の さま、」 このく るみ 色の 紙に えなら す ひきつく ろ ひて、」 源氏の 注 孟^に 云く、 高歷の 紙な り。 くるみ 

色 は うら 白く、 表^ 香 色なる 紙な り。 後 拾 遣の 詞 がきに も、 くるみ 色の 紙に 害き てと ありと いへ り。 此 

天 事、 枕の 萆銑 にも 出たり 。それに はくる みいろ とい ふしき しの あっこえ たるに と あり。 同卷 に、 〔割 註〕 前 

g 條 のっ^き にて、 源氏 君より 明 石の 君への 文の さま、」 此度 はいと いたうな よびた る 薄 やうに いとうつ く 

0 しげに 書 給へ り。 若き 人の めで ざら む も、 いと あまりう もれいた からむ。」 前條は はじめて 遣 さる^-文 ゆ 

ゑ、 ひきつく ろ ひた まへ るな り。 是は 二度の 文 ゆ ゑなよび 給へ るな り。 同卷 に、 〔割 註〕 源氏^より liis 
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君 へ の 文、」 只今の 空 をい かに 御らん すらむ。」 ふりみだれ ひまな き筌 になき 人の あまがけ るら む宿ぞ かな 

しき。 空色の 紙の くもら はしき に 書 給へ り。」 齋宮の 母御 息 所のう せ 給 ひし 頃の ことにて、 冬の はじめな 

れば、 時節の 空の けしきに 合 ひたる 紙 を 川 ひられて、 歌の 意 を ふかめられたり。 同卷 に、 〔割 註〕 前の 御 

文の 御返し、」 にび 色の 紙の いと かう ばし うえんな るに 云々。」 齋宮 君よりの 御文な り。 にび 色 は 服 者の 色 

なり。 是等 にても、 共 時の 事 がらに よりて、 紙の 色 あ ひに も 意 を 用 ふべき 事なる を 知るべし。 繪合卷 

に、 〔割 註〕 秋 好の 君より 朱崔院 へ、」 はな だのからの 紙に つ k みて 云々。」 をと めの 卷に、 〔割 註〕 五節の 

君より 源氏 君へ 奉れる 返り ごと、」 靑 すりの 紙よ く とりあへ てま ぎら はし、 かいたる こすみ 薄墨、 さう が 

ちに うち まぜ 亂れ たる も、 人の ほどに つけて は を かしと 御らん す。」 藤の うら 槃の卷 に、 〔割 註〕 玉 かづら 

の 君へ 大將兵 部 卿 {呂、 左 兵 衞督， よりおう せた る 文 どもの. さま をい へ ると ころ、」 紙の 色す みつきし めた 

るに ほひ もさ ま/^ なる を、」 かく 紙に も 香氣を しめたる みやび をお も ふべ し。 同卷 に、 〔割 註〕 夕霧 君、 惟 

光が 女の もとへ 遣れし 文、」 みどりの うす やうの このましき かさねな るに、」 おもて 薄靑、 うら 紫 を 若み 

どり とい ふ。 梅が 枝卷 に、 〔割 註〕 源氏の 君より 齋院 への 御 返り ごと、」 御 使 たづね と めさせ 給 ひて、 い 

たう ゑ はし 給 ふ 紅梅が さねの からの ほそなが そ へたる 女の さ う ぞく かづけ 給 ふ。 御 返 も その 色の 紙に 

て、 お まへの 花 を 折らせて つけさせ 給 ふ。」 その 色の 紙と は、 紅梅が さねの 薄 やうな りと 孟津 にいへ り。 

太平 記に 曰、 〔割 註〕 高 g 直、 女 のかた へ 遣し ける 文の やう をい へる と ころ、」 兼 好と い ひける 能書の 遁世 者 

を 呼よ せて、 紅 紫が さねの 薄 様のと る 手 もく ゆるば かりに こがれた るに、 言 を盡 くして ぞ 聞え ける。」 お 

もて 黄、 うら 蘇芳 を 黄 もみ ぢと いふ。 さて 是も香 をし めたり。 堀川 院艷 害 合に、 返し、 くれな ゐの 七重 

がさね に下繪 にあしで かきて、 かねの 桔梗の えだに つけたり。」 みなう す やう 下繪 して ぞ、 御 かへ し はめ 

でた く かざりたり ける。」 是等 にいへ る下繪 は、 その をり かきたる もの なれば、 必ぃ ひやる 事に つきた る 

t X ろばへ ある 下繪 をか^-せ たる ものなる べし。 蘆 手 を 下繪 にかく こと、 前に もい へり。 愚得隨 筆附者 


曰、 (平貞 丈 著)、 〔割 註〕 これ は 蘆 手の 所に 出すべき をお としたり。 幸 ひこ、 に あしで の 事 あれば 出し 

ぬ、」 此圔 は、 逍 逯院內 府實隆 公の 記した まひし 五月雨 記に： a えたる 香 包の si なり。^ は、 「あしび きの 山 

樱戶を あけお きて 我 ま 

, つ 人 を 誰かと^-むる。」 

复 とい ふ 和歌 を、 蓆 手に 

^きたるな り。 此を以 

て 共 他 を も 准 じ 知る ベ 

し o 

貞丈 大人 は、 是を あしで なりと いはれ たれ ども、 是は蘆 手に は あらす。 是 を下繪 にかき て は、 木 文と まぎ 

れぬ べし。 是は繪 歌の さまな り 。しかし 待つ とい ふ 所に、 松の 繪を かきたる は、 歌 綺ゅ體 にあらざる^、 

前に もい へる がごと し。 是は 前に 出した る 源氏の 注に、 やといへば 矢を繪 にかき、 わと いふに 輪 を かく 

と ある 意な り。 それと 歌繪と 交りた る もの なれば、 是 また 別に 一種の ものと すべし。 溥 やう はたぐ さへ 

えんなる に、 下繪 したるな ど 風流 を盡 くせり とい ふべ し。 禁祕抄 に 云、 〔割 註〕 中卷、 御 *1 の 事と いへ る 

ところ、」 料紙 女房.， 許 多 薄 様。 後々 檀羝 也。」 右京 太夫 集に、 〔割 註〕 九月つ くるの 所、 返し、 うへ しろき 

菊の 薄 やうに かきて 云々。」 是は 九月 ゆ ゑ、 菊が さねな り。 面白、 裏 蘇芳 を 白菊と いふ。 同 集に、 又 三位 

中將 これ もりのう への もとより、 もみ ぢに つけて あ を もみ ぢの薄 やうに、」 是は 紅葉に つけられ たる 故、 

夭 もみ ぢ がさね を 用 ひ 給 ひしなる べし。 面靑、 裏 朽葉 を靑 もみ ぢと. s ふ。 紫 式部 日記に、 〔割 註〕 小 少將の 

朝 君より、 時雨 ふり 日も暮 る、 に 立 か へりお こせた る 文の-さま をい へ ると ころ、」 くらうな りに たるに、 立 か 

0 へりいた うかす めた る こぜんし に、 雲 問 なくなが むる 空 も かきく らしい かに 忍ぶ る 時雨な るら む。」 かく 

その をり/ \ に隨 ひ、 さま. に 紙 をえ りて 書くべき 事な り。 されば また、 草木の 花 紫な どに 害き たる 
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も、 折に あ ひて は あはれ ふかく、 を かし さも まさりて 覺 ゆる こと あり。 狹衣 物語に、 〔割 註 ：- 五月 叽 日の 

ところ、」 軒の あやめ を 一す ぢ ひき 落して、 いそぎ かきて はした もの、 を かしげな るして、 追 ひて 奉る 云 

々。 しらぬ 間の あやめ は それと 見えす とも 蓬が もとはす ぎす も あらな む。 とぞ かきたる。」 枕の 草紙に、 

ぼだいと いふ 寺に けちえん 八 かう せし が、 き k に詣 でた るに、 人の もとより とく かへ り 給へ。 いと さう 

しとい ひたれば、 はちす の 花びらに、 もとめても か、 る 蓮の 露 をお きて うき 世に 又は かへ る もの か 

は。 とかき て やりつ。」 和 泉 式部 物語に は、 鳥の 羽に かきたる 事 あり。 大和 物語に は、 梅の 花に かきたる 事 

あり。 か&る たぐ ひ 、物語 どもに 多く 見えたり。 今 も 七夕に は 梶の璀 にかくな り。 如レ斯 さま /^に 味 ひ あ 

る 事 なれば、 源氏 を はじめ 物が たり ども を 見て、 古人の 意 を 知るべき 事に なむ。 滿佐須 計 裝朿抄 曰、 〔割 

註〕 是 は前條 文の 所に かくべき を わすれて こ、 にしる す、」 ふみをつ 、む 事、 女鉀 まいりむ ことりな どの 

ふみ は 結びて つ ^ む 事、 そらにい ひがたし。 本 を 見るべし。 大臣 辭 退の ふみい る k は、 こ をつ、 む や 

う、 これ も 本 を 見るべし。 つ、 みて 具したり。 だんし 叫 枚 を ニ枚づ 、うへ したに あて、 つ i みて、 だん 

し を ほそくた 、みて、 う へ のか さねの もとに ひきとき ざまに かた かきに 結ぶべし。」 是は 結び 文のう へ を 

つ、 みたり。 又 箱に 入れて 箱の 上 をつ k めり。 いたく かしこめ るなる べし。 結びた る 上 をつ、 める こと 

は、 今昔 物語に、 今 は 昔、 延喜 天皇の 御子の 宫の御 袴ぎ の 料に、 御 S 風 をつ くらせ 給 ふ。 その 色羝 形に 

可 レ書歌 を、 歌讀 どもに 讀て 奉れと 仰ければ、 皆讀て 奉りたり ける を、 小 野道 風と 云 手書きに か、 しめ 

給 ひける に、 春の 帖に、 樱の 花の さける に、 女 車の 山路 を ゆく の &紙形 あり。 それ をお ぼし 忘れて、 歌 

請 どもに 給 はら ざり ければ、 道 風 書き もて ゆきて、 此 所の 歌な しと 巾す。 天皇、 是 はいかに せむ。 今日に 

なりて はに はかに 誰に かよます べきと 仰せられて、 しばし おぼしめしめ ぐらして、 膝 衡と いふ 殿上 

人の 少將 にて 有け る をめ して 仰せられて 曰く、 只今 伊勢 御 息 所の もとに 行きて、 か \ る 事な む 侍る。 此 

うたよみて やられな む やとい ふべ しと あり。 〔割 註〕 御 使い きても のい へる 間 略す。」 程 久しうな りて 後、 


紫の 薄 樣に歌 を かきて 結びて、 同じい ろのう す やうに つ、 みて、 女の 装束 を 具して 押出したり。」 是 等の 

さま、 いかにうる はしく みやびな りけ む。 枕の 草紙に、 〔割 註〕 行成 卿より 淸少納 言の かたへ 文お こせ 給へ 

ると ころ、」 頭 辨の御 もとより とて、 との もづ かさ 繪な どやうな る 物 をし ろき しきしに つ、 みて、 梅の 花 

のい み じく 哚 たるに つけても て來 たる、 ゑ にゃあら むと いそぎ とりいれて 見れば、 へいたんと いふ 物 を 

ニッ ならべて つ \ みたるな りけ り。 そへ たるた て 文に、 け もんの やうに かきて 進上 へいたん 一 っ^-み、 

例に よりて 進上 如レ 件。 ^納： 一 H 殿に とて、 月日 かきてみ まなの なりゆき とて、 おくに、 此を のこ はみ づか 

らま ゐら むと する を、 ひる はかた ちわろ しとて まゐら ぬな りと、 いみ じく を かしげに かき 給 ひたり。 御 

前に 參 りて 御らん ぜ さすれば、 めでたく も か&れ たる かな。 を かしう したりな ど ほめさせ 給 ひて、 御文 は 

とらせ 給 ひつ。 (中略)、 返し を、 いみ じう あかき うす やうに、 みづ からまう で こぬ 下部 は、 いとれ いだ 

うなりと なむ a ゆると て、 めでたき 紅梅に つけて 奉る を、 (下略)、」 行成 卿 はいみ じき 手 かきに てお はし 

ければ、 いかに 美しく 齊給 ひけむ。 こ は戯の 贈答な り。 萬褪 集に も か、 る 贈答 あり。 古人の みやび 思 ふ 

べし。 文の 事、 紙の 事、 物語ぶ み、 歌合な どに 猶 多く あれ ど、 さまで はとて あげす。 只 か-る 敬々 しく 

みやび ざまに 習 ふべ し。 いやしき さまにななら ひそ。 藝苑譜 に 曰、 (播 磨淸絢 著、) 詩文 を ！sn くに は. Mm を 

用 ゆるがよ し。 紙 を 用 ゆるならば、 貫 之、 行成よ ろし。 奉書、 美 濃 紙、 せんく は、 西の 內 など は、 <+• 幅の 

紙に 地 をして 用 ふべ し。 其詳 なること は、 已に 孔雀 樓 筆記に 出す。 紙 を 川 ふるならば、 重ねに して ffl ふべ 

し。 重ねの 色の 取合 は、 時宜に よるべし。 松 重、 藤 重、 萩の 經靑秘 色。 海松 色。 蜋手。 紅槧。 鳥 子 重ね 

夭 など 尤{且 し。 柳 色 は 用捨すべし。 御 服 は 勿論、 大臣 親王な どに 限りた る 色 も 憚るべし。 朝鮮へ 下さる >• 

朝 御 *1、 鳥 子 二 枚 重ねに 金泥に て 松 竹を晝 き、 總金 砂子の 紙に ものせ させ 給 ひ、 梨 地 高 時繪の 御文^に、 

墨 眞 紅の 御總 付の 紐なる 出、 新 井琅君 美の 書きお かれし 書に 見 ゆ。 加 様の 事 中す は 恐 あれ ども、 今の 唐土 

めかす 人、 吾國 の故實 知ざる が 歎 か はしき によりて、 あらかたに 記しお くも のぞ。」 師、 常によ き 紙、 よき 

談 

t 九 


談墨朝 天 
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筆 得た るば かり 嬉しき もの は あら じとの たまへ り。 枕の 草紙に、 世の中の はらだたしう、 むづ かしう， 

かた 時 あるべき こ、 ち もせで、 いづち も./ >\ いきう せな ば やとお も ふに、 只の 紙の いとおう 淸ら なる、 ■ 

よき 筆、 白き しきし、 みちの 國紙 など 得 つれば、 かく とてもし ばし ありぬ ベ かりけ りと なむ 覺ぇ はべ 

る。」 といへ り。 げ にいに しへ 今、 人の 情 はか はらざる もの 也け り。 

〇 草 紙 

右筆 川心抄 曰、 手 習 雙紙之 事、 車雙 紙、 或 角 紙、 若者 杳砂竹 等 以下 可-用意？」 雙 紙の 事、 麒麟 抄に さま 

出たり。 觀音殿 虎 屛風唐 之妻戶 などい ふ 名 あり。 紙 或は 檜の 板に て 作る。 各 其 形に よりて の 名な 

り。 金 漆に て 塗と あり C そのう や- f\ しき 事お も ふべ し。 金 漆のう へに て 手 習せば、 筆の かへ り、 命 毛 

の 運よく 見えて よろし かるべし。 又藥 入と い ふ もの あり。 す^しの 綰を 張りて、 下へ 手 を 入れ 寫 すな 

PO 其 外角 紙の 仕樣 等 さま- 4\ 出たり。 く はしく は 彼 書に て 見るべし。 是等 にて 見る にも、 手 習 草紙 

は、 かたき 紙の 肌 細かに て、 筆 はこびよ き 紙に て 習 ふべき ことなり。 柔らかなる 紙に て は、 筆 滞りて 表 

裏 緩急 等の 味ひ學 びが たかるべし。 され ども、 時々 は 杉 原な ど 柔らかなる 弒 にても 書き、 さま の 紙 

にて 習 ひたる よろし かるべし 。又す き寫 しにして 習 ふ もよ し。 薄き がんび 紙に、 〔割 註〕 加 賀國能 美 郡 中島 

村と いふ 所よりも 漉 出す。 淸き 紙な り、」 荏の 油 を ひき、 風に さらし 油氣 をぬ き、 手本のう へに あつ.^ 

ば、 能く 下の 字す きと ほりて 見 ゆるな り。 もし 油氣 ありて 墨 を はじきう けざる 時 は、 靑茱 にて ぬぐ ふべ 

し。 猶 さま-? 工夫して 手 習 草弒を 作るべし。 古人 もさ ま， <\ にものして 手 習 ひし 給 ひしな り。 ，H 紙に 

て 手 習 すれば、 おの づ から 一 字たり とも、 大事に か、 る& ゅゑ大 によし。 黑く なりたる う へがう へ に蚩 曰く 

とき は、 おの づ から 麁 略に かき 流す やうに なりてよ からざる 也。 .EE 紙に て 手 習す る 事、 吾 倚に て は 費 ェ 

堪 へざる が 如く なれ ども、 それ はいかに も 工夫 あるべき 事に なむ。 明衡 消息 往来に 曰、 〔割 註： -是 は前條 

紙の 所に かくべき をお としたる なり。」 但馬黑 川 羝絕句 一 兩首 有レ之 云々。」 此 外諸國 の名產 にて、 古人の 


賞した る羝、 ^多く あるべし。 見得る 事 あらば 後よりも 書 加へ てむ < 

1 は 文 手 也。 ふみを ふといへ る は、 文庫、 文？ ふぐら、 ふぐる まといへ る こ 司 じ。 お 、レ、 

<； へり。 Iy.H.,,s,.A  tJ.J-  rsv.r.l.  ,くス-3,^ レへ るに 同じ。 古く ふんで とも 

れ)、 5^Hn。 1 易ら げ ていへ るな り。 中古の 1 ひの さまな-。 1^,1 

美， 人) 藁 筆 郭知玄 云。 古 者以レ 藁爲レ 筆。 〔割； S 和名 和 良 不 美 尸ゝ、 _ き 乙ス V  u7  ^  0 布 

^ 額"| きぎ 5 す I と 聞え たり。 此^ ^ドバ^」 お ほ 刀お は^ と 

f  ^  f 十 一 流" 因レ il」i 菜に 云く、  ^^VM^Hnu 

り 共 了 孫 多くして 皆 M を稱 尹と； ij 。一 畐无 リ转、 叮： ー: フ , ^  B 夢© に辈 コ^ tcT,K 從。 來れ 

r，  一  r2T ま， えそ 」 ；；^ 辜 に I たる こ 1^。 生； 0 1 さ h^vi  .-く  ：  3  \| 

^より 魄 哦；ナ、皇 へ 奉り 洽へる 也。 一 ^？まぷ气 「^^^2「、 /1 s§ 奉- 獻维- 表 首。 〔割 G 大 

1 且 P 靈井名 淸リき 1； 聽乙！ 曰に^;  Z に、」 右き t 

隨 二字 勢鑤 細？ 惣取拾 面 ヒ。 簡レ？ お。 壩^: U  其 中大づ 長短。 尖 者。 

不 レ减， 雲？  srp 各 i。  tr2L。n 染レ崖 用。 並皆傳 謹。 蠢自 1看_- 新作き 

5  ^  f^^^f 不レ 允： 一聖 愛？  外 八 分.^ き 之钹。 畔^ Hf.Mt。  .£  .<  ,  T 

口授， 耳。 謹附， -淸 川-奉 進。 不官 il- ヒ§こ^ r,r  g 树&^ 之 式 ？未 k レ作。 得 ーき- 足 

りて、 ，さまぐな る  1 と^ ft」，r:5 に 次に 出した るに も、 福 氏の 覽 えす。 さて S こよ 

レ 1 如 I, 小 ^  f 又き 各 卯 と は、 漢籍に 有 &レ風 S  ？ 1^. 

^^き，：^::^::: き^まら m お 

p 刀。 臨 池遂レ 字 環。 I 薦八分 之 異^ Hi  4 お 4 お a  mi 

I 衆多。 sa  a§  or 付 お f " 規，， f 非 レー 對レ gso 

えらび 給 ふ 事お るべ し。 宅な 柔らか 附ネ阈 &滿- 詠 隨レ狀 ^謹 進。」 能 ^はい を 

,   Ff- 力に して はじき あるよ しあの たまへ り。 昔 はも は I ので、 
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を W ひたりと 兒ゅ。 師曰、 兎 宅 は 良工なら では 結びが たし。 又 其 筆に て 書く 人も^ なるべし。 て は 

ffi^,:! き 風情 ありとの 給へ り。 書 得る とは毫 頭の 運びに 無理な く 害 得る をい ふ 3。 無现に 引き まげに じ 

りつけ て 害く 箏には あらす。 延喜 式日。 (圖書 寮〕 、凡 造 筆 長 功 日 兎 毛 十 一 管。 (®#hM) 鹿 毛 一；； 十 管。 

下略、」 萬 葉柒第 十六、 (鹿の 歌に、) 吾 毛 等 者 御舉波 夜斯。 (上下 略、)」 調度 歌合と いふ ものに、 御硯の 

うの 毛の 筆ぞ かきつけ、 る c」^ 岡 放生會 職人 歌合に、 筆生が 歌、 水莖の 岡べ にわれ は 家居せ む 月に 卯の 

毛の^ を そろへ て。」 如 レ斯兎 毛、 鹿 毛と いへ るが 物に 多く 見えたり。 され ど猶 さま の^を も 川 ひた 

り。 麒麟 抄曰。 大筆結 毛 事。 羊毛 木维、 藹筆、 笋筆、 皮 ノムケ 薬ノ問 タル 時ガ吉 也。 總テ^ 物 ヲ以テ 結 

テ可レ 書 也。」 右攀 川心抄 曰。 凡 筆者 可レ 隨-, 主 之 好， 也。 而以- 柔^, 强結。 以 --强 毛， 柔結。 亦 以^ 毛-能- 

于心？ 柔毛 褂レ表 可 レ結レ 之。 亦 夏 毛。 冬毛。 秋毫。 狸 毛。 鴨 毛。 狐 毛。 藁 筆。 竹 筆。 木 筆 等。 住 レ意隨 

レ 好可レ m レ之。 ，倂 藁掣。 竹维等 者、 大字 川レ之 歟。 或以 -1 狐 毛-龍- -于 心？ 以 -1 兎^- 掛レ上 結レ之 最上 也。 樂 

府紫 亳筆是 也。 ^剛弱 之 筆。 且可レ 依- - 料紙-也。 能々 可レ 思-案 之？」 蓑 毛に は 今 は專ら 馬^ を 川 ふ。 當歳、 

二 歳の 毛 を 川 ふ。 常歲は 柔らか 過たり。 二 歳の 毛 を 能く 製して、 〔割 註〕 毛の 油 をぬ くに 過不及 あり。 程 

よ き^ひ を HE 得すべし。〕 川 ふれば、 御 流に 可也と、 筆生 心 月 堂 高 橋 故 源 右衛門 (加州 金澤之 人、) もい へ 

り。 じ 十一 岙 歌合に、 舉ゅ ひが 歌、 筆つ かにき りっ^め たる さ k 竹の 長き 夜 しらす M: を 見る かな。」 なび 

く ほどい か^ゅ はまし 我 爲は夏 毛の 筆の こ、 ろご はさ を。」 惣て獸 の 毛 は^は ふとく こはく、 秋の 末に 至 

りて は 柔く毫 先い と.！ くなる ものな り。 是を 心得す して 搫 結ぶ は 拙し。 良工 は 夏 秋の 毛 をと り 合せて 結 

ぶな り。 尤 よし。 M 歌合 飼が きに. いはく、 うの 毛 は 毛の うらおもて 見えぬ が 大事に て 候。」 毛に うらお も 

て あり。 表 は 丸く、 裘は 平らかな り。 裘を うらと し、 表 をお もてと して 結ぶ を 良工と す。 かたよりなる 

m は^き 味甚 あし &。 師髙橋 故 源お 衞 II に、 此 表裏の 覺 あり やと 問 ひ 給 ひし かば、 源 右衞鬥 答け らく、 年 

八十に して ぞ はじめて 自 然と n 屮に覺 ぬると いへ り。 毛に 表袅 ある 事 を 知りたり とも、 その 表^ を そろ 


へる 事 あた は ざれば かひな し。 源お 衞 は 目 然と 其 術 を 得たり。 是 志の ふかきよ りして 妙に 至れる 也。 

米 庵 墨談に 曰、 逍風、 佐 现、 行成 三蹟、 川 维の結 様の 傅 を 見る に、 眞维 は^ 頭、 行お は雞 爪、 草^ は榔 

葉の 形に て、 剛柔三 IS に從 ひ、 家々 の 工夫に て 少しの 逮ひ あり。」 此三蹟 川お の 傅、 何に 出た るに や。 我 

邊 鄙に 住めば 籍に ともしく、 か-る 珍書 を兒る 事 かたく、 朝夕に 歎き わたる 處也。 麒轔抄 に 出た る 一二 

蹟 wis の傳 は、 是とは 異なり。 いかが あらむ。 麒麟 抄に は、 道 風の 好 は紫犖 ^と：. ム、 ke-^? レ おい 和ら 

か 成と ころ を, 簿く懸 て、 叉 菟の毛 を 薄く 懸て、 以上 五 S まで 緩々 と懸 て、 姿 は 柳 葉に 給て、 露の 物に 可 

レ使。 行に は 秋 毛 を 心に 立て、 上に は 冬毛の 和 成を懸 交て、 姿 は 如 レ笋。 草に は 妻 鹿の^ 毛 を 以て 可レ結 

也。 佐 理者眞 物に 者，： 兎^ を 心に も 上に も懸 て、 筆 を 長く 好 結 也。 行 物に は 秋 毛 を 心に 立て、 雀^ をお く 

懸て、 上に は 冬^の 和 成を懸 たり。 草に は 冬毛 を 以て 一 向に 結 也。 行成 は^ 物に は^^ 毛 を 以心に 立、 屮 

に は 毛の 和 成 を懸、 上に は 又 5 兎 毛を懸 たり。 行の 物に は 秋 毛 を 心に 立、 上に 冬毛 を 立たり。 ^に は  一 w 

に 冬毛に て ゆるく と^なり。」 右筆 用心 抄 にいへ る^の 名のう ち、 雀 頭、 雞^、  お^、 柳^。」 是 

等 も 形に よりての 名と 聞え たり。 猶人々 の妤 によるべし。 义^ にもよ るべき なり。 能々 心 を 用ぶべし。 

師曰、 筆 は 長短 剛柔 人々 によりて 違 ふなり。 手 習 ひする うちに、 わが 意に 協 ひたる^. 出來る ものな りと 

のた まへ り。 1 鶴 庭訓 杪に 曰、 筆 は 第一 化 化の 毛よ し。 大な るに てち ゐ さき 文 { 子 か、 れ、 ちゐ さきにて 大 

文字 力、 る をろ くつ ふ 愛 あり。 但し窨 きたろ 物ぞ、 すこしも じょ わく 見 ゆる 所 あれ ど、 我 手 がらに よる 

べし。 詮 にきら ふ はわが 手いたら ぬ 時の 事 也。」 &は大 擎 にて 小字 か、 れ、 小， にて. V 卞か、 る、 がよ き 

天 筆な りと いへ るに て、 筆 を 試る 事に て、 大筆 にて 小字 を かき、 小 筆に て 大字 を齊 くべき に は あらね ど、 

朝 もし さる 事 ありと も、 それ はわが 手 がらに よるべし といへ るな り 。^好 さきに、 此^; を： g に 問 ひまつり し 

0 かば、 師 もとより 意に 應ぜ ざる 筆 は、 如何なる 能^たり とも 快から ざる は：：！： じ。 されば こそ、 维を 吟味 

該 し、 ^刀 を 吟味せ す や。 しかし 事に 望みて は、 鈍刀 も 一 切たり。 山 崎 11齋 翁の 錢炮 切の 刀 は、 興がる 飽物 
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のよ し、 彼銘に 刀の ちからに あらす 翁の 勇な り 云 々o」 と 書 入れて 返し 給 はりぬ。 然れ ば、 ^を 撰ぶべき 

は 勿論 なれ ども、 又 事に 望みて は、 いかなる 维 にても、 いと はざる 事に て、 筆力 は心氣 にある こと を 知る 

べきな り。 是 によりて おもへば、 能 ま 曰、 筆 をえ らばす といへ る 諺 も、 ひたぶ るに 誤りと はい ひがたくな 

む。 われさ きっとし、 から 人王獻 之が もの 書き 居たり し を、 人 ありて 傍より 北 ハ筆を とらむ としたり ける 

に、 とる こと 能 は ざり しとい ふ 物語 をき、 ける ゆ ゑ、 それ は獻 之が 運筆 心 氣滿々 たる もの ゆ ゑ、 髮を入 

るば かりの すき もなくて、 傍より 奪 はむ と 守り 居 たれ ども、 遂に 奪 ふ 事 能 は ざり しなる べしと 思 ひ をり 

ぬ。 或 書家に 此事 をい かなる 事 ぞと問 ひし かば、 筆 をと る事强 からね ども、 又 後 背より ぬき 取らむ とし 

て も、 ぬきとる^ 能 はざる をい へ るに て 、執筆の 味 ひ を 示す 物語りな りと い へり。 かくて は 我 思 ひ^たり 

しと はいたく たが ひたりけ り。 然れ ども、 此物語 執筆の 味 ひ をい かに 心得べき にや。 强 からす 弱から ぬ 

程 を 示す とい ふ 事なる ベ けれど、 此話 にて はいかで か 其 味 ひ を 知らむ。 元より さばかり のこと に は あら 

じ。 此頃、 或 書 を 見し かば、 から 人 束坡、 此事 を； 評して 曰、 逸少所 一一 一 以 重-其 不 -可レ 取。 獨以 ：， 一共 小 兒用レ 意 精 

卒然 掩レ 之而 出-其 不意-也。」 といへ り。 此說は おもしろく 覺ゅ。 又忘筌 集に、 此^ をい へる は、 逸少所 一， 一 

以 重-其 不 レ取。 小兒 之用レ 意。 精聽 -1 筆 之 所 „, 之。 而不レ 失-法度， 之 謂 也。 故 取レ舉 不レ得 也。 何 誚-, 執筆 

之緊- 乎。」 此說 もお もしろ し。 逸 少の心 裏、 今 知るべき にあらねば、 其 1$ 實 におき ての 當否 はいかに あ 

りと も、 執筆の 味 ひ は 只 指頭に あらぬ 事 を 知るべし。 御 流の 筆、 拳の 法 はいに しへ より ロづ から 傅へ、 

又 手 を もちて したしく その 味 ひ をし めし、 つき，^ に 傳へ來 し 法則に て、 其 味 ひま 曰 記す 事 能 はざる もの 

なり。 物に 記して 傳 へたる こと も ある 也。 誤らす とも 書は言 を盡 さすと か 聞け り。 されば 撥镫 の說、 馬 

具の あぶみ なりと いひ、 或は 镫は燈 也と いひ、 或は 形容の 事に は あらす。 文字に 飛 縢の 勢ひ顯 はる i を 

,ぃ ふな ど、 人々 の 心々 にもい はれたり。 か、 る こと は、 彼國其 世の 镫の製 をも辦 ひ、 共 世の 馬術 を も 能 

く 知らで は 解し がた き 事なる べし。 たと へ撥镫 といへ る^ は 解し 得たり とも、 執^の 味 ひ を 知る 事 能 は 


ざれば かひな きわ ざな り。 漢籍 莊子 IK 道篇 に、 輪 人が 桓 公に 說 ける 辭に、 劉 レ輪徐 則甘而 ！f レ^。 疾 W 苦 

而^ レ入。 不 レ徐不 レ疾。 得-之 於 手？ 而應 M 於 心？  ロ不レ 能レ言 。 有 レ數存 -焉於 共 臣不レ 能，. 以^ ほ 之 

子？  之 子 亦 不レ能 レ受- 之 於 臣？」 といへ る 如く、 筆 拳の 味 ひ 書のう へに て は、 いかで か 知る ベから む。 

ロづ から 傳 へて すら 傳 へがた し。 然る を 掌 屮卯を 入る、 とい ふ 事 も、 只^ 中^なる 事との，^ ふ 得、 ^き 

趣意 ある さとしと も 知り 得ざる ほどに て、 いかで か 眞道を 得べ けむ や。 觀 驚な こ .円、 執 ば ゥ. ^の 旨 

の 二字 を苦緊 とお も ふ 故に、 和 朝の 筆法 を說く 人、 筆 を 鬼に とらせ、 墨 を 餓鬼に すらせよ と^へ^ ふる 

事 久し。 (下略〕、 廣澤 ぬし、^ たと へ を 苦緊の 事と 思 はれた る は 非なる べし。 我^ 菊 池 之 則 曰、 かとくと 

る 事に は あらす。 鬼の やうなる 勢に て 筆 を とれと いふ 專 にて、 氣の ぬけぬ 所き 示した るなる，/ し。 川お 

淸正 を鬼將 軍と いひし 如くの 意なる べし。 墨 は 力 を 入 るれば 麁く おりて あしき ゆ ゑ、 力 を 用 ひや t つ It 

わと すれと いふ 事 を、 餓鬼に すらせと い へるな るべ しとい へり。 師 も此說 をよ しとの 給 ひ、 ^ョ く、 是 

は 滑稽に たと へいひた るな り。 鬼に とらせと は、 心 氣滿れ ば 形容 其 座に 充滿 したる にたと へる^。  M によ 

力を入れ. f 弱々 と、 いかにも 惜む がご とくするべし とのた とへ かとの 給へ り。 彼獻 之が Jft も、 ヒ^こと 

ら せとい へる にて おも ひ兒 るべ し。 右筆 用心 抄曰、 令レ 取-一 於 筆 力士"  ^八ク ー於餓 入-云々 o」 と ある 

は、 彼 鬼 餓鬼と いへ るを雅 ならす として、 かく 書きた る ものなる ベ けれど、 屮々 に 鬼 餓^と いへ るが.^ 

雅な るに はしかす。 古く 云 傅へ たる 事と 聞え たり。 弘法 大師 執筆 法に、 單鈎を 第一 にあげ、 次に^^ を 

あげ 袷 ひて 曰、 伹 小指 カ微 〔割 註〕 是は雙 鈎に て、 小指と は^: 指、 小指の 二 指 を さしてい へるな り、 - 不 

天 レ 堪-久 任？ 凡爲 --此 執？ 〔割 註〕 執 は 勢の 省 文に て 形勢の 事なる 歟。」 其 掌 自虚。 偶 中，， せ； (虛 r  I 亦 輕^。 旣 

^ 知-一 其 &厶 須レ 詣-ー 其微？ 固 不レ若 一-一 單指 〔割 註〕 單 鈎の ことなり。」 カ齊 可， -以 長久 不,. 困。 於， -單 指- ト 冇レ所 

0 レ便。 則 亦 從-- 其 所 U 便。 取レ 令-流 轉- 矣。」 大師 も 單鈎を 第 一 に 出し 給 ひ、 其 便なる W を說 ^ヽ り。 ^^文 

0 を 見て 知るべし。 太祖 尊圓 親王の 示し 給へ る も、 單鈎 にて K 指の 扱 ひ自. e なる 事く はしく 陴 はり り。 
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しかれ ども、 此犁鈞 にて 能く 其 筆の はたらき 自， E なる 所の 味 ひを會 得した るう へ は、 雙鈎 てても、 M 筆 

にても、 共に か、 はる 事なら す。 大字 を 書く 時 は、 單鈎 にて は 大筆は 持が たかる ベければ、 雙鈎、 或は 

握维 にても 書くべき なり。 五指の 扱 ひ 筆の はたらき 目 山なる 味ひ會 得する 事 は、 單 鈎なら では 知られ ま 

じきな り。 人 韓方明 曰 單鈎は 力不足して 祌氣 なしと いへ り。 是も 稱维カ は 指頭に ありと 思へ るより 

の^と 聞 ゆ。 いと あさまし。 此人 はか、 る 事 はい はじ を、 傅への 誤りた る にゃあら む。 御專 のうち こ、 

^^意 子と 申 奉る 神の 御名 あり。 意 子と いへ る を 深く 味ぶべし。 ひねくし くさ かしだち たる 御 心 & は 

します 祌には あら じ。 只 わらべし くすな ほに おはします 祌 なるべし。 此祌の 御 心に そむかぬ やうに 维は 

遺 ふべき 事に こそ。 あな かしこ。 直筆と いふ 事、 からぶり にて は側擎 に^へ て c, へ Lf、 ま〜 眞 すぐに 

t る^なる ベ きか。 御 流に て 直筆と いへ る は、 さに は あらす。 筆 をと る 事すな ほなる をい ふ。 手 は 筆 を 

とりて さし H たる 所 少し 剁な るが 生れつき 也。 その 生れの ま k なる がな ほしと いふ もの 也。 そュを わざ 

とひち を はり 举 をよ ぢか へし、 筆を眞 直ぐに 立つ る 時 は、 性に もとる 也。 是ほ なほ レと いふべ か-り 

す 御 流に て は 唯 天然に もとらぬ 察 を 尊ぶな り。 さて 又、 時に よりて は 筆なら ぬ 物に て 書きた るが、 中 

々を 力し くめで たきこと も ある 也。 枕の 草紙に、 〔割 註〕 頭中將 より 淸少納 言の かたへ、 試に 詩 を 書きて 

おこされし ところ、」 靑 きうす やうに、 いと 淸げに 逝 n 給へ る を、 心と きめき しつる さまに も あら ざり け 

り 省- 7 化 時 錦 帳 下と かきて、 末 はいかに/ \ と ある を、 いか^ はすべ からむ。 御 まへの おはし まさ 

U 钢 らん ぜ さすべ きを、 是が末 知りが ほに、 たど しきまん なに かきたら む も 兌ぐ るし など S ひま 

はす ほど もな くせめ まど はせば、 た^せ ハ おくにす びつ のきえ たるす みのあるして、 草の 庵 を たれ か 零む 

と 力き つけて とらせ つれ ど、 (下略)、 〔割 註〕 頭中將 いたくめ で、 淸女を 草の^り と あだ 名して ま 6 ら 1 

たる こと あり。」 か、 る 時^と りいで て かきた ら むは、 なか， （心お とり せらるべし。 すび つの 炭して 

かきたる 心しら ひいと めでたし 勢 物語に、 狩の 使の 條に、 鑌 松の 墨して かきたる 所 あり。 彼 物語 を^ 


て 味 ふべ し。 錄物訝 どもに 多く 見えたり。 蓮 如上 人の 御挚草 とい ふ も、 筆な き 所に て 草 をと りて 筆に 用 

ひ^ひし なるべし。 本草 綱目に^ 草と ある もの i よし、 北逯隨 筆に しるせり。 本 革綱冃 曰。 〔割 註〕 穀之 

部 禹餘糧 之 條、」 張 華 博物 志 言。 扶海洲 上 有，， ^草？ 共實喰 レ之 如- 大麥？ 、名-, 自然 穀？ 亦 名- -禹^ 糧？ (下 

略)、 本草 啓蒙 曰、 (小 野 蘭 山 著)、 集 解-' 藤 生ノ禹 餘糧ハ 土伏苓 也。 草 生ノ禹 脍精ハ fS 草 也。 一 名 自然 

穀 コゥ ボウ ムギ、 又ォ ，ー セキ シャゥ トモ 云。」 元亨釋 lsn。 釋闾 仁。 姓 壬 生 氏。 (屮 略)、 IK 長 十 年^ 

^十。 肩疲 g 昏。 思-命 不一 X。 於 fe 山 北碉- 結-, 草 菴-碎 居。 (中略)、 於レ 是以- 石墨 草 筆-書-妙法 華？」 此 

草 筆と ある も、 蒒萆を 川 ひられた るか。 さなら すと も、 便りよ き萆 をと りて 筆と して か、 „L たるなる ベ 

し。 又ァ ダンと いふ もの あり。 筆と なして ふとき 宇 はか、 るべ し。 品物 識名 曰、 ァ ダン (クサ ァ ダン、) 

石 v ま、 (漳 州府 志、) まの 字、 字書に 見えす。 草の 字 あり。 是歟。 茶 柳 當陸刖 名 也。」 と あり。 予が兑 たる も 

の圖の ごとし。 右^の 外、 猶取用 ひて 维 とすべき もの あらむ。 心 を つくべし。 又 書 を 成し 得ざる^: は、 指 

^ 1/  /  を 以て 墨 を 付く る こと あり 。-令 曰、 〔割 註〕 戶令弃 妻 七 出 之 條、」 夫 手 

^  J  ■/  HI 書與レ 之與- 一尊 屬近 親-!: 署。 ぉ不レ 解レ害 指爲レ 記。」 今 も 山 思の 者 、爪！： 

^ \  '  iff? とて、 指の さきにて 墨 をつ くる もの あり。 古風の 殘 りたる なるべし。 

； i  さて 筆を貯 ふる 事、 遊 舉往來 曰。 〔割 註〕 H< 台 沙門 玄惠 撰、」 挚持 様。 

夏者不 レ指レ 笠。 冬 者 可 レ入レ 笠。 常以， 鹽 湯，^ レ之。 爲レ 成， 一毛 和-也。」 常に さやと いふ もの を、 こ、 に 笠と 

いへ る もめ づ らし。 才葉抄 曰、 筆 は 未 染墨新 筆と て、 文字 を 書は帶 とけ ひろげて あしきな り。 墨 をぬ り 

pk、 て 乾て 少し 墨 枕 あるが 能 や。」 あたらしき 筆 は、 濃き 墨に てし ば/.^ 手 習して、 さて 休めお くべ し。 かき 味 

朝 よくなる なり。 能く 遣 ひなれ て、 意に かな ひたる 挚の そこな はれ ゆく は、 何よりも をし まる 、ものな り 

0 と、 師、 常にの 給へ り。 枕の 草紙に 曰、 〔割 註〕 人の 家に つぎく しきもの & 條、」 人の 硯を 引よ せて、 手 習 

0 を も 文 を も かくに、 その 粱 なつか ひ 給 ひそと いはれ たらむ こそ、 いとわび しかるべ けれ。 うちお かむ も 
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人 わろ し。 猶っ かふ も あやにく なり。 さお ぼ ゆる 事 もしり たれば、 人の する もい はで、 見る に 手な どよ 

くも あらぬ 人の、 さすがに 物 か、 まほし うする が、 いとよく つか ひかた めた る维 を、 あやしの やうに 水 

がちに さしぬ らして、 こ はもの ややり とかな に ほそび つの ふたな どに かきちらして、 よこざまに なげお 

きたれば、 水に かしら はさし いれて ふせる もに くき 事ぞ かし。 され ど さい はむ や は。」 此； 條は、 常々 心 

は 居べき 事に なむ。 筆 柄の 事、 藝苑譜 曰、 宇 士新物 数奇の 筆牀形 頗る 宜し。 夫より は 調度 掛を やつした 

る 攀筒尤 宜し。 是も黑 漆、 又は 朱 漆に して、 金泥に て 蝶 鳥 を晝 きたる、 甚 古雅に て， 冗し。 攀管は 蕭繹が 

いひし 金銀 管 は、 吾 ともがらの 事に あらす oil 漆よ し。 朱 漆是に 次ぐ。 此地 にある 夜叉 竹、 及び 世に いふ 

豐後 竹、 火色 さはし 篦 などの 矢 竹 もよ し。 右 夜叉 竹 以下の 譜 管に は、 金泥に て 二三 宇 ほど 銘を かく か。 

太き 管なら ば 蝶 鳥 をち らし 畫く べし。」 是に 管と かける はからぶ りなり。 つか 或は ぢ くと いふべ し。 又黑 

漆よ し。 朱 漆是に 次ぐ とい へ る もい か^あら む。 朱 漆に は 所謂 ある ことなり。 是 等の 事 ども 次々 にい ふ 

を 見るべし。 明 石卷に 云、 〔割 註〕 惟光 源氏の 君へ 道に て 筆 奉る 所、」 懐に まう けたる つかみ じかき 筆な 

ど、 御 車 と^むる 所に てた てまつ る。」 柄み じかき は 旅の さまな り。 須 磨の 記と いふ 物に も 見えたり。 綾 

小路 俊 量 卿 記 (^節の 郢 曲、) 〔割 註〕 此 歌の 事、 平家物語 にも 出で たり、」 しろうす やう こぜんし の 紙 まき あ 

げ の擎、 巴 かいたる 挚のぢ くやれ ことうとう。」 是は 五節の 舞のう たなり。 筆の つかと いふ は 古け れ ど 

も、 ぢ くと いふ もいた く 後の 事に は あらす。 さて 筆 柄 は 世に 南京 陶 など をめ づる人 も あれ ど、 もの か i 

むに は、 竹 葦の 類 ひに しく 物 はなし 。陶 はお もく、 太抦は あた、 まり 覺て よろしから す。 藝苑譜 にいへ る 

佘銀管 もめで たき はいふ もさら なれ ど，、 ^ゆるに はいか^ あらむ。 さて 又 巴 かきたる は， た^:^ にした 

る 事なる ベ けれど、 革 花な ど はか、 で、 巴 をし も かきたる は 心に くし。 巴は旋 り^ \て盡 きざる かたち 

なれば、 いとく めでたき ぞ かし。 本朝 文粹 曰。 〔割 註〕 大. 江 朝 綱、 後， 江 相 公に 奉る 書のう ち、」 抑篛實 文 

華。 是君 家之舊 物。 春風 秋 月 亦 君 家 之老扠 也。 斑 竹 筆 大様 墨 爲レ充 U 薪 用？ 各 一 雙 謹奉レ 之、 上下 略。」 是 


も 竹 軸な り。 いにしへ より 專ら 竹顿を W ひしなる べし。 ^朝 綱と いへ る 入 は 能 # なり。 ryA 小， H。  ^曆 

御 時。 野道 風與 i 朝 綱-常 成，， 手書 相 論-之 時。 兩人議 曰。 給，， 主上 御 判 ^ 互可レ 決-, 勝 劣^々。 の 巾 & 

御 判-之 處。 主上 被レ仰 云。 朝 綱 之 書 劣-於 道 風， 事。 譬如， -, 道 風 劣-, 朝 綱 之 才？」 如レ 斯道 風 朝 ほに も あらそ 

ふて かきな り けれども、 世に 知る 人 すくなき は 歎くべき 事な りかし。 ，江 家 次^ 曰。 (除 目の 所、) 砚、 筆. 

墨、 墨 ー廷、 筆 二 管、 繽釵、 鑌板、 小瓶、 小刀 等 云々。」 執筆 以 i 硯墨 S 割； B 故 實件擎 可 レ^-. S2 

小刀-給-外 記-令-入 替？ 硯、 〔割 註〕： 小レ 用-唐 硯？」 筆、 〔割 註〕 不レ 用-, 丹 管 斑 竹 等？」 除 目 行 はる-時、 ，w 

管 を m ひらる、 は、 只 生 質の ま、 なる を 賞し W らる、 の 表歟。 唐硯を W 給 は ざる も、 心 ありての 事なる ベ 

し。 漢籍 詩經 に、 靜女其 攣貽- 我 彫 管？ と ある 彫 管 は、 赤 軸の 筆の 事に て、 女史 專ら此 彫 を W ひ、 赤心 

を 表した るよ し、 ものに 見えたり と 菊 池 之 則い へり *ぉ國 むかしより 誓詞 を 書く に は、 必赤 軸の 筆 を 川 ふ 

るなら ひなる も ありき。 こ、 ろ を あら はすなる べし。 東鑑 曰。 〔割 註〕 治 承 六 年敉朝 公^ 勢 大祌せ 3 へ 奉り 

給 ふ 御 願書の 屮、」 抑柬州 御領 如ヒ 兀久不 レ可レ 有， - 相違， 留由、 住-二 ー宫 注文- 染，， 丹 筆-; k 筆レ 免^。」 此丹筚 

も^じ こ、 ろばへ なるべし。 唯 誠心-を うつし 出すべき ことにな む。 雲 葉 集に、 行成 卿、 

千と せまで あとと まる 筆の 跡 なれば かく 人 がら やひと もしの.  まむ 
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^ 天朝 墨 談卷之 五 

0  〇 墨 

0 和 調 « に 云く、 すみ。 墨 をよ むは、 そみ の轉 染の義 也と い へり。 、江 州 丹 波の 制尤 ふるし。 其 色 淡 墨に て 

&褪 なりし。 新續 古今 集に、 熊 野より 歸ま うでく と 問て、 よき 墨 や 侍る と尋 ける。 古今 著 聞 集に、 後白河 

^熊 野詣 に、 藤 代の 宿に て國司 松烟を 積て 御前に 置たり と昆 えたり。 爲 重の 歌 T あ ふ 事 を 松に かけた る 

藤 代の 墨の 名し るき かちの 玉づ さ、」 朝野 羣狨 に、 伊與國 墨、 讃岐阈 墨。 新猿樂 記に は、 淡路 墨と 見えた 

り。 我 邦の 製、 高麗の 佾傳 へし 事、 推 古紀に a えて、 南都 正 食 院の 古墨に も、 新羅 柳 家 上 墨と 書せ り。 

(下略 )、」 墨す りて 沫 立に、 耳の あか を 入る 事 は、 大雙 紙に 見えたり。 炭 は 墨 より 出た る 語なる べし。 (下 

略、」 此 染の義 とて、 そみ の轉 とい へる 說 はいか^ あらむ。 また 炭 は 墨より 出で しと は 誤れり。 炭 は 其 名、 

神武 天皇の 御卷に 見えたり。 墨 はいと 後に 唐土より 渡りし もの なれば、 前後の 違な り。 墨 は 炭と M: 言な 

り。 炭を抹 にして、 膠に て かため 墨 を 作りし もの なれば、 全く 同 物な り。 今 もよ き 墨 こそ あれ。 あし 墨 

は 炭の 抹也。 また 油煙 も、 松煙 も、 煙りと いへば 品 遠 ひたれ ども、 物に 付た る 所に て は 炭な り。 すでに 

鍋 炭と いへ るに て 知るべし。 墨 をす る 時、 沫 立に 耳の あか を 入る、 事， 大雙 紙に ありと も淸 からざる わ 

ざな り。 沫立は 墨 新しき 歟。 又は 墨の 形 厚き ゆ ゑなる べし。 厚からば 少し 斜 にして、 手前の 角より す 

り、 义取 a して 向 を 手前に してす るべき なり。 如レ斯 すれば、 大 かた 沫立 ことなし。 もし それにても 沫立 

たば、 硯も墨 も 取 かへ て、 他の 硯墨 にて するべき 也。 耳の あか を 入る i はいかに も淸 からざる 事な りか 

し。 墨 は 昔 はも はら 松の 烟 にて 造りし 物と 見えたり。 和名 抄曰、 墨。 蔣魴 曰。 墨 〔割 註〕 音 目、 和名 須 

美、」 以-- 松烟- 和レ膠 合成 也。」 延喜式 曰、 (圖齊 寮、) 凡 迭墨長 功 日 燒得烟 一 石 五 升。 煮烟 一 斗 五 升。 〔割 

註〕 二日 二 夜 乃 得レ熟 、 巾 功 短 功 亦 同。」 成！ i 九十 一一； 廷。 〔割 註〕 長 ft 寸、 廣八 分、 料 膠 一斤、」 凡 年 料所レ #3 
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遨 四百 挺。 C 長玄 寸、 廣八 分、) 絹 七 尺八 寸。 墨 料、) 綿 八兩。 (拭 墨 料、)」 今 はさまぐ よき 墨 を 造り 

W すま、 に、 さまぐ の 物の 汕を たきて 作れり。 建 綾足 大人の 詠草に、 故 梅^の 石 液 墨 を 得て、 「しな さ 

かる 越の 石 氣の煙 もてつ くれる 墨 をけ ふ 得つ るか も。 紅花 油な ど を もて 作れる も あれ ど、 石 液 はいと め 

づ らし。 此 うし は畫を もよ く か- れ、 畫の名 は 寒 葉齋と いへ り。 畫 IS のうち、... 和漢 雜赘の 自序に、 〔割 

註〕 是は畫 の 事 なれ ども、 文字のう へ にても、 かく あるべき 事 なればぬ き 出た る なり。」 夫賽 のよ きと ふ 

i、 ーッに は、. ：- の 高き、 二 ッには 筆の いたれる、 三ッに はよ く 物の 心 を かいとる 是 なり。 (中略) 某 一一 一 

ッが ひとつ だ も 易から なくに、 (上下 略、)」 心の 高き と は、 己れ おも ひあがりて、 世 を 見下す 事に は あら 

す。 またから 人の 心 高 上なる べしと いへ る は、 いかなる 事に かしらす。 我國 にて 心髙 しとい ふ は、 高產 

靈^-の 御鑤を 得て、 天地に ひとしき 位 をい ふべ し。 筆の 至れる と は、 筆の ゆく 所お のづ から 天地の 法則 

にかな へる をい ふ。 是則 心の 高き より 出る 事な り。 よく 物の 心 を 逢曰 きとる と は、 人物 iiTgfn や 木 はもと よ 

り、 山の 心、 水の 心 を もよ く 知りて、 其 心 を *1 きとる 也。 かく 萬 物の 心 を 知る 事 は、 天地の 心 を しらで 

はかな はざる なり。 是も又 心の 高き より 成る 事な り。 かく あれば， 其 物々 に 魂 入りて 活 きて aw る 也 

ズ 字 にても 同事な り。 是 H< の 御 心の 萬 事に 應 する 處ぞ かし。 さき/^ にい へ る をて らして 見べ し。 され 

ば、 此 一一； ッは 離れ.，^ に はなる まじき 事なる を、 三ッ がー ッだ にやす からぬ といへ る は、 ^し 心 ゆ 力す 

かし。 さて 古墨の 事、 好古 小錄に 出たり。 江 州武侬 墨、 梨家烟 など 圔を 出せり。 梨 家 烟は南 良 興 福 寺 妙 

喜 院に墨 摸 あり。 大師、 唐より 將來 する 所と いへ り。 我 友 高 島 正與、 此梨家 烟の錢 墨を藏 せり。 試る に 漆 

の ごとし。 正 興 曰、 此墨は 彼 妙 喜 院の墨 摸 を 以て、 當時、 南 良に て 作りし 物なる べし。 古雅なる こと 愛す 

るに 堪 へたり とて、 其 記 を 作りて 是に そへ て祕め もたり。 墨 はいかに も 古き よし。 され ども、 しめりぬ 

叱ば 膠氣 ぬけて あしくなる なり。 漆に てぬ りたる 箱に 入 置き、 時々 ぬぐ ひたる よし。 と 入木お にの 給へ 

り。 綿に 包み、 黑 漆の ものに 入れお く よしとものに 見えたり。 又 遊 學往來 曰。 若 紙 古墨 不レ 付。 入-白 
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水-^ レ^レ 之。 又 色紙 睜晝之 上 墨不レ 付。 入- -糯 粉-可 レ摺 也。.」 筆墨 之 所持 之 様 共。 能々 裹レ 綿。 常可レ 令- -隨 

身？ 松 焖者以 -1 新藺， 可 レ裹レ 之。 若 朽者石 鍋？ t 洗 レ之。 塗 レ膠干 之可レ 用。」 墨 は 手の あぶらし みて あしくな 

る もの ゆ ゑ、 むかし は 墨 柄と いふ ものにさし はさみて すりし なり。 此圖、 麒鱗抄 に 出たり。 形 さま/ i\ あ 

り。 雅遊 漫錄に 出した る 形 は、 菊 池 之 則が もてる のと 同じ 蒔繪 して 美しき もの 也。 是は 墨の 大小に より 

て あ ひがたく、 いとたより あしき ものな り。 さま はい やし けれど、 今 童の ffl る 竹に て はさむ もの は、 い 

とたより よき ものな り。 それ も 短くな りて こそ、 始の ほど は 紙に て 包みて 持た るよ し。 紙 はいと も かた 

き 紙よ し。 むく./ \ と 毛お ひて 落 ぬれば、 墨に まじりて あし 金箔 をお きたる は、 手の あぶらと ほら ざ 

るた めな り。 見る も 美麗に してよ し 。墨 は 力を入れす、 ゆるやかに たにしく するべし。 彼娥 鬼に すらせ 忘 

るべ かす。 墨の ゆがみた る は 心 見えなる ものな り。 狹衣 物語に 曰、 〔割 註〕 狹 衣の 君 文 かき 給 ふ 處、」 墨 こ 

まやかに おしす り つ 、かき 給 ふ。」 墨の すり やうに も、 さま/^ 心得 あり。 刖ぇ 貴人の 前にて は 心得 ある こ 

となり。 糗 古事 談闩、 宇治 左府 內覽臣 にて おはしけ る 所、 入道 大納言 光 頓卿臌 事に て、 院 より 御 使に 參， 

りて 物 を 申されけ るに、 あまり 題目 多く 重りければ、 左府 仰せられ けり。 事し げくな りぬ もくろく や あり 

ぬべき とて、 御 餱の內 より 硯紙を 取 出て 給 ひたりければ、 羝ぉ しをりて 少しもう ち 案ぜす か 、れ け. る 

が、 餘 りに たやす かりけ る を御覽 じて、 めして 是を見 給 ひける に、 書き ざま 誠にめ でた かりければ、 しき 

りに 御感 ありて 返し 給 ひつ。 光 頼、 座 を 立て 後 仰ら れ ける は、 あはれ 職 事 や。 又 世に か、 る 者出來 なむ 

や。 ゆく しき 君の 御た からかな と 仰ら れて、 た^し 一 の 人な どの 御前に て、 御硯給 ひて つか ふやう ぞ、 い 

まだなら は ざり ける と 仰ら れ けり。」 古今 著 聞 集に 曰、 後白河 院 御熊 野詣 に、 藤 代の 宿に つかせお はし まし 

たりけ るに、 國司、 松煙 をつ みて 御前に おきたり けり。 花 山院左 府中 山 太 政 入道 殿、 其 時 右大將 にて 御前 

に 候 はせ 給 ひたりけ るに、 此墨、 いか 稗の 物ぞ心 見よ と勅定 ありければ、 おと^ 右大將 にす、 め 申されけ 

れば、 硯を 引よ せて 墨 をと リて すらせ 給 ひけり。 その 様、 除 目の 執 挚の定 なりけ り。 左府見 とがめて しき 
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りに 感歎む けしき 有け り。：. ま 卞ゾ、 、^レ 墨 事。 〔割 註〕 除 薄 ^。叙^^ 墨， S ！々。 . . 卜：^: S?? 

凡 爲令 水^ 爲墨久 磨 之。」 是 等の 事 も 心得 おくべし。 ^墨の すり やう、 擎に墨 を ふくませ やうな ど、 こま 

かなる ところまで もく はしき 御傳 あり。 門に 入りて 知るべし。 毘^ 漫錄： ：。 曰。 南海 商人^ 

目-其 國- 還。 國王 第舆照 書稱- 野人 若 愚？ 又 左大臣 膝 原 道 長 書。 又 冶 部 卿源從 魚 ま！：。 凡 二. 王 之迹) 而 

若 愚章特 妙。 巾 土 能^者 亦 鮮。 能 及 紙 墨 光 滑。 左大臣 乃 國之上 相。 冶 部 九 卿 之  一 3。 ト按ズ ル 、淸^ 錄 

- 云、 〔割 註〕 前に 出した る 興 能 善書 こと を しるせり。 これ を 略す。」 是には 紙 墨 光^と あり。 前に 出した 

る 繭 紙の 所に は澤 ありと いへ り。 吾 國の國 がらと て、 萬の ものうる はしく 光^ ある こと、 他 邦に すぐれ 

たる を：^ るべ し。 狹衣物 詰に 曰、 〔割 註 J 飛鳥 井の 姬君を 道 成が 舟に 乘 せて ゆく に、 狹 衣の 君のお 給へ る 

扇の ありけ る を、 姬君見 給 ふところ、」 御 扇の 枕が みに ありけ るが、 手に さはり たる もこ、 ろ さわぎ せら 

れて、 先と りて 見れば、 淚に くもりて はか/ J^- しう も 見えす。 墨ば かり ぞ つや/ \ として、 た^今 かき 

袷へ る さまなる に 云々。」 月 H; 經 たれ ども、 墨色うる はしく 潤澤 ありて ぬれた る やう なれば、 只今 書た る 

が、 いまだ かわかざる を 見る やうに ありし 也 。是 はよ き 墨、 よき 紙なら では、 つや と ははえざる^ なれ 

ども、 第一 は 手の よしあし によるな り。 同じ 墨 紙 を 川 ひても、 手 あしくて は 美しき^ 澤 は^ざる なり。 

是筆遣 ひかた あたりなる ゆ ゑな り。 能書 は 皮肉 骨 具足り たる ゆ ゑ 潤^ を 含む 也。 恰肉^ を 兄る が 如し。 

是其術 至り、 心 氣充滿 たるより して、 文字に 精靈の 入れるな り。 さきぐ いへ るが 如し。 さて 又、 時に 

よりて は、 徵 ならぬ ものに て 書きた る も を かし かるべし。 北邊隨 筆に、 堤 屮納曾 物語に、 た、 う 紙に 草 

の 汁して 歌 かける 事の ある を 出されたり。 此 物語い まだ 見 ざれば、 その 時の さま 知られね ど、 旅な どよ 

りお こさむ 歌、 草の しる、 ある は 花な どのし るに て 也 I： きて おこせたら むは、 いと あはれ に を かしかりぬ 

べき 事に なむ。 前に 出した る 元亨釋 H 曰に いへ る 石墨の 事、 本草 綱目 曰、 〔割 註〕 五色 石 脂 之 條、」 黑石 £i。 

.〔 割 註〕 刖錄 曰。 一 名 石墨。」 一 名 石^。 時 珍 曰。 此乃石 脂 之 黑ぉ亦 可 レ爲レ 墨。 共性粕 い^ 與 -1 石炭- 不レ 同。 
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+m 人^ n 之 石？ 許 氏 説 文 云。 黛讜眉 石 也。」 本草 綱目 啓蒙 曰。 (黑石 脂 之 條)、 一 名黑 石。 (品 字 箋、) 

大和 本^ 黑士ヲ 狨ス。 即チ黑 石 脂 也。 云 城 州 山 科 ノ朿、 牛 尾山觀 音堂ノ 後一 | ァ リト。 此土 mi シ。 乾ケバ 

微靑 ft ヲ帶 ブ。 乂此 外處々 -1 ァリ。 天台 山、 嵐 山、 水 尾、 貴 船、 幡枝、 大 .5、 富、 潞谷、 魔ケ峯 等-一 

ァリ。 砂 ヲ去リ 石筆 一一^ ル。 (下略)、」 大和 本草 曰、 黑土。 山 州 山 科 ノ^ 牛^ 山觀 昔堂ノ 後一 一 黑 キ土ァ 

リ。 靑色ヲ ォブ。 ネバ ク シ テ 紬シ。 筆 一一 浸シ テ字ヲ 書クべ シ。 < 偫是 ヲ用テ 佛經ヲ 寫ス。 膠 ヲ不レ 用。 淸潔ナ 

ル故 ナリ。 ( 下略)、」 My 等 も 心得 居て よかる ベ き 事に なむ。 

〇 硯 

和名 抄曰、 硯。 書譜 云、 用硯之 法。 石 爲，， 第一 ？ 瓦爲， 第二？ 〔割 註〕 硯音 五甸 反、 訓 调美須 利、」 すみす り 

を 略してす にり とい ふなるべし。 新撰 字 鏡 曰、 研、 硏、 究、 硯。 〔割注〕 叫 形 同。 牛 堅 五 慮 二 反、 平 又 五 

a 反、 去 善 也、 礫 也、 熟 也、 窮也、 止 支彌 加久、 精 也、」 是に はとぎ みがく と ありて、 す^りと いふ 事な 

し。 また 歌に 見る 石と よむ 事 は、 文字の 旁と 篇を 分けてい へるな るべ し。 され ども 铋 夕に 見ん 石 なれ 

ば、 文字に よらす とも、^ る 石と いはむ 難な かるべし。 七十 ー赉 歌合に、 硯士 のうた、 「かきのから 月 かげ 

見れば 土 佐 石のお の ひかり はすくな かりけ り。 「逢 ふこと は嗨 かたければ 硯石 金剛し やう も かな は ざり け 

り。」 此詞喾 にい はく、 しゃく わう 寺 は 白み かたくて きりに くき。」 延喜 式に、 -硯、 镊膝 研と いふ あ 

り。 いかなる 形な りけ む。 好古 小錄 に、 東大寺 古陶 锿頭硯 の 所に、 朝野 祭 叔 に、 硯と 瓶と を 尾張國 

へお ふせて 進上ら せし 事 を ひきて、 延喜 式に いへ る 猿茆硯 も、 石 研に は あらざる べし。 古昔 は 瓦 陶の硏 

を 用て 石 研 はまれな りしよ しとい へり。 さて は、 此 歌合のう た を も ひきて、 此時 始めて 土 佐 石 王 寺の 硯 

材の 事み ゆ。 今 は^! 1 に 石材 出て 乏 からすと て、 雨 端、 鳳 足、 月輪、 金砂な ど數ロ § を 記せり。 雅 遊漫錄 

にも、 硯れの 出る 所 をし るしたり。 其 中に 日 {!: うどの 濱 より 出る は、 自然の の 形なる よし ハ へり。 視 

など は、 後世 ほどよき 村 は 兌 出る なるべし。 桂林 漫錄、 好古 日錄 等に、 古硯 古墨の 事 ども 多く 出たり。 
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その 書に て 見るべし。 太硯 のこと も 出たり。 今 も 竹^ を輕 くて よしと て、 旅の W にす る もの あり。 いか 

f あらむ。 硯 といへば 石ぞ 宜し かるべき。 他物 は 乾き やすくて あしかるべし。 文字 も 石に こそ 雙 びた ン 

なれ。 和名 抄 にも、 石 を， 第一と すと いへ り。 麒麟 抄に、 以- -瓦硯 -爲レ 本と ある は、 瓦硯は 公^に 川 ひ 給 

ふ もの ゆ ゑなる べし。 公事に 用 給 ふ 事、 右筆 用心 抄に兒 えたり。 茅 窓漫錄 に、 大雅^ の 所持せ し 舶來の 

澄 泥硏の II とて 出せり。 犬な どの 頭の 形したり。 いと 奇なる 形な り。 共 所に いはく、 朝野 羣载 に^えた 

る 猿 頭硯、 ^良 公^ 河 記に 見えた る 龍^ 砚の 類なら むと いへ り。 筷頭 といへ る 名に つきての 說 にて、 證 

と はしが たし。 此圖の さま、 官 物に 用 給 ふべき さまと もお も へ らす。 好古 日錄 ゆに 阖 を 出せる 松^の 硯、 

忠峯 がた など、 さま. <\ みやびなる も あれ ど、 か 


たち 異なる は、 うち 見に はめ づら かに こそ あら 

め。 用 ゆるに は 不便なる べし。 只 常 ざまの 硯ぞ、 

あく ことなくて よろし かるべき。 七十 一 桥 歌合の 

繪 にも、 只 常の 形の 硯をぞ か \ れ たる。 類聚 雜耍 

抄に 出た る 重硯莒 の圖、 寫 して 左に 出す。 此硯の 形 

も 異なる 事な く、 おだやかなる を 兌るべし。 ，江談 

抄 名物の 條に、 硯 の銘、 露、 ^冠木と あり。 是等 

いかなる 形な りけ む。 知る ベから す。 又古硯 とて 

强ち 尊む ベから す。 形に 吉凶の 差^ ある 事な り。 心すべし。 た ロロつべき は、 石 質 こまやか にて、 しか 

も 堅く、 古墨 もて 磨る に馴 合よ く、 叉 墨 水 早く 乾かざる 硯 なり。 か、 る硯を こそ 名硯 とはい ふべ け乜。 

古視 名物に は、 いかばかり よき 視も あるべ けれど、 得らるべき にも あらね f、 赤 出關の 上：： §、  Jra?ll、 石 

王 寺、 鳳 足、 金砂 等 を 取 交じへ、 夏 冬に よりて ffl てよ ろし かるべし。 此五品 を 試る に、 赤 關は ロ^ SJ く 


蒔 料金 廿三 兩、 漆 七 合、 旃料 

六お 疋、 裹塗 一 ニ疋、 口 白 料 S 

斤、 單功六 卜疋、 蝶鈿斜 A 百 

卜疋、 间 堀 料 七十 疋、 问绑 

料 書 料 九 ト疋、 

料 木 三寸 牛 板 六 (ィ 八) 尺弘ー 

尺 二 寸木道 料 六十 疋、 
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うる はしけれ ど、 うとく 

覺ぇ、 雨 端 は 品 くだりな 

ごや かなれ ど、 なつかし 

きかた はま さりて 覺ゅ o 

石 王 寺 は を-しく、 鳳 足 

はめ &し。 金砂 はう とき 

が 如くに てうと からす。 

ひ^き さ へ淸亮 として、 

すが/ \ し さ も覺ゅ か 

し。 枕の 荜紙 にくき もの 

、條 に、 すみつかぬ 硯と 

いへ り。 げ に馴 合う と 

き硯 は、 いとに く うち も わりつべき こ V ちぞ する。 旅な どに 

て もの かくに、 視面 あらく して {Hj しからす は、 むくの 紫に て 

視面を 磨り て 用 ゆべ し。 しばし は 墨 こまやか におる 、ものな 

り。 S は 堅き 硯を川 ひ、 冬 は 少し^ら かなる を W ゆべ し。 寒夜 

など 堅き す^り 墨 合 ひがたく ば、 肌な どに て 少し あた i めて 用 

ゆべ し" 堅き 硯 にても、 衷 をす きたる は 柔らかに 當 りて、 墨の 磨 味よ きものな り。 只硯は 度々 洗ふヾ 

し。 夏 はいよ/ \ しげく 洗 ふべき なり。 好古 小錄 に、 小硏 匣と いふ もの を圖 せり。 後一 1; 年输卷 物に も 出た 

るよ ししる せり。 平^物語に 云く、 平 大納： W ときたに のき やう その 時、 いまだ 左 衞！： のかみ にて おはし 
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ける が 云々。 ふところ よりこす ^りた、 ふが みとり 出し、 一 

筆 か いて 大衆の 中へ おくられ 云 々 。」 今 樂.^ の雄篥 の^に W ゆ 

る ものな り。 墨汁 を貯 へ て 旅 用に せし なり。 萬 紫^ 卷ト六 

(鹿のう た、) 我 耳お 御墨坩 (上下 略、) かく <る にて a れば、 

S くより 硯 ならで も、 墨汁 を貯蹬 きて 物 書きし 事 も あり けら 

し。 旅の W にの みせり ともい ふべ からす。 硯の 面の 脔を 吹く 

まじと ぃふ亊 は、 古くより いへ る ことなり。 锲 にも 出た 

り。 夫 木 集に 仲 正 T 偽りの 名 をのみ たて、 あ ひみぬ は^のう 

へのち り や 吹きけ む。」 是 にて みれば、 古くより いひ 傅へ たる 

事と 見え たれ ども、 何 ゆ ゑに あしと いふ。 其 ことの もとは 知ら 

れす。 又硯の 面に 物 かく をい むこと、 橋 姬の卷 E、 〔割^〕.：. 卞 

冶の 八宫姬 君 だち にこと なら はし 給 ふところ、」 姬君 御硯を や 

をら ひきよせて、 手 習 ひの やうに かきまぜ 給 ふ を、 これに か 

き 給へ。 硯に はかき つけ ざン なりと て、 紙 を 奉り 給へば、 はぢ 

ら ひて かき： ふ。」 かく あるに て 見れば。 も はらいみ あへ りし 

事と きこ ゆ。 此處、 湖 月抄の 注に、 河 海抄を ひきて、 菅 家の 御 

U 記に も、 視の 面に 不レ 書 と ありと い へ る を あ げたり。 是も 

古き 諺と 聞え たり。 今^に 「見る 石のお もてに 物 も か.^ ざり 

きたけの 裼枝も 遣 は ざり しに。」 と い ふ 歌 を、 菅祌、 都 を 出^ ふ 

^の剁 作と いへ ど、 たしかなる 傅 もなければ、 御詠と もき は 
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めが たし"、 或 人 曰、 硯 面に 物 かくは、 人を識 言す る こと をい へり。 人前に て密に 見す る 時の しわざな 

朝 り。 たけの 楊枝と は 長き 楊枝な り。 貴人の 前にて は 長き 楊枝 を 遣 ふ は 無 鱧な り。 一首の 意 は、 人を讒 す 

m る 事 もせす。 义無鳢 なる 事 もせ ざり しにと、 うち 歎き 給 ひしな りと いへ り。 此說 おもしろき やう なれ ど 

該 も、 ^此 うたにつ きて 設けた る說 なるべし。 菅家傅 記 拾遣抄 曰。 或說 云。 在 n 配所， 吟レ詩 詠-, 和歌？ 以，， 

紙^, 爲， -忘憂 友？ 雖レ然 悲淚最 難 レ盡。 我 遭-, 無 霄め|？ 世 諺 云。 吹 n 硯 塵-有 レ節。 用- >  揚抆 受 -1 無實？ 仍 

;_tvN 和歌 曰、 「都に て 硯の塵 も 吹 かざりし 節の 楊枝 もっか は ざり しが」 と あり。 是 はまた 少し 逮 ひた 

り。 さまぐ にい ひ 傅へ しなろ べし。 高 島 正 興 も此文 おだやかなら す。 俗 じがた しとい へり。 硯而の 塵 

を 吹かざる 事 も、 ^而に 物 かくま じき 事 も、 その 事の もとは 知る ベから ね ど、 古くより いむなる 事と い 

ひ傳 へたる 事 なれば、 今 もい むべき 專 になむ。 觀鵞； .= 譚曰、 上代 は硯を 左に 蹬、 鉞を 右に 置て 習 ひしな 

り。 證據 ある 事な り。 今 こ、 に略レ 之。」 とい へり。 此 上代と い へ る は、 和漢 いづれ の^に や。 我 阈の古 

へ、 ^に砚 を 左に 置きし とい ふ 事 あり や。 管兑の 知る 事に あらす。 され ども 源氏物^な どの さま を兒る 

に、 勝手 あしき 左に きたる さまに は^えす。 廣 きもの、 或は 卷物 など を 書く に は、 左に 置て 書た るな 

るべ し。 閑 W 次维に 出た る 古 畫の寫 し、 小 野道 風の 像と いへ るに は、 硯を 左に 置きたり。 又 或 書に 机の 

事 をい へる に、 筆 返し を 一 方に 付て、 一 方に はっけす。 卷物を 流して 書く ため 也と い へり。 害き たる 所 

を卷 けば 墨 うつる もの ゆ ゑ、 右の 方 を 流して 誊 くなる べし。 然れ ば、 硯は 左に あるべき なり。 是等は 其 

物に よりての 事な り。 常の 事に は あらす。 師曰、 硯は羝 の 長短に より、 左右 紙 先 共 得手 をよ ろしき にお 

くべき なりとの 給へ り。 

〇 水 滴 

水 入 はいに し へ とても、 さま，， s\ の 形なる が ありけ るなる ベ けれど、 大 かたは 硯 瓶と あり。 又 鼈の 形した 

る を 川 ひたりと 兑ゅ。 和名 抄曰、 水滴 器。 御覽专 n 錄云。 水滴 器。 〔割 註〕 今按 。和名 須美 數现贺 米。」 延喜 
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式日、 (§ltsr〕 札 行幸 從駕御 研 案 一具。 〔割 註〕 研 一 口、 筆 十 管、 銀 小瓶； 口、  挺、 雜れ 紙数 不 

レ 定、」 宋 摘花卷 に、 〔割 註〕 源氏 君 戯れに 御 自の顏 に 紅粉 をつ け 給へ る を、 紫 上の ご ひ 給 ふところ、」^ 硯 

のかめ の 水に、 みちの^ 弒 をぬ らしての ご ひ 給へば、」 榮 花物認 に、 (石 蔭の 卷、) 御 まへの なでしこ を 人 

の を りても て參 りたる を、 の 鉀 まへの 御す ビり がめ にさ \ せ 給へ る を、 東せ：： とりちらさせ 給へば、」 是 

等に て 見れば、 口 廣き瓶 を も W ひしと み ゆ。 水瓶の 事、 古書に 所々 に 見えたり。 是は 匕な どに て 汲みけ 

るなる べし。 水 はいかに 淸き 水と いふと も、 獨り ある ものな. si ズ、 瓶に 入て M け.. H、  ^り は 沈みて、 上 

はいと/.,... -淸 くす む ものなる を、 匕な どに て 汲みと らば、 いとよろ しかるべ し。 さ^ど も：；： 々 に 新なる 水 

を 用 ゆべき なり。 夜 鶴 庭 訓抄に 曰、 硯瓶ハ 一 銀、 二 茶碗、 三 貝、 ra: 銅、」 龅の 形な りけ る 寧 は、 木 朝文粹 

曰。 七月 三日 陪-, 第 七 親王 讀書 閣？ 同 陚-- 弓勢 月 初 三， 應 レ敎。 源 順。 先 朝 第 七 親王 讀 書閣。 去 ^以来 筆硯 

生レ 塵。 匣 屮水龅 含-一 冬 冰-而 徒 咽。 (下略、 ヒ かく あると、 枕の 草紙に あ をし のがめ 〔割 註〕 此文、 下に 出せ 

り。」 とい へ るに て 知るべし。 龜は形 もよ くこと に壽 をめ づる もの なれば、 贵人も 川 給 ひしなる べし。 さ 

れ ども 常に 用 ゆるに は、 ^に 出した る 類聚 雜耍 抄の圖 にある 水 入の 如く、 嘴 ほそく さし 出た る は、 水 を 

出す に、 少しく も 多く もこ 、ろの ま、 になり て いとよし。 猶人々 の妤 みに 隨 ふべき なり。 

〇 文 鎭 

江 家 次第 曰、 〔割 註〕 外 記 政の 所、」 史生 取レ文 置-案 上？ 以 n 鐵 尺-置 レ上退 申 云。」 今 手 習 ふ 童子の もた るけ 

さんと いふ もの 是に 似たり。 けさん とい ふ 名 は、 けうさん と まぎれた るか。 けうさん は、 同齊 曰、 〔割 

註〕 直 物 所 除 目の 時、 召 名の 中 失錯 等 ある を 直す ところな り。」 先取 レ刀 削レ 之。 〔割 註〕 若 摩 穿 所有び レ紙 

配レ 之。 下 亦 问。」 次置レ 刀執レ 筆書レ 之。 次剁- ー夾^ ご 夾：^ けうさん と いふ。 此所 頭書 曰。 夾^^ 三寸 以 

レ 竹作レ 之。 以レ 絲結レ 之。 或以 -ー弒 捻-結 レ之。 兩說 也。 と あり。 是は 竹に て 作りて 弒を はさみお くもの な 

り。 枕 草紙に も、 御 さう しにけ ふさんして 云 々といへ る も、 よみきり たる 所 を、 けうさん に はさみお ける 
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なり。 又け さん は堺茶 敷。 此名， ものに 見た る 事な けれど、 紙に 界 引きても のかく 專 あり。 源氏に け かけ 

てと いへ り。 折目 付て 書く を 折堺 といへ る 事、 江 家 次第に 見 ゆ。 白界を ひく を苄界 といへ る 事 も 物に 見 

えたり。 されば 界 ひくた めに 用 ふる 具にて、 けさん とい へ る を、 紙のお さ へ にも かり 用 ひたる なるべし。 

文鎭は 何に てもう る はしき 物 をと り^ひた るよ ろし かるべし。 輕き 重き、 長き 短き、 さま /5>\ もちた る 

よし。 

〇 机 (文 臺) 

和名 抄曰、 書 案。 〔割 註〕 俗云不 美都久 惠、」 和訓 菜に 曰、 つく ゑ。 机 案 をい ふ。 坏 居の 義。 ^れの 反い な 

り。 今 專らに 文 机を稱 せり。 され ど飮 食の 具 を 本と す。 R 本紀 にも、 百 机 飮食を も-とりの つく ゑ もの 

とよめ り。 古事記に、 百 取 机 代物に 作る。 儀式 帳に、 机 代 二百 十 前と み ゆ。 式に、 切 案、 高 案、 大 案な 

ど 見えたり。 源氏に みその つく ゑお きもの 、つく ゑ、 建武 年中に、 白木の つく ゑな どい へり。」 つく ゑ 

は、 祌代卷 保 食祌、 月夜 兌 尊に 饗し 給 ふ 所に 出 たれば、 もと 飲食の 具なる 事 は 勿論な り。 萬 葉の 歌に も そ 

のさ まに よめり。 され ども、 つく ゑと いふ は、 つきす ゑの 約に て あるべ けれど、 坏 居の 義 にて は ある ま 

じく、 これ はついが さね、 ついたてな どのつ いは、 つきの 音便に て、 つき かさね、 つきたてと いふ 事な 

る。 そのつ きに ひとしく、 すべて 物 を やすく すみやかに する 事 をつ きとい へる 也。 日本 紀に、 急 居を蒐 

岐于 とぎる にても 知る ベ し。 つく ゑ はこ-にも かしこに も、 意の ま \ にもて ゆきて つきす う る もの ゆ 

ゑ、 つきす ゑと いふ を 約め て、 つく ゑと いふなるべし。^ れば、 何 にても 居る もの ゆ ゑ、 書 案、 mil 物 案、 

硏案 などい へり。 机 案の 名、 延喜 式に 多く 見えたり。 又眞淵 大人の 古器 考に、 圖を もしる してく はしく 

いはれ たり。 延喜式 木工 寮の 所に 曰、 研 案。 太 政 大臣 案。 〔割 註〕 長 叫 尺 五寸、 廣 一尺 七寸、 高 二 尺 三 

寸、」 左右 大臣 案。 〔割 註〕 長 三尺 X 寸、 廣ー 尺 六寸、 高！ 一尺 一 寸、 三位 准レ 此、」 w 位 五位 案。 〔割 註〕 長 一二 

尺 ニ寸、 廣 一尺 ニ寸、 高 一尺 七 寸、」 是は 公事 ある 時、 執筆の 料と 見えたり。 是等は 朝 庭に て 依 式の 物な 


れば、 常に 用 ふべき さまに も あらす。 詩歌 を 書く にも 手 習す るに も、 机に よりて 書く^ は、 勝手よ きま 

、にと り 用 ひたる にて、 貴人の 前 はいふ もさら なり。 私の すさみに も、 下にお きて #1  くが 常の 事と はえ 

たり。 葵卷 に、 〔割 註〕 葵のう へう せまし、 後、 源氏 君の こもり 居 給 ひし さま をい へる ところ、」 御 帳の ま 

へに 御硯 などう ちちら して 手 習 ひすて 給へ る を、」 胡蝶 卷に、 〔割 註〕 玉 かづら の 君の かたへ、 源氏 君 渡 

り 給へ る 所、 玉 かづら の 君の さま、」 手 習 ひな どして うちとけ 給へ りけ る を、 おきあがり 給 ひて は ぢらひ 

袷へ る 顔の 色 あ ひ、 いと を かし。」 是等 みな、 下にお きて 書け る さまな り。 狹衣 物語、 大卯 物；^ などの 繪木 

にも、 皆 下にお きて 手 習 ひする 圖 あり。 され ど、 机に よりて I 曰く 事 も：^ えたり。 調虔 歌合と い ふ もの 

に、 〔割 註〕 机が よめる うた、」 袖 かけて 硯を ならし かく 文と 人に すみつく えと もなら なむ、」 是は まさし 

く 机に よりて 物 かける さまな り。 手 習 机の 寸法、 昔の あ ともあれ ど、 畢竟 人々 の 身に 應じ、 .K き ほどに 

作るべし。 是等は 古き 跡 をのみ 守るべき 事なら すかし。 さて 又、 文臺の 事、 是も手 かく もの は 心得 居て 

よかるべき 事に なむ。 文臺考 とい ふ ものに、 古今の さま、 圖をも 出して く はしく しるしたり。 其屮ー 二 を 

此處に 出す。 m 槐記 曰、 治 承 二 年 六月 十七 日。 今夜 有- -內 御作 文？ (中略)、 召 文臺。 〔割 註〕 土髙坏 卜： 置- 

朝餉 御硯莒 蓋 ご (識者 說云、 是 上古 ヨリ ノ文 臺ト云 ヘル 如レ此 也。 硯ノ 蓋ヲゥ ツム ケテ 高坏-一 載ス ルナ 

リト 云。) -弘仁 內裏式 云、 九月 五 曰 菊花 荽曰、 內藏寮 立-文 臺？ 〔割 註〕 錦-虎 皮-立- -臺 上-居-革 箱？」 (按 

ル 一一、 此 文臺ト アル ハ、 山槐記 一 一所 記ノ モノ ト異 ナルャ ゥナリ C 几案 ノ^  ノヤ ウー 一 兌ュ ルナ リ。) 績浚撰 

(秋 屮) 云、 九月 十三夜 十 首 歌合、 昔の 長柄の 橋ば しらに て 作りた る文臺 にて 講ぜられ 侍りし 時、 名所 

天 月、 太 上 天皇 、「月 も猶 長柄に くちし 橋 柱 有と ゃこ& にす みわた るら む o( 按云、 此御 時の 文臺 は、 今時の 

朝 文臺 のさ まの やうに 聞え： る。 或 人 云、 今ャ ウノ 文 臺ハ、 足利ノ 末、 宗祇ノ 比、 速 歌ノ用 一一 ナシ タリ ト 

0 思 ヘリ。 濫觴 タシ カナ ラズ 云々。 後深草 院建長 二 年 一一 撰 上 ナリ。 太 上 1K 皇ハ 後嵯峨 院ノ御 事ナル ベ シ。) 

^ 明月 記 建 永 二 年 三月 七 B 條云、 御-幸 賀茂 社-有-歌合？ 以 榊 枝， 爲- _ 文臺？ 枝 本 向， 御社 方？ 以- 一木 葉 面 • 
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； F レはレ 上 之. E 有レ 仰" 共^ 了 又 幸-上 御社， 有，， 歌合？ 以， 一 松 枝- 爲， 一文 臺， 云々。 (按 云、 此珍 ラシ キ事 也。 

三輪 社ナ ラバ 杉、 住 古社 ハ松、 稻 荷社乇 杉、 北 野社ハ 紅梅、 松 ノ類ヲ 可レ用 歟。) 鑌 拾遺 柒、 中納 言に 侍 

ける 時、 賀茂 社に まう で 侍りけ るつ いでに、 榊の 枝 を 折りて 歌 講じ 侍りけ る 後、 ほどへて かもの 季 保が 

許に つか はしける。 後 土 御 I： 內 大臣 、「千 はやぶ る 祌に頓 を かけ 置きし 锏の 枝の をり ぞ わすれぬ」 (私 云、 

是 モ文臺 ト ハナ ケレド モ、 明月 記ノ 趣-一 似 タリ。： >猶 く はしく は 本書に て 見べ し。 さて 此 明月 記の 文 は、 

年 山紀閒 にも 出されて、 それに は 社頭の 文臺と 題せられ たり。 明月 記 も、 繽拾遣 も、 社頭に ての 事 なれ 

ば、 必 社^に て^ ゆる 例なる 歟。 安藤ぬ し 所^ ありて、 社頭の 文臺と 題せられ しに や。 それ はと も あ 

れ。 いとすが， しく 覺 ゆる わざな り。 しかし 是は 時に とりて かりの 事と 見えたり。 此 もとは 延喜式 

に、 (木工 寮の 所、) 椐案。 〔割 註〕 以レ 槍爲レ 之、 長 五 尺 三寸、 廣 三尺！： 寸、 高 二 尺 五 寸、」 と ありて、 、江 家 

次^に、 〔割 註.〕 公卿 勅使 進 發幷路 次 儀のと ころ、」 次 着-一直 會殿？ 〔割 註〕 入 レ自， 一 北戶- 着-西 掖座ー 南面、」 

兼 居 一一 使 以下 酒肴？ 精 ー黑 木， 爲レ 机。 〔割 註〕 以-ー 櫓 木 葉， 付-机 等 脚-編 レ 葉敷レ 面、」 作-一 小莒， 盛 一一 菓子 肴 物？ 

と ある は、 式に いへ る 柯 案に て、 明月 記に いへ る 木の 枝 を 用 ゆる 事 は、 此し もとづく ゑの 意なる べし。 

椐案を 結び づく ゑと もい ふよし なり。 されば 木の 枝 を かりに 用 ゆる 時 も、 此名を かりて、 榊の 結び づく 

ゑ、 紅葉の 給び 机な どい は t -、 名 もい とみやび なるべし。 むかし は 何 にても かり 用 ひ、 歌な ど を 居うる 

時 は文臺 といへ るな り。 承 安二 年 尙齒會 の繪卷 物の 文に 曰、 次に 講 者の わらう だ を、 官內 のかみ のまへ 

にお かす。 ズ文臺 (蒔 繪硯銪 蓋)、 をお く かの まへ にむ かへ たリ。 〔割 註〕 侍、 これ をと る。」 宫內 のかみ わが 

かたに むかへ るた よりな きょし をい ひて、 座の 上の かたへ おしやる。 次に 和歌 を おん 序につ きて、 淸輔 

先 STm のす のこしき を經 て、 文臺 のほとりに よりて ひざ ま つきて、 歌 をお きて 本の 座に か へる。 (上下 

略、 3 是に硯 ^の ふた を文臺 といへ るに てお も ひみるべし。 共用 ひやう は圖 にて 知らる。 只 何事 もみ やび， 

にあるべき なり。 藝苑譜 曰、 凡そ 文 房の 具、 奢侈 は禁 すべし。 分に 應 じて 物す き は あるべし。 大樣 塗物 
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ir^ 物 をよ しとす 

だし も 可なら むか 


H- 下の 人 ♦ 

の す 


、七 


世に いふ さび もの、 物 數奇に 過ぎた る 物 はむ さくき たなし。 貴人 及び la 豪な ど はま 

中等 以下の 资產 ある もの、 又は 窮儒、 貧 生な ど はさび 物 を 用 ゆべ からす。 飲食の 器 

は 猶更此 心得 あるべし。」 枕の 草紙に 曰、 〔割 註〕 入の^ にっき 

づきし きもの、 條、」 硯 きたなげ に麋 ばみ、 墨の かたつ かたに 

しどけ なくす りひら めかし、 ろうお ほきに 成た るが、 さ V し 

などした る こそ、. 心 もとな しと 覺 ゆれ。 萬の 調度 はさる もの 

にて、 女 は鏡硯 こ そ 心の ほど^ ゆるな ン めれ。 おき くちのは 

ざめ に、 靡 居な ど 打 捨てた る栉 こよな しかし。 はまして ふ 

づく ゑ淸げ におし の ご ひて、 重ねなら すば ふたつ かけごの 硯 

のい とっき^ \- しう、 まきゑの さま も わざと ならね ど、 を か 

しうて 墨 筆の さまな ども、 人の：：： とむ ばかりし たてた る こそ 

を かし けれ。 と あれ どか- * れど、 同じ 靡と て、 くろば この ふ 

たも かたし、 おちた る 硯ゎづ かに^の ゐ たる、 ちりの 此^に 

ははら ひがたげ なる に、 水う ちな がして あ をし のがめ の n お 

ちて、 くびの かぎり 穴の ほど 見えて、 人 わろ きな ども、 つれな く 人の 前に さし 出づ かし。」 或 人 曰、 舉硯 

など こそ あれ。 机のう へ は 美麗な りと も、 それにて あしき 手の 能くなる もの か は。 問のう ち 机上 は澳ば 

みきた なげな りと も、 心 だに 淸淨 なれば よきな りと いふ 人 あり。 いかにと g ふ。 答 曰、 げに 心を极 元と 

する^ はいふ もさら. なれ ど、 しか かたくなして いふべき 率 か は。 莊 ^によりて いよ^ \ 心 も淸淨 になる 

ものな り。 すべて；. K 地の 間にある もの、 無用の 物と 見 ゆるが 多 けれど、 其 無用が こと，， J.\ "く冇 W なれば 

こそ、 天是を 生じ 給へ。 その 理りは 凡 知 を もて 知るべき 事に あらす。 たと へば、 鳥の 翼 は {仝 を 飛行す る 
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爲 めの もの なれば、 黑. Slf 紅の 文 彩 は 無 川の ものに て、 衆鳥鳶 烏の 如く にても あるべき に、 其 もの その 

ものに よりて、 天 是に文 彩 を 與へ給 ふ は 何の 川ぞ や。 能くお も ひ a 給 ふべ しと 答へ ぬ。 

〇 書 齋 

書 齋は靜 なる 處 をよ しとす。 麒瞵抄 口。 凡書 舉 人^ 居， ー摟 靜- 一心 腑？  if 翫 -ー 翰墨？ (下略)、」 是 は必樓 

毫を よしと い へる に は あらす。 靜 かなる 所 をよ ろしと す るな り。 同書に、 宗弘 1. 師手 習の 詩 を あげた 

り。 其 詩 曰。 先织 レ靜レ 心。 餘莫- 追尋？ 春 花 秋 月 或 浮 或 沈。」 c 吊に 心 を しづめ、 春 花 秋 月 を も 心 裏にう か 

めて、 うや/ \> しく みやびに 手 習ぶべし。 事 ありてい かに 騷々 しき 中に て 物 ま C  くこと ありと も、 少しも 

たぢ ろがぬ やう、 心氣の 治り は 常の 鍛煉 にある 事な り。 然れ ども、 心氣 だに 治れば よしと て、 成るべき 

事 を もせざる は、 なかくなる べし。 松が 枝の 卷に、 〔割 註〕 源氏 君 もの HE 給 ふ 所、 前に も 此處の 全文 を 

出したり。 I 例の しん 殿に はなれお はしまして かき 給 ふ。」 是 閑寂なる 所に 居て 窖 給 ふなり。 かば かり 勝れ 

たる 人 にても、 大専の 品 は 靜 かなる 處に 居ても のし 給 ふ 事 見るべし。 され ど 餘り靜 かにて さびし からむ 

も あしかるべし。 女房な ど 二人 一一： 人く ち をし からぬ 限り さむら はむ ぞ よろし かるべき。 かしこに いへ る 

さまお も ふべ し。 

或 人 ：！、 ふみ：^ 乎 習 ふに は、 南の 屋は 眼いた み、 北の 屋は氣 つかる。 靑葉を 見る よしと いへ り。 さも あ 

るべ し。 軒 近く は みづえ さし、 しげりに しげり ゆく 木の. いと 高く は あらぬ よし、 見る に 心う きたつ もの 

ぞ かし。 常！ ^木 は 遠き よし。 ふと やかなる 松 五本ば かり 高 やかに 立な みたろ を 仰ぎ見 やりた るいと よ 

し。 月の くまと なる がに く、 覺 ゆる も、 なか. /(\ に を かし。 軒に 立てる 木 は 桐よ し。 ふくつけ きまで ひ 

ろごり て、 日影 を さ ふるよ、 雨に も 昔き 、たるい とよし。 

春 は^ち かく 梅う ゑた る、 東 向の 屋 よし。 うら/ \ と 照れる 日 かげに、 梅のう ちか をり たる、 待 人の 香 

にな どうち す ン じつ V 手 習 ひたる、 こ i ちいと よし。 花 盛なる 頃 は、 野に 山に あく がれて、 千代 も經ぬ 
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、へしと まど ひ あるき、 筆の ゆく へもう ちわ すれた る ものから、 見る ものき くものに つきて、 S ひう ろ S- 

も あらむ かし。 

夏 は 北お もての 屋 よし。 池の 心 ひろく ほりな し、 水草し げから で、 魚な どの かきつらね ゆく が^ゅる、 

いと 凉し。 水は淸 きこ そよ けれ。 もろこしの 何が しを學 びて、 黑く けがしたら むは あやし かりぬべし。 

集る と は あらね ど螢 もつ どひて。 

秋 は 西と いはま ほし けれど、 入日 かげきら，/ \ とさし 入りた る は、 いと さびしく、 筆 も硯も なげやりつ 

べき こ、 ちして まし。 山 高く 築き、 もみ づ べき 木な どう ゑたら む も、 あながち なるべき にや。 みじかき 

日 は ともかくも 過して、 ともしびの もとにて 手 習 ひたる ぞ よき。 ^蟀 のかた へさら す、 夜す がら 鳴きた 

るに、 時雨の さと ふり 過ぐ るな ど。 

冬 は 南お もてなるべし。 いとよ わき 日 かげの、 雪に はやされて、 くま/ ^まで あかう 見 ゆるよ。 遠き 山 

"^など 見 はるかす 高き 屋も よし。 

〇 雜 事 

物の 結び N に 墨 を 引く 事 心得 あり。 江 家 次第 曰。 (除：；： の 所、〕 大臣 卷>1 大^? 〔割 註〕 加- 懸 紙-加 レ 封、」 

次 結-同 成文-結 レ之。 上引レ 墨。 〔割 註〕 引 結 目上 並 成文 等 也、 竪-- 筆端-書 レ之、 構-筆端-時 不レ快 云々、」 結 

目に 墨 を ひく は、 其 所に 心氣 をと^ むるな り。 故に 人、 密かに 解 見る 事 能ざる 也。 されば 筆端 を橫 にして 

は、 心氣 と^まらざる ゆ ゑ、 不快と いへ るなる べし。 

枕の 草紙に 云く、 〔割 註〕 主上の 御前に て 淸少納 言うた かける ところ、」 しろき しきしお した、 みて、 是に 

只今 おぼえむ ふること ひとつ. ビ つかけ とお ふせらる、。 (巾 略)、 「とし ふれば よは ひは老 ぬし か は あれ 

ど 花 を し^れば 物 思 ひもな し。 とい ふ蔡 を、 君 をし 見れば とかき なした る を 御らん じて、 たにこの 心ば 

へ どもの ゆかしが りつる ぞと 仰せら る 、 ついでに、 圓融院 の 御 時、 御前に て さう しに 歌 ひとつ かけと、 殿 

  ； 〇 五 
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ト- 人に おふせら 比-ける を、 いみ じう かきに く V すま ひ. S. 人々 ありけ る。 さらに 手の あし さよ さ、 歌の を 

りに あは ざら む を しら じと おふせられければ、 わびて 呰 かきける 中に、 只今の 關白 殿の 三位の 巾 將と聞 

えけ る 時、 「しほの みつ いつもの うらの い つも/ \\ 君 をば ふかくお も ふ はや わが。 と いふうた のす ゑを頓 

むは やわが とま へりけ る をな む、 いみ じくめ でさせ 給 ひける と 仰せら る、 も、 す^ろに あせ あゆる こ 

、ちぞ しける。 

^山紀 間に！：、 和歌に 缺字、 恋 胤 卿 Hii. 水. 止 叫^ 阁十： 一 日- .ム、 濃 州 左 衞門督 (基音 卿) -狀 到來。 先 

IH 返事 也。 有レ 歌、  . 

心 ある 君に と はれて 三と せ ふる あづまの 旅のう きも わすれつ 

^家 卿の 御 自筆の 歌に も、 此體 ありと てし ろされ たり 。貴人に S ひて は、 か、 る 事 も 心得 あるべ きな 

り .o 

富 士ハ介 大んの 詠 本、 予が 持た る を、 或 人 こと /^く 類題に して、 富士谷 家集と いふ ものに せむ といへ 

り 。予、 其 人に いへ りけ る は、 詠草の 歌、 たと へば 萩のう た、 露のう た、 H のうた 並びた る 所に、 共 t- の 

情に よりて 一 歌に てあか ざれば 三 叫 首 もよ み統 けて、 一 ッの情 をい ひたる 所 ま、 あり、 是を萩 露 月と 分 

ちて、 各 その 部へ 入る、 時 は、 きれ-^に成りて、 作者の本意を失ふ事なり。 そのうへ、 その ハ牛 月に 

て、 其 人の^の ト： にあり し 事 ども 思 ひ 合され、 言外に こめた る 情 も 知られて 感る事 ある もの なれば、 家 

集と ある 時 は、 詠草の ま、 にあり たきもの なりと いひ 入たり し。 色紙、 卷物 などに 古歌 を 書く にも、 此 

心得 必 あるべき ことなり かし。 此 g 藝苑譜 を a れば 曰、 詩 を 選す るに 數首 ある 詩 を 節 略し て 載す る こ 

と、 土.^ もす る 事 なれ ども 誤り ぞ。 數首 ある 詩 は^ 一首 を 起句と し、 終の 詩 を 結句と して 作る ものな 

れば、 何 首 ありても 戟 べし。」 といへ り。 予が思 ふ處に ひとし。 

我^ は！ K の正帶 にあたり、 寒暑 ほどよく、 叫來ゃ 正しき 國 にて、 天地の 結び すぐれたれば、 萬 物の 靈 もす 


ぐれたり。 故に 唐人も^ ゃ國 と^せし 事、 ^人の 知る 所な り。 其 箏は辩 = 本紀に 記さ / 

ぐ。 〔割 註〕 文武 天皇 慶雲 元年、 粟田 眞人 ^國 より^ 朝せ ると ころ、」 秋 七月 位下 粟 m 朝臣 眞 人 國- 

至。 初 至レ唐 時。 有 レ人來 問 臼。 (中略)、 問答 略 了。 恧人 謂-我 使-曰。 亟聞。 海^ 有- -大 倭國？ 謂-之^ 子 

國？ 人 K 豐樂 禮義敦 行。 今 看- - 使 人 儀容？ 大淨豈 不レ信 乎。 語畢而 去。」 此眞 入の 事、 新恧 HE 日本 傅 曰。 長 

安元^ 共 王 文武 立。 改ヒ兀 大寶？ 遣 n 朝臣 眞人 粟田-貢-方 物？ 朝 ほ 眞人微 --唐 尙^, 也。 冠 進 德冠頂 有- 

華^ W 披？ 紫袍 ぉ帶。 眞人 好レ學 能レ 文。 進 止 有 レ容。 武后 宴-之 麟德殿 ご 莨 人が 容姿 進退まで も 勝れた る 

事 見るべし。 此 外我國 のこと を、 異邦に 稱譽 せし^、 異稱 日本 傅に 多く 出たり。 彼 書に て见 るべ し。 か 

く 脇れ たる 國 なれば、 手 かく 事 も、 其 初、 彼に 學ぶ といへ ども、 かれよりも 勝れぬ る は、 國 がらの 自然の 

ことにて、 共 をし へ 只手齊 のうへの みの 事なら す。 天地 自然の 道に 法 をと り 給 ひし ものに て、 此道则 治 

國平 天下の なり。 太祖 尊圓^ 王、 ね もこ ^ ろに さとし 置 給へ り。 世に 懸幅 W 風な どを齊 ちらし、 是を上 

なき わざとお もへ るた ぐ ひとは 大 にこと なり。 然るに、 無爲 にして ni 高き き はは n も 及ばねば、 からぶ 

りの われ はが ほなる 癖 ある 手 を、 おもしろく 覺ぇ もてはやし ぬるま、 に、 形ば かりなる 石 刻 を、 春の 夜 

の  一 にも かふる ばかりに ぞ 成に ける。 そが 中に、 肉筆なら では 知りが たきと ころ ありと 心 付た る 人々 

も、 我國に 勝れた るが ある 事 を 知らで、 ひたすらから 人の を もとむ るから に、 是を 得が たしと 歡 きわた 

り、 いよくます/ (^ひがみ もて ゆけば、 世人 も是に 雷同して、 つ ひに おのが 國に 脇れ たる 御 をし への あ 

る 事 を 知らぬ 世と なし はてぬ。 しか は あれ ど、 大 TaH 祌ま しませば、 近き 比漸々 我く にの 勝れた る こと 

天 一 をき、 知り、 筆 道 も 外ならぬ 事 を 知る 人 も出來 ぬるが うれし さに、 こ-にか &る 尊き 御 をし へぞ俾 りた 

ると いひ しらせ まほし う、 そ、 る こ、 ろと k めが たくな む。 

0 筆 とれげ 筆に とられ、 物 かけば 蚓 にさへ 笑る、、 此篤 好に しも、 いかなる 神の 幸に か ありけ む。 去^. 

硗 冬、^ 田のう し、 そ 0 人に 皡へ よと ある 御 をし へ なれば とて、 尊圆 親王より 祌傅 へに つたへ 來し の 
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道 を 傳.、 AI はりぬ。 いと も 尊く、 たぐ かしこみ にかし こみ 居たり ける に、 此 ごろ 師、 篤 S が、 七に 得た 

る 遣 を、 同志の 者に しめす こ、 ろに て 書し るして 見せよ との 給へ る ま、 に、 難 波 津の何 はしらね ど、 

^杳山 あさき こ \ ろの ま i をし るした るに なむ。 

二 年 六月  五十嵐 篤 好 


天 墨 & 終 


天地の 間に あらゆる もの、 祌靈 ならざる はなし。 中に も 人 は、 IK 地の 正しき 氣を 直に 受得 かみ を內 外に 

俱 るが 故に 靈長 とはい ふなり。 禽獣の 如く 飛行 自在の 怪しき 通力の なき も、 天 地の 正しき を 得 たれば な 

り。 されば 此篛長 相應の 通力、 神妙の 術 は、 唯 筆 道に あり。 筆 を 執て 文字 を爲 せば、 正に 心 巾 C 淸濁淨 

穢を見 はす。 敬み 恐み 恥べ しく。 故に 太祖 一品 尊圓 親王 は、 藝の 外心の 術ぞと 示し 給へ り。 然るに、 

今 世專ら 異風の 字體行 はれ、 人の 眼を悅 ばし め、 又 興す る 類 ひ 多し。 所謂 傀儡 侣優を 愛する に ひとし か 

ら むか" 如 レ斯信 こ、 ろ を 失へ る こと 歎くべき わざなら す や。 こ \ に予が 門弟 五十嵐 篤 好、 國に ii へて 

暇な き 身 なれ ども、 太祖よりの 御 筆意 を 深く 信じ、 厚く 仰 奉り、 予に 因み 學 ぶこと 数十^'、 更に 怠^な 

し。 予其信 こ、 ろに めで &、 彼より 問に 應 じて、 おの づ から 御 傅 を洩す こと 屢な りしが、 ^も 奥^ を 探 

り 索る 志の 切なる を 感じ、 其 人に 傳へ よとの 太祖の 御 遣し 言 は、 此人 ある ゆ ゑなら むと、 去る 天 保 元年 

仲冬 御傳 悉く 授 しかば、 實に喑 夜に 日光 を拜 したる 如く、 胸屮 明朗に なりし と敉さ の淚 にくれ たり。 し 

かして 饯、 日々 の 切搓、 月々 の 琢磨 怠らす。 や、 大旨を 得る に 似たり しゅ ゑ、 「しれ こ、 ろに 得つ る 程 を 

かいつ にり 見せよ と 令し k かば、 翌ニ年 仲夏、 此 五と ぢを 書っ^り て、 予に 添削 を 乞 ふ。 閲す るに、 首尾 

悉く 道に かな ひ、 前代 来 見の 著述たり。 かく も 太祖の 御意 を 得て しこと よと、 感喜淺 からす。 往來 同志 

の 門弟に 示し、 習舉 のた より 且 惑を辨 へしめ むと、 頓て 留めお きぬ。 

龍 池 院宮尊 朝 親王 御 傳流第 七 世 

高 田 源 祐久述 

天 保 二 辛 卯 五月 
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お ほくて くるし からぬ 文 率の ふみと、 むかし 人 はい へれ ど、 今の 世の さか しら ひとの ものせ る は、 淺茅 

が 原 の あさはか なること を も、 秋の 野 山のに しき あやなし、 いさ、 小川の いさ、 め こと を、 高 師の濱 の 

浪の あだなる さまに HE ちらした るぞぉ ほかる。 さる 文 ども は、 くるしから ぬのみ こそ あれ。 みるめのう 

らの かひ あらむ や は。 今此： 大 朝墨談 を 見る に、 も はら 手 かく こと を 論 ひて、 その 道に ふれた る もの 、有 

やう をつ ばらにし るし、 吾大 御國 のい み じき こと-、 異國々 のさ かなき ことのけ ぢめ を、 最中の 月の あ 

きら かに 說 さとされたり。 されば、 お ほくて くるしから ぬ はさら な. nN。 是らの ふみ は のた へぬ ばかり 

あらな むと こそお ぼ ゆれ。 

安政 六 年 五月 

最上 久成 

しるす 

無染齋 門人 
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—蒼 梧 隨筆卷 之 一、 二 

r  に if, 大塚 嘉樹著 

〇 歩 障 並行 障之考 

東 山左府 名目 抄 喪服 篇に歩 障と 記して、 註に： 大子大 行， 時不 レ用レ 之と あり。 〔割 註〕 印本 名目 杪に不 宇を脫 

する は 非な り、 其 義 左に 辦 す。」 

又 同篇行 障の 二字 ありて 註な し。 (齊 慶克 通-, 聲 孟子？ 與-- 婦人-蒙 レ衣、 乘ン肇 而 入-於 閎-註 云、 蒙 衣亦爲 -, 

婦人服？ 與-- 婦人-相 冒、 閎^ 門、 成公傳 十七^ 六月 X 孔叢子 上 小 爾維廣 名 だ H 諱レ死 謂，, 之大行 二！. 1々、) 

倭 名 類聚 抄屛^ の 具の 部に、 行 障と 出して、 ^の HI 簿令 曰、 行^ 六 具と 有て 倭 名 を脫 す。 义：^ 送 具の 部 

に、 歩 障と 出して、 喪禮圖 云。 白 布 帷以陣 -1 婦人？ 〔割 註〕 今 案に 俗に 用る 歩 障、」 と 有て、 並に 倭 名を抄 

出せす。 C 嘉樹) 按に、 歩 障の 名義、 和漢 一 にして 共^ は 異なり。 土： ^家の 古畫 なる. E にて、 歩^ 乂行^ 

と 云 者 は、 婦人の 歩行す るお、 路頭の 間 檜の 簦を 作りて 帛を還 ひて、 自ら 左右の 乎に て掉げ 行く 體な 

り。 今の^ 被の 如し。 其 體 二様 あり。 下婢と 思しき 者 は 上 は 差し 囊を さげたり。 文字の^ に據れ ば、 歩 

障 並行 障、 必此 者なる べし。 今の 世の 被 衣の 濫觴と 云べ し。 然して、 名： in 抄の歩 障の 註に、 犬で 大 行の 

時不レ S レ之。 と 云 ふ を 見れば、 其義不 レ審。 況ゃ行 障に 註な し。 穷々 難 レ^ 事な り。 俊名抄 に、 歩 障 は. a 

奢 布の 帷以 障-^ 人-として、 注に 今 俗に W る 歩 障と ある は、 蓋 n 而の 如くなる 歩^に 取合せ て 名義 を 立た 

梧 る やう 也。 尤不 レ穩。 並行 障の 義は、 ^簿令 を 引て 六 具と あれば、 歩 障と は 混じ 難き が、 華 書に 所見 あ 

隨 る步 障に 似たり。 名目 抄は、 全く 倭 名抄に 泥て、 喪. 服？ f に 収められ しゃう 也。 各 二 害 共に 難 レ考。 博^ 

〜 なる 人の 勘へ を俟 のみ。 名； z 抄 注に、 天 子大 行の 時不レ WVN、 と 云へ る 文と、 倭 名抄の ，门 布唯以 ゆ，， お 
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り。 と 一 K へる を = 比 今して 考れ * ま、 婦人 私の 喪 事に は 歩 障 を 被き 行け ども、 天子 大 行のと き は 歩 障 を 川 ひ 

ひ： mulpi の r は、 男子 i し てまし、 婦 14 車、 手 難に 

さ？  df-^T  、  、！ J:  .,cnl" r" ド」 -J-tt  o-。  £ こ ほ 章 Q 衮 ま^につ とめ ガ たきな 

！トょヒ^迄 やうつ 勿 を 頁^ ゆへ に^に 歩 降な きと 兒 えた ^に， rss:r  z プ 

^異なり。 所謂霊纖 塞。 而 S き 相尙。 王 si 布^ K 十 

：。 に； と藝 I、 豪霞等に 見えたり。 乂 臺遣事、 雲妃 毎レ囊 ョ祿 山。 坐" 

^hHH^^0 趴 II 云。 玄 8£?- 十重 擎| と 劉 眞|言 しこと あり W 

j の g ばり。 農 歩 障と 云 は、 一一 I 雷して、 丈夫なる 蔽 ひ，： 14 一と" は" に 又 蒙 はに 解 n 

i 園と 云る 註に 云、 凝 I 献之甞 Ms 讓、 1 將レ 屈、 ^^^宇。^! t 我 朝 く 

Is 自篏。 申， ー锬之 前議？ 客不 レ能レ 屈。 と 謝 は 道蠲が 姓な り 此歩障 は 我 剪の 几 粗の々 

^UM^UM^t 字書ぎ 也。 禮、 J  J  ^の^^^ 

ききる の篛 也と f ベ し。 此方の 歩, の 意 は、 歩 f4 リ-, れ^ 井 氏』?と4 

日： 善て、 歩行の 歩な り。 されば 路頭に か つぎ 行く  j 障 n,:ni、 

¥: る 注 こ、 哉 I を 以て 作る。 幔幕の 類の 物 也。 事 は 太平 御 f しヒ卷 f^s 一一 百 七 if 

l〃-^%is 歩 障の f り。 〔割 註〕 上に 云し 歩 は 布な りきせ し 歩 障な り^  ，こき、 ± も 

豺 V の て閼 せる 歩 障に は 合 はす。 若 また、 名目 抄並倭 名抄の I 中華の 

u  なく、 形 f なく、  SS 義 もなければ、 此 ニ害 の 歩 障の 義 は考 へがた けれと も t 古 

畫を 基と して、 此ニ 書に 牽 合して 愚 按を 述べし なり。  ，< 、見 r るて、 

養 ま、 或 人 I 具 元と 云 人の さ今| を考し 巾に、 歩障の篛 ありと て 示さる t^lw 

I  MK^IC する の義 を考 へす。 西土の 歩 障の 篛も少 々考 出されたり。 是又ー I れは き 


肇 梧^ 


勘例の 爲 め^に 寫す ものな り 

古今 沿革 考曰、 〔割 註〕 此 書の 跋に、 享保 元年 丙. E- 三 W: 日 持 W 院基輔 卿 門人 柏 崎 具 元ャ： リ- 於^ 井 氏^お-と 

あり。」  - 

歩， 障 行 障 被 衣 綿帽子 

大 子の 御 乘物を 鳳輦、 葱輦 とて あり。 夫より 以下の 官人、 牛車、 或は 手泶に 及び、 莉舆 あり。 中 入 以- ト 

に は 腰 輿 あり。 是を手 輿と もい ふ。 古 此手與 にも 乘る 事なら ざる 凡人 は、 男 は^ま、 歩行し が、 女人 禮 

記內则 にも、 女子 出 レ鬥。 則必擁 -1 蔽其 面？ といへば、 さすが あら はに 人に 見 ゆる をい とひ、 此^ 障と い 

ふ 物 を かつぎ あるきけ るに、 此歩 障の 制作 は、 槍の 木のう すき 扳 にて、 笠の ごとく に 作り、 わたり 

一尺 五六 寸 ばかり、 高さ 叫 五 寸 ばかりに 曲 物に こしら へ、 足 を 八本 付る。 足の 長さ S 尺ば かりの 物に 

て、 手が るく 作りな し、 此ト； に ねりぎぬ 六尺 W 方ば かりの 物 を懸還 ひ、 CM 持 あるきし なり。 共 後^ 利に 

なり、 歩 障 を W ひす、 共 上の ねり 衣ば かり 頭に お ほひ あるきけ る。 是を かつぎと 云。 共 後义 略して、 

の 小袖の 單を かつぐ 事に なれり。 ；條^ 良 公の^ 井の 卷に 曰、 (卜： 略) かつぎぬ 引かつ ぎな どして こ そ. V： 

しか ど、 此 より は 今やう の 事と して、 小袖 かつぎの なれす がた、 むかしの 面影もう えに ある やう なれ 

ど、 時代に したが ふ 習 ひとして、 中々 引かへ 見どころお ほく  (下略) と あり。 然れ ば、 應永、 文 叫 の^よ 

り、 小袖 かつぎと は 成た ると 見え 侍る。 (下略) 

歩 障 は、 洞院 左大臣 實澱 公の 禁中 名目 抄 にも^られ たり。 1K 子大 行の 時 川 ひ 給 ふとな り。 (中略) 父 M 鼓 

に、 行 障と いふ を ものせられ けり。 疑ら く は、 歩 と 同じ 物なる べしと、 壶并義 知の いえる はいか 

i-。 先生 按す るに、 制 造 は 同と 云 ども、 S ひ 方 は^なるべし。 顺 和名 抄抨陣 具の 行 障の 下に、 お^ ヘリ. 

に 行 障 六 具と 载せ、 又 同書に、 葬送の 具の 下に、 歩 障 喪 禮圖に 云、 n 布の 帷以陣 -> 婦人 t  〔割 註〕 今 案、 俗 

川 歩障是 也、」 と 二^に のせられ たれば、 日本に て は 菲禮の 時 は 歩 障と 稱し、 常に は 行 障と 云と 兌へ た 

i   一 一  七 


iil 一 


歩 障 §| 此 n は 古き. .H 佐 家の 賓 けろ 物語の 卷物 にあ リ 

けろ^、 壺井義 知のう つし 取て、 永以 老人へ 

授けられ しょしの 11 なり。 


此？ I は^- 兀院 法皇の 御 八お 屛風 に賓 ぁリけ る^、 永以老 

ん のう つし 竄れ しな リ 0 


一 一 八 

り。 西土の 歩 障と 云 も 制作 略 也。 晋喾石 祟 傅 紫 絲. 

^布 歩 作- 1 四十 里？ 錦 歩 障 作-五十里 -苗 故舉、 卷. 

七 載- 石 崇王愷 奢縻之 事？ 注 歩 障 今 山水 障 之^ 也 

と あり。 唐の 歩 障と 云る が、 B 木の^の 類な り。 

せ  1： 室に 川 ゆる 帳と：； ム、 山野に 川る を 障と： ぶと 見 へ 

たり o 

右 歩 障の 儀 も、 耍文 計拔萃 せし 出な り。 並 云、 

柏 崎 氏の 古今 沿革 考 とて^た る^- -个 は、 歩 障の 

みならす。 さま^-の古今沿苹をぁ へ ものし 

て、 凡そ 銑數 八十 丁 計 も あり。 靠：11 もな く 彩色 

あり。 全く 寫す に 及ばす。 此歩 障. の雜 をお し 

て、 不 侫が考 への 一 助に なすの み。 穴 賢。 

安永 七 戌の 年 秋 九月  嘉  樹 

又 云、 歩 障の 略 II 左の 如し。 仉し 木^ 彩色 あ 

り。 略して 黑 うつしと するな り。 

〇 旅行 古今 異^ 

1 古 旅行のお n 数 を 以て 計る 事 (俘 名鈔、 來鑑) 

一 今 旅行 は m: 數を 以て 計る 事 

一 里 塚の 事 

一 並木の 事 


梧 


.ー 本陣 問屋の 名目 之 事 並 占 今の 篛 

一 旅饉賄 沙汰 之 事 

或 問、 4 「世 旅行す る もの、 貴賤の 通規ー 日に 大槪十 里 を短規 として、 長月 は 十二 三 里に 及び、 短日 はト 

里に 甲乙す。 勿論 驛 家の 所在 遠近に 因て、 其 里數の 多寡 あれ ども、 大抵 はれの 準则 なり。 故に 味爽 に.： £ 

驛を發 して、 又 乙 丙の 夜に 至て 泊驛に 到着す る 事 間々 あり。 しかれば 重き を 負 ひたる 奴 隸歩卒 は、 過分 

の勞を 凌ぐ 事な り。 旅行の 風俗 右の 如なる は、 古へ よりの 定 制なる や。 又 近世の 形狀 なるや。 膂 記の 所 

見 等 あらば 是を 示せ。 予答 曰、 古を考 るに、 上古の 事は逖 として 今 知る ことなし。 漸く 村 上 天皇の^: (j 

の 頃を考 るに、 源 順の 類聚 倭名鈔 に、 五畿 七道の 諸國 より 京師へ 到る の 日數を 記せり。 然して、 夫に ト： 

下の 甲乙 あり。 抑 古の 里數 は、 今の 世の 三十 六 町、 又は 兀十町 を 以て 一 里の 定 とする ことなし。 今 大抵 

令 式を考 るに， 凡 一 里と 云 は 今の 五町な り。 〔割 註〕 公式 令 所 兌、」 然るに、 ^名鈔 行^の 定は、 m: 数を以 

て 積り たる もの ゆへ、 それ を 今 世の 里數 にて 〔割 註〕 n 一十 六 町 を 以て 一里と する の 定、」 おる に、 ほ 人 は 

漸く  一  &に叫 里 冗 里程 を 旅行し、 賤人は 凡 八 九 里に は 過ぎざる べし。 今  一 二の！： より 京へ 到る の 路程 を 

おへて、 是を 明るに、 武藏國 の 府中より 山城 國賀 陽の 離^までの 行程、 ト： に 竹 九^:、 下はト ：ム： 日な り。 

〔割 註〕 賀陽 離宮 は 山城 國の 府中な り、」 又 三 河阈府 より 山城 國へ 到る 行程、 上 は 十 一 日、 下 は •： ハ日 なり。 

〔割 註〕 今 此事を 問へ る 人、 三 河國の 人な り。 故に 答る に、 共 國を 以て 答な り。」 此 n 數を 以て 今の 里數に 

配 すれば、 武藏國 より 山城へ 到る こと 百 廿五 里程、 三河國 より は 五十 W 五 ^ なる を以、 件の 曰數に 割付 

すれば、 上 は 一 日に 四 里餘を 行き、 下 は 九 Bf: ほど を 行なり。 又 束 I！ に、 頼 朝 卿建久 元^ 卜： =:万：日 鎌^ を發 

して 上洛 ありけ る 時 は、 十 一 月 六日に 京 着 あり。 此日數 を 計れば 三ト ほな り。 〔割；^〕 此^ 卜 月 は 小の パ に 

て、 其 入洛 は 十一月 七日と あれ ども、 京^ あるべき 六日の 口 は 風雨に て、 殊に 日 次 悪き とて、 驛 中に^ 

^ありて 翌 七日に 入洛と あれば、 日 次 を 算れば 六日の n 着 京 ありし 積 を 以て 云な り。 來鑑 にじ =： と ある 

  一 ！ 九 


,   一  二。 

ゆえ、 愛に 其 こと を斷 るな り。」 是は 天 下 治平の 後始て 上洛 故、 海道 筋の 成敗の 沙汰， 或は 公事 訴訟 等の 

r 專を 下知 ありて、 巡兑の 如くに 旅行 あれば、 路程の 定めに は 川 ひ 難し。 同 十二月 十 i:n 京師 を發 して-卜 

隨 S ある 此驛程 は、 日. 次 毎に 委く 記され たれ ども、 是亦驛 宿の 地名、 今の 佌の驛 宿の 地名と は琊 異同 有て 

0  ^難し。 共 中に (r の驛 宿に 合へ るの 地所 ある を 取て、 假 初に 是を 積り 見る に、 是も亦 一 日に 七&; 內 外な 

り。 共^ リ 左の 如し。 

京師より 鎌へ おまでの 道 法、 + の 三十. パ町 一 里の 積に て 凡 kc 十五 里 あり。 夫 を个六 口に 割り 付れば、 一 口 

の 程 七 里 六町餘 となり。 然して、 

卄ニ n、 遠， y 國池 ra を發 して、 同國 かけ 川驛へ 宿せら る。 共 略 程 五 里半餘 なり。 〔割 註〕 今 池 田と 云 は^ 

の 宿と なりて、， 天 龍 川の 柬の 立場な り。 この 所 古の 宿驛 なる 山な り。」 

卄 llin、 懸川 驛を發 して 駿河國 島 田驛に 宿せら る。 其 路程 叫 里 牛 少し 餘 なり。 

又 同書に、 宗尊 親王 将軍職と なりて 鎌 倉へ 御 下向 あり。 建 長 i: 年 三 だ 十九 日 京都 を發 して、 同 叫 月朔日 

鎌 倉へ 御着 あり。 其 R 數は 卜ニケ n なり。 

京^より 鎌 倉までの 逍程 は、 上に ：！ く 百 十五 里な り。 夫 を 十二 ケ に 割つ くれば、 一日の 道の ほど 九 里. 

半餘 なり。 然して、 遠. 江國池 m を發 して m: 國菊 川に 着 御 あり。 共 路稃は 八里餘 なり。 〔割 註〕 今 菊 川と 云 

は問ノ 宿と なりて、 日 坂と 金 (介の 問な り。 此所 古の 宿驛 なる. 5 なり。」 

卄 七日、 菊 川を發 して 手 越の 宿まで 着 御 あり。 共 路程 は 八 里半餘 なり。 〔割 註〕 今 手 越と 云 は 問の 宿に 

て、 阿部 川の 西の 立場な り。 此所 古の ^驛 なる. s なり。」 

右の 積 を 以て 考 るに、 長 日に は  一 n に A 九 里、 短日に は 一 日 六 七 里と 見へ たり。 敉朝 卿の ド向 は、 十二 

十四日 京師 を 立て、 卄 九日 铢食へ 下着と あれば、 是 短日の 最屮 なり。 宗尊 親王の 御 下向 は、 n;n: 十 

九日に 京師 を御發 輿に て、 ^月 朔日鎌 倉へ 着 御 あれば、 是 至て 長 日な り。 則 上に 云 ふごと く、 宿 驛の際 
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に 遠近 あり、 山川に 苦行、 平地に 緩 歩 等 ありて、 旅行の 遲速は 一なら ざるに 依て、 長途 は 夫 を 『均して 

行程の 日 數を計 ふるな り。 以上の 事 を 以て 考れ ば、 ト： 世は贵 人と 賤庶 とに て、 旅行の n 數過 ゃ參^ ある 

の^ 尤然 り。 畢竟 貴人 は 興 馬に 駕 して 行か、 る 故、 其 輿 馬に 役 せらる、 人夫の 勞烦 を^ ひ n お 奉の ノ 

數 多ければ、 休息 旅粮 等の 義も區 々にて、 是乂 政て 取 兼る ものな り。 依て 貴人 は行稅 のロ數 多き 定と お. 

へたり。 頼 朝 卿 鎌 倉へ 下向の 度と、 又 宗尊叙 王の 御 下向と は、 各 七 里より 九 m- 程までの 旅行なる は 0 

名鈔の 稜り定 より は、 其 路程 小く 增 したるな り。 尤束鑑 に 記した る は、 右の 如くの みに て、 ^に 賤^の 

もの-旅行の 事 は 見へ す。 去ながら、 凶變 等に て 飛脚 早 追な どの 如き 事 は往々 あれ ども、 共 は 格外の 亊 

にて、 旅行の 定則と はなり 難し。 また 行軍 平行に は、 一口に 五六 里 を 行く 習 ひなる よしな ォ とも、 軍^ 

は 機變計 策に て 晝夜を 別た す、 急速なる こと も あり、 又 走る と遂 ふとに て は、 思 ひ よらす 遠近 を なすこ 

と あれば、 是 もまた 制 外の ことなり。 當時 京都より 武藏 の江戶 までの 旅行、 贵人は 大凡 十三 H、  ^^は 

十日 程 を 定期と する もの は、 ト： 世より 見れば 苦行 なれ ども、 これ 長 日に は强て 難^なる こ ともなし も 

冬の ごとき 短日に は、 粗 夜行 も爲 ざれば、 右の n 數には 行が たき ゆへ、 稍 苦行と も 云べき ことなり。 乂 

贵 族の^ 行に は 一日に 七 八 里^ づ、 にて、 京都より 江戶 まで を 十五 日、 又 十七 八 nsi づ i のこと あり 

是は 朿鑑の 旅行に 等き なれば、 古今 必 しも 多寡の 參差 はなき こと〜 知る ベ きなり 

又 問、 倭 名鈔の 行程 は、 HF- 數を！ ぶ はすして H 數を 以て 積り、 又 柬鑑の 旅行 も、 お驛を 記す る 計に て ^数 

を 云 はす。 然れ ば、 古 は 旅行の 定めに 數を 以て 積る こと は 無き と 見へ たり。 然るに 當 やは^ 國のも 

返 海上まで を^る に 數を 以てする もの は、 是 古と 反する ものに て、 却て 辦现 の.^ 化な り U 化き Sb よ 

りの 事に や。  ー 

答、 行程 を 計る に 里數を W ひす。 H 數を 以てする もの は， 山川に 嶮^ あり、 ^驛に 遠近 ありて 或は W 

ffii:A 里に て 日 を沒 し、 或は 七 里 八 里に て 夜に 及 事 あれば、 遞， 數を 以て 稅る ごとき は、 過^- 个 H ありて-や 
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均なら ざる 故。 RI を W ひて 言し ものなる べし。 又 宿驛を 記せし ばかりにて 単； 數 なきもの も、 山川の 險 

おと 平地の 安行と を、 意に 隨て 行き 止る の義 にて、 今の 世の 里 數を考 へて、 宿驟を 割付す ると は、 北 ハ^ 

は 類して 其義は 違へ る ものな り。 假令 は、 上古 も 中世 も、 行程 m 數 のこと は、 今の^の ごとくなら す。 

共義 まちく にて 世々 差 ある 故、 或は 日 數を用 ひて 積り、 宿驛を 割付して、 其 行程 を 明に せし ものな 

り。 今 世 三十 六 町 を 一 里と 定て、 行程の 法 をた て i、 一  里 毎に 塚 をつ きて 一 里の 表示 を 明に し、 驛茶 

等 を 地 利に 倫け て、 旅行 を隨 意に 安行せ しむる もの は、 天 正 半 問の 頃、 繊 K 信 長 公の 下知に 依て、 一 

m を 三十 六 町に 定めて.. 其 表示に 禝を栽 させ、 旅人 休 泊の 専を 易から しめ 給 ふと 云へ り。 

按に、 東涯 先生 曰、 公式 凡 行程 馬 は 七十 里、 歩 は 五十里、 車 は 三十 里と、 本朝 も 古 は 中國の 法に て、 

一里の 中に 小名 を 立て、 何 里 何 町と 云 こと 見へ す。 拾芥抄 に、 二十 六 町 を； 単； とすと ある は、 田地の 

積り にて、 方 一 町の 田 を 三十 六， 並べた る を 云 へり。 今 路程の 長さ 三十 六 町 を 一里と する もの は、 此等 

より 轉 じたる ものなる べし。 本朝に 里と 云 ふに 三 様 あり。 戶令 五十 戶爲， 二 里？ と 云 は、 土地の 廣狹 

によら や。 家數を 以て 一 在所 を 立る の 名な り。 雜 令に、 三百 歩 爲-二 里-と 云 は、 路程の 法な り。 〔割 

註〕 三百 歩 はかね さし 六尺 を 一 歩と して、 今の 六尺 を 一 問と すると 同じく、 一  歩 は 一 間にて 今の 幵 町 

なり。 是 古の 一里な り。」 叉 三十 六 町 を 一里と する こと は、 田地の 積り なり。 各其篛 一なら すと 云へ 

り。 又 云、 今 云 三十-ベ 町 を ー甩 とし、 五十 町 を  一 &; とする こと は、 いづれ の 頃より と 云 こと を詳 にせ 

すと 云へ り。 〔割 註〕 以ト： 制度 通に あり。 今 其 耍文を 取て 是を っ^め 記す。」 

又 事 文 類聚 を考 るに、 韋孝 寛雍 州の 刺史 として、 道の 側に  一 M 毎 は  一 土堠を 築きし に、 雨に て 其 土^ 

度々 損頹 する に 因て、 又勘辦 して 土 堠の處 に 槐木を 被へ しむ。 然して 損 翻の 事な きのみに 非す。 旅行 

の 人 芘隆を 得て 休息す るに 便 ありて、 荜孝寬 が德を 仰し となり。 周 文是を 可な りと して、 Hi 雍州 のみ 

なら ル やとて、 普く 天下に 令して、 一里に： 本、 十 鬼に 二 本、 & 里に 开- 本 を K させられ たりと 有り。 


〔割 註〕 按に 一里に 一本と ある は、 一里塚の ことなり。 十 里に 二 本、 百 里に 五本と ある は、 是は 旅行の 

人の 息む が爲 のこと にして、 槐木を 栽て 庇 蔭 を、 今の 世に 云 茶屋 立場と 一 K 類の 旅行 を 助けし なる ぺ 

し。」 魏文帝 は 1 里 毎に 一 銅 表 を 置く、 高さ 五 尺に して、 里數を 記せし と あり。 本朝に て  一 m, おに 校 木 

を 栽へ し は、 そのころ の 奉行の もの 云 ふ、 一里塚に は 松 杉 を 栽べき かと 云へ る、 信 長 公 命に、 松 杉 は 

並木に 等し、 餘の木 を 栽べ しとの 玉 ひし を、 餘の木 を梭 木と 誤し と 云へ ども、 { せに考 るに、 禝と槐 と 

其 木 相似て、 槐は少 にして 禝木は 多き もの ゆへ 得る に 安く、 最松 杉と 異にして ひかげ をな して 大木と 

なる を 以て、 槐に 代て 塚の 木と なせし なるべし。 又考 るに、 今 並木と て 松 を 栽て 往來 路傍の 表示と す 

る もの も、 其 始め 何れの 代より と 云 こと を考へ ざれ ども、 中國 にて は 周の^: を共始 とすべし。 國^ 

In。 周 制有レ 之。 曰 列レ樹 今表レ 道。 立-一 鄙 食， 以守 レ路。 と 云へ り。 本朝 も 列樹と 云へ る、 上世より のこ 

とに や。 古今 集の 歌人に、 正 六 位 上 壹岐守 春 道 列樹と 云へ る 名 あり。 これ 道の 字に 列 樹の字 を 速 綿せ 

し 名な り。 

又？ r 今 世宿驛 毎に、 本陣と 稱 して 貴人の 旅 泊 を 設け をき、 又庶人 は旅籀 屋と猇 して 泊の 所と なし、 

U 問屋と 云へ る もの ありて、 人馬 往来の 用辨 する もの、 古に も あり や、 如何に。 

答、 本陣 は 本 所と 云が 如く、 一  驛に 宿泊す る從 者、 共 主君の 泊 居 を • さして 本陣と：； しょりの 名な り。 

と は 陣列の 莸 にて、 人の 集り 居る の 意な り。 旅籠 尾と は 旅客の 粮食を 役す る 家な り〕 假令 貴賤 を 分て る 

の 名な り。 〔割 註〕 旅 篛 を はたごと 訓 ずる こと、 旅 字 旗 字に 似た るに 誤りて ハタと 一. ム、 ^は 食 を 炊ぐ に 

K" 钣籮を 川 ゆ。 是 M ち筐又 籠な り。 依て 旅籠と 愈 C し を、 旅 を 旗に 誤ハ タ コと云 し. E なり. に 十：： に 木陣、 旅 

^ 籠屋 等の 名な し。 各 共 地の^ 家に 宿泊せ る を、 責 人の 民屋の 中に て、 其 地の 長者の 家 を 用 ひ しこと な 

0 り。 故に 古き 物語の 類に は、 靑 墓の 長、 ぇ大炊 長な どと 云へ る是 なり。 長お とい ふ も 長と 呼ぶ。 今の 仉 

？, に は 名主な どと いふの 類なる ものな り。 泉 鑑に" t 冶 元年 卜  一 H: 一 一十 九 n:。 今 HI  一 玻 - 定-- ^^之 法？ 

一 ニヨ 
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依-, 此間之 K 事？ 上洛 御^ 雜色 等。 伊豆、 駿河 以西。 迄-干 近. 江國？ 不レ 論- 1 權門庄 々所？ 傳馬可 レ騎- 川 

之？ 且 於-到来 所-可 レ沙- -汰其 粮-之 由 云云。 是 g 旅糧 のこと は、 其 所々 にて 沙汰し 食すべし との 篛、 0M. 

ii 屋 にて^ くるの 粮 のこと なり。 又 海道に お. S て、 權 門の 庄內 にても 斟酌の 事な く、 其 揞驛 より 傳馬 を. 

つぎ 出すべき とのこと なり。 傳馬を 云へば、 人夫 もしたがって 襥ぎ辦 する ことなるべし。 此時 問屋と 云 

名 はなし。 旅客の もの 共 地に" いたりて、 馬 又ば 人夫の 出すべき 所 を 問 ひて、 その 所 を 知て 宛て S る 故 

に、 一! 目 を ra: ふ 屋と云 ふ義を 取て、 いっとな く 問屋と 名 づけし なるべし。 あまつ さへ、 今 世 問屋と 云 ふ 

は、 病驛の 役名と なりて、 問屋 役人と 稱 して、 其宿驛 にて は 本陣、 問屋と 定め 用 ひらる K 事な り。 此 事. 

全く 祌君御 冶 世 以後の ことなり。 夫より 以前 も、 ぉ驛の 長、 又傳^ を 沙汰す る もの は 有れ ども、 今の 如 

く 本陣、 問屋の 名目 は 一 向に 所見な きこと なり。 

右 行旅 古今 異同 之 事。 依 n 參河阈 舉母使 君 之 求？ 忽卒草 レ之。 聊隨 意之 所見 也。 猶. E_- 此義 _ 可レ考 。 舊記 

は 古書 之 所見。 可 レ有レ 聞 之 故に、 先 記 レ之 而備 -I 忽忘 • 者 也。 

天明 五 年 七月 二日  橘  嘉樹草 之 

〇 船 名 稱レ丸 之 事 

戎 曰、 船に 名つ くるに 丸の 宇を稱 する 事、 たと へば 阿武 丸、 龍祌 丸、 吉野 丸、 夷 丸、 川 一丸 等の 類、 古 

今 通じて 共稱 あり。 如何なる ゆへ を 以て、 船に 丸の 字 を 名つ くる や。 ー說に は、 船の 名に 丸の 字 を 用る 

こ と は、 元來兵 戰の 船より おこれり。 たと へば 大將 軍の 御座 船 は 本丸に 表し、 夫より 漸々 前後左右の 船. 

をば、 或は 二の丸、 三の 丸に 攛 して、 木 丸の 屬船 とす。 是 全く 城壘を 丸と いふより 轉 じて、 名 を 以て 船. 

1„ とすろ なりと 云へ り。 誰 入の 說 にや、 又考へ 合せた る 書 もな く、 唯 利口 滑稽の 論 なれば、 聊證徴 とな 

f がた し e 況ゃ、 船の 形象 は^ 長に 造て、 聊も圓 丸なる ありさま なし。 夫 を 名る に 丸 字 を卉 字と する こ 

-, 必 しも.^ 來思義 あるべき 義 なり。 吾子 聞る 所有 やと。 


答、 老邁按 に、 丸から ざる 物 を 丸と 名る こと は、 舊義 最も 多し。 刀釗殊 さらに 繁多な り。 源 家の ffii 代と 

稱 せらる 髭 切 丸、 膝 丸、 ^を 變 名して 鬼 丸、 蜘姝切 丸、 友 切 丸、 平^ 重代と 稱 せらる。 鹧丸、 小 烏 丸、 

北條時 政の 鬼 丸、 景 情が 秘藏 せし 泥 丸 〔割 註〕 績 太平 記に 一 色 家の ffi 寶と あり、」 等、 繁多 枚 i. 事 を盡さ 

す。 拾芥抄 に、 樂器 にも あまた a へたり。 所謂 笙に交 丸、 菊 麻 ほ、 橫； W に 音 丸、 丸、 箪篥 に^ 贼丸 

等 あり。 〔割 註〕 此外 あまた あり、 略- 于此こ 乂鎧屮 にも 膝 丸、 胴 丸^ 聞へ たり。 共^ 魔に 綠丸、 犬に：： お 

丸 等、 古く 耳 なれたる ことなり。 是等 各々 圓 丸の 義 には預 す。 古言に- W 呂と稱 する は、 假名 書の？ に 

丸の 字 を 用 ひたる より、 後世に は 麻呂を 一 字に あやまりて 麿と かき、 义は舊 文に は萬呂 とも 書た る こと 

間々 あり。 そ もく 麻 呂と云 は、 ^と 云の^ にて、 未だ 其 名の 不レ定 とき、 何 麻 ほ、 彼 麻呂と #1 しなり。 

其稱 謂す る 所、 公式 令義 解、 又 集 解、 江 家 次^ 等に 見へ たり。 所謂 公式 令 曰。 凡 授レ位 tH レ宫 H 喚辭。 三 

位 以上 先レ 名後レ 姓。 義解 云。 謂假 令。 喚 云秦萬 呂^ 禰之類 也。 集 解。 大伴 麻呂活 禰。 是麻呂 後世 如-云 

某而 不-定 レ名也 云々。 江 家 次第 曰、 榴搽正 六 位ト： 某某 丸と 云 一 •  ム。 大抵 麻 呂の稱 は、 ^での^に 據れ るな 

るべ し。 野 宮中 納言& 基 卿の 新 井 勘 解 山 君 美へ 答へ 玉 ふの 一；：；；： に 云、 何 麻 呂と巾 は、 ^の 世に 子路、 子 

貢、 子 張と 巾せ し 類に て、 往昔 男子の 通 稱 にて 候。 今も官 家の 童子 は 丸. の 字つ き 中 候。 〔割 註〕 嘉 樹^ 

に、 宫家 のみに かぎらす、 古今 童 名に 丸 字つ く事尤 多し。 法 勝 寺 執行 佼寬が 宽に有 王 丸と 云 あり。 ェ藤 

祐經小 松 殿に つかへ しとき は 金石 丸と 云、 曾 我 兄お も 一 萬 丸、 ^王 丸と 云。 今 も 又 武^ にても 往々 M 丸 

と稱 せらる、 童 名 あり。 半飼宽 子 は 仙 王 丸、 乂彌市 丸と 云 へり。 是等 にて 推知べ し。」 尤 丸と 屮は、 某の 

蒼 字の 意に て 候。 器物に 丸と. E. は、 笙に菊 麻呂、 笛に 內裏 丸、 〔割 註.： -嘉樹 案に、 一木に 內^ 丸と あり。」^. 

0 篥に 海賊 丸の 類、 此外 あまた 候。 樂 器に 限らす、 船な どに も 丸の 字 をつ け 候 は、 皆 共 物 を 愛して、 人の 

隨 如くに 丸の 字 をつ け 申 意に て 有べ く 候。 唐 にても 扇子、 錢子 など. m. 同じ 心に て 候な りと 見へ たり。 上に 

S も 云 ごとく、 丸の 字 は 麻呂、 萬呂と 書の 借 訓の假 字な り。 定基 卿の 仰の ごとく、 器物 等に 丸の 字 を 川 ひ 

き 

.  1 二 五 


牮隨梧 蒼 


  一  二 六 

名る こと は、 その物 を 愛して、 正しく 人の 如くに 名付けし との 義、 的 論な り。 まことに 件の 卿の 博 宏^ 

智と 云べき にや。 器物の みならす、 或は 生類 を も 愛して は、 今 も 人名 を もて 名る 事 あり。 〔割 註〕 此 人名 

を 以て 名る こと は、 器物 は 作者の 名、 其 余 は 取 傅へ たる 人の 名を稱 する こと も あり。」 彼是 を 以て 比 量し 

て、 船に 名る に 丸の 字 を S る こと は、 共 本 愛し 甞せ しょり、 今 は 通例と なりたる なり。 

嘉  樹 

〇 端午 帱^  (引兩 鈍馗) 附錄 

五 パ五 R の 節 を 端午と 云。 此 日お 兒 ある 家々 にて は、 幟、 兜、 黎を門 庭に 飾り 建る 事、 關柬の 風お な 

り。 夫より 國々 へ 及で、 大凡 共 風俗の 至らざる 所 もな きが 如し。 京^に て は 公家々々 は 幟り 立る こと も 

なし。 〔割 註〕 近世 は. ハム 家の 家々 にても、 武家より 內緣 ある 家に は、 兜 人形の 類 を 小 庭に 飾らる-. 所 も あ 

る、 內々 は 蝶 も 建ら る^-こと あるべし。」 

市中 町家 にても、 此日木 偶 を かざり、 雞 刀の 類 をば 飾れ ども、 未だ 幟 S る 事 はなし。 去れ ども、 武家の 

人に は贵賤 共に 其營 にかざる こと 東武の ごとし。 此事幾 頃より 始れ りと 云 事、 谜に考 へ 出 ざれ ども、 恐 

らく は 幟 S る 事 は、 祌君御 治世 以後の 事に も あらん か。 木 偶 を 飾り、 菖蒲、 刀、 薙刀な ど 飾る は、 古く 

よりの 故 も あるに や、 各 其 據る所 を 風 かに 考る こと 左の 如し。 

幟に 耳 付て 竿に 指す 事 は、 窒町將 軍の 頃、 畠 山 左 衞門督 政 長と 同 右衛門佐 義 就と、 故 管領 持國 入逍德 本 

の^^ を 諍 ひて、 康正ニ 年の 夏、 河内 國登 振と 云 所に て 合戰に 及し とき、 兩家 同族に て其籍 同ければ、 

敵 味方 分ち がた きに よて、 左 衞門政 長 やがて 己が 锬に耳 を 付て 竿に 指け り。 然るに、 其 旗戰 場に 進退 奔 

走迤 便利なる を 以て、 當 代の 人々 皆是に 傚て 耳 付き 銑 を ffl る 人 多し。 爾後 H< 下の 旗の 制ー變 して、 將： ホ 

家より 始て、 諸家の 凝の 制咸耳 付 涎と なりに き。 是を乃 保 利と 名 付る こと は、 大諸禮 に 曰、 職に 耳 付る 

事、 竹の 本に より 順につ けて 登るな りと、 去れば、 その 耳 付る 制に 由て 名 付し にやと、 筑後守 君 美の ffi. 


蒼 
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器考 にも 齊 したり。 如何にも その 考の ごとく なるべし。 此等を 以て 考れ ば、 占く も 足 利^ 治世 以後の W 

なること 明 也。 又 件の 統に、 必子持 筋と て、 上の 方に 二 文字 を畫 く。 共 制 ト-は 太く 下 は 細し 是を 子^ 

を もふくる の祝辭 とし、 又は 陰陽の 表示な ど 云へ り。 〔割 註〕 一 に 云、 本式の 子 持 筋と 云 もの は 二 筋に 

て、 其 樣上は 太く、 中 は 細く、 下は乂 上の 如く 太 15 是 上下 は 父母に て、 中 は 子な り、 父母の^に T あ 

る 故に 子 持 筋と 云へ りと なり。」 此事 人々 口 給に 傳る のみに て、 其 義古實 の據る 所な し。 是 例の 俗 中に 多 

き 杜撰の 禮節者 流の 言へ る ことにて、 あまつ さへ、 言 を 小 笠 原、 伊勢、 今 川 等に 託する 人 も あり。 たと 

へば 小 笠 原、 伊勢、 今 川と 云へ ども、 古實 の據る 所な き はとる にたらざる なり。 抑 軍 统の制 は、 上古よ 

りの ことにて、 祌功 皇后 三韓 征伐のと き、 旌 旗日に かビ やくと 云 こと、 日本 紀 にも 見へ たれば、 其 始め 

は邈 として 考 へがた し。 是を 中世に 考れ ば、 頼義、 義 家の 朝臣より 以來、 右大將 ^におて W ひ 玉ふ珑 

は、 無紋の 白統 なり。 〔割 註〕 此事は 源平 盛衰 記、 平家物語、 柬鑑ぜ にく はしく 見へ たり、」 それよりの 

ち、 佐 竹 は顿朝 卿より 日の 扇 を 賜て 旗の 文と なし、 北條 家の 三 鳞、 新田 義貞 朝臣 は^の 旗と て大中 mr 

足 利 家に は 是又ー 一つ 引兩 とて 黑の 筋！ 一つ を 橫に畫 く 等、 各 旗に 文 あるの^ 也。 

按に、 新田の 大中黑 を 一 つ 引 兩と云 ひ、 足 利の 二つ 引兩、 共に 鈸の^ 巾に 横にす じ 引た るな り。 これ 

を 引 雨と 云 こ と 、 異說 ありて 云、 共 横に 黑く 引た る畫 を、 龍 蛇 の 形象に 取り て 、 上 . 人 ii^ の 勢に 據れり 

と。 此說 利口の 事に て、 黑 く横畫 する もの を 龍 蛇の 形象と 云 こと、 據る所 を しらす。 t 古書に は所兑 

なき ことなり。 然して 引 兩の兩 の 字の 義を按 に、 〔割 註〕 諸 本 悉く 引兩と ありて、 龍と^ ける もの を 化 

す。」 胡曹抄 〔割 註〕 桃花 蘂 葉の 中に 見へ たり、」 IK 子 御袍の 文、 竹、 桐、 御^ 鳳と ありて、 是に權 記 

〔割 註〕 行成 卿の 記な り、」 に^るに、 天子 御袍の 文、 竹、 桐、 五 靈 鳳と あり。 御 は 五、 兩は 露に て、 共 

に 其 字音 を 借りた る 假名 害な りと。 野 i 呂ぉ基 卿の 御 勘 物に 見へ たり。 然れ ば、 一 つ 引兩、 二つ 引^、 

共に 兩は靈 の 字の 義 にて、 おも 假名 逢曰 の 借 字な り。 如何と なれば、 新 S の 大中黑 は 日の 字に 象り、 足 
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利 家の 二つ 引 兩は月 字に 象 どれり。 共 本と 兩 家は嫡 家と 二 W 家なる 故に、 日月の 二 象 を 分って 旗の 文 

となせ しょし、 白 石の 軍器 考に 見へ たり。 去れば 如何なる 故 ありて、 日月の 文 宇 を 用 ひたりと 云 こと 

は见 へす。 

去れば 右の 幟 旗を始 てつく りたる 畠 山 は、 足 利 殿の 餘流 にて、 W く淞家 なれば、 本と 其 旅 は 二つ 引刚と 

見へ たり。 足 利 治 * の 時 は、 大凡、 旗の 文 二つ 引兩 なれば、 件の 帛 山が 幟 旗 をう つした る もの ゆへ、 各 

上に 二つ 引 兩を畫 き、 其 F に 己々 が 家の 紋を 押た る こと、 見へ たり。 夫より 引 襲して、 新田 家 は 一 つ 引 

11、 足 利 家 は 二つ S 兩と云 事に も 心 を 寄せす V  二つ 引. S を畫く を、 幟 旗の 通 文の 如くして、 剩へ、 太と 

く 細く ニ條 になして、 卩持 筋な ど 云 名 n を も 付た るより、 様々 の曲說 も出來 たる ものな り。 若の みなら 

す、 近世 は屮 下の 士庶の 旗 は、 其に 引： S の 下へ、 己が 家の 文と、 又 外 家の 文と を 交へ 押す 事、 尋常の^ 

俗と なりたり。 武家の 男 兒の祝 事に、 其 軍旗 を學び 飾らん に は、 如何にも 我家の 紋を 押て こそ 祝すべき 

に、 外 舅 家の 紋を 交へ 押す 事、 甚 謂れな き ことなり。 ^を 按に、 中 下の 士庶の 旗 は、 男兒を 儲けた る 

時、 多 は 其外與 方より 調 じ をく る 幟なる によて、 上に 例の 子 持 筋 を畫 き、 その 下に 父母の 紋と稱 して 並 

ベ 押す ことなり。 故に 斯様の 事 は、 髙贵の 家々 に はなき ことにて、 其 家の 紋な るに 明かな り。 又 下りて 

徨ェ 商の ものも^ 兒 あれば、 最 らしく 武家に 眞 似て 毎 戶幟を 建て、 あまつ さへ、 鐽 薙刀 を も 飾る に 至れ 

り。 聊抱 腹す るに 堪 へたる ことなり。 然れ ども、 市屮 にて 建る 幟に は、 各々 が 家の 紋を 押て、 又 共 下に 様 

々の e 出度き もの、 鶴飽、 松 竹の 如き、 义は 武者 畫の類 を 畫く事 は、 せめて は 武士と 町家の 分ち 目た る 

の ： 條 なるべし。 

又鉞 幟と て、 紙 を 叫 半幡の 如くに 調 じて、 畫 くに 和漢 勇猛の 勢 ひ ある もの を畫 き、 义は龍 虎の 類 ま、 あ 

り。 就屮紙 幟通畫 とする は 銶馗の 像な り。 是を按 に、 其 故事の 勇敢に 取り、 又は 外 邪 を 避攘 する の 意な 

るべ し。 如何と なれば、 件の 鍾馗の 像 は、 唐 刚皇閗 元 中に 疾病 ありて、 晝 日に 睡眠して 夢む。 一 小 鬼 赤 
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き 犢鼻捧 を 着て、 一展 を 膝に つけ、 一 の 履 は 足に？ 8! て、 直に 叫皇の 前に 來て、 大眞 の槭香 囊と幷 上の 玉 

せ J を 盗む。 上 夢中に 何者 ぞと咎 む。 鬼と 云虛耗 なりと、 且云、 虚とは 空虚の 中に 人の 物 を 盜て戯 る-が 

如し。 耗とは 人家の 喜 事を耗 すと 云義 なりと、 上 怒て 武士 を 呼ばん と 欲し 玉 ふ 所に、 俄に 一 大 鬼の 破 帽 

を 頂き 藍袍を 着し、 角 帶を繫 て 朝 靴 を 被た るが、 徑に 件の 小 鬼を捉 て、 忽ち 其 眼 を 刳て 之を啖 ふ。 ト： 問 

玉 はく、 汝は 如何なる も のぞと、 大鬼 云、 臣は終 南山の 進 士鍾馗 なり。 武德 中應擧 のとき 落第す るに 依 

て 故 鄉へ歸 る こと を耻 て、 殿 階 首 を 觸れて 死す。 此時御 旨 を 蒙りて 綠袍と 革々 を 賜て 葬らる。 其^ S を 

報じ 奉ん が爲 に、 今妖莩 の 虛耗を 除く と、 一一 目 終て 上の 夢覺 む。 于時 忽ち 疾病の 氣瘦 玉へ り。 是に 於て、 

即時に 畫ェ吳 道 子 を 召て、 件の ありさま を圖 せしめ 玉へ りと 云 事、 ^逸史 にあり と、 事 文 類聚に ^ へた 

り。 〔割 註〕 一 說曰、 鍾馗と は 人の 名に あらす。 菌の事 也。 本 艸服器 部 云、 時 珍 云、 ^逸史 に 唐の 明皇の 

時 落第す る 進士の 名な りと いふと も、 周 禮ェ考 記に、 終 葵 は 推の 名な り。 菌の彭 推の 形象に 似たり。 故 

に 問 ふ、 終 葵と 名く、 俗に 1 神 ありて、 椎を 執て 鬼を擊 形を畫 くこと あり。 是を 以て 好事の 人鍾 葵と 云 

人名 を 作り、 共傳を 書して 云へ るな りと、 綱 0 にあり。 是を以 案に、 終 葵 は 元と 椎に 似た る菌 あり。 仍 

椎を 名って 終 葵と 云 か、 終 葵と 鍾馗と 音 相 通し、 又 宋の將 軍 宗懿が 妹 を 鍾馗と 云、 又後魏 のとき、 李 錘 

馗と云 人と 隋の將 に 楊 鍾馗と 云 人 あり、 是 等の 人名 は 同 けれども、 件の 故事 又 終 葵の 事に 與ら す。 然れ 

ば 件の 旭と 云 人 あり、 是 等の 人名 は 同 けれども、 件の 故事 又 終 葵の 事に 與ら す。 然れば 件の 進士の 故事 

の 爲れる 所 は、 本艸 綱目の 時 珍が 記の 如 成べ し。 これ 全く 避 邪の 遣 意なる べし。 

今日 武者人形 を鬥 庭に 飾 こと は、 荆楚歲 時 記の 艾人 とて、 艾を 以て 人の 形 を 造り、 鬥 上に かけて 毒氣 を 

攘 ふの 遣 制なる にや。 

今 世揚り 胄と稱 して、 羝を以 胄と面 頰とを 作りて 飾る は、 延喜 式に、 だ： M 五日 供 飾に 用る 騎射の^ A 

に、 金の 畫る細 布の 甲 形、 金 畫る胄 形、 丹に て 畫る胄 形な ど 云 こ ともあれば、 夫れ と 指すべき に は あら 
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蒼 ざれ ども、 一向 あとな きこと にも あらざる もの か。 〔割 註〕 或 衞府の 式と 彈 正の 式に 兒 へたり。」 右 者、 或 

r 人 幟 ST を 建る の 事 は、 何れの 頃より 始まれる にや、 又 兼て 子 持 筋を畫 くこと、 幟に 鍾馗を 晝く事 を 不審 

0 あるに 依て、 卒爾に^ 說を 注して、 佳節の 俗事 を辨. f る ものな り。 穴 賢。 他人へ 兑 すべきの 一 冊に は 非 

0 るな り。 

；大 明 四 年 五月 五日  橘  よしき 

〇 小 之 字義 

或 云、 俗中佘 銀の 分量 を 云 ふに、 何 匁と 稱す るに 至て、 匁の 字 を 以てする もの は、 其 字の 義 如何 哉。 假 

令 一 匁と 云 ふ 時 は、 其 秤の 重さ は錢 一文の 重さ 也。 爱 を以、 ー錢を 以て 一文と 云より、 一 文目と 云 事 を 

合晝 して  一 ^と 云 を、 ： 匁と 稱す るに 似たり。 請 ふその よる 所 あり やと。 答、， 貴考の 如く、 一  匁 は 其 目 

の 分 甭： 如何にも 一文 nn なり。 され ども 件の 文字に 匁と 書く 事 は、 文目の 二字 を 合畫 草書して ia と稱 する 

に は あらす。 たまく、 匁の 字體 *_s と合晝 する に 似た る なれ ども、 篇海類 編を考 るに、 卷の 二十 冊 中に 

字 ありて、 注して 曰、 8£ は 音錢、 與 レ錢義 同く 俗用な り と あり。 されば 一 文目 は 一 錢 目なる 故に、 此 

字義 ありと 見へ たり。 今 倭 俗 草書して 一 匁と 書き、 又 二^な ど 書く は、 全く ー錢 目、 ニ錢 目の 事に て、 

匁 を 草書した るな り。 & 匁^ 共に 草書の 異體 なりと 見へ たり。 然して 事の 序に、 新舊 錢を抨 目に て 試る 

に、 寬永 錢初錢 とい へ る錢 と、 文の 字 ある 錢と、 又 大佛の 像を廢 して 鑄た る錢等 は、 其懸： n 各 一 匁 あ 

り。 〔割 註〕 近世 鑄ら る、 處の 鐵屑錢 は、 匁 目 比重す るの 限に 非す、」 又 事の 序に、 開 永 通寶、 永 樂錢等 を 

懸 合する に、 大抵 各 一 匁 ほど 也。 開 一 兀錢は 一 匁の 品 は^にして、 凡 九分 程 也。 是は年 序の 經 たる 故に 磨 

滅 せる ものと 見へ たり。 其 他の 古錢 は、 其徑 りの 廣き狹 き、 又 厚薄 もさま^ \ あり。 況ゃ又 度量の 多寡 

も あれば、 尤不合 勿論の 事な らん かし。 殊更に 漢の 代の 銖半兩 等 は、 素より 銘文 にても わかり、 又 共 

世の 度量 も考 あるべし。 今是を 省く。 漢家 通用の 寶貨の 記 等に て辨へ 知るべし。 今爱に 答る 所 は、 匁 字 
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の證 よりして、 吸 前 通 W する 所の 錢を 以て 申 もの 也。 異邦 錢 にても 眼前の 品たり といへ 共、 

の錢 は、 共 大小 叉 金銀； 1 等の E- 乙 ありて、 一概に 比 量し がた し。 故に 開 元 永樂等 を以、 股 前の 现を. &答 

る もの 也。 穴 かしこ。 

^ 一  冊 は、 假 初に 匁の 宇の 篛に よりて、 一 二のお もへ る 所 を 筆した る 也。 もって 錢 貨の輕 ffiE- 乙 を屮論 

ォ るに は 非す。 必 謗に 不^す る こと を ゆるし 袷へ、 かしこ 云々。 

寬政 十二 年 六月 七日  嘉  樹 

老邁の 漫筆 也 

〇 鐡炮始 て 渡る 事 

鐡炮の 日本へ 渡り 始は、 大 隅の 國の屮 に 種子 島と いへ る 島 あり。 大 隅より 十八 里 沖の 方 也。 此&の 四 村 

の 小 浦へ 異國船 漂着せ し 事 あり。 是則 百- パ代 後奈良 院の 御宇 IK 文 十二 年 八月 廿 五日の 事 也。 その^: 1丫 

島の 司に 時堯 とい へる 人 あり。 船 屮を點 見して！^ を 屍る といへ ども、 其 もの & 子細 を しらす。 m;^ 人 

に尋 ると いへ ども 一一：：：： 葉 迪ぜ す。 よって fi 僧 を 一人 賴て 筆談せ しめて、 武 用の 火器なる 事 を 知れり。 然り 

といへ 共、 又 川 ひやう を しらす。 ？ I 擀も 筆談に て わかり 兼る によりて、 譯人を 一人 招きて、 委く川 やう 

を 習 ひ 得て、 夫より 異阈 人に 價を つか はして、 件の 鐵炮を 求め 得たり。 此 時より 鐵炮の 事 を種ケ 島と い 

へり。 然るに、 此 島に 松 下 郞 一一； 郞 といへ る 商人 此術 をよ く覺 えて 居け るが、 或 時異國 人へ 商 ひに 渡海 

する 時、 難 風に 逢 ひて 吹戾 されて、 思が けなく^ 豆の 國へ吹 流されて、 人し く 同國に 在留す る屮、 鍅炮 

の 術 を 化 (地の 人へ おしへ ける より、 關 八州に^ まりけ ると いへ り。 〔割 註：： 南 浦 文 桀に昆 へたり、 略文し 

て 記す。」 

一 說には 百 五代 後柏原 院御 時文 龜 年中に、 南蠻 漂流の 舟 極が しまへ 來 りて、 此器を 口 本へ 傳 へたり とも 

いへ り。 又 ー說に は、 百 五代 後柏原 院永正 七 年、 和 泉の 境より 玉 龍 房と いへ る 山伏 求め 来りて、 相 州の 
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北條氏 綱に^ リし ともい へり。 又 ー說に は、 百 五代 後柏原 院大永 七 年-, 西阈 浪人 井上 新 左 衞鬥と 云 もの 

此 術を覺 て、 武田信 虎に おしへ たり 共い へり。 此三說 各、 後奈良 院 より 前の 事な りと いへ 共、 いづれ も 

储 なる 傳來に 非す。 故に 後奈良 院の 御宇の 種ケ しま t. 堯が 得て、 松 下 五郎三郎が 關 八州へ 廣 めしとい へ 

る を先づ 可とする なり。 其證文 左に あり。 登壇 必究 曰。 大 明嘉靖 問。 始出レ 之。 最猛 利。 以 --鍊 鐵-爲 

レ管。 木 豪ヲ以 テ承レ 之。 屮貯 -1 鉛彈？ 所レ擊 人馬 ヲ .1 穿。 放レ之 法、 兩手 一一 テ握レ 管、 手ヲ 不動、 而藥線 13 

燃。 其 管 背 施-, 雌雄 ニ邀？ 〔割 註〕 メ ァテノ コトナ リ、」 以 レ目對 レ邀、 以レ 邀對， 所 レ欲レ 擊之人 W 三 タビ相 直 

而後 發ス。 擬： 人 ^鼻？ 無，, 不レ 著者？ 是倭 夷用テ 以^-, 機巧？ 屮國習 レ之者 也 云々。 〔割 註〕 邀と は今云 ふ 

けんとうの ことにて 目 あてなり。」 

按に、 明朝の 嘉 靖^ 屮は、 本朝の！ K 文の^ なり。 

又 懲^ 錄 ：VT  n 本- rK 正 十 s¥ 秀^ 以 -> 平 篛智- 〔割 註〕 宗對馬 守な り、」 朝鮮 王へ 送れり と あり。 是 朝鮮へ 

は 日本より 渡せし の證據 なり。 

按に、 雍州 W 志に、 足 利 將軍源 義^の 時弘治 年中の 事と ある は、 百 七 代^ 親 町院の 御宇に て、 1K 文 十 

二 年より 十ケ年 程の 後 なれば、 大凡 同じ 時代なる べし。 又 太平 記に、 大元國 より 日本 を攻 ると きに、 

鐵炮 とて 鞠の 勢なる 鐵丸を 迸 せて、 坂 を 下る 車輪の 如く、 霹 靂 たる こと 閃々 として 電光の ごとくな 

る を、 一度に 二三 千拋 出た るに、 日本の 兵 多く 燒 殺され、 城戶 櫓に.^ 燃 付て 打消すべき ひま もなかり 

けりと 云々、 と ある は、 是名は 鐵炮と あれ ども、 全く 石^矢、 または 炮烙 火矢の 類なる べし。 ひっき や 

う、 種 ケ^より 渡り 来りし 鐵炮 と、 其 品 似た るに よりて、 太平 記に も鐵炮 としる したるべし。 是名は 

同じ けれども、 ゆめく 今の 鐵炮 のこと に は 非るべし。 此大 元より R: 本 をせ めた る は、 九十 代 後宇多 

院の文 永^. 中の ことにて、 種ケ 島へ 鐵炮 の來 りしより 一 一は g! 五十 年 も 前の ことなり。 

但 太平 記 は： 二十 九卷 目にあり 


右の 說々 にて、 共 始めは K しく 後奈良 院の 天文 十一 一年の 事 を：^ とすべき ものな り。 

寬政 改元 三月 八日  嘉  樹 

〇 丁 巳年 試筆 (柬 西南 北 之 和訓) 

禮記內 則 曰。 •： ハ年敎 H 之 數與- 一方 名？ 是數と は 一 二三 Z 等の 數の亊 を 云 ひ、 方の 名と は柬 四 南北の 方を敎 

る 事な り。 老邁 嘉樹今 华齡七 旬に 猶又 七つの 年を剩 すと 云 へど も、 思 盧少く 才氣空 ふして、 いまだ 其方の 

名 ある 和訓 を だに わき まへ す。 爱に 於て 忽卒に 思 ひよりて、 貝 原 益 軒の 日本 釋名を 探索して 之 を^る 

に、 幸に 地理の 部 中に 云へ る 東 は、 日 首の ラを F 略して ひがしと 云 よしを 註せられ、 西は往 去の ィを上 

略してに しと 言へ りと。 また 南 は 萬の もの 日の 南に あるとき は 明らかに 見 ゆるの 訓を 取りて、 みなみと 

號る よし、 北 は 其^ 位黑 し、 黑 はきた なしと いふ 義 にて なし を 下略して、 きたと 云と も 云へ り。 

按す るに、 朿の 和訓 は R のか しらに て、 ド のら を 略して 比 加 之と 云 ふの こと は釋 名な り 解な り。 然し 

て W は、 いにしの い を 略した るとの 說祥 ならす。 如何と なれば、 日の いにしと 解釋は あれ ども、 木 文 

い にしと 計に て、 字の こと は 見る ことなし。 されば 如何なる ものと にしに や、 つまびら かなら す。 敏 

も 不審。 又 南北の 解釋も 耳く 得た る ことなし。 妥を以 老邁、 白 石 先^の 〔割 註〕 白 石 は 新 井筑後 守の^ 

なり、」 ま 雅に據 て、 夫より 遡の ぼり、 日本 紀、 古事記、 萬 葉、 和名 杪 等の 正 記に 苯 合て、 今 又 更に 老 

邁が意 のよ る處 を鈔 出して、 拙 くも 後 3 比 便宜 を 請 ひ 欲する こと 左の 如し。 

：!! の 光曜 を始 てあら はすの 方便なる を以、 日の出る 首と 云 ふの ラを 下略して ひがしと 云 こと、 ^味 

的然 たる ものな り。 〔割 註〕 是は貝 原 氏の H 本釋 名の 註釋 なり。」 

然れ ども、 古訓に ひんが しと 云 ふ 以て 考れ ば、 景行 天 皇の 日向！； の縣に 幸し 玉 ひ、 又 北の 野に あそ 

び 玉 ひし 時、 並に 東の 方 を 望み 見て 宣く、 此國は 日の出る 方に 直に 向へ りと て、 口 向！： と 名付け 給 ひ 

し は 日む かし 國と云 へる の訓 なり。 依て 日む かしの ヒを 中略して ひんが しと 云し と^へ たり。 後枇ひ 


,   ニニ 四 

蒼 

ん がしの しを轉 音して ひがしと のみ 云へ り。 釋 日本 紀に見 へたるな り。 

"一 西、 日の 沒方 を、 古へ は日禰 之と 云し を、 ひね を-一と 轉音 して、 〔割 註〕 いに ぬね の 通 音な り、」 共 日の 字 

P. を^ 訓 してに しと 云へ るな り。 禰之 にし 是亦通 音な り。 〔割 註〕 ねとに と はなに ぬね のの 通 音な り、」 旣 

峯ー に 萬 葉 集に、 渡津 海の 豐旗 雲に^ 理比禰 之と ある も、 乃ち 日の 沒方 のこと にて あれば、 ひねし と 云 ふ 

は 日の 沒方を さしての ことなり。 是 等の 訓に考 へ 合すれば、 貝 原 氏の いにしの 上略 訓釋 ありし より 明 

かに 勝れり と 思へ り。 從 ふべき 也。 

审、 みなみと は 海 を 見る の訓 にて みなみな り。 是の 假名 轉 じて ナ となりた るな り。 

上の みは 見 ゆるの ゆる を 下略して みと 云へ るな り。 日本 紀に、 都より 柬へ 下り 行に は、 南の 方に 海の 

見る によて、 海月 を 見る 國と云 ことにて、 みなみ 〔割 註〕 な はのと 通 音な り、」 と 云 ひし 也と、 釋 日本 紀 

に 見 へ たり。 故に 占 へ は 東海道 をう みつみち と 云 へ る も、 海つ 道と 云 ことにて、 つ は 木め 字に て S 靜な 

り。 見る をみ と 訓ぜし は、 見へ する の 意に てす る を 略した るな り。 是南 をみ なと 訓ぜし 專の據 る 所な 

り。 又 日本 紀に、 武內 宿禰の 歌に 阿 布 彌能彌 と 詠ぜし は、 淡 海の 海と 云 ふ 事に て 侍る 由、 釋 日本 紀に 

見へ たり。 是も海 をみ と 云し めよ る ころな り。 

北、 きた は 分に て わかつ の義 なり。 上古のと き、 此 葦原の 中 津國の 地方 は、 北の方 は 越の 山 重りて 東西 

をへ だち 分ち たり。 是も 都より 東へ 下り 行く ときに、 南 は 東西に 打っ^きて 見 へ るが、 北の方 は 上に い 

へる ごとく、 越の 山 重りへ だ、 りて 東西 を 分つな るに よて、 分の 字の 義に てきた といへ るな り。 即ち 

^へ 良した るの 訓 なり。 分の 字の 訓を きたと 云る は、 日本 紀の訓 にて、 大分 君 をお ほきた のきと 訓 

じ、 又お ほきた のきみ とも 訓ぜ しなり。 又 和名 抄に、 筑前國 新 分 郡 をい きた 郡と 讀せ たる も、 是分 を 

きたと 訓 する の據る 所な り。 また 段の 字 をき たと 訓て、 神代に 素盞烏 尊の 八岐の 大蛇 を 截斷て 三 段と 

なし 玉へ るな り。 is 殿の 階 を 段階と 云 も、 其 階に 高下 を わかつ の 意に てきた はしと 云 ふなり。 〔割 註〕 


今 俗にき ざ はしと 云 は あやまり なり、」 去れば 分 も 段 も 共に、 わかつ のこと をき たと くん ぜ しなり。 

又考 るに、 分の 字の 訓 をく まりと も訓ぜ り。 古事記に、 水分 祌の 注に、 分の 字讀 てく まりと 云と 註せ 

り。 又延喜 式に、 水分 社の 分の 字 を こまりと 假名の 釋 ある も、 こはくとの 通 音に て、 〔割^〕 かきく け 

この 通 音な り、」 くまり と 云と 同き なり。 抑き たと 云 ひ、 くまり と 云 も、 共に 日本 紀に、 北睦 道の 字讀 

てく すかの みちと 云へ るな り。 くす かと 云 も、 きたと 云と 同 <、、 東西 を 分ち へだてた る 陸の 道と 云 ふ 

のこと なり。 くす と 云 ふ は キと云 音の 轉ぜ しなり。 又 タと云 ふ も、 力と 云 も、 共に 詞の轉 にて、 古に 

はく. r がと 云し を、 今 はくがと 云な り。 假令 はじめは 東 を ひんが しとい ひし を、 後に は ひがしと 云 ふ 

-:ノ： とく、 始めはく すがと いひし を 今 はくがと 云な り。 いにしへ より クとヒ との 音に はんと 云し な 

り。 讃岐國 をさぬ きと 云 も、 其 義又 をん と轉ぜ しなり。 いまにて は 其 訓を明 ひざれば、 異なる やうに 

きこ ゆるな お。 全く 上世に 朝夕の 日の出と 夕べの 日の 沒とを 分ち し 方なる を 以てき たと 云な り。 〔割 

註〕 山 重りて 日の出 日の 沒を わかつ との 義 なり。」 

夫より 今の 世に 至りて は、 越の 山の 如く 重り 隔 ざる を も、 海なら すして 行く 道 を ばくがと 云 ことに は 

成た るな り。 此蓥 原の 國の ひらけ はじまりし 時 は、 其 南と 東西と は 皆 海に 望し 地な り。 去れば 北の方 

のみ 山 重りへ だ-りて、 人の 行き 通 ふ 道 もなければ、 唯 山 を もて 此國の 限りと なされ たれば、 くす か 

と は 云し 由な り。 依て 今 北の 訓を きたと 云 習せ しなり。 〔割 註〕 釋 日本 紀 を照覽 すべし、」 貝 原 氏の 北 は 

黑し、 黑き はきた なき ゆえに、 なき を 下略して きたと 解釋 ありし も、 其 叶へ るに 似 たれ ども、 日本 紀 

蒼 の 釋には 勝りが たきと 思 はる、 なり。 

梧 以上の 說は、 白 石 君の 東雅の 解に：^ へし を、 釋 日本 紀、 和名 抄の 如きに 牽 合して、 聊 愚 見 を 以て 己れ が 

隨 好める 方に 荷擔 せし なり。 去れ ども 私意 を もて 他說を 論ぜし こと は、 努々 是 なきな り。 穴 賢。 外 を 

* なりと 云々。 

!.   一  ミ五 
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I.   1 三 六 

寬政九 年 正月 八日 試筆  老 邁嘉樹 

追考釋 名 之 事 

〇 國郡 大小 之 差異 

抑國に 大國、 上國、 中國の 差別 あり。 郡に 大郡、 上 郡、 中 郡、 下 郡、 小 郡の 甲乙 あり。 乃令條 の^むる 

處 にして、 從て國 司の 守 以下 宫屬 相當の 次序、 並に 官 員の 多寡 ありて、 其 制度 顯然 たり。 然と 云 へど 

も、 大國 にして 郡數、 田 町、 正稅、 公廨 等の 上國 より 劣れる あり。 並に 中下國 にいた りても、 又 同く 中 

國 にして 上國 に^し、 下國 にして 中國に 勝れる ありて、 大 上中下の 名義に 反せる もの 往々 見 ゆ。 爱を以 

其 因て 名づ くるの 次第 詳 ならす。 各 疑 ひ 意 ふこと 少 からす。 於レ是 先哲 (壺 井義 知) 令 條の勘 物、 又 職 原 

鈔の 註釋に 云へ る、 凡 國に大 上中下の 名 ある こと は、 其 廣大 狹少を 以て 大上屮 を 分つ に 非す。 唯々 四時 

の 正 偏、 水 土の 厚薄、 人物の 美惡を 以て、 國の 貴賤 を定 ると ころな りと、 此考勘 誠に 古今に 通 貫して、 

後生 を發 蒙せ しむる の活然 たる ものな り、 恨ら く は、 其考勘 ある 出自 子細 を 筆し 漏され たる こと 如何せ 

んゃ。 老邁爱 に 思 を 屈する こと 多华、 今更 齒桑楡 に 傾き、 倒 行 逆 施の 時なる を 以て、 事義の 可に 不可 を 

顧す。 苟 初に 延喜 式、 倭名鈔 等の 國 郡の 大小 甲乙に 預る物 を 抜萃して、 意へ る ま、 に 其 異義 を 推 鼋附註 

する こと 左の 如し。 短 筆 明細に 抄註 する こと あた はざる に 依て、 假 初に 圔を 作りて 是を 筆す。 所謂 剩ぁ 

る もの 歟。 

諸 國郡數 田 町 正 稅公廨 等 多寡 圖 

〇 畿內 五ケ 國 

大國ー 一 

〇 大和 郡 十五 m 莴七千 九 百 五町  正 稅公廨 各 廿萬束 

OJi: 內 郡 十四 m 萬 千 三百 三十 八 町  正 稅公廨 各 十 w 萬 九 千 四百 七十 七 束 


蒼 

梧 
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上國ー 1 

〇 山城 

〇 攝津 

下國 一 

〇 和 泉 

以上 五箇 國之內 

上國攝 津田數 大 國河內 二倍す る こと、 凡 千 九 百 町 

上 同國正 稅公廨 大河 內に 倍す る こと、 凡 五 百 二十 一 二 束な- 

〇 東海道 十五 ケ國 


郡 八 

君. H  二 

^延喜 式 三 

薪 和名 鈔叫 


田 八 千 九 百 六十 一 町 

田 萬 二 千 五百卄 五町 

田 叫 千 五 百 六十 九 町 


大國五 

〇 伊勢 

〇 武藏 

〇 上總 

〇 下總 

〇 常 陸 

上國六 

〇 尾 張 

i 河 

〇 遠. 江 

〇 駿河 


郡 十三 田 萬 八 千 百 三十 町 

郡卄ー 田 三 萬 七 千 五 百 七十 叫 町 

郡 十一 田 二 萬 二 千 八 百 叫 十 町 

郡 4- 一  田 二 萬 六 千 s: 百 三十 二 町 

郡 十一 田 i: 萬 九十 二 町 

郡 八  tH 六 千 八 百 二十 町 

郡 八  田 六 千 八 百 二十 町 

郡 十三  田 萬 三千 六 百 十 一 町 

郡 七  田 九 千-: ハ 十三 町 


正 稅公廨 各 十： A 萬 束 

正 稅公廨 各 十八 萬 五 千 束 

稅公廨 各 八 萬 束 


正 稅公廨 各 三十 fz< 

^稅 公廨各 E 十萬朿 

正 稅公廨 各 四 ト萬束 

正 稅公廨 各 叫 十 萬 束 

正 稅公廨 各： A 十 萬 束 

正 稅公廨 各 二十 萬 束 

•m 稅公廨 各！ 一十 萬 束 

正 稅公廨 各 二十 八 萬 束 

正稅 二十 三 萬 束 公廨 二十 五 萬^ 

1 ni 七 


ト  2 

〇 〇 一 國 〇 〇 〇 g 
m 美 （せ 陸上 近 ® 
濃 濃 奥 野 江— 


梧 
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〇 甲斐 

〇 相 摸 郡 八 

中國 一 

〇 安房 

下國三 

〇 伊賀 

〇 志 摩 郡 1 1 

〇 伊豆 郡 三 

以上 十 五ケ 國之內 

上國 遠. 江郡數 大國ト ；總大 

大相摸 正 公各大 伊勢と 同じ、 

下 賀郡數 中國 安房に 同じ、 

〇柬 山道 八ケ國 

二 誤 脫歟) 

郡 十二 

郡 十四 

郡 三十 六 


田 萬 一 一千一 一 百 s: 十九 町 

田 萬 下 1 1 百 三十 六 町 

田 四千 三百 11 一十 五町 

田 四千^ 十 一 町 

田 百 一 一十 四 町 

田 一 一千 百 十 町 


1 1 一  一 八 

^稅公 廨各廿 叫 萬 束 

^稅 公廨各 三十 萬 束 

正 稅公廨 各 十五 萬 束 

正 稅公廨 各 十三 萬 五 千 束 

正稅 一 千 一 一 百斛 

正 稅公廨 各 六 萬 五 千 束 


下 總大、 常 陸に 佶す る こと 凡 二 郡 並大^ 勢と 同じ- 


田 三 萬 三千 四百 一 一 町 

田 三 萬 九 百 三十 七 町 

田^ 萬 千 ^fci: 十 町 


郡 十八 田 萬 叫 千 八 百 二十 町 

郡 十  田 三 萬 九 百 八 町 


正 稅公廨 各 四 十 萬 束 

正 稅公廨 各 三十 萬 束 

正稅 六十 萬 束公廨 八十 萬 三千 七 百 十五 束 

正 稅公廨 各 三十 萬 束 

正稅 八， ft 各 三十 五 萬 束 


蒼 

每 


ナ- 

郡 十 

郡 三 


田 三 萬 百 五十 町 

田 萬 六 千 百 九 町 

田べ ト五町 


^稅公 廨各三 卜 萬^ 

正稅 二十 萬 束 公廨 三十 叫 萬 束 

正 稅公廨 各 z 萬 束 


〇 下野 

下國 一 

〇 飛驛 

以上 八 ケ國之 内 

上國美 濃郡數 大國 近. 江に 倍す る こと、 凡 六 郡、 大 上野 倍 事 凡 W 郡、 並正稅 公廨大 上野、 上 信 濃 K 稅 

公廨、 大 上野 倍 事 凡 五 萬 束、 上下 野正稅 公廨、 上野 國。 

. 〇 北陸 道 七ケ國 

大國 一 

〇 越 前 . 郡 六  田 萬 二 千 六 町 

上國三 (： 越 中ノ分 誤脫 力) 

〇 加賀 郡 1： 田 萬： 二 千 七 百 町 

〇 越後 郡 七  W 萬 e で 町 

中阈三 

〇 若狹 郡  一二 

〇 能 登 郡 叫 

〇 佐 渡 郡 三 

以上 七ケ 國之內 

ト： 國越 中田數 大國越 前 倍 事 ai: 千ん； c 九十 叫 町、 ト- 越後 郡 数、 大越 前^ 事 一 郡、 

同國 EB 數 大越前 倍 事 凡 千 九 百 九ト叫 町、 屮能登 郡數は 加賀越 中國、 

一 三 九 


田 三千 七 百 七十 町 

田 八 千 一 一 百 町 

田 三千 九 百 六十 町 


正 稅公廨 各 三十 萬 束 

^稅 公廨各 一一； 十 萬 束 

正 稅公解 各 三十 三 萬 束 

正 稅公廨 各 九萬朿 

^ 稅公廨 各 十^ 萬朿 

正 稅三萬 八千朿 公 廨八萬 束 


0 


〇 山陰 道 八ケ國 

だ  上國 W 

隨  〇 丹 波 郡 六 

箪ー  〇伹 馬 郡 八 

〇 出 雪 郡 十 

000 郡 七 

〇 伯耆 郡 六 

中國 一 一 

〇 丹 後 郡 五 

〇 石 見 郡 六 

下國 一 

〇 隱岐 郡 叫 

以上 八ケ 國之內 

中 國石見 郡數 上^ 伯耆 

〇 山陽 道 八ケ國 

大國ー 

〇播 磨 郡 十二 

上國六 

〇 美 作 郡 七 

dB" 君/ 


田 萬 六 百..； ハ 十六 町 

ra 七 千 五 百 五十 五町 

田 九 千 叫 百 三十 五町 

田 七 千 九 百 十 z 町 

田 八 千 百 六十 一 町 

田 EI 千 七 百 五十六 町 

田 叫 千 八^ 八十 叫 町 

田 五 百 八十 冗^ 


と 同 


田 f  ！萬千 ^百 十四 町 

田 萬 千！  T 一  町 

田 萬 三千 百 < 十 五町 
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E 稅ニ 十三 萬 束 公廨 二十 五 萬 束 

正 稅公廨 各 三十 W 萬 束 

正稅ニ 4« 六萬朿 公廨 三十. 萬 束 

^稅 公廨各 三十 萬 束 

正 稅公廨 各 一 一十 五 萬 束 

正 稅公廨 各 十七 萬 束 

正 稅公廨 各 十^ 萬 束 

正 稅ニ萬 束 公廨 Z 萬 束 


正 稅公廨 各 三十 萬 束 

正 稅公廨 各 三十 萬 束 

^稅 公廨各 三十 八 萬 一 千 一 百艽十 束 


〇 備中 、 郡 九 

〇 備後 郡 十四 

〇 安藝 郡 八 

〇 周 防 郡 六 

中國 一 

〇 長 門 郡 五 

以上 八ケ 國之內 

上阈備 後郡數 大闽播 磨 倍 事 二 郡、 

〇 南海 道 六ケ國 

上國叫 

君 七 

茚九 

郡 十 一 

郡 十四 


田 萬 三百 一 一十 七 町 

田 九 千 三百 一 町 

田 七 千 三百 五十 七 町 

田 七 千 八 百 三十 叫 町 

田 四千 六 百 三 町 


〇 紀^ 

〇 阿波 

〇 讃岐 

〇^ 豫 

中國ー 

〇 上 佐 

下國ー 

〇 淡路 

以上 六ケ 國之內 

中國土 佐郡數 


田 七 千 百 丸十 八 町 

田 三千 叫 百 十 叫 町 

田 萬 八 千 六 百 I： 十七 町 

田 萬 三千 五 百 一 町 


郡 七 


田 六 千 叫 百 五十 一 町 


田 1 一千 六 百 五十 町 


正 稅公廨 各： 一： ト萬束 

正 稅公廨 各 一 一十 叫 萬 束 

正稅ー 一十三 萬 束 公廨ー 一十 萬 八 千 八 百 束 

正 稅公廨 各 二十  一 ^束 

正 稅公廨 各 十 萬 束 


正 稅公廨 各 十 萬 束 

H 稅公蟒 各 二十 萬 束 

K 稅公廨 各 一一： 十五 萬 束 

正 稅公廨 各 一一； ト萬朿 

正 稅公廨 各 二十 萬 束 

正稅 11; 萬 五 千 束 公 廨叫萵 五 千 束 


上國紀 5： と 同じ、 


筆 隨梧蒼 


一 四 二 


中國同 國田數 上 阿波- 一 倍 事 凡！ 二 千 三十 七 町、 

中 同國正 稅公廨 上 紀^に 倍 事 凡 二 萬 五 千 束 並、 上 阿波と 同じ、 

海道 九 ケ國並 一 一島 國 

大國  一  • 

田 一 一 萬 三千 五 百餘町 


〇 肥 後 

上國五 

〇 筑前 

〇 筑後 

O 巴^ U 

〇 豐前 

〇 豐後 

中國三 

〇 日向 

〇大 隅 

〇 薩摩 

下國 1 一 

〇 壹岐 

〇 對馬 

右 八 郡數、 田 町 


十四 

郡 十五 

君. f 

郡 十一 

君 「ノ 

君/ 


田 八千^ 百餘町 

田 萬 一 一千 八 百餘町 

田 萬 三千 九 百餘町 

田 萬 三千！ ー百餘 町 

田 七 千 五 百餘町 


r 延喜式 十一 


田 1： 千 八 百餘町 

田 W 千 八 百餘町 

禾, ィぉ. tl  二  i 


郡 歡« ^一  田 六 H 二十 町 

郡 二  田 W 百 卄八町 

公廨、 甲正 稅の延 喜 式、 倭 名鈔等 見る 所な」 


正 稅公廨 各 叫 十 萬 束 

正 稅公廨 各 二十 萬 束 

正 稅公廨 一 一十 萬 束 

正 稅公廨 各 卄萬束 

^稅公 麻备ー 一十 萬 束 

正 稅公廨 各 一 一十 萬 束 

正 稅公廨 各 十五 萬 束 

^稅八 萬 六 千！！ 十 束 公 廨八萬 五 千 束 

ず- 稅公廨 各 八 萬 五 千 束 

^稅 一 萬 五 千 束 公 廨五萬 束 

正稅 三千 九 百 束 

其繁雜 にして 見る に 煩し きを 以て、 其 甲 


乙 を 約束す る こと 又 左の 如し- 


蒼 

隨 


〇 畿內 五ケ 國 之- s: 

. 攝津 田 萬 二 千 五 百 二十 五町。 正、 公、 各 十八 萬艽千 i 

大河 內 田 萬 千 三百 三十 八 町。 正、 公、 各 hra 萬 九 千^ 百 七 卜 七 束 

以上 は上國 にして、 田數 正稅公 腐の 大國に 倍れ る ものな り。 

〇 東海道 十 五ケ 國之內 

遠. y 郡 十三 

上總 U- 總常陸 各 郡 十 一 也 

相 摸 K 稅公廨 各 三十 萬 束 

伊勢 正、 公、 各 三十 萬 束 

伊賀 郡 四 

安房 郡 四 

以上 は 上 國の郡 數大國 に 倍り、 並に^ 稅公 廨の屮 乙な ども、 又下國 にして 郡數の 中國と 甲乙な きものな 

〇 東 山道 八ケ 國之內 

上 美 濃 郡 十八。 正、 公、 各 三十 萬 束 

大 上野 郡 十四。 正、 公、 各 三十 萬 束 

上 信 濃 正、 公、 各 三十 五 萬 束 

大 上野 正、 公、 各 三十 萬 束 

上下 野 正、 公、 各 三十 萬 束 

大 上野 正、 . 公、 各！ 二十 萬 束 

I.   1 四 111 


 [  〗 ra 四 

以上 は上國 にして、 郡 數大國 に 倍り、 並に 正 公 各 甲乙な きもの、 又 並に 广に公 各大國 に^れる もの、 又 上 

國の 正 公 各 大國と W- 乙な きものな り。 

〇 北海道 七ケ 國之內 

上越 中 田數萬 W 十 町 

大越前 田 數萬ニ 千- パ町 

上越 後 郡 七。. 田 萬 叫 十 町 

大越前 郡 六。 田 萬 二 千 六 町 

ム RC 登 

加賀 越 中 各 郡 四 

以上 上國 にして、 田 數大國 に 倍り、 又上國 にして 郡數 W 數 共に 大國に 怙れる もの、 又中國 にして 郡數の 

トー 國と 甲乙な きものな り。 

〇 山陰 道 八 ケ 國之內 

中 石 見 郡 六 

上们耆 郡 六 

以上 は巾國 にして、 郡數の 上國と 甲乙な きものな. OS* 

〇 山陽 道八ケ 國之內 

備後 郡 十 叫 

播磨 郡 十二 

以上 は上國 にして、 郡數の 大國に 佶れ る ものな り。 

〇 南海 道六ケ 國之內 


梧 

筆 


中 土 佐 郡 七 

上 紀^ 郡 七 

中 土 佐 田 六 千 S 百 五十 一 町 

上 阿波 田 三千 叫 百 十 叫 町 

中 土 佐 K、 公、 各 一 一十 萬 束 

上 紀^ 正、 公、 各 十 萬 束 

上 阿波 正、 公、 各 一 ！十萬 束  . 

以上 は中國 にして、 郡數の 上國と 甲乙な きもの、 乂屮國 にして 田數の 上國に 估れ る もの、 又巾國 にして 

正 稅公廨 の 上國に 佶れ る、 並に 申 乙な きものな り。 

〇 西 海道 九 ケ國並 1 一島 國 

此十 一 ケ凼は 郡數、 田 町、 芷稅、 公廨 共に 各右大 上中下 の 名義の 如く 次第し て 異同な きものな 

り。. 

右 郡 數田町 正 稅公廨 の 國の大 上中下に よりて 異同 ある もの、 中、 郡數の 多寡 を 以て、 國の 大ト； 屮下 を^ 

ふる 事は不 レ詳。 如何と なれば、 令條の 制を考 るに、 郡に 大 上中下 小の 差刖 ある こと は、 二十 里 以下 十 

六 里 以上 を大 郡と し、 十五 里 以下 十二 里 以上 を 上 郡と し、 十； 里 以下 八 里 以上 を屮 郡と し、 七 里 以下 叫 

里 以上 を 下 郡と し、 三 里 以下 二 里 以上 を 小 郡と す。 其. 一 単； と 云 は 五十 戶を 以てすと 云々。 しかれば 凡常 

國 にて 大小 ありと 兌 ゆれ ども、 今 某 郡の 大 上中下 小の 甲乙 あるの 名義 考へ得 ざれば、 郡數の 多寡 を 以て 

は、 國の廣 狹は考 へがた きものな り。 爱 を以、 今五畿 七道 を 各路に 分って、 其 m 數と正 稅公廨 との 甲乙 

を 比較 すれば、 圖の 大ト； 巾 下に 反する の 甲乙 渐く ニケ國 なり。 所謂 左の 如し。 

〇 上攝津 國上國 にして、 大河 內の 大國に 勝れる 事 は、 靈龜 以後の ことなれば、 令條を 定めら る-時 

】 四お 
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は、 河內の m 數ぉ稅 公廨 ともに 攝津 にす ぐれり。 綾 日本 紀に、 靈^ 二 年 W 月 河： z: 國 三 郡 を 割て 和 泉 

監を 置と あり。 然れ ば、 今 和 泉の 田數 と！^ 稅公廨 と を 合すれば、 河 內の田 數は萬 五 千 九 百 七 町な 

り。 K 稅と 公廨と は、 各 ぼ 二 萬 九 千 四百 四十 七朿 にて、 大國上 國の名 順次の 如くな り。 

〇 上 信 濃 國ト： 國 にして、 正稅公 廨の大 上野 國の 大國に 勝れ ども、 事 は 古への 定めに は 反せり。 上野 當は 

本と ー國 にて、 今の 兩國 の界 とする 佐 野、 笠懸 野の 閒 なる 渡瀨 川と 云 を、 一 國の中 問と して 兩國を 

合せ 計 ふれば、 正 稅公廨 各 六十 萬 束な り、 然ると き は、 信 濃 國の正 稅公廨 三十 五 萬 束に は 莫大 勝^ 

る ものな り、 去れ ども 上野 下野 をー國 とせし こと も、 又 夫 を 分って 上下 ニ國 とせし こと も、 年記詳 

. ならす と 云へ ども、 大抵 國々 に 前後 上下 を 分ち しこと は、 延喜 式より 前に 見へ ざれば、 是 以て 令條 

以後の ことなる ベ し。 

〇 越 中越 後上 國 にして、 田 數大國 の 越 前に 倍れ る もの は、 三代 格を考 るに、 嵯峨大 皇弘仁 十 W 年 一 ； 月 

三日 越 前の 國. 江 沼、 加 賀ニ郡 を 割て 爲-ー 加 賀-と あれば、 本と よ" 加 賀は越 前の 中 なれば、 此ニ阈 を 

合せ 計れば、 越 前の 田 數凡ニ 萬 五 千 六十 六 町と なりて、 越 中、 越後に すぐれる ものな り。 

〇 土 佐の 國中國 にして、 田 數上國 たる 阿， 波國 にす ぐれり と 云へ ども、 淡 路の國 は 元と 阿波の 國の 島な 

れ ば淡路 なり。 此田數 二 千 六 百^ 十 町 を 阿波へ 加へ 計れば、 凡 六 千 六十 叫 町と なりて、 土 佐 國の田 

數に 倍れ る ものな り。 

〇 又 中 土 佐國、 正 稅公廨 各 二 萬 束に て、 大國 たる 紀^ 國の正 公 は 十 萬 束なる もの は、 其 多寡 拔 群の 事 

にて、 如何なる 故と 云 こと を考へ わくる こと 能 はす。 

おの 子細 を密々 註附 せば、 固の 大小 屮下は 全く 大は廣 く、 上 は 夫に 次ぎ、 中 下 は 自然と 狹 少なる ものに 

も 幾 からん か。 

寛 政 W 年 三月 W 日  橘  嘉封 


肇隨 fS お 


追 考 

追て 考 るに * 國の 大小 中 下 を 分つ 事 は、 

ば、 職員 令 を考 るに 左の 如く 見へ たり。 

(國 守 一 人 介 一人 大掾 一人 


に 其 國の廣 大狹少 に拘ら すと も 云 ひがたし。 如何と な. 


上 國 

中 國 

下 國 

ナ き 

中 ^ 

下 部 


守 一 人 

守 一人 

守 一人 

大領 一 人 

大領 一 人 

大領ー 人 

大領 一 人 

領ー 人 


介 一人 掾 一人 

橡 一 人 目 一人 

rz  ； 人 史生 三人 

少領 一人 主 政 三人 


少掾 ； 人 

目 一 人. 

史生 三人 


大目 一 人 少目 一 人 


史生 I  二人 


少領 一 人 

少領 一 人 

少領 一 人 

主 帳 一 人 


主 政 三人 

主 政 I 人 

$ 一  人 


主 帳 三人 

主 帳 一 一人 

0 一  人 


右官 員の 成數 は、 土地の 廣狹と 人民の 多棼を 以てお るの 篛 にて、 土地 ければ 冃 然とん：^ も 多し、 人^ 

多ければ 嵇穀も 繁多な り。 種毂 多ければ^ 稅公 廨も隨 て豐饒 なり。 土地 ひろく 入 K 多ければ、 國司 に屬 

する の 介掾目 等、 並に 郡領 以下の 官人も 多 かるべし。 多から ざれば、 政^も 缺 如の 事 あるに よって、 共 

國其 郡に したが ひて 員 を增 しお かる、 こと、 北.：^ 尤 叫 なり。 妥を 以て 考 るに、 大國上 國と 比隣して 敉 

れば、 共 風土の 厚溥、 z 時、 w 偏、 人物の 美 Hi も、 其、 屮乙を 分つ の • 勘なる べし。 並に 中 國と下 國の次 

序 も、 又 その 篛に 同じ かるべし。 然して、 上 國と中 國とは 比隣す と 云へ ども、 甲乙 懸隔の 考 へに は 較べ 

がた きものな り。 

或 人 云、 令 外の 官に守 以下 權官を を かれ、 又 或は 掾 =1 等の 員 を增 された る こと あり。 此篛 は考へ 加へ 


一 w 七 


m  m  m 蒼 
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ざる は 如何にと、 嘉樹憶 ふに、 國の 大ト： 巾 下. f、 郡の 大ト； 屮ド小 等の こと は、 令條 のさ だむ ると ころに 

して 議論す る ことなれば、 令 以後の 沿^ は爱 に考 るに 由な きこと なり。 故に 格式 等の ことに は、 曾て 議 

論 を 加へ ざる ものな り。 穴^。 

寬政叫 年 三月 廿 九日 追て 筆す  老 邁嘉樹 

〇 虎畫 風情 

或 云、 虎 畫を圖 する に、 十に 八 火 は 竹を以 し、 又は 巖石 など を 書-き 添て、 假初 にも 森林 人家な どに 及 ざ 

る もの は 如何なる 故に や、 共據る ことおて 子細 あるべし。 吾子 所見 あり やと。 答 云、 往々 其 不審 ある こ 

とに て、 晝ェ まで は 掌國の 人に 問へ ども、 そ J の 本據聞 事な し。 然に予 説郛の 逸書 中 三十 叫 五部 を藏し 

て、 旅行に は必す 竹^の 屮に携 へ 行て、 睡眠の 友と せり。 頃日 も 亦 下 右 國ニ荒 山へ 登山の 事 ありて、 如 

レ例此 書 を たづ さへ 閲 るに、 部 屮宋の II 元 英が談 叢の 中に 見る こ と あり。 所謂 虎 は 常に 鏢 鼠と 云 ふ もの 

ビ 怖れ 避く。 鏢鼠は 常に 深山 林木の 枝 上に 隱栖 て、 林屮 虎の 過る を 見れば、 必鳴噪 して 自らお のれが 毛 

をぬ きて、 虎の 身に 投 すれば、 その 着く ところ 必す蟲 ば まれて、 偏 身瘡 いでき 爛れて ついに 死にいた る 

ゆへ に、 林木 中には 虎 至らざる と 見えたり。 此事は 漁 溪と云 人、 山林 中 を遊歷 して、 一 佾の山 居す る を 

^ふて、 此處 山中に して 虎の 患へ にあへ る こと はなき やと 尋し 時、 山 僧の 云へ る、 如レ此 林木 繁れ ば、 

地に は 虎の 禍は 曾てな きものと て、 右 云々 のこと ませし なり。 骨て 漁溪 おも ゑら く 方に 覺. ^り。 虎 を 

窨： くもの、 皆 平原 曠野 茅 葦 叢 薄の 中なる もの を 交へ 畫け ども、 曾て 林木 を 作ざる もの は、 誠に 此 謂なる 

べしと 云へ り。 予も亦 考へ憶 ふに、 五雜組 事の 部に 云、 有，. 人 以-, 釘鉸 -爲レ 業者 5 至 二 山中， 遇-一虎？ 臥 

レ地 呻吟す るか、 見 レ人舉 レ爪示 レ之を 見れば、 一 大竹 刺の 爪 問に 深く 入りた るな り。 其釘鉸 業の^、 爲に 

拔 きて 憐む。 虎悅 べるの 報に や、 忽ち 鹿 を 含て 來り あたへ ると 云 ふごと など、 全く 虎の 竹林 中に 在る の 

^徵 なるべき にやと 取 詮なく 筆し 止むな り。 


天明 五 年 九月  老邁橘 嘉樹 

〇 鬥松建 飾 

門松 は贵家 に 營 建ら る i 事 は 無 之 の 考 

つれ，^ 草に 云、 大路の さま、 松た てわたして はなやかに うれしげ なるこ そ あはれ なれ。 

大路と 云 は、 官 城の 外にて、 ニ條 より 九 條迄を 云り。 拾芥鈔 云、 宮城 南 大路 (禁屮 也ニ條 なり) 廣 十七 

丈、 次 六 大路 各 八 丈、 〔割 註〕 六 大路と は ニ條、 叫條、 五條、 六條、 七條、 八條 等の 大路な り、」 南 極大 

路 十一 一 丈 1 一尺へ 九條の 大路な り) 云々。 是路屮 町々 の^な り。 

堀川 百 首に 「門松 をい となみた つる その ほどに 舂 あけがたに 夜 や 成ぬ らん (膝^ 顯季) 

是も 町々 にて 家 ごとに 門松 を 建かざる 中、 に はや 夜 も あければ、 あら 玉の けしきに 成りて、 いとぐ^ 

はへ る こと をい へ る 成べ し。 

世 諺 問答 臼、 〔割 註〕 一條 禪閱兼 良 公 御作、」 朔 日より 賤が 家居に、 門の 松と てた て 侍る は、 いつの 頃より 

はじまれる 事に や。 答、 いつ 頃と はたし かに 申が たし。 門の 松た つる 事 は、 むかしより ありき たれる 事 

なるべし。 賤が 家居 は 大方 方戶 なる によって、 K 尸と. E.iw れど、 むかし は 一町のう ち を 五 丈づ 、にわり 

て 門 をた てし かば、 八つの 鬥 ありし なり。 その 中に 賤が 家居 を 作り 侍れば 門な かるべき にあら す。 其 門 

の^に 松 竹 を 立 侍り、 松と 千と せ を 契り、 竹 は 萬 代 を かぎる 草木 なれば、 年の はじめい は ひ 事に たて は 

るべ しと 云々。 

K„s 長 明が 叫季物 誘に 云、 ^の ためとて 松 竹に しりく めの 繩 とり そへ て、 ゅづり はし だな ど 家 を ふき 侍る。 

^ 御 §Z 公卿の 家 はさら なり。 〔割 註〕 さらなりと はま たかはれ りと 云る 也、 御門 も 禁裡な り。」 

右に て 門松の 事、 禁裏 公家 方に て は無レ 之、 武^ 計- ；义 る亊 W かなり。 つれぐ 草に も、 大路と ある 

は 洛中の 町々 なり。 

JUT  - 

I 四 九 


明 六是合 は 町 十 丈 は 一 今 
な 七に せ i? と 六に，'、 町の 
り 間て て を 丁 丈 積 尺と 道 

° な 一 叫叫 となれ な 云 程 

る WH- 丈の りば りひ 六 
こ と 丈と 間 。六 °  、十 
と 云な しの 夫々 夫 一間 
も はりて 道へ 三 を 間 を 


戶ー 

門 

同 

戶 

に 

同 

』 

同 

同 

二 

に 

同 

同 

門 

同 

同 

ar-» 

つ 

同 

同 

』 

同 

同 

同 

同 

門 

同 

同 

c— 

同 

同 

門 

uJS 

同 

同 

し 

同 

同 

門 

"33 

同 

同 

同 

同 

門 

"13 

同 

同 

レ 

1 fs 

右^:^ 问 答に、 町々 一 町 を兀 丈づ、 にわりて、 八ッの 門 ありと いえる 事 は 左の 如くな り。 むかしの 

町の わり 也。 今の 世 家居 繁 く^っ^きて、 古の ー戶 一町と いへ る 事 も 跡な く 成りたり と い へ ども、 

京の 町 は 未だ 其 風愦殘 りて、 南北の 町家 は 半 町 宛に て 道 あり。 大凡 は 左の 圖 にて 辦へ 知るべし。 

仉八ッ の 門 ありと は、 たビ其 町の さま を 荒 ましに い へ る もの 也。 實には 一町に は 三十 一 一の 門 あ 

一町 之圖 

1 戶と云 は 一 家の ことにて、 

其 一 戶と云 は 十 丈に 五丈づ ん 

なり。 是則 一人前の 家居な 

り。 右 は A 戶づゝ 後ろ 合せに 

して 合せて 十六 戶 なり。 一 町 

は 三十 一 ー戶 にて 門 も n; 卜 二な 

り。 夫 を 今 八戶と ある は 一な 

らび の處を さして 云へ るな 

り。 

右 は拾芥 抄に詳 なり。 予又 別に 町坊 保の 圖 ありて、 戶 n の考 あり。 合せて 考へ 知るべし。 たと へば 一 戶 

と S は、 十 丈に 五 丈な り。 其 ー戶 を八ッ にて 三 十二 戶 なり。 夫 を 1 町と 云。 一 町と は 叫 十 丈 叫 方な り。 

其 一 町 を W ッ 合せて 一 保と 云、 一 一町 叫 方な り。 其 一 保 を W ッ 合せた る を 一 坊と 云、 ！ 一保 W 方な り。 〔割 

註〕 則 叫 町 叫 方の ことなり。」 其 一 坊を竪 に叫ッ 合せた る を 一 條と 云。 長さ 十六 e 'に 隨叫 町な り。 以 上古 


の 町保坊 條の定 なり。 拾 芥抄に 委し。 麦に 其 大抵 を 云 ふなり。 右 は 去る 天明 三年の 春、 或 人の 問に 答 

しの 副書な り。 然る を、 今年 正月 京師に て 火に 災 せられて 失 ひける にて、 水 谷 氏のう つし mg る を 借り 

て 補 ひ 書す る ものな り。 

天 明 八 年 十一月 十三 日  橘  0  0 

〇洛 東大 佛殿囘 祿之事 

寬政十 戊 午年 秋 七月 朔日 夜ーヌ 刻 頃より、 洛中 洛外 暴 雨 霹^して、 實に木 を 裂き 石を轉 す 7-が 如くな り。 

夜 牛の 頃に 及て、 洛外 辰 巳の 方に あたって、 ー團の 電光 射 下る よと 兒 えしに、 忽ち 方 腐精舍 の. V 佛 殿の 

屋 楝ょリ 猛火 炎々 として 熾 上し、 さし も廣大 なる 大 伽藍、 瞬 息の 間に 灰燼と なれり。 共餘 焯囘廊 より 仁 

王 門に. 及で、 一 塵の 殘灰 なく、 一片の 燒 土と なしぬ。 猶餘 光炎々 として、 翌ニ c: お 巳の 尅の 頃より 漸々 

に鎭 消せし と 云り。 然 ども、 幸に 方廣 の本坊 並に 三十！：：^ 堂、 又は 洪鐘等 は延災 なかり しと 云り。 誠に 

奇 代の 不測、 未曾有の 珍事な り。 

事 京師より 發し來 る 脚力 夫、 眼前に 見得て 下れり とて、 五 ほ 午の 上刻 頃吿げ 来れり。 因に 勘る に、 

年 曆由來 左の 如くな り。 

抑 平安 城外 大铈像 は、 豐臣 太閤 南都 東大寺の 大佛 像に 准擬 せられて、 過分の 資財 を费し K カを勞 せしめ 

て、 天 正 十 叫 年より 事 を 起して、 數の年 序 を^て 成就せ しなり。 爾後 慶長七 年 十二月 1： 日闾； t の災 によ 

て、 忽ち 一時の 灰土と なりし を、 同 4- 五 年 豐臣の 二世 內 大臣 秀頼 公、 御 父 太閤の 御 願なる を以御 再建 あ 

り。 元來 南京の 大佛像 は、 唐金に て 鑄 建た る を、 太閤の 意存 速に 造 功 を 遂げし めんと て、 木像に 削り 作 

らせ 膠漆 を 以て 制 飾して 形の ごとくに て ありし なれば、 今度 再建の 饞は 南京 本髓の ごとくに、 ^金 を以 

て 造 立 あるべき 旨、 家康 公の 御意 見に よて、 過分の 費 弊 を 償 ひ 設けて 造 立 ありと かや、 傳 M せり。 然る 

に、 寬文ニ 年 五月 朔日 地震の 災 にか ゝ りて、 件の 金 鲷の佛 ^壌れ 損する によて、 今般 執政の 老ほ故 松 平 


一 


伊豆守 信 綱 朝臣の 思惟 を 以て、 太閤 御 造成の 如く。 再び 木像に 改造ら る。 同き 七 ^月日 事 成矣と 云へ， 

り。 然して 今年 迄； 百 三十 ヒケ 年に 及べり。 〔割 註〕 地震に て壞 損失せ る寬文 二^-より なり。」 

成 廢年紀 略  . 

祭 一 初て 造 立せられ たる H< 正 十 叫 年より 慶長七 年 炎上の 度まで、 凡 十七 ケ^. なり。 

：冉雜ー 立の 事、 始慶長 十 K 年より 寬文ニ 年 地震の 災 にて 壌 損 あるまで、 凡 a 十三 ケ^な り。 

11 一度 目 建立 选替 の 事始 より 當年寬 政 卜^-七月まで、 凡：，；：！ 一； 十.； ハケ 年な り。 

並に 數 るに H<fi 十 叫 年 

初て 造 立より 今^まで 凡 二百 十三 ケ年 なり 

慶長十 S 年 

再建の 年より 今年まで 凡 一 百 八十 九ケ 年な り 

寬文 三年 

1 二度目 建立の 年より 凡 一 百 三十-: ハケ 年な り 

追加 南京 大佛像 fc. 序 大概 

聖武 天皇 御 建立、 1K 平 廿年御 草創の 年より 高 倉院 御代 治 承 四 年- m 衡 放火せ し 年まで は、 凡 三百 九十 三ケ 

. 年 なり。 

後鳥羽院 御代 文治 一 一年 俊坊 軍： 源お 建せ しハ 牛より 正 親 町 院永祿 十 年、 松 永と 三 妤戰& によて 放火して 灰サ 

しに 及まで、 凡 三百 八十 一 ヶ^-なり。 

イ後 -ー 

復 び再逑 ありし 正 親 町院； 兀飽 元^より 今¥寬 政 十 年まで、 凡 一 一 百 廿 九 年な り- 

マ： 考 るに、 初て 造佛 ありし 蛮武 SK 皇^ 平 一 一十^-より 當寛政 ト^まで は、 凡 一 千 五十 一 ケ^-なり。 

此年 序の 事 は、 續日 本紀、 將軍 家譜、 厫代 備考、 本朝 年代記、 太閤 記 等に 據て 之を數 るな り。. 本よ 


肇隨 梧^ 


り 京師 大佛の 年^も、 同き 趣 を 以て 數へ 注せし なり。 あまたの 年 序の こと、 二三 叫^の 求^ あるべ. 

し。 恐れく、 筆 は 同志の 夜話の 談柄 となさん のみ、 呼 々可^。 

. 寬政十 年 七月 六日 午後  老邁馼 岳嘉樹 

三代 赏錄 

〇 朔且 冬至 之議 (貞觀 ニ年ト 月 卄三 日) 

三代 實錄卷 叫 貞觀 ニ年閏 十月せ 一一 日紀拔 書、 卄 三日 己巳。 . 地 、&。 勅- -從叫 位下 行文 章^ 士兼播 n 權守菅 

原 朝臣 是善。 正 五位 下守權 左中辨 兼行 式部 少輔 大枝 朝臣 音 人。 正 五位 下 守 右屮辦 朝臣 冬 緒。 從 五位 

上 行大學 博士 大春日 朝臣 雄镟。 從 ^位下 守 主計 頭 兼行 木工 助赛 博士 有宗. M 禰益 門^- 闩。 今ギ 一章 十九 

年。 准- -據 先例？ 當レ 有- -朔旦 冬至？ 而暦^ 士眞野 麻呂等 所 レ上瞬 口。 冬至 在-十  一 n 二日？ お 於- 經史- 有， - 

可-進退， 之理. M 乎。 宜- 議而奏 7 之。 是善 等奏？ f 曰。 議案。 眞野麻 呂所レ 執 以爲。 依-一 曰 分小餘 不足？ 不レは 

レ合 レ朔。 論-之 曆 術- 理若當 レ然。 伹 案- 一 曆經 註-云。 月 行 遲疾。 曆則 有- 1 六大六 小？ 以- 日行盈 縮- 增_- 損 之 _ 

云々。 當レ 察-一 加 時 早晚？ 隨- 一共 所 グ近而 進-一 退 之？ 使 レ不レ 過-一六 大 六"^? 其^ 巧朔。 若 有-一 交 加 一時 fa 者。 

消-一息 前後 一 兩月？ 以 お-一大 小？ 令-一 虧 在,， 晦者。 以 レ此霄 レ之。 旣 有- 一 進退 之理？ 而今 當年曆 八月 大。 九 巧 

小。 十月 大。 閔卜月 小。 然則以 -I  ； 小 月- 爲レ 大。 自得- 一 朔旦 冬至？ 夫 朔旦冬 至 者。 曆數之 所 レ始。 帝王 之 

休祥。 旣 云-避 レ凶而 在.， 晦。 何不 -1 遂レ吉 以 退.. 朔。 昔 唐 太 宗貞觀 十 叫 年 有- -閩 十月？ 即 得- 朔且 冬至？ 太史 

令 傳仁均 以-, 癸 }5 爲-, 朔旦 冬至？ 而宣篛 郞李淳 風 案，, 古曆分 日？ 以爲。 甲子 宜レ 在- 朔旦？ 詔ド， 公卿 及^ 

有識？ 於レ 是。 國子祭 酒 孔穎達 等 十 有 叫 人。 尙書八 座。 請レ 從-, 淳 風議？ 有レ詔 可レ， N。 雖レ然 お-於 筏^- 

不レ 見-暴 耀 之愆？ 爱知。 一日 進退。 未レ 足レ爲 レ妨。 又尙書 百釋 云。 頻 大消レ 之。 案 U 共お^:  ^s-i 

之歲？ 必欲 レ令レ 得- 朔旦 冬至？ 故 穎 置-, 大巧， 至-於 三 叫？ 夫 六 大-: ハ 小^;。  K 術 之 W 法。 况今唯 ぉニ 七大？ 

旣得レ 合レ朔 乎。」 又 勅- 從 五位 下行 唇 博士 兼備 後 介大舂 日朝お 眞野麻 呂外從 五位 下行 助^ 權間， m 博士 

  1 五 一：； 


^ 笠 朝臣 名高 等-曰 ◊ 今 諸 有識 等僉議 云。 今年 可レ 置- 朔旦冬 至？ 若 依- >此 說？ 逐レ吉 置レ朔 者。 於， 後年 曆， 

^ 得，， 節氣不 -1 錯 謬- 歟。 眞野麻 呂等奏 言。 雜檢- 術 法？ 無 u 依レ吉 進退 之 文？ 仍 今年 不レ ^は ^至つ 依：， 群 

隨 臣議 -置レ 之。 可レ 無-弦 朔之 差？ 於 レ是。 詔從 "-是 善之議 -焉。 卄五； n 辛 未。 宜 -1 詔 百官 及万畿 七道 諸^ > 云。 

0 今年 當レ 有- 朔且 冬至？ 而曆家 偏 依-日 分 不足？ 置-於 二日？ 今稽 -1 之 故實？ 旣 有- 1 改定 之现？ 宜 f 改： -閏十 

月， 爲 も大。 即以 - 十 一 月 二日 丁 丑 一 爲- 一朔 且 冬至- 

寬政七 年 九月 四日 假初乞 潤 筆 也  橘  ： お 樹 

右一 冊の 草書 は、 今月 今日に 當 りて 弊屋 に轉ト する によて、 藏書 悉く 知己の 藏舍 のうつ し 置ぬ。 仍之偶 

々冬至の こと を撿 出す るに 不便なる ま i、 同 學正綱 生の 藏書を 借り 求て うつし 取る もの 也。 忽 卒々々 。 

あやまり 多 かるべ し。 

〇 甘露 降事實 

瑞應 II 曰。 甘露 者。 霞 露 也。 祌靈之 精。 仁瑞 之澤。 其 凝如レ 脂。 其 甘如レ 飴。 一 名-天 酒？ 藝 文： II。 ^お 

即廿露 也。 聖人 之德上 及-太 淸？ 下 及-太 寧？ 萬 靈則膏 露 下 云々。」 漢書 宣帝紀 曰。 迺 者鳳皇 甘露 降-集 京 

嘉瑞 竝兒。 修-- 興泰ー 五 帝 后 土 之祠？ 祈 T 爲-- 百姓， 蒙 * 祉ー 15 師古 曰。 王者 施- 1 德澤？ 則せ 露 降-ふ I 十 木- 

云々。」 通鑑 綱目 文 宗太和 元年 紀曰。 武露 布。 文 露浣。 宗均 云。 甘露 見 其 阈布散 者 人 尙武文 采^ 甘露 遲 

直 云々、」 晋 中興 書 曰。 甘露 降。 耆老得 敬。 則 松柏 受レ 之。 尊賢容 衆。 則 竹 葦受レ 之。 廿露 * 仁澤 也。 共 凝 

如レ 脂。 其 美 如レ 飴。 一名-一天 酒 一 云：。 

以上、 異邦 甘露 降 之證徴 也。 

和名^ 聚鈔 曰。 せ 露 美 露 也。 降 則 物 無レ不 美 盛- 矣。 倭 名 豆 由 云々、」 延喜治 部 式、 せ 露 美 露 也。 祌靈之 

^^。 凝如レ 脂。 北ハ I 如 レ飴。 一 名膏 露。 ト； 瑞 也。」 日本 紀 天 武 天 皇七年 冬 十月 甲 申朔。 有レ 物如レ 綿。 零 * 

於 難 波？ 長 五六 尺。 廣七 八寸。 ^隨レ 風以飄  >, 于 松林 及 葦原？ 時人 云 甘露 也。 


廣 博物 志 曰。 漢桓帝 時雨-白 綿？ 本草 甘露 條曰。 王者 敬-養 耆老？ 则 降-, 於 松柏？ 尊 A 资容 レ衆刖 降-於 

竹 葦？ 皆瑞氣 所レ感 也。 白虎迪 曰。 甘露 美 露 也。 降 則 物 無 レ不- 美 盛- 矣。 〔割 註〕 以上の 解 (介 川 士淸が 

考 たる 日本 紀通證 にあり。」 

類聚！： 史曰。 元 明 天皇 和 鋼 元年 五月 庚申。 長門國 一一 一一；：。 甘露 降。 八年艽 月 壬； K。 们^ 國 一一 一一 "。 甘露 降。 文^ 

：大 皇嘉祥 三年 五月 戊戌。 石見國 甘露 降。 七月 乙 酉。 石 見國獻 -1 甘露？ 化 如- 1 飴餹？ 八月 丙 辰。 公卿 抗表 

口。 石 見 國守從 五位 下 笠 朝臣 峯雄等 奏稱。 所レ管 安曇 郡 川合鄕 甘露 降 云々。 謹詣 --闕 庭？ 陳贺 以閒。 帝 

以-, 苦 請 難,. 拒。 許レ 之。」 仁 壽ニ年 五月。 甘露 降-於 京師 樹上？ 及 大和。 越 前。 加贺。 伹 馬。 因幡。 伯耆。 

隱岐。 播磨。 長 鬥等九 國並ー 一目。 甘露 降。 齊衡ニ 年 秋 七月 丁 未朔。 紀^ 守從五 位下 紀朝ほ K」！g 獻：： 甘露？」 

三年 W 月 庚 辰。 駿河國 言。 甘露 降。」 文 德實錄 曰。 仁 壽ニ年 云々。 〔割 註〕 同 類聚 阈史。 但 大和 國言之 ド^ 

紫 雪見 三 字？」 延喜 神祇 式 曰。 因幡 國巨濃 甘露 神社。」 百 十代 明正院 御宇 寬永 < 年 一一： =::。 諸國 甘露 降つ 

(膀代 備考) 道德經 曰。 天地 相 合 以降-甘露？ 民莫 -1 之 令- 而自 均。 王弼 曰。 ^天地 相合^に^ 不 レ求而 S 

降。 我 守- 1 其眞 性-無 爲則 不レ令 而自均 也。 

從 _1 去 歳 十二月- 至-今年 正月？ 柳營之 前庭 及 諸家 邸 寺社 並に 市中 毛 有-林木, 之 所。 或 道路橋 上の 類 人々 

眼 之 及ぶ 所。 住々 木 葉 石 上^ 悉 甘露 降矣。 於 レ此今 二三 叫 甘露 之 事 實を尋 求て お おる もの 也。 佗 日 又 有 

市 H 莨 もの あらば、 此 末に 筆し 止むべき 者 也。 

寬政ニ 年 正月 十九 日  橘  嘉樹 
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^ 蒼 梧 隨筆卷 之 三 

*»  〇 荒海 障子 之 事 

^一  ^曆御 記に 曰、 淸ぉ 殿の 弘廂に 有 荒海 障子、 南の 方に 手長 足 長、 北面 は 字 治の 網 代、 布 障^-墨 繪也云 

タ。 

按に  一二 才 圖會！ ir 長脚國 在-一 赤 水^? 其 國人與 -1 長 臂國- 近。 其 人 常 負-一長 臂 人-入 レ 海捕レ 魚。 蓋 長臂人 

身 如-中 人- 而臂長 一 一 丈 云々。 

古今 著 聞 集 曰、 萩の 戶の 前より 布 障子 を 荒海の 陴 子と 名 付て、 手長 足 長な どかき たり。 其 北 うら は 宇治 

の あじろ を かけり 云 々 。 

按に、 件の 布 障 チは凡 高 サ九尺 ほどに て、 其 畫 は墨擀 なり。 是 乃ち 金 岡が 圖 せし 物と いへ り。 〔割 註〕 

滋野井 殿御 說松陰 拾 葉に あり、」 然して、 今寫 して^に 傳る卷 軸の 圖は、 件の 布 障子 を寫 したる ものに 

は 非す。 其 初 巨 勢の 金 岡が 圖 せし は卷軸 にて、 鴨居 殿の 寶藏 にあり し を、 金 岡 自ら 寫 して 布 障子へ 畫 

しもの なり。 故に 元本と いへ る は、 此卷 軸の §! なり。 よて 布 障子 は燒 失して 亡びたり といへ ども、 其 

元本なる 卷軸は 現在す る を、 畫 所の 預り 土^の 家に、 共 巷 軸のう つし 現^せる を、 滋野 井故亞 相 入道 

公麗 卿のう つして 鈸し 給へ る を 乞 願て、 密に うつした る ものな り。 (嘉 樹〕 素より 土 佐の 家に、 件のう 

つし： W りて、 夫より 熱望して 寫 せる 人 も 多く 侍れば、 此圖 は^に 流布す る 事 尤なるべ し。 努々 又 I に 

なき 希代の ものに も 非れ ども、 (嘉樹 ) うつせし もの は、 金 岡が 圖 せし を 土 佐 家へ うつし、 夫 を また 故 

亞 相 入道のう つして 小 傳を書 添へ 給へ るを眞 B せし ものな り。 故に 今. E 來を挚 記す る 事、 かくの 如 

し o 

明 和 八 年 八月  橘  嘉樹 


蒼 
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： 附傳〕 滋野井 公^ 卿 仰 云、 此 圖墨繪 なりと いへ 共、 うすく 藍 を もて^ 色した る圔 也。 是 *K¥ に 云つ けた 

しな どい へる ものなる べし。 又 此圔の 巾に 希怪 なる 畫 あり。 是 海外 遠方の もの なれば、 其 名 も今考 へが 

たし。 世の 好事なる 人 さま f» に 名 をお へたる も あるよ し 也。 是誣ひ 名た る ものに て、 却て 僻； W なる ベ 

しと 仰 示し 侍る 也。 舊 本損壞 せる に仍 て、 

天明 十 年-汁 月 卜 七 =改 記  0  樹 

〇^ 勢 御 雛 形 守 之 事 

或 曰、 伊勢 太々 講の 御祓 以下 種々 の祌物 を、 手 寄の 御師 より 頂戴せ しむ。 其 屮に御 雛 形と 云 もの あり 

て、 紙を以 衣服の 形象 を 制して、 殊. 更に 威 重して 頂戴せ しむるな り。 仰 此御雛 形と 屮は、 如何なる 故 頂 

戴せ しむる や、 思 ふに 已太々 講の連 衆た る こと^ 年 なれ ども、 家業 繁多に して 參詣 する こと 能 はす。 去 

れば此 雛 形と 申 は、 年毎に 代参 を 奉の 故に、 巳が 祌拜の 服の 形代な どに や。 然して、 夫 をして 加持 念誦 

する こと ありて、 御師の 方より 贈に や、 所詮 其 故 を 知らす。 誰 連中へ 尋問 ふといへ ども、 .11 地に 其 こと 

分明なら す。 吾子 共 御 雛 形の 子細 を 知る やと、 老邁 答、 予 謹て考 るに、 正しく 

大祌宮 の 御衣 を うつせる 御 雛 形なる べし。 祌祇令 曰、 孟夏； t 衣 祭。 謂 伊勢神宮 祭 也。 此： i 服 部等辮 或 

潔淸。 以 ニニ 河 赤引祌 調絲- 織-作 祌衣？ 又麻鎮 連 麻以膽 -1 叛和衣 や 以洪。 祌明？ 曰-神 衣 二？。 

三河國 赤引絲 と老、 明は淸 にて 阿加な り。 引は曳 にて 長の 義 なり。 大祌 ^依 式 帳に 云、 御調 荷 前 供奉 

行事。 赤 引 生 絲叫十 斤。 郡內諸 百姓 等 人別 私家 解除 淸氏、 御調 絲持參 向 太！： 宮司 止 定&絲 遠 令- _J 

定？ 御調 榧 入 S 鹽湯持 s。 御調 倉 進納畢 云々。 

右 は 年 例に 神 御衣 を 奉る k の篛 也。 然して、 件の 御衣 は祌宮 の惶み 尊み^ め 奉の 品に て、 Me ドの もの は 

拜 する こと さへ、 白地に はなし 奉が たきもの なり。 ^て祌 主 以下 禰宜內 人 等、 件の 御衣 を寫し 形り 奉 

て、 御 雛 形と して 拜 賜せ しむる ものな り。 是 全く 祌 御衣の 御 形式の 篛と 見えたり。 

  】 K 七 


輋 隨ぉ誉 


  1 五八  • 

以上の 事、 祌祇隨 筆、 祌 宮明辨 等の 赴 を 以て 考る なり。 穴 賢。 ^て 白す 云々。 

寬政六 年 七 H 卄 一日 述推 * ま  橘  嘉樹 

右楚忽 一 條。 努々 可レ 憚-他見？ 事最 非- -假 令？ 可レ恐 祕事眞 2 也。 

Q.R 馬 節會拜 見の ありさま 

正月 七日の 節會を 白馬 〔割 註〕 阿 於と 訓 す。」 の節會 といへ り。 抑 春 は 束 方に 位して 木の 德 あり。 ^の 色 は 

靑し。 よて 舂陽共 靑舂 とも 稱す。 然して、 年の はじめに 馬 を 昆れ ば、 其 年の 邪魔 を 除く とい へる 事、 禮 

記に 見へ たり。 是 を以、 今日 主上 群臣と 共に 白馬 を 覽し玉 ふの 義也。 されば 春陽の 義 にて 侍れば、 々お 

を 率 出て ；大 覽に倘 ふべき 事 なれ ども、 馬に 靑き毛 はなき を 以て、 龍 化して 馬と なるとの 本文に よ 

て、 馬 は 龍の 德 ある を 貴く、 名馬 を さして は 龍馬と 名づ く。 史記 にも、 天の 用 は 龍な り。 地の W は 馬な 

りと いへ り。 其 龍 は色靑 きに 象りて、 四祌の 幟の 文に も 成る は、 龍の 媒と かや、 稱 して 其 德種々 なり。 

異邦に て 龍馬と 稱 する もの は、 其た け 八 尺の 馬 をい へり。 其 八 尺 を 我 邦の 尺に 考れ ば、 金 さしの ^ 尺 

七寸 ほどの 馬な り。 並 云、 今 馬に 阿 於と 云 毛 あり。 其 色は黑 し。 是蟊海 集に、 牛の 色の 黑 きは^ 色と 

て靑黑 なる もの をい へり。 共譯 は、 牛 は陰獸 なる を もて、 雜色 いろ/ \ ありと いへ 共、 其 性の 本色 は 

蒼 を 本と すと いへ り。 馬 も 又し かり。 馬 は陽獸 なる を もて、 共 毛色 ほさ ま あれ ども、 北ハ 本色 赤し 

とか や 見えたり。 爱 を以、 陰獸の 形なる 蒼 色の 馬 は、 靑 陽に 覽せ るに 叶ざる の ゆへ にて、 龍德 を以贺 

し 奉て、 白馬 を ひきつれ わたる 事なる べし。 故に 白馬と |曰 て、 靑 陽の 義を ふくみて あ をば と稱 する よ 

し 也。 古 此節會 に は、 月 毛の 馬を卄 一 疋率 出て 庭 上 を わたる 事な り。 則 左 馬 寮より 卜疋、 右 馬 寮より 

+ 疋、 此 外に 餘 馬と 稱 して、 左右 馬 寮より 隔年に 一 疋づ」 率い だせる よし 也。 是は 大內裏 時の 義に 

て、 諸の 宫舍 も備 り、 庭 上 も 其 を 行る、 にたへ たる 結構なる ゆへ なり。 今 は 庭 上 もせば/ \ しく、 左 

右： it 察 も 名のみ なる を もて、 た^ 體容を 失た るの 義 のみに て、 廿 一 疋の 十分 一にて、 た si 1 疋を引 わ 


輋隨^ 蒼 


たす のみな り。 然れ ども、 節會に 大小の ニ樣 あり。 白 馬と 豐の 明り は.^ 節會 にて、 元 Hse^ などい へ 

るより 又 一 しほに 嚴 重なる 趣きなる よし 也。 中世 以來 叫節會 共、 〔割；^〕 元日、 白馬、 踏 歌、 璺 明、」 大 

凡 酉の 刻の 催に て、 n 入て 後の 行事に て、 丼 剁 式の はてぬ るは暸 方に 及べり。 然る を、 當今の 御代に 

至りて、 殊更の 僉議を もて、 馬 を靑舂 覽し玉 ふ 事 は、 春の 陽^ をむ かへば 邪氣を はら ふの 古寳 にて、 

舊例 も晝の 問に 馬 を覽し 給へ る 事な り。 去れば 古 は 除 目の 義は 六日の 事な りし かど も、 其 式の 繁多な 

るに 及で は、 曉に 及べる 事 も ありし によて、 然る 時 は 白馬の 節會の W なりと て、 -AU に 除 H を 轉ぜら 

れて 行る、 よし、 桃花の 御說 見え たれば、 古しへ 白馬の 御 式は査 行れし 事、 顯然 たる もの 也。 去 程に 

今年の 春、 去ハ 牛の 霜月に 參 上して、 共 處此處 逍遙して おも はす 年 を 重ねた るの 幸に、 件の 御 式 を拜し 

奉りし。 其 幾年 來拜し 来れる に、 聊も 替れる 事な く、 誠に 嚴 重なる 御 次第な りし。 况ゃ^ 年拜 見せし 

は、 夜の 節會 のみな りしに、 此华ゃ 幸に 右の ごとく 改 たりし 白 B の 御 式、 殊に もて 田舍 翁が^ .v^? し 

奉る 事の みなりし。 たぐ 荒々 拜 見の 趣、 左に 筆して 孫子^へ の .：¥ 十： 鹿に 備る ものな り。 

抑 御 節 會の式 は、 內 辨外辨 の 公卿、 武官の 警固、 執 柄の 諸 司 等、 -夫 * の束帶 して、 堂上 砌ド より 集 ひ 給 

ふこと、 或は 御 帳臺ぇ 出御の 御作 法、 公卿の 練 足、 宣 命の 次第、 乂庭 上に 版 を設、 標 を^、 烏 瓶 子と 

て、 頂に 烏の 形の 五色に 色 どり たる 大瓶 子 を 居 置れ て、 御酒 を設賜 ふの ありさま、 内辨の 大臣の ^門、 

圍司等 を 仰す るの 事、 又は 立 樂を葵 し、 舞妓の 袖 を ひるが へし 舞つ るの 事、 其義 はて、 月 花 門に して^ 

を 給 ふのまで も、 悉く 三 節會豐 の 明りに 同じ 次第 也。 然して、 今日の^ の昝れ る ありさま、 其 大抵 を 中 

さんに は、 外辨の 公卿 南門より 練り 參ら せられて、 西の 階より 昇殿 まし， （-、 臺 盤に つかせられて 御酒 

賜へ る、 一献 ニ献の 間に 立樂 とて、 舞人樂 入. M 上に す、 み 出て 音樂を 奏し、 舞妓 は來 階の もとにて 袖 を 

ひるが へして 舞 ひんな でし ありさま、 〔割 註〕 此 時立樂 前の 大夫 とて、 中務の 衆朿帶 して 舞妓 を 誘 ひめぐ 

るな り。 舞姬 bi 五 衣に 裳から ぎぬ 等 を 着す 二人な り。」 其 間に 庭 上に 立ら る、 烏 瓶 子より、 造酒 司 さの 御 

一 五 九 
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酒う つす ありさま、 内竪の 進退 殊に 以て 嚴也。 又此 問 に 庭 上に 立ら れ たる 標 版を徴 して、 砂 をなら して 

庭の 面を粧 へば、 馬 寮の 頭 日 花 e: より 馬 部舍人 を 率て、 白き 馬 二 疋庭上 を 引 わたして、 月 花鬥の 方へ わ 

たるな り 。〔割 註〕 此ー 一疋の 馬に は、 各々 取 を かけて 引 わたすな り。」 此義は 御帳臺 の 中より 叙覽 まし/. \- 

群臣 も 共に 拜 見して、 事 はて k 入御 まし./ \、 公卿 も 又 西の 階 を 下りて 退り たま ふ ありさま なり。 扨 月 

花 I： の 許に て、 大凡 省の 官人祿 の もの を かづく ありさま 最嚴 重なり。 

此 節食、 辰の刻 Q 催しと いへ 共、 やうく 午の 刻より 少し 前に 始まる 事、 後に は 夜に 入る ゆへ、 退り 

給 ふに は 庭 門より 组火 をと りて、 召 具の もの 共 まう す ありさま、 申 も. E1 々及びな き 事な り。 

右の 御 式 は、 次第 悉く 三 節會の 次第に 委しく 兌へ たりと いへ ども、 たま ， —出舍 より 參 りて 拜見在 りし 

事、 殊更 御 式の 白日に 改 りしに よて、 老て の^める 眼 を 驚かしぬ るの 事 を 筆して 家 づと& なす ものな 

り。 堅 1： 密々 の 革 稿な り。 穴 かしこ 0 

IKi- 八 年 K 月 十日 之 記  老 邁嘉樹 

右京 師旅寓 にて 筆し 置け る 一 とぢ を、 冋 じ 月の 晦= の 火に 灰燼と なしぬ。 其後此 事お も ひよりも なかり 

しに、 ふしぎに 此 問、 鈴 木 氏 〔割 註〕 久慶 といへ る 人、」 セ J! 狀の 中へ 卷入 てお くりし 次第 ありと て 兌せられ 

しによ て、 燒 失せし もの、 又存 せる も、 奇 代の ふしぎなる ま i、 共お くりし 草案 を もて、 舊 筆せ しごと 

く； 冉び is うつして、 今に 及て 子供 孫 どもへ みやげ を袂 よりす る ものな り。 穴 かしこ。 可 笑々々。 

寬政： ーハ牛八 月 七 老邁 嘉. 樹 

談抄 曰、 淸見 原の 天皇の 時、 五節 始也。 於- 吉野 川- 鈹レ琴 夭 女 下降 出- - 前庭-詠 レ歌 云々。 依 以-ぉ 例- 始 

レ之。 歌 曰。 〔割 註〕 淸見 原の ik 皇とは 天 武犬 皇の御 事な り。 〇 吉野川 は 大和 國 なり。 其 吉 野川ノ 皇居 ノ 

所 をば 瀧のお と 云 ふなり。」 乙女 子賀 乙女 佐 比 志 毛 加 良 太 磨 乎 乙女 佐 比 志^ 其 加 良 多 磨 乎。 政事 耍略 卷廿 


铵隨 は^ 


JT31aiIlT 云 |1モ _ 〔割 註〕 右の 文と 同じ 故 -、 略して 不レ ii- 于 爱？」 本 朔月令 ほ 云. I 云、 〔割 

も 亦 右の 文と 问じ、 依て 共に 略す。」 公事 极^ 抄曰、 天平 五 年 五月 まさしく 內裘 にて 五節の 舞 はありけ 

り。 〔割 註〕 此事 國史に は不レ 見なり、」 又 曰、 祌女袖 を ひるが へす 事 五 度に 及、 是 によりて 五節と は 名 や 

侍るな り。 その 時 御門、 御 歌よ み 給へ り。 

おとめ 子が 乙女 さ ひす もから だま を袂に まきて おとめさ ひし も 

〔割 註〕 政事 要略、 ：：d 談抄、 本朝 月 令 等に は、 天女の 歌と 有。 爱には 主上の 御 歌と あり、 何 

れ 可なる や 分りが たし。 

右の 意 は、 天武 天 皇、 大友 皇子に 襲れ 玉 ひて、 御 出家 まし まさん とて 大和 國へ 忍び まかり 給 ひて、 TrHV 

川 Q ほとり 瀧^と いへ る 所に おはしまして、 或 夜 御 つれ の あまり 御 琴 を彈じ 給へ り。 〔割 註〕 度々 倂 

琴と ある は 和 琴な り。」 其 時 御前な る 山に 白雲た な 引 わたりて、 其 雲の 中に 天女と おぼして 乙女 ありて 

御 琴に あはせ て. 舞 を 奏しけ る を毂覽 ありて、 此御歌 を 詠 じさせ 給 へ り。 

おとめ 子が 乙女 さびし もから たま を袂に まきて おとめさび しも 

と呤 じさせ 給へ りと かや。 此 天女の 天下りし さま、 主上の 叙^ まし ませし のみに て、 外に a る \ なしと 

いへ り。  ^ 

按こ、 比 御 事 は、 實に御 夢うつ^-の 如くに、 幼に 御 目に さへ ぎりた る 事に て、 眞實の 1K 女の あま 下り 

し 事に は 非る ベ けれ 共、 ふしぎに 其 後 聖運を ひらかせお はしまして、 御代 を 知し めしけ る 時、 古野に 

まし ませし 時の 御吉瑞 のた めしとて、 爾 しょり 後 は、 年毎に 十一月の 寅 日に^ 節の 舞妓 を 叙覽 ありし 

なり。 件の 詔に よて、 年毎に 大臣 以下 参議の 人まで、 夫々 の 次第に まかせて 年に 舞妓 を 奉られし な 

り。 公卿の 御 息女 を 撰み 奉られし ゆへ に、 舞 女と いはす して 舞妓と は稱し 来れる なるべし。 仍て 今に 

至る まで、 大甞會 の 年 は 殊更の 事、 年々 十 一 月新甞 會の璺 明の 節 含に は、 南 殿の 朿陪の 砌に薤 をし き 
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て、 舞 女 一人 兀 位の 裳から ぎぬ を 着して、 袖 を かへ して 舞 奏する の 式 有て、 件の 筵 道の ほとり を、 樂前 

の大 夫と て、 巾 務の丞 なる 官人 束帶 して (二人 也) 保護し 巡る 事 侍るな り。 是全 くその かみの 舞妓の 

なる 式 也。 

按に、 此 舞妓の 式 は 寅の 日の 事な り。 然して、 丑の 日に 帳臺の 試 ありて、 舞妓の 參入、 叉 は 晚參と 

て、 寅の 日の 朝に 至りて まいる 事 等、 また 卯の 日 は、 袁 女御 覽の事 等、 舊 式最嚴 なり。 委くは 、江^ 次 

第に も 見へ たり。 今の 世の た^ 其俤 のみ なれば、 大 ある^は 午の 日豐 叫の 節會の 日に 混じ、 年 は 

新甞會 の 節會の 日に 混じて、 舞妓の 式 は 侍る 也。 此事 いつの^よりの 事と も、 其の うつろい 來れ るの 

時 をば 考へ 合せざる なり。 

右 五節の 舞の 起り、 又 名義の こと は、 江 談抄、 政事 耍略、 本朝 =; 令 等 〔割^〕 其餘も 歌書に 記 こと あり、」 

來山詳 なりと 云へ ども、 國史 には顯 なる 所見な し。 猶共來 山 を考へ E すべきに こ そ。 (嘉樹 ) 密僻 する 

に、 以前の 諸 書に、 天女 袂を 翻す こと 五 度なる ゆへ 五節と 稱、 又は 五節の 名義に 據て、 舞妓 五 人 を 奉ら 

る お 泥て、 却て 五 人を以 五節の 名目 あるの 據 とする こと、 各以 謹る に 似たり。 抑 五節の 宇 は、 左 氏傳に 

見へ たり。 所謂 左の 文に て 明な り。 

昭公 元年 傳曰。 晋侯 求- -醫 於秦？ 秦伯 使- 醫和視 VN。  nl。 疾^ レ 可レ爲 也。 是謂レ 近- -女窒 ？ 疾 如レ蠱 (蠱 

惑 也) 非レ 鬼非レ 食。 惑 以喪レ 志。 (惑-女色， 而失レ 志) 良 臣將レ 死。 1K 命不レ 佑。 〔割注：； 良 臣不レ 匡-救 君 

過？ 故將 レ死而 不レ爲 -IK 所-佑、」 公 曰。 女不レ 可レ近 乎、 對曰。 節レ 之。 先王 之樂。 所，， 1 以節-百事-也、 故 

有-五節？ (五聲 之 節) 遲速 本末 以相 及。 中聲 以降。 五 降 之 後。 不レ 容レ彈 矣。 〔割 註〕 此 謂，. 先王 之樂 f 

中聲？ 々成 K 降而 息よ 也。 降罷 退。」 於レ是 有-煩 手淫 聲？ 怊-堙 心 耳？ 乃 忘-平和？ 君子 不レ聽 也。 〔割 註〕 

五 降不レ 息。 則雜聲 並奏。 所 レ謂鄭 衞之聲 也。 物 亦 如 i 之。 〔割 註〕 言 百 亊皆如 レ樂。 不レ可 レ失レ 聲。」 至-: 於 

煩-乃 舍 也已。 無-, 以 生,. 疾。 〔割 註〕 煩 不レ舍 則生レ 疾。」 君子 之 近-】 琴 瑟- 以儀レ 節 也。 非 二 以惜グ 心 也。 〔割 


蒼 
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註〕 爲-- 心 之 節 儀？ 使-動？ 過レ 度。」 云云。 

此 文の 意 は、 聖人の^ を 造り 翫 ぶこと は、 ^子の 道に 合へ る を 以てな り。 遲速 本末と は、 始め ゆるやか 

に 後 は 早めに して、 序破急と 云へ るの 拍子 を考 へて、 中聲 以降る とて、 遲速 本末の 調子 程 能き を 計 ひて 

舞 ひ納る を、 屮聲 以降る と 云て、 爱に 於て 樂を 終るな り。 故遲速 本末 中聲 をお 聲と 云な り。 此程 よき は 

に樂を 終ら ざれば、 其 調子 も 盛に 面^: なりて、 後に は亂 舞の 如なる。 是を鄭 衞の淫 聲と云 ひて、 ^子の 

悪む 所 也。 凡そのと と 能 程に 終る を 以て、 聖人の 道と して 物に あやまち なきと- K めた る 物な り。 萬の 事 

調子に 乘て程 を 過さぬ を、 五節の 舞樂に 表して、 五聲の 節と 云ふ義 にて 五節と 云な り。 五聲の 舞の 起り 

は、 天武； 大皇の 御 故事 なれ ども、 I.;;: 度 袖 を 翻た るより 五節と 稱、 又 五 人の 舞妓 を 奉より 五節の 名 ありと 

云 は 一向 無稽の 說 なり。 五節の 夜 は、 殿上の 淵醉 とて、 公卿 以下 群參 して 饗を 賜の 御遊 突な り。 故 程よ 

く退參 して 過度な きが 爲に、 淵醉の 作法 は、 各 酒に 醉 たる 風情に して 退出す る を お 禮 の古實 とする 也。 

艽 節の 次第、 乂淵醉 の 式 は、 悉江 家次笫 にあり。 大抵 公^ 根^ 抄 にも 詳 なり。 

右 は 或 人の 問來れ ると き、 五節 名義の こと を對 へしの 舌 草な り。 たま/ \ 左 傳の文 を拔萃 して、 おへ の 

基と なす ものな り。 

H< 明 五 年 十一月  橘  嘉樹 

此 草書、 此卷 京師に て燒 失せし に仍 て、 昔日 森 田 氏 良 典 氏のう つし 置け る ありと いえる によりて、 借 

り戾 して W び 草稿 を 補す ものな り。 

天 明 八 年 秋 七月 三日  嘉  樹 

〇 朽木形 文 之 事 

禁秘鈔 曰。 淸凉殿 五 間。 

§： 面 有-几帳？ 帷 S 生。 以- 胡 粉， 書-華 鳥？ 
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冬 rl- 木 杉 云 々 o 

I 子ョ、 P めかし きことの あたらしく もなくて、 いたく ふりても なき ひ はたやに、 さう ぶうる は^ 

：: ふき わたした る、 めをや かなる みすの ドょ -、 くちき かた 。あざやかに、 ひもい とつ" r はて 22 

さたる ひもの ふきな びかされ たる もお かし 5。 榮花物 誘 水卷 曰、 しんてん 象れ はみ すい U 

を やかに くちきが たのき むらさきに 句へ るよ-、 IfisiHH^P 

已上 5 木 形の 名義の 古く 兇へ しなり。 此外 にも 有べ し。 ^拙ければ 注す る こと 能 はす f 

麗^ at、  $ に SI 頂の 度に 懸ら る、 所 8 の 文、 朽木 形の 文に て 古 S なり。 地 

^後なる か、 平絹なる か、 健に 見 わけ 給 はざる さ 文 は 濃 色に て、 其形狀 大凡 左の 如なる^ 又 や. 

其 中に も朽木 形の 帳 あり。 其 文の 圖も亦 共に 同き 物なる よし . 

于诗 5； 和 八 年 (辛 卯) 叫 月 十 叫 日、 於-都督 御 亭五松 樓-ぎ 私鈔の 

御會 あり。 其 度 奉-, 于！？ 之 

橘 嘉樹 誌 

el ゆ 書 護 國寺は 眞言 宗 にて 寺領千 二；. G 石な り 山 を^ 贮 

山と 云、 本尊 馬 腦石觀 音唐怫 なり。 此地は 武^ 國 

豐 島郡峽 W 領と云 へり。 

六 丙午 年 ー11 月より 至 n 五 ほ 江府牛 込護國 寺に て 本尊 (觀 t 昔) 

^帳 あり。 此節當 寺 什物 數多令 レ拜。 其 中に 白 平綰の 幔ニ條 あり。 

其 文 i 色と =ル ゆ。 〔割 註〕 今 見 る處は黑 きなり。」 I 左の 如し。 五 や , 

以て 摸寫 して 退く。 嘉樹义 其？ 欲て、 同 生に 請て 爱に 臨寫 す。 然して f 本？ I 爲 I 


の 趣 を阖す 


， 
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がた し、 僞て 小に 切爲 す。 

莨に 臨寫 する もの は^に ありて、 聚頭假 字- 1 へ收め 入る、 なり • 

嘉樹考 るに、 當寺は 眞言宗 にて、 京師の 朿 寺の 宋派 なり。 然 

れば、 東 寺に 長者 灌 頂の 度 用 ひらる-の 帳 朽木形 なれば、 往 

年當時 は柳營 の御歸 依た る を以. 、共 寺院の 繁華なる 勢 あろ を 

以、 僧 上して 擬 したる のこと も あらん かと、 辣に 感慨して 僻 

案 を述ぶ 者。 

H< 明 六年五 月 十七 日  大判 事 橘 嘉樹 

(追 考) 石 ^國濱 田の 從臣^ F 氏、 古 畫の春 畫を齋 し 來て視 さ 

る。 其 几帳の 文 件の 朽木 形の 文 あり。 

護 國寺は 

御當家 五代 常憲院 殿綱吉 公の 御 母君 桂昌院 殿の 御歸 依な り。 

桂 昌院殿 俗姓 は 本 庄太郞 兵衞宗 利の 女な り。 (御當 家 三代) 大 

猷院殿 家 光 公の 妃 となりて、 则綱吉 公 を 産れ 奉な り。 綱吉公 嚴有院 殿の 嗣 とな 

に御顿 寺の 勢 ひ繁榮 他に 異なりと 云。 

〇 和 難秣除 之次笫 略式  „  ，， 

先當日 便^ 刻限 (酉 刻 を 川)、 眤近 人、 禁中に て は藏人 (S: 人、 五 人) 勤 之、 謂 所 節 折 人な り 候而、 竹 之 節 を 

以て 御身の 長より 始め、 所々 の 長 を 取 量 也。 

此畏を 量る に は、 篠 竹の 細き を 用 ゆ。 長さ 一 尺 宛、 數九本 調すべし。 

せ、 長の 量 やう、 
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先 御 襟の 一 の 骨より 御 足の 方 迄 至て 量る。 (一本)、 次 御 左右の 肩より 御 足 迄 至 量る。 (左右 二 本)、 ^ 

御 胸の 中より 左右の 御手の 指先 迄 至て 量る。 (二 本)、 次 左右の 御 腰より 御 足 迄 至りて 量る。 (二 本)、 

次 左右の 御 膝より 御 足 迄に 至て 量る。 (二 本〕、 都合 九 本 を 用 ゆ。 

其 長の 量り 様 一 尺 IT つ、 に 量り あて -、 終の 所に て 其 餘る 程の 際に 朱 を 以て 印 を 付るな り。 

次に 九 本の 竹 を 一 つに して、 こよりに て 結へ て 庇の 間に 置。 次空壺  一 n、 近侍 人蔻 を撤て 進上 すれば、 

北 ハ^ 壺へ御 氣を吹 入 玉 ふこと 三度、 近侍の もの 夫 を 給り、 始め 撤 したる 蓋 をして 能く 封て、 件の 御 長お 

取 候 竹と 一 所に 庇の 間に 置。 

此 封じ樣 は、 紙一枚 を 水に てし めして、 夫 を 蓋の 上より 覆 ひ をくな り。 

次 沐浴 齒固。 次改 衣。 

淸き服 を 着す るな り。 其 服 は 其 人の 意に まかせて 着用す るな り。 何の 服と 云定 はなし。 但 主上 は 御 直 

衣 を 着 御 あり。 是 趣に 准て 心得 あるな り。 

次に 便宜の 問へ 復た入 玉 ふ。 始め 御 長 を 量りし 間な り。 

其 間に 兼て 黉薦ー 枚 をし きて 茅 輪を設 くる 也。 此茅 輪に 擅羝 のして つ、 同 紉紙四 枚 を 所々 に 狭み を 

く 也。 此叫 手紉紙 は、 忌 部 氏の 調す る ことにて 習 ありと なり。 去れ ども、 當時忌 部 氏な きに よりて、 

禁裏に て は 忌 部 氏の 代と して、 山 科 氏 民 部 丞是を 役と すと 也。 並に 茅と 麻と を 手に 執て、 よき 程に 束 

ねて、 本と を 宿 紙に て 包、 其 上 を 又 茅に て卷く 也。 此宿紙 は 禁裏に て は 圖書寮 調進 なれ ども、 自らの 

家に は 宿 紙な きに よりて、 擅 紙、 杉 原 等 を 用 ゆるな り。 

次に 件の 麻と 茅と を拔 として、 御 右の 手に 執り 玉 ひ、 茅の 輪 を 越 玉 ふなり。 

此 輪の 越 様 は、 先 左の 足を蹈 入て、 口の 中に て 左の 歌を頌 す。 水無月の 和 難の 拔 する 人 は千歲 の^ ひ 

延と いふなり、 と稱し 終りて、 右の 足 を 踏 入れて 潜り 越し、 又 後ろ ざまに 跡へ 戾 りて、 又始の 如^の 
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足より 踏 入、 歌を頌 する こと 等 又 同じ。 如レ斯 三度 潜り 越て、 右の 手に 持た る 茅 麻の 钹を 以て、 想 身 

を^ 除淸 るな り。 

次に 近侍の 人、 事 終る 由 を 見て、 件の 茅の 輪 を 撒す。 次に 近侍の もの、 又钱除 終り 玉 ふ 茅 麻の 秋 を 給て 

退く。 

夫より 近侍の 者、 始の竹 九 本と 壺と を、 ^我に 取 添て 次に 候す る 人へ 渡せば、 次に 候す る 人、 此 一二 品 

を 取て 下部に 取り持せ て、 便宜の 河原へ 齎 行きて、 後 ざまに 投入れ 還り 參り、 事 終りた る. s を 近卩の 

た 巾" 

次に 常の 座へ 復り 入て 祝の こと あり" 

此祝 のこと は、 輕 重 m- 乙 其 人々 の 意に まかせられて 子細な きこと なり。 

次に 件の 撤 たる 茅の 輪 を、 身近き 方へ 送り 遣りて、 各 越へ 潜りて 我 除 を 成さ しめらる i なり。 次に 御身 

近き 方の 拔除 終れば、 近侍の 人より 始て其 程々 に從 ひ、 次第に 末々 まで も拔除 を擧び をす る ことなり。 

旦此茅 輪 を 越た る 時 は、 いつも 件の 歌 を 三度 づ、 頌 するな りひ ー說 に、 思 ふ 事 街つ きね とて 麻の^ を 

きり 握りて 我 除つ るかな、 と此歌 をも頌 すると 云へ り。 

右 者. y 家 次第 大拔 (六月、 十二月)、 或 神祇 令 式 等の 趣 を 以て、 當時 年中行事^ 第 斟酌 略式 述る 也。 

天明 寅年 六月 晦日  *  嘉  樹 

右一 冊 は、 或 貴家の 御 方の 求に よりて、 古式 を M 酌して、 近代の 趣を考 合て 次第 を 注す る ものな り。 

是を 以て 正式と する に は あらす。 只 共 次第 如斯 ものと 云 ふ 事 を 知らし むる のみな り。 

駿岳^ 梧 寓陳人 嘉 樹！ Si 

右筆して 置け る を、 去年 正月 晦日 京洛に て 丙 丁 童に 奪 去らる。 依て 菅沼 氏へ 見せけ る 時、 ^ 人のう つし 

藏せ るの よしなり。 一冊 を乞戾 して、 又 苒び潤 筆 乞て 筆し 設る ものな り。 
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天 九 年 正月 十七 日  嘉  樹 

〇 大甞會 大抵 〔割 註〕 此 式^に 藤滿卿 集成 大甞會 の 私記と 云 あり、 併せ 見るべし。」 

一 、 大甞會 と 申 は、 fK 子 御 一 代に 一 度の 大祀 なる ゆへ、 即位の 翌年の 十  一 e: に 行 せらる i ことなり。 十 

一 月に 行 はる、 は、 新穀の 實り を祌祇 へ 供 せらる、 の 時に 宜きゅ へ なり。 

但、 即位の 年に 行 はる、 こと も あり。 夫 は 即位の 時節に よるな り。 又は 故障 ありて 延引 ある こと も あ 

り。 各 定例に は あらす。 時に よる ことなり。 即位の 年に 行 はる 、早舂 か、 又は 夏の 初に 即位 ある はの 

ことなり。  なキ r. シ， ス 

大甞會 をお ほむべ と訓 する は、 新穀 を 以て 天神 地祇に 献ぜ らる& ゆへ、 祌祇の 其 新穀 を茕 食との 義な 

り。 年々 十一月に 行 はる、 をば 新 誓會と 云。 是を もに いなめえ と 云。 代の 始を大 《せ 會と云 ひ、 年々 の 新 

甞會と 云な り。 是其 義の嚴 重なると、 尋常なる との 篛を 以て、 其稱か はるな り。 上に 云 如く、 代の 始に 

は 殊更 を ご そかなる ゆへ、 大の字 を 加へ て大甞 會と稱 するな り。 大甞 會の傣 は、 其 年の 始めより 式 あり 

て、 散齋 一 月と て、 其 年の 十月より 御齋 一 ヶ月に て 行 せらる、 なり。 

散 齋、. J 云 は、 稼れ 不淨 のこと を閒 召さす、 萬に 御身 を 淸め玉 ふなり。 故に 朝廷の 御 政事 はありて、 唯 

不淨穢 汚 を 奏せぬな り。 大甞會 の 日 は致齋 とて、 此 R は 前後 三ケ 日の 問 は、 一向に 淸淨に 在す ゆへ、 

御 政事 も 聞 召さす、 唯祌 事に のみ 預り玉 ふこと なり。 是を稱 して 散齋ー 月、 致齋 三日と 云 ふなり。 

其 次第 を 大凡 左に 注す。 

大甞會 の 次第 

1、 御 即位の 翌年に、 二月より 九月 迄の 間 を 國郡ト おと 云 ことなり。 近 例 は 大方！： 月に あるな り。 

國 郡卜定 と は、 大甞會 に 供 せらる^. 新穀 を 作るべき 國郡 をトひ 定めら る k なり。 近代に 近. 江 を悠紀 

とし、 丹 波 を 主 基と して、 郡 はト定 によるな り。 〔割 註〕 昔より 近. 江、 丹 波、 播磨、 惝 中の 四 ケ國の 中 


にて 定ら る、 なり、 近年 は 本文の 如くな り。」 

悠 基と は、 最初に 備へ玉 ふ 御瞎の 事、 主 基と は、 一 一度 E に 備へ玉 ふの 名な り。 〔割 註〕 ゆき、 すきの こと は 

又 下に 注す。」 此ト はト部 家の 祕說 にて、 今吉 田家に て 行 ふ。 其雜、 龅の 甲に 墨 を 引て、 夫 を やきて、 其 ひ 

びわれ の 入る を考る ことの. e な り。 國 郡ト定 のこと を 行 はる、 によりて、 近. y の 守と 丹 波 の 守と は、 北ハ 

役に ぁづ かるな り。 介 も 掾も亦 同く ぁづ かる ことなり。 

一 、 拔穗の 使と て、 祌祇 長上の 官人、 悠紀 と、 干： 基との 國々 へ 行 向 ひて、 兼て 作らせられ たる 稻を拔 取る 

の 式 あり。 其 後又稻 春と て、 其 稻を锊 調る のこと ありて、 歌 を 詠す る こと あり。 此歌は 歌仙の 人、 又は 

儒家の 人 詠す るな り。 

一、 御锲 行幸と て、 十月 至て 河原へ 行幸 ありて、 天 子、 御 楔 をな して： t 事に 預玉 ふの 式 あり。 共 河^ は 二 

條三條 の 河原な り。 是も昔 は 加 茂 川、 桂 川、 葛 野 川 等 例 あまた ありと なり。 今 は 行幸の 義 なく、 唯 共 式 

のみに て 御 禊 あるな り。 

一、 .S の 奉幣と 云 は、 御轔の 後、 大甞會 を 行 せらる k 山 を.. 祌祇 へ吿中 さる、 御 奉幣 あり。 是を 山の 奉幣 

と 云 は、 大嘗會 行 せらる- <.e の 奉幣と 云 を 略せし 稱 なり。 

1、 冗 節 舞、 舞姬 とて 舞妓 五 人 袖 を ひるが へして、 五 度 奏舞ふ 事 あり。 大嘗會 の 前 H にて 寅 H のこと な 

り。 其 前日 丑 日に、 五節 帳臺の 試と て、 寅 日の 舞妓 を習禮 せしめて 歙覽 ある こと あり。 此事は 年々 十 一 

月の 丑 寅の 兩日 にある ことにて、 大嘗會 に 限る ことに は 非れ ども、 年々 の 舞妓 は 11 人に 過す。 大钾會 の 

^は 五 人に て、 悠 紀の國 司、 主^の 國 司より 一人 づ^-、 公卿より 一二 人 献ぜら る 、ことによ りて、 大^ 會の 

梧一 式に 記し 加 ふるな り。 

S 此五 節の こと は、 公事 根 凇に委 く 記せり。 畢竟 大嘗會 に 限りた る ことならぬ ゆへ、 爱に其 子細 を 略 

0 一 
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  一  七。 

一、 卯の 日、 御 祌供を 献ぜら る、 當日 なり。 最初 廻 立殿ゝ  < 御 ありて、 御 湯殿の こと ありて、 夫よ カ悠紀 

殿へ 入御 ありて、 悠紀の 御 膳 を 奉らせ 玉 ひ、 又 廻 立 殿へ. 綣御 ありて、 又 御 湯殿の こと ありて、 夫より、 王 

基 殴へ 入御 ありて、 主 基の 御 膳 を 奉らせ 玉 ふなり。 此問 のこと 御 神秘 なれば、 主上 並 關白宫 主の 外 は 知 

る こ となし。 

此^の こと、 大凡 は！ ニケ 重事抄 にあり。 尤娄く は 記せられ す。 故 恐れて 今 其 大抵 を も 記せざる なり。 

一、 寅 卯の 兩日、 殿上の 淵 醉と云 こと ありて、 殿上人な ど 朗詠 、今様 を 諷て亂 舞の こと あり。 是亦 大嘗に 

限りた る ことに あらね ども、 寅 卯の 日に ある こと 故 、愛に 記す。 淵 醉とは 淵 はふ かき 心、 醉は醉 なり。 〔割 

註〕 ふかく 醉て與 すると 云 ことなり。」 伹今 は無レ 之。 

一、 大嘗宫 は、 昔 は 太 極 殿の 前、 龍 尾 道と 云 所に 立ら る。 今 は 紫^殿の 前に 立ら る。 共 御 構へ 茅 葺の黑 

木造り 也。 〔割 註〕 黑 木造と は、 皮 付の はしら かゆい の 造作なり。」 悠紀殿 一と 構へ、 主 基 殿 一と 構へ、 共 側 

に ゆき、 すきの 膳屋 あり。 各^に あり。 乂其 後の方に 廻 立 殿と 云 ありて、 其 廻 立 殿の 構の 中に 御 湯殿 あ 

り。 各黑 木造り なり。 

此悠紀 、主 基の 殿、 廻 立 殿と も、 キ 基の 御 膳 奉らせ 終りて 後、 暧 には委 く取拂 せらる ゝ なり。 

悠紀と は、 齋と 云の 略訓 にて、 淸淨 潔齋の 殿と 云義 なり。 〔割 註〕 ィとュ と 通 音に て、 中の ッを 略した 

るな り。」 夫 を 悠紀と 書く は 假名 書な り。 字義に は 枸らぬ ことなり。 、王 基 も 次と 云 ことにて、 スと 通じ 

たる 假名 書な り。 依て 悠紀、 主 基と 云 は、 初に 備 へた まふ 御 膳 を 齊と云 ひ、 二度目の 御 瞎を齋 と 云へ る 

稱 なり。 

廻 立 殿と は、 御 支度 遊ばされ 候 殿な り。 初め 此所 にて 御 湯 を 召し 御 支度 ありて、 扨悠紀 殿へ 入御 あ 

り。 御献備 はて、、 又 此廻立 殿へ 入御 ありて 御 ま 度 あるな り。 故に 二度 還り 入 玉 ふと 云義 にて 過 立 殿 

と名づ く。 廻の 字 はかへ ると 訓す。 是 廻り 立ち入らせ 玉 ふ 殿な り。 
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右に て 剁神韆 の 事 終るな り。 然して、 翌 辰の 日より 已 午と 都な；； 三ケ日 は、 右の 大蒈合 事故な く 終らせ 玉 

ふの 御祝髌 にて、 節會を 行れて 臣下と もに 御酒き こしめ して 祝せ 玉 ふこと なり。 其 節 會三ケ 日な り。 則 

左に 記す。 

節會の 次第 

一 、 辰の 日 を 悠紀の 節會と 云。 是は悠 紀の御 膳 事故な く 奉らせ 玉 ふの 御 祝な り。 故に 此日は 悠紀の 國.！ H- 

より (近 江 守な り。) 饌味 とて、 たと へば 松 か 梅の 枝に 鳥 をつ けて 〔割 註〕 此鳥は 雉 字な り。」 奉な り。 參 役の 

公卿 以下 殿上人まで 小 忌 を 着して 參內 あり。 〔割 註〕 是を 私の 小 忌と 云な り。」 辰の 日の 酉 刻より 始 りて 曉 

方に 終り 退出 あるな り。 

1、 巳の 日 を 主 基の 節會と 云。 是も 亦、 王 基の 御 膳 も 事故な く 奉らせ 玉 ひたる の 御 祝な り。 此日 は， 王 基の 

國 司より 饌味を 奉る。 是も又 薄の 板に 髭 籠 を 付て 奉る。 髭 籠の 內には 橘 栗 まの 物 入る 由 也。 其義、 辰の 日 

に 同じ。 但此 兩國の 奉る 饌味 は、 曉き方 は 及ぶな り。 其 品 大凡 は 右の 如し。 

時に よりて 少 しづ 、替る こと も ある. W なり。 

一 、 午の 日 を豐明 節會と 云。 是は 悠紀、 主 基の 御 膳 奉らせ 玉 ひ て， 其 節 會も行 は れ て、 萬づ滯 なく 事 は 

て 玉 ふ 事に て、 公卿 以下 六 位のまで に 節 會の儀 ある ことなり。 各 小 忌 (私の 小 忌) を 着し、 心 葉、 ォ、 

辰巳兩 日の 如し。 但此日 は 揷華を 賜 ふなり。 

天子へ も 揷華を 奉る。 大臣より 奉な り。 公卿へ は參議 奉る。 夫より 以下へ は國 司の 人より さし 參らす 

るな り。 此 かざし は、 出納と て藏人 所より 調進す。 是も亦 時に よりて 品々 かわりあり。 

天子へ は  菊  銀に て 作る 

大臣へ は  藤の 花 金め つきに て 作る 

大中納 言へ は 梅花  金め つきに て 作る 

1 七 一 
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参議へ は  山吹  右に 同じ 

右 各 冠へ 揷賜 を、 其 儘に て 退 H あるな り。 

一 、 豐とは ゆたかの 義、 明と は 夜 終の 節會 にて、 曉に 及びて 明かに 賑榮 るの 義 なり。 

三節會 と、 此豐 刚 ともに W 節會と 云。 〔割 註〕 年々 新 嘗會の 御 時み とよつ あかり あり。」 然るに、 

今 CC をば 豐 の^と 云 ひ 習せ たり。 正月 も 又は、 臨時に 節會 ある を も 各 豐の明 なれ ども、 今日に 限りて 

豐の 明りと 云 ふなり。 

I  ユキ スキ 

但年々 新 嘗會の 翌日 は、 豐の 明りの 節會 にて、 辰 巳の 如き 節會 はなし。 辰 巳の 節 會は大 嘗會の 時ば か 

りなり。 依て 年々 の豐の 明り は、 辰の 日に あるな り。 

以上 

^：大 嘗^ 以下 豐 明に 至まで、 其 式 は 御 次第 書 あり。 又 三ケ重 亊抄 等に 委く 記せられ たり。 況ゃ. 江 次第、 

西お 記 等に も 明白な り。 然れ ども、 事 繁多に て 忽ちに 児 知れが たきに よりて、 其 大抵 を 一 つ 書に して 申 

せよ と、 或 人の 命ぜら る、 によりて、 唯 其 名 E と 趣と を-,:: 分が 一 を 記す ものな り。 

IK 明 七 年 卜 一月  橘嘉樹 

右 一 册は 下書な り。 猶又淸 書して 钆し 改め、 追て 可レ 入-一高 覽 一 候へ 共、 當時御 式 行 は る んの事 ゆへ、 內 

々草書の 儘 入-一高 覽-候 は、 早く 奉る を耍 とする のみな り。 穴 賢。 あやまり も 多 かるべし と 恐れ 惶る、 な 

り。  嘉 樹 

〇 宮殿 之 事 

官 殿の 稱、 和漢 同じく H< 子 宸居を 斥して 稱す。 本朝に て is と稱 せし 始めは、 祌武 天皇、 筑 紫の 宇佐に 至り 

給 ふとき、 菟狹阈 造祖菟 狹维彥 菟狹津 媛。 造 一 柱騰宫 -而 奉饗。 〔割 註〕 一 柱騰宮 は 阿 斯呲苫 徒鋏娥 離^ 

傰中ナ リ 

と訓 せり。」 是 天 子の 居 を 宮と云 へ るの 始 な"。 其 後、 吉備國 に 徒り 入 給 ふとき、 高 島の^: を迠 りて 行お の 


宸居 とす。 其より 辛 酉の 年に 至て、 始て 大和 國畝傍 山の 柬 南楦^ の 地に 都 を定給 ひて、 锓居 を^ 资在 

す。 是 即ち^ 原の 宮 なり。 此 より 以降 世々 の 遷都、 を以號 とす。 所謂 葛 城 高 丘の 宫、 片馊 浮 孔の宫 

等な り。 〔割 註〕 此餘、 數 多の 宮の號 は、 日本 紀 以下の 國 史に詳 なり。 事 繁多 なれば 愛に 略す。」 又 殿と 稱す 

る こと は、 雄 略： 大皇廿 三年 八月 庚 午の 湖； 內子。 天皇 崩-: 大 殿-と 書され、 又顯宗 天皇 元年 六月。 幸-一 避暑 

殿- 奏舞。 會" 1 群臣- 設以 -1 酒 食-と ある、 各 宮と稱 し 殿と 云 へる の 起原な る べし。 爾來 皇極 天皇 叫 年.： ハ 

月 丁酉の 朔戊 申。 天皇 御-一 大極殿-古人 大兄 侍る と 云々。 〔割 註〕 以上 各 日本 紀の 所見。」^ 殿に 猇 あるの 始 

なるべし。 以來は 宮殿の 稱尤 揭焉。 桓武 大皇 今の 平安 城へ 遷都 在し より、 殿堂、 摟閣、 坊舍、 廳衙、 ^ 

北. r 町、 東西 八 町、 其 餘 曹司、 寮 司、 咸く 枚擧に 及が たし。 但 宮城 內 外の 諸 門條坊 等の 名 も 亦 數多ぁ 

り。 共に 拾芥 抄に詳 なり。 然して、 其 殿堂、 樓閣及 諸鬥の 名義 は、 悉く 異邦 政治 洪 幅の 號 をう つし 取 

て、 殊更 漢 唐の 佳 名 を 用 ひらる-は、 其 據所は 各 異邦の 書に 詳 なり。 故に 今 其 據る處 を 以て、 左に 舉て 

本朝の 制度の 異邦と 等き こと を 明す。 

野 客 叢 害 曰。 古 者 天子 之 居總言 レ宫。 其刖名 皆曰レ 堂。 是也。 故 詩 ir。 自レ 堂徂レ 基。 禮言 -:.K 子 之 堂？ 初 

未，， ,嘗 有-, 稱レ殿 者？ 秦姉 皇紀 言 作-, M 房 isi! 泉 殿？ 蕭何傳 言。 作-未 央殿？ 其 名 始兒。 而 阿房 甘 泉 未 央亦名 

宮。 疑 皆 起-於 此時？ 按黄帝 有-合 宮？ 堯 有- 1 甙 {呂？ 湯 有- 1 驄 周 有- 1 蒿宮？ 楚 有-蘭 臺 is? 韓 有- 1 鴻豪 

宮？ 齊 有-雪 宮？ 列 子 有- 1 化 人宮？ 祌異經 有- -1K 淫宮？ 古 之 言 レ宫者 如 レ此。 宋玉賦 謂 高殿 以廣レ 意。 ^^謂 

天子 之 殿。 戰國策 謂 弁 麾擊- 於 殿上？ 說 苑謂齊 有-, 飛鳥？ 下 止-殿 前？ 莊子謂 入-, 殿 門-： 小 レ趨。 奉，， 劎於殿 

蒼 史記 毛遂 定，， 從於 殿上？ 優孟 入，， 殿鬥？ 古之肯 レ殿者 又 如 レ此。 則 知 宮殿 之 稱其來 久矣。 非， =但 始，， 於秦 

梧 始皇- 也。 仉未レ 聞，， - 專 名-, 某 殿- 而已。 此 一 一字 者 上下 通用 不レ 拘-- 至尊？ 如. 41 有- 一 畝 之 宮？ 象往 入-, 舜 

隨 霍光第 中 鵜 鳴-前 殿？ 黄霸 居-丞相 府？ 擧-- 孝子-先 上 も殿是 也。 藝文 類聚 謂蕭 何曹參 韓^ 呰有レ 殴 云々。 〔割 

0 註〕 以上 野 客 叢書の 文、 L 小 補韻會 云。 師古 曰。 古 者屋之 髙嚴通 呼爲レ 殿。 不-必 宮中？ 若王霸 令-郡 阈史條 

I  一七 三 
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對？ 有レ 擧-- 孝子 _ 先 上レ 殿。 々丞相 所い 坐 令 惟 1K 子宸居 爲レ殿 云々。 (以上 殿 字)、 註に 見 ゆ。 

按に、 此 文の 義、 古 は 宮殿の 二字 共に、 必 天子 宸屋の 高た 嚴 整なる を 都て 殿と 云し を、 秦始皇 阿房、 

甘 泉の 二 殿 を 作られし より、 漢も亦 未 央殿を 作て 殿と 稱 してより、 备 天子の 居の こと、 なりたる 也。 

是宮 巾の 殿なる ゆへ、 〔割 註〕 天子の 宸居を 宫と云 こと、 其宮の 中に 高嚴 なる 窒禮を 殿と 云な り。 たと 

へば 阿房 宫の前 殿と 云に て考 わかつべし。 夫 を通稱 して 宫 殿と 云な り。」 必す かりそめにも、 至尊の 外 

は 宮殿と 稱 する ことなし。 尤 古に i=c と 云し は、 黄 帝の 合宮 より 齊楚 の宫に 至る まで、 天子 諸侯の こと 

にて、 庶 人の 居に は あらす。 〔割 註〕 列 子の 化 人 宮と云 は、 寓言の 文字 なれば、 其 は 制の 外な り。」 然る 

に、 如 儲 一 畝宮、 又 象の 舜の宫 に 入の 類、 並に 丞相 府を 殿と 稱せ しこと あれ ども、 古に 天子 諸侯の 宮と 

云の 類、 各 惟 宮と云 殿と 稱 するな り。 秦始皇 の 甘 泉、 阿房の 二宮 殿、 又 漢の未 央宮の 如く、 某々 の 名 

號を 立て、 何某 宫、 何某の 殿と 稱せ しこと は、 始皇 以降に て 天子に 限れる ことなり。 

劉 熙釋名 曰。 殿 有- 1： 鄂- 也。 陛卑 也。 有-高 卑， 也。 天子 殿 謂-之 納陛？ 言 所-, 以納- 入 言 _ 之 階陛也 云々 • 

又初舉 記。 秦始 皇紀。 作-前 殿？ 其 制 有 レ陛。 左 域 右平。 平以- > 文磚， 相 亜 次。 城 者 爲，， 階級， 云々。 

按に、 鄂と は、 字彙の 註に 垠也。 (音 銀 y 楊子 雲 甘 泉賦， 粉 被 麗其亡 鄂矣と あり。 垠は崖 也。 地埒 也。 

界也 とて、 今 云 限りの こと 也。 陛は卑 也と は、 ひくき 處 ある ことにて、 鄂の垠 の 如く.： ね きに、 陛の卑 き 

を 交へ て 高低 ある を 云 ふに て、 乃 階級して 上下す るの こと 也。 因て 左鄂 とて、 殿の 搆へは 東に 階級 あ 

る を沄。 〔割 註〕 城 音戚砌 也と て、 是も 階級 ある 義 なり。」 乂 右平と 云 は、 右の 方 は 平にして、 文磚 とて 

磚は文 ある 瓦 を以敷 並べた る ことにて、 今 云 敷 瓦な り。 納陛と 云へ る は、 天子 は 衆人の 言 を納る 事、 

陛の卑 きょり 階极 して 進み 升る が 如きに たと へ たり。 

殿の 字 は 本と 殿最 とて、 從 軍に 上 功 を 曰 レ最、 下 功 を曰レ 殿。 殿 は臀に て 後な り。 論語 云 へ る孟 之反不 

レ伐。 奔而 殿たり とい ふ。 軍 後 を 殿と 云 ふに て、 本朝に て 後 棻と云 ふの 義 なり。 事物 紀 原に 云、 殿 は (渥 


のこと)、 殿に て， (軍 後の こと、) 象屋を 擁從 する こと を 軍の 殿に たと へしな りと。 是 を以、 天子の 宸居 

を 殴と 云 は、 宮室 榭宫舍 寮 司、 悉 前と 左右に 存 して、 衆 臣各其 宫舍寮 司に 擁護し 奉仕す。 然して、 犬 子 

は 其 後に 居し 給 ふ。 即ち 北辰の 其 位に 在て 南面す るの 謂な り。 故に- 大 子の 宸居を 殴と 云へ り。 

一、 殿下 稱之事 (幷 異邦 陛下 閣下 等の 事〕 

蔡 邕獨斷 曰。 陛下 者。 陛階 也。 所- 升-堂 也。 IK 子必 有- - 近臣-執 レ兵^ 於陛 側？ 以 戒-- 不虞？ 謂-之 陛下- 

者 群臣 與 --天 子-言。 不， ，, 敢 指-斥 天子？ 故 呼 T 在-陛下-者. i 而吿レ 之。 因 レ卑達 レ尊之 意 也。 上書 亦如レ 之。 及 

群臣 士庶 相與 言。 曰- 1 殿下 閣下 執事， 之屬。 皆此類 也。 

按に、 陛 ドと稱 し、 又 殿下、 閣下と 云 も、 各 H< 子に 附 する ことにて、 是 陛は卑 きの 義 にて、 殿堂へ 界 

るの 階級の ことなり。 故に 其 階下に ある 人 を 呼ぶ。 .t 一一 曰す る を 以て 陛下と 云 ふ。 夫より 轉 じて 殿下、 

閣下と も^なり。 執事と は、 是も 本、 階級の 下に 在て 事 を 執る 人 を 斥て 云 ふの 義 にて、 執事と 云。 共 

に 以て 至尊 を 指て 云 ふなり との 義 なり。 

本朝に て 殿下と 稱 する は、 執政 を 斥すな り。 是 執政の 人 は、 天子に 代て 朝政 を 攝籙し 給 ふ 故な り。 異邦 

は大國 といへ ども、 天子と なりて 革命す る 人 は、 各 死生の 間に 在て 國家を 得て、 然して、 萬乘の 尊き に 

居す る 人なる 故に、 創業の 入 は 政令 多く 自らして、 必 執政の 人に 委任す る ことなし。 故に 群臣の 奏 一一 ic す 

る もの は、 執政の 人に 倚らす。 ^1 に 陛下の 人 を 以て 奏し 上す るな り。 本朝 は 神武 天皇 創業 を iE き 給ふ以 

來、 百 王 不易に 其 皇統 を嗣 受給 ふに 因て、 天位の 尊 儀に 於て は 異邦に 倍せ り。 爱 を以、 上古より 以米、 

蒼 執政の 人 は、 朝政に 主宰と して、 群臣の 上^ する こと は 勿論、 國 家の 政耍 大小と なく、 先 執政の 人へ. & 

梧 奏する を以、 共義 全く" rK 子に 等き なり。 故に 執政の 人を稱 して 殿下と 祟め 敬す。 去れば 執政の ほへ は、 

隨 必す しも：！：^ の宣 旨と て、 國 家の 政耍 群臣の 奏事、 悉く 先 攝關の 人へ 申て、 其 後、 至尊へ 奏^す べきとの 

き 詔 を 賜 ふなり。 此義制 は 異邦と 殊にして、 實に 至尊の 名義、 字義の 如く 有し 給 ふこと なり。 是 乃^の 藻 

I 七 五 
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芥に 云へ る 於-一 内裏-殿 下人 を 巾 は、 執 抦之外 は 不レ可 レ有レ 之。 關白 殿御 參 とも、 攝政 殴に 何^ を. P さる 

、共 於-一 御前-巾に 諸人 無-一 異 儀-也。 親王 をば 於，， 御前， 何 殿と は 申さ，. る 也と ある も、 全く 设ド の附リ 

據 る^な り。  グ秆グ 

按に、 本朝 は 殿下の 稱謂 のみに て、 閣下、 陛ド等 を 以て 稱 せざる もの は、 異邦に て 天子へ 上 一一 一一 口す る も 

の は、 實に 陛下の 人 を 以て 上 言す る ゆへ 陛下と 稱し、 又 殿下、 閣下 あるひ は 執事と、 廣く其 儀 こ 合 ふ 

の 謂 を 以て 是を稱 す。 本邦に て は、 天 子 を稱し 奉る ベ き 殿下の 名目 を 取て、 執 柄の 人 を 祟め 稱す る 

に 因て、 直ちに 廣く斥 曾 はす。 惟に 殿下の 稱を 執て 以て 共 名目と する 故、 陛下、 閣下、 執事の 稱 をお 


晨 

宮殿の 稱は、 和漢と もに 宸 居の ことに 限る や 否の 論 ある を以、 漫 りに 老邁 せる の 僻 ーー目 を 筆す。 其 事の 序、 

陛下 殿下の 事に 及べり。 聊隨 意の 妄言 多 かるべし。 努々 禁， -伦 見， ものな り 云爾。 

ヲ g 六 年端 五日  大判 事 橘  嘉 樹 

〇 寳暦 十四 年 五月 冗 SES 競馬 記錄 (附 註) 天明 三年 三月 ； ロ賀茂氏 人に 承 崎 處？？ is、 

毛 付 

乘尻 

着 坐 交 名 

1 、 乘 尻目 錄之內 

儲 勝と は 左の 勝な り 

追 勝と は 右の 勝な リ 


0 

隨 


先 s» と は 左 は 勝 ft 木より 乘 越す、 右 は 勝負 木へ 未だ 至らざる を 云 ふ 

右 は搽負 木より 手前に て 左と 並べ 乘を云 

馬場の 中央に 勝負 木 を 樹ふ枫 の 木な り 

搽劣は 件の 樹の 前に わかつ 見證の 人な り 

六 巧 七日 兩度岩 倉へ 至り、 昨日の 勝負 を 議論す 。其 B の 装束、 日 折の 日の 如し。 事 畢て乘 尻 甲乙の ほ錄 

を 奉行の 人 へ 上る 由。 

寶曆十 叫 年 五月 五日 競馬 之 記 

毛 付 


倭 文  左 美 作 

安ン志  左 播磨 

陘長  左 美 濃 

舟 木  左 近. 江 

竹ケ原  左 倘前 

權 ^宜  權祝 

貴 船禰宜  貴 船 祝 

以 上 

乘 尻 

ー&左 豐前守 保 g 

一 ^右 m 胺 木工 白顯 

111 左 ぁ隊 遠： ぜ 

三番 右 先勝 、王 膳淸子 


金津 

習 

宫川 


.U 且 

片岡禰 {且 

ぎ宮 禰宜 


左 加賀 

左 阿波 

左 若狹 

出 雲 

正 祝 

片岡祝 


1 番 


SI. 番 


左 

左 


お 


持 

持 


薩 摩守敎 顯 

木工 白顯 

下野 甫氏 

右京 季成 


1 七 七 


• 


1 七 八 


隨 

0 


7. 番 

七番 

ノ？ 

十番 


持 

持 


-パ番 お 持 


備 前保從 

因幡 賀顯 


石 見斗顯 

兵 庫地久 

城 之 助臺顯 (本の ま、、 疑ら く は 城 介な らん か) 

備前元 保 


玄 蕃貞季 

因幡 兼 時 

ヂ後希 季 


,fj S3 も 際 木ュ 

ゴ-潘 右 ^形 伯耆客 直 


左  從四位 上賀茂 澄 直 

右  從 1： 位下 賀茂義 氏 

着 座 

祌主  正 叫 位下 賀茂 正久  、 

^當代 從 五位 下賀茂 央顯 

所 司 代 從 五位 上賀 茂住顯 

目 代代 從 五位 F 賀 茂兼寶 

以 上 

1 、 賀茂 競馬 聞 書 〔割 註〕 右の 書に ふしん あるに よて、 H< 明 三年 三 E-ー  日 賀^ 氏人 岡本內 記に 

たづね て、 同人の 釋を 書記す るな り。」 

1 馬場 長サ凡 サタ リニ 筋、 此 はば 凡 三尺 許 か、 

1 左リ 赤地 倆襠 右 紺地 楠襠 黑と稱 す 

1 勝負 木馬 場の 中程に あり。 風 木な り。 常に 楠お く 木 也。 其 木の 高サ凡 一 丈に はま さる やうな り。 


-  1 南方より 乘出、 北方に て返留 るな- 

一 五 "月 朔 E 祌、 王、 所 司 代、 ^常、 目 代 等、 〔割 註〕 各 賀^の 氏人な り、」 立 台 毛 付 をお む。 

1 倭 文 は 武家 之 所 司 代 之 方よ. ^出さる、 馬の 毛 付の 名な り。 

此倭 文に 赉ふ は、 金津と 云。 (各 座の 名な り)。 

競馬の 當日 は、 一 赉に倭 文、 金 津と乘 出す。 

仉倭文 左に 立て 儲 を 勝と するな り 

一先 勝と は、 左右 共に 先き へ乘 越した る を 云。 

一儲 勝と は、 左の 勝た る を 云。 是 兼て 二 段 許 も 先き へ乘 出す もの 故、 儲けた る 勝と 云 事な. 

一 追 勝と は、 右の 方 左へ 追す がりて 勝 を 云な り。 

但左 りは^て 二 段 許 もお くれて 乘 出す 故 也 

1 持と 云 は、 相互に 勝負 木の 邊迄乘 出し、 其 時の 程 合に 二 段 許 も 雁行す る事チ 細な し。 

右 勝負、 各 勝負 木 迄 之 儀な り。 勝負 を 越して は 甲乙 ありても 異. t なし。 

〇 選 敍令中 內分番 一 考 入内 長上 者.： ハ 考例圖 

—分^ 上 一 

—長上 屮上五 (ィ 二) 
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-I 長上 中 上 五 
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I 長上 中中 五 (ィ 九) 
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】 七 九 
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o 
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上 六 

中 上 五 

上 一 

中 一 

中 上 五 

リれ 

上 二 

h 中 一 

屮叫 

中 上！ 一一 (ィ 五) 


三階 
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初 基  一 ^ 

上 三  二 

トニ  二  一  i 

餘考中 上 不^ 階 

初 基  一 ^ 

屮上三  U 

屮上 一 一 

上 一 


初 基 

階 上 二 

中 上 


初 基 

中 上 一二 


階 


一 、 

「八赉 

L 長上 

「分番 

一 I 長上 


蒼 梧隨筆 卷之四 

〇 日本 古今 國數之 多寡  . 

源平 盛衰 記に、 丹波少 將成經 朝臣の 言へ る 日本 は、 本 ir 一十三 筒國 也け る を、 六十.： c ケ國 に被レ 分たり と 

云々。 〔割 註〕 卷七、 日本 廣狹の 條、」 按に、 本朝 國郡を 分たり し は、 n 本紀 成^: 人皇 五 年 秋 九月。 令，^ 國， 

以 _1 國 郡-立- 逮長？ 縣邑 置- 稻置？ 並 賜- 榍 矛- 以爲レ 表。 g 隔 -I 山河 i 分- 國縣？ 隨- -阡陌 -以定 -I 邑 単；？ と あ 

れば、 此 時より 國 郡と 云 こと を 分て る 始めと すべし。 古事記に も 云、 成 務^ 皇の 時、 建內 宿： 确定- 一賜 國 

々堺- と、 繭來 崇峻！ K 皇ニ年 秋 七月 壬 辰朔。 遣- 1 近. 江 臣滿於 東 山道？ 使 レ觀- 蝦夷 國境？ 遣-一 宍 人臣 鹏於東 

海道 _ 使レ觀 -I 東方 濱海 諸國 境？ 遣-阿 陪臣 於 北陸 道 • 使 レ觀ニ 越 等 諸國 境？ 又 孝 德天 皇大化 ニ^: ル月。 畿內 

の國 を定ら る。 其 後 天武天 皇十 一一： 年 十月 己 卯朔辛 巳。 遣-一伊 勢 王 等-お-一 諸國 境。 と^へ たり。 (以上 悉日 

本 紀、」 

按に、 貝 原 好古の 倭 事始に 云、 いにしへ H 本の 阈數 凡百 叫 卜 四 國 ありし よし、 ^事 紀ハ^ 十卷〕 に 見へ 

たり。 壤地偏 小なる を 以ての ゆへ に、 渐々 に 其 國を幷 せて 惣數を 減じ、 或は 共國の あまりに 大 なる は、 

遂レ ^割り 分つ もの も あり。 蜣峨！ K 皇弘仁 十 叫 年、 越 前國を 割て 加 賀國を 置 給 ひ し より、 始て 六十 六 州 

となる。 林 逸が 節^集に、 文武 天皇の 御宇 六十 六 ケ國に 分け 給 ふと ある は 誤な り。 ^En 木 紀に此 事な 

し。 况 また 文武 帝の 後、 國を分 たれし もの 數國 ある を やと^ へ たり。 〔割 註〕 按に、 越 前の 國を 割て 加賀の 

蒼 國と分 たれし 事 は、 三代 格に あり。」 

^ 以上 日本 紀の 文、 幷貝原 氏の 考を 以て 合せ 考 ふるに、 成經 朝臣の 日本 は、 本と 三十 三ケ國 なりと S れし 

隨 こと は、 成 務大皇 の 頃の 事なる べし。 成務 IK 皇の 時に^め 給へ る阈々 の 名、 郡鄉や のこと は、 今更に 考 

ふべ くも 非れ ども、 爾来 分割 ありし 國々 の 事、 往々 舊 記に 由て 考れ ば、 大抵 成 務天皇 の 頃 は、 其國數 一二 

1 八 1 


钆 
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い 有 餘！： なるべし。 必定 三十 三 ケ國と 云 事 は 知る こと 能 はす。 其 分割の 事 所^の 分、 左に あら はす。 

•A 畿 ^ 之內 

^.M 綾 日本 紀懸躯 二 一； 月 癸 卯。 割 二 河內 國和嚴 日根兩 郡？ 令い 供-珍 努^? 同^: 月 5- 子" 割. 大 鳥和皋 

日极三 郡， 始置， 和^ 監？ 

^常 國の出 來し始 なり。 但始は 守と 稱 せす、 監と 云へ り。 後、 守と 改む。 〔割 註〕 監を 守と 稱せ すに 

此 叩 有^ 字厲 

到，， 于此， 適 會，， 海 潮 太 急？ 因以名 レ 國。 應祌 天皇 之時始 有- > 攝^ 之號- 云々。 天 武大皇 六 年 冬 十月。 • 

^-攝 维職？ 延曆 十二 年 三月。 罷 u 攝维 職， 爲-阈 司？ (以 h 攝津 志)。 按、 當 時 浪速 1： と は 稱 すれ ども、 

攝^: の號に 非れば、 今 六十 六ケ 國の數 には數 へざる べき 也。 

^海道 十 五ケ S 之內 

^賀 倭 姬世記 曰。 fK 武； 大皇， M 中 七月。 割- - 伊勢 S: 郡-立-彼 云々。 舊事紀 闩。 ^ 贺高穴 樋 朝 御世 皇- 

チ 意知 別命 三^ 孫^? お ^別命 阈选？ 難 波 朝 (孝 德帝) 御佌銶 佧勢國 つ 飛^ 钥代釗 置 如.. 故。 と 

云へば、 成務の 御代に は、 ^勢の 部內 たる こと 明な り。 

.s  W 事 作-島 津？ 風土記 抄^。 忐摩者 倭 名 也。 以 n 伊勢 國岛之 意-也。 放 レ地屮 い-海 巾-島 也。 後 成-^ 

名-云々。 〔割 註〕 此文據 職. S 鈔秘錄 中原 職 〇 註 風土記 抄と云 もの、 偽うた が はしき もの ありと い 

へど も、 不 -1 親 見？ 是否 を不レ 詳。」 其 地勢 を考 るに、 全く^ 勢國 の部內 たる ものに て、 传 に國 となる 

の說 然るが 如し。  ， 

^豆 日本 紀 n。  R 本武尊 膀 4 吊 陸-至-甲斐-云々。 此 時の 紀に、 ^豆 名不レ 見" 風土記 抄云、 仆豆は 倭 

名 也。 柬は 钔 模、 西は駿 河、 其 il に 出る の義 にて、 下略して 仆 豆と 云と 云り。 H 本 紀應祌 天 皇紀に 

云、 五 年 冬 十月。 科-一^ 豆國？ 令 レ造レ 船。 長 十 丈。 船 じ 成 浮： ー于 海？ 便 輕泛疾 行 如 レ馳。 故 名 i ハ， 船-曰 二 

枯野？ 〔割 註〕 註 曰 枯 野者輕 野の 訛 かと、」 舊事紀 曰。 祌功 皇后 御代。 物 部 連 祖天 姓 摔命八 世 孫お^ 命 


定-- 賜 i- 云々。 日本 紀、 舊 事紀、 共 成 務^ 皇御 時より 後 伊豆の 名 あり。 ^事 紀、 共 成 務^ 皇 御^- 

より 後 伊豆の 名 あり。  舊事紀 又 云、 難 波 朝 御代 at- 駿河 國-と あれば、 共 本は駿 河より 分れた るが 如 

安房 棱 本紀 m。 養老 二 年 五月。 割 上 總國之 平 郡、 安房、 朝 夷、 長狹叫 郡？ 

上總、 下總 古語 拾遺 曰。 H< 富 命更 求- 沃壤？ 分-阿波 齋部？ 牽-枕 東 土？ 播- -殖麻 穀？ 好 麻 所 レ生故 謂-之. 

總國つ 穀 木所レ 生。 故 謂-之 結 城 郡？ 古語 麻 謂-之 總？ 今上 總ド總 一 ー阈是 也。 

東 山道 八箇 國之內 

飛驛 風土記 抄云。 飛騍。 本 美 濃國內 也。 然建 u 近 江大津 宮， 時。 目- 當阈， 良 村 多 出 也。 駄 ft レ木 行， 大 

. 津-如 P 飛 也。 故 號-- 飛駄？ 後改 レ駄爲 レ^。 と 云へ り。 然れ ば、 突 濃 を 割て 飛^ 國 とせし なり。 賦は 

令に は 斐陀に 作る。 舊事紀 も 斐陀に 作る。 且當國 に 國造を 定められし は 成 務大皇 也。 志お 高 穴穗 

御世と あれば 天 ^天皇 也。 近. y 大津宮 を 作らる ゝ 時より 飛^の 號 ありと 云 ふ は 不レ丌 

上野、 下野 本と； 國 にて、 今の 中間に 二つの 野 あり。 佐 野、 笠懸 野と 云。 其 野中に 一 つの 川 ありい 渡 

溯と 云。： 又有レ 川。 佐 野中 川と 云。 此渡瀨 を 以て 兩國 境と す。 乃 西 をト： 野と し、 ^を 下野と す。 舊. 

事 紀景行 天皇 ^ 十五 年。 以-ー 彥狹島 王 一 拜-ー 東 山道 十五 阇國 都督？ と あり。 〔割 註〕 是は百 十^ 國と 

定めしと きのこと なる ベ し。」 國造紀 に は、 上 毛野阔 迅^ 狹咼命 C 初 治 u 平朿方 十二 國， 爲レ 封と あ 

り。 然れ ば、 舊事紀 に 上 毛 野 下 毛 野と ある は、 百 z 卜 叫阈の 時の 事に て、 共... ほ：. si: を 併せて ー國と 

蒼  せられた る こと は 見へ すと 云へ ども、 上下 を 分ち 云 ふとき は、 必 しも 約め 稱 するとき は 一 國と云 ふ 

梧  べき ことなり。 上に 云へ る 上 總下總 と 同じ。 哭 山陽 道の 備前、 備屮、 備後、 丸 州の^ 後の 六 ケ國. 

隨  も 共に 約め 云の 理は 同じ。 北 睦 道の 越 前、 中、 後 も 共に 同じ^ 也い 

m 屮 z 羽 綾 日木紀 a:。 和 銅 五 年 九月 己 丑 。置-出 羽國？ 同 卜 月 丁 酉。 割- 设ト： ^賜 二 郡-^ -出 羽-せ 
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北 睦 道七儻 國之內 

加賀 倭 名鈔。 弘仁 十四 年 割-越 前國. y 沼 加賀ニ 郡-置-北 國- 云々。 又 弘仁格 曰。 十 叫 年 二月 三日。 割- 

越 前國. 江 沼 加賀ニ 郡- 爲-加 賀-事 准-中 國？ 其 後天 長 十 年 正月 十日 格 曰。 加賀國 定-- 上國- 云々。 

能 登 錢 日本 紀 養老 二 年 五月 乙 未。 割-越 前 國之羽 咋能登 鳳 至珠洲 W 郡 ^ 置-能 登國- 云々。 

越 前、 越 中、 越後 貝 原 好古 云。 當三 箇國を 都て 越の 阈と 云。 近， 江、 美 濃、 飛驟、 信 濃の 方より 山 を 越 

て 行 也。 北國を 越路と 云。 後代 わかれて 前 中 後と なる。 〔割 註〕 前 中 後 は 都の 方より 次第 をな せり。」 

又 舊事紀 首 書に、 度 會延佳 曰、 越 前、 越 中， 越後、 能 登、 加賀、 皆 稱-- 越國- 云々。 舊紀の 正文 はな 

しとい へど も、 以上 S ケ國 にて 其の 本と ー國 たりし こと は 明な り。 且盛衰 記に 云、 越 前、 加 1、 能 

登、 越 中、 越後 K 箇は、 本ー國 なり 云々 と ある も、 假名の 記 なれ ども、 中 國の諺 なれば ー說 たるべき 

もの か。  ー 

佐 渡 檳 日本 紀曰。 天平 ト五年 二月 辛 巳。 以-ぉ 渡-丼-越後-云々。 又 天平 勝寶 W 年 九月 丁 卯。 剁 海使怫 

國大將 軍 慕 施 蒙 等 著，， 于 越後 國佐渡 島 ， 云 々 。 

山陰 道八箇 國之內 

丹 後 鑌 日本 紀曰。 和 銅 六 年 夏 月 乙 未。 割-丹 波國五 郡- 始 置-丹 後國- 云々。 和名 鈔云々 。 ト： に 同じ。 

隱 玟 和名 鈔に於 技、 舊事約 意吱、 共に 假名！！ 曰に て 沖の 義 なり。 當國は 伯耆、 出 雲、 石 見 等の 沖に 在 島 

應神 天皇な り 

國と 云. 事に て、 和訓 を 以て 名と せし なり。 舊事紀 に 輕島豐 明朝の 御代 颧松彥 ^ 呂. ^命 五 很の孫 4 梭 

彥命定 脇國造 二お々。 去れば 當國を 開かれし は、 應祌の 御代に て、 成務の 御代に は 未だ 國と は稱せ 

られ ざると 見 へ たり。 

山睡 道八暂 國之內 


美 作 績 日本 紀曰。 和 稱六年 夏 ^ほ 乙 未。 割- 備前國 六 郡- 始 置-美 作 阈-. ぶ々。 

備前、 備中、 備後 貝 原 好古 曰、 昔 三國を 都て 吉備國 と 云、 後代 一二 國に 分つ と 云 へ り。 依て 和名 鈔に 

は、 備前を 吉備乃 美 知乃久 知、 備中 をお 比 乃 美 知乃奈 加、 備後を 岐比乃 美 知 乃 之 利と 訓ぜ り。 葡事 

紀に、 (以下 缺文) 

南海 道六簡 國之內 

淡路 下國 にして、 渐に郡 を 管す るの 小國 にて、 始 は淡路 洲と稱 し、 ^ 渡、 隱 岐と 同き 小島 なれ ども、 

日本 開闢の 地なる 故、 淡路 國と稱 して、 難 波高 津 朝の 御代より 國选を も 定めお かる。 佐 渡、 隠岐、 

或は 壹岐、 對 馬の 如くに は あらざる もの か。 

阿波. 讃岐、 伊豫、 土 佐 W 箇も 一島の 國 なれ ども、 上古より 叫 ケ國の 名 ありて、 阿波、 譖 岐は憋 神の 

御代より 國. 造 を 定められ、 ^豫、 土 佐 は、 成務の 御代に 國造を 置れ たれば、 最初より i! 阈 各^に 闽 

と稱 せし. なり。 

筑前、 筑後 日本 紀曰。 神武 天 皇甲 寅^ 冬 十月 丁 巳朔辛 酉。 行 至- 筑紫阈 菟狹- 云々。 始は 唯筑紫 國と稱 

して ；國 なりし を、 後に 前後 ニ國 とわ かてるな り。 一 に 云、 九 ケ國を 都て 筑 紫と 云と いへ ど、 是は 

古へ 筑 前に 太宰府 をお かれて、 九國 並に 二 島 を 管領せ しゅへ、 其 管す る 所の 名目 を以、 火國ニ 島へ 

及ぼせし なり。 舊事紀 には筑 志と 書く、 . 和名 鈔には 二 K を稱 して 筑紫乃 三 知乃久 知、 筑紫乃 三 知 乃 

之 虽と訓 ぜりレ 然れ ば！ ー國を 以て 筑 紫の 國と 云し こと 叫な り。 

蒼 肥 前、 肥 後 日木紀 曰。 景行 天皇 十八 年 S 五月 壬 辰朔。 從-- 葦北- 發レ船 到-火 國ニ  VI 々。又： t 功 皇后 紀曰。 

培  元年 夏 ra: 月 壬 寅朔甲 辰。 北 到 n^< 前 國松沛 縣-と あり。 又 n= 本紀景 行；. K 皇 十八 年 夏 六月 辛 酉朔內 子。 

S  日 到-阿蘇 國 一 云々。 是 阿蘇 は 肥後國 なり。 和名 鈔に比 乃 三 知乃久 知、 比 乃 一一； 知 乃 之 利と ある は、 即 

肥 前、 肥 後 なれば、 此ニ國 は 本と 一 なる^と 明な り。 

.   1 八 五 


ま 


  1 八 六 

^  前、 置 R 木紀 曰。 祌武： 大皇屮 寅年 冬 十月 丁 已朔辛 酉。 行 到- -筑 紫國菟 狹縣？ 〔割 註〕 菟狹 地名 此云 U 

梧  宇佐？」 又 景行天 皇紀 曰。 十二 年 秋 九月 甲子 朔戊 K。 天皇 到- 豐前國 長 狹縣？ 興- 1 ポ宮- 居。 故 號-其 

隨  處- 曰レ京 也。 今 云國府 京都 郡是 也。 和名 抄云、 ^與久 邇乃美 好乃久 知、 又.^ 與久邇 乃 美 知 乃 之 里と 

^  云 は、 乃 豐前， 豐後 なり。 是亦筑 肥の ご とく、 本 一 國 にて 後 分れて 兩國 となりた る なり。 以上の 

順、 尋常に は筑 1> 肥と 云、 拾 芥抄に 因て 今筑 肥^と ま；：^ す。 

大隅 綾 n 本紀 闩。 和 銅 六 年 夏 Z 月 乙 未。 割- 向國 肝坏、 贈 於、 大隅、 烚羅 叫 郡- 始 置- 大 隅國- 云々 ノ 

^岐、 對馬 和名 鈔壹岐 島と し、 .S 岐 と訓ぜ り。 〔割 註〕 貝 ^氏：：：、 いき は ゆきな り。 ィとュ と 通す。 浪 

.E ふして 3 の 如しと 云へ り。 又-日本の 地 を 行き はなる、 島なる ゆへ とも 云。」 對馬 は假 名誉に て、 同 

おに 都 之 萬 と^ぜり。 ^島の 義 なり。 〔割 註〕 島の 字 は 舊事紀 又 古事記に 有。」 H 本紀、 神 功 皇后 

五^. 春 二月^ 卯朔己 酉。 新羅 王朝 貢。 其 還る とき 莴城襲 津彥を 副て 遣す。 共 到-. -對 馬-^ --鈕 海水 門- 

と あり。  兩國 ともに 島國 にて 下國 なり。 古より 二 ft と稱 して 六十 六ケ國 の數の 外な り。 

ム國々 凡て 成 務犬皇 以降の 分割せ る國 なれば、 最初 國郡を 興しと きの 國々 に 非るな り。 各國の 名目 都て 

•H ハ國 あり。 又 上下 前 中 後の 名 ある 國々 は、 上下 は ー阈を ^き、 前 屮後は ニ國を 省て 數れ ば、 都て 七ケ 

國 あり。 〔割 註〕 上下の 國^ ケ！： 也。 前 巾 後の 國ニケ 國、」 然して、 壹岐、 對馬は 本より^ きたる 國 なれ 

ば、 總て 二十 ニケ 國、 減じて 當 時の 國數 合て Z 卜 1： ケ國 也。 或 人 云、 W 國を 一島 國 とすれば 三 ケ阈を 減 

す。 九 國をマ 島國 とすれば、 又 八 ケ國を 減す。 淡 路も佐 渡、 隱岐と 同じく 島！： なれば、 n 本 開闢の 國と 

て 省かざる も 如何 なれば、 佐 渡、 隱岐、 壹岐、 對馬、 並に 志 摩の 部類に 加へ て 省く.. ベ きなり。 左 あれ 

ば、 右 省け る 國叫十 叫國を 又 七國減 すれば、 此總計 一一 一十 七ケ國 となると 云へ り。 〔割 註〕 但九 ケ國を 一島 

として は 八ケ國 の滅數 なれ 共、 始の 減數に 前後の 國 をー國 として、 筑豐 肥に て三國 減、 大隅を も 減たる- 

なれば ケ 國は始 より 減じて あり。 依て 或 人の 說 にて 減る もの は 叫 ケ阈の 減少と なるな り。」 


蒼 

KM 

ネー 

隨 


然 ども、 右 本文に 滅 たる？； 十 叫ケ國 は、 成^- X 皇の 朝に 國郡封 境 を 定め 給と あれ 共、 日本 紀を 始め、 

舊 事紀、 十；： 事 記 等の^ 史に、 阈郡封 境の 目不レ 見れば、 今更 考る事 を不 レ辦。 闪て 成務の 御世 以^より、 

共 御代までの 紀傳 に明據 ある もの を舊國 名と し、 成務の 御世より 以降の 分割 ある 阈々 をお て N ト 叫ケ國 

となせ り。 並に 淡路島 を舊國 名に 加へ、 ^豆、 志 摩 等 を新國 名と する もの、 嘉樹 私^ なれば、 此ゃ のこ 

と は S 度の 理に 通達す る 人の 作意 あるべき ことなり。 故に 或 人の 說を舉 ると 云へ ども、 余 老は從 はざる 

ものな り。 

或 人 又 云、 E 本紀、 古事記 は 正史と 云る も 子細な し。 舊事紀 を 其 部に 加 ふること は不 レ^。 菌^ 紀の書 

は、 先 逹 多く 以僞 撰と 云に 嫌 ひ ありと、 伊勢 貞丈杯 も 論じ 云へ り。 然るに、 足下 此害 を： 史と する こと 

如何なる 故に やと 云へ り。 余老考 るに、 先 竹往々 K 難 ある あり。 又 引用す る 人 も 亦 多し。 共 一 に 雑す る 

もの は、 本 紀に淡 海 御船が 定 奉れる 御諡 號を稱 する こと を 不審す ると 云へ ども、 H 本紀印 木に も、 悉く- 

御 諡號を 加 題す。 去れば 其 an 舊事紀 は 大書し、 日本 紀は細 害する のみに て^の 異^な し。 是全く 後人 

の 加入に て、 書生 捷 見に 便りなら しむるな り。 舊事紀 は 推 古-太 皇の 朝に 成り、 n 本紀 は.： 几 明 天皇 の 御^ 

に^あり、 共に 諡號の 制 ありし 前の 事な り。 釋 日本 紀に 云、 祌武 天皇より 以降の 御^ 猇は、 孝 謙 天皇の 

朝に 淡 海 御船が 勅 を 奉て 撰ト： すと あり。 ^繽 H 本 紀：： ：。 大寳ニ 年 夏 W 月 ^戌。 詔^-諾^^ #3 之 氏？ 共 

名 具- 國造 記-と あり。 其國造 は舊事 紀屮の 題； ：= なり。 綾 日 本紀は 骨野眞 逍朝 ほの^な り。 共 害 嫌く は ひ 

此文 あらん や。 但又 別に 國造 記と 云の 書 あり や、 狹 a の老邁 確執して 論す るに は 作す。 惟 共 所 は を述る 

まで 也。 但镜紀 に は國造 記と あり。 舊事紀 に は 國迭紀 と あり。 猶識 おの 論 を まつの み。 

寬政ニ 年 十月 九 EE  老邁嘉 樹.！ C 

〇 德政之 事 室町 日記に は德 世と あり 

綾太 平 記 曰、 嘉吉ニ 年 七月、 義 政公將 軍の 職に 補せられ 給 ふとき、 下民の 憂苦 を ^ひ、 國 家の 長久 を 爲.. 
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ん とならば、 德政を 行 はん に は不レ 如と て、 今年 天下に 賣買 借物 等 交易 出入の 券 を 破る。 平均の 德政 を- 

被レ 行けり 云々。 

S 一  統曰、 借狀書 やうの 事、 

借用 巾 析足之 事 

合 五 拾 貫 文 者 

右 借用 申 所實正 也。 加，， 貫^ 十 文 宛 利， 乎、 來秋迄 可，， 返辨 申， 者 也。 若 天下一 同之德 政^ レ 在 レ之、 ^ 

而. 5. 合する 上 は更不 レ可レ 及，， 其 儀？ 一 萬 一 如レ此 次第 令，, 遠 背， 致-, 無沙汰-者、 知行 分 在所 之 事相當 程 可 

レ 被-, 召 押， 候。 共 時不 レ可レ 及- 一  言 子細， 者 也。 仍借 狀如レ 件。 

年號月 H 

大 かた 此趣 也。 伹 かやう にくと. （- しからす して 書 事 も 勿論 也。 

みや かに 返 濟可レ 申と 計 も あり。 左様 之 段錢、 王の. m. 様に よる 事な 

-M-.m 堅 雖-- 申 合？ 御 法之德 政の 時 は、 借主 之 文 言に よらす。 か h 

談に 云、 室町 日記に のせた る 手形の 文 左の 如し。 

一 御 借 ffl 料 足 百 贯文者 

六郞 殿御 內方御 借用 被レ成 候。 來秋ゃ 七 ケ所之 內ニ文 子 利 を 加、 急 度 御返^ 可 レ有レ 之 候 段被レ 行- 德 

^, 候。 此借議 に 於て は 無-相違， 御 返 濟可レ 有レ之 候。 仍 狀如レ 件。 

天文 十二 年 十二月 八日  樁 村 市 右 衞！： 

長 高 在 判 

小 杉 日向 守 

長 近 


名字 名乘判 

かり. m. 耍 脚の 事、 いかく ほど 本 利す 

ソ。 將又 天下 一 同 之德政 行る とも 可 _ 一 返. 

狀に するな りと 云々。 又 靑木氏 草 魔雜. 


擎 《 梧 蒼 


场大 小路 IK 滿 屋宗淸 

同 轉內屋 叉右衞 EZ 參 

右の 奉書 を 見れば、 室町 殿の 時は德 世と 稱 せられて、 件の 政 法 を 行れし と兑 へたり。 これより 以前に、 

往古より 王家の 御 治世 は 勿論、 頓朝 卿". f< 下 をす ベて 總追捕 使と なられて より、 北 條執權 九 代を經 て、 鹿 

苑院 殿の 治世に 至る まで、 件の 如き 德 世の 名目な し。 泰時 式目に 見へ し は、 犬 下に 仁 德を行 ふ * /しとの 

事に て、 誠に 聖賢の 德政 なり。 然る を、 義政 公のと き、 件の 德 文の 文字 を 借りて 德 世と 稱し、 非 分の 利 

得 を 天 下に 施行せられ しなり。 是は德 政に は あらす して 國 家の 毒 政な り。. 如何と なれば、 银 令の 書 は、 

古今 制度の 嗨鑑 にて、 萬世慣 通の 式法な り。 其 律令の 文に も、 出 擧の利 分の 定め、 返辨 のこと 明細に 記 

せられ、 幷に 借物 は 可 レ辨、 又不レ 可レ辨 のこと も、 同く 法式の 制 あれ ども、 町^の 德 世の 如き 返辦せ 

ざれとの 義は、 曾て 不レ 見。 猶其 本書の 文 を 二 一條 下に 擧ぐ考 へ 兄るべし。 去れば こそ、 義政 公の 時よ 

り 天 下亂 世と なりて、 天子 も 武將も 其 威 を 失 ひ、 日本 國中 一郡 も. ^きに 處る ものな きに 至れり。 是 全く 

毒 世の 兆な りと 知るべし。 雜令 曰。 以， ー私稻 粟， 出擧任 依， 一 私 契？ 官不 レ爲レ 理.。 仍以- 二 年， 爲 レ^。 不レ得 

レ 過-  一  其 官半 倍。」 又 臼。 以 U 財物 _ 出 擧條 云、 如 負債者 逃避 保 人 代償、 義解 云雖負 人身 死 而保人 亦 代 

償」、 雜律 レ物 被-強盗-之 時不レ 可- 備 償？」 被-, 竊盜， 可レ辨 事。 法 i!E 至要 抄云。 被-, 竊盜， 是亡夬 之 類 也 云 

气 

如レ 此の 文 は數多 あれ ども、 室町 家の 如き 德 世の 事、 曾て 不レ見 を 以て、 其 非 分の 政道なる 事 を 考へ辨 

ふべ し。 

右德世 (政 作 J> 之 事、 窒 町 殿 日記と 云喾に は、 萬 松 院義晴 公の 時の 事と 見へ て、 天文ん 年の 制 書に、 ^規 

常 德院殿 法住院 殿の 御 例と あり。 常 德院殿 は義照 公に て、 義 政の 次 九 代 目な り。 又 法 住 院殿は 十二 代 目 

にて 義澄 公な ね。 しかれば、 备義政 公より 後の 事に て、 義 政の 世の 沙汰な し。 尤ニ書 共に、 〔割 註〕 精 太 
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： 平 記、 室町 ほお、」 不^の 齊 にて、 實錄と は不レ 見 ものな り。 去れ ども、 精 太平 記に 引處を 以て 尊ら る、 

招 & あり。 "だに 答 ふるの ； 條 なる 故、 遂政 公の 時の 德政 を以其 論を述 るな り。 -:•  せ 町 殴 日記と 云 害 正しき ま曰 

隨ー ならん に は、 共 ^巾の 事を^と して、 義政 公の 時と ある を 本說 ともす ベ けん。 二 書 共に 同意の 僞 撰に 紛 

筆 一 冗 すれば、 t: 歩： A 十 歩の 論なる べし。 故に：^ 初の 問に 答る を 以て、 ぉ德 世の こと を述る もの 也 云々。 

；人 明 八 年； ム： 月 卜 八 n  老邁 嘉 樹 

〇 死地 觸穢. .ブ，|^ 

或 IT 人 死た る * 地に は穢 あり や、 且 甲乙 日 數等も ある や、 舊 俵の 所見 如何と。 答、 法曹 至要 抄觸穢 の 

條を撿 する に、 人の 死 は 一一； 十日、 產穢は 七日、 六 畜の死 は： Anz、 產は  一一：！：： と： a へたり。 且人は 葬りの 曰 

を 以初穢 とす。 〔割 註〕 私考る に、 六 畜の死 は、 例へば とりすて るの 時 を穢の 初めと すべし。」 拾 芥杪卷 A 

觸 穢の條 にも、 此文 あり。 又兩ま E ともに、 甲乙の 次第 も ありて、 いづれ にも 其 宅地 は 三 卜 3 を以穢 とし 

て、 廿： ハ 宅地に 入 もの は、 祌社 等への 參詣 ，おみ 憚るべし と 見へ たり。 乂云、 ペ^と 云へ ども、 鶏の 死 又 子 

を 產 する は 憚に あらす。 且，； ハ畜と 云へ ども 馬 牛 犬に 限るべし。 又^ 鹿 は S| 牛 犬に 類すべし と 見へ たり。 

私に 考 るに、 俗習 猫を丧 ひ、 又 猿を畜 ひ、 兎を畜 ひ、 或は 鼠 を畜ふ もの あり。 舊義其 文 見へ すと 云へ 

ども、 馬 牛 犬^に 類して、 五日の 穢 たるべき か、 猶法 家の 例文 を 尋ね 窺 ふべ し。 

又 問、 共穢 ある 宅地に 居す る 又 暇 有。 暇 廿日、 服 九十 nz なれば、 暇の ロ數は 終る と 云へ ども、 服の 日數 

を 數の中 なれば、 共 穢を 遜れざる こと 勿論 なれ ども、 若く は 暇 七日、 服ト m の 者 なれば、 服 暇共脫 去す 

と 云へ ども、 倂共 死地の 穢は のがれ まじき や 如何。 答 曰、 死地の 穢は のがれ まじ。 假令 暇と 服と 穢とは 

三 事 更に 思 義^な り。 暇と 云 ふ は、 亡 人 追； I の 喪の 事 を 勤め 瞜 ふべき 爲に 得る 日數 なれば、 其 日 數の中 

は 他事 を 事と せす、 亡 人 追悼の 事の みに つ、 しみ 居す る ことなり。 〔割 註〕 今の 世 君 親より 暇の 日 數を約 

め 止て、 俗事に 奔走せ しむる は、 恐く は佛說 なるべき にや、 捃 識者に 尊 問 ふべ し。」 服と 云 は、 その 亡 人 
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の 恩義の 淺 深に 因て 喪服 を晚 せす、 復 恩の 誠意 をつ くす の日數 なり。 しかる を、 ^親より 除服して^ 仕 

すべし との 命 あれば、 君 親の 命の 重きに まかせて 除服す る ことなり。 &を^ 情從 公と も 云 ふなり。 ^と 

云 ふ は死穢 あり。 產の穢 あり。 〔割 註〕 幷ー っ^の 中に 六畜 の库- する ある も穢 となる こと あり。」 或は 燒亡 

の穢、 養 物の 穢等 ありて、 共に ふる、 もの は 神社へ まいる こと、 君. 親 は 勿論、 他の 人へ も：^ る こと を^ 

るな り。 其 上に 甲乙丙丁 等の 輕重 ありて、 服 暇と 同く 愼 みある ことなり。 去れば^ 収は 除去す とも、 穢の 

こと は 除去す るの 事な し。 しかれ ども、 其 死 穢の居 地を脫 去して、 他の 居 地に 住すれば、 其脫 去す るの 

日は穢 ありと 云へ ども、 翌日より は穢 はなき ことなり。 去れば こそ、 觸 穢と稱 してけ がれに ふる、 と^ 

事な り。 觸と は、 たと へば 手に 物 を 採る が 如くに て、 撤去 は 跡な きの 義 なりと 知るべし。 穴 賢。 見の i, 、；： 

へ なれば、 猶又法 铱に委 き 人の 意見 を 請 ひ 給 ふべ けれと 云々。 

寬政 十二 年 七月 廿日  老 邁嘉阖 漫書 、 
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蒼 梧 隨筆卷 之 五 

〇 新 安手 簡序跋  嘉 樹自述 

題 辭  . 

書銘 題-姓氏-者 倭漢 之通規 也。 本朝 有- l、y 家 次第。 山中 ロ傳 等？ 異邦 有- 孔氏 雜說。 顔 氏 家訓 之 類？ 爲 -" 

此書， 也。 新 者 新 井 氏。 安^: 安積 氏 也。 又 有 T 以- 書翰 _爲_1 冊子 "者2 翰墨 全書。 滄溟 尺犢。 明衡 往來。 庭 

訓 往來。 尺 素 往來等 也。 ^記，， 事義於 書牘？ 而或演 掌 故 著明？ 或 事- 詞華言 葉， 矣。 今 立 原 伯 時 之 所 レ！： 

之 新 安 手簡 者。 是 先賢 博宏之 遣訓。 而 IT 本朝 掌 故 家 之骨髓 也。 故 重- >事 實證 徵-而 不レ拘 = 文章 英華？ ； 

捃_, 拾 其 正 言, 者 也。 臣 (嘉 樹〕 幸 得，， 其 親書， 而 謄，， 書此， 矣。 仍不レ 顧，， 卑辭？ 苟且 演-題 子細， 云爾。 

寬政ー 一年 九： =:4- 一  日 

新 安 手簡 之 記者。 筑 後守從 五位 下 源 朝臣 君 美 〔割 註〕 號-- 白 石 先生？ 新 井 氏 也。」 與-水 戶黄鬥 卿文舉 安積 覺 

兵 衞ス號 --澹 泊 人 • 也) 往返 之 尺賸。 而 有-和漢 故實 琪蹟 相互 研究 精密 之 議論-也。 同藩 之學生 立原甚 五郞 

伯 時 輯 以 爲，， 一書？ 且終 有-鳩 m 先生 0M 新 助) 以下 群 書生 之 尺 犢 數帖？ 共 合附- 其 尾？ 全備 爲-- 三帖？ 直 

名-新 安 手簡-云爾。  大塚ー 郞衞門 嘉樹跋 之 

〇 旗 紋引兩 之宇篛 

太平 記 十 11 卷 新田 足 利 確執 奏狀の 段に 云、 義 貞^^の 重寶 共を拔 見し 給 ふに、 錦の 袋に 入た る 二 引兩の 

旗 あり 云々。 又 箱 极竹下 合 戰の條 に 云、 勝 ほこりた る 敵 なれば、 何 か は少も ひるむべき、 十文字に 合て 

八 文 { 子に 破る。 人中 黑とニ 引兩と 二つの 旗 を 入 替々々 、 東西に なびき 南北に わかれて と 云々。 又 同 ま E 卷 

十八 瓜生擧 旗の 段に いふ、 誰と はしらす 末， M なる 者 二 ッ引兩 と、 大中黑 と、 孰れ か 勝れた る紋 にて 候ら 

んと 問ければ、 美 濃 將監紋 の善惡 をば 暫 蘆 き、 古 凶 を 云ば、 大中黑 程 e 出た き紋は あら じと 覺ゅ。 その 


隨 

0 


ゆへ は 前代の 文に 三鳞 をせられ しが 滅びて、 今の 世に 二 ッ引兩 に 成す。 是を又 亡さん やる 紋は、 一 ッ引 

兩 にて こそ あらんす らんと 中ければ、 天 野 民 部大輔 勿論に 候。 周易と 申 文に は、 一文 宇 をば かたきな し 

と讀て 候なる と 云 々 。 

以上 一 文字 を 一 ッ引兩 と 云、 一 一文字 を 一 一 ッ引兩 と 云へ るの 證 なり。 白 石の 軍器 考に 一： ム、 新田の 大中黑 

は 日の 字に 象り、 足 利の 二 引兩は 月の 字に 象れり。 其 本 兩家は 嫡男と 二 男 家なる ゆへ に、 nzra: の ニ^ 

を 分って 旃の 文と 成した る. S 見へ たり。 伹如佝 なる 故 を以、 日月の 字 を 川て、 嫡. 冢とニ 男 家と 分って 

旗の 文と したる と 云 こと は 記されす。 微 可-一尋 明-ことなり。 

右一 ッ 引兩、 二 ッ引兩 と 云 事、 引兩 の義詳 ならす。 或說に 云、 横に 黑く 引た る を 龍 蛇の 形象に とり、 上 

天 騰姥の 勢に 據れ りと 云ふ義 にて、 一 ッ引 龍、 又 ニッ引 龍の 謂 ひ を もて、 引 龍の 龍を兩 とま E く は、 假宇 

の 借 字な りと 云へ り。 〔割 註： J 僻 案す るに、 是龍を 横に 引と は、 鳥 子 紙に 龍 を 一文字に 引た る あり、 夫に 

思 ひよ せた る說 なるべし。」 然れ ども、 此引 龍と 云 ふこと、 舊 記の 據 るべき^ なければ 恺 W しがた きもの 

なり。  - 

謹て 考 るに、 引 兩の兩 字 は、 震 字の 義 にて 引靈 なり。 其據 ると ころ は、 胡曹沙 に、 〔割 註〕 桃苹蘂 澳の屮 

に 胡曹抄 あり、」 天子 御 袍の文 竹 桐御兩 鳳と あり。 是を權 ^に考 るに、 〔割 註〕 德原 行成 卿の 御 記な り、」 H< 

子 御 袍の文 竹 桐五靈 鳳と 害れ たり。 是^ は 御、 兩は靈 にて、 二字 共に 其 字 昔 を 借りた る 假名 害な り。 〔割 

註〕 胡曹抄 以下の 文 は、 野 宮定基 卿の 御 勘 物に あり。」 と 兑 へたり。 抑 一 引兩、 二 引 ^は n 精の ニ繫 なり 

と 有れば、 全く 一  ッ引 翳、 ニッ引 翳な り。 R 精、 月 精 を 靈と云 ふこと は、 天 照 太祌を 大日 露 贵と云 ひ、 

月 讀 の 尊 を 月靈靈 貴と 云 ふ が 如く、 翳と は n S0 の 事に て、 その 靈の 字 を兩と 字畫の 省略 にて 借り 川 

ひたる ものな り。 去れば、 實には 一 ッ 引篛、 二 ッ引靈 なり。 上に 云へ る榴 記の 例に て、 其-敷 を兩 とし、 

引 兩と書 事の 據る 處、 是を 以て 明むべし。 且日精 を 大中黑 とて、 一文字に 引 は 字の 形象、 二 ッ引兩 
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蒼 を 二 文字に 引く は、 月 宇の 形 様な り • 是 もまた 上に 云へ る 軍器 考に 引れ たる 日月の 謂 ひに て考へ 案す ベ 

梧 き 事な り。 

隨 右 は職胄 飾る の 事 を 尋る人 あり。 夫へ 答る 序、 子 持 筋の 事に おも ひよりて、 漫 りに おもへ る 事 を 筆す る 

筆 なり。 穴 かしこ。 他 ^ を 憚るべし。 

天 明^年 五月 五日  橘  嘉樹 

此年此 月に 日記せ し を、 今年 正月 晦日 京師に て 失火に あへ る 日に 灰燼と なせし によって、 疇 昔 森 £ 氏 

へ 見せた る を 同人の 筆し 置る ありけ り。 夫 又借り 戾 して 草稿 を 補 ひ 置 もの &り。 

IK 明 八 年 九月 卅 07 

〇 打 字 之事篛  . 

歸田錄 曰、 (晋陶 潜 著) 今 世俗 言語 之 誤。 而擧レ 世 君子 小人 皆 同 謬 者。 惟 打 字爾。 (丁雅 切)、 吳義 本謂考 

擊。 故人 相 毆以レ 物 相擊皆 謂-之 打？ 而ェ 造-金銀 _ 亦 謂-之 打 _ 可矣。 蓋 有- 槌撾作 擊之義 • 也、 至 於 造-舟 

車 _ 者 曰 打 舟 打 車、 網爲 曰-打 魚？ 汲レ水 曰-打 水？ 役夫 餉釵 曰-, 打鈑？ 兵士 給 衣糧 曰-打 衣糧？ 從者 執レ傘 

曰-打 傘？ 以レ糊 黏レ紙 曰-打 黏？ 以 - 丈 尺-量 レ地 曰-一打 量？ 擧レ手 試 服 之 舟 明 曰-打 試？ 至-一名 儒 碩蔡？ 語 皆 

如 レ此。 解 事^ 曰， 1 之 打？ 而徧檢 - 字書 •  了 無- 此宇？ (丁雅 切者) 其 主- 考擊， 之 打。 自音 謫耿。 以レ字 言 レ之。 打 

字從レ 手從レ 丁。  丁 又擊レ 物之聲 也。 故 音 謫耿爲 レ是、 不レ知 因レ何 轉爲- 一丁 雅 一也。 

小 補 韻 會曰頃 氏家說 曰。 俗間 助 語 多 與-- 本辭- 相反。 其 於 M 打 字 • 用 レ之尤 多、 ^打 疊打聽 打 詣打量 打膝爲 

非 打者 不 M 仍擊打 之篛， 而已 云々。 

右の 義を 以考 るに、 打 字 和訓に 宇津と 云、 即 打聽、 打 量と 義を 同ぜり。 是槌撾 の 類、 又 手 を 以て 打 事な 

ら すして、 跤 擊の訓 をな す もの 多し。 いま 苟且に、 其 人口に 尋常 稱謂 する もの を擧 たるな リ。 各々 左に 

注す 
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車 を 打  舟 を I  弓 を 1 

^の 子 を 1 

此^ は 物 を 作る 事 を 打と 云な り。 

蘅麥を 打  木の 枝 を I 田 を， I 

鐵炮 を— 網 を I  門 を 1 

敵 を I  碁 を， I  双六 を I 

波 を ー  大を I  紐 を I 

t, に 一 I 市中に て は賃を 取て 米 をつ く 

う， を I こと を 米 打 か、 と 云 ある ぞ、 

1 まき タ 魏 頂 を I 盆 山 を ー 

吐數は 物. を 爲事を 打と 云な り 


铵を 1 


乘物を I 紙の^ を I 


水 を 1  間 地 を— 幕 を， I 

仁ョ f  写 .V 一 I 九折に 馬 を— など、 

ネ戶を  眉 を 人 S? の I やうな ど、 

彈棊を 1 荒 打 (土蔵の 壁に 云 ふ) 

碑 を |( 碑銘な ど を うつしと る こと) 

打 鮑  |褽 斗  I 敷の 帛 

遊 宴の 序にて 賤 者へ 金 

マ を 銀 を ほうびす る こと 


打聽 

— なぐる 

1 歎く 


—忘 

I 遣る 

I 物語る 


I 詠め 

1 過る 


-笑ふ 

I 食 ふ 


_g る田舍 にて うつ 

ばし ると 云、 

直 打 をす るき | 誘 


—揃 ふ 

—出る 

—糗く 

氣を I 


—抡る 

I 寄る 

—付けに 物 を 言 

寢返 を. ー 


博奕 を I 


道樂 を. 


身 を I 


I 耳 


—皮る 器物 を そこな 

ある ふこと を 云- 


^-,  ー，ミ 入魂に もの  を 

|# 言言 談 する こと 


此類は 言葉に て 打と 云な り 

右の 外 あまた 有べ し。 今 注す る もの は、 風 與意ひ 寄 

寛 政 三年 十 一 月廿 六日 


、他人の 非 をな じる こと、 又 

プは 物に 執着. る こと を も 云、 

批を— 

- たる こと を、 筆に 任せ て^き £- し， 汗な リ。 

老邁嘉 樹 @搴 
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此 漫筆 は、 此 ；= 六角 少將 殿へ 參 りて、 〔割 註〕 目白 臺の下 邸な り、」 1  一一 n 談の事 を、 主人の 書 集せ よとの 命 

によて、 序 上に て荦 せし ものな り。 錄又韻 會の丈 は、 此 夜の 贅 書な り。 

〇 梅の 造り 花に 鸠を つけて さ k ぐる おもむき 

^勢 物語に 云、 むかしお ほきお ほひ まう ち 君と 聞 ゆるお はしけり。 つかう まつる おとこ、 なか 月ば かり 

に 梅の 造り 枝に きじ をつ けて 奉る とて、 

我た のむ^ がた めに もお る 花 は 時し も わかぬ ものに ぞ有 けり、 闕疑抄 に 云、 お ほひ まう ち 君 は 忠仁公 

なり。 つか ふまつ る 男 は 紫 平、 忠仁 公の 家禮 なれば いふ。 作り 枝 をよ めり。 今な が 月 は 梅の 有 時に 非 

す。 されば 時し も わかぬ とよめ り。 時し も は 雉子 を かくして 題に よめり。 忠仁 公を說 故に、 君が ため 

におれば 花 もとき はに なれる をと なり 云 々 。 

今 ひそかに 此意を ^り 侍りて、 雉子なら すして 山鳩 をつ けたる によて、 

我た のむ^ が ためにと おる 花 はとき は を 祝 ふ ものに ぞ有 ける 

と 巾 意に て さ&げ 奉るな り。 

源氏 御 ゆき 卷の 河海抄 に、 松 を もて 鳩 をつ くる 事 あり。 山鳩な りと 云々。 今 鳩 をつ けて 奉る もの は此例 

によれり。 山鳩 は^ 國に はなき よし なれば、 常の 鴆を用 ひ 侍るな り。 抑 鳩は禮 鳥に て 愛た きため しに 用 

ひ 殊更に 食に 瘦 せざる の表爾 にて、 壽の賀 に は 鳩の つえ を 造りて 奉り、 或は 漢の 高祖の 幸 ひ を 得た ま 

ひ、 右 大將頓 朝の 鳩の 翳に よて 運 を ひらき 玉へ るな ど、 おの/ --此 鳥の ためしに 用 ひ來り ぬれ. ま、 此度 

の 御？ W は、 去りし 頃の よしな し 事 を も 打 撰せ おはします 事、 漢 高と 右 幕下の 鳩の 靈 にも 似た る 事な どお 

も ひよ せて、 今此 奉り ものに 作りめ で 奉りぬ と 云々。 

彌半； 旬 九日  上嘉  樹 

〇 加 點之事 


他人の 問に 可否 を對 るに、 加點 とて 共 宜 きに 點を加 ふること あり。 又 廻文、 散狀ォ に領諾 して、 其 まお 面 

を 返抄 する にも、 加點 とて 鉤を かける こと あり。 或は 又 自記の 草 帳の 文^ を 改正して 正書 するとき に、 

事濟 むに 從て 塗抹す る こと、 各 通じて^に 點 すると 一 VI へり。 おる に、 此 等の 稱 一一：.！： は、 ー概の 名目に し 

て、 古 實に逮 ふに 似たり。 舊 記を考 るに、 懸レ 鈎と 稱し、 加 點と稱 し、 引 墨と 稱し、 又は 塗抹と 稱し 

て、 其體稍 異同 あり。 今少く 所見の 趣き を 注して、 其參差 ある こと 共 を述 るな り。 抑懸 鈎と 云 ふ 事 は、 

其 形象 翠應の 鈎の 如くに 點 する こと を 云 へり。 

山槐記 (執筆 耍) 勘 文 並 申 文 懸勾樣 「、 又說 「可レ 用-何様-乎 之 由。 申- 1 相府 1 之處。 已兩說 也。 但以 ヒ^ 

レ 勾知レ 之。 可レ横 翠展 鈎歟。 可レ 用-端 樣_ 之 由 有レ答 云々。 

達 幸 故 實抄 c 陣 右筆 問 事) 懸鈎樣 事 

永 萬 元 正 廿マ日 切 過定、 予懸 -1 鈎 於 表紙 上文， 

「勘 解 由 大勘文 

如レ此 懸レ之 

了 

資仲 抄懸様 如レ此 也。 然而鈞 鉢以レ 無-一割 目， 爲レ善 云 々 。 

飾鈔 n、 沃懸 地靱。 宿老 人檢 非違 使刖當 等用レ 之。 伹中 院大理 問答 抄、 蒔 繪沃懸 地 共有 1 加點？ 彼是 可 

レ用歟 云々。 .  . 

袞 袋に 加點と ある は、 「如 レ 斯の點 ある ことなり。 其 義有鞑 問答に 見へ たり。 猶 下に 其 文 を 引くな り" 

指 有職 問答 曰、 官位の 唐名讀 やうの 事、 常に は 唐の 音に 讀也。 r 大文 {十 をば すみて よむ、 「六 文字 をば り 

.1 くと よみ 候よ し 仰 出されて 候畢。 此 分ん に^ 哉。 

0 此 分ん に 候 
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  i 九 八 

右 問へ る 趣きに て宜 きとの 義 にて、 夫々 の 文へ 御加點 あるの 鉢 也。 r 是又 鈎の 義 なるべし。 

三 中ロ 傅卷 Z 乙 臼、 引 レ墨褻 事 也。 但 非- -秘藏 事- 不レ書 レ 封して 引レ墨 也。 

愛に 引レ 墨と ある は、 ダ又， A の 鉢の-ことなるべし。 當時 公家の 方に て、 白紙に て裹て 出さる 乂 もの、 

各 右二 様の 引 墨 あり。 曾て 是を 昔年 小 林 氏 有 之と 云 こと、 儒生に 聞く、 唐 書に 斜 封と 云 こと あり。 恐 

らく は、 右の 引 墨の さま を 以て、 封じ^に 用る ことかと 云へ り。 惜 かな 其 本文 を聞脫 せり。 今 其 有 之 

も 亡せ り。 

以上 舊 記の 所見 並 先達の 言へ る こと 共 を あげ 注す るな り。 今は棄 省く の 文に、 塗抹す る こと をも點 する 

と 云 ひ 習せ り。 塗抹と は、 文字の 中間へ 如 レ斯墨 を 引く 事な り。 草書の 文 を 正書して 事濟 たる 文へ、 何 

々之 事 如 レ斯、 文字へ 斜 にかけ て 墨 を 引 も、 是亦 塗抹な り。 考へ わか つべ し。 剩へ、 俗 中には 朱 引す る 

に 中間へ == 如 レ此に 一 一す ぢ引を 書の 名と し、 又 —— 如 レ此に 一 とす ぢ引を 人の 名と する こと あり。 笑 了 

に堪 へたり。 然して 其 を 歌に 作りて、 

朱 引す る 中の 二つ は 物の 本 左り 二つ は 年號ぞ かし 

右 地名 中 は 人名 左 をり ば 官の朱 引と 兼て しるべし 

朱 引の 定は、 人名 は 右へ .1 すじ 引く、 地名 は 右へ 一 一す じ 引くな り。 是等 のこと は 人々 の 知れる ことなれ 

ども、 右の あされ 歌 を 筆す るに まかせて 贅書 するな り。 

お 勾點、 加點、 引 墨 等の 事、 並 塗抹、 朱 引の 參差 ある こと、 或孺 兒の尋 るに 對 るの 草稿な り。 聊も窩 中 

を 脫す叵 る 也。 

寬政 改元 三 巧 盡日  老 邁嘉樹 

〇 一 ニノ 物、 叫ッ 物、 七 ッ物等 之 事 並 北方の 稱、 雜 色の 事 

太平 記 卷十宿 村崎于 潟と なる の條に 云、 島 津四郞 は 濃 紅の 大笠印 を 吹 そらさせ、 一 ニッ 物、 叫ッ 物の 取 着 


て、 あたり を拂て はせ 向 ふ。 同 卄ニ卷 畑 六 郞左衞 門が 條に 云、 畑が 甥に、 所の 太夫 坊快舜 と 云 惡佾と ■ 

又 中間に 惡八郞 と 云 もの \ 三人の 者 共、 闇に だに なれば、 或は 帽子 兜に 錁を 着て、 足 輕 に 出立 時 も あ 

り、 あるひ は大鎧 七ッ物 持と きも あり、 樣々 に 姿 を 替て敏 の 向 城に 忍 入る と 云々。 又 一一 I トー 卷侑 吹峙軍 

の條 に、 〔割 註〕 北條家 南朝 本、」 共に 云、 禰津 小次郞 はふす ベ 革の 鎧に、 同 毛の 兜 着て、 七ッ物 山の 如く 

に 取 付て、 鹿 毛なる 馬に 馬鏜 かけて、 薄紅の 大笠驗 に 一 丈 あまりに 兑 へたる かなさい 棒、 誠に 輕げに W 

げて 云々。 

以上 三ッ 物、 四ッ 物の 名目 見へ たる 文な り 

太平 記 三十 一 卷 笛吹 峠 軍の 條に、 長尾彈 正、 根津小 次郞は 敵の 陣へ龃 入て、 將軍を 討 奉らん と 相 謀て、 

將 軍の 御內 の者眞 似して、 將軍 は何國 御座 候 やらん と、 馬の 上よりの び 上り 見ければ、 相隔る こと^. 鹿 

の 的 山 許に 成に ける 云々。 〔割 註〕 本文 切 約して 其 耍文を 撮 記す。」 

右 は 際 ひ 近き 事を譬 へて、 草 鹿の 的 山と 云し なり。 草 鹿の あづちの こと は、 波々 伯 部 因幡 入道.： ポ 岳が 名 

ある、 小 的の こと を 記した る 細 川 高國の 自筆の 本より 寫 せし 由に-て、 或 人の 藏書 せる を 注した る 文に 

云、 草 鹿の 垛は其 あわ ひ 弓 杖 十 一 に 打て 十 枚の 處に草 鹿 を 挾むな りと 云々。 

案、 ，弓 杖と 云 は 七 尺 三寸な り。 

1 室 家稱- >  北方, 事  - 

小 右 記 曰。 左大臣 殿大 北方、 ( 一 條右 府の始 なり。) 寬弘 九六廿 九。 

蒼 後 拾 遣 集 曰。 右大臣 北方、 〔割 註〕 右大臣 は 六 條顯房 公、 北方 は 權中納 言隆俊 女。」 

0 中 右 記 曰。 (保安 元七卄 二)、 法 性 寺 殿內府 北方、 〔割 註〕^ 部卿宗 近の 女、 宗近は 右大臣 俊宗の 男な bzi 

隨 同 (寬治 11 一九 十五)、 右府 北方、 (六 條顯房 公な り) 

後 拾 遣 集 左 衞門督 北方、 〔割 註〕 左 衞門督 は師忠 也、 土 御門 右大臣 師 房の 四 男な り。」 

0  -ー 
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  二  o。 

山槐記 曰。 (保 元 二 正 叫)、 頭辨 北方、 (葉 室 光 頓)。 

增鏡 曰、 富 小路 中納言 秀雄 北方に てお はせ しかば 云々。 古今 著 聞 集 第五 和歌 部に 云、 世 中に 時め き 給 ふ 

雲 客、 かつらより あそびて 歸給ふ 日、 此 むすめ を 取て 車に 乘 せて、 やう， C 北方に して 始終い みじかり 

けり。 

以上 大臣より 雲 客までの 通 稱の證 なり。 

一 雜色名 E の 事  • 

^身 程の 色 品不レ 極、 侍た る 者の 子の 住する 故に 雜 色と 云。 拾芥杪 に、 雜 色の 名目 不レ 狨。 但し 雜 色より 

は非藏 人となり、 タ 、^位 藏人 となる。 出納 は宫の 次第 は雜 色より 上 たれ ども 藏人 とならす なり。 

〇 朝 觀音、 夕藥 師因緣 草稿 

_r- 一 隣に 醫王毅 あり」 B 比 此精舍 を 借りて、 觀昔 大士の 尊像 を 開帳す。 參詣踵 をつ いで 賑榮 り。 然して、 

中朝觀 音と 稱て、 凡 寅 刻ば かり^り 僮 俗 男女 結鎵 參詣、 實に錐 を 立る の 地 もな し。 又 夕べに は 毎日 地 

の藥師 を拜 すと て、 是又 朝の 群集 倍せ り。 朝觀 音、 夕藥師 とい へる 義を 知らす。 或 博識の 芯蒭に 便り 

- 其 所以 を 乞 得たり。 され 共、 予 記憶のう すく、 朝に 聞て 夕に 廢す るが 故に、 件の 傦の 物語 を 記して、 

夕 末茶 話の 一： 助と なすな り。 抑朝觀 昔、 夕藥師 といへ る は、 涫曜 經を考 るに、 月 毎の 十八 H の 朝 を 以て 

： 時と し、 タべを 以て 凶 時と す。 又 八日 は 夕べ を 以て 吉時 とし、 朝 を 以て 凶 時と す。 故共吉 時 を 以て 件 

の 二 尊を拜 し！. るの 事なる べし。 此十 八日、 八日 共に 觀藥ニ 尊、 婆 婆 有緣の 日な り。 さらば 其綠 口と 申 

は、 本據も ある 事に やと 尊る に、 一二の 說は 侍れ ど、 各 々しか/^ と其懷 叶へ りと も 巾が たし。 ー說 

、 緣日具 名-娑婆 有緣之 曰？ 若レ闹 諸佛 尊-也。 初 現： -釋 迦說經 之 座-之 n。 爲，， 緣リ と、 乂  一 說には 

^佛尊 也) 我 朝に て 堂 殿 建立して 入佛 せし 日時 を以緣 R とすと もい へり。 (以 ト-^ 陰 に 兄 ゆるな り) 

ノ案 する に、 徂來 のなる べしに 云、 八日 十二 日を藥 師の緣 日と いふ は、 ャと訓 する の 八に かよ ふと、 十 


ニ祌 によ h- てな り。 外の も此 額なる べしと 見へ し。 左 も あるべき^ にや。 隣精舍 の 藥師佛 を、 ^k:- 九月 

に 開帳す るに、 仆 日 を 以てお 日と す。 是は 八日と 十二 日と を 合せて 卄日を ^ るな りと 開し。 すべての 綠 

闩も、 如レ. 此の 値 es なるべし。 又 月 毎の 八 曰 夕 を以吉 時と し、 ト 八日 も 朝 を 以て 吉時 とする の^は、 文 

珠所說 宿 經云。 毎月. 4« 八日， 是 威力 H。 梵 云，， 毘扭祌 下？ 货报レ 敏除レ 逆 調-, 習 象 馬四疋 諸^ 等？ 及訓- -獎惡 

人 下賤 之 類？ 營田種 蒔 有，， 一大 爲-- 作 事 _ 皆吉。 卜 八日 夜 惡。 中 夜 以後 還吉、 又 八 口 是カ戰 日。 梵 す 婆^ 善 

祌ド宜 -I 力 用， 之 事。 宜レ修 造 攻戰之 具？ 置- 邊衡險 固 城壘？ 穿- 壕堑？ 調- -乘象 馬 等 _事 並吉。 八日銎 惡。 

午後， 吉。」 又 文^ 師利說 時日 渴云。 黑三夜 七 晝ゃ夜 十叫晝 白^ 夜八晝 一夜 十五 晝。 於- 此黑白 月 - 夜不成 

就。 日中 及 中 夜已後 皆通吉 C 

按に、 黑の 三の 夜 は 今の 十八 日夜な り。 白の 八 晝とは 今の 八日の 晝 なり。 凡そ 织を勒 する 事 はな を 省 

する を 可とす。 宿 曜經の 時分 は、 曆日 今と は 異なり、 子より 巳に 至て 書 分と し、 午より 亥に 至て 夜分 

とするな り 。此趣 を以、 繰り 見る 時 は、 黑の三 夜 は 今の 十八 日の 夜に して 凶 時な り。 白の 八の 晝は、 今の 

八日の 朝に して 凶 時な り。 是を 以て、 凶 時 を 省 ひて 吉 時に 拜詣 する の義 にての 事なる べし。 

安永 八 年 己 亥 六月、 僥倖に 二 尊 因 緣の時 を 得て、 此事を 聞け る ものな り。 

茅場 街陳人 嘉  樹 
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^ 蒼 梧 隨筆卷 之 六 

隨  〇 薛長以 來傳奏 之 次^ 

筆 ^橋 正 二位 權大 納霄膝 原 兼 勝 卿 

慶長八 年 二月 十三 日爲 n 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于 レ時權 大納言、 S1 十六 歲、」 即今 日 家 康公將 軍 宣下 上 卿。. 

元 和 四 年 4" 一  月 十四日 住- -內 大臣？ (六十 一 歲)、 同 五 年 一 一月 十七 日辭 -1 內 大臣？ 同 六^-闘 十 一十一 敍- 

從 一位？ (六十 三 歳)、 同 八 年 十二 十八 薨。 C 六十 五 歳)、 

右 從-慶 長 八 年 I 元 和 八 年 迄 凡 二十 年。 

勸修寺 參議從 三位 藤 原 光豊 卿 

慶長八 二十 三 爲- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 參議右 大辨、 廿九 歲、」 同 九 年 六月 廿六曰 住-一 權中納 一 H  (三 十 

歳)、 同 十 年 四月 十六 日秀忠 公將軍 宣下 上 卿。 同 十 一 年 正月 廿 一 日敍- 一正 三位？ (三十 一 一歳)、 同 十七. 

年 十月 卄 六日 任，， 權 大納言？ 翌廿 七日 薨。 (三十 八 歲)、 

お 從-慶 長 八^  _ 同 十七 年 迄 凡十ケ 年。 

一一； 條西權 大納言 正三位 藤 原 實條卿 

慶長 十八 年 七月 十 一 日 爲，， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于 レ時權 大納言、 三十 九 歲、」 同 十九 年 正月 五日 敍- ー從ニ 

位？  (W 十 歳)、 元 和 三年 正月 五日 敍-, 正 二位？ (四十 三 歳)、 同 九 年 七月 廿 七日 家 光 公將軍 宣下 上 卿。 

同 十 年 十 一 月卄 八日 兼，， 中宮 大夫？ (立 后 日)、 寬永六 年 十 一 月 六日 任- 1 內 大臣？  (S 十五 歲)、 同月 八 

日 爲-院 執事？ 同 八 年 十二月 六日 辭- -內 大臣？ 同 十二 年 正月 五日 叙- 從 一位？ 〔割 註〕 同 十六 年 十二月 

廿丸日 賜，， 今日 位記？」 同 十七 年 六月 廿 四日 任-右大臣？ (六十 六歲/ 將軍 家家 光 公 剁 執奏。 同年 十月 

叫 日 辭-- 右大臣？ 同月 九日。 


右從 -1 慶長 十八 年-至- -寬. 水 十七 年-凡 1 一十 八 年。 

中 院權中 納言源 通 村 卿 

元 和 九 年 十月 廿 八日 爲-, 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ 時中納 言、 三十 六 歲、」 同 十 年 正月 卄 八日 兼-中 is 大夫？ 

寬永六 年月日 住，， 權 大納言？ 中^ 權大 夫如レ 元。 、ゆ トニ. 歳)、 年 十一月 九日 止- -櫬大 夫？ 同 七 年 九 H: 

十四日 止，， 傳奏？ (四十 三 歳/ 

從，， 元 和 九 年， 至，， 寬永七 年， 凡八ケ 年。 

«3 野權 大納言 藤 原資 勝 卿 

寬永七 年 九月 七 五日 爲- 一武 家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 五十 歳、」 同 十六 年 六月 卜 五 U 薨。 (六十 二 

歳)、 

右 從-寬 永 七 年， 至-同 十六 年 _ 凡十ケ 年。 

菊亭權 大納言 藤 原 維季卿 

寬永 十六 年 八月 十三 日爲- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 十六 歲、」 慶安五 年 十二月 九日 a 任-右 大 

臣？ (五十 九 歲)、 同日 薨。 

右 從，， 寬永 十六 年-至-, 慶安 丌パ 牛-凡 十四 ケ年。 

飛鳥 井 正 1 一位 前權 大納言 藤 原 雅宣卿 

寬永 十七 年 十 11 月廿八 曰爲- 一武 家傳 奏？ 〔割 註〕 前 大納言、 五十 五 歲、」 度 安 W 年 三月 4« 六日 叙- 從 I 

蒼  位？ 同月 廿 一 日薨。 (六十 六 歳)、 

梧 右從 -1 寬永 十七 年-至- -慶安 1： 年-凡 十二 ケ年。 

ほ 淸閑寺 前 大納言 正 二位 藤 原 共 房 卿 

f 承 應ー兀 年 1 一月 十 H 爲- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 六十 Z 歳、」 同 三年 十一 一月 卄 八日 叙- 從 一 位？ 

0 
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(六十 六 歳)、 寬文 元年 五月 廿 三日 任- 內 大臣 4  (七十 一一 一歳)、 同年 七月 廿 辭，， 內 大臣？ 同月 廿 八日 

薨。 

右從 -1 承應 元年-至- -寬文 元年-凡 十ケ 年。 

f  j 呂 巾,^  一一 =c お 原. 逸， 

. 承 f 兀年 二月 十日 爲，， 武家 傅奏？ 〔割 g 于 レ時權 大納言、 S 十一 二 歳、」 同 二 年 二月 晉辭- ま大納 S 

(q 十 歳)、 同 三年 正月 五日 叙-正 二位？ (四十 五 歲)、 明 曆四年 二月 十五 日薨。 (ゆ 十九 歳)、 

右從- -承應 元年-至- -明曆 W 年-凡 七ケ 年。 

勸修^ 前權 大納言 藤 原 經廣卿 〔割 註〕 于 レ時權 大納言、 二十 三 歳 」 

.tss-lllrfe 號、 本ノ マ、  - 

^y^ffi^ ほ 免， 一 傅奏？ (五十 九 歳)、 

右從- -明曆 叫 年-至- -寬文 ^ 年-凡 七ケ 年。 

飛. 烏 井 前權 大納言 藤 原 雅章卿 (雅宣 卿 男舍弟 也)  ， 

寬文 元年 十月 卄 五日 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 五十 三 歳、」 同，. 年 九月 十二 日 止- 傳奏 - 

(六十 歲)、 

右從- -寬文 元年-至- -问十 年-凡 十ケ 年。 

正 親 町前權 大納言 藤 原 寶豐卿 

寬文四 年 十月 六日 爲-- 武家 傳奏？ 同 十 年 九月 十一 一 傳 奏- 

右從- -寬文 S 年-同 十 年 迄 凡七ケ 年。 

日 虾前權 大納言 藤 原 弘實卿  - 

rsst&li 目、 五-十四 歲、」 延寶 三年 二月 十 曰 免- 傳奏ー 


寬文十 年 九月 十六 H: 爲， - 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大好言 五. T 

(五十 九 歲)、 


梧 


右 從，， 寬文十 年-至- -延寶 三年， 凡广、 ケ年。 

中 院前權 大納言 源 通 茂 卿 (通 村 公孫) 

宽文十 年 九月 十五 net,, 武^ 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 四十 歲、」 延寶！ 一一 年 二 巧 十日 免- 傳奏？ 

右從 =1 文 十 年， 至- 延寶 三年， 凡六ケ 年。 

花 山院權 大納言 藤 原 定誠卿 

延寶 三年 二月 十； U 爲- 一武 家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 六 歲、」 同月 トル ng- ー權 大納言？ 貞享元 

年 八月 廿 一一； 日^, 一 傳奏？ (叫.；' 五歲〕 パ 

右 徒 &-寶 三年， 至- 貞享 元年， 凡十ケ 年。 

千 種 前 權中納 一一 a 源 有能 卿 

延齊 三年： A 月 十八 H 爲， 一武 家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前中納 言、 六十 一 歲、」 同 g 年 一 一月 十；  一 e 住， 一 權大納 

言？ (六十 二 歳)、 同月 十八 日辭 --權 大納言？ 天 和 三年 十一月 廿 七日 免- 傳奏？ (六十 八 歳)、 

右從 ，》p_«】！ 年 • 至- -天 和 三年， 凡八ケ 年。 

甘露 寺權 大納言 藤 原 方 長 卿 

天 和 11! 年 十 一 月卄 七日 爲， 一武 家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 六 歳)、 享 元年 十二月 廿 六日 止- -傳 

奏？ (三十 七 歲)，  . 

右從 -1天 和 三年-至 ：-貞 享 元年-凡 一 一年。 

千種權 中！ BIC 源 有 維 卿 

貞享 元年 九月 卄 八日 爲，， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ 時中納 言、 四十 七 歳)、 元祿 叫 年 w 月 十 一 一； 日 住， 權大納 

言？ 问五华 十二月 廿 九日 薨。 (五十 五 歲)、 

右 從-貞 .享 元年 一 至 - 元祿 五 年 一 凡九ケ 年。 

 1  二 o 五 
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柳原權 大納言 藤 原資^ 卿 

貞享 元年 十二月 卄 七日 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 ra 十一 歲)、 貞享叫 年 二月 廿 九日 辭-- 權大 

納言？ 寶永五 年 十二月 十三 日薨。 免- 傳奏？ 同曰從 一位 御 推敍。 (六十 五 歳)、 

右 從_, 貞享 元年-至- 一 寶永五 年， 凡廿五 年。 

持 明院權 屮納言 藤 原 基 時 卿 

元 祿六年 十 一 月 十一 一 n 爲，， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 中納言 、 四十 一 歳)、 同 八 年 十 一 月廿 八日 任ニ 權大 

納言？ 同 九 年 十二月 廿 八日 辭 - 權 大納言？ 同 十三 年 二月 六日 止- 傳奏？ (四十 八 歲)、 

右從- 元祿六 年 _ 至-十三 年-凡 八ケ 年。 

髙野前 參議藤 原 保舂卿 

元祿 十三 年 六月 廿八 H 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 三 木、 五十 一 歳)、 同年 八月 廿 九日 住- 權中納 言？ 

寶永^ 年 十二月 卄ー 日 任，， 權 大納言？ 同 六 年 五月 卄 七日 辭-權 大納言？ 正 德ニ年 五月 廿^: 日 免- 傳奏？ 

(六十 三 歲)、 

右 從，， 元祿 十三 年， 至，， 正德ー 一年， 凡 十三 ケ年。 

庭 m:ss 樅 大納言 源 S 條卿  • 

寶永五 年 十二月 十三 日爲 -1 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 五十 九 歲)、 享保 三年 後 十月 一日 辭-傳 

奏？ 同日 從 一位 御 推 叙。 (六十 九 歲〕、 

右 従- 寶永五 年-至- 享保 n; 年-凡 十 一 ケ年。 

德 大寺權 大納言 藤 原 公 全 卿 

正德ニ 年 六月 卄ー 日爲- 一武 家 傅奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 五歲 〕、 同 三年 七月 卅日 兼-一 右 大將？ 享 

保 四 年 十 一 月卅日 依レ病 免- 傳奏？ (四十！ 一歳)、 同日 任- 1. 內 大臣？ 


筆 隨梧蒼 


右 從-, 正德 1 一年-至- -享保 四 年-凡 八ケ 年。 

中院前 大納言 源 通躬卿 

享保 三年 十月 一 日爲， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 六十 歲)、 同^年 十二月 ト n 還-, 任權 大納言？ 

同 九 年 二月 八：； 1„ぉ， ー權 大納言？ 同 十一 年 允 月 十五 日 免- 1 傳奏？ (六十べ 歲)、 同月 十八 日 住- -內 大臣？ 

右從 --享 保 三年-至. -十 一 年" 凡九ケ 年。 

中山權 大納言 藤 原 兼 親 卿 

享保四 年 十二月 廿 三日 爲 _~武 家 傅奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 n 一 卜 六 歲)、 同 七 年 十一月 十六 日辭- -槺大 

納言？ 同 十一 年 丸 月 還 n 任權 大納言？ 同 十二 年 五月 廿 七日 辭-- 權大納 -W? 同 十九^ 十月 廿 WR^-: 傳 

奏？ (依レ 病 也、 五十 一 歲)、 同日 准 大臣 宣下 e 叙- -從 一位？ 

右從- -享保 S 年 _ 至-十九 年ん 十六 ケ年。 

I  ニ條西 大納言 藤 原 公 福 卿 

享保 十六 年 九月 二日 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 五 歲)、 同 十九 年 トー 月 七日 依レ病 辩.- 

傳奏？  . 

右從ニ 享保 十六 年， 至-十九 年-凡 S ケ年。 

葉窒權 大納^ 賴胤卿 

享保十 火 年 十 一 月 七 = 爲- 一武 家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 八歲/ 同卄年 五月 十七 日 辭-- 權大納 

言？ 延享 叫 年 二月 一日 還-任 權 大納言？ 同年 十二月 十二 日辭 _1 權大納 曾？ 同月 十九 日 辭-- 傳奏？ (五十 

一 歲〕、 

右從 -1 享保ト 九 年， 至- -延享 叫 年 | 凡 十 Z ケ年。 

冷泉 前 中納言 藤 原 爲久卿 
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  二 o 八 

享呆 十九 年 十 一 月廿 1 一日 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前中納 言、 叫 十九 歳、」 同廿 一 年 正月 廿 三日 住- 

元 文 六 

權 大納言？ 同年 十二月 十二 曰辭 n 權大納 一一 一 ー〔？ 寬保 元年 八月 廿 九日 依 レ病辭 -1 傳奏？ (五十六 歲)、 

右從 -1 享保 十九 年-至- -寬保 元年-凡 八ケ 年。 

久我權 大納言 源 通 兄 卿 

寬， 保 元年 九月 十九 日 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 二 歲)、 寬延 三年 K 月 九日 兼-右 大將 - 

同年 六月 廿 一 日辭， 1 傳奏？ (叫 十 一 一歳)、 

右從- >宽 保 元年 - 至 - -寬延 三ハ牛 - 凡十ケ 年。 

柳 原 權屮納 言 藤^ 光 綱 卿  • 

延享叫 年 十二月 卄 1： 日爲- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ 時巾納 言、 三 个七歲 )、 寛延 元年 五月 廿 四日 ittn 權大 

納言？ 寶曆十 年ん H 廿八 n 辭， 一 傳奏？ (依レ 病 也)。 同 H 敍-從 一位？ 

廣橋權 大納肯 藤 原 兼 胤 卿  一 

寬延 三年 六月 廿ー曰 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 大納言、 三十 六 歳)、 安永 四 年 十月 二十 八日 敍 _1 從 一 

位？ 同 五 年 十二月 卄 五日 辭-ー 傳奏？ (依レ 病 也〕。 

右從- -寬延 三年-至-安永 五チ凡 卄七ケ 年。 

並考、 寬延 一一 パ 牛より 安永 W 年 迄の 間、 大納言 辭 退ニケ 度、 還 任ニケ 度、 凡 四條脫 落す。 追て 改 可- 

補 加， 也。 

姉 小路 前 大納言 藤^ 公文 卿 

寶曆十 年 十月 十九 日 爲，， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 四十 八 歳)、 安永 三年 十月 十八 日 辭-- 傳奏？ 

右 從-寶 ^十^, 至-安永 三年， 凡 十 五ケ 年。 

油 づ路桥 大^ eiw 藤 险前 #  .  -  /  f 


安永 三年 十月 02 爲，, 武宋 傳奏？ 〔割 註〕 干レ時 大納言、 叫 十五 歲)、 同 八 年 正月 十 一 日 辭-權 大納言。 同 

日本 座 宣下。 天明 八^^ W ト 八日 辭二 傳奏？ (依レ 病 也)。 

右從- 一安 永 一 二 年 _ 至-天明 八 年-凡 たれ ケ^。 

久我權 大納言 源 信 通 卿 

安永 五 年 十二月 卄五ロ 爲-- 武家 傳奏 t  (于レ 時 大納言)、 寬政ニ 年 八月 卄 二日 兼，， 右 大將？  1^:1 二 年 トニ 

月廿 三日 免-傅 奏？ (叫 十八 歳)、 

右 従-安永 五 年， 至- 寬政 三年 丸十. パケ 年。 

萬 里 小路 前 大納言 藤 原 政 房 卿 

天明 八 年 正月 十一 日 爲-- 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 六十 五 歲)、 寬政五 年 叫 月 十三 日 免， 傳奏？ 

〔割 註〕 依レ 有-思 召-也。 六十 火 歳)、 

右 徒- -H< 叩 八^-至 ->  寬政五 年 • 凡六ケ 年。 

正 親 町 前 大納言 藤 原 公明 卿 

寬政三 半 十二月 廿五日 爲，， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前 大納言、 八歳) 、同 五 年 叫月廿 八日 免， 傳奏？ 

〔割 註〕 依レ 有-思 召-也。 五十 歳)、 

右從- -寬政 三年-至-同 五 年-凡！ 1: ケ年。 

勸修寺 前 大納言 藤^ 經逸卿 

蒼  寬政だ 年 七月 廿 六日 爲_1 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前大納 i 一一 一 II、 1： 十ん 歳)、 

梧 千 種 前 中 納言源 有 政 卿 

.0 寬政 万パ牛 七月 卄 六日 爲，， 武家 傳奏？ 〔割 註〕 于レ時 前中納 言、 - 力-十 一 歳/ 

I  〇 年忌 之 事 並 厄年の^ 

每 
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俗間 年忌と て、 死亡す るの 後 翌年 一周 囘の 月日 を 以て 彿事 法會 をな し、 翌々 年の 月日 を 以て 一 二 年忌と 號 

て、 同く 怫事 法會 をな す。 それより 七 年、 十三 年、 十七 年、 卄 三年、 五十 年、 百年に 至る。 〔割 註 ：- 一 に 

は 十三 年な し。 又廿五 年を以 年忌と すと 云へ り。」 是 王公 貴種より 下庶 人に 及べり。 各 共本說 なき ことな 

り。 貝 原 氏 曰、 十三 囘忌 は國 俗に 出たり。 十二支お はりて 又始る 故に、 先 支 をむ か へ て 追菓を 致す よ 

し、 元亨釋 書に 出たり。 され 共、 いつ 比より と 云 ふ 事を詳 にせす。 少納言 信 西が 十三 年忌 を、 櫻 町屮納 

言 是を修 せんと せらる。 其 弟の 佾高 野の 明遍 同意せ すして 修せ ざり しと かや。 是佛 家に 本說 なる 事 なれ 

ばなる ベ し。 佛名は 四十 九 R: にして 止む。 七々 の 弔祭 は佛 書に 出たり 。輪 墨 大全な どに、 七々 の 日毎に 祭 

文 ありと 云々。 〔割 註〕 以上 和 事始に 見へ たり。」 綾 n 本 紀大寳 三年 二月 癸 卯。 是 日當， 一太 上 天皇 ，七 七？ 遺，， 

使 四天王 寺 及 M 大寺山 田 等 三十 三 寺- 設レ 齋焉と あり。 是 乃ち 四十九日の 御 事な り。 林羅 山の 口語 を 記し 

たる 東 見 記 曰、 佛者 年忌の こと 本無レ 之。 一切 經の 中に も無レ 之。 少納言 信 西が 十三 年忌 を、 樱町 屮納言 

欲 レ修レ 之、 其 弟の 僭 明遍不 レ同レ 之。 此兩人 信 西が 子 也。 佛者は 1： 十九 日而 止、 其 後、 儒者の 祭 法 を 假て年 

忌と 云 こと を始 むと 1K 々。京都 相國 寺の 佾瑞 溪考， 一一 切經， 曰、 此經の 內に忌 年 服 紀の事 曾無レ 之。 故佛 

者 借-儒道 -而用 レ之 云々。 

嘉樹考 るに、 抑 年忌の 字義 あたらす。 年忌と は遂レ 年忌 憚る こと あるの ことにて、 今の 世の 俗習に 厄 

年と 云へ る こと あり。 これ また 其 義 つまびら かならざる ことなれ ども、 譬れ ば、 其 厄年と 云 ふに 合符 

すべし。 厄年と 云へば、 其々 の 年 序を數 て、 その 身に 災害 ある ことなりと 云ひ傳 へり。 恐らく は、 佛 

事の 年期なる べし。 某 年 は 可レ修 -1 法 會-の 期に あたれり と 云 ふこと を、 七々 の 忌に あやまりて 年忌と 

かきたる なるべし。 七々 の 忌 は 亡 人の 望 をう ける 人、 他人に あ ふこと をい み 憚る の 謂な り。 今 忌 月、 忌 

日と いふ も、 其 亡 人の 死せ る 月、 死せ る 日なる を以、 吉事に 用る こと をい み、 飞^ て 他^に 混合せ す 

忌み 憚る と 云ふ義 なり。 され ども 若く は 法 會佛事 を 行 ふべき 期 年 なれば、 其 年 は 他事き 「おて、 吉^の 
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ごとき は 行 はざる と 云 ことに ゃ覺 束な し。 4r の^ 禁中の 御義 に、 先帝の 崩御 在せ し 月 は 御 忌 H: とて、 

吉事に は 除かせら る、 例な りと かや。 〔割 註〕 御 忌 月の こと は、 先帝、 先々 帝、 また その 先帝^に まで 

及せ 玉 ふ 山な り。」 

御 忌 月 は あれ ども、 御 忌 年と 云へ る義 はなき ことなり。 但 一周 囘の御 年、 孝子 除服の 年 なれば、 かな 

らす此 年 は 他事 をい むこと にて、 其 餘遂 年に 忌憚る のこと は、 故實 和漢 先蹤 なき ことなり。 

一 厄年の 事 

俗 問 厄年と て 恐れつ i しむ 年期 あり。 所謂 十九、 廿五、 三十 三等な り。 剩へ Z 十一 を 前厄と し、 N ト三 

を 後厄な ど 名 を 憚 恐れ、 また 四十 ニ歲 のとき、 己が 子 二 歳に 及ぶ 者 あれば、 W 十二の 二 ツ子と て、 殊： 史 

に 忌 きら ひて、 俗習に て 生れた る 年、 かりそめに 路傍に これ を棄る まねして、 他人の 子の ごとくに し 

て、 或は 他の 稱號 を稱 せし むる の 類 風俗な り。 此 こと、 幾 時より 始まれり と 云 こと を 知ら ざれ ども、 逢 

記 曰、 叫 十二の 厄の こと は、 肚^ 物語に あり。 W 二と 云 意な りと 見へ たれば、 一條 院の御 頃 もはや 此俗 

習 ありし と 化へ たり。 〔割 註〕 世槠 物語 は赤染 右衛門が 書た る榮花 物語の 御 時の 閃秀の ！ 入な り。」 土 州の 

儒官 谷 氏なる 人の 俗 說贅辨 と 云へ る隨 筆に も、 叫 十二の 厄と いふ こと 本せ つなし。 或 人 曰、 1： 二の 音、 死 

の 訓に通 ふゆへ にいむ ことにて、 その 年に 生る 子 は 親に 害 ありと て ころす。 叫 二の 戯れた ろ 出 來：： を以 

て 子 を 殺す はた 過大 罪な りと 論ぜり。 

嘉樹按 に、 此論 可な りと 云へ ども、 其 俗習の こと 詳 ならす。 W 十二の 年に 生る、 子 を 殺す のこと は、 

いまだ 聞 得ざる ことなり。 ± 州な どの 習 はしなる 俗習に や。 普くの 俗 は 上に 云る ごとく、 叫 卜 二の 

歳に 一 一歳に あたる 子 は、 W 十 一 一の 一 一 ツ子と て、 是 をす つるまね し、 または 他人の 子の ごと くす る こと 

は、 問々 閒 傅る ことなり。 去れば、 叫 十二 歳に ニ歲を 合すれば、 其 數 叫 W にて、 死の こと を 死と も ハムへ 

ば、 忌みき らふ 事に 似たり。 全く 俗習 なれ ども、 死 宇の 昔に 嫌 ある 1： 二、 叫 M を 恐れ 憚りて、 他人の 
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子の 如くな し、 又 路頭へ す つるまね する は、 しいて 惡み 下げす むる ことにても 非るべし。 己れ に^あ 

りと てころ すに 至て は、 人倫 を やぶる の 大罪な り。 谷 氏の 論尤 いぶかし。 

以上 年忌の こと、 又 厄 ^'のこと、 本據詳 ならす と 云へ ども、 兩 事の 本 づく所 は、 類 經に兑 へたる 年忌の 

こと を あやまりて 文字 を 取て、 亡 後 七 七の 忌に 混じて、 佛事 法會の 得意と なした る は、 例の 浮 屠 家の 俗 

人 を 誑 惑す るの 巧言より いでたるべし。 又 厄年の こと は、 本文の 事理 をと りて、 却て 的當 せる 年忌の 文 

字 を 用 ひざる の あやまり 差へ るな り。 なを その 文 義を考 ふべ し。 乃 類經に 曰、 岐伯凡 年忌 下上大 「お 常 加 

七歲 十六 歲ニ 十五 歳 三十 叫歲叫 十三 歳 五十二 歳 六十 一歳。 皆 人大忌 。 不 レ可レ 不-, 目安 _ 也。 感則 憂矣。 

當 --此 時-無 爲姦 薪是 謂-年忌， 云 々。註 曰。 年忌 者。 有-常 數？ 所ョ以 示-入 之 避 患， 也。 下 上 之 人 如-, 上文-五 形 

或 下 之 人 共 年忌 常 以七歳 爲始。 此言 年忌 始於七 歲以至 六十 一 歳^ 遞加九 年 者。 蓋 以レ七 爲-- 陽 之少？ 九爲 -- 

陽 之老？ 陽數 極-於 九- 而。 極必變 故。 自- 一七 歳 I 以後 凡 過 丸 年 皆爲- 年忌， 云々。 厄年の ことなり。 

按に、 俗 中 七 歲を云 はす。 十六 歲を 以て 十九 歳の 事と し、 卄五歳 は 乃 用て 其 年と し、 三十 四歲を 以て 

コ！ 卜三歲 とし、 四十 三歲を 四 十二 歲 として、 皆 各々 災厄 あると ととす。 然して、 五十二 歲、 六 4 '一歳 

を 言す。 あまつ さへ、 六十 一歳 は 支 干の 本卦 返りと て、 却て 吉兆の 年と する 事 等、 俗習 何に 據 ると 云 

こと を 知らす。 六十 一 歳より 以降 百 歳、 二百 歳に 至る まで、 又 各 九の 數を 加へ て數 ふるとき は、 共義 

差 ふること なかるべし。 尤っ、 しみ 憚るべき こと、 類經 本文の 如く 然り。 

右 年忌 厄^の こと は、 或 日 於-一 他の 家 一類 經の 年忌の こと を 抄出せ る もの を電覽 して、 忽卒に 俗に 云へ る 

年忌と 厄ハ 牛の ことに 思 ひよ せて、 いさ、 か 僻 案 を述。 

天明 六 年 五月 九 B の 夜  橘  嘉樹 

〇 小 兒戴餅 略式 

小 兒戴餅 之 式 者、 承 安三 年 正 月 一日、 月輪 殿下 兼實公 註記 之 玉 ふ 事、 玉 葉に あり。 是は康 和に 法 性^ 殿 
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下 忠通公 御 戴 餅 祝 せ參ら せらる-度、 雅 實 公の 御 例 を 用 ひ HI ふ 山な り。 共 御 式次お^ 素 よ り 尊お のこと 

にして、 凡 卑の人 移し 學叵。 仍て 即今、 件の 剁 式に 深 曾 木、 着 袴 等の 義を交 へ あて、 白地に 斟^して 

及-筆 乘- 者。 

天明 二 年 正月  橘  嘉樹志 

i 小 兒戴锊 略式 

一 祝 之 問 裝束之 事、 共 程々 に粧 ふべ し。 

1 戴 餅之數 三枚、 大中小と 三 様 也。 

(伹大 は 七寸、 屮は だ寸、 小 は 三寸な り。 厚さ 各 五六 分ば かりなるべし。) 

, 一 右三 妆の餅 を 手宮の 蓋に、 欖紙 をす ちかへ に 折て 打 敷、 其 上へ 大中小と^ ねても るべ し。 

(伹 手箱の ふたと 云 は、 今 云、 小廣 ふた 様の もの 也。 或は 手箱の ふた を 川 ひす、 三方 を 用 ひても 子紬 

なし。 尤打 敷の 紙 は 有べ し。) 

一 大 餅と 同じく 盛り かふる 品々 

橘 三つな り 三枚 實の數 九つな り  齒固  二 根 大根な り 

海松 ふさ 三枚  千 あはび  三枚 

靑石  ニ顆 

(俗 云、 生き 石 也。 加 茂の 轧. 乃 御手洗の 石 を 用る 事 也。 其 用意な き 時 は、 產 砂の 社の 小石 を^ ひう け 

て 用 ゆべ し。 此 石の 大 さは 小 栗 程 有べ し。) 

右 品々 を 盛り かへ たる 手箱の ふた を 三方への せて、 役 送の 人 持 出て 座の 上 置べ し。 (上段の 床へ 居る 

也。)  . 

一 尋で其 祝の 問の 中央 碁 局 を 居へ 置く。 
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(但 地誧を 用る 事 也。 地 舗の 用意な き 時 は 毛氈 を 敷て 置べ し。 

地 敷と 云 は、 表白 地のに しき、 又は 染め. ぬき、 其 地 黄 地に して 蘇芳に てから 花 を *5 く、 裏 はす はう 

の 平綃を 川む、 裁縫 寸尺等 前に 雛 形 あり。) 

一 小 兒へ餅 を 戴し むる 人 は、 長 壽の人 を 請 じて 其 義を行 はしむ べしと。 

(伹贵 人 にても、 又は 其 家の 長た る 人 にても、 共 仁 鉢 は^ 人の 意に まかせて 請 じて 行し むるな り。) 

一共 戴し むる の 作法 は、 小兒を 乳母の 人、 又は 其 家の 長老た る 人 抱き 保して、 祝の 間へ 出、 着座の 人々 

へ會釋 する 風情 ありて、 夫より 中央の 座の 上へ 着座 あるべし。 次に 役 送の 人、 件の 餅 並 品々 とりた る 

乎 箱の ふた を！ 二方へ 載た る を、 兼て 其 間の 座 上に 置た る を 揃て、 右の 中央の 碁 局の 前へ 進め 居 ゆ。 南 

の 方なる べし。 但其， お 局の 南の 方聊東 へ よせて 居るな り。 

次に 小 兒を抱 保た る 扶持の 人、 件の 碁盤の 上に 立し む。 

伹 南の 方 を 向 はしめ て 立し むべ しと。 

次に 長壽の 人、 碁盤の 前へ す、 みて、 〔割 註〕 北面に て 南 を 後ろに して、 小兒の 方へ 向 ふなり。」 手箱の ふた 

に^りた る 餅 を 取りて、 〔割 註〕 先 第一 重ねた る 大の方 を 取るな り。」 壽の頌 を 唱えて、 小兒の 頂へ 觸 しめ 

て、 夫 を 左り の 方の 薄 様し きたる 手箱の ふたへ 置く。 

始め 右 長 壽の 人、 碁盤の 前へ すゝ みたる 時、 役 送の 人、 右 薄 様し きたる 手箱の ふた を 持 出て、 共 長壽の 

人の 座の 左り へ 置な り。 

此 手箱の ふた も 三方へ のせて 置な り。 其 敷く 簿 やう も 紅のう す やう を 一 一枚 重て、 すぢか へ に 一 ーッ にお 

りて 敷べ し。 〔割^〕 ffl: 落 散らざる ^めに 鎭子 ある ベ し。」 

^に屮 に 重ねた る を 取 もて、 叉 壽の頌 を唱て 戴し むる 事 初めの ごとし。 〔割 註〕 左の 手筘の ふたへ 納 置^ 

は はじめの ことし。」 
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次に 小なる 餅 を 戴し むる も、 悉く 初の ごとし。 

右の ごとく 一 二度 壽ぎ 祝し めて 後、 件の 紅のう す 樣に裹 て、 初に^た る 手筘の ふたへ うつしの せて、 其 間 

の 上へ 置く。 是又 初めの ごとく 床の 上へ 入 置べ し。 

但右餅 をつ X むと き、 橘 一 とふ さと 干 あはび 一 枚 をつ み 添るな り。 

次に 小 兒を奥 へ 入し むるな り。 

1 右 祝 濟て其 間に 飾た る 品々 を撤 す。 

先^に 出た る 手箱の ふた を 撒し、 次 碁 局 を 撒し、 次 地 敷 を 撒し 納む。 

一 ^後の 祝 ひ 方獻じ 尋常の 式に 從ふ べし。 尤其 人の 程に て 式 あるべし。 

以 上 

一 餅き 戴し むる 時の 頌 

齢 ひかた かれ  富て 貴と かれ 

右 之 如く 微 音に 餅 をいた r かしむ る 度々 に唱 ふべ し。 すべて！ 一： 虔 なり。 

1 地 敷 寸法 〔割 註〕 東京 錦 は 白地のに しきな り。 又 染綰は 黄 地に してす はう にてから 花 を かくべし。」 

竪ニ 尺五寸 裏の をめ りと も 

橫ニ尺  右 同斷ニ 布な り 

裏の きぬ 表へ 一寸 づ& をめ り 出すべし 

右 は 或 人の 所望に よりて、 舊 記の 趣き をう つし 進る ものな り。 且座 上の 飾 方 〔割 註〕 懸物 花瓶、 共 外 置物 

等、」 乂祝ひ 方、 料理 等の 式 は不覺 悟なる 事故 不レ 注レ 之。 た^ 餅 を 戴會 合の 儀 計 をう つし 注す るの み。 穴 

かしこ。 

天 W 二 年 正月 五日  橘  嘉樹 
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〇 閏月 稱後幾 月事 

漢書 高帝紀 曰。 秦ニ 年後 九月 云々。 文 穎 曰。 即閛 九月 也。 時 律曆廢 不レ知 レ闺。 謂-之 後 九月？ 如淳 曰。 

時 因 r. 棻以 一一 十月- 爲 * 歳 首 S 至-一九 月-^ 歳 終。 後 允 月即閎 月。 師古 曰。 文說非 也。 若以- 一律 曆廢 -不レ 知レ閹 

者。 則當 m 徑 謂-一之 十月？ 不 レ應レ 有-後 九月？ 蓋秦曆 法應レ 置レ閏 者。 總致ニ 之 於 歳末？  I 觀 一-其 此意？ 當 レ取ミ 

お 傳所レ 謂歸- ー餘於 終-耳。 何 以刚レ 之。 據.. 漢 未レ改 一一 秦曆- 之 前 迄レ 至-一高 后 文 帝- 屨害 * 後 九 月5 是知 故然。 

非-律 曆餒， 也 云々。 

此文を 以考れ ば、 漢の 世曆法 未だ 定ら ざる 間 は、 先 秦の曆 法 を 用て、 十月 を以歲 首と せしゅへ、 後の 

九月と 書せ し は 閏月 あるべき 年な り。 是亦秦 の 法に なら ひて を邋事 は、 いつにても 其^の 終りに 一 

ヶ月 を あまして 閏月と せし 故、 此 時の！： は必 九月に 限るべし。 其後武 帝の 時、 御史、 大夫 鬼寬等 詔し 

て、 夏の 法 を 用て、 年 を 改て大 初と 號て 太初 曆を 作らる。 是 より 今の 正月 を以歲 首と して、 曆法 によ 

つて 闺 月 を 置る 事 なれば、 餘りを 歳の 終りに 取て、 歳末 を以閏 H: となす 事 は 止められ しなり。 しかれ 

ば 閏巧は 何れの 月 にても、 閎 何月と 書すべき 事な り。 され 共、 件の 歳末 を 以て 閏月と せし 時、 九月 

と 書せ すして、 後の 九月と 書た るの 例に 習て、 以往 も 亦 後の 何月と 逢 曰く 事 は、 其曆 法に 拘ら すして、 

古文の 例 を^る 成べ し。 

我 朝 公文 を考 るに、 國史並 記錄の 書に は、 必 関 何 と 見へ たり。 义世々 太 政 官符式 は、 詔書の 類 も 多く 

は閏 何月と 有。 所謂 承 和に 鎭守將 軍め 俅仗を 補すべき 太 政官符 に、 承 和 十 W 年閛 三月 二十 五日。 又官奏 

の 文に、 出 羽 國の官 員 を增加 ふべき 奏書 云々。 天 長 七年閏 十二月 サ 六日、 又 承 和 八 年の 官符 に、 承 和 八 

年閏 九月 一 一日と 云々。 

是 等の 文、 各閨 何月と 見へ たり。 近頃 飛鳥 井家より 紫の 懸緖 執奏の 後の 免狀 に、 明 和^ 年閏九 月^日 


明 和 叫 年住宫 の宣 ii 曰に、 W 和 年後 九 日、 义 同時の 御宜 案に、 明 和^ 年後 九月 叫 日 宣 S1 曰と 一 VT々9 

是は 正しく 當 時の 公文な り。 或 人 云、 九月に お ゐては 後の 九月と HE く 事、 若しくは 漢^ E に、 必 九：：：： に閨. 

を 置れ し 古文 並 ミに倣 ひて、 後 九月と 書な らん。 其 餘は閏 何月と 有べき かと、 去れ ル、 承 和 八 年に 閹 

九月と あれば、 必 しも 九月に 限れる 事共 見へ す。 今年 や 幸 ひに 正月に 閛 あり。 此 H 又、 勅使 發 泣して 下 

向 有。 必 しも 文書 を 齎し給 ふべ し。 猶其 公文 を 窺ひ閲 して、 古今の 書法 を考 へ定 むべ し。 穴 かしこ。 

天明 叫 年後 正月 十日  駿河臺 ^夫 

〇 本朝 曆法 沿革 之 事 

抑 本朝 曆 法の 起原 は、 推 古 天 皇の御 時、 百 濟國佾 觀勒始 貢-一 暦術-云 こと、 三代 寳錄 に^へ た し。 (日本 

紀不レ 見。) 又 政事 要略 曰。 以-小 墾田 朝 十三 ^歳次 甲子^ 月 戊. S. 朔？ 始 用- 曆 口-云々。 

按、 此時百 濟國僭 觀勒、 曆日 のこと を 貢せ しと 云の みに て、 測 景； 曆 法の^、 且 本朝に て その 曆法ト 習^- 

せし 人^の  こと 不 レ詳。  以來 文武 fK 皇の 朝に 至まで、 曆 H のこと 所兒 なし。 されば 唯曆 H を もち ひら 

れ たる ことのみ とみへ たり。 

四十 1 e 

持 純 ：大皇 1： 年 十 1 一巧 甲 申。 奉 レ勅始 1仃 一，, 元嘉 唇與- 一儀 M 磨-云々。 

是 時より 至- -廢帝 H< 皇 H< 平 寶字七 年-其 年 問 凡 七 卜 ニケハ ヰの 間、 此 一 一 曆の法 を 用 ひられた るな り。 元嘉 

曆は、 宋文帝 元 年中 何 承 天 作-進 之 4 儀 鳳曆は 、諸お 倚に 曆名 不レ 詳。 若しくは 唐高宗 儀 鳳^ 中に、 

朝より 傳來 する もの か。 本朝に て は 一 一法なら ベ W ひらる  > なり。 

廢帝 天皇 天 平 寶字七 年 八月。 .停ョ 元 嘉曆與 -1 儀 鳳 曆-而 s= 開 元大衍 暦？ 

是 時より 至- 淸和 天皇 貞觀  一 一^-其 年間 凡 九十 八ケ 年な り。 大衍曆 は、 廣玄宗 元年 屮 詔- 佾 一行-令 

レ作レ 之。 木 朝に て は、 

文 德夭 皇齊衡 三年 有-五紀 曆之 法？ 而與ニ 大衍曆 - 併行 也。 

  二 一  七 


筆 隨梧蒼 


  二 1 八 

是 時より 至， -淸和 天皇 貞觀ニ 年-其 間 凡六ケ 年な り。 S 紀曆 は、 唐代宗 詔- -郭献 之 等-令 レ作レ 之。 本朝に 

て は 寶飽卜 一 年に、 遣^使 錄 事故 從 五位 下行 內藥正 羽 栗臣翼 貢- -寶應 五紀 暦-と 云へ り。 

淸和 天 皇貞觀 三年 六月 十六 曰。 停， 大衍曆 及 五. 紀曆- 用-長 慶宣明 暦- 矣。 

是 時より 至- -靈元 天皇 貞享 元年-其 年間 凡 八 百 有 一 一十 W 年な り。 〔割 註〕 1 不 叫 年 一 本 一 一十三 年と す。」 宜 

明曆 は、 唐穆宗 の長慶 年中 詔- 徐昂- 令 レ作レ 之。 本朝に て は貞觀 元年、 渤海國 大使 馬 孝愼新 貢-長 慶宜 

明曆？ 、大春 n 朝臣 眞野 麻呂試 加-覆 勘？ 理當 固然。 仍 以-- 新暦-比-校 大衍曆 五紀 曆等 兩經？ 且 察-天文- 

K 參 -1 時候？ 兩經 術漸以 麕疏。 令 朔節氣 候 旣有レ 差 云々。 此奏 によりて 暦法 改まりた るな り。 

百 十一 1H 

翳 元 1K 皇 W 享 元年 停-長 慶宣明 曆>而 用- -貞 享曆？ 

是 時より 至- 1 桃圜； 大 皇寶曆 1： 年-其 年間 凡 七十 一 ケ年 なり。 貞享曆 は 元の 授^ 暦法と、 明の 大統曆 法 合 

せ考 へて、 本朝の 算舉者 保 井算哲 作-進 之？ 元の 授時曆 、本朝へ 間の 仇 ありて 渡來、 故 ありて 明 到な し 

と 云 へり。 大統曆 は 明の 高帝洪 武年屮 詔-元 銃-造 レ之。 

桃園 天皇 寶曆 Z 年 十 一 月 停- -貞享 曆-而 用- -寶曆 甲 戌元曆 -矣。 

是 時より 至-今年 宽政九 年 十一月-共 年間 凡^: 十四 年な り。 甲 戌元曆 者、 靈元 天皇の 詔 を 蒙て、 土 御門 

陰陽 頭 安部 泰邦 卿、 算學士 等 を會し 集て 作 進 あり。 實 本朝 測量の 術 法な り。 

百 二十代 

今上天皇 寬政九 年 十 一 月、 停，, 寶曆甲 戌 元曆？ 而 明年 正月より 新曆 法の 改曆 頒行る-の 事 公 命 あり。 

今^-より 以^ 萬々 年 

改暦 法の こと、 元 嘉曆、 儀 鳳 暦に 起て 及-今年-凡 六ケ 度な り。 其 暦法の 名義 は 凡 八ケ數 なり。 今 是を捷 

兒 せしめん 爲に、 左に 共 名 E を 注す 

持 統天 皇の朝 年 十 一 月より 


梧 

レは 

MBIT 


5S  二 1 用ら る。 

儀鳳曆 - ij 

踐帝 天皇， の 朝 天平 寶字七 年 八月より 

,1 大衍曆 

女德 天皇の 朝齊衡 一二 年 

一- 1 五紀 曆 併せ 用 ひらる。 但 五紀 曆の法 は 小に 六ケ 年な り • 

溃和 天皇の 朝貞觀 一二 年 六月より 

^慶宣 命曆 

繫元 天皇の 朝貞享 元年 

貞享曆 . 

桃園 天皇の 朝寶曆 叫 年 卜 一 月より 

寶曆甲 戌 元 曆  .  - 

今上 寬政九 年 十 一月より 

新曆 法- 

以 上 

寬政九 年 十 一月 卄 一日  橘嘉樹 

〇 京師 條路圖 解 並 坊保町 之 解 

戶令 曰。 札 京 毎レ坊 置-長 一人？  W 坊置. -令 一人？ 掌 T 檢 -校戶 口- 督- 察 紆 非-催 * 龃賦徭 よ 云々。 (坊令 彈^ 

式 云條令 也。) 職員 令 臼。 坊令 十一 一人 云々。 (左 京 職之條 F)、 拾芥抄 曰。 凡 一 條之內 有-叫 坊？ 一  坊之內 

有-十六 町？ 十六 町之內 有-叫 保？ 一町 之內 有-叫 行？ 一行 之內 有-八 門？ ー戶 至-長 十 丈弘五 丈-云 *。 又 

  二 1 九 


# 


圖戶ー 

H レ n^y お Sa^jw 


H。 凡 計 レ坊者 左 京起レ 西下レ 束。 右京 起レ東 下レ 西。 計 レ町者 左 京 起-西北-下 レ南。 右京 起-東北-南 環。 計 

レ行ぉ 左 京 西 卜： 朿下。 右京 東上 四 下。 計 レ門者 左 京 起 二 西北-下 レ南。 右京 起 二 東北-下 レ南。 

按に、 戶令 置- -坊長 一人-と 有 は、 叫坊 にて は 叫 人 也。 今 云 五人組と 云 ふ 者の ごとくな り。 令 は N 坊に 

- 人と ある は、 乃 一條に 一人に て、 其 一 降 を預り 支配す る もの、 今 云 名主と 云 ふ ものと 同じ 故、 令と 長 

と 身から には卨 下 あ^ど も、 共 職と する こと は 同一な り。 依て 職員 令に、 坊令 十二 人と 記して 其 掌 

を 註せ すして、 戶 令の 坊 長の 條に、 共に 其 掌 を 記せられ たるな り 。且 職員 令に、 坊令 十二 人と あれ ど 

も、 四 坊に令 一人と して 計れば、 一條より 九條 までに 九 人、 北邊ニ 町へ 一 令 を S て も漸十 人な り。 然 

して 二人 を剩す こと 不レ 詳。 〔割 註〕 北邊と は、 一 條 大路より 土 御 1： 大路まで を 云な り。」 

拾 芥抄の 文に、 則の 事 は 悉く 左の 圖の 下に も 解せ り。 故に 爱に 注せす。 
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f 丈 


i 一 マ 俗に 奥行 

とも 云 ふ 


十 丈 


戶と云 は巿家 一 軒な り。 是を 一 戶 とも.、 又 一 家と も 云 ふ。 其定の 面て 口 五 丈 裏 行 十 丈な り。 是を 計る に 

は、 西北より 起て 南 を 下にす。 &乃 本文に 门を 計る もの は、 西北に 起て 南 を 下にす ると 云へ るな り。 門 


と は 


口と 云と 同く 家 1 軒と 云 ふこと な. 


维隨梧 蒼 


m 

西 

よ 

同 

同 

上 

上 

同 

同 

上 

上 

同 

同 

上 

h 

同 

同 

上 

上 

同 

同 

上 

上 

同 

同 

上 

同 

同 

上 

上 

西よ」 


同 h 


行 


I 一  M 

丄- 

二- 

ネ 


ゆ 


S4. 丈 


0 

ヌ 1 

二- 

0 

CD 


-丈 


町と 云 は八戶 を！： 行なり。 夫 を 一 一行り づ ヒ裏 合せに して、 

き は 北 を 上に して 南 を にす るな り。 一 戶の面 口 五 丈， つ、 

裏 行 十丈づ つ 合て 總計叫 十 丈、 是を朿 西の 一町と す。 

但 中央の 路の幅 は數の 外な り 

右の 如くに 町と 云 は、 叫 十 丈 叫 方と 定る なり。 

又 云、 行 は 西より 計へ 門 は 北より 計るな り。 


叫 行の 屮央 南北へ 通す る路 あり。 計る と 

にて 八 戶 合て 四十 丈 を 南北の 一 町と し、 


ニニ 一 


五 丈 一同 上 


西よ. 


同 上 


同 上 

同 上 


同 お 


同 
上 

同 同 
上 上 

同 
上 

同 同 
上 J 

同 上 


同 上 


^ 上 


同上-同上 


同ヒ 同上 I 


中路 なり (此 はビは 丈の 外な り) 


圖 


保 一 


Hi 


南 


一町  .Is. 

合一 一町 伹屮 の路は 町の 外な り 

保と 云 は、 一町 を 1： つ 合せて 東西南北へ 十字の 路 ありて、 E! 目 結の 如なる を 一保と 云 

但 一 町づ つに 共 町の 屮央 の路も あるな り。 

おの 如して^ 北： 一町 惣計ー 一町 叫 方な り。 伹 十字に ある 路の は^は 丈數の 外な り。 


坊と云 は、 一保 を 1： つ 合せて 十六 目 結の .5 なる を、 お S 南北に 

但 一 町づ V の屮央 の路も ある 也。 

一 町 を 叫 つづ -折 巡して、 凡 叫 町 四方な り。 是を 叫 保  一 と 云 

ffl:* 西南 北へ 通る 三行づ i の路は 丈數の 外な り C 

又 云、 一 坊に長 一人 ありて 十六 町 を 支配す るな り。 
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ニニ 四 


叫 坊 I 條 阖 


此圖 、細畫 ゆへ 如レ右 悉く 町の 略 を 引 事 を 略す。 掛て 知べ し 


條と云 は、 西より 東へ 坊を W つ 合せた る を 一條と 云。 乃ち 行程 十六 町な り。 南北 は坊を 合せざる ゆへ、 

1 坊の數 のま、 にて 行程 叫 町な り。 一條の 內の路 東西へ 三 行、 南北へ ト五行 あり。 〔割 註〕 伹此路 はビも 

各 丈數の 外な り。」 坊を 計る に は、 西 を 上に して ー坊、 ニ坊、 三坊、 叫 坊と朿 を 下 もに するな り。 此叫坊 

に 令 一 人 あり。 乃坊 令と 云な り。 〔割 註〕 式に は條 令と 云へ り。 1： 方 は 一 條 なる 故な り。」 南北 叫 行の 屮央 

(二 町 一 一町) の 問 を 坊鬥と 云 ふ。 尤條^ に必す 坊鬥は 中央の 行に あるな り。 

(但 此圖に 一 條と 害た る は、 一 條 より！ 一條 三 條と數 るの 一 條には あらす。 唯條 一 箇と云 ことにて、 一 


蒼 

筆 一 


保 ー坊の 一 と 同き なり。 し 

右 圔は左 京 (東京な り。 〕 を以 阖 し 解す。 右京 (西の 京な り、) 是 に准じて 知べ し。 义條 のこと も！ 一； 條を以 

て圖 す。 〔割 註〕 一 一條より 三條 まで 叫 條の條 を 三條と 云。」 但し 一 條 より ニ條 までの 條に は、 宮城 ある ゆ へ、 

W 坊を 合せた る圖 を畫 しがた し。 故に n 一條 を もち ゆるな り。 

宮城の 外 一條より 九條 までの 間の 差別、 其 大低を 左 註す。 (伹是 も 左 京 を 云な り。 勿論 右京 は 左 京に 准 

じ 知べ し。)  . 

京師の 縱は、 北 一條より 南九條 まで 三十 八 町、 横 は. 中央 朱 雀より 東の 京 極まで 十六 町、 ズ 西の 京 極まで 

十六 町、 合て 三十 二 町な り。 此內 上の 方に 宮城 あり。 北 は 一條 北邊 より 南 ニ條の 通りまで 凡 十 町な り。 乂 

東 四 は 東大 宮 より 西大宮 まで 凡 八 町な り。 宮城 叫 方に 十鬥、 〔割 註〕， 上 東上 西 一 一門 を 加て、 凡 十 叫 門な り。」 

其 鬥々 は 

南 は 皇嘉 門 (西方な り) 朱 雀 門 (正中な り) 美福鬥 (東方な り) 

東 は 郁芳 門 (南方な り) 待 賢 門 (南より 第二) 陽 明^ (南より 第三) 上 束 門 (北方) 

西 は 談 r 入門 (南方な り) 藻 壁 門 (南方よ^ 第二) 殷富 門 (南より 第一 1:) 上 西 門 (北方) 

北 は 安嘉門 (西ガ なり) 偉鑒門 r 正中な り) 達智鬥 (朿 方な り) 

此諸 門の 中に nn 官百 司の 宵衙 ありて、 其 內に宮 門 あり。 閤 鬥 あり。 閣 門より 內は 諸 殿樓閣 也。 

〔割！^〕 伹閤 鬥の內 にある 官舍も あり。 又 十二 門の 外に ある 宫舍も ありて、 各 其 掌り によるな り。」 

悉く は 宮城 指圖 にあり。 (拾 芥抄 にも 其 大抵の 圖 あり。) 

北より 南までの 縦の 行 三十 八 町の 內、 

一 條北 大路より 土 御門 大路まで 二 町、 是を 北邊と 云。 〔割 註〕 西は大 is 大路より 東 は 京 極 大路まで なり。 

凡 十二 町たり。」  . 

as 
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  I 三 六 

土 御門 大路より 屮 御門 大路まで W 町、 是を 一條と 云。 (右に 同じ) 

中 御門 大路よ リニ 條 大路まで 四 町、 是をー 一條と 云。 (右に 問 じ) 

二 條大； & より 三條 大路まで W 町、 是を 三條と 云。 〔割 註〕 西 は 朱 雀 大路より 東 は 京 極 大路 迄 凡 十六 

町 也。」 

以下 W 條、 〔割 註〕 三條 大路より 叫條 大路まで、」 五條、 六條、 七條、 八條、 九條、 〔割 註〕 备 * 上の 大路よ 

り當 大路まで なり。」 まで、 各 I： 町づ- にて 卄四 町な り。 〔割 註〕 西より 東までの こと は、 上の 條の 如くな 

り。」 西 は 中央 朱 雀より 柬は京 極まで 横の 行 十六 町の 內、 

朱 雀 門 大路より 大宮 大路まで 四 町、 是を 一 坊と 云。 

大宮 大路より 西洞院 大路まで W 町、 是を ニ坊と 云。 

西洞院 大路より 東洞院 大路まで 四 町、 是を 三坊と 云。 

東洞院 大路より 京 極 大路まで 四 町、 是を W 坊と 云。 

旦 一條の 上 北邊の 上の 大路より ニ條 大路まで、 十 町の 間の ー坊 にあた るの 處は宫 城と なる ゆへ、 此 

十 町の 間 はニ坊 にあた る處 をー坊 として、 夫より ニ坊、 三坊と 計て 其三坊 にて 止るな り" 

土 御門より 中 御門まで 叫 町の 中央の 通り (南 二 町、 北 二 町) の 間 を 近衛 通と 云。 〔割 註〕 是乃陽 明 門の 通り 

にて 一條の 坊 門と 云 ふ。」 中 御門よ. りニ條 まで 四 町の 中央の 通り (南 二 町、 北 二 町) の 間 を大炊 御門 通と 

云。 〔割 註〕 是乃待 賢 門 通りに て、 二 條の坊 門 通りと いふ 是な り。」 以下 ニ條 大路より 九條 大路までの 間、 

各の 條 1： 町 £< の 通り (南 二 町、 北 二 町) の 間 を皆坊 門と 云。 〔割 註〕 一 一條 大路より 二 町 下の 通り 三條 大路 

よ り 二 町 上の 通 を 三條坊 門と 云な り。 以下 こと^ \ く 倣 之。」 條と云 は 上に 圖す るが ごとく、 行程 南北へ 

叫 町、 東西へ 二十 六 町の 間 を、 或は 一 條、 或は ニ條 とい ふ。 これすな はち 叫 坊づっ を 合せた るに て、 は 

^四 町に 長さ 十六 町な り。 いま は 當條の 下の 通りの 大路 を 斥て、 ニ條 通り、 三條 通りと いへ り。 よって 


^隨^  ^ 
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一 0  ^  ^  ^  f 叶.5 

正 親 町 小路 弘サ四 丈 

土 御門 大路 弘サ. S- 丈 

糜 E- 小路 弘サ叫 丈 

近衞 大路 弘サ卜 丈 

勘 解 山 小路 弘サ 四.^ 

中 御門 大路 弘サ十 丈 

^日 小路 弘 サ s 上 

大炊 御門 大路 弘サ トム 

冷. お 小路 弘 サ 四 丈 

ニ條 大路 弘サ十 丈 


筆 隨 蓊 


I  ニニ 八 

その 地名 を 云 ふに は、 ニ條 上る 町、 下る 町と 云へ り。 これ も 本義お 以て 稱せ しに は、 ニ條 上る と 云 は、 

ニ條 大路より； 條 大路に あたる 屮 御門の 通りへ 行程 を 云 ふべ く、 又ニ條 下る と 云 ふ は、 ニ條 大路より 三 

條 大路へ 行程 を 云 ふべ し。 今の 稱す るが ごとき は、 其 大路 を 餘路と 誤れる より、 其 正しき 地名 を も 共に 

あやまれる なり。 因て 京師 舊圖と 拾芥抄 等を考 るに、 一條 大路と 云へ る は、 宮城の 北の かぎりに て、 乃 

ち 北 邊と稱 すると ころ 二 町 あり。 その 二 町の 北 を 大路 幅 十 丈の ことなり。 故に 眞實に 一條 大路と 云 ふべ 

きと ころ をば- 中 御門 通りの 大路と 稱 せり。 幅 十 丈、 ニ條 大路より 南 (下の 方 也) の 方 は九條 まで 四 町 

叫 町に さだまりて、 むつ かしき ことな けれども、 北邊の 上の 大路より 一 一 條 大路までの 間、 十 町の 名目の わ 

りつけ は、 右の ごとく 甚だ まぎら はしき ゆへ、 私に 拾芥 抄に圖 したる 左 京 分九條 の指圖 をう つして、 そ 

の圔 へい ま 案 を 折衷して、 條路と 坊の名 蓊を分 分す るな り。 

但 拾芥抄 又舊圖 にも、 北逡 より 一 條ニ條 へ かけて 十 町の 間に は、 坊鬥の 名目 を脫 せり。 依て 新に 坊門 

の 名目 を 加へ 筆す。 然して、 ニ條 大路より 下の 坊門を 付る に は、 ー坊、 ニ坊、 三坊、 坊と なり、 し 

か 1 ども、 北 逯 より 一 一條 大路までの 十 町の 間 は、 其 一 坊 にあた る 所 は、 宮城の 圍 中に 1 1 ー坊 にあた る 

昕 をー坊 として、 それより ニ坊、 三坊 とわり つけたる ゆへ、 四坊 とい ふ 名目 はなき なり。 是 こと 上に も 

筆し たれ ども、 蓍 if にもれ たる こと ゆへ、 見る 人、 うたが ひ あらん こと を 恐れて、 爱に共 こと を 云 もの 

なり o 

右の 圖を 以て 大略 を 知るべし。 一條より 九條 までの 四 町々々 の 末の 大路 を、 當條の 大路と いふ こと： s 

九条 大路と 云 ふ は、 九 條の行 外れ を 云 ふに て 明な り。 しかるに、 一 條 大路と 云べき は、 北 邊ドの 大路よ 

り 又 叫 町 下の 大路と 云べき は、 宫城待 賢 門の 通りに て、 中 御門 通りと 稱 する 故、 一條 大路と 稱 せざる な 

り。 夫 ゆへ、 ニ條 大路 以南の 割つ けの 名目と は參差 ありて 同じから ざる ゆへ、 甚紛 はしく 通解し * たき 

によて、 今 新に if を 作て是 を 見 安から しむるな り。 


北 逢と 1W は I 一町、 〔割 註〕 北の 限り を 上と して 土御鬥 大路まで なり。」 

一 條と云 は g; 町、 〔割 註〕 土 御門 大路 を 上と して 屮 御門 大路まで なり。」 

二 條と云 は 叫 町、 〔割 註〕 中 御門 大路 をト； として ニ條 大路まで なり。」 

1 二 條と云 は 町、 〔割 註： n 一條 大路 を 上と して 一 一： 條 大路まで なり。」 

以ド 叫 條、 五條、 六條、 七條、 八條、 九條 まで 皆 同く 1： 町づ、 にて、 丸條 大路 を 止り とするな り。 

推て 知べ し。 

右條路 のこと は、 拾 芥抄卷 の ぶ 城 指 圖の條 に 見へ たると、 並東涯 先生の 制度 通に も考へ ありと 云へ 

ども、 甚だ 六ケ しき 割つ けにて、 紛ら はしく 解し がた きを 以て、 今 新に 件 二 書に 據て、 老邁が 思へ る 

ま、 を 注す るな り。 され ども、 他人 は 又 其 意 を 得が たきこと 多 かるべし。 猶又筏 案 を 欲する の ものな 

り。 穴 賢。 . 

右 者 東鑑に 保の 稱 ありて 會坐其 名目 を 苦む。 仍て戶 令と 拾芥 抄に牽 合して、 件の 解 を 筆せ しこと あ 

り。 然比 ども、 蒙々 として 明據 する ことな かりし ま、、 今又舊 圖を求 合せて、 過分の 僻 案 を 贅擎す 

るな り。 曾雖 レ不レ 得-精 考？ 苟且に 誌し をくな り。 穴 賢。 佗 見を禁 すべし。 

IK 明 四 年 八月 六日  橘  嘉樹 

此 1 草吡、 京師に て 此春丙 丁 兒に奪 去らる。 仍 幸に 水 谷 敬 典 子の 許に 草稿の うつせる ある を 求て、 連々 

に 舊案を 修補す る ものな り。 

天明 八 年 十 一月 廿 一日  老 邁嘉樹 

〇 死地 觸穢 ある 事 附言 葬 家 跡 鈸の難 

或 問、 人 死す るの 地に 穢 あり や。 且 た其穢 にかぎ りたる や 如何と、 答 曰、 人 死た る 地の 穢 のこと、 ぉ义 

其と 斥た るの こと は 所見な しと 云へ ども、 法曹 至要 抄、 又 拾芥抄 等を考 るに、 一二 十日の 穢 あるべし。 祌 


  二三。 

» 紙 式 云。 凡 觸-- 穢惡， 事。 可 レ忌者 人 死 三十日" 〔割 註〕 寧-葬 日- 始 計、」 產 七日。 六畜死 五日。 库 〔割^〕 六 

お ^の^な り、」 三日。 叉 云、 改葬 及 四月 以上 傷體並 三十 R。 說者 臼。 死入雖 レ爲- ー五體 不具？ 眙以 下腹 以上 

隨： W 迚お忌 三十日。 式乂 云。 全燒 一身 灰尙可 レ爲- 三十日 穢- 云々。 新镞式 云。 葬 夜請傦 敷- -隨身 座- 從レ事 

筆 | 者。 皆 忌 三十 IH。 と兑 へたり。 

具に 考 ふるに、 當 時の 服 暇 を 以て 論を設 るに、 假 令ば 二十日の 暇、 九十 日の 服 ある 人、 其 身の 暇 は 二 

十日に て、 〔割 註〕 暇と は^ 武 にて は 忌みと 云へ り。 正しき 唱は収 と 云 ふが 本義な り。」 服 は 九十 R たり 

共、 其 死た る 人の 居 地に 住する とき は錡穢 あるな り。 又 七 R の 暇、 二十日の 蜈 ある 人 も、 その 死地に 

居住 すれば、 服 暇と もに かぎり 除け りと 云へ ども、 なを 穢惡の 入た るな り。 是服 暇と 云 ふ は、 服 は 死 

者の 因みによ つて、 甲乙の 日數を 服す るな り。 いはん や、 収は 死者の 爲 めにつ X しみて 供養 を營 むべ 

きため に 設け 居す るの 暇 日な り。 〔 割 註〕 東武 にて 是を 忌と 云 ふこと は、 暇の 限り は 他の 人へ 會 する こ 

と を 忌み 撣る ことにて 忌と 云 ふなり。」 去れ は、 死者に よりての 名目たり とい へ ども、 猿と 暇と 服と 

は、 备其忌 義^なる こと を 考へ刖 つべき ことなり。 且穢に は ！• 乙 _內 丁 等の こと、 ^は 法曹 至要 抄： 拾 

芥抄 等に も備 ざるな り。 考へ辨 ふべ し。 

以 上 

這 一冊 は 或 人の 問へ るに よて、 忽卒に 筆し 答るな り。 穴 かしこ。 

寬政 十二 年 七月 七日  老樹 漫^ 

〇 追加 放：  一一 is 漫筆 

今の 俗習、 死者 を 葬送す るの 家 は、 戶 毎に 跡 祓 ひと 稱 して、 賣佾 山伏の 如き もの を やと ひて、 其 居 宅 を 

禳 ひ淸 むる のこと あり。 この 事 俗の 所爲 なれば、 いまさらに il じ 評する こと も 及 助なる に 似 たれ ど 

も、 不敬と やい はん。 不義と や 云ん。 子弟た る もの \本 意なら ざる ことなり。 孝子の 本義 は、 君 父^ や 


の，：^ のほとりに は廬 する こと 三年な ど 云 ひて、 死者 を 追慕す るの 至誠 本懊 なること にあら す や。 しかる 

• に、 葬 家 糊 車 を 送る や 否や。 卒闹 として、 賫佾 山伏の 如き を 誘引 入れて、 家宅 を 讓ひ淸 むる の 事義、 ^時 

を うつさに る 流 例たり。 不義 不信の 甚き、 豈此 外に あらん や。 抑 死者の 穢 たる や、 舊 式の 定制 ありて、 

假 初なら ざる 期日 あり。 如何 ぞ、 寶佾 山伏の 如きが 數珠を もみ 諷經を 誦すれば とて、 さだまり たろ 期 を 

切 約して きょきに いたる のこと あらん や。 葬 家の 子弟た る もの、 つ、 しんで 君 親等の 追 孝 をい となみ、 謹 

愼 して 觸穢を 憚り 居すべき ことなる に、 右 様の 所業、 今更 筆す る さへ 毛足す るに 及べり。 經を 誦し 數珠を 

すりて、 死地た る 居 宅の 淸淨 地と なる にいたら ば、 舊 式の 制定 ある 觸穢 をば、 跡祓 にて きょむる にいた 

^るの 愚昧なる 形狀 なれば、 產 家の 觸穢 はもち ろん、 火災の 不淨、 六畜 等の 死穢 にいたり て は、 まこと 

に 諺に 云 ふ許魯 が味噜 とやらん にて、 馬の 耳に その 風なる べし。 抱 腹の 一笑 恐るべし 云々。 

兩 三日 冷 風 來て蚊 も 少なる ま、、 燈 下にお ゐて此 漫言 を 快く 筆す る 者、 文月 仆 七日の 夜。 

老邁漫 夫 

〇 丙午 丁 未之災 

吹劎錄 曰。 丙午 丁 未年。 中國遇 レ之必 災。 近衢士 上-丙午 丁 未 趣 趣鑑- 謂。 自 ：•， 秦昭襄 五十二 年 迄-五代-凡 

二十 一 次。 某 年皆不 レ堉。 文 豹 意 者 W: 午 丁 未 在- -B< 之 中？ 丙 丁屬レ 火。 皆 在-午 位-云々。 

吹 劎錄は 、二 木の 俞文 豹が 隨 筆の 書な り。 近 衢士と 云へ る は、 文 豹が 鄕 里に 近き ところに 居せ る 害 生な 

るべ し。 名を稱 せざる は、 左の み 事 者と 云. ふ ほどの 人に も あらざる 人と 見へ たり。 丙午 丁 未の 嗨鑑と 

は、 秦昭襄 王より 以來の 丙午 丁 未の 年 記 を 推しかん がへ て、 其 年々 災厄の ありし こと を 記して 上書せ 

しこと なり。 昭襄 王より 五代の 末、 宋へ うつる までの あいだ は 凡そ 千 二百 五十 年に をよ ベり。 此^の 

世變は 二十 一 次な り。 听 謂秦、 前漢、 後漢、 魏、 西晋、 東晋、 劉宋、 南齊、 梁陳、 後魏、 (東 s)、 饯 

以下 五 t ぷ. I' 

梁、 北齊、 後間、 隋、 唐、 粱席、 晋、 漢、 周な り。 此世々 丙 午 丁 未に あたれる^. 序 をかん がへ て、 名 
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靖 かならざる こと を擧 たるな り。 龜鑑と は 猶豫を 決する 意に て、 物のう たが はしき ことなく 谜 なる 書- 

と いふ ことなり。  然して、 文 豹が 意へ るに も、 W: 午 丁 未 は B< 位の 中に ありて、 陽の 盛なる 支 干な り。 

いはん や、 丙 も 丁 も をの/ \ 火に屬 して、 ともに 南方の 午 位に あれば、 支と 云. ひ、 千と 云 ひ、 極 陽の 

窮まれる ものに て、 ものき はまれば 必す變 する の篛 なれば、 某々 の 年に 當 てわざ は ひの ある も、 また 

天數 なりとの ことなり。 此 こと、 五雜 俎に、 百 六會陽 九の 厄と 云 こと を 論じて 云へ る、 吹劎錄 にの す 內 

午 丁 未の 年中 國遇レ 之必有 レ災。 しかれ ども、 また 不レ 盡。 然云 へる は 文 豹が 必災 ありと 云 へる せつを 

くだきし に 似た ると も、 これ は 百 六 會陽九 厄の こと をうた が ひやぶ るの 序に 出し ものに て、 丙 牛 丁 未 

の わざ は ひのこと は盡 く然ら すと 云へば、 しひて 當ら ざると 云 ふに も あらす。 〔割 註〕 百 六會陽 九の こ 

と は、 また 別に考 あり。 合せ 見るべし。」 又 搜祌記 を考れ ば、 于寶云 五月 丙午 日の 屮 するとき、 陽燧を 

鑄 爲て火 を 取るべし と 云へ り。 これ を 五 m: は 午の 月に て、 日の 中す る は 午 時な り。 これ 極 陽の 時な 

り。 又 上に 云 ふ 百 六 陽 九の 厄に、 陽 は 火に して 九 七五三の 數を 以て 災 ありと 云へば、 これ もまた 陽氣 

のさかん なる にて、 物き はまりて 變災 あるの 義 なり。 易に いふ 亢 龍の 悔 なかる ベ けんや。 人 そのこれ 

を 慮て、 丙午 丁 未の 年に あたらば、 恐れ 愼て 其災を 免る、 の 意 あるべき もの か。 

天明 六 年 丙午の 干支な り。 因て 是を 注す。 

八月 二日  大判 事 橘  嘉樹 


蒼 梧隨筆 卷之 七、. A 
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〇德= 之 事 

日と 云 事 は、 陰陽 家 H 時の 勘 文に 稱す るの 名目に て、 其實は 生年の 衰日 なり。 凡そ 奏上す るの 亊義 

に、 言葉の 善らぬ は轉囘 して 名目 を 憚る. 事 多し。 假 令ば 有卦 無 卦と云 事 も、 有卦 は 子細な し、 無 卦と云 

ふに 至って は、 無の 字 を 憚り 忌て、 却て 叉 有卦と 稱し、 五 歳め a 女の 髮の末 を 少し 許 そろへ 截 る^/,^ 

曾 幾と 稱す。 是其實 は 少く截 事 なれば 淺 殺と 云べき を、 淺字を 深 (十に 轉じ、 殺と 云 字の 卷 らぬを 曾 幾、 

〔割 註〕 又木と も 書な り、」 又 梨 實の事 を も、 奈 支と 云訓の 無の 訓を嫌 ふ を もって、 有の 實と 云の 類な り。 

此衰 R: の 繰 やう は、 其 本 簾 中抄に 出て、 拾芥抄 八卦の 部に も 註 あり。 又 M 書の 中に、 生年 衰 日と^ 出し 

て、 子 午 生 (丑 未 y 丑 未 生 (子 午)、： 寅. S. 生 (己 亥)、 卯 res 生 (辰 戌)、 辰 戌 生 (卯 酉)、 己 亥 生 (寅 巾/ 假令 

子年 子 時 誕生 人、 子/日子 時 針灸 忌レ之 推可レ 知。 又 和氣嗣 成翊臣 云、 子 午 生 人 以-- 丑 未- 爲- -衰 之說所 

レ用 也。 奥 書 說不レ 用 也と あり。 〔割 註〕 爱に奥 書と ある は、 縱令子 日子 時 云々 と あるの 第なる べし。」 然し 

て、 今 陰陽 家より 主上、 仙 洞、 中宮 等の 御所々々 へ 奏上し、 並に 武家へ も 大樹 公、 亞相 卿、 ^^^方 

へ 考へを ト； せらる V 年々 の 御德日 は、 簾 中抄、 拾芥抄 なの 八卦の 部に 抄出 ある H 月 計羅木 火水 金 土の 九 

曜を 配合す るの 繰な り。 乃 其く りゃう 左の 如くな り。 (〇 印 簾 中抄無 之) 

一  八  十六. 廿四 卅ニ I： 十 ^十 一 叫 十八 

S 十六 六十 四 七十 二 八十 八十 一 八十 八 九十 六 百^ 

O  O  O 

百 十二 

此數 にあた る 歳の 人 は、 申 酉 を 以て 德日 とす。 

二  九  十七 卄五 卅三 四十 二 四十 九 五十 七 


筆 m  ^ 


一 i 


六十 五 七. H  二 八十 二 八十 九 九十 七 

右の 數 にあた る 歳の 人 は、 卯 酉 を 以て 德日 とす。 

三  十  十八  廿六  三十 叫 

六十 六 七十 1： 八十 一一： 九十 九十 八 

右の 數に あたる 歳の 人 は、 子 午 を 以て 德日 とす。 

W  卜 一  十ん 卄七 卅五 

六十 七 七十 五 八 卜 H 九十 一 九十 九 

右の 數に あたる 歳の 人 は、 辰 戌 を 以て #a とす。 

五  トニ  二十 卄八 卅六 

六十 八 七十 六 八 卜 だ 九十 二 百 

右の 數 にあた る 歳の 人 は、 丑 未 を 以て 德日 とす。 

六  十一 一； 卄ー  卄九 卅七 

六十 九 七十 七 八十 六 九十 三 百 一 

右の 數に あたる 歳の 人 は、 丑 未 を 以て 德日 とす。 

七  十^ 卄ニ ヨ十 卅八 

七十 七十 八 八トじ 九十 1： 百 二 

右の 數 にあた る 歳の 人 は、 卯 酉 を 以て 德日 とす。 

十五  廿三  卅ー  卅九  五十 五 

o  o  ooo  o  o  o 

九十^ 百 一一； 百 十 ； 百 十九 

右の 數 にあた る 年の 人 は、 辰 戌の R: を 以て 德日 とす _ 
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右 一 1 1 三より 百 十九までの 數は、 一 歲 一 一歳と 云 ふ 生年の 數 なり。 百 一 一十 歲 より ト； は、 始の 一 歳の 處へ戾 

りて 數る なり G 

以上 所見 を 以て 記 注し、 且假 初めに 其く りゃうの 圔を寫 して 捷^と する ものな り。 妄眯 不慮の 筆記、 聊 

他見 を 憚るな り。 穴 賢。 

寬政 十一 年 十一月 廿 六日  老邁の 田夫 

〇 八 講會之 事  — 

本朝 八 講會の 起原 は、 人 登 五十 代桓武 天皇 延曆 十五 年に 石 淵 寺の 勒操始 て 修行す。 其 義法華 經八卷 を 朝 

夕 二 坐に 分って 講す。 叫ケ 曰に して 講功 終るな り。 

ー說 云、 法 華經は 本七卷 なり。 勒操卷 を 分って 八 軸と して、 朝夕 二 坐に 共講を 終る と 云へ り。 此說は 

非な り。 臥 雲が 夢 語錄に 云、 切 利 天 請- -釋慧 明？ 分-法 華于八 軸-開講 すと 云々。 然れ ば、 勒 操七卷 を 

八 軸と する に 非す。 況ゃ羅 什が 譯 せし 妙法 蓮華 經八卷 と 云 時 は、 中國旣 に八卷 のぶ^ 經 あるに て、 勒 

操が 分たざる 國 分明な り。 

抑勒 操が 八 講會を 開きし 所以 は、 始操 大安 寺に 居れり。 〔割 註〕 大安 寺 は七大 寺の 中に て 大和の 國 にあ 

り。」 當時 隣の 房に 榮 好と 云 佾 ありて、 常に 操と 睦 じき 同擧の ものな りしに、 榮好は 母 を 養育し、 寺 門の 

外に 母の 居所 を て、 小童 一 人 を屬て 養育せ り。 是は寺 中 婦女 を禁 する によて、 老母と 云 へ ども ：！ く 

居 を 構る 事 能 はざる 故 也。 然るに、 榮好 俄に 死亡せ り。 勒操其 母の 歎き 悲 まん 事 を 慮り、 榮 好が 孝 志 を 

助け 達せん と 思 ひ、 密に 件の， 童に  一一 一一！ 1 を 懇に申 含て、 好が 死した る^ を 母に 隱 しつ &み、 共 遗骸 をば 夜^ 

に 葬り を營 みて、 法義 によて 他の 寺 門へ 移り 轉 居せ しと 欺り、 朝夕の 營 みは、 现 在の 時の 如くに 宽をも 

て 養育 懈ら ざり き。 然るに、 或 時 件の 童、 寺 中 賓客の 饗突に 侍して、 思 ひ はからす 酒に 酩^して、 奸が 
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i&  よく 

母への 養を懈 り遲滯 せり。 母食 料の 遲 きこと を責り 問 ふとき、 童 白す るに 好が 死亡に よて、 實に は營み 

意に 住せざる 事と 語れり。 老母 此事を 聞て、 頓に絕 倒して 敢な くも 命 終れり。 勒操 深く 此事 を憐 みて 梅 

み 痛め ども 甲斐な し。 依て 寺 阿 同行の 佾八人 を 催して、 朝夕 二 坐に { えて 日 數四箇 日に して 八卷を 講談し 

畢れ り。 全く 榮 好が 亡母の 菩提 追善の 大法 會 なりき。 時是延 曆十艽 年な り。 是 よりして 八講の 大法 會は 

起原り とか や。 爾事 十講、 三十 講と云 事 も、 此八 講會に 本け る 事な りと かや。 〔割 註〕 十 講は法 華 八卷に 

無 釐義經 ー卷、 普賢 經ー卷 を 加へ て十講 とせり。 三十 講 は卄八 品に 開 結の ニ卷を 加へ て 三十 講と なせる 

とか や 承りぬ。」 

以上の こと は、 元 亨釋書 卷之ニ 石 淵寺勒 操が 傳に詳 なり。 委細の こと は、 瑞嚴 比丘 智 達が 便 蒙 解に 悉 

く釋 せり。 

右 八 講の事 は 其 起原 を 云へ るな り。 其 後 御 八 講を修 せられし は、 〔割 註〕 禁中 八 講會は 御 八 講と稱 するな 

り。」 村 上 天皇の 天 暦年 月。 〔割 註〕 年月と 計な り。 本の ま、 に 記す。」 於 •> 弘徽 殿？ 爲 -1 先 母 公-被 レ修 -1 八講？ 

有 i 具ぺ 講師 卜 人 賜-法服？ (鈍色)、 聽衆廿 人梵音 錫杖。 (衣^ 鈍色)、 五- 卷日 殿上人 持-御棒 物？ 立-王 

卿 前？ 藏人 荷-薪 若茱 籠？ 有-, 御製 倭 歌？ 六 位不レ 進-棒 物？ 〔割 註〕 今 在 法 華 寺 御八講 具是 也。」 以上 見-西 

官記 臨時 篇？ 〔割 註〕 西宫 記脫； 1 誤字 最多、 故に 文義不 レ詳事 過半な り。 後日 以-- 好 本-可 レ正レ 之な り。」 爾 

來禁屮 にて 御 八 講を修 せらる ゝ度 は、 叫 箇の大 寺より 是を 修行す。 所謂 南都^ 大寺、 同 興 幅 寺、 近. 江の 

延曆寺 (比歆 山な り/ 同 闲狨寺 0 二 井寺な り)。 

按に、 八 講會の 式 は、 法 中の 大會 にて、 其 次第 嚴 重の 義 なり。 法 義を辦 へざる 俗 生の 筆力に 及びな き 

事な り。 然して、 往々 聞傳 へたる 趣 を聊短 筆に 注して、 其 大抵 を覺 悟す るの 使と する のみ。 

八 講會と 云 は、 法 華 經八卷 を 朝夕 二 坐に ー卷づ \ 講じて、 笫 N ケ 日に 於て 結願す。 其講 する の 事 ー卷を 


肇隨梧 蒼 
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悉く 講す るに あらす。 其 耍文肝 文 を 取て 問答 講解 する 事な り。 問 ふ もの は 問-冴と 云、 其 問 冴の 問 ひに 答 

あからさま  はた 

る は 講師な り。 然して、 講師の 解 論 白地に 通解せ ざれば、 推 返して 問ひ責 る。 于レ時 講師 屈理閉 n すれ 

ば、 判者 出て 是を 捌き 分る 事な り。 讀師と 云 ありて、 最初に 法 華 經を讀 上るな り。 是 等の 外 御 導 M あ 

り。 II 衆の 佾 あり。 尤 探題の 僧、 成 儀師、 從锒師 等 役名 繁多に て、 覺悟 せざる 事 過 中なる 故にが レ注 

レ之。 穴 賢。 

寬政七 年 五月 十八 日 筆  橘  嘉樹 

加 賀の國 より 產出 する 布 を八講 布と 云 ふ は、 古へ 八 講會を 修行 ありし ときに、 共 僧徒へ 布施に 引れ たる 

故に 其 名 e ありと 云へ り。 假令 正月 賭 弓に 佐 渡 布 を； i に 賜る の 類に て、 大藏 省の 宫物 なり。 今の 世 An 

の 事 は、 禁屮 にて 御 修行な しと 云へ ども、 其 布の 名目 は绶れ り。 是亦 古き を考 るの 一 端な り。 

寬政 七^ 五月 十八 日 注す  老 邁慕樹 漫筆 

〇 代 與レ世 之差刖 

神皇 K 統記 曰、 第 十 叫 代、 第 十 世、 仲哀 天皇 は 日本 武尊 第二の 子、 景 行の 御 孫な り。 御 母 は 兩道入 

姬、 垂 仁の 女な り。 大祖 神武より 第 十二 代景 行まで は、 世の ま &に繼 體し給 ふ。 HI 本 武尊世 を 早くし 給 

ひ、 此 天 皇を 太子と して ゅづ りまし^ \ しょり、 代と 世と か はれる はじめな り。 是 より は 世 を 本と しる 

し 奉るべき なり。 (注に 云)、 代と 世と 常の 義 差別な し。 しかれ ども、 お ほよ その 紹 運と まことの 襴體と 

を 分別 せんた めに 書 分けたり。 但し 字書に も、 其い はれな きに も あらす。 代 は 更の義 なり。 世 は 周禮の 

注に、 父 死して 子 立 を 世と 云と あり 云々。 

又 云、 第 十六 代、 十： A 世、 應神 天皇 は仲哀 第^の 子、 御 母 は 神 功 皇后な り 云 *。 〔割 註〕 嘉樹 案に、 爱に 

字書と ある は、 玉篇 也。 所謂 世 は相繼 也。 代 は更也 云々。」 

此 次より 後村上までの 間の 紀 あまた あり。 今是を 略す。 
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  二  =1 八 

又 云、 第 九十 六 代、 第 五 十 世の 天皇 (號 後村上)、 諱は義 良、 後醍醐 天 皇第 七の 御子、 御 母 は 准 后藤 原の 

廉子 云々。 

按に、 祌皇 正統 記 は、 此 御代まで にて 筆 を 止め 給へ り。 此後 後土御門の 朝に 小 槻宿禰 綾^ 統記を 撰^ 

して、 九十 六 代 光嚴院 より 第 百 五代 後土御門 院に 及まで を 記せり。 然れ ども、 後醍醐の 天皇より 朝廷 

南北に 別れ 給 ひて、 皇統 もさ ま， f に替り 給へば、 惟 代の 統を數 へ 奉る のみに して、 共 まことの^ 數 

をば かぞ へがた し。 是 によて、 小槻の 宿禰も 前編に 習 ひて 編集す といへ ども、 たぐ その 紹 運の 次第 を 

記す るの みに して、 世の 數は闕 如す るに 及べり。 爱 にお ゐて、 (嘉樹 ： 一 僻 案 を 加えて、 何れの 御代に て 

も、 其 皇統 の^れ はじめ 給へ る 所の 御祖を 本と して、 夫より 何 世と 數へ 奉る 也。 今 新に 其 書 例 をな す 

事覺朿 なきの 恐れ あれ ども、 お 事 代と 世との 事を尋 る 人の 爲に する のみ。 努々 同志の 外なる 人へ 示し 

悟す の義に 非す。 則 左に 是を圖 す。 

當今 は祌武 帝より 百廿 代に 當り 給へ り。 共 紹運は 史籍に 揭焉 として、 今更 凡卑の 筆端に も 及ざる 察な 

百 十九 代 

り。 然して 御世 數を申 奉ん に は、 祌武； 入 皇 より 百 十！： 代^ 出院 より 第 七 代笫叫 世と 申 奉るべし。 後桃園 

!a 十四 代 

院襬體 の 皇子 在 さるに よて、 當今 御踐诈 のよ しなり。 * は 來山院 の 御 曾孫に て、 閑 院^ 仁 親王 第.： ハの御 

百 十五 代 百 十六 代 櫻 町 K 御 妹お なリ 

子 也。 御 母は屮 御門の 皇女 蕩ぉ にて おはします なり。 然れ ども、 皇統 緞 體 まします によて、 後桃園 院の 

女御^ 化 門 崩御の 度 は、 一年の 諒闇に 定められ たる 事 也。 共 御 略 左の ごとし。 
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右 御 系 脈 を 以て、 其 名目 を 分る 事 左の 如し 《 

東 山 院 (ほ 十 叫 代) 中 御 門院 (百 十五 代) 

仙 洞 御所 (百 十八 代) 後桃園 院 (百 十九 代) 

御 糰おを 以て 稱 するとき は 

柬山院 中 御 門院 は 御名 《n 無レ 之。 


櫻 町 院 (百 十六 代) 

當 今 (百卄 代) . 


桃 園 院 G 曰 十七 代) 

以上 七 代な り 
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so 

蒼 樱町院 御高 祖父な り。 大女 院 (靑綺 門院 舍子) は 御高 祖母な り。 

梧 桃^ 院は御 曾祖父な り。 女院 (恭禮 門院 高 子) は 御 曾祖母な り。 

^ 仙 洞 御所 は^. 祖 a- なり。 

.0 後 桃 阐院は 御 父な り。 新女院 (盛 化 門院 綸子) は 御 母な り。 

御 實系閑 院宫之 御 分脈 を 以て 云 ふとき は 

中 御 門院 は 御 從祖々 父な り。 

樱町院 は御從 祖父な り 。 大女 院は 從祖 母な り 。 

籌宫は 御 母な り。 〔割 註〕 但し 分脈に て は 御 從祖姑 なれ ども、 典 仁 親王の 御室と なり 給 ふに よて 御 母と な 

り 給 ふなり。」 

桃園 院は 御從祖 兄な り。 女 院は從 祖兄婦 なり。 

仙 洞 御所 は 御 從祖娣 なり。 

後桃園 院は 御再從 姪な り。 盛 化 門院 は 再 從姅婦 なり • 

御^ 系 之 鉀 母黨 にて は、 (御 母 籌官御 方な り。) 

東 山院は 御外會 祖父な り。 

中 御 門院 は 御 外祖父な り。 

櫻 町 院は御 外 舅な り。 大女 院は御 外 舅 女な り。 

桃園 院は御 外從母 弟な り。 女 院は御 外 從母弟 婦 なり。 

仙 洞 御所 は 御 外從母 妹な り。 

後桃^ 院は 御外從 姪な り。 盛 化 門院 は 御 外 從娃婦 なり • 

女 一 宮は御 外 從姪孫 女な り。 


m  m  m  ^ 


以下 僻 案 を 以て 御 系 脈 を 配 常す るな り。 恐らく は^ 訛 あるべし。 猶 皇-! M の ffl: ほ s によ るべき なれ 

ば、 凡卑の 嘉樹が 如き 知るべき^ に は あらす。 然れ ども、 御莨 系の 條に はせ し 名 ：= は、 ^^先生の 釋 

親考、 春臺 先生の 親族 K 名に、 雨雅、 ^典 等、 其 外 書 典に 據て、 考 ヘ^せられ しもの を 撮て 附會 せし 

なり。 附會 の齟： ji は覺 束な し。 名義と 和訓と は、 二 先生に 從 ふなれば、 强て 失. おする 事 は ある まじき 

や、 猶考へ 分ち て、 批評 改正 あらん 事 を 欲するな り。 依て 其 二 ま E の 引 文 を 左に はす。 

,  釋親考 云 。 父 之 世 父 叔父 爲- -從祖 々父-云々。 

ネ i も ,x 叙 族 正 名 曰。 雨雅： 14、 (おに： ^じ)、 於 保 遠 知な り。 

： 釋親考 S  。父 之 從父显 * 爲 -1 從 祖父-云々。 

- P 父 親族 正 名 曰。 雨雅： K 々、(右の 文と^ じ /^登 古 遠. S なり。 

釋親考 云。 父 之昆染 之妻爲 --從 祖母-云々。 

從 祖 母 親族 K 名 曰、 從 祖父の 妻を從 祖母に 云 ことなり。 

伊 登 古 於知與 女。 

釋親考 云。 從祖 父子 相 謂 爲-從 祖^^? (衍^ 捕 之- ズ にて：！ ふ)、 

饯唉正 名 E、 繭雅に 文な し、 是從祖 々父の 孫從 祖父の 子な り。 是を 從. ま 兄 * と 云。 末 多^ 

從龃兄 

,ィ f  , 登 古な り。 

又 不多伊 登 古と も 云、 不多も 末 多 も^に 搏 なり。 

i 釋親考 云。 父 之從祖 姉妹 爲- 一族 祖姑？  (^胤 曰。 族 祖姑之 祖可レ 削)。^ 典 文^ 姑 云々 と あ タ。 

,ィ i  k 親族 正 名 臼、 前文の 如し、 末 多佧登 古な り。 又不 多^ S 古 女と も 云。 

.   二  HI 


鼙 桁 蒼 


二 四 二 

親族^ 名 曰。 再從 姪。 末 多^ 登 古知 加 比。 

再從姪 釋親^ 云。 不レ 見。 伹 W 從兄弟 を從 祖^^と す。 W 從兄 * の 子 を三從 昆^と す。 會 典に 云- 

族 兄弟 及 族 姉妹、 謂三從 兄弟 姉妹 同 高祖 者 云々。 

親族 正 名 曰。 雨骓 云。 母 之王考 爲-- 外 曾 王？ 父母 之 王妣爲 -1 外 曾 王 母-曰-異姓-故 曰 レ外云 

外 曾祖父 々。 波々 加 多 乃 比 於 保 知。 

釋親考 に、 波々 加 多 乃 比々 知 伊。 

釋親考 云。 母之昆 弟爲レ s。 爾雅、 

0  親族 正 名 曰、 雨雅 云、 母之昆 弟爲レ 舅。 母 之 姉妹 爲-從 母？ 波々 加 多 乃 遠 知な り。 

舅 母 釋親考 云。 丘 氏 云。 母之毘 ぉ爲レ 舅。 其妻爲 -1 舅 母？ 俗 爲-- 波々 加 多 乃 遠知與 女？ 

釋親考 云。 從母 SR 子 爲，， 從母 兄弟？ 爾雅、 

從母笫 親族 正 名 曰。 锏雅從 母^ 子爲- 從母昆 弟？ 

波々 加 多 乃 登 古。 

^雅 ^ 々上の 如し。 © は與女 なり。 

拉母、 もお 波々 加 多 乃^: 登古與 女な り。 

釋親考 云。 從母 女子 子爲- -從母 姉妹？ 爾雅、 

從母妹 親族 正 名 曰。 爾雅云 。 後 母 之 女子 子爲- -從母 姉妹？ 

波々 加 多 乃^ 登 古 女。 


梧 

隨 
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釋銳 考、 親族 正 名、 共に 外 拔は從 母 兄弟 姉妹に^ て、 名目な し。 然れ ども、 今 御 母 黨の從 

- 姪の 系 脈の 名目 を擧 て、 外の 宇 を 冠ら しめて、 其 御母黨 を 明に するな り。 

外 k 娃 私考、 釋親 考續編 云、 從姪 は^ 登 古 遠^に て、 伊 登 古 之 子な りと 釋 あり。 又 堂 姪 堂 姪 女と 

云 事、 W 律 亦 禮檨節 等に ありと 云々。 

外 從姪婦 同前 婦は與 免な り。 是亦 私に 考附 く。 

外 從姪孫 女 義 前に 同じ、 從娃孫 女 を 伊 登 古 末 姑 免と 云の 訓は、 是亦釋 親 考^ 編に あり • 

以上の 釋文 は、 御 實系御 分脈の 名目の 次第 を 以て 注す るな り。 凡て 十五 ケ條 なり。 

以 上 

1K 明 八 年 七月 十九 日  橘  嘉樹 

追 考  . 

右 皇統の 代と 世との 事 は、 祌皇 正統 記に 據て 記す る 所な り。 然して、 件の 代 世の 差 刖は、 皇統の みの 事 

にも 限る ベから す。 凡人と 云へ ども、 其 義は 同じ 謂な り。 因て 其 類例 を考 るに、 皇統と 等く 人々 眼 を ® 

して 知覺 べき もの は、 大樹 公の 御統 系な り。 其 餘は國 郡の 主たる 人と 云へ ども、 共 家々 の？ felc 等まで は 

知るべし。 推て 大方に 及す 事に 非す。 故に 今爱に 大樹 公の 代と 世の 事 を 注して、 猶其 義を詳 にす。 假令 

大樹 吉宗公 は、 祌祖 より 第 八 代 第 叫 世な り。 並に 當 大樹 公 は、 是亦祌 腿より 笫十 一 代 第 七^な り。 共 御 

略 系 を 左に 圖す。 

並 紀伊國 殿御 家系、 又 一 橋 殿御 家系 も附 出す。 
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i  c 巾 ほ 公 


秀 忠 公 11^^ 


一一 一 I 光 公 


f 縿 I 顿 宣 卿- pg+ 光貞 卿 紀^ 大納言 | 「綱敎 卿 fefe^ 


^ほ A 十 一男-,, L て 

紀^^の m なリ 


I 古宗 朝臣 主稅頭 


紀, ー| 頃 4  I  ^伊 大納言 

P 


r, し 


吉 宗 卿 


^©i 綱 公- 


厳 有^ 殿 


^⑩綱 吉 公 


S© 厂^ 宜 公 f  I 


セ⑩^  m 公— ィ，^ お^ 


5©| 吉 宗 公 1^,,^, 

ィ 


-^，  享^  t^ls 

£ 縿^ 重 公— 


い、 


fr0 尹 卿， fe^l  —ffl 治 濟 卿， 


R 部 卿 


當 大樹 
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^秦 一一家 冶 公 ゆ！ 殿  ^暴 家 齊 公 

右の 系に て 御 分脈 を考へ 知る ベ し a 秦印は 御世 統 なり。 紀印 は紀伊 家の 統 なり。 橋 印 は 一 ッ 橋の 統な 

又 云、 吉宗公 は、 紀伊 家に て賴宜 卿より 五代 祌 君より は 六 世な り。 當 大樹 公 は. f:" 宗 公より は W 代 S 世な 

以上 止 

右 代 世の 差^、 或 人の 求に 應 じて、 祌皇 正統 記の 趣 を 以て 書して 以答 ふ。 並に 近代 皇統の 紹述を 抄出し 

て、 近き を 取て 古を覺 すなり。 事の 序、 當 大樹の 御 略 系 を 注して、 是も亦 代 世の^ を詳に 示す の ； 助と 

なすな り。 丼 條々 尤 探索して 記す る なれば、 午ば 其妄 あらん 事 を 恐る & なり。 穴 賢。 

天 刚 八 年 七月 わ 八日  橘  嘉樹 

〇 皇統 授受 圖 の屮、 差 謬に 疑 ひ ある 條々 を 左に 記す。 

某 帝の 元年 は、 即位の ギを 除き、 翌年 を 元年と する は 一年に して 二 帝 ある こと を 嫌 ふに よりて、 共^ を 

以て 先帝 治世の 終の 數 に加え、 翌年より 新 帝の 冶 世を算 ふる 也。 

某 帝に より 即位の 禮な きも あり、 又は 二^、 三年、 或は ト年餘 も 後れて 即位の 禮 あろ も あり。 其れ は 

踐舴の 年の 翌年 を 元^と 立つ るな り。 又 近世 上皇の 如き、 踐祚の 翌ギに 即位 ありて、 又 共^ 年に 改元 

あり。 是も亦 践祚の 翌年 を 以て 帝の 元ギ とするな り。 

此事 は通鑑 に：^ へたる よし、 改元 考に 記されたり。 踰年 改元と 云 ふ.； ^例な り。 

二 四 五 
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先帝の 舊 ハキ猇 を 用 ひらる、 事 間々 あり。 又 上皇の 如き は、 即位の 次の 年に 改元 ある 故に、 改元 治世の 元 

年に 一 年後れ たり。 去れ ども、 一年 舊號を 用 ひらる、 を 定めと す。 或は 即位の 翌日 改元 ある も あり。 一 

ヶ月 二 ヶ月 後に 改元 ある も あり。 同く 此類は 踐祚の 年 を 除きて、 新 帝の 元年と するな り。 (九十 八崇祌 帝 

も 如 レ此。 fci: 後土御門^も 如 レ此。 〕< 

一 文武 帝 大寶を 以て、 我 朝 年號の 濫觴と して、 以後 帝 系の 授受の 年期と、 改元の 支 干 を 正し、 前 條の制 

を 定めて 其 差 謬 ある もの を 左に 出すな り。 


天平 三より 同 八まで 六ケ 

0  帝 (叫 卜 七 代) 年 猇 年の 問 舊號を 用 ひらる。 

尤此 帝の 年號 は無レ 之。 

ま 平.^^ 1 一 

稱 德 (叫4- 八 代) 年 號 祌謹景 黛 三 

寶鼈元 

寶躯ー 一より 十まで 十 一 ケ 

光 仁 (叫+ 九 代) 年 號 年舊號 

天 應 元 

此帝、 小； Y 祌 護^お 叫、 十月  一 R: 改元。 同日 即位 あり。 

0 武 C- 五 ^'代) 年 號延曆 二十 


成 (k- 十七 代) 


年 號元慶 八 


戊戌 天平 寶字 二八 践祚 

治 六 年 


甲 辰 天平 寶字 八十 廢帝を 流して せん 

そ あり o 

治 六 年 

庚 戌 寳龅元 十の 朔 即位 

治 十二 年 


辛 酉 天應 元年 十二 廿三 先帝 崩 あ 

此年 即位 正統 記に あり。 

丙 申 貞觀 十八 十一 卄九 せんそ あ 

り。 

丁酉 貞觀 十九：.^ 三 即位。 同^ 

十六 日 改元 あり。 則元慶 元^な り。 


筆隨梧 ^ 


後 鳥 羽 (八十 二 代) 

伏 九十 一 代) 

後 二 條 (九十 三代) 

花 同 (九十^: 代) 

0 光 (九十 八 代) 

後 光 ^(九十 九 代) 


元 曆 I 

年號 文治 五 

建久 九 


年 號 


年 號 


正應五 

永 仁 六 

乾 元 1 

嘉 元 三 

延慶元 


延慶 一 一より 三まで 

1 一年 舊號 

年號慶 S 一 

正 和 五 

文 保 二 

貞和五 

舊 號 一 

年 號觀應 三 

同一 一月 南 へ とら はれ 

給へ り C 

文 和 一 1 より 四 まで 舊號三 

延文五 

年 號康安 一 

貞 冶 六 

應 安四 


癸 卯 壽永ニ 年 八 巧踐祚 

甲 辰 叫 月 十-: ハ = 改元 則： 兀. ほ 元な ti- 

同 七月 卄八 n 即位 あり 

丁亥 弘安十 年 十 ノ仆； 践祚 

戊 子 十  一 ijH 二月 t 冗：：： 即位 

^  廿 五日 改元 則 正 應ー兀 な. OS 


辛 丑 K 安三 11! 廿 叫 即位 


戊 巾 延慶 元年 十 一 巧 即位 

治世 十 年 


戊 子 貞 和^: 十卄七 せんそ、 

己 丑 貞和 五十二 卄六 即位 

治 i: 年 


壬 辰 文 和 元 八十 七 践祚 あり 

治 十九 年 


二 


0 
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年年  年年         年  年 

猇猇       號猇猇  猇 

享 正舊寳 寶元 貞天 延舊寬 寛 萬 明 大永文 明 延 莨文應 文舊寬 

ぽ德號 永 永き 享和寶 九 1'リ 文治 曆 永1 應德享 ^ 仁正猇 E 
二  十  よ  十  十 

十五一 七 六 六 三 三 八 り 二三 三 元 七三 九 三 二八 二 一一 六 
十 

ま 
で 


後 土 御 門 (百 四 代) 

後 柏 原 (百 五 代) 

饯 西 院 (W 十二 代) 

0 元 (百 十三 代) 

す  tu.  (  7  "T1 れ わ」 
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甲 申 寬正五 七 せんそ 

已酉 同 六 ニ卄七 即位 

丙 戌 十二 十一 改元 


明應九 七卄.： ハ 踐祚、 帝の 元年 文龜ょ 

M 一十 ケ年を くれて 大永元 三 廿！ ニ即 

位 あり。 

甲 午 承應 三十  一：^ 八 せんそ 

乙 未 四月 廿ニ 改元 明應元 也。 

丙 申 明應 ニ正仆 二 即位 あり。 

治 九 年 

癸 卯 寬文三 四讣七 即位 あり 

治 廿 三 年 


丁 卯 貞享 1： 叫：^ 八 即位 あり 

冶 卄ニ年 

己 丑 寶永 ハ^ 1 せんそ 

庚 寅 同 七十 一 十 一 即位 

治 # 六 年 


蒼 

梧 

0 


櫻 


町 (ll.:.r.; ハ 竹」 


E  (百 十七 代〕 


上 

當 


皇 (fc 十八 代) 

子 


智 


桃 園 C 百 十九 代) 

英 仁 

今 (百 二十代) 


年 猇 


年 號 


年 號 


年 號 


元 文 

寬 保 

延 享 


五 

四 


寬 

寶 曆 


寶 曆 . 

舊 猇 

明 和 

安 永 


延 三 


乙 卯 享 保卄ト  一 一 i; 即位 

治 十 一 


丙 寅 延享三 九卄； 即位 

治 十五 


-三 

八 


壬 午 寶^. 


e- 和. 


- - ノ もが 

冶 九 


:i: 八 即位 

ムボ nv 


年 

年 


年猇 萬々 歲 


安永 八已亥 踐舴、 

亥 子年 を 此 帝の； 兀ギ とすべし < 

以往 萬 々億兆。 


追而可 レ改。 又 寶算、 女御、 


右 は i. ゃ號と 治世の 數を改 む るな り。 此外攝 關並將 軍 家の 曆名も 差 謬 あ- 

御諱 の三條 は不レ 及レ考 なり。 

| 朱書  . .， 

此考 可レ謂 レ得矣  貞  丈 

〇 宸殿與 --寢 殿-同訓^ 義之事 

宸 殿と 稱 する は、 即 紫宸殿に て 天子の 殿な り。 〔割 註〕 紫宸訓 じて 志 之以と 云。」 寢 殿と 一 K ふ は、 攝.！ 親 

王家、 淸華、 大臣 家 等の 正殿な り。 是各^ 殿の 名に して、 其 訓も亦 同き を 以て、 相 共に 名義 を 誤る 事區 

々也。 故に 今宸 殿と 寢 殿の 差^ を 引 註して、 其 稱訓を 分明なら しむるな り。 

二 四 九 
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  二 五 0 

宸 殿 

說文 曰。 宸屋宇 也。 队レ. ： 辰聲。 帝^ 曰 レ宸。 北辰 之宮 故^ レ {! ^レ辰 云々。 (少輔 韻 會)、 韻 府職宫 分 記 

云。 紫宸殿 者。 漢之前 殿。 周 之路寢 云々。 

籙海桀 曰。 紫？？ 色而； 4< 塡稱 u 紫微？ 豈 非-寓意 之 精-乎。 夫紫爲 a 色。 赤 與レ黑 相 合而成 也。 水火 相 交。 陰 

陽相感 而後 萬 物 以レ之 而爲レ 生。 是故爲 - 萬 物 之 主宰， 矣 云々。 • 

如レ ぉ紫宫 微妙の 所なる を 以て、 天子の 御 居 を 紫宸殿と 稱 するな り。 

寢 殿 

廣韻。 寢窒 也。 天子 所レ 居： 路 寢？ 正朝 也。 次 燕寢。 次 小寢。 又 寢廟禮 記 月 令 註。 凡廟。 前 曰 レ廟。 後 

曰 レ寢。 雨雅室 有 一一 東西 廂ー曰 レ廟。 無 曰 レ寢。 又 凡 居室 皆 曰 レ寢。 禮記庶 人 祭 一一 於寢？ 云々。 

以上の^ の 如く、 寢は 居^の 稱 にて、 路寢、 燕寢、 小寢と 次第に、 共 名義 を わかつ ことにて、 おのく 

居所 を 寢と云 ふなり。 古へ 鬼 一一： 條の 第の 搆へ ニ條の 南に あり。 件の^ の 寝殿、 朿 西に 各 對の 屋ぁリ 

て、 朿 西の 巾 門の 廊各 對に屬 す。 寢 殿と 對 との 間に 透 渡 殿 あり。 東西の 腋幷柬 の 對の西 面、 西の 對の 

朿面、 及 南面に 各階 あり 云々。 是を嫫 殿と 云 ふ。 法式 ありて 尋常の 殿と は 異なりと 或 記に 見へ たり。 

又 三 光院內 大臣 殿の 御 記に、 キ： 殿と も稱 せらる。 即寢 殿な り。 共 結構に 云 ふ。 主 殿 は 七 問 S 面。 (西 面 

通法假 候)、 面 七 間 之 中妻戶 ニ有レ 之。 共 次 之 妻戶。 平生 之 客人 之 通路 也。 其 通-於 廣緣？ 々 々の 西 面に 

又 妻戶。 是 公卿の 座の 入口 也。 公卿 痰 W 疊敷 也。 (或 1  パ疊 敷な り)。 此 問 有- 1 置物？ 硯 一面。 脇息 灯臺 

等 也。 公卿 II 妻 戶翠簾 は棬レ 之。 本、 H.: 殿の 間 有-帳 臺搆？ (南面)、 與-- 公卿 座-之^ 被 障子 二 問。 〔割 註〕 

巾央の 左右へ 路を く、」 客 は 入-座 之 末 障子 -謁 -- 主人？ 此對面 所 之 後 之 座敷 有-押 板？ 此外 問々 有レ 名 

不レ遑 レ記レ 之。 凡 主 殿 は 兩中問 (有 レ廊〕 車 寄、 (刖楝 也 y 對の屋 二、 〔割け〕^ を號 一 の對、 西を號 二の 

對、 主 殿の 北の方 來 西 行に 如- 翼， 作レ 之。 對と云 はキ： 殿に 對 する 義 なり。 武士^に 稱 奥屋& なり。 


堂上の 諸家 は 猇對^ となり。」 階^。 〔割 註 〕 大臣 * 有レ 之爲 レ^レ 巾-行幸-也"」 隨身所 殿ト" 攝！ 有- 此 

品？ 如-禁中-立： 給簡- 云々。 .... 

以上 寢 殿の 構 也 

嘉樹考 るに、 天 明年 IT  ^中 K 祿の 度に、 諸家の^ 殴 悉く 炎ト： す。 (嘉樹 ) 件囘祿 以前、 ニ條 wr 魔 司 

殴の 寢殿 を拜 見し、 又 近衛 殿の 寢殿を 庭 上より 窺 ひ^しに、 大凡 丼 やう 右の 文の 如くなる に 似たり。 

殊更 一 一條 殴の 結搆、 又 外に 拔群 まされる やうに こそ 覺へ たろ なり。 

右宸 殿と 寢 殿との こと は、 壶^ 氏の 官職 或 問に、 其荒增 あり。 且 柬三條 殿の 寢 殴の かまへ を 記せられ た 

る を 取て、 是を 補註す る ものな り。 

寬政ニ 年 十一月 五日  嘉  樹 

追 加 

つれ /^草に、 後德大 寺の 大臣の 寢 殿に、 鳶 のさ わがしと て繩を はられたり ける を、 西 行 は 見て、 葸の 

ゐ たらん 何 かはくる しかるべき、 此 殿の 御 心さば かりに こそと て、 其 後 は參ら ざり ける と 云々。 井蛙 

抄、 後德大 寺に 歌の 間と て、 寢 殿の 四 の 角み に 問 あり。 是後德 大寺左 府の西 行に 對 面の 所な りと 云々。 

右 所見の ま&、 寢 殿の 名 E を箏 したる 事なる を もて、 爱に 注し 加へ ぬるな り。 

癸^のと し しもふり 月の 五 曰  嘉  樹 

〇 令 條之害 新 古 之 差異 

蒼 律令の 書 は、 國 家政 耍の 大典に して、 令は禁 _1 於 未經- とて、 法令 を 制し 定て、 天下 贵賤 をして 阈 家の 法 

梧 則 を 守り 勤めし め、 律 は 冶， 1 於 已然- とて、 令 書の 法制 を 背き 犯せる もの あれば、 其 罪名 を分刖 して 刑 を 

隨 加、 罪 を 行の 書な り。 唐 書 刑法 志に 曰、 令 者 尊卑 貴賤 之^ 數。 國家之 制度 也。 律 者 其 有レ所 レ逮。 及 人 之 

S 爲レ 惡而入 一- 于罪 戾- 者。 一 斷以レ 律と 云 へ ね。 然れば 令 律の 二 n 曰 は、 國 家の 椹 要に し て、 政治の 管轄な 

  二  E 一 


  二 五 二 

蒼 り。 今や 共 二 害 共に 全 害亡滅 して、 天下の 問 法令の 舊典備 ふること あた はす。 是 全く 保 元 平 治に、 洛中 

格 鹿 を逐 ひ、 元隨、 文治に 逆浪 公家 を 漂流せ しむる に 及び、 剩へ、 承久の 一 炬、 帝位 を逯 土に 遷し 奉りし よ 

ほ り以來 、元 弘、^ 武に 至て、 天地 反-街す るの 大亂、 以來引 襲して、 明德 、塵 仁に 至て、 又々 天下 を 震動せ し 

0 むる の混亂 あり。 如レ斯 にして、 星霜 を 經る事 凡 二百 五十 有餘 年、 引て、 天 正、 文 祿 に 至る まで、 君臣 所在 

を 異にし、 文武 威權を 浮沈す るの 時 也。 令 律と もに 流行 散在して、 舊式 制度 名實 共に 廢亡 せり。 然れど 

も、 今 僅に^: する もの、 令 義解及 同き 集 解の 二 本 也。 各 並に 淺闕 ありて 全套 ならす と 云へ ども、 摘 其 ^1 

の 本意 也。 律 條も亦 悉く 散 敗して、 今 又 僅に 名 例、 職制、 賊盜、 衞禁之 叫 律 あり。 並に 三代 格の 式 も、 

共に 亡滅 して、 是亦 宇宙に 存 する もの、 類聚 三代 格の 殘本六 冊、 幸に 延喜 式の 全 S: 五十 冊而已 にして、 

弘仁、 貞觀、 延喜之 格及弘 仁、 貞觀之 式 悉く 湮滅せ り。 於 レ是今 世 嗜-- 法令-之 舉者。 以- -令義 解； 其 基と 

し^せ 考 るに、 雖レ 爲-- 殘闕？ 類聚 三代 格 及延喜 式の 全 套 なり。 然して、 於-一 令條- 有-二 義之 論？ 一  に 云、 

令荬解 は大赘 元年に 撰定 ある 所の 古 令な りと。 又 云、 養老 二 年 大寶令 を 改定 あるの 新 令な りと、 各 一決 

落着な し。 は 令 中 新 古 を 論す るに 至て、 疑し きの 文 問々 ありと 云へ ども、 天 長の 篛 解の 文に、 大寶、 養老 

の 間の 文た く、 往々 古 令 新 令の 名義 を 擧られ たる 許 なれば、，. 今更 義解を 以て も 論じが たし。 抑 令 書と 稱 

せられた る もの ゝ 起原 は、 IK 智 天皇 元年に 令 二十 ニ卷を 制せられて、 持統 天皇 三年に 至て 諸 司に 班ち 給 

へりと あり。 夫より 以前、 推 古 天皇の 御宇 厩戶 皇子 憲法 十七 條を 定ら る。 是 法令の 起原た りと 云へ ど 

も、 令と 稱す るの 名義な し。 然して、 文武 天皇 大寶 元年に、 始て 令と 律と 各 其 名義 を 立てられて 以來、 

其 令 を以新 令と S へり。 然れ ば、 義 解の 巾に、 古 令 新 令と ある は、 若く は、 天 智の令 を 古 令と して、 大 

寶の令 を 新 令と 云し も 知べ からす。 令の 名義、 大寶 に始て 設け 名 付ら れ たらん に は、 養老の 修袖 ある 令 

を 新 令と も 云べき なり。 今に 至て、 爱に疑 ありて 新 古の 名義 眞實を 得が たし。 然るに、 今^: する もの H< 

長に 義解を 加 へらる、 令と、 幷に集 解の 令 は、 全く 大寶 撰定の 令なる こと 揭焉 たり。 されば 古 令 新 令の 


名義 は 暫く 閣き、 今の 世 川ひ學 ぶ令義 解の 本文、 幷集 解の 木、 大寳 元年の 榥定 ある 最初の 令なる 事、 共 

義 分明な り。 謹て 考 るに、 件の 令條の 本文 は、 大寳の 令條の 害に して、 搁绻老 に 加 柿し、 又^せ ある 所 

の 修飾の 令條と 云べき ものな り。 共 義論壶 井 義智幷 羽 食在滿 等の 考 ある 筒 條と、 幷嘉樹 が 先 M 榊 原 惟長 

の考 書と、 共に 校合 拔萃 して、 今 新に 老邁の 嗣筆を 起す ものな り。 ^又 令條に 丹精 ある 人の 助 曾 あらん 

事 を 請 ふ ものな り。 

續 日本 紀。 慶雲ニ 年 2： 月 丙 寅。 勅。 依- 1宵員 令？ 大納言 W 人。 職 1  举旣 比- - 大臣？  {は 位 亦 超- - 諸 卿？ 朕 念レ之 

ft 重 事密。 充員 難 レ滿。 宜 T 廢 -1 省 二 員- 爲定 --兩 人？ 更置 U 屮納 S  二人？ 以補 * 大納 曾 不：^ 共 職な。 敷奏 

宣旨。 待 問 參議。 其 官位 料 祿准レ 令。 商量 施行。 太政官 議奏。 其 職 近-大納言？  ^^- > 機密？  {n 位 料祿。 

不レ 可-便 輕？ 請 其 位 擬-- 正 位 上官？  ^封 二百 戶。 資人 三十 人。 奏可 之。」 同書 曰。 二  庾寅。 詔 曰。 准 

レ令。 三位 以上 已 在-食 封 之 例？  M 位 以下 塞 有-位 祿之 物？ 又 叫 位 有-飛 蓋 之 貴？ 五. 位 無-冠 蓋 之 茁？ 不 

レ應 一. 一有 蔻 無蓋 同 在-位 祿之 例？ 故 叫 位宜レ 入- 1 食 封 之 限。 又案レ 令。 諸 王 諸臣位 封。 目-正 一位 三百 戶？ 差 

降 止 u 從 三位 一 百戶。 冠位 已高。 食 封 何 薄。 宜 ni 正 一 位 六 百戶。 差 降 止- 1 從叫位 八. IP? 又 制-七 條 准 

レ令。 諸 長上 宫遷 代。 皆 以= 六考， 爲レ 限。 餘色得 選。 &刖 加-二 一考？ 以- 十ニ考 -爲 --選 限？ 百官^ 選 之 限 太 

遠。 宜 T 色刖 減-一二 考？ 各定 * 選 限 2  (共； )、 准レ 令。 籍レ 蔭入レ 選。 雖レ 有-一 W 身 之條？ 未レ 聞- -預レ 選 之 式？ 

自今 以後。 取レ蔭 出身。 非レ 因- 1 貢擧及 刖勅處 分？ 幷不レ 在-, 常 選 之 限？ (共 二)、 准-^: 令？ 於 レ^ 雖レ 有-除 

名 之 人 六 狨之筏 聽レ敍 之 文？ 令 內未レ 載-除 目 之 罪限滿 以後 應レ敍 之 式？ せ レ議- 作 敍レ應 之條？  (^三)、 准 

赛 レ令。 京及畿 -2： 人身 輸レ 調。 (於- i 諸 國- 減レ 半)、 宜，. 人身 之 布， 輸 * 戶^ 之 調 W 乃 Mr 外 邦 之^? 以 優- -內 

0 國之 n? 輸レ調 之 式。 依- 一  戶之 丁？ 制 n 叫 等 之戶？ 輸レ調 多少 議 -> 作餘條 例？ (共 Z) 、准レ 令。 正 丁^ 役 収- 

ほ 庸布ニ 丈 六尺？ 當 欲.， 輕- -歲役 之庸？ 息 * 人お 之乏 W 幷宜 レ減レ 牛。 其 太宰所 部。 呰 免レ收 レ旃。 お 公作 之 役。 

不レ 足-一 g 力-者。 商量 作-安 穩條 例？ 永 ほ-一法 式？ (北ハ 五)、 准レ 令、 一位 以下 及 百姓 雜色 人练。 呰 取-一 戶 架- 

二 五 一ー1 


# 
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  二 五 四 

以 爲，， 義倉？ 是義倉 之 物。 給-養 窮民？ 預 爲-, 儲備？ 今 取，， 貧戶之 物？ 還 給- -乏家 之 人？ 於レ现 不安。 自今 以 

後。 取-中以上 戶之 粟？ 以爲- 一義 倉？ 必給 一一 窮乏 一 不レ得 一一 他 用？ 若 官人私 二 斗 以上？ 即曰 解宫。 隨レ贜 決 

罰。 (其 六)、 准レ 令>  五世 之 王。 雖レ 得-王 名？ 不レ 在- -皇親 之 限？ 今 五世 之 王。 雖レ 有-王 名？ 已絕- 皇親之 

藉？ 遂 入-諸 臣之 例？ 願- > 念 親 親 之 恩？ 不レ 勝- 絕藉之 痛？ 自今 以後。 五世 之 王 在 皇親之 限？ 丼 承 嫡者相 

承爲レ 王。 自 餘如レ 令。 (其 七)、 以上の 文を按 する に、 令 義解を 注す るの 令條、 職員 令に 大納言 叫 人 あり 

て、 中納言 の官 なく、 宫位令 正 叫 位の 條に 中納 言な し。 〔割 註〕 今の 印本の 令、 從 三位の 條に 中納赏 を 加 

入れた る は 本より、 後人の 所爲 にして、 古本 幷集解 等に なし。 況ゃ 中納言 を從 三位に 定められ たる は、 

養老より 後の ことにして、 天平 寶字五 年の 定 なり。」 

田 令。 凡畿內 置- 官田？ 大和 攝津各 三十 町。 河內 山背 各卄 町。 大田横 田 各 三十^。 河 田 山 田各卄 町。 毎 

二 村 配-一 牛 一頭-云々 と あり。 績 日本 紀、 靈 §1 年 三月 癸 卯。 割- 一 河 內國和 泉 日根兩 郡-令 レ 供-珍 努官？ 同 

W 月 E->J。 割-一大 鳥 和 泉 目极三 郡？ 始 置-一 和 £ 水監， と あり。 靈齙ニ は 養老 元より 一 年 前な り。 祿 令に、 中 

納 13: の 食 封の ことなく、 軍 防 令に 中納 言の 資人を 載せす。 又祿 令に、 叫 位に 食 封な く、 位祿の 列に 有 

り。 幷に 三位 以上の 食 封 を-おめ、 正 一 位 三百 戶差 降して 從 三位 一 百 戸と あり。 〔割 註〕 慶ぎに は加增 して 

正 一位 六 百戶に 起り て 叫 位 八十 戶 までに 定 あり。」 選敍令 長上 以下の 選 代の こと、 六考を 加て 十二 考を以 

選の 限と 見 ゆる こと、 又 賦役 令に、 京 畿內の 人 自輸レ 調の 定めた る こと、 幷正 丁の 庸布歳 役 二 丈 六尺と 

ある こと、 賦役 令に、 義 倉の 粟 一位 以下 及 百姓 雜 fe 人等戶 別に 是を 取る こと、 慶雲 ni 甲戶に 止る こと、 

〔割 註〕 不 省贫戶 のこと 也、」 褴嗣 令に、 五世の 王不レ 在-一 皇 親-の 限 事 等、 顯 然として、 大寶の 令 文な り。 

養老の 新 令なる ベく は、 慶 雲の 定改ら る、 條々 何 ぞ是に 載せざる べき。 此 條大寶 以後 養老 元年までの 例 

に 改め 易 へられた る こと 若干 餘 あれ ども、 其 改易の 式 は、 今の 令に 見へ す。 是等を 以て 大寶の 令た る こ 

と を 知るべし。 


肇隨梧 蒼 


右文 中の 數條 は、 慶雲ニ 年、 同 三年に 大寳の 令 條の定 を 改めら るべき 詔 なれば、 今 義解を 加 へられた る 

の 令、 養老の 新 令なる ベく は、 悉く 件の 改易の 文に 改め 定め あるべし。 大寶 の令條 なる 故、 右^. 雲の 制 

定は 載せられざる 也。 然して、 養老 三^に 淡 海 公の 選せられ たると 云 は、 去る 大寶の 選お ある 令 を 刊修 

あるな り。 故に 天平 勝 寶九年 五月に 至て 勅す らく、 去る 養老 年中 朕 外 祖太政 大臣 奉 レ勅刊 -1徕 令 一と あり。 

又 同年 十一 一月 壬 午に、 大和 宿 禰長岡 等 五 人 養老 一 一年 修- 1捸 令 功田 一と 云る 官奏 あり。 是各刊 修と云 ひ、 修と 

あれば 大寶の 令 を 制定 ある ことにて、 新選の 令に 非る こと m なり。 故に 天 長 三年 十月^ = の 太 政官符 に 

も、 大寶に 令 を 制せられ、 養老に は 令 を刊修 すとの 文 を^ かてり。 因て 今の 令、 大齊 のま i にて 改易せ 

す、 養老に 條を 刪れ る もの あり。 選敍 の法是 なり。 桀解を 以て 明むべし。 字 を 刪れ る もの あり。 賦役 令 

に、 貢獻 物の 條の朝 集 使の 三 字 あり。 篛 解に 其 事 あらす。 凡 又條を 加へ たる こと あり。 選敍 令の 除名 限 

滿應 敍の餘 なり。 鑌 日本 紀 にて 是を 明むべし。 字 を 加へ たる もの あり。 戶 令に、 新附戶 の條、 石 城石脊 

の 如 字な り。 同紀に 明な り。 又 名目 を 改めた る もの あり。 官員令 を 職員 令と せる 是 なり。 按 B 本 紀及格 

文に て是を 明むべし。 次序 を替 たる もの あり。 職員 令の 鏠部 司の 縫 女 部 a 丁の 丁に あり。 ^解に^ 謂 あ 

り。 以上の 如く 名 を 改め、 字 を 刪り、 字を增 し、 條を 省て、 條 を加增 したる ことのみ なれば、 ^刪. だた 

る AJ と 又 何 を か 論ぜん や。 

今の 令 を 養老の 令と 名 付る は、 其 もとは 弘仁格の 序より 出た る ことにて、 拾 芥抄の 上の 末の 卷 に；^ へた 

り。 然して、 丼 序文の 中に も、 一 所に は 養老 一 一年 不比等 奉 レ勅更 撰-律令， と 云 ひ、 一 所に は 天平 勝資の 

勅 を 引て、 養老 年中 刊- 一律 令-と 狨 たれば、 此序 者の 更撰 すと 云へ る は、 刊修を 指て 更撰 すと 云へ る こと 

見へ たり。 是を 以て、 養老 新選との 證と はなし 難き ものな り。 況ゃ此 序に 疑し き 文 も あれば、 .辆更 のこ 

となり。 〔割 註〕 疑し き 文の こと は 枝葉 なれば 爱に 省く、 別に 考へ あり。」 又 拾 芥抄は 近佌の 書に て、 S 

尤 多き 書に て、 其 本、 弘仁格の 序より 書た ると 見 ゆれば、 是亦 論す るに 及ばす。 

I  二 五 五 
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  二 五六 

又 令卷數 のこと、 世に 云 大寶令 は 十一 卷、 養老 令 は十卷 と、 今の 令、 養老 令なる 故 十卷と 云る 事 は、 右の 

弘仁格の 序に、、 大資 元年 不比 等奉レ 勅撰 レ律 六卷。 令 十 ー卷。 弘仁 元年に 又、 同大 臣奉レ 勅撰-律令-各 爲- 

十卷？ 又 天 長 三 ^十月 五 曰 太 政 官符。 藤 原 太 政 大ほ奉 レ勅制 -1 令 十一 卷律 六卷， と ありて、 又 養老^ 中、 

同 太 政 大臣 奉 勅刊修 律令 各 爲-- 十 卷-と 見へ たるに 依て なり。 在滿考 云、 天 長官 符の 養老 徕 令の 事 は、 m 

代 格 一本に、 刊- 一修 律令-合 爲 -1 十 卷-と あり。 是 律と 令と 合て 十 卷と云 事に て、 令ば かり 十 卷と云 ふに は 

非す。 其 各爲- 一十 卷-と ある 本 は 傳寫の 誤な り。 何と なれば、 令 は 大寶に 十 一 卷 なれば、 刊て十 卷と云 ふ 

も尤 なり。 律 は大寶 に六卷 なれば、 刊 て は五卷 以下なる べし。 刊 て十卷 と加增 する こと は あ るべ から 

す。 加增 せば^る と 云べ からす。 唐 律 牌 令 は、 國 律より 繁蕪 にして 卷帙尤 多し。 〔割 註〕^ 掙 ばかり あ 

り、 唐 令 は 今の 世 かって 共書絕 てな けれども、 今 六 典 を 以て 是を考 るな り。」 大寶に 律令 を 撰 せらる X 

や、 專ら 唐の 律令に 據れ るが 故に、 共義繁 蕪なる の 間、 養老に 之 を 刊れる こと X 兌へ たり。 如何 ぞ、 大 

寶 の^: 令 合せて 十七 卷 なる を、 養老に 刊れ ろと して、 却て 律令 二十 卷 となる のこと あらん や。 且 -大 長 令 

義解 序に、 分て 爲- 二十 卷-名 En 令 g; 解， と あり。 養老より 令十卷 なる 物なら ば、 何 ぞ^ 解 を 作れる 時 令 

爲， 一 一 十卷， とい はん。 是篛解 を 加 へて 張 散の 增せ るに 依て、 初て 分て 卜卷と する こ と 叫な り。 しかれ 

ば、 今の 令の 十卷 なる は、 篛解を 加へ たるよりの 卷數 にして、 養老よりの 十 卷には あらす。 右 弘仁格の 

序に、 各爲 -1 十 卷-と ある も あやまりな るか。 または 彼の 序のう たが はしく K ならざる かなるべし。 讀者 

熟 察すべし。 穴贤。 

右^^の 大意、 大齊、 養老の 新 古の 差 训 のこと、 先帝 源 惟長 (榊 原 如朴) 氏の^ 井、 羽お 等の 說に 折衷し 

て、 令 翁 解 を聞兑 する の 一 冊 あり。 共 巾に 件々 の 事を^ 紐して 维 しおける を、 今 愚老共 頭 紡に 鎚て、 綾 

日 木 紀の條 々を 拔萃 し、 且釋 する に 私説 を 交へ て、 ^繁く 文 長き に 及べり。 穴 賢。 

^微考 は、 喾 して 以て 講會遣 忘の 副： W なれば、 努々 他 眼に 入る こと を禁 するな り。 ぼ.. 臼。 


寬政ニ 年 十月 二日 夜燈 下草 稿す  ^  樹 

右一 冊、 激に うつし 筆す。 後； n に淸 書して、 一 二の 同志 會言 すべき ものな り。 

〇 前 令と 云 文^ 解に ある 條 

公式 令 詔書 式 終 文 三 を、 義解謂 大少丞 並 在 者。 亦 以レ次 注 --宣 奉行？ 爲レ 准- -少輔 以上-故 也。 前 令。 云- -少 

輔不レ 在 者。 丞 a 在 者 准 P 此 C 今改 云- 餘官見 在 者？ 故知 錄亦得 也。 

同 下 式 勅。 某國司 官位 姓名 等。 義解 云。 謂國司 非- 一 人？ 故云レ 等ト。 共 前 令 ^有-勅 符式？ 此令旣 除。 

〇 直會之 事幷 をく まの 訓 

或 人 云、 伊勢 祌宫 に直會 殿と 云 ありて、 御祌 供の 御釵を 頂戴せ しむる こと あり。 然して、 直會の 字義、 

和訓 共に 詳 ならす と、 就て 考 るに、 祌宫 のみなら す、 阈史、 舊記 等往々 直 會の文 あり。 所^ 抟統： 大皇 御 

紀。 元年 八月 丙 巾。 嘗， ー于 殯宮， 云々。 績 B 本紀 曰。 今敕 文。 今日 方 大新嘗 乃 猶^ 比 巧， 行 にと 在 

云々。 鑌 日本 後紀睽 事卑御 直相幄 云々。 延喜大 膳 式、 新 #祌 態 a 相 給食 叫 十七 人、 〔^註〕 一  人 進 

巳 下 諸 衞府舍 人已上 四十 六 人、」 又 造酒 式、 新甞會 直 相 n 雜器 云々。 延喜 儀式 曰、 更せ 云、 今 H 波 大^: 乃 

K 會乃豐 聞 召：：； 爾在 云々。 名目 抄直 會。 又 下舉集 直禮。 內宫 儀式に は 奈保良 比と 害く。 外せ^ 式に は 直 

會と 書來れ り。 如レ此 古へ より 文 ギには K 禮、 直會、 直 相と窨 き、 共訓 はな ほらい、 义 な. ふら ひ、 乂な 

ふ あいな ど樣々 ありて、 文 宇と 訓篛と 異同 區々 也と 云へ とも、 其^ は 各祌佻 を御缠 奉る ことなり。 去れ 

蒼 ば、 祌祇に 御 饗する をば 古^ 甞奉 ると いふ。 大^ 祭、 新甞會 祭 を はじめ 祌^ 祭せ、 H 木紀の 袢^と 云 

梧 も、 又 共 篛问 じ。 是を釋 H 本 紀に考 るに、 共祕訓 にな めら ひ 奉る と訓 あり。 又 新^ は 新穀 K に 熟 乃筏饗 

隨 ^也と 云 ひて、 なめら ひ はなめ あ ひの 轉訓 なる 事 を 知べ し。 其な め あ ひは^ 饗 にて、 H とヒ とば 迪昔な 

れば、 即 なめ あ ひとなる なり。 又獍 S 悉^の めの 轉音 にて、 會又 相と もに 饗の轉 音なる 借 字な リ。 〈ム事 
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  二 五八 

蒼 极原 抄祌今 食の 條に 曰、 祌朥を 供 せらる \ 俵 あ^。  .15 黑の 御酒まい りて、 本槲 にて そ、 ぐ、 な ふ あ ひの 

梧 御飯と きまい り ぬれば、 せ " 主 祝 中す 云々。 〔割 註〕 建 武^. 中 行事 も 又 同じ、」 且 前に 云へ る延喜 大膳式 は、 

隨 直 相と 書て 假名 はな ふら ひと あり。 造酒 式に はかな 無。 傍 例を以 勘る に、 鎌 食の 地名 ォ 糊と 云听 あ-り。 

0 柬 鏡に は、 甘繩 をた まな はと かな あり。 北 條九代 記に は、 玉 繩の城 を 甘 繩と喾 て 假 名 はた； ま 一 なわと あ 

り。 〔割 註〕 此訓の 異同の こと 鎌 倉 志に あり。」 和書 多くお 通 昔 をと りて 假名 書の^ 字 あり。 即ち 此 S 會の 

事 も、 文字 を 以て は 其 字義に 合す。 さらばと て、 和訓に 依ても 其訓 わからす。 爱を 以て 阈史を 探り、 舊 

記を撿 出して、 其 轉 音を牽 合し、 假名 書なる 借 字 を も 畢竟して、 朦々 として 愚意 を 注す るな り。 獍又祌 

^J>^_I の 書記と 和訓の 義に委 き 人の 考を俟 のみ。 穴 賢。 

〇 追 加 

事の 序に 筆す。 今 禁中 內侍 所より 御供 米 を 申^して 頂戴す る こと あり。 多く は^ 越の 夜、 贵賤 となく 御 

所へ 參 りて、 拜 戴して 越年 を 祝す。 是 を民庶 の； W 紫に をく ま を 戴く と 云 ひ 習せ り。 今 件の なを あい、 な 

ふら ひに 依て 思に、 をく ま は 御^ 米なる べし。 是ゃ闕 古の 轉語 なり。 尋常に 云、 勘 解. E 小^ を かでの 小 

路と云 ひ、 烏 丸 をから すま、 來の洞 院を柬 のとい、 勸修寺 をく はんしゅ しと 云 ふ。 共に 闕古 なり。 億 ひ 

考ふ べし。 

寬政七 年 六月 五日 漫に 筆す 

〇 高 家名 目 之 事 

鹿 苑院殿 記を考 るに、 應永 元年 十二月 十七 日、 義滿公 御 嫡男 篛持 朝臣 九 歳に て敍^ あり。 勅使 將^ の 御 

亭に參 问 ありて、 從： A 位下 左 馬頭の 任 叙の 亊を逹 せらる。 義滿公 件の 補任 ど拜兑 ありて、 以の 外に K 立 

ありて 中 さる は、 我旣に ik 下の 武將 たる こと 三代に して、 n 一公の 位に 居る こと も 三世な り。 ぞ。 然る 

に、 今度の 柿 任の やう、 淸華 以下と 等しき 事、 以ての外の 事な り。 夫 當家は 皇孫と して 1K 下の 臺を W た 
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る 事不レ 遠。 都て 人臣の 中、 先祖- rK 子の 皇 より 出た る を 以て、 公家に は是 を锐 王家と 云、 武^に は是を 

髙 家と 云。 假 令ば 子孫 wii に 下る と 云へ ども、 當官の 大名と 同位に 鱧義を 行 ふ。 當 家入臣 に. 卜る といへ 

ども 皇孫な り。 攝家淸 華の 輩、 當 ft 高 {n たりと 云へ ども、 先祖より 臣ドの 家な り。 故に 公家 は 其 家々 の 

古例に 依て 昇進 極 あり。 武家の 高 家 は 皇孫た る を 以て 太 政 大臣 正 一位に 羿る とても 子細な し。 たと へば 

皇統の 斷絕に 及ばん とする 時 は、 IK 下の 人 誰 人 を 以て 當 今の 主と せんや。 假 令お il に 下る と 云へ ども、 

皇孫の 人 を尋て 主上と すべし。 何ぞ代 々先祖より 人臣た る 家 を 取 立ん や。 是我國 祌國の IK 竺宸旦 に 勝た 

る 一 の 奇妙な りと 申された る こと あり。 依て 思 ふに、 百寮訓 耍抄に 云、 祌祇伯 は^ 勢 大祌. K 以下の 神 事 

祭禮を つかさどる。 昔 は 高 家の人々 是に 任す。 中古 以来 は 王 氏 とても 姓 も 給らぬ 伯が 黨任 する 也と 云 

爱に高 家の人々 と 云 ふ は、 家系 貴き 人々 と 云 ことなり。 職 ^抄 に、 昔 は 諸氏 泥 住すと あると 同じ。 

右の 文 を 以て 比 量す るに、 當 代に 高 家と 稱 せられて、 其 身 は 武家の 御 旗本たり といへ ども、 勤 役し 給 所 

は 常に 公家 御 往来の 事に 預 りて、 恒例の 御嘉 儀に は 御 使節と して" 京 上 あり。 又 臨時の 御. f:M 凶に も、 同 く 

京 上の 事 あるな り。 然して、 至極の 御 重 事に は、 御 家 門 御 譜代の 大名 方 を 御 使節と して 上京せ しめ 給 ふ 

こと も ありと 云へ ども、 其 御 副使、 並に 西丸亞 相よりの 御 使節 をば、 必高 家の 方 を 上京せ しめ 給 ふな 

り。 其 餘は勢 州への 御代 拜、 又は 日光 山、 久能山 等 を 始め、 祌廟 等への 御代 拜は、 各 高 家 を 役した まふ 

事な り。 故に 官位の 昇進 は、 尋常の 大名より は 著く 次第 速に して、 正 W 位に 叙し 中 少將を 以て 先途と し 

たま ひて、 御 家門の 腠々 また 國 持の 大名と 尤を なじ 趣きな り。 故に 高 家と 稱 せらる \ 家 々は、 一世 有功 

の 族に は あら. f して、 祖先の 家系 を 撰 まれ、 又は 當代 新に 公卿の 家より 分脈 ある 人々 を 以てな I 家と おめ 

給 ふなり。 其 義 全く 義滿 公の 一 W 葉に 符合す る もの か。 (嘉樹 ) 家系 幷に姓 屬 の 事に 不覺^ な り と 云へ ど 

も、 大凡に 人々 談話、 又は 古き を考 へて、 其 家々 の 事 を 今 推し 注す る 事 左の 如し。 
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公家 分脈の 家々 は 

六  in: 烏 丸 家な り 

屮  條 樋り 冢なり 

前 出 押 小路な り、 高 辻 家な. 

長  0 外 山.： ¥ なり 

足 利^ 分脈の ^井新 W 源氏の 家.^ 
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平- 2： 府^ 長 公の 分脈 家々 は 

織 m  i 統 

新羅 源氏 (甲 陽) 

M  田 

大凡 右の 家々 の 家乘 なるべし。 猶共 家々 に たづね て 分脈 を 注し 改む べし。 (嘉樹 ) 密に按 する に、 公家 

より 分れた る 家々 の屮 にても、 其 本家に 又 甲乙 あるべし。 たと へば、 家系に よりて 六 位より 立て 公卿 ま 

でに 至り 給 ふ も あり。 乂は新 家と して 公家の 家 を 立てら る K も ありと いへ ども、 各 共に 先途 公卿に 昇リ 

玉へば、 强て 劣れり とも 謂 ひがたき もの か。 是 等の 事 は 愚意の 及びが たきもの なり。 ^系譜の 道理 知お 

たらん 人尋 1 ^むべ し。 


天^ 八^ 八月 九日 假 初に 記す  大判 事嘉樹 

〇大 角、 小 角 事 

大 角 和訓 波 紐 乃 布. 江。  小 角 和訓 久太能 布. 江。 

軍 防 令 曰。 凡 軍團。 各 置-鼓 二 面。 大角ニ 口。 小 角 sin?  ？ i-l 川 兵士？ 〔割 註〕 謂 鼓 角通 用 也。」 分 番敎習 云 

々。 喪 葬 令 曰。 凡 親王 一 品。 方 相 轜車各 一 具。 鼓  一 而。 大角五 十 口。 小 角 一 百 口。 幡 Z 百 竿 云. ^。〔割 

註〕 以下 以上の 品々 の 用度 甲乙 多寡な り。 略して 不 レ記レ 之な り。」 

大角、 小 角の 制 器、 今詳 ならす。 類聚 和名 抄を考 るに、 角 銥名苑 曰。 角 本 出 胡 中 成。 或 云 出-, 吳 越- 以，， 象 

龍吟- 也。 楊 氏 漢語 抄曰。 大角 (波 良 乃 布、 江)、 小 角 (久太 能 布； d)、 云々。 白 石の 軍器 考 S1 に、 大角、 小 角 

共に 圖 あり。 〔割 註〕 印本 の 圖式 に 不レ見 古寫本 にあり。」 乃 左 に 寫す 。 


東涯 (伊 脇 氏 長 胤) 曰、 ^禮樂 志 曰。 -; ハ軍各 鼓 十二。 鉦 一。 大角 N 角、 手吹大 

角 一 通。 然して、 宇彙 曰。 大角。 軍器 羌胡吹 レ之以 驚-一中 國之 馬， と あり。 按 

に、 (東涯 の 案な り)。 角 本 起-於 胡？ 後 中 國專用 レ之以 爲-- 戈 器？ 有-鼓 角 之 


名？ 本朝 も 前世 亦 驚-其 用？ 軍 防 喪 葬^ 有- -大角 小 角 之 名？ 今 廢久矣 と 云へ り。 〔割 註〕 名物 六帖 器財の 旌 

旗の 部に あり。」 武備 耍略、 日本 兵制 同 一 號召 也。 中國以 金 鼓-彼 則 以-, 哮囉- (陣 具な り)、 一 人吹レ 之。 

衆人 響應。 吹大则 衆兵頓 合。 吹 小 則 衆兵頓 列。 分 合 布 散如レ 應-, 呼吸？ 又 武備 耍略 曰、 日本 兵制 所謂 吹- 

海 螺-爲 レ號者 也と あり。 海 蝶 は 今 云 ほらの 貝な り。 又 初 文に ^囉 と 云 も、 亦 海 蝶な り。 今 海 蝶の 名 を ほ 

蒼 ら 貝と 云 は、 全く 上古の 大角を 波 良 乃 布. y と 云し に據 て、 ほらと 名し なるべし。 又 哮囉と ある は、 ほら 

梧 の 音を以 假名 書せ しなり。 勿論 ほら はら、 パはボ の 通 音な り。 右圖 する 所の 正 偽は詳 ならす と 云へ ど 

隨 も、 形容 を 以て 考れ ば、 波 良と 云 ふは哼 囉の轉 音に て 洞の 義 なり。 〔割 註〕 古事記に 中 は ほら 也と 云し 

も、 草 中 は 洞 ありとの 和訓な り。 考へ 合すべし。」 又 小 角 を 久太能 布， 江と 云し も、 竹筒 を 以て 制し 吹く も 

1  一. 1ハ 1 


  二 六 二 

蒼 の ゆへ に、 管の W の篛 なるべし。 今 軍器に 海螺と 竹筒 を 用る も、 前世の 大角、 小 角の 遺 意なる べきに や * 

0 猶考 勘の 不測 あらん こと を 意 ふ 而已。 

^ 又 事物 紀原 を考 るに、 角 本 出- -羌 胡？ 一  云。 出-於 越？ 黄 帝內傳 云。 玄 母詣レ 帝制-角 二十 四？ 以警- 象 像？ 

0 禮義纂 曰、 蚩尤師 魑魅 與-- 黄 帝- 戰。 帝命 吹 レ角龍 鳴 以禦レ 之。 蓋 角 肇-黄 帝 氏-也。 谷 儉角賦 曰、 夫 角 蓋 

會- > 群臣 於 泰山？ 作- 淸角之 音- 號-- 令 之？ 限度 也。 軍 中 置 レ之以 司- 昏曉- 故 爲-- 軍器-也。 

右大 角、 小 角 之 事、 前世 軍器 並 喪 儀之條 々名義 ありと い へど も、 後世 廢 散して 共 形 狀事實 共に 愚意の 及 ざ 

る ものな り。 今眞 僞雖レ 無-差^- 書し 圖 して 共に 後見の 蒽助を 得ん こと を 欲するな り。 穴 賢。 胡 亂の最 

1 なるべし。 後見の 明 識を願 ふが 故に、 不レ祕 不レ耻 して 及-外見-な リ。 

寬政 十二 年 十月 八日 夜  老邁の 田 失 


^^恣 栂 


で f お 0 附 4  ^^XJD  ^  ^ ^vu 

^€乂  ^^>^sf^ij\^l{^^ 


P83rp3al3np- 噌 嘣" j.^B3"  .  ^,.21 
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IB 筆 窓 梅 


梅 窓 筆 記 序 

梅 窓 筆^。 吾 友梅宮 祠官。 香 菓橘君 所 著 也。 君 好古 嗜舉。 最精 本邦 典故。 ト； 自 正史。 

下 至 稗 志 猥說。 無 不通 曉。 於是 朝廷 儀 適。 民 問 瑣務。 荀有所 疑。 刖 公卿 大夫。 聘价而 

問焉。 農工 商 賈。 執贄 而聽 焉。 君隨問 大小。 答 之 如 響" 君 之 答 問 也。 必 取徵于 古。 整. 

* 乎 有 レ據焉 。未 嘗虚 莾辨而 滅裂 斷也。 今斯編 也。 即其 所以 答 問 者。 手 自修 定。 以具 

後 案- 焉。 君 在日。 嘗徵余 弁 言。 余 也懶。 唯而不 *。 今玆 六月。 君已 溘焉。 頃日 喾肆急 

謀 上梓。 以君遣 命。 責余 一 言。 義 不可 辭。 因綴數 語。 以 擬挂劎 云。 昔 在垂仁 帝。 命 田 

道 問 守。 遣 常世 國。 朮非時 香菓。 艱辛十 年。 僙璲而 還。 則帝旣 崩矣。 哭泣 悲哀。 遂向 

陵墓 而死。 今 也 序 成。 而君 不在 矣。 余 於香菓 一 一字。 不能 無感。 

文化 乙 丑 冬 十月  平安 丘 思純識 
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灸治 ノ 暇 

手 莒ノ蓋 一一 菓子 ヲ盛ル コ ト 

二 星 ノ影ヲ タラ ヒ 一一 ゥッス コト 

平 胡 籙ノ差 樣幷丸 緖ノ付 様 

ほの ぐと 明 石の 浦 云々 歌 作者 ノ  n ト 

ra: 拜 拍手 

平家 ヲ語ル 濫觴 


點 、じ 

PI  HT 

賀ノ杖 

百種ノ 供物 

怠 狀 

ほとけよ し 

御 修法 ノ曼 多羅 

善 光寺 如 來ノ文 «1 
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突 鼻  元 < 
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弒  元 八 
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男女 ノ直 衣幷 女房. 上 レ髮ノ コ ト  元 11 
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鎌 食 右 府眞影  ：： 九 3 
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學 ハ 我家 ノ モノ ト思フ ベ カラ ザ ルコト 二 九 六 

扇 チ ヒ a. ゲテ 送ル事  元 六 

大 黑  元 六 

戯 -ーモ 大臣 名ヲ忌 嫌フべ キコト  一一な 

.くぢ ら とる トヨ メル 歌 ノコ ト  二 ルセ 

读 樂  元 八 

檜 扇橫目 正目 幷杉^ 目 扇  一； 九 八 

二 六 九 
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婚禮聱 取 一一 横 EI 扇 ヲ忌事 

鬚ヲ ソル 事 

會 B 

社 人、 幼年 一一 テ； 兀服ノ 事 

樂譜ノ 唱歌 

蹴鞠ノ 時、 倂^: ヲ ハ カザル コト 

宅替ノ 時、 賀 茂へ^ 參ノ事 

吸 物 

產屋 借地 ノ文 

有 ffi 御ぬ 治 

御殿 ノ弘廂 

銀柳莒 

十三 囘忌 

日本 昆在 書目 錄 

御 8. 柵 

御 家 樣ト云 コ ト幷 勅筆 g 額ノ コ ト 

服屮 一一 祌猇ヲ 書^ 

白 川、 吉田； S 家 ノ祌道 

W 上 允 十八 條 


二 七 〇 

二お 不知 姓 

元 九  女ハ 酒ヲ不 レ飮ト 云コト 

二 化 三十 六、 歌仙 ヲ拜殿 一一 揭ル事 

一お 0  長 袖 

一一 一 00  祌樂ノ モロ ウタ 

S 末 額 

一一 10 一  六 町 町 

0  腰 抱 

S 白 禿藥 

1  一一 0 一一 一 榊 ヲ祌體 トス ル事 

一一 5111  淨衣ノ 色目 

S  慶 滋 

S 山 科、 高 倉 兩家ノ 衣紋 

won  東 屋 

一一 10S  夭 祌七代 ノ祌號 

一一 101  カセ杖 

S  色紙 形 一 一 名ヲ 力、 ザ ルコト 

一一 M  謠曲 一一 禁句 ヲ ウタ ヒ替 ルコト 


SG 筆窓榔 


梅 窓 筆 記 卷之 一 

に 橘 梅 窓 著.^ 

〇祌 樂ノ： ^火 ノ歌ノ 末句ヲ ウタ ハズ。 祌 樂ノ譜 一一 モ來句 一一 ハ 曲 ナシ。 所^ ハ シ レネ ドモ、 古今 著 開％ 六 

(管 絃歌 舞 部) 云、 鳥 羽院、 八幡に 御幸 有て 御； t 樂行 はれけ るに、 (屮 略) 備後前 H 率铍朝 HT 庭 火の 

本 歌 をと なへ ける に、 秦 缭弘、 人 長に て、 もろ 歌 を 仰す とて、 外 山なる うた ふ 時、 お ほせる にも 末 句 

をうた はで、 季兼 朝臣 しりぞき ける。 其 說を しらぬ こそと 世人い ひけり。 榊の ふりに、 末 句 をうた は 

ざる は故實 にて 侍と なん。 (下略) ト ァ レバ、 末句ヲ ウタ ハ ザルモ フル キコト ナリ。 

〇 長 秋 記、 大治五 年 九月 五日。 (取 ：§fO 琴柱 暴 薄 様狹レ 綏而臨 期。 博 睦 召- 資 信-返-給 琴， 仰 云。 立 柱 W レ進 

也。 ト ァリ。 石山 寺緣起 一一 、 柱ヲ暴 タル 繪ァ リ。 其阖、 卷末 -I でリ。 

〇. 江.^ 第、 內弁絀 記ノ耮 綿ヲ、 ック a ヒヮ タト ハ訓べ カラ ズ。 ムシ リヮ タト ョム べシ。 

0 同條- 一、 殺禮ト 云ハ、 爲べ キ禮ヲ 略テセ ヌヲ云 ナリ。 禮ヲ殺 ト云コ 、 a ナリ。 故 一一 サイ レイト ョムべ 

シ。 サッ トイへ バ、 コ ロス 一一 テ 義タガ へ リ。 左經 記萬壽 三^ 叫月ー 一日。 (取 要) 奏- 一宜 命^ 參等 • 之 時。 

外 記 內記等 上卿雖 レ過レ 前。 磬 折不レ 居。 又 叙位 除 n 時。 取- 莒文 _ 之 外 記 又不レ 居。 准- 此等 俵， 小 レ^レ 居 

歟者。 仍不レ 居 也。 仰 云。 彼 文^ 參レ奏 之 ST  〔割 註〕 祭禮ハ 不レぉ 歟」。 ト ァリ。 殺 禮ノ攸 借-、 祭^ ト 

カケリ o 

〇 同條、 表 衣， 襴放 レ紐ト アル ハ、 古今 六帖 歌-一、 

草枕 結ぶ とせし によ ひ/ \ はとけ ざり き や は 下の 入 紐 

二 七 1 


IE 筆 窓 梅 


I   二 七 二 

ト アル 下紐 ノ コト ナリ。 入 紐 トハ、 今 ノ表衣 狩 衣 ナド頸 紙-一着 タル 男、 蜻蛉 女 蜻蛉 ノコ トヲ入 紐ト云 

ナリ。 同心 結 トモ 云べ シ。 入 紐ノ斕 一一 着 タル ヲ、 下.' 入紐ト 云。 當時ノ 表 衣 一一 ハナ ケレ ドモ、 昔ハァ 

ル べシ。 南都^ 大寺 若宮 八幡^ 所 藏舞樂 ノ新秣 褐 ノ袍 -1、 下 ノ入絲 ァリ。 其 n、 卷足 一一 ァリ。 

〇. 江 次第 云。 元日 拜- 天顔-物 吉ト 云ヒ、 又 執 知 耳條、 物吉女 〔割 註〕 板 本-一物 吿ト アル ハ誤ナ リ。」 ト 云物吉 

ハ、 最吉 ノ假借 ナリ。 玉 海、 文治 六 年 正月 十 一 日-^ 內御衾 事。 (中略〕 及レ晚 持來。 使左衞 I： 督 置-一 帳 

中？ 件人殊 夫： ^之 口。 最吉之 故 也。 ト アル-一 テ 知べ シ。  . 

〇 禁祕 御抄、 0 一問 條 ：} 懸 -1 御本尊-寄-隙 子-也。 ト 點ゼル ハ ァ シ シ。 懸-ー 御本尊 寄 障子 _也 トヨ ムべ シ。 左 

近 ノ陣ノ 西 內衙鬥 一一 モ寄 障子 ァリ。 寄 障子 ト云 モノ ヲ立 テ、 ソノ寄 障子-一 御本尊 ヲ懸ル トーぶ ナリ。 二 

叫 ヲ夜居 僧 ノ候所 トセ シ ハ 後ノ コ ト 一一 テ、 元 ハ 屮宫ノ 上 御局ナ リ。 河海抄 一一 ミ H タリ。 

〇 今時 モ節會 一一 預ル 人ハ、 裝束ヲ 刷 コトナ レド、 昔ハ節 會袍ト テア リト ミエ テ、 古今 著閒^ 第三、 (政 

道) 昔 は 人の 裝朿 も、 なへ くと して ぞ有 ける。 齋 院大納 In の 消息に、 先代の 時、 節會 袍借献 など か 

i れ たんなる は、 節 會の袍 とて、 ほの-^ と有物の人にかすなどか有けるとぞ。 ト ァリ。 

〇 笏 -I 一位 ノ木 ヲ用ル コト、 八 雲 御抄、 (山 部〕 くら ゐ 〔割 註〕 いやた かの 岑、 六 位笏木 伐レ之 山な り。」 又 三 

玉 集、 飛 驛の國 司に て^ 綱 卿、 位 山の 一 位の 木 を、 笏の 料に のぼせられし 時、 御 こたへ に、 

位 山み ねち かきまで 我 こえし 道 をば 君が 手に とりてみ よ 

ト ァリ。 一 位ノ 木、 今 飛 II  ノ國 ヨリ 篛ナド 一一 作 リテ、 都 一一 來ル 木ヲ イチ ヰト云 へ ド、 櫟 一一 ァ ラズ。 ァ 

ララ ギナ リ。 物産 者流ノ 說ュ、 廣 m 新語-一 アル 水 松ト云 モノ 一一、 形 似 タリ。 位 山 - 一生 ズル ヨリ イチ ヰ 

ノ名 アル ナリト 云リ。 又樑モ イチ ヰ 一一 ァラ ズ。 ド ング リノ 類 ナリト S へド、 コレハ 忮世 二 物產 ノ精シ 

クナ リシ ヨリ ノ論 一一 テ、 旣 - 和名 抄 一 一 、 機ヲ イチ ヒト 訓ジ、 松：^ ノ 攝社櫟 谷 ヲモ、 イチ ヒダ 一一 トヨ ム 

カラ ハ、 往昔 ヨリ 櫟ヲ イチ ヒト云 ガ俗ナ ル べシ。 今更 一一 ァラ タム べキ 一一 ァ ラズ。 イチ ヒノ 假名、 昔ハ 
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イチ ヒ、 中 比 ヨリ イチ ヰトカ ケリ。 

〇嶋豪 ハ モト 洲濱 ナリ。 ソレ， ヲ 後一 一 ハ 嶋臺ト 云リ。 永 享九年 十： 朔 B 行幸 日記、 〔割 註〕 後 花 阁院、 義敎 

亭。」 嶋御盃 の臺ト ァリ。 

〇 松茸 狩 ト云コ トモ フル キコト 也。 愚昧 記、 安； 兀 三年 九巧仆 六日。 (取 耍) 向-光 W 寺？ 爲レ 狩-松せ-也。 

山上 候- 假屋？ 〔割 註〕 竹 柱 福 葉 ご 於- -此 所-森 酌ト ァリ。 狩 ト云コ トハ、 求 トー ムコト 也。 紅葉 狩、 % 

狩 ミナ 同ジ。 

〇袅 捻ト云 棒ノゴ トキ モノ、 古代 モア リ トミ H テ、 人車 記、 仁 安二 年 十月 廿ー 日。 (取 耍) 左右 居 飼^ 

人。 〔割 註〕 装 柬如レ 常。 但大 烏帽子。 蒲 cl。 鼻 捻。 已 h 挿 レ^ニ 行列 レ之。 」 

〇 長柄 橋文臺 ノコ ト、 明月 記、 元 久ー兀 半 七月 十六 日、 (取 要) ながらの 橋， 橋 柱， 〔割 註〕 所-一 朽线- 云々。」 木 

作文 臺 〔割 註〕 是院 御物。 今日 始被レ 出-和歌 所？」 ト ァリ。 後深草 院宸 記、 永 仁 二 年. パ月廿 五日。 甲 K-4< 

晴 風靜。 此日 皇太子 御書始 也。 (中略〕 Mi 漆文臺 云々 アリシ ハ、 和歌 ノト キノ 文 臺トハ 製造 タガ ヘリ。 

〇 年忌 ノ 法事 ヲ引上 ノ例ハ 多 カレ ド、 延引 ノコ ト、 南方 紀傳 云。 貞治六 年： 一： 月 十三 日。 北 帝 長講 堂へ：；： 

幸。 これ 後 {!: 河 法皇 百^ 忌の 御 追善の ためなり。 ことし ト七 年な り。 世上う ちっ^き 兵亂 により、 い 

ま k で 延引 トァ リ。 

〇 誤字 ヲ 容易 一一 改ムべ カラ ザル コト、 臥^ 日 件錄、 寶德 ニ^. 叫 月 十七 日。 大光 W 寺來話 次。 及- 內外ま 3 

屮？ 不レ可 3 輕 --改 誤錯 文字-之 事。 般^ 现 趣分屮 有-若 地方 所 流行？ 此經之 文 或 改レ地 作レ他 不可 乎。 此 

品 於-欲 界頂他 化 自在： 太-所 レ說。 故 指-下方- 爲- 地方 _耳。 ^大般 お 一部 中 又 有-地方 宇？ 今 現 流布^ 趣 

板 行 本已改 レ他畢 云々。 

〇 三 島 曆ト云 コト、 古來 ァリ。 S5 用 H 夫 集、 (空 華 老師) 應 安七 年 三月 W 日 b 浴- 于熱 海？ 盖！ 二 島曆以 --是 日 • 

為-上巳 節？ 故作レ 詩記レ 之。 
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  二 七 四 

〇 儒 舉-! 新舊 ノニ義 アル コト、 日 川 工夫 集、 (空 華 老師) 康曆 三年 九月 廿 二日。 (取 耍) 昨日 儒 擧者講 --孟 

子 書？ 其篛各 不レ同 如何。 余 曰 所見 不レ同 也。 近世 儒 書 有 n 新舊ー 0 程 朱 等新義 也。 同月 廿 五日。 (取 

耍) 問 n 新 筒ニ擧 不同 • 如何。 曰 漢以來 及 唐 儒者 皆 拘-- 章句-者 也。 宋儒乃 理性 達 故釋義 太高ト ァリ。 此 

比 II 近世 トァ レバ 章句 擧理擧 トニ 義 一一 ナ リシ コ トモ 久シ キコト ナリ。 藤 惺窩ー I 始ル -ー ァ ラズ。 

〇 施藥 院ヲ藥 院トバ カリ 云。 施藥 院ノョ ミノ 死藥ー 一同 ジキ故 ナリ。 康富 記、 文 安五 年 正月 一日。 (取 耍) 

藥院保 * 朝臣 トァ リ。 ソノ 外、 藥院 使ナド モカ ケリ。 

〇毯 代ヲバ セン 代トハ 云べ カラ ズ。 宣胤卿 記、 永 正 十三 年 十二月 十八 日。 (取 要) 不レ敷 n 毯代 一事。 是ハ 

當時無 候 哉。 此毯代 東 山左府 述作 名目 抄 一一、 セン 代ト被 レ點候 及-一 數ケ 所- 歟。 セ ンノ音 不審 候。 其 上 

セ ン代ト 云 物。 公 物 不-承 及， 候。 玉 篇毯 (他敦 切) 又靴セ ン 同被レ 用レ此 候。 靴 氈韻府 分明 候トァ レバ、 

名目 抄 乇强 一一 ハ 採用 セラ レズ。 

〇«o^ ヲ 講ズル コト、 類聚 國史、 天お じ 年 十二月 壬 寅。 准-明 經 博士-賜 F 講 醫經- 博士 料 S 〔割 註〕 第 百 七 

典藥 寮。」 

〇 小 出永菴 論語 序說抄 云、 题號之 事、 鄭玄ガ 註- ハ種々 ノ 說ァレ ドモ、 今 用 ヰズ。 用ュル 所ハ吳 氏程ガ 

註 ナリ。 其 說-ー 曰、 論ハ撰 也。 次 也。 孔子 及ビ 弟子/語 ヲ撰 次ス。 故  一二 調語ト 云。 今 按ズル 一一、 此說 

ノ時ハ 倫ノ音 ナリ。 語 ヲ撰ビ 次 ヅルト 力 へ リタ ル心 ナリ。 書 一一 對シテ ハ讀ム 時ハ、 リ ンギ ョ ト 云 ベ 

シ。 ソラ -I テ フル 時ハ、 ロン ゴ ト云 べシ。 此レ 丁ソノ 故實ナ リト ァリ。 題號 ノ論ノ 是非 ハ シ ラ ネド 

モ、 ソラ II テ gl ル トキ ハ、 口 ンゴト 云 ハ故實 ナリト 云 へ ル ハ^ナ リ。 論語 II カギ ラズ。 何ノ  | 曰 1ー テ 

モ、 此 ノ准據 一一 テ 稱呼ス べシ。 义永^ ガ云、 後ノ人 トシ テ、 先 ノ人ノ アヤ マリ ヲ 議論 スル コトハ ヤス 

シ。 其 時-一生 レテ、 共 人ノ. 事業 ヲ住 セバ、 中々 及ブべ カラ ズト云 ヘリ。 

C 萬 葉 集 一一、 左右 ヲマデ トヨ ムコ ト、 石山 寺緣起 第二 卷の詞 書に、 康保 のころ、 廣幡の 御 息 所の 申させ 
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給け るに よりて、 源 順、 勅 をう けた ま はりて、 萬 葉 集 を や はらげ て點し 侍け るに、 よみと かれぬ 所々 

お ほくて、 當 寺に いのり 申さむ と. てま ゐ りに けり。 左.；.；； とい ふ もじの よみ を さとらす して、 下向の 近 

すがら あむ じ もて ゆく 程に、 大津の 浦に て 物お ほせた る 馬に 行 あ ひたりけ るが、 口 付のお きな、 左お 

の 手に てお ほせた る もの を、 おしな ほす とて、 おのが どち まてより とい ふこ， 0 を. s ひける に、 はじめ 

てこの こ \ ろ を さとり 侍け ると ぞ。 又 萬 葉 仙 覺註釋 第一、 下、 源 順、 石山に 參 籠して、 此歌を 和す る 

才智 をし るべき 示現 を 蒙るべき の 山、 觀 昔に 祈請せ しめて、 じ ケロ夜 をへ てし かう して 敢て 示現な 

し。 しかる 間、 退 心 をお こして 京 宅に 歸 らんと 欲す。 共 夜、 大 津の邊 に 旅 宿す。 曉； 太に およびて、 隣 

家の 旅人 出 たつを みれば、 旅客の 主人と おぼしき もの、 馬 荷 を 付 る- の卑夫 あり。 片乎を もって これ 

を 抑 ゆ。 主人の 云、 まて を もって 抑 ゆべ しと 云々。 爱 において. 3、 その 意 をえ て、 いくよまで にかと 

これ を 和す。 さて 此 集の 中に、 までとい ふ 事に は、 或は 左右と かき、 或は 二手と かける は 皆此義 也ト 

云リ。 石山 緣起ト 大同小異-了 ンテ、 註釋 ノ文ノ 方ハ、 義 分明 一一 キコ 二 タリ。 仙覺 抄ハ、 奥 書 一一 文 永.： ハ 

年 二月 廿 1： 日記 レ之 訖。 仙覺 在判ト ァリ。 石山 緣起 ノ詞、 仙焭 抄ヲ以 テカケ ルカ。 义カ カルイ ヒ傅ァ 

リシ 一一 ャ。 緣 起ノ詞 ハ 萬澳ノ 釋ノ爲 一一 力、 ヌ モノ ナ レバ、 義ク ハク カラ ズ。 

〇 南都 東大寺 三藏 寶物圔 -1 、 御 寄 掛ト云 モノ ァリ。 ニ國 志、 曹 公作-: 欹案 -臥視 レ^。 六 朝 人 作-隠 IK- 柔 

軟可 レ倚ト ァリ。 此隱囊  一二 アヤ ァリ ケン。 圖、 卷^ 一一  ァリ。 

〇 世俗-一 御 出 祭ト云 コト ァリ。 長 秋 記、 M 承 三年 六月 七日。 乙 酉 大闹。 祇園 依-出 給？ 、王 上 行幸 事。 此 

曉 (下略) ト ァリ。 コレラ ヨリ 御 出 ト云ナ ルべシ 。本 儀ハ御 輿迎、 社 及吉田 木^ 大 明祌ノ 祭舊^  、 

御出ノ 日ヲ 御輿 迎ト記 セリ。 

〇 神事-一 営屋ト 云コト ァリ。 吉 E 錄鹿 家^、 應永 六^-六月 十 H。 庚申 唷： 大。 當屋鈴 鹿 勝：； 曰 (屮 略) 始ァ神 

事 ヲ勤之 トァリ 。今モ 諸社ノ 祭禮！ 一、 產祌ノ 祭-一町 •：¥ 村々 ナドー ーモ、 當屋 トテ勤 ルコト ァリ。 
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梅 〇 留、 干： 所ト 云コト ヲカケ ル文激 E ァリ。 未^。 或說 一一、 守 介 ナド、 常 一一 國衙 一一 在 テ政ヲ 行 ザル故 一一、 守 介 

窓 ヨリ！： 衙ヲサ シテ、 留主 所ト稱 スルト 云リ。 是非 ヲシ ラズ。 ^主 所 古文書、 吉 E ノ社神 供 所 司 家ノ所 

筆 蔵ヲ ミ タリ。 又 鴨 社 一一 モ 、 留主所 ト害ル 古文 害ォ ホ シ 。 所 司 * 藏左  一丁 ン ルス。 

SS  ？押 

廳宣  切 守 所 

可，. 早 住-先例-停止 * 苦 田社領 造^ 勢 大祌ぉ 役夫 ェ米 國衙 催促よ 事 

右 彼 社司訴 狀俲。 件役當 社铂承 安文 治 被- 1 免除- 畢。 而建永 京^。 今度 可レ 依- 1 其 例？ 者 可レ爲 --京 

濟- 之處。 國衙使 相 U 具祌 部- 亂 M 入社 颔- 依レ 致-: 狼藉？ 有 レ限之 祌事多 以闕怠 云 々。 早 住 -1 先例- 

停-,^ 國衙使 等亂人 催促？ せレ 令- - 京濟- 之狀。 所レ" X 如， -忭。 以宣。 

寬元！ 一： 年 卜 一 一 

介 源 朝臣 

〇 ひ 勢 講、 舂日講 、稻 荷^ I ナド 云テ、 會集 スル コ トモ 近^  ノ コトナ ラズ。 吉 S 鈴 鹿^^、 永享ニ 年 八月、 來 

ル卄 八日 俘 勢講、 私 所-一 テ仕候 云々。 同月 卷 en 講中、 皆 大和へ 參 云々。 同 記、 應仁 元^い 二月、 ^護 

院村、 W 屮村、 .fu 田 村、 (中略) 舂ノ 稻荷講 一一、 一 二 ケ村衆 寄 合 被レ屮 候。 

〇 古今 著 聞柒、 仁 安三^ E 月廿ー 口、 吉 ffl 祭に て^ける に、 ^豫守 tr 隆 朝臣、 氏人ながら 祌事 もせで、 

仁王 經を 行ける に、 御 あかしの 火、 障子に もえ 付て 我家 燒に けり。 其 隣 は 民 部 卿 光忠 卿の 家な りけ 

る。 祌^ にて はける 故に、 火 移ら ざり けり。 氏神 ノ祌 事ヲ セザル 3 ボナ ル ベ シ。 

〇 蚊屋 ト云 モノ、 古代 一一 ミ H ンハ、 皇 大祌宫 儀式 帳 一一 ァリ。 春 日 權現驗 記ノ畫  一一、 .：：： ノ 蚊帳 ヲ掛 タル 璺 

ァリ。 又 古田 鈴 鹿 家^、  S 德 元^- 九 C ；、 花園 殿 ヨリ 御 葛籠  一^二 蚊帳 一張、 ヘリ トリー 枚， 小夜 

着 一 ッ、 御 本 所え 參。 コノ ヘリ トリ ト云 ハ、 今 云 寢ゴ ザ ナ ル べシ。 
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〇 新作 ノ硯 一一 筆ヲ試 コト、 屮右 記、 長 承 三^ 三月 廿 三日。 左兵衞 膂被レ 及-新作 硯筆 試-之 虚誠 一物 也。 誠， 

爲 レ悅。 仍 «1 レ之。 佳 ^令：^ 歡 fuai。 萬歲 千秋 樂朱 レ央。 

〇 入木 輿廣抄 一一 、世 尊 寺 行 尹 卿 ノ野跡 ノ經ヲ ミル 傳ァリ 。京都 小川 本 法 寺 一一 , 本 阿 彌光悅 ヨリ 寄進^ 風 « 

跡 法花經 ァリ。 行 尹 卿ノ傳 -1 符合 セリ。 一 一行 ヲ摹テ 左 一一 シル ス。 ソノ 傳ハ、 木-一^門 ノ人 ノ妨ナ レ- 

バ、  コ 、一一 モラ セリ。 

岀 テせ賴 鴉如大 f あ 潤 一切 柏 掘 ま 生 

？来 ® 逸是ま t 量 元え 百亍 万傻 何 僧^ 

〇 同抄- 一、 色紙 形ノ 寸法 事、 竪ザマ 寸法 ヲ取 テ、 其ヲ 十.： ハ分 一一 ヮ p テ、 今 二分 ッ *、  メテ、 十四 分-一 ョ n. 

ザ マノ 廣サヲ 可レ切 也。 是ガ吉 様 一一 テ有 也。 

〇 茶 幷茶具 ヲ打枝 - ー付ル コ ト、 北山 杪 (怫 名條) 天 曆九年 トー 一月 卄ー 一 ほ。 (取 要) 茶 幷茶具 1 一 暴。 〔割 註〕 付- 

〇 七夕 ノ歌、 梶 一一 蚩曰 コト、 管^ 記、 嘉吉 元年 七月 七日。 辛 丑 晴。 七 種 詠 書, 梶 薬-手-向 二お-了。 

〇 入木 奥 儀抄- 一、 額 二 ハ火ノ  (十 堅忌レ 之。 仍 丙丁ノ  n ハ不レ 書 也。 トァ レド、 椎^、  弘六年 八 w^cn。 

丙 戌奉レ 書-北 野宮 額？ ト ァリ。 行成 卿 ハ忌 レザル トミ ュ。 

〇 平家物語 丸、 (宇治 河 事) 手綱 を 馬の ゆがみに すて、 左右の あぶみ を ふみす かし、 はるび をと ひて ぞし. 

めたり ける。 盛衰 記 二十 五、 (字 冶 河 事) H? ヲ^、 镫踏張 立舉、 11  フノ 絃ヲ n 一一  瞰、 股帶 ヲ解テ 引 結々 々 

シ メケル 云々。 桃花 蘂葉 一一 、 腹帶 r 山 木搦) ト アル 一一 テ、 上腹帶 ヲ桉ノ 居 木 ノ^ ョ リ 通テ、 前輪 -I テ シ 
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ネ メル ナリ。 古畫 - 一 ミ ュ ル 股帶、 ミ ナ 此定 ユミ H タリ。 圖、 卷尾 一一 ァリ。 

窓 C 攝關 -ーナ リ玉ハ ヌ已前 一一、 政所 ト中 コト、 玉 葉、 冶 承 三ハ 牛 十二月 十日。 兵 部 卿 入道^ 蓮 來數刻 談話 9 

^ 御 一家 皆 大臣 後。 f 攝籙 以前？ 以- 窒家- 稱-北 政所？ 延久元 永 例 也。 

Si 〇 家屋 ノ隔 一一 立ル 障子 ヲ、 今 ハ襖ト 云へ ド 障子 ナリ。 十〕 へ ハ 絹張ナ リシ ヲ、 後-一 ハ^ 紙ヲ以 テ張シ 故 

11、 唐紙 ト云 名乇起 レリ。 合 記 別記、 久安六 年 正月 七日。 (取 耍) 寢殿簾 中 調度 未レ 立。 上達部 座 障子- 

可 レ張レ 絹。 今日 猶爲- ^紙- 不レ可 レ然。 九日 張レ 絹トァ レバ、 唐紙 ハ略ト ミエ タリ。 今 俗 一一、 障子 ト云 

乇ノハ 明 障子 也。 障子 一一 モ種々 ノ 名目 ァリ。 通 障子、 鳥居 障子、 絹 障子、 唐紙 障子、 紙 障子、 小 障子 

ナド 也。 

C 食 時ノ 中-酒 ヲ 飮ヲ、 中 酒ト云 コト、 酒 茶 論 云。 又 飯後飮 謂-之 中 酒？ 古註 云 不レ醉 不レ醒 謂 一一 之 中？ ト 

ァ リ C 

〇 酒 ヲ九獻 ト云コ トモ、 我 邦ノ俗 一一 ァラ ズ。 潜 確 類書 云、 九獻 宗廟 之 祭具 九獻 之禮ト 云コト ァリ。 

〇 鞠ノ トキ、 扇ノ指 ャゥ、 親 長 卿 記、 延德 三年！： 月 十 火口。 陰晴。 飛鳥 井中 納言 入道 許 明日 之 儀 治定云 

々。 (中略) 次 予示 レ之。 今度 扇 指 度 之 由 命 レ之尤 可 レ然。 又 予指樣 有-種々 趣-答 レ之。 誠 有-極 々 說？ 指. 

様 三 様。 指 所 三ケ所 也。 先 刀 指 トテ如 レ刀指 也。 一 故籙指 トテ、 矢ヲフ タル 様 一一 指モ、 ；笏指 トテ如 

レ指 レ笏。 指 所 之 事。 於-座 邊 -指レ 之。 一進 立 送 々指い 之。 一 立- 定樹 下-指 レ之。 一 於-同輩 之 所-者 道々 

指レ 之。 

o 御 德日ト 云 コ ト、 ャゴト ナキヮ タリ 二 ハ ァリ。 年々 ソノ日 ュ ハ、 何事 モ憚 玉フ ハ、 衰 B  ノ コ ト 一一 テ、 

誰-デモ 年々 衰日ハ アル モノ ナリ。 ソノ 日ハ、 拾 芥抄、 八卦 部 一一 テ ミ ル ベ シ。 結 古事 談、 堀川 院御時 

(取 耍) 其 日 主上、 殿上に て 人々 に 連句い はせ 給 ひける に、 國賢、 末 句い へと 仰ら れ ければ、 今日 わた 

くしの 衰日 也。 は r かり ありと 申ければ、 主上、 殿上の 暦 を 召て 御覽 する に、 njn、 袞日 いまだな き 
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^なり。 いかで か 君 を あざむき 申、 連句い はぬ ほどの もの、 いかで 博士に 成べき と 仰ら れ ける。 トァ 

リ。 巳 午 亥 ハ衰日 ナシ。 

〇 入道 ノ後、 魚 食 ノコ ト、 親 長 卿 記、 明 應ニ年 八月 廿 七日。 (取 耍) 今日 予落 髮。 同^年 二月- パ日。 (取 

要) ケ. s: 佾正尋 申 云。 着-装 裟-之 後不レ 可-一魚 貪- 歟。 但或仁 云。 後 成 恩 寺 殴 令 レ懸- 装^-給。 即ぉ 一一 御 魚 

食-云々。 御 返答 云。 雖レ 被レ懸 --裝 裟-魚 食不レ 可レ苦 云々 C 

〇§ 面ノ 土用 ハ土王 ナリ。 王ノ字 ヲ避テ 土用 ト スルコ ト 故實ナ リト、 谷 重遠秦 山^  二 ミ H タリ。 

〇鬥 生 土 佐 人 秀金問 云。 秦山集 曰。 我 朝 律舉極 精。 近時 淺利檢 校尤妙 達。 東 寺 寶藏 有-^ 製 十二^ 及 平 

調 板 7 トァリ 。今 一一 ァ リャ。 答 云。 重 遠 ノ傳へ 誤 リナ リ。 平 調 板、 東 寺- 1 ハナ シ。 大通寺 〔割 註〕 俗-一 

東寺ノ re- 寺ト 云。」 一一 ァリ。 然テ唐 製 一一 ァ ラズ。 圖、 卷末ー 一 ァリ。 十二 律ノ 竹ハ、 尋常 ノ モノ ナ レバ シ 

ルサズ e 

〇 タ，、 一 日、 昇殿 ヲュ ルサル 、 コト ァリ。 平戶 記、 仁 治 三年 十一 ^十一 日。 (取 耍) 今夜 五節 参入。 (中 

略) 受領 長 門。 〔割 註〕 國司大 內記高 長。 一 日 被 A 聽-- 昇殿？」 

〇ヒ せノ遣 風-一 テ、 隼 人ノ犬 聲セシ コト アリシ ガ、 絕 タル モ ヒサ シ キコト 也。 小 右 記、 長 和 元年 十一 月 

i  二日。 (大 嘗會) 隼 人不レ 發-ー 吠聲？ 諸 卿 一 兩相 催。 纔 吠不レ 似-例 聲？ トァリ 。旣- ー絕ン トス ルノ端 

也。 

〇^ 綱 ハ錦バ 力 リノ 名トォ モ フべ カラ ズ。 染 タルモ ァリ。 檨 ：n 本紀、 和 銅 六 年 A 月 辛亥。 (取 要) 染- 一作 

暈澗 色？ ト ァリ。 

つ バウ ゾゥ トハ、 今 ノ雜煮 餅 ノコ トナ リ。 烹雜ト 力 ケリ。 御呀 子所預 紀宗國 記、 明 應六年 十二月 七日。 

(取 耍) n; 獻 公家 衆 ボウ ゾゥト ァリ。  〜 

〇 今ノ 三方 ケ云 モノ ハ衝重 ナリ。 八 寸臺ハ 足 付 ナリ。 宣胤卿 記 云。 永 正 十 W 年 十月- A 日。 (取 要) 公卿。 
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(衝 重)、 殿上人 前。 (足 付)、 ト ァリ。 足 付ハ足 打-一 テ折 敷-一足 打 タル ト云コ トナル べシ。 

〇 今人 ノ 入湯 ノ 湯ハ、 水 湯ト云 モノ ナリ。 水風呂 ト云名 アル モ 遺風 ナリ。 台 記、 久安 三年 二月 十六！：：。 

(取 耍) 目-今日- 始潮湯 正法須 -1 水？ I？ 七日 後始レ 之。 同月卄 七日。 (辛 酉) 復 浴-水 湯？ ト ァリ。 潮 湯-一 

對シテ 水 湯ト云 ナリ。 

〇 台 記、 久 安四 年 叫月卄 三日。 季房 朝臣 來 話-一大 日本 紀事？ ト ァリ。 昔 ハ大ノ 字ヲモ 加テ呼 タリ ケン。 

〇 和哥 一一、 半臂 ノ句ト 云ハ、 腰ノ五 文字 ノ コト 也。 無名 杪 一一、 月と いはんと て、 久 かたと おき、 山と い 

はんとて、 あしび きとい ふはつね の 事な り 。され ど はじめの 五 文 宇に て は、 させる 興な し。 こしの 句に 

よく つ^ける こと 嘴の やすめに 置た る は、 いみ じう 歌の 品 もいで き、 ふるまへ るけ は ひ ともなるな 

り。 ふるき 人、 これ をば 半臂 句と ぞい ひ 侍け る。 はんぴ はさせる 用な きもの なれ ど、 しゃう ぞくの 中 

に かざりと なる ものな り。 歌の  一二 十一 字、 いく 程 もな きうち に、 おも ふこと をい ひきは めんに は、 む 

なしき こと * ま をば、 ひともじ なりと もますべく あらね ど、 此 はんぴの 句 は、 必 しなと なりて 姿 を かざ 

る ものな り。 

〇 半臂、 今ハ 装束 ノ 衣紋 家 一一 着セャ ウノ 傳ァ リテ、 大 緒ヲバ 忘緖ト 云テ、 コシ 11 ハサ ミ、 ^二 小 緒-コア 

結 ブコト 一一 ナリ タレ ドモ、 台 記、 康治ニ 年 叫 月卄^ 日。 (取 耍〕 半臂。 ^通 曰。 正憐 只以- 一大 緒-結 レ之。 

何可レ 具-, 小弒， 哉。 余日。 諾。 {sr 以後 不レ 可レ 具-小 緖？ ト ァリ。 . 

〇 年始 ノ 試筆 ノ 吉書 一一 ハ 、 IK 筆 和合 樂云 々ト カク ヨシ、 敎長 卿ロ傳 筆法 才葉 一一 ミエ タレ ドモ、 和歌 ヲカ 

クコ トモ ァリ。 二 水 記、 永^ 十七^ ^月 一日。 (取 耍) 逢 曰， 一吉 書， 和歌 一首 任レ 筆畢。 ト ァリ。 

〇 小 漬飯ト 云 コ トモ フル キコ ト也。 一 一水 記、 永 E 十六^ ト 一 月 五日。 (取 耍) 於-御所-各 有-御 小漬？ 御 

相 伴 也。 

〇 法師 ノ醫ノ 御 療治 -1 テ勸賞 アリシ コ ト、 後 愚昧 記、 永 和 三年 正月 一 一日。 (取 耍) 主上 喉 疳御惱 之 時。 醫 
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道 之 輩 篤 直 卿。 繁成 朝臣。 典 藥頭雖 レ^シ 〔レ 之。 ^レ 能-其 験？ 令レ 難^, 給。 仍雖 レ爲- 沙汰 外 者？  士 

沸 法師 被 レ召之 問。 以-- 針 治-令 レ 御 減-給 了。 舊院。 文 和 年中 御^ 物. N 時。 小 松房悲 I： 麴ト號 法師。 

參： 一 御^ 治 - 御 平 愈 了。 彼 度被レ 行-一 觀賞 - 被レ叙 - 一法 印， 了。 

〇 後 愚 味 記、 應安ニ 年 三月： ir< 日。 (取 要) 又 聞 山門 事。 今夕 武家 付- 傳奏 膝中納 一一 一一 II？ 〔割 註〕 武家 使^^ 

津掃部 頭 云々。」 ト ァリ。 又 御厨 子 預ー廷 響錄- 一、 明 應五年 人 月 三 n。 勸修寺 大納 1: 一 I ：敎秀 傅 奏^ 退 

ト、 親 長 卿 記 一一 ァリト 力 ケリ。 

〇 正月 八日 ヨリ 被 レ行シ 御 修法、 眞君院 中絡ノ  、チ ハ、 小 御所-一 テ モア リ。 御^ 殿^、  H< 文 三年 正 月 八 

日 ョ リ紫宸 殿 -ーテ 行ル、 トァリ 6 

〇 京都 ノ西千 本 通ハ、 朱 雀 大路 ノ^ 傍 ナリ。 ソレヲ 千木 ト云シ モ久シ キコト 也。 後 愚昧 記、 應安 二た や Z 

月 一 日。 入レ夜 千本邊 有-, 炎上？ トァリ 

〇 假名 日本 紀ト云 乇 ノハ、 假名 -1 テカキ タルモ ノト ォモフ ベ 力 ラ ズ。 K 名 テツ ケシ モノ ナリ。 记 

-, マ +  / ャ， マ. rz-.-n トモ チ  ーャ マト..， ご.，； . .rt ト  .  y-  a 

十八、 任那ロ 本府。 日本 紀私^ 曰。 案。 假^ E 本紀 作-, 任那之 ^ 寧- ト アル-一 テ知ル ベ シ。 ギノ 

字ハ、 宰ノ字 ノ誤ナ ル べシ。 

〇 萬葉桀 ノコ ト、 有職 抄二  、右ノ 外、 御 本- 1 ハ、 貫 之 ガ書ル 古今 集 御子 左ノ後 撰、 道 風 ガ萬紫 ナド、 圓融 

院 ヨリ 一 條院へ ヮ タリ タル ョ シ見 H タリ。 源氏物語、 (梅が え)^ 毗の 御！： の 古 萬 葉柒を えらび か、 せ 給 

ふ W 卷、 權記、 長 保 三年 五月： h 八日 己 亥。 故 民 部 卿 在世 HI 被 送^ 色紙 ー卷。 請レ 書，， 古 萬^^^ 仍書レ 之。 

M0. 建曆 三年 十 一 月卄三 B。 己 丑； 大啃。 京 極 侍從 三位 (定家 W) 献-- 相 傳私本 萬 葉^ 一  部. い、 は ポ^? 

コノ 外、 諸 書 -ー 萬葉ノ コ トミ H タリ。 コレラ ノ本、 ィ カナリ シャシ ラ ネド、 古筆 手鑑 一一 存ス ル^ノ.^ 

是 ノ萬槳 ノ 小片 數枚ヲ ミル 一一、 皆 長歌 ハョ ミト カズ C 短歌 ハ 別行-一 假名 一一 カキ テョ ミ^ タリ。 又^ 勢 

國^ 澤富 山與惣 右衛門 所 铋古筆 萬 葉 全部 ァリ。 寄 合 書 ナリ。 今攝 a:^ 河 邊俅屋 久左銜 門 所持 セル ヲ墾 
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望シ テ ミ シ 一一、 第一 卷、 行成 卿 ノ眞跡 一一 遠べ カラ ズ。 サテ 又 短歌 ノ ミ ヲ ョ ミ 解テ、 畏歌ヲ ョ ミト 力 

ズ。 サルゥ へ、 世-一 ムッカ シク解 ナセシ 莫囂圓 隣 ノ歌ョ ミト カズ。 又 今 板 本 第一 十 叫 丁 裏 一一、 河 上 乃 

云々 ノ短 歌、 常 丹 毛 冀名ト 云 句 ヨリ、 問  一一 二三 行モ 白紙 ノ行ァ リテ、 常處女 者！ 手トカ ケリ。 疑フべ 午 

コ ト也。 又 コノ 古筆 ノ萬葉 第ト九 ノ卷ノ 長歌 ヲ、 宣命書 一一 セル トコ 口 モア リ。 享保 三年 丸 月、 祌田道 

伴ノ 極ハ、 筆者 時代 不同 ナリ。 又本ヲ ミル 一一、 同時代 ノ モノ トミ ュ レバ、 道 作ノ極 疑べ シ。 ソ ノウへ 

第二 十 卷ノ奥 一一、 元曆 元年 六月 九日、 以-ー 或 人 本， 校合 了。 右近 權少將 花押 アル 一一 モ、 極ノ 不正 ナル R 

ト W ナリ。 享保卜 三年 戊 申 八月、 御 蘭 意 齋 ヲ以 テ、 梅、 4； 殿 ヨリ 內々 歆覽 ァリ。 ソノ 時、 一二 卷ヲト *、  メ 

ォカセ 玉フト 云リ。 

〇 親ー兀 日記、 宽正六 年 七月 二十 二日、 松梅院 ヨリ 天神 御 筆 涌 出品 ー卷、 (紺鉞 金泥) 私 迄 請 取遣レ 之。 若君 

^御 誕生 之 時ハ、 必御產 所 一一 被レ 召-一 置 之  一. E 巾 レ之卅 ケ日之 間 云々。 コ ノ經、 今-アラバ 尋テ拜 見スべ 

キ モノ ナリ。 サテ 經文ノ 本意 ハ解 セザレ ド乇、 浦 出品 ハ寶塔 涌 出品-一 テ、 寳塔ノ 涌 出 スルト 云 ヨリ 誕 

生 ノト キ置ル 、ャ。 コレ 一 1 習テ、 後世 神道 者 流、 大祓 ノ詞、 イマ ィフ 中臣 祓ヲ、 段ヲ^ テ祈禱 一一 唱ル 

トテ、 第二 投祌孫 降臨 ノ詞ヲ 降誕 ノ段、 又 平產段 トス。 涌 出品 ヲ置 レシ 一一 似 カヨ ヒ タル コ ト ナリ。 

〇一 ー孟 ノ甸、 ソノ外 初旬、 新 所 旬 ナド云 コ トハァ レド、 中句 ト云 コト ハマ レナ リ。 糗 日本 後紀、 天 長 三 

年 三 m: 庚 戌。 是 中旬 之 初 也。 }^皇 御-, 紫宸殿， 賜，, 侍臣 酒？ ト ァリ。 朔 庚子ナ レバ、 ^戌 ハ卜 一日-一 ァ 

夕 レリ o 

〇 上 北面、 下 北面 トモ 所ノ名 ナリ。 爲經卿 記、 寛： 兀 叫 年 二月 二十 一 日。 天晴。 院上 北面 始也。 上 北面 

以-- 殿上 北面 ニケ 間- 爲 --其 所？ 下 北面 副-北 築地 _ 有-五 問屋 _以_ー 件屋， 爲-其 所？ ト アル = テ知 べシ。 

〇 禁國ト 云コ トハ、 コ ンコク トヨ ムべ シ。 新住辨 官抄、 位 祿定結 詞讀樣 事。 結詞 殿上 分可レ 給。 國 々 禁國 

可レ 給。 〔割 註〕 不レ 云- 禁國？ 涉-ー 禁獄 音 一 故 也。 或說 禁國禁 字去聲 也。 予不レ 用 二 此說？ コ ン 此字吳 音 也。 


{Hi レ fflvN  。に 

〇 今ノ 世-、 一  向宗ノ 徒、 佛 前-一向 フ トテ、 肩 衣バ カリ ヲ着 テ袴ヲ キズ。 古代 モソノ 類 ァリ。 个訓抄 一- 

(第 ニノ 十) 大 原の 聖達 W 五 人 云々。 河 內國石 川 郡に とまりに けり。 家主 は 紺の^, ばかりき て、 袴 は 

きす。 AJ との 外に 經營 して、 よきむ しろ 疊 など 取 出して しきけ り。 

〇 物ノ枝 ti 鳥 ヲ付ル 一一、 小鳥 ハ數羽 ックレ ドモ、 雉、 鴨 ノ類ハ 二 羽 ヨリ ハツ ケザル 一一、 數 ッケタ 凡 n 

トモ ァリ。 明月 記、 元 仁 二 年 二月 八日。 (取 耍) 剪-紅梅 大枝-雄 雉 雌 雉 各 十^。 〔割 註〕 如-小 爲-付 也。」 

大瓶 入レ酒 送 VN。 ト ァリ。 

〇 守札ヲ ハルコ ト、 明月 記、 文曆 一 一年 五月 十 一 日。 (取 耍. } 以- -賢舜 -令レ 問-在 友 朝臣 U 舌 病 琪？ 不レ輕 山 

占 可レ修 --百 怪 祭-由。 明日 (吉 >E 領狀。 同 十二 日。 (取 耍) 在 友 朝臣 以-- 次男-令 レ修レ 祭。 相 逢謝レ 之。 屋 

叫 面 打 レ簡。 

〇 粗、 藥寮 -ー 、 頭 助 允、 屬ノ 現任 ノ アリシ コトハ ツネ ナ レ ドモ、 人車 記、 仁 安二 二 年 正：；；： 十 一 日。 (取 耍) 典 

. 藥頭丹 波 重 長。 助藤賴 時。 少 允和氣 安信。 大屬淸 原宗 友。 同爲 近。 醫帥淸 原 友 重ト ョクソ a ヒテ ミエ 

〇 五-色 ト云 ハ瓜ノ コト、 管 見 記、 嘉吉 元年 六月 卄 四日。 己 丑。 自レ朝 降雨。 だ 色 比お 迪ト： トァリ 。此卟 

モ多ミ H タリ。 餅ヲ 十字 ト云類 ナルべ シ。 

〇 湯ァ ミス ル コ トヲ、 風爐 一一 入ト云 コ トモ 久シキ コト、 ミ H タリ。 管 1 ^記、 嘉吉： ：儿 年ヒ =： 卅 =  。E- 子^" 

殘暑甚 入，， 風爐？ ト ァリ。 

窓 〇 尼ノ 和歌 懊紙ノ コ ト、 後 深 心 院關白 記、 永 和 元年 九月 十三 日。 奭午。 今夜 和歌 御^ 也。 (中略) 獻 --懊 

肇 紙？  二 品禪尼 重-一 懷紙 4  〔割 註〕 書， 一白 薄 跺？」 トァ レバ、 尼ノ 懐紙 ハ.； n 薄 棵ヲ川 ュルコ トナル べシ。 

〇 七夕-一七 遊 ヲスル コト、 親 長 卿 記、 文明 五 年 七月 七日。 今日 有-一七 種 事？ 一  鞠。 一^:：:。 一 樂。 ー郢 
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曲。 〔割 註〕 依-人々 故障-無 レ 之仍改 阛 碁-了。」 一 和漢。 〔割 註〕 ^卜 韵。」 一 和歌。 〔割； S 兼 n じ 首題 賦 

レ 之。」 一 七 盃飮。 

〇れ£ 時ノ戯 -1、 ^廻ト 云コト ァリ。 昔 ハ脂燭 ノ詩ト 云コト ァリ。 玉 海、 壽永 二^^；!: 比 五 n 。辛 卯： 大晴。 

召-中将 於 前？ 脂燭 詩兩 度令レ 作。 一 度 一 一寸。 〔割 註〕 開山 花未遍 春。」 一 度 五 寸。 〔割 註〕 竹 問 鶯語滑 聲。」 

又裒 世繼、 〔割 註〕 春の しらべ。」 歌 を このませた まひ、 あさゆ ふさ ふら ふ 人々 にかくし だいよ ませ、 し 

そくの 歌 かな まりう ちて、 ひらきの うちによ めな ど さへ お ほせられ て。 ト ァリ。 

〇 女房 ノ 灸治 ヲ スル トキ ハ、 暇ヲ玉 ハリテ 里-一 下 ヲル。 今ハ灸 下トぉ 灸治 暇ナル ベ シ。 山槐 記、 仁 平 一 一 

年 九月 六日。 參， ー關白 殿？ 申ニ實 長 朝臣 灸治 暇^? ト ァリ。 

-〇 今ノ 世-一 、 髮切ノ 尼ト云 ハサ ゲ尼 ナリ。 サテ 又、 ノチ 一一 髮ヲォ 口 シテ尼 ニナ リシ コ トモ アルべ シ。 糗 

世繼、 〔割 註〕 もち 月。」 長曆 一二 年 五月 じ H、 御ぐ しおろ させた まふ。 あきと もの 入道 巾納： マ：：、 

世 を 拾て 宿 を 出に し 身 なれ ども 狨戀 しき はむかし 成け り 

とよみて、 この 女院 へたて まつり 玉へ る 御 返 W に、 

つかのま も戀 しき ことの なぐさまば！ 一た び^ を も そむか ざら まし 

とよ ませた まへ る は、 はじめは 御ぐ しそが せた まひての ち、 みなおろ させた まふ 心なるべし。 

〇 手莒ノ 蓋-一 菓子 ヲ モル コ ト。 人車 記、 仁 安三 年 卜 一巧 讣ー n。 (取 耍) 註 云。 交 菓子 三 精-一盛 薄 様^ 綃- 

手筲 蓋？ ト ァリ。  • 

〇 祸 衣- 1 蠻 繪ノ摺 ャゥ、 玉藥、 建曆元 年い H: 廿 八日、 蠻綺袍 〔割 註〕 師子 形以レ 墨招レ 之。 目 程 聊添レ 朱。」 

ト ァリ。 東 寺 一一 藏ス ル褐衣 一一 、 コノ 定ニセ シ ヲ；^ セリ。 ソノ 獅子 ノ 圖、 卷末 -1 ァリ。 又熊ノ 蠻繪ノ ャ 

ゥ、 南都 東大寺 若 宵 八幡-一存 セリ。 コレハ 繡ナリ 。其 圖モ卷 尾-一 ァリ。 . 

〇 七月 七 H、  二  I ^ノ影 ヲゥッ スト テ、 手 洗 ヲ設カ 迎 ノナラ ヒー 一 テ、 夫 木 集ノ歌 ュモ、 


窓 梅 


聞 はやな ふたつの ほしの 物語たら ひの 水に うつら まし かば 

トァ レド、 知 信 記、 H< 承 二 年 七 H 七； u。 夜 有，, 乞功奐 事？ ド官 依レ 爲，， 行事， 着-, 束帶， 參 {3C^,, 奉奐 物？ 

(巾 略) 柬机未 中 ^居-一 御 鏡 一 面？ (問 レ甚 3 トァ リテ、 鉸ヲ モ テ乎^ ュ 力へ タリ。 今 モ手洗 ヨリ 鏡ヲ川 

ユルガ シ カラン o 

〇 堀川 ヲ大宫 川 トモ 云べ シ。 詞花柒 一一、 

みなかみ はさ だめて けれ は^が 代に ふた 、びす める 堀川の 水 

ト アル- 1、 夫 木集卄 s、 

のどかなる 大宫 川の ながれに て ふた 、びす める かげ はみ えけ り 

ト アル ハ、 堀川 ヲ 大 せ：： 川 トヨ メリ。 

〇 荒 井 筑後守 軍器考 一一 、 鎌 倉 殿ノ 比、 ス デ 一一 平胡籙 一一 矢サ 、ム ャゥ、 丸緖ッ ケシャ カナ ド、 ぁ阈 ノ 武士 

ハ シ ラ ザ リ シ 一一 云 々 。 ^鑑 一一 ァ リトバ， カリ、 本文 ヲ出サ ..、 リシ ガ、 ^鑑、 文治 五^-. i-H ト九 R。^ 戌。 

若君 御 方 結構 風流 模- -大 は大饗 俵？  ^判官 邦 通 ほ-有識- 營 --此 事、 而近衞 司 相 交。 平 胡籙差 様。 丸^ W 

様 不分明 之處。 三 浦 介 M 囚人 武脇小 次郞資 頼。 〔割 註〕： 个氏 家人。 監物太 郞頼方 弟。」 彼箭 事^-故 實-之 

.E 發曾。 義澄 求-一 伺御氣 色？ 內々 雖 レ可レ 召-仰- さ "右^ 御 小：：： 事 也。 爲ニ 囚人-，^ レ之哉 云々。 仰 曰 。早 所-一 

厚 免， 也。 可 レ^レ 沙 --汰 之？ 者資秘 開- > 愁眉-調-進 之？ 

〇 猪 熊關， ：：： 家 i 貧 公 記、 正 治 三年 正月 口 日。 H<^F。 (取 耍) 早 ：=; 着- -SI 衣- a4l ト アル ハ、 今俗ノ 鏡餅 一一 居 

ルコトー ニァ、 齒阁ノ 祝 ナリ。 夫木柒 一一 、 

千代まで も 影 をなら ベ て あ ひみん とい はふ 鏡の もち ひざらめ や 

源氏物語、 初 昔の 卷 にも、 はがためして、 もち ひか^み をと りよせ て， 千と せの かげの しるき ナ ドア 

リ。 此外 一一 乇多 カレ ド略 セリ。 
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〇 今昔 物語 =vw、 今昔 小 野 篁と いふ 人 ありけ り。 事 ありて 隱岐國 に被レ 流け る 時、 船に 乘て出 たっとて、 

京に 知た る 人の 許に かく 讀て 遣け る。 

和 田の 原 八十 島 かけて こぎ 出ぬ と 人に は吿ょ あまの つり 船 

と、 明 石と いふ 所に て、 其 樣を宣 て 九月 許りの 事な りければ、 明髴 不レ 被レ寐 して 詠ゐ たるに、 船の 行 

が 鳥 かくれす る をみ て、 哀と おも ひて かくなん よみけ る。 

ほの f« とあかし の 浦の 朝霧に 島 かくれ 行 船 をし ぞ おも ふ 

と 云て 泣ける。 是は 篁が 歸 りて 語る を 聞て、 つたへ 侍る となり、 ト f ルヲミ レバ、 ほの-? の 歌、 人 

丸一 I ァ ラズ。 疑フべ キコト 也。 歌 ノ體ハ 篁 一一 アルべ カシ クミ ュ。 

〇 水 かぐみ、 (仁 明 〕 承 和 六 年 正月に ぞ たかむら、 おきへ まかりし に、 (中略 ：} 同 七 年 六月に、 小 野 篁め し 

か へ されて、 いまだ 位 もなかり しかば、 きなるう へのき ぬ をき てぞ京 へ いれり し トズル ハ 、 無位 ノ袍 

ハ 黄袍ナ レバ ナリ。 コ レ 叙位 スべキ 人ノ 叙位 セザ ル中ノ 無位 ノ袍 ナリ。 庶人ノ 無位 ノ モノ  、袍 一一 ハ ァ 

ル ベ カラ ズ。 無 品 親王 ノ 黄袍ト アル 一一 准 據シテ 知 ベ シ 。  - 

〇 西 闳寺實 遠 公所 傳無撰 ^一冊 敎訓抄 一一、 大臣 殿の 座に は、 大 文のへ りの た、 みに、 こ \ にしきの しと 

ね をし き 云 々 。 仙 源抄の 一 說に、 とうき やうに しき 日本 錦な り。 からのと い へ る覺 束な しトァ ル ナド 

ヲ 以テ、 東京 錦ハ ャ マ ト錦ノ コト、 ス レド非 ナリ。 瑭ノ 東京 錦ヲ コ 、 一一 テ模 シ織タ ルナ レバ、 唐 ノ來 

京綿ト 云べ シ。 

〇 婚禮 ノ時ノ 被ヲ、 被 トモ 合歡被 トモ 云 ヘリ。 河海抄 (葵)、 註 一一、 鴛鴦 衾 者 鴛鴦 文 錦 被也ト 云、 又 

潜 確 類 #-1、 合歡 被、 古詩 客 從-- 遠方-来 遣-我 一端 綺？ 文彩雙 鴛鴦 裁爲- -合歡 被？ 着 以-, 常 相思？ 緣以 -, 

^小 解？ 〔割 註〕 被 中 着 綿綿 之 意。」 ト ァリ。 又 鴛鴦！ t ト云 モノ モア"。 同類 書 -1 、 鴛鴦 搏 * 西 京雜^ 趙 

昭^ 上皇 后遂  一一 一 r 五條 有-, 鴛鴦 褥？ 


〇 皇朝ノ 古 禮ハ、 叫拜 拍手 スル コトナ リシ 力。 日本 紀略、 延曆 十八 年 正月 朔。 皇帝 御- - .V 極 殿- 受レ 朝。 

(中略〕 減-四 拜 -爲- 一再 拜？ 不レ拍 レ手ト ァリ。 此比 ヨリ オノ ヅ カラ 叫 拜 拍手 ハ 止テ、 北山 抄、 本朝 風 四 

度 拜レ祌 。謂-一之 兩段 再拜？ ト 云ャゥ -I ナリテ 、祌ヲ 拜スル 11 ノ ミ 古禮ノ  J レリ。 サテ又 拍手 11 モ、 八？？ 手 

長 ク拍レ 手、 短拍レ 手ナド 云コト ァリ。 今時 ノ祌ヲ 拜スル -1、  二 ッ手ヲ 拍ハ短 手 -I テ、 延 喜式ノ 假名 一一、 

シ ノビ テト アル モノ  -I テ、 拍聲 ノ音ナ キヤウ -I 拍ヲ云 ナリ。 玉 海、 治 承 1： 年 二月^: 日。 E: 戌 天 晴。 比 

日 祈年祭 也。 (中略) 祝師 進，， 庭屮 座， 申， 祝詞？ 〔割 註〕 十 段^ 稱 唯。」 即拍 レ手ト ： 卿 以下 從レ 之。 〔割 註〕 上 

卿 拍手 法。 不 レ令レ 有レ聲 手ノサ キヲァ ハセ テ、 ヤヲ ラ打合 也に 一 一條 禪閤兼 良 公， y 次第.^、 〔割 註〕 W. ト 

祭 條。」 今 案。 上 卿 拍手 作法 不レ 令レ有 レ聲。 手の さき を あはせ て や をら くと 打 合 也 トシん チ セ玉フ ュ 

テモ、 不レ有 レ聲コ ト 知べ シ。 

〇 年 囘ヲ引 上スル コト ヲ、 取 越ト云 名目 モ フル キコト 也 C  二 水 I、 . 水 £ト 六 年 十二月 ト叫 B。 金 春トじ 

囘忌也 C  〔割 註〕 明年 正月 也。 雖レ然 年始 依 レ不レ 辨取越 了。」 

〇 平家 ヲ語ル コ ト、 臥 雲 日 件錄、 文^だ 年 八月 十九 日。 最 一 撿 技來。 (中略) 予叉問 T 座頭 話-平家-之 .S5 

最ー 曰。 昔 爲長卿 者 作- -此 書？ 十二 卷留 在-播州？ 其 後 曰-性 佛- 者。 上-, 之 於 音曲- 而歌詠 耳。 性佛之 後 

曰-如 ー捡 校-者 有-二 弟子？ 一  曰覺 一。 一 曰 域 一。 々々弟子 域： 兀 居，： 八 坂？ 城 元 次 P 城 意？ 々々次 曰， - 

城存？ 存尙 在焉。 覺 一 弟子 有-四 撿抆？ 曰-通  一？ 曰-一 靈  一 ？ 曰，， 景 二 曰-, 淸  一 ？  ^乃 翳 一 弟子 也。 最 

一 又 曰。 今夏 居 -1 奈良？ 秋 初 歸洛ト ァリ。 平家 ヲ語ル 濫觴 アキラ カナ"。 
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梅 窓 筆 記 卷之 1 一 

〇 掛物ノ 上下 ヲ卷 テ褂 コト、 左經 記、 長 元 八 年 正月 十 叫 日。 己 亥。 冶 部省廳 去年 大風 顚倒。 仍太 元御修 

法可レ 行處。 有 レ議於 ニ大膳 職北屋 -修レ 之。 (屮 略) 件屋短 狹佛像 高廣。 仍上 F 各 卷レ之 奉レ懸 云々。 ト/ 

リ。 茶 家 者 流 一一 モ、 此 -1 似 タル 褂物ノ 掛ャゥ ァリ。 

〇當 時モ饗 0 ノ 前-一、 假 初-小 溃飯ヲ 出スヲ 點心ト 云リ。 輟 畊錄、 (十七 八 葉) 今.？ 一 早 釵及飯 後 午前 午 

後哺前 小食。 爲 --點 心？ ト ァリ。 園 太歴、 康永 三年 九月 十六 rn、 壬 寅 晴。 今日 上皇 可レ 臨-幸 天 龍 寺？ 

(中略) 於-, 南面 客殿-先 供レ 湯。 次 供-, 點心？ 次 茶 也。 ト ァリ。 此外二 モ アルべ シ。 又禪 家-一、 點心ト 云 

コ ト多 ァリ。 

〇 經史 トモ 論義 ノ昔聲 ノコ ト、 台 記、 久^ 二 年 六月 二  B。 庚 子。 依レ 例講， ー尙 窖？ 講師 直 講師 ー兀。 問^ 余 

及敦 任。 (呰ー 一 重) 引 昔 如 レ佾。 同年 八パ廿 一 日。 有 家 竪義 事。 (屮 略) 今^ 竪者 探題 皆無 レ失。 可 レ謂レ 有 

レ勒。 〔割 註〕 但竪 者音聲 頗不- 練習 佾， 歟。」 (屮略 〕 北ハ 題^ 聲讀。 ほ 余事 不レ異 -1 于傦？ トァ レバ、 音聲、 

佾ノ 經論篛 一一 同ジカ リシ -1 ャ。 

〇 旅行 ノ 以前 一一 鬥 出 ト云コ トヲ俗 ュスル コト、 台 記、 久安 W 年 二月 十！ U  。(取 耍) 入レ夜 同-一宗 俊 阿閎梨 

房？ 是 出門 也。 十二！：：。 爲- 一道 虚 之 故 也。 即行 レ祓。 十二 日 可 レ參- 一 八幡？ 仍 目-一 今 ほ， 祌齊。 ト ァリ。 

"、チタ チ 

コノ例 一一 據セ バ、 今モ 上道ノ  n ァシケ レバ、 已前 吉日 -1 門出 ヲ セ バ 便宜 ナ ル ベ シ 。 

〇佛 事 一一 祓ヲ スル コト、 .江 次第 一一 モミ エタ レド モ、 左經 記、 長 元 七 年 八月 十： ム n。 壬. &-大喑。 午後 着-一 

八 省 東 廊-行 一一 大馼？ 是 明曰爲 レ被レ 行-一仁 王會 -所レ 被-, 敢淸， 也。 トァ ル -1、 佛事ヲ 行フト テ先祓 ヲスル 

コ ト分 W ナリ。 


c 镜^ 撰续 部、 建 保 三年、 和歌 所に て釋阿 九十 賀 たま はせ ける 時、 銀の 枝の 竹の 葉に かき 付べき^ めさ 

れけ るに、 

も& とせに ちかづく 道に つきそめ て 今 行末 も か k れとぞ 思 ふ  大^^: 有 *i 

玉 海、 建 仁 三年 十 一 月廿 三日。 (取 耍) 置-鳩 杖- 以レ 銀作レ 之。 件 杖 竹 形 也。 其 上 居レ鸠 也。 冇，， 一枝 二 

葉？ 件 葉 害 和歌 有 家 朝臣 詠レ 之。 ト ァリ。 ソ ノ杖ノ 寸法 ハ知 レネ ドモ、 近世 一 一賀 一一 調セ ラレ タリ シヲ、 

卷 末-一 圖ス。 

〇 物 ヲ假ソ メ-ー  セヌ料 一一 、 扇ヲ 救テ、 ソ ノト-一一 オケ ルモ フル キコト ナリ。 侍 巾 群^、 (第 八〕 御 書 使 事。 

賜-御 書-之 後暨 置-一日 記 辛櫃ト ：？ 〔割 註〕 以レ 扇敷レ 下。 若殿 上 無レ人 令-主^ 司 守？」 ト ァリ。 コノ外 一一 モ 

日 次 記 一一 ァリト オボ H ケレド 忘却 セリ。 

〇 佛 事- 1 百味 ヲ供 スル コト、 人車 記、 嘉應 元年 九月 廿 六日。 己 卯 大 晴。 (取 要) 依 ：- 故 殿御 月 忌？ (巾 略) 

百嵇 供物 剁 供養 如 レ例。 

〇 狐ヲ祌 トス ルコト 、糗 古事 談云、 いにしへ 野 干 を 神の 體 となした る 社の 设 にて、 きつね を 射た る もの 

あり。 又 馐囊抄 第二、 狐 ヲ祝フ 社 、女神 一一 テマ シ マサ バ、 女官-一 准テ 命婦ト 云フ。 吳昔ニ ミヤ ゥ ブト 申 

セル  一 I ャト ァリ。 今モ 山城 伏 兌 ノ稻荷 一 1 命： ^ 社 ハコ レナ ルべ、 ン。 

〇 昔シ怠 狀ト云 ハ 、 今 ノ過證 文 ナリ。 失錯 ァ ル トキ 怠狀 ヲ奉ル コト アリ。 乂カ ヘシ 玉フコ トモ ァリ。 

傳宣草 

宣旨 〔返-給 怠 狀於外 記- 狀〕 

權右巾 弁 光 繼 朝臣 進-怠 狀， 事 

仰レ f 徵 -一 將來， 返 賜よ . 

右宣皆 可レ被 一一 下知， 之 狀如レ 件 

二人 九 
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文 保 二 年 十月 六日  春 宮大夫 判 

トァリ 。今時 モ 過去 ヲ 許シテ 過狀ヲ 返シ、 未來ヲ 徵コト ァリ。 

〇 姉 小路 北 堀川 東 橘 逸勢 家 ノ蚊松 殿、 蚊 字 ヲハヒ トヨ ムコト ヲ疑フ 人 ァリ。 水 左記、 承曆 W 年 八月 卄八 

日。 壬 午晴。 今日 寢 殿御 方 於- -蚨 松-被 レ 供-養 佛經？ ト ァリ。 蚨ハ蚊 ト同宇 ナリ。 姉 小路 北西 洞 院柬^ 

明 親王 家 高 松 殿 モ、 西 ノが松 一 1 對セシ 名-一 テモ ャァリ ケン。 

〇 今ノ曆 一一 祌 よし ト 云日ハ ァレ ドモ、 ほとけよ し ト云日 ハ .ン ルチ ズ。 予 ガ藏ス ル後 堀川 院貞應 一 一年 癸未 

年ノ 假名 コ ョ ミノ 小片 ほとけよ し。 又 神 ほとけよ しナド ノ  CI ヲシ ルセ リ。 後世 一一 除 タリ トミ ュ。 祌吉 

日、 三寶 吉日 トモ-、 拾 芥抄及 陰陽 家書 11 分明 ナリ。 

〇 表衣ヲ ヌヒチ V  メテ 着コト ァリ。 明月 記、 建 仁 三年 十二月 廿七 R  。(取 耍) 中將 殿御 拜賀。 戌 時 許 自- 

九條 殴-令- 1 參 入-給。 御 装束 遲々。 今夜 着-殿下 御袍 I 袷。 (鏠 縮) ト ァリ。 

〇 正月 ノ御 修法 一一 用 ラル 曼 多羅 ヲ、 俗 中 一一 ハ 弘法 大師 ョ リノ モノ  、ャゥ 云へ ドモ、 駕輿丁 舟 木 氏 記、 元 

祿六年 十一月 十八 日。 於， 1 仁 和 寺， 宮中 御 修法 本尊 兩界曼 多羅 新畫 開眼 供養。 ト ァリ。 

〇 大. 江 俊 冬 記、 當時大 床 子 御 瞎ハ、 享保 十八 年 丑年 御 再興 トァ リ。 

〇 大和 國法隆 寺 一一 善 光寺 如來ノ 文ト云 モノ ァリ。 密封 シ テミル コトナ ラサ レド モ、 馑 囊抄卷 十七 (三十 

九 丁〕 一一、 善 光寺 如來 ト聖德 太子 ト往 來ノ 消息 ノ文出 タリ。 ミテ 知べ シ。 

〇 百 練抄、 天福 元年 A 月 二十 九日。 齊 賢 寺 入道 攝 政薨。 (^し 十 叫) 終焉 之 時 各不レ 可-面 謁？ 中陰 不レ可 

レ修- ー佛事 一之 巾 息 被-一 相定？ ト ァリ。 普賢 寺 殿 ハ基通 公 チリ。 息 トハ猪 熊攝政 家實公 ナリ。 木邦ノ 中世 

以來、 中陰-一 佛事ヲ 不レ修 ハ實ー 一 希 ナリ。 當時ノ 祌道者 流ノ貨 歎 スべキ コ ト 、ォ モフ ナリ。 

〇 拾芥抄 -1 出 タル 和琴ノ 名器 ノ河 霧ハ、 官物  一！ テ御 祌樂/ 時 ハ被レ 用 シガ、 萬 治 叫年燒 失セシ 後ハ、 官 

物ノ新 絃ヲ用 ラル 由、 安陪 季尙 編輯 セシ樂 家 錄ノ和 琴祕錄 一一 ミ H タリ。 惜べキ コト ナリ。 琵琶 ノ巖 
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ハ、 今-一 傳テ今 出 H 殿- ァリ。 メデ タキ コト ナリ。 

C 神 - 茶 ヲ奉ル コ ト、 S 吉社 祌道密 記、 〔割 註〕 确直正 叫 位下 大藏解 行 丸 撰。」 毎 歲卵月 未 日。 一 一宮 八 王子 十 

禪師 I 一； 宵 以ニ淨 水 一 煮レ茶 奉-一 調進？ 非-古法？ ト ァリ。 便 一一 云、 ，江 次第 佛名ノ 時 一一、 引茶ト アル ヲ、 茶道 

者 流-一 挽茶ノ コト、 ォモ ヘル ァリ。 誤 ナリ、 引 茶ハ茶 ヲヒク トヨミ テ、 茶ヲ配 リア ツル コト ナリ。 行 

茶トカ キテ行 レ茶ト ョムべ キ行ノ 訓ノ假 借 一一 、 引 ノ宇ヲ 用 タル ナリ。 

〇 柳宮ハ ャ ナイ ハコ ト 云ズ。 ャ ナイ.、 ハ トノ ミ 云べ シ。 明月 記、 元久 一 一年 十一 一月 十五 日 元 股 記 一-、 柳葉ト 

ァリ。 宮ノ字 ノ假借 一一、 葉 ノ字ヲ £ タル ヲ以テ 知べ シ。 

〇 燒 亡-一太郎 次 郞ト云 コト、 淸獬 眼抄後 淸錄記 云。 治 承 二 年 戊戌 叫 月 二十 W 日。 戊 子 夜半 許。 七條北 束 

洞 院東屮 許 洞 院面燒 亡。 (中略) 世人 號 - 次郞燒 亡， 也。 太郞 ハ 去年 叫 月 二十 八 日 至- -于 大極殿- 燒亡云 

々o 

〇 源氏物語、 (ほたる) 神代より 世に ある こと を しるしお きけ るな-" り。 日本 紀 など はた^かた そば ぞか 

し。 これらに こそ、 みち/. \ しくく はしき こと は あらめ とて わら ひ給ト 云ヲ、 花鳥 餘情 一一、 口 本紀三 

4. 卷始- -于祌 代-至-持 統 天皇 御宇？ 一品 舍人 親王 安 麿 等撰レ 之。 今 案。 祌代 ヨリ 世-アル コトヲ シルシ 

オケ ルハ、 日本 紀ノ事 也。 コレラ - コソ トハ、 惣ジテ 物語 草子、 刖テ ハ住吉 物語 ヲノ 玉フ。 吾 國ノ書 

一一 ハ上 モナ キ 日本 紀 ヲ 才シサ ゲテ、 ソレハ 大ガ ィヲ コソシ ルシォ キタレ。 マコト 一一 カンナ サゥ シナド 

一一 コゾ、 マサシ ク ミチ/. \シ キ事ハ 有べ ケレト 力、 セ玉 フハ、 都テ 物語 草子 類ヲ翫 味スル 人、 コ、 - 

心ヲト *ヽ メ テミルべ キ コ ト也。 精撰ノ モノ- 1 ハ、 却テ 嫌疑 ヲ用 拾スル コ トァレ ドモ、 物語 草子 一一 ハ 、 

用^ ナ ク當 時ヲ ァ クマ デ 一一 カク モノ ナ レバ、 時世/ ャ ウス ョ ク考ラ ル ベ シ 。 後世 トテ モ 、 草子 二 ハ 常 

時ノ コ トヲ書 ケリ。 サ レバ 物語 草子 ノ作 者ノ 名ヲ アナ ガチ -ー 穿鑿-至 ルべ カラ ズ。 

〇 新米 ノ代 一一 米 ヲ靑ク 染テ用 ルコト ァリ。 大和 國春 HI 社 年中行事 記 云。 八月 諸式 如， 一平 月？ 伹旬、 祌 酒 

  二 も 
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從，， 今 川， 1 濁洒？ 散 米 川，， 新米？ 若年 穀未レ 就 M 以：. 米染」 靑。 ト ァリ。 

〇 楝上ノ トキ、 大 エノ 衣冠 スルコ トモ フル キコト 也。 HI 葉、 承 安二 年 二月 三日。 〔割 註〕 建 春 門院 新 御堂 

上棟。」 ヒ楝。 大工 朿帶 E 取レ麻 昇-一 屋上？ ト ァリ。 

〇 食膳 一一 梅干 ヲ置 コト ハ毒ケ シ ナリ。 世俗 立耍集 一一 、 承久 以後、 武 * ノ肴ノ 樣ヲ ミ ル 一一 如 レ此。 梅 千 ハ 

佾家ノ 看 也。 而テ俗 家-用 ラル 事 如何。 若 漢土  ノ 作法 歟。 漢土  一一^ ト云鳥 ァリ。 共 鳥 ノ羽ヲ 杓 入 ツル 

酒ヲ鴆 酒ト云 、 此酒 ヲ飮ッ レバ 必ズ死 スト 云々。 其變 一一 梅干 ヲ用 ル。 而ヲ 若敵ァ リテ、 鴆酒モ ヤス、 

ム ルト、 ハ シノ臺 一一 梅千ヲ ー置ト 云々 ァリ。 

〇 直 衣 ハ官服 一一 ァ ラズ。 1 衣服 ナリ。 褻ハケ ハレ ノケ  一二 ァ、 私ノ服 ナリ。 故 一一 ユリ ザ レバ、 公二 直 衣ヲ着 

テ參ラ レズ。 又 女房- 1 モ直衣 ァリ。 江 次第 一 。 (御 藥條) 着-一尋 常 唐衣 裳？ 稱-- 之 直 衣 女房？ 同 第 十九、 

〔割 註〕 殿上 賭 弓 條。」 女房 叫 人 扈從。 〔割 註〕 命婦 二人。 藏人 二人 直 衣。」 ト ァリ。 女房 ノ直 衣ト 云ハ、 裳 

唐衣 バ カリ 一一 テ、 表衣ヲ キヌ ヲ直 衣ト云 トミ H タリ。 中世 ヨリ 女房 ノ表 衣ノ 沙汰 ハ ナケレ ドモ、 ト： 古 

ハ &| 衣 ノト： 一一 表 衣 アル ベ シ。 サテ 花鳥 餘情 〔割 註〕 匂 兵 部 卿。」 殿上 童 束帶ノ 時總角 ス。 コレ ヲミヅ ラト 

ィフ ト ノヰス ガタ 直衣ヲ 云。 ソ ノ時ハ ミヅラ ュ ハス トキ カク ルナ リトァ ル ヲ准據 一一 テ、 女房 モ直 衣ノ 

トキ ハ、 力 ミ ヲァゲ ズ、 額許ヲ h テ トキ 力 クルナ ル ベ シ。 都テ 女房 ト宽 ハ 同 ジ定ノ モノ ナリ。 トキ 力 

クルト ハ、 今 ノスべ ラカシ ノコ ト也。 俗- 1 ス ベラ 力 シサゲ 力 ミヲ、 禮ナ リトォ モ へ ドシ カラ ズ。 ス 

ベ ラ 力 シサゲ 力 ミハ、 褻ノ  n ト ナリ。 髮ヲ 上テ笄 シス ル ガ 女ノ禮 ナリ。 髮ヲ 上ルコ トモ 中古 ヨリ 沙汰 

ナケレ ドモ、 禁秘 御抄、 〔割 註〕 御 膳 事 條。」 女房 上 レ髮。 三位 已上釵 子 許 也。 暑氣比 凡聽レ 不レ上 レ髮。 ト 

ァ ル 一一 テ 知べ シ。 此 比スデ 一一 、 ウル ハシ ク髮 ヲ上ル ャゥ、 サダ カナ ラザ リシ 1ー ャ。 

〇 伊勢 道 ノ^ 勢-松 坂ト 云所ァ レド、 今ノ俗 ノォド リノ 音頭 ト云 モノ  -、 千世 ノ松坂 トイへ ルハ、 山 

城ノ粟 W ノ^ナ リ。 應永卅 一 年 極 H: 十 叫 町 殿御 參^ 私 日記  一 I  、 


我 も 又け ふ は 都に 入日 かげう しくむ かふ あ ふ 坂の 山 

松 坂 にもつき ぬ。 年々 歲々 の 御參宮 に、 ことさら 此所 しも、 千と せの 坂の 名 を あら はして、 たび ごと 

の 祝詞に あ ひかな ひぬ る も、 祌慮 のしから しむる 所な り。 

君 はな ほ 千代の 花 さく 松 坂 をい く 卜 廻り かこえて みるべき 

〇 小 解除 手 祓ト云 コ ト、 日 次 記 一一 アル ハ、 假初 一一 ハラ ヒヲ スルコ トナル べシ。 左經 記- 長； 兀九年 ^：:: 十 

九 m。 (取 耍) 以-- 御 骨- (一升 許) 奉 レ納- 茶椀壺 ？ (中略) 事 畢關白 相府以 ド^^ 云々。 鴨 河-乍 レぉ手 

祓。 〔割 註〕 只以- 草 人形- 不レ備 --祭 物 ご 又无緣 葬 作法 記 云、 民 部 卿 m 云、 人々 歸ル 時、 取， ー近逡 革， 力 午 

ヮケテ 馕レ之 、 渡 二 河水， 之 時、 而ヲ以 レ^カ キ撫 テ流レ 之。 是ヲ 名-手 祓ー弃 畢。 白 杖^ 弃畢。 或 記 云。 

於 二 水 便所- 少 解除。 以-入 形- 撫レ 之弃レ 川畢。 ト ァリ。 小祓ト アル モ、 少 觯除ト 同ジコ トナル べシ。 

〇 七月 七日 乞 巧炱 一一 、 かしつる 糸 ナド歌 一一 ョ メル カス ト云 コ トヲ、 歌 學者流 一 1 、カス ハ 手 向ト云 コ トナ 

"ト云 說ァ. レ ド然 ラズ。 乞巧奠 一一 ハ 人 料 ノ物ヲ 星 一一 カス コトナ レバ、 故 モナ クタ，、 カスト 云 コト ナル 

べシ。 人車 記、 仁 安三 年 七 月 じ 日。 si 寅" 內裏 御遊 具 於-一 淸 凉殿朿 庇。 佧 例 被 レ^ 於-東 庭-乞 巧奠。 栽 

人 基 光 奉行。 於-一 桂 芳坊- 御 服 犬 頭 糸 奉 レ借二 織女？ ト アル 一一、 借ト 云コト 分明 ナリ。 犬 頭糸ノ 犬； g ノ  fr 

トハ、 コ、 -I 用ナ ケ レバ^  一丁 ン ルセ リ。 

〇當 時 モ吉出 村、 松 尾村ト 云べ キヲ、 俗-一吉 EE ノ地 F、 松尾ノ 地下 ト云 リ。 タぐ吉 田地 松 尾 地ト云 n 

ト 一一 テ、 . トノ  { 十 一一 コ 、 a ナ カルべ シ。 康富 記、 寶德 元年 八月 廿^: 口。 壬 巾。 是 e 松^ 祭。 〔割 註〕 去 H 

依-, 祌領違 亂， 令 u 延引？ 去月 社務 職 被， 改 動-云 々 。」廿 五日 者 社家 祭。 〔割 註： -: 子-地下 祭？」 也。 トァ リ。 

卄叫日 ハ 公家 ョ リノ 祭- テ、 廿 五日 ハ 地， ノ マ ッリト 云 コ ト ナリ。 

〇 延喜 神祇 式。 會-- 三 七 B 法事？ 當 日不レ 得-, 參內？ ト ァリ。 長 秋 記、 天 永 二 年 二月 廿 n;。 (取 要」 參，， 左 

府-尋 申 云。 會-」 二七日 法事？ 當日 不.， 得- 參內ー 云々。 而 謂-一三 七日 IW 十九 日 ii 何ヲ可 vm. 哉。 仰 云。 件 
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梅 

一 


事 無-! 傳聞？ 宇治 殿 雖レ令 レ尋- _ 道 者 等" 申 旨 不分明。 但近來 所 習 來- 者。 亡者 在レ家 時。 訪 人雖レ f  # 

機， 不-ー 參內？ 又觸穢 了後雖 レ會- 法事。 參內 常事 也お。 今夜 參內 トァ レド、 古 槐記、 ー兀德 三年 九月 比：：：。 

大判 事明淸 入來。 予相尋 云。 所 K 載-神祇 式 ニニ 七：：： 法事 者。 共^ 雖レ不 レ穢。 當 日不レ 令- 1 參 €：, 云々。 此 

三七日 トハ 如何。 叫淸申 云此事 秘事 也。 一；： 七日 トハ 三十 ケ £= 已 後が 也。；；：： 七 n、 六 七日、 七々 日 トハ、 

三十 ケ日已 後 之 間、 其 身雖レ 不レ穢 不レ令 一一 參內- ト載レ 之 也。 ト アル 一一 分 W ナリ。 

〇 愚昧 記、 承 安三 年 三月 十 叫 日。 C 取耍) 柏 撺 〔割 註〕 揷木 塗レ黑 云々。 或不レ 塗。」 ト ァリ。 柏夾ト 云ル名 

義ハ詳 ナラネ ドモ、 柏^ トテ冠 ノ纓ヲ 卷テ、 木 一一 テ夾 ミト ムル コ トハ、 火災 或ハ 旅行 ナド 道ノ 間、 纓 

ノ風 ナドー！ 飛揚 セザル 料 ナリ。 ソノ仕 ャゥ說 々ァ レドモ 是非 ヲシ ラズ。 橘 直 幹 草紙 詞書 ハ慶 運、 畫シ 

レズ。 火災 ノ 所-一、 柏夾シ タル 騎^ 畫、 卷末 一一 ァリ。 

〇 抱朴子 曰。 辰 日 雨 師お龍 也。 ト ァリ。 文德 實錄、 嘉祥 三年 七月 丙 子朔。 (取 耍) 進-大和 國丹生 川上 雨 

師祌 階， 授， -正叫 位下？ ト ァリ。 雨師ハ 龍ナル コト參 考シテ 知べ シ。 

〇 萬 葉 集ヲ唱 ル^: 流 一一、 鎌 倉 右 府ヲ殊 一一 稱スル 故-、 ソノ 眞影ヲ 大臣 卷物 ヨリ 摸 シテ、 卷 尾- 圖ス。 ソ 

ノ卷 物ハ、 大臣 八十 人 ノ眞影 一一 テ、 豪 信 法 印ノ晝 ナリ。 

〇 和歌 ノ撰 K 一一、 古歌 ノ句 ヲ聊ヅ 、改 テ撰バ レシ コ ト 多シ。 歌 一一 限ル ベ カラ ズ。 河 海抄、 (葵、) 叫 條大納 

言 公住の 和漢 朗詠に、 お ほく 古韋句 を、 二三 字 を改て 入た る 事 あり。 獲 落 危躕壞 字 秋 有-秋風-と ある 

を、 有-一秋 聲-と あり。 又樂 天の 詩に、 可 是禪房 無熱 到と ある を も、 不是禪 房と 改 たり。 是等ノ 例ナラ 

ン o 

〇 明月 記、 建 久十年 八月 四 曰。 (取 耍) 出京 參-- 日吉？ (中略) 於-大^ 寶前， 被レ 行-一 御 祌樂？ 〔割 註〕 俗稱， 人 

t!4 祌樂？ 有-和 琴 等？」 ト アル ハ、 今內侍 所、 鴨、 八幡 ナド 一一 アル： t 樂ノ コト ナリ。 里 祌樂- 一 對テ、 祌 

樂歌ヲ ウタ フ祌 樂ヲ、 人 長 祌樂ト 云ナル べシ。 


記， 窓 梅 


預 ラザル コトハ 常ナレ ドモ、 玉 海、 承 安 I.;:; 年 二月 九日。 (取 耍) 明日 當-- 遠 忌？ 故人：：：" 

忌日 不レ 從，, 神事- 不レ從 一一 佛 事- トァ ルヲミ レバ、 怫事 -I モ預ラ ザルコ トナル べシ。 忌日 ハ 終身 喪ナ レ パ 

サモ アルべ シ。 神事、 佛 事-一 ハ限. ラズ。 他事-一 モ預 カラ ズ。 ^愼 シテ アルべ シ。 

〇 中陰 ノ四 十九 日ヲ薨 日 ヨリ 計. <  コト、 中 右 記、 永久 二 年 ral 月 三日。 京 極大 北 政所 〔割 註〕 右大臣 師 is 公 

女。」 薨。 同月 仕 二日 葬禮。 五月 卄 二日 故 北 政所 四十九日 也。 コ レ ハ薨日 ヨリ 七々 日ヲ計 レリ。 

〇 北山 抄、 傍 親 就 養父母 之 族。 可レ有 其假？ 至- -于本 牛； 之 族- 不レ可 レ假。 〔割 註〕 但 可-心 喪？」 ト ァリ。 今 

ハ 養ち ノ族 II 喪 セズ。 本 生 實方ノ ミ -I 喪セ レ ドモ、 冗 綠ノ服 忌 ノ定ト 云 モノ 一一  ハ、 養 方 ノ族ー I 喪 

スパコ トミ H タリ。 古代 モ此 定ノ行 レシ コト、 百 練抄、 寬治 三年 十月 z  =。 諸 卿お 中。 (屮 略) 凡 は" 

人 養子-之 者。 本 生 傍 親 服不レ 可レ着 之由僉 議了。 ト ァリ。 又 助 無智 秘抄、 (臨時) 有-心 喪 • 人、 あ をに 

びの 表 袴、 柳 色の 下 重 をき る。 (中略) 平行 親藏 人たり し 時、 伯耆守 道行 朝臣 卒去の 時、 この 裝朿き 

る。 件 道行 朝臣 は 行 親 伯父 也。 しかる を 惟 仲 卿 やうした るに より 着服せ す。 心 喪の 装束 を もち ゐ るか 

ト ァリ。 コ レ 北山 抄ノ文 一一 叶 ヘリ。 養子. ノ 義父 11 對シテ ハ、 サモ アルべ キ理 ナリ。 ：t 道 者 流 ノ忌ト 云 

論 II 力、 ハラズ。 恩義 ノ輕重 一一 ァ ル ベ シ 。 

〇 高坏 ノ上ノ 四角 ナル ハ折敷 作付 高坏 ト云 モノ 也。 小 右 記、 寬仁ニ 年 六月^ 八 =。 (取 要) 御前 物。 〔割 

註〕 朱 漆 折 敷 作付 高坏 叫 本。 I ト ァリ。 松 尾 社 及舂日 社- ァリ。 卷 末- -圔 ァリ。 

〇 ^一一 祓ヲ 負スル コト、 左經 記、 長 元 年 九月 十七 口、 (取 耍) 中納さ 一！： 奉レ勅 召-一 陰陽 寮？ 令レ勘 T 可レ 負-一 紙 

(本ノ マ 、) 

園 僭 祓-々 日時 s 是傦於 祇園 曰、 王內 葬送。 仍共祟 出-御 ト？ 因 レ之所 レ被レ 行 也 云々。 

〇當 時 云 寫生ノ 似 貌ナド 云 コ トモ、 フル キコト 、ミ H テ、 古今 著 聞 *  = 、 後 掘 川 御 時、 似 絡 を 御 好 あり 

ける に、 北面 下 胰御隨 身な どの 影 を、 左 京大 夫信實 朝臣 をめ して か i せられけ るト ァリ。 

〇 經文ヲ 題-一 シテ 歌ヲョ メルト 午、 懊紙 一一 經ヲ 料紙 トス ル コト チリ。 陡 戒^、 永享六 ^十月 1 日。 (取 

  二 凡 五 


  二 九 六 

耍) 抑 件 一 品 和歌。 予 當-, 勸持 品？ 先日 詠-送 之-了。 懷紙爲 --經 料紙？ ト ァリ。 南都 一 乘院宫 仰 藏經文 

題 歌 西 行 寂 蓮、 ソ ノ外當 時人 十二 枚ノ懷 紙、 ミナ 經文ノ 裏 一一 力 ケリ。 ソノ 外、 古^- -ー多 ク經文 ノ題ノ 

歌 ヲ經ノ 裏 一一 カケル ァリ。 予 家-一 モ日野 左大臣 勝 光公經 文題 懷紙 ヲ鈸 セリ。 經ノ裹 ナリ。 

〇 開帳 ノ 名目 モ フルク 聞ェ タリ。 二 水 記、 永 正 十八 年 二月 八日。 早 旦詣- 一木 屋藥師 堂？ (烏 丸) 從-ー 去月, 

開帳 也。 聖德 太子 御作 云々。 古物 御 面貌 不糙。 八 百年 許 無-開帳-云々。 ト ァリ。 

〇 突 レ募ト 云 コト、 康富 記、 應永廿 七 年 十月 十三 日。 (取 耍) 突 レ鼻之 輩 數十人 御免。 ト ァリ。 

〇 擧ハ 天下 ノ モ ノ 一一  テ、 我家 ノ モノ トォ モフ ベ カラ ズ ト、 荷 田 舂滿ノ ィ ハレ タリ シハ、 見識 ノ博シ ト云 

べシ。 稻荷 本社 ノ社 法モ、 多 ク此人 ヨリ 改シ コト ァリト 云リ。 予、 稻荷中 社 祝 正 五位 下 某 一一、 彼社ノ 

社參 以下 ノ 次第 ヲ借テ 一 覽セシ 一一、 拍手 ノ條 一一 イタ リテ、 拍手 (小 大)、 或 (大小)、 ナドシ ルセ リ。 コ 

レト部 家 ノ遣風 ヲ傳シ ナリ。 拍手 (二)、 トカ。 或ハ 拍手 (二 段) ト アルべ シ。 後 ヲ以テ 古風- 1 セ ン トス 

ル トキ ハ、 皆 コノ失 ァリ。 擧者ノ コ 、 n ヲ附べ キコト ナリ。 

〇 住 吉ノ鹽 干 ノコ ト、 和 長 卿 記、 延德叫 年 一一： 月 二日。 壬 申晴。 今朝 藤屮 入道 室 家 依-一 誘引 ー詣- ー住吉 社？ 

爲 レ可レ 見-物 鹽 干-也。 ト ァリ。 

〇 ^ヲヒ n ゲテ这 ル コト、 愚 味 記、 仁.： ^四 年 二月 十三 日。 (取 耍) 藏人治 部 少輔兼 光 勅使 參入。 (中略い 兼 

光 持-御 扇？ 〔割 註〕 柳宮 敷-, 紅 薄 様？ 共 上 置，, 赤色 御 扇 一 枚？ 乍レ 披置レ 之。」 ト ァリ。 

〇 後 愚昧 記、 應^  二 年 十二月 卄 二日 消息 云。 (取 耍) 寸 大臣 ハ號- 沓取官 人-召 具條 勿論。 ト ァリ。 寸 大臣 

ト 云ハ、 大將ナ ドノ 兼官 ナキ ヲ寸 大臣 ト云 ナリ。 

〇 大阈主 ヲ大黑 トス ル コ トモ、 久シ キコト 、ミ H タリ。 親 長 卿 記、 長 享ニ年 十 一 月 八日。 (取 耍) 夢屮歌 

件 湯 山明祌 三輪 叨祌 也。 始來臨 影 向 之 時 御 姿 爲-- 大黑， 云々。 

〇 塗 籠 ト云 モノ ヲ、 ャ、 モス レ バ 土藏ノ コ ト 一 一思 フ人ァ レドシ カラ ズ。 塗 籠 ハ今俗 ノ衲戶 ト云昕 トォナ 


IB    m 窓 梅 


ジ モノ  一 I テ、 寢 殿ノ屮 -1 ァ ル モノ ナリ。 うつぼ 物 詰 〔割 註〕 くらびらき 上。」 野中の やうに て 人の ^もみ 

えす。 さる 所に むかしの しんでん ひとつ、 めぐりあら はに てぬ りごめ のかき きりみ ゆ。 また 西北の す 

みに お ほきに いかめし きくら あり ト云- 一分 W ナリ。  - 

〇 戯ゴ ト 、 云 へ ドモ、 大 K ノ名乘 ヲ川ル コトヲ 奵ザル コト、 明月 記、 建曆 一 一年 十 1 1=: 比. < 日。 (取耍 ) 可 

レ^- -述 歌^-. S 被レ仰 云々。 依 雨-先 相-！？! 馬場 殿？ 小 時 出御。 如-例 成-始^ 木 人名？ 人名 ドハ 當枇 

人名 字 隱题^ 也リ 不レ 可レ 嫌な： ！K や-云々。 此屮 有-一 降： 忠名？ 雖 --戯事-丞相 名 如何。 太 不便。 ト ァリ。 

〇 千：，；；： 百番 歌合 一一 、 俊 成 卿 判詞 一一 、 巾 古の 歌 は 萬 葉の 心に 及びが たかるべし トイ ハ レシ ハ諾ナ ルコトー 一 

テ、 詞 ハ 萬粱 集ノ詞 一 1 ョ ミ イダ シ ヌ レド、 心 ハ 及ブ ベ カラ ズ。 心ノ古 一一 及ブ ャゥ - 有べ キ コ ト也。 

〇同 卿ノ 六 百赉ノ 歌合 ノ判 ： 一 、 顯昭ノ くぢら とる かしこき 海ト ョ メル ヲ、 萬 紫に ぞ ある やう に S 侍れ 

ど、 さやう の 狂歌 體の歌 どもお ほく 侍る 中に 侍に や。 いとお そろし くきこ ゆ トイ ハレ タリ シハ、 鯨ヲ 

萬 葉 一一 イサナ トヨミ シヲ、 シリ玉 ハザ リシ 一一 ャ。 又 クヂラ トヨミ テモ、 何モォ ソロ シキ コトハ アルマ 

ジ キ -I ャ。 

〇 年^ ト云 コト、 南都 春 日 社 記、 應永卅 だ： ^戊. E-^=Tr:^:.i. 之 gimiT  〔割 註〕 ぉ宫 常住 祌殿守 春 雄。」 一 

應永卅 だ： 年^ 月 ； ：：：。 曉、 御 奉行 祐富 殿、 i^w ドも. f 殿守宗 時ノ 代官 宗繁。 一 面 一 瓶 持 參ス。 時-一； t 

主 殿 ヨリ 鏡 一 面ッ ミク ダモノ 一一  テ 御酒 一二 献祝 了。 伹ト部 一一 ハ 小 餅 一 前 給 ナリト ァリ。 

〇 明祌ト 云ハ、 公式 令 一一、 叫祌御 •： 于 nr 本 ：大皇 詔 旨 トァ リテ、 現在 ノ 天 皇ヲサ シテ. E- スコト 1 一テ、 神ヲサ 

ス 一一 ハ 名 祌ト云 コ トナリ シガ、 名ト明 ハ 字音 ノ冋 ジキ故 一一 、 通テ モ川ヒ タリ。 サ レド 差^ ハ アルべ 

シ。 铰 日本 後紀、 承 和 十た 牛 夏 E お 丁 丑。 山 崎 祌预， 一之^: 祌， ト アル ヲ、 W 紀、 承 和 十 だ：^^ 三月に 巾。 

勅 奉 レ充- 山城 國乙 II 郡 山 崎 明 祌御戶 代 E1 一町， ト ァリ。 同祌 二 テ 名神ヲ 明； t トカ ケル設 叫ヲ 出スノ ミ。 

仁 和！！ 一年 三月 十 S 日賀茂 明祌、 舂 日明祌 1 ァリ。 此外 一一 又、 台^、 久^ 三^ 二：：；： ±： 二  =。 (取が o^u 
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祭 大名 祌 I： 座 トモ 力 ケリ。 後世 一一 ナリ テハ 大叫 神 ナドヲ 被 レ投シ コ トモ アリシ 也。 宣胤卿 記、 永 正 七 年 

十二月 十二 日、 

近 江 國祌崎 郡 小幡社 可レ奉 レ號- 惣社 大明 神-之 出 被-聞 貪， 訖者 依-, 

1K 氣-執 達 如レ件 

永 正 十七 年 十一月 十二 日  左 中辨判 

小幡山 祌官屮 

同 記 一一、 大織^ 鎌足 公-被 レ奉レ 授-大 明祌猇 -コト モアレ ド、 今時 ノ如ク 私-一大 明 祌ト云 コト ハナ カリ 

シ ナリ。 

〇f;s: 人ナラ ネドモ 建レ廟 設レ像 コト、 糗 日本 後 紀、 承 和 三年 十二月 辛 丑。 安房 國言。 安房 郡 人 伴， 直 e 家主 

立 性 肅然。 常 守-孝道？ 父母 殁 後口 絕-- 滋味？ 建レ廟 設レ像 四時 供養。 事 レ死如 レ生未 4 骨懈 倦？ トァリ 。滋 

味 ヲ絕、 廟 ハ建ズ トモ、 如. ffi 禮 カク ァリ タキ モノ ナリ。 

〇 禁 祕御抄 II、 冇レ藝 者 依-共 事， 近 召 事、 近代 多 如-寛 平 遺誡- 不レ可 レ然。 況 如，， 锿樂， 參，， 庭 上？ 可 レ止事 

也トカ 、 セ玉 ヒシ揍 樂ヲ、 今 俗 -I 云、 能 亂舞ノ コト、 ォモフ ベ カラ ズ。 建曆ノ 比、 今ノ亂 舞ト云 モ ノ 

ハナ 力 リシナ リ。 三 寶院滿 濟准后 記、 應永卅 四 年 正月 十一 二日 卷レ簾 覽，， 猿樂， ト アル ハ、 今ノ亂 舞-一 テ、 

此記 一 ーテ ミ レ バ 、 貴 尊 乇簾ヲ タレ ズミ 玉ヒシ ナリ。 

〇 昔シ 白紙 ト云 ハ、 印ヲ ォサヌ 文書 ヲ云シ ナリ。 綾 日本 紀、 承 和 十一 年 六月 戊 寅。 主 水 司 一一 一一 口。 司 家 之 政 

觸レ類 繁多。 而本自 無：， 印。 只 m-- 白紙？ 事涉 --輕 疎-未 レ 免-, 嫌疑？ 望 請。 准-, 內膳采 女 司， 被レ 給-件 印？ 者 

勅宣 充 レ之ト アリシ 一 一 分明 ナリ。  . 

〇 檜 扇 - ー構冃 正目 ァリ。 杉 横目 ノ扇 モア リ。 皆 木理 ノ コ ト ナリ。 マサ メ  -I 對シ テノ 横目 ナリ。 後光 餱院 

詞、 土佐經 隆畫、 職人 歌合 八番、 右 ひもの、 


梅 一 

0 

每 

已 


おしき 》 のす きの まさいた ふし しげみよ こめお も はで あ ふよし もがな 

ト S  _1 分明 ナリ。 正目 ノ 木理 ハ人ョ ク知レ ドモ、 横ほノ 木^ ノ紛 ハシキ 故-。 古物 ノ杉 横目 扇ノ 小片 

二三 枚ミ シヲ、 卷 末-一 圖ス。 

〇 婚禮萆 取- ハ橫 目扇ヲ 忌コト チリ。 長 秋 記、 元 永 二  ^十月 五日。 平 ！=; 依，, 招 引-向-一 伊豫 守 許？ 執 レ^ n 

事。 (下略) 同月 廿 一 B。 (取 要) 帶-- 野 細-持- -笏 扇-給。 〔割 註〕 件 扇 MR: 調進。 施 .fe 紡- 不レ 用， 1横リ， お 

レ名儀 也。」 ト ァリ。 

〇 姓氏 ノ 不分^ ノ 人ハ、 不知 姓 某 トカケ ルコト 、ミ K テ、 中 右 記、 大 冶な 年 十一月 卄三 u。 (取 要 陵 

淸原 近宗。 安房 不知 姓 實信ト ァリ。 

〇 古代 ハ都 テ鬚ヲ 除ザル コ ト ノヤ ゥ 一一 ィ へ ド、 源氏物語 〔割 註〕 かし は 木。」 御 ひげた ども とりつくろ ひ 給 

はねば、 しげりて おやの けうよりも、 げに やつれ 玉へ りト アル ヲミ レバ、 此 比ハ旣 ヒゲ ヲソ リ^ i ヒ 

シ I- ャ。  一 

〇 我 朝 ノ禮- 一、 女ハ 滔ヲ不 レ飮ト 云コト ァリ。 ソノ 來出ハ 知ラネ ドモ、 玉 葉、 治 承 S 年 七 =： 十九 ！=0-.しに 

天晴。 此曰姬 君 着 袴 也。 (中略) 御前 物、 〔割 註〕 臺 六本。 盤 二 枚。」 依ニ姬 君- 不レ供 二 洒盞- 也。 蘂レ 承 

元三 年 三月 廿 三日。 (取 要) 此日故 攝政前 太 政 大臣 長女 有-, 入宮事 ？ (中略) 次 w、 〔割 註〕 蘇芳！！ 物。 打 

敷 有，， 伏 組？ 裏 蘇芳 打 也。 豪 六本。 朱臺 也。 鈸器？ 屮盤： i% 銀 酒 盞_ 供い 之。 不レ佻 如何。 ^我 朝禮。 

女必不 レ飮レ 酒。 仍不- 一更 催？ 三位 下 居 向レ躉 食レ 之。」 ト ァリ。 コレラ ノ記 文ヲ據 一一 テ、 娇禮 -I モ女ノ 前 

一一 ハ 酒議 一一 酒ヲ 入 ザ ル ヲ故實 トス。 

〇 繪馬ト 云 コト、 朝野 群戟卷 二、 獻. - 供物 於 北 野 廟_ 敬白 獻上。 (取 耍) 色紙 繪馬ニ 匹。 (中略) 寛弘九 年-: ハ 

月廿 五日 トァ リ。 又 宣胤卿 ii、 永 正 十 ヒ^ '十一 Mr: 九！！：。  ^日 多武峯 社 1HS。 關白御 使 衞門佐 (十 才)、 

宣綱 (屮 略) 宜秀 ffl 伴 ドル。 終-馬 二 枚 進 云々。 ト ァリ。 

二 九九 


_   II 一 〇〇 

,-ひ ..  I 

、一 〇 三十 六 人 歌 似ヲ拜 殿-一 カク コト、 親 長 卿 記、 文明 三年 五月 廿 二日。 次悲 田院。 彼 寺 逯北野 fK 祌勸唷 

r 或 仁 三十 六 人 歌人 可 m 書 進？ 拜殿 寸法 所望 之. h 令 レ申レ 之 罷向 見廻 了。 相-, 伴菅相 公-云々。 

0 〇 社 人 ハ 幼少 一一 テ 元服 ヲ加コ トヨ 午 II ャ。 康富 記、 齊德 元^. 十 一 月 十九： u。 甲子。 大 原野 祭。 (权耍 ) 神 

m  、； 十； 未レ 加-首 服？ 着- -淨 衣-勤 祝師 役-云々。 十二 三才 之 童 形 也 云な 不可 說次 第歟。 ト アル -ー、 ^In 社 

司 師盛卿 記、 應. 水 十 年 十 一 月 十四日。 昨 n 故 若宮 祌主祐 深 次男 令，， 元服 ぺ 實名祐 富。 生年 五才 云々。 ト 

ァリ。 大 原野 社 上古 無-神主？ 故 臨レ期 卜- -定其 人？ ト、 ，y 次第 ノ頭書 -1 アリシ ガ、 此比ハ 祌主ノ 出來 

シ トミ ュ o 

〇 宫家 一一 隨フ 者ヲ 長袖 ト云 コト、 伊勢山 田 il 島 家 一一 藏スル 古文書 云、 

汝事 長袖 之條、 自然 非 分 之 儀. E.^ 候輩雖 レ有レ 之、 不レ 可-, 承引-間、 北 畠中將 住-二 札-候 ra、 鍋次郞 

福 島 家 可：， 相績？ 永代 不レ 可い 有，， 相逮， 者 也。 

天； i 五 年， パ 月^ 日  信  長 御朱印 

大祌^ 北 監物大 夫 どの へ 

C 樂譜ノ 唱歌/ コト、 愚問 記 抄物 云、 成 佐 云ク、 唱歌 ノ， 詞ハ百 濟國ノ 語 ナリ。 我 朝 ノ音樂 濫觴 ハ、 百^ 

國 ヨリ 渡 ルナ リ。 タリ チリ^レ 此ノ詞 ナリ。 皆 彼 國ノ語 ナリ。 

〇 祌樂 一一 もろ 歌 を 仰す ト云 ハ 、 庭 火 ノ歌ト 末 句ヲ ウタ へ ト仰ラ ル 、 コ ト也。 近 比 二 ハキ カザ リシ ガ、 W 

原 紀光 朝臣 ノ祌樂 奉行 ノ時、 ，1 ッカ此 事 アリシ トキ ケリ。 綾小路 俊宗 卿、 ソノ時 ウタ ハレ シカド 、秘 

說 一一 ャ。 キコ H ザ リシ トゾ。 當時ハ 舞樂ノ トキ 詠 アル モノ ヲ ウタ フ トキ モキ コ h ズ。 ソノ所 ^ ヲシラ 

ズ e  , 

〇 踩鞠ノ トキ、 昔 ハ^ク ッヲハ カザル コト、 內外 三時 抄書 云、 佾は 昔^ はく 事な し。 尻 5； に 疊紙を あて 

i 結て き。 始て着 レ沓事 は、 保 元 1： 年；^ 月 三日。 實尋 自レ院 賜-杏 镜， 着レ 之し より、 今 は 水：： なり トァリ P 


〇 舞樂 競馬 ナ ドノ 時-一、 末 額ト云 モノ ハ今 ノ鉢卷 ナリ。 ソ， 引 ャゥ、 古代 ハ冠ノ 下-引 タリ。 ソノ §1、 

卷末 -- ァリ。 

〇 山域ノ 賀茂下 上ノ社 ハ、 二 s  -I テ 地主 ナ レパ、 祭 一 1 モ國祭 ァリ。 ゾノ 故-一力。 昔 ハ宅ガ へ ナドー！ モ、 

マ ヅ此社 ：！ 申セ シコ トー 1 ャ。 梁 塵 秘抄ロ 傅^^ 十！ 一、 仁 安四 年 一 一 パ 七 八 曰 ご， つ、 お ほ 雪 ふりたり し 日、 

さと を かへ むいと ま 申に、 賀 茂へ まゐ りき ト ァリ。 

〇 內裏ノ 六 町 町 トテ、 當時モ 掃除 ノ役ヲ 勤ムル 町々 ァリ。 中 山 親 綱 卿^、 文 綠叫年 十月 廿五 日子 晴 。就-, 

六 町々 -新 在家 普請 之 儀に 付、 爲-- 1 安侘言 _ 申入 候 也。 就レ其 民法へ 祈 紙 遺し 候也ト ァリ。 

〇 吸物 ト云 コト、 吉田 社家 鈴 鹿 家 記、 應永六 年 六月 十六 日。 嘉ぉ。 (巾 略 ) 吸物。 〔割 註〕 ゥヅラ 柚 十-: ハ^ 

トァ リ。」 又 中 山 親 綱 卿 記、 文祿 S 年 極月 三日。 丑晴。 早天 醍醐 (令-登山？ (中略) 其 後 理^ 正え 行 向 

了。 從-- 三門 主 ニー  献有レ 之。 共 後 飯被レ 出。 於 レ理ス ィ物问 一 献。 其 後 鈑有レ 之。 其 後 水 本え 行 着 了。 鬥 

、王理 第 子來^ スィ 物有レ 之。 ^相伴 ト ァリ。 

〇 產 婦ノ產 一一 臨 メル トキ 懊抱ト 云 コト、 望 町 殿御 產所！ nsi、 永 享六年 二月 4- 三日。 (取 耍〕 御 腰懷ト 云. - 

卜ァリ o 

〇 産屋-一 借地 ノ文ヲ 押 コト、 山槐 記、 治 承 二 ^十二月 一日。 辛 卯； 大晴。 屮宮 御產御 祈。 (中略；^、 藥^ 和 

氣定成 朝臣 參入。 押 n 借地 文 於 御產所 母屋？ 無，， 其 所？  W 北 庇 北ト： 長 押押レ 之。 件 文 先 書-年 號大 歳？  ^ 

書， 一中 宵 蛾？ 次 書-一 借地 文？ 當月朔 日 押レ之 也。 コノ トキ/文 ハ 知ラネ ドモ、 借地 文 辯添鴻 齊秘耍 鈔 一； 

梅 出 タリ。 

窓  精 添 鴻寶秘 耍鈔卷 之 六  • 

筆  婦人 門 

B  產婦 借地 法 

so 1 


bl;  m 恣 u 


坐 月 

體玄子 借地 法咒曰 

東 借 拾 歩 西 借 拾 歩 南 借 拾 歩 北 借 拾 歩 
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a 
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€- 

Mi/ 

お 

や 

丑 
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子 

壬 

亥 

4> 

麻 油 (同)、 滔 (同)、 酢 (同)、 

又 方 

猫 頭 灰 〔割 註〕 无者 P? 頭 灰。」 竹 虫屎、 此ニ味 等分 合テ 


111〇 二 


上 借 拾 歩 下 借拾步 壁 方 之 中 叫 十餘歩 

借地 恐 有穢汚 或 有^ 海神 王 或 有 西 海神 王 或 有 

南海 祌王或 有 北海 祌王或 有 日遊將 軍お 虎夫 人 

遠 去 十 丈 軒 轅招榣 舉高十 丈天符 地軸 入 地 十 丈 

^此地 空 閑 產婦其 〔割 註〕 產所 該錄作 某。」 氏 安 

產 〔割 註〕 產所 該錄作 居。」 無 所妨礙 〔割 註〕 產所 

該錄作 碑。」 無所畏 忌諸祌 擁護 百 邪 逐去急 急 如 

律令 勅 

右 如 レ此朱 -ー テ I 曰テ、 產ノ 月-一入 ヨリ、 洚所 

ノ北 ノコ カベー ーォス ベ シ 。 香 ヲ燒テ 三 返 コ レ 

ヲ誦ス o 

〇白 禿 ノ 藥誠 博士 丹 波 康頼醫 心 方 第 叫 裏 害 云 、 

白 禿 

大黄 ( 一 坏)、 硫黄 (粟 大)、 彌 (同)、 味噌 (同) 


男 一一 ハ雌 戴、 女 一一 ハ雄鷄 ノ冠ノ 血 ヲ入テ 攪合テ 


筆 窓 梅 


受テ、 ホ B/\ トシ テス リ ヌルべ シ。 但 先髮ヲ ヌ キス テ、 後 桃 木ヲ煎 テ瘡ノ フタ ヲ 洗ステ 、、 此燊ヲ 

ヌルべ シ。 度々 ス べシ。 

〇 諸 祌有位 無位 ノ差刖 ナク正 六 位 上ト云 コト、 文德實 錄、 ：.： 壽元华 正月 甲 戌朔庚 子。 詔-天下 諸 祌-不 

レ 論-有 位 無位-叙-正 六 位 上？ 類聚 コ 一代 格、 嘉祥 W 年 W 月廿 七日。 太 政 官符- 一 モア リ。 則仁壽 元年 ナリ。 

〇 伊呂波 宇類抄 -1、 吉田 社。 〔割 註〕 永延 元年 山 蔭 中納言 奉 レ鎭レ 之。 春日大 原野 奉レ崇 レ之 。以 レ擗爲 體？」 

ト ァリ。 今 モ神ヲ 祭 一一、 此定 一一 テ榊 ヲ正體 トシ テ崇 奉ハ穩 ナルべ シ。 

〇 至尊 ノ有 馬ノ揚 召シ御 湯治 ノコ ト、 百 練抄、 正 元元 年 十月 五日。 乙 亥。 目-一 今日 ーキ： 上 御 湯治。 被レ 召-; 

有 馬 溫朵^ -ト ァリ。 

〇 拾芥抄 一一、 淨衣色 ァリ。 靑、 黄、 赤、 白、 黑ソノ 修法 一一 ョ レリ。 山槐 記、 冶 承 二 年 十月 卄 九：！：。 (取 

耍) 酉 刻 座主 宮 〔割 註〕 着-黄 淨 衣-令 レ懸ニ 五帖御 袈裟-給。」 參給。 ト ァリ。 

〇 禁 秘御抄 一一、 淸凉殿 ノ條、 弘廂板 九枚ト アル ハ、 孫 庇ノ： f: 丈ノ トコ B ヲ、 ^方ノ 長 押ヲだ 寸ヅ、 -i 

シ テ、 一 尺 ノ板九 枚 一一 テ張 シヲ云 ナリ。 卷末 -1 圖 ァリ。 

〇 世俗-一渡 唐ノ 天神 ト云 モノ、 臥 雲 日 件錄、 文 安三 年 叫 月 十五 日。 (取 要〕 翌日 眞^ 客 来訪 口、 我 多； 大祌 

挿-梅 一枝-肘 懸- 小 袋？ ト ァリ。 

〇 銀柳宮 ァリ。 權記、 長 保 二 年 卜 一 月 十六 日。 己 丑。 詣>> 左府- 奉- 拚扇卅 枚？ 〔割 註〕 以-- 銀 楊^-入 レ 之。」 

〇 賀茂ノ 姓 ヲ慶滋 トス ル コト、 權^、 長 保 六 年 九月 廿 五日。 (取 耍) 改-加 茂 _爲_ 一慶 滋？ ト ァリ。 

〇 十三 囘忌 ノコ ト、 東鑑、 寬喜 元年 十二月 卄 五日。 (取 耍) 故 右大臣 家 十三 年 御 追^ 也。 行 西 奉-行 之？^ 

日雖レ 爲-- 明年 正月 卄ヒ 日？ 有-沙汰-被-引 上 U 之。 ト ァリ。 • 

〇 山 科 一一 一一 〔繼卿 記、 天文 十 W 年 六月 二日、 暮々 衣紋 予束 帶、 藤黄鬥 H 罷向、 ゥシ ：>  直 シ參 內ト ァリ。 蓝黄 

門 ハ高會 殿 ナリ。 コ ノ比ハ 衣紋 ヲ搔 11、 兩家 ノ差钊 ナカ リシ-マヤ。 

  111。 ミ 
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  三。 四 

〇 河海抄 1 一、 日本 見 在 害 目 六、 藤 原 佐 世撰ト ァリ。 書目 ハ世ニ 全篇 ノ ナカ リシ モノ トォ 乇ヒ シガ、 、和 

資生寺 ノ印 アル 古本 粘 葉】 冊、 書肆 ガ 買得 セシヲ ミル 一一、 五六 fn 年前ノ 古本、 

日本 國見在 書目 錄 

正 五位 下行 睦 奥 守 兼 上野 權介藤 原 佐 世 奉 

針, 

トァ リテ、 部門 ヲ 立テ齊 目 ァリ。 佐 ^ハ 藤氏 儒士 一一  テ、 宇多、 醍蝴ノ 朝ノ人 ナリ。 希代 ノ書 ナリ。 得 

テミルべ シ。 予、 寫シォ カザ リシ ハ 逍恨 ナリ。 

〇 太平 記、 (劍卷 ) 渡邊氏 ノ家ハ 破風 ナシ -ー 東屋 ナリ トァ "o 1： 阿ハ 破風 ナシ。 兩下ハ 破風 ヅク リナ リ。 

唐 招 提寺ノ 金堂、 叫 W ヅク リナ リ。 卷 末-一 圖 ァリ。 

〇 河 海 杪、 〔割 註〕 藤のう も 镀。」 昌泰 元年 十月 競埒 記、 (取： 耍) 典藥頭 阿保 朝臣 常世 着-故 弊 靑白橡 衣？ 隨》 

御藥辛 榧, 云々。 コノ 辛櫃ィ カナリ シャ可 レ考。 

〇 舟橋 家 天 祌七代 神 號事ヲ 力 ケル書 一一 云、 〔割 註〕 奥 書、 H< 文 十 年 十月 朔日、 環 翠軒宗 尤判ァ リ。」 

一 、 1K 祌七代 祌號事 

吉 W 說- 一 ハ、 天地 自然 ノ 御名- テ祌號 ノ義现 ヲ不レ 付レ之 事、 家ノ習 也。 後 成 恩 寺 殿御 說 一一 ハ、 祌號ノ 

義现ヲ 付 ラル。 暫 其篛ヲ シルシ 進ズル モノ 也ト ァリ。 此吉 田家 ノ說 ハ、 實 一一 古 傅ナル べシ。 又 谷 蜇 遠 

甲乙 錄第 七- 1、 有レ形 祌有レ 社。 無レ形 祌無レ 社。 或有レ 社。 後世 所爲 也。 此經 晃之說 ナリト ァ リ。 經晃 

ハ 內宮屮 川 荒木 田經晃 神主 ナ レバ、 此コ トモ 祌 {a  -1 古傳 アル コ トナル ベ シ 。 

〇 當 時ノ蚩 e 家-一、 御 家 様 ト云コ トァリ 。蹇 驢嘶餘 云、 一世 尊 寺淸水 谷ハ能 寄ノ家 也。 是ヲ家 様ト云 也。 

舊院樣 ヨリ 後 圓融院 家 様 ヲァソ バ シ、 改テ 勅筆 ガクヲ イカ 一一 モ 風流 一一 ァソ バ シ 出シ、 諸家 一一 蔡之 トァ 

リ。 勅筆 ト云 ハ 、 宸筆ト 云 コト、 ミ H タリ。 後世、 コレラ 1! ヨリ テ 勅額 ト宸筆 ノ額ト 同事 ノヤ ゥ 一- ナ 
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リタ レド モ、 差^ アルべ キコト 也。 名物. パ帖、 通鑑周 紀世宗 勅- っ大 下 寺院？ 非-勅額-者 悉狻レ 之。 註 胡 

, 三省 曰-勅額-者 勅 賜-寺 額？ 如-慈 恩 安國興 唐-之 類。 按。 勅許 建レ寺 則賜レ 額。 謂-之 勅額？ 非- -宸 や！ if 

額， 也。 トァ リ。 分明 ナリ。 

〇 平家物語 第三、 〔割 註〕 大た うこんり うのこと。」 淸盛、 高 野への ぼり、 大 たう を をが み、 おくの ゐんへ 

參ら丄 ける に、 いづく より 來る 共な ぐ、 老僧の はくはつな るが、 まゆに は 霜 を たれ、 ひた ひに 波 をた 

、み、 かせ 杖の ふたまたな るに、 すがって 出來 給へ り トァリ 。伴 大納 1= 〔晝卷 物-一、 老人力 セ 杖- スガ 

リタ ル鬧、 卷尾 一一 ァリ。 

〇 服屮 トイへ ドモ祌 猇ヲ書 コト、 宣胤瘠 記、 文 龅ニ年 二月 十一 日。 甲 寅 天晴。 侍從 一二 位 (兼俱 卿) 所望 之 

三 社詫宣 並天祌 名號。 (屮 略) 1ー： 社 詫 宣服中 不レ可 レ苦之 巾。 兼俱卿 演說。 任-彼 商 同月 十七 日。 一二 社 

託宣 一幅" 兼 永 朝臣 所望 書レ 之。 ト ァリ。 重 遠 甲乙 錄第 八-一、 垂加 曰。 i 所レ謂 三 社 託宣 非-託 宜- 也。 

賛也。 天照大神 峻峨 天皇 宸作。 八幡 弘法 大師。 舂日ト 部兼延 之作ト 云リ。 是非 ヲシ ラズ。 託宣- ハァ 

ル マジ ケレ ドモ、 賛ナ リト云 モ甚シ 午コト ナリ。 予、 世 尊 寺 家 7 三 社 託宣 ノ 書法 ヲミ タリ シガ、 h< 照 

大祌 宫、 八幡 大 菩薩、 春 日大明 祌トナ ラベ テ、 橫物ノ 表粧- スルャ ゥ-ー 力 ケリ。 祌號 ヲ三祌 トモ 平 頭 

-了 ンテ、 託宣 ト云 詞ヲ 一宇 低 堂曰 シテニ 行 一一 力 ケリ。 當時ノ 持 明 院^ 入木 ノ託宜 書法 ノ傳 ハ、 コ レ 一一 違 

ヘリ。 武家 ノ 具足 榧 一一 入ル、 モノ ナリト 云リ。  ， 

〇 色紙- 一 ハ名ヲ 力、 ヌ モノ トミ ュ。 小 右 記、 長 德五年 十月 廿 八日。 (取 要) 右大辨 行成 書- -碎 風 &紙 形" 花 

山 法皇。 主人 相府。 右大將 右衛門 督。 宰相 中將。 源 宰相 和歌 書-色紙 形？ 皆書レ 名。 後代 已失 n 面目？ 但 

法皇 御製 不レ 知- -讀 人？ 左府 歌書-左大臣？ 件 事 奇怪 事 也。 ト ァリ。 

〇 親 長 卿 記、 文明 十二 年 十月 廿； 日晴。 今日日 本 紀御談 骸御讀 書 也。 此事此 間。 以-- 民 部 卿-被 レ仰。 淤仉 

卿 御 侍 讀可レ 遣-一 勅^-之^ 被レ 仰。 元 長 去 十三. 日 書-一 遣 之，、 ト アル W 部 卿 ハ 、 白川忠 富王ナ レ バ 、古出^、 
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白 川 家、 此比ハ 穩ナル コト、 ミ H タリ。 又 忠富王 ハ雅彔 王ノ 次男-一 テ、 若年 ノト キ 後土御門 院 一一 近習 

シ、 ，K 具 卿 ヨリ 十八 神道 ヲ傳受 セラ レシ トモ 云リ。 元 長 ハ親長 卿ノ子 ナリ。 

〇 當 時ノ亂 舞 ノ譖曲 一一、 祝言 ナ ドノ トキ ウタ ハザル 禁句、 或 ハウタ ヒ 替コト ァリ。 古代 モソノ 類ァリ 

中 右 記、 嘉承 一 一年 十 一 月卄 三日。 (取 耍) 祌樂薦 枕 之 中 阿美 於 呂之ト 云 所ハ、 阿美 於 所之ト ^-. 

御前， 於 呂之ト 云詞、 可 レ避之 故 也。 
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關 の秋厕 

^の 秋風 吹き 初めてい く 日 も あらぬ に、 此 地に 来り 侍りぬ。 政の ひま. <\ -、 心に 浮ぶ r- を かいと ビめ 

ぬ。 ゆめ 人に 見すべき ものに あらす かし。 

むかしの 習 はし は、 いとむ くつけ くして、 風月の 啧 なんどた のしむ もの も少 かりきと ぞ。 花木 多く 哆し 

武士  魄 

植ゑ たる 庭 を 見て、 其， に、 もの、 ふて ふ もの は 花な ど兑る ものに は あらす。 とくぬ きすて よと はした 

なくい ひける とぞ。 木訥の 野なる、 いとこと やう なれ ども、 文の みすぎて >  史と いはんに は 勝るべし。 

今の 世の なら はし は、 風月の 情に 心 を やりて、 酒の みものく ふ をのみ、 專と はする にや。 むかし は武を 

のみこの みて、 月 花 をう. _ JI i とし、 今 は 奢 をのみ このみて、 月 花ビた ふとむ。 月 花に 心なき は 一 なれ ど 

も、 野なる は 仁に ちかしと もい ひて まし。 いで 月 花 をめ づ るて ふ 人 は、 心に 賞 を盡 くす 事なん めり。 月 

にむ かひて、 目 も はなさす 打ち 守りて、 我し りが ほに、 古き 歌な ど 打ち 呤 じて、 古き.^ は 我 を 知らす。 

我 又 古人に は あ ふ 事な し。 た e 月 は 代々 の 面影 ぞ とい ふめる も、 太- TH の 古 時の 月と いひ けんに おなじ、.；： 

なる ベ けれども、 其 打ち 向 ふ 人、 させる ざえ あるに も あら ざれば、 古き 人の、 よしい ま 出で たりと も、 

關 いかでし りえて 交り 侍らん。 かう やうの 人に、 心 あ ふ 古人なら ば、 月に こ ひ 侍る にも 至り 侍ら じ。 又 か 

の たはら の 人 は、 今宵の 月の 光み まほし くても、 夜寒の 風た へがた ければ とて、 戶 おし 立て、 酒の む も あ 

吠 一 り。 花な どの 枝 を を しげ もな く 打ち 折りて、 酒樽に ゆ ひつけて かへ る も あり。 又は^ 樂を W し、 ある は 

禾 !• 

」 蔔蔡を 出 だして， 月 はちる とも、 花 はく もる ともしら す。 喪心の やうに くる ふ もの ありけ り。 又は 我 こ 


そとい はんば かりに、 燈火も 打ち消して、 笛な ど ふける も、 此頃習 ひけん か、 ほれて わすれ けんか， 譜 

など 隊の 上に 置きて しばし ふき、 しばし やめて、 脊 く^めて 譜を すかし 見て、 くるしむ も あなり。 其 

外， 心う しと 田 5 へ *ま、 月 を 見る も 花に 向 ふ も、 うきたね となりつ \、 心に うかぶ まに/ \-、 我う さは さ 

ら なり、 人のう さまでお も ひっ^け、 なき 人 も此月 をば めで けん、 この 花 を やう ゑ けんとお も ふ ほど、 

萬の かなしき 事 も、 我 身のう へとの みおも ひな さる-やうに なりて、 只 打ち 向ひ淚 こぼして 打ちし を 

る。 よし 言の葉に のべん も、 筆に かいと めん も、 誰に 見せ 誰に つげん。 よしつ げたら ばと て、 我 かなし 

さの やむ ベう も あら じ。 見せん 人 も、 つげん 我 も、 いつまで か、 此月 はなに むかひ 侍らん と 思 ふ 程、 む 

かしな つかしく、 後の 佌も戀 ひしくて、 膝 をいだ きて 長 嘯し、 はて は 戶閉ぢ て 奥へ 入り、 枕よ せて 見れ 

ども、 心の底す み 渡りて いねん やう もな し。 月 やい かに、 花やい かにと わ すられねば、 戶 おし 開き、 お 

し 立て-、 夜 を あかし； H を暮し 侍る も あなる か。 又 まつ 夜 ほど ふる 月に 恨 を そへ、 きぬ/ i\ の^れに、 

有^の 月 をう しとみ、 ひもとく 花に あはぬ とし 月 を かこち、 散り 行く 花に つれな き 命を觀 する も、 せち 

にお も はる。 只 かくうし とみ、 たのしと 見る も、 みなむ かふ 心の か はるに て、 月の 光、 花の 色 は、 とこ 

しなへ にか はる ことなし。 したへ どもみ す。 むかへ どもした しからす。 去りても うらみす。 背きても い 

•S ら ぬに ぞ。 R 々の 人々 月 花に めで、 思 ひ を盡す も、 さる 事なる べし。」 文の かす^ \ に 侍りて、 たばこ 

本意 

す ひてんと、 火と り 引き寄せ 見れば、 火 は 消えたり。 いと ほいう しな ひて、 きせる もて 灰 力き あら はし 

て！：： ルれ ば、 ほたる 火の 光した るが、 二つ 三つみ ゆる ぞ、 又な く うれし。 

十月 初めつ かた、 增見 村へ 行きて、 山々 の 鹿 をお ひ 出 だしたり。 狩人 も 多く 出で たり。 され ども、 其 日 

雪 も ふらねば、 獵獲も 少な かりきと. いふ u  llr ふりたら ばと 心に 終したり けれど、 其後强 ひて ふら ざり け 

れば ゆかすな りに き。 二た び 白 川の 城へ 行きぬ る 時、 年の 凶に あ ひたれば、 召しぐ しける 女 も はぶき 

て、 ^川、 菊 井と いふ 老女 をのみ つれたり。 妻室 は 同道し、 人 は 少なし、 いと さびし。 野 川、 初の は 


風 秋の^ 


ど 白 川 は 所の 名 も を かしく、 さびし さも 叉 しづかなる も、 い と 心に 叶 ひたりと いひ たれ ども、 月日の 

ふる ほどに、 さびし さに も あきて や あり けん〕 • ば 都へ かへ りたし とのみ いひたり ければ、 初に は 似ぬ こ 

とよと いひし に、 野 川 も、 今 はい ひか ふべき 言葉 もなくて、 しばし が 程 こそ、 野 山の やう も 珍ら しく 思 

ひしが、 今 は 誠に 秋風 そよ ぐ 白 川な りと いひて 抱 腹し ぬ。 下部の 女、 豆 を かはんと て、 下部 男 を 呼び 

て、 其 由い ひし かば、 なじよ だ 豆 だむ しとい ひぬ C 女、 豆の 名なる べしと や 思 ひけん。 其な じょ だ 豆に 

て 侍る とい ひければ、 男い とうたが ひたる さまして、 又い ひぬ。 かたはらに 此國の 事 をお ぽ えたる がう 

•10" 

ちき、 て わら ひつ、、 なにの 豆に て 候 かと 問 ふこと に 候と いひければ、 かたみに はらわた をき りたり 

とぞ。 なじよ と は、 何條 とい ふこと なるべし。 むしと はル國 にて 言葉の すゑに つくる 事 あり。 いっか、 

田家の 童の 田 面に いたる に、 何な すかと とひし かば、 はい。 ねに だむ しと こたへ き。 

過ぎに し 頃、 城の 束 小目 川 村の ほとり、 七 まがりと いふ 坷に、 鬼 づと いひ 出で たり。 我 も 人 を 打ちつ 

れて 見に 行きけ り。 見き とい ふ もの あり。 又はみ ざり きとい ふ も ありたり。 見き と. S ふに も、 ふ々 にて 

か はりた るに や、 形 も 了お ならす 聞え しかば、 いよ/, \ 鬼 なめり どて、 みな/ \ 西へ 後み せぬ はなく、 

此事. S はぬ 人 もな し。 よくみ たる 人の かたりし に は、 鬼に て は あら ざり けり。 けものな りと いふ。 我 は 

が ほに かまへ て 高く したる 人 は、 我が 德 にて、 名に おふけ もの、 出で しに やと 思 ひたる も 有りけ らし。 

其 後、 狩人 鈇丸 にて 打ち留め たる を 見れば、 羚羊な りけ り。 こ&ら にて はくら しこと いふ。 

この あたり は、 雪の 降る も 越の やうに は あらね ど、 冬の 初より n 毎の ように ふるな り。 さ. e ども、 風烈 

しくて 木々 の 枝 に つもらす。 ふり はべれば 忽氷 侍りて、 江 都の 氣色 にお とれり。 春 野 は おもかげ 有りと 

もい ひつべし。 

豚屋宣 利は舊 都より つき 給 ふ 人な り。 是も 我に 隨 ひて 此 地に 勤 仕^りぬ。 交 はるべき 友 もな くいと 淋し 

ければ 古 鄉へ歸 る 日 をのみ 待つ ほどに、 ものした る さまな り。 ある 日靑 によし 奈 良の 里より 乍り 出 4j 
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るう ち はの ^を かぞ へみて、 その かすよりも 此 地に とビ まる： n 數は增 りぬ と、 かなしみて、 むかし 斑 女 

は 扇 を 見て かなしみ、 今の 宜利 は、 うち は を 見て、 故鄉 をした ふ、 いに て 侍る と  <； ひて わら ひぬ。 され ど 

父 a- 兄：^ 

も、 ち 力し き 友 は ともあれ、 か ぞいろ はらから にも 立ち 別れて、 あまさ かる ひなの 住居の わびしき が 中 

にも、 ゎづ か、 膝 をい る \ いとせば き 室に のみ 一年 を 送る は、 誠に さも ありぬべし。 

小 i: 龍應 も、 同じく 愛へ 勤 仕に 出で たり。 年の 程 若から ねば、 いと ビ故鄕 をのみ 戀 ひしく 思 ひしが、 二 

人の いひし は、 月日の たつ も 駒の 隙 過ぐ る やうに こそ あなれ。 され どまつ 日 は 遠き やうに 覺ゅ。 此 地に 

切り^ ふ も、 いまだ 日餘 りなり。 さぞ わびし からん ときこえ しかば、 龍 庵 聞きて 修行者な ど、 水 を あ 

みて 百日 を 送く る もの も あなれば、 いかで わびし かるべき とはい ひぬ。 勤 仕の くるしみ は、 水 あみ 侍る 

ほどに は あら ざり けらし。 

久しく 逯 はぬ 人に あ ふて は、 こ ほ 久しく あは ざり けり。 安全に てこ そとい ふより^-も なく。  ^となく つ. 

V ましく、 はぢか はしくて、 帶の あたりの み やりて、 額な ど は あ ふ 事 もせす。 しばし 打ちし ほれて、 

ひたすら はなおし ぬぐ ふ は、 いとせ ちな り。 

を かしげなる 所へ 書きた る #1 のおく に、 京 何 町、 .江 戶何 町、 何 右衛門、 何 兵衞板 元と かける いと 口 を 

し。 めでたく かなしつ したる 弓の、 本 はすの あたり、 ぬり 残して 「り 打ちた る 人の 名み ゆる .S といやし。 

この 國 にて は、 霜の 初めつ かた、 みな 門々 へ 穴 をう がちて むしろ もてお ほふ 事な り。 いかなる 事ぞ とと 

ひしに、 是 より 霜 雷いた く 氷れば、 年の 暮に松 建て 渡す ベう もな し。 いま その S? 意す るな りと いひぬ。 

〜  七 W 

烏 峠と レふ山 は いと 高く して 木立 茂りたり。 こぞの ふみづきの 半、 淺る 暑に 絕ぇ かねて、 かの 山へ 入 

りしに、 此地覺 えたる 人、 山の 上 はいと 塞し。 わた 入りた る 衣、 川 意すべし と. s ひければ、 みなく 悅 

びて、 坂の ぼる ほどの あっさ も、 山上の * にわ すれなん。 され ども、 此 ひとへの 衣に 汙 返りた る を、 俄 

に 寒風に K しなば、 病 を やうけ なんどい ひて うち 登る に、 ト； の 方 を 見やれば、 長き 坂 Q むねに つく やう 


に覺 ゆれば、 みな 足の あたりの み^て、 先立の 人に したが ひたり。 ふもとよりも、 木立の 間い 坂の くる 

しさに、 あっさ もた へがた ければ、 中々 項へ ははる かなる べしと 思 ひしに、 先立の 人、 はや 頂に 來 にけ 

りと. s ふま、、 嬉しく も a やれば、 ぞの ながめい ふべ くもなし。 數卜^ の閬 うち はれて、 麓の 山に みえ 

しも あり。 つかの 様に みえ、 川な ども 帶 引き はへ たらん やうに、 大きなる 木 も、 はりなら ベた て けん 如 

し ok, ，眺 たぐ ひな さに、 皆々 言葉 もなかり しが、 や、 ありて、 頂の 裟 きとき こえし が、 此暑 さは 砣 にも 

增る べし、 たえて 吹き かふ 風 もなければ、 この 汗の 衣 は. s かにして ほし てんとい へば、 みな-/ \ 夫 につ 

れて、 仞に はたが ひし ことばと いひ どよ みければ、 此 地し りたる 者も^ 方なくて、 常に 引き かへ たる^ 

なり。 齒. 様の 亊は我 もしら すいと まれな りと いひぬ。 

むかしの 男 は、 かみに も 油つ けす して、 世に むくつ けき 風に て ありけ り。 夫より 程 經て後 は、 かみに 油 

つけて、 うるしし たる やうに ぬり かため、 色 好す る をの こ は、 紅紛 など 額に ほどこし、 衣もう つくしき 

を このみたり。 夫より 父う つり 行きて、 今 はかみ にも 油 をう すくつ けて、 びん かきみだし、 きの ふむ す 

び けんやう なる を 好み、 衣もう つくしき をば きす、 袖な ども そろ はぬ を. s と はぬ さま、 只 色 を も^てた 

りと み ゆるな り。 今にて いは^、 油つ けたる は つ 、しむ 風淸 あれば、 よしとも せん。 世の 人い ろに そ 

み、^ に ふけりて、 其なら はしに なり もて 行く も、 おなじま どひに 歸 すると や. s はん。 女な き^: なら ま 

しかば、 か、 るなら はしの か はり 行く 事 も 侍ら じ。 かしこき 人の 稱.. V 見なば、 其 名 も 世々 にくち じ。 上 

たる 人の 譽を^ な. は、 職 住 もお も かるべし。 夫 を も ふりすて、 女の 稱譽 をのみ、 得て ほしく 思ふぞ かな 

SS しき。 色 ごのみ する^の、 かほよ き 妻 もつ はなく、 戀 ひわび て 妻 を 得し もの、、 榮 ゆる はまれな るべ 

の し。 夫の 方より 兎や角 物い ひ 出 だして、 中 悪しくな りたる は、 ほどなく 打ちと けて、 初より むつまじく 

秋 なる ものな り。 女の 方より あらそ ひ 出で たる は、 初に かへ る だに いと かたし。 今 ひとき は 打ちと けよ か 

气 し。 今 一 言き かま ほしと 思 ふ ほどなる に、 なにと なう うらみ もの こる やうに あなれ ども、 いとた ふとき 
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女なん めり。 うちとけ 物が たりして、 男の 顏 まば ゆから す 見て、 っ& ましき け は ひもな く、 ほどなくい 

びき かきてね たる。 いと あさまし。 年若き もの、、 我い とけな き 時 はとい ひ 出で たるに くし。 としおい 

たる 女の、 佛 このまぬ 又に くし。 わらん ベの 5 かの ぼり あげぬ も 又に くし。 若き 女の 道行に、 袖に 手し 

てく ひさし 出 だし、 我 はが ほなる さま、 又な くにくし。 國 家の 政 を も 執り行 ふ 人の、 鄕に 杖つ くよ は ひに 

成り 侍りて、 文の 道つ ゆしら すして、 若き raR ら とうち 交り、 遊藝 をのみ 舉ぶ は、 又似氣 なく い とにく 

し o 

此頃 は、 夜 はこと にいね す。 さま にね まほし く 思 ふ ほど、 かねの 音 をかぞ へ、 鳥の 聲 をき、、 筧の 

音もう る さくて、 しばし 目 をと ぢて 見れ ども.. 夢 みん やう もな し。 かくね まほし くお もふ^ね ら^ね 

ば、 よしひと よはお きて 明 さば やと 思 ひき りても、 兎角ね まほし き 心の み わ すられす。 ほどちかき あた 

りに、 いねし 人 も、 今や 夢な ど 見る らんと おもへば、 いと^む ねく るし。 さらばよ その 事 を 思 ひ 出 だし 

まぎれん と、 心に も あらす、 を かしき 事、 たのしき 事な ど 思 ひみれ ど、 .S つかう ちわ すれて、 夢 をば い 

つか 見ん とのみ 思 ふなり。 夜 もや.^ 更け 行けば、 いと r さびしくて、 こしかた 行く末の 事な ど 思 ひっ^ 

け、 ある は 心ぐ るし き 事な ど、 かう がへ て 夢 もみつ かす。 せん 方なくて、 くす しにと ひければ、 只 物 を 

ふかく かう がへ て、 心を勞 し 侍る 事の なきやう にと 諫む。 され ども 短才重 住、 いかで かう がへ 侍る 事な 

くて ありなん。 さる をう ちわ すれて 意と せす ば、 又國 主の 職 をし るべき やう もな しとい はん。 とまれ か 

くまれ、 才 短く 任 重き はせん 方な し、 酒飮 こそ を かし けれ。 され ども、 今の 世、 うちより むせみ 飲む 

は、 賓 主の 禮をも 失 ひ、 手 をお さへ てし ひての ませ、 肴 はさみて 投げち らし、 後 は 席上に 酒 打ち 流しな 

どす るぞ わろ き。 そのし ひ 侍る 人 は、 いたけ 高に 成りつ、、 詞荒 くいきめ きて、 のみ 侍らす ばと く/ \ 

此席を 出で よ、 のみたら ば ゆるし てんな どき こ ゆ。 しひら る、 人もう ち 腹 立てる 風情に て、 我 一人り に 

かくし ひ 侍る こそ 奇怪 なれ。 人の み 侍らぬ うち はいかに いふと ものむ まじと 云 ひて、 あらけ^ きをの こ 
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二三 人、 かたみに ひぢ はり、 ひた ひに すぢ いだし、 顔 赤らめな どして、 い かなる 國の 存亡 安危にか^-る 

事と や 思へ る、 その さま にげなく 愚な り。 其 巾に 酒仙と もい ふべき が、 此盃 のむ にたら すと て、 おもて 

かくる、 ばかりの 盃 取り出 だし、 鲸の水 吸 ふやう にの みたれば、 みな 目出度き のみ 樣 とて、 戰の 場に て 

功名した らん ごとし。 又 酒う けて 盃の はし 少し 見 ゆれば、 レ と淺 間し き 業 かな、 滿っ ばかりに 受け 給へ 

といへば、 又いた く辭 してう けが はす。 よし 其 酒まして うけた らんと て、 さの みの 事 も あら じ を、 にが 

しう 辭すも 愚な り。 瓶 子の 酒の か はりし を、 一 つのみ て 後人に す、 むる は、 酒の 味と あた-め しほ 

ど、 を 心み る なれば、 先より しひて 瓶 子の か はりし ぞ のみ 給へ とい ふ は、 理 しらぬ にぞ ありけ る。 か i 

る 酒 夜の むしろ は、 こ、 かしこ 五 入 六 人 ほどつ どひ 八：： ひて、 定まりた る賓主 もな し、 ある はた ふれ ふし 

て 病 者と なる も あり。 ある はえん の ほとりへ は ひ 出で、、 え もい はぬ 事す る も あり。 ある は 席 を にげて 

出で^-、 大路に いぬる も あり。 または はぎの 毛み ゆるば かりに からげ て、 盃 盤の 間々 を とびこえ てす、 

むる も あり。 酒の みがて にして にげ まよ ふ を、 袖 引す ゑての ますれば、 眉 ひそめ、 目 をと ぢ、 胸 打ちた 

i きて くるしむ も あり。 四十に あまる 女の、 髮も 所々 白き が、 紅 こちた くつけ たる、 口 ひろら かにし 

て、 若き 男の かたはら 近く、 ねぢ より 差より つ、、 あられぬ 事なん どい ふ も あり。 いとえん なる 女房な 

ども、 ゑ ひ 狂 ひて 髮 打ち 散らし、 もすそ 亂し、 風 いづるば かり ありき て、 をの この あたり さらぬ も あ 

り。 年若き 男、 初の 程 こそ はあり けれ。 後に は 柱に 打ちより、 白が ねの きせる ひた ひふす ぶる ばかり、 

筌 ざまに あげての み、 又は ゆびの さきに 横た へて、 水 まく 如く 廻し、 つらに 手なん ど あて-、 謠 歌うた 

ひつ、、 はるかへ だ i りて 唾壺 へつ ば をとば すと、 我 は 額の 風情な り」 はて は 女の手な どと りて、 酒の 

み てん やな どき こ ゆる も淺 まし。 又は 二人 さし 向 ひて、 かたみに 指の ベ かぐめ る やらん， 聲卨 にの i し 

りて 勝負 あらそ ひ、 又聲 のかぎ りうた ひて、 額 あっき 事い ふ も、 興 を まさ まほし くやお も ふなん。 わが 

ひやう しの あし さ、 聲の あし さ、 姿の あし さも 打ち わすれて 立ち まよ ひつ、、 盃 ふみ わり、 肴 ちらす も 
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0 あり。 只 u- 戶の、 側に おそれた る さまして、 目の みう ごかして、 をり も あら ば^げ 出 でんと する は、 此 

の 內の 智者と もい ひつべし。 醉 なきす る 物 は、 過ぎ こし 事な ど 云 ひ 出 だして、 雨 I 卞 となき て は、 酒の む ほ 

秋 どに、 其 ^立ちされ よと いふ は、 ゑ ひ 侍らぬ もの を、 え ふとい ふぞ かなしき とて、 ひたな きになく を. 

織 猝 ふて はら 立つ ものき \ て、 此 いは ひの 席に 淚 こぼす こそ 心得ね。 ぶけう の ふるま ひする やから は、 此 

むしろに つらなる まじと、 いら、 かにい ふ を、 醉 ひて 笑 ふ ものうち き k て、 何の かなしき 蓽も、 腹 ふく 

る、^ もな きを、 あのな みだお とす ふぜい、 いかりの \ しるさ ま、 いと 珍ら しと 腹う ちか k へて 笑 ふ。 

. 可.：： -も醉 のうへ なれば、 是非い はんやう もな し。 只尤 さる 事な り。 き はまりな き道现 なりと いひて、 な 

ぐ さむ 人の はづ かし さよ。 あけの 日、 其 事い ひ 出で、 は、 きの ふさせる 事 有りし か、 いと はづ かしと 

て、 しらぬ さまなる も、 心得のうと/ \ しき、 思 ひやるべし。 暑き 曰 も わする、 とて、 ^かたぶけ 汗 

. 打ち 流す もい かなる 事に か、 うれ ひ を も 忘る と は いへ ど、 酒に て 過 をな し、 はぢを 得て、 家 を ほろぼ 

し、 身 を 失 ふ も あなれば、 うれ ひそ ふ も の とやい はまし。 昨日 酒の み て、 今日は 心地 死ぬ ベ く ありと 

て、 枕に より、 かゆす、 りて、 滔 のに ほひ を も 嫌 ふに ぞ、 よし 命 ありても 下戸に は 成りぬべき と兑れ 

ば、 程なく 始めに かへ るぞ かひな き。 其 外 何の 職 何の 住に なりたれば、 其 位 尊く 住お もき を賀 する より 

も、 獍々 愼 みて 奢 を 去り、 風敎の 助な すべき は、 殊勝の 事なる べし。 農に なりて 鋤 鎌な ども 調 はぬ に、 

財 をつ ひやして 酒の み、 農に なりたる を、 ことし は いかな る ことに や 侍らん。 蠅て ふ 虫 は 又な くにく 

し。 畫寐 の夢妨 ぐる は、 怠り をい さむと いふと いふべ ければ、 とがめむ やう もな し。 た^^なん ど 見、 

畫 なんど 喾 くころ、 顔の あたりに、 ひとつ ふたつと まる を 追 ひやれば、 しばし かなたへ うつり。 又 飛び 

來り 飛び去り、 はて は 友お ほく 集へ て 闘 諍し、 ある はえ もい はぬ ふるま ひらう ぜ きなり。 又 蚊て ふ 虫 も 

にくさ は 劣る ベから す。 夏の 夕、 凉 しさに 端 居して、 笛の しゃう かなん どい へば、 早 其 聲を しるべ に、 

飛来り、 己が 名 呼ぶ 聲 いとうる さし。 蚊遣り ふす ぶれ ど、 煙り 薄き ほど はな ほ 立ち さらす。 人 もた へ か 
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ねる 頃、 か X- もしば し 立ち行き 侍る を、 其 隙 を 得て 帳 打ち 乖： れつ、、 今宵 は 安き い をぬ ベ かめる とお も 

轼 は 

ふうち、 耳の あたりに 聲 して、 枕の あたり さりぬ る. s とにくし。 しそく もて 燒き 殺し てんとお もへ ど、 

起き あがる ほどの わびしければ、 人の は ひ 出で & やき 盡 くせよ と、 しそく 持ち ありく ほかげの 目に てり 

ひて、 ねぶ さいと たへ がた し。 貌に 留まりて さす を、 はやうちに うてば、 とぶ ともみえ す、 腹 ふくる 

ま かりす は 亡て 打てば、 血 打ち 散りて けがら はし。 只 手と 足との 裏 さした らん は、 かゆ さも そこと さす 

ベう もな く、 ひた かきに かきても あたらす。 いとくる し。 ひるの 程 も、 調度なら ベ 置く かたはらより、 

しのびやかに 出で- * 害 ふの み。 足に.：：： き 斑 ありて、 こと 國に もとら を もて 名 づけし 類なる べし。 秋の 末 

がた、 濒 夜寒の 頃、 此虫も 夏の 稃の、 としわかく わざ すぐれたる 心に て、 ひたすら うちと まりて させ ど 

もす へど も、 己が 口ば し 七つ 八つに さけ たれば、 心ば かりにて 業お とりす るぞ おろかなる。 此外 虱、 の 

二 月 

みな どい ふ. ^も、 おなじ 憎さなる べし。 身に しら ざれば はぶきぬ。 芻義 にとうて しるべし。 きさらぎの 

はじめ も、 いまだ 雪う ち ふり、 氷 かたくて、 梅な どもい まだ^ かす。， y 都 はかの 臥龍て ふ 梅 も 散りたり 

と 聞きて、 いと^ ゆかし さの あまり、 古 鄉へ文 やる ごとに、 一夜 明けて はるに なりたれば、 述 職の ほど 

ちかき やうに 侍る とのみ いひ やりたり。 或 日、 冥 川 寺へ 來 りぬ。 和尙 などいで、 物語したり。 予^よ せ 

て、 

縱獲雜 活本是 有心。 縱獲雑 活本是 無心と 書きて、 

絕ぇ はてし 谷の 棧 渡り つ X 月な き 里の 光 を ぞ兒る 

とよみたり。 夫より 元 門、 定忠 等お の/ \ 題 を さぐりて よみ 出で たり。 予も春 巧 と 花との 題 を 得たり。 

しづけ しな 幾 春 を か はふる 寺の こけの 軒端に かすむ よの 月 

唤く 花の 散る も惜 まじ 山寺の かねて 心に 思 ひ 知る 身 は 

狴を 得し かば、 庖丁して 汁に させたり。 誰し も 初めてく ふ 事 なれば、 一た びく ひて は 頭う ちかた ぶけ、 
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I しばし かう がへ しばし 味 ふ ほどに、 其 匂 ひいと あしく、 みな/ \ は なを 掩 ひて 吐き出 だしたり。 搗尾何 

や 某 もお なじく 喰 ひしが、 强 食の 名 を 得たり や 有 けん。 其 肉 を 只に 呑みて は 汁 をす ひつ、、 三度まで かへ 

秋 たり。 さらば 閑 かに 味 ひて とい へ ば、 うまき さま なれ ど 味 ひもせ で、 汁 打ち 吸 ひて ひたの み に^みた 

風 り。 實 ははな お ほふ 人に も か はら ざり けりと て 興じぬ。 

狸の 頭 を やきて 其 灰 を 用 ふれば、 失心 風 を 治す といへ り。 狸 を 得な ば、 とくく 出 だすべし と、 國 中へ 

嗨 きたりけ^ば、 二三 疋 打ち殺して W だしけ り。 みる もの .g の 足 を ひらき、 その 毛 を わけ、 しば 1^ を 

かたぶけ て、 こ は 雌な りと て^ < ふ。 狸の かくし 所の 袋 は、 席 八つし くば かり も ありと いひ たれば なる ベ 

し。 其 後、 生ながら 得たり とて、 あやしき 箱に 入れて 出 だしたり。 ひらき 侍らす ば 見べき やうな し。 い 

かビ はせんと 戶 おしかため、 一間し つら ひつ、、 いで 此 ふたあけよ といへ ど、 たれし もこ、 ろよ から チ 

とて あけす。 豐田 佝 がし をして、 しひて ひらかせたり。 の 足から めて ありければ、 蠭々 のみに して^ 

でも やらす。 近づけば えならぬ 匂 ひたへ す、 寄 合 ふ 人 とてもな し。 とく 狩人へ 返し あたへ よと て、 又 ふ 

た を 覆 ひ、 此 ふくろ は 兄る ベう もな し。 むしろ 八つし くば かりなり とも、 か& るのう ちに は、 い かで そ 

の 術 をな してん やとて わら ひぬ。 

小パ 牛^ e: の 初、 屮 子の 山へ 行き 侍りぬ。 栈 をば 曉 頃に 出で しに、 叫 五 里に して 夜 は あけたり。 しく だ ひ 

らと いふ 所 は、 平 かなる 野の はて は 山に 績 きたり。 眺 いと を かし。 .y の澤 の邊、 木立なん どい ふ 所 は、 

皆 紅葉の み 生 ひ 立ちて、 萬 山 一 紅と もい ふべ し。 镔の聲 など もしたり。 かきが ね 橋 とい ふ は、 筏な どの 

嵇に 木の 枝 あみなら ベて、 山の 蛆 へ 懸け 渡したり。 蜀 のかけ はしな どい ふ も此類 にゃあらん。 其 橋 渡り 

て兑 やれば、 き 瀧の かしこの 岩、 こ、 の 石に あたりて 白玉く だくる やうに なん。 寳に ^景色ば かし 山 

第 一 とも いふべ し。 是 より 先 は、 坂の け はし さ いふべ くも あらす。 いと 苦し。 溫 泉の 景色 も いと を か 

し。 予道 すがら 畫 きて、 都の つとにせば やとお も ひたれ ど、 言の はも 筆 も、 いかに 文く はへ 花 さかせ、 


a 秋の 讕 


筆 を ま はし 五彩 を ほどこし たれば とて、 萬 分の 一 にも いかでお よび はらん。 白 川へ 至りて、 かしの 山^ 

ざらん は、 孔子の 門 過ぎて いらざる がごと し。 かしの 出へ いたりて «仲* の 景色 兑 ざらん は、 堂に 至りて 

窒 にいらざる がごと し。 もみ ぢの 紅、 水の 白妙より して、 大 なる 石 は 十步卄 歩に および、 小なる は に 

もお よば 十。 みな 其 形 をな しつ、、 こと の 色を顯 して、 水に より 山に そ ひ、 (4: に^み 坂に 潢 たはる 

さま、 云ひ盡 しがた し。 まいて 風雨 霜雪 花 月の 折々、 うつり 行く けしき はいか ビ あらん。 道の 嶮 しさ を 

いと ひなば、 又 か i るな がめ もしら じ、 虎穴に 入ら ざれば 虎兒を 得ざる といへ るに ひとしと やせむ。 口 

は 長し、 事 は 少し、 勤は繁 からす。 义 させる 能 もな く、 いかにして 日 を 消し 侍らん。 傍の.^ にも 物^し 

て 慰めよ とい ひしに、 物語す る 者 もな し。 おなじ^に 日 は 長し、 夜 は 短し と 誰も しれる 事の みい ふな 

り。 いで 此 地に ありて は、 人の惡 しかりし 事 をい ふ も、 此國の 人のう へな り。 か-る 拙き、 か-るお ろ 

かなる こと 侍りき とい ふ も、 此國の 人のう へな り。 いとお そるべき S3! ぞと. S ふ も、 此國の 事な り。 さら 

ば此 頃と て、 かたる 事み な、 此國の 外なら ねば、 いふべき 一一 n の 葉 もみし。 共 人の 善き と あしきと、 政と 

得しと 失 ひしと は、 其 職と する 有司 ありていへば、 內. IHC のい ふべき 事に は あらす。 されば とて、 國豐に 

人々 とむ とい ふ 事の み、 なが，/ \ しう 日 ごとに 云 ひ出づ べき やう もな し。 物語せ ざるもう ベな り。 

秋の 頃 民家に よりし に、 餅く ひ 居たり。 昆れば 小麥の 粉を圑 にして、 さ、 けの 葉 を もてつ、 み、 其傻火 

の 內へ投 するな り。 其 葉の やけ 靈 くる を 期して くら ふ。 いとう ましと ぞ。 

此頃、 桑 名 長 壽院の 元より、^ なし 榧と いふ を这 りぬ。 珍しき 物な り。 され どもし ぶな して ふ は、 名のみ 

なるべし。 こと，^ しき 名 かなと ほ、 ゑみて、 開き 兑れ ば、 實も 常より はいと 美し。 割り て^れば、 し 

ぶの 衣はなくて、 白 妙の はだへ 顯れ たり。 ^る ものみな 驚く。 其 箱の 侉に 書きた る 物 あり。 ひらき 見れ 

ば、 祖公 御馬 上に て 接ぎ 給 ひし 木な り。 其 後い かに 實を楠 ゑ 枝 を 取りても、 お ほく 生 ひ 出です。 生 ひ 出 

でても かる k ま^-、 今 は^ 樹の靈 をし りて、 枝な ど 折り 取る もの もな しと や。 いとた ふとき 事な り。 予 
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蹄 常に 榧の 實を このみて く ふ。 祖公も 好み 給 ひきとい ふ 人の ありければ、 藩 翰の 住 を あぐる 事、 いかで 祖 

の 公の 烈に從 ふ 事 か、 はじかみ 好む とて、 ひじり とはい かで いはんと いひき。 予か 名を定 信と いふ。 祖公 

秋 もしば しが 程 は、 かく 稱し給 ひしょし、 予號を 旭 峯と云 ひ、 祖公も 俊 峯と號 し 給 ひしょし。 いづれ も 後 

風 に 知れたり。 偶屮 とやい はん。 なほ 才 をはぢ ぬ。 

其 年 饑饉し ければ、 吏 食 を やり、 租稅を ゆるし、 除疫の 灸を敎 へな どし ける を、 久來石 村に 藤藏 とい ふ 

者 ありし が、 ことにいた うよろ こびて、 餅 を さ \げ て 恩 を 報ぜん しるしに、 替へ ほしき よし 願 ひ 出で 

\ しめ 打ち はりて さ \げ ぬ。 共 願の 志 かいたる もの 見し に、 その 言の はの つたなき が 中に も、 田家の 

方言 を まじへ、 夫 はいと^す がた 丈夫な りき。 

遠山 猿 平と いふ、 獵 やうの 事に のみ ぁづ かる 職な り。 顔婊に 似たり ければ、 かく 名 をい ひたり。 ある 頃 

しる 人の、 かれが 宿へ 行きし に、 遠山 は 鹿の 皮 はぎながら、 其 肉 を 手ぐ ひに して 口 も 血に 染みたり。 つ 

まどよ びて うつ は 物持ち 来れと 云 ひて， 持ち 来たる を みれば、 さるの かしら、 犬の 手足 多く ありたり。 

鬼の 栖と もい ふべ しとて かたりき とぞ。 

生れて 目し ひし 人の、 五色 を 知る も、 常の 人の しる も 同じ 事な り。 目し ひし 人に、 *な & はいかなる 色と 

か 思 ふ、 云 ひて 見るべし と 問へば、 いはれ ぬに ぞ。 されば こそしら ざり けれと て わら ふ。 云 はねば こそ 

あれ、 黑 きはくろ く、 しろき は. ni しと 思 ふ は、 誰も 同じ 事な り。 常人 とても、 いかで ことばに て、 五色 

をい ひ 侍る もの 侍らん。 黑は斯 くと て 我髮を さし、 白き はかくと て 我齒を さす はたと へて いふなり。 か 

くい ふ 事 は、 盲人 もい ふべ し。 目 ある ゆ ゑに 見て しり、 耳 ある ゆ ゑに き i てし ると 思 ふ は、 かなしき 事 

なり 0 
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年の はに、 領國 にあり と ある 寺院 祌官驗 者な ど、 城へ 出で \賀 する 事な り や 皆 こ k をせ にと 威儀つ くろ 

ひ を すれ ど、 鄙に のみす めれば、 いとい やしく むくつ けき さまな り。 狩 衣に 冠き て笏を 持ち、 遙向 ふよ 
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り 膝行して、 笏を 衣の 襟に さしはさみ、 或は 笏を 直にた て、 頭 を 斜 にして 稽首す るな ど、 皆々 舌 を かむ 

事な り。 ひとりの けんじゃ、 あしき 病に やか、 りけん、 はな 穴の み 見 ゆるな り。 共而を もはぢ にして、 

ときんい たにき 出で たる 樣、 誠に はなの 額 にゃある らん。 n は 叫つ や あるらん と 思 ふば かりにて. みそ 

かに はら を か \ へ 侍る ことなり。 

こぞ、 三條 目と いふ 村の 景政 寺へ 来りぬ。 堂の 後へ 行きて 見れば、 石碑 多く ありけ り。 共 巾に はいと 苔 

むした る も あり。 又 倒れた る も あり。 此頃 まう で けんと 思 ふば かりに、 かれ 葉少き 花な ど倘 へたる も 有 

りたり。 いで や 生きと しいけ る 物、 誰か 死な からん。 陰陽 晝夜 I； 時の 行 はる、 よりして、 松の 千と せの 

壽、 朝貌の 一 日の 榮、 世に ありと ある 物、 始 より 終な き は あら じ を、 今更な げく もよ しなき 事な. めり。 

され ども、 生 は 好物、 死は惡 物と て、 いづれ か、 生 を このみて 死 をに くまぬ もの はな からん。 され ども 

つ ひに爱 に歸 せざる もの もな し。 此 地に うづ もれ、 この 名 をいた ビ きたらん 人 も、 やま ひに か k りて く 

^ -を 極め、 人々 保護しても 命き はまりて、 かく 成りた る も ありなん。 老いた るか ぞいろ を^して、 海 

山の 恩 を も 報ぜす。 孝子の うらみ を 地下に す も ありなん。 夫に 先立ちて 同穴の 契り を わすれぬ 烈婦 も 

ありなん。. 妻 をの こして 活命を 見ざる 丈夫 も あらん。 やう，/ \ そだてあげて、 月よ 花よ と 愛した るみ ど 

り 子の、 .っ ゆと きえし も ありなん。 病 を 得すして 闘 論より 身 を 失 ひたる も ありなん。 た f いといた う 心 

ぐるし う ものす る は、 年の 凶き に 逢 ひて、 く ふ 物 もたらす、 思 ふ 衣 もなくて、 一生 を 終へ しも あり やせ 

ん。 又 病に か i りて、 藥 もとむべき 力 もな く、 ある は鳏 寡孤獨 にして、 誰 あはれ む 人な きも あり やせ 

ん。 いと かしこき をの この 道し りたる が、 人 もしら すして 草芥に 等しく 朽ちし も あり やせん。 誠に あば 

れ むべき 事な りかし。 其 所緣の 人の まう で 侍る とても， さりに し！ I！ ばかり 思 ひ 出で、 とへば、 つね ふ ふ 

人 もなくて、 卒都婆 も 苔む し、 木の はふり 埤 みて、 嵐の ことと ふ も 月の 宿 かる も いかでな からん。 人の 

心 を なぐさめ 侍らん。 年々 の 春の 草の み、 心なつ 生 ひ 出で、、 啼 くて ふ 鳥 も 虫の IW も、 むかしの^ を や 
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覜じ 侍らん。 綠 の^: も ふりての ち は、 しのぶ 人 も、 この 地下に うらみ を 含む やうに なり もて 行きな ば、 

其 人 を 忍ぶ だに まれに なり 侍らん。 終に はしる もの もなくて、 ふる 塚 はす かれて こと 人の つかと やなり 

なん。 共 後 も 年を經 なば、 田と なり、 野と やなら まし、 た^ 生死 は 詮方な し、 う ゑす こ^えす して 命 を 

謙く し、 賢き TV は ある も、 其 ほど/ \- 人に しられ、 佌 に いづる やうに なり 侍る は、 又 かくまで は 思 ひ 侍： 

らじ とて、 寺の 軒ば のかく る.^ まで、 うちかへ りつ、 見途 りぬ。 

しの \ は 草 は、 宗因 翁の 遺 歌集の 名な り。 納凉の 歌 は、 

• 池廣み 寄せく る 波に 風見え て 松 は 音な き 陰も凉 しき 

忍 親眤戀 のうた に 

今 こそ はしられぬ 草の ゆかりまで 果は思 ひの 露 も そふら め 

いづれ も 全 調のう たと やい はん。 今やな し。 大息に たへ す。 去 歳より 春の 初まで 雨 ふら ざり ければ， 麥 

など 皆 かれ 葉の 芝の やうに 成りなん。 野邊へ 出づる 時、 八 龍 祌の社 を 過ぐ る 折し も、 心に 雨 を 念ぜし に、 

共 明の 日 雨ふりて 麥 もみな みどりに かへ りぬ。 いと 辱 じけ なさの あまり、 二た び 社の 造營 をい ひつけ 

ぬ。 こぞ さっき みな 月の 頃、 雨ふりて 秋の たのみ 覺^ なし。 この 社へ 晴を いのりし かば、 其 日に はれて 

有 年と は 成りぬ。 

故鄕 よりの 便 を 常に 待ちて 侍るな り。 便 有りたり と 聞けば、 共 文 を 手に 取る も遲 しとい そぎつ、、 M.0 

を 切りと くも 心い とせ はし。 やう./ \\ 開きて 安全の 二字 を 見れば、 又 こと 文 を 開き 見ん として、 心つ か 

はる、 ものな り。 何のし な 送り 越せる よりも、 只 自毫の 文の こまやかなる いとうれ し。 只； 筆 安全と や 

み 宵き て、 させる ふし も か、 す。 かさねてく はしく 中入攸 はんな ど ある は、 いと ビロ をし。 妻 呼び 迎へ 

たる あけの 日、 閨 より 起き 出で たらん 心の 內、 何とな うつ & まし。 いつまでも か、 る 心 ばへ、 わすれ； 

ら すば、 いとめで たくさ かえ 侍らん。 女の ひた ひに こちた くす みぬり たる、 見ぐ るし。 のかみ のうし 
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ろの かた 多く そりて、 かみの ひま /5\靑 く 見 ゆる ぞいと わろ き、 夫の こと II に 行きた るに、 妻の 方より- 

文 こして、 其國の 紅粉、 色 ことに あなる よし 聞き 侍りぬ。 いそぎ 送り 給へ とい ひ 越した るぞ にくき、 わ 

. 燈 

かき 女の、 ともしく らう か I "げ て， よそ ひ を せんなん どい ふ は あしく、 赤き 色な ど：^ て、 いやしき^.,, \ 

なと いはんば かりにみ やりて、 墨畫の 竹、 白懵 のに ほひ はめで たしな どい ふ は、 又 わろ し〕 

人の 方へ 行きて、 物語な どす る も、 心得 ありた き 事な めり。 あるじの 名续 をし き 程に II る こそよ けれ。 

あるじ 餘 所見し つ \、 日 はいと 短 かし。 この頃 はいと 事 多し、 はや n も 暮れなん、 夜 もい まだ^から 

す。 又し はぶきして、 此頃は 風 寒に 感 する 病お ほく あり、 いとお そろし、 日影 を兑 つ、 鎵かぞ へなん ど 

して、 さぞ 事お ほからん が、 よく ぞ 語り 給 ふ。 酒す k めた けれど、 ことの 外^^し げく 人 もなければ、 

ほいう しな ひ 侍るな りと やうの こ ときこえ たらば、 とくお るべ し。 

なくて よき 物 は、 女の 文才、 日記に 天晴 書きた る、 く. \ -I i の髮 拙き、 歌の 枕 一 w^? よみた る、 武夫の 美 

服、 寺に 鳥 飼 ひたる、 後室の 化牲、 肓 人の 老いて 目の あきたる、 栗の 花、 法師の 額に 入れた る、 あり 

てよ き 物 は、 日暮 しの 聲、 女の なみ. たの 內の 空た きもの、 才能 職 任より おとりた る^の^り たる、 ぶき 

女の 癀 やめる。 

ありて よき はよ く、 あしき は あしき もの は、 やん ごとな き 人の 才能、 金持ちた る 人、 女の 衣に たき 物 こ 

めた る、. 緋 おどしの よろ ひ、 荽 室に 額 かけた る。 

た われめに た われて、 一生た われ 男の 名 を 取り、 た われ 暮 して 終る はいと おろかな り。 た われ 女の 誠な 

きをし りて、 我方よりも いつはり 云 ひて たぶらかし てんとお も ふが、 後に はっか はれて W 齊 なくし、 詞 

つ ひやし、 名 をう しな ふぞ おろかに 淺 ましき。 人の 誠な く、 人の いつはり いふ をに くみて、 我 も 偽い は 

ましとお も ふは逡 まし。 あしき 友 どち に めでたく いは れんと て、 人の 爲 にか \る淺 ましき わざなん どな 

して、 一生 を あやまる ぞ おろかに にくき。 おき 人な どうちき そ ひて、 あしき 逍敎 ふる 倂 にくし。 此 道し 
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ら ざらん をの こ は、 人情の わりな さ を しら じと いへ ど、 さなん いへ る こと は、 何の 書に か あらん、 いと 

いぶかし。 古の 愦 しり 給 ひたる かしこき 人 は、 この 道に 入り けんに や。 か、 る ことわり なき 事 こ、 こ 

とわり つけて いふ ぞ にげなく にくき。 

多 井 某 は、 祖母に つかへ ていと まめ やかに 孝 を盡し 侍りぬ。 予も かれが 家に 立ち寄りたり。 多 井 某、 祖 

母 をいだ きて 出で たり。 祖母 も痦 しさの あまりに 聲 あげてな きたり。 予が來 りし 恩 を 謝する 心に や、 手 

を あげてい はんとしても、 なきに なきて いはす。 とかくして 席に ふしたり。 かたはらに 居け る^、 皆淚 

おと € ぬ はな かりけ り。 

主君の 不舆を 蒙り、 ある は若氣 の^を 犯し、 國遠 などせ しも、 年を經 てさきの 非 を 悔い改めん もの に 

は、 智勇 も 人に 勝れた らん は あんめり。 國 家の 衰廢に のぞんで、 忠義の 爲に心 ざし を盡 さむ もの は、 た 

とひ 重き 罪 ありと も、 其忠 功に よってと が を ゆるう せんとい は^-、 誠忠の 義士 も あら はれ 出で なん。 さき 

の あやまり を 悔いなん ものに こそ、 か、 る 期に 臨みて 紛骨碎 身の カを盡 し、 國に 報い てん 心 ざし は、 誠 

にあり と 思 ふべき なれ。 たビ か-る 事 をい ひ 出 だして、 しゅくんの あるべ う も/? ぼえ す、 みづ からな せ 

る わざ は ひの がれざる は、 げ にさる 事な めり。 {4! しく 土 芥に義 氣を埋 み てん、 さりながら 治亂 によるべ 

し、 はかり 思うて おそれ ざらん や。 

灸 したる ■  後 は、 こしの 雪 かこ ひ 取り^て たる 心地す めり。 烏 はむ くつけ き 鳥 なれ ど、 孝つ くす 心ば へ あ 

はれな りる 元日の あけぼの、 東の かたしら み 行く ほど、 黑き 林の 中より、 聲 のみ 聞え て 飛び 行く も を か 

. し。 星み えぬ ばかり 月 さえた る 夜、 晝の 心地して 梢に 打ち さはり て 鳴きた る 又 を かし。 夏の 夕つ かた、 

口 もい り はて 、凉 しき 頃、 ね ぐらと ひお くれたる が、 二つ 三つ 飛び 行く も を かし。 雪 ふり 铳 りて、 庭 も 

野 山 もこと いろな きに、 獨 飛び かふ も はえ ありて を かし。 

仕の 女、 臀 ほそき はなく、 子 あまたう みし 女の、 髮 多き はなく、 聲 いと 高う すめる をの ごの、 色黑き 
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はなく、 ひげお ほきが 髮ぉ ほき は 稀な り。 

まづ しき 家に、 子 あまた ある ぞくる しき。 乳いで ぬ^く るし。 子の 人の かけ 行きて、 よきき ぬ^、 よき 

ものく ふ を 見て、 うらやむ をき くも、 いとくる し。 ある はやみて 雜 近く 物 あきの ふ聲 き、 て、 得 まほし 

とてな くに、 かふべき 物な き、 せちに くるし。 をうな の 子の、 くせ かたわな るが、 年た けたれ ど、 せん 

すべな き は、 ズ なく  V るし。 

物し りたる 人の、 其 こと、 はなしに、 言葉の はし/^ 委しき はいふべ くも あら じ。 

若き 男の子の、 武藝擧 ばぬ ぞいと にくき。 

夕立と 雪と は、 ことに 心の 外なる 物な めり。 け ふ は 雲 出で たり。 苗お き 立つ かな ど 思 ふに、 月の さ、 し づ 

る 頃 は-富 もな し、 此 頃の 寒 は 只に や は あると いふ ほど、 うす 墨の 雲 絕 問な うと ぢ たれば、 朝戶 出た の も 

しくて 起きたり。 朝日 かビ やきて ほい 失 ふ。 只 いづれ ともしら で、 人の がり 行き てんと 出づる 頃、 夕立 

にあうて ぬれたり。 明日 は 若な つみにと おも ひて、 曉 の^か はやへ 行きし に、 月の かげ かとお も ふば か 

りに ふりつみ たる。 なゐ ふりての ち筌 うち 眺めて、 {仝 やち かきな どい ひ あ ふ も、 心の 外 なれば こそ、 い 

かづち きら ふ もの は、 とくより しると いふ めれ ど、 夕つ かたなり はためき ての ちに、 されば こそけ さよ 

り 心ち あしかり けれと はいへ ど、 いかづちと はしら ざり けらし。 さるに 今年 は、 雪 深 からん、 雨 少な か 
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らんな ど、 よりせ うそ こ來 しゃう にい ふは淺 まし。 あめ あきらかなる 五のと し。 きさらぎの 半に しる 

しと ビ めぬ。 
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浪花の 風 

9_fl9^^^^^p!9. ふ 一久 須 美 祐雋著 きが 

此編 は、 素より 世敎の 一助と もなる べき 事に も あらす。 また 視 の 益 を 得べき ものに も あら ざれ ど 

も、 少しく 暇 ある 間に，/, \、 巿屮の 有様な ど兑^ に 及びし こと を、 筆に 任 せて 書付け ぬれば、 この 

儘 紙魚の 棲と なさん も 本意な しとて、 其 ま、 に 難 波の 風と して、 この 地 まだ 見ぬ 孫兒 等が 後の；^ 

り 草と はなしぬ。 

安政 三年 丙 辰 正月！ 一十 一 一日 起^ 

浪花の 地 は、 ほ 本國屮 船路の 樞耍 にして、 財物 辐輳の 地な り。 故に 世俗の 諺に も、 大坂は 日本 國 中の^ 

所と も 云、 乂は臺 所な りと もい へり。 實に其 地 巨商 富 估 軒 を 並べ、 詣國の 商船 常に 碇泊し、 兩 川口より 

して 市中 縱 横に 通 船の 川路 ありて、 米穀 を 始め 日用の 品 はいふに 及ばす、 異國 舶来の 品に 至る 迄、 直ち 

に 寄 場と 通商なる 故、 何 一 つ 欠る ものな し。 古来より かくの 如き 土地 がら 故、 商 估專ら にして、 人氣も 

おの づ から 其 風に 移り、 利 を 謀る こと 他國に 超て 慧敏な り。 故に 淳朴 質素の 風 は 更に 失 ふて、 只 だ 利益 

に 走る の 風俗の み、 士 といへ ども 土着の もの は、 CT 然此 風に 浸潤して 廉耻の 心 薄く、 質朴の 虱な し。 こ 

れ 浪花 風俗の 大概な り。  、 

他 國には 無くて 浪花の みに ありて、 金銀 融通と なり 繁：： ： 曰せ る もの は、 堂 島の 米 相場な り。 此事 往古 は、 

淀屋辰 五郎の 祖父 淀 屋與右 衞鬥と 云 もの、 諸家の 廻 米 を 一 手に 引受、 土 佐 掘 川筋 淀 屋橋南 詰へ 米 商人 ど 

. も 大勢 寄柒 り、 米寶 買な せし よし、 是は 今の 正 米 相場の 初な り。 其 後寶 永屮、 辰 五郎 罪 蒙りし 後 は、 當 

今の 堂 島の 地へ 米 商人 ども 多く 引 移り 賣 買せ しに、 其 後 正 米の みに て は 土地 在 もの は 限. リ ありて、 一：：^ 
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« 買 繋 等の^ 込 成 難く、 手狭に J 金銀 融通 不レ宜 とて、 米 商人の 內柴 やしお 衞鬥杯 云る もの 發意 にて、 建 

花 物 米と いふ もの を 定め、 月 切日 限 を 極め、 日限 迄の^.^ 米延賫 IM を 工夫す。 此事 今の 相場 帳 合 商 ひの 始 

の なり。 其 後 享保六 年に 至り、 諸國 ともに 米 價騰贵 せし 頃、 是延賫 買の 不正より 起り しこ とな る べしと 

風 て、 米 商人の 重立し もの 六 人 迄、 奉行 北條 安房 守に て呤 味の 所、 申 n 相 立、 ゆるされ けれども、 其 後延 

K 買 は 停^ ありし に、 同 十一 午年、 紀^ 國ゃ源 兵衞始 ra: 人、 、江 戶へ願 出 再興せ しか ども、 故障 ありて 行 

はれす。 同 十 叫 酉年に 至り、 冬 木 善 太 郞と云 もの、 . 江戶 表へ 願 ひし かど も、 また 故障 ありて 止ぬ。 因て 

せお 仲買の 内 m 邊屋藤 右衛門と 云 もの 筆頭に て 三人 申 合、 江戶 表へ 出、 大岡越 州へ 願 出、 此事 評定 所に 

於て 口 i 々轧 されし 上 免許 ありて、 觸書 規定 書 等 ありて、 是 より 連綿し 今に 至る と 云。 されば 米 相場の 初 

は淀屋 より 起り しとて、 今も猶 正月 初 市の 曰 は、 米 仲買と も 一同 淀屋 橋の 南 詰に 寄り 湊 ひて 其 式 ありと 

いふ。 其 式 はいかなる ことに や 知ら ざれ ども、 古へ 淀屋が 盛んなる 節の 靝羊 を^: せりと 云。 扨、 この 相 

場合の 事、 實に當 地金 銀 融通の 第一 にして、 土地 繁榮の 基 ひ、 其 功大な りと いふべ し。 され ども、 共 功 

能大 なる もの は、 北ハ 弊害 も亦甚 しく、 奸商 ども 是を假 て 私利 を 謀る もの も少 からす。 され ど、 土地の人 

氣湊 ふ處、 其 益 多き を もて、 享 保の 御 改^より 再興な りて 今に 連 綾し、 寬政、 天 保の 度に も 其^に さし 

置れ しこと 故、 米 商人 共 は 是を享 保 御 趣意の 相場と 唱 へて、 殊に 自讃せ り。 此 事に 就て は、 愚意 あれ ど 

も、 無益の ことなれば 識 さす。 凡そ 米 相場の こと を 書る もの は、 秘書と 稱 して 世間に も： M 布せ しもの あ 

れば、 其詳 なること は 其 書に 讓 りて、 こ &に贅 せす。 

油の 事 は 在より 出す は、 菜種 綿 賞 を 絞りた る 油に て、 綿實を 絞りた る を 黑 油と いふ。 之 を 今一 庞 製^し 

て 白く 成た る を. n 油と いふ。 右の 白 油へ 菜種の 油 を 加入して 燈油 となすな り。 右 は 油 問屋 方に て 調製な 

せど も、 相對 次第にて 在の 汕 稼の 方 にても 調合な し 出す ことなり。 此 製法 方、 黑油 を； 旦白 油に 製し、 

共 上に て 菜種の 油 を 加へ 炝 油に 製すべき を、 奸商 ども 手を拔 き、 黑油 へ^に 茱 種油 を 加入して 製せ し汕 


は、 性 合不レ 宜して あかり あしきな り。 

菜種 は 一 石に 付、 弋概： ^尾に て 買 入の 直 段 百匁よ り 百 十一 一三 匁 位な り。 尤 年の ^凶 出来 方に て 髙下ぁ 

り。 此 一 石の 種に て 油に 絞り 二 斗 一 一升 程になる よしなり。 此 油粕 大概 五 玉 三分 程になる とい ふ。 また 綿 

實の方 は 同 直 段に て、 目方 百 貰 目 位の. H、 絞 油と なして 一 斗 八 升より I 一斗 位 迄 取る。 油粕 は 一 一十 一 玉 程 

になる。 綿 實は油 は 減 すれ ども、 粕 多き 故 差 引 同 直 段 位に 當 ると いふ。 

市屮 年屮定 りし 食物の あらまし を 聞に、 正月 元： n 二日 十日に は、 燒 ものに おしなべて^ 鲷か^ 嫋を川 

ゆ。 元 n 雜煮餅 は、 多分 味嗜 汁に て、 昆布 芋 嬈豆脔 大根 等 を 加 ふ。 二日 はす まし 雜煮 にて、 水菜 計り、 

他物 は不レ 加。 if 蘇 肴 は 凡數の 子牛 房 ごまめ 三種 は 一 統に用 ゆ。 茶菓子 は SI 條 柿に 蜜柑 I 比 布に 限る よ し 

なり。 十 B は 十日 夷と て、 必す家 毎に 祝 ひて 鹽鲷を 用 ゆ。 其 外 年始 客へ 出す 肴鹽 ぶり を 川 ゆ。 都て 戶 

にて 鹽引鮭 を 用る が 如し。 此鹽鲷 の 骨に 附 たる を 其 儘に 貯へ 置て、 廿日に 至りて 酒の 糟 にて 汁の 如くに 

なし、 烹て喰 ふよし、 是を 骨^ 月と 唱 ふこと、 市中 一般な り。 また 六日 年 越に は 一同に^ 釵 なり。 

正月 二：！ I は 初荷と て、 元日 夜半 過より 商 物 を 車に て 引出し、 市中 大に賑 はし、 ，江 戶と替 る ことなし。 共 

荷物に 附添 もの 大聲 にて、 賣 た，/.^ と 呼 歩行く ことなり。 元日 は if 湯 も： 同 休みに て、 二日 を 初^と 

す。 故に 二日 は 曉七ッ 時 前より 巿中螺 など 吹て、 わいた，/, \- と 大聲に 呼 ありき て、 湯の わきたる を觸れ 

知らす。 ，y 戶に はなき ことなり。. 

. また 二日 は 未明より 水 茱を賣 ありく こと 市中 囂し。 是 二日 はす まし 雜煮 故な り。 寳船 を賫る こと 節分の 

.浪 日の 事に して、 li:. 月 二日に 賣 ことなし。 節分の 夜の 夢 を 初夢と なすこと、 事理に 卟 へりと 云 ふべ し。 ；ほ 

花 戶 にて k 月 二日 夜 を 初夢と する は、 ^りなるべし。 

の 上巳に は、 小 赤 豆 飯..：： 酒 を 祝 ふこと、 ，y 戶と替 る ことなし。 

m 端午に は、 汁に ふき、 ^荷の 子、 小 赤 豆、 紬根 大根に あぶら 物、 燒 物に は^ざ わら を W ふとい ふ。 柏餅 

一 一 n 二 五 • 
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. を 製す る は 稀な り。 すべて 茅 卷を用 ゆ。 暑中の 贈答、 必す索 麵を用 ふといへ り。 

ォ 七夕に は 西瓜 を 賞玩す。 一統に 冷 索 麵を貪 ふこと 江戸と 同じ。 燒 物に はかます を 用 ふ 。飯の 菜に はおし 

の なべて 天 不羅を 川 ふ。 盆の 十-: ハ 日に は 貴賤 共 さし 鯖 を 賞玩す。 水 作り は 稀に て 多分 燒て鹽 を 出し、 酒と 

風 松 魚 節 を かけて 貪 ふ。 

. 八朔に は 家々 小豆 釵を祝 ふ。 都て & 月朔 望に は 家並 赤豆釵 多し。 月見に は 團子を 製す る こと. 江戸と 同 

じ。 しかし 汁烹 にす る こと は 稀な 巾。 きなこ 又は あん を 附て貪 ふ。 芋 を 賞玩す。 故に 4- 五 夜の 月 を 賞し 

て 芋 名：；： とい ふ。 

重陽に は 栗、 柿、 葡萄 を 賞玩す。 家々 に 儲 置て、 來る人 毎に 出して もてなし とす。 烹 物に は必す 松菌を 

用 ひ、 魚類 はは も を W る こと 通例な り。 十三夜に は 團子を 製す る ことなし。 うで 豆 一式 を 多く 調へ 置 

て、 家 內ド女 下男 迄に 多く 是を食 はしむ。 故に 十三夜の 月 を 市中に て 豆 名：：：： とい ふ。  • 

節分 大晦日に は 必らす 麥釵を 焚て、 赤い わし を 添へ て 祝 ひ 食 ふ。 都て 年 越に は 麥飯を 貪 ふこと. 貧富 相 同 

じ。 .y 戶 にて 蘅麥切 を 用 ふるが 如し。 

當地 はー體 淫風に して、 婦女子の 風儀 尤 よろしから す。 歸 する 處利 を專ら となす 風俗 故、 おの づ から 廉 

耻の風 を 失へ り。 婦女子に て 利 を 得ん こと を 專らに 謀る 時 は、 淫風 隆ん なるべき こと 其 现顯然 たり。 男 

子 も 商 估の み 多く、 只管に 榮利 を營む 故に、 其 父母 夫た る もの も、 强て其 事 を 貴る ことなき 故に、 ます 

^^共 風に 流る^-と 見えたり。 尤 歎すべき のこと なり。 

當地は 小 兒を棄 る もの 甚だ 多し。 是 また 淫風 盛んなる の證 にして、 奉行た るべき 人の 心 を 傷る 所な り。 

大概 少く とも 月に 四 五 人、 多き 時 は 月に 一 一十 人の 餘に 及ぶ。 是 淫風の 然 らしむ る 所と い へ ども、 一 つに 

は 又 □□ 村の もの ども 其 兒を平 人に なさし めん 爲に、 竊 かに 謀て 棄る もの も あり。 心得 あるべき ことな 

.0-0 
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人情 關東 杯に 比すれば、 萬 事 優長に して 佌話 しなき ことなく、 利 を 謀る も 後々 を^ o て E 前の 小利 を^ 

ます。 此 意味 故す ベて 寶物扦 も懸 * を悅 で、 現金 資を 好ます。 利に 於て は^だ 敏し。 され ども 又 盜難杯 

を 防ぐ こと は 甚だ 粗略な り。 たと へば 夜 屮も戶 ^り を忽 になし、 又は 家 內盡く 出 行す るに、 只戶を ^置 

くの みに て、 ズり もな くして 盜人 にあ ふ もの、 晝夜 比々 として これ あり。 これ 營利 専らの にも、 何と 

なく 優長なる 性質 ある 故な り。 又俠氣 といへ る もの は 更にな し。 此 故に 强盜 又は 追釗杯 は、 只 一人に て 

同類 無レ 之と も、 衣服 其 外 財物 を 奪取る に、 たと へ 合壁 又は 同道の もの にても、 逃 去て 助け 救 ふ もの は 

至て 稀な り。 ゆへ に 夜分 も 初更 已 前に、 市中 入 込の 場所に、 押 込 等の こと 毎々 これ あり。 ；d 戶な どに て 

はなき こ となり。 

剌場は 殊の外 繁昌す る 土地柄な り。 是ー體 の 風俗 淫^なる ゆへ か、 劇^ は自 から 繁 し、 劇場 繁^: する 

に 依て は、 淫風 もい よ^-盛ん なるべき 理り にて、 歎 か 敷 ことなり。 剷場坯 物に 出る $| 女子 Q 找子杯 も、 

,y 戶と は大に 相違して、 狂言 を 見物す るに は あらで、 俳優の. 人口？. を 見物し、 且銘々 の粧 ひし^ を 诽.设 ど 

もに 見せ 示す の 心^なり。 夫 故に 身 ト； 相應の もの は、 釗 s? 見物 一 日の 內に、 凡 そ 衣服 を改 る. こと 一二 叫 度 

に 及び、 甚 しきもの は 一幕 殊に 着替 する に 至る とい ふ。 淺 ii 敷 風俗と いふべ し。 

當地 にて 名高き 富 商 鴻池善 右衛門が 家の 锭は、 貝^ 篤信が 定 むる 處と いふ。 此^ を 共 家に 尋 るに、 〃^ 

なること 決て 無レ之 よしを 答 ふとい ふ。 され ど 世上に て 貝 原が 定 ると いふ 說、 一般に 唱 ふること にて、 

按 るに、 何 か 子細 ありて、 此事を 善 右衞鬥 方に て は 深く 祕す ことに やと 思 はる。 何に いたせ、 其 家の 锭 

は 規刖能 整 ひて、 代々 是を 守る とい ふ。 其 一 つ を 云へば、 店に 居る 若き もの も 數ト人 なれ ども、 共 着服 W 

季施 等、 皆 古来よりの 仕来り を 守る 故、 他の 店の 者と 混れ る ことなく、 且此 もの ども 時に 寄て 店の 引け 

し 後 は、 夜中 卜 人^ 入 寄 集りて 酒の み 戯れ 遊び、 瑠璃 ズは亂 舞 杯の 學び をな して 興す る こと あり。 是 

を 陰に て 聞 時 は、 美酒 嘉肴 ありて 大酒 宴の 有樣 なれ ども、 共 席 を 伺 ひ 見れば、 卷と いふ もの もな く、 先 
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は菜漬 の 香の物 か、 左な くば^ 鰯 杯 を少々 計り 肴と なして、 酒の み樂 む體、 實に 二百^も 以前 は、 かく 

や あり けんと 思 はる、 ことにて、 今 世の EE より 兑る時 は、 與 のさめ たる 體 なりと いふ。 又 都て 當 地の 豪 

家の もの、 所持の 刖莊抱 地 杯の 家作、 いづれ. f 良材 を 川 ひ 精ェを 撰み、 尤 美を盡 して 結構に 營 めり。 然る 

に 善右衞 門が 刖莊 は手廣 なれ ども、 規則に：^ れ しこと なく、 去る 天 保 十 叫 卯年に 御 改革の 命 ありし^、 

^袞^の^ 莊の^ 作 は、 長 押 造 付 喾院を 初、 極々 身分 不相應 の 造作 故、 俄に 大工 を 雇 ひ、 晝 夜を爭 ひ、 

校稅替 にて 大に 混雜 せし こと ありし に、 善 右衛門が 別^の みは、 規则に 外れし ことなき 故に、 更に 手 入 

杯と いふ ことなく、 其 儘に て^しと いふと、 萬事此  一二 事に 付て、 其. 餘の 家法 正しき 事 推て 知るべきな 

睡に 京の 着倒れ .y 戶の食 ひ 倒れと いふ 如く、 浪花の 地 も 京^と！： 様に 衣類 をば 殊に 貯 ふる 風俗な り、 身 

上 相應の もの は 姑く 置て 不レ 論。 裘屋 住に て^に 夫婦 暮 しの • も のにても、 衣服 は 分に 過て 貯 へり。 K々 

の 盜難訴 へ にても、 右 様 夫 II 暮 しにて、 口 雇 稼ぎな どの 貧^も のとい へど も、 衣類の 开： 六^ 位は盜 みね- 

ら る  k  こと 平  のこと なり。  ；!; 儿. y 戶 にて 裏屋 住の 其 H: 暮 しの もの 杯に は、 決して ある まじき ことなり。 

市人 女の 着類 杯 格 ^江戸と 遝ふ もな けれども。 相 應の もの & 娘子^ 杯つ る iss の もの は、 惣校 核の ふり 

袖 着た る 多し。 衣服の 着 様な ど、 前 をば 深く 合すれ ども、 f た 前 を 重て 深く 合せ、 半 は 外へ 析 返し、 其 

の 上へ 上前 を淺く 重る 故、 下 前の 裹 模様よ く 顯れ て、 下 ダ腰卷 等 あら はに て、 ffi だ自墮 落なる 風 態な 

り。 帶 は巾廣 きもの にても 朽 返し 締る ことなく、 巾の 儘に て 前後と も 斜に打 違へ てメ るな り。 結びの 大 

きくして 見事に 見 ゆる はっけ ものに て、 一 ッ帶に は あらす。 ^に 結び は 作り て^りに せし ものな り。 

髮の結 様 は 其 時の 流；：： も ありて、 一 おならす とい へど も、 文政の 頃より 大 かた 今の 風俗の よしなり。 其 

さまた ぼ をお く^る^ に 出して、 i ハ上 へまげ は.： ハ かしげに 作りた る ものに て、 多く はまげ と い ふ もの 

は、 ^ものにして en 髮には あらす。 一 體， い 結桟は 殊に. パ かしき 故、 中々 容易に 一 人に て は^ひ 難く、 夫 
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故 S を 結 ふこと は、 多くと も 一ヶ月に 一二 度に は 過す。 よく 保た する もの は、 十六 七日 づ 、は 保た すると 

レふ。 

首 飾の 類 も. 江 戶とは 同じから す。 楚屮 の櫛笄 杯、 富荥の もの、 妻^ 杯 は、 高 金 を拋て 飾りと すれ ども、 

中より 以下のお は 鼈 中の 樹莽 用る こと は樣 にして、 用る も 大概 は 俗にい ふあん ころ 杯 唱 ふるもの にて、 

高價の ものに は あらす。 櫛笄の 分、 中より 以下 は 多く は 蒔 繪の類 杯 を 用るな り。 また 女子^も 銀かん ざ 

し を 用る は 稀に して、 多く は 絹 又は 羝杯 にて 美しく 作りし 花 簪扑、 下 直の 品 を 用るな り。 これ 中より 以 

下の 風俗な り。 

衣服 も屮 より 末の もの は、 子^ 杯 都て 緋の 木綿 を 川る 多し。 木綿 地へ IT よろしく、  ^に 京染 故に 色 合 宜し 

く、 縮緬と 見紛 ふなり。 中形 もの 杯 都て 是を板 グと唱 ふ。 板に て ダ染る 故此名 あり。 ，y 戶 にて は 板ダと 

いへば、 人々 縮緬の 事の 様に 覺 居る もの 多し。 

足袋な ど大坂 足袋と て、 ；： d 戶 にても 賞玩す。 畢竟 は 木綿 性 合よ ろしき 故な り。 ^も：：： ：！ 戶 より は 下お な 

錢は 多く 小錢を W ひ、 N 文錢は 少し。 百 文錢は 殊更に 少し。 夫 故 兩替も 百 文錢は ； 枚に 付小錢 より は 叫 

文 方も贵 し。 市中に 錢小資 仕 候 杯い へる 看板 あり。 .y 戶 にて は 見 及ばざる ことなり。 之れ 小錢 奥ら 通 ffl 

故、 懐中 W 意 錢杯 持直る 故、 百 文 二百 文の 錢 にても 取替る とい ふこと なるべし。 - 

食物 朝 は 茶粥 を 食 ふこと、 京師 同様にて、 市 巾 上下 一般な り。 屮 より 以下 は 前日 飮餘 りの 茶し るべ、 水 

を 足し 是を烹 出し、 夫へ 殘釵を 入て 粥と なし 炱ふ。 豪 富の 家 にても、 朝 は 新たに 茶粥 を 焚いて 食 ふとい 

ふ。 味^汁 を 食 ふこと は、 巾 食の こと &す。 此 故に 土地の もの は 朝飯 をた き、 汁を烹 る こと を M て、 笑 

ふ もの 多し。 

食物. 江戶 より 風味の 勝りた る もの も あれ ども、 また， 江戶 人の 口に は 適し 難く、 且適ひ 難き 計に も あら 
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す、 風味の 劣りし もの も少 からす。 其 內薔麥 切 は 殊に あしく、 其 色 合 も あかみ を 帶て味 ひ 宜しから す。 

只 他の 加入 もの 多き 故に は あらす。 R の 生^ 麥 にても 一 體の性 合よ ろしから ざる 故、 風味 劣れるな り。 

其 h 製法 もよ ろしから す。 旁. 江戶 人の 口に は 適 ひ 難し。 これ 養麥は 土地の 性に 應ぜ ざる 故なる べし。 

溫飩は 薔麥に 引替、 大 によろ し。 其 色 合 も 雪白に して 味 ひ 甘 美な り。 夫 故 市中に も 溫飩店 は 多く、 いづ 

れの店 物 にても 皆よ ろし。 予は藜 麥はそ もく 嗜好 なれ ども、 溫飩は 素より 好ます。 され ども 當 地のう 

どん は、 .江 戶に 比すれば 格^よ ろしき 故、 蓄 麥に替 て不斷 食す る ことなり。 

麥も. 江 戶 近在の 產 より 大 によろ し。 赤 小豆 は 名物 なれば 素より 宜し。 赤 豆釵に 焚、 又は 强釵に 加 へても 

江戶 のさ k ぎより 大粒に して、 且色合 味 ひもよ ろし。 惣 じて 豆類 は 都て よろし 。乍 レ去平 豆， 江戶 にて 雁 喰 豆 

と唱 ふるもの は 絡て なし。 そら 豆 は 殊に 多し、 はじき 豆と 稱 して、 夏 秋の 間 殊更に 賞玩す。 ^戶 にて 隱 

元 豆と 唱 ふるもの、 大坂 にて は. y 戶 豆と いふ。 至て 少し。 五六 月 比 僅に^る ことなり。 浪花に て 隱元豆 

と 云 ふ： の は、 江戶 にて 藤 豆と いふ ものな り。 是は 格別 多から す。 其 外 白 豆 杯 は 宜しき 方な り。 豆の 性 

よろしき 敎 にや。 豆 は， 江戸よりも 宜し。 

蘿蔔は 太き 物 も あれ ども、 丈け 短く、 漸 一尺 餘 位に て 長き もの は あらす。 是土性 砂 交りに して 堅き ゆ ゑ 

に、 延 難き 故な り。 屮々. 江戶 近在 王子 邊扦 にて 作る もの 、如き、 見事に して 味 ひ 突な る もの は 絕て見 

る ことなし。 天 王寺邊 の 蘿蔔、 名物と いへ ども 太き のみに て、 共 形狀 蕪に 類して 味 ひも 大に 劣れり。 蕪 

は 天 王寺邊 素より 名物 なれ ども、 京都 柬 山の 蕪の 如き 大な る もの はなし。 其 上 味 ひも 美と する に 足ら 

す。 

茄子 は 長 茄子の 方 多し。 尤 常の 茄子 も 有れ ども、 風味 は！： 様に して 優劣な し。 いづれ も 色 合 等. 江戶 より 

は あしき 方に て、 漬物な どに しても 美なら す。 

葱 は 宜し。 ， 江戶產 よりも いづれ も 柔らかなる 方な り。 江戸の 如き 强 きもの ある ことなし。 殊に 霜 を經し 
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もの は^て 柔らかな り。 蓮根 杯大 にして 見事なる もの あれ ども、 風味 は^ 戶產に 及ばす。 

竹の子 は孟宗 殊に 多く、 十月 比より^、  戶 よりも 出 は 早くして 且 多し。 "化月 頃 .yli の 三月 頃と 大體大 

さも 相對 す。 暖國 故な る べし。 化 ひも^ 劣な し。 多き 故價 は， 江戸より 廉 なり。 尤五月 比 は不斷 山れ ど 

も、 二 一 二月 頃 を 盛んに 賞玩す。 績て はちく 出れ ども、 是は 江 戶 より 少き 方な り。 眞竹は 至て 少なし。 是 

近年 諸 國竹拂 底なる 故なる ベ し。 

十六 さ-ぎと いふ もの、 江 戶と替 る ことなし。 され ども 少し。 枝豆 は 至て 多き 方な り。 味 ひも， 江 戶と優 

劣な し、 ゑん ど ふ 豆と いふ もの 殊に 澤山 なり。 

牛 房 も 太き もの は あれ ども、 江戶の 如く 長き もの は絕 てな し。 都て 上屮へ 生る もの、 .y 戶の 如く 長き も 

の はなし。 土 性 堅牢なる 故な り。 長芋に は 長き もの あれ ども、 是は. 江戶 にて 一年 芋と 云 類に て、 横に 延 

る^に 人力に て 製せ しもの なり。 自然と 根 入 深く して 延大 なる もの は絕 てな し。 

薩摩芋 は 殊に 多し。 靑 みある ものと 赤み ある ものとの 二種に て、 ，みある もの は、 俗に 水^と i? ふる 種 

なり。 水 芋の 方 都て 甘み は强 し。 さと 芋と いふ もの 江 戶と替 る ことなし。 是も出 は 早き 方な り。 唐. のい 

も 八ッ 頭な どい へ る もの は 稀な り。 

菜 は 殊に 多く 作れ ども、 子 を 収て油 種と なす ものな り。 食料と する 茱は 水菜と 唱 へて 強し。 香の もの 杯 

に漬 ても强 きのみに あらす。 一 體の風 ゆ も 宜しから す。 故に.江戶人ははる^-.江戶ょり菜漬を取寄て、 

江戶 菜と て 賞玩す。 

瓜の 類、 白 瓜と いふ もの 大きなる もの 多し。 冬瓜の 如く 烹て食 ひ、 又は 漬物と す、 丸 づけと 唱 ふるもの 

絕て なし。 夫 故 雷り 干と いへ る もの 杯 製す る ことなし。 予は 香の もの を 好む 故に、 丸 づけに 替て. H 瓜に 

ており 千 を 作る に、 柔らかに して 至極よ ろし。. 眞桑瓜 も あれ ども、 大 にして 銀 まく はと 呼ぶ ものに て、 

味 ひよ ろしから す。 江戶 の眞 桑に 類せ し 黄色なる もの、 偶に は 見る こと あれ ども 稀な り。 鳴子 瓜の 如き 
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もの は絕て ある ことなし C 西瓜 は 多く あり。 强て. ぼ 戶と替 る ことなし。 冬瓜 も 同様な り。 

^もの 類の 內、 枇杷、 桃 は 見事に して 且 多く、 .江戶 にも 優るべし。 梨 子 は 少し あれ ども、 石な しとい へ 

る ものにして 至て 堅く、 中々 江戶 人の 口に は 適 ひ 難く、 . 江 戶 にて 淡雪と 呼 もの 、如き は 絕て有 ことな 

し。 夫 故 梨 子と いふ もの 絕て 無に は あら ざれ ども、 なき も 同様な り。 栗、 柿 多く あれ ども、 江戶の 如く 

栩 S 多から す。 栗 は 大きにして 兌 事な ろ もの も、 大味に して 突なら す。 柿 西 條柿第 一 とす。 是は よろ 

し。 其餘 は. 江戶に 及ばす。 且 樽へ 詰て^ 氣を拔 こと は 絡て なし。 夫 故 多く は 堅き 柿の みに して、 老人 杯 

齒の あしき もの は 食 ひ 難し。 葡萄 は替る ことなし。 

裘は 至て 多く、  土産の もの 實大 にして 味 ひよ ろしく、 中 人より 以ド專 ら嗜む もの 多し。 栗 柿よりも 多 

し。 • 江戶に はなき ことなり。 

负£: は：： d 戶 よりも 萍山 なり。 味 ひ は 其 種類に よりて 甲乙 あり。 蜩杯 名物 ゆ ゑ、 西 の逡に て^せし もの 

^ひよ ろし。 ひらめ、 蟝 など は其產 地に よりて 味 ひも 同じから す。 ぁゐ なめ 杯 風味 宜しく、 大 なる もの 

あり。 土地の人 はは も を 殊更に 珍重し、 骨 切と て 細かに 庖丁 目 を 入て、 照り 燒 きにした る 杯專ら 賞玩 

す。 淡 味に して あしから ざれ ど、 .y 戶 人の 口に は 適せす。 骨 切よりも 却て 肉羹 とせし もの 美な り。 夫 も 

蒲 鋒に 作りし もの は 美 なれ ども、 こはくして 老人の 齒には 合 難し。 はんぺん また 土地に て あん へんと 唱 

ふるもの に 製せ し は、 大 によろ し。 あんへ んと唱 ふるもの は、 半 片の又 一 段 柔らかなる 製に て、 葛 かけ 

杯に は 至て 極よ ろし。 至て 和ら か 故、 豆腐の 如く 水に 入て 取扱 ふなり。 

魚 都と 强て替 る 事な しとい へど も、 共內 あじの 一種 は、 其 風味 大に 江戶 よりお とれり。 形狀 等は變 

る 事な く、 兑 事なる もの あれ ども、 味 ひ はよ ろしから す。 蚺魚 烏賊 杯 も 多き 方に て、 味 ひも か はらす。 

.2: 魚 も 多く 霜月 頃より 三 叫 月頃 迄 多く e: れ ども、 これ も 味 ひ は 江戶に 及ばす。 きす、 さより 杯い ふ 小魚 

も、 風味 は 劣れる 方な り。 
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校 魚 は 絡て なし。 偶 出る こと ありても、 十月より 末にて 初 松 魚 賞 玩 する こと は絕 てな く、  土地の 入 は 今 

も ftnffa£ なりと て、 鮮肉 は 貪 ふ ものな き 故な り。 なまりぶし は 七 八月 あり。 是も 土人 は 好ます。 ^戶ょ 

りよ 少し。 

あめの 魚と いふ 魚 は、 川魚に して 當 地に も拂底 なる ものな り。 秋の 末より 冬に 至り、 網島邊 にて 稀に 漁 

する こと あり。 大小 あれ ども、 其 形狀は 鮭の 如くに して 黑班 あり。 ひらたく して 長き 魚な り。 予は己 未 

の 年 十月、 始て 一 尾 を 得て 食せ しに、 肉 至て 和ら かにして 輕き 魚な り。 味 ひも 上 Hi にして 無毒の 魚なる 

べし- 

鳗齲： 迪燒と は 製 すれ ども、 其 調现 少しく 違 ひ、 醬の鹽 梅 等 土製の もの は、 江戸.^ の 口に は 適し 難し。 さ 

れ ども 二十 年来の こと、 今よ し 谷 町に 菱富、 又は 加 賀^ 杯と 稱 する 鰻 店 出来て、 此ニ軒 はもと. y 戶 人の 

^亡し 店の よし、 調理 全く. y 戶と替 る ことなく、 魚 もよ ろしく、  ，y 戶 人の 口に も 適する ことなり。 

鼈 は 土人 賞玩す る ゆ ゑに、 叫 時と もに あり。 され ど 其 調理. y 戶と 違て、 獎 となして 露澤 山に 仕立て、 .江 

戶に ていふす つぼん 烹と いふ もの > "調理 方は絕 てな し。 夫 故 土人の 調製に て は、 .y 戶 人の 口に は 適し 難 

ほね 拔泥鳅 (鰌) の 調製、 .y 戶と替 る ことなく、 刻み 牛 房 を 加へ 雞卵を かけた る 杯 全く^ 戶の 通りに て、 

三鄕 一 般 にあり。 元 この 調理 方 は、 文政の 始、 予 がー 一十 歳の 頃、. y 戶 本所大 川端 石^ 町に て、 石 井 某と 

いへ る鳗 店に て 初て 製せ しに、 今 は 三 都 一般に 専ら 行 はる、 ことと はなり ぬ。 しかし 初 は 鹚卵は 人る、 

ことな かりし が、 其 後に 加 ふること、 なりぬ。 今 も .y 戶 にて は 鶏卵 を 加へ ざる 製 も ありと 覺 るに、 W "地 

の 製 は 一様に 鷄卵を 加 ふる 様な り。 この 骨拔の 調理 を 初めた る 石 井 某 は、 其 後 店 を^ 阈藥硏 堀へ 轉ぜし 

が、 其 後 はいかぐ 成た る や 知ら や。 其； 兀 住し大 川端の^ は、 © に 依て 石 井 をば 名乘 しか ども、 即席料理 

の 店と なりて、 其 主人 は 橋 本 や 富 ft 郞 といへ る 船宿に て 兼たり しが、 富 五郎 は 天 保 十二 丑年に 死して 後 
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は、 其 家も絕 へたり。 うなぎ 蒲 燒鎞烹 杯 は 古来より ある 調理なる に、 江 戶と坂 地と は 其 製 遠 ひぬ るに、 

骨 拔の 泥鳅に 限りて 千里 一 糅 なる もお かしと いふべ し。 都て 新 製の 一 時に 傅播 せしゅ ゑに、 かくは  一^ 

なること なる ベ し。 

貝類 絶て 巷る ことなし。 榮螺、 鮑 等 風味 も宜 方な り。 给は 至て 少し、 夫 故 土人 は 珍重して 雜魚 杯の 一 種 

に 加 ふるな り。 あさり、 ばかの むき 身 杯い ふ もの 絕て なし。 赤貝 は 多し。 蜆 は 川口に て 漁る もの 味 ひ 立 

し。 其 外 まて、 いたら 貝 杯い ふ もの 替る ことなし。 

牝嗨 は 少なき 方 なれ ども、 土人 尤 賞味す。 故に 十月^よ りかき 船と て、 ロロ邊 より 多く かき 積た る船來 

る。 此 船に てかき 料^と て、 か.^ を 加へ 釵を 焚、 其餘汁 平等に 至る 迄、 一式 かきの み を 用 ひたる 料现ぁ 

りと、 土人 之 を 賞玩す。 

當地 にて 初 もの 杯 賞玩せ ざるに は あら ざれ ども、 右 様の 食 味に 金錢を 費す もの は、 多く は 相應の 身元 

の ものにして、 、江戶 人の 如く 漸くに 其 日 を迗る 卑賤の もの 杯、 着し 居る 衣服 を晚 し、 忽に 一夕の 新味に 

替ろ こと 杯い ふこと は、 絕 てあらざる なり。 文化の 末、 堀芳川 翁の 句に、 初 松 魚 袷 を ころす 毒魚 かな、 

といへ る 句 あり。 實に 、江戶 人の 氣性 をよ くいへ りと いふべ し" 此 風俗 镇性當 地の ものより 見る 時 は、 明 

日の 活計 を 知らざる. S 氣 もの、 限りと いふべ けれども、 此氣性 ある こそ 江戶 入の 眞 面目に して、 予は賞 

すべき こと、 思へ り。 然るに、 近 來は此 風俗 人情 道々 に衰 へ、 初 松 魚 杯 © 論ぜす 食 ふ もの は 稀に なり 

し。 人氣 もお のづ から、 老 たるに ていた ましき ことに あらす や。 

當地も 即席料理の 店 は 多くして、 、江 戶と替 る ことなし。 され ども、 其 調理 風味の 大旨 をい は^、 江戶は 

淡 味 を、 王 とし 甘美なる 方に て、 當地は 滋味 を 主として 鹽 辛き 方な り。 これ をむ かし 織 田右府 が大內 家の 

料现 人に 調理 を 命ぜし に、 口に 適せ. f して 怒られし かば、 料理人 改め 乞 ふて 再び 調理せ しに、 大 に右府 

の= に 適 ひし 時、 料理人が 評せし 語に 思 ひ 合すれば、 . 江 戶 の料现 は大內 家の 第一 等に 近く、 當 地の 料理 
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は 第二 等に 當 りぬべし と 思 はれぬ。 當地は 豪 富の もの 多く、 奢侈 を 極めし 様に 思 はるれ ども、 飮食杯 は 

. 江戶 もの \ 如きに も あらす。 諺に いふ 江戸の 食 倒れと いふ もの 思 ひ 合すべし。 

近頃 當地 にて 流行の よし、 八 百 源と やらいへ る 割烹 家の 調理せ し 折 詰 もの を、 予も味 ひし こと ありし 

に、 丼 製. 江 戶の八 百 善の 調理に 傚 ひし 様に 思 はるれ ど、 せ ハ內魚 羹を鷄 卵に て 卷し找 の もの あり。 これ を 

味へば 鷄 卵に は あらす して、 潷 庵漬、 蘿蔔の 色よ きを、 ^を 出しう すく 切て 見事に 卷 しもの なり。 調理 

にも 如 レ此類 ま、 ある ことにて、 ，江戶 の 割烹 家に は ある まじき ことなり。 餘は 推て 知るべし。 

豪家 は 鴻池屋 善 右 衞門當 時^ S 一  と稱 すれ ども、 舊家に 於て は H< 王 寺ゃ艽 兵衞に 勝る ものな し。 天 王寺屋 

は^ 德 太子の 顷 より 實子 にて 相攒 のよ し、 右 故 常 地の 町人 子 育 無 もの は、 ^ 兵衞に 請て 盃を 莨へば、 出 

生の 小 兒必す 成長す といへ り。 また 平野 屋 五兵衛 杯も舊 家に て、 此 家に 鴻池屋 善右衞 I： 先祖より 川 せし 

洒の 通帳 を 所持す といへ り。 其 ゆ ゑ は 善 右衛門 先祖 いまだ 贫賤 にて、 自身に 濁り酒 を 荷 ひ 商 ひし 比、 平 

野屋は 出入の 得意 場 故、 酒の 通 ひ を 出し 置し 事の よし、 然るに 善 右衛門 先祖 工夫して、 初て 淸酒を 製し 

出せし より、 江 戶廻等 も 追々 夥敷 事と なり、 終に 三 都 第一 の 豪家と なれり とい ふ。 ^淸 酒の 製し 方の こ 

と、 言傳 へに て は 善右衞 門 先祖に 遣憾 ある もの ありて、 其 造る 所の 酒 を 損せし め 恨を晴 さんと 謀り、 あ 

る 夜 竊に灰 を 酒樽の 內へ 投入 置し に、 翌 B に 至り 其 酒の 濁り 淸て 都て 味 ひも 美と なれり。 依て 善 右衞門 

先祖 これに もとづきて、 淸 酒の 工夫 をな し、 夫より 大に利 を 得て、 終に 豪 富に 至れり とい ふ。 

前にい える 豪家の- 2:、 舊 家と 稱 せる 平野 屋 五兵 衞杯、 家風 も古來 よりの 風镞を 堅く 守りて 崩さす とい 

ふ。 主人の 傍 向に て 召 仕 ふ 年若の もの、 丁稚と 稱 する 分 杯、 今以て 不斷 に^ 袖 ^せり。 予 も^ 及びし 

事 ありし に、 木綿 ものに て 定紋と 思しき 紋を染 出せり。 何となく 古風：^ して ゆかしく 思 はる。 

當 地の 諸 神社、 六月 を祭禮 月と なし、 三鄕 市中 殊の外に 賑ひ、 引 もの だんじり、 躍り 扑思 ひくに 趣向 

ありて、 犬に 繁華な り。 其 大概 を 云ば 六月 朔 R; 大王 寺の 愛染 祭 を 初と す。 祌與懊 御 あり。 十五 日 は三津 
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八幡 社の 祭りな り。 翌 十.： ハ H は 三 ケ所祌 明 祭り。 是は 平野 町 御 翳の 末社 高原 等 三ケ所 をい ふ。 十七 = は 

御 翳 社 祭 鱧 渡. t あり。 十八 U は 高^ 社。 廿 一  H は 上 難 波 社。 是亦 渡御 あり。 卄 二：！ 1 癍摩 社。 是も 渡御 あ 

り。 廿叫日 は： 大滿： .K 神の 宵祭りに て、 翌廿五 日大 川へ 船に て 渡御 あり。 殊に 脤 へり。 卄 八日 は 生 玉 祭り 

-帖= は住吉 祭りな り。 是亦 渡御 あり。 同日 玉 造の 稻荷 も祭禮 なり。 如レ此 六月 は、 中旬より 虚ョ なき 裎 

に引續 て祭禮 ある 故、 巿屮の 群集 喧しき 事な り。 九月 も 祭禮月 なれ ども、 これ は 一通り 一 町- 2： 限りに 提 

^にても 出し、 銘々 はれ 着 を 着し、 輕く祝 ふ 位の 事に て、 引 もの 杯 出る 事絕 てな し。 只戶 毎に 醴を 製し 

て 祝 ふ 事 一般な り 。九月の 祭り は 六月と は、 上 難 波、 高津、 座 摩、 天神、 住吉の 外 は 祭日 相違せ り。 其 內 

性吉は 晦日の 外に、 十一 一； R にも 祭る よしなり。 外相 違と いふ は、 九日 生 玉、 十六 日 三 ケ所祌 明、 卄 七日 

御 翳 社と 云 日 取な り。 玉 造 稻荷は 九月に は^に 祭事な し。 是は初 午 祭り ある 故なる べし。 

常 地祭禮 杯に、 引 ものに いたす だんじり とい ふ もの、 共 故 を 知らす。 土人 は邀 物の 字 を 用れ ども、 ^は 

徐行す るの 意に て、 車の 緣 など は 更にな し。 京 M にて 引山と いふ もの 同 物なる べし。 . ば 戶 にて 祭 禮に牛 

にて 引す る 出しと いふ ものと、 躍り 屋臺 杯い ふ ものと を 兼た る ものな り。 當 地の だんじり は、 石 車、 ベ 

か小扑 へ仕懸 て、 人力に て 引、 牛に 牽 する こと は 絡て なし。 いづれ も 太き 綱 一筋 か 二 筋つ けて、 へ 多 

\ 救 揃 ひの ゆかた 杯に て 取 付て 引 事な り。 雠 子方 も， y 戶 にて 云 馬鹿 嗨 子と いふ ものと は相逮 せり。 尤寬 

急 ありて 祇園 囉チ 杯い ふ 様な ろ 囉子も あり、 引山と いふ 唱へ は、 古くより 言 傅へ しと 見えて、 曾 呂 利 新 

左衞 門 が 句に、 祇園 會ゃ 評議 まち， （- 引の 山、 と あり。 太閱 時代より かくは 呼 習 はせ しなるべし。 按る 

に、 敁初は 山の 形 杯 を 作り ものにして 引 ありき しゅ ゑ、 引山と は 呼し ならん か。 

當地 にて 祭 禮祌事 等の 躍りと いふ もの、 a 戶の 如く 嗨 子方 ありて、 拍子 を 揃へ 調子に 合せ 躍る こと はな 

し。 全く 銘々 の 思 ひ 付に、 種々 のこと を 言 ひて、 勝手 儘に 躍る ことなり。 拍子 ありて 少しく 節 杯 ある を 

ば、 所作^ 芝お なりと て、 只譯 もな く褪々 の 手振りして、 銘々 に 躍り ありくな り。 故に ゆかた 杯 は 揃 ひ 
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にても、 躍り は^ 手 次^な り • ；般に 木履 か 枚 草 雁 を はきて、 强く 大道 を ふみ 鳴し 躍る § ゑ、 人^ 权 

履 を蹈折 こと n 々 一  一一 ー1 足に も 及ぶ と 云。 ゆ ゑに 祭 禮中は 市中 木履 板 草履の f おれる^ 仰山なる ことのよ し 

なり。 たま^ \共 歌 ふ を M に、 躍る あほうに、 を どらぬ あほう、 同じ あほなら、 躍らぬ は SS じ や、 抨と 

^^に 呼て うた ふ。 眞 に醉與 人の 體と いふべ し。 土人の 說に は、 節 付 拍子 扦 ありて、 少しく 共^ を^ば 

ざれば 成 難き は、 其 技に 長ぜし 俳優 ありて、 素人 にても 是に 隨ひ擧 びて なすこと なり。 ^や 7 は^ 席の 藝 

にして、 祌事祭 鱧の 躍りと は^なり。 祌 事の 躍り は、 全く 素人の 手 躍り なれば、 聊 も^もの 等の 心得な 

くと も、 誰 にても 即席に 懼ら る、 ことに あら ざれば、 祌 いさめの 手 躍に は あらす といへ り。 ー现 ある こ 

ととい ふべ し。 

當地 にて 神事 祭禮の 外に も、 太鈹を 用る 事 多し。 笫ー 三 鄕市屮 夜 廻り 赉 人のお 夜 時 を觸る も、 提ケ. ^鈹 

を 扣き吿 る 事に て、 拍子木 を 用る こと 絕て なし。 又 遊 船凉船 杯、 屋形船 を 川 ひ、 玆^^ の 催し にても、 

大小の 太鈹は 必ら. f 用 ひ、 絃歌の ；曲 終りし 處 にて、 太 鈹を扣 き 立る ことお 例な り。 ゆ ゑに^ 船、 花：： 儿 

船 杯 にても、 殊更 囂敷、 共 上 E 立た る 幕 扦を張 故、 見馴れぬ もの ぼ、 一通りの 遊 船 を 看ても、 川筋の 祭 

禮 にやと 思 はる、 事な り。 共 外に も 前にい へる 如く、 赍 初め、 店 びら き 杯の 口上に も、 太鈹を W ゆ。 此 

外に も如レ 此類胬 あまた あるべし。 

夏日なん ど 夕刻 少しく^ を 得て、 官邸 園中鑌 なる 物見に 至て、 夜^人の 有様な どなが め ® るに、 種々 の 

商人 ども 沽物を 荷 ひ 呼 ありく に、 其呼聲 ふし ありて 長く、 心 を 付け 聞 ども、 如何なる 品うる にや、 聞と 

り 解し 難く、 且其 うりものと 呼 ものと、 相違の 様に 閱 えて 解し 難し。 此程此 ！e を、 出入す る 按腹 0; 兀 © 

に 尋ねし に、 同人のへ 合へ にて 解せ しこと あり。 無益の ことに は あれ ど、 巿 尹の Si にて、 市中のう り あり 

くもの を、 更に 知ら ざらん もい かビ によりて、 閒し內 の 1 ツー ーッを 左に 記し 置ぬ。 

ゆで やのお さやさん、 よふ こえた の 
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かく 呼 ありく は、 江 戶 にて、 ゆで 豆 や， （-と 呼 ありく に 同じく、 枝豆の 湯引し ものな り。 これ は S とい 

ふ緣 よりして、 女の la 立と なし、 夫 故に ゆでし こと を、 やの 字 を 加へ、 家號の 如く ゆで やと 呼、 さや 豆 

のこと を 女に 譬へ、 おさ やさんと 呼な り。 (浪花に て は 都て 江戶 にて いふ 枝豆の こと を、 さや 豆と いふ。 

夫 ゆ ゑ そら 豆 杯 チヤの 儘なる をば、 サャ そら 豆と 云、 はぢ きたる をば はぢき 豆と 呼て、 只 そら 豆とば か 

り 呼 ことなし。) よふ こへ たの は、 よく 太り 肥た るな り。 

黑豆 大鐵砲 

かく 呼 は、 黑 豆の 烹豆 なれ ども、 大鐵 砲と いふ ことわから す。 是は黑 豆の 大粒なる を大鐵 砲と 唱 ふるよ 

しなれ ども、 其い はれ は 元 節 も 知らす と 云り。 

おでんさん、 年 三ッ 

これ は、 莨篛 の田樂 にて、 此地 にても こん 親の 田樂 を、 おしなべて おでんと 呼 故、 これ も 亦 女に たと 

へ、 おでん さんと 呼と 兒 えたり。 年 三ッと は、 一 串 其 價ひ 三文と いふ ことのよ しなり。 

ほつ こり しんまい も、 うまい こっち や  • 

ほつ こり は あた \ かなり。 しんまい も は 新出來 等な り。 

また ゆで 豆寶の  • 

豆 はうまい の 皮ば かり 

と 呼 ありく あり。 是も 最初に 記せし 枝豆 寶 なれ ども、 皮ば かりとい ふこと 解せ す。 元 節が 云に は、 これ 

は 皮 計りと 申せば、 はぢ きし 殼を うり ありく 様に 聞え 侍れ ど、 左に て はこれ なく、 計りと は 斗 量の 義に 

て、 豆の 皮 さや 共に 量りて 寶 とい， ふことの よし 答へ ぬ。 また 夏 月 あさづけ 大根と 呼て うり ありく あり。 

これ は 大枳の 三寸 位に なりたる を拔 たるに て、 戶に ていふ 細 根 位の 處 なり。 朝 づけと は 朝つ けて 夕に 

は 兌 せらる 、とい ふ義 なるべし。 きむ しりな すと いふ は、 至て 小さき^ 子に て、 木と もに むしり し^子 
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とい ふこと、 思 はる。 ^戶 にて^ 立な すと. S ふと H: 義 なるべし。 とり かへ 茄子と いふ は、 至て 大 なる 茄 

子な り。 これ は 地名に て、 化 <.! より 出るな す を いふ。 

今年 己 未の 六 じ W の 暴 は、 これ 迄に 覺 なき 炎^に て、 實に 凌ぎ 娘し ことなり。 物：^ 前の 町{¥ 杯に て は、 

堪 難き と^え、 多く は 安臥 杯して 居る IS を^て、 ^地の 方言 を もて、 よみし 狂歌 戯れに 記し 邋。 

强ィ铵 1 敉倦也 おかみさん 也 おろ 也 臥す 也 

此 程の ゑら い 暑さの しんど さに お ゑさん 途 もこけ て 居るな り 

傍 也 およめ-こ 也  ^粧 なリ 

順 繰に こけて は 休む 其ね きに 御寮人に は ゑら い 身 仕舞 

もとよ リ^-  何.^ なさん も 也  f§® くさいちれ たい 也 

どだい この S さに まけて 化せう も、 よふ 出来ぬな り、 し氣 くさくて 

家 

當地 にて は、 町家の 妻 杯 はおし なべて おえさん と唱 呼す。 おかみ さんと いふ は 老女の 様になりて、 五六 

十に 及ぶ 老婆 を 呼て、 おかみ さんと 唱れ ばな り。 町人の 妻 若き をば.、 御寮人と 呼な り。 是は 多く は娵な 

ど を さして 呼よう に 聞 ゆるな り。 元 來は圓 ひ 妾の 呼なる べし。 

當地 にて 店開き、 又は 賫初 杯い ふ 事に、 戶の 如く  n§ 害 等 披露の 口上 を 板 行に して 配る こと は；^ なり。 

大概 は 健なる もの を 雇 ひ、 派手なる 半 衣 を 着せ、 紅. 31 の 木綿 を 絞 ひ 合せた る 太き たす きを 懸け、 鈴 杯 を 

下げ 市中 を 廻り、 拍子木 を 折て  一二 町に て は 立- り、 高聲 にて 寶 もの 品 もの 直 安の こと 杯 を、 ふし を 付 

て 口上に て 披露す る こと 多し。 ，江戶 にて は 見る 事な きものに て是引 札の 代な り。 

六月より 七 八月 頃に 至り、 大川 にて 花火 あれ ども、 ト； ケ初 川開き 杯と 刖段定 りし こと はなし。 大概 六月 

i 五 =、 天 祌祭禮 の 夜 は、 必らす 花火 あり。 其 餘は定 りなく。 炎暑の s; は 毎夜の 様少々 ヅ 、は あぐる こ 

と あり。 され ども、 幾日 大 花火 杯と 日 を 定め、 前廣 より 茶店 杯に 書付 等 出す こと は 稀なる ことなり。 も 

と凉 船の 出る 頃 は、 花火 商 ふ 船 も、 食物 賣船 一同に 出 居り、 樓船杯 を 見 懸て漕 寄て 花火 を 上ん こと をす 

、め、 其 場に て 二三 本 或は 五六 本 杯と 商 ひ、 直に 上る こと 故から くり 杯い へる もの は 少し。 夫 故 多く あ 
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御う はさの くせもの がたり、 拜借 候て、 寬々 拜 見いた し 候。 JK 王 寺の 法師が くす しの 

條、 物產 老人の 類盡、 屈 候 書 家の くだり、 其 人々 を 見る やうに て、 あかす くり かへ し 

圮申 候。 誠に、 人に は  一く せとて、 才 有人 は才を 相手と し、 わるが う もの はわる がう 

を 言た をさん るが くせにて、 いづれ 其才共 くせ を 持く さりに はしが たくて、 夫 を 

捨て、 仕舞 ごもく 場 を 持ら ゆる 物 なれば、 此 本の 作 も、 定めて 共 ごもく 場なる べし。 

其 種に つか はれた る 人 も、 定て 才子 かわる がう 者なる べし。 是を 面..：： と^ろ 人 も、 亦 

痴人に は あらざる べし。 われら も 共 中 問 入に と 一本 を寫 して、 原木 を 御 返上 屮ト： 候。 

法論 味噌 一曲、 薪より 貰 候。 其 御 口へ 御 あがり 可レ被 ^ 下 候。 かしこ。 
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この 物が たり は、 朱 雀の くつ わが、 ぬり をけ の 中に へしこめて ありし なり。 作者 

はたれ ともしる さ^れ ど、 つたへ ていふ は、 在鄕 の屮將 とか や、 さだめて、 田舍 

しんぽ ち  •  ことば  みやこ 

道場の 新發意 どのが、 やつし 腹して、 才ま ぐる もの か、 文轉の 京め かせる と 故 

あ ゐ 

事 を 雅俗に 摘き たれる と を、 これ やそれ と、 闇の つぶての、 當粹. なる かしら 書し 

なか *H 

て、 おのが 洒落 社中に ひけら かさむ とす。 されば、 吾妻に 京傳 あり。 こ、 に 都の 

やぼ 傳が、 ま はらぬ 筆 は、 かすが 野の、 若紫の すりこ 木ぢ やまで。 
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くせものが たり 卷之 一 

^i^if 上田 秋 成 著 ム^ 

ひとごとに ひとつの くせと は、 むかし，^ の諺ぞ かし。 今の 世の 人 は、 心辭 のく せの：^ にも、 たつに 

薛、 居る にくせ、 それに もこれ にも、 婢 なき は あらぬ を、 みづ から は 滴 症との がる、 を、 他人から は、 

わるぐせ とも、 氣ま& 病と もな づけたり。 さて、 その そしれる 人 も、 また、 此 癖の なき は あらねば、 人 

のく せが、 世の すがたと なりて、 たかき もい やしき も、 みやこ もゐ なか も、 あまねく いひ はやす 癎^ 談 

を、 癖 ものがたり とも、 よめば よめ かし。 きの ふ もむ かし、 さきの 間 もむ かし、 おとつ ひ-、 跡の 月、 去 

年の 大 むかし、 十と せ卄 とせのと つとの むかしまで を、 かたりっ^ けて、 冊子め くものと はなり にけ 

〇 むかし、 をと こ ありけ り。 ならぬ 狂言 を、 かりにも でかした がりけ り。 それ をた とへ てい はに、 儒者 

たちの 經濟 りきみ、 國擧 家の 上古 こがれ、 〔頭書〕 國學 おと は、 祌道 者に、 三 筋 毛の、 多い までの、 舉 

業な り。」 えせ 歌よ みの 萬 葉ぐ る ひ、 俗 あたまの 座禪觀 法、 二 代金 待の 緣者 のぞみ、 世に なし 人の 先祖 

よば &り、 小 借家 住の 茶の湯ぶ る まひ、 また 醫 者の 漢魏 見識 も、 おなじ 事ながら、 仲^、 孫 思邈、 來 

垣、 丹溪 も、 瘧を まじな ふ 八 はら ひの そろばん、 爺 も 痰が 餅に、 なほす が 正銘、 それ をお きて は、 引 

ふでさき くちさ 

經運氣 論 も、 病因 隨症 も、 维端辨 正 は 木太刀の 芝居 事、 いづれ 其し るし を 昆 すに は、 ほ じられ ぬ^ ど 

も. なりけ り。 むかし，^ は、 かくいち びりた る、 われが しこ をなん、 りきみ あ ひける。 

〇 むかし 物 ふかくお も ひわたら ぬ 人の、 世の 事 こ、 ろえ が ほに いへ りけ る は、 お ほかた の 世に もてはや 

されぬ 事 は、 その わざの よからぬ が ゆ ゑな り、 と あながちに おしき はめて いはれ たりけ り。 世に はや 
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ると いふ^ ども を 化 問に、 道々 しきに も、 藝能 にも、 よき ことのみ おこな はる、 に は あらで、 お ほか 

たがな しゃすく、 まなびや すき 事の、 まづ はやるな りけ り" さりと て、 また あしき ことのみ おこな は 

る、 とい ふに は あらす。 人のう たてが る^、 はたよ しとい ふに も あらす。 いたりての わざ は、 まね や 

すから す。 おこな ひがたし と は、 むかしく の 人の い ひし ぞ かし。 ！ii 者と. S へ ども、 むかし ありし 

は、 ひたすら 實體 にて、 たのもし かりし を、 今 はさる 師は 

世に まれに て、 詩文 はな しく 作り もて、 手な ど 風流に 

かきす さび、 酒お かしく 酌み あそぶ もとへ は、 人 あまた 柒 

まれり。 ほとけの 道に も、 世に ありがたき 人 は、 山に こも 

りて あら はれす。 亭主ぶ りょく、 うとき を訪 らふ 言葉に も、 

うれしと おも はせ、 物き よく 調して く はせ、 今の^の 茶の 

場 もてよ び よ ばれ、 〔？ g#J 今の 世の 茶の！ f の 語、 最 妙な 

り、 筆端 を 以て、 解し がた し。」 よろ づに あいぎ やう づきた 

ら むに は、 まづま うづるな り。 翁う ばらとても、 さる かた 

に 一 たび まゐ りて は、 若き 人の 遊 所に かよ ひみ-めしに ひと 

せつ 

しく， あはれ 一日 もお こたら じと おも ひしめ る 尸 .1: し。 說 

經^; とい ふ も、 锊き經 文の こ^-ろ を、 一す ぢに說 き ゆるに 

は、 心もう つ ^'として、 ねぶり を 誘 ふの みなりと て、 聲高 くも、 ひきく も、 あるひ は、 ころもの 袖 

になみ だ を 打 はら ひ、 または、 まなこ をい からしな どして、 歌 舞妓 もの \ こなし、 〔頭 齊〕 こなし は、 

歌 舞妓 役者の 所作お も ひ 入 をい ふ、 昔 は 仕う ちとい ひしが、 今 は 芝居 主 を さして、 誰が しうちと いへ 

り。」 を まねつ >1、 廚の やまとの ものがたり を も、 詩歌の ふかき こ、 ろ を も、 おのが よくも 心得ぬ あま 
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りに、 ^手 勝手なる かたに 說こ かし、 また、 此 ごろな りし 世說の 中に、 めざまし 草なる をまで とりま 

じへ て、 ひたすら 興 あらむ とするな り。 觀音 めぐり、 〔頭書〕 觀音 めぐり は 近 松が、 おはつ 德共衞 に 見 

へ、 大師め ぐり は、 ぉ染久 松に、 取組た る を もって、 其 年 世の はるかなる を 見るべし。」 やうく おと 

ろへ ぬめり。 大^めぐ りなん、 難 波 人 は、 いとまう にたち さわぎけ る。 祌 にも 御^ まゐ りな ど は、 遠 

き 田舍の はてまで も ゆすりう ごきて、 晝 ともよる 

とも、 く ふと もく はぬ とも、 をと こも 女 も、 おい 

も わかき も、 わらべ も、 田 かへ すうし も、 ^守い 

ぬ も、 もの、 うつ. >! なく、 うつし まう する が、 道 

にやみ た をれ、 はかなく あはれ なること を兒 きく 

なり。 または、 人妻、 かし づき 娘な ど、 はて^ \ 

よからぬ 風^ ども、 來 てぞ、 やう-/^ 物 ごり し 

て、 さる こと ありし とも、 おも ひ 出ぬ ばかりの 世 

とさめ はてぬ る は、 い と あさまし 。また 稻 荷のお 

さがりと て、 をり./. \ うつし まう づる^ あり。 こ 

.>* にあつ まる 人 は、 おのが もと ありし よからぬ il 

粱 ども を も. 今の こ.^ ろぎ たなき こと を も、 あか 

ら さまに いひ あら はされ て、 猶 おろかなる 事の み をい のりもの すれ ど、 大 かたは、 こ、 ろあくまでの 

しるし も 見す。 重き やま ひも、 及ばぬ ねが ひも、 はた 甲斐なくて やみぬ る ぞいと ぁぢ きな き。 老 たるき 

つね 狸な ど、 さすがに、 愚痴 かたくなの 人の こ&ろ はう ごか すれ ど、 よき 人、 なほき 人に むかひて は、 

何のし るし を！^ する ことなく、 これ もまた、 はて は いづち にいに けむ、 その； w 坷と い ふ も 伎に 兑れ 
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ば、 のき 朽、 御 はし は 草む して、 もとの 齩 ばらとお ひなり ぬ。 かつ 其 祌 おろしせ しもの、 身の を はり 

も、 お ほかた よから すなり はつる を、 まのあたり^ しぞ かし。 また、 醫師 もむ かし もてはやされした 

ぐ ひの 人 は、 世に あらで、 うちむ かふに、 賑 はしく、 ものよ くい ひとりて、 病る 人、 看病の 人の こ V 

ろ を も、 うちた のませ、 人の いへの よろこび かなしみ、 人より さきに 使して、 物 を 贈りつ、、 酒 さか 

な 調 じて、 をり く 呼む かへ、 茶の湯な どして 呼びよ 

ばれす る 門に は、 人の mz いりお ほく、 家居 ひろく 住な 

し、 蕺 たかくつ くり、 藥種は 時 を はかりて かひ いれ、 

其 益 を 見る。 さばかり ならぬ も、 嫁と りの なかだち、 

茶器のと りうり、 茶屋 あげやの ふみかよ はする 屮 やど 

などす る は、 愛敬 を專ら とすれば、 おの づ から、 にぎ 

はしき ぞ かし。 また、 國 のかみ より 祿 たま はりし 面目 

f Jg!  一  -)  .  n\  ある も、 おのが 術の ほまれ かと 見れば、 さる かたなる 

c!^^p，l.f  .1^  はいと も 稀に て、 お ほかた は、 銀 主 ひきつけの はたら 

^  一  )  I；  < きなるが おほし。 また をと こ 女の 髮の 風、 かざり • 

\\  fi  一^ \f< 一  > ころもの 色 あひこ そ、 きの ふの ひ は 茶 はけ ふの 架^い 

ろ、 みやこの は 吾妻に うつり、 吾妻の は 浪華に うつし 

來る も、 あらいそ がしの 世に も あるかな。 人の こ k ろば かりたの まれぬ もの は あら じかし。 白 茶、 あ 

さぎ、 鼠な どのね むりめ なる を さへ、 花やかな りと 見し 世 も、 まのあたり なりし を、 いつしか、 もへ 

ぎ、 瑠璃 钳、 紅 かけ、 花い ろの。 ふかきに うつろ ひゆけ り。 ふるき 翁た ちの、 ひたすら むかし をし の 

ぶげ にて、 羽織の たけ、 小袖の 仕た て、 紋 のお ほき さ、 いさ、 かも 今にう つら じと する も、 それ はた、 
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おのか わかき むかしの うきたる はやり ごとと はお も ひしらぬ ぞ かし。 今の みじか 羽織 は. むかしの み 

じかき にあら す。 寸尺 おなじくて、 着る 人の こ-ろた がへば なり。 また、 新曲な どと て、 糸に あはす 

る も， よき 人の こ V ろづ くしせ し は、 あな 屈したり やな どい ひて 人 興ぜす。 i? 歌つ にかす。 あまりな 

るまで ざれば みて、 なにの こシろ もな きが、 遠 きゐな かの はて/ \ まで、 うた ひ はやせる なりけ り。 

何事に も あれ、 しばし はやり もてさ わぐ 事の、 淺は 

かならぬ は あら じ もの を。 

〇 むかし、 やん ごとな き 家に は あらぬ 人の、 世の中の 

事 はか， しく もまな び しらぬ が、 た^ 金銀お ほく 

持たり ければ、 御前 さらす の、 御 髭の 塵 助 等 はもと 

より さるもの にて、 しるしらぬ 人まで も、 うらやみ 

た ふとが りけ る ほどに、 いつしかと おも ひ ほこ hv つ 

&、 恩 見せぬ 世の 人までに、 無禮 になめ ちらしけ 

り。 國の 守と いふ 御 あたりよりも， あまりに まば ゆ 

きまで あしら ひもて はやせた まふ は、 みちの くの 小 

田の やまより、 さそく 出金の 花 を さかす にぞ。 〔頭 

書〕 萬 葉 集に 大きみ の、 御代 さかえん と、 あづまな 

る、 みちの く 山に こがね 花 さく。」 利 足の 外に 扶持 かた をた ま はり、 何 格 何の 席な ど、、 武功の 家 がら 

の ひざ を ものり こ えて、 いと を こが ましく、 いみ じき ふるま ひな ども ありて、 腹 ふくらし けり。 

〇 むかし、 さまさが しき をと こ ありけ り。 ある 遊 所の 娼婦に、 酌 とらせて あそびけ り。 いたう ゑ ひの す 

i める ま \ に、 れいの わるじゃれい ひけり。 うちの むすこ はいと よ. S をと こなり。 さ だめて ハろ をき 
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かすらむ。 お ほかた のお やま は、 うちの むすこと むつまじ きもの、 娘な ど はかへ りて、 中 あしく こ \ 

ろ あはぬ ものに て、 よき 絹な ど をし みて 着せ じと する を、 むすこ は、 けっく あるが 中に よき をえ り S 

して、 はれの 夜の めいぼく をお こさす ほどに、 おやまの かたより、 いつしか おも ひつく ものな り。 博 

奕な ど 達者に 打 ぬらむ、 人形 はっか ふや。 鹽政 など、 〔頭書〕 今の 政 太夫 を鹽 政と いへ り、 なに は鹽町 

に 住 ゆ ゑな り、 周 公 且を魯 公と 稱し、 re 望 を、 齊 

公と い ふより きたる。」 よくう つし ぬらむ とい ふ。 

おやま 打 ゑみて、 粹と おぼして 黑 がりた まへ ど、 

いとまへ かた 〔頭書〕 前 かたと は、 以前の 意より 轉 

じて、 ふるいと も訓 尺す。」 なり。 こちの むすこ さ 

んに かぎらす、 なべて、 今の むすこ さんたち は、 

色事 こ、 ろに いれた ま はす。 お ほかた は、 茶の湯 

俳諧、 蓽文 とやら いふ 事に こりた まひて、 人形、 

淨 瑠璃、 ものまねな ど、 古風な あそびし たまへ る 

は あらす、 となん こたへ ける となり。 世の中のう 

つり か はる こそ あやしう はかなき もの なれ。 儒者 

は、 詩文の 風流 こそ 日々 にさかん なれ。 むかし あ 

りし 師の ごとく、 こ、 ろお かる k はなく、 お ほかた は、 通 〔頭 #1〕 通は逮 人な り、 人情に よく 通す る を 

いふ、 粹と いふに 混す る は 非な り、 莉 子に 粹能 容雜と a えたり、 然れ ども、 今^ 粹を 以て 通と す、 六 

書に、 ^謂轉 訛、 論語に、 五卜而 知- -H< 命-と. いへ り、 鯉 長 由 男 その 人な り、 眠獅は 1百 を 食て、 却て 世 

に 幸す とい ふべ し。」 を も はらに、 秀句 口 あひな ど、 拍子よ くい ひ與 じ、 酒お かしく くみあ そび、 さら 
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ぬ はまた、 古本 古筆のう りか ひに 利 を 射る。 また、 歌 舞妓 役お は、 ^十に して H< 命 を 知り、 舞 棗 を ひ 

く を all とし、 おやま 藝子 は、 叫 十を鏟 おいたりと もせす、 花やかが るなん。 世の すゑ 又い かなら 

む。 いとお ぼっかな し。 とこ k ろ あるひとの なげかれし。 

〇 むかし、 いろ このむ をと こ ありけ り。 いかにもして、 おやまに おも はれん と、 こゝろ をつ くし けれど 

むすこ  タ II 

や V すれば、 茶屋 あげやの 亭^ 子息、 役者 牽頭持 

などに ぬかれけ り。 〔頭書〕 ぬかれけ りと は 金城 を 

拔 くと いふぬ くに 同じ。」 かれ いかばかりの 情し 

て、 われに まさり ぬらむ と、 i^. ごろこ^-ろ をつ け 

て 見れば、 さる 事に こそ、 金 をつ かふ 事 われに は 

まさりけ る ほどに、 か i りけ ると なんい ひける。 

うべ ことわりに こそ あり けれ。 

レ 〇 むかし、 おきな ありけ り。 常の ことにい へりけ る 

は、 蛮 E をよ むは 贫を まねく ためなり。 と あながち 

にい はれけ り。 ^の 火 かげ、 S の ひかり、 〔頭 地 c〕 

螢を あつめて HE をよ みし は、 車亂 なり、 雪の 光 を 

たのむ は、 孫康、 となりの 家の 灯 を ひきし は、 K 

衡、 いづれ も 貧 人な り。」 隣の 壁の こぼれ をた のむ たぐ ひお ほかりけ り。 みやこに、 浪華に、 害籍 あま 

た貿 つみても たりと いふ 人 も、 こがね 千 ひら をつ ひやせし 人 はいと 稀な りと や。 茶器な どもて あそぶ 

V ま，、 手に すゑて 見る ばかりの 物に も、 それらの あた ひなる は、 いくら も 買 入ても ちた る を や。 此た 

めし 今の 世の みに あらす。 源氏 ものがたり にいへ る、 〔頭^:〕 源氏 は をと めの 卷 なり、 貧しき あまり、 

  11 一六 1 


I 一 一 六  一 T 


人の もの を かり 着し たれば こ、 かしこた け あはす、 見 苦き を われ は 何とも なげに、 作法ぶ りて、 居な 

らび たるが、 を かしと なり。」 家より 外に もとめた る 装束 どもの 打 あはす、 かたくな しき 姿な ど を も は 

ぢ なく、 おも、 ち聲づ かひ、 うべ/ \> しく もてなしつ、、 座に つきなら びた る 作法より はじめて、 M 

もしらぬ さま どもな りし、 とかき し は、 お ほやけ にっかう まつる 儒者た ちの、 まづ しき さま を 見る に 

淺 ましとて い へ るな り。 又 田舍ょ りの ぼ る 書生 

は、 國を いづるより、 人の 世話に はなり うち、 寫 

本 はぬ すむ もの、 HE 物 はかり 取に かへ さぬ もの、 

とま づ おぼえて 來る なりけ り、 と ある 師 のかたら 

れし" 〔頭書〕 我 朝舉宫 の 翁す るよ し は、 三 善淸行 

の、 意見 封 事の 第 叫條に 見へ たり。」 

〇 むかし、 一天 下 こぞり て 茶の^なる 時代 ありけ 

り。 共 世の 人 は、 鄕黨 お茶な きに はかたら す。 g 

きりめ 

お茶に あら ざれば 入らす。 割截 お茶に あら ざれば 

くら はす。 道具 書付 〔頭書〕 文 家の 鑒を 得く だらぬ 

銘 など せらる i これ を 書付 物、 といへ り。」 なき は 

買 はす。 すかさぬ はお 茶と 稱し、 ぬかれば お茶が 

ない とそし る。 よい 女房 は 書院 もの、 いけぬ 妾 はさび もの、 利 休ば し、 利 休 下駄、 大工 中 瀬、 八百屋、 

魚屋 も、 草鞋と きすつ るより、 花 月の ふだと りて、 すりあしの 立 ふるま ひ、 是 をち やつた^: のなかと 

なん、 こ、 ろ ある 人 はい ひける。 

〇 むかし、 人 Q い へ の 相 を 見て、 あしき はよ きに つくり あらためて、 幸福え さする 師 ありけ り。 さて、 


"J ナ： がの L せく 


それが なす 事 ども を、 後に よく/ \ か へり 見れば、 A ほかた は、 時いたり ぬる 人のう へに こそ、 幸竊 

は 得るな り けれ。 やうく ひだり まへ なる 人の、 〔頭書〕 夷狄の 左衽 とい ふより、 轉 じて、 何亊 にも、 

よからぬ 事 を、 左 まへ とはいへ り。」 何事に こ \ ろ まど ひして は、 逝 をつ きかへ、 厠 をう つし など すれ 

ど、 たビ /\ ひたお とろへ におと ろへ ゆく に は、 さらに そのし るし も かひな きのみなら す。 工手^、 

釘繩 のつ ひえの みして、 いよ， C のこり すくなの 財寶 をもう しな ひつ  > -、 こ 、ろうき 世に立 さまよ 

ふ。 いとうた てし。 

〇 むかし、 くすり あきな ふ 人の、 醫者 かねた るが、 世に お ほく ありけ り。 それらの ひと も、 傷^ 論、 金 

匮、 素 難、 千金 方の た ふとき ことわり を あきらめ、 また、 醫通、 ^疫 論な ど、 後の世 にても、 いと か 

しこき ま C にも わたりて、 ひとり 衆 方 規炬、 手引 草の みに も あら ざり けらし C さり けれど、 藥の あた ひ 

におき て は、 何十 錢何 銅な ど、、 あからさま なりけ るぞ。 世の 人い とこ、 ろ やすがり て、 はじめに は 

まづ この 人に とお も ひっきに けり。 か^-りければ、 世の 醫者 たちのた め あしくて、 ひそかに ねたむ と 

きも ありけ ると や。 やう/^ おこな はる、 にっきて は、 髮を たて、 かしら まろけ などして、 替 者の つ 

ら にかす ま へられけ る ほどに、 大 かたは はやらす なりに けり。 また、 佛 Q をし へに かしこき 法^お は 

しけり。 現世 を も ひろくす く はんの 大願 をお こした まひて、 人の やま ひを疮 した まひけ り。 やま ひお 

こたり ぬれば、 恩 謝に とて、 金銀 を さ、 げも てま ゐれる は、 いさ k かも 納め.^ ま はす。 たビ、 絹 わた 

調度の たぐ ひ をば、 いなみた ま はすと なん。 さる は、 こ、 に ま ゐれる 人 は、 唐 山の やまとの、 世に め 

づ らしき かぎりの もの を 買 もとめて たてまつり ける となり。 唐 山に て は束帛 とい ひ、 〔頭書〕： g 聘に、 

束 帛以- 一二 丈- 爲レ 端と 見えたり、 すな はち、 禮 物の 事な り。」 吾國 にて は、 祌 には^と いひ、 君に は 貢と 

いひて たてまつる も、 お ほかた 帛 錦の たぐ ひなり けり。 さて 世に 賄賂と いひ、 俗に はこれ を^ぐ すり 

とも、 袖の したと もい ふ は、 金銀の みに も あら ざり けり。 それ を を さめた まふ は、 異なろ $ なる に、 
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佛の をし へに は、 さらぬ ことわり あり や、 いといぶ かしと 入い ひけり。 

〇 むかし、 色 ごのみ のかし こき をと こ ありけ り。 金 はっか はれ ど、 おやま はわれに 身 をう つ こと、、 つ 

ねこ， ほこりて いひけ り。 さはいへ ど， ffi 應 にかね もっか ひけり。 ま はり ご乂ろ 人に すぐれて、 いとす 


、どく ありければ、 逢 ごとの 婦は、 もて ゎづら ひに けり。 たま，/ \ よるべに とお も ひたの みて は、 

身 もく づ る、 ばかりに 心づ くしす にど、 とにかく にあ ば すれ に て 、〔頭 害〕 あば すれと は 淡 々しきに 過ぎ 

たると いふなり、 水く さきと いふより、 いさ、 か 深し。」 

たのもしげ なく、 うたて うとむべき ふし もお ほかりけ り。 

月の あかき 夜、 このまめ をと ことた ビ 二人、 影 くらき 斬 

づた ひして、 金 五郎 〔頭 ま 曰〕 金屋金 五郞、 古手 や 八 郞兵衞 

ぞ めきうた の ふしなる ものな り。」 八 郞兵衞 など、 つれ ふ 

しに 聲 おかしく ながし あるきけ り。 〔頭書〕 ながし あるく 

と は、 呤 行なり、 古言に これ を、 によ ぼ ふと いふ。」 鬼 

〔頭書〕 鬼と は、 を そろし き 物と いふに、 こ \は坩 たり。」 

あると ころと もしら でと ほく 來に けり。 そこなる 迁 のか 

くれより、 顔よ くお しつ k みたる をと この、 せた かくお 

そろ しげなる がふと 出來 て、 このまめ をと こに つよく あ 

たりけ り。 いと すさまじければ、 立 ゎづら ひける ひまに、 女の させる 髮の かざり ども を、 いちはやく 

ぬきとり ていに けり。 あな やとい ひけれ ど、 人氣ど ほき 所 なれば、 いづち にか にげうせに ける。 男 あ 

しすり して 泣 ども 甲斐な し。 さる は、 おも ひかけ ぬ 事に しあれば、 いかに せん。 その あした、 血の な 

みだ をな がしっ^-、 ありし にか はらぬ を、 とり そろへ てまど ひに けり。 〔頭 #:〕 まど ひに けり は、 心 ま 
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どひの 義 にあら す、 まど ふて かへ すの、 まど ひなり c」 そ の^は、 こがね 二十 兩 ばかり を かさね あげて 

やりけ り。 さて、 後よ く^ば、 の盜人 は、 おやまの せう と 〔一 H 畨〕 せう と は、 兄の 專 なり、 すべて 

おやまの 兄 分、 兄 判な どい ふ もの、 大 かた あやしき なり。」 とい ひて、 まに は、 ふかくい ひか はした る 

をと こに なんあり ける。 それ を 鬼と もい ふなり けり。 いかにす りおろ され 〔頭書〕 す" おろす と は、 玉 

石 を、 磨な すより きたる。」 じと すると も、 おやまば 

かりかし こき もの は あらす なん 。 

〇 むかし、 糸竹の あそびに こ 、ろ を いれた る をと こ あ 

りけ り。 かなた こなたの はれの 座に もま ゐ りて、 打 

きく 人の こ-ろ をう ごかす る あまりに、 さし g につ 

もる ちり を もた 、す 〔頭書〕 さし 櫛の^ をた i す は、 

梁蕻の 故事 を とれるな り。」 ばかり、 また さらへ fl 

〔頭書〕 さらへ！ I は、 加 茂の 臨時 祭の 武樂 より 轉じ來 

る 也。」 などい ひて、 いみ じき はれ わざ 有け り。 棧架 

たかく かけ 上げ、 毛氍 まば ゆきまで、 ^灯の ひかり 

にか f やき あ ひて、 い と 目 さむる 遊びな りけ り。 こ 

れに は、 人の むすめの まゆ ごもり 〔頭書〕 たらち ねの 

母の かふ 子の まゆ ごもり、 とよめ る は、 かひ このま ゆに こもり ゐる を、 以て まだ 嫁ら ねむす め をた と 

へ 云な り。」 なる を も、 出した つる ことにて、 髮の かざりき ぬの 色 あ ひ 取 あはし、 見め よくして、 なに 

も^^ あら はなり けり。 いろ このむ をと こら、 わかき くす しな ど、 いたう やつし めかして 立なら び、 

糸に 竹に、 〔頭 #0 蔡邕 女戒に 云、 少女に 琴 箏を彈 習 はす 事 は、 嫁して 導 姑の 意 を なぐさむ る ためなり、 
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といへ り。 糸 は 琴 三味線、 竹 は 尺八。」 聲 おかしく かき あはせ たるなん、 いとお かしき ものから、 はて 

く は、 よからぬ ロ說 〔頭 fta ロ說 は、 風說 とい ふに おなじ。」 など も 出来に けり。 さて、 かの 上手の 名 

ある をと このつ ひの よるべ は、 なにがしの 自睹藝 子な どが、 かく しづ まとな りて、 いふか ひなく 路次 

のおく 住居に、 ふき はきの 朝 ゆ ふの いとまに は、 錢湯、 髮ゅ ひどこに 來て、 はかなき おのが むかしが 

たりな どしつ、、 あな 太平 や 〔頭書〕 太平 樂は、 道 

調の 曲、 また 武昌樂 ともい へり、 これ を 贅言の 目 

となれ る 事い まだ 考 へす。」 など、 後 ゆびさ 、る\ 

を もえ しらで なんある。 いと 淺 まし。 

〇 むかし、 人の つま ありけ り。 せ バを とこ 外 ご \ ろお 

ほき 蘇 ありて、 夜ごとに いづち ともしら す。 うか 

れ ありき けり。 さり けれど、 此 をん ない さ X かも 

さしもの 

うらみた るけ しきな く、 小袖 帶釵 までと ひもとめ 

つ- 1、 出した て、 やりけ り。 男、 ふと こ X ろ づき 

て、 もし 二こ^-ろ ありて やとうた がひつき ぬるよ 

り、 れいの こ 、ろよ し 〔頭書〕 こ 、ろよ しと は、 おも 

ひもの \ 事 鈍太郞 と いふ 優 曲に、 下 京の こ \ ろよ 

しとい へり。」 がかた へ 行く ふりして、 せんざいの 厠のう ちに かくれて、 うか ど ふ ほどに、 此 をん な、 

か、 りけ りと もしら で、 いとうれ しげに、 をと この 出し ま V に、 はした 女 をよ びて、 耳に 口つ けて 物 

いひければ、 うけた ま はりて いでゆき ぬ。 されば こそ、 ふたご、 ろ ある なれ。 ^見 あら はさば や、 と 

よくしの びて ある ほどに、 しばし 、て はした 女の しりに つきて、 男の いりき たる を 見れば、 つねに ま 
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ゐれる 八百屋のお きな なりけ り。 なにやらむ 物う ち 入た る 籠 わきば さみて、 つと 入^る C あな あさ 

まし。 年 は 六十に こへ、 齒落 かしら はげ、 す^ はな たれた る を、 これに：^ か へられぬ る 事の、 いと 口 

をし く、 さあれば、 いかに すらむ と、 なほた へしの びつ - 見る に、 あな こ^-ろう、 戀す るに は あら 

で、 そこ をた け、 かしこに 炭 つげとの-しりつ、、 俎板のお とに ぎ はしく、 鍋 どころ あまため う /(\ 

と 湯煙た ちて、 うまく さき 匂 ひのこ、 にまで 薰 りて、 あるじの 女う ちほ こ りつ、、 手づ から 飯 匕と り 

ておりく らふ ありさま、 あまりに うちとけ ていと あさましく、 つと いでんに さへ ぁぢ きな く、 風 ふけ 

ばお きっしら 波た てこされ て 〔頭書〕 たてこ されの、 たて は、 俠者 をた て 衆と いふより it じて たての ぼ 

しな どい ふと、 ひつと 意な り。」 はならぬ とこ  >- ろ づきし より、 其 後 は、 夜ごとに. S であり かすな りに 

けり。 

〇 むかし、 人のお も ひものなる をん な ありけ ftso たちぬ ふわ ざより して、 手な どし をら しく かきす さ 

み、 和歌 はニ條 家の ながれ を まなび、 糸お かしく かきならし、 茶 かきたて、 香炷 くゆらし など、 なに 

わざに もな み/ \ 、なら ざり けり。 そのたの みつる 人 は、 よのつねの 人に て、 道々 の あはれ を も 知ら 

す。 た^ 朝 ゆ ふ 酒く みあ そび、 めくり 〔頭書〕 めくり は、 樗蒲 遊な り、 大和 ものがたりに、 はくえ う を 

してと いふた ぐ ひなり。」 など 手 まさぐ りして、 露 ももの V こ- * ろな き 人な りければ、 よろ づ おとしめ 

られて 、まめ/ \> しくい ひかたら ふべ くも あらす。 いと も たのもしげ なく 年月お も ひくら しけり。 この 

あるじの やどの 妻 は、 心さがなくて、 とき ねたまし きこと いひお こせ、 事に つきて は、 おそろし 

きこ.^ ろばへ ども 兒 せつ、、 つら さの みおも ひしら せければ、 わが 身のう へ、 今 はは かなく のみお も 

ひなされ て、 ほとけの 道 かりそめ ならす 思 ひしみて、 經 よみ、 花つ み、 せちみ 〔頭 *1〕 せちみ は 今の 精 

心の 事 也、 節 忌と 書り。」 などして、 おこな ひける ほどに、 これ もまた、 主の こ、 ろに かな はぬ よしに 

て、 あいなく の、 しられ、 さて は 道に いるべき 時 こそき たる なれと て、 つ ひに お をき りて、 こ V をの 

一二 六 七 
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が丄 出に けり。 さる こ、 ろ は、 世 を はなれた るい ほす みして、 松の あらし、 筧 のみ づ のおと にこ- * ろ 

をす ませつ、、 おも ひの ま k に念佛 して、 後の世 たのもし からむ をと、 ふるき 物が たり ざまに 身 をば 

やつせ しに、 ことたが ひて、 帥と たのみた る 尼の、 こ、 ろか だましく、 今よりか くた ふとげ にて は修 

；: にあら すと て、 もて 來し 袈裟 ころも 小袖まで、 お ほかた にう ば ひとりて、 あら， /\" しく 身に そ はね 

麻 木綿の、 糊 さへ いとこ はぐし きに 取 か へられ、 茱っ 

み、 水く み、 たくはつ など は、 修行の なら ひなろ を、 物 

くる k 權 象へ は、 さもしげ なる、 ffi のうちた へす 持 はこ 

ばせ、 ^僧の なつ ふゆの もの 、解 あら ひの ちん 仕事、 よる 

實 いとま あらす、 人の かげぐち、 兇き くま.^ にい ひ ちら 

し、 嫁と りの なかだち、 產 家の 夜と ぎ、 不義む すめの あ 

づ かりもの など、 うき 世の 事に のみ か \ づら ひつ \、 朝 

ゆ ふの 誦經の ほか は、 なに を佛 のみちに いりし ともなく、 

いと あさましき 世界に まよ ひきて は、 また 爱を もの がれ 

出ば やの こ、 ろしき りなる にぞ、 なか^,. \- にあり し 世の 

戀し くもなり ぬる 事よ。 つ ひに、 此庵窒 をもう とんじい 

で \ 後 は、 そこと たのむべき かげ もな く、 さまよ ひ 歩行 

ほどに、 はじめの 道心 も、 いづち にか さめ はて、、 手 かきうた よみし むかし は、 夢の うきはし かけた 

へて、 卷 さむい と、 秋 何と やらい ふに たへ かねて、 つ ひに おそろしき きもいり 婆に、 かどわかされ、 

あるい ろざと へ、 夜ば かり 人目 をし のぶ 尼 出の くがい、 叫 尺ば うしの 淺黄ざ くら、 こし 春ば かりの す 

みぞめ か 〔頭 喾〕 深 草の 野べ のさく らし 心 あらば 此 はるば かり 墨染 にさけ。」 はて は、 何が しの 院の把 針 
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者 〔；g 書〕 把 針 者 は、 僭坊に 入て、 たちぬ ふわ ざ をす る もの 也。 後世 梵妻 を 兼る 也。」 と は、 たしか それ 

ぢゃ、 と兑し 人の かたられし。  • 

〇 むかし、 ^獸 草木の たぐ ひの、 世に；： ^知らぬ をば、 あまねく よく 見 わかつ 師 ありけ り。 こ はもろ こし 

にて は、 なにと いふ を、 此國 にて は、 しかよ ぶ 物な りな ど、 いと もく はしかり けり。 され ど、 まれ ま 

れに は、 わき まへ がた き 物 も あるに や。 こ は 何の 類な りと もこた へらる.. * を、 或 人 こ れを き^-て、 何 

の 類の 類の 字 は、 祇園 町の むすめ ぶんの 分の 字に ひとしく、 いとま ぎら はしと なんい ひける。 
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〇 むかし、 市の なかに すみて、 歌よ くよ む 翁 ありけ り。 世の ほまれた かき ま、 に、 いつしか ひあがり 

て、 えり あつめお ぼした、 れ ける。 まづ 住よ しの 神に まう で-、 此事冥 加 あらせた まへ、 といの り も 

のせられけ るに、 其 夜の 夢に、 內 殿の 御 戶ひ らくと 見し が、 うちより 妙なる 御聲 して、 なん ぢ、 月 あ 

きら かなり。 と をし へさせた まふ、 とおぼえて 目 さめぬ。 こ は、 むかしの 京 極 巾納言 の 君の 〔頭書〕 京 

極 中納言 定家 卿の、 和歌の 其 加 を、 住よ しの 神に、 いのりた 

まひし に、 汝 月明 也、 と御吿 ありし となり、 此 卿の 日記 を 明 

月 記と 題した まひし は、 此 由な り。」 ためしに かな ひし ことの 

ありがたくて、 やがて えらび ものせられ けり。 さて、 世に お 

しひろ めたり ける に、 こ、 かしこより、 よからぬ 風說 どもき 

こへ ける を、 それが かたなる 人 は、 れいの 偏執の 世の さが ぞ 

とてお も ひやみ ける を、 翁な ほき 人に て、 神の 御ン つげの あ 

りが たきをお も ひた のめりし に、 いかで か、 りけ む、 猶 おも 

ひ あやまれ るふし も あるに やと、 ふた、 び まう で、、 なげき 

たてまつ りしに、 また さきの ごとく， うちより 高らかに、 な 

んぢ つけ 〔頭書〕 つけと、 つきと、 かきく けこの 同音 なれば、 

聞 まがへ る も、 ことわり なり。」 明らかな り。 とこ そつげ つる 

を、 ときこへ たまへ りと なん。 祌の 妙なる i: 聲を だに 聞た がふ 事 も ありけ り。 また、 漢文から うたに 

あそぶ 人 も、 おのれ 打 ほこりて、 木に ゑら せつ X、 世に 見て くれ をな す 人、 その 世に はいと お ほかりけ 
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り。 我な からむ 世に、 人の した ひて 物す ベ かりつ る 事なる を、 さる 世 はお ぼっかな かり けん。 みづか 

らもの せらる >- 事に ぞ ありけ る。 こ は腹ぢ からな き 人の、 我 かしこに なんあり ける。 又、 これ を 名利 

の 功 能書 を ちらすな り。 と ある 人 はい はれき。 

〇 むかし 俳諧の すきび と ありけ り。 芭蕉 翁の 奥の ほそみちの あとな つかしく、 はる. < ^のみちの くにく 

だり けり。 ある 國 のかみ の 御城 F にて 曰くれ なんと 

す。 ；夜 あかすべき i¥ もと むれ ど あらす。 おも ひつ 

かれた るに、 そこに 門 だち したる 翁の あるに、 たち 

よりて ねんごろに 宿 を もと むれば、 おきなう ち I： 几て 

法師 は 逹磨宗 なる かと 問 ふ。 いな、 さる 修行に あら 

す。 ばせ をの 翁の ながれ を まなぶ ものなる が、 松が 

うらし ま、 象 かたのな がめ せんとて、 はる と來 

れる なりと い" ふ。 おきな 聲 あら & かにて、 何が しと 

の 御 F に は、 はいかい 師と 博奕う ちの やどす る もの 

はなき ぞ とい ひける となり。 いか なれば、 おなじつ 

らに うとまれ けむ。 いと あさましく なむ。 

- むかし、 みやこが たに 物が たりい とおかし うかく 人 

ありけ り。 もとより、 ざえ ある 人な りければ、 ひたすらに 興 あらむ とて、 筆 はさ かしきに すぎて うち 

はやり、 a とくい ひもて つらぬる ほどに、 よむ にいと あわた^しく、 こ-ろい そがれて、 ちょん がれ 

など をき くやう になん ありけ る。 

〇 むかし、 歌 舞妓 ものがたりお かしく する おきな ありけ り。 それが 常にい へる は、 古 姉 川が しんぼう 藝 

1ー一 七 一 


リ たがの L ぜく 


 r  i 一一  七 二 

〔頭 ま曰〕 かりうけ 寶物を 今よ ひ 中に とりもどす 工夫 又は 無體 をい ひか けられて 惡 口せられ、 又 主人の 爲 

に 無念 を堪 へしの びて 打た、 きに あ ふな どの 類、 夫 をジッ ト 堪忍して ゐ るをシ ン ボウ 藝ト 云、 此 一 齣ヲ 

觀ルん 性 极場ト 云 テ壯觀 トス。 浪華 方言。」 擊紉、 訥子 〔頭 ま 曰〕 訥子 は、 助 高屋高 助、 獅子吼 は 中村吉 右 

衞鬥、 置 山 は、 淺尾爲 十郞、 逸 風 は、 藤 川 平 九郞、 市杠 は、 市 川 圑藏、 今 は 三代 なれ ども、 こ、 は、 

初代 を のぞきて いふ。」 が 時代 世話、 獅子吼が 武道 はな どい ひて、 かしらう ち ふりこ ゑ さま/ にて、 

今の 世なる は それらが おもかげ にも あらす とい ふ を、 わかき 人 は 露ば かり も 信ぜす。 いかで、 置 山が 

逸 風に おとるべき、 市 紅 もまた、 古市 紅に を さ まけ じ もの を、 れいの 翁が むかし ものがたりよ、 

とて かへ りて あざけりわら ひけり。 翁 はら だ- * しき ひとに て、 打な げき、 今 は 山に や こもらむ。 〔頭 

書〕 山に こもる は、 隱 君子の なすと ころ。」 うみに やう かばん 〔頭 害〕 海に うかぶ は、 論語に、 道 不レ行 

乘レ 桴浮レ 海と ^ へたり。 いづれ も、 志の 世に あはぬ 歎な り。」 とひた すら まう されけ ると なむ。 

〇 むかし、 ^勢の 御祌に 講まゐ りする 男 ありけ り。 色 ごのみ なりければ、 御^の もとに、 わら づ解 すつ 

るより、 まづ 十：： 市の あんに や 〔頭書〕 あんに や は、 勢の 方言に て、 遊妓 をい ふ。」 に 酌 とらせけ り。 お 

も ひき や、 都に てむかし あ ひかたら ひし 女の、 こ、 にあり ていで きて、 かたみに うち おどろかれ、 す 

f ろに なつかしくて、 寢 ものがたり あはれ にう ちかたら ひけり。 二 夜と いふ 夜、 いとお も ひ ありげ に 

ていふ やう、 かくはる かなる 國に しか へられ、 〔頭 #0 妓 女の資 渡さる、 を、 仕 か へらる- * とい ふ、 年 

を かさぬ る こと を。」 世に たのしみ なくさ まよ ふ も、 親の こ、 ろの ま、 しさに よりて なる を、 猶 このた 

び も、 今 二.^ をき りまして、 〔頭 寳〕 切 ましと 云、 すべて 遊里の 通 一一 一； I： なり。」 こがね 五- おくりこ せと、 

しきりに せめら る、、 いつまで とか、 かく つれな さの み 聞 ゆる ぞゃ。 此度を かぎりに て、 親子の えんだ 

に 切て たま はら-は、 のぞみた まふ ま、 ならむ とい ふ。 さすがに うけが ひし かば、 たのもしき 人々 にう 

ちた のみて、 此^. 金ば かり はと、 のへぬ。 なほ 今な かばに おも ひわ づら ひたる を、 つきせ ぬ 御ち ぎり 
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に、 あ ひ 見 たてまつる ものから、 むかしの 御な さけ わすれた ま はすば あはれ おぼし めぐませ たまへ 

と 打な きつ & いふ。 をと こ いと かなしき こと をき く 物 かな。 さばかり の はしたがね、 物に も あらぬ 

を、 こ、 に ふようの 事 こそ ありつれ。 まう で來 しっち 山の {5 にて、 友 どち 酒く みすぐ し、 n も かたぶ 

きぬ。 今宵 坂の したのと まりに とさ だめて、 人々 は ゆきけ る をお ひて、 鈴 鹿 やま をた^ ふたり、 C- か 

げ さ-ぬ 岩の かげみち こえ 來 るに、 もの すさまじ 

き 木蔭より、 深山の あゆみ いづる やうに て、 たて 

烏帽子 〔頭書〕 鈴 鹿 山に、 立 ゑ ぼしと いふ 强盜 あり 

し 事、 今昔 ものがたりに 見えたり。」 のこ k にある 

を しらぬ 歟。 えこ そと ほす まじ、 ふところ のかぎ 

りおいて 行け、 いのちば かり は 得させん と、 雷の 

おち か、 る ごとき 聲 して いふに ぞ、 たまし ひも 身 

に そ はす、 ありつる かぎり さ、 げ いだして 逃の び 

ぬ。 此 おどろき にこ、 ち あしければ、 夜べ こよ ひ 

うさ はらしに こそ 来たれ。 また、 この あはれ なる 

事 をき くはい かに、 され ど、 われさへ 人の なさけ 

にて やう /\ か へる ベければ、 こ、 ろに も あらで 見す て ゆくな り。 都に. S きて 後、 いかにも. （-、 さ 

ばかりの こと はおくり こすべき、 おやなる 里 は、 橫 ffl むら 〔頭^〕 横 田 村の 水苹、 丹波與 作の 書に 兌え た 

り。」 にて、 みしんの 水牢な どい ふ 罪に しづめ るに あらす や、 といと しら，， i\» しくい ふに ぞ、 女い とに 

くしと おも ひて、 つと たちて またも こすな りぬ。 さて、 朝が へりの 手水の ついでに、 爪の ながき をき 

りて、 それ をお しつ、 みて、 表に かきつけて 女の もとへ やりけ る。 

.  三 七 I 一一 
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まれ 人に すかさす のばす 爪し あれば 

をん な、 此 すゑ を、 なつ 菜の 紫に かきて 出しけ る。 

また あ ふ 坂 も あら じと おも ひて 

たが ひに、 あさはか なるこ H ろ を 見せ あ ひて、 W 日 は 松 ざ かど まりに と 立 行けり。 

〇 むかし、 おのが ために もなら ぬ 事まで 何 くれと、 よくいつ はるう かれ 女 ありけ り。 ある をと この 田舍 

に ゆく とて、 いとま ご ひしに きたりければ、 この 女、 さら 

ば 馬の はなむけに、 小袖 ひとかさねして おくり たてまつら 

ん。 夜寒 をし のがせた ま はんに は、 おのが 思 を そへ てこ そ 

とい ふに、 をと こわれに 物 かづけ 〔頭 *0 かづけ 物と は、 衣 

服の 類 を、 人の くる-を いふ。 さて、 それに は、 見て くれ 

のみに て、 あしき も あるより、 かづき ものと いふ は、 轉語 

歟、」 たま はらば、 さねよ くお どした る 鎧い ちれうた ま はれ 

とい ひければ、 それ とても 御 こ、 ろの ま k にたて まつる ベ 

し。 なに のれう にと て、 かぐお そろ しげなる 物 を もとめた 

まふと 問 ふに、 君が 鐵炮 〔頭書〕 上古 は、 空 贅と いひ、 巾 世 

は、 鐵 砲と いひ、 下 世に は、 太平 樂と いふ を、 略して 大と 

のみ もい へり o  I をう けんため なる はとい ひけり。 いとくち がし こき、 をと こに なんあり ける。 

o むかし、 をと こ 友 どち かい つらねて、 住よ しのこ ほり 住よ しの さと、 住よ しの やしろに まう でけ り。 

^月の はじめ ごろに て、 ゆ ふさり がた の その 霜 をれ て、 うみ ふく 風の、 汐 しみて いと さむし。 生 駒 や 

ま を 見^-ま、 冬 がれのと ころ/? >\» 赤 はげて、 西に いる 日の かげに あら はに て、 あいなく 見る/ \> さむ 
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げ なり。 今宫 むらき 北に よこ をれ くれば、 S 町の みなみが しらな り。 むつ かしげ 〔頭 は f〕 むつ かしげな 

る は， むさき とい ふ義 なり。」 なる いへ ども、 ひし/^ と 立なら びた る 中に、 はたご やのと ころ 得が ほ 

ながら、 時なら ねば、 ゐ なか 人の やどり もまれ， /(\ にて、 火お こさぬ. 夏の すび つ 〔頭書〕 火お こさぬ W 

のす びつ の 心ち して 人 もす さめす、 すさまじの 世 や。」 のとう ち ながめて 過る に、 靑^: 菓物 あきな ふ i¥ 

は、 よし 簧 たて かこ ひて、 たはぬ 薪 はかり 炭、 それ これと 賑 はし、 鹽ぅを なにやかや、 しひら n 魚の 

し： s  マグ B  3x1 

切う り、 ほしい わしの いさ、 か 皿に もりた る。 また 何とかい ふ 魚の あぶり もの、 鮪のお ほう をい ま は 

戶方言 

しォ にきり さいなみ たるに、 にしんの した V るげ に 煮 こ^らせし、 唐き び もち、 あかむしの 切 GZ だか 

た/。 にも、 お ほろ のつ ち かぜ や かづく らん。 香の もの、 くき づけのに ほひ 花やぎた るが 中に、 芋む す 

揚煙ぞ あた i げ なる。 日 は 西に しづみ はて^-、 風い と^あら ぶき だち、 あっこへ て 着た る さへ、 ゆ ふ 

しめり 身にしみて 覺 ゆ。 此 ほとりに やどりと ると て、 あさま しげなる 物 等、 たちつ^き て かへ りきた 

る を 見れば、 老 さらば へ る 目 くらの、 竹 杖の かた 手に は、 十 一 1 一なる わら はに ひかせて、 ゆく/ \ 'う 

ちた をるべく あゆみ 來る。 この あたりに て は、 米 をよ ばね ど、 聲を しあげば、 聞し りたら む も のぞ。 

箱 じみた る ものに、 つらお しつ、 みたる うばら の、 手に かぶら 茱ニ かぶば かりく、 りさげて、 ものね 

たりが ほに ゆく も あり o ゐ ざり 法師の かしら 髮 おどろに あ ひの びて、 つ^れの 肩の ひまより、 こ ほれ 

る 肌の あら はれた るが、 なに 事 やらむ ひとりご としつ \ゐ ざり 行く は、 今日の 寒さ を かこつ なる ベ 

し。 はやく やどれる は、 ー錢 がし ほ。 ニ錢が もち。 これ かれ もとめ ありく。 此 あきな ふ 家 も、 こ-に 

とし 月 住 ふりた る は、 さるもの らも いぶせう いやしめす、 それめ すか、 これ ぞ よかめ るな ど、 こん ろ 

よげ なり。 此 きたる 中に、 紺ぞ めの しりた かく からげ、 はりの 木染 のき やはんし め はきつ、、 しんち 

ぅ鐸 の長覿 さしこ はらした るが、 やどりい そぐ に、 さう し 紙のお ほ 鳥 毛、 さびしげ に ふりかた げたる 

につれ だち て、 辻 だち の 歌舞 妓藝 者の、 紅粉お しろい まだらに け は ひたる 若 ものと、 むつまじげ に 打 
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ものがた りしつ & ゆく は、 あるが 中に も いさぎよげ なれ ど、 さすがに おど ふる ふ 鼻の さき、 太 脛な ど、 

铕 いろに こ^えて さむげ なり。 また、 あやしの をと この 目ば かり 見へ て、 手に は 鳥 かげの おしつぶれ 


- とや、 うれしげ に はしり ゆく。 辻 

き は， f しくぬ りたて、 色 あ ひた 


たるに、 朽 たる 簀 のこ 板 もち そへ て、 こよ ひの たき 火 のれう ^た. 

ぎみ 五六 人、 髮は ぬれ -と あげて、 .01 きもの 衿に うつら ふまで- 

しかなら ぬ もの ひき かさね 着て、 ひき i あしだの 音、 こ。 ほこ 

ぽ とひ^ かせ、 から^- -と、 物た からかに いひつ-、 北 ざま 

^あゆみ ゆく。 さらに /-\、 なさけし くこ そ あらね、 彼 もま 

た、 かなしう いひ か はした る 男 も あるべし。 また 親 をと この 

ために、 我 身 は ある ものと もせす。 よ ひ/ \> 出た つも ありと 

や、 あはれ の みさを や、 わりな のま こと や、 とうち ながめら 

る、。 やうく 道頓 堀に 來れ ば、 たち まも 異國 にいたり しか 

とお ぼ ゆ。 夜 芝居の ま うけあす の 夜より と、 やぐら まく 翩々 

とひる が へれる。 此 ふく 風 は、 さき 'のに は あらぬ にや、 

とお も ふもうつ り やすの ひと ご 、ろ や。 

〇 むかし、 色 ごのみ なる をと こ、 老て かたりけ る は、 遊女 ほど 

世に おかしき もの は あら じかし。 おのれと きめき て、 ひく 手 

あまたな るに は、 よるべの すゑの ことな ど 露ば かり もお も ひしら す 。逢 ふご との 男に こ X ろ.^ おかせ、 

ゆめい ふに たが はじと おも はせ、 またみ そか 事 あり 〔頭 ま 曰〕 みそか 事と は、 密事に て、 かくし^の 事 を 

いふ。 むかし は 問 夫と いひし を、 中世に 虫と いひし より 轉 じて、 たビ つくとの み もい ふ。」 とても、 妬 

き 一一 一一 n 葉お も ふなかば を も 得 いはぬ ものにし こなし、 はした 金く る X に は 手 も ふれす。 のこ V ろ をお 
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くれさせ、 またはお やかたに 血の なみだ をな がさせても、 おのが こ、 ろ を とらせ、 友朋 荤 はありて な 

きものに よびつ， S ひ、 よろ づこ、 ろの 行 ま、 に、 うち ふるま ひつ ある ほどに、 つ ひに、 よき 人に 

おも はれて、 黄金 あまたに うけいだ されて 後 は、 いよ-— 竹の 屮 よりう まれいで たる 〔頭 害〕 竹 Q 巾よ 

り 生れ 出た る は、 赫夜姬 の 事 也、 かの ものがたり をみ て、 こ-の 文 を 味 ふべ し。」 人の やうに、 ころも 

調度、 あさゆ ふの 物 も、 時に さきだち 〔頭書〕 時に 

さきだつ は、 二月の^ なすび、 口 切 ごろの 生 干 か 

ぶらつくべし、 或は 秋の 末の 胡^、 冬の 孟 宗梦 

など をい ふ 歟。」 ときに おくれた る 品 をのみ このみ 

察して、 猶 あくとき も あらす。 よろ づ おも ひ ほこ 

れる あまり、 むかしし のび あ ひし^、 また 今の い 

へに、 夜晝ま ゐれる 八百屋、 さかなやな どの、 こ 

ざ かしき をと ことかたら ひて、 つ ひに： ^あら はさ 

れ てぞ、 身の ひとへの みに おひ やられ、 その をと 

この もとの 妻 をば わかれさせて、 おのれい ばらし 

〔頭書〕 いばらし と は、 家主に て、 人妻の 事 也、 京 

名所と いふ 書に、 世帶 なれたる いばらし と： ^へた 

り。」 となりても、 髮は ひとに あげさせ、 立ぬ ふわ ざ もしらねば、 姑に おひう たれ 〔頭書〕 を ひう たれ は 

追 出す とい ふ義、 打擲す るな り。」 をと こも または じめ こそ あれ、 すゑ はいかなら むと 心 づきて は、 言 

葉 も あら/ \ しく、 時々 うち しをりぬ る 〔頭書〕 打し をる は、 ^勢 ものがたりに、 倉に こめて しをりた 

まふ。 又 落く ぼ 物語に、 しをり ころせ、 など 兑 へたり。」 にぞ、 なに、 かく、 まづ しき をた のみき つ 
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らむ、 とまけ じこ、 ろに 投ぅ ちな どして、 いさか ひて は、 また 此を とこに も わか^て、 猶 いさ V かも 

おも ひよわる 事な く、 もとの 川 竹に ながれ いづれば、 こ 、かしこの 好 ものら は、 いと 珍ら しみて、 ^ 

さきと あ ひ 見る に、 しばし こめられし 〔頭書〕 こめられ しと はか こ はれし と云義 なり、 いづも やへ がき 

つまこめ にと いふより、 轉 じたる 語 也。」 とお もへ ど、 かぞ ふれば はや 三と せ 11 とせに なり ぬれば、 三 

十 やすぎ ぬらむ と 思 ふこ \ ろより 見れば、 いとよく け は 

ひて、 おかしから ぬ亊を もお かしげに、 與 ある さまに も 

てな せど、 と ある をり に は 物 さびしく、 寢が ほな どお そ 

ろしくな り、 あしたの 別れに あら はなら じと もて かくせ 

ど しろき もの^-は げたる ひまより、 にき * ひお もく さな 

ど、 さすがに うち 兒 へたる、 いと あさまし。 さる は S3 ふ 

にたが ひ、 吾 こ i ろ さへ おくれて は、 に はかに 誘 ふ 水 あ 

らばと こんろ いられて は、 かへ りて、 もたれげ なりな ど 

はした なめられ、 おそろしな どもうと まれ、. はて. （-は 

いづち ゆき けん、 かきけして あらすな りぬ。 さるもの、 

時め ける に は、 海道の 馬士、 ある は 人の ひまう か^ふ 小 

盜人 等に ひとしく、 かや かくして、 おしと りし 物の かぎ 

り、 わけなく つか ひすて \、 またも 得ん とお も ふなり けり。 さるもの i 母と いふ は、 お ほかた がか ひこ 

の 中の ほと \ ぎす の、 五月 まちえて ぞ、 〔頭 1E〕 うぐ ひすの かひ この 中の ほと i ぎす とい ふに、 やしな 

ひ 娘 をき かせたり、 かつ、 ほと 、ぎす は S 月 をお のが 時と 鳴 ゆ ゑに、 この 娘の 時め ける をた と へたり、 

文辭 妙な り。」 四 尺 帽子 ひざ 過る まで 打 たれ、 花見 もの まう でな どに、 女の わら はに つ 、める もの さ X 
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げ させて、 したり 顔に あゆめる を、 おなじ 世界の 人の 打 うらやめる も、 たのむ かげ あめ もりて は、 ひ 

きかへ 見る め も いぶせき を、 それ はもとの 水 なれば. S かにせ む。 又む かし は、 ある もの-とも しられ ざ 

りしが、 人妻と なりて、 はした 女、 小 わら は、 下男な どめし つれて、 北 野、 淸水 まう でな どに、 たび 

/^行 あ ひし。 かれは 時に あはす、 友 ほうばいに あなどられ、 常に こ、 ろお かれて、 いかで 老 たる 人 

にも あれ、 かたちに くさげ にも あれ、 こ.. -ろ だに たのもし くば、 つ ひの よるべとう ちた のまむ をと、 

おも ひくら しつ k、 さる 人 えらび 出て、 今の ひと 目よ く、 つし ろ やすき 世 をへ ぬる ぞ かし。 かの 時め 

きした ぐ ひの をん なに、 をり /-丄 ハ波羅 の 藪 かげ、 ひる さう かたてる 軒づた ひに 行 あへ るに、 肩す そ 

おなじ 色なら ぬ もの 身に まと ひ、 かごし ま 下駄のお と、 こぼ/ \> と、 手に は あやしの うつ はに、 おかべ 

のから こぼる k ばかりして、 われ を 見て 露はづ るけ しき もな く、 あら はに 打 ゑみた る、 中々 につら に 

くう なんあ. o; し、 とか たられき。 

0 むかし、 人の あそびの 座に いで、、 よくこ 乂ろを とれる をと こ ありけ り。 こ はもろ こしに て は； |£ 問と 

よび、 此 くに-て はたい こもちと も、 辨慶 〔頭書〕 辨慶と は、 財^ を、 判官と いふに、 對 せるな り、 た 

いこ 持と いふ 事 其 語 目のお こる 處、 いまだ 考 へす、 後の 君子 を まつ。」 ともい へりけ り。 これら もむ かし 

ありし は、 これ ぞと おもてお こしなる 藝も あらね ど、 ひたすら 人の こ、 ろに たが はじとの み 用意せ し 

かば、 遊 所の みに あらで、 月 花の实 、 または 伊勢 參宫、 吉野 山ぶ みな どに もめし つれて、 物よ くま か 

な ひつ i、 た^こ \ ろ よから む 事 をのみ つとめた る 也け り。 またよ き 人の子の、 家 をう しな ひて、 

にたより なく、 もとより すける 道と て、 さる あそび 座に いで、、 興 をた すけ.. - るに、 それら は 扇子の 

一手、 笛つ ビみ、 いと 竹、 茶 かきたて、 炷 くゆらす る ことら にも、 たど しからす。 よろ づに 事な 

れ、 立 ふるま ひさ わがしから すて めでたし。 や-くだりての 世なる は、 ひたすら 歌 舞妓 もの i 聲色 身 

ぶり をのみ やつす を、 藝 とする に いたりて は、 よき 人の子 はせ す、 板 もとの^ 八、 ま はしの 仆 助な 

il 一七 九 
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  三 八。 

ど、 こわいろ 二つ 三つなら ふより， 座に を どり いで、 いかにも 興 あらむ とする ほどに、 い とさわ 

がしく 頭いた きこ、 ちぞ せらる。 それが 中に も、 老 たる は 〔頭書〕 老 たると は. 老衰に は あらす 功 をつ 

みたる をい ふなり。」 見せ かり 藝子、 やと はれ 屮居 など、 庵して、 〔頭 走 曰〕 庵して と は、 やど はいりの 意 

なり。」 路 次のお く きよらか にす みなし、 よろ づ つまし 

ならぬ をい ふ、 物が たり どもに 見えたり。」 なる を も 

糸の 音い ろな つかしき ばかりに をし へたて、 それに 

たすけられて、 終り をよ くす る も あり。 又 時 を 得た 

る は、 茶屋 あげ 屋 になり のぼれる も ありき。 なべて 

むかしの ごとく、 物 むさぼりても、 やがて 手 を 空し 

くす る はまれ/ \- にて、 泥の ごとく ゑ ひても、 着た 

る 衣の いた はり 露わ すれす。 大師め ぐり、 妙 見、 主 , 

夜祌、 赤 山、 關帝 などに、 たへ す あゆみ を はこびつ 

1, ^のす ゑの さい は ひ あらむ こと を 祈る に、 むか 

しのよ き 人の子なる は、 さる 事お も ひも よらす。 さ 

かづきの 流れに しづみ て、 身に いた づきの 入 を もし 

らす。 〔頭書〕 哚く 花に おも ひつく 身の ぁぢ きな さ、 み 

にいた づき をい る もしら すて。」 おやまげ いこの みそかに 情 あらむ こと をのみ、 心 ite にね がひつ、、 は 

て./^ いかなら むと もお も ひた どらすな む。 また わかき 醫者 など、 ひたすら ざれば みて、 われ を粹と 

も 通と もお も ひ ほこりて は、 あげやの 襄所 酒、 がくやの すつ ぼん^: に、 うたて きまで 打と けたる、 い 

と あさまし。 これ は醫 者の みに あらす、 なべて 藝道 もて 世 を わたる 人に はお ほかるべし。 親の 家铋な 
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くしての あり、 もとの 身より なり のぼれる あり、 またう はべ は、 いかにも あそびす きと 見せて、 した 

のこ &ろ おそろしく、 妾宅の まかな ひかた、 揚屋 ばら ひの 取つ ぎに、 ； わたり を むさぼる ほかに も、 

時々 の 付と ビ け を、 あてこと り 中 やど は。 一 二八の 釜：：： に 手と り 鍋の しつぼく もどき、 なにかと 小 乎の 

ん くさん や 

きく さかし さ、 其 人々 のこ、 ろ は、 そのな すと ころに よりて 見ん に， かれい かで か瘦 哉。 〔頭書〕 

論語に 覲-- 其 所グ 由、 察-其 所 U 安、 人焉庾 哉、 人焉 廋哉ビ かれい かで かかくさん 哉。 

〇 むかし、 深 草の さとに、 世 を 倦 じて や、 住家 もとめて かくれた る 人 ありけ り。 しばし やどれる とお も 

ふ も、 はや 叫と せ 五と せば かりにな りぬ。 さすがに、 みやこな つかしき をり. （- は、 そなたの そら を 

のみ ながめて ありけ り。 いとまが ちなる 窓の もとに は、 まくらの み 友と して、 打ね むれる 夢のう ち 

に、 庭の こす ゑに あそぶ 小鳥 どもの さへ づる 中に、 こまどりの 舌 はやなる が、 人の ものい ふに か はら 

で、 ひとりご とする は、 はるごと に、 此 いほに 來て あそぶ に、 この あるじ は、 何 を わたら ひに すると 

もな きい たづら 人な り。 かくても^ にす むかひ あり や、 いとに くむべき ものな りと いふ。 下 枝に あそ 

ぶう そ ひめ 〔頭書〕 うそ 姬 ものがたりと. s ふ 草紙 あるに、 よる 名な り。」 これ をき、 て、 されば この ある 

じ は、 もと みやこの 人なる が、 うまれつき てこ V ろせば く、 世 を わたらむ とすれば、 おひかりの おそ. 

ろしく、 人 はこ、 ろの ひろき ま i に、 あしきと いふ こと も、 いつはり も 、^の 害に だに ならぬ こと は、 

たくます してな すま、 なる を、 それら を毘 聞た び ごとに 打 もな げき、 あるひ はいかり など もしもつ 、、 

また 書よ めば、 むかしの みしのば しくて、 今の 世 をう とみ 〔頭 害〕 莊 子に、 尊 レ古卑 レ今舉 者 之 流な り。」 

藝に あそべば、 古き 世の 人 は、 ト； 手 も 下手 もこ i ろた かしと あ ふぎ、 今の まなこの つけ どこ &ろを さ 

げしみ て、 樂 しまぬ により、 とし 月 を. s たづら にくら すなり。 にあ はれむべき ものな りと こた ふ。 

駒 王き、 て 〔頭書〕 駒 王と は、 うそ 姬に對 する 戯； 一目の み、 王と は 鳥 毛の 王と いふに あらす、 唐の 駱^ 

王、 また 松 王 梅 王に おなじ。」 から /(\ とわら ひ、 されば こそ、 世のお ごり もの か、 あさまし のこ、 ろざ 
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まなれ とい ふ。 うそ 姬 いはく、 主 は^によ きころ も を 身に まと ふ 事な く、 あまき を くら はす： 祗のふ 

すま、 紙の 帳に 事足りて、 何 ごとに も儉を まもりげ にて、 おごれる を 見す と、 駒 王い はく、 わがお ご 

れ ると いふ は、 さる ことわりに あらす。 あるじ は 世に いふ.、 癎 癖の やま ひ をつ のらして、 え 養 はぬ お 

ろか さより、 我 をた ふとし と はお も ひあがらね ど、 世の 一入 はみ な にごれる ものにす I： 頭書〕 世人 皆^れ 

りと は、 漁： 乂の辭 なり、 すべて 此段 は、 かの 辭を摘 

て莊 子に 合せ 鹽 梅した る 物と 見 ゆ。」 こ &ろ 奢の ひと 

なり。 この あるじが おも ふに かな ふ 世 も 人 も、 いに 

しへ よりある ことなし。 漢土の やまとの 書 どもに あ 

かす をし ふる も、 世の 人の 直から す、 お ほかた は侫 

けの み ゆく を、 なげきて にあら す や。 其 ことわり を 

おしいた^ きても、 その をし への ま \ にお こな ふ 人 

は あら ぬげな り。 あるじ もこれ がた ぐ ひなるべし。 

よしや、 なす もな さぬ も、 われさ かしお ろかの みに 

は あらで、 かしこき 人 も 世に おしたてられて は、 〔頭 

*0 孔 夫子 さへ、 世に おしたてられて、 行 ふ 事 かた 

きなり。」 おこなへ ど 摘 かひな きもの か、 筆 をと りて 

は、 文武 闳 ハム を も そしる 人、 いにしへ より すくなから す。 今の 世に は堯舜 〔頭書〕 今祌道 者と いふ も 

の、 堯舜を そしれる あり。」 を さへ、 あしく とりなし ていふ 人 も あり。 扨、 それらが さとれる 額に かき 

あら はす、 共 墨の かわかぬ あ ひだ も、 H 我 はおよ ばぬ こと をし りつ \ いひ いづるが、 われ かしこの しわ 

ざな りけ り。 世に おしたてられても、 おのれ 濁らぬ はま づ よしと いへ り。 〔頭書〕 漢 の^. 茂と いふ 人、 


リた がの もぜ 


我 は、 行- 1 其 淸濁之 間-とい へり。」 それ も 表面 をに ごら ざれば、 世に はま じ はりが たし。 此 あるじが 眾は、 

これお こな ふ 事 あた はぬ ものな り。 にごる といへば、 惡 むべき を、 た^ 世の ありさまと；^ ば、 こと ご 

としく いむべき にも あらす。 花見よ めり の はれの 衣 は、 いづか 壬 生の しゃでんのお どり 小袖と なり、 

俳諧師の あたまに 烏帽子が とまれば、 祌の 忌が きの 七： An; 繩は、 關 とりの 揮に まと ふ。 はした^の や 

まに いりて、 時々 市に くすり あきな ふかぶ き 仙人 も あれば、 穢多に 福 者の 高名 あり。 遊女のと はせ ぶ 

みに。 虞 世 南の 書風 あり、 大名 仕 立の 町人 あれば、 阿蘭陀お さへの 機關士 あり、 蠻學、 天 文、 投壺、 

盆石、 琵琶、 明樂。 世に すたれたる あそび も、 ひろ ふ祌 のま もり はありけ ろ もの を、 それ これの たが 

ひ をい はで、 世に おしう つりつ、 〔頭書〕 柳下惠 とい ふ 人 は、 世と よくお しう つれり、 とい ふ 話 あり。」 

見き かむ に は、 いかり もうらみ も ある まじき ことならす や。 それ をた がへ る ものに うちな げく は、 我 

がし この こ、 ろ おごりな り。 淡き を くら ひ 薄き を^る とも、 あたへば かさねん。 餉ら ばくら はん。 驕 

らす とい ふに は あらで、 まづ しきが なす 我のお こな ひぞ とて、 駒 王のから とわら へば、 百 千と り 

にわら ふ。 うそ ひめ もき、 とわら へば、 山 も わら ひ 野 も わ ぎふ。 はるの 眠り ざまし、 かんぺき 訣 

とも、 くせもの がたりと も、 何とも かと も、 あらう つ- * なの 世が た り や。 

文政 六 年 仲春  歌狨 居士 
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三餘 叢談 序 

筆す さびと いふ もの は、 はやう からく に、 まねび 出しに て、 淸少納 1  一一！： の 枕 草紙 を やお 

やと はせん。 それにつ ぎて、 長 明 法師が 無名 抄、 頼瑜佾 正の 眞俗雜 記、 兼 好 法師が つ 

れぐ 草、 行譽 上人の^ 囊抄、 一條 禪閤の 柬齋隨 筆、 または 榻嶋曉 筆、 兼 載 法師が 雜 

談 などき こえたり。 ちかき 世に なりて は、 なにがし くれが しがし わざとて、 八 百日 行 

はまの まさごの かすお ほくき こえた る 中に、 天 野 氏が 鹽尻、 伊勢 氏が 隨華ぱ かり、 し 

た、 かなる はなし。 そ も この 書の さま は、 おのが 思 ふこと を、 やがてう つし 出す 

めれば、 いせの 海の ふかき かう がへ も、 難 波の あしの かりそめ ごと も、 えらびす つる 

わいた めなくて、 よむ にうます、 みるに めづ らし かれば、 秋の 夜の 寢ざ めの 友と なら 

し、 夏の 曰の あっさ まぎる \ く さは ひと もす ベ かりけ り。 いはむ や、 ふみこの む 人、 

これによ りて ひとつの せち を もさと り 得ば、 いみ じき まなびの たすけな るべき を や。 
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叢餘三 


わが 黨 柳の 屋の あるじ 長 谷川 宣昭の 君 は， もの^-ふの 家の 道 をつ ぎて、 お ほやけ につ 

かう まつれる いとまに は、 螢の 雪の 窓に むかし 書く りかへ し、 月の 花の をり に 今のお 

も ひ を やりて、 まなびに 力 を いれ、 みやびに 心 を なぐさめら る^-ぬ しなり けり。 一一- 餘 

叢談 は、 このぬ しの 筆す さびな り。 れいのお のれが ものよ む \ しろに もてお はして、 い 

かで これが よしあし 一 わたりい ひさた してよ とこはるれ ど、 すべて 筆. す さび は、 さる 

こ ともなく しどけ なる がよ ろしき に、 かた ほに も 見えぬ さう しにむ かひて、 まさにな 

にごと を か あげつら はん。 され ど はし 書 を だに とて、 あづまな まりの だみ EJ いひつ ぐ 

けて かへ しま ゐら せぬ。 おなじく は 妹が なまりな らまし か は、 

文政 五と せとい ふとし の 文月の はっかな ぬかの 日、 

知 非齋の あるじ 源與淸  多々 良 定賢書 
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三餘 叢談 卷之ー 

,  長 谷川 宣昭義 問 著 

〇 朝 廷 

ず- 史宣 命の まに、 淨見 源 朝廷、 藤 原 朝廷な ど、 書 ことお ほかり。 筏 世の! 文に は、 を さくみ えざる 欲 

^^れ はに 沖 個の 製 辭と おも ふ 人 あり。 こ は 史記始 皇本紀 に、 二 i 還 至- -咸 陽- E、 光 帝 爲- -咸陽 朝廷 

小？ 故 營-ー 阿房 宫？ と 書た る を 出 所と すべし。 比 外 に もお ほかるべし。 

サゥ クワン 

o 佐 官 

官名に、 史、 典、 錄、 志、 屬、 吏、 目な どの 宇 を、 左 宇久 和无 と訓。 古今 集の 序に も、 wi{ の くにの さ 

うくわん など 書たり。 こ は 佐官の 字音に て、 佐の 官の義 なり。 佐官の 字、 天 武紀ニ 年に はじめてみ ゆ。 

〇陣 座 

陣, は 左右 近の 陣座 也。 拾芥抄 中末卷 に、 陣座左 近 南 殿， 東、 日華 a 內、 右^ 月 華 a 內と 有。 この 陣の座 

• に 着て 武事 を 評議 せらる X 也。 軒 廊は南 殿の 東廊 也。 

〇 鳴 板 

鳴 板 はナル イタと 訓べ きょし、 名目 抄 にみ ゆ。 禁腋祕 抄淸凉 殿の 條に、 孫庇ノ 末、 ハシノ 間 一一 鳴 板ァリ 

三 云々。 禁祕 抄淸凉 殿の 條に、 南 切妻 有- - 鳴 板？ 號- -見參 板？ 不 a 打 付-也。 などみ ゆ。 板の |?に£ をな 付 ざ 

餘 る 所 ある をい ふなり。 

*K  〇 國郡鄕 里の^ 

^ いにしへ は畿內 七道の 下に 國 あり。 國の 下に 郡 あり。 郡の 下に 鄉 あり。 鄉の 下に 里 あり。 和名 抄に は、 
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阈郡 鄉を擧 て、 里 を 省れ たり。 律書淺 編に、 日本 國 六十 七。 郡 五 百 五十 五。 鄕 叫 千. H 一。 里 萬 二 千 三十 

六 .〔 割 註〕 左 京ハ條 九、 坊卅 六。 右京 ハ條 九、 坊卅 三。」 とみ ゆ。 その 中に、 芳 野監、 芳 野國、 郡 二、 鄕 

三、 里 九、 と あれば、 まだ 芳野 監を廢 せられ ざり し 代の 定 なり。 里 は 村と も 通 はし 川て、 古書に 某 村と 

いふ 名札お ほかり。 こ は 新 野 問答、 制度 通な どに も考 もらした りき。 

〇 倭舉 並國舉  . 

倭學の 字、 朝野 群 載 九の 卷大. 江 朝 綱が 以レ 锊讓レ 親 文に、 親父 忠行、 心 導-古今- 擧 兼-倭 唐-云々。 とみえ 

たる を 出 所と すべし。 こ を國擧 とい ふはいみ じき 誤な り。 國擧は 國の擧 校の 事に て義 たがへ り。 

< ホタ プミ 

〇 大田文  レ 

吾妻 鏡卷 十九に、 建曆 元年 十二月 廿 七日 乙 亥、 明春 駿河 武藏 越後 等國々 可レ 作-盤 大田 文-之 由。 被レ仰 一一 

行 光 淸定- 云々。 太平 記 北 野 通夜 物語の 條に、 貞應ニ 武藏前 司 入道 日本 ノ太 田 文 ヲ作テ 莊鄕ヲ 分 云々。 

北 條九代 記 田 文 評定の 條に、 將軍 家-一 ハ 諸國ノ 田 文 ヲ召出 サレ、 源 姓 一一 仰テ 勘定 セシ メ、 治 承 養 和 ヨリ 

コノ カタ、 新恩ノ 領地、 毎 人 五 百 町 一一 限リ、 其 餘田ヲ 放 チテ、 無足ノ 近習 一一 モ下 サルべ キヨ シ 御沙汰 ァ 

リ 云々。 花營 三代 記に、 應 年 七月 十 一 日、 =T 吉祌 輿造替 料 足 事、 被レ 付-, 諸國 段錢， 云々。 所詮 召-出 

國々 太 £ 文？ 寺社 本 所領。 並 地頭 御家人 等分。 悉宛、 -- 公田？ 段^ 二； 4. 文。 急速 可-, 執 進-云々。 又、 永 和 

叫 年 八月、 日吉 祇^ 北野祌 輿^ 營耍脚 事 云々。 此上， 仰」 &節？ 召-出 國々 太 田 文？ 段別 參拾 文。 嚴密 可- 1 

檢納- 云々。 宣昭按 w、 太 田 文 は 古の 風土記の 遣 風な り。 太平 記に 武藏前 司 諸 國太田 文 を 作と いひ、 北 

條九代 記に は 源 姓 作と いへ り。 今 世に 伹馬國 太 田 文殘れ り。 そは弘 安八 年、 その 國の 守護 太 田 太 郞左衞 

門 尉 政 帳が 注進せ しなり。 又 東 寺 所藏の 古文書 殘篇 に、 諸國田 文事と て、 若 狹國太 田 文に、 文 永 九 年 十 

一月 卄 日と 年 號 記せし が あり。 此 等に 据れ ば、 武藏前 司恭時 この 事を定 て、 國々 の 守護 職に 注進せ しめ 

たる ものな り。 


^蕺狳 三 


〇 圭 田  ， 

總國 風土記の 祌 社の 條に、 圭田何 束と いふ ことお ほくみ ゆ。 f 字 通に、 圭田 ま之爲 レー 一 一一！： 潔 也。 田 之 所 一，, 入 

以奉ニ 祭祀-云々 とみ ゆ。 また 封 田 を も圭 田と いへ り。 同書に、 吳元滿 曰。 圭爲 -1 封 之 本字？ 小^；^ 川ム 

々。 三才 圖會 地理， 十五 卷に、 圭田， 则 公田 百 畝 之 半 也。 中-分 之， 而已。 故 其 法 一 定。 而不レ 可 レ亂。 若 公 W 

クト キ"  ヲ  ュ ゾゥ 1R フシ テ キ レイ  *  "ンジ ャゥニ  /  / 

內 除- 1 盧舍 二十 畝？  M 田 畝 互相湊 合。 而畸零 之數。 必至-煩 援， 矣云々 。 孟子 縢 文 公ト： £1 に、 卿 以下 必 有，， 

圭田, 云々。 など 所見お ほし。 また s の 形の <UHI 名に も圭 m と いふ あり。 三才 圖會 地现 十六の 卷 

を考 べし。 

ク ブ ンデン 

〇 口分田 

クブ ンデン  フ  ハ  ハス  ノヲ  フ n*-  チフ. * 'メチ フ 

口分田と いふ は、 田 令に、 凡 給-一 口分田-者。 男 二 段。 女 減-三分 之 一 - 云々。 また we 給-, 口分田？ 務 從- 

便 近？ 不レ 得-一 隔 越- 云々。 などみ えて、 古代 男女に 賜 ひし 扶持の 田な り。 こ は クブン テンと よみなら は 

したる に、 淺井 物語 三の 卷に、 口分田 彥 七と いふ 姓名の 男 あり、 クチ ヮキダ とよめ り。 今 もさる 氏の 人 

ありと なん。 さて は、 口分田 を クチ ヮキダ といへ る こと もい にしへ ありけ るに や。 

〇 田地の 字 並 某 名 名 田  ， 

朝野 群 載 七の 卷に、 大和 國山邊 郡、 字上庄 田地， 事と み ゆ。 今 も 田地に 字 某と いふ こと はやくより ありし 

E ャ ゥデン  ク T' ヮケ 

なり。 また 名 田と いふ は、 俗に 草 分な どい へる におな じく。 その 處に 住て、 その 地名 を (チに 名のる が 

ゆ ゑな り。 吾妻 銃な どに、 某 卿 某 名と ある は、 名字 掛の 地名な り。 此名を あまた もた る を 大名と いひし 

に、 今 は 諸侯の 稱にぞ なりたる。 こ は 安齋 隨筆、 叫季 草な ど考て 知べ し。 

〇 城をキ とい ひ、 シ I" といへ る 古語 並 田の 代 

城 を 古語に 午と いへ り。 また シ 口 といへ る も 後の 詞 にあら す。 日本 紀略、 延 舊十 三年 十 一 0:r 丑 詔に、 

/ ャマ 力 ハ ヱ リノ ゴト クタ チ オビ/ ゴ トク メグ リテ t/ヅ カラ ナセ リシ 口！ 7  テ コ ノ カタ チ 一 一 べシォ ホス アラタ^'^ ナヲ べシ テ ャマシ 口/  _プ ス  ノト 

此國山 河 襟帶。 自然 作レ 城。 因-一 斯 形勢？ 可 レ¥ 新號 一宜，. 改- 一山 背 國-爲 * 山城^よ 云々。 

J  =1 九 五 - 
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S と ある をお も ふべ し。 シ B はもと 一 域. の處 をい ふ詞 にて、 苗代と いふ も、 苗う、 る 一 域の 田の 義 なり。 

餘 山城と いふ 國名 も、 山 間 一 場 之 地 なれば なるよし、 松屋 高 田 翁の 國名考 にみ ゆ。 纏 向日 代 宮も檜 原の 

霰 逯 なれば、 檜 城の 篛 なるべし。 又 日本 紀に、 代、 頃な どの 字をシ 口と よめり。 これ も 一 構の 地 をい ふよ 

跌 りうつ りて、 田 畝の 名 ともなれ るな り。 和名 抄 田園 類 部に、 唐 令 云、 諸田廣 一歩。 長 二百 II 十 步爲レ 畝。 

畝 百爲レ 頃。 今按、 頃 今， 之 法 六 町 六 段 二百 四十 歩 也 云々。 政事 要略 五十 三の 卷に、 令 前 祖.. 法、 0 田 五十 

代租稻 一束 把。 以-, 大方 六尺， 爲レ 歩。 內 得-, 米 一升？ 〔此大 升 也〕。 二百 五十 歩 爲-- 五十 代 二-々。 拾芥抄 

中末卷 に、 凡田以 二方 六尺，, 爲- 一  歩？ 〔割 註〕 w 面 各-; ハ尺 也。」 卅六歩 爲-- 一. 段 頭？ 三百 六十 歩 爲-- i 段 積？ 

七十 二、 歩爲- 十代？ 百 w 十歩爲 --卄 代？  二百 六十 歩爲 -I 卅代？  二百 八十 歩爲- >  叫 十代？ 五十 代 爲-ニ 段？ 或 

云、 代 頭 也 云々。 田令抄 に、 俗 謂-二 段-曰-百 代？ 謂-二 段-曰-五 十代？ 〔割 註〕 三百 六十 歩 也。 一段 租五 

十朿ナ ルガ 故 也。」 廿： A 代 爲-- 段 半？ ト代 謂-七十 二 歩？ 五 百 代 謂-二 町-也 云々。 など さま.，^ みえて、 代 

の 事 一定せ す。 萬 紫 集 八の 卷に、 然不有 五 百 代 小 田 乎？ 刈 亂田慮 爾居者 京師 所 念。 堀川 百 首に、 仲實、 「谷 

水 をせ く 水口に いぐした て 五十 代 小 田の 種 蒔に けり。 隆深、 「の こり 田 は 十代に すぎ じあす は た^ゅ ひも 

やと はで 早苗 とらなん、 夫 木杪雜 N に、 公實、 「に ひばりの 十代の 鬥 田う ゑし より 秋 はね や こそ さだめが 

たけれ、 などよ める 歌お ほし。 また 代との みよめ る も、 堀川 S 首に、 隆深、 「そろ ゐ 生る 野 澤の荒 W うち 

かへ しい そげる 代 はむ ろの 種 かも、 义仲實 、「こなぎ つむ 澤 田の 代 はかき てけ りい そぎて う ゑよ むろの は 

やわせ、 などみ ゆ。 地名、 氏な どに 田 代と いふ も あり。 

〇 みとしろ お 田 

トヨ ケノ/  *■ ダラ/  £ ト ，ノ  d ォ タ ヲ ヅク リタ テ マツ 9 テ 

みとしろ お 田 をみ としろ 小 田と 書 は あやまり なり。 止 由 氣宮傣 式 帳に、 根 倉 乃 御 刀 代 御田 乎 佃 奉 er 

ゾノタ イネ チ £ キ ニヴク リタ,' T ッリテ  /  ノ  シン デン  オダ  オタ 

其 田 稻乎祌 酒 造 奉 si 云々、 とみえ、 尾 張國津 島の 祌 田より 出し 氏 を 織 田と いふ も、 御田の 篛 なる を 

おも ふべ し。 また 大 御田、 御田 屋 守な どもい へり。 さて 御 刀 代 は 御 年代に て 神 田 をい ふ。 年は稻 なり。 
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代 は 一 かま. への 所な り。 祌稻 代の 篛と 心うべし。 また 祌田を かみ だと もい ひて、 夫 木抄雜 Z に、 「さ ビな 

みや 志賀 のかみ だのみ としろに 今日と るな へ はよ ろづ よの 苗、 とよめ り。 祌 田と いふ 地名、 諸國 にお ほ 

かり。 

〇驛 家  .  . ■ 

和名 抄の 地名 部に、 驛家 とい ：4 鄕 名お ほくみ えたれ ど、 訓法 知が たし。 名目 抄に はャケ とよ まれたり。 

され ど 公式 令義 解に、 凡驛家 者。 人馬 必從 云々。 廐牧 令に、 ^諸道 須レ 置レ驛 者。 毎，， 三十 里， 二驛？ 

ビ  ハ  テ1 ース,  ビ サハ  シ チノ  /-1 

若 地勢 阻險。 及 無-水草， 虡。 隨レ便 安置。 不レ 限-里 數？ 其 乘具及 蓑 笠 等。 各 准-所 レ^ 馬數， 備レ之 云々 • 

辏 日本 紀 二の 卷に、 大寶ニ 年 正月 戊 寅。 始 置-一紀 伊國賀 陁驛家 二お々。 同 十の 卷に、 天平 元年 E 月 癸 亥。 

爲レ 造-山陽 道 諸國驛 家？ 充-- 驛起稻 五 萬 束-云々。 同廿 二の 卷、 卅 九の 卷 などに も、 驛家 とみえ、 その外 

諸 書に お ほく 出て、 今の 世の 驛 宿の 事 なれば、 ゥ マヤと 訓 べきな り。 

〇 出 擧 

ス ヰ午ョ  ぉシ づケ  i  リ  ル 

出 擧稻、 出擧 米、 屮  1^. 錢 など は、 貸附の 事な り。 稻を 貸付て 利稻を 取、 米錢を 貸付て 利 米 利 錢を取 をい 

/  ク -ーゴ トニ サキ チレ ャゥゼ ィ  ラチル  / 

ふ。 類聚 三代 格 八の 卷、 天平 十六 年の 詔に、 叫畿內 七道 諸國。 國^ 割- r 取正稅 Z 萬 束？ 以 入-一 國 分^; H? 兩 

寺？ 各 二 萬 束。 毎年 出擧。 以-- 其 息 利 _ 永 支-造 寺 用， 云々。 類聚 國ぁ 八十 三の 卷、 弘仁 元年の 制に、 諸國 

出擧 正稅。 例收 -1 半陪息 利？ 貧窮 之 民。 不レ堪 u 備 IW? 多 破-, 家產？ 或 不-- 自存， 云々。 共 論- 定公廨 

及 雜色等 稻出擧 息 利？ 始レ 目-, 今年？ 一  從 * 減 仍 率- 1 束？ 牧，， 利 三 束， 云々。 法曹 至耍抄 屮卷、 天平， 

寳 三年 格に、 天 平 九 年 九月 二十 一 日 勅^。 私稻 貸，， 與 百姓， 求レ 利。 悉皆 禁制 者。 今閱。 京畿 百姓。 出-, 舉 

顥稻？ 名 云- 錢財？ 及-於 秋 時- 償 以，， 正稅， 云々。 豊富 百姓。 出 n 擧錢 財？ 貧 え 民。 宅地 爲レ 質。 此 至-於 

責 徵？ 自償， 一 質 家？ 無レ 處，, 住居， 云 *、 などみ え、 吏舉 指南に、 出擧謂 T 以レ財 得-一利 潤， お S といへ り。 

出擧の 事、 歴史 侓令 格式の 書に 所見お ほくして 擧 つくす ベから す。 いにしへ 民間の 者、 朝廷に 請て m 舉 

U1 九 七 
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せし 事 あり。 貸附 金に 差金す るが ごとし。 出 字 去 聲にス ヰと 訓 なり。 

C 力 ひ 敷 

菓物、 菜 物、 魚類、 など 盛た る 下に 靑葉を 敷 を かひし きとい へり。 こ は 柏 敷の 義 なり。 西 公談抄 に、 あ 

ゃゐ 笠の 葉に かひ をお きて、 瓜な すび を さかなに するな り、 と あるに て しるべし。 かひ をお きて を、 一 

本に はかへ で をし きて と あり。  • 

〇 鶴の 庖丁 

料理 家に 鶴の 庖丁と いふ こと あり。 安倍 季尙 が樂 ^錄叫 十七の 卷 舊例篇 に、 正月 十七 日^ 始舞御 1 之 時、 

舞樂 以前、 於- >舞臺 一有-鶴 庖丁？ 〔割 註〕 高 橋大隅 隔年 役レ 之。 但 高舞臺 之^、 於 T 階與- 舞臺， 之 間よ 有レ之 

也。」 或 云、 此式起 者、 豐 臣秀吉 公， 時、 有-正 H: 被 "献レ 鶴。 其 時 始行レ 之、 遂爲 u 永 例？ とみ ゆ。 

〇佛 を 立す くみとい ふ 忌詞 

延 喜衞宫 式齋宮 忌詞の、 内 七 言、 外 七 言、 同 齋 院 式齋院 忌詞な どに、 佛を 立ズ クミと いへ る詞 なし。 こ 

は 砂 石 集 一の 卷、 太 祌宫の 御 事の 條に、 佛ヲ バ立ズ クミ 云々、 祌道集 一の 卷、 祌道山 來の條 に、 佛ヲパ 

直ミ 云々 などみ えて、 いと 後の 事 也。 

〇 番場 辻堂 の 鐘銘並 畜生 法師 

近. y 國番場 宿 蓮華 寺 は、 太平 記の 番 場の 辻堂な り。 そこの 鐘銘 に、 敬， 口、 奉レ 鑄. y 州 馬場 宿 逮^. ^突 鐘 

i  /  ゴ キヤウ レイ； tlf ナリ  テノ  a  / ヲ  • ト  ，テ 

右當寺 者彌陀 安置 之 道場、 念佛勤 行 之繫砌 也。 仍 近隣 諸人、 ト-- 寺 中 勝地？ 爲- 葬^ 之 墓所？ 然因 T 欲 

レ醒- 翳 魂 忘 想 之 睡-更 無 * 鳧鐘逸 韻 之 響 5 奚玄能 歎 = 此事？ 廻-思慮-之 處、 禪定 大法 主、 忝 爲-大 攒那， 有. -i 

、メ  メラ  ユチ  ルシ テフ/  /クル 

莫大 W 助成？ 亦 沙門 畜生、 勸 -諸佛 架？ 大願 我 願 旣滿、 衆望 亦 足。 伏 請、 堂宇 勢不レ 傾、 錶磐音 無レ 絕" 

ffifti, 諸人 泰平。 乃至 法界 平等 利益、 弘 安七， 牛 十月 七日、 勸進 畜生 法師、 願主 佾畜 能、 大擅 那沙麵 


道 日と あり。 宣昭按 に、 此 文中 玄 能と ある 玄は畜 の 省字な り。 壇那 の^は IS の^. 背な り。 太平 記 九の 卷 

資名卿 出家の 段に、 汝是 畜生 發 菩提心 を唱 たりけ ると ある は、 此 寺に 有功の^ 生 法師 なれば、 聖 やがて 

その 名を唱 たり けん を、 畜類の 事に とりなして 書る は、 作者の 戯 なるべし。 

〇 山伏の 杜欽 

山伏 行者の 冠に ト キンと いふ もの あり。 字 を 頭巾と 害け り。 慈慧 大師 傅に、 貞ー 1 二 年 丁 丑。 位-乎 佾 

舂 三月 居， --寂 定？ 鳥啼花 落。 W 無-人 聲？ 隱レ几 坐陲。 塔焉 我喪レ 吾。 井之^ 有.. 吹.； 法螺-疾呼^ ^p.: ハ 

チ レバ  一一 キト キン ヲ -ーヮ tf ネテ /  ,，  ク ハチ，'  /  ナリ  ヲ  ナ 

七 人。 出視レ 之。 頭 戴-せ 欽？ 手綰 -1 百 八 摩 尼珠？ 報 言 吾 乃 役 小 角 之 徒。 臥 行者 也。 久 Sin 師名？ 偶 出-羽 

丘，， 之 霞？ 遙 入-睿^ 之 雲-云々 とみ ゆ。 宜昭按 に、 此文臥 行者の. 上、 蓋し 一 の 山の 宇を脫 せり。 さて 今の 

1 - 擊 J  *  JP  *  ヴ 54a ムムリ  テ キ プ ヅクリ チ  セ- 一； ル ウル シ タリ/ウス モノ 17 チ ヘリ トト 

ト キンの 制 は、 孝 德紀大 化 三年の 條に、 ^有- -镫 冠？ 以 --黑 絹- 爲レ 之。 其 冠 之 背 張-漆 羅？ 以-- 緣與- 

is ゥズ n トニ ス /タカキ カキヲ  二 タリ a ザ リダ シニ  >  •: 」 ノ. コー  •  5 

レ鈿、 異- 其 高 下？ 形似レ 蟬 云々、 と ある ものに よく かなへ り。 蓋 古風の 存れ るに や。 

〇 めんつ  。 

眞俗雜 記 問答 抄廿 の卷、 古堂の H< 井に 女 を 磔 にかけ おく 事 Q 條に、 水 呑た きょし. & ほどに、 おりて 井 

を たづね、 めんつに 汲で、 天 井に のぼりて あた ふ。 女人 水 をのみ て よろこびと 云々。 宣昭按 に、 めんつ 

は 今 俗に メ ンッゥ とい へり。 食 桶の 湯桶讀 にや。 撮壤 集の 中卷 家具 部に、 釵銅 云々。 運 歩 色^ 集 免の 部 

に、 面 桶 云々、 など ある もの、 その 音 かよ ひて きこ ゆ。 節用集 大全 女 集 第！： 十に、 懿 桶 云々。 蚩曰言 字考 

七の 卷に、 面 桶 は 本朝 行 厨。 就- 一 人面？ 而與- 一  器？ 故 名 云 々 と あり。 

〇 屯 食 

屯 食 は どん じきと も、 どじき とも 濁て よむべき 事な り。 さ穗 物語 藏 開.. 上卷 に、 とじき 十ぐ ばかりと 云 

々。 國 讓下卷 に、 ひわり ご、 たぐの わり ご、 どじき など、 いとお ほう 有 云々。 源氏 桐壺 の卷 に、 どん じ 

きろくのから ひつと も 云々。 此外 若菜の 卷、 栢 木の 卷、 寄生の 卷 などに もみ ゆ。 屯はァ ツム ルと訓 字な 
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り。 食 はィヒ なり。 釵を 屯た る義 にて、 そのに ぎり 釵の事 をい ふ。 公家に. て は 今 も にぎりめし を ドン ジ 

キ といへ り。 

〇 骨と 事と 通用 

マウ. t ルコト 

骨の 字 を 事の 字に 通用せ し 例 あり。 朝野 群 載 六の 卷に、 申 骨と あまた 處み ゆ。 そ はコチ とい ふ 昔 を n 

トと いふ 詞 にかり たるな り。 源氏 螢の卷 に、 こちな くもき こえお としけ るかな 云々。 同 橋 姬の卷 に、 こ 

9  9  9  9  コ トナキ 

すなげ に 物 なれたる 云々。 などの こちな し を、 細流 杪に 無骨な りと 注して、 事 無よ しなり。 源平 盛衰 記 

の 連歌に も、 コチ ナク見 ュル物 カナ 樱 ガリと み ゆ。 こ は 長 門 本 平家物語 にも 出たり。 

〇 玉 限 

萬 紫 集 一 の卷 長歌に、 玉 限 夕 去來者 云々。 此玉限 を 玉蜻の 誤と いふ はし ひごとな り。 限の 字 をカギ a ヒ 

とよみて、 蜻蛉に 借た るな り。 さて 玉 は ほめて 添た る 字に て 外に 意な し。 されば 玉 限の 二字 を 力 ギロヒ 

とよむべき を、 さか しらに 改しは ひがごと なり。 

〇 鹿 島 香 取の 名義 

鹿 島と いふ 名は擡 原の 義 なり。 波 良の 良 を 省き、 波 を 萬に 通 はせ し 語な り。 すべて 原と いふ も、 庭と い 

ふ も、 ひろく 平なる 所 をい ふ 語に て、 海の 庭、 家庭な どお なじ。 大^、 馬^な どの 場 も、 雨 波の 略 な 

り。 景行紀 御 歌に、 區珥能 摩 保ぎ 摩と ある も、 國 の眞廣 場に て、 國 中の 眞廣き 所 をい へり。 さて 檳をも 

て 地名に お ほせし 阀は、 祌武紀 に 畝 傍 山 東南 擡 原 地と ある は、 欞の 生た る 原の 義 なり。 萬 葉 集 卄の卷 

に は、 可 之 婆 良能 宇禰 備之宮 とよめ り。 古事記 祌武の 段に、 白檮尾 上と いへ る も、 槿の 生し \H 上の 心な 

り。 淡 路國三 原 郡 加 之 乎の 鄕も 白欞 ft なるべし。 仁德の 段に、 加 志 能 布と よみ、 祌名 帳に、 大和 國吉野 

郡 鹿娩祌 社な どみ えし も 同所に て、 ，1 儔 之 生の 義 なり。 布と 保 は 通 音な り。 筑 前の 搔 日の i おも 楦生 にて 

a シド  シ ドコ 口  トづ ロト  タチド  フ.； 'ST 

亦 同じ。 豐後國 御調 郡の 加 之 土の 鄕は 檁處 にて、 止 古呂を 止と いふ は、 立處、 臥處 などの ごとし。 さて 
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鹿 島と いふ 所、 陸 奥、 能 登、 紀^な どに もき こえ、 その. 外に もお ほかるべき を、 此^ の 鹿 島に のみな 

づ みて、 祌 島の 義 とい ひ、 或は 鹿の 栖 島の よしな どい ふ。 共に うけが たし。 瓶 島の 略語な らんと いふ 

も、 昔 物語め きて うきたる ことなり。 又 香 取と 鹿 島と を 並て、 おなじす ぢ の名篛 に說 まぐ る もの あり。 

いみ じきひが ごとな り。 鹿 島 香 取の 同 體の祌 にお はします よし は、 古事記 傳 にい ひたれ ど、 地の 名義 は 

いと 殊 なり。 香 取 は 嫌 を 織 者の 住しに おこれる 名な り。 橄 取の 義 とも、 鹿 捕の 義 ともい へる は、 ろう ォ 

るに たらす。 檝 取の 說は、 萬 葉 集 十一 の卷 に、 大船の かどり の 海と つに けし 歌より、 ふとお も ひ あやま 

れる なり。 大舟 はかどりと いはん 料の 枕詞なる を や。 

〇 守 山と いふ 地名 

守 山と いふ 地名 は、 いにしへ 山守 を 置れ し 所 なれば なりめ 大山 守な ど い ふ もこれ 也。 絨 日木紀 五の 卷 

に、 庚 戌 〔割 註〕 和 銅 三年 正月 也。」 初充 -1 守 山戶？ 令 レ禁レ 伐-諸 山 木？ とみ ゆ。 印本の 訓は あやまれり。 守 

山戶 をば モリ ャ マ ベと 訓 べし。 

〇 大 あらき  一 

大 あらきと い へる 語に 三く さの 義 あり。 その 一 に は、 萬 葉 集 三の 卷に、 太皇之 命恐大 荒城 乃 時雨 波不有 

跡 雲 隱座。 この 荒城 は 荒籬の 略語に て繽 をい へり。 二に は、 同 集 七の 卷に、 如是 爲而 也尙 哉將老 一二 雪 # 

大 荒木 野 之.^ 竹 爾不有 九 一 一。 兼 盛 集に T きみが 代 を まちし もしる く大 あらきの さとの さかえ をみ るが た 

のし さ、 曾 丹 集に、 「お ほ あらきの 小 笹が原 やなつ を あさみ はた まく、 す は うらわ かみ かも、 夫 木抄雜 W 

に、 長 能、 「お ほ あらきの 遠 野の 外にす む 人 をみ すて、 ゆけば 袖ぞ つゆけ き、 これら は 地名と きこ ゆれ 

ば、 神 名 帳の 大和 國宇智 郡 荒木 神社 ある 所なる べし。 三に は、 古今 集雜 上に、 「お ほ あらきの 杜 のした く 

さおい ぬれば 駒 もす さめす かる 人 もな し、 後 撰集雜 二に、 忠岑 T お ほ あらきの 杜の萆 とやな りに けんか 

りに だに きて とふ 人の なき、 同桀、 躬恒、 「人に つくた よりだに なし 大 あらきの もりの したなる A- の 身な 
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れば、 拾 遣 集、 夏、 忠岑、 「大 荒木の もりの 下く さしげり あ ひて ふか くもなつ のな りに ける かな。 同 集、 

雜春、 躬恒、 「い たづら においぬ ベら なりお ほ あらきの 杜 のした なる 草ば ならね ど、 六帖 二の 卷に、 「お ほ 

き 鷹い まとし なれば お ほ あらきの 杜 のした くさ 人 も かりけ り。 此歌貫 之 集 三の 卷に、 初 句お ぼっかな と 

あり。 これらの 下草 をよ み 合せた る は 地名に あらす。 大 なる 荒木の. 立る 杜 なり。 曾 丹 集に、 「大 荒木のお 

ほくの 枝 もな びくまで よはに さびしき 冬の よの かぜ、 と ある を もお も ふべ し。 萬 葉 集 十一 の卷 に、 如是 

爲哉猶 八 成 牛鳴大 荒木 之 浮 田 之杜之 標爾不 有爾、 とい ふ も、 浮 田の 杜に大 なる 荒木た てれば しかよ める 

なり。 され ど此歌 は、 七の 卷の 歌の あやまり にても あるべし。 曾 丹 集に 、「よそに みしお も あらの 駒 もく 

さなれ てな づく ばかりに 野 はなり にけ り、 この 歌 夫 木抄に は、 一 一の 句お ほ あらきの こまと あり。 さて は大 

荒木の 木 間と つ^けし 序 歌に て、 駒と いはん 料に 緣語 もてよ せた るな り。 又 同 集に T 大 荒木の 下く さま 

てに 風 ふけば なびきて 祌を まつり あへ るか も、 と ある は賀 茂の 社 をい ふに やと. f お ぼ ゆ。 お ほ あらきと 

い ふ詞かくさま/^なれば、 よくお も ひわき て しるべし。 

〇 かいとの 道 

曾 丹 集に、 山里 はかいとの 道 もみえぬ まで 秋の 木の はに うづ もれに けり。 此 かいとの 道 を、 詞花集 秋に 

は、 ゆき、 の 逍と改 て 入られたり。 宣昭按 に、 かいと はかい たをりの 略に や。 た をの 約と なれば、 かい 

とりと いふ を、 り を 省け るなる べし。 光行 海道 記に、 粟田口の 堀 道 を 南 ，に かいた をり て、 あ ふ 坂 山に か 

V れ ばと あり。 今 も 坂 東の 方 一一 一一 n に 道 を かいだう といへ り。 これ かいとの 訛 れる にても あるべし。 又は 

垣 外の 義 としても きこ ゆ。 

〇 うるまの しま 

千載^ 戀 一 に、 うるまの 島人 こ 、に はなれき て、 こ 、の 人 もの い ふ をき 乂 もしら で なんある とい ふこ 

ろ、 返！^ せぬ 女に つか はしける。 前 大納： W 公任、 「おぼつかな うるまの しまの 人 なれ やわが ことのは をし 


談叢铨 三 


ら すが ほす る。 此 うるまの 島 を琉 球な りと いふ 說 あり、 うけが たし。 公住 卿，：. 豕集 に、 しらぎの うるまの 

しま 入き て、 こ.. -の 人の. s ふこと もき、 しらすと きかせた まひて、 かへ りごと きこえ ざり ける 人に、 「お 

ぼっかな うるまの 島の 人 なれ や 我 うらむ る を しらす かほなる、 と あるうた を、 引^-して^られ たなれ 

ば、 此詞 書に 新羅の うるまの 島と いへ るに て、 かしこに ある 地名なる こと あきらか なり。 木 朝 跪^ 下 

卷： 源 爲憲が 代- -迂陵 島人 _感- 皇ほ^ I 詩に、 遠 來殊俗 感-皇 恩？ 彼 不レ能 レー 一一 ic 我 代言。 また 勘 解. E 相 公の 詩 

の 端 作に、 高麗 蕃徒之 中、 有- 一 新羅 阈迂陵 島？ など ある をお も ひ 合すべし。 壬 二 集 下、 夫 木抄雜 -A など 

にも、 うるまの しま をよ めり。 

〇 緇鬥 をく ろか どと よめる 歌 

桑門 をく はの かどと よみた る 歌 は- - 人み なしれ、 ど、 緇鬥 をく ろか どと よめる はいと めづ らし。 了 譽 上 

人 鹿ね 問答 上卷 に、 筑泉 山筌淨 聖人 祈誓 申サ レシ 一 一 ハ、 即 夢中- 一 吿 テ曰ク T ヮレ ヲシレ 1! 迦牟^ 佛ノ名 

ヲ出テ サャケ キ月ノ 夜 ヲ照ス ト ハ 、 聖人 返歌 云、 「世 ヲゥシ ト思ヒ 入 一一 シク n カド 一一 何 ユカ シサ  一丁 >| 力へ 

ル ラン。 又 明 祌ノ御 歌 云、 「皆 人 ノア ハ レム 心 フカ ケ レバ ナホ クロ 方ド -1 返 ルトハ シ レ、 按に、 明 祌は鹿 

島明祌 なり。 

〇 によぶ とい ふ詞 

賀茂保 憲女柒 に、 みる 人 はさ もこ そや まひた かし そらめ、 つねに、 よび 人なん これ を このむ かいな どい 

へどき X いれす 云々。 宜昭按 に、 によび は雞異 記中卷 に、 呻 颇與ブ と ある 同 語な り。 萬薬桀 十 M の卷^ 

河 歌に、 マ 盡能禰 乃 5： 夜 等 保 奈我伎 夜 麻 治 乎 毛 ゆ 母 我理登 倍 婆 氣爾餘 婆受吉 奴、 とよめ る氣爾 餘婆受 も 

息 不-- 呻吟-の 義 なり。 徒然 草卅九 段に はに よび ふしと も あり。 

〇 ながむ 

物 をな がむ とい ふ は！^ 91 にて、 遠き を 長々 とみやる よしの 語と いふ は ひがごと なり。 こ は 長く 守り 居て 
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三 みるよ しにて、 時尅の 長き に 出し 語な り。 古事記に、 恒に長 眼に ふれ どもと あり。 又轉 じて はた r 打み 

餘 る ことに もい へり。 曾 丹 集に 、「匂 はね ど ほ \ ゑむ 梅の 花 を こそ われ も を かしと 折て なが むれ、 また、 「山 

叢 がくれ 風に しられぬ 花し あらば はる はすぐ ともをり てなが めん、 此外 にもお ほかるべし。 聲を ながむ る 

談 などい ふ は 長く 引て うた ふ 事な り。 

〇 とわたる とい ふ詞 に三義 あり 

とわたる とい ふ詞に 三の 義 あり。 川 門 を わたると、 飛 渡る と、 た^とも じを發 ^に W たると なり。 古今 

集雜 上に、 「わがう へ に露ぞ おくなる あまの 河と わたる 舟の かひの しづく か、 新 勅撰 雜ー 一に、 「河な み をい 

か^わたらん 舟人のと わたる かぢ のおと はたえね ど、 これら は 鬥渡義 なり。 相 如 集に T かげろ ふの 水に 

とわたる 螢 よりも はかなく みし は 夢 か 現 か、 拾遺 愚 草 中に、 「はまび さしな けの かたみ か 友 千鳥と わたり 

過る 沖の 小島に、 これら は 飛 渡な り。 壬 ニ集屮 に、 「住 吉. の 松 やつれな き 夕し ぐれと わたり かへ る あは ぢ 

島山、 繽古今 集 秋 上に、 「みる ま、 にあき 風 さむし 天の はらと わたる 月の 十化ぞ ふけに ける、 これら はと を 

發語 にして、 たビ わたる ことによ めり。 此外證 歌お ほかり。 

〇 目路と いふ 詞 

散木绂 九の 卷に、 と へ かしな 玉く しの 葉に みが くれても すの くさぐ きめ ぢ ならす とも、 此歌、 顯季 集に も 

み ゆ。 和^ 式部^ 桀^ の卷 に、 秋の よの 月い といとう くもりた るに、 「なが むれ どめ ぢ にもき りの たちぬ 

れ ぽこ、 ろ やりなる 月 を だに みす。 按に、 此めぢ て ふ 詞は目 路の義 にて、 目の かよ ふ ほど を はるかにみ 

やる こ、 ろな り。 

〇 蜘蛛の い  • 

蜘蛛の いは 蜘蛛の 糸の ことにて、 いはいとの 略語なる べし。 いと は瞻 筋の 義 にや。 虫の 膽 より 出る 筋な 

れ ばな リ。 スヂ のスを 省て、 チをト に 通 はせ し詞 ともい ふべ し。 保憲女 集に、 「なみなら ばよ も 山 ごとに 
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ふき かへ すく ものい ほり ぞいか^ しつらん、 此歌は 蜘蛛の いと. S ひかけ て、 庵 ぞいか^ しつらん とうけ 

たるな り。 源 順 集に も、 上下に いも じ を おきてよ める 歌に 、「いづみと も いざや しらなみた ちぬれて した 

なる 草に かける くもの い、 此外 端の 伊 もじに て、 奥の 爲 にあらぬ 設歌 おほし。 

〇 すぐろ のす 、き 

袖屮抄 十九の 卷に、 顯昭 曰、 すぐろ のす 、きと は、 舂の燒 野の す、 きのす ゑの 黑 きなり 云々。 又 曰、 す 

ぐろ はすこし 末黑き 草と いふべき なめり 云々。 宣昭按 に、 末く ろき 草と い へる^ よろし。 ^^抄 にもみ 

えたれ ど、 此 外の 說 ども は いづれ もうけが たし。 _ 又 萬 葉 集 八の 卷の、 舂山 之閗乃 乎爲黑 爾春柒 採と ある 

を 引ける も 誤な り。 こ は 縣居賀 茂 翁の考 に、 手 烏 里 を寫 誤し ならん とい はれし ぞ しかるべき。 贫丹 集に 

「春が すみた ちし はきの ふいつの まに け ふ はやまべ のす ぐろ かるらん、 袖屮抄 十九の 卷、 基 俊 歌に T 舂 

やまのせ きの をす ぐろ かきわけて つめる わかなに あわゆき ぞ ふる。 これ はみ な 末 黑の篛 なり。 され ど、 

基 俊の 歌の 方 は、 萬 葉 集 を ひがよ みして とられたり とみ ゆれば いか^ あらん。 曾 丹が すぐろ かるらん と 

よめる は、 末黑 なることう つなし。 

〇 もと あらの 樓 

脅 丹 集に、 わがや どの 本 あらの 樱 さかね ども 心 を かけて みれば たのもし、 宗久 都の 森に、 もと あらの 里 

とい ふ 所 云々。 もと あらの 萩と は、 る やきの こした る 去年の 古枝に 呤 たる をい ふなり とき、^ リ、 それ 

を 木 萩と も 申な り。 これ は 枝 ざしな どもな ベての 获 よりも こ は ご はしく あら はなる にや、 もと あらの さ 

くらな どもよ みて 侍れば とお も ひた まひし に、 今き \侍れ ば、 もし 此 奥 の 名に よりても やよ みけんと、 

はじめて おも ひ あはせられ 侍り。 とみえて 里の 名と もし たれ ど、 曾 丹 集に また 、「i=c 木 野ゃ燒 生の 萩 も 下 

紫よりも と あらに さかん 花 をし ぞ おも ふ、 と あるに よれば、 地名 は 後の 傅會 にて うけが たし。 按に、 本 

荒の^ にて、 本の まばらに み ゆる よ^いへ る 名なる べし。 

四 〇 五 
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〇 おしね 

をし ね はお そ 稻の義 にあら す。 を は そへ にて、 しねと いふべき を さいふな りと、 錦 鉞 翁の 說 なり。 され 

ど、 夫 木抄冬 三、 安元 元年 十月 右大臣 家 歌合、 初雪、 淸輔 朝臣、 「おしね かる しづの すがに さ.！ ！ 妙に はら 

ひも あへ すつ もる 雪 かな、 此歌 判者 淸輔 朝臣 云、 田 は 秋 こそ かる 物に て ある を、 其 僻事な り。 十月に か 

る 所お ほかり、 おしね と 云 はお そき 稻 なれば、 かき あ ひて こそ 侍れと 云々。 按に、 此說 によれば 晚稻の 

事な り。 さて はおし ねと！！ |E べし。 ォソ イネの 略な り。 

〇 山のと ばら 

夫 木抄冬 三、 雪 部に、 平時 範 朝臣 歌 、「つま 木 こる 道た えぬ らんみ よし野の 山のと ばらに ふれる しら 雪、 

按に、 とばら は 外 腹な り。 外 原に は あらす。 山腹 は 都 良 香の 富士山 記に 見えたり き。 

〇 そら 取 魔 

宣昭按 に、 取 鷹と は 鷹が おのれから 鳥 を 取 事な り。 人の 合せて とるなら ねば 空 取と はいへ り。 顯 昭陳狀 

に、 延喜广 、ハキ 十二月 "An 御 磨 狩 逍遙の ために、 大 原野に て 野 行幸 は 侍しが、 件 度 中 山の 山 口 いらせた ま 

ふ ほどに、 しらふと 申 御鷹 いつしか 鳥 を そら 取て、 御輿の 鳳の 上に 參 居て 侍け るに、 暮 日は漸 山の端に 

近づきて、 ^の 紅^ 所々 綿 を さらせり。 麿の 色白 妙に て、 雉の 上 毛 は紺靑 をのべ たり。 其 時し も 雪 打ち 

りて、 折 ふし 取 集た る 御 狩の 與 なりと しるした る 事、 心に しめて 所得て 空 取 ましら ふの 廳 とも 詠 侍な. り 

云々。 「大原 や 野べ のみ ゆきに 所得て 签 どるけ ふの ましら ふの 麿と あり。 再按 に、 空 取 は 魔の 签 にて 鳥 を 

とる ことなり。 散 木^ 冬、 「ゆ ふま ぐれ はね もっかれ に 立 鳥 を 草と る 磨に まかせて ぞ 見る、 と ある 草 取に 

對て しるべし。 六；.：： *歌 合 七に、 家隆、 「いかにして {4! とる ほど も はし 鷹の しばし も 戀に身 を やすむら 
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〇 みなの 河 

後撰戀 一二、 陽 成院御 歌に、 「つくば ねの 峯 よりおつ るみな の 川戀ぞ つもりて 淵と なりけ る 云々、 此砷 歌に 

よりて、 みなの 河 は 筑波嶺 より^る 川の 名との みおもへ り。 いみ じきひが ごとな り。 みなの 川 は、 峯之 

河の 義 にて、 いづれ の 所 にても あれ、 峯 よりおつ る 水 をば しかい へり。 藤 原 淸輔柒 に T 小 初瀨の 花の さ 

かりやみ なの 川嶺 よりおつ る 水の 白波、. 〔割 註〕 新 拾 遣 春 下に も 載。」 此歌 は、 初？ i 山に よみ 合せたり。 また 

拾 遣 愚 草 下に、 「みなの 川嶺 よりお つるさ くら 花に ほひの 淵の え や はかくる &、 新 後 拾 逍、 雜秋、 攝政太 

政 大臣、 「みなの 川流れて せ^に 積る こそ 峰より おつる 木 葉な り けれ、 新 綾 古今、 冬、 三位 義重、 「みなの 

川峯 より 落る 紅葉に もつ もりて 浪を又 やそむ らん、 藤 川 百 首に、 定家 卿、 「ゆく 春の ながれて はやき みな 

の 川 霞の 淵に くもる 月 かげ、 此外夫 木抄、 草庵 集な どに も、 いづこと も 定めす、 みなの 川と よめる お ほ 

し。 必筑 波嶺に 限る ベから す。 筑波嶺 のみな の 川、 小初瀨 のみな の 川な どよ みたらん は、 常 陸、 大和の 

名所と もす ベ けれども、 さらぬ は 名所に は あらざる なり。 

〇 身 をし る 雨 

倭訓桀 美 部 上に、 み をし る 雨、 身 をし る 雨な り。 思 ひ ある 身 を しづく をり からに ふれる 雨な り。 又洎を 

いふと 云說は あらす。 伊勢 集に、 「かたみに も 身 をし る 雨の 降し 我 われ もせき あへ す 君 もこし かば、 古今 

集 を 本に て、 批 人身 を 知 雨と はよ み 侍る と顯昭 いへ りと 云々。 宣昭按 に、 此說 ひがごと なり。 .3! 峯 集に 

「身 を しれば 出る 泪も あはれ なり 春の ながめ は 常に ふる ごと、 後 拾 遣集戀 二、 和 泉 式部 、「見し 入に わす 

られて ふる 袖に こそ 身 をし る 雨 はいつ も を やまぬ、 此外汩 の 事に よめる 歌 すくなから す。 倭訓 菜の 說か 

たくな なり。 此詞は 5: 勢 物語、 古今 戀 W に はじめて 見 ゆ。 

0 もろこし 人の よす めかいて おちつく 

四 。七 
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忠^ 柒に、 小 野の 好古の 朝臣の 大甙 にて もろこしの 人の 様子め かいてお ちつく もとい はれけ るに、 その 

こと いひ 出した る 人 を もい ひける にあ ひか はり 侍りて、 「夢 を こそ ねざめの ほどに かたりけ め： a たくまて 

にもき こえけ るかな 云々、 よす めかいて おちつく は、 様子め かしても てつけお ちつく さまな り。 今 世 は 

もろこし 人め かす 人 はいと すくなくて、 歌仙め かしてお ちつく をの こ をん なぞお ほかる。 

〇 おもと じの 乳ぶ さの むくい 

同 集 長歌に、 目 も.！ I： 妙に 色 わかす、 雪よ りげ なるお もと じの、 ちぶさの むくいす る ほどに 云々。 按に、 

おもと じ は 母 刀 CU 也。 和名 抄に、 辨色立 成 云、 爛母， 和名 知 於モ。 今按即 乳母 也と^ ゆ。 異本に は.^ もじ 

なくて、 たビ 和名 於 毛と あり。 され ど、 寶生 院本に も 知 於 毛と あれば、 異本の 方 は 字 落た るなる べし。 

母の 一 名 を 於 毛と もい へる にや。 乳ぶ さは 遊 仙窟に 奶房 をよ めり。 後 撰 集に、 手ぶ さに けがる 云々。 曾 

丹^に、 手ぶ さ を ひぢて 云々 など ある ふさ も 同義な り。 

〇 お ほ あらきの 駒 

曾丹椠 に、 よそに 見し お ほ あらの 駒 も 草 なれて なづ くば かりに 野 はなり にけ り、 此歌夫 木 抄卷卄 七に 

は、 二の句お ほ あらきの 駒と あり。 さて は大 荒木の 木 問と つ e けし^ 歌に て、 駒と いはん 料に 緣語 もて 

よせた るな り。 大 荒木 は 已 にいへ るが ごと、 三く さの 義 あるが 中に、 これ は 木の まばらに 立る さまな 

〇 あさけ のま 人 

贫丹柒 に 、「をだまき は あさけ のま 人 わがこと や 心の 內に物 は 思 はじ。 夫木抄 にも 此歌 出て、 初 句. てだま 

きに 云々、 采句 物お も ふらんと あり。 そ もく 曾 丹 集の 標注 は、 安田 躬弦、 岸 本 由 豆 流、 片岡寬 光な 

ど、 心 を あはせ てつ くれり しに、 事 もな き 歌に も不レ 解よ しにて 注 をく はへ す。 誤 多き こと は あげつく 

しがた きまで なる はいかに ぞゃ。 此 あさけ のま 人の 歌 を も、 不 レ可レ 解と て 注 をく ださす。 こ は 古蓽記 中 
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到來、 故 相 感、 共 住 之 i?、 未 レ經- 幾 時？  ^美人 姙身、 爾 父母 怪 共 衹身之 事？ 問-其 女， 曰、 汝 者自 
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姙、 无レ夫 何 由姙身 乎、 答 曰、 有，， 麗美壯 夫？ 不レ 知-, 其 姓名？ 毎レ夕 到來、 供 之^、 自然^ 姙、 

n  、； 7 ぞ テソノ チ ， " ， ソノ  t トヲシ ラマ クホ リテ ムス... 二 ラシへ リラ ク r  " ユラ ト n. 'ベ-一 t ラシ  へ ゾ /サ、 "リ -ース *• チ  ソ/ ス：. 'ニサ ト ， シフ ** レ 9 シ へ- f-ト 

是以 其 父母 欲レ 知-共 人？  P- 共 女-曰、 以- 赤土-散-床 前？ 以 -1SE 蘇 紡. レ針、 衣 欄？ 故 如レ敎 

而、 旦時 見者、 所 レ著レ 針 麻^、 自， >戶 之 鈎 穴， 柊通而 出、 唯 遣 麻 者 三 勾 耳、 爾即. ST 自-鈞 穴， 出之狀 ょ而、 
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從レ糸 尋 行 者、 至-美 和 山- 而、 留-- 祌社？ 故 知-其 祌 子？ 故 因- 1 其 麻 之 三 勾 遣 _ 而、 名-共 地 _ 謂- 

美 和， 也、 と ある 故事 をよ める にて、 誰も しれる ことなり。 まう とは眞 人に て、 男子の 美稱 なり。 源氏 

物^ に、 mR 子 を美稱 して、 まう とも、 あそん ともい へる ことお ほし。 

-. 〇 めぐりく 

曾 丹^に、 一 E めぐりの 歌、 「わが ひと ひめぐ りめ ぐり をせ し 程に しらぎ 舞す る^-はきに けり。 按に、 榮 

花 物語 本の 雩の卷 〔叫 十 丁〕 に、 御ね ぶつ はじまりて めぐりよ むさ， まあ はれに た ふとし。 このま ど： z: だち 

皆ち やう 衆し よ 衆に てなが どこに さぶ らふ 云々。 又ち ご どもの めぐりす ると も 見えたり 云々。 この 兒ど 

ものめ ぐり も、 めぐり/ \> も 同事に て、 今 も！ ws^ の 大道 めぐりと いふ 戯す るに 似たり。 しらぎ 舞 は 新羅 

舞な り。 

〇 灰き えて わかちし 玉  . 

相模 家集、 怫舍 利の 歌に 、「は ひきえ て わかちし 玉 もっと むれ はいと^ 光ぞ かすま さりけ る 云々。 此灰消 

て わかちし 玉と 云 は、 舊本 今昔 物語 三の 卷は、 國王 分- -佛舍 利-語に、 佛 滅度した まひし をり、 舍利を 分 

取て、 舍利塔 瓶塔髮 塔な どつ くりし よし ありて、 その 故事 をよ めるな り。 こ は 一一；^ 法數卅 一 の卷、 大^ 

法 數^: 十 三 の卷な どより して、 佛 書に あまた： ^えたり。 光の ますと いふ も 範楚六 帖に兑 ゆ。 

o まねく る 
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  四 1 〇 

相 莫^ 集に 、「わくら ばに まねく るふし やた えな まし いと あやまちの しげく 見 ゆれば 云 K  o 此 まねく る は 

手して 糸-繰 こと をい へるな り。 人 を まねく 手う ごかす よりいへば、 いづれ も 同 語なる べし。 

汩川 は、 後 撰 離別に、 をと この 國へ まかりけ るに、 「君が ゆく かたに ありて ふ汩川 まづは 袖に ぞ ながる ベ 

ら なる。 夫 木抄雜 六に、 輔親、 「泪川 舟 出 やせ まし 伊勢の 海の みか はへ 渡る 湊 たづね て。 此 等の 歌 は 伊勢 

にある^ とすべし。 又 相 模^ 集に、 「陸 奥の 袖の 渡りの なみだ 川 心の中に 流れて ぞ すむ。 此歌 にて は睦奥 

の 名所な り。 又 新撰 歌枕 一 二の 卷に、 汩川多 本 伊勢 W に 入、 雖レ然 古今に 八幡 河を淚 河と 云と 見えたり。 

其 故 は 彼.. 序に、 男 山の むかし を 思 ひて 女郎花の 一時 をく ねる といへ り。 彼 根源 をみ なへ しとな りし 女、 

久幡 にて 身 を なげて うせぬ。 顿風 もお なじく うせぬ。 頼 風 うづみ し 所 を 男 山と いへ り。 其 ふもとに 女 塚 

とて あり、 彼女 うづみ し 所な り。 故に 對 して 女 塚 山と いふなり。 八幡 川を泪 川と いふ 事も此 事に おこ 

れり。 歌 •-,】、 「いかばかりい もせの 中 を うらみ けんう き 名な がせる 泪川 かな。 此歌は 彼 二人 夫婦の 恨の 事 

をお も はせ てよ めり。 これにより 彼 川 をば 汩 川と 云に や。 伊勢 物語 云、 「いづく までおく り はしつ と 人と 

は^あかぬ わかれの 汩 川まで。 此歌は 有 常が 娘の 京へ 行ける がよ みて、 業 平が 奈 良に 有け る 所へ、 泪川 

の はたより おくりの かへ りけ るに とらせた ろ 歌と 兒 えたり。 然ば泪 川 伊勢に 不 レ可レ 限歟。 又 うちまかせ 

て 戀と云 らん あり。 歌に T 汩川 その 水上 を たづ ぬれば 世のう きめより いづるな りけ り。 と 有。 此歌も 又 

物お も ふ 時の 我 身なりけ りと よめる も、 ひたすら 戀 ときこえ たり 云々。 宣昭按 に、 泪川 は、 伊勢に も、 

^ボ： にも、 京より 奈 良へ 行 道に も あり。 又 名所なら で、 た ビ洎の 事に よめる も 有。 よく^-思 ひわき て 

知べ し。 

〇 いなかた 

小町 家集に 、「秋の 田の かりほに 來ゐ るいな かたのい なと も 人に いはまし 物 を 云々。 此 いなかた は 何とも 
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知が たし。 堀川-. n 首、 仲 ffi 朝 ほ 歌に、 「秋 出かる をし ねの 人 はかけ たれ どい なお ほせ 岛の來 なくなる か 

な。 とよめ る をお も ひ あは すれば、 稻負 鳥の 類に や。 

〇 まほ かた ほ 

小馬 命 婦 家集に、 このした の 汀に あし 穗 やうく 出て たてり 、「人 しれぬ かげと ゃ頓む あしの 穗の 今日は 

まほに も 出に ける かな 云々。 此歌 によれば、 まほ は眞 秀の義 なることう つなし。 さて かた ほ は、 眞秀な 

らで 事たら はねば 片秀 といへ るな り。 千載 集の 歌に、 眞 靑の篛 によみ かけし は 後の^ 也。 

〇 河 屋 

同 集に、 御山の しりへ に 種々 の ものお ほした る 中に 立 石 あり。 水の 尻 はか は屋 なり。 「おとに きく 立 島 か 

とぞ おも ひぬ るから き 水に もっけて 見る かな 云々。 按に、 古事記 祌 武の卷 に、 爲>- 大便-之 溝 流 下と も あ 

りて、 いにしへ は 川上に 屋を つくりて 厠と せり。 こ、 のか は屋 も、 庭の-お 水の 尻に 厠 あるよ しなり。 さ 

れば 厠の 訓篛 は河屋 なりと いふ 說 よろし。 側 舍の義 とい へ る は 後の 事な り。 

〇 むま や，/.. \ いまや^- 

同 集に、 みまやの しりへ にいたり てす さびして、 「ひとりね はか ひなかり けり 駒な ベて かげの むま やと ま 

ちて 轵 まん 云々。 按に、 このむ まやと まとて は" 今やと 待てと よせた るな り。 古今 六帖に T あづま ぢの 

うまや/ \ とか ぞ へきて 云々。 大和 物語に、 「しの 塚のう まやう まやと 云々 などよ みて、 祌道 集に、 午の 

時 を 今の 時な ど 書る、 みな M 義 にて、 馬と 今と かよへ り。 

〇 あさえ 

馬內侍 家集に、 くれな ゐの花 を をと この a せに おこせ たれば 、「くるしと て 色に 出れば あさえけ り染 てく 

やしき 花 を 見る かな 云々。 此 あさえ は あさゆと も はた. &く詞 にて、 わかゆな どの ゆに 同じ、 色の 淺 くな 

る ことなり。 
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〇 すげ なく、 よすが、 すがるな ど云詞 

源氏物語 桐^の 卷に、 さま あしき 御 もてなし ゆ ゑ こそ、 すげ なう そね みたま ひしと 云々。 少女に、 世の 

ひが ものに て ざえ の ほどより はもち ひられす、 すげ なくて 身まづ しくなん 有け る 云々。 按に、 縣居 翁の 

新釋 に、 Ntc 無の 義と いはれ しがよ し。 よすがな くの よ を 略き、 か をけ に迎 はせ し詞 なり。 ^葉 集 十七 

の卷 〔z ト七 丁〕 に 、「心に は ゆるぶ ことなく すがの 山す がな くの みや 戀 ひわたりなん。 蜻蛉 日記 下卷 に、 

「打 そばみ 君 ひとり 見よ まろ 小菅 まろ は 人 すげ なしと いふ 也。 顯季 集に、 「いかにせ ん野澤 にお ふるまろ 

菅 のまろ 背 もな き戀に けぬべし。 此 等の 歌 を かう がへ 合せて、 ヨス ガナキ の 略 訝なる を 思 ふべ し。 さて 

3 リ  ク午 

ヨス ガのョ は 寄の 略な り。 スはッ の 通 音。 杯 を ツキと もス 午と もい ふに！ 1： じ。 力 は キの通 昔に て、 附と 

いふ を スガと 音 を 通 はせ しなり。 ス ガル、 ス ガリな どい ふ 語 も、 スはッ なり。 カル は クの延 語。 カリ は 

ヅク  スヱ ガレ 

キの延 語に て附 とい ふよし なり。 こ を 倭訓桀 に、 末 枯の篛 とい ひし は、 いみ じきひが ごとな り。 堀川 百 

首 h、 顯 仲 歌に T まきの はに すがる たる 氷の 春 虱に 打， v けて なく 鶯の聲 ともよみ、 金 葉に、 露の すがら 

ぬ 革の はもな し。 盛衰 記に 直す がり。 宇治 拾遺に 杖に すがりて など ある、 みな 附の 意な り。 俗言 取 付す 

がりな どい ふ を もてら しあ はせ て 知べ し。 又 虫の 名に 蜾 jIM あり。 紬腿 蜂の ことにて、 もの \枝 紫に すが 

る もの なれば い へ るなる ベ し。 

〇 あめのみ かど 並 裳瘡ぞ やみ 

賀^ 保憲女 集に、 この 歌 は あめのみ かどの 御 時に、 もが さとい ふ ものお こりて やみけ るな かに、 贺茂氏 

なる 女、 よろ づの 人に おとれり けり 云々。 此瘡 のぞ やみ を かきお けば、 やま ひさる ごとに よくなん、 見 

ん 人ゅ& しくお も ひぬべし とて、 いさ、 か にも 出さす 云々。 按に、 あめのみ かど は、 ナ：： 今戀 叫の 左 

注、 源平 盛袞 記な どに も兑 ゆ。 晞 朝詔詞 解^の 卷 六十 二葉に、 核紀、 績後 紀-. 萬 葉な ど 引て く はしく い 

へり。 もが さは、 和名 抄燈類 部に、 ^韻 云、 皰^ 瘡也。 類聚 阈史 云、 仁壽ニ 年皰瘡 流行。 人民 疫死。 皰 
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瘡此間 云-裳 瘡 二！. 1々。 綾 曰 本紀、 天 平 七 年 9 '一月 壬 寅の 條に、 是歲不 レ稔。 自レ 夏至 レ冬 JK 下 患 i& 

瘡？ 〔俗 臼-裳 瘡？〕 夭死 者 多 云々。 扶桑 略記、 天曆. 兀年丁 未 八 E:,r^H 丙. m- の 條に、 ほ レ« -， 除^^? 於.. 

紫宸殿 建 禮門朱 雀 門； 二箇所， 有- -祓 大祓？ 去 六月 問 年卅以 女颇 小瘡。 今 以^ t0^- 北： た. は」：^。 

或如レ 粟。 或如レ 豆。 去延喜 五 年 有-一 此瘡？ 世 號-ー 疱瘡-云々。 榮華 物語 峯 パの卷 に、 〔万 害 一 ハキ〕 、ことし は 

あか もが さとい ふ もの 出来て、 上中下 わかす やみの X しるに、 はじめの たび やまぬ 人の 此 たび やむな り 

けり。 內東 宫、 中 i«: もかん のとの など、 みな やませた まふべき 御と しど もに てお はし ませば、 おそろし 

う いかに，^ とお ぼしめ さる 云々、 など 兑ぇ たり.。 この 榮華 物語に、 あか もが さとい へる は- M. おの こと 

にて、 今い ふ はしかな り C ぞゃ みは 今 俗に 序 病と いひ、 又 某が ぞ になり てな どもい へり。 f: の.： 子音に よ 

れる詞 なり。 

〇火 ^のか は ほり 

保憲女 集に 、「手なる れど猶 ひねす みの か は ほり は あつ さぞ まさる 置 やして まし 云 々 。 此歌は 火に 价 をよ 

せ、 か は ほりと いはんと て、 火 鼠の か はと かけ、 あっさ まさると 心 を むすびた るな リ。 Iwfe け^の 名に 

て、 源氏 物 訝な どに も^ゅ。 火 鼠の 皮 は、 竹 取 物語に 火误 のか は 衣と あり。 契 沖が M 社に、 錄を 引て 

云、 日 南北 景縣 有-, 火 鼠？ 取レ 毛爲レ 布。 燒 レ之而 精。 名- > 火 浣布 二お々。 搜祌 記、 本草 綱 などに も 出で た 

り。 

〇 ふけら かす 

保憲女 集に、 「し をる らん 草木に たぐ ふた まし ひ を 心 を かぜ や ふけら かしつる 云々。 按に、 ふけ、 ら かしと 

いふ 詞は、 镜世糰 ふしみ の^の 朝の 卷に、 雪の ふりたり ける つとめて、 としつな がいた く 代：^ ふけら か 

すに、 俄に ゆきて：：^ ん とて 一！，.！々。 又 かやう にもて きょうぜら る& あまりに、 ふけら かしま ゐら せられけ 

る 云々、 など 兑ぇ しも 同 語な り。 山 岡 淺^ 說に、 ふけら かす は、 今の 俗 1=c にもい ふごと くにて、 ，：：、 に」 と 
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いふ も 同じ 詞 なり。 昔 はふき かたりな どもい へるな り 云々。 

〇 ふんた みたる 文箱 

淸少納 言 家柒詞 書に、 せんた てた るふば こと あり。 たて を 一本に はたみ と 書たり。 按 にせん はふん の 誤 

にて ふんた みなるべし。 金粉た みたる 文箱な り。 たみを 濁て よむ はわろ し、 淸 ていふべ し。 たみ は疊の 

にて、 たびく 疊 ぬりた るが ゆ ゑに いふ。 今の 高蒔繪 などの 類な り。 扇な どの 粉た み も 同じ。 たみ かへ 

しな ども 常い ふ詞 なり。 

〇 曆に 初雪 降 日 を 記す 

紫 式部 集に、 こよみに はつ 雪 ふると 書た る 日、 目に ちかき ひの \ たけとい ふ 山の 雪、 いと ふかう 見やる 

れば、 「こ& にかく 日 野の 杉 村 うづむ 雪 をし ほの 松に け ふや まがへ る 云々。 按に、 此詞 書に て、 いにしへ 

の曆 のさ まお も ひやるべし。 近き 世の 曆に はさる ことしる せし は^えす。 好古 日錄に 古將の 殘缺を 載た 

〇 なげき 

古歌に なげき こるな どお ほくよ みたる は、 たビ 木と いふに よりて こる といへ りと おも ひしに、 さに は あ 

ナガ 午 

らす、 なげき は 長 木に て、 長き 木 を 切る よしの 詞 なり、 紫 式部 集に、 歌繪 にあ まの しほ やく かた を かき 

て、 こりつみ たるな げきの もとに #1 て か へ しゃる、 「ra 方の 海に しほ やく あまの 心から やくと はか i るな 

げき を やつむ 云々、 これにて 心得べ し。 

クフ キヌ 

〇 ろうさう の 袍 

伃勢 物語に、 ろうさう のうへの きぬ を、 た^かた 時に 見出し やる とて 、「紫の 色 こき 時 は 目 も はるに 野な 

0 ゥサ ウノ ゥ へ/キヌ 

る 草木 ぞ わかれ ざり ける 云々。 眞名 本に は 六 位 袍と 書たり。 古意に ろうさう は、 綠衫 をな だら 力に 

いへ るな り 云々。 顯季 家集に、 ある 六 位の 二位の 御 許に、 うちの 殿上 を まう しける が、 としごろ にな b- 


に けれど ゆるされ ざり ける に、 ろうさう を もとめた まふと M て， この 六 位ろう さう を 奉る とて、 「雲の上 

をよ そに のみき く 身に しあれば みどりの 袖 も 何に か はせん、」 おこな ひする ほどな り。 此^^せ よとの た 

まひし かば、 「よそに のみお も は ざら なん^の 上 をつ ゐは見 どり の袖ぞ かさねん。 

〇 きしの ひた ひ 並め なれ 木 

六條 修理 大夫 顯季卿 集に T 浪 かくる きしの ひた ひのめ なれ 木の 目 なれて 妹と ぬるよ しもな し 云々。 守武 

千 句に、 「靑 柳の まゆかく きしの ひた ひかな とも 有。 め なれ 木 は 水 馴木を ET 職に よせた るな り。 みとめ は 

通せ 曰な り。  . 

〇 舟の もとろ き 

左 京大 夫 網輔卿 集に、 基 俊の 許へ 又 歌へ n すべし、 このたび も 判じた まへ ときこえ たる 返毐 に、 「もろこし 

の 玉つ む 舟の もとろ けばお も ひさ だめん かた も おぼえす。 これ は 人々 何 を. S ひ あはれ たる ことに やとて 

「風 をいた み 玉つ む 舟の もとろ き は 君ば かりこ そま ほに 定めし 云々。 按に、 もとろ きは戾 動の^ なり。 

^の 直に ゆかぬ さま を いふ。 廻 を もと ほりと ももと へりと もい へる、 义问語 なり。 日本 紀に、 文身 をミ 

ヲ モト B ケ とよみ、 枕 草紙に、 山ゐ もてす り もとろ かした る 水 干ば かまな ど ある も、 文の 直なら ぬ さま 

をい へり。 もとのと もじ 淸て よむべし。 

〇 田の 坪 

顯輔 家集に、 琳 賢が 許より 酒 をお くると て、 萩 花 さかり はよ き 酒 世 中に なし、 このごろ 妤酒 とり 出た る 

ill かめに は、 かなら す 物 を いれて なんかへ すと いはせ たれば、 近. 江 守な り しをりに て、 坂 E 郡の 扮 m の跷 

餘 宣を いれて やる とて 、「野べ に 出て 露け き 花 を 見る よりも 秋 はさ か 田の かす を かぞ へよ。 返し 、「か ぞ ふべ 

^ き 山 田の 坪のう ちに いれば 萩の なさけに しく 花ぞ なき 云々。 按に、 政事 要略 五十 七の 卷 〔^十三 丁〕 に、 

突 不堪 田 坪 付 帳 あり。 朝野 群^に、 坪 付 乃 文、 〔割 註〕 六の 卷 叫 十八 丁。」 また 〔割 註〕 二の 卷卄ニ 丁、 卄】 Q 

0 
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卷ニ 丁。」 あり。 類聚 三代 格に も 坪 〔割 註〕 一 の 卷十叫 丁。」 あり。 坪の 字 は 平 土の 篛 によりて つくりし 新字 

なり。 字書に はさる 意な し。 一 坪 は 一歩の 地に て.！ ハ尺五 寸 W 方な り。 さてつ ぼと いふ 語意 は、 つ. まケ を 

る 地 なれば いへ るに て、 局、 引 つぼねる、 つぼみな ど、 みな 同義な り。 

〇 萬 和 倍 3 

^日 ォ後紀 十五の 卷、 尾 張濱、 ほが 歌に、 那， 那都義 だ 美 ョ與¥萬リ和¥留 ぎ々 <萬ぎト 止ぎ ，乃，於だぎ ぎ ぢ 飛^だ 

离维 流、 と ある 萬 和 倍 留は眞 逢の 通 昔 也。 安と 和と かよ ふ 例 は、 和禮を 阿禮、 和 加^ を 阿ぎ 滦 など 

ほかり。 

〇 夜半と 云詞 

夜 牛 は 夜 の 意なる よし、 賀茂 翁い はれたり。 萬 葉に は、 三更 をョハ とも、 ョ クダチ とも、 ョ ナカと も 

よめり。 〔割 註〕 ガ 葉に、 一 二更と. 書た るが 五所 あり、 七の 卷、 八の 卷、 九の 卷、 十の 卷、 十九の 卷 。ー按 こ、 

よは はョ フカの 約な り。 古今 雜 下に、 「風 ふけば おきつ しら 浪 たった 山 夜半に や 君が ひとり こ ゆらん、 と 

云 の 左： びに 月のお もしろ かりけ る 夜、 かう ちへいく まねに て せんざいの 巾に かくれて 見 けれ だ、 夜 

il くるまで 琴 を かきならしつ \、 と ある をお も ふに、 夜 ふけし を 夜半と よめるな り。 後 撰 こ は.^ 欲 n しえ 

す 拾 遣 夏、 「み 山 出て 夜半に やきつる ほと、 ぎす 睽 かけて 聲の聞 ゆる。 同戀 二に、 「こぬかな とし-. H し は 

A に 思 はせん あはで かへ りし 夜半の ねた さに。 これら いづれ も 夜 深き 方に 近し。 六帖 に、 「玉の 緖の たえ 

てみ じかき 夏の 夜の 夜 はになる まで まつ 人の こぬ。 此歌 は： 止しく 夜 深き ことの 證 とすべし。 大和； g 語に 

も、 忠岑、 「かさ 、ぎの わたせる 橋の 霜の ト； をよ はに ふみわけ ことさらに こそ。 

〇 みとい ふ詞 

麼をレ たみ 苫を あらみ などの みは、 さに と 云 心なる よし、 玉 霰に いへ り。 され ど 萬 葉 二の 卷 「4 十 1 

丁〕 に、 若草 其 蠕 子 者 不怜彌 可 念 而寐良 武悔彌 可 念 戀良武 とよみ、 また 玉 葉 春に 、「みよし 野の 石 本 さら 
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すなく 河^う ベ も嗚 けり 川 を さやけ み、 などの ミ はさに とい ふ 心と して は 間え す。 ^をいた み、 i.z を あ 

らみ などの を もじ を 加 へ て いふ 時、 風 を イタ サ 一一 、 苫を ィ夕サ - とい ふべき^ 例 もなければ、 こ はみ な 

ガリの 心なり と 知べ し。 

〇 を もじ を 助詞に 川る 格 

を もじ を 助詞に つか ふ 歌、 古歌に おほし。 古今 秋 上に 、「萩が 花ち るらん 小 野の 露霜に ぬれて を ゆかん さ 

, よ はふく とも。 是 等の 類 皆よ に 通 ふ を 也。 詞 たらぬ 時 みだりに おく は ひがごと なり。 戀 三に 、「人 はい ざ 

我 はなき 名の をし ければ むかし も 今 もしら すと をい はん。 

〇 す ざまし と云詞 

古今 集の 序の 古注に、 かつらぎ のお ほきみ をみ ちのお くへ つか はしたり ける に、 くにの つかさ ことおろ 

そかな りと てまう けな どしたり けれど、 す ざまし かりければ、 うねめ なりけ る をみ なのか はらけ とりて 

, よめる 云々、 と あるす ざまし かりければ とい ふ 訶の心 は、 無 興氣 なるよし なり。 源氏 末 摘 花の 卷 〔九 丁 

ゥ〕 に、 ものお も はしく はしたな きこ、 ちして、 す ざま しげに ており ふしたり 云々。 又 〔十一 丁ォ〕 かう 

なさけな きをす ざまし くお も ひなり！^ にし かど 云々。 など 有 も同詞 なれば、 あはせ 考て 知べ し。 

〇 鶯を ほ 千鳥と よめる 歌 

拾 玉 集 一 、 〔十 丁ゥ〕 堀川 題^ 首 和歌 鶯の 歌に、 「千と せ ふる 千と せの 松の 枝に ゐて も、 れ となく 百千鳥 か 

な。 此 歌に 正しく 鶯を 百千鳥と よめり。 後に 逍遙 院 殿の 集に も かくよ まれし 歌 有。 

o よごる 並し ほと、 云詞 

俗語に 物の けがれた る を よごれる とい ふ も、 古き ことなり。 相 棱.： M 集に、 「さなへ ひき もすそよ ごる とい 

ふ 田 子 も わが ごと 袖 はし ほと から じな、 と 見 ゆ。 しほと から じな は、 今 俗に ジ メジ メス ル、 又シ メッボ 

ィ などい ふに： じ。 ^染 たる さまより い へ る詞 な. ONO 
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〇 かひ たるきと 云詞 

俗に かひ たるきと も、 カツ タル キ ともい ふ は、 かひた ゆきの 訛な り。 曾 丹 集に 、「わき もこが けさの 朝い 

に ひかされ てせ なさ へ あまり かひた ゆきかな と 有。 肘タ ュ キ のな もじ を 省し 語な り。 タ ュ キは手 もた ゆ 

き 足 もた ゆきな どのた ゆきに おなじ。 .y 戶 にて ダル キ又ダ ルイな どい へ り。 

〇 たつ 春 

立春 をた っ舂 といへ る は、 古今 集の 詞書に はじめて 見 ゆ。 禮記 n 令に、 立春 之日柬 風解 レ 凍と あり。 か 

しこに 立春と い へ る はじめ なるべし。 さて 立と いふ は 立 か へ るよ しにて、 浪の立 か へ るに おなじ。 年 立 

かへ る 曰 なれば 立と はいへ り。 蜻蛉 日記、 榮華 物語な どに、 年 も かへ りて と 書る も 又お なじ。 朔を つい 

たちと い へ る も 月 立に て、 前の 月の 盡て 後月の 立 か へ る 日 なれば い へ り。 

〇 よに あ ふ 坂の 關は ゆるさ じ 

淸少納 一一 一一 口が、 「夜 を こめて 鳥の そらね はは かると も 世に あ ふ 坂の 關は ゆるさ じ、 とよめ る 歌の 注に、 ふる 

く史 記の 孟嘗 君が 傳を引 たれ ど、 文選 東都 賦の識 -ー 函谷之 可 ク關。 とい ふこと を 引 もらせり。 


一一 一 
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餘 叢談 卷之三  _ 

〇 而已を 乃 美と 訓  r  , --ク ， ク， レ I 1 

眞俗雜 記 問答 抄第 十 气 ,Mf^0  k  4 仰ヌ j 云、 ^ff 

結づ。 ヒ.， 經不レ ^{kij。  ^^因果 並顯气 .大 台 止觀 云、 若 無レ心 而^。 芹^ 有-;;：^ 具-三 ィ- 乂^ 「し 

ャ ミナ ムト貞 メリ 誤歟、 ノミ と可レ 讀歟、 又 天台 梵細義 記 云、 不レ起 而已、 起 则性無 作假& 文。 【"め. おに 

此卷の 首に、 文應 元年 十二月 上旬 比記レ 之と 見え、 奥 書に 薩州賴 順 書と あり C 木 幡仰は 木 W 把音院 心房 

の 事 也。 

〇 油と 朱 を 出方  チ, -レ，  ，ー - ークス *  , 

同卷 に、 學問， 時 m ど wtiftf 何。 答，、 或 云。 油盞下 盞入レ 水用レ 之、 光 叫 殊叫油 久^ 也。 又 朱 砂. n 物 

半分 入 具 s レ之、 朱 多々 也。 

〇斛 に 石字を 用  ク 

同卷 に、 . 一 解ぁ斛 字 W レ石事 問、 石， 字 無 k 聲？ 何 用に 彼耶。 答 或 云、 昔阮 sir 上古 ァリ， キ。 飲へ ^ 卜 

科， 全 ク不レ I。 或 時 過- 一 斛-飮 之時醉 死ス。 北 ル -1 石 一 ァリ。 此石酒 一 解 吸， 石 也。 1 以 ほ 

-1 モ^ 此 字-書 ク- 石 ^也。 サレ バニ 三斛 已.， ^レ 可レ 用-石 字- テ也。 而大 ^一 ー1 敎指ニ 千^ 云％ ゾ^-用 ； 石- 

^レ 此歟。 又 酒 一 石 飮事， 知い 彼 を 所レ 由.^ ぼ 火葬 スル- 一 彼 石却不 レ燒、 懸レ 酒時燒 文。 故知 レ^ 也。 

司卷 こ、 荒：^ 事 問" 何。 答、 御 ロー 云ク、 外 荒神 ト？ 陰陽師， 荒， 供是 也。 內典 云- 毗那 夜迦" 聖-大 供 是也。 

或^ 中 付 內法修 -荒祌 法-云々。 先師 倂正此 事 未-信用？ 此流都 無-彼 事- 矣 云々。 宣昭按 に、 荒神お 力う 

神の 訛 也。 竈神 を 音便に かくい ふなり。 
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C 錢の形 

同卷 に、 錢形事 問 何。 答、 或儒士 云、 外 圓 象レ 天、 内， 方 象レ地 云々。 

〇 指 油の 故實並 かき 立 木 

II： 卷に、 指 油 故 實事問 何 C 答、 ^盞油 入 煢レ 火力 キ立 テ、 木ヲ モテ炷 心. ^押 テ取ル 様が テ、 燈 臺ナル 

燈 に 取 焚 也。 又 取 焚 タル ヲ モ火滅 サズシ テ持歸 也。 カキ立 テ木ヲ バ端ヲ 油- ツキ 入 テ置レ 之"。 又横サ 

マ 一一 ヒキ渡 テ置レ 之、 力 キ立テ 木 ノ端ヲ 少燒レ 之 也 云々。 宣眧按 に、 かきたて 木 は、 今 世の, 心 仏 か 事に 

て 物理 小識 六の 卷に、 挑燈 杖と いへ る もの 也。 

〇 折紙 消息の 故實 

同卷 に、 析紙 消息 故 實事問 何。 答 「 初 行必五 字書 レ之。 付不 レ書レ 月、 唯 日も^ 書レ 之。 

〇 隱居を i 浚と 云 

同卷 に、 盜裘事 問。 何故 隱居 云-第 裘 -耶。 答、 左傳、 か鬼袅 地名 也。 云-, 魯隱 公之 居 地？ 故 今 隨レ彼 隱居云 

レ雨 也。 

〇 團 扇に もの 書 

同 卷^、 道 風 點-- 御 扇， 事。 道 風十才 時始延 喜聖、 H. 被レ 召、 白 打 ：！ 給 物 ヲカキ タリ ケ ルヲ 御門 御^ ジテ、 

不レ 被-一思 食- シ テス コ シ 逆鱗 ァ リケル -ー、 誤 テ右軍 ガ阒扇 ノ様ヲ 習 テ參、 忝 白 圓御扇 而ヲ點 ト怠リ ノ 狀 

一一 書 タリ ケ レバ、 鉀鬥 一期 ノ耻也 トコ ソ被レ 仰ケレ 云々 。宣昭 曰、 近世 三 島 自寬は 誓て 圑扇 にもの ^こ 

と をせ す。 その 雅 物なら ぬ をい とひて なり。 

〇 魂 鬥魄戶 

同書 十： A の卷 に、 魂！： 魄戶事 問 何。 答、 或 云、 ん大 指， 爪， 本 爪れ i ヲ云， -魂 門ト？ 右， 大指 彼. W 云- -魄 戶ト？  mm 

ヨリ 魂魄 出入。 故 有 n 怖 長 事-時- 1 ハ、 以 -1 餘 指-握- 1 大 指- 隱-- 彼嗞- 也。 


〇 叫 十より 老に入 

同書 廿の卷 に、 演義 抄云、 叫 十已後 容顏漸 衰、 即 場-於 老？ 文、 

〇 大帷の 寸法 

同卷 に、 大帷 寸法 長 I： 尺 一寸、 頸 長 七 尺六寸 五分、 〔割 註〕 エリ 高 六寸、 廣 九寸五分。」 袖 I： 寸五 分、 大頸 

三尺 五寸、 スソ 廣六寸 五分 云々、 宣昭按 に、 今 俗に ォ クミと いふ は、 大 頸の轉 語なる べし。 

〇 爪 を 剪る 事 

同卷 に、 人 剪 レ爪必 細 剪 捨事問 如何。 答、 唯々 識述記 第 十 云、 若 剔レ毛 剪レ爪 如-初 月？ 犯- -偷蘭 遮？ 文、 

推 云爲レ 失- r 初 月形？ 細 切 云レ可 レ之歟 云々。 宣昭按 に、 除レ爪 日の 事、 十； 佐 日記、 九條 殿遗誡 などに， 見 ゆ。 

〇 繪 馬 

武田信 英が草 廬漫蓽 に、 古 來は祌 に 祈願 を 込、 又 其 願 滿る時 は、 社頭に 馬を献 じて 祌^ とす。 謹の 人 

は 馬 を^す る 事 あた はす。 故に 木馬 畫馬を 以て 生 馬に 換 たり。 此 故に ゃ繪 馬と いふ。 しかるに 後世の 

俗、 W 優 娼婦の 晝を 以て 馬に 換る は、 非禮 不敬の 甚 しきに あらす やと 云々。 宣昭按 に、 綃^ の^は、 本 

朝 文粹. H  二の 卷、 また 朝野 群 二の 卷に 載た る大江 匡衡北 野天 祌 供-御幣 並 秘 々物-文に、 色紙 紛馬 三^ 

云々。 大 n 本國法 華驗記 下卷、 紀伊國 美奈信 道祖神の 條に、 沙門 惟 念 巡 _> 見 樹ド- 有-道祖神 像？ 朽故 逞- 

多^ 歲？ 雖レ 有-一男 形-無 レ 有- 女形？ 前 有-板 繪 馬-前足 破損。 沙門 見 -一 了；^ 馬 足 損？ 以レ糸 ^^ms 二 木 畢 

云々。 舊本 今昔 物 訝 十一 二の 卷^ 卅叫 語に、 道 祖祌ノ 形 チ造リ タル 冇リ、 共 ノ形^ ク朽 テ多ノ 华ヲ經 クリ 

一一 一 ト 見ュ。 K  ノ形ノ ニニ 有テ女 ノ形ハ 无シ。 前 二 枚 一一 誉 タル 输馬有 リ、 足ノ 所破レ タリ。 逬公^ ヲ兌 テ、 夜 

0 ルハ此 逍祖ノ 云ケル 也ケリ ト思フ 一一、 彌ョ 奇異 一一 思テ 其綺馬 ノ足ノ 所ノ破 タル ヲ、 糸ヲ W テ^ テ本ノ 如 

^ ク蹬 ット 云々。 宣胤卿 記、 永 正 十七 年 十 一 月 九日の 條に、 n 多 武^ 社溜ぜ 。關， 使：；： 衞鬥^ 〔十-お〕 

お 宣綱： u々。 宣秀 W 相伴 下、 繪^ 二 枚 進 云々。 神社 啓蒙の 或 問に、 問、 紛ぬ 何^、 答、 此蓋 * レ 贽之義 也。 

w  ニー 
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不 レ能レ 引-進 祌 馬- ^害に 之献也 云々。 など 見えて、 馬なら ぬ繪を 奉る こと は、 お 平記卄 丸の 卷、 阿保 秋 

山河^ 軍の 條に、 共 比 翳佛翳 社 ノ御乎 f!: 扇團扇 ノバ サラ繪 -1 モ、 阿保 秋山ガ 河原 軍 トテ書 セヌ人 ハナ シ 

と あれば、 その 頃より おこれる なるべし。 

〇薯賴 の ® 鶴 となる 

同^ M 卷、 .y 州 枝 村に て 客^に はかに 女に 成し 事の 條に、 その 時 ざしきの 菓子の 殘 りの 山の 芋の ありし 

を、 ^尙 ゆび ざして いはく、 やまの^の うなぎと なれる がごと きぞと 云々。 宣昭按 に、 倭漢 三才 百 

二の 卷に、 溪邊屮 z レ端、 時々 感-- 風水-則 變レ 鰻、 兌-牛 變者， 人往々 有りと E- ゆ。 

〇 草履の 燒繪紋 並 履 棚 

/ サゼン サイ ヱ  チュウ シュ  カク シキ  ク ヮェン ャケ 

同書 向卷作 善の 齋^ に、 佾衆中 酒 をのめ る 時、 位牌の 靄 魂の 喝食形 を 現じて 火炎に 燒し 事の 條に、 院主 

たちて^ るに まことに その ざう り あり、 れば喝 食の ざう り 燒繪紋 まぎ.^ ざるな り。 此喊履 は 病中よ お 

くつ 棚に ありつる に、 けさ 誰が とりいだ すぞと \ へば、 誰もと り 出す もの さらにな しと 云々。 {ー 且昭按 に、 

今^: も 下^の 者、 草履 下駄 足駄の 類の 目印に 燒印押 もの あり。 

〇 よこ 槌並槌 の 名 種々 

•  /シ, ノタ I 一  モ チキタ 

同書 1： 卷狗子 谷に て 鬼子 を 虚し 事の 條に、 父ち やくし をよ びて よ こづち 抟來れ といへば、 鬼子き、 て 父 

が 手に かみつく を、 槌を もってし きりに うってた k き ころす なりと 云々。 宣昭按 に、 和名 抄 工匠 具 部 

に、 鐵槌 〔加奈 都 知〕、 柊^ 〔散 伊都 遲〕、 あり。 ^柿 文覺上 入 消息の 混 柄の 鎚、 平家物語 祇閬 女御の 段、 

/  ゥチ V- 

源平 盛袞記 卄.； ハ の卷、 寶物集 一の 卷 などの 打 出の 小槌の 類、 槌の名 もい とお ほかるべし。 

〇3! 桶. 文章 並 牛 一頭 二 頭  . 

同齊 三の 卷牛觸 合て 勝負 をいた し 前生 を 語^の 條に、 麼には 中 をば 一 頭 二 頭と いふなり。 日本の ことば 

に 約せば、 湯^ 文章に して 牛 一 牽と いふべ きかと； M 々 。 令に も 牛 一 頭と 兑ゅ。 
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〇 馬 一 疋ー 一疋 並 絹 一 疋 I 一疋 犬 一 疋ー 一疋 

同書 同 卷同條 に、 馬 を 一 疋と いふい はれ は、 馬の 目に は 絹 一 疋 長の 問 を 見る 也。 字 註に いはく、 一 疋は 

四 丈 也。 馬の 光景 一 疋の長 也と 云々。 絹 を 一 疋と いふい はれ は、 一 疋は 一 一き だけな り。 夫婦 一 一人の 衣裳 

となる ゆ ゑに 一疋と いふなり。 論語に、 匹夫匹婦と いふ 是 なり。 匹 は 配な り。 物 を 一 對 とい ふが ごとき 

なり。 疋の字 同な り。 犬 を 一疋 ニ疋 とい ふい はれ は、 犬 SS! 物の 時、 河原^: 輪の 內 より 犬 を はなせば、 馬 

上 一 矢 犬 を. S る。 若 I 一騎 三騎 おっかけ ている とい へど も、 本になる 矢 はたに 一 つなり。 馬 一 疋に犬 一 な 

る ゆ ゑに 犬 を 一疋と いふなり。 ことなる 犬 をば 一疋 ニ疋 とはい ふべ からすと いへ ども、 ^俗の ことばみ 

だり にして、 つねの 犬 を も 一疋 ニ疋 とい ひ、 あまつ さへ 鹿 兎 狸 狐 猫 嵐 小 虫に いたる まで、 一疋 二 疋；^ 疋 

十疋 とい ふ は、 まことに 下賤 愚昧の いひなら はしな りと 云々。 宣昭按 に、 W 文韻府 九十 三の 下卷 に、 匹 

譬吉 切。 偶 也。 配 也。 合 也。 二 也。 說文叫 丈 也。 俗 作レ疋 云々。 馬 i: 匹、 絨十 匹な ど 兄 ゆ。 

〇 料 足 十 疋廿疋 

同書 同卷 ^條 に、 料 足 を 十 疋廿疋 とい ふい はれ は、 犬追物の 時、 河原者 犬 を 百疋 はなてば 艽百 文と るな. 

り、 犬 一 疋 は十錢 にあた る ゆ ゑに、 十錢を 一 疋と いひ、 百 文 を十疋 とい へり。 是 犬追物より w たる 詞な 

〇 茶 四 ^ ふくの む ほど 

同書 同卷丹 波の 奥の 郡に 人 を 馬に なして 賫し 事の 條に、 茶 ふくの む ほどして もはやよ かるべし とて 

と 云々、 宣昭按 に、 今の 世に は 煙草 何ぶ く乔 ほど ゝ 煙草に て 問 をた とへ いへ り。 

〇 寸 切 

宗長 手記 上卷 に、 祌の 代よりも すきの すん ぎりと 有、 是は 茶の 寸切 にて、 今 俗に 靑 切と いふが ごとし。. 

靑切は 筒 茶碗の 口に 靑き筋 ある 所 をい ふなり。 
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〇 十圑子 並め らう 

同書 问卷 に、 宇津の 山に 雨 やどり、 此 茶屋む かしよりの 名物 十 だんごと いふ。 一 杓子に 十づ、 かなら す 

めら うな どに すく はせ 與じ てと 云々。 按に、 めら うは 女 等 を 引て いへ るな り。 

〇 蚊の 大將軍 並 紙帳 

同 害 下の 卷に、 園の 竹に 陣 どる， 蚊 ども 大 なる もち ひさき もお ほく 打 出、 家中に みち/ \、 蚊の 大將軍 

勢 時の 聲 だし 雷の ごとし、 蚊 火 もた ひて、 いかに ふす ぶれ ども、 おもても ふらす こみ 入、 古紙 帳の 城 は 

らふ かたなく、 夜もすがら 圑 扇の 粉 骨 も かひな し。 

〇 福 は 內鬼は 外 

同書 下卷 に、 卄 五日 節分の 夜 大豆う つ を 聞て、 福は內 へいり 豆の 今夜 もてなし を ひろ 捨んゃ 鬼 は^らん 

と 云々。 大豆う つ 事 は^ 諺 問答に 昆ゅ。 

〇 厄お としに 錢を 乞食に とらす 

同書 下卷 に、 京に は 役お としとて、 年の 數錢 をつ \ みて、 乞食の 夜行に おとしとら する こと をお も ひや 

りて、 かぞ ふれば 我 八十の 雜事錢 やくと ていか^-おとし やるべき。 

〇 物の 名 をよ ぶに^ もじと いふ 詞 

同 害下卷 に、 めしつか ふ もの 油斷 して、 雜事錢 など とられて 事 かくる ま、 に、 こ、 もと の不辨 をい へ 

ば、 雜事錢 こよ ひぬ もじに とも じせら る、 云々。 是は ぬす 人 をぬ もじと いひ、 とられし をと もじ せらる 

、とい ひしな り。 今 も 御新造 を 御 しん もじ、 おと、 さま を 御と もじ さま、 おか、 さま を 御 かも じさ ま、 

氣 の^を 御き もじ、 はづ かしき 御 はも じな ど あまたい へり。 

〇 古今 集の 名義 

文選 柬都賦 に、 & 精-古今 之淸 濁-と 見 ゆ。 淸濁 は善惡 也。 古今 集の 名 これに もとづけ るなる べし。 


o 詞の林 筆の 海 

宗牧 が柬國 紀行に、 「秋 深し 詞の林 筆の 海、 とい ふ 句 有。 文選 序の 李 善が ト； 表に、 筆-中葉 之詞 林-ゆ^ 

脩 之 筆 海？ と见 えしに よれり。 

〇 紙 針 並 竹 筵  ^ド 

新修 g 經下卷 治，， 鼻 塞， 方の 條に、 以& 針-著，， 淸 胡麻油， 云々。 义 治レ瘙 方の 條に、 以 n 爪お 竹 筵- f 乾 

丄 ノ 云々。 この かう 針 竹 ベら など は、 今の 世に も かくよ ベり。 竹 筵 は 祌代紀 に 竹刀と 见 えて、 和名 抄に、 

阿 乎 比 江 と訓 たる ものに 同じ かるべし。 禮 記に、 聶と ある も、 阿 乎 比. y の 比 江と！： 賴に きこ ゆ。 

〇 三 ヶ月 形  - 

禰ホ 松^ 軒 記に、 大^ ふとい ふ はふの なり、 三 ヶ月な りに きるな りと 云々。 按に、 i;* 抄、 砂 石^、 太 

平 記な どに、 人の さかやき を 月 代と いへ る 心 同じ。 

〇 北の方 

小お 記.、 寬弘九 年 六月 二十 九日、 左大臣 殿大 北方 〔割 註ヒ 條左府 姬。」 云々。 筏 拾 遣 集に、 右大^ 北方 云 

タ。 岷. 江 入楚、 〔桐壺 の 卷〕、 母 北の かた、 (河)、 羽々 と あり。 更衣の 母 也。 (河)、 後漢齊 曰、 陽 以，， 傳旋， 爲 

レ德。 陰以 -1 不專 ー爲 レ德。 は 南 女 は 北に 住べき 謂 也。 陰陽に つかさどる ゆ ゑ 也。 仍 貴賤と もに 妻-; 1*1 を 北 

方と 號 するな り。 后妃 を椒 房と 號 する も、 北む きに 住た まふゆ ゑな り 云々。 

〇 南の 方 

三 一 永 享九年 十月 二十； R 行幸 日記に、 後花園 院 御宇 行-一幸 義敎 將軍亭 ？ 其 後室 町 殿御 直 衣に 被 レ改。 內々 

餘 有-御 參？ 諸 司の 御所 之 四の 於-御 六 間-有- 一 献？ 島 御 盃の臺 あり。 破 籠 折 作り物な ど、 常の 御所に 被 

0 レ置レ 之。 女房た ちみな きぬ 袴な り。 伏 見 殿の 南の 御 方參ら せ 給に、 御衣 はかま 也。 春 = 局、 巾納言 局、 

みな ひき をり にて 御供に さぶ らふ。 
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〇 左遷の 時 七 種の 逆 事 

職 原 私記に、 納言已 上 云々。 大中納 言 以下 大臣 一一 イタル マデ 左遷 セ ラル 、トキ 七 種 ノ逆事 ァリ。 一 -其 

人ノ ほルタ 、 ミヲサ マ 一一 シク、 一 一に 釵左サ マ 一一 ス ュル、 三 一 一 折篛ヲ ス ュル、 一一  咒狀 書硯水 一一 共 人ノ影 

ヲ， リツ シテ捣 子 ノ  ロヨ" ッグ、 五一 一 コノシ ：！  ノス シヲ 杉ノ殂 ノ杉ノ マナ ハ シ 一一 テ 切ル、 六 獨盃ヲ 用フ、 

七 1 一車 一一 倒 II ノス ル、 如 レ是皆 逆 一一 スル 也。 

〇 京 中 兵仗 停止 

百 練抄、 保 元元 年 十二月 十二 日、 制-止 京 中 兵仗-云々。 按に、 近世. 江戶 にても、 町人 武藝を 習 こと を禁 

止せられ し 事 あり。 十 年 計む かしの 事な り。 

〇禁 色 をた ビす 

新 古今 雜 下に、 延 喜の 御 時 女 藏人內 匠 白馬 節會見 はべりけ るに、 車より 紅の 衣 を 出したり ける を、 撿非 

遠 使の た^さんと しければ、 いひつ か はしける、 女 藏人內 匠 T 大 S にて る 日の 色 をい さめても 天 の 下に 

はたれ かすむべき、 いへ りければ た^さすな りに なり。 

〇 三國 同日 之 談 

朿 國通鑑 六の 卷に、 先 道 解語- 1 春秋-曰。 子亦甞 聞- -龅兎 之說- 乎。 昔 東海 龍 女病レ 心。 醫言 得-兎 肝-則 可 

レ療 也。 然海 屮無レ 兎。 龍 土患レ 之。 有-二 龜- 曰。 吾 能得レ 之。 遂登レ 陸 見 レ兎ー 一一 一^。 海中 有- 1 島？ 淸川白 石 

茂林 他 栗。 寒暑 不レ 能レ 到。 麾隼不 レ能レ 侵。 繭 若得レ 至。 可- 以安居 無， A 患。 因-負 レ兎游 行 二三 里。 顧 謂レ鬼 

曰。 今 龍 女 病。 須 I, 兎 肝， 爲 * 藥。 故不レ 憚レ勞 負 レ汝來 耳。 兎 曰。 噫吾祌 W 之 後。 能 出-五 藏-洗 而納レ 之。 

日頃 小 覺-- 心 煩？ 遂出レ 肝 洗 レ之。 暫 置-, 巖石之 I？ 聞-一雨 甘言- 徑來。 肝 尙在レ 彼 若 歸取レ 肝。 汝得 レ所レ 求。 

吾 雖レ無 A 肝 尙活。 豈不 --兩 相宜， 哉。 嗨信レ 之 乃 還。 纔上レ 岸。 兎 脫入ニ 草 中？ 謂 レ嗨曰 愚哉汝 也。 豈 有-無 

レ肝而 生^-乎。 龅 憫然 而去。 と兒 えし は、 古事記 上卷 の^ 羽 之 素 兎が 海 和邇を 欺し と、 舊本 今昔 物語 
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五の 卷廿 五^の、 嗨 が^に 謀られし とに 相似た る三國 同日の 談也。 

〇 扠原男 原 法師 原 殿原 並 メ ラ 

扠原、 殿原、 男 原、 法師 原な どい ふ 原 は、 ともとい ふに おなじくて、 朋黨 の， 義也。 雜字記 一 の 卷月部 

に、 朋を トモと も、 ハ ラ とも、 カタ チ とも 訓 なり。 是 にて 知べ し。 又 盛衰 記な どに メラと い ふ 詞も見 

ゆ。 これ も バラの 通 音に て 同義 也。 また 按に、 履 中 紀元 年の 條に、 安曇 目と あり。 通^に、 林 曰、 世 罵 

レ 人曰レ 目。 蓋 起- 于此- 云々。 これに よれば 部の 通 音に て、 ハラ も メラ も 部^の^ なりけ り。 部 は 群と い 

ふに.^ じ。 

〇 野郎と いふ 罵詞 

ャ ラウ  3 ボ I" 

人 を 2 馬る 俗語に 野郞 とい ふこと 常な り。 こ は 丁の 迎音 ならん とお も ひ 居し に、 猶 さに は あら じ。 意の 轉 

語なる べし。 今 も 近， 江 人が 人 を 罵る 詞に、 彼ヮ a、 その ヮロ などい へり。 裏の 心と a ゆ。 いにしへ は 冠 

を 放て、 わら は 形なる をいた くい やしむ る 世 なれば、 童と いふ 罵る ことにい ひしなる べし。 

〇 一 揆 

重 編 應仁記 十二 〔让ー 丁〕 に、 古 花 一揆、 或ハ 桔梗 一揆 ナ ンド 云テ、 旗 ノ紋ヲ 一 同-一 シ侍ノ 組々 一 手々 々 

ヲ 分ケ定 テ、 其 品々 ヲ 一 列ス。 何ノ比 ヨリ カ此 作法 絕果 テ、 土民 ノ徒 黨シ テ軍ヲ 起 ス^: ヲ名 付テ， H 一  揆 

ト云 ナラ ハ ス。 民 ノ字ヲ 略 セル 者ナラ ン。 然ル 一一 、 近年 ハ 土民 ノ徒黨 毎度 蜂起 シ 、 皆 人 土 ノ宇ヲ 略セシ 

メテ、 其ヲ只 一 揆 トノミ 云ナラ ハ ス。 然 レバ 今度 ノ 一  揆 ヲバ、 世人 皆 一 向 一 揆トゾ 云 ヒナ ラ ハ シケル 云 

〇 位 牌 

同卷 〔一二 十六 丁〕 云、 御 位牌 ハ御 家督 之 君主 爲レ持 給 云々。 萬松院 殿御 逝去の 時の 事 也。 神の 位牌 は、 高 

畑 不動 尊の 側なる 五社 權 現の 體に、 曆鹰 三年 大歳庚 辰 一 二月 二十 八日 造と 彫た るが 五 基 あり。 按に、 位牌 
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の 11 三才 圔會に 見 ゆ。 

〇 混 柄の 瓠並混 柄の 鎚 

更科 n 記に、 ひたえ の ひさ ごと ある もの は、 今 俗にい ふヒ シャク フクべ のこと 也。 これ を ニッに 割て 水 

酌 料に つか ふに いと 便よ し。 澀 柿の 文覺 上人 消息に、 響の 昔に 應 すると 申た とへの ごとく、 混 柄の 鎚に 

て 有べ く 0 とも 見 ゆ。 さ 


て ひたえ と は 親と 附 たる 

柄の 事に て、 延喜 式^ 四 

に、 比太爲 瓶な ど 見えし 

もお なじ 義 なり。 ひたえ 


. ffl フ  の鎚 とい ふ も 共 柄の 鐵鎚 

なるべし。 

〇 みあれ 木 

貞觀； ^式 第三 踐 祚大嘗 祭儀， 中に、 a 俗歌 人兩國 男女 各卄 人。 装束， 坊 細 布^ 袍各 ー領。 襖 子 汗 衫半臂 各 一 

領。 ,:: 鎺綿袴 一 腰。 細布襪 一 兩。 〔割 註〕 舞 人 著-布 帶？ 未 額 各 執-阿 禮 木？」 云々 と 見えた る 阿禮木 は、 歌 

にみ あれ 木に ゆ ふしで かけし、 などよ める ものと おなじ かるべし。 

〇 しら 檮  ， 

古歌に、 しらがし とよめ る、 今の 大 葉の 檳の事 にて、. 材の質 白色なる が ゆ ゑな り。 そ は 日本 紀景 行紀御 

歌に、 幣遇利 能 夜 摩 能 志 羅伽之 锇延塢 とよ ませた まひし を、 古事記に は、 久麻加 志と も あるに て、 .{I 禱 

熊^ W 物なる を しるべし。 さて 熊 檮は紫 廣熊檮 ともい ひて、 熊は大 なる 貌に いふ 語な り。 今^に A 檮と 

よぶ もの は 葉 大きく、 赤檮 とよぶ もの は 葉 小ければ， 理 よくき こえたり。 赤檮も 木の 質 赤き が ゆ ゑの 名 
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也。 

. 〇 泥鳍 Q 訓義 

今 俗に 泥 驗をド ヂャゥ といへ り。 宜昭按 に、 こ は泥津 魚の 篛 なるべし。 されば 假名に はド ヅヲ、 または 

ド ヂヲ など 書く ベ き 也。 

〇 鼈 ス ツボンと い ふ 名義 並 砲の 嗚 

鼈をス ツボンと よぶ は、 その 啼音 によれる 名なる べし。 ^の^の 啼は， 鼓の 音の ごとく ボン/. \ ときこ 

ゆるよ し、 ^1 人の 知る 所な り。 ス ツボン も その 聲のス ボン /( \. u きこ ゆる を もて、 お ほせた らんことう 

つなし。 新撰 六帖 に、 爲.： ^卿の TJT こしの をち の ffl 屮の夕 やみに 何ぞ ときけば 趣 ぞ なくなる。 と^まれ 

し は 鼈の 事に は あらす。 SS は 河に のみす みて、 田屮 などに 居 ものなら ねば 也。 

〇 はこ 鳥 

はこ 鳥 は 今クヮ ッコゥ とも、 クヮッ ホウと も嗚 鳥な り。 ハツ コゥ と嗚 を、 今 はくわつ こうと も、 くわつ 

ほうと も 聞 誤れるな り。 ハツ コゥ を^れば はこな り。 啼聲 によりて はこ 鳥と はいへ るな リ。 また カン n 

鳥と もい へり。 カコ と啼. と閜 てし かも 名 づけし なり。 本草 綱冃 に、 Sf 鳩と あり、 搏黍 とも：' おとも、 

搏毂 とも、 郭公 鳥と も、 布 谷と もい ふ。 異名お ほき 鳥な り。 

〇 わすれ 草し のぶ 草幷 われ かと 云詞 

和 泉 式部 家集 〔二の 卷〕 に、 人の もとに わすれ 草、 しのぶ 草つ i みて やる とて、 「ものお もへば われ か 人 か 

のこ &ろ にも これと これと ぞ しるく 見えけ る。 と あり。 此 歌の 詞 *1 にて、 しのぶと、 わすれ 草の 二種な 

る； T- しるべし。 又 物語 書に、 われ かの 時な どい ふ詞 ある も、 此歌 にて よく 心得られる。 

〇 あらいみ まいみ 

IE 集 〔二の 卷〕 に、 かたら ふ 人の きたりけ る を、 きよま はる こと ありと て かへ しければ、 つとめて かう い 
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ひやり たる、 「ちぎりし をた がふべ しゃ はいつ くしき 荒い みまいみ きよま はると も。 返し、 「す さの をのみ 

こと をい のる ともなし にこえ てぞ見 ましな みの や へがき。 

〇 ふりが たきと 云詞 

同 集 〔一二の 卷〕 歌に 、「いにし へ はありけ る こと、 き、 ながらな ほかな しさの ふりが たき かな。 此 ふり がた 

きとい ふ； 1 は、 ふり 捨が たきと いふ 心に て、 五の 卷 にも、 ひ まもなく しぐれ 心地 はふり がた くと よめ 

り。 

〇 母子の 餅 

同 集 〔三の 卷〕 に、 石藏 より 野老 おこせた る 手箱に、 くさもち ひいれて 奉る とて、 「花の さと 心 もしら す 春 

の 野に いろ/ \ "つめる は i こもち ひぞ。 按に、 母子 餅の 事 は、 文德實 錄に兑 えて、 歌に も、 「夏の 夜の も 

ち ひ はく はじ ゎづら はしき けば 淀 野に 母子つ むな り、 と， H めり。 

〇 千鳥 百千鳥 

同 集 〔叫の 卷〕 に、 水の ほとりに 千鳥の た f ひとった てる を 見て、 「ともをな み河瀨 にの みぞ 立 居け る も i 

千鳥と はたれ がいひ けん。 此歌 によれば、 千鳥 は 一種の ものと 見 ゆ。 百 千鳥 さへ づる舂 とよめ ると はこ 

となり。 萬 葉 集に、 五百津 鳥と も 有。 宣 昭再按 に、 萬 葉 集 十七 卷に、 朝 饞 爾 伊保 都 登 単； 多 底 暮撙爾 知 登 

理布美 多 底と あるに よれば、 五 百津 鳥と 千鳥と むかへ し 語に て、 お ほくの 鳥 をさせる なり。 

〇 都 島な く 

同 集 〔叫の 卷〕 に、 かりやして はま づらに ふしてき けば 都鳥 啼、 「こと、 は^あり のまに/ \ みやこどり 都 

のこと を われに きかせよ。 按に、 此 歌の さま を考れ ば、 鹉の 事に て、 今 下總國 の海邊 にて 濱 猫と いふに 

鳥 や、 その 烏の 啼聲は 猫に ゃ& 似たり。 

〇ゐ な かづと 並み やげ 


談叢餘 三 


井蛙 抄 六の 卷 〔九 丁ゥ〕 に、 ゐな かづと などつ ね はおくり て 文に 申 承け り 云々。 都の つと、 衆^な ど は、 

古歌に もよ めり。 今 世の 俗 は みやげと いへ り。 みやげ は宫 倉の 心に や、 宫 倉より 都へ もて のぼれる よし 

にて いへ る にても あるべし。 さて は淸 音に 唱べ きなり。 貞德 文集 十月 五日 狀に、 爲 -I 北國 宮^? 針统引 

鳕 昆布 呜會^ 贈り。 

〇 え な 

山家 集 下に 、「種つ くるつ ぼゐの 水の ひくす ゑに えぶな あつまる 落 合の はた、 とい ふ 歌 あり。 此 えぶな は 

.y の 鲋の義 に は あらす。 赤鲋 のこと なり。 近. y にて は、 これ は 紅葉 鲋と名 づけて、 紅葉の 時鲋 魚の 色^ 

くなる をい へり。 され ど 紅葉の 時に かぎらす、 常に も 赤色の 鲋ぉ ほかり。 されば こ、 によめ るえ ふな も 

赤鲋 なるべし。 そはい かにと いふに、 え は 物の 赤き にい ふ詞 にて、 魚の 媒 〔ェ 匕〕 も、 g 〔ェ ヒ〕 も、 0 

〔ェ ビ〕 も、 みな 赤色な り。 草の 地 楡〔 H ビス ネ〕、 紫 葛 〔ェビ カツ ラ〕、 芍藥 〔ェ ビス 草、 又 H ビクス リ〕 な 

ども、 赤色 を帶 たる 物 なれば、 え は 赤き 事に いふ 古語な りけ り。 か、 れ ばえ ふな は赤鲋 なるべし とはい 

ふなり。 さて 種つ くるつ ぼゐと は、 いづこに も あれ、 つぼ かなる 井に © つけし なり。 その 井の ながれの 

末の 落 合の 所に、 赤鲋 あつまる となり。 落 合 はこの 水と かの 水と 流 合 所な り。 はた は 端な り。 

〇 そ-うと 云詞並 そしう 

俗語に 疎漏なる こと を そ X うとい ひ、 そ \ う 者、 そ i う をした などい へり。 源^ 花の荽 の卷 〔湖 e: 抄十 

丁才」 に、 お ほやけ ごとに そしうな る もの、 師 ども を、 こ、 かしこに 尋 侍りし なり。 と： a えたる そしう 

の轉 語なる べし。 さて そしう は、 細流 抄に、 訏の字 かぐむ 心なり と 云々。 賀茂 翁の 新 釋に麁 習歟。 疎 熟 

歟 云々。 按に、 俗語の そ-うは 麁相、 M 書 こと、 節 川 集、 下舉 集、 運 歩 色 葉 集な どに ゆ。 されば 假名 も 

そ、 うと 書べ し。 

〇釵 をめ しとい ふ 訓義 

四 一 一二 
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既を めしとい ふ は、 召の 通 音に て、 召 上^ どい ふ を 省る 語と いふ は、 1 わたり は閒 えたれ ど、 けだし や 

蒸の 篛 ならん。 本朝 文粹 に、 女郎花 を 蒸 粟に たと へし 詩 ある をお もぶべし。 又 食の 篛 かとい ふ說 あれ 

ど、 ヲとメ は 通 ふ^-にあら. fvo 

C 草木 の 名 に 馬 犬 熊な ど^ せて いふ 言 

1, 馬 蓼、 犬 蓼、 犬 ほう づき、 犬樱、 熊檳、 熊 柳な どい ふ。 和漢に お ほかり。 本草 綱目 卷 十六、 馬 蓼 

の條ド に、 丸 物大者 皆以レ 馬名レ 之、 と あるに て、 馬 蓼、 馬筧 など は、 常のより も 大きなる にいへ る こと 

知べ し。 今の 俗に も、 すべて 物の 大きなる を 馬の やうな りと いへ り。 また 古事記に、 ^廣 熊^と も 見え 

て、 大 葉の かじ を熊楦 とい ひ、 熊 柳も大 葉なる をい ふ は、 かしこの 馬に たと ふるに おなじく、 中 阈には 

大 なる を 熊に たと へ しなり。 また 犬 ほう づき、 犬樱 などの 犬 は、 否 の義 にて、 似て 非なる よしの 名な 

UMVO 

〇 たのしき なげき 

^^^^の 卷に、 梅 を、 りつ、 たのしき をつ めと よめる は、 樂 木と いふ 心に とりなして、 木 を 積めと よ 

めり と 見 ゆ。 古今の 歌に は、 なげき を 長 木に よせた るいと おほし。 

o き - がまり 

中 昔の 八！： 戰 のま：： に、 き、 がまり と云詞 有。 敵の 動靜 をう かに はんが 爲に、 陣 外に 埋 伏せさし むる 者 をい 

へり。 史記衞 將軍傳 に、 伏 聽 者と^ におな じ。 

〇 御 袋 

母 を 御袋と いふ w、 永 享御產 所 日記に、 御袋 御 方と 兄え、 康富 記、 享祿 N 华 正月 丸：：；、 今 t や ：$.; 町^ 姬君 

誕生 也。 御袋 大館兵 庫 頭 妹 也と あり。 

〇ゅ V で 
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榮花 物語 月宴卷 に、 御風な どい ひて 御 湯 ゆでな どして 云々。 同 もとの^ 卷に、 御風に やとて ゆでさせた 

まひての ぼらせ たま ふ 云々。 同 衣の 珠に は、 風な どい ひて 有 馬へ と 出立た まへ ど i も あり。 風 を 治る に 

湯治す る ことなり。 模詞 花集雜 に、 大齋院 御 あしな やませた まふ を、 杉の 湯に て ゆでた まふべき よし 申 

ければ、 ゆでさせ たまへ どし るし も 見え ざり ければ とも 有。 字 鏡に、 堞以レ 茱入レ 湯、 奈 由豆 とも あり 

て、 由 S1 は 湯に 入る こと、 湯 ゆで かたびらと いふ も あり。 

〇 十八 公 

メ  リ  ラク  スト ノ 

三國志 孫皓傳 注に、 吳書 曰、 初 同 〔了 固 也〕 爲 --尙 害-夢。 松樹 生-其 腹 上？ 謂レ入 曰。 松 字 十八 公也。 後 十 

八 歲吾共 爲レ公 乎。 卒如レ 夢焉。 

〇 尸 を 焚 は 罪科に ひとし 

同 注に、 江 表傳 曰。 定。 〔何定 也〕、 汝南 人。 本 孫 權給使 也 云 *。 定爲レ 子 求- -少 府李勗 4^ 不レ 許。 お；^ レぁ 

譖 --0S 於皓？ 〔孫 皓 也〕、 皓尺ロ 誅 焚-其 尸 _ 云々。 

〇 睦 沈  - 

/  - 一  シテチ  テク  シテ  クヲ  一 一  シケ ラス  ノモ 

史記 滑稽 傳 東方 生が 傅に、 IS 酣 據レ 地歌 曰。 陸-沈 於 俗-避-世 金 馬 門？ 宮殿 巾 所- 以避レ 世 全 C 身。 何必深 

ノ  --シ 4 "ャ：  ククシ 17  Aw 

山 之 屮萬盧 之 下 云々。 注に、 索隱 曰。 司馬彪 云。 謂、 無 レ水而 沈レ之 云々。 

C 今 昔 

同 龜策傳 に、 今昔 壬 子 云 *。 注に、 索隱 曰。 今昔 獍，， 昨夜 • 也。 以，， 今日-言 レ之。 謂-昨夜- 爲-, 今昔， 云々。 

〇 松柏 白木の 長 

同傳 云、 竹 外 有-節 理？ 中 直 空虚。 松柏 爲-- 百 木 長， 而 守-門 閭？ 

〇 交 絕不レ 出- 惡， -  _ 

同書 樂毅傳 に、 古 之 君子， 交 絕不レ 出- 一 惡聲？ 忠臣 去レ 國不レ 潔-其 名， 云 *。 注に、 正義 曰。 君子 之 人 交絕" 
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不，. 說- 己 長- 而談 * 彼 短よ 云々。 

〇 振 鋅 

安谘季 尙が樂 家錄卷 II 十八 類話篇 云。 或 僧 難 曰。 舞樂之 名目 有-振 鋅？ 和訓 惠牟 不。 亦樂， 字， 和訓 i か。 

レルヲ  ルノ  リ  * ヲ  /  /  ニシテ アン/ 

是 古人 不レ知 レ字之 誤。 今 爲=樂 家 之 故實- 耳。 余 曰然。 今 以-- 一 譬- 解レ之 也。 字書 菴字烏 <fa 切 而 喑平聲 也。 

俗復以 一一 也 牟和牟 奈牟之 三 韻？ 如-一喜 奄恕奄 林奄- 可-一 以レ此 知- 焉。 蓋 因 一一 上 字-易 レ韻 耳。 若從- 一本 龃-直 呼 

則礙 レロ而 不レ穩 也。 凡以レ 字辦レ 事而、 易 レ辭和 に聲^ 是吾 之國風 也。 樂名越 天 樂、 〔和訓 惠： 大牟羅 久〕、 

琵琶 之 名所 鹿 頭 〔和訓 志 遠 具 比〕、 此類 可-世 實多， 也。 

〇 癯 歌 

萬 葉 集 九の 卷、 登-, 筑波嶺 ー爲， ー旙 歌會， 日 作歌に、 未通女 壯士之 往集加 賀布耀 歌 i と ある 耀歌 は、 注に、 

|£ ハ アジ マノ 匕トノ コトパ I 一力 ガヒト  ウダ ガキ  カガ 43ト 

媢 歌者柬 俗語 曰- 1 賀我 比？ 常 陸 風土記 仙覺抄 に、 俗 云- 1-: 予太 我岐？ 又 云-加 我呲， 也な ど兑 えて、 男女 あつ 

まりて 遊樂 する こ となり。 常 睦 風土記に、 自 レ坂已 東諸國 男女。 春 花 開 時。 秋獎贲 節。 相携駢 sl。 飮食 

齎赉。 騎歩 登臨。 遊樂 栖遲。 とい へる にても しるべし。 さて 加 我 比は嚇 呼の 意に て、 萬 葉 集 十^の 卷^ 

陸 歌に、 筑波 禰 爾可加 奈久和 之^ 禰乎乃 未 可 奈岐和 多 Ef;, 牟安布 登 波 ％ 思爾、 和名 杪羽 族體， 部に，、 文選 

蕪城賦 云、 寒 鵾嚇レ 1。 師說 嚇讀， 加々 奈久。 舊本 今昔 物語 卄.； ハの卷 第 七 語に、 大キ サ 人 計 ノ猿效 倉ノ高 

ノ方 ヨリ 出 來テ、 一 ノ寶藏 一一 向テカ *、  メケバ 云々、 一 ノ寶倉 ノ璲カ •  、メキ 云 一一 隨テ 云々、 木-一定 リ登テ 

カザ ヒ 

力 *、  メキ合 タリ、 など あるか ビ とい ふ 語と おなじく、 聲を あげてう とふ さま を 嚇呼 とはい へるな りけ 

り。 景行 紀^ 十三 年の 條に、 覺賀 鳥と ある も、 その 鳴聲 のか^-ときこ えしが ゆ ゑの 名なる べし。 萬槳に 

チウお  r  ノ 

嫘 歌と 書る は、 韓詩外 傅に、 嫘歌蠻 人 歌 也、 と 見えし 宇 を かたりた るな り。 

〇 夜の 錦 

夜の 錦 は、 後 撰の 歌に よみて、 漢書の 朱 買臣が 故事な り。 され ど 買 ほに 起る にあら す。 史記 項^ 本紀 


に、 項 王 n:。 富貴 不 レ歸- 一 故鄉？ 如-一 衣レ繍 夜行？ 誰 知レ之 者と あり。 

〇 以呂伴 之 事 並 への 宇川の 字 

運 歩 色 葉^ 序 _闩、 以呂伴 波 仁 保へ ト+. ： 知 利 扠留遠 和 加與太 禮所津 門欄 奈. R 牟宇于 爲乃於 久也末 計 不今江 

天 安 左 幾 山女 美 之惠比 毛世寸 京、 凡 我 朝 之 以呂伴 之 起 專尋- > 深義？ 全 非-一世 間 淺邊之 法- ハ 、 萬 法铋之 肝心 

十二 部經 之骨髓 也。 常住 佛性 妙现醒 湖甚深 之秘. 私 也。 唯攝 u 色 葉 十七 字？ 是ぶ 弘法 大帥 對-- ま命佾 正？ 

寧，， ^相 大乘 奥義？ 以-, 其 次，， 護 命 言、 菩陡之 行瓯不 「レ 如レ 度-, 世間 非 法 衆 ホ：？ 廣^-郡 生-之 方便 者、. 不レ過 

與 -1 大乘至 之 法 利-乎。 然者 尊-浅 機 於 深 法？ 入- 愚鈍 於 大乘？ 尤 爲-- 至耍？ 即 貴賤 同 通 ic 札？ 上下^ 

讀- 文字？ 可レ 作- -眞 書？ 依レ之 和-涅槃 經四 句， 谒， 造レ 之。 即今 色葉是 也。 彼 文 云、 諸行無常、 是生 滅法、 生 

滅滅 IT 寂滅 爲樂、 此偈意 也。 色， 匂ド散 ヌル ヲ者、 諸行無常 之 句-一 當也。 我 代 誰ぶ 者、 是 お 

也。 有爲 奥山 今 越 者、 生滅 滅已 句意 也。 淺夢 不レ見 不レ醉 者、 寂滅 爲樂之 意 也。 終 加-, 京 之 宇， 事、 お 

槃常住 之 城？ 故^-へ 文字 正字， 云 何。 答、 天 地 八偈經 曰、 以-ノ へ 二字， 作レ人 云々。 へざ^ 也 云々。^ 

昭按 に、 以呂 波の 事、 源氏 河 海抄、 簾中抄 などに、 . 江談を 引て い へり。 祌代 紀瑗翠 軒抄、 日本 紀^ 铳、 

釋 U 本紀、 高 野 U 記な どに も 見え たれば、 考 わたして 知べ し。 又按 に、 草 假名のへ の 字 は、 身の 略.〕 卞な 

り。 狄萩帖 に、 乙と 書け り。 皿の 草書.^ なれば、 略してで と 書るな り。 さてう つりて 今の 體 には^り と 

見 ゆ、 ッは 川の 草 宇な り。 川 は 日本 紀 にも ありて、 もと 門の 字 を 草書に つと 書る を、 誤て 眞 字に 川と も 

*1 るな り。 こ を 肥 人 書、 薩人 書な ど、 いふ 說 あれ ど、 いみ じきひが ことなり。 古本の 神栾 催馬樂 に、 門 

一一 1 とも、 川と も、 ッ とも、 蚩 曰る^ おほし。 

餘  〇季 書 懐紙 

0 懷 紙に 季 同と 書く は、 高貴の 人の 會に はさ も あるべし。 もと 天子と 同賦 する よしの！： の 宇 なれば、 みだ 

ぶ りに は 書 まじき 事な り。 また 季 のみ 書 も、 會キ： を鎭 するな り。 さる を 近來の 人， 自分^: の 兼題 書て つか 
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はすに、 季害懊 紙な ど 書て やる は、 自ら 尊く は せられん と.^ る 心に て、 いとい はれな し。 こはた ビ忮紙 

とのみ 書て、 會主 がお くりたら ば、 季を書 こと 會キ： への 挨拶な り。 季を 書ぬ は 桑門 はさるべし、 俗人 は 

いと 失禮の わざな り。 

〇 こさ ふく 

蜋 夷人の 胡沙 吹と いふ は、 胡沙 W とい ふ 物 ふくよ し舊 説に て、 夫木抄 にも 歌に よめり。 按に、 こさ は W 

の 名に あらす。 武藏、 相模の 方言に、 物の 蔭のお ほへ る を コサ といへ り。 m 畑の 木蔭に て 日の 照さぬ 所 

をコサ とい ひ、 その 木蔭 を 刈 探 をコサ ガリと いへ り。 蝦夷 人が 吹 笛 も、 その 氣 にて 空かい くもる ゆえに 

曰 も 見えす 陰になる を もて、 コサ フクと はいふ なるべし。 さて コサて ふ 一一 一一：： の 意 は、 籠 氣の篛 なり。 コは 

こめな り。 立 こめ かくすより 出た る 語な り。 サは氣 なり。 古語 氣の 事をシ といへ る は、 嵐、 晴雨 あな 

し、 虹、 し はぶきな どお ほかり、 今 舉て盡 すべから す。 

〇ぃ んぢ 

或 人お に、 上野！： 渡 瀨川を 境て 石投と レふ戯 をす。 ^^の 庀巧 のころ、 川の 兩 岸に 少壯 あまた 陣を なし 

て、 いみ じうの、 しり さわぐ となむ。 これいに しへの 石 撃の 遺風なる べし。 こ は 端午の 遊戯の よし なれ 

ど、 今 も 熱 田の 社に て は、 m 月 卜 五 R に此式 あり。 辨內侍 口 記 ^月 卜 •  な 日の 條に、 まこと やけ ふ は 人う 

つ n ぞか し、 とも a ゆ。 そ もく いんじの 事 は、 平^物語、 盛衰お、 m 經^、 世 諺 問答、 尺 素 往來、 增 

山 井、 篗 Is 輪、 口 次紀 事、 雍州府 志、 滑稽 雜談、 北 條-れ 代^、  it ん、 和^ 菜な どに いで &、 束 國迪鑑 

十一の 卷、 高歷 辛^ 六 年の 條に、 五月 稱砍， x 觀： 石 戰戲？ 知 申 事 李 存性諫 曰。 此 非-上 所 _ 當 レ觀。 偶不 

レ悅。 使 t- 小 竪-毆 * 存性 W  ^趨 出。 偶 取- -彈 丸-射 レ之。 國俗 於-端午 時？  t 井 無 轔之徒 群ニ聚 通衢？ 分-一 左 

右隊- 手- 瓦礫- 相 擊。 或雜以 -1 短 挺？ ぶ 決-, 勝お？ 謂-之お I？ とも 有。 

〇ヒ ャ々 ヒャ ク臺 


小 竹 茂 仲が 談に、 下 總國铫 子の 海濱 にて、 一夜の からに 風の 砂 を 吹た めて 小山の 形 を 成せる を、 ヒャゥ 

ヒ ャク臺 とよぶ。 此臺 夕の 風に 成 かと 見れば、 朝の 風に 吹拂 はれて、 いと はかなき ものな りと いへ り。 

按に、 ヒャゥ ヒャク は 漂泊の 篛 なるべし。 

〇役者 海老 

齋藤 謙が 談に、 睦奧 坪の 碑の 近き わたりに、 市 川 村と いふ 所 あり。 そこの 海に て 捕る 海老 は 役お 鰕と よべ 

り。 こ は 芝^ 役者- 兀祖巿 川 鰕藏が 生れし 里な り。 鰕藏 とい ふ 名 は、 份 里が 鍛 の 名所 なれば 名づ けたる 

に、 今 はかへ りて 鰕 を 役者 海老と よべり といへ り。 

〇 猫 をな やませし 童 

おなじ 人の 談に、 靈岸 島に すめり しころ、 隣の 家に 伊豆の 新 島より めしお ける 章； ありけ るが、 粗 下に 猫 

の晝寢 せん を 見て、 息 を 吹 引せ るに、 やがて 猫 くるひ 出て めぐりな どす る を 見き うじけ り。 謙 あやしみ 

て、 そ はなに ぞの わざ かと \ひ ければ、 童 いらへ いふ やう、 こ は 猫に 限れる 事に あらす。 何 にても 生類 

寢て息 を 外へ 吐と き、 此方の 息 を 吸、 彼が 息 を 引と き、 此方の 息 ど 吐 やりて、 かく 息 を 合す こと^; 度に 

及と き は、 必狂 出るな り、 五 度に 滿 ざらん 內、 彼が 走 去な どした らんに はせんす ベな し。 五 度 息 を 合た 

らんに は、 狂 廻 ことうつ なし。 かくて 息 を 合する 間 は、 いつまで もこ ゑ を 立す して、 おなじ さまに 狂 

居れ ど、 此方の 息 を 止 むれば、 とみに もとの ごとくな りて 走行な りと いへ りと なん。 今按 に、 狐^な ど 

の 人 をうな すと いふ も、 か 、 る わざす るに や。 

H  .〇 蜻蛤を 捕る 術 

餘 一- おなじ 新 島の 童が 談に、 蜻蛉 を 捕 へんに は、 彼が とまり 居た る 所 を目當 に、 此方の 指して そのめ ぐり を 

^  ！ i! 廻らす まね をす るな り。 一度： i 廻らし お ほせた らんに は 、蜻蛉 飛 去 こと を 得す。 それ を やうく にめ 

ぐらし せばめ もて 行て、 つ ひに れ蛉が もとまで めぐらし むれば、 やす/ \ 事 もな く とら へらる、 なると 

さ 

«.ー 一一  七 


  ran 二八 

J いへ り。 

〇 才 イラ ン 松位大 夫な どの 名義 

^一  新吉 原の 遊女に、 オイ ランと いふ 號 ある は、 もと 新造 禿な どが おいらの 所の あねさんと いふべき を、 ォ 

^一  イラン トコ， などい ひ、 さて 略て 才ィ ラン- /\- とい ひなら へりし なり。 さる を 今 は 他の 人よりも、 ォ 

イランと よびて 遊女の 美稱 とす。 また 宇に 松 位と *: く は、 大夫 とい ふべき を、 秦の 始皇が 松を大 夫に 封 

ぜ しとい へる 故事に よりて、 松 位と は 書るな り。 さて 遊女 を大 夫と いふ は、 もと. {E 拍丫の ともがらに 

て、 みづ からうた まひす るが ゆ ゑに、 淨 瑠璃 大 夫に な 中ら へて よべるな り。 淨 瑠璃大 夫の 號は、 院 中に 

めされて 釵聞 ありし 時、 かりに 五位 を 賜 はりし に 起れ り。 

〇 すげ なう 並く さ/^ としたと 云 俗語 

^氏 桐壺 の卷 に、 すげ なう そね みな ひし かと^え、 蜻蛉 日記 下卷 に、 打 そばみ 君 ひとり 見よ まろ 小 すげ 

まろ は 人 すげ なしと いふなり など、、 その外 物語に いとお ほかる！ p なり。 按に、 すげ なう は、 進氣 無の 義 

なるべし。 新撰 字 鏡迎字 部に、 嘻 I 心中 不一 ー悅樂 • 貌。 坐 歎貌。 須加奈 加留。 又 佐 久佐久 之と あり。 此す 

がな かると いふ 詞の 意、 よく 物語に かなへ り。 人 すげ なき は 人の 進氣 無て 愛せざる なり。 又 佐久々 々之 

は、 今の 俗語に くさ， （- としたな どい ふに おなじ。 後按 に、 よすがな くの 略な り。 

〇 せ くと いふ 詞 

今仉の 俗^に、 人 をせ くと いふ こと あり。 吉原深 川な どの 娼家に て、 娼 女が 心 か はせ る 客 を 忌で あげぬ 

を、 客人 をせ くと いへ り。 こ は 枕 草紙 春曙抄 六の 卷 〔十五 丁ォ〕 に、 おも ひが はした る わかき 人の 屮に、 

せく かた ありて、 心に しも まかせぬ と あり。 これ を 出 所と すべし。 

〇 色事と いふ 詞 

俗言に、 扔女情 を 通 はす を 色と いふ は、 もと 好色の 色の 字義より いへ る詞 なり。 古今 六帖 六に、 素性、 
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をみ なべし 色に も あるか 松虫 を 下に やどして 誰 をよ ぶらん。 とよめ る は、 またく 今 俗にい ふ詞の 色と よ 

く かな へ り。 

〇 小兒を 慰る にィ ン ノコ くと 云詞 

寢覺の 記 五の 卷 〔四 葉〕 に、 上 東 門院の 御 かたの 御 帳のう ちに、 犬の 子 を 二う みたり ける を、 おも ひがけ 

す 有が たき 事な りと て、 大に おどろかせ 給 ひて、 .y 匡衡と いふ 博士に と はれければ、 これ はめで たき 事 

なり。 犬の 字 は大の そばに てん をつ けたり。 その てんう へに つけば 天 也。 したに つけば 太 也。 其 下に 子 

の 字 を 害つ ければ、 天子と も、 太子と もよ まるべし。 しか あれば 太子 うまれさせた まひて、 天 子に なら 

や： まふべ しと ぞ申 ける 云々。 按に、 此 ころより いひ 出し 諺なる べし。 

〇 昨日、 丁 一昨々 日、 今日、 明日、 W 後日、 明々 後日、 明々々 後日な どの 訓義 

昨 月 を キノ フと いふ はサ キノ ヒ なり。 さ を 省て ひ を ふに 通 はせ しなり。 一昨日 をヲ トツ ヒと いふ は遠津 

日な り。 津は助 語な り。 一昨々 日 をサキ ヲト、 ヒと いふ は 前遠津 日 也。 今日 をケフ とい ふ は來日 也、 今 

來 たれる 日な り。 きをけ に 通 はせ たり。 明日 をァス とい ふ は 明 過な り。 あけのけ とすぎ のぎ を 省け るな 

り。 過 をす とのみ いふ 例 は、 夜もすがら、 晝は すがらな どに おなじ。 明後日 を アサ ッ-ァ とい ふ は、 明日 

去而の 次の 日 なれば なり。 明々 後日 を シ アサ ッテと 云 は 重^ 後日な り。 古 一語 に 重なる をし とい ふ。 重浪 

などい へり。 しきの し を 省け るな り。 明々々 後日 をャナ アサ ッテ といへ り。 のとな は： irps" なれば おな 

じ o 

〇 ダ ン ホ風 並お 七 風 

文政 叫 年 正月 十八 日、 南風い と 烈しく 塵埃 掠 レ天、 往来の 人目 を 開く こと あた はす。 芝片 門前に 火事 あ 

りけ るが、 二 町 あまり 燒て 止り ぬ。 此 n.y 戶 中の 家々 火事 を 恐れて、 土 藏に目 塗し、 藏 なき 者 は^ 肘雜 

具 を 運び さまよ ひぬ。 午の 時ば かりに 芝片鬥 前に 火事 ありと いひ さわぎ、 未の 時には 尾 張 町、 申の 時に 
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は 日本 橋 わたりまで 火き たれり との V しりあ ひしが、 皆ね なし ごとに て、 片 門前の 火事の みに て 事 しづ 

まりに き。 同 二月 中旬より 彌 生の はじめに 及ぶ まで 疫癘 流行、 十に 八 九 は、 この 憂に か i ら ざる 家な 

し。 ことし 今様の 囉に タンボ サン- (-と はやす こと 流行せ り。 越後 國 より 起り て、 擅 方 様と いふよ しな 

りと. s へり。 或 ナン ホサ ン/ \ と もはやしたり。 大田南 畝が 號を はやしに せし ともい へり。 これにより 

疫癘 を 名 づけて ダン ホ風 といへ り。 今より 十八 九 年 前お 七 風と いふ も 流行せ り。 そ は 八 百 やお 七と いふ 

狂言 を、 ノゾキ の ロ說に 作りたり し を、 *1 人い ひきょう ぜ しょりお 七 風と いひけ るな り。 此頃 執政 靑山 

野 州、 土 井 大炊頭 主、 大久保 加州、 水 野 羽 州、 皆 ダン ホ 風に 犯されて 出仕した ま はす。 阿部 備中守 主 1 

人、 つ r がな くお はし ませり となん。 これによ つて 政府 命 ありて 出仕の 官 人長髮 を 許さる。 

〇 すむ づ かり 

字 治 拾 遣 物語 W の卷 〔十九 丁ゥ〕 に、 すむ づ かりとい ふ 物 あり。 其 製法 大豆 をい りて 煖 なる 時、 酢 を かけ 

たるな り。 よく 箸に はさまる、 物な りと 或 人い へり。 さるに 武藏國 埼玉郡 菖蒲の 里の 近邊 にて、 すみ づ. 

かりとい ふ 物 をつ くりて、 正月 年 神に 供す る こと あり。 その 製法 は、 黑 豆を炮 て、 それ を 升の 底に て 押 

つぶし、 二に われた る を、 實も皮 も 共に 大根お ろしに かきまぜて、 醬油を かけた る をす みづ かりとい へ 

り。 これいに しへ は 酢 を も かけたり けん ゆ ゑに、 酸み づ かりと はいへ るなる べし。 右の 宇治 拾 遣の すむ 

づ かり も 音 通へば、 似た る 作 ざまの 物なる べし。 

〇 狐 付 をお とす 妙 方 

マ チン、 鐵粉、 黑 大豆、 右の 三味 を 煎じて 呑し むれば、 狐大に 恐れて 落るな り。 大概 この 藥を 用ん とす 

れば、 呑す して 狐お つるな り。 都て 獸 類に は大 禁忌な り。 

. 〇 繪 馬 

法 華 驗記卷 之 下 〔叫 十七 丁〕 に、 樹下 有- - 道祖神 像 T 朽故 逕-- 多年 歳？ 雖レ 有-男 形-無-女形？ 前 有-板 输馬 t 
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疋破 H。 沙 鬥 兑-- 了 繪馬足 損？ 以 レ糸辍 補 置-本 所- 畢 云々。 此事元 亨釋^ ^丸逍 公傳、 祌社^ 下 1 ハ 〔十 

； r〕 などに も 見 ゆ。 舊本 今昔 物語 卷 十三、 第卅叫 語に は、 板-一書 タル 繪馬 有リ。 足ノ 所破レ タリと 

有。 南郭遣 契に、 ^鄭還 古 W 異曰。 fHU 齢 馬當レ 山^ レ廟。 乃 命 使 レ赉- 酒哺弒 馬- 献 -1 于 大王？ また 丹^ 錄 

臼、 吳泰 伯祠 在- -閻 I： 之 東？. I 母-春秋-市 人相 率牲醴 多-善 捣？ 綵輿 美女 以献レ 之 云々。 南嶺遣 稿卷 一 云、 

繪 馬に 武^ 繪を書 事 古き 事な り。 園 記と いふ 書に は、 建曆 年中 伊豆の n 一 岛 の 社へ、 八^ 太郞 陸 奥の 軍の 

圖 あり-」 又 太平 記の 阿保と 秋 山との 河原 軍の 圖 あり。 その 頃靈 翳 社へ 手 向と して 懸 たるな り 云 *。 按 

に、 南嶺遣 稿に、 園 記と いふ 書 を 引た る はいぶ かし。 盖桂 秋齋が 例の 僞ご とならん。 拚 £T の 都 は 和訓 菜 

にも 見 ゆる。 
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先君 子 不問 語 ー卷。 按-- 其 干 亥？ 係-積善 不肖 未 レ生之 日？ 實^ 壯ぉ， ノ^ 3。  止-一 

于此， 耶。 抑 後年 所 レ繽ぃ 散逸 弗レ存 也。 先^ 子 主- 踐履？ 不 レ留： 意 於 翰墨？ 冇レ時 成 レ^ 

者。 擧委 4 脱 中？ 不 - 復省錄 -焉。 積善 之 居レ憂 也。 與-ー 弟 積德？ 綜-き 篇，？ 定ノ 詩文 集。 

洎 和歌 和文 集 等 如 干卷？ 又 捜- 斯卷於 舊簏？ 淨寫以 藏焉。 蓋 ： 小冊。 而 一 時偶 筆。 未 

レ足 一，： れ概- 先君 子 生 平？ 然 共 畢行之 正。 孝 友 之孚。 " ユレ 志 之 堅。 守 レ分之 安。 憂 レぽ恤 
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レ民之 切。 處レ事 接 レ物之 周 a 篤。 W 篇內 M 如。 有- 不レ可 レ稅焉 者？ 今 欲-梓 而傳- 焉。 

世 之讀. -此書 ？ 以尙 n 友 之 _ 者。 不レ知 誰 居。 先君 子 之卒。 距レ今 三十 有餘 年。 音容 S 遠。 

タ t シヲ  ヲ  ハル 二  1  リラ  ケ キラ  ュ 

乃 者 再 抆- 斯篇？ 思- 1 其 志 意 笑 語？ 刖涕 血交レ K 矣。 積善 守-先 業？ 承- >乏 于 府庠？ 其 

不レ 克^ 負荷？  n 夕是懼 e 而 亦！： 老矣。 嗟々 已焉 哉。 感極而 書。 

寬政 辛亥 芒 種 節 

大阪府 懐德 書院 敎授 屮井 積善 敬 書 
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貽範 先生 略傳 

先生 諱： 1 之。 ^叔 贵。 稱， 忠藏。 自號 -1 甕^? 姓 中 井 氏。 播之龍 野人。 其 先 喊-仕 前 田、 黑 

W  二 侯？ 父？ g 呰 仕，， 脇 坂 侯？ 先生 少 遊 U 大阪？ 受， 業于 石^ 三 宅 先生？ 享保 十一 年 丙午 

シ  ft-  V  一  匕. N  フヲ- 一  リス 

奉 官命， 設 M 懐德 喾院于 尼 崎坊？ 請-石^, 敎校 焉。 府知レ 0 レ學矣 。 卜 冗 年 爽戌代 領-敎 

授-其 學宗- 洛閩？ 一  時異言 之 旁 午。 褒 若 レ弗レ 聞。 龍 藩 有-巨 姦- 發覺伏 レ誅。 先生 與而 

冇レ 力。 藩侯^ 以-ー 旣禀？ 先生 於-一藩 事？ 知 無 レ不レ 首。 國人 畏敬 焉。 居レ t 泊 如。 孝 友 篤 

至。 行レ已 端正。 率 レ物溫 而毅。 舉リレ 世 愛 重焉。 娶ニ M 付 氏-生-ニー 男-曰 積善。 曰 稜德。 寶曆 • 

八 年 戊 寅 六 十七 日 終。 享年 六十 有 六。 私お ran 貽範 先生？ 共^  于行狀 替翻洲 五 

井先 生 所 レ^ 慕 誌銘- 云。 
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中 井. 瓮庵撰 

ことしの 冬、 わが ゐ どころ のせば きとて、 家の しりへ に 軒ば を さしいだ し、 ひとまに は、 親の 祭 ど 

ころ を かまへ、 共 次の まに、 ふばこ ふづ くえなら ベて、 日の いとま こ-にあ りて、 さしこめて、 あ 

した 夕、 心 をの どめぬ、 窓 くらから ぬ ほど、 竹な ど械 そふる ま \ に、 人氣 遠く、 塵 もいたら すし 

て、 いとよ やすげ なり、 人の こぬかぎ り は、 ひとり 燈に むか ふに、 みし 事 聞 しこと、 心に うかぶ、 げ 

に はなつ かしき かた も覺 ゆるま、 に、 ひとつ ふたつと かき もてき たれば、 紙 かさなりて、 とぢ つく 

ベくな りたり、 これおろ かなる か、 と はす かたりと もい ふべ し。 

享保 つちのえ さるの 霜月つ ゐ たち  さね ゆき 

〇 年の ねび まさるに つきて、 過 こしかたの くやし さぞ、 ことの 外に 多 かる。 いはけ なき 年 ごろ、 はら か 

ら どち、 なれむ つび ける も、 よろ づぁ らそひ がちに て、 かしこ きがあたり へ はう とく、 よりそ はま 

ほしと ねが ふころ は、 ある はなが きわ かれ、 ある は 海山 を 隔て、、 相した ふ、 其 ころ はさ かりにて、 

いみ じく をし へ閜 えたる たらち ね も、 養な はんと すれば、 すでにお はさぬ ぞ、 いと せんかた なき。 つ 

かふべき 君 も、 時す ぐれば あはす なりゆき、 しらべ もしら でつ ま 琴 を ひくより、 ^の をし へ も、 たが 

ひもて ゆく めれば、 いかで 人の のりとる しるし あらん や。 聲 なつかしき 友 ちどりの、 折に ふれて、 あ 

なかし. こ、 を こたり そ。 暮 ゆく 年月 は、 人 を まつ もの か はと、 いさむる を も、 なを ざり に 聞す ぐす ほ 

どに、 っゐ にかう べに 霜 をの こして、 としの 過る 事、 矢の ごとし、 心なくて ふるが うちに も、 こ はい 
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かに、 さても など、 驚かぬ にし もな けれど、 人の 世の いつ、 のた ぐ ひ をへ つ i ゆけば、 よろ づ ことぐ 

さしげく、 ものに まぎれても 忘れ、 まぎれ じと すれば、 こと^ i\.5JS ふさがる やうに て、 よつ いつ &む 

つかしの 世 や、 つらし など、 け をされ て、 さらば 山に も いらぬ 心 もて、 この 世 をす てんとまでに 思 ふ 

なる。 かう やうの 人 は、 山に いりても、 又 山 を やすて むと、 みづ から いひて、 みづ から はづ、 はづか 

しとし らば、 はぢ なかれ、 くやしと おも はビ、 くゐ なかれ。 

〇 百と せ を ふるもの、 三 萬 六 千 n なリ。 はたちば かりの その かみ は、 よろ づ うきたちて、 すぐ めれば、 

おし とだにお も ひもつ けす。 みそ ぢ あまりよ ついつ V とか ぞ ふれば、 かつ おどろかれて、 さて 指 をお 

りて、 いく そばく ぞ とか ぞ ふるに、 一 萬 二 千の 年の 矢はゐ つくせり。 いま そこば くの 日 かす あるべき 

を、 百年い ける 人 まれ なれば、 九十 八十 あるひ はな-そ ぢむ そぢ、 こ ゆるぎの いそがしき 世 を、 おは 

りと するな るが あたり を 兒れ ば、 世に いけら む 日お ほき もの、 一 萬 六 七 千、 すくなき もの 五 千 三 1； 

百、 まことに 夢の まの ありさま なり。 まして 老 にたる 親のお はさん m をかぞ ふるに、 とく./.,. \ とおつ 

る 淚ぞ、 かすま さりけ る。 妻 あれば 子 あり、 はやく 父の 道 を しるべし。 つか ふる 君の 時に あはぐ、 つ 

とめて 事 をな しとぐべし。 たのめた る 友 も、 あるひ はわ かる i こと あり。 はやく まこと を いたす ベ 

し。 はらから など、 おなじむ しろに. S ね、 くりや をと もに してな どい ふ は、 き はめて いみ じき ことな 

り。 さらばと く 親しむべし。 ところ を かふる 勢 ひ あり。 

o 人の 世に まじら ひ、 人の 道 ゆく 人の、 を こたり につみ せられて、 わが ごとくく ゆらん が 悲しければ、 

くりごと をす るな り。 山に も あれ， 野に も あれ、 うきよの 外にす まゐ して、 身 ひとりと すみ わびたら 

ん うちみに は、 うらやまし けれど、 さる は 人の 常 か は、 木よりも うまれす、 石よりも いです、 はだへ 

に まど ふ 糸、 腹に あくよ ね、 身 を 置く 家 、いづれ か 人に とらざる。 すべて 人の ちからに まつ ものな り。 

さて 人の よはつ らしう しと、 おも ひもし、 いひ もして、 この 世 をす てが ほに すなる は、 なに か はた リ 


ら やましと せむ。 かの 道 をし りて ゆく 人の、 時 を 見て を こたら す。 んの わざし はて、、 山に あした を 

つけ、 ケづ 海に：^ さ、 せ、 心のま^-に 世 をす ぐし、 家ゐ などった なから す。 春 あきのな がめ、 よ やす 

けなら むこ そ、 誠に うらやまれ ぬれ。 

〇 かりそめの 道 を 夜 ゆかんに、 ちまたに のぞみて、 そなたに や、 こなたに やと、 見ゎづ らふ 時、 人 来り 

あ ひて、 いざた まへ、 をのれ も その あたり まかるな りと て、 先 だち て しるべす る は、 うれしと 見す 

や。 人の 五倫に をけ る、 大 やう 夜の みちに 迷 はぬな し。 これ を さとし をし ふる 師 なくば、 たれ か はた 

ゆき もいたら む。 しかるに 師を 求む る を しらす、 しりつ、 もとめぬ も あるか、 あやしき ことなり。 君 

と 親と、 もの をし ふるき は、、 三 事と いひて、 かしこき が 世に はい もね も 三と せに て、 事き はめて お 

もし。 あがれる 世に は、 人 かなら す もとめて、 た ふとみ ける と 見えたり。 

〇 物 ごとに つけて、 過 こしかた を かたり 出る は、 大 やうよ き 人な り。 ゆく すゑ をのみ、 かたり いづる 

は、 大ゃ うはよ からぬ 人な りと、 人のお ほせられ し。 

〇 人 を とがめぬ 人に は、 いかり まれな り。 ある 佾の、 このと くもた るが あり。 めしつか へる をの こ、 き 

はめて かたくなに、 おろかなる を、 つゆと がむ る 心なし。 ある 時 ものへ まからん とて、 をの こ をよ び 

て、 竹の 林、 落^ ふかし、 け ふまから む あとに、 はら ひきよ めよ、 きりかぶ のとが りたる、 あやう 

し、 あな かしこ、 あしな やぶり ぞと いふ、 をの こ 聞 やうに もせで、 あ \ とい ふ。 とかくして 出け る 

が、 をの こが、 纥 ぎ、 おぼつかなく 立 かへ りて、 なん ぢこ k ろえ たり や、 あな かしこ、 足な やぶり そ 

といへば、 くりこと すなる あるじ かなと いひつ i 出れば、 かの 儕 やすしと ていで ぬ。 s くれて か へれ 

ば、 をのこう ち ふして、 あないた や、 あしのうらの あな/ \ とよぶ。 いかにと とへば、 きりかぶ のた 

k りなり。 僧. S とく やみが ほして、 あな 便な や、 汝 がそら み、、 常の 事な り。 されば いま 一度 立 かへ 

りて、 いましめん とせし を、 遠くき にけ りと おも ひて、 なを ざり になし はてたり。 これ わが を こたり 
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なり、 とが ゆるせと て、 藥を つけ 湯な ど あた ふるさ ま、 誠に をのれ せしめて、 うちわぶ る やうな り。 

〇 昔い やしく 今た とき あり。 いま を わすれて、 むかし をのみ かたり 出て、 人 をう やまへば、 人 かなら す 

たと みて、 いさをし を ほむ。 いまい やしく、 むかした とき あり。 いま を かへ りみ す、 昔に のみほ こり 

が ほ すれば、 人 かなら すわら ひて、 これ をに くむ。 をのれ ませば、 人へ らし、 をのれ へらせば、 人 ま 

す。 

〇 もろこしの かしこき がいへ る、 よき 人の 心 は、 たと へば. H し、 あしき 人の 心 は、 たと へば 黑し。 され 

ばよ き 人の よき 事す る は、 白き に、 しろき をく はふる なれば、 そのし ろき、 ます/ \ しろく、 いよ 

\- ほこらす。 あしき ことの、 つゆ 心に いたれば、 すな はちし りて、 すな はち はら ふ。 しろき が ト- の 

くろき は、 見やす ければ なり。 あしき 人の、 あしき ことして、 心ます，/ \黑 くな り。 たま しろき 

がい たれば、 よく おぼえて、 うち ほこる めり。 

0 ある 僧の もとへ、 人來 りて、 このほど 下 利 を やみて、 久しく まう です と. S ふ。 何のた k りに やとと へ 

ば、 ほかに まかりて、 かゆ をく らふに、 しほの あまりた る を、 かくてす てん もと、 くひつ くし、 か は 

くにお かされぬ とこた ふ。 傦 うちき、 て、 すっとな らば、 など この 土の 上へ はすて ざり しぞ といん。 

0 人の よき 事した らん を、 ほむる 事 あらば、 かなら すいまし めの ことば を 添べ し 。あしき ことした らん 

を、 いさむる 事 あらば、 かなら すな だむ る ことば をく はふべ し。 いまし むれば ほこらす。 な だ むれば 

よきに す \ む。 

〇 千金 をつ みて、 子孫に のこす もの あり。 千金 を もて、 よき 人 をつ のりて、 これめ しっかへ とて、 子孫 

に をく る ものな し。 こがねに おごり をす X むる 勢 ひ あり。 人に 儉を しめす 德 あり。 金つ きて、 金 を 生 

ぜす。 人 はか はり をす i むべ ければ、 ながく つくる 事な し。 

〇 やめる 人 を 見て、 いきしに を さ だむ る は、 本より 醫の 事な り。 すこやかなる をみ て、 これ やま ひな 
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し。 誠に すこやか なりと さ だむ る も また 醫の 事なる べし。 い と すこやかなら む 人、 いつはり て やめ 

りと いはんに、 藥を あたへ、 やめら む ものが、 いつはり てつ &が なしと いはんに、 くすり を あたへ ぬ 

る。 世に あらん を、 そ もく すしと て、 はう ざ を まかせん いと あやうし。 

〇 うたへ をき く、 われ 猶 人の ごとし、 かなら す やうた へな からし めんかと いへ る は、 ひじり のこ-ろざ 

しなり。 されば やま ひ をい やす 事、 われ 猶 人の ごとし、 かなら す やや まひな からしめ むかと、 こ&ろ 

ざす は、 く.^ *I i のめで たきなる べし。 

0 東へ 行く さ ぶら ひの わかき あり。 都に のぼる 士の老 たる あり。 各 驛路の 馬に 騎て 行か^に、 わかき が 

馬の 馬お ひ、 老 たるが 馬の 馬お ひに、 殘 りの 道の かへ ごと 定めて、 わかき にむ かひて、 馬 を かへ はれ 

ば、 のり かへ させ 給へ といへば、 やがてお りぬ。 老 たるが 馬お ひもし かいふに、 いな われ はいそぎ の 

道な り、 ためら ふなと て猶 おはす。 わかき が これ をみ て、 をのれ をお ろして、 一 こと を も かけす ゆく 

は、 人 わらへ にせん とか、 いで ものし らせんと て、 鎗を とり、 -老 たると まれと よぶ。 老た るかへ りみ 

て、 おりて 待 さま、 こともなげ なり。 わかき 走りより て、 刀 をぬ け、 ：；： 合せて しなんと いふ。 老 たる 

つく^ \ みて、 いみ じの ありさま や、 是 にっきて ものい はん。 近くと いふに、 いき ほひ さめて、 とく 

きかんと いふ。 老 たる ほ、 ゑみて、 されば とよ、 をのれ も 子 もた るが、 年の ほど も、 けなげ さも、 お 

ことに 露た が はぬ が あやしければ、 先ぞ思 ふ" かれ わが 君に つかへ て、 東に まかる 事 あれば、 われ か 

れを いまし むる こと 外な し。 驛路 のしげ き 行か ひ、 馬お ひ 舟 長な ど、 すべて 心づ かひして、 あな かし 

こ、 君と 親と を 忘れて、 はしたなき あらそ ひなせ そと、 くりこと すなり。 おこと 親 あら. よ、 必ゎ が；^ 

の ごとけ む。 おこと これ を 思 はす や、 命 あらば 又 こそ あはめ とて、 义 馬に またがり、 かへ り 見 もせ 

す。 わかき、 只 あきれて、 世に はさる 人 も 有け りと て、 ^の 蕻 みけつ までみ をく りて さりぬ。 命い き 

て 君に つか ふる も、 此 翁が たま 物な りと、 年へ て 後 かたりけ るよ し。 tt わかき は、 榊 原^の 人な り。 
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o かた ゐな かにて、 賤の女な ど、 人 なくなり たる を、 とぶら ひに § きて、 かへ らんと するとき、 あるじ 

にむ かひて、 ながく わびさせ 給へ と. S ふ を、 かなら すいふ ことにして かへ るな り。 いと ゆへ ある こと 

ばな める を、 いふ もの も、 きく 者 も、 たぐな げき を わすれよ と、 いふ ことなり. と、 お ほかた 聞 ひがむ 

める。 

〇 ある やん ごとな き 人の、 政よ くした るに、 人の ものがたりす るつ ゐで、 おん 子なん、 おさ/^ おに は 

おとる まじう、 世に も ほめ 奉るな どい へば、 まことにし からば、 わが よろこび なり。 わが 子ながら、 

しぶかき に 木ね りかき をつ ぐ ほどの ものに は あらす とのた まふ。 

〇 よつ の 民の、 をのれ^ \> そのく らゐ をの がれて、 かれ こそよ けれ、 これ こそね が はしけれ とて、 うつ 

りか はる。 大 やうな し 得た る、 まれな り。 

0 わたし 舟の、 あまた ある 道 を ゆく ことの ありし に、 ^のこな たに なれば、 かち 人、 舟に を くれじと、 

足 を そらな り。 をのれ はこと さらに もい そがで、 いたれば、 舟む かひに ありて、 いそぎた る もの こな 

たにまつ、 やう^ \- にして 舟い たれば、 をのれ とひと しくの りて わたる。 また 川 あり。 いそぐ 人 はじ 

めの ごとく、 をのれ いたれば、 みな 人、 川の なかばに のり 出せり。 をのれ は を くれたり。 いまひとつ 

の 川に て は、 人 こなたに まつこと はじめの ごとく、 をのれ とひと しくの りて、 行かた に 時 を 同じう 

す。 舟の こなたに いたらむ とする を、 ^つけて いそがん は、 さも あるべし。 堤 をへ だて、、 たれ かよ 

、これ を はからん。 されば かれい そぎて、 得る 所 ひとつ、 失 ふところ ふたつな り。 よし 五つ を 得て、 

いつ- * をう しな ふと も、 いそぐ にあ やまつ ところ 半な り。 世 を わたる 人 これにち かし。 いそが ざろ も 

の、 大ゃ うは を こたり ぬ。 たビ ゆく あし をつ とめて、 ゆく 道 を ゆくべし。 

〇 詩 を も 歌 を も、 つくりなら ひて、 大 かたよし と、 人 もい はんころ に は、 かなら す をのれ つくらす と- 

も、  ふるき あと 誦し 出して、 たのしむ がよ し、 をのれ がなら すと すれば、 心 をつ からし、 ある は ほ ま 
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れを 求めて、 のどけ からす、 心 をの どめん とする もの を もて、 せ はしく するな り。 され ど その^. 一の よ 

しあし しらぬ かぎり は、 人の いみ じき を も、 いかでい み じと しらん や。 さる はまた^ば すと もとて、 

あらぬ ことな どに な ひ 出して、 かたはらい たきこと 有べ し。 

〇 梅 を たづね、 花 を 見るな ど は * たれ も， ^いふなる に、 かしこの 松の めづ らしき を 見ば や、 こ、 の 竹 

に、 曰 をく らして などい ふ 人の、 たまさか にもな きか、 うらめし きなり。 さる はと こしな へに みどり 

ふかく、 所 を わかで 多 かる もの ゆへ、 よしと a っ&、 めづ らしげ なければ なるべし。 たれが しが 庭の 

おもしろう などき こ ゆるに、 松 竹の なしと きけば、 その あるじ かたら まほし とも^えぬ よし、 いふ 人 

も あり。 誠に 松に をの このみ さほ あり。 雪に よろしく、 風に よろし。 竹に をん なのみ さほ あり。 露に 

よろしく、 雨に よろし。 

o はり まの 國に、 孝女 あり。 やそ ぢに あまる 姑、 やま ひに ふして、 あやうし。 孝女 はやうよ り、 やもめ 

にして、 子 ふたり もた るが、 き はめて 貧し けれど、 姑に つか ふること は、 よく そな へて、 たらぬ こと 

なし。 ある 時 その子なる、 人の らうせ る 山に て、 柴 とりたり とて、 共 村人ら、 これ をし ばり、 ころさ 

ん などい ふ。 この 事 孝女が 村に 聞 ふれば、 その 村お さ、 孝女が 家に きたり、 我 ゆきて わびごと せんに、 

そこに も ゆけ、 さらす ばう け ひか じと いふ。 孝女う ちな きて、 いな、 をのれ はまから じ。 ねが はく は、 

君 いかにもして、 いきかへ らしめ 給へ とい ふ。 さても わが 子の 命、 おします やと、 なじれば、 孝女な 

みだお さへ て、 姑の 命、 夜の ま を はかりが たし。 子の とられた る 所、 道 遠し。 をのれ まから む あとに 

て、 むなしくならば、 この 世 を を ふる うらみな るべ しとて、 っゐに まから す。 村お さあ はれが りて、 ひ 

とり ゆきて、 この 事 をせ にい ひたて、、 わび ことしければ、 ことなく 返し あたへ けり。 赤穗 城下 木津 

村の ものな り。 

〇 うれしき 事 は、 わすれ や i JI i。 心の どけ ゆるぶ かたなれば なるべし。 かなしき 琪は、 大 やう わすれが 

ill 
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たし。 心 結 ぼ ほれ、 凝 かたなれば なるべし。 あなう のよ や、 むつ かしつら しとい ふめれ ど、 うれしき 

は 多くて、 かなしき はすくな かるべし。 雨ふりつ e く 事、 たび，/ \ なれば、 年の 半 は、 日の 光 も 見え 

すな ど、 うちわ ぶれ ど、 雨し げきと し、 九十 日に すぐる ことなし。 

o 親 ものに くる は^、 子 は^をき りて はやせと いふ 諺 は、 子に いましめ たる を、 はら あしき 親、 を. のれ 

に 引て、 かく も ぞいへ る、 など われに もとる と、 子 をせ むる、 いとわろ し。 老ては 子に したがへ とひ 

ふこと わざ は、 よろ づゎ がま、 ならん 親に、 いましめ たる を、 ふけうな る 子、 をのれ に 引て、 昔の 人 

はき \ しらす、 今 はかう こそす ベ かめる 。はこの 諺 はいかに などと な へて、 親 をと がむ る、 いとに くし" 

所 をうれば たすけと なり。 とりた がふれば、 道 を そこな ふ。 

0 うす ひき 歌の、 よろしき は、 染て くやしの にせ 紫よ、 もとの しら 地が、 まし じ や もの、 人^い ひなし、 

北山し ぐれ、 くもりなければ、 はれて ゆく、 人 はとが なや、 うらみ はせ まい、 かたわ 車で、 わが わる 

い、 山 がらが、 山が ういと て、 里へ 出て、 里で ゑ さしに、 さしおと されて、 今 はいり そよ、 鳥 龍に、 

人と ちぎらば、 うすくち ぎりて、 末まで とげよ、 紅葉ば を 見よ、 うすいが ちる か、 こきが まづ ちる も 

ので そろ。 

0 たび は あはれ なるこ そよ けれ。 年へ ての ち、 其 時の 友人な ど、 相 かたら ふに も、 そこの わたし 舟に て、 

雪に 逢つ、 かしこの 山に て、 雨に ぬれて、 とまり かねてな どい ひ 出れば、 身にしみて おかしう も覺 

え、 よろ づ心 にかな はぬ 折 ふし も、 うき 旅の さいつ ころ、 あるじの つれな かりし、 うえつ jus* えつな 

どお も ひ 出せば、 おごりの 心 皆き ゆ。 家と めらん き は、、 ひと 曰 ふっか 外へ まかる にも、 くひ ものて 

うど 力く る 事な く、 おも ふやう にして とこ そ、 用意 すらめ、 た f 家に のりても ゆけ. A し、 ；F うちあ. H 

ぬ 中に こそ、 與 ある 事 も 有なる をと、 むげに 覺 ゆる を、 さても 摘、：：： ゆかぬ か も 有 V ナ ま、 ^つら 

しと、 かこつ 時 も あるべし や。 さはいへ、 つれだつ 人の、 もの かろくて、 き はめて 用 あるて うどな ど， 
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用意して、 これつ かへ とて、 さし 出した る、 折に つけて いとよし。 かしこに しる 人 あるじの 心む つか 

しからす、 くひ ものき よく、 湯な どひ かせ、 よるの ふすま、 心づか ひした る、 うれしき もの にぞぁ 

る o 

〇 碁 を かこむ ものに 目な し。 かたはらに 見る もの 目 ありと いふ。 たが はぬ たと へな り。 然るに これ は、 

をのれ に 求む る 心う すくて、 人 をせ むる 心の あっきが 上 にゃある らん。 弓ゐる もの &、 をのれ にかへ 

す 心に は、 おとりたり。 ある 人 碁 を かこみた るに、 いし をお ろし、 また あげて、 こ-にや をかん、 か 

しこに やおろ さんと、 かたはらなる 上手に とふに、 されば しかも ありなん、 かく も ありなん。 まど は 

じと こた ふ。 い なのた まへ、 擧 びが てらに せんと いへば、 さりと て 盤に むか はぬ もの を、 わき 目に は 

ゑ こそ わかた ねとい ふ。 この 人 は、 弓ゐる もの、 たぐ ひなるべし。 

o 小鳥の いろね いみ じき を 求めて、 めでたき 籠に いれて、 くれな ゐの糸 を かけて、 もて あそぶ は、 鳥 を 

いとおし むか、 いとおしむ にあら す、 にくむな り。 

〇 人のう まれつ きの 中 さまなる は、 ならびに 染事、 よきに ならへば よく、 あしきに しめば あし、、 おそ 

るべ し。 なら ひそむ こ とひた もの なれば、 心 こりかたまり てくせと なり、 っゐ にう ごかす。 たびに ま 

かると き、 湯 あみせ しに、 ゆかたと りい でん もむ つかしと て、 ひとへ なる あらき 衣 をき て、 これ もま 

た 湯 かたなり とお も ふに、 さすが 心 あしき かたの ありけ る、 この ひとへ、 たちぬ ふところ、 ゆかたに 

ことなる がた めか、 しからす、 心の なれぬ ところ、 必 しかり。 鼠の 猫 をお そる、、 その 常なる を、 ね 

申み つか ひとかい ふ もの 、手に わたれば、 ねこに いだかれ ていね ぶるな り。 

〇 さぬ きの 國に、 はらから ひとしく おし つんぼなる あり。 其太郞 なる、 國の 守に つかへ たる、 ^ありて 

ころされぬ。 その 親なる、 いたくな げく も、 かたわなる はらから しるべき やうな きを、 なにと かお も 

ひけん、 かたな もてさし か はして しにけ り。 兄が しにけ る をし. o- て、 いま はたの みなしと てし にけ る 
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か、 父母の なげき 見る にたへ すと おも ひける か、 兄 を こそた のみ たれ、 をのれ がの こりて、 かなしき 

め を さへ、 父母に 見せん がつ らしと にや、 おも ひつめ けん、 かう やうのお も ひ、 みな/ >\ むねに せま 

りて はたしけ るか、 いと あはれ なる 事な り。 本よりか くと 聞べき 耳な く、 それと いふべき 口な し。 そ 

れ はたい かにして これ をし り、 いかにして はらから おも ひ を あはせ たる。 よりて おも ふ、 天津 心の 誠 

とい ふ もの、 口 を かりてい ふ を もち ゐす、 耳 を かりて きくを またす。 

〇チ のけう やうの 道つ くせる まれな り。 つくさん とお も ひたつ もまた まれな り。 され ど 子と してけ うる 

ら むは、 いみ じき 事と、 たれ もくしる なれば、 人の子の むれ，^、 相い ましめ てつ とむべし。 子の 

ちゑ ひらく まで は、 よろ づ親 にの みもと むれば、 親よ く、 これ を をし ふべき を、 た^いと おしとの み 

まよ ひて、 ある ま X にあら せ、 っゐ によから ぬ ことなし 出れば、 あなに くやい かに せんとて、 に はか 

にかれ をせ めの、 しる。 これ 子 をい とおしむ とせん や、 にくむ とせん や。 かう やうの こと は、 人の 親 

の むれ./^ 相 はかりて、 論すべき 事な り。 まことの 慈父 もまた まれな り。 

〇 玉のう てな も。 膝 をい る、 にす ぎ や。 錦の 衣 も、 風 を ふせぐ の 外用な し。 魚の 鳥の 數 ある も、 腹に み 

つれば 土の 如し。 かの やん ごとな くと みさかえ たるき は&、 味 をつ くして くらへ ど、 ものき はまりて 

のぞみたら す。 おりもの、 めでたき を かさねても、 はだへ つねに さむき やうな り。 みつ 葉よ つばに つ 

くりみ がきても、 すみなれめ なれて、 きょら なりと もしら す、 かしこに うつり こなたに わたり、 いよ 

たくみて いよ/ \ このむ。 たと ひこれ をた のし や^ JI -と おも ふと も、 火のお それと み にい たれ 

ば、 ものみな き ゆ" 盜 のうれ へき たれば、 たから あるひ はう しな ふこと あり。 しかした にもと めに や 

すく、 うしな ふに かたき もの を、 たのしまむ。 つら^ (^あめつちの をの づ からなる けしき を兑 よ、 山 

あり 川 あり、 あめつゆ 雲 風の け は ひ、 いづれ か あはれ と はみ ぬ。 淸風 明月； 錢 のか ふこと を 用ゐす 

と、 から 人 もい ひし。 もと むれば こ、 にいたり て、 とこし な へ にう しな ふこと なし。 すべて. S へば 一 
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とせに して、 わかてば よつな り。 よつ が ひとつに、 千ぢの あはれ を あら はして、 ちかく 見れば たに 1 

日の 朝夕に あり。 

o 大 やうよ しと兑 ゆる 君の あたりに も、 よこしまなる めしつか ひ は 多く、 まめし き はまれな り。 これ さ 

る ゆへ あり。 たと へば かくせん とのた まふ ことの、 よからぬ は、 まめし きうけた ま はれば、 とぐ むる 

に 心 あり。 よこしまなる は、 いとむ ベな りと す^-むれば、 大 やう うれしと 聞， 刀：： より、 まめし きをば、 

をのれ にもと ると la なして、 其 道 を 守る を しらす。 よこしまなる をば、 をのれ にした がふ ものと おも 

ひて、 その もとめ ある を しらす。 か^-る 事み たびよ たびすれば、 まめし き は 遠ざかり、 よこしま はち 

かづく、 ちかづく もの、 日 々 にした しみ、 遠き もの、 日 々 にう とし。 うとき が 聞え あげん とする こ 

と、 かなら す 近き を もて 梯 とすれば、 ちかき に權 あり。 遠き に 威な し、 權 あれば 事 を 生じ、 威な けれ 

ば、 ふせぎが たし。 っゐに 家國の やぶれと なり もて 行なり。 これ 君 またく 喑 きに あらね ど、 よるの 燈. 

の ごとく、 近き をて らして、 遠き に 及ばす。 かの 朝日の ひかり を 見す や、 くつね たぬき、 あ， なに かく 

れ、 ちかき を ゆるがせに せす。 遠き を もらさす。 かれはよ しこれ は 見に くしと、 てり かビ やく。 

〇 この ころの 事に や、 貧しき をの こ、 人に やと はれて、 あさましき 世 を ふるに、 人に も：^ すべき 程の を 

んな子 あり。 き はめて かほよ し、 その 友き たりて、 そこの をん な このい ろよ きに、 うかれ 女に もうれ 

かし、 さらば やすくて 世 をば わたらん もの をと いへば、 いなうら じ。 すて子な りし もの をと いふ。 さ 

らばい よ， （- うれ かし。 誠の 子 だに しかす る も ある をと いへば、 をの こかし らふり て、 かれす てられ 

しいに しへ、 をのれ 見つけて、 あな びんな や、 あはれ おほした てんとて こそ ひろ ひつれ、 ^しき 時 うら 

ん とて は ひろ はぬ もの を、 今 はたむ かしに そむかん や。 いと 貧し かる をの こなり とも、 むこと 名 づけ 

て あは せんとて、 っゐ にうけ 引い ろな し。 篛を しると いふべ し。 

〇 世のお さまる にっきて は、 ものごと ゎづら はしくな り もて ゆき、 家國 のつ ゐぇ おびた^し。 されば 上 
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は 下 を はたり、 下 は 上に もとめて、 っゐ にたる ことなし、 かしこき 君、 かみに おはしても、 世 こぞり 

てし か あらん を、 とみに 引かへ さん 事 かたし、 昔 かま くらの 北條 氏、 さかり なるころ、 比 岐の能 員 を 

むかへ て 殺さん とする こと あり。 能 員 は 時の 外戚 なれば、 いと やん ごとな かるべき を、 其し ぞくの 人 

々、 時 政が めす 事た^ ならん や、 人お ほくめ しつれ よ、 を のれら が 從者を あはせ むに、 など 百に みた 

ざらん とい ふ。 能 かす 聞て、 いな 事 ありげ にせん は、 禍を まねくな り。 た^-常の 用意 然るべ しとて、 

めしつ る、 さ ぶら ひ 六 七 人と あり。 今やう の やん ごとな き は、 かりそめの ありき にも、 二百 一二 百、 遠 

っ國に まかる に は、 千ぢを もて かぞ ふれば、 いと やう か はりたり や。 されば かま くらの、 なにの や 

つ、 くれの やつ、 たれの やしき あとな どい へる、 ことの 外にせ まきよ し 人の いふ。 其 世に はさても あ 

るべ し。 

〇 ある 所に まかり、 ひね もす かたら ひける に、 人々 うちより、 たれ かし は あしく、 それがし はよ からぬ 

AJ としたり など、 あしたより ゆ ふべ にいた るまで、 いひの 乂 しる。 募す ごろく もぞ ある、 これ を もて 

かへ よと いへば、 みな 人 やみぬ。 家に かへ りて 後、 け ふたれ く か-りけ り。 いとよから すの よし あ 

しごと やと かたる。 立 かへ り 思へば、 これ もまた 人の よしあし ごとな りと さとりて、 口 をお ほふ。 か 

うやう のた めし、 世に 多き ことなり。 

〇 ある 民の 家へ、 ふみの 道 あきらめ たる 人、 いたれる に、 家のう ちに、 しょくの 三 宇 を、 額に かきて あ 

げたり。 いかなる 故ぞ といへば、 かの 民 かしこまりて、 をのれ はもの しること なけれ ど、 いろは もじ 

を、 かたの ごとくお ぼえ たり。 されば しはすぐ に、 く はま がれり、 よ を 中に すへ たる は、 よの 中 は， V 

い ふこ X ろな り。 しの ごとく 直 なれば よし、 くの ごとく まがりた る は あしく、 また 人の やま ひ、 食に 

あり。 人の 迷 ひ 色に あり。 この 二字の 聲、 みなしよ く， \ と. S ふなれば、 この 心 を こめて いましめた 

り。 この 外しれ る 事な し。 をし へた まへ とい ふ。 かの 道 しれる 聞て、 籀 よき 道 や あるらん。 をのれ は 
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まづ をし へられたり とて かへ りぬ。 

o 島 や 何が し は、 摸が うの 上手に て、 水戶 家に つか ふるよ し、 志 や ありけ む。 親のう せた るに、 三年の 

いも ゐ しけり。 はてのと し、 友 だち 酒 さかなに な ひきたり て、 久しき つ 、しみに、 いたく やつれけ 

め、 け ふ は 酒す、 めて、 扇の 手 見ん とて、 しゐ てた、 しめければ、 からう じて 扇と りて、 みとせ の 過 

し は 夢 なれ や、 うつ.^ にお ふの 松原と、 うた ひて 淚ぐ みけり。 析 にっきて あはれ なれば、 きく 人み な 

泣けり。 

〇 君に つかん る ものに、 忠の心 をと へば、 おさまれる 世に て は、 よく 君に したが ひ、 みだれた らん^ 

は、 君の 馬に 先 だち て、 死 をいた すの みとい ふ。 これ もまた 忠 なり。 そ もく 末 をし りて、 本 を わす 

れ たり。 中の 心と いふが、 忠の 文字な り。 君と ほと は義を もてより あ ひたれば、 誠の たらぬ をお それ 

て、 親しき 文字 をく はへ たり。 これ は 君 をい とおしき ものに 見 奉らば、 I ^のよ き、 など よろこば ざら 

む。 君の あしき、 などい さめ ざらん。 すべて 身 を 君に まかせ 奉れば、 危 きを： ^て、 命 をいた す も、 ま 

た 其つ ねな り。 

〇 春の はじめより、 年の 終りまで、 おも ひやり たる。 いつごろ はかく や あらん、 しかして などた のめた 

る も、 おかし。 年の くれより、 過 こしかた をかぞ へたる、 そこば くの 事 を 見き &、 うれしき、 つらき、 

あらまし の あらすな る。 おも はぬ 事の なりたち たる。 時に よりて あはれ を そへ たり。 雪 しづかなる は、 

爐に 火お こして、 窓 を 開て ながめ、 菊より 後の 花、 花より さきの 色 こそ あれ、 に ほひ あらば、 た をる 

ベくな ど 興じた るに、 おも ひの 外に あとつ けて、 この 雪い かに 見る やと もとはす。 とへ かしと いひ も 

こさぬ がに くければ と、 いひより てさしむ かひた る。 やがて 酒す、 めて、 かほす こし あかくな した 

る、 拆に ふれて いとよし。 さいつ ころ、 螢見 にちい さき 舟に のりて、 なにがしが 醉の まぎれに、 水く 

りし もお かし。 水無月の ひるつ かたは、 日影お そろし けれど、 あたらしき すだれ 西に おろし、 木の 
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  K 六。 

竹の、 靑葉 にて すぎた る、 軒 ふかきす のこ 端 居し、 ^を かこみた る、 よし。 氷 そ、 ぎた る 草 むらより、 

風の ほそう かよ ひたる、 よから す やな ど、 いひ 出し、 おも ひも かへ す、 誠にな つかし。 年 かへ る あし 

たといへば、 たれ も /\ うきたちて、 また さむき 春の 野に、 梅 を たづね、 花 さくころ は、 大 やう 家に 

うづく まること なし、 あは ビ やとね が ひし 友な ど、 花の あたりに ゆき あ ひ、 人つ ど ふあたり は、 蘆の 

あがる わろ しとて、 山に も 野に も、 ふるき 寺、 あるひ はかげの どかなる 片岡 などに、 むしろ をのべ さ 

せ、 かたの ごとくと & のへた る 酒 さかな、 とりちらし、 みづ からく みて、 みづ から 醉、 しゅる 人 もな 

ければ、 くるしと み ゆる 面 もな し、 さすがに ふつ、 かなら で、 筆 す^り ふところ にして、 詩に も 歌に 

も、 得る ま、 にかいつ け、 必し もまた くせす、 本末 はかた/ \ に、 叫 句 はふた つに もして、 兒 などみ 

たりよ たり、 花 を ひろ はせ、 柳 を おらせ、 絲 竹の 音 遠く 聞きた る、 誠に ひじり にも ゆるされぬべき 心 

地 こそせ め。 秋の よは かなら す 家 をいです とも、 小 庭な ど、 草の 多 かる あたり、 月 を 待 出た る、 むし 

の聲 しづかに て、 いとよし。 かりがねの 月に を くれて、 山の は を こえく る、 うち さすき ぬた の^に き 

こ ゆる。 たが 文 を かけて、 いづかた に ゆく にやと、 ふる 里の 夢見る あたり、 をの こに よす るね やのう 

ら みまで、 おも ひ あはせ て、 あはれ ふかし。 かう やうに かきつくれば、 筆ち びて、 ことば あまれば、 

たのしみ は猶 おほしと しるべし。 

0武 にて とり、 文に てお さむと いふ こと、 むかしより いひて、 こ、 もとにて は、 武を たうと ぶが なら ひ 

にて、 これ わが 國 ぶりな り。 なに か 文 を 用ゐん とい ふ、 ひが ことなり。 この ふたつ は、 いにしへの 聖 

が、 家國 をお さめし る 道の 中の ふたつな り。 春 S は 文な り。 秋 冬 は武 なり。 秋 冬の み、 春 夏 は 川な し 

とい ひて、 歲 をな さんや。 

〇 あき 人の、 を のれら は 利 を わざとす る もの なれば、 もの まなびしても、 淸 き心ぞ なしが たしと いふ。 

あさましき 論な り。 もの 滯ら す、 たよりよ くな り もてく るが 利 なれば、 たれ かこれ を あし  >- とい は 
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ん。 たビ これ を V にあて i、 をのれ にたより なければ、 すべき もせす、 たより あれば すま じき も すれ 

ば こそ、 あし^-とはいへ、 されば すべき をして、 をの づ からた よりあらん をば、 かしこき もよ ろしと 

さだめき。 やん ごとな きょり、 末々 のさ ぶら ひまで、 みな：^ に とりてろ くと す。 こ. el を も はたい やし 

とせん や。 士 おさめ、 民た がへ し、 ェ つくり、 あき 人の かへ ごとす る。 皆 その わざに して、 これ をす 

る もの、 をの づ からの 利、 かくれて わざのう ちに あり。 つとむれば 生じ、 を こたれば き ゆ。 

0 いつの ころ にゃあり けん。 あき 人の 家に、 盜 いりて、 あるじの いねた るう へに、 馬の りに して、 刀 を 

むねに あて、、 たから ある 所 をし へよ、 さら すばころ さんと いふ。 あるじの をの こめう ち さまし、. つ 

ら. /\ 盜の顏 を 見て、 さて まなこ ゐ のげ なげさよ。 ころされん がかな しとて、 物 あた へん や。 あらた 

めて ことわざすべく ば、 ものと らせん。 さらす ば 力なし。 とくころ せとい ふさ ま、 物と も 田 5 ひたらぬ 

まなこ ざしに、 ぬす 人と びし ぞ きて、 はら/ \- となみ だお として、 ありがた きをし へ かな。 さるに て 

もお そろし のとの や、 いく そばく の 人 をお さへ たるに、 か、 る や 有し。 又 かう やうの いみ じき こと 

ば、 きけ る 事な し。 今より き はや かに あらため てんとて、 かしら を ふせて、 あ ふぎ JT 几す。 をの こおき 

いで、、 かねとら せて、 誠に をの こなる は、 さらば ゆけ といへ ば、 かね をし か へして、 をのれ にたら 

ぬ ことなし。 たぐ ひき ゆる もの どもの、 百に あまれる に、 ものと らせんり やうに すなる とて、 やがて 

まかりい でぬ。 あけの n 暮に、 いづこ ともなく、 ふくろに ものいれて、 文 を そへ て、 あるじの とのに 

奉れと て、 なげ 入て にげた る^ あり。 あるじ 文 をみ るに、 思 ひがけぬ ありがたき 敎へ、 ^にしみ て覺 

え 奉る。 ことわざ せんと やくしつ るが、 ひき ゆる もの どもが かなしがる にっきて、 又 こそ わる わざ； ii 

る なれ。 ^はお ほやけ の あみに もる 、ことなし。 つみな はれん あとに て、 後の わざして たま はれ。 お 

それみ 奉れ ど、 一夜の たいめ に、 御 心 を もしり、 心 を もみせ 奉る を 契りに て は. E. なり。 其 料に とて、 

こがね モ こばく、 ふくろに いれたり。 年へ て 後 かの ぬす 人、 かまいり にせられ ける。 あるじ 便な ぅ覺 
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えて、 閱ぇ しごとく、 かの 金 を もて、 あとよ くと ぶら ひ、 殘れ るかね を、 遠き をお ふ、 とぶら ひの 料 

として、 必 忌るな ど、 子に 孫に、 いひ をけ るよ し、 はるかに 年へ ての ち、 盜の 百年 忌と て、 僧 をむ か 

へて、 ついふくして、 人に もの とらせな どせ し 人、 其 子孫なる よし。 盜は名 だかき 石 川と いふ ものに 

て、 あるじの ところ は、 艽 條 あたりと かった ふ。 

〇 つくし 琴と て、 世に もて あそぶ は、 あらぬ 聲 なり。 近き 比、 つくしの 國 より、 老 たる 人 都に のぼり、 音 

樂を 聞て、 ひなの 家づ とに せば やとて、 名 だ、 る 伶人 あまたむ かへ て、 日ね もす 聞て、 ことの 外にけ 

うじて、 さて をのれ はっくし 琴を傳 へたり。 これ を 奏して、 むく ひんと いへば、 伶人 聞て、 なにば か 

りの まねび にかと 思 ふに、 やがて 琴と り 出して ひく、 歌 はふる めき、 調べの からびた る、 むかしお ぼ 

ゆる ことい はんかた なし。 たれ も/ \- なみだお として、 いかなる 曲ぞ ととへば、 誠の つくし ごと これ 

なり。 世 を ふるま、 に、 今の やうに いやしくな りたり。 をのれ はふろ き 人に つたへ たるが、 のこりな 

きわが 齡 につれ て、 この 曲 も絕果 ぬべ しとて、 うちな げきて わかれね。 伶人ら、 これ を まなばん と 思へ 

るに、 はや かへ りぬ。 つくしの なにがし ともしら で、 くやしと 人に かたりし よし。 

o 琴の 音 は、 遠く 松風に かよ ひたる、 誠によ し。 笛の 音に、 月の 明き 夜、 出の ほとり、 遠から ぬ 高 どの X 

おばし まに よりて ふきた る。 それと おぼろげに 見えた る、 いとなつ かし。 

o 民ぐ さの ことしげき、 見る も 中々 むつ かし。 かやが 軒ば に.. 雨 も 嵐 も ふせぎ かね、 わが こもたれ のう 

ち、 煙に ふす ぼり、 うちぬる も、 牛馬に 床 をなら ベ、 妻な ど は、 よもぎの かしら かきみだせる。 た^ 

聲の みぞ、 をの こならぬ、 兒 のお ほきなる、 ちいさき、 うえたり、 さむし などい ふこ ゑ、 いと かしま 

し。 おほした てた る、 たなつ もの も、 お ほやけ にいだ しっくせば、 その 味 を しること なし。 きぬ をる 

ところ も、 いとの 色つ やうる はしく、 をり なしても、 あた ひい やしく して、 上へ めされ、 あき 人へ う 

る も、 其 幾分 を か、 上へ さ、 ぐれば、 殘る ものいく ばく ぞ、 さて をのれ はつ^れ をき たり、 さるう へ 
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にこ^へ たり こ-の ゑた ち、 かしこの 公事と いふ 事 さへ、 く は、 れば、 っゐ にか しらの 霜 をのみ、 

わがもの として、 おも ひ 出 もな き 世 を わたるめ り。 かう やうの いたましき かぎり をば、 國 しろしめ 

す、 やん ごとな きが、 あはれ としろし めすべき を、 大ゃ うはしろ しめさす、 しろしめす も、 つか ふる 

人のへ つらへ るに、 さる は 民の 常な り。 つとめ を こたり て、 しかる、 ある は 偽 もて、 上 をし ゆるな ど 

いふ めれば、 にくし とこ そ 見た ま はめ、 かなし びんな しと はいかで お ぼさん。 この 民 は 三代の なをき 

なり。 道し ある その かみより、 たれ か はた 僞りを かざらん、 上の 道の ゆがめば こそ、 ゆがむ なれば、 

上 をし へて い つ はらしむ と ぞい ふべき。 

〇 心と らんと すれば、 手した が ひ、 心 ゆかんと すれば、 足す、 む。 見ん とし、 きかんと する に、 目 耳 ま 

た^-した がふ。 君 は 心なり、 もろ，/^ のめし つか はれば、 目 耳 手な り、 民 は 足な り、 足 はよ つかし 

もに て、 いやしければ、 むさき ところ、 あやうき 所 かなら す 先 こ、 ろみて、 つめたき を もて 常と す、 

しかるに 家に か へれば、 湯 を もて あら ひ、 しとね につ-みて、 これ を あた X む。 心 こ.^ を もて、 s 心 あ 

りと せす。 足 これ を もて、 其勞を わする。 

〇 はり まの 赤穗森 侯の 城下に て、 みつぎもの をめ さする に、 倉の ことしれ る 人、 いりめ を はかる とて、 

俵 を ひらく に、 ^につ、 みたる やき 米 あり。 なに むら たれと しるし、 この 初穗、 かれて たてまつる とか 

きたり。 よび 出して とふに、 年 ごとに しかす るなる が しられす して 過ぬ。 あないみ じと て、 よねた び 

て、 あら はされ たり。 いづかた の： ^も、 かう やうに あるらん に は、 など かみつかた のうれ へ あらん。 

さらば かのこ もたれの 戶の明 くれ も、 さぞな のどけ く、 日いで、 おき、 日い りてい こ ひ、 つちくれの 

歌、 いとくた のしく、 君 も はた ふしながら、 おさむべし。 

〇 世 すて 人の すま ゐ こそ、 折 ふしに つけて うらやま しけれ。 さすがに 都 遠から す、 竹の あみ 戶、 おどろ 

のかき など、 ひなびた、 る やうに はなく、 かけ ひの 水、 とこし なへ にかよ ふ。 とへ かしとう へぬ もの 
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から、 折 ふしの 花 も、 みづ から ほころび、 山 しづかなる 晝 つかた、 烏 のね も、 みやこの 外の あはれ を 

つたへ、 心 ある 人の、 かしましから ぬか、 たづね いり、 このす まゐ こそうら やまし けれな ど、 いひよ 

り、 こ^は みやこ のっとな りと て、 つくろ はぬ ものとり 出し、 ちいさき さか づきして、 かれは 半日の 

閑 を 得たり。 これ は忙 了せ りな ど、 わら ひ あ ひたる、 いとよし。 ^のい りたらぬ 住居 は、 さう しな ど 

ことさらに しろく、 板 間み がき いれて、 人の 影の こりな くう つるべし。 爐 にたつ 茶の 烟、 これ はとが 

の 尾の 綠 なりな ど、 世に いひ しらぬ に ほひ もぞ する。 か、 る 所の 明暮、 さぞな たのしき といへば、 あ 

る じ 心む つかしから す、 いな、 松風 かしましう、 さ を じか も、 枕に きけば、 おそろしく、 雪の ふる 日 

はさむ うこ そ あれと、 こたへ たらん。 ありま、 の 誠にて、 いとよし。 誠なら ぬかぎ り は、 はたう き 世 

を や、 わが ごとくし たはむ。 

〇 角 ある もの、 牙な く、 蹄つ よき は、 指な し。 淵に おどる もの、 木に のぼらす。 人は才 かしこき 故、 よ 

ろづ たら はぬ 事な く、 何事 も 心の ま  > なり、 是其才 にっか はる k なり。 されば 絲を をり て 衣と し、 木 

をた くみて 家と し、 かの 鳥獸 の、 をの づ からに 事た るに 似す。 人の うちにつ きても、 やん ごとな きか 

ぎり は、 身の そな へ いよ./ <\ あつくて、 心い よ-/ \ たらす。 大 やう はやま ひ をう く、 下がし もの、 世 

を わたる さま は。 き はめて むつ かし けれど、 もとめみ ちゃす く、 身 はた すこやか なり。 た^ 人の みし 

からむ や。 ありと ある 國々、 みな 然り。 見ぬ もろこし は、 國 ひろく、 よろ づ いみ じく、 海山に も、 こ 

と國 になき 物 をいだ すめれ ど、 猶 わが 國 におよ ばぬ 事お ほし。 されば かれに あた ふれば、 これにう ば 

ふ。 これ あめつちのお ほやけ なるべし。 しかれば 世 は、 唯よ しあし なかばす と、 心得 をる やよ から 

む。  - 

〇 やん ごとな き あたりへ、 まかり かしこまる 人 は、 た^かみの このみ を 伺 ひて、 さい は ひ を 求ん とする 

なれば、 わら ひ を さ 、げ、 媚を 奉りて、 下 ざまの うれた き 事 は、 大 やう. S みは^かる なり。 民草 は、 
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露に うる ほひ、 國 っ風靜 にな ど. s ふ 言の み 耳に いれば、 誠にし からむ と、 き^-過し 袷 ふ もこと はりな 

〇 口に やしな ひ、 身に まと ひ、 雨露の ふせぎす る。 このみつ ばかり 人に せちなる はなければ、 これ をな 

もとめ そ、 わすれよ と は、 誰か いはん。 もとめの 程よ かれと なり。 もとめの 程 をす ぎ、 及ばぬ は、 身 

の やま ひ を まねくな り、 さあらん に は 何 ごと を かなし 得ん。 口 あはき にあけば、 をの づ から 程 をえ、 衣 

あかつ かぬ にと^ まり、 身に かなへ はたる。 家 は 夏に よろしく、 窓 あかく、 南お もてなる かやぶ き、 

いたぶき、 かろき 瓦、 所に まかせて、 すこしせ まきを もて ほどと す。 庭の ひろき よし、 竹お ほく、 石の 

すくなき よし。 あらま ほしき もの、 松 竹 は 更に もい はす。 梅、 さくら、 夏の やり 水、 秋の くさ/^、 

もみ ぢ。 

〇 あか 子より、 みどり 子と いふら むころ まで、 父母の 心づ かひ、 いたらぬ くまな し。 ^に 近づけば、 手 

を 出し、 水に のぞめば 足 を あがき、 衣 をけ がし、 たから をく だき、 すべてよ からぬ かぎり、 おろかな 

るかぎ り をつ くせ ど、 これ をに くしと いかる 父母な し、 ものうち わりな ど すれば、 とりお さめぬ が を 

こたり と、 みづ からせむ。 これ 子の ざえ ひらけぬ をし りて、 いとおしみ ふかき 故な り。 國の守 は 民の 

父母な り、 などし からすして、 かくいと おしむ 心に は 似ぬ ぞ、 あなお ろか、 にくやな ど はの たま ふ 

ぞ。 いにしへの かしこき は、 民 をた もつ こと、 赤子の 如しとの たま ふ。 

〇兒 の 物語 をき くに、 むかしく、 鼠の 中の、 かしらね すみの、 とみ さかへ たる、 ひとりむすめに、 む 

ことらん とす。 もとよりく はしょく ものに て、 をのれ が むれ は、 ねこのお それ あり。 唯た ときが 上に 

たと く、 おそれな きが 上に、 おそれな からん をと のぞむ。 したねす みの、 ちゑ f» しき、 す、 みいで 

V、 人と いふ もの あれ ど、 たかき いやしき、 品 多く、 いのちみ じかし、 上が 上 を 見る に、 a: こそ 靜に 

とこし なへ なれ、 これ はいかに とい ふ。 く はしょく ものうち き、、 月なる かなと て、 やがてち ゑ もの 
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を 使と して、 天津 {仝 へ 奉る、 月き こしめ して、 われ てらさん とする に、 雲 さへ ぎる、 雲 こそ 上 なれと 

のた まふ。 ちゑ もの か へりて 吿ぐ。 さらばと て 雪の かた へ いは すれば、 雲き \ て、 われさ へぎらん と 

すれば、 風 ふきはら ふ、 風 こそ 上 なれと い へば、 また か へり 吿て、 風の もとへ ゆく。 風聞て、 わが ふ 

くと ころう ごかぬ ものな し。 ひとりねり 屛の举 ひがた さよ、 ゆるぐべく も あらす とい ふ。 ねり 屛 につ 

ぐれば、 つく/^ 聞て、 しかり。 われ まことに 力 あり。 いかなる 野 分木が らしと いへ ども、 うごかす。 

され ど 世に はつよ きもの ありて、 わが 腹に あな をう がつ。 上が 上 をと のぞま るれば、 をのれ が ほして 

むこに ならん こと、 恥 ありと いふ 。なにものか、 さはつ かまつ ると とへば、 名 をば ねす みとこ そいへ と 

いへば、 ちゑ もの あきれて、 しか 聞 ゆ。 く はしょく もの はじめて さとりて、 唯 その むれに こそ もとむ 

ベ けれと て、 同じね すみに あはせ ければ、 ことなくと みさかへ たり。 むかし/^ とい ふ、 この 事、 兒 

のた くみてい ふべき やうな し。 世の いましめ にもと、 心 ある もの \、 たは ぶれなる べし。 かの 舌き り 

す^め、 猿が 島な ど、 わらへ しく はい ひたれ ど、 ねす みのむ ことりに くらべて は、 をと りたり や。 

〇 あきの 國に、 おやお も ひの 子 あり。 父の ためにつ かひす とて、 草く つ はきて 出ん とす。 雨 あらたに は 

れて、 土 しめりたり。 母兒 て、 あしだつ けよ といへば、 をの こかし こまりて あしだす。 父 見て、 草く 

つせ よと いまし むれば、 またぬ ぎ かふ。 母 また あしだ をと いへば、 またしたが ひ、 父 またい まし むれ 

ば、 またした がふ。 かつぬ ぎ、 かつ はきし ける が、 とかくして、 草く つ、 あしだ、 かたし/ \ をなん 

はきて ゆきけ る。 

〇 さぬ きの 國 にゃあり けむ。 國 の守佛 をた うとみ、 大きな 寺 をつ くれり。 つ ゐぇ多 かりければ、 民いた 

うつかれ たり。 ある 時い み じき 僧の 老 たる を、 守め しつれ て、 寺に のぼり、 そこら 見 ありき て、 此く 

どくい かにとの たま ふ。 かの 僧、 まゆ を ひそめ、 これ は國 民の 淚も てあら ひ、 あぶら もてみ がけるな 

り。 なにの くどく か あらんと こた ふ。 大 かたけ ふさめ て、 ！&る をの こら、 にらみあ ひて、 いらへ する 
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ものな し。 す^しき^よ.^ いふなれば、 か k る ことたび/ \ なれ ど、 守いた く 心に も かけす、 たうと 

める となん。 今の I すて 人、 大ゃ うか 、る はまれな り。 もの まなびして、 if を も國を も、 と、 のへて 

みん とて、 出て つか ふる かぎり も、 家に ありし 時 は、 こと 人の 君 もい さめす、 たから を わたくしせる 

などき けば、 いたく そしりつ みすれ ど、 出て 位 をうれば、 はじめの ことば、 みなた がふ。 そ も/ \ 何 

もの かこれ をし からしむ。 勢 これ をお さへ て、 利 これ を みちびく。 

〇 いつの ころ にゃあり けん。 なにがしの みうちに、 さ ぶら ひの 相す める あり C 共 ひとり 外よりか へりて、 

おさめ 置し こがね そこば く 失たり とて、 さぐる ことしき りなり。 やどに ありけ る、 ひとり も尋 るに、 

うしな へる 人、 と^まれる 心 はかりて、 なた つね そ、 をき まど へる にこ そとい ふ。 籀 心に かけて、 め 

しっかへ る をの この、 き はめて まめ /\ し きをよ びて、 なん ぢ ゆめし るべき ならね ど、 せんかた なけ 

れ ばと ふなり。 うつり 心いで きて、 かね かくせる ことなし や、 さらば はや かへ しいれよ。 この かね 出 

ざらん に は、 わが 恥 ふかし、 いのち もしら すと、 かつな だめ、， かつお どして とふに、 をの こつ や/ \ 

もの を もい はで、 たのみた るが かほ を ながめて、 うつぶしに なりぬ。 その 夜 この をのこう せたり。 さ 

て はぬ す 人 こさめれ と、 入 を わかちて たづぬ るに、 ちかき 親の 里より、 つ れゐて か へれり。 をのれ ぬ 

すみたり、 かね はっくしたり といへば、 ろん き はまりて、 きられに けり。 年へ て 後、 おなじみ うちの 

下 をの こに、 くせもの あり。 ぬすみして きらるべき にさ だまる。 にくき^: の、 きられん やう 見ば やと 

て、 人々 あつまる。 首の 座に のぼり、 大刀と りに むかひ、 ものい はん ほど、 いとまた ベと て、 さて 人 

々にむ かひ、 かた/ もしろ しめ すらむ、 一とせ なにがしの 下 をと こ、 ぬす 人に されて きられぬ。 就 

は 共 かね も をのれ ぬすみ たれ、 かの をの こ、 たのみた るかた を、 せちに おも ひ 奉る より、 ぬす 人 i- ら 

かなら すば、 おんいの ち も はかられす とのた まふ を 聞て、 さらば をのれ が 命まい らせんと て、 きられ 

たるな り0 その 心 それがしなら でしる ものなければ、 をのれ がごと きくせ もの も、 あはれ さやる かた 
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なく、 今やな のらむ とせし に、 いのちお しくて、 きらせぬ。 さらばい くそば くの いのち のびたる。 今 

きられん とつ ゆしら ば、 あたら をの こに、 いかでな き 罪お ほせん、 この ことい はで 死なん が 悲し けれ 

ば、 いふなり。 今 は 用な し。 首め せとて、 さし 出して きられぬ。 昔 物語に も か、 る 事 あり。 

〇 ある 人、 母お やの なくなり たる 時、 俳諧の 句に、 名月 や 唯 くらがり か みられけ り。 うた、 ね もし かり 

ての なき 寒さ かな。 此ニ句 人 をな かしむ。 早乙女 や 子の なく かたへ うへ て ゆく。 あの 笠で 早苗と りし 

か 鳥お どし。 などい へる 句 は、 かの 夕顔 だな の 下す^ み、 いなば そよ ぎて 秋風の、. などい ふ 歌に もな 

ら ベつべし。 

〇 锿樂の 鼓う ちに、 いみ じき あり。 そのころ 名 だ、 る 上手 ども をつ くした る 能 あり。 かの いみ じきに、 

はれの 曲お ほせたり。 ほと 拍子、 ねいろ、 え もい はす はやした て たれば、 きくと 聞 人、 あなお もしろ 

とかん じあへ り。 しすました りとうち ゑみて、 幕に いらん とす。 其 父なる 翁、 か^みの 間と いふ あた 

りに、 待つ けて、 やよ しゃつ、 人 もこ そき け、 つたなげ にもう ちた る もの かなと て、 つと よりて、 鼓 

をう ば ひて、 なげすてぬ。 子 は ほめられん とほ こりが ほなる に、 あんの 外 なれば、 た^-夢の ごとく、 

色 さ をに なりて、 にげかくれぬ。 かたはらなる 人々、 あいなの 親 や、 子 はかくい み じき もの を、 そ も 

/.\ うれし さの あまりて、 ものに くる ふかと、 あやしむ。 かくて その子、 この わざ やめん もさす がに 

て、 さらば 一き はっとめ て、 親の 心 やすから しめんと て、 年へ ける が、 っゐに 上な き 上手と なりた 

り。 弟子に をし ふる 時、 この 事 を かたりいで、、 をのれ が 名 を 得た る、 すべて 父の たまもの なりと て、 

淚 おとしけ ると なん。 ほね やなに がしと いふ ものな り。 

〇 ある 鼓の 師、 弟子に をし へて いふ。 此 わざに の 品 あり。 世に いくたりと 名 だ、 る は 名人な り。 其 志 

をした ひて、 や、 いりた らんと する は、 上手な り。 この 二す ぢの道 をば ゆかで、 小み ちに はせ ご、 あ 

と を 似す る も Q は、 功 者な り。 <fr はじめて 舉ぶ は、 初心な り。 たと へば、 かくの ごとしと て、 ふづく 


り たかす は と 


えきよ せ 其 横 を 我 前にして， むか ふの 右の 角 を、 ゆび もてお さへ て、 こ、 なん 名人の 位な り。 むか 

ふの 左の かど は 上手な り。 ちかき 右の かど は、 功 者な り。 左の かど は 初心な リ。 ^心より，^^;、 ち 

人 をめ あて、、 功 者 をき らふべ し。 名人へ ゆかむ とせば、 必先 上手へ ゆくべし。 この 道な が.，^ しけ 

れど、 上手より 名人の かどち かければ、 やすらかに いたり つくべし。 人 上手 へ の 道な がき をい とふ 

て、 大 やう 功 者の 角へ わたるな り。 功 者の 角 は 近 けれど、 これより 名人の 道 長き のみなら すと て、 ゆ 

び もて 中 をへ だて \、 この 所 道た えて ゆかれす。 しかれば 功 者の かどに おる もの、 あやまち をし り 

て 名人 を 心に かくれば、 ふた、 び 初心へ もどり、 長き 道 をへ て、 さていた りつくな り。 このた とへ 

ゆめた が はじ、 あな かしこ、 ちかき 右の 角、 このむ ベから すと、 をし へけ る。 このた とへ、 -&|S$ 'こも 

かな ふべ し。 そ も/. \ こ の師、 もし 名人なら す. ま、 上手なる べし。 
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此と はす かたりと いふ #1 は、 中 井瓷庵 先師の かきあつめ おかれた る、 いとめで た 

きふみ なりけ る を、 父の かたみと 竹 山 先生 六十ば かりの むかし、 上 木して 世 こ 出 

されけ る を、 いかなる 禍っ 日の 祌 のまが ふや、 板 面な かばう せて、 世の 埤木 とな 

りぬ る を、 か、 る 玉 もの 人 しらすな りなむ ことの、 いと/ (-» をし けれ ズ、 こたび 

うせに し數 をお ぎな ひて、 ^1 に ひろく せんとす。 是ぞ直 日の S- のま もり 直し 給 ふ 

幸 ひならん とお も ふに なむ。 

嘉永ニ  SI 年 三 月 

書 鋪 ％: 黎 主人 謹識 
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赌赚噺 の 苗 序  . 

おの づ  ttk »  あめつち 

水は自 から 潺溪、 日 はおの づ から 斜 なる 霄壤の 間に も、 折節の 災變 あり。 まゐて 人の 

上に は 色々 の 流行 ごと ありて、 おかしき 事 あやしき こと、 目に ふれ 耳に 聞に し、 よし 

なし ごと を かい 付ん と、 鹿の 毛 を 松の 烟に そめて、 みだりに 咄の 苗と 題し、 三つが 二 

つの 卷と はなん ぬ。 され ど 己れ が 知りた らん 程の 事 は、 入 元より しるべし。 是 ゃ河邊 

に 水 を ひさぎ、 山中に 薪 をうる に ひとしく、 珍ら し氣 なしと はお も へれ ど、 又 今更に 

止みなん も、 みづ から 片 腹いた かれば、 人の もとめに まかせぬ る よしを、 始 にこと は 

りて よと あなる、 其 人に 代りて ちび 筆 を とれり としか 言。 

玆 文化 十 一 戌年 夏 五月 白 月 

巿角亭 丸 人 


凡  仇 

ー此 書僅享 和の はじめより、 文化 九つのと し 迄の 異說 珍事 杯 を 著述せ し 也。 予古 きむ 

かしの 事 を述ん とお もへ ど、 愚 若に してお よば. f。 无 より 舉ば ざれば 力なし。 され 

ば il 方の 雅客の 目に ふるべ きものに あらす。 た^ 幼な き 女 わらべ の なぐさみ にもな 

らん かと、 咄 しの 種に 少しく 芽 を 出し 侍れば、 是 なん はなしの 苗なら めと、 其 ま i 

卷の 題と なし はべ る。 

ー此 書に もれた る 事 多し。 そ は 後篇に 出し 侍る。 卷 中の 文 至って 拙な し、 誤 宇 かな づ 

かひの 遠 ひな どお びた^し。 こ は 予が愚 若なる 身 なれば 詮方な し。 閲 する 人^も に 

も 免し 玉 へ かし C 
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.  曉 鐘 成 著 

〇 皇帝 御^之 事 

目- -祌武 H< 皇-第 百 二十代 今上 皇帝 は、 後桃園 院の 皇子に して、 御 諱を兼 仁と 奉 レ稱。 明 和 八 辛 卯年 御 降 

誕。 安永 九 庚 子年 4"  二月 御 即位。 则ち御 母君 は 盛 化 門院 御所 〔割 註〕 近衛 故 准 三 后內前 公 御.^ 也。」 也。 

因に 云、 皇帝 御 諱を兼 仁と 奉 レ稱。 故に 京都 は 勿論 諸國々 にても、 心 ある 者 は奉レ 恐て、 世事 ^川の 兼 

の 文字 を 兼 かよ ふに 書 用 ゆ。 此故を 知らざる 者 は、 あやしき 筆法と 思 ひ 侍る 人 もま、 あり、 よく S ひ 

あわせ 玉へ かし。 〔割 註〕 目- -祌武 帝- 當享和 元年 迄、 年 數ニ千 s: 百 八十 八 年に 及ぶ。」 

〇 年猇 改元 之 事 

寬政 十三 年 辛 酉 二月 五日、 筝命 によって 年號 改元 宣下、 享 和と 改 たむ。 同 十三 日大坂 三鄕町 屮御觸 渡し 

有レ 之。 則ち 土に て は 嘉慶六 年に 當る。 同 三月 4>w 日年猇 改元に 付、 伊勢 太祌宫 へ 御 勅使^ 參向， 

花 山 院右大 將愛德 卿 

祭、 王 藤浪ー 一位 季忠卿 

此外 地下 之 官人數 多、 道中 行列 嚴重 にして 美々 しき 事共 也。 列 害 は略レ 之。 

同 十八 日、 彼 地に おいて 奉幣の 御 儀式 有レ 之。 〔割 註〕 大 化より 享和 元年 まが 千 九十 七 年に 及ぶ。」 

〇天 滿宫 正： 遷宮 之 事 

同年 四月 上旬より、 天 滿天祌 の 御宮 御 普請 成就し、 正 遷宮の 御 式有レ 之。 並に 三 七 ロ神樂 執行。 "：儿 に よ 

  四 七 七 


四 七 八 


つて 參詣胙 ^し、 ^夜 を わか す^わし \。 當社 一 复祌 事の 節、 祌與 渡御 之 御迎ひ 船と て、 安治川 邊 より 出 

る 人形 舟 は諸國 まで 高名 也。 此度正 遷宮に 付、 御せ；： 近逡 町家の 店先 を かり、 彼 人形 ことぐ く 铹 る。 其 

美なる 事 筆頭に 盡 しがた し。 あまねく 知る ところ なれ 共、 近頃 右人 形 皆々 打 揃 ひ 出る 事 まれ なれば、 い 

まだ 兌ぬ 兒 童の はなし 草に も なれ かしと、 共 町名 を爱に 記す。 
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右三 十二 艘也、 こと/^ く 御宮 近邊鎵 る。 前代未聞 也 

〇 龍 昇 天 之 事 

同年 五月 中旬。 攝 州海邊 より！^ 風 起り 来って、 大坂 市屮を あらす こと 夥し。 巾に も. 江戶堀 一一： 丁目 阿波 ど 

のばし 邊 より、 北 曾 根 崎 新地 芝居 大いに 頃 じ、 堂 じま屮 のし ま 所々 破損す。 或 ひ は 怖 我人 も 有しよ し、 

夫より 段々 吹 田邊を 荒し、 丹 波路へ か、 り、 いよく 惟 風つ よくして、 樹木 をぬ き 農家 を 倒す 事 夥し。 

是 龍の 昇天せ しと 云 ふ。 

〇 大佛懸 地の 事 

同年 五月 上旬より 六月 迄、 高津 新地 明 地に 於て、 京都 大佛 釋迦の 像を懸 地に 寫し 見す る。 其た け 十五 間 

餘 なり。 夥しく 諸人 數多 群集す。 

因に 云、 寬政十 年 午 七月 二日、 京都 大佛殿 雷^に か V りて 囘祿 す。 翌十 一 未年、 生 玉 本 町の 寺院 境. 2： 

の 樹木、 釋迴の 像に 見 ゆると て、 諸人 群集な す 事 も ありし、 是を 大佛俤 とい ふ。 此度 のかけ 地 も、 い 

まだ 大佛拜 せざる 兒童 などに、 せめて 其 形を拜 さんと、 日々 群集して 賑 しく、 六月の 末に 至り 止ぬ。 

〇 住 吉社反 橋 再建 之 事 

同年 六月 十九 日、 攝州住 吉社境 內反橋 普請 成就して、 •  S の 刻 渡り 初の 儀式 行 はる。 

中頃 は 大いに 破 失して、 永らく 諸人 渡る 事 をと ビめ ありし に、 此度 普請 成就な りて、 參詣の 諸人 是を渡 

る を i 輿と す。 

〇您 輪 流行の 事 

同年 夏の 頃より、 女の 蟬髩に 入る 針金に、 惣 輪と 名づ くる もの 流行し、 今に 至って 專ら用 ゆる。 此 異名 

をへ たなし とて、 いかなる 不重寶 なる 女な りと も、 よく 髮の 出来る を もって、 下手な き ゆへ に、 .1 名 を 

へたな しとよ ぶと ぞ。 此頃 世人の 口 合に or そうは ゆ ふて 吳ん がよ いと 云 ふ 事、 色里 市中 共に 流行す。 

四 七 九 
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〇 德本 上人の 事 

同年 十 一 月卄 五日、 紀伊國 より 德本 上人、 攝州豐 島 郡 應頂山 勝 尾 寺の 山上に 入 玉 ふ。 是 より 山上に おい 

て 終日 念佛 修行し 玉 ひ、 諸人に 十 念 を さ づけ 玉 ふゆへ、 人々 參詣 す、 近頃 世人 聞傳 へ、 老若男女の わか 

ちな く、 我 もくと 群集な す 事 夥し。 道德の ありがたき 事、 世人よ く 知る 處 なれば 記さす。 〔割 註) 常に 

木 食な し 給 ふ 故に、 木食上人 とも 云。」 

因に 云、 當山 開基 は 開 成 座主、 光仁 帝の 御子に して、 桓武 天皇の 御 兄宮に てまし ませし が、 幼き より 

佛乘に 深く 心 ざし、 天平 祌護 元年 正月 朔 日に、 ひそかに 宫を出 玉 ひて 此勝尾 山に 入、 石 を疊て 塔と 

し、 共 かたわらに 禪晏し 居 玉 ふに、 自 から 二 鳥 曰々 に 物 を ふくみ 來り あた ふ。 其 味 ひ 甘美し、 是 をな 

めて 叫 十 餘歲經 玉へ 共、 飢る 事な く 寒き 事な し、 かつ 雨露に もお されす、 善 仲、 算 善の 二 師庵を 結び 

て、 もとより 此 山に 居す。 座主 開 成 此ニ師 について 剃髮 受戒し 玉へ りと なん。 かく 往古より 難 レ有靈 地 

なる を もって、 此度德 本 上人 入らせ 玉 ふとなん。 〔割 註〕 當山 は聖武 天 皇祌龜 W 年の 草創 也。 今 文化 十 

一 戌年 迄 千 八十 八 年に 及ぶ。」 

〇 荒 陵 山 囘祿の 事 

同年 十二月 s: 日の 夜 子の刻より 小雨 降り、 雷し きりに 鳴動せ しが、 忽ち 東 生 郡 荒 陵 山 四天王 寺、 雲水の 

大塔 二重 目へ 雷お ち、 夫より 雷火 散亂 して、 金堂 講堂 は 云 ふに 及ばす、 諸 堂 三十 七楝燒 亡し、 鬼門 西 門 

御 靈陰推 寺 等 は 恙なし。 

近く は 1K 正^ 年 五月 三日、 寇火 にか \ り燒 亡し、 其 後 慶長五 年に 再建に 及ぶ。 又 元 和 元年 五月 三日 兵火 

にか k る。 同 三年 將軍 家より 命ぜられて 再建に 及び、 已に舊 觀に復 す。 此時寶 塔 を 和 州 額 田 部 村 額 安寺 

にあり し を、 台 命に よって 此 所に 引 移す。 曆每に 雲水の 彫物 ある 故に、 世に 雲水 塔と 云。 又 寬文四 年に 

修補 ありて、 境內 東西 八 町 南北 六 町、 諸 伽藍 こと^. \ く むかしに ことならす 嚴然 たりし に、 又々 此 たび 
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雷火の ために 燒 亡す。 天災と は 云ながら おしみても おしむべき 事 哉と、 諸人 落 淚に袖 を 催 ほし 侍る。 此 

時 太子 堂 北の 門に 猫の 彫物 ある を、 〔割 註〕 世人 左り^ 五郎の 作な りと 云俾 ふ。 ；母年 一： 几 朝 此猫聲 を發 する 

と 云。 よって 猫の 門と 名 付く。」 難 波 村 百姓 何が し此 彫物 を はなちて 持歸 り、 火鎭 つて 後 大王 寺に 送り か 

へし 今に^: せり。 〔割 註〕 當寺は 川 明 "大 皇ニ年 之 草創 • 聖德 太子の 御 願 也。 推 古 1K 皇 元年 IH、  MH< 王 寺 

を 難 波の 荒 陵に 移す。 仁 明 天皇 承 和 二 年、 大 塔に 雷 落て 心 注 折る。 石 鳥居 永 仁 二 年 忍法 上人 造營。 正^ 

元年 大地震に て 大いに 損る。 乾 元元 年に 拄 立と 云。」 

〇 荒 陵 山 諸 堂 假建之 事 

享和ニ 壬 戌年 K 月 中句、 叫 天 王 寺 蓮 池 前 鐘 樓の假 堂、 天滿 市の 側 吉野屋 九右衞 門より 寄進に て 建立す。 

同 十五 日 卜： 楝。 问 二月 上句、 皇太子 影 向 堂假殿 並に 龜 井水 假家、 大圾 何が しょり 寄進に て 建る。 名 は 記 

さす 有レ 之。 此外 あまた 寄進 ありと いへ ども、 事繁 ければ 略レ 之。 

〇 市中 風流 行 之 事 

同年 三月 上旬より、 大坂 市中 風邪 大いに 流行して、 是に なやまざる もの 稀 也。 是 によって 町々 より 風の 

祌 といへ る もの を こしら へ 、 夜毎々 々 に迗 りて 川々 に捨 る。 皆お のがさ ま にて、 鬼 形の 娈、 あるひ 

は 狐、 和 藤內、 鬼の 念怫、 法界 坊、 鐘 や 太鼓 どら 蝶貝 を吹嘟 し、 毎夜の 賬ひ、 誠に 一 つの 珍事と も 云 ひ 

つべ し 。斯く 群集す るに つけて、 大川逯 までの 道筋に て は、 行 遠 ふ あり、 跡より は 詰 かける あり、 是 によ 

つて 送り ゆく 若 もの 同士 喧嘩す る 事た びくにて、 夏祭に 地 車の 前後 を あらそ ふに ひとしく、 前代未聞 

の 事共 也。 六月の 末に 至りて 旣に 止ぬ。 

〇 忠臣 藏七役 初めの 事 

同年 一一； 月卄ー 日より、 道 頓堀太 左衞門 芝居に おいて、 市 川團藏 假名 手本 忠臣 藏の七 役 を 相 勤む。 是大坂 

に 於て 七 役の はじめ 也。 是迄 いろ/ \ ありと 云へ ども、 皆 万-役 六 役に しで 七 役 はなし。 是に 依て いと 珍 
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らしき ことなれば、 市中の 評よ く、 老も 若き も 打 つれて 見物せ ざる 人 稀に して、 道頓 堀の 賑ひは 言語に 

絕せ しこと 共 也。 役割 は。 

大星由 良 之 助、 高の 師直、 定 九郞、 與 一 兵衞、 加 古川 本藏、 天 川屋義 平、 與 一 兵衞 女房、 

お 七 役 市 川 巿紅相 勤む。 

京都に て は 寬政七 乙 卯年 w 月、 右 團藏始 て 相 勤む。 此時は 師直役 相 勤. f して 鹽冶役 を 勤む。 外 役割 は大 

坂に 同じ。 

因に 云、 右 假名 手本 忠臣 藏は、 竹 田 出 雲、 並木 宗助 〔割 註〕 千 柳と 改名す。」 兩 人の 作に して、 寬延 元年 

辰 八月 4- 四日、 竹 本 座に て 新 淨留利 興行す。 是始 也。 

同年 五月七日より、 道頓 堀九郞 右衛門 芝居に 於て、 神 靈矢ロ 渡し 歌 舞妓に て 相 勤む。 此狂言 は 明 和 七 

年、 ^武輻 內 鬼 外の 作りし 淨留 利に て、 あまねく 諸人 是を 語り 知る といへ ども、 歌 舞妓に て 相 勤む る は 

此度 はじめ 也。 依 レ之大 繁昌な す。 役割 は略レ 之。 

因に 云、 去る 老人の 右 淨留利 を 或 時 聞て 曰、 彼 頓兵衞 程 世に 强惡の もの あら じ、 また 劎の本 地て ふ淨 

留 利に、 艾尾久 作と いふ 者と、 右 兩人は あまり 强悪 過て 道理た、 すと なん、 大 てい 惡人 にても 1： 段 目 

K 段 目に は、 娘 女房 あるひ は 親、 又は 子孫の 因果 を わき まへ て 善心に 立歸 る、 是 道なら す や。 彼^ 人 

の 强惡に 書し は 作者の 非 也、 と へんくつに いはれ しが、 理り にも 又お かし。 

〇 廓 ねりもの V 事 

同年 1  パ月夏 祭神 事に、 新 町より ねりもの 出る。 當新 町は大 坂の 廓に して、 練 物なん ど 花 美 成 事 其： にし 

て、 世人よ く 知る ところ 也。 右 ねりもの 番附を 筆の ついでに 記す。 
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小鈹 二人  笛  二人 

見送り 臺  瑞 籬 

此時 出て より 今に 至って ねりもの 、沙汰 を 聞す。 

因に 云、 延寶七 年の 難 波 雀に、 

太夫 サ七 人、 天神 六十 九 人、 かこ ひ 八十 九 人と あり。 

此後 安永 年中 はむかし にか はらす。 大明 三年に 至って 改む るに、 

太夫 六十 七 人、 天祌百 十七 人、 鹿戀 二百 M 十八 人、 太夫 屋六 問^。 

傘 印し は、 

n 大坂 屋吉藏  離 

し 

槌屋 利三郞  IS 

扇屋 W 郞兵衞  Y 

近^ は 東西 中の 扇 屋槌屋 と 叫 間 也。 傾城の 數は、 時 


荧木屋 熊 次 0 


こ 


こ 


屋膝七 


ひ 力 

扇 


し 


三 郞兵脔 

出す 爪 じる しにく わし けれ.， 


右お 問 也 

レ之。 

〇 攝河大 洪水の 事 

同 年/ ハ月卄 七 = の 夜より、 大雨 頻りに 降 出し、 廿 A 日、 廿 九日と 風^！ 烈しく して、 しばらく も 止ます。 

七月 朔 口より 洪水 攝河ニ 州に 溢れ、 村々 二百^ 筒 所水災 にて、 百姓 東西に 奔走して 悃勞 すと いへ ども、 

公の 命令 即時に 行渡り、 有難く も夫& を 玉 はり、 水難の 人數 雨露 をし のぎ 飢謁を 免れぬ。 御仁 政 あ ふぎ 


て も猶ぁ ふぐべき 御 恩澤、 筆頭に 盡 しがた し。 右 洪水に よって 七月 一日 未の ト： 刻、 三鄕 町中 早々 御 召に 

て、 被 二 仰 度-有 レ之缝 左に 記す。 


1 攝河東 在々 へ 洪水 込 入、 •& 姓 家 突 流れ、 又は 水 込に 成 候^ 所、 多 有レ之 趣に 相 聞へ、 百姓 共^ 延候 

へ 共、 當然の 食事 可レ 及-難儀？ 右に 付近 在 難儀 之 場所へ、 從- 公儀？ 夫 食 手當等 有 レ之戗 に は 候へ 共、 

當三鄕 町々 よりも 施行 志 之 者有レ 之ば、 勝手次第 之 事に 候。 乍レ然 陸路 持 運び 難 レ成見 八；：： S 候 者 も 有 

レ之候 は^、 早々 月番 之 御 役所へ 可- 1 申出， 候。 舟 手 付 可レ遣 候。 

一 當表迄 立 退 罷越候 在方の 者 共、 三 鄉內に 親類 知 音^も 無レ之 及-難 依-候 者 有 レ之候 はビ、 H だ 又 見懸り 

候 町々 において、 いたわり 貪 事 施し 遣し 可レ申 候。 

戌 七月 

右 之 如く 三鄕へ 鉀 觸 渡し 有レ之 

是 によって 町々 より S ひくの 施行 もの、 我 もくと 持 行、 中々 筆に も盡し 難し。 此時大 坂 表に 所緣な 

きもの は、 御城 近 邊に假 小 家 を かけられ 是に 居らし め、 又は 道 頓堀芝 £5 の €： に 入 置る、。 是 によりて 加 

程 夥しき 洪水 なれ ども、 死亡 人 無レ之 事。 ひとへ に 君の 御恩澤 有難き 寧なら す や。 

〇 排河ニ 州 水 災之村 書 
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此時切 所 之 堤に 土俵 入用に 付、 三鄕 町々 へ 明 

れば略 VN。 

大坂 表に て は 野 田 知 成ば し、 葭屋 ばし、 淸川 

損す。 

施行 高 之 事 

I 金 百 贰拾貳 兩參步 

1 錢壹萬 五 千 卅壹貫 文 
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たせ レ之 といへ ども、 事 しげければ 爱に 略す。 

候へ 共、 追て 記し 侍る。 

ド>  往古より 諸國 洪水 之年曆 

欽明帝 廿八年  白 雉 三年 

天 長 九 年  寬平 三年 

永祥 元年  長 德四年 


俵繩等 可-差 出-御 觸有レ 之、 此後 度々 御 觸冇ぃ 之 共、 事繁け 

ばし、 安治川ば し 等 落る。 天滿 ばし、 灭 神橋 は^ 大いに 破 
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右 は 七月 十： 《 迄の 御 書 上 也。 其 後 追々 n に 喰し 施行 有レ之 
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當年 にて 五十一 一箇 度に 及ぶ。 
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〇 攝河 洪水 見 立 之 事 

享和ニ 壬 戌年 七月 攝河 洪水に 付、 何人 歟 かく 作り けん、 此 度の 一 件 を番附 にお もしろ く 見 立け るを爱 に. 

H. す 
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ねぬ もの ゝ赉附 

たづね 求めて 

見 づけ 臺  ゆかりの 月 

うしと 見て 流れぬ 

むかしな つ 力し く 

先難チ 

堤 切 n に は 

太 鈹 

地下のお 寺に しらせの 

在所のお どり 

琴 


かビ りたき 

たい 松し ば 

つりがね おと 

あわてる おしやう 

しばいと め 

米 市 たか 


四 八 九 


並 川 同つ 

千コ 
ふしこ^ 

人 つ 柳め へ 


四 九 〇 


の 

苗 一 


しゃみせん 


けない どが 


かわ ひ 男に 

き 


思わぬ 人に 

せきとめられて 

すまぬ 心の 

中に もし-, H し 

しのびて うつす 

まどの 月 

せ もふ樂 しむ 

誠と まこと 

花呤 里の 

春 なれば 


在所の 嗪 

野 邊 の 農 人 

櫻宫祌 主 

二階 住居 

土手の 住居 

玉 造 

二 軒 茶屋 

御祓 挑燈 


見く り や 

しさ 野 

ゆき X とめ 

鳥い わ 


見 


ぺ 


舟 仁 

い て 

こわ 伊 

こ  と 

魚 仁 

し け 


關 よりつら い 

よの ならい 

今 は 野澤の 

ひとつみ づ 

住ば ゆかりの 

巧の かげ 

ひろ ひ 世界に 

住ながら 

こんな 緣 にしが 

からに も あろ か 


源 八の 百姓 

在々 所々 

施行 もら い 

お救^の 舟 

堤の 上 


川 さきの 

おくら 

を f  -  ,  A ^し 

ひだる い 

おなか 

京 f し 

つ め 

やりたい 

か や 


見送り 臺 

雨 やしげ りて 

名 やた \ん 

. 此番附 を 見て 或 客の 曰、 

ァ 、浮 川 竹の 流れの 身、 早 ふ 引 やうに してやりたい ナァ 

〇 明 依 御 褒美 之 事  . ■ 
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同年 十月 卄 二日、 先達て 洪水の せつ 御用に 付、 明 俵 並に 繩等差 上し 處、 此度右 御 褒美 を 被， 一 下^ • 候。 御 

觸 書の 寫し 左に 記。 

此度 洪水に 付、 淀川 通 阈役垛 切 所、 假^ 切 場所 御 入用 之 明 依 繩等買 上る 積り、 先违て 町.^ へ は， 相觸 Y 

• 候 所、 多分 無代に て 早速 差 出し 候 段、 奇特 之 儀に 付 乍- -少分 • 銀 五十 枚 相 渡し 候條、 致-, 勘辨， 夫々 へ 可-, 

相 渡-候。 

戌 七 月 サ 一 一日 

右 之 如く 三鄕 町中 へ 御觸有 レ之唉 なり。 

〇 住 吉社燒 亡 之 事 

同年 十月 廿 八日、 子 之 刻より 雨降り 雷鳴 動して、 住 吉大明 神 之 社頭に 雷火 落て 散亂 して、 叫 社 正面 左右 

の 御門、 祌樂 所、 おもとの 宮、 卜； 客殿の 逯り殘 らす燒 失す。 南の 惣門^ の惠比 织尺橋 等 恙なし。 近 ^は 

打績 き大佛 IK 王 寺、 又 此度住 吉社燒 亡に 及ぶ 事、 いかなる 故 やらん と 人々 おそれ 愁 ひぬ。 〔割；^〕 當社は 

神 功皇尸 n 之 御 建立 也と 云。 天 喜 元年に 炎上し、 共 後 建久六 年に 炎上す と 云。 

. 〇 瀨 川路 考乘込 之 事 

同年 十 ！ 月 十^ H より、 道 頓堀九 郞右衢 門 芝居に おいて、 顔兑世 初 H を 出す。 此度柬 都より お 女形 瀨川 

あづま まく なに はの きオ わ， -- 

路考乘 込みす。 則 東 金 草 浪花 着 綿と 瀨川を 祝して 題す。 頹兑世 藝の評 判 よく、 浪花の ひいき 口々 に^ま 

し 繁昌な しぬ。 此路考 以前 は 市 山 富三郞 とよび て、 中 村 富 十郞鬥 弟な りしが、 * 都へ 趣きて 日本； の 若 

女形と 立ら れ ける。 

此頃 市中 色里に、 路考 茶と 云 ふ 染色 大いに 流行す る 事、 右 路考額 兄世教 のせつ、 こし ；兀 お： C となり、 女 

山 ひの 着 付に、 此茶染 の 衣装 を 着し より、 是 を路考 茶と よびて 專ら 流行し、 今に 至って 此茶を 儿人川 因 

る 事と はなり ぬ。 
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に 云、 むかしよりか よふの 類 ひま、 ある は、 先 蕾に、 

三 德髯、 三升德 次郞物 好より して 始る。 

勝 山！. 鬣、 勝 山 仙 列 はじめて 結し より 流行。 〔割 註〕 或說に 曰、 江 戶吉原 巴屋勝 山と 云 女郞始 むと も. 

云 ひ 」■ 

大吉 髢、 姉 川 大吉 始む。 

信 夫が へし、 ロ澤 いろは 好みて 始む。 

染色に、 

千彌染 、 巾 村千彌 はじむ。 

小 太夫 鹿の子、 伊藤 小 太夫 はじむ。 

帶に、 

吉彌 むすび、 上 村 吉彌始 てむ すぶ と 云。 

近來 にて は璃寬 茶、 坂 東 髭な ど 種々 ありと いへ 共、 しらぶ るに いとまな し。 追て 考へ 出す。 

或染 殿の いはく、 彼路考 茶と よぶ は 女形の 名に しあ ふゆへ、 下さくな りと 思 ふ 人 もま、 あれ ども、 左 

にあら す。 蠟甲 茶な り。 其 故 はま づ蠟燭 やび ん附 やな どに て、 鍋に て蠟 をた く 事 あり、 たきて 後に 是 

を さます、 此 色よ く此 茶に 似たり。 拔又風 あたりて さむる にした が ひ、 一 面に ひ ぐき 入て 龜 甲の 如 

し、 故に 二つの 文字 をと りて 蠟屮 茶と よぶ とぞ 語りし が、 -W せいは 道に よって かしこしと 笑 ひぬ。 

. 〇#i 吉 奉幣使の 事 

享和 一一-癸 亥年 正月 卄ー 日、 攝州 住吉社 囘祿に 付、 奉幣使 御參 向有レ 之。 

飛鳥 井 少將雅 光 朝臣 

建 久六年 住 吉罔祿 之 時、 飛鳥 井家 奉幣使に 立 玉 ふ 先例なる よし。  I, 


啭 

の 


因 レ兹、 同 十七 H 右 御 仰 渡し 有レ 之、 

攝州住 吉社囘 ^に 付、 

- 奉幣使 發送 有レ之 間、 來る卄 三日より 同廿冗 日 迄、 ！二鄉 町續き 寺院 は 勿論、 町方 共 鐘 鉦の 昔 堅相愼 

可レ申 事、 諸 法事 執行 候 共穩^ に 可レ致 候。 

一 諸 勸進之 佾尼鐘 打 候^ 致 問 敷^、 

亥 正月 十七 日 

〇 奉幣使 御 參向御 道筋 

來る廿 二 H 京都 出立 枚 方 泊り、 廿 HH 大坂 表へ 野 田 町 相 生 西の 町お へ備 前^ 撟 渡り、 網 島 町 鲋屋卯 兵衞 

方に 於て 晝 休み、 夫より 備前島 橋お へ 京ば し 渡り， 同所 六 丁目 迄 高麗ば し 渡り、 ^所甙 丁目 境す じ 南へ 

長 町まで、 夫より 住 吉御參 向。 同所に て ニ夜滯 留有レ 之。 同廿 五日 住吉 出立、 道筋 は 長 町す じょり I 肌 町 

三 丁目まで、 夫より 左へ 心 齋橋筋 迄、 同所 北へ 梶木 町问所 左へ 七 郞右衞 門町壹 丁目、 船 町ば し 西へ^ 

り、 西 濱側を 玉 水 町 かじ ま屋 久^ 衞 鬥 方へ 御 立 寄有レ 之、 夫より 西 國橋 渡り 濱側 北濱甙 丁目 迄、 右之坨 

筋 左へ 今橋壹 丁目 今ば し 渡り、 網 じ ま 町^ 卯 方に 於て 晝 休み、 夫より 備前じ ま 橋 渡り、 京 街道 道す じ 升 

田 町 枚 方 泊に て、 卄六 m 歸京。 右 之 道筋 裕除は 不レ及 レ屮、 石佛 石塔 芥 捨場 雪隱、 其^.:^ 苦しき 所 はよ し 

簾 を 以て かこ ひ、 又は 怖^ 屋 位牌 借物 岸： 等 は、 店先^ 風に て かこ ふ。 道す じ 葬送 不淨之 輩 牛馬 等、 往来 

どめに て餱 軍： 也。 

此 御行 粧を拜 み 奉らん と、 大坂市 屮は云 ふに およばす、 近在 所々 より 御 道筋に 胙集 なす。 

住吉に 於て 二日 御 逗^ 有レ之 時に、 

住よ しの 里に 賑ふ此 春 はかみ と 君との 惠み 重ねて  雅光 朝臣 

かく 詠 じ 玉 ひしと なん。 此外數 多 御詠 有と 云へ ども、 詳 なら ざれば 追て 記す。 
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〇 澤上 江村 白 牛 之 事 

同年 春 但馬國 より、 攝州複 並 莊澤上 江村 植田某 方へ 白き 牛來 る。 是 より 此 家に 飼 置れ しが、 追々 諸人^ 

つたへ、 彼 .S 牛 を 見ん と 行人 夥し。 刖 して 奇 なりと 云 ふに たら ざれ ども、 稀なる 物 ゆへ かく 群集す。 

新語 園牛說 に、 牛に 數色 あり、 黄黑 赤. i 馼雜の 者、 亦た 其 中に.； I 牛は靈 なりと あり。 

因に 云、 世に 白 牛 散と 云練藥 あり。 是則白 牛の 涎 を もって 製せ しょし なれ 共、 他所に 商 ふ はたし かな 

らす。 右 杭 S 氏に 製す ると ころの 白 牛 散 は、 是 F: 眞な るが ゆへ、 遠近の 國々 より 求めに 來る人 多し。 

功 能 は 世人 能 知 る 所 なれ ば 略レ之 。 

〇 麻疹 流行 之 事 

同年 三月 下旬より、 麻疹 大いに 流行して、 世人 是が爲 にな やみ 死す る 人 夥し。 五 月 下旬に 至って. 既に や 

みぬ。 

此時 はしか 流行の 見 立番附 いろく 出る。 淨留利 文句の 拔 書見 立、 或 ひ は 端 歌 文句 料理 獻 立ね り物番 

附、 さま 出る といへ どもく だ/ \し ければ 略す。 

右見 立 文句の 中に も、 

山姥 文句 

惡性 ゆへ にし ぞ この ふ  社 君のう はさ 

忠臣 藏 文句 

日本人の あほうの 鑑  同 斷 

ふく 見 立に 入し 其 故 は、 此^ 長 堀濱邊 にて 辻君 を 買した われ 男 有しが、 忽ち 其 座に て 即死せ し 事 あり 

て、 市中の 取沙汰 まちく にて 大 評判と なり、 剩 さへ 見 立 番附に 入て 板 行と なること、 言語 道 斷の事 

どもな り。 


むかしより 疱^ 流行の 年 暦た しか なれ 北ハ、 麻疹 少し 詳 ならす。 先：. K 平ん 年に 淹 行して、 五十 wik. 後延展 

九 年、 又贰百 九^ 經て 長德四 年、 乂六百 八. H 二 年 過て 文明 三年と あり、 此間 至ってな がし。 是は 兵亂の 

砌 にして 記し 落せ し歟。 此後慶 安三 年、 元祿 三年、 享保 十五 年、 資曆； 一 一年、 安永^ 年、 當享和 三年な 


〇 年號 改元の 事 

享和四 年 甲子 二月 十 一 日、 年號 文化と 改元 有レ 之。 則ち 唐土に て は 嘉虔九 年に 當 る- 

〇 七 社 奉幣使の 事 

同年 二月 卄叫 日、 年號 改元に 付、 七 社 奉幣使 御參 向有レ 之。 


伊 勢  一 i 浪新 二位 實忠卿 

石淸水  大炊 御門 大納言 經文卿  次 宫 

加 茂  飛鳥 井中 納言雅 威 卿  次 宫 

なおみつ 

松 尾  柳 原 左大辨 宰相 均 光 卿 • 次 宫 

平 野  葉 室 右大辨 宰相 賴壽卿  次 官 

まん つら 

稻 荷  川^ 少 將公跺 朝臣 

日  K 親 町中 納言實 光 卿  次 官 

伹し 伊勢 稻荷は 次官 無： - 之よ し。 


大原備 後 椎介重 成 

武者 小路 兵 部大輔 公隆 

富 小路 左兵衞 佐貞隨 

長 谷 周防權 守お 行 

石 野 右^ 權 頭基檫 


以上 七 社 奉幣使 御參向 A 

〇 鶴巢 籠りの 事 

同年 二月 中旬、 攝州束 成 郡 森の 境内の 祌 木の 松に、 鹤來 つて 巢 をく みし を 或人兑 付出し、 夫より 大ぃ 

に 評判た かく、 日毎に 諸人 群桀 なすに 付、 茶店 あるひ は田樂 茶屋な ど 軒. をなら ベて 賑わしく、 大いに 繁 

昌 しける。 
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因に 云、 IK 明 八 戊 申年、 傳法正 蓮 寺に 鶴巢を かけし 事 あり。 此砌も 諸人 群集す。 

ゥ ぶけ 

又 寬政七 乙 卯年、 阿逯 野に 粱 かけし こと も ありけ る。 或 HI 曰に 曰、 鶴 は 生じて 二 年に して 子 宅 落して 黑 

點に 易り、 三年に して 產 伏し、 七 年に して 羽翮具 はり、 飛て 雲 漢に 薄る。 又 七 年に して 節に 應 じて 舞 

ふ。 又 七 年に して 晝夜 十二時 鳴て 律 調に 中り。 又 十 年に して 生た る 物 を 喰す。 大毛は 零て 茸 毛 生す。 

白して 雪の 如し。 或は 純黑 にして 漆の 如し。 泥水の 汚す こと 能 はす。 义百六 —年に して 雌雄 相 ひ視て 

孕む。 一千 六 百年に して 飮で食 はす。 胎 化して 產 生す。 與 -1 鸞 鳳-同く 群を爲 し、 聖人 在 レ位则 與-- 鳳凰- 

供甸 服の 間に 翔と 云。 

かく 目出度と りなれば、 太平の 御代の ためしと、 世人 よろこび あへ りけ る。 

〇 藤 井寺 開運 之 事  • 

同年 三 R: 上句より、 河. 3： 國丹南 郡 藤 井寺、 大黒天の 開運の 御 守 を 出す。 〔割 註〕 是甲 子年 成しが 故 也。」 

因 レ玆大 坂 は 云 ふに 不レ 及、 遠近の 國々 より 此 守り を受ん と、 晝夜を わかす 群集す る 事 夥し。 此後 所々 

に 開運の 守り を 出す といへ ども、 か 様に はづむ 事な し。 近代 稀なる 繁昌な り。 

〇 作物 大怫の 事 

同年 三 n 上. P より、 難 波 新地 野原に おいて、 數 丈の 大 佛を繩 むしろ を もって 造り。 其 他 W 天 王の 像 を 乾 

物 雜穀の 類 ひに て 作り、 並に 大門 則 京都 方廣 寺境內 のか k り、 大佛の ありさま 手際よ く出來 見事 也。 並 

にお どけ 開帳 緣起 有レ 之、 市屮の 評判よ く、 日々 の 見物 夥しく 繁昌せ しが、 五月に 至り 少し 故障 出来し 

て 止ぬ。 後に は 雨露の 爲に、 釋迦の 座像 も 大いに そんじ、 其 かたち をう しな ふ。 其 頃の はやり 歌に も、 

又とせ まひ は 難 波 新地の 大 佛ケ、 濡て 破れて ほねが でる 

と諷ひ 侍る。 然れ共 世に 稀なる 造り 物 也。 


苗の き 
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〇 奉幣使 御 通行の 事 

文化 元 甲子 年 三月 ト^: 日、 豐前國 宇佐 宫、 筑前國 香椎宫 兩宮へ 奉幣使 御參 向。 

M 辻 屮 將公說 朝臣 

神祇 育 使 鈴 鹿 播磨守 

林 權之進 

御 道筋 は 京都 を 十四 口に 御 出立、 伏 見 泊り。 十五 日 大坂表 野 田 町 野 W 撟渡 り、 相 生 東 之 町 西へ 京 橋 渡り 

同所 六 丁目 迄、 今 橋 渡り 同所 贰 丁目 迄、 鴻池屋 善五郞 方に 止宿。 翌十 六日 同人 宅を柬 へ、 同町 北へ 北 

15! 丁目 難 波ば し 渡り、 天滿 桶の 上 町 西 榑屋町 源藏町 伊勢 町、 にしへ 南 富 田 町、 北へ 南木幡 お、 北へ 北 木 

播町、 西へ 寺 町 北 野 村へ、 右 道筋 掃除 其 外の 被-仰 出-は、 先年 住吉 奉幣使の 節に 同じ、 よって 略レ 之。 

同 叫 月 奉幣使 歸路に 趣き 玉 ひ、 卄八 tn 兵 庫 泊り にて、 翌卄 九日 大坂御 通行 御 道筋 は 御 出の 節に 问じ、 亦 

* 鴻池屋 善^ 郞 方に 止^ 被レ 遊、 翌 朔日歸 京。 

〇 太夫 甘酒 之 事 

同年 五月 廿 八日より、 難 波 橋 南 詰に 甘酒 店 をし つら ひ 出す。 此茶 店に 登 人の 美女 あり。 もと 此女 太夫に 

て ありし よし。 不幸に して かく 落 ぶれし との 評判に て、 店 出しの 夜より 來 る人夥 敷、 名は樱 木と やらん 

よびけ るよ し。 さすがに もむ かしの 色香 散 やらで、 いとた を やかなる 姿に、 若き 男なん ど、 夜毎々々 に 

入来る 事 繋し、 追々 市中に 評判た かく、 是を よんで 太夫 甘酒と 云 ひ、 板 行に 畫姿 をう つし 賣 事と はなり 

ぬ。 右畫 面の 讃に、 
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花 はむかし 名 は 櫻 木の ひとよ ざけ 

と 書け る。 いとお もしろ し。 

〇 大童 山の 事 

同年 六月 三日より、 難 波 新地に おいて 勸進 相撲 興行に 付、 此度出 羽の 國 より 大童 山 文 五郎と いへ るお 來 

る。 當年 十六 歳の 大前髮 にて、 LZ 方 四十 五貫目 あるよ し。 土俵 入 計りに て 立 合な し。 近代 稀なる 骨柄 

也。 勸進 元は 押 尾 川卷右 衞鬥。 

. 〇 花火 御法度の 事 

同年 六月、 市中に て 子供 あそびの 花火、 御法度 之 趣き 被- 1 仰 出-有 レ之 候。 

御城 並に 奉行所 近邊、 又は 川幅 狭き 所に て、 花火 揚候段 不埒 之 至りに 付、 向後 御城 近邊は 勿論、 諸 御 役 

所邊其 外內川 並に 川幅 廣き所 にても、 大 造成 花火 を揚、 川 添 之 人家 屋根 等へ 火の 子 落 散 候 儀有レ 之、 火 

の 元 無- -覺 束-候 間。 右 體之儀 有 レ之候 は^、 急 度可レ 令- 1 沙汰-旨 毎々 申 渡し 候へ 共、 年 經候故 忘却 候 者 

も 有レ之 哉に 相 聞へ 不埒に 付、 猶又申 渡し 候條、 此上 心得 違の 者 有 レ之候 は^、 召 捕可レ 令-沙汰-候 問、 

此段 被-, 申 聞 置-候 事。 

子 六月 十八 日 

斯の 如く 被-仰 渡-有 レ之 によって、 町々 に 花火 御法度 張 紙 を 出す。 

〇 脚 氣種滿 之 事 

同年 五月より 六月に 至って、 市中 大いに 脚 氣種滿 と 云 病 流行して、 諸人 是に 苦しみ 死す る 者 多し。 此頃 

の說 に、 近來正 二月 頃に 出る 孟宗 竹と 云 ふ 竹の子 を 食す る ゆへ、 かよ ふの 病發 すると 云傳 へて より、 孟 

宗竹 忽ち 買人赍 人 もな し。 此時迄 は 珍ら しき 頃に 出る 故に、 買 人 多く 直 段 も 高く 資しが、 是 より 今に 至 

つて 彼 竹の子 を 用 ゆる 人少 く、 因 レ玆直 もい やしく 成 侍る。 


嗛 
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〇 施；；；： 御 褒美 之 事 

同年 七月、 先年 攝 IE 二 州 洪水 之砌、 市中より 施行 を 出し、 知 音な き 者 はと r め 救 ひし 功に よって、 此度 

從-- 御 公 俵-御 褒美 F し 置る。 被-仰 出-左に 記す。  ； 

享和ニ 壬 戌^、 攝州河 州 洪水 入 込 難儀 之 村々 へ、 施行 物差 出し、 又は 奇特なる 取 はから ひ 致 候^ 化、、 

一統 奇特なる 事に 候。 依 レ之三 鄕之內 致-施行-候 町々 六 百 十三 町、 並 新 建 家 五箇 所へ、 爲-- 褒美-銀 甙 

百 十兀め 被 候 問可レ 致-一 割賦-候。 

右 之通從 -ry 戶表ー 御 下知に よって 申 渡 間、 一 铳難レ 有 可 レ令ス 承知-候。 

子 七月 九日  • 

三 鄕六百 十八 町に 割、 壹 町に 付 拾 叫 匁 九分 づ、、 

右 新 建 家 五箇 所と 申 は、 

猶村 屋敷、 枠が 鼻、 西 下宿 請處、 東 寺 町 前、 會根崎 町 上 之 口、 是五 箇所 也。 

〇 葭屋 ばし 成就 之 事 

同年 十 一 月.！' 三日、 東 堀 葭屋橋 普請 成就して 渡り 初有レ 之。 此葭尾 橋は大 川より 東 堀へ 水^れ 口にて、 や 

i もす. e ^小舟なん ど 橋杭に 打當て 横た へな ど、 度々 難儀に 及ぶ 事 あり。 是 によって 此 度つ 普請 は、 撟 

ぐ ひなし にて 造る。 則ち 防 州錦帶 ばし の 作法な りと 云。 是 浪花の 名所の 一 つと はなり ぬ。 

此時或 人の 句に、 

舟の み歟燕 よろこぶ 葭屋 ばし  • 

0 三 寶院入 峯之事 

同年 七月 二！：：、 三 寶院御 門 跡、 和 州大峰 山へ 御峯 入有レ 之。 同ぺ月 十七 曰 歸路に 赴 玉 ひ、 枭州堺 御^り 

にて、 同 十八 日 大坂表 御 通行、 天 王 寺より 松 江 町す じ、 高麗ば し を 京 橋へ、 ^によって 御行 粧を拜 み 奉 
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らんと、 諸人 群集 をな す. - 則ち 河 州 枚 方： £ り にて、 翌 十ん 日歸 京被レ 遊。 

〇 東^寺 開帳 之 事  * 

j 化 二 乙 丑年 三月 三日より、 北 野大融 寺に おいて、 京都 東； 1 寺 本尊 閻浮 W 金阿彌 陀怫、 並に 兆 殿 司畫く 

所の 涅槃 像、 此外 靈佛靈 寶數多 開帳せ しむ。 此 ^ 槃像は 兆 殿 司 猫 をん 畫き玉 ふ 事、 世人よ く 知る 所に し 

て 他に 異也。 かく 有難き 開帳に よって、 諸人 參詣 夥し。 

〇 御 霞宮燒 亡の 事 

同年 四 H: 十二！ il 夜 亥 之 刻、 飽 井町 御翳宫 鳥 井 前の 商家より 出火に て、 表門 輕業 小屋へ 移り、 芝居より 本 

社の 假殿其 他 末社 悉く 燒 亡す。 北の 門 觀音堂 祌キ： 屋敷 は淺 る。 因 レ玆氏 地 町々 より 寄進の 米錢 など 地 車 

に 積み、 或 ひは嗛 子ね り 物 等に て はこぶ。 n.® に 諸人 是を 見ん と 群集な す 事、 五月 末に 至る。 當 社は寬 

政 1： 子年の 大火に 燒 失して、 朱 だ 調ざる. 2： 假殿 又々 燒 失に 及ぶ。 

〇 道頓堀 出火 之 事 

同年 九月 廿九曰 夜、 道 頓堀太 左 衞門橋 南側よ. OS 出火に て、 角の 芝居 角 丸 若 太夫 竹 田 以上 芝居 叫 軒燒、 日 

本梳南 詰に して 鎭る。 

右 角の 芝居に て は、 九月 朔 日より 雙紋廓 錦畫、 大切 景事粉 色 六花 形 〔割 註〕 叶らん し、 中 山よ しほ、 中 村 

のし ほ。」 相 勤め、 大いに 繁 1 しける に 右 出火に 及ぶ。 

〇 諸 國大豐 年の 事  * 

近年 は 旱損水 損 打つ ビき、 米穀の 出來も あしかり しに、 常 年 は 時候よ くと- ^の ひて、 五 風 十雨に 艽 穀ょ 

く 熟し、 萬民娛 樂の聲 ちまたに 滿て、 中の 賑ひ 常に 培して、 f^fi の價 たいらか なり。 

. 因 云、 稻の花 は朝每 陽氣發 生の 氣を 得て 唤 そめり、 しだいに 靱を ひらき、 もみの 中より 花哚 出る 也。 

風な き 日 は 叫ッ時 比まで 花形 分り やすく、 日の さかんな るに 隨ひ、 或は 風の 吹に したが ひて、 花形い 


e  の噺 


ろい ろと きょくの つき； ようなら す。 义ヒッ 時 ごろより 陽氣 ゆるやかな るに 隨ひ、 陰氣 を^て 花し ば 

まり、 かたち 分り やすく、  も 夕陽に かたむく にした が ひ、 花納 りても みの 口 をふさぐ 也。 肝 ごとく 

： おの もみ 本な りより 末にいた る 迄、 一粒 毎に 運 早 ありて、 さき かへ /^凡 三^日の 程を絰 て、 終に 花 

納る なり。 納 ると 云 ふ は、 靱の 中より 出し ほそき 糸の ごとくなる もの、 扨の 巾へ 納リ て、 花のに ほひ 

散 落る 也。 此 散し 花のに ほひ 田の 中に 落れば、 小魚 どぢ やうな ど よろこび、 或は 皡螽 など 是 をく らふ 

なり。 さるに よって 稻の花 さきて 後の 田 小 河の 酴魚 など、 あじ は ひ 格^に よく、 是 全く 稻の 花の精な 

るべ し。 此花 いっとな く 小 河より 大河へ 流れ出る ゆへ、 都て 花の a: は 諸 魚 川上々 々 へとの ぼるな らん 

歟。 花の 後に は 魚に あぶらの りて あじわ ひよく 賞味す る 也。 是 全く 稻の 花の精に て、 魚に あぶらの る 

なるべし。 凡そ 萬 物と も稻の 恩の はなる、 事な し。 されば 一粒 とても 麁^ になす こと を愼 むべ し。 

稻の名 は 萬 葉 集に 水 陰 草と あり。 柿 本人 麿 之 御 歌に、 

天の川 水 陰 草の あき 風に 麇くを 見れば 時は來 にけ り 

和 訓義 解に、 いね はいつ くしと いふ 略語 也と あり。 諸榖 にす ぐれて^ のい つくしき 也。 或 ひ はとみ ぐ 

さ、 八 束穗、 み ふし 草な ど K いふ。 藏玉 和歌^に は水掛 草と あり。 歌に、 

とく 植し我 田の 面に 秋 もちて 水 掛草ぞ 刈し ほと 兑る 

夫 木 集に は 富 草と あり、 人 麿の 御 歌に、 

あすよりも 外面の 小 田に 袖 濡 て 富 草の さな へ植 つらん かも 

〇 江戶 大火 之 事 

文化 三 丙 寅年 三月 四日 辰 之 刻、 . 江戶 大火 有レ 之。 燒 出し は 芝 大木 戶牛 町邊 樓屋 より 出火に て、 南風 烈し 

く 田 町 金 杉 三 田 通り、 赤 羽根 增上寺 御門 內， 半燒、 同 御門 前不レ 淺燒。 數寄屋 川岸より 御 丸の 內神 mte 迄 

不 レ殘、 芝 新橋 尾 張 町 銀座ば し、 京 橋 中 橋 日本 橋 本 舟 町 室町 石 町 本 町 傳馬町 淺草邊 迄、 兩 阈^! や げ ん堀 
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長 谷川 町濱町 富澤町 小船 町、 江戶橋 通り 木 挽 町、 高繩 通り 不レ 淺、 尤小網 町 八 は^ 條 なし、 祌田小 

川 町 湯 島 天 祌本鄕 追分 迄不レ 淺燒、 下 谷 三味線 堀邊、 夫より 箕輪 新よ し 原 飛火に て燒、 同 五日 午の 刻よ 

り 大風 雨に て、 申の 下 刻漸々 火鎭 る。 實に 近來の 大火 也。 

御大 名 方 類 燒御家 敷、 


酒 井左衞 鬥尉稃 

祸 郡 代 やしき 

立 花 出 雲守樣 

松 平 主計 頭樣 

關 砲 之助桟 

六 鄕 佐 渡守樣 

加 藤 作內樣 

0 訪 若 狹守様 

松 平 周 防守樣 

靑 木 甲斐 守 様 

松 平 相 模守樣 

林 肥 後守樣 

小 瀨 日向 守樣 

#j こてよ、 

金 杉. まし、 芝 Hts し、 


小 笠 原 伊豫 守樣 

松 平 S 十郞樣 

佐 竹 左 京大 夫樣 

皆 川 森 之助樣 

天文 やしき 

松 平 阿波 守樣 

松 平 豐 後守樣 

織 田 大和 守樣 

京 極 備 屮守樣 

中 川 修理 大夫樣 

水 野 壹 岐守樣 

細 川 越 屮守様 

久 ザ 大 守樣 


松 平 伊賀 守樑 

0 堂 和 泉 守 様 

松 平 下 總守様 

松 平 圔書樣 

堀 近. 江守樣 

松 平 土 佐 守 様 

松 平 式部 大夫様 

遠山 式部 大夫樣 

柳 生 但馬守 様 

片 桐 新 之丞樣 

水 野 W 羽守樣 

堀 亦 七郞樣 

松 平 伊賀 守 様 


市 橋 下 總守榇 

藤 堂 左 近 將監様 

松 前 若 狹守様 

小 笠 原 道 之助樣 

淺 井 長 門 守 様 

松 平 豐 前守樣 

松 平 大 隅守樣 

大 久 保 隼 人様 

有 馬中務 大夫樣 

分 部 左 京大 夫 様 

土 井 大 炊頭榇 

松 平 和^な 様 

松 平 ^豫守 様 


細 川 長 門守樣 

加 藤 遠 江守樣 

緞 E 主 殿守搽 

本 多 中務樣 

加 藤 出 雲 守 様 

久留島 信 濃守樣 

有 馬 左 兵 衞督榇 

森 和 泉守樣 

增 上 寺 山門 牛 

問 部 ぉ狹守 « 

備 前 御中 屋敷 

秋 元 仉馬守 様 

北 之 口 御 番所 


京 橋、 日本ば し、 將監 ばし、 祌田 ばし、 中梳、 銀座ば し、 今 川ば し、 .江 戶 ばし- 


^- Mli!  燒 失す。  〔割 註〕 此頃 流行歌に、 「武 藏坊辦 慶は播 磨の 國で 育ら れ、 三つの 上 は W つ 五つ 六、 七つ 道 
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具 を 脊に負 ひ、 五條の 橋へ 急がる X 。「或 曰、 楚 大火 之 印 也。 文字 を わくれば 武藏の 方 は 土と なり、 道具 

を脊 なに を ひて 急ぐ、 是歌は 世に つる- * のた めし か。」 

〇 仙臺錢 不通 用 之 事 

同年 三月 十三 日、 仙臺錢 不通 用 之 儀御觸 渡し 有レ 之。 如レ斯 H< 明 W 辰年、. 寬政五 丑年 御 稱有レ 之し が、 いつ 

となく 相 ゆるみ、 取引 錢の 內に專 ら有レ 之に よって、 此^^ 敷觸 渡し 有レ 之。 右お 錢 交り 有レ之 分、 繪 こて 

かます 

取扱 ひ 候 分 は 其 さし 限り、 叭 又は 莛包等 にて 取扱 ひ 候 は、 共叭包  一 口 限り 取 h、  ^度 可， 一 申 付， 旨嚴 しく 

御觸 有に よって、 幼な き 童 迄 不通 用 之 事 を 知り、 大地に 落 ある 共 ひろ ふ 者 もな く 成し ぞ淺 まし。 お^ 錢 

は 御 取 立に て、 毎月 晦 H までに 町々 會 所に あつめ、 御 奉行所へ 持參 する 事 夥し。 後に は 川 崎 御藏まで 舟 

に^ 持參 す。 彼地に於てこと^-く石臼をもってはたき、 俵に 入れ. y 戶 表へ 被レ遣 しょし、 是賤 しき 鐵 

砲の 玉になる よし、 此頃、 或 人の 狂歌に、 

諸人に 捨られ かくの 仕 合 や 通用と て はせん 臺の錢 

〇 道頓堀 出火 之 事 

同年 七月 廿九 日夜、 道頓堀 中の 芝^より 出火に て、 千： n 角まで 燒、 法 善 寺類燒 す。 當 芝居 卄 九日より 初 

日に て、 鎌 倉 三代 記、 切 狂^ 東 訛戀深 川、 大切 大 踊りに して 評判よ かりし を、 三日 E 夜 出火に 及ぶ。 

〇聖 護院峯 入. N 事 

同年 八月、 聖護院 の 宮和 州大峯 山へ 御峯 入有レ 之、 還 路大坂 御 通行，、 火 月 十八 日 泉 州堺： S りに て、 翌 十九 

日大坂 表に 着 玉 ひ、 東 本願 寺 御堂 を 御 本陣と し 玉 ふ。 此 御行 粧を拜 み 奉らん と、 諸人 群 ffi する 事 夥し。 

〇 琉球人 來朝之 事 

同年 十 巧 中句、 琉 球人來 朝に 付、 大坂 表に て は！ i 州 御屋敷に^ 5a す。 大坂 表出 立の R: なんど は、 諸人 大 

川筋に 徘徊して、 船に て 登る を 兑んと 群集 なすこと 夥し。 

五 〇 三 
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奥； 島〗 東 3 多 ^ 當; 

風 チ嘉。 
平 i 原 《平き 山 マ 間， 


同 同 同 同 同 


五 〇 四 


琉球人 来朝 大略、 

ナウ サン ワウ セイジ 

琉球仲 山 王 正使 


繽谷山 王子 

フ クシ 

仲. U 王 Sis 使 

ヲ a ク 

小祿 親方 

サ ンギク ジン 

贊儀官 

久志親 雲上 

ザ クセィ 

樂正 

譜久村 親 雲上 

* ェ 1セ ィ 

儀衞正 

古波蔵 親 雲上 

シヤゥ カン シ 

掌 翰 使 

ホ 》 マ 

や 招 司 

タ Hh ぼ 


眞喜家 同 

正使 賛 

ロミ サト 

諸 見 里 Hi 

ノ ザキ ， 

野 一一 P 

名 護 同 


^使賛 

板 良 錦 親 雲上 

濱 之 同 


ガク， ト イシ 

樂 童子 

渡 具 知 里子 

サ クタ，、 

佐久眞 同 

ナカ 3  . ン 

仲吉同 

波名狨 同 

f ブ 

本部 同 

伊. 江 同 

外に 中 官下宫 

凡 一 1 百人餘 


渡ト 小， 

慶^ 波'' 
須 プ津' 


同 同 


明 正 承 天 
和 德 應 だ 

元 二  „ 
年年 年年 

寬 享寬寬 


年年 年年 年 


寬寬夭 正文 

右 

十 政延和 保安 


當寶 寶慶寶 

t 曆 永安德 
化 

― 七 ― コ 


來 朝剁附 

薩州御 家老 

川 田 伊 锇 殿 

御 W 人 

高 ffl  太夫 殿 

御 側役 

富 山 逸見 殿 

御物 頭 

田 巾 七 右衛門 殿 

御 使^, 

伊集院 戶 右衞！ Z 殿 

永 七 年 

文 十一 年 

保 三 年 

政 二 年 


誓 里餘 

五 〇 五 


首」 法 は、 

琉 球；！ より， 1 摩 迄 


0 琉球人 来朝 年 暦 

五 年 

元 年 

一 一 年 

元 年 

八 年 

八箇 度に 及ぶ、 


.o 大坂迄  二百 七十 里餘 

大 坂よ リ江戶 迄  百 三十 五 里餘 
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〇 金釵 融通の 事 

文化 三 丙 寅年 十 一 月 十五 日の 夜、 御 公儀より 御 差 紙 大坂三 鄕へ參 る e 

御用の 儀 有 レ之候 間、 明 十六 日六ッ 時、 御 役所へ 可- -罷 出-候。 以上。 

尙々 麻 上下 用意、 此方 共 詰 所へ 可レ 被レ屆 候。 以上。 

江川 庄左衞 門 北 組 筆頭 也 

井岡 半 左衞門 南 組 筆頭 

井吉三 郞兵衞 天滿組 兼帶の 筆頭 

右に 付 十一 月 十六 日銘々 罷出候 所、 佐 久間備 後守樣 於-御前に-去の 通に 爲-- 仰 渡-候。 

近年 打 裒米惯 下 直に 付、 武家 百姓 共不レ 及-一 申に-自然と 町家 迄 も 商 ひ 薄き 趣に て、 都て 金銀 融通 不レ宜 

世上 一 統の 難儀、 何とか 一 際 御 救の 御 趣意 相 立 候 様 被レ成 度、 於-江 戶 表-厚 御世 話 に て、 御 S 只 上米 等 

も 有之レ 候へ 共、 少分 にて は 迚も 直 段 引上げ 方 難- - 行屆？ 從-- 公儀-も 御金 被-差 加へ ^ 猶又 於-常 表-御 

買 上米 可レ 被， 仰 付？ 町人 共の 內 御仁 惠 を難レ 有^、 買 上米 可レ 致^ 自分 共 勘辨の 十、 取調 可-巾 上-旨 御 

沙汰の 趣、 此度、 江 戶 表より 申來候 間、 其方 共へ 買 上米 申 付 候。 御用 計の 俵に 無レ 之。 世^へ 對し 融通 

に 相 成 候 儀に て、 銘々 年來 安堵に 渡世いた し罷在 候。 御國 恩の 程 難レ有 奉レ存 候て、 可レ成 丈^- m 世？ 

石高 銘々 封書に 致し 可-差 出？ 石高 相 束 御 趣意 通に 及 候 はぐ、 共 趣 を 以て 江戶 表へ 申 上 候 間、 早 々可- 

巾 出-矣 。 尤右は 米 下 直に 附 候ての 儀に 付、 永く 買 持 居候 譯 にて は無レ 之。 直 段 引 上 候 以上 は、 及-差 

圖？ 追々 相拂候 積り に 候 間、 其 旨 存可レ 致- - 出精-候。 

  五 。七 


右の 通 被-仰 付-候に 付、 十 一 月 十九 日銘々 致- 1 封書？ 

晦 日 御 召 出しの 上、 於 -1 御前 - 丼 方 共 封書 差 出し 候 所 

御 趣意 S に 相 當らす 候に 付、 左の 通 石 髙申付 候。 


惣御 年寄 衆 中 西 御 詰 所 迄 差 出し 候 所、 猶又十 一 月 

. 少石 にて 中に も 差 圖可レ 受者も 有レ之 候へ 共、 以レ是 


三 萬 三千 石 

壹萬八 千 石 

壹萬八 千 石 

三 萬 三千 石 

甙萬 五千石 

甙萬石 

甙萬石 

壹萬八 千 石 

赍萬八 千 石 

壹萬八 千 石 

壹萬七 千 石 

壹萬八 千 石 

ダ甙拾 五 萬 石 

十八 兩替 

壹萬石 

壹萬石 

壹离石 


隱密 御用 掛」 


今 橋 一 一丁目 

同 

和. お 町 

玉 水 町 

大川 町 

吉の 屋^ 

內 平の 町贰 丁目 

立 奢. 堀 一一： 丁目 

今橋壹 丁目 

安土 町  一 一丁目 

瓦町壹 丁目 

國水 町 


瓦 町 二 丁  S 

今 橋  一 丁目 

高麗 橋 三 了：：： 


鴻池屋 

加島屋 

同 

辰巳屋 

米 屋 

近江屋 

平野 屋 

炭 屋 

nil 

i 屋 


川崎屋 

天 王寺屋 

油 ^ 


善 右衛門 

善五郞 

亦右衞 門 

久右衞 鬥 

作 兵 衞 

久左衞 門 

C  一  ニー  B. 

RI  一  二. S 

久 兵 衛 

五 兵 衞 

安 兵 衞 

善 五 郞 

市 兵 衛 


三右衞 門 

五兵 衞 

彥 三 郞 


苗の 啭 


壹 寰壹壹 


萬 石 

萬 石 

萬 石 

萬 石 

ダ七^ 石 

三 萬 石 

三 萬 石 

ダ六萬 石 

壹萬石 株 

北 濱貳丁  U  鹽 屋 

新 難 波 四ノ町  和泉屋 

今橋贰 丁目  平野 屋 

同  鴻池屋 

梶木 天 王寺屋 

過 書 町  同 

舟 町  助 松屋 

堂 島中！  一丁目  播磨屋 

玉 水 町  加島屋 

舟 町  n 

平の 町 二 丁目  米 屋 


平野 町 二 丁：：： 

^町. 一 

島 町 一  一丁；：： 

高麗 橋壹 丁目 吳服店 

新 難 波 西の 町 


孫 右衛門  今 橋 登 丁目 

吉左衞 門  尼ケ 崎町壹 丁目 

孫 兵、 衞  • 梶木 町 

庄兵衞  同 

^右衛門  吧 後島 町 

忠 兵 衞  戶堀： 一一 丁目 

忠 兵 衞  玉 水 町 

仁 三 郞  平の 町贰 丁目 

十 郞兵衞  內 平の 町 二 丁目 

作五郞  本 町 一 "丁：：：： 

喜 兵 衞  長 堀 茂 左衞！ ： 町 


平野 屋 仁^ 衛 

梓 屋 ^お^ 門 

鐵 屋 庄右衞 門 

大黑， 屋 源 兵 衞 

三 井 八郞 右衛門 

和泉屋 次 郞右衞 門 


山 本 

鴻池屋 

升 屋 

千 草屋 

山 家屋 

加島屋 

同 

茨木 屋 

米 屋 

平野 屋 

泉 屋 

五 〇 九 


三 


冶 郞 

市お 衞 

示 IT  C 

權 お 0 

五 ^ 衞 

安^衛 

安 右銜门 

長 兵 衞 

新 兵 衞 

吉次郞 


苗の 噺 


羝鴻島 
池 

屋屋屋 


內 平の 町 

\^ ね 叫 萬 石 

七 千 石 株 

江 戶堀^ 丁  ：= 

釣鐘 町 

尼ケ 崎町壹 丁目 

高麗 橋 1  一丁目 

平の 町 1  一丁目 

同 三 丁目 

七 郞右衞 I： 町 一 町 目 

金 田 町 

長 堀 宇 和 島 町 

京橋貳 丁目 

ズ拾五 萬 四千 巧 

五千石. 株 

今橋贰 丁目 

尼 ケ崎町 一  一丁目 

高麗 橋壹 丁目 

瓦 町 1  一丁目 


五 一 〇 


代 見 多. N? 町 


0 屋 ^ぉ 衞 門 


淡 路町切 丁 

卨龍橋  一 丁目 

匹 .jif- 町 

平の 町  一 丁目 

, 同 二 丁目 

小 久太郞 町 一一： 丁目 

南 久太郞 町 二 丁目 

木 挽 北 之 町 

岡 崎 町 

吉野ゃ 町 

天滿十 丁目 


和泉屋 治 郞右衞 门 

屋 九左衞 EZ 

屋 九 兵 衞 

屋 彥五郞 

屋 善 次 

屋 富 太 郞 

屋 傳 ^ 衞 


桝 

上 村 

海 部 

近 江 

桝 

葭 

川 琦 

吉 野 


淸五郞 (大 丸) 


屋 

屋 


傳右衞 ET 

武 兵 衛 

九右衞 門 


尼ケ崎  一 丁目 

大豆 葉 町 

、江 戶堀三 丁目 

瓦 町  一 丁目 


井 筒 

具 足 

專 法 

昆 布 


屋 

屋 

屋 


平 治 6J 

七 左衞門 

五左衛門 

伊 兵 衞 


日野屋 松次郞 


大庭屋 次 郞左衞 門 

利 右衞鬥 

伊 兵 衞 

市 右衛門 

和泉屋 六郞 右衛門 

油 屋 德三郞 

夭 王寺屋 彌 七 

平野 屋宗 之 

吹田屋 六兵衞 

雜喉屋 三郞 右衛門 

,M 屋 彌兵衛 


鴻池屋 德 兵 衞 

米 屋^ 太郞 

越後 尾 新十郞 (三 井 糸 店) 

櫻井屋 八 郞兵衛 


安土  ^  ；  丁目  廣屋 德 右衛門  立 寶堀南 町  储中屋 利に.、 衞 

京 橋ぶ 丁目  大鹧屋 九 蔵  天 滿立田 町  紀^國屋 ^^^n 

天滿 樋の 上 町  大根 屋 小兵 衛  同 斕川町  茶 屋 吉^: 衞門 

v 七 萬 石 

翁 又 晦日の 夜朮 中へ 御觸 左の 通、 

1 近^ 打 績米價 下 直に 付、 武家 百姓 共は不 レ及レ 申、 冃 然とお 家 迄 も 商 ひ 薄き 趣に 付、 • 都て 金銀 ⑩^ 不 

" レ宜。 世上 一統 迷惑の. H に 候 間、 何れ 其 儘に 可-差 置-筋に 無レ之 儀、 追々 厚 御世 話 被レ盡 候に 付、 於-, 

江戶 表-御 買 上 米の 被-仰 出.？ 當地 にても 御 買 上米 も 被-仰 付-候へ 共、 米 直 段 引 立 候 程の 依に も 不レ至 

, 候に：^、 町人 共の 內 あれこれ 當分の 間、 買 入 米いた し 直 段 引 立 候。 直 合に 從ひ寶 拂候喾 に 申 付^。 

, 畢竟 買 ト； 米 爲レ致 候 儀 は、 世上 E 用金 銀 は 勿論、 諸事の 融通 不 -1 差 支- 爲と 有レ之 候 si、 右 買 上米 を 中 

立てに 致、 諸家 井に 諸 向爲替 金銀、 其 外 共差滯 させ 候て は、 御 趣意^に も 振れ 候 ra、 剁仁惠 の稃能 

々相辨 へ、 銘々 渡世 は 付 候ても、 世ト： の 融通 不- > 差 支-様 心懸、 夫々 家業 可レ 致- 精， 候。 

右の 通 末々 迄 得と 申 聞可レ 置^ 事、 

寅 十 一 用 

右の 通 被 M 仰 出， 候 問、 末 々迄 念 入 可-相 觸， 候、 

寅 十 ； 月 晦日  北組惣 年寄 

十二 ほ 二： n 御召し 出しの 上、 右の 通 高 被-仰 付 一 候、 

三千 五百石 株 

北濱ニ 丁目  肥前屋 又兵衛  梶木 町  ra? ケ崎屋 七左銜 門 

 .  五一 一 


苗の 咴 


荒 宗吉和 治 

之 兵 兵 7T. 兵 
II 力 衞 衞 郞 衞 


五 1 二 


今橋壹 丁  E 

高麗 橋 三 丁目 

. 和 泉 町 

小會町 

近. ぱ 町 

^叫 萬 甙千石 

甙千石 株 

北濱 ®  丁目 

今橋壹 丁目 

上人 町 

吳服町 

道 修町壹 丁目 

平の 町壹 丁目 

同 

内 平 町の 甙 丁目 

同 

淡 路町壹 丁目 

內 平の 町 

島 町  一 丁目 

京靥六 丁目 


堀 屋 

苧 屋 

鴻池屋 

米 屋 

光 吉 


島 屋 

堺 屋 

油 屋 

油 屋 

內田屋 

日埜屋 

源 江 屋 

長濱屋 

米 屋 

日野屋 

長濱屋 

米 屋 

信濃屋 


七 右衛門 

半 兵 衞 

榮 三 郞 

三 郞兵衞 

三 郞兵衞 


-ー 「 L  E. 

种 プ. BS 

左兵衞 

次 兵 衞 

長 蔵 

宗 兵 衞 

長 右衛門 

勘 兵 衞 

^ 兵 衞 

吉 右衞鬥 

三 十 郞 

與 兵 衞 

喜 助 

勘兵衞 


今 橋 二 丁  m.  紙 屋 

高麗 橋 一一： 丁 目  鴻池屋 

納屋 町  大津屋 

備 後町  一丁目  錢 屋 

堂 じ ま i!  丁目  大 島 


北 濱町壹 丁目  近. 江屋 長 左衞門 

叫 軒 町  油 屋齊助 

高麗 橋 一一 一丁目  鴻池屋 茂 ^ 衞 

道修町  一丁目  袴屋 仁 右衛門 

同  同 かつ (代 判 伊助〕 

內 平の 町 一 丁目  日野屋 淸三郞 

舟 越 町  長濱屋 平 三^ 

內 平の 町 二 丁目  明 石屋 道阿彌 

內 あわじ 町 二 丁目  小西屋 勘左衞 鬥 

內 平の 町  日野屋 七 郞兵衞 

, 同  同宗 七 

京 橋 五丁目  長濱屋 德兵衞 

瓦 町  一丁 ほ  近江屋 八 左衞鬥 


瓦 町  一 丁目 

安土  e- 壹丁目 

本 町  一 丁目 

同武 丁目 

唐物 町  一 一丁目 

南久 K 寺 町  一 丁目 

長 堀 茂左衞 門 町 

石灰 町 

南 瓦屋 町 

長 堀 宇 和 じ ま 町 

阿波橋 町 

齋藤町 

舟 町 

上 中の 島 町 

菅原町 

旅籠 町 

堂 じ ま 彌左衞 門 町 

同 

同濱三 丁目 

同 


近； y 屋 仁 右衛門 

金 屋 彌太郞 

伊丹 屋 叫 郞兵衞 

布 屋 半兵衛 

信濃屋 勘 W 郞 

和泉屋 宇右衛門 

蒲島屋 治郞吉 

錢 屋 左兵衞 

河 內屋も と 

雜喉屋 藤 右衛門 

玉 屋 五兵衛 

島 屋 利 右衞鬥 

かじ ま屋 幸 七 

辰巳屋 省兵衞 

河內屋 九兵衞 

伊賀屋 壽加 (代 判 半 兵衞) 

大和 屋 甚兵衞 

難 波屋太 助 

米 屋 喜 兵 衞 

树 屋 源お 衞 門 


同一 一丁目 

上 魚屋 町 

本 町  一 一丁目 

ひな や 町 

北 久太郞 町 三丁自 

安堂寺 町  一 丁目 

油 町 三 丁目 

に ぎ 田 

助 心衞門 町 

出口 町 

納ロ  E- 

布 口町 

白銀 町 

北 富 田 町 

旅籠 町 

堂 じ ま 舟大工 町 

同濱ー 一丁目 

同 三 丁目 

同 

同 


同 

井筒屋 

奈良屋 

生貝屋 

繪具屋 

大和 屋 

田邊屋 

淡路屋 

和泉屋 

岩田屋 

銹 屋 

伊勢屋 

綿 屋 

加島屋 

伊賀屋 

IK 王寺屋 

西村屋 

境 屋 

伏見屋 

大阪屋 


與兵衞 

庄 左衞门 

宗 右衛門 

吉左衞 門 

太 郞兵衞 

禾 ヌ 0 

仁 兵 衛 

太郞^ 衞 

^ 丘ハ 衛 

七 郞左衞 n 

vnew 五\裤 

藤叫郞 

武兵衞 

淸右衞 門 

半兵衛 

源 之 助 

喜 右衞鬥 

善 六 

八 兵 0 

吉 兵 衛 


五 1 111 


苗の 噺 


忠 さ^ 善 左 長 

衞 衞 お 衞 
門 助 衞門門 六衞衛 門 


平 甚 
右 


之 兵 


安治川 南 

江 戶堀三 丁目 

內 平の 町！  一丁目 

ダ拾 1： 萬 ^千 石 

十一 一月 五日、 御 召の 上石- 

千 石 株 

北濱！  ： 丁目 

尼 ケ崎町  一 丁目 

同 二 丁目 

^率 W 

道 修町三 丁目 

平の 町 i  一丁目 

淡路町  一 丁目 

津村 之 町 

本 町 三 丁目 

唐物 町 叫 丁目 

南 久寶じ 町 一  一丁目 

同 四 丁目 


小 西 新 六 

平野 屋 四 郞五郞 

小山 屋 吉兵衞 

： 左に 被-仰 付-候、 

高池屋 松冶郞 

河內屋 勘 W 郞 

米 屋 助 右衛門 

伊丹 屋 三 郞兵衞 

和泉屋 伊兵衛 

鳥 飼屋直 藏 

和泉屋 新 右衛門 

大津屋 新 助 

日野屋 善兵衞 

石川屋 叫 郞兵衞 

綿 屋長 三 郞 

八 K 屋 忠兵衞 

小山 屋 忠兵衞 

大黑屋 伊兵衛 


安治川 

豐 後町 

富 じ ま I  一丁目 


梶木 町 

尼 ケ崎町 一 一丁目 

同 

本 天滿町 

吳服 町 

平の 町壹 丁目 

あわじ 町  一 丁目 

同 

同 

南 渡逯町 

南 本 町 二 丁目 

北 久太郞 町 三 丁目 

南 久寶寺 町 三 丁目 

安堂寺 町 一 一丁目 下半 


五 1 四 

野田屋 長兵衞 

和泉屋 利兵衛 

藤 田 源七郞 


1K 川屋太 M 

助 松屋 新次郞 

鍵 屋龍 三 郞 

鴻池屋 治 郞兵衞 

鍵 屋 九兵衞 

小西屋 

小 西 角 

日野屋 

藤 屋 

菱 屋 

奈良屋 

平野 屋 

丹波屋 


苗の 咴 


綿 塗鹽河 欲 和 松菱綿 

內 泉 葉 
屋屋屋 屋屋屋 屋屋屋 


內海信 油 新 
淡 郡 濃褂籾 


五 

五 


上 難 波 町 

安堂寺 町 1  一丁目 

長 堀 次 郞兵衞 町 

安堂寺 町 1  一丁目 

立賽 堀^  丁目 

木 挽 北ノ町 

南 問屋 町 

天滿三 丁目 

同 九 丁目 

同 十 一 丁目 

老松 町 

天滿 ^丁目 

油掛町 

新 天 滿町 

海 部 堀川 町 

瀨戶物 町 

信 濃 町 

京. 靈 丁目 


作 兵 衞 

太 郞兵衞 

TSAR ぶ ノ衞 

喜 兵 衞 

冶 郞兵衞 

伊 助 

才兵衞 

太 兵 衞 

彌 兵 衞 

g 郞 右衛門 

利 兵 衞 

九兵衞 

五郎左衛門 

權兵衞 

甚九郞 

孫兵衞 

太 兵 衞 

淸 右衛門 

孫兵衞 


同 

尼 屋 

綿 屋 

文字 屋 

天野屋 

大津屋 

1K 滿屋 

伏見屋 

伏見屋 

油 屋 

山城 屋 


同 X  丁目 

長 堀 淸久町 

立賫堀 SI  ノ町 

高 間 町 

木 挽 南ノ町 

材木 町 

天 滿五 丁目 

同 九 丁目 

魚屋 町 

木幡 町. 

老松 町 

新； 大滿 町 

同 


路町  一 丁目 


砲 0 吉.^ 衞 S2 

加島屋 三右衞 門 

和泉屋 市兵衝 

肥 前 Is 與右衞 門 

吉野 ^運 

平野 屋 善 右衞門 

米 屋 武 右衛門 

淡路屋 太郞助 

綿 屋 ^ 兵衛 

魚 屋又 兵 銜 

鍵 屋伊 兵 衛 

天 王寺屋 九郞 右^門 

近. y 屋 平左衞 e: 

大^屋 伊^衛 

古野 屋 ^火郞 

屋 伊太郎 (代剁 仁 兵衞) 

神崎屋 藤九郞 

和泉屋 武 右衞鬥 

久々 知屋 治 兵 衛 

小 g:  ^ 兵 0 


苗の 噺 


太 綿島鴻 

刀  池 
屋 屋屋屋 

庄 市市武 

兵^;  5 
衞 門 郞 助 


五 1 六 


折屋町 

谷 町  一 丁目 

本 町 1  一丁目 

同 三 丁目 

西笹町 

油 町 三 丁目 

安倍川 北  一 丁目 

常 安町 

石津町 


小川 屋 

平野 屋 

布 屋 

菱 屋 

板 屋 

大和 屋 

伏見屋 

紙 屋 

鹽 屋 


喜 太 郞 

市兵衞 

可 兵 衞 

淸兵衞 

治 兵 衞 

五郞 兵衞 

辰 0 

左 兵 衞 

彌  一一！ 兵衞 


尼 ケ崎町 一  一丁目 


鴻池屋 善 之 助 


大川町 

北濱ニ 丁目 

津村 中ノ町 

南 本 町  一 丁目 


肥前屋 八 郞右衞 鬥 

阿波 屋 正 右衛門 

河內屋 太三郞 

刀 屋 武兵衞 


豐 後町 

谷 町 一 一丁目 

本 町  一 丁目 

同 叫 丁目 

同 三 丁目 

油 町 三 丁目 

同 

信 濃 町 

玉澤町 

\ 八 萬 六 千 石 

十二月 七日、 御 召の 上 被- 

五千石 株 

今 橋 1  一丁目 

尼 ケ崎町 一 一丁目 

ダ壹萬 五千石 

甙千石 株 

梶木 町 

玉 水 町 

江 戶堀三 丁目 

瓦町壹 丁目 


米 屋 

大黑屋 

吉 村 屋 

扇 屋 

和泉屋 

若 林 

布 屋 

同 

明 石屋 


惣 兵 衞 

喜 兵 衞 

金 五郎 

利兵衞 

利 兵 衞 

唯 藏 

叫 郞兵衞 

甚九郞 

お 右衛門 


仰 付 I 候 石高 左 之 通、 

鴻池屋 善 作 

加島屋 萬兵衞 


苗の 喷 


平 京 堀萬錢 
野 

屋屋 屋屋屋 

庄宗善 小 彌 

丘 

助 吉藏衞 助 


郞衞叻 門 六 


市 m 十 利 

1兵1 兵 
i"j  m  m  m 


頃 町  一 一丁目 

玉 造 中 町 

堂 島 舟大工 町 

同 

上 博勞町 

二 萬 千 石 

千 石 株 

梶木 町 

今 橋  一 一丁目 

本 町 二 丁目 

北 久太郞 町 二 丁目 

南 久太郞 町 二 丁目 

錦 町 一 一丁目 

c 淡路町  一 丁目 

釣鐘 町 

天滿 八丁 目 

安堂寺 町^  丁目 

天 滿板橋 町 

樋/上 町 

初瀨 町 


天 王寺屋 淸 八 

鴻池屋 淸兵衛 

布 屋萬助 

河内 屋 六兵衞 

和泉屋 嘉平治 

米 屋 孫兵衞 

池 田屋善 八 

島 屋 九 郞兵衞 

大和 屋庄 藏 

河內屋 平 左衞門 

伏見屋 半兵衞 

靦田屋 太 左衞門 

奈良屋 善 兵 衞 


通 書 

道修 町. 一 丁目 

錦 町〗  一丁目 

平野 町  一 一丁目 

南 本 町  一 丁目 

北 久太郞 町  一 丁目 

內淡路 町  一 丁目 

天滿七 丁目 

上 中の しま 町 

江戶堀 5  丁目 

樋 ノト-町 

京 町 堀  一 丁目 

材木 町 


加贺屋 

平野 屋 

大和 屋 

近. 江屋 

近江屋 

錢 屋 

大黑屋 

茶 屋 

豐 村 

蛇 草屋 

今 お 屋 

備前屋 

小四屋 


藤 七 

0 兵 衞 

お 右^ 

^ 助 

半兵衞 

長 左衞門 

七 郞兵衞 

六 兵 衞 

八左衞 

德 兵 


五 〗 七 


暨町 丁目 

舟 越 町 

濱三 丁目 

新 靱^ 


小嵇屋 

米 屋 

天 滿屋 

同 


苗の 噺 


五 

八 


白髮町 

南 太 わた 町 

北 久寶寺 町 五丁目 


立 賫堀西 町  近江屋 權兵衞 

南^. 江 三 丁目  雜喉屋 權兵衞 

淨國寺 町  河內屋 與兵衞 

南 久寶寺 町 二 丁目 平の 屋 五郎兵衛 

ダ三萬 四千 石 

三 萬 石  貳軒  壹萬石 

三千 五百石  十二 軒  七 千 石 

五千^  十七 軒  贰千石 

千  石  百廿軒 

ダニ 百 八十 六 軒 

又 二十 五 萬 石  十二 軒 、 

じ 萬 石  七 軒 

合 三百 五軒 

惣： ゎ-::2 ダ百拾 九 萬 九 千 石 

^贰拾 五 萬 石 〔割 註〕 七 半に ならし、 此石 十八 萬 七 千 五百石。」 

殘り 九 拾 1： 萬 九 千 石 〔割 註〕 半 石に ならし、 此石 §! 十七 萬 四千 五百石 •」 

受 之仕ダ 六 拾 六 萬 一 一千 石 

§ 凡 叫 萬 貫目 餘 但六拾 匁 五分に 當て、 

右の 通 被-仰 付-候に 付、 市中 陰氣に 相 成 哉の 趣に て、 左の 通 御 觸有レ 之 候 • 


長岡屋 

拔並屋 

錢 屋 

備前屋 

卄四軒 

廿ニ軒 

八十 九 軒 


隱密方 

十八 兩替 


久兵衞 

作兵衞 

太兵衞 

彌兵衞 


苗の 噺 


今般 依-御 ド 知-金銀 融通 宜相 成べ く爲、 當表 町人 共の 內 身上 宜敷者 共へ、 買 上米 中 付 候^に 付、 御仁 

惠の程 能々 相辨 へ、 銘々 渡世に 付ても 融通 不 -1 差 支, 樣心懸 可レ申 旨、 此間 一通り 口 達 を 以て 申 聞 S 候 

處、 町々 年寄 共より 町內 への 達し 方 不行屆 に 候 哉、 自己の 金銀 取引の 儀差控 へ、 取 掛龍在 候 普請 杯 も 

相 止め 諸事 遠慮いた し 候 趣の 風聞 有レ之 睽。 普請 杯 も 相 止め 候て は、 其 筋に か、 り 候 末々 輕き 者へ も 

相 響き、 渡世 難儀に 可レ及 事に 候、 右 買 上米の 儀 は 御 E 計りに 無レ 之へ 一同 融通の^ 結構の 御 趣意の 事 

に 候へば、 金銀 取引 不一-差 支-様い たし、 普請 其 外 祝儀 佛事 は不 レ及レ 申、 殊に 年の 暮 にも 及 候 事に 候 

間、 銘々 嘉例 餅つ き 何に よらす 賑 しく 取 計、 諸 見物に 至る まで も 御 遠慮 可レ致 筋に は 無 レ之 候。 心得 違 

有レ之 候て は、 御 趣意 通りに 不レ合 齟齬 候 間、 能々 相 辯へ 候 様 可レ致 候。 且又 此節迄 は 買 上米 申 付- s^c 

其の 外に、 聞 拽に相 成 候 者 も 可 レ有レ 之、 乍レ然 無-際限-申 付 候 儀に て は 無レ之 候。 左 候て は^ 候 身分 

念に 存候者 共 も 可レ有 レ之 哉。 銘々 先祖 代 * 妻子 等 も 致-撫育？ 安穩に 渡世 を 送り 候御國 恩の 程 難 レ有奉 

レ存 候て、 今様の 折から ならでは 冥加 之 程 相 辨候儀 も 相 顯不レ 申 事に 付、 少分之 石高たり とも 買 上 可レ致 

と存候 者ば、 不レ 及-一 遠慮- 銘々 封書 を 以て 可- 一 申出-候。 

寅 十 一 一月 

右の 通 被-, 仰 出， 候 間、 町內 末々 迄不 レ^ 樣 入念 可レ 被-, 相觸， 候。 

寅 十二月 叫 日  北組惣 年寄 

右 御 觸書出 候 所、 翌日 西 詰 所へ 封書 差 出 候 人、 左に、 

堂 島濱三 丁目 

山 田屋市 右衛門 

外に 一 人 有レ之 候. H、 

前書 石高 被-仰 付， 候 銘々、 難 溢の 趣に て 減 石 相 願 候 所、 S 五步 以上 之 者、 十二月 十九 日 於-, 御前？ 右御掛 

五 1 九 


5ニ〇 


の 


苗 一 


り 地方より 年內月 廻に 相 成 候に 付、 來卯 正月 御用 初より 十七 日 迄、 增 石いた し 可-申出- 旨 被， - 仰 付？ 先夫 

にて^ 內相濟 候。 伹し 壹甙分 通の 分は卄 S 五日に 相 成 候て、 來 正月 十二 日 致-出精-書 附 可-, 差 出， 事。 

右に 付 卯 K 月 卜 七日、 一統 舊冬 同様の 書附差 出し 候に 付、 翌十 八日 於-御前に？ 

東 平賀信 濃守樣 

西 佐 久間備 後守樣 

右 御 立 合に て 左の 通 被-仰 付-候、 

其方 共 儀 買 持 米の 義、 舊冬 同様の 儀 又々 書附差 出し 候 段 不屆の 至りに 候。 何れ 申 渡 置 石高の 請 書 可-差 

出-候。 乍 レ然繰 合 等 有 レ之候 はぐ、 實に右 石高 買 持 難き 儀に 候 は^、 買 方 月 割に 不レ 致、 右 申 渡 石高 七 歩 

通差圖 次第 買 入可レ 申、 其餘は 令-用捨 _ 候 間、 其 段受書 可-差 出， 候。 

右の 通 被-, 仰 付， 候に 付銘々 當惑 致、 又々 相 願 候處、 月 割 七 歩に て當時 御差阖 次第、 買 持 分 五分に て相濟 

候 事、 但し 舊 冬より 難 潞 申立に て、 壹贰 歩の 分は卄 日に 町 年寄 御 召に て、 身上 御 聞 合 被レ成 候に 付、 廿五 

日に 返答 書 年寄より 差 出 候 事。 

右 桕 濟候五 歩 以上 皆 石 迄、 廿 七日に 被 レ爲- 御 召 成？ 今般 買 上米 申附候 様、 請 書の 趣き 聞 届け 置 候。 餚又 

此 趣き， 江戶 表へ 可-申 遣， 旨、 被-仰 付， 相濟候 事。 

御懸り 地方 


Tat 

同 

御用 懸 


大 西駒藏 

荻 野 勘 左衞門 

安藤 丈 之 助 

.、ォ rsv  T 良 


樣 

様 


井岡 平 左衞門 樣 

井 吉 三 郎^ 衞 様 

但 江川 庄左衞 門樣 は、 中程より. y 戶表 御代 拜に付 出勤 無レ之 候。 

〇 拳 頭 煎餅の 事 

同年 冬の 頃より、 大坂 町々 に 東 名物 拳 頭 煎餅と なづけ、 一 ケンリ ヤン コ より トウ ライに 至る まで、 £ と 

f く 錫に てこ しらへ、 是を 丸き 煎餅に 包みて 賫る。 諸人 是を買 ひて 煎餅 を わり、 樂に 勝負 を 決する 事 

一 興なる によって、 大いに 流行す。 圖は. fi 如レ斯 し、 © つ 、みたる 處、 後に は举の 手な くして、 かん 

ざしの 差込なん ど を 入て 寶 ける、 翌 卯年の 夏の 頃に 旣 にやみ ぬ。 


の 

苗 


五 二 一 


苗の 噺 


^斜嚼 の ffi 卷之五  I 

〇 住. fH 卯の 日 祓の事 

文化 叫 丁 卯 ハキ正 月より、 住吉 社に 毎月 卯の 日の 跋 執行 有 レ之、 開運の 御 守 を 出す。 是を 受んと 諸人の 參 

詣 夥し、 幷に 祌宮寺 五大 力 開帳 あり。 

〇 四 IK 王 寺 鐘 鑄の 事 

同年 四月 卄 二日より 同 廿 六日 迄、 四天王 寺 皇太子 御 引導 鐘 鑄に 付、 參詣の 男女に 鑌鞴を 踏す。 井に 供養 

有レ 之參詣 夥し。 

〇 網 代 笠 流行の 始の事 

同年 夏より、 市中の 俗人 專ら あじろ 笠 を 着る こと 流行し 始め、 今に 至って 諸人 用レ 之。 あじろ 笠 はむか 

しょり 出家なら では 用 ひざる ものと 見えたり。 或 人の 句に、 

寺の 田 や 案山子が きたる あじろ 笠 

斯 せし 發句も あるに、 此 頃より 寺の みに 限らす、 俗人 專ら川 ゆる 事と はなり ぬ。 〔割 註〕 もとは 木 津難波 

より 出る 商人 着始 しとい ふ。」 

〇 湖水 吹 越の 事  • 

同 半 五 ほ 中句より、 大雨に て 江 州 湖水 吹 越しに て、 淀川 筋大 洪水、 守 山 草^流れ、 淀 堤 大切 二 ケ所小 切 

七八ケ 所、 鳥 羽 海道 大切 三ケ 所、 宇治川 横の しま 大切、 小 倉 堤 ニケ 所、 桂 川 不レ殘 流 河内 八 番へ切 込む、 

村々 數多 損亡す。 村 書 左に 記す。 

^成 郡卄 艽ケ村 茨田 郡 五十六 ケ村 讃良郡 二. ！J 村 

水勢 烈しき 故、 網 じ ま大長 寺の 裏手 を わざと 切開き 水 を 落す。 是を大 長 寺の わざと 切りと 云。 

五 二！ 11 


ほ 


  五 二 四 

京都 は 白川大 洪水、 悲田院 より ニ條 新地へ 切 込、 加 茂川壹 所に なり、 五條 通り 高 瀨川壹 所に 成、 加 茂 川 

筋 不レ淺 流れ、 五條 三條の はし 殘る。 八幡 楠 紫へ 切 込む。 

同 六 H- 朔 日より 三日 迄、 太 田に て增 水に て 所々 越 水 込 入り、 大坂 玉造稻 荷の 社舞臺 より 見れば、 東 山ぎ 

はまで 渺々 たる 海上 を 望む が 如し。 

市屮 近在 水 入の 荒增 は、 

中 之 島、 堂 じ ま、 北 曾 根 崎 新地、 福し ま、 大仁、 傳法、 野 田、 海老 江、 富 じ ま、 九條 島、 前 だれ 

島、 難 波、 木津、 薩摩 堀、 新 町、 山 本 町、 幸 町、 堀. 江 六 丁目、 高津 新地、 是等 なり。 ^外に 少々 づ 

、は數 多 あれ ど 略す。 

五-月 比 五日. W. 之 上刻、 御觸 渡し 左に 記す。 

^水に 付 淀川 筋 堤 切有レ 之。 攝河朿 在に 水 込 入 候 故、 知 昔 其 外の 者へ も、 食事 等の 品 相 送 度 志の もの 

可 レ有レ 之、 舟 方の 儀 は 働 場の 差別 有 候へば、 ケ樣の 節 は 臨時の 儀に 付、 右 等の 不レ 及-, 斟酌 【 何 舟に て 

も^ 手 次第 借 請可レ 致- 1 通 舟， 候。 尤其段 舟 方の 者へ 被-仰 渡 置， 候 旨、 御沙汰 有 レ之候 事。 

淀川 筋^ 切所數 多有レ 之。 京 海道 往來不 ，1 相 成？ 中 津川祌 崎 川 渡り、 山 崎 海道 を往來 す。 依 レ之御 公儀よ 

り 被-仰 付？ 屮津川 神 崎 川 渡し 增舟、 晝夜無 レ滯差 出す。 此後 度々 御仁 政の 御 觸有レ 之。 其 大體 去る 戌年 

に じきが ゆ へ略レ 之。 

因に 云、 此節^ 人の たと へ に、 

r 此庞の 洪水と かけて ナント、 當 世の 女中の あたまと トク、 心ハ 水引が な ふて 切レが 多い と 云、 

寬 永の 頃まで は、 ^ 女 はふる き麻繩 にて 結び、 黑き絹 ぎれ にて まき、 いつ- (\ まで も あら ひ 用 ひしに、 

其 筏 紙に て^ はじまり、 越 前の 國 より 粉 紙に て 元 結 紙と いふ もの を 作りいだ してより、 いろくの 元 結 

を 仕^し、 糸卷 のとん ぼう 金銀の 水引、 尺 長 五色の 染紙、 近年 は 五し き 染の鹿 子 縮緬の わげ く \ り、 貧 


福と もに nK を 用 ゆ。 太平の 餘澤ぁ を ぎても 猶 あまり あらん。 

〇 竹 田 近. 江大椽 追善の 事 

同年 七月 六日より 三日の 間、 故人 竹 田 近. 江大椽 百囘忌 追善と して、 濱 芝居 一 日 操 淨留利 一 日、 入替 りに 

相 勤む。 大歌 舞妓 は 名前 計に て 出勤な し。 外題 役割 は略レ 之。 

〇 小 說本歌 舞妓に 直す 事 

同年 九月 廿ー 日より、 道 頓堀太 左衞門 芝居に おいて、 新 狂言 興行な す。 〔割 註〕 柳が 淵に， おの 糸す じ、 か 

f みの 浦に 願 ひの 仇 討。」 柵自來 也談、 右 は 東都 滑稽者 感和亭 鬼武の 著述せ し、 自來也 話と い へる 小說 

本な り。 狂言 作者 奈阿篤 助、 近松德 三なん ど 打より、 歌 舞妓 狂言に 引 直す。 是小說 本 歌 舞妓に 直す はじ 

めな り。 是 によって 日々 に 評判よ く、 又 右 小說本 大いに 流行して、 貸本屋 は 三日 切の 札 を はり、 足 を そ 

ら ざまに なして 街 を はしる 有さ ま、 浪花の 娠ひ 言語に 絕し、 筆に も盡 しがた し。 

〇 市 紅 好の 事幷に 自來也 鞘の 事 

此時市 川 團藏盜 賊自來 也の 役に、 好みに て 脇 ざしの 鞘 を 朱の あらき 海老 ざ や を 用 ゆ。 是 より 此 さやの 名 

を 自來也 鞘と 云。 又は 煙草 人の 張拔 筒な どに も、 此形を 用 ひ 自來也 筒と よび、 大いに 流行す。 また 右 狂 

言に て 羽織の ひも、 眞田鋅 の 三角に 組し を W ひて より、 是又 自來也 紐と よんで 大いに 流行し、 今に 至つ 

て 專ら用 ゆる 人 多し。 

〇 隱 賫 女御 法度の 事 

同年 十 一 月 十 叫 日、 從， _ 御 公儀， 隱賫 女御 法度の 御 觸有レ 之。 

町中 隱賣女 差 置、 遊女 同前の 仕方 有 レ之段 不埒に 付、 前々 より 度々. S. 渡し 置 候處、 近來 又々 猥に相 成、 

町々 において 遊女が ましき 身 過 致し 候 もの 多く、 幷に右 世話 を 渡世に いたし 候 族 所々 に有レ 之、 ^し 

て 御城 近邊 町家 迄 も 多分 有 レ之由 相 聞、 不埒の 至りに 候。 前 々瞬 si- 候 通 相 心得、 向後 不-- 相 守 • 者 は 可 

E  二 E 
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レ 遂-- 吟味-候 間、 町役人 は 篤と 相 改め、 右體紛 しきもの 有レ 之ば、 早速 可- 訴 出-候。 若 等閑 之 改方致 候 

は^、 本人 は 勿論 家、 王 組合 年寄 迄 も、 急 度 可レ令 n 沙汰， 候。 

卯 十 一 月 十 叫 日 

此 時より 町々 に 隱賨女 法度の 張紙繁 くす。 〔割 註〕 天明 八 年 加 様御觸 有し かど、 年月 立つ にした が ひ猥な 

るに よって 嚴 しく ふれら る。 一 

〇 兩座同 狂言の 事 

文化： A 戊 K 年 正月、 逍頓 堀、 巾、 角兩 座の 芝居、 二の 替り新 狂言 同 狂 1 目に て、 近代 稀なる 大繁昌 なり。 

外題 左に 記す。 

角ノ座 けいせい 輝 草紙 校合 十 冊、 卄 五日 ヨリ 

中ノ座 傾城 品評 林  再 註 九册、 廿 七日 ヨリ 

右 狂言 は 東都 山 東京 傳の 著作せ し、 不破 名古屋 の小說 むかし 語稻妻 表紙と いへ る、 全部 六 冊の よみ 本な 

りし を、 歌 舞妓に 直せし なり。 珍しき 狂言に て 面白き うへ に、 兩座 ひとしき 狂言 なれば、 其 繁昌た とへ 

ん かたなく、 是 によって 兩座藝 評の 勝負 づけ 出る。 丼 少しき を 筆の ついでに 玆に 記す。 

嵐吉 勝 名 護 屋山三 (先立 合に 七 分の 勝 あり、 何が なしに 突出しき れいく、 

同  負 梅 津嘉門 (仕內 ぬけ 目 はな けれ 共、 姿の はまらぬ が殘 念々 々、 

同  ナシ、 花 佐々 良 三 八 (此立 合 はよ けれ 共、 少し うきあし 勝負な し、  * 

團藏  勝 不破伴 左衞門 (老功 だけに 又 かく 別な もの じ や、 

東ェ 左衞鬥 分預 湯淺 亦チ (此 角 力、 惣方手 取 ゆへ 勝負 付す、 

大吉 負 けいせい 山 (きれいな 取 口 なれ 共 功 者がない が^ 念、 

、花 三 八 女 よくと ら^しが、 よほど しんどく こんまけ、 


苗の 渐 


富 コ！ 郞 ナシ 

百 花 分預、 花 


市 


負、 花 


又 平 女房 知國 (御 功 者な れ共此 角力 立な ぐれ ざんねん/ \ 

佐々 木 桂 之 助 (此 角力 立 合で はまけ なれ 共、 この度 は大 でき 

扠 鹿藏 (土俵 入 はきれ いなれ 共、 餘りカ 身 過て 力まけ、 


歌 右衞鬥 負、 花 名 古 屋山三 (此 組合 仕 かけ まけ は殘念 なれ ど， W 物 は 承.^々々， 

我 童 勝 梅 津嘉門 (此 角力 は始 より 勝に 見えました、 

同  ナシ 左々 良 三 八 (互に 得手 を 差込て、 見物の 氣 にて 勝と！ a ゆれ ど 角力 は 二つ、 

新九郞 負、 花 不破伴 左衞門 (取 口 おもしろく 云 分 はな けれど、 角力が あはぬ が殘 念々 々、 

西 歌 右衛門 分預 浮世 亦 平 (す& どき 取 口お もしろ し、 nft は 追 乎々々、 

よしほ  勝 けいせい 葛 城 (地 取の けいこが つんで ある ゆへ、 見事な かちく、 

あやめ  勝 三 八 女房 籠 茶 (立 合に ひま は 入つ たれ ど、 さすがに 年功々々、 

珉 子 ナシ、 花 又 平 女房 さへ だ (小手の き、 たる 立 合、 此度 はおて がらく、 

三 五 郞 分預 佐々 木 桂 之 助 (十分の かち なれ ども、 かた やにいた みあれば M り、 

同  勝 下部 鹿藏 (此 角力 はかた すかし、 

此 外に 勝負 數多 あれ ども、 事繫 げれ ば略レ 之、 此頃右 狂言に もとづきて 作りし i? 歌濡 燕と 云へ る を、 色 

里 市中 專ら 流行す。 世人よ く 知る 所 なれ 共、 因に 記す。 

「いもとせ の、 ちぎりた がへ ぬつ ばくら は、 ひとの 軒端に せたい をもう け、 や、 をば うんで、 にしよ ひ 

がしと ゑば み を もとめ、 さも うれしげ に 其 日 をお くる、 合われら ふたり はいつ しかに、 ふわの 關 尾の 

せきの 戶に、 せきとめられて. S なづ まや、 合 ありと はみ へて それ ぞ とも、 あけて いわれぬ むねの 内、 

合つ、 むに あまる、 なげぶ しそでの あめ 合 もん は 三つのから かさに、 合 やぐら かそ ふかぬ れつば め、 


五二七 
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〇 芝 翫東武 に 下る 事 

同 二月 廿ー 日より、 中の 座 大切に 隅 田 川 縝俤、 法界 坊中村 歌 右衛門 相 勤、 日數 十日 興行し、 中 村 歌右衞 

門 東都に 下る。 出立の 日 は 島の 內の藝 子 三十 人 あまり 見迗 りて、 同音に. 江戶 三界へ 行ん して、 いつも ど 

らんす 事 じ ややら と、 諷 ひさ どめく 花やか さ、 其 外ヒィ キビ ィキの 組々 より、 思 ひ/, \ の 見送り は、 登 

り 役者の 乘 込に 百倍の 賑わし さ、 又 其け しき を 見ん とて、 大坂 市中より 群集の 人 夥し、 此 後東武 にての 

咄し は、 錦繪 姿、 評判記 等に くわしければ 略レ 之。 

, 〇 泉 岳 寺 開帳の 事 

同年 三月 上旬より、 荒 陵 山 w 天 王 寺に 於て、 東都 芝 泉 岳 寺 開帳 有レ 之。 播州 赤穗之 義士 叫 十七 人の 武具、 

其 外 靈佛靈 寶數多 あり。 則 MB< 王 寺境內 にて、 淺野內 匠 頭 様幷に 義士 M 十七 人 石塔の 形 を 木に て 造り、 

泉 岳 寺 墓所の てい をう つし、 諸人に 拜 見せし む。 〔割 註〕 敵 討 は元祿 十五 壬 午歲當 文化 五 年 迄 百 七 年に 及 

ぶ。」 

〇 淺野內 匠 頭 法 號の事 丼に 義士 石碑の 寫、 詩文 和歌の 事 

淺野內 匠 頭長矩 

冷光 院前少 府朝散 吹 毛 玄利大 居士 

元祿 十四 年 三月 十五 日 

元祿 十六 癸未 年 二月 四日 

忠誠 院 匁 筌淨劎 居士  (祿千 五百石) 家老 大 石 內藏之 助 良 雄 (四十 五才) 

匁 仲光劎 信士  郡 代 吉 田 忠左衞 門兼亮 (六十 三才) 

匁 峯毛劎 信士  物 頭 原 惣右衞 門 元 辰 (五十六 才) 

匁 勘 耍劎 信士  側 用人 片岡源 吾右衛門 高 房 (三十 七才) 


苗の 渐 


匁譽 道劎 信士  大目 附 間 瀨久太 夫 正 明 (•： ハ十 三才) 

匁 頭串劎 信士  京 留主居 小 野 寺 十 -2： 秀知 (.： ハ十 1 才) 

匁^. g 劎. 信士  馬 廻り 問 喜 兵 衞 光延 (六十 九才) 

匁 周求劎 信士  物 頭 並 磯貝 十 郞左衞 门正久 (二十： 九才) 

匁 宅知劎 信士  留主 居隱居 綑部彌 ^ 衞金丸 (七 ト.！ J 才) 

匁 隨露劎 信士  無 やく 近 松 勘 六 行 mol  +  sl 才) 

匁 勇相劎 信士  馬 廻り 富 森 助お 衞 Hiira (三十 w 才) 

匁 上樹劎 信士  無 やく 大石主 稅 A 金 (十 六 才) 

匁 雲輝劎 信士  馬 廻り 堀 部 安 お 衞^^ (三 卜 z 才) 

匁 露 c 劎信士  同 中 村 勘 助 正^ (S 卜 K 才) 

匁 水流， 劎信士  馬 廻り 菅^ 半 之 丞正利 (叫 个 N 才) 

匁 觀祖劎 信士  馬 廻り 不 破 數右衞 n:.^ 種 o 二十 z 才) 

匁 道互鈉 信士  同 千 馬 三 郞兵衛 光忠 十 ； 才) 

匁 通齊劎 信士  馬 廻り 木 村 岡お 衞！： ^行 (叫 十六 才) 

匁. 電石劍 ^士  藏 奉行 貝 賀彌左 衞鬥 友^ (：. ^い 叫才) 

匁 無 一 劎 信士  近習 大 高 源 吾忠雄 (1ニ 小 ニ才) 

匁 利敎劎 信士  横目 附 祌崎與 だ 郞则休 ハー； ート 八才) 

匁 珊瑚 劎 信士  無 やく 11 一村 次 郞右衞 門 包 常 g 一； 十二 才) 

匁 常水劎 信士  歩行 横 川 勘 平-: 示 利 (三十 七才) 

匁 響機劎 信士  同 茅 野 和 助 常 成 (三十 七才) 

五 二 九 
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匁 太及劎 信士  無 やく 

匁 淸元劎 信士  同 

匁 擲振劎 信士  同 

匁 湫跳釗 信士  同 

匁 澤藏劎 信士  同 

匁 寬德劎 信士  馬 廻り 

匁 法參劎 信士  同 

匁 察阛劎 信士  武具 役 

匁 廣忠劎 信士、  馬 廻り 

匁 破了劎 信士  同 

匁 窓空劎 信士  國圖役 

匁 袖拂劎 信士  勘定 方 

匁當 褂劎 信士  無 やく 

匁 性^ 劎信士  近習 

匁 鍛錚劎 信士  同 

匁 接唯弒 信士  無 やく 

匁 Irrsg 釗信士  廣間 やく 

匁 可仁劎 信士  近習 

匁 置^ 劎 信士  近習 

匁 補天劎 信士  金 奉行 
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間 瀨孫九 郞正辰 (二十 三才〕 

村 松 三 太 夫髙直 (二十 七才) 

矢 頭 右衛門七 敎兼 (十 八 才) 

奥 田 貞 右衛門 行 高 (二十 五才) 

間 十 次 郞 光興 (二十 六才) 

大 石 瀨左衞 門信淸 (1 一十 七才) 

矢 田 五 郞右衞 門助武 (一 一十 九才) 

奥， 田 孫 太 夫董盛 (五十 七才) 

赤坡源 藏重賢 (三十 丸才) 

早 水 藤左衞 門滿堯 cw  r 才) 

潮 田 又 之 丞高敎 (三十 五才) 

岡 島 八十 右衞 門 常樹 〔一一； 十八 才) 

吉 田 澤右衞 I： 銥臾 (三十 九才) 

武林唯 七隆& :( 一二 十二 才) 

倉橋傳 助武幸 (三十 叫才) 

間 新 六 光風 (二十 三才) 

村 松 喜 兵 衞秀 K (六十 ニ才) 

杉 野 十 平 治 次 房 (二十 八才) 

勝 田 新 左衞門 武^ (二十 叫才) 

前 原^ 助宗房 (W 十 才) 


で 


匁 風 楓劎は 士  無 やく 小 野 寺 幸右衞 I： 秀富 (二十 八才) 

匁 廻ー劎 信士  馬 廻り 岡 野 金 右衛門 包秀 (二十 N 才) 

敵 討 は元祿 十五 年 十二月 十四日な り。 右一 件 は^ 書に 委敷 見え たれば 爱 に^す。 〔割 註〕 碑 面に は 役柄 は 

印し あら ざれ 共、 筆の ついで 故爱に 現す。」 

さ.,？ か か ちく 

因に 云、 其 夜の 相 圖の詞 は 山 霞 河 竹 三 五 七 九と 云 ひしょし 老人の 語られし。 泉 伤 寺に て 仙 石 伯 耆守駿 

より 返答のお そかり ければ、 思 ひ/ \ に 詩文 和歌 俳諧な ど 云 ひ捨し を、 閒傳 へし ま、^ に 出す。 

絕 句 序 あれ ども 略レ 之、  木 邑岡右 衞門貞 行 

身 寄-寒 雲-東 海 東  命愆 恩義 世 塵 中 

看レ華 飮レ酒 躋& 歳- 時哉曉 H< 霜雪 風 

武士の 外 は あら じな 千草 だに もと 吹 野 逢に 枯 ると おも へ ば 

山 を さく 力 も おれて 松の 雪 

そのに ほひ 雪の あちらの 野 梅 かな 

人の 世の 道し わか やばお そくと もさ ゆる 雲に ぞ ふみまよ ふべ き 

〇 番舟琉 行の 事 

同年 十月 十一 日、 大坂 表より， 江 戶ぇ積 出す 新 綿 舟 出帆す。 十 五艘な" 

益 を さ だむ る 事 ま へ /-\ より 夥しき 事な り。 しかるに 去る 卯年より、 

流行して、 當 辰年 はまた く 卯年に 十倍まして 流行す る 事 夥し。 先 出帆の 日より 色々 名目 を 付て、 札 を 

寶 I 貝 ふ 事 晝夜を わかた す。 あだか も 堂 島の 米 市に ひとしく、 色々 の虛說 空言 を もって 齊 買 ふ 故に、 札の 

高下 夥しく、 又 南 銃】 片を もって 寶 買の 相場 一貫 文と^ め、 財布な どに 數多 入、 取引の せつな ど は、 大 

地に つきなら ベる 有さ ま 言語に 絕 せり。 むかしよりか よふの 勝負 ありと いへ ども、 か 程に はづ みし こと 

  匿.： 


茅 野 和 助 常 成 

大高源 吾忠雄 

放水 子 岡 野包秀 

祌崎 則 休 

-。 江戶 表へ 着岸の 遲速を あて、 損 

着岸の  一 ニを爭 ふかけ 勝負 大いに 
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大津屋 1 


富 田 ir 


藏 北大 津屋也 ト月 十六 R 着 

藏 桑 名屋也  m ト 七日 同 

八 南 大津屋 也 同 十八 日 同 

右 着 舟の 日限 知る \と ひとしく、 すぐさま 其 問屋より 大坂 市中 を 8 

通るな り。 是又 いさまし きものな り。 〔割 註〕 縮緬び ろ ふ どの 類の 衣 

しゃう を 着す。」 番手の 舟 知る と 忽ち 右 札 を 買 持、 勝負 人 金銀 取引に 

か \ り、 大いに 德 つくもの あり。 身上 をた、 む 人 あり。 出奔す る あ 

ればも ふけて 振舞す る も あり。 是 によって 世間 一 統 さわがしく、 是 

によって 御公饞 より 御 さし 留有レ 之。 翌^. も 又々 かよ ふに は づ みか 

k りしに、 嚴 しく 御 政道 有レ 之に よ つ て、 今に 至って かよ ふの 事な 

し o 

因に 菱垣船 印 を あらわす。 荒 まし 斯の 如し。 

一 |《 B 野 星  .〇 門松 注 連 繩御觸 の 事 

同年 十二月 廿 五日、 門松 七五三 繩猥に 取 はづす 事、 御法度 之 趣 被- 

仰 渡， 有レ 之。 左に 記す。 

門松 注 連 繩等 年始の 飾に 候 所、 年內は 勿論 其 家々 にて 不-- 取納- 以前、 育 惡敷小 供 ども 忍びく はづし 

取、 或 ひ は 押て 貰 ひ掛候 も有レ 之、 其 內には 年頃の 者 も 打 まじり 有レ之 由 相 聞へ 候。 右 は銘々 祝の 爲に 

しつら ひ 置 品 を、 遠慮なく 取ち らし 候 儀 は 有レ之 まじき 筋に 候。 殊に 忍々 に 取 候 は^ 盜 ぞくに ひとし 

く、 押て 貰 ひ 候 者 ゆすりに 類し、 彼是 も つ て 不埒の 事に 候。 右 體の儀 乍 レ^ 拾 置 候 は、 親々 共 も不玲 


0 


0  M 
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に 候 間、 以來右 體の義 堅く 無レ 之樣、 幼少の 者へ は、 親々 又は 身 寄の 者より 得と 巾 開 可レ迢 候。 ^：此 後 

に 不-- 相 止-候 は^、 其 所に 捕 置 早々 可- -訴 出-候。 廻りの 者へ も 申 渡し s、 右 様の 链見請 候 は 5- 、 年頃 

の 者 は 申に 不レ 及、 小兒迄 も往々 風俗の 爲 にも 候 間、 無-用捨-急 度爲 n 召 捕？ 夫々 取 計ら ひ 方 有 レ之候 

に 付、 末 町 迄^ レ洩 樣御逹 を 以て 可-相 觸， 候。 

K 十 1 一月 廿五 n 

斯 く御觸 有て より、 子 W の 風儀 もよ く 成しと、 有難き 事なら す や。 右御觸 渡し 有 レ之迄 は、 先 正月 三ケロ 

の內 より、 子供 等 竹の さきに 釘な ど を 打つ け 杯し、 是を もって 家々 の 七五三 繩、 松 を は づし取 事し きりに 

て、 新年 を 壽し飾 物 なれば、 とられ じと 用心に 氣 をつ かひ、 初春より 腹 を 立な どして 淺間 しき 事な りし 

が、 斯 く御觸 ありて より、 子供 等 もお となし く 成、 其 家 毎に は氣 をつ か はすして、 豐 にくら す 君が代の 春 

とそ 目出度 かり けれと、 皆 萬 歲を諷 ひ 侍る。 


ill 
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^縣噺 の 苗 卷之六  + 

〇 能 常 舞 臺の事 

文化 六 己巳 华大坂 離 波 新地に 於て、 能 常 舞 臺を御 願 申 上 御 聞 濟有レ 之。 舞臺 開き は 則ち 二月 十七 日に 相 

名代 增地 多三郞 

因に 云、 むかしより 能舞臺 、角力 場 は、 堀江と 定り 有しに、 近代 は 堀江 は 人家と 成て 其 場所な し。 世の 

中う つり か はる 事是に ひとし。 關 取千兩 幟に も、 「芝居 は 南、 米 市 は 北、 相撲と 能の 常 舞臺、 堀江々々 と 

國々 へ、 〔下略〕 かく^えたり。 

〇 大相撲 繁昌の 事 

同 ^六月 中句より、 難 波 新地に 於て 大相撲 興行 有レ 之、 大ぃ に 繁昌す。 勸進 元は 朝 B 山 森 右衛門に て、 

W 方の 通 負 夥しく、 ヒィキ よりの^ 物 米 炭 薪 は 山より 高く、 數千 本の 幟 風に ひるが へる ありさま、 近來 

稀なる 大 繁昌な り。 然るに 前頭 荒馬 源 彌と云 者と、 外 前頭と 言 分 出來、 同卄 口の 夜 難 波 新地 茶屋に 於 

て、 大喧啤 ありけ るが、 荒馬の 門 弟 九 十 六と いふ 者、 陣鐘寅 吉を切 殺し、 共 外 數多手 をお はせ ける 

が、 是 によって 騷動大 かたなら す、 右 十六 は牢舍 被-仰 付-永く 濟ざ りしに、 其 後 御 慈悲に よって 御拂に 

枏 成る。 此 一 件 は 事 しげければ^ 紙に しるす。 

〇 廓 中 大火の 事 

同^ 九月 八日 夜、 新 町 新 堀 町より 出火に て、 九 軒 町 揚屋 こと く燒。 通 筋 半より 越後 町へ 燒け、 翌九 

日 M の 下 刻に 火 やう やく 鎭る。 此時九 軒 町 揚屋に おいて、 火 方の 內 障子の 久兵衞 と 云 ふ者燒 死す。 是に 

よって 一一； 鄉火 方より、 小 橋 墓所に 一基 を 建て 弔 ふ。 右 石碑の 追悼に、 
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煙より 今は淚 にむ せびけ り 身 をけ し 口の 人 をお も へ ば 

因に 云、 遊女 町 御免 は寬 永年 屮 にして、 凡 Z 丁 M 方な り。 初 は 西の 大門の みなりし を、 明曆 一 一； 丁 西 年 

東大 鬥 口 を ひらき、 又 享保九 甲 辰^に 宇 和 じ ま 橋 筋の 鬥 ひらく、 越後 町 束 口 土橋す じ、 右兩鬥 は资曆 

ra^ 戌年 開、 阿波ば し 筋 越後 町 四 口、 右 兩鬥は ik 明 六 丙午 年に ひらく、 廓の 屮 z 火 は 寬文六 年、 其 後享 

• 保 九 年な り。 又 新 京 橋 町の 〔割 註〕 こばし 筋な り。」 鬥を蛤 門と 云稱 あり。 是 は資曆 叫 年立费 细 失^の 時 

より 開きし 故、 火に あ ふて 口 を ひらく と 云 ふ 事に 付かく よぶ とぞ。 

〇 猿猴 到着の 事 

同年 十月 十-; ハ日、 長 崎より 大坂 表へ 猿猴 着す。 是： 大 竺の產 物なる よし、 同年 十一 月 叫 日より、 道頓 堀に 

於て 見世物と なす。 古今 珍ら しきもの なれば、 諸 入 夥しく 見物に 集 ふ。 

因に 云、 大 坂の 畫 師森祖 仙 は獸の 名人に して、 殊に 锿を畫 くこと 妙 を 得たり。 是 によって 巾 頃 名 を 狙 

仙と^ 改む。 此 頃揍猴 の生寫 しを畫 かれしに、 實に壹 毛の たが ひなし。 予も是 に は感に 絶たり。 もし 

いまだ 痰猴を 見ざる 兒童 あらば、 彼 先生の 生寫を 見るべし。 世の常の 璲と 少し 異にして 而黑 し。 

〇 仆勢大 祌宫御 遷宮の 事 

同^-九月、 ^勢 1K 照皇 大神宮 御宮 再建に 付、 御遷宫 有レ 之に よって、 遠近の 國々 よりあ ゆみ を 運ぶ 人夥 

しく、 此時 藝州廣 島より、 壹疋 の豨^ 勢に 參詣 すと 專ら云 ひし を、 虚說と 思しに、 程なく 大坂表 を 通り 

しが、 藝 州よりの 提札 ありて、 あまたの 旅 銀 を 身に 付たり。 諸人 是を いたわり 宿々 へお くりつ かわし、 

又は 散錢 など あぐる も あり。 實に 一 つの 奇 なり。 

因に 云、 寬文叫 年 (又 十 年と も) 六月、 常 陸の 國の牛 富士山に 禪定 し、 子細 無く 郡に 歸 ると、 本朝 年代 

記に 見へ たり。 かよ ふの 類 ひならん。 

〇 難 波 新地 新 川 新 建の 事 

暑 1M 


晰 
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文化 七 庚 午年より、 難 波 新地 新川邊 野^へ 人家 を 建 初る。 是 より 追て 新 建 家出 来して、 以前 野原な りし 

も 今 は 町と なりて、 所の 異名 を 新^ 園 新地 杯と 、なへ、 小 茶屋 料理屋 かし 座敷、 或 ひ は 土 弓 楊 弓屋、 蛙 

が 池に 山吹の 御め し 盛、 よき 切り 店と いつも 花^ 叫 季の 茶屋、 ついす ベり 込む 池 垣に、 水 あそびす る粹 

客 を、 せぶ つて かわす 小間物屋、 新造が 二八 十六のう どん そば 切 さま， f に、 難 波の 村 はなの みに て、 

軒 をなら ぶる 有さ ま は、 實に 浪花の 繁榮、 是 にて おも ひ 合すべし。 同年 此 所に 相撲 常 場 を 願 ひ 御免し 有 

レ之。 〔割 註」 難 波 新地 開 發は明 和 元年 二月 也。 是 より 靑樓 出来す。 此切 店と 云 は 江戶深 川の 寫 しな るよ 

し、 此 所の 遊女 は 百 文に て 情 を 商 ふ。 世人 新 川の ケ コ a と 云。」 

〇 往吉社 K 遷宮の 事 

同年 叫 月 上句、 住吉 大叫祌 1： 社 悉く 普請 成就して、 正 遷^ 儀式 行 はれ、 御 祌樂御 執行、 幷に正 印 殿拜見 

を ゆるされ、 祌寳祌 器數多 開帳せ しむ。 右 正 遷^に 付、 諸 問屋 舟 方 諸 株 中、 其 外 諸 職 働 人中なん どより 

上ケ物 夥しく、 又諸國 より 寄進 數多 あり。 中々 あげて かぞ へがた し。 よって 略レ 之。 

〇 半 堂矢數 の 事 

同年 叫 月 十八 日夕より、 京 郤大佛 三十 三 間 堂に 於て、 半 堂 矢數始 る。 翌 十九 日夕に 至る。 

射 越 天下 一 、 一 萬 千 九 百 拾 本 之內、 通 矢 一 萬 千 七 百 六 拾 本、 紀州小 田 金 吾 (行^ 十 一 歳) 

未だ 若年な りと いへ ども、 大力 無双の 勇士に て、 殊に 人品 骨^ 天晴 なれば、 すへ たのもしき 武士 かな 

と、 譽 ざる 人 はな かりけ る。 

〇 武庫 川炮 術の 事 

同年 八月 五日、 播州 武庵 郡武庳 川に お いて、 尼ケ崎 城主 松 平 遠 江 守樣御 家臣 炮術 稽古 有レ 之。 五日 辰の 

刻より 相始 る。 

因に 云、 鐵炮 の始は 天文 八 年 十二月、 島 津義久 獻-將 軍？ 是 日本 鐵 炮の始 なり。 南蠻國 より 始めて 來 
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る は、 ー兀嗨 元年 渡-九州-云々。 

荻 野 流 炮術家 松幸內 門人 

百 目玉 流、 奥屮赍 尺 六寸、 樫 木权羽 棒 火矢 仕掛、 十八 丁目 印 建、 

壹番 家 松 幸 €：  甙番 津久 井^お 衞鬥  參番石 田 幸 八 

1:^ 米澤孫 11: 郞  五番 相 馬 國三郞 

百 目玉 流、 淺木桉 羽 棒 火矢 抱 立 放、 十 丁目 

六番 山中 千 冶  七 番關ロ 千 五  八番 山中 千 治 

九番 關ロ千 五 

百 目玉 流、 巢中壹 尺，： ハ寸、 玉 丁 屮丁打 仕懸七 放、 叫 丁目 〔傍 所 n 間 四方、 星贰間 W 方〕 

拾番 より 十 S 赉迄 米澤 孫三郞  十 五番 中島 松 之 助 

甙百 E 玉 流、 樫 木 板 羽 燒藥五 百 目附、 燒破棒 火矢 十  一 丁目 印 建、 

關 n 七郞  津久井 十 平 

三 拾 目玉 流， 繰 臺頭附 玉 丁 Z 十 打 斤： 放、 叫 丁目 傍 所の 內星、 

靑 木駒藏 

百 目玉 流、 淺木 板^ 棒 火矢 抱 立 放、 八丁 目印 建、 

平 林榮治  高 塚 長 太夫  石 田喜藏 

田 母 祌又平  平 林榮治  高 塚 長 太夫 

石 田 喜 蔵  淸水 喜代吉  田 母 祌又市 

三 拾 目玉 流、 淺木板 羽 棒 火矢 抱 立 放、 七 丁目 印 建、 

中 村藏治  石 田 市 太  中 村藏冶 

五三 七 


W の 噺 


五 I 一 1< 


石 田 市 太 

百 目玉 流、 粜 £- 壹尺 六寸、 玉 丁屮打 仕掛、 四 丁目、 〔傍 所 前の 內〕 

川 且 又 右衞門 

廿八赉 目より §： 个 二 ^迄、 っビ け、 

戶塚. 太 郞右衞 鬥  相 馬 國三郎  內藤圑 蔵 

右 は！ ー裉づ ピ、  田 母 神 又 市 

三 拾 E 玉 流、 淺木板 羽 棒 火矢 立 放、 六 丁目 印 建、 羽 谷 三藏、 甙番 なり、 

甙拾 n 玉 流、 淺木板 M 棒 火矢 抱 立 放、 四 丁目 印 建、 

岡 本 K  ！ ニ郞  藤 田 五 百太郎  石 田 太次郞 


同  同 

八 匁 玉 流、 淺木 板^ 榨 火矢 抱 立 放、 贰丁 目印 建、 

甙贯 IE 玉、 木 筒 阿！：： 玉 流、 淺木板 羽 抱 繰 豪、 

是 より 仙 物、 

贰茛目 赤 雲 西 尾 與十郞 


コ; 貫目 

矢 上 

贰赏 E 


雷 火 石 田 八十 右衛門 

H 傘 津久 井伏 右衛門 


黄堙柳 關 口 


吾 


同 

五十八 番目、 相 馬 幸 治郞、 (行年 六 歳) 


矢 上 連 龍 津久 井伊 右衛門 

(絹 長さ 六 丈 三尺 叫 筋 巾 尺 一 一寸〕 

甙 貫目 群 龍 中高 玄山 

貳 貫目 群 鷹 石 田 市 太 

矢 上 赤 雲 龍 津久 井伊 右衞鬥 


(五段が はり 絹 長さ 甙丈 六尺、 口 筋 巾八寸 のぶ) 

百 目玉、 巢 中れ 寸流、 樫 木、 板 羽燒藥 三百 五 拾 目附、 燒被 火矢 仕掛、 


ral 丁 US 印 建、 家 松 幸內、 甙^ なり。 

百 目玉、 巢中壹 尺 六寸、 樫 木 板 羽 燒破棒 火矢 仕掛、 四 丁目 印 建、 

屮島源 助  西 尾 與十郞  關ロ仙 吾 

中島 松 之 助  山中 仙 治 

百 目玉 流、 田 村箭拾 八本 込み、 抱 立 放、 i: 丁目 印 建、 中島 松 之 助 

是ょ り簿暮 に 及ぶ 

甙百 目玉 流、 樫 柏 M 矢炮錄 仕掛、 十 一 丁目 印 建、 津久井 十 平、 甙赉 也、 

夜分の 印 は 挑 灯 也  ， 

の 火、 

甙百 目玉、 木 筒玉揚 s 目玉 流、 淺木板 羽 抱 繰 臺、 矢揚贰 貫目 玉 流、 樫 木 板 羽 相 圔之火 * 


甙 貫目 火 柳 星 中島 源 助  矢 上 

甙贯目 三 M 西 尾 與十郞  甙 貫目 

甙貰目 明 星 石 田 八十 右衞鬥  甙 貫目 

矢 上 火の 輪 津久 井伊 右衞門  甙 貫目 

甙 貫目 相 圖の火 津久井 十 平  甙 貫目 

贰 貫目 宿 星 中 山 共 仙  矢 上 

百 目玉 流、 m 中 八寸、 桦木板 羽 矢炮錄 仕掛、 四 丁目 印 建、 

家 松幸內  石 田 幸 八 

贰-& 目玉 流、 樫 木 板 S ；、 相 II の 火、 家 松幸內 

<5 口 九 拾贰赉 也、 亥の刻 過に ね^む、 


火 龍 星 津久 井^ 右衞 EZ 

集 星 巾 島 松 之 助 

火 凌 山 岸 喜 太夫 

孔雀 尾 山中 仙 治 

玉 蓮 星 西 尾 與十郞 

飛 ^  久井^ 右衞 n 

中 村 现 右衛門 


五三九 


^一 

苗 
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. 晝は陣 小屋より 紋 付の 幟 を 以て 向へ、 相 圖を定 む。 夜 は 馬 挑 灯幷に ほら貝 を 吹て 相 圖を定 む。 

諸人 是を 見ん と、 近國 近在より 群集す。 大 坂より 尼ケ崎 街道 は 漦のは を 引が 如し。 亥の刻 過に 終て より、 

夜通しに 大 坂へ 歸る あり。 近在の 知 音に とまる も あり。 皆お のがさ ま，， ^なり。 然 れ共此 以後 見^に 行 

人 も あらば、 近在に たより を もとめて 行 玉へ かし。 

〇 市中に 毒 降噌の 事 

同年 八月 十 叫 日、 世人 1K より 毒の 降と 專ら云 あへ りて、 他行せ ざる 人 もま、 ありて、 市中 大いに 啉ビ。 

是 によ つて 或 人、 狂歌 を 詠れ し を玆に 記す。 

むかしより 人 ころさす の 天道の 毒 ふらす と は 空言で あろ 

かくなん 詠れ しなり。 往古より 亂 世の 砌に は、 様々 の天變 ありし よし、 年代記な どに しるし あれば、 か 

く 太平の 御代なる に、 なん ぞか よふの 天災 あらん や。 皆 これ 世人の 亡說 ならん。 

〇 升 改の事 

同年 七： IT より、 京 郤升屋 福 井 作 右衛門、 諸 國升改 を 願 ひ 廻る 事有レ 之、 因 レ玆大 坂 表 は 家 毎に 来って 改 

む。 又 往来の 商人 4 爪 籬 振なん ども 改め、 あやしき あるに おいて は、 忽ち 取上げ 打割捨 るな り。 諸國在 _ に 

も かくの 如しと なん。 

因に 云、 升 は 文武 人皇 慶ぉ ニ^、 始て斗 升 を 造りて 諸 國に賜 ふ。 又 升 法を定 むる 事 は、 後三條 院延久 

ra: 年な り。 

〇 難 波 橋御修 覆の 事 

同年 十 一 月朔 日、 大坂難 波 橋御修 覆に 付、 鉀 始め 有レ之 • 

翌 文化 八 未 ハ牛六 H 卄ニ  Z ；、 成就して 渡り初め 式有レ 之。 

普請 中 は 借 〔假 力〕 樯 にて、 覺 人に 壹 錢づ- 取る。 


曰き 農 高 天 
本 2 人麗滿 


備前島 橋 (長 十五 問壹 尺、 幅 « 間 六尺) 

野 田ば し (長 十五 間 五 尺 五寸、 幅 三 問) 

天神ば し (長 百 牝ニ間 三尺、 幅 三 間 五 尺) 

本 町ば し (長 二 丁 W 問 壹尺、 幅 三 問 六尺) 

長 堀ば し (長 十八 問、 幅 三 問 叫 尺) 


大坂大 橋の 間數、 

蝎野橋 (長廿 九 間壹尺 六寸、 幅甙 間) 

京 橋 (長 五十 間 三尺 八寸、 幅 叫 間) 

橋 (長 百 十五 間 五 尺、 幅 W 間) 

橋 (長 三十 六間壹 尺、 幅 三 間 六尺) 

橋 (長 1 一十 七 間、 幅 一 一間 六尺) 

橋 (長 二十 閒 三尺、 幅 三 問 五 尺 五寸) 

當難 波ば し は、 長 百 十四 間 六尺 幅 一二 間 半な り。 

此外町 橋 惣數合 百 叫 十三 ケ 所有 レ之。 

因に 云、 本朝 橋 を 造り 初し は， 仁 德天 皇ト叫 年 十一月、 橋 を 造- 1 猪 目 律-謂-小 橋-と 兌へ たり。 た 唐に 

は 秦の昭 王始て 造る。 石橋 之 始めは 秦の始 皇帝より 始 ると 云。 

〇 羝 頭巾 流行の 事 

同年の 冬、 大坂 町中に 紙の 頭巾 大いに 流行す。 形 は 庄兵衞 頭巾の 風な り。 紫の 染色に 役者の 紋. E 揚 にし 

て、 是を， y 戶 紫の 紙子 頭巾と て、 專ら 用る 事翌未 どし の 春に いたる。 

因に 云、 或 人の 作りし 頭巾の 解と 云 ふ 者 あり。 其 文 至って 面白し C よって 爱に 記す。 

頭巾々々 おもしろの 頭巾 や、 角に く V りに しころ など、 世に さま^ \ の 物す きに 遊びて、 心々 の 花な 

る を や、 ある 人 は 酒 を こして 啣扦の 與に詩 腸 を 探り。 ある 翁 は 米 を いれて、 草 魔に 雲の 夕の 飯 をむ し 

つ-、 俳 情の こまやか 成を樂 しむ。 是らは 風流の 風姿な らん。 ある は 木 兎の 淺黃も 猿の むらさき も、 

こなたよりか したる 模様ながら、 これ も 頭巾のと くなる かし。 扨 燕 尾 蝶 羽 鷲の^ は、 鎧 頭巾の 古 製な 

れば、 .S ふべ くも あらす。 火事 頭巾 は^に 本 づき、 星 あり 筋 あり方 白 あれば、 烏帽子と つばい 大圓山 

  五 四 1 
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はもと よりにして、 八幡 座に 菊 を 重ね、 眉び さしに 猩々 皮 を 敷く、 吹 返しに 靑地を 好む は、 風 木相對 

する のよ すがな らん。 辍は 三まい 五 枚の 長き に ほこりて、 頗る 馬上の 肩 を 埋めたり。 各 治平の 姿なる ベ 

し。 ほく そ は 北 叟の轉 じたる 名の、 共 かたちの にくさげ なる を、 長範は 殊にお そろし。 よしや 彥惣黑 

舟の 名に 流れて、 與治郞 覆面の 遊子 は、 人め の關 のつ、 ましく や、 それ も靑 年の 花 なれば、 捨 まじき 

其 日 も あらん か。 然る を 頭寒足熱の 现を 論じ、 其の 理屈に 落て、 あたまの 重き 先生 を、 頭巾 氣象 とて 

例の 笑 ふ 事 あり。 ある 俳諧の 附 句に、 狩人の 頭巾 を 取れば おどけもの、 と 云へ る こそ、 ふかく 虛實の 境 

をし るな らんと、 頭巾す きの 友 どち に 翁 作って 送る。 
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むさし の國、 大 城の 束、 駿臺 0 もとに、 草の 巷む す ひて 住け る 獨の翁 有け り， その かみ 北國 より 爱に來 

て 家居せ しか、 もとより 深山 木の 花に あら はるへ き材 もな け.；； は、 其 梢と しる 人 もな くして， た、 學の 

窓に 文 を ひろけ、 見ぬ 世の 人 を 友と し、 老の 至る を も わすれつ、、 きの ふとい ひけ ふと 暮 して、 はや は 

たと せ あまりに およへ り、 ちかき ころより 衰病 曰に 加り、 それに 痿^: の疾 ありて、 起 も 心に 卟 はね は 

日夜 衾 枕 をのみ 親しみ 、 書籍に さへ うとくな りに たり、 何 を か 世に あるお も ひ 出に せまし、 爱に此 翁に 

就ても の 學ふ輩 ありて、 書 を 講し文 を 論し、 おのく 虚 にして 往、 實 にして 歸らぬ はなし、 其 外 花の 晨 

リ：； ： 夕に はかなら す 問來て なにくれと 世に あらゆる 事と も 語りつ i け 筒、 日 をく らし 僕 を 更れミ もや 

む 事な し、 むかしより 良 辰 は 失 ひやす く、 嘉會は 得 かた けれ は、 いつも 賓主 ともに 唐錦た、 まくお し 

く 難：^ えし、 翁 も 客に 對 して 淸談 する 事 を このみて、 身の 烦 はし さも 心地よ くお ほ ゆる 儘に、 いにしへ 

今の 世に いひ ふる 難 波の 事の よしあし となく、 木末 懸て その 理を盡 しける か、 われな からお かしと おも 

ふ ひとふし も あれ は、 其 席 はて、、 わか子 弟に 命して、 やま-/. "文字に 寫し 置け るに、 日 數を經 てお ほえ 

す卷 をな せり、 もとより 有識の き はの 人の、 目 をと、 むへ きものに も あらね は、 さしてお しむへ きとに 

は あらね とも、 T.:: 人の 雞 肋-こいへ るに も 類し ぬ へ し、 さす か 反故と なして かい やり 捨むも 本意な けれ は、 

さて 兒輩 にあた へて よまし めむ とて、 しはらく のこしお きけ らし 

^保 壬 子 の と し 九 巧 中旬 鳩巢 の 翁駿臺 の 草 の恭 にして 筆 をと る 
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^^問答の 話是に 限る にあら す， 經傳の 文 を 論 すれ は、 所, 論の 害に より、 諸 生の 問に 答れ は • 所レ 問の 人 

にした かふ、 この 故に 所レ 論の 文參 差と して 齊 しからす、 所, 問の 事 多端に して 一 にあら す、 今 こ  >- に 所, 記 

は、 正道 を 明かに し、 邪 說を辨 じ、 すへ て學 問の 大綱に 係り、 又は 世俗の 諺淺 近の 語と いへ と、 平生の 事 

に 通して、 觀 省の 益と もなる へ き 事 ともを 採集て、 しるし 置に なんあり ける、 よりて 觀る にたより あるへ 

きため に 章 段 を 分ち、 其 巾の 提要の 一 語 を 摘て 篇に 名付けら し、 柿 叙 倫な く、 議論 復出 する やうに きこ 

ゆる も あれと、 本より 撰 次して 害と なすに 心な けれ は、 た、 その かみ 語りし ま、 に叙錄 して、 ^に 貽し 

置 ものなら し、 

國語大 やう 古雅に した かひ、 世俗の いやしき 語 を 避る といへ と， 事情に 近 かく、 人聽に 切なれ は， たと ひ 

鄙し き 俗語 にても その ま、 取 用て、 擇 ひすつ るに いとま あらす、 又 近代 漢字 を もち ひて、 音に てつらぬ 

よみて、 常 語と する あり、 武家の 盛衰に 武運と いひ、 武士の 戰 功に 武 遠と いひ、 人に 禮辭 すろ を 挨揚と 

いひ、 事に 懈弛 する を油斷 とい ひ、 君 父の 義絶 を勘當 とい ひ、 山林の 鬼 魅 を 天狗 ミ いふ、 是 等の 類な を 

多し、 甚無, 謂と いへ とも、 久しく 世に いひ 來る詞 なれ は， 今改 るに 及 はす、 又 字 を 誤り もち ゆる あり、 號 

令して 流布す る を ふる、 とい ふに、 徇字 たるへ きを 觸字を もち ひ、 强忍 にして 敢て する をお すと いふに、 

忍 字た るへ きを， 押 字 を もち ゆ， 是等は 同訓に 誤らる k なる へし、 雨 | 路の滴 をし つくと いふに、 |K 子 を も 

ち ひ * 種レ 菜の 田 を はたけと いふに， 畠 字 を もち ひ、 仲 語の 人 をと きとい ふに、 伽 字 を W ゆ、 ^は 雨 下の 

二字 を 合せて ！ 字と して、 露の 下鋈 するとい ふ 意 をと り、 白 田の 二字 を 合せて 一 字と して、 白地の m とい 

ふ 意 をと り、 人 加の 二字 を 合せて 一字と して、 人の 相 加る とい ふ 意 をと るなる へし、 又 M 仇の 兵 をみ か 

たとい ふに、 味方の 字 を もち ゆろ は、 一味の 方と いふ 語 を 略す るなる へし、 又ず、 號氏 族の かち ゐ かち は 

らと いふに、 梶字を 用 ゆ、 是は柁 字 を 誤て 梶に 作るな るへ し、 すへ て 此類は 假名 を もて 其詞を しるしお 

きても よかる へし、 されと 畠山柅 原な とい ふ 氏族 をし るすに は 假名 を もち ひ 難し、 誤りな から 異名 を も 
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ち ひても * 咎 なかる へ し 

雜 話の 中に 引用る 古語 古文， もしくは 事實頗 多し、 その かみ 客に 對 して は、 あらまし 覺 へし ま-に 語り 

し 程に、 すこしつ、 たか ひ、 又は 首尾せ ぬ 事 も あれ は、 後に 本書 を考 へしる し^ぬ >  されと 今老耄 して 

精神 も乏 けれ は、 その 出處を 忘れて、 急に 考へ あたらぬ を は、 必 しもし ゐて考 索せ す、 もし 善讀者 あら 

は、 た >- 大意の ある 所 をと らん かし * 其餘は 論す るに たらす。 
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駿臺 雜話卷 一 

室鳩巢 先生 著 

〇 老學 自叙 

つら/、 身の 過 來し昔 を 思 ふに、 もとば 武 藏の產 にて なんあり ける * その かみ 初て 髮 を 結 ひて、 詩 書 を 

事と してより このかた、 或は 檄を 搾： 藩邸に 游^し、 ある は笈を 負て、 京師に 旅^す， 其 後 北 地に 家 W 

せし か は、 常に 舊學 を條 め、 素 願 を 償て、 . 一生 を 終る 事 をなん はかりに き、 然るに 往年 はから さるに、 

大家の 徵を 辱う して、 ふた、 ひ 故 鄉に歸 り 住せし か、 身 老材脔 て、 やかて 丘に 首す る 死 を 待 程に なんな 

れ りけ る、 され は 多くの 歲 e: を經 て、 今 犬馬の よは ひ、 七十に あまる 四の 年 まて、 舉を 好み^に 志す と 

いへ とも、 人の 師表と なる へき 道德 もな く、 又 外にな にの 材能 もな くして、 むなしく 世に ある こそい と 

ほいな き 事 なれ、 されと 翁 を 信して、 こ、 に 問來る 人々 に、 日 ころ 自得した る 事 を 語りき かせて、 後^ 

のた よりと もなら は、 それ こそ 責て なから ふる 甲斐 も ある へ しとお も ふに そ、 病 をつ とめ 痛 を 忍ん て、 

たえす 書 を講 する にて そ ありけ る、 ある 日講 はて、、 宋 以來、 學 術の 異同に およ ふ、 」1 屮に程 朱の 舉 

に 疑 を 貽す人 ありし に、 翁の いふ やう、 某 も わか、 りしと き、 俗儒に 習て 記誦 詞章 を舉 ひて、 多くの 年 

巧 を曠 うせし か、 或時忽 往日の 非 を 悟て、 始て 古人 巳か爲 にす るの 學に志 ありし かと も、 不幸に して 良 

師友 もなかり しか は、 諸 儒紛々 の說 に^ 惑して、 程 朱 を も 半 信し 半 疑 ひジ、 定兒 なかり し 程に、 とかくし 

て 又むな しく 歳 W を經 にけ り、 年 四十に ちかき ころに も あらん、 ふかく 程 朱の 學、 つるに 易へから さる 

事 を さとりて、 それより 曰 夜 程 朱の 書 をよ みて、 心 を 潜め 思を單 うする 事 今に 三十 年、 仰け はいよ/、 
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一 高く、 きれ はいよ/、 堅く、 高遠に 過す >  卑近に おちす、 聖人 復出 とも、 必其 言に 從ん事 疑な し、 され 

^ は 天地の 迈は、 堯舜の 道な り、 堯舜の 道 は 孔孟の 道な り >  孔孟の 近 は 程 朱の 道な り、 程 朱の 道 を 捨て、 

雜 孔孟の 道に 至る へからす、 孔孟の 道 をす て、、 堯舜の 道に 至る へからす、 堯舜の 道 をす て、、 天地の 道 

^ こ 至る へからす、 老學 もとより 信す るに たらぬ 事に は 侍れと も、 是 はかり は實見 ありて 申 事に て 侍る、 

もし 實見 なくして さもな きこと を なら は、 翁 か身忽 天地の 罰 を 蒙る へしと、 誓 ひける に そ、 座中 も聽 

を改 むる 氣色 なり、 其 時 翁い ふ は、 ^は 五 百年 來 論定り たる 事な り、 今更 翁 かち かひ を 待へ きに も あら 

す、 朱 子 以後、 宋には 四 山魏鹧 山、 元に は 計魯齋 英 草廬， 明に は 薜敬軒 胡 敬齋の 諸賢 を はしめ、 其 外 

. 道^に 志 ある 人、 程 朱 を 尊信せ さろ はなし、 一代の 碩舉 たる 事、 宋潜溪 かこと く、 百 家を綜 核す る 事， 

椽升菴 が ことき、 文字 論說の 末にお いて は、 程 朱 を議 すと いへ とも、 學 術道德 において は、 ^然 する 事 

をき かす、 され は 明の 中葉 まて は、 お ほやう 世の 舉 術も^ しく * 名敎 も頹れ さりし そかし、 王 陽 明 出て 

良知の 學を唱 へ 朱 子 を 排せ しょり、 明の 學風 大に變 しぬ、 陽 明 旣に沒 して^ 徒 王龍溪 のこと き、 つるに 

^學 となる、 それより 世の^ 者 良知に 沈醉 し、 窮现に 欠 仲し、 其 弊 嘉靖萬 暦の 問に 至て、 天下の 學者、 

陽 儒 陰佛の 徒と なりて やみぬ、 諸賢よ く^て^ 給へ、 西 山 以下の 諸賢、 たと ひ：. S 下な りと も、 所レ 好に 阿 

ねんに は 至らし、 又 其德行 材識、 いつれ も^ 季幷に 今の 儒者の 下に あるへ きに あらす、 それに 程 朱 萬 分 

の 一 にも 及 はぬ 學識を もて、. i! 々しくな にくお-こ 幾議 する は、 鸚の鹏 を 笑ひ蟊 にて：！ を 測る に 似たり， 韓 

愈 かいは ゆる、 井に 坐て 天を觀 て、 ：大を 小な りと いふの 類な り、 然るに 輕薄 無識の 徒、 其說の 新奇なる 

を よろこ ひて、 雷同 瓦 鳴す る 事、 あけて 數 へからす、 國家 百年 以來、 太平 久しく、 文化 日に 開て、 師儒 

世に 輩出し けり、 ^學の 是非 はしらず、 た^ 程 朱 を 堅く 崇 信して、 ふるき 摸 範を失 はさり し を そ、 ひと 

つの 幸ミ せし に、 ちかき 比俑 作る 入 ありて、 始て 一家 をた て、 徒弟 を あつめし より 老姦の 儒いて、、 其 

上に た、 ん事を 欲し、 絹 狂のへ I を肆 にして、 忌惮ろ 事な し、 一犬 虚を 吠れ. は、 群 犬 これ を 和す る 習 なれ 
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ばポ說 撗 fl^ に 盛なる こそ、 理 にて 侍れ" 誠に 此 道の 厄 運と もい ふへ し、 され は韓 愈も佛 老^に 行れし 

時に 生^て、 獨 これ を 排斥して、 みっか. ヒ底軻 に 比せし か、 その 孟簡に 與る害 をみ るに、 天地 鬼神 臨 k 

之 在/上質 レ之 在：， 傍と は 誓 ひし そかし、 ^翁 かち かひ も、 孟子の 功に こそ 及 はずと も、 韓愈か 心に はおと 

り 侍る まし、 あな かしこ、 かり 初の 空言と お ほす へからす、 

〇 釋源 空かち かひ 

むかし 源 空 上人、 九 條の巧 輪 殿へ つか はせ し 一 枚 起請と て、 今に 新黑： <t に 残リて あり、 其 喾書を 翁 は 見 

侍らね とも、 その かみ 人に 尋ねし に、 念佛 申て 極樂に 生ろ、 とい ふ 事誕 なら は、 源 空 地獄に 墜 へしと い 

ふ 事なん ありけ ると 語りし、 彼 宗門に て はさう 糙 なる 事に おも ふ へ けれと、 吾 儒より いへ は、 この 誓 ほと 

うける 事 は あらし、 いかにと なれ は、 もとより 極樂 とい ふ 事なければ、 又猜 へき 地獄 もな L いくた ひ 

誓 ひても、 いと 安 かるへ きわ さなり、 前代い また 殉死の 制禁 なかり し 時、 ある 諸侯の 家 殉死 あまた あり 

ける 中に" ひとり 輿論のお しむ 人 にゃあり けん、 其 家の 老臣み つから 其 宅へ 行て 死 を-、 一、 めしに 中く 

許諾せ さりし を、 いろ/、 にこ しらへ けれ は、 其 人 やむ 事 を 得すして 一諾し けり、 さら は 稃 ひて よと い 

へ は、 いと 快く 誓 ふ、 さて は 心安し とて 歸 りぬ、 さて 其翌 B に は 殉死の 面々 亡^の 菩提 所へ と 相 約して 

寺に 聚 りしに、 日 ころ 知 舊名殘 をお しみつ、、 まうて 來に けり、 かの 老臣 も 行て 上座し ける に、 咋 日ち 

かひし 人、 いちはやく 來て諸 客に い-、〕 ま 乞し ける を、 老臣う ちみて、 某 を こそ 欺き 給 ふと も、 いかて 赘 

ひ を は 背き 給 ふ へ き、 ロ惜 きわ さかなと いへ は、 其 人 笑て、 御う へ を 欺き 候 事 は 御 ゆるし 候へ、 咋 a ち 

かひ 申さす 候へ は、 とかく 御の かしな く 候 故、 御 疑 を 散す る爲 にこ そ 誓 ひ 候へ、 誓 を 背て 神罰 を 得 候と 

て も、 死ぬ るより 外の 事 は ある ましく 候、 され は 死 をき はめた る 身に て 候へ は、 もとより 誓 ひ を 背く 资 

悟に て 誓 ひ 候と いへ は、 老臣 こと 葉な くして やみぬ、 此 入の 命 を 喪 外に 神^な き 事 を 意 得て 誓 ひしゃう 

に、 源 { 仝 も 土になる より 外に 地獄な き 事 を 意 得て こそ、 かくは^ つらめ" 今 翁 か 誓 は それと 粱 なり， 上 
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は 皇天 をいた、 き 下 は 后 土 を て、 天地に かけて 誓 ふ、 誓 ひもし S ならば、 ヂ、 地の 罰 を かう ふるへ し、 

さ e と 我^- 0 爲に誓 ふ は、 源 (仝 も 同し 心なり、 是 につけて おも ふに、 釋 氏の 敎ば、 お を 無にし、 實を虛 

にす るに あり、 然るに 無 を 有に せね は、 有 を 無にし かたく、 虚を實 にせね は、 實を虛 にし かたし、 され 

は^ 樂也 §8 のさた は、 もと 虚 なる 事と し.；； とも、 もとより 眞假 一如と みて これ をと く、 往生 G 敎を たて 

、衆生 を 導け は， 賢愚 を わかす、 思慮に 涉ら す、 す へ て 念佛滅 罪の 中に 歸 してやみ ぬ、 是鐸迦 如 來の密 旨 

なり、 我 朝 にても 諸 宗の祖 になる 程つ 滑 は、 此旨を 互に 心 を もて 心に 傳て、 假 にも 淨土 地獄の 沙汰 をう 

きたる 事と はい はす、 今 源 空か 誓 も 相傳の 旨なる へし、 九^ 殿の 生る へき 淨土 もな く、 源 空か 墮 へき 地 

獄も なし、 され は 無 を もて 有と し、 虛を もて 實 として、 泶 生に 生死 を 出 離さす ろ 法と する は、 釋迦の 本 

意に かなへ り、 そ はい さ、 か僞 なき こミ なり、 もし 吾 饞 至誠 を もて 人 を敎 化する 道 をい は、 雲泥の さ 

たなる へ し、 

〇 異說 まち/ \ 

ある 日 翁か^ を 問と て 人 々来りし を、 翁 も 徒然に こそ 侍れ、 今日はし はしと いへ は、 さら は 侍 坐つ かふ 

まつらん とて、 H をく らし 語り あ ひし 程に、 當代 異說の 事に 及へ り、 座中 一人 翁に むかひて、 た、 s 「西 

京柬 都に おる て、 世に 鳴て 人 を 率る 者の 說を 承り 候に、 或は 我^の 道と て、 神道 を雜 へて とく も あり、 或 

は 陽 明か 學 とて、 良. S を 主としてと くも あり、 或は 古の 學 とて" 新 義を适 りて とく も あり、 紛々 異同の 

說 まちくな り、 いつれ を 是ミし 何れ を非ミ せん、 翁の 心に おる ていか、 思 ひ 給へ るに や、 翁き いて、 

當 代門戶 をた て V 異 說を唱 ふるもの * お ほやう 今 申さろ 上 二流と きこへ 侍る、 是 等の 說を 立ろ 入々、 さ 

こそ 所見 あるに て 侍る へし、 もし 翁 か 古に 聞と ころ を もてい は、、 いつれ もさに は 侍^す、 それ 道 は 天 

にいて k 1 原なる ものたり、 その 一原のと ころ を さへ 悟り ぬれ は、 わか 國の 道と て 入の 國 にか はるへ か 

らす、 良知の 說 とて 窮理に はなる へからす、 郯；^ の學 とて 濂^ にた かふへから す、 然るに 是を 知る は 


聖賢の 書に あり、 聖賢の 書 はよ み やすから す、 され は 志を逼 てく はしく よます して は、 その 意 を 得る 事な 

し、 今の 儒者、 お ほく は自高 ふる 心 ありて、 濂洛の 書 をく はしく 讀人 まれな り、 いまた 程 朱の 藩 雜をも 

窺 はすして、 已か心 を 先た て、、 に はかに 大賢 を議 す、 所 兌の 是非 は 姑く さし S ぬ、 先 凡學 の.！； ゆ：..： ゾべ 

なるこ そ， うたて しく 覺 へ 侍れ、 さやう の 人 は 孔盂の 書 を もく はしく 讀ま しけれ は、 孔盂の 意 をん 得さる 

へし、 孔孟の 意 を 得すして は、 いかて 程 朱の 說に 疑な かろへ き、 然るに 程 朱 を は 輕 々しく 議 すれと も、 

孔 盂を議 する 事 を はき かす、 是 は孔盂 にも 疑な きに あらね とも、 孔孟 は 二 千年 來 世に 尊^す、 それ を 議 

して は 人のう け か はぬ 事 也、 程 朱 は 世代ち かく、 明朝に 至て 或は 譏る 人 も ありけ る 故に 是を識 るな りミ 

いは、" 是毛遂 かいは ゆろ 因 レ人成 一 事な り 一 定の 所見 ありと はいふ へ からす、 もし 乂已 か逬德 ^術孔 へー 

に は 企及 はね は 其 憚 あ りと いは &、 さて は 今程 朱 を 譏 ろ はい 是已か 1ぉ はは ろ か 程 朱 の 上に 立と みっから 

許すな るへ し、 それ は ともあれ、 祌道 とはいへ と 其 説 をき くに， 我 IS に荷擔 し、 湯 武 叛逆の 類と いへ は 

其い は ゆる 神道 は、 仁義の 外に 有 にゃあら む、 良知と』 へと 其說 をき くに、 沸 性 を 明德と 並へ 稱し、 武 

藏房辨 慶を智 仁 勇の 士 といへ は、 ^いは ゆる 良知 は" 是非の 心に あらさる にゃあらん、 古學 といへ と 其 

說を きくに、 大學を 聖人の 書に あらす ミし、 孔 釋の逍 二つな し-こいへ は、 其い は ゆる 古學 は、 德 性の 外 

にゃあらん、 是 等の 說、 いつれ も 翁 か 疑 をの かれぬ 事に て はる、 然るに 仁義 を かね、 内 外 を 合せ、 今 

に 通す る は、 た i 程 朱の 學 なり、 され は 大中至 正の 道に て、 孔盂の 正統た ろ亊、 なにの 異論 か あるへ き 

た^-翁 かふ かく 恐る、 所 は、 程 朱の 舉 をす るのと もから、 身 を もて 踐履 をせ すして、 た 、講論 をのみ 事 

とせ は、 其 學は 正しと いふと も、 道に おいて は 何の 得る 事 か あるべき、 明朝に すてに 其 弊 ありし 故に、 

陽 明 も 支 離 を も て 朱學を 譏り しそ かし、 邪說 の 起る も是 故にて こそ 侍れ、 もとよ り實行 を 忘れて 空^ を 

つとむる は、 聖賢の 戒る事 なれ は、 今更 翁 か 事新しく 申に も 及 はす、 ふかく 慎む へき^に こそ 

〇 心の めし ひ 
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座中 又 ひとりい ふ は、 翁の 仰ら る、 ことく、 吾 黨の士 は、 相 戒めて 實行を つとむる こそ、 邪 說を距 く 上 

策と 巾へ く 候、 され は盂 子も裼 墨 を距 て、 好 辨の譏 を は 辭し給 はねと も、 其 要 を 論して、 君子 は 經に反 

るの みとい ふに 歸 せられ 候、 況ゃ 今偽舉 詭^の 徒、 野 遂にお ふる 葛の ことく は ひひろ こり、 邪 誕妖妄 の 

說、 林に 落る 木の^の ことく しげ、 れは、 そ.；； にした かひて 辨說を 費やさん は、 反て 吾 逍を淺 はかに す 

るに て 侍りな む、 此 ころの 事に て 候、 ある 儒者の 說 とて、 耳 を 驚かす 事 を こそ 承 候へ、 道 は 天地に 出る 

にあら す、 聖人の 作り 給へ る 事 也、 乂 いふ 道 は、 亊物當 然の理 にあら す、 文雅 風流の ものな り、 又い ふ 

五倫の 內に 夫婦の したしみ はかり 天性な り、 其 外 君 をた つと ひ 父母 をう やま ふの 類 は、 人の 性に あらす 

聖人の 作り出せる 逍 なり、 其 作者 聖人なる 故に、 十； I 今に 行 はれて 變 する 事な しと そ、 古より 邪説 多し と 

いへ と、 是ほ ミ乖戾 りぬ る 事 は 承らす、 いへ はい はる、 ものに 候と て、 互にい ひ あ ひて 笑 ひける に、 翁 

きいて 諸賢 は 束 坡か日 喩の説 を 見 給へ り や、 生れて 盲た る 人 あり、 日 はいか やうなる 物と 思 ひて かたへ 

の 人に とへ は、 n はかく 圓 なりと て 銅鑼 を 探らせけ るに、 銅鑼 をた、 ひて、 さて は 曰は聲 ある 物と おも 

へ り、 夂 かた へ の 人い ふ は、 曰 は 光 あり、 燭の 至る 時には、 おのっから あかるき やうに お ほ へぬ へし、 

そのこと しとい ふ を 間て、 螺燭 をな て i、 さて は 日 は ほそく 長き ものと おもへ り、 今の 世俗 道 浬に くら 

き 人 多し、 たと ひま：： を 護ても、 道理に くら けれ は、 いふ 人 もき く 人 も、 目 こそ あき 候へ、 心 は 盲た るに 

て： W る、 され は その 盲た る 心 を もてい ろ /(-.> にお も ひな そらへ 候 は.. 此 人の 日 を はかる やうに、 お ほ 

きに 取た かへ たる 事 も あるへ きそ かし、 今 承る ことき の說 は、 取 あけて なにと 申へ き やう もな く 侍る、 

たと へ は 喪心の 人 を 相手に して 是非 を 論す るに 似たり、 その 論す る 人 もさき と 同し^ と 申へ し、 然れと 

も 翁 ひそかに 此說の 起り を考 るに、 其 人 もと 記誦の 儒な り、 記誦の 儒 は 諸子 百 家 を^ 獵 する こと をのみ 

好みて、 四 子 六 經に心 をと i むる 事な し、 た k 北 ハ文辭 訓話 を焱議 して、 理 趣の ふかきに 及 はす、 然るに 

= ころ わか 學の^ 理 にくら きを はしらず、 飽 まて 已か 博學を 自負して 虚 譽 を 要する 程に、 世 も 亦 是をも 


て推崇 て 一代の 儒宗ミ す、 明季諸 儒の 風、 大抵 かくの ことし、 それに 放^^ 遜に して、 人に 锘り 物に 傲 

る を 高 致と し、 好て 大言を 叶て 先賢 を 毀り、 抗 然として 高く 唐宋 諸^の 上に 出ん とす、 然ゎ ともお^よ 

り是を 見れ は、 學は 遠く 荀莊 か餘 毒に ゑ ひ、 文 は 近く 王 李 か 浮華 を 拾 ふに 過す、 され は 己 か 臆 兌に まか 

せて、 道 は 天地に 出す とし、 事物 當 然の理 にあら すと す、 己か^ 學に 合せて、 道 を 文雅 風流の もの ミし 

己 か 俗情に こ、 ろみて、 夫婦の 外 は 五倫み な 人の 性に あらす とす、 本より！？ I する にもたら ぬ 事な から、 

世俗 多く これ を 信して、 群 をな し 徒 をな すに そ、 とかく 世 は 奇怪 を 好む^ となん 今更 思 ひ S り 侍る、 た 

だ 人の 心 術 を 害し、 世の 名敎を 損する こそ 返す/ \ も なけ かしく 候へ、 周禮 にお 言の 刑 ある は、 この^ 

にて 侍る そかし、 かやう の 中に 翁 か道德 もな く材 力に も 拙き 身 を もて、 是を 支へ むと する は、 誠に 大厦 

の 一木と もい ふへ し、 たと ひ 言て 距き、 辭 して 闢 くと も、 たれ か 信す へき、 己 か 量 を しら さるの 譏 も 身 

にの かれ かたく 侍る、 たと へ は 程 朱の 說は 先王の 禮服 なれと も、 宋 人の 牮甫を 越に資 かこと し、 斷ぉの 

俗に は 用る ミころ なし、 程 朱の 說は 天下の 名曲 なれと も、 郢 客の 陽春 を 楚に唱 ふるに 似たり、 ゆ 〔舌の 俗 

に は 和す る 人な し、 詩に いはく、 知レ 我， もの は 我心 憂 あり ミ いふ、 不 レ知レ 我， 者 は 我 何 を か 求む とい ふ、 

悠々 たろ 蒼天 これ 何人 そや、 此詩は 周の 大夫周 室の衰 る を かなし ひて 作れり、 今 翁 か 吾^の 衰ろを かな 

しむ も、 事 はか はれと も 心 はおな しかりぬ へし 

〇 愚 公 か 山 

されと も 翁 か 心 は、 知 巳 を 一 世に もとむ るに も 候 はす、 昔より 邪 僻妄誕 にして、 根 もな き 事の さかんに 

世に 行れて あな かし かまし くきこ ゆろ は、 女郎花の 一時と や 申へ き、 大 かたはつ、 かぬ ものに こそ、 ^ 

を歷て 正道へ か へらぬ はなし、 しかる を 心 短く して、 早く 其 験 を 15- むと 思 ふ は、 未練の ことと いふへ し 

^君 列 子 か 書 を 見 給へ り や、 愚 公と いひし 人 ありけ るか、 家居ち かく 山の ありし をい とひて わきへ 移さ 

ん とて、 曰々 に 子と も 引-ぐし 出つ 、、 手つ から 耒耜 をと りて 一 篑っ 、こ ほち とりける を、 智叟 とい ひし 
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人^ を见 て、 かく 大なる 山 を * わつ かなる 人の 力に てこ ほて はとて こ ほち つくさる へき かと、 其 をろ か 

さ を 笑 ひけ.；； は、 愚 公き、 て、 わか 代より こ ほち そめて、 わか子の 代に も繼 てこ ほち、 わか 孫の 代に も 

又 其 子の 代に も繼 てこ ほち な は、 終に はわき へ 移さぬ 事 や あるへ きとい へ は、 いよ/、 笑 ひける となん 

しるし 置け り、 もとより 寓言 なれ は、 この 人 あるに は あらね ミも、 愚 公 かいふ やうなる 事 は、 世に 愚な 

り-/」 いへ は、 愚 公と 名つ け、 智叟 かいふ やうなる 事 は、 世に 智 なりと いへ は、 智 叟 と 名つ けたるな るら 

し、 およそ 天下の 事、 愚 公の 心なら は、 おそく も 一 た ひ は 成就す へし、 然るに 世に 智 あり-/. -稱 する 程の 

人 は、 大 かた 智叟か 心に て、 愚 公 か 山 を 移す やうの 寧 を 聞て は その 愚 を 笑 ふ 程に、 なに 事 も その 功 を 成 

就せ ぬなる へし、 しかれ は 世の いは ゆる 愚 は 反て 智 なり、 川-のい は ゆる 智は 反て 愚な り、 それ故に 禦寇 

か M を 諷して こそ かくはい ひつら め、 今 翁 も 百年；！ 1 定まる の ru を 身 後に 期し 侍れ は、 世の 明智 なろ 人よ 

りみ て は、 翁 か 迂濶 なること を 笑る へし、 されと 老 ひかめ る にゃあらん、 此志を 守て 身 を 終なん とこ そ 

思 ひ 侍れ、 ^公 か 山 を 移す の 類なる へ し、 

〇 老傦か 接 木 

され は是 につけて 思 ひ 出し 事 あり、 忍 か 岡の あなた 谷 中の さとに、 何 かしの 院 とて ひ ミ つの 曰 寺 あり 

翁い とけな かりし ころ、 其 住僧 をし りて し は/、 寺に 行つ、、 木の 實 ひろ ひな ミ して 遊 ひし か、 住僧 か 

たへの 人に むかひて、 前 住の 時の 事 をなん 語りし をき i 侍りし に、 寬 永の ころの 事に なん、 

將 ^ま 谷屮 わたり 御廳 狩の ありし 時、 御 かちに てこ、 やかし こ 御 過 かてに 御 |ほ まし ましけ ろか、 此 寺へ 

もお も ほへ す 渡御 ありし に、 折 ふし 其 時の 住僧 はや 八 旬に 及て、 庭に 出て みつ わくみ つ、、 手つ から 接 

木して 居け るか、 御供の 人々 おくれ 奉りて、 御供に 二 入 三人つ き 奉りし を、 中/ \ やん ことなき 御 事 を 

は 思 ひ よらね は、 その ま、 背き 居たり し を、 房 主な に 事す る そと 仰ら れし を、 老僧 心に あやしと 思 ひて 

いと はしたなく 接 木す るよ と 御 いらへ 申せし か は、 御 わら ひ ありて、 老僧 か 年に て 今 接 木したり とも、 
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其 木の 大きにな ろ まての 命 もしれ かたし、 それに さやう に 心 をつ くす 事 ふようなる そと 上意 ありし か は 

老^ 御身 は 誰 人 なれ はかく 心なき 事 をき こ^ろ もの かな、 よくお も ふて 見 給へ、 八， 此木 ともつ きて おき 

なば 後 tts 代に 至て いつれ も 大きにな りぬ へ し， 然らぱ 林 もしけ り 寺も黑 みなん と、 我 は 寺の 爲を おも ふ 

てす る 事な り、 あな かち 我 一代に 限る へき 事 か はとい ひし をき こしめ して、 老佾 か. e 'こそ 寳も理 なれと 

御感 ありけ り、 その 程に 御供の 入々 おひ？ \來 りつ、、 御紋の 御物と も 多くつ とひし か は" 老佾 それに 

心^て * 大きにお それて 奥へ にけ 入し を、 御め し 出し ありて 物な 賜りけ る-、. - なん、 いま 翁 も 此老佾 か 

接 木す る ことく、 老朽 ぬれと も、 ある 限 は舊學 をき はめて、 人に も傳へ 書に もの こして、 後世に 至て 正 

學の 開く る 端に もな り、 此道 のために 萬 一 の 助 ともなりな は、 翁 死ても 猶 いける かこと し、 古人の いは 

ゆる 死しても 骨く ちしと いひし こそ、 思 ひあたり 侍れ、 いさ、 か 我 身の ために 謀る にあら す、 諸君 も 翁 

かこの こ、 ろ を 信し 給へ かし、 

〇 葉 公の 龍 

しか.；； ともかく 申せ は、 翁 か 身 ものに 似た るゃラ にて、 はっか-しく こそ 鲩へ、 翁 わか、 りしより 心に 聖 

賢 をした ひ、 口に 六經を 誦し 候へ とも、 た、 載藉 のうへ にし 聖賢 を 窺て、 少し 其 意 を 得た ると 申 はか^ 

にて 侍る、 今 もし 眞の 聖賢に あ ひ 奉りな は 曰 ころした ひ 奉りし 心と ちか ひ、 反て いみ は、 かる 事 ある ま 

しき や、 心 もとな くこ そ 候へ、 すこしもい みは-. - かる 事 ありな は、 今申亊 も 皆^に なり、 林 ^澗愧 つく 

へからす、 又な に を もて 後^ を 待^へ き や、 むかし 葉 公 龍 を 好て、 其 形 を II か、 せて n 夜 愛翫 せし か、 

ある 時 眞の龍 これ を 聞て、 ゑ かける 龍 を さへ さやう に愛翫 あるに、 わか 行たら ぬに は、 ことなる もてな 

しに も あひなん ミ おも ひ、 窓より 額 を さし 入 たれ は、 葉 公大き にお それて にけ まと ひけり、 今 東 s: 兩 

都の 儒者 をみ るに、 多き 中には 正 學の志 あろ 人 も あるべ けれ-、. -も、 大 かたは 自 から 尊大に して 師儒と 稱 

しつ、、 我 こそ 聖賢の 道 を 好む といへ と、 た、： t 說を つとめ、 著述 を 街 ひ、 是を もて 世に 傲り 名 を 釣に 
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は^-す， もミ より^に 實 得の 功なければ， もし 眞の 聖賢に あは 、目 を か へ して 相 見む とそ 覺 侍る、 しから 

は 日 ころ 聖賢の 道 を 好む とい ふ は、 葉 公 か 龍 を 好む に 同し かるへ し、 晏嬰か 仲 尼 を 毀り。 蘇軾か 程頤を 

にくむ にて、 考へ見 給へ、 ひとり は齊の 賢人 ひとり は宋 の名臣 にて 候へ とも、 それさへ かくの ことし、 

况ゃ 二子に 及 はさる もの を や、 され は 漢の楊 雄 道德を 論し、 太玄を 著し、 一代の 儒と いはれ しこと も、 

一旦 賊莽 に臣 としてつ かへ て、 節義 を 失 ひし そかし、 たと ひ莽か 世に 生れす して 此事 なく.. こも、 是 等の 

舉問 にて は、 もし 孔孟に あ ふて 節篛 のこ ミを もて 責られ な は、 必 にけ さけぬ へし、 然らは 太 立 五 千 文 皆 

虛 文に あらす や、 後世の 子 雲 ありて、 我 をし らんと いへ と、 後世 莽か 太夫 ありて 知 音た らん かし、 この 

故に、 言論の み を 聞て、 その實 迹を 見され は、 世話に はたけ 水鍊 とい ふこと く、 仕 かたは かりにて は 人 

信し かたき ものな り、 はや 三十 年 前の 事に て 侍る、 加 賀の國 に 杉 本の 何 かしと て、 ひミ りの 微賤の 士ぁ 

りき、 翁 その 人 久しく 相 知し か 其 子 九十 郞と いふ もの、 十五-. 蔵の 時 父 は あつまへ 行 役し ける 其 跡に 年輩 

同し 程なる 近隣の 人の子と、 園 碁のう へに て 口論し ける に、 九十 郞 こらへ す、 刀 を拔て 相手 を 一太 刀き 

りし を、 かたへの 人 取 さへ けり、 さて K 事廳に 達して 後、 相手の 創 療治 さすへ しとの ことにて、 其 間 九 

十^ は官 長の 家に 預かり 置し に、 いさ、 か瞭 したる けしき 露 ほと も-なく、 言語 ふるま ひの 落つ きたる は 

中々 年に おはぬ やうに 見へ ける、 日 を經て 相手 終に 創に て 果て けれ は、 九十 郞も 切腹す るに 議定し ける 

程に その 前の 夜、 主人 名残 をお しみつ、、 酒肴い ろ，， /\ よういして もてはやしけ るに、 九十 郞 母への 文 

なと した、 め 置、 さて 主人に く はしく 謝詞 をのべ、 此稈附 居た る 家人へ も、 それく にねん ころに いと 

ま 乞して、 さて： J ひける は、 面々 へ名殘 もお しく 候へ は、 こよ ひ はあくる まても 語りた く 候へ とも、 あ 

す^ 腹の 時な ふたく 民て は、 いか、 と存し 候へ は、 先へ ふせり 候へ し、 面々 は是 にて ゆる C と 酒す、 

めら れ 候へ とて、 奥へ 入て 高鼾して ねむる を 聞て、 跡に 居たり し 人々 感 しあ ひける とそ、 又の日つ- /.- め 

C よき 程 こおき いて-、 沐浴し 衣服 あらためつ^-、 ようい 心靜 にし、 其 後 切腹の 席へ いてん 撿 使に ー禮 
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し、 こ V ろよ く 切腹し ぬ、 共有 樣從容 として やすらか なりし、 いかなら 勇烈 老功の 士 たりと いふと も、 

是には 過 ましき と 見へ しミ て、 其 場に 有 合し 入々、 年 を 經て後 迄 も 語り 出して" 淚 おとさぬ はなし、 此 

事お こりし 始に翁 彼の 父の もと へ 文 や， りて しらする とて、 九十 郞た とひ 切 股す るに 及 ひた o  V) も、 此稃 

のおと なし さに て は、 未鍊 なる 事 ある まし、 それ は 心安く おも ふへ しとい ひっか はしけろ に、 後に きけ 

は 父 その ふみを 人に みせて、 かくはい ひて 來れ とも、 わら はへ に 炙す るに、 前に は 人に すかされて、 思 

ひの 外に おとなしく a ゆれと も、 火 を 取て むかへ は、 そのき はに なりて 俄にな き 出して、 前の 言葉に は 

似ぬ 物 そかし、 わか子 もい また 年に たらね は、 いさきよ く 切 股したり とい ふたより をき くまて は、 心 も 

となく 思 ひ 侍る とい ひし ミて、 古人の いふ ことく、 此父な く は此子 あらしと なん^ ひ 侍りき、 さて 此^ 

を 今 巾 出し 侍る は、 九十 郞 かかく はかり 歲 にも 似す してけ なけなる を、 にき 、傳 ふる 人 もなくて 果な 

んは、 あまり 不便に 候へ は 中 事に て 侍る、 其 上 今 翁 を はしめ、 言論 文字に て 古人の まね をして、 その 實 

の あら はる、 時に 至て、 日 ころの あらまし とち かひ ありなん は、 是そ 誠に わら はへ の 炙なる へし、 多年 

舉 問して 儒者と いはる、 身に て、 かの H 里 蒙 無智の 九十 郞か覺 倍. にさへ おとる へき^ か は、 いと はっかし 

きこ、 ろなら す や、 諸君 も 常に こ、 を 察して、 よく/ \ 省み 給 ふへ し、 

〇 扁鵠藥 匙 をす つ- 

他日の 會に 翁い ふ は、 過し 日舉 術の 邪 正 を 論せ しか、 其 論い また 盡 さる やうに^ え 侍る、 今日 其 論 を^ 

し 候へ し、 今 世 儒者、 朱 子を議 する に 三等 あり、 ^一等 は陽附 良知の 說を祖 として 朱 子 を議 する あり、 

陽 明 は 傑出の 人な り、 朱 子の 學を 毀り て 支 離と する も 少しい はれな きに も あらす、 常時 朱^の^; 多 は 文 

字 言語に もとめて、 內 省の 工夫 や、 すくなき を 見て、 朱 子 格 物の 說を篛 外と する 稃に、 良知 を 標的と し 

て、 一向に 內 省に つとめし む， これ 其 意よ からさる に は あらす、 然と も 朱舉格 物の 說 * 良知^ 外にす る 

にあら す、 事物に 即て 良知 を 致すな り、 た、 陽 明の 說 のこ ミく 良知に もとめて^ 物に 求へから すと いは 
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  五六 二 

\ 先王の 敎、 詩 書禮樂 とい はす や、 詩 書 禮樂、 事物に 非して 何 そ、 孔！： の敎、 文 行 忠信と いはす や、 

文に 六經 あり、 行に 百行 あり、 忠と. 不忠と、 信と 不信と、 必 事物に よりて 其理 をし.， o へし、 、しひと つ 

の 良知 を 致せ はおの つから 敬して、 禮を擧 に 及 はす、 おのっから 和して、 樂を擧 に 及す とい ひ、 又 ひと 

つの 良知 を 致せ は、 おのっから 百行 も 脩り 忠信に もす、 むと いは、、 それ ほと 簡約に して 手近き 道 ある 

を 聖人 何として めし 給 はす、 かくむ つかしく 迂濶 なる 敎を たて 給へ き >  且 いへ 良知 を 致す に、 事物 もも 

てせ すして なに を もって 致す や、 定て內 省を專 にして 私欲 を さる を もて 良知 を 致す とする にゃあら む、 

それ はたと へ五聲 をし る は 耳に あり、 耳 を 守れ は、 五聲 をき かすして 五聲 をし ると いひ、 五色 をし る は 

目にあり、 目を守 れは、 五色 をみ すして 五色 をし ると いひ.、 五味 をし る は 口に あり、 口 を 守れ は 五味 を 

なめす して 五味^ しる ミ いふか ことし、 しらす ゃ五聲 をし る は 耳に ありと いへ ミも、 五聲は 物に あり、 

五聲 をき かすして は、 五 聲の眞 をし るへから す、 五色 をし る は 目にあり といへ とも、 五色 は 物に あり、 

五色 を兑 すして は" 五 の眞 をし るへから す、 五味 をし る は 口に ありと いへ とも、 五味 は 物に あり、 五 

味 をな めすして は、 五味の 眞を しるへから す、 况 ゃ五聲 にも 淸濁物 ことに 異同 あり、 五色に も 深 淺物こ 

とに 異同 あり、 五^に も 厚 藩 物 ことに 異：！ あり，、 其 物に よらす して は、 なに、 よりて 其 別 をし るへ き、 

親 を 愛し 兄 を 敬す る は 不レ學 してし ると い へ と、 事レ 親事レ 兄の 事の 上に て 愛敬の 理を窮 む へ し、 す へ て 君 

子の 百行^ しかな り、 其 靠に即 て、 其理を 窮めす して、 己 か 善 知り 惡 知る もの ひとつに てし るへ きに あ 

アジ タ -ー n ヘリ ミ ユウべ 二 サザム i 

らす、 孝 は 百行の 本と いへ は、 しはらく 事レ 親-一の 事に て 中し 侍るべし、 朝 省 昏 定 やうの 事 は， お 

よそ^ レ 親-一の 人 たれ かしら さる へ き なれと も、 其 さ へ 田舍 農家の 民な と は、 愛レ 親の 心なき に は あらね と 

朝に 省む へく 昏に定 むへ き 事と もしら さる そかし、 况ゃ親 を 養 ふ は 誰も 養へ とも、 口 體を養 ふと 志 を 養 

ふの m ハ IS あり、 親 を 敬 ふ は 誰もう やまへ 5 も、 嚴威儼 格 は事レ 親の 道に あらす、 其 外 父母の 前にて は、 

ツネ ズ n トニ  ロウ ラセ ゥ七ズ シヅタ  * 為.' ^ 

お：：：：" 不」 稱， 老叱 咜の聲 犬馬に 及 はすと いふの 類に 至 まてす へて 事レ 親の 事な り、 もし 其 事に 即て各 其 鵞^ 
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をき はめす して、 わか 愛レ 親の 心に もと むれ は， おのっから 事々 つくす にたりぬ とい は、、 聖人の 上に は 

さも ありなん、 擧 者の 及 ふへ き 所に あらす、 おそらく は 孝の^ をつ くさぬ のみに てもなく、 叉 心なら す 

不孝の 事 も ありぬ へし、 かくいへ はとて、 事 レ親を やめて 是 等の 事 を講 せよ とい ふに も あらす、 又是 等の 

理を のこらす 究めね は、 事レ親 へ からすと いふに も あらす、 た、 事レ 親の 上に て 其 事のお 否 をき はめ 明に し 

叉は讀 書の 上 にても 聖人 孝 を 論し 給 ふに あは、、 反復して^ 现趣を 味へ、 其 本末 をき はむ へし、 もろ，. （\ 

の事是 を もて！！ してし るへ し * 是即格 物の 舉 なリ、 かくしつ、 久しう すれ は、 やう やく 道理 純^して、 

後 はわ か愛レ 親の 心 ひとつ を もて 親に つか ふるに、^ 道 をつ くさす とい ふ 事な し、 ^科 朱 格 物の 學の 妙處 

なり、 かねて 力 を こ、 に 用る 入に あらす は、 お 味 をし るへから す、 孟子の^ レ學 してし る は 良知な りと い 

へる は、 人に 孝弟の 心擧 ひすして あり、 是を 本と して 學 むて、 其 量 をつ くせ ミの 事な り、 不レ學 しても そ 

れ にて たれり とい ふに は あらす、 今 朱 擧の弊 を改ん とて 格 物窮理 を廢 する は、 朱 子の 意み. しら さるの み 

タメ マ 力. S ル ラスク ナヲ キラ 

にあらず、 矯レ 枉過レ 直とい ふへ し、 それ も 亦 まかれるな り、 第二 等に は、 理氣微 用な との 說、 孔孟の 

言及 はさる とい ふに 據て朱 子を議 する あり、 むかし 孔子 性 相 近し との 給 ひしに、 孟子に 至て 性 善 をお し 

たま ひ、 其 外 養 氣夜氣 の 論な と廣虞 三代の 書に 沙汰 もな く、 もとより 孔子 も 似た る 事 を もの 給 はさり し 

かと も、 宋の諸 先生、， 其 指の 聖人に も V- ら すして 毫髮の 疑へ きこ ミ なき を兒 つけられし 程に、 先聖の い 

また 發せ さる 所を發 すと て 殊に 稱 嘆せられ けり、 况ゃ程 朱の 時、 孔孟の 世 もさる こと 遠し、 言 を 撰 ひ-、 1 

をお こし、 道 を 明かに する に 急な り、 道理に ぉゐ てた かふ 事な く は、 何そ必 しも 規々 とし. Til 人の 言み 蹈 

襲す へき * 今 朱 子の 說 孔孟の 給 はざる に 出な は、 其 意 を ふかく 考へ究 へし、 もしい また 合さる 所 あらに 

しはらく 疑 を闕 とも 可な り、 然る を 己 か 心に あはぬ とて、 孔孟の 給 はさる に 事よ せて、 に はかに 大賢の 

說を輕 々しく 毀る こそ、 其學識 の淺陋 なる も しられ 侍れ、 其 議論 をき くに、 いつれ も 疎 齒膚淺 なる 事に 

なん 有け る、 こ X に 一 々擧 正す るに いとま あらす * た、 其理氣 の說を あらく 辨し 侍る へ し、 彼 かいふ は 
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  五六 四 

天地の 問氣の 外にな にか あらん、 この 氣 四時に 流行し、 萬 物 を 生して、 おのっから やます、 是則 天道な 

り、 眧 然として 見へ たる； 迎 りの 事な り、 然る を朱チ 一等 上に 形象な き 物 をた て、、 氣に 配して 理 とする 

は、^ 怪に ちかしと そ、 其說 似たり、 此疑は 彼に 限らす、 あなた にても 先 儒の 中に 是に 類した る 疑 難 あり 

しそ かし、 それ は 朱 子の 言 を ふかく 考 へて、 なを 疑 を 免れぬ とい ふに て ありけ る、 彼 か I 過の 見 を もて 

臆 決する やうの 事に は あらす、 もミ より 理氣 前後の 說は 微妙なる 事に て、 一座の 話に てい ひ盡 しかたし 

翁し ばらく 老子の 語 を かりて、 たと へ を もて かたは かり 巾 侍る へし、 車 を かそへ て 車な し、 歳 を かそへ 

て 歳な し、 たと へ は 車 を 数へ て、 是は 輪な り、 ^は 軸な り、 是は軾 なり、 是は轅 なり、 輪 を もて 車と す 

へからす、 軸 を もて 車と すへから す、 軾轅を もて 車と すへから すと て、 輪 をす て 軸 をす て、 軾 をす て轅 

をす て、 見 たれ は、 車 もと もに なくなり けり、 た、 車の 现は、 車の 出来ぬ 前に 定まりて あれ はこ そ、 上代 

車の なかり し 時、 車 を は 作り出 すらめ、 今 とても 車 匠 車 を 作らん とて は、 輪 を 劉り 軸 を 劉り て、 何時に 

よらず 車 を 作り 5£ す は、 車の 理常に ほろ ひすして ある 故に、 それに 本つ きて 作り出る にあら す や、 是に 

より て^よ 車 は 輪 軸より 出る 歟、 輪 軸 は 車より 出る 歟、 車 は 輪 軸より 出る とい ふ は 車の 形 ある 事 をし り 

て、 ポの现 ある 事 を しらされ はなり、 歳 を もてた と へても 同し かるへ し、 十二時 を 日と し、 三十日 を 月 

とし、 十二！： T: を 年ミ す、 是は 時な り：^ は 日な り- ny は！！：： なり！！ ^は 年な りと て、 のけて 見 たれ は、 外に 歳 

とい ふ 物な し然れ とも 三百 六 旬 有 六日に、 天と 日と.^ して 歳と なる の理 は、 前 に 一定して ありて、 日月 

も 約^の ことく 運れ はこ そそれに 本つ きて、 上代に 曆をも 作り出し、 今も曆 家に 當 代の 曆を 作る は 勿論 

にて、 只今な き H 月を考 て、 前 百 載 後 ^載の 曆を 作る に、 毫髮 もた かひな きそ かし、 n; 几 その 现は 口によ 

らす 月に よらす して 常に 存在す るに あらす や、 され は 天 言 はずして 四時 行 はれ 百 物 生す、 是 その 樞紐根 

抵 となる もの ありて、 天地の 太 極 柱と なりて、 四時 も是 より 行 はれ、 百 物 もお より 生す、 然るに ffi. を か 

そへ て 車な く、 歳 を かそへ て 歳な けれ は、 氣を はなれて 理 なし、 外に 形象 もな く 方 所 もな き ほと に、 た 
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、道理と まてい ふへ し、 よりて 孔子 は 形より して 上下 を もて 器 に^して 道と いひ、 朱厂は 形より して 先 

後 を もて 氣に對 して 理ミ いふ、 すへ て 同一 理 なり、 今 共 本源 を しらすして、 枝 紫の 上に て 議論 を 生せ は 

紛々 異同な にの 底 極 か あろへ き、 體 用の 說も 亦し かり、 道に 用 あれ は、 必體 あり、 寂然- 个動 は^なり、 

感而遂 通 は 用な り、 靜 にして 存養 すれば、 體に即 て^ 存し、 勅 一し 省察 すれ は、 出に 即て^ 行 はる、 "だ 

テ /- ヨウ ィヅ！ K ンケ ンビ へ ザ テナ シ  ケィモ ッテゥ 4 'プア 守 クシ- キモ ッテホ 「ザケ タニス 

を體用 一源 顯 微無レ 間と いふなり、 孔子の 敬 以^」 ^遴以 方, 外との^ ひ、 子 思の 屮和を もて 大本 逹逍 

とい ひ、 孟チの 仁義 を もて； 止位大 近と いふ、 是 またす へて：！ 一理な り、 體 W をい はねと も、 いつれ か體 

用に あらさる 事 ある、 彼 曲舉の 徒、 僅々 として 得, 小 自足と すれ は、 道に 全 體大甩 ある を しらぬ もこと は 

り そかし、 ふかく 論す るに たらす、 第三 等に は、 放蕩 を 貴 ひ、 名撿 をい とひ、 專に 文^ 典籍 を ゆと し、 

一た ひ 程 朱 居敬窮 理の說 をき k て は、 腐儒の 常 語と て、 相と もに 嘲笑 ふ 程に、 擧者 脩， の 近に おいて 

は、 講 すへ きものと せす， その 議.， 1 をき くに、 不急の 察 無用の 辨、 讒々 として 人 耳 を i "一し うせさる はなし 

なに を か取擧 てい ひ 出す へき 言の葉に せん、 た、 太 息に 付して やみな まし、 むかし； Mil 齊桓 公ハ疾 を：^ 

て、 二た ひ 迄 はな をい ふ 事 ありし か、 三た ひに 及 ひて は、 も は 4- 療治の 手な かりし 程に、 藥匙 をす て、 

驚 走りき、 俗 學の弊 もこ、 に 至て は桓 公の 疾の 日に ふかき かこと し、 儒に 扁鵠 ありと も、 瘵 治の^ なか 

るへ し、 况 ゃ老舉 非才 無智の 身に て 何とて 道の 輕重 をな すに たらん、 た、 ロを箝 てお^りつ へう こそ^ 

へ 侍れ、 

〇 矯輕^ 惰 

翁 又い ふやう、 當代東 酉^ 都の 人 を 兌る に、 もとより 人に よりて 一概に は 論じが たけれ ども、 多く は^ 

論み-好み、 名譽を 要する は 同事に して、 其 病根 は 又 異なる へし、 大抵 洛^の；；； 1 は n 怡の弊 あり" ^都の 

儒 は 剽 輕の弊 あり、 洛陽 は風氣 和し 土地 狹し、 この 故に 近き 比 まて 其 土の 衍^お ほく は溫厚 柔^に して 

制 行： 止しく、 威 重 ありて 人望 を 失 はさり き、 然るに 近年 溫柔變 して 惰弱と なり、 威觅 變 して 驕泰 V」 なる 

i  五六 五 


 .  五六 六 

n  *  ロザ シ is へ 9 クタ 9 トキ - 一 トク  9 ャ ゥコゥ 

空^ を 尙び文 史を玩 ひ、 是を もて 自 から 尊大に して、 曾て 遜レ 志 時 敏 する 事 を しらす、 され は 良 H 

用レ 意の 勞を いかて しるへ き なれ は、 た V 道 を 容易なる 事に 意 得る 程に、 はて は 先賢 を慢 り、 程 朱 を 毀り 

一 て やみぬ、 たと へ は 王孫 公子、 あた、 かに そた ちて 艱苦 を經ね は、 おほえす 驕泰 になる かこ ミし、 宋武 

帝の 高祖の 葛燈籠 麻蠅拂 を兒て 罵て 田 舍翁ミ する も、 祖宗の 大業 を 建立せ し 艱難 を しらね は、 更にと か 

一  ァ -I ョ クリク n ク / シャゥ 

む， 0 にたら す、 翁む かし 史記蘇 秦か傳 をよ みて * 奏か我 をして 洛陽負 郭の田 二 頃 あらしめ は、 豈能佩 一一 六 

ィ ン B- オビ ン ャ 

阈和 印-乎と いふ を^て、 實も しかりと おも ひき、 今洛 陽の 儒、 大 かた 土着に 安む して、 隱居 放言 自 から 

たれり とす、 もし 其 人 をして 務 にあつ かり、 一 官 をつ とめ 一 戳を辨 せしめ は、 しらすよ く； K 任に たへ 

キヨ ラオ モヒ ヤス キヲ モトム ル 

んゃ 否や、 恐らく は 洛陽ニ 頃の 田崇 をな さは、 懐レ 居 求レ 安 の 心に ひかれて、 やかて かけこ もら まし 

いかて 是 等の 入と 聖賢の 志 を 論す へき、 東都の 儒 は 叉是に 異なり、 關東 は風氣 薄く 土地 潤し、 それに 武 

人 俗吏 其 地に 逼 居て、 其 風お のっから 儒者に も 移れ は， 昔 は 文飾な く 質 直なる かた ありて、 取へ かりし 

か、 今 は 質直變 して 鏖惡 となりぬ る 程に、 放蕩 輕藩德 義を銷 刻し、 浮 辭怪說 文字 を 造作す、 たと へ は 蘇 

秦か洛 陽 宿 執の 害 はな けれと、 世に 游說 する は 縱橫捍 闔傾危 の 道なる かこと し、 され は 今 天下の 學苕、 

タカ クセィ メイ ヲ. タン ジヒ c クグ ンシ ョヲ 午ヮム 

悄 弱なら ね は剽輕 なり、 此ニ病 除かされ は、 高談 二 性 命 一 馎究ー 1 群 書 1 とも、 聖賢の 徒 7〕 いふへ からす、 

カルキ ラタ メプ n タリ ライマ シム 

横お 先生 も是を もて その 要務と し 給へ はこ そ、 矯レ 輕 警レ 惰の I 語 を擧て 示されし なれ、 惰弱 なれ、 

は^にい さむ 志な く、 ついに 鄉愿の 人と なる、 剽輕 なれ は忠 厚の 心なく、 はて は 讒侫の 徒に 陷る へし、 

こ、 を もてい へ は 矯レ輕 勢, 惰の 一 語學苕 の 要務なる のみに あらす、 しかしな からすへ な士 たる 者の 頂上 

の鐵 針た る へ し、 

〇忠& のこ V ろ 

されば 士は第 一忠 厚の 心 を 本と すへ し、 その 入と なり 輕藩 にして 材美 ありと いへ とみる にたら す、 それ 

にっきて 翁 日 ころ 樂毅 か傳を よみてお もへ らく、 毅は戰 國の士 にあら す、 學問 ありて 逍の あらまし をき 


くの 人な り、 しかるに 後世 毅か將 略 ある をし りて、 學問 ある を しらす、. ^毅 燕の g" 王に 仕へ、 上將 とし 

て齊を 伐て、 ヒ十餘 城 を 下せし は、 非常の 大功な り、 不幸に して. g いまた 凱旋せ さりし に 先に i? 王ぬ し 

惠王齊 の 反問 を 信して、 將を かへ 兵 權を奪 ひし か は、 毅 みっから 垂レ 成 の 大功 をす て 、、すみやかに 

燕 を さる、 見， 幾而作 不レ俟 レ終レ 日と いふに ちかし * 北.、 後 身を植 によせ し 時、 趲王燕 を 伐む 事 を毅に 謀り 

ける に、 固^して 其 謀に K からす、 誠に 忠^の 法と すへ し、 その 茈 王に 報す る^ をみ るに、 忠^の 心- K 

クン シ マジ r リタへ 于 ， クセ Tlh.l.s-*' ズ チウ シ ンサ？ 'ラ 

外に 藹然 たり、 戰國 反復 の^に は、 ^谷の 足音と. 侍る へ し、 その 書中に、 君子 交 絕小レ 出 二. B 啓-忠臣 去レ 

ゥ 二 ヲ j  .  ^1 ラサ ギ 3 クス  .- 

阈不レ 潔 一一 其 名 一 といへ る は、 三代の 遣 言な ろへ し， もし 學問 なくして は、 誰か 其 言の 旨き 事 を しらむ み 「 

其 意 を 解 侍る へし、 交 絕不, 出 二 惡聲- と は、 たと へ は 人と 交： 迎 して、 其 人の恶 ^をい はぬ は、 もとよりの 

事な り、 其 人と 屮た かひて は、 己か^ をい はんとて、 共 人の 非 をい ふへ きに、 交 絶て 後に^ 人の あしき 

事 を 一向に 言に 出さぬ は、 君子の 忠 S 人に 負かさる の 心なり、 翁 其 意 を 詠し 侍る とて、 

なら はしな、 兒の手 かし はの、 ふたお もて、 身 は^の 葉の、 うらみ ありと も、 今更 翁つ れか屮 もお ろ 

かなれ とも、 伊川 先生に 感服す る 事 あり、 蘇柬坡 伊川 を そね み葸 みて、 哲，； (小に 上る f 、狀 に、 粹頤 か姦と 

稱し、 父 衆 中に て 嘲て、 鎏糟陂 裏の 叔孫迪 なと、 いひし か、 伊川 遂に 東坡か 是非 を 一 言の 給し をき か 

す是 にて 知へ し、 洛^の ニ黨 いつわ か 正なる いつれ か 邪なる、 い， すして 明かな り、 又 刑恕^ は^ 川に 

從 ひて 學 ひし か、 後に 小人に 黨し、 伊川 を識 して 陪 陵に 謫 せし む、 門 人 冏 て 伊川に 告 しに、 ^川の 給 ひ 

ける は、 故 入 かねて 情 厚し、 われ 少しも 疑 ふの 心なし とて、 いさ、 か 不平の 辭 色な かりし、 是 等の^ お 

0 に 吾 徒の 師法 とすへ し * 忠臣 "去！： 國ノ不 レ潔ー 其 名 V とい ふ も、 忠 厚の 事な り、 是は 人臣た ろ もの、 君と 载 

0 絕て 其國を さらん に、 あな かちに 君の 非 をい ふに も あらね と、 己 か あやまらぬ^ をい ふて 一分の 上 を 潔. 

雜 うせん ミ すれ は^の あしきになる ゆへ、 わか 名 を こらし. E から わか あしき やうに してお ると なり、 忠 

臣の 心なり、 翁加賀 にあり し 時、 ひとりの 老人 あり、 其 父 太陽 寺 左 平 次と いひし お、 長 湫の戰 に 池 m 勝 
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入の 手に て戰功 あり、 其 後天 下 泰平に なりて、 大阪 籠城の 輩 を さへ、 御仁 政に て 諸侯の 國 にっか ふる 事 

を 御 ゆるし ありし 程に、 戰功 ありし 士 とも 己 か 手に あ ひし 事 をい ひたて、 仕 を もとめし に、 左 平 次 一生 

己 か長湫 にての 戰功 をい はす、 さて 親しき ものに 大將の 敗亡した るに、 お 手に 屬 したる もの、 己 か戰功 

をい ふへ きに あらす とい ひしと 語りし、 己 か戰功 をい へば、 惣 勢の 敗軍 を は 大將の 越度に し、 一分の い 

ひわけ しての くにて 侍る、 左 平 次 そこ をお も ふに こそ、 古人 忠 厚の 餘味 あり、 いと やさしき 举 なり、 其 

戰功 をい ふ ははろ かに 劣り 侍りぬ へ し、 

〇 鬼神の 德 

ある 日講 過て 後、 五六^ 跡に のこりつ、 * おの /(\ 疑 問 に 及し か、 中に ひとりい ふ は、 こ、 に ひとつ 問 

まいらせ 度 事 侍る、 我 朝 は祌國 とて、 ちかき ころ 世に 神道 をと く 入 あまた あれと も、 いつれ も 其 說隱怪 

にして、 正现を 得たり とも 覺ぇ 侍らす、 もとより 鬼神の 說は、 聖人 も假 初に はの たま はね は、 我等 こと 

薄識の 人のに はかに さとるへ き 事に は あらね とも、 た、 其 かたはし を 示し 給 は、、 他日の 功夫の 種と も 

なら ましと、 各 K しこ >- ろに 益 を こへ は、 翁き &て先 易 を 引て、 聖人 以ニ神 近.？ 設レ敎 と ある は 、聖人の 笾 

神妙なる を さして 神道と いへ り、 仁 道な とい ふか ことし、 是を ひとつの 近と する にあら す、 然るに 世に 

神 5g とてと く をき くに、 我：！ の 道と て 聖賢の 道より 一等た かき 事の やうに いへ る こそ、 意 得難 けれ、 抑 

鬼神の ふかき 道 班 は、 翁 もしらぬ W にて 侍れと も、 日 ころ 覺：^ し^-ける あらまし を かたり 侍る へし、 中 

庸に 鬼神- ビ 爲レ德 といへ る はいか k 心^ 給へ る， 朱子釋 して 性情 功 効と いへ る は、 德 字の 蓊を釋 して かく 

いへ り、 もし 其德 たる實 をい へ は、 左 傅に 祌は 聰明 正直に して 一なる ものな りと いへ る、 是則 神の 德な 

り、 然るに 神 は 正直なる ものと いふ 事 は 誰も しれと も、 聰明なる 第 を しらず、 神 はかりす、 ときもの は 

なし、 其 故 は、 人 は 耳 を もてき け は、 耳のお よはぬ 所 は、 師曠 か聰 とい ふと も、 きかす して ありなん、 

目 を もて SS れは H の 及ばぬ 所 は、 離婁か 明と いふと も" 兌ず して ありなん、 心 ありて 思慮 すれ は、 穎悟 


の 人と いふと も * なを^ 豫 ありぬ へし 神 は 耳目 をから す， 见 慮に 涉 VT す、 眞^に 感し SK^l に應 す、 是ふ 

たつ もな くみつ もな きた、 一 ッの 誠より 得た る德 としる へし、 され は V 地の^ I に、 き はめて 耳と く 極て 

目 はやき 物 ありて、 時 を も わかず 所 さりせ ず、 有の ま、 に 現在し、 端的に 柱來 し、 あらゆる 物の とな 

りて、 兩 問に 盈 わたりて あれと も、 ；兀 より 形 もな く聲 もな けれ は、 人の 見聞に は 及 はすして、 た、 誠 あ 

れは感 し、 感 すれ は 應す、 誠た けれ は感 せす、 感 せね は應 せす、 應 ずれ は 忽ち あり、 應 せね はおの つか 

n しヲ ミサ ミエ ズコ， j ヲキ- テキ n ェズ モ, -I ティ シテ /  n スべ a ラズ 

ら なし、 これ 天地の 妙 用に あらす や、 中庸に 視, 之而 弗， ^聽， 之 而^, 閗！^ 物而不 レ可レ 造と いへ るは此 

事な り、 昔 西 行 法師 伊勢の 神祠 に詣 てよ める 歌に、 

なに 事の、 おはします か は、 しらね とも、 かたしけ なさに、 淚こ ほる、、 なに 事のお はします ともし 

ら すして かたしけ なさ は、 何事に よる や、 淚は 何故に こ ほる、 や、 是 誠の 感動に あらず して 何 そ、 祌前 

にて 其 心 他念な く 一筋に 誠に なれ は、 神 も 其 誠の なりに 來 格して、 かたみに 感動す る 程に、 淚 もこ ほれ 

つへ し、 たと へは淸 くす める 水に は、 其 ま \ 月のう つりて、 たか ひに 光 を まかす かこと し、 久しく なれ 

は、 1 ッ 誠に 渾融 して、 神と 人と を わかす、 たと へ は 水ゃ筌 {仝 や 水 ひとつに かよ ひて すめる かこと し、 

こ、 に 至て は、 洋々 乎と して 其 上に 在 かこと く、 其ん おに 在 かこと くな ろへ し、 是 神の あら はる、 なり 

誠のお ほふへから ざるな り、 さりと て 神 を 遠き * とな 思 ひ 給 ひそ、 た、 わか 心に もとめ 給へ、 いかに ミ 

いへ は、 心 は 神明の 舍 なリ、 一毫 i. 私欲の さはり なけれ は、 おのっから 大地の 神明と： ！氣 扣感 して、 か 

くいち しるき そかし、 但相感 する 事な けれ は、 さる 事な かるへ し *  行も祌 前に 至らぬ 時 は、 いかて 淚 

较 こ ほる、 はかりの かたしけ なさ あるへ き、 是を もて 來格 は相感 する にあり とい ふ举 をし りぬ、 今 各に. E- 

臺 す、 た V 躬に 省み 內に 求めて、 心の 誠に 本つ き 給 は k、 下 學の功 積て 上達 せらる へし、 其 時に こそ n ハ今 

雜 翁 か 申す やう、 いさ \か うける 事に てな しと 思 ひしり 給 はめと て、 其談 やみぬ るに、 座中 良久し く聲も 

なく、 靜 まりかへ りて ありし か、 翁の 御物 かたりい S たうと くこ そ 侍れ、 誠に 西 行か 歌に こたへ て、 今 
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日 も かたしけ なさに 淚こほ れつへ う 侍る とて 各 感心に た へ すそ 見 へ し、 

〇 聖人の 誠 

翁 又い ふ は 前に 中 侍る 西 行か 歌に て、 舜 の無爲 にして 治まる とい ふ 事 を 思 ひ 給 ふへ し、 聖人の 誠 は 則 神 

明な り、 もしな に亊 の， おはしまして は、 無爲 とい ふへから す、 そ もな に 事の なに 故と はしらね とも、 た 

、その 篤恭の 至りなん 神の ことくに して、 おのっから かたしけ なさに、 淚こ ほる、 はかりに 覺 えぬ へし 

それに 衣裳 を たれ 手 を 拱て、 上に 現在して おはし ませ は、 天下 仰き 奉る 事 日月の こミ く、 した ひ 奉る 事 

父母の ことし、 天地 無形の 祌の 感應時 ある やうなる^ にて は あるへ からす、 され は 所 レ過者 化-こて、 聖人 

の 身の 歴た まふ 所 は變化 をな して 改まる I、 もの k かたに 入る かこと し、 舜. 膝 山に 耕した まへ は 民^: 畔 

を讓 り、 河 濱に陶 した まへ は、 器 皆い しま あらざる とい ふに てし るへ し、 又 所： 存ミ者 ハ神ナ "とて、 聖人 

の 心のと まる 所 は 自由 を 得て 廻 る^、 もの、 掌に あるか ことし、 孔子 邦家 をえ てんに は、 綏 すれ は 其 ま 

、來 り、 動かせ は その ま、 和す とい ふに てし るへ し、 こ、 に 至て は、 とかく 凡慮の 及 ふ 事に あらす、 こ 

れ聖 入の 手から にて 仕出した ま へ る 不思議に も あらす た、 誠 はお ほ はれぬ ものに なんあり ける、 され は 

君子 室に 居て 言 を 出して 善 なれ は、 千里の 外應 す、 况 やその 邇き者 を や、 室に 居て 言 を 出して 不善 なれ 

は、 千里の 外 違 ふ、 ^や 其ち かき 者 を やと、 孔子 ものた まへ り、 さりと て 家に てす る 事の 忽に 千里に 及 

ふとい ふに は あらす、 た 5 へ は 風の 草木に 移る かこと し、 其 ひ、 き彌 高に まさり ゆく 程に、 家より 脇に 

ひ， - き" 國 より 天下に ひ &く、 是 自然の 理 にして、 誠のお ほふへ からさる 所な り、 こ k を もて 君子 は 常 

に 內に心 を もち ひつ 、 、た、 手前 を： 止しく して 外 を 飾る ことなし、 たミ へ は 錦 を 衣て うはお ほひす るか こ 

とし、 其 美お ほ へ ともお ほふ へ からす、 いやましに しるき そかし、 小人 は內 行お さまら すして、 外兑 をの 

み 飾れ は、 くさき ものに 盖す るか ことし、 其 臭 ふさけ とも ふさくへ からす、 いと k あら はる k そかし、 

u トキ クコ トナ 》 ラシ ホッス イマ n.r ナキ 二.！' クナシ e トシ ルナ  <" ラン ホッス ナス n トナ 午ニシ クナシ 

妆乘か sK 王 を諫る 書に、 欲 一一 人 勿 a 聞英， 若レ 勿レ 言 欲 一一 人 勿 P 知莫， 若い 勿レ 爲 此語淺 きに 似て 


铰 

雜 一 

話 一 


味 ふかし、 名言と いふへ し" 口にい ふて 人の きかぬ やうに し、 身に なして 人の しらぬ やうに とする は， 

いやしき たと へな から、 惡に利 g を 添て 身に おふか こミし * 日に そ ひ 巧に そ ひて 其お ひま さりな は、 い 

かてお ほい かくすへ き、 聖人より 以下 は、 君子 も 過ちな きに あらね とも、 これ を かくさんと はせ すして 

人の^る ま、 にあら たむ る 程に >  過ち は 過ちと 見へ、 改 るは改 ると 見へ て、 其し かたに かくる 事な く" 

、レに 一 點の くもりな き とし るれ は、 K て 其 德の ひかり もま さりぬ へ し、 され は 子 貢 も、 ^子の 過 は：^ リ 

の 食の こ-、！ し、 過てる も 人 皆 兄 * 更 むる も 人 仰く といへ る そかし、 むかし 小 郎鐸千 乘の盟 を 信せ すし 

て、 子路 たの 一言 を 信し * 回矻六 軍の 兵 をお それす して、 郭子儀 か 單騎の 約 をお そる， ^二子の 誠 

か-ねて 隣^に あら はれ、 蠻貊に 及 ふこ をし るへ し、 千里の 外應 する にあら す や、 もとより 聖人の 誠に は 

及 はね 7.- も、 心事 明白に して 一 毫の 疑な き 事 を、 天下の 人 皆し る 故に、 一 た ひ^ 言 をき、、 一 た ひ 北 

をみ ると、 其 ま、 信服す る 程に なにの 手 もな く、 なにの 造作 もな し * 是 誠の 感應 にして 恩威 智力の 及 ふ 

所に あらす、 是を もてい ふに 好事 門 を 出す、 惡事 千里 を 行と、 世話に いへ とこれ 僻 I なろ へし、 奵 ぶ 

事と もに 其實 あ， C 事い つれ か 千里に ゆか さる 事 あるへ き、 惡事 のみに 限る へ からす、 

〇 妖は 入より 與る 

座中 ひミ り、 祌 は聰刚 正直なる ものに て、 至誠の 感應 はさ も あるへ きこと にて^、 然 乙に 昔より 妖怪 や 

正の 事と も >  世に 流布し 侍る、 是も その 现 ある 事に やとい ふに、 翁、 鬼神 は 天地の 功 用 ニ氣の 良能と い 

へ は 勿論： 止现 より 出た る 事 なれと も、 人の 本性. 惡な くして 氣 IUI に" おちて は善惡 ある こ 7.- く、 神 も 人 

に 降て は、 正しき あり、 正しから さる あり、 其 子細 は 陰陽 五行の 氣の 四時に 流行す る は、 天地の 疋理に 

て、 不正な けれと も、 其氣兩 間に 游散 紛擾して、 いっとな く 風 寒暑 濕を なすに は、 おのっから 不正の 氣 

も あり、 人に 感 する にて しるへ し、 され は 天地の 問、 この 氣の 往來 にあら さる はなし、 正氣を もて 感す 

れは、 正氣感 し、 邪氣を もて 感 すれ は 邪氣應 す、 伹 正邪と もに ニ氣 の感應 より、 出れ は、 邪 氣の感 とて 


五 七 一 


  五 七 二， 

も祌 にあら すと いふへ からす、 夫 正 氣の感 は、 大小と なく 精 誠の 所レ 致に あらぬ はなし、 大事に てい は、 

高 宗の良 弼を感 し、 周 公の 金 艤を感 し、 小舉 にて いは、、 鄒衍か 六 s: の 霜を感 し、 韓愈か 惡溪の 鰐を感 

する、 Kl^ は 異なれと も、 同し く 精 誠の 感 にして 怪 むにたら す、 前年 露 西 山の 集 を 見 侍る に、 ある 民家 

の 女子、 父の 疾を薆 て 夜に なれ は 天 に 向て 身 を もて、 代らん と禱 りしに 其誠感 してや あり けん、 一夜 群 

ヲゥ ラメ クリ 

鵲に はかに 遶， 屋飛噪 し 程に 仰て 空中 を 見れ は、 大星三 ッ嬅耀 として 月の こ-.、. "く 閻楹の ^ を 照し けろ か.. 

翌 H! より 父の 疾瘳 けり、 山 群 守と して 其蔡を まのあたり、 ^聞せ しま- -、 ^閭 を榜^ して 懿孝坊 とし 

記 を 作て 其 事 をく はしく 著されけ る、 是等 はこと にたし かなる 事に て、 其感 いちじるしと いふへ し、 然 

るに 衰世に 及て、 人心 正しから ね は、 大 かた 邪 氣の感 のみに て、 それより 妖怪 を 生す るなる へし、 もと 

より 怪力 亂祌は 聖人の：^ り 給 はぬ 事 なれと も， 其现を 窮るは 格 物の f 端 なれ は、 諸君の ために 申 侍る へ 

し、 左^に 妖を径 の 申 II が 論じて、 人 之 所, 忌 其 氣燄以 取 レ之妖 由， 人與 也と いへ り、 よく 物理に 通す る 言 

とい ふべ し、 燄は、 火の 未レ 盛して 進 返す ると あれ は、 人の 氣 にても かくの こミ し、 すへ て、 人の 忌お 

そる  >- 所 は、 世話に おそろしき 物の 見た きとい ふやう に、 さなから 心に {j ひれえぬ ほと に、 忍 想に ひかれ 

て、 火の かつ もへ かっき ゆる やうに、 あると みつな しと 見つ して、 かくして やまね は、 氣 うかれて、 我 

にも あらすな りぬ る 程に、 邪氣 隙に 乗じて、 幻に 形象 を さへ 生し ぬれ は、 さま^^に 妖 をな し怪を なす 

そかし、 齊 侯の 彭生 を兑、 鄭 人の： を 見る の類是 なり、 すへ て 氣燄の 所 x 致に て、 正 氣の感 には絕 てな 

き 事な り、 唐 宋小說 の 書に。 洞 底 湖の 逯に 水神の 祠 あり、 大湖を 渡る 人 は、 是に 水難 をの かる、 やう 禱 

る 事に なんあり ける、 ある 霞ん^ 年. K 湖 を わたる 程に、 その 祠を ふかく 信して、 往來に 必賽屺 せし か、 

あると し 湖上に て 風に 遇て 船 破れて、 っゐに 溺死し けり、 其 子 湖邊に 到り、 父の 死 を 悲しみつ k 怨悔す 

る餘 りに、 わか 父 此祠を 多年 信仰して、 祭奠 いさ- - か懈ら さりし に、 冥 助な かりし こそ 遣 恨 なれ、 あす 

は 此祠を 焚ん とて © ひきはめ ていね たりし 其 夜の 夢に、 水神 ふかく 恐る \ けしきに て汝 わか 罪 を ゆるさ 


は、 湖ヒ にて 樂を奏 して、 ^恩 を 報す へし、 され はとて われ 祠そ やかる、 を 恐る、 にあら す、 又 汝か怒 

氣の いき ほひに 恐る、 にも あらす、 た、 心の そこに 必 焚ん と^ 斷 したる 一念 * おに こたへ て、 敵し かた 

き 程に かく 謝する とい ひける とそ、 もとよ o 齊 東の 野 語、 信す るに たらぬ が なれと も、 祌 は決斷 にお そ 

る、 とい ふ 事" 道理 ある 事な り、 もし 此人 怒の 心 ゆく ま、 に、 やかんと 思 ひなから、 その氣 燄 にして、 

やくと もやかぬ とも 決せす、 其氣進 返せ はや かて 神に けおされて、 反て^ を受 へし、 むかし 馼府 の御披 

に、 うは 狐と いひ 傳 へし 狐 あり、 人々 に 手 巾 を あた ふれ は、 それ を かふり て 舞し か、 聲 はかりて 形 は 見 

へす、 た、 手 巾 穴 H に飜轉 して 廻 舞の やう を 見せし 程に 人々 與に 入け り、 人手 巾 を あた ふる 時に 受取る 形 

は 見へ ねと も、 もた る 手 を もの、 すりて-通る やうに 覺 へて、 其 ま、 取て ゆきけ る、 わかき 人 々わ-と 渡 

さしと あら かふに、 なにと 堅く 持ても、 とられぬ とい ふ 事な しと 語る を、 大久 保彥左 衞！： 聞て、 S はと 

られ しとて 手 巾 を もちて これ を とれと いふに 取得す、 さてい ふ は、 さても 無分別の 人よ、 わなお そろ し 

とこに けさり ぬと そ、 彥左衞 門 は.. 乎に 覺の ある 時に わか 手と もに きりてお とさん-/) m わ ひつめ ける を、 

狐 さとりし なり、 され は 武士の 心剛 にして 【筋に 直なる さへ、 其氣燄 になき 程に、 狐も妖 をな しえ す、 

まいて 正 人君 子に おいてお や、 本より 邪 は 正に 敵せ ね は、 正氣 にあ ふて は、 氷の 日に むか ふて 忽に 消る 

かこと し、 西域の 妖 僧、 俾毅 をい のり 殺す とて 自ら 暴 死し、 武三忍 か 妾、 狄仁 傑に あ ふて 藝を 施しえ す 

畏縮せ しにて しるへ し、 それにつ きても 世に 正 入 君子 乏しき 故に、 邪氣已 かしし 威 福 を なすこ そ 悲しけ 

れ、 しかの みならす 世 こそり て 宮觀の 淫祠 を あかめ、 浮 ® の 邪法 を 信して、 あゆみ を はこ ひ、 貨を费 や 

鼓 さ、 る はなし、 もとより 正體 もな き 事 なれと も、 もの、 ゆるみな から も、 形 あれ は 其な りに 影 ある やう 

臺 に、 ふかく 信 向す る 心から、 不思議と 見 ゆる こ ともあれ は、 いよ/ \ これに 惑て 正 理を失 ふに て そ あり 

」 ける とも ある 事に は、 こ、 の 神 かしこの 佛 とて、 漫 に翳驗 ありと 稱 しつ、、 いろ. /(\ 虚誕なる 事 を 造作 

新 して、 世の 誣民を 欺く 程に、 人 群 聚て市 をな し、 錢財 積て 山 をな す 共 人 は 1 家の 大賊、 其 事 は 天下の 大 

話 

  五 七三 


  五 七 四 

, 弊と いふへ し、 

〇 飛 IS 山の 天狗 

雜 しはらく ありて 翁、 鬼神の 感 應は氣 の往來 なり.、 わつ か氣 に涉れ は、 聲色 にあら はる k を 待す して、 鬼 

話 神 はは やとく にしる 者に て 侍る、 こ、 に 寂然 不動に して、 毫末 も氣を ましへ す、 鬼祌 もい ろ ひえさる 所 

あり、 是 わか 本分の あろ 所に て 候へ は、 翁 はこ k を さして 我と 屮 たく 候、 謝 靈遝か 詩に、 達人 貴 一一 自我 一 

とい ひし は、 喑に巾 あて 候へ とも、 その 我と いふ もの、 中々 靈運 ことき かしる W にて はなく 候、 天 且不レ 

ザ ガハズ イワン ャ ビ t  - 一  オイ テオ ャ. 1 ワン ャキ シン ニラ. 1 テヲャ 

違 ^於レ 人 乎^ 於 一- 鬼 神 1 乎と ある も、 人 はいふに 及 はす、 fK 地 鬼神 も 我に たか ひえさる^ をい 

ふなり、 三代の 聖人、 この 我 を もて 天下の 上に 立て、 天下 惟 我の みあり、 たれ か 我 志に 違 ふ 事 あらむ と 

いへ り、 後世の 賢人、 この 我 を もて 萬 人の 外に 立て、 千 萬 人の 中ミ いへ とも、 た、 我 ある 事 をし ると い 

へり、 され は、 我と いふ 者の あり 所を尋 るに、 I 念 未 生の 時、 本然 未發 の^ 是 なり、 ^子 こ ゝを存 養 

して そこな はね は、 天地 も 我より 位し、 萬 物 も 我より 育し、 鬼神 も 我より 感應 す、 なに 事 か 我に よら 

ぬ 事 あるへ き、 邵^ 節の 一念 起る 举 なけれ は、 鬼神 もしる 事な し 我に よらす して 誰に かよらん-, こいへ ろ 

は、 これ をい ふ 也、 それに 付て あやしき 事な から、 加賀 にあり し 時、 人の 語りし は、 北：！ にい やしき ェ 

の飛驛 山に ゆきて、 杉 を 採て へきて 生業と する 苕 ありき、 ある 時 山中に 杉 をへ きて 居け るに、 ひとりの 

山伏の 鼻の 隆 きか 来りし を^て、 心に 不思議の もの かな、 天狗に やとお も ふに、 汝 はなに とて 我 を？ K 狗 

とお も ふそと いふ、 はやくされ かしと おも ふに 汝 はなと 我 をい とひて され かしと おも ふそと いふ、 何に 

て も 心に おも へ は、 はやしり てと かむ る 程に、 後 は 是非な くその へ きし 板の なかく は へ たる を綰撐 めて 

繩 して 括らむ としけ るに、 心なら す 取 はすして 板 はねけ る 程に、 其 板の 末、 天狗の 鼻に した、 かに あた 

りし か は、 汝は 心ね のしれ ぬ もの かな、 おそろし とて 行 さりぬ ると そ、 板の はねけ る は、 思慮より 出さ 

る 事 なれ は、 こ、 に 天狗 も 及 はぬ にこ そ、 是 にて しるへ し 念 慮な き听 は、 鬼神 も 窺 ひえさる になん あり 


ける、 常人 多く は 心に 閑 思雜慮 常に 絕る 事な く、 なに 事 も 思慮 作 爲の屮 より 出る 程に、 氣に ひか わ 物に 

うは ^ れて、 我と いふ 物 自立す る 事 あた はす、 され はこの 我 を 失 はしと なら は、 心源存 養の ェ 夫 をな す 

へし、 心源存 養の 工夫 は 私欲な きを 本と す、 この 心 私欲た にな けれ は、 靜虚動 直とて、 何事も^ 應 作^ 

をから す、 た、 靜 慮の 中より、 道理の ま」 に眞 直に 出る 程に、 萬 物の 先に 定まりて 萬 物の 後に 塑る^ な 

n ェ モナ ク モナ ク 

く、 鬼神 を 制して 鬼神に 制せら る i 事な し、 無レ 聲無レ 臭して 天下の 大本と なる、 無 體の體 ともい ふへ し 

無レ思 無レ爲 もして、 萬 化の 大柄と なる、 不 御の 權 とい ふへ し、 老子の 象 二 帝 之 先 一とい ひ、 釋 氏の 唯我獨 

尊と いふ も、 此所を すこし 見つ くる にゃあらぬ、 されと 彼 は 人倫 をす て 事物 を 外にし、 た > "空 寂 を事ミ 

すれ は、 人欲 を 制す-、】 いへ と 天地 を 明かに する にたら す、 一 心 を 治む といへ と、 萬^ を宰 する にたら す 

其 體 はありと 見へ て 其 用な し、 なに を もて 大本と し、 なに を もて 大柄と すへ き、 大 に似て 大に 似さる 事 

な 力ろ, し 

〇 年內の 立春 

され は 中庸に いは ゆる 其 不レ覩 を 戒慎み、 4=:.: 不レ間 を 恐懼る と は、 誡の 本源、 かの なに 事 も、 おはし まさ 

ぬと ころ を 持 養す るの 功夫に て、 さて 隱微 の屮、 一念の 起る を 省察して、 その 本源の 地 を 亂らぬ やうに 

する こそ、 又簡 要に て 侍る、 それ は 中庸 を講 せし 時に く はしく 申た ろ 事に て 侍れ は、 今更い ふに 及 はす 

それに、 見ぬ 京物 語に 似 候へ 共 倭 歌の 意に 引合て 申 候へ し、 古今 集の 卷頭 にの する 在 原 元方の 歌、 もと 

より 歌の さま も 手つ よく 力 ある やうに 覺ぇ 侍る、 二十 一代 集 を はしめ、 家々 の 集に も 春の 卷頭 とする を 

驟 見る に、 大 かたは 空の 霞 谷の 鬵 なと 春の けしき を もて 春た つ 事 をよ めリ、 それ は 春の 始を いふに はお 二 

0 段に 落るな るへ し、 いまた 冬 ふかく 何のけ しき も 見えぬ に、 氣色を はなれて よまん は， なに を か 言葉の 

巧 種と せむ、 いと 難 かるへ きわ さなる に、 こそと やい はんこと しと やい はんと は、 なにの^ 作 もな くさり 

と は、 おもしろく 取な されたり、 祖父に も はち さる 作者と いふへ しされと 翁 か 此歌を 取 侍る は、 詞 のお 

話 

五 七 五 


話雜^  IS 


  五 七 六 

もしろ^と いふに も あらす これ を わか 修行に たと ふるに、 我心に 人 しらす、 I 念の きさす は、 獨 居の 時 

暗 處の事 なれ は、 なにの けしき も 見へ す、 いば. ^年の 內に 春の 來 るに 同し、 一念の 萌す ところに、 旣に 

善惡の わかれ あれ は、 年の 內に こそ ミこと しの わかる、 に 同し、 され は 千里の 謬 も 毫釐の 差より、 おこる 

ミ いふ も， こ、 にある 事な り、 濂溪 先生の 幾 は善惡 といへ るも此 事な り、 是非の さか ひ 善 惡の關 としる 

へし、 され は 目 を はなた す 此關を 守りて、 われと わか 心に 善と やい はん 惡 とやい はんと 尋 つ、、 一筋に 

悪 を さり 善に 向 ふこ そ、 我^の 修行の 本と する 事 なれ、 もし 此 所に 心 ゆるして、 色に いて 聲 にあら はれ 

て始て さとら は、 た. ^手の 延 たると いふ はかりに も あらす、 たと へ 勉強す とも 力 を もち ゆるに 難 かるへ 

し、 され は 元方の 歌、 詞の おかしき のみに も あらす、 聖舉の ふかきに さへ たと へつ へし、 常に 打吟 して 

我心の 省と する に 助な きに あらす、 

〇 袖 ひち ての 歌 

座中 ひとり 和歌 を 好める 人 ありし か、 只今 迄 元方の 欲 たれ もロ馴 たる 事に 候へ とも、 人心 善惡の 幾に し 

て 意 得へ き 事と は 思 ひよ る 人な く 候に、 御物 語に て始て 承りて 候と いへ は、 翁 古今 集 は 外の 集と ちか ひ 

其 歌い つれ も誠實 に 候 故 * おのっから 道理に かよ はして 見る へく こそ 睽へ、 右の 元方の 歌に さして 繼て 

貫 之か自 からよ みたる 袖 ひち ての 馱を のせし も、 月 令に 盂 春の はしめ に 東風 解レ 凍と あるに、 かな ひて 心 

ありて 見へ 侍る、 其 故 は 春風の 凍 をと くこ そ、 陽 和の 至る 晨初 のしる しにて 侍れ、 かの 霞鶯 なとの やう 

の 事 は、 是 程に^ K に は覺へ 侍らす、 されと 春風の 凍 をと くと いふば かりにて は、 いかによ みかな へた 

りと も、 さまて 餘^ ある ましき に、 いにし 歳の 春 過ての 後より 夏 秋 冬 をへ し^を、 袖 ひち て 結 ひし 水の 

こ ほれろ をと、 I 宵の 屮 によみ こめて、 さて 春た つけ ふの 風 やと くらむ と、 今又舂 にかへ る こ-ろに て 

結 ひし 事、 千鈞の m さある 物から、 歌に たけ ありて、 餘情^ きりな きもの 也、 此の 外の 歌 も 古今 集に の 

せし は、 いつれ も 言葉すな ほに て、 なにの 手 も なきやう にて、 打呤 すれ その 味お のっから 深長に して、 
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一 百 外に ある やうに 覺へ 侍る、 詩に てい は、 漢魏 の樂府 古詩の ことし、 詩 は 盛 ^ といへ と、 漢魏の 詩 は、 

實 情より 發 して、 おのっから 巧拙 を はなれて 見 ゆ、 更に 同し きのに あらす、 古今 蕖の耿 もし かなり、 其 

言葉す かた 後の 作者の 及 ふ へき こ ミ からと は 見 へ す、 是を おも ふに さして 撰^よ み 人のと かに も あらす 

文章 は 時と 上下す る あれ は、 時代の 盛衰に つれて かく あるに こそ、 いか、 思 ひ 給へ ると いへ は、 翁の 仰 

られ やうち かふ ましく 覺へ 侍る、 歌人の 論も大 かたさら にて こそ 候へ、 さて 右の 莨 之 か 歌に 付て 思 ひ 出 

したる 事 侍る、 天文の ころ かとよ、 織 S 備後守 一族 彥五郞 と 不和に なりて、 爭戰に 及 ひける を、 備後 守 

か^ 老平 手中 務と いひし 者 一族の 不和なる は、 敵^の 侮 を受る ものな りミ て、 ，w 睦の事 を 謀りし か、 卞 

と、 の ひし か は、 彥五郞 か 家老 坂 井河 尻な とい ふ 者の もとへ、 屮務 よろこ ひの ふみをつ か はすと て、 其 

文の はしに、 貫 之 か 袖 ひち ての 歌 を かきつけ、 ると そ、 親族の ちなみ は、 袖 ひち て 結 ひしゃう になれ む 

つましき もの、、 ： 不和なる は是こ ほれる にて、 今 又 和睦して もとへ かへ る を、 春た つけ ふの 風 やと くら 

ん とよせ ける にて、 か V る 事に よそ へても、 こ、 ろ ふかく 思 ひなかく、 言葉 さ へ たりて、 誠にた けき 武 

夫の 心 を も 和け ぬらん とお ほえ 侍る、 中務 かしこくも 思 ひよりぬ るに て 候、 翁 はいか r 思 ひ 給 ふに や、 

翁；；： うなつ きて、 昔 春秋の 世に 列 國の士 大夫宴 會の時 は、 必 三百 篇の詩 を 歌て、 互に 志 を あら はしけり 

其 後此事 世に 絕て、 魏晋 よりこの かたた から 詩を賦 する を專 にし、 巧拙 を爭 事に なりけ る こそな け 

かし けれ、 やまと 歌 もさに てこ そ 侍れ、 むかしより 歌 を 好む 人 をみ るに、 た、 よまん とのみ するな るへ 

し、 必 しも 自 からよ ますと も、 萬 葉 古今な V.- の 歌 を、 時に あたりて 思 ひよりて、 打吟 したら むは、 心 も 

やすらかに、 あはれ も ふか^-る べし、 

白河院 五月の ころ 淀に 行幸の 時、 曉 になる 程に、 子規 ほのかに 鳴て 過ければ、 俊 頓なミ 一首 詠せ まほし 

く覺 へしに、 女房の 舟 中に て、 淀の わたりの また 夜 ふかきに と打呤 したる は、 屮/— あたらしく よみた 

るに はま さりて きこ えけ るよ しい ひ 博へ 侍る、 されと 是は ほととぎすの 驮を、 ほと、 きすに 田 6 ひよりた る 
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なり、 作者の 心 は それと はなき を、 平手 か 袖 ひち ての 歌 を 引し やうに、 その 意の かよ ふ をと りて、 外の 

事に 引合た らん は、 すくに 比 興の こ 、ろに も かな ひて、 ことに 感情 ありて きこへ 侍る、 周 人の 三百 篇ん 

詩 を耿 ひし も、 みな 斯 のこと し、 いと やさしき 事な り、 其 平手、 後に 信 長 をい さめ かねて 自殺し けり、 

その 諫書を 見る に、 掣問 ありて 義理の あらまし をし る 人と おしはからる、 おしき 事な り、 古より 忠臣 義 

ナ * 力 クマ 一 f ユウ， 'ナミ- クヲ シテ午 ン 二 ミ タシム 

土の 不幸 ほと、 痛ましき 事 はなしと て、 . 長 使 二 英雄 淚滿 1- 襟. とい ふ 句 を U す さ ひける に そ、 座中の 人々 

^しあ へ りき、 

〇 諸道 わさより いる 

あろ 時講會 や、 解りし に、 曰 を 經て諸 客來會 せし が此 ほと は 世事に、 さ へられて 辦怠 かちな りと て、 悔 

みける を、 翁 聞て 世事に さ へられて 懈怠 するとい ふ は、 大 かた 擧莕の 常 語に て 候、 此翁を はしめ、 左樣 

に 巾す 察に て 候へ とも、 畢竟 己 を 志の た、 ぬ 故にて 候 を、 それと は 意^す して、 世事に 咎 をお ふす るに 

て 侍る、 机 世事に さへ られ て、 書 をよ むに 懈るは * さも ある へ し、 それ は 一 說 ある 事な り、 す へ て舉と 

いふ は、 聖賢の 道 をつ-、〕 め 習 ふ 事な り、 ^つ- /、- め 習 ふに 致 知 あり、 カ行 あり、 ざれと 其理を しらぬ は 行 

はれす、 其 理を しる は、 書に 限らね とも、 聖^の 書 を 第 一 とする 程に、 舉 とい へ は 致 知 を 主と し、 致 知 

ミ いへ は 讀書を 主と す、 此 故に 大學 に、 E 修も舉 なれと も、 舉を もて 自修に 對し ぬれ は、 其擧 ふ いふ は 

致 知の 事な り、 子 夏 も仕而 優則學 といへ り、 仕る も學に 外なら ねミ も、 ±i へて 遑 あれ は擧 ふと あれ は、 

•  -.,  f  - ： -  ナン ゾ c ナラズ シそシ ョヲ 3  ガクト セン 

真舉と い^は 叫譜 養 の 類なる へ し、 又 子路何 必讀レ 書然メ 後-一 爲, 學 といへ る を 見れ は、 その かみ 孔門の 學 

とい ふ は、 讀 書を專 とすると しられ 侍る、 しかいへ と 學は讀 書に 限る へからす、 齊を よみて 義理 を講し 

恭 物に 即て 其现 を^る、 同し く 致 知の 事に して、 カ行の 始 なり、 もミ より 聖人の 道 は、 日用 事物 を 外に 

せね は、 父母に つかへ 君に つかう まつり、 朋友に 交る より、 其 外 世に あらゆる もろ， （- の應 接に 至る ま 

て、 一事 一物、 いつれ か 致 知の 地に あらさる、 一 動 一 靜 いつれ か カ行の 時 あらさる、 善 は その 善なる 理 


をき はめ、 惡は そめ 惡な る理 をき はめな は、 世事 善惡 ともに、 皆 わか 學 中の 事な り、 いかて 世事に さへ 

ら れて懈 ると いふ 事 あら へ き 翁加賀 にあり し 時大阪 よりひと りの 後^ 北 地に 寓居す る あり、 翁に fflu ^し 

たきよ し 紹介して いひ こしける か、 他 H 翁 か 敞盧を 問て、 談. i 時 を 移しけ るに、 翁ち かきころ は 世^. シノ 

くして 久しく 廢學 なんしけ ると いひし か は、 其 人舉 は^ 事の 外なる 物に やとい ひしに、 翁 意 得て、 其 失 

言 を 謝しき、 翁 か 意 は、 讀書 を廢 する 事なる を ふと 駿學 とい ひける 故 彼き、 咎めけ るな り、 され は 天下 

の 事に 即て 其理 をき はめて、 吾心の 知 を 致す は、 內外を 合する の 道と いふへ し、 しかるに 陽 明 良知の 學 

をす る 人、 朱 子 格 物の 說を 譏て、 朱 舉の格 物よ き 事に もせよ、 世の 居 i 宫務 1 職 日夜 給仕す る 人な と は、 

何のい とま ありて 天下の 理 をき はむ へきと 難しけ る 由き、 侍る、 是朱子 格 物の 說を あしく 意 得て、 先 一 

問 時 を 得て 事物の 理を 窮めて、 後に 其 事 を するとお もへ るに あらん、 朱 子の 格 物-、. - いふ はさに は あらす 

親に 事る 上に て、 その 事々 に即て 孝の 理 はき はめ、 君に 事る 上に て、 其 事々 に卽て 忠の理 をき はめ、 咋 

日怙の いまた 至ら さる を 今日し り、 今日 事い また 盡 さ、 る を明ョ しる、 ^格物致知の 學也居 レ官" 任レ 職-一 

かこと きも、 必其事 を つとむる 上に て、 當否を 所し 事 空 を 察し、 n 々に 職 寧に 熟し 誠^に す k む、 &刖 

格物致知な り、 もし 居官 任職 もの は窮理 のい とまな しとい は&、 嚮にハ おかお^ 故に も擧 するとい ふに 同 

しかるへ し、 され は 事に 大小 ありて 理に 大小な けれ は、 時と なく 所と なく 格 物の 地に あらさる はな かる 

へし、 さり きら ひすへ きに あらす、 よりて； 大 下の 物に 即て 其理 をき はむ とはい ふなり、 さりと て 先 後 緩 

急の 序 は あるへ き 事な り、 日用 親切の 事 をす て、、 一草 一木の 理 をき はめよ とい ふに は あらす、 今 良知 

0 の說、 手 短く 本つ きやすき よふに きこ ゆれと も、 聖人の 道 はさに は あらす、 およそ-太 下の 道、 なに i て 

テン ジャゥ ミン ヲシャ ウス 

S も わさより 入 さる はなし、 詩に い へらす や、 天 生 一一 丞 民-有 レ物有 レ則物 はわ さなり 、則 は 法な り、 たと へ は 

雜 六 藝を習 ふか ことし、 其 わさに より、 其 法に よらす して、 吾心の 知に て其理 をき はめんと せ は、 なにと 

, して 其 道を盡 すへ き や、 聖人の 道 も かくの ことし、 吾心に 不レ學 してし るの 良知 ありと いふと も、 ^物に 
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即 v:=;、 知 を 致さす して は、 未い 鎪の かねの ことし、 昆 吾の 鐵 とい ふと も、 あら かねに ては銳 利の 用 をな さ 

し、 未, 磨の： ぶの ことし、 荆 山の 撲と いふ 共、 あら 玉に て は、 溫 潤の 色を發 せし、 此理 をよ く 思 ふへ し、 今 

孝に てい は、、 聖人 門人の 孝 を 問に 答へ 給 ふ を 見 給へ、 盂懿 子に は 無， 違 をの 給 ひ、 盂武 伯に は 慎， 疾を 

の 給 ひ 子游に は： 小レ敬 をい ましめ 給 ひ、 子 夏に は 色 難し を^し 給 ふ、 此子親 を 敬愛す るの 心 あらさる と 

に は あらす、 た、 事レ 親事レ 長の 上に^ て、 或は 此に 得て 彼に 得す， 又は 愛 勝で 敬たら す、 敬 勝て 愛たら 

さる 故に、 斯の給 ふに て ありけ る、 仁 を 問に 答へ 給 ふ も是に 同し、 顏 子に は 克已復 禮を告 I ひし か、 克 

已復. 1、 必 日用 事物に 即て其 理を驗 る 事 なれ は、 ^聽言 動 を もての 給へ り、 仲 弓に は 敬 恕を告 給 ひし か 

敬 恕も亦 日用 事物の 上に て 験る 事 なれば、 出 レ門使 レ民を もての 給へ り、 其 外 も 推て しるへ し、 もし 六經 

の敎 も、 良知に て、 すむ 事に しあら は、 詩 は 思 無 邪に てす み、 母 レ不レ 敬に てす み、 易 は卷レ 變識レ 時に 

てす み 春秋 は尊レ 周抑レ 夷に てす みな まし、 何に よりて 詩に 國 風雅 頌. の， 情 をい ひ、 禮に經 禮曲禮 の 目 を わ 

かち、 易に 陰陽 封 爻の變 をつ くし、 春秋に 朝聘 會盟の 事を備 ふへ き や、 この 故に 六 經の敎 は、 ^下に あ 

ら ゆる^ 物の 理を 明かに する にあり、 事物の 理 明かなら さる 事な けれ は、 吾心の 知つ くさる、 事な し、 

わか 心の 知つ くさ i る ことな けれ は、 是をも て 身を檢 する に、 文愼 まさる 事な し、 然れは 程 朱の いふ 

所の 致 知力 行 は、 則 孔^の 博 文 約禮 にあら すして 何 そ、 それに 致 知 格 物の 說を義 外と て 譏る は、 た&罪 

を^ 朱に 得る のみに あらす、 實に 孔門の 敎に 違なる へ し、 

〇 釋寂室 か 秘訣 

ある 日講 はて」、 翁 もの 語りに、 ^足 利 家 治世の 季に、 寂 室と いひけ る 僧 あり、 わかき ころ 大 明に 渡海 

し、 東歸の 後、 惽侶歸 依せ しか 其 徒に 語て いふ は、 吾に 緊要の 一 訣 あり、 秘密の 事 なれと も汝に 付す へ 

し" 汝毎： nft に 輿て、 まつ 手 を 引て、 頭顱を 摩、 又 目 を もて 袈裟 を 顧て、 心に 念し 口にい ふへ し、 吾 は 

これ 釋^ 文 佛の法 孫な り、 たと ひ 命を塌 すと も、 比丘の 摸 範を失 はしと、 是 第一 の覺恬 なりと そ、 寂 室 
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異端の 徒な から、 いと 殊勝なる みなり、 懦^に これ 程の 志操 ある 人 をき かす、 大方 儒^の 投範を 失て、 

反て 釋 氏に 阿 M し、 彼 か 下風に 立 事 を しらす、 むかし 尹 和 靖の踐 履の 嚴ぉ なる を は、 佾も 見て 感し、 ffi 

家に いふ 周 孔も是 に 過し とい ひ、 朱 文 公の 高風 を圓悟 仰お し、 其 梅花の 詩 を 和し 、 ® 隣お 木^^ 伎屹 

立 風霜 慘淡 中と なむい ひける、 二 賢は眞 儒に て、 異端 を絕れ しかと も、 彼 さへ、 歸 向せ しぞ かし、  < 「世 

の 儒者 をみ るに、 武人 俗吏に も貶讁 せら るれ は、 いかて 人の 敬 信 を 得へ き-や、 芪 しきもの は、 戈 を 倒に 

して 聖言を 駁し程 朱 を 譏る 者 も、 近來 世に 多く 出來 侍る 、儒教の 振 はさる こそ にて 候、 又近來 武士の 風 

の 衰弱になる も" 人々 多く は 武道に 心^ 薄き か所レ 致に て 候， 北 地に ひとりの ふるき 武士 ありし か、 子^ 

に訓 て、 汝等 すてに 兩刀を 佩て 武士と 名乘 ぬる 上 は、 朝夕 武名 をけ かさし とお も ふへ し、 こ&に ひとつ 

のロ傳 あり * 汝等 門外に 出る 事 あら は、 家の 閎を 跨く 時に、 必氣 をつ けて、 ふた-ひ 家に 歸 らしと 覺^ 

すべし、 此覺 悟な く は" 外にて 不慮の こ- /.- あらん 時に、 心お くれしなん こそい ひし * 寂 室 かいふ 所 *、.>、 

道 は 替れ とも、 其 意趣 は 同し 事な り、 され はい つれの 逍 にも >  心懸 ふかき 人 は、 かくなん ありけ る、 ffl: 

其 心懸て 忘れし-/」 する はなに 事 そとい ふに、 釋氏は 五戒 を 破らす、 聲 利に 近つ かさる をい ひ、 武士 は武 

道に 不覺を とら さる をい ふ にゃあらん、 それ は 簡約に て紛 る、 ことなく、 心懸 るに やす かるへ し、 吾 儒 

の 道 は 百行 を該れ は^-何 を か 題目と して 心懸 へき、 翁 常に 立 居に つけて 思 ひ 出つ &、 忘れぬ 事 三 あり、 

其 三 は 父の 恩、 君の 慇、 聖人の 恩な り、 欒共子 か 言に、 先王 之 制 民 虫，| 於 ニー  1事， 之 如 レー 惟 其 所レ在 W 致レ 

死焉、 父 生 i 之 君 養レ之 師敎， 之と いへ り、 是欒共 子か始 てい ひ 出る にあら す、 先王の 大訓 にして、 古今の 

通諠 なり、 中に 師と いふに は 同異 あり、 道 德の師 あり、 術 業の 師 あり、 古人 も 人^ は 得 かたく、 經師は 

得 やすしと いへ は、 まいて 後世に 至て は、 道 德の師 は 得 かたく、 大 かた 術 業の 師 なれ は、 君 父の 恩に 1 

ふへ き は 稀なる へ した \ 後世に 敎を たれて、 我 入依賴 し、 其 恩 深長なる は 聖人な り、 夫 報， 本不， 忘，^ 

は、 人造" 大端 なり、 され は 父母 は、 わか 出來し 本な り、 我 を 生して 我 を す、 一毛 1^ まても、 父母 
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の遣體 にして、 遣 愛の ある 所に あらさる はなし、 いか、 して 忘る へき、 さて 君恩に 浴して、 不レ 飢不レ 

寒、 妻子 を 養 ひ、 親族 を賑 はす、 すへ て養レ 生送レ 死の 道、 世話に いふ 箸 一本 まても、 君恩に あらざる 事 や 

ある、 いかぐ して 忘る へき、 されと 飽 まて 盒し、 燥に 衣て、 君 父に つか ふまつ る 道 を もしら す は、 禽戬 

に 近 かるへ し、 幸に 聖人の 敎 によりて 1 義理の あらまし を もしり、 禽獣に 兌 かる &は、 こわ 聖人の 大恩 

にあら す や、 いか i して 忘る へき、 およそ 人と して、 常に 此三を 忘す は * 天理お のっから ほろ ひすし 

て、 本心 を 失 ふに 至ち さるへ し、 衆 善の あつまる 所ミ もい ふへ し、 翁 は 常に 此三を 忘れす おも ひ 出て、 

身に しむ はかりに 覺へ 侍る、 家學の 要訣と も 申つ へし、 今人 * の 子弟 を 見る に、 多く は 我 身の 樂 をの 

み 思 ふて、 君 父の 恩 を E 心 ひしる 心なき よりして、 言行に 愼み なく、 放逸に 流れ 侍る、 叉 老子 碩舉 と稱す 

る 人 も、 聖人の 恩 を 身に おも ひしら さる か 故に、 自 から 高 ふり、 名聞 を務 て、 篤實 なる 方 は 露の こり 侍 

らす、 もし 此翁か 家の 要訣 を 授て內 省せ しめ は、 陽 浮の 氣を 降伏して、 誠實 にす k むの 媒 ともなり ぬへ 

し、 されと 彼か師 とい ひ 弟子と いふ 者、 枰朱 親切の 訓を 聞て は、 嘲笑て 頭痛す とい ふ も あり、 惡 心す- 、J 

いふ も ありと、 入の 語りし か、 翁 か 今い ふ說 をき か は、 さ こそ 嘔叶 もしぬ へし、 もし I に 篤擧の 人し あ 

らは、 老耄 の瞽ー 一目に あらさる 事し らん かし 
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〇 武運の 稽古 

ある 時 わかき 人々、 武藝の 場より 歸る さに 翁の 菴へ來 て 例の 文談に 及へ り、 翁い ふやう 武藝は 各の^^ 

とい ふへ ければ、 常に 稽古 あるへ き^ 也 * 但武藝 と 武運と いつれ か 重 き 事と おも ひ 給へ る、 翁 は武藝 よ 

り 武運 は 重き 事と おも ひ 侍る、 其 故 はいかに 武藝に 達した る 人な りと も、 武運つ きな は 何の 設か あろへ 

き、 S 揪の 合戦に、 森 武藏守 は 打 物 取て 鬼武 蔵と いはれ けれ 共 かけ 出る とひと しく 銃丸に 屮 りて 邱 時に 

果 ぬれ は、 武藝も 武勇 も 用 ゆへ き やうな く 侍る、 然れ は武遝 ありての 武藝 ならす や、 ^武藝 の 稽古 あら 

は、 先 武運の 稽古し 給へ かし、 さて 武藝の 稽古 は、 それく の 師に問 給 は、 く はしかろ へし、 武運の 稽 

古に おいて は、 藝 術の 師 をし る 事に て は 侍らす それ は 翁な とこ そと 語りの こしける に、 座中 ひとり 翁の 

仰 事に は 候へ とも" 武^の 稽. H: と 申 事 こそう けら わ 候 はね、 むかしより 人力の 及 はぬ ことなれ はこ そ、 

武運 ミは申 つれ、 もし 稽古に て 及 ふ 事なら は、 誰か 稽古せ さるへ きとい へ は、 翁 かしら 打 振て、 いや 武 

運に 稽古 こそ 侍れ、 さら は 承らむ といへ は、 翁 各 思案して 見 給へ、 運 はいつ くより 出る 事に て 侍る、 天 

より 出る にあら す や、 され は 世話に も 運 は 大 にあり と 中す、 とかく 運 を^に ずるより 外 はな かるべし * 人 

の 心に 叶 はんとな ち は、 天の 好める 事 は 何事 そ、 惡 める 事 は 何事 そと 尋ぬ へ し、 翁つ らく 天の 好悪 を 案 

し 見る に、 天 は 仁 を 好みて 甚 不仁 を 惡む、 信 を 好みて 甚不信 を Is む、 ^いはれ をい ふに、 H< はた、 禹物 

を 生す る を 心と する 故に、 古より 今に 至る まて、 年々 人； g を 生し^-て やむ 事な し、 秋夂- \肅 殺の 氣行は 

る、 といへ と、 果して 肅 殺す ろに は 非す、 生 氣を闻 うし て^へ 歸 せしめ、 春 を 待え て 又發生 せんとな り 

易に 生々 之謂レ 易と いひ 天地 之大 德曰レ 生と いへ るは此 事な り、 天に ありて 物 を 牛： する は、 入に 在て は 人 
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を 愛するな り、 各是を もて、 見 給 は、！ K の 仁 を 好て 不仁 をに くむと いふ 事 疑な かるへ し、 又 信 を 好む 事 

疑な かろへ し、 又 信 を 好む 事 どい は、， 日月 星辰の 行 度、 萬 古 を 經ても 一日の こ-こし、 日月の 食 を 見 給へ 

遙に 大空の 外なる 事 を、 こ i もとにて 推 歩す るに、 分秒 迄 も たかはす、 是に 過た るた しかなる 事 ある 

へき や、 天 下の 至 信と いふへ し、 然れは 人 は 外の 事 はし はらく さし をく、 た \ 仁に して 信に たに あら は 

おのっから 天心に 叶 ふへ し、 天心に かな は&、 なと 擁護な かるへ き * さりと てし はらく 仁 を 行な； u、 假 

に：^ をせ りて、 其驗 あるへ きとに は あらす、 是 平生に あろ 事な り 常に il を 好て 人 を そこな はず、 常に 旨 

を 篤う して 入 を 欺かす、 かくしつ、 歳月 を 積な は、 其 誠 天 にこた へて、 はから さるに 自然の 冥 助 も あり 

なん、 され は、 戰場 にても、 おのっから 禍 機に 觸す、 矢 石に も あたら さるへ し、 翁 か 武運の 稽古と 云 ふ 

は、 是を 申す にて こそ 侍れ、 老人の 僻言と 聞 給 ふへから す、 た \ なけ かしき は、 世俗の 有さ まなり、 專 

に 身 を 利して 人 を そね み、 偏に 智を恃 て詐を 飾る、 自 から 是を世 を 渡る よき 計と こそお も ふらめ- /;、 終 

に は 天に 見 捨られ ぬへ し、 人と して 天 に 見 捨られ な は、 いかて かよき 事の あるへ き、 翁 わかき 時より 世 

に 時め く士 太夫の 邱宅を 過て 見る に、 三つ葉 四つ 葉に 作りなら へ たるに 歳々 に 諸 寺 諸 山より 捧げす \ め 

ける 武運 長久と いふ 牌 を 門に 釘せ ぬ はなし、 然るに 其 家 或は 刑戮せられ、 或は 子孫 斷絕 して、 武運 長久 

の 牌 は 其 ま、 門に ありな から、 主う せ家滅 ひて、 跡 方 もな く 成 行 も あまた 有に て 侍る、 又 それ 程に こそ 

侍らね 身 を 辱し め 名 をお として、 晚節を 保 さる も いくはく 人 そ、 是等は 皆 武運の 稽古な き 故に こそと を 

し はから るれ、 日 ころ 稽古な くして、 祈禱厭 勝の 力に て、 武運 を 守らむ とお も ふ 事、 至て おろかな りと 

いふへ し、 孔子 も 獲 一一 罪 於 天1 無レ 所レ禱 也と こその 給へ り、 凡 神に こ ひ 怫に窮 て、 符章 陀羅尼 やうの 事 を 

信ずる、 婦女な とのね る はいか、 せん、 丈夫た る 者の 有へ き 專には あらす、 然るに 近世 士大 夫より 上つ 

かた 民の 師表た る 人 も、 こ 、に 惑 はさる はすくな し、 され は 左 道の 民間に 行 はれて はてしな きも 是 誰か、 

カラス/ n  、一一  ト * マルラ ミル プ タレ ガヤ-一 オイ テス ルヲ 

過 そやと て 翁 毛 詩の 瞻-  a  0  千-一 誰之屋 一とい ふ を打吟 して 慨嘆に およ ひし か、 いかなる 心に あ 
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りけん、 

〇 善 惡の報 

しはらく ありて 座中より 翁に いひけ る は 武運の 稽古と. S. 亊 あたらしき 事、 承て^ 服し 侍る、 今より、 此 

稽古 はわ すれお こたる ましき にて 候、 但 世に は 仁に して^ ある 人に 福 ある も あり、 不仁 不^なる 人に； 51 

ある も あり、 顔 回 は 大賢 なれと も、 貧-; おにして 夭し、 ^跖 は大盜 なれと も、 富^に して S し * 翁の いへ 

る 武運の 稽古 もこ &に 至て、 少し 疑 はし ふこう 候へ、 是 はいか i 意 得 侍へ きに か 候、 翁、 それ 善 を すれ 

は 福 あり、 惡 をす れは禍 ある は、 ^正 理の 前にて 必定の 事な り、 それに 幸 あり 不幸 ある は、 時の 仕 八；： に 

て 不定なる 事な り、 聖人 はた 、正 理を說 給 ふに て 侍る、 不定の 事 を はいかて 說給 ふへ き、 たと へ は 身に 病 

なく、 長命な らんと 思 は、、 常に 酒色 をい ましめ、 養生す るに あり、 、王 君の 氣 にあ ひ、 立身 せんとお も 

は&、 職 事を懈 すして、 よく 奉公す るに あり、 然るに 養生よ くても、 夭死す る 人 あり、 養生 あしく しても 

長命なる 人 あり、 され はとて 養生しても 益な し、 養生せ すしても、 害な しと はいふへ き や、 よく 奉公し 

て も、 不幸に て 立身せ さる 人 あり、 奉公よ くせす しても 幸に て 立身す る 人 あり、 され はとて よく 奉公し 

て も、 益な し、 奉公よ くせ. \ ^て も 害な しと はいふ 可から す、 もし^ < 生しても 益な しとい ひて、 酒 

色 を 恋に せ は、 やかて 病死に 至る へし、 奉公しても 益な しとい ひて た ひく 職 事に 獬ら は、 やかて 黜罰 

せらる へし、 しかれ は 養生 は 長命 を 得る の 道、 奉公 は 立身 を 得る の迢 たる は、 是不 易の 理 7.- いふへ し、 

各よ く考 へて 見 給へ、 なに 事 にても あれ、 かねて 覺悟を さため 給 はんに は、 道理の 前に 定まりた る 方に 

き はめ 給 はんや、 時の しあ はせ にて 定まらぬ かたに き はめ 給ん や、 道理の 前にて 定まりた る 方に き はめ 

給 ふに て あるへ し、 道理に て 極めた る 事 は、 たと ひち かひても 後悔な かるへ し" しあ はせ をた のみて は 

覺悟 もさた まらぬ ものな り、 それ故に 兼ての あらました かひ ぬれ は、 必 臍を噬 そかし、 され は 福 レ^ 禍レ 

恶と いふ は 逍理の 前なる 箏 なり、 聖人の 敎も 君子の 守 も、 道理の 前にて き はめて、 共 上吉 W 禍 iil は 天に 
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まかす 外 はなき 事な り、 いはん や 道 は 人の 常然の 事な り、 いはん や 道 は 人の 當然の 事 なれ は 福 を 得ん と 

て 善 をな し， 禍を お それて 惡を なさぬ とい ふ にも あ らす、 こ の 故に 孔孟 の 人の 敎へ 給 ふ を 見る に 福 ，善 禍レ 

惡の 沙汰に 及 ふ 事な し、 商 書に こそ 天道 は 福 レ善禍 レ淫と は 見へ たれ、 是 はもろ. （-愚 頑なる 民に 命し 給 

ふに よりて、 かくは ありし 事な らん、 然れ ともこれ 道理の 至極した る^ なれ は、 釋 氏の 方便な とや ラの 

事ミ、 同日の 談には あらさる へ し 

〇 天人 相 勝 

翁 かさねてい ひける は、 人泶勝 レ天ュ fK 定勝, 人-一 是は 伍子 胥吳閬 H をす、 めて、 楚 國に攻 入、 父兄の 仇な 

れ はとて、 舊主平 王の 墓 を あはき て、 屍を戮 する を、 伍子 胥を舊 友 申 包胥、 平 王の 臣 たりし か、 あまり 

の 事と て、 入して 伍子 胥 にかくい はせ ける、 古人の 名言と いふへ し、 天は必 人に かち、 邪 は 正に 敵せ す 

然と も 人 衆く して 勢 盛 なれ は、 人力 を もてし はらく 天に 勝^も あれと、 それ は 犬の 未た 定まら さる 內の 

事な り、 天 定まりて 人に 勝す とい ふ 事な し" 仉天は 悠久に て in 然 なる 物 なれ は、 人間の 約束な との、 急 

に 北 ハ驗み ゆるに は 似へから す、 然る を 人ち いさき 眼 を もて、 天道 を窥ふ 故に、 た X 目前 見る 所 を もて 善 

惡の 報な き 事と 見過しつ、、 君子 は 善 をしても 疑 あり、 小 入は惡 をしても 恐れす、 その 善惡 はか はれと 

も、 いつれ も 天 定まりて 人に 勝-こい ふ 事 を しらね はなり、 それ 顏 回の 夭 盜 跖か壽 は、 天の 未だ 定まら さ る 

なり、 其 後天の 定まる^ 兑に、 顔 は 一 簞の食 一 瓢の 飲、 陋巷に 翁せ しかと も、 ^名 今に 曰 月と 俱に垂 

て、 千載 朽 すして あり、 盜跖 は聚， 徒 千 人 1K 下に 横行せ しかと も、 身 死して 肉い また 寒さる に 名 先 ほろ ひ 

て、 誰い ひ 出す 者 もな し、 責て遣 一一 臭 百世 一 こそ 積惡 のしる しと もい はん、 是を もて 見 給へ、 天の 顔 回に 

報す る^ 果して 薄し とせん か、 盜跖に 報す る^ 果して 厚し とせん か、 その上 顔 回盜跖 のこと く 善 惡の報 

遲きは 稀な り、 北ハ外 世俗 を 見る に、 善-惡 の 報 端的なる も あり、 又し はらく おそき あれと も、 其 身に 及 は 

ぬ はなし、 近き ころ 國ず. M 吏 多して 前後？ 非に あたる かこと し、 早く あら はる、 も あり、 を そくしる、 も 


駿ー 

話 


あり， 叉 幸に して I 生の かれて 死後に しる、 も あり、 いか、 して かくは ある そとい 一， は、 郡驟の 租税 金 紫 

の 出納、 年 を 積て 限な く稠疊 する 故に、 その 交^ 紛糾の 問、 金銀の 出入た かひ ぁリて も、 大 かたはしれ 

難き 程に、 小人 は 利欲に さとき もの なれ は、 それ をよ き 機 #V〕E- て、 を 廻し つ、、 ひそかに 官 

財 を 私して 妻子 を さかや かし. 奢侈 をき はむ れミ も、 その 跡 見へ ぬ 程 は" 恬然と して 自から 計 を 得たり と 

す、 北ハ內 あら はれて 罪に 行 はる、 も 力.；； とも、 それ は 其 人の 才覺 たらぬ 故な りと 反て 已か智 に 自慢して 

いさ、 か 懲戒む る 心なし、 されと- 才覺を もてす る 事の、 いっか たかはぬ こと や ある、 一旦 はから さるに 

其端兑 へて、 轧問 におよ ふ 時に こそ、 分釐も 勘定に 漏る ことな けれ は、 s 曰 も 計 も 施す 事な く、 その 姦利 

忽 にあら はれて、 さきにし はらく のかる、 と 兌へ しも" 末の 露 もとの 窄 にて、 彼も^ も 終に は 免る は、 

なし、 しかれ は國 家の 上に て兑 るに、 大きなる 所帶 はかくの ことくが の實 否 俄に はしれ 難き そかし、 い 

はむ や 天 は 四海 國土 を徧 澄し、 幾 億 萬 ともなき 人 を 引受て、 いは \ 莫大の 所帶 なり、 およそ 人 Q する^ 

莕 となく 悪ミ なく 限 もな く入亂 るれ は、 善惡の 報い かで か 急に 極る へき、 され は 前後 小 M ありて、 治定 

せぬ 事の やうに 見 ゆる 程に、 小人の 險を行 ふて 幸 を もとむ る 事 も あやしむ にたら す、 しかろ に 犬に も 終 

に は 勘定の 極まる 時 あり、 是を天 定まる-、. 一い ふなり、 こ、 に 至て 犬の 聽明 は、 天下の 名算の 人と いふと 

も 及 ふまし けれ は、 善悪の 報， 輕重 大小 すこしもた かふ 事 あるへ からす、 むかしより もろこし やまと、 

もに、 世の 英雄 豪傑 多く は 巳 か 武勇 智謀に 誇て、 天 のい また 定まら さる を兒 て、 天道 は 人力 を もて 自. m 

になる ものと おも ひつ \、 猛威 を逞 うし、 詐カを ^にして、 i 旦は志 を 得る に 似たり といへ とも、 程な 

く 天 定まり ぬれ は、 忽ち 天 罪 あたりて、 身う せ家滅 ふる 事、 十：： 今歷々 として、 そのためし すくな からす、 

され は 人と して 天に 勝 は、 禍の もと、 しるへ し、 小人 は 眼前の 利 を 兌て" 浅はかに これ を よろこ ひ、 君 

子 は 未然の 害を監 て， ふかく これ を懼 る、 詩に い へらす や、 長 二 天， 之 威 T 干, 時保レ 之と" 誠に つねにお そ 

れて 保つ へ き^-なり、 
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〇 夢のう き 世 

こ、 にもと 葱 嶺の敎 を 信せ しか、 近き ころ 翁に まなへ る 人 あり、 ある^の 會に、 かたへの 人に むかひて 

某 翁に まみえ しょり 儒逍の 尊き 事 を さとり 侍る、 されと 釋氏 にもす て かたき 事 侍る、 今の 儒者 を 兒 侍る 

に 多く は實 有の 相に 泥て、 世事に 拘 はり 名利に わつ らふ 程に、 一生 道に 所見なくて 終り 侍る、 怫者は 世 

を 如意 如 幻と 見る 故に、 異端に もせよ、 怫性を さとり、 本覺の 地に 至る 人 も 多し、 吉凶 糾 へる 繩の ごと 

く、 慶吊踵 を 門に 接る を 見れ は * 浮世の 有様す へて 夢に て 侍る、 いかて 是に心 をと、 むへ き、 一向に 夢 

と^ 破りて こそ 道に も 本つ くへ けれと いふ、 翁 聞て、 なに かしの 申さる、 所、 其い はれな きに も あらす 

昔より 高 明の 士の儒 を 逃れて 怫に歸 する は、 其 故にて こそ 候へ、 それにつ きて 鄙し きもの かたり 侍る、 

いつの 事に か、 或 人 翁に 語る は、 さる 家に 宴饗の 設け ありし に、 其 座 はて、 泶客 もろともに まかりし か 

其 屮に f 人 あまり 酒 貪に 飽滿 して そのく るし さに た へ かたき ま 、 に、 うめき-,, ^果然の 腹 を 抱て 歸 りし 

に、 路 にて 乞 兒の飢 て 食 を もとむ るに あ ふて、 あな うら 山し 彼 か 身に なら は、 なに か ある へ きとい ひしと 

そ、 いとお かしく 侍る、 今 儒者 世事に あき 名利 をい とひて、 反て 頭 陀の敎 をした はしく おも ふ は、 此人 

の洒 貪に 飽て、 乞兒を うらやむ に 似り、 わか 明敎 中に 樂地 ある 事 を しらされ はなり、 夫 天下に 眞と妄 と 

あり、 天理より 出る は眞 也、 人欲より 出る は妄 なり、 天地 開き そめし より、 三 綱 五常の 道 ありて、 古 も 

今 も か はる 事な し、 され は 天道の 誠より 出て 眞 なる 物な り、 いかて 是を 夢と なし、 假 となさん、 ^世の 

人々、 多く は 富貴 利 達 を 謀り、 毀譽得 喪に 拘 りつ.^、 一生 柬 四に 奔走して 日夜 經^ する 程に、 忽に 往忽に 

^り 岡ら さるに さか へ 、はから さろ にお ミろ ふ、 是等は 皆 人欲より とて - 妄 なる ものな り、 夢と もい ぶ へ 

く假 ともい ふへ し、 孔子 も 不義の 富貴 を 見 給 ひて は、 浮 雲の あるかな きかの やうに おも ひ 給 ふとな り、 

しかるに 釋氏 三世の 說 世に 行れし より、 すへ て 此世を 夢と 見假と 見て、 眞と妄 と を わかす して、 三 綱 五 

常 を はしめ 悉く 打破て、 これ を粲る 蓽 塵芥の ことし、 たと へ は 目 ありて 物 を 兑、 耳 ありて 物 をき く 故に 


みる 事に まよ ひ、 聞 事に まよ ふそと て、 終に 目 をつ ふし 耳 をつ ふして 瞽聾 となり， 何事も^ すき かすし 

て 快し とする かこと し、 しらす や 心 はもと 天 より 受て、 衆 理を具 へ 萬 事に 應 する にて こそ、 その W おな 

る 事 を 貴 ふなれ、 今 现と事 とな ニ^: として、 三 綱 五^ を さへ すて、、 わか 心 を あらぬ ものと なしな は， 

なに を か 本 米の 心と すへ き、 定めて その 祌識 の蘧覺 なる 物 を とらへ て、 木覺眞 如-こする にか あらん、 た 

ミ へ は 心 は 火の 光明な ろか ことし、 ^は 物 を 照して こそ 火と はいふへ けれ、 もし 山海な とに ある 龍^-山 

燈 なと、 いふ 火の 如く、 もの を 照す 事 もな く、 た、 す さましく 沈める 光の みあり て、 人里 遠く 無用の 地 

に 自在に 飛 ありく を、 お^とて 尊 ふか 如し、 され は佛法 世に 行 はれて より 後、 五倫 五常 を はなれて、 た 

k むなしく 動作す ろ 人 あし、 入 事 物理 を 具せ すして た、 むなしく^お なる 心 あり、 日本 は 推. H: より 前^ 

土 は 後漢明 帝より 前に 終に かくの 如きの 人な く、 終に かくの ことき の 心なし、 ^性と もせよ、 本^ 7.- も 

せよ、 無用の 妖 物と いふべ し、 然るに 大和 もろこし -、〕 もに はや 千年に 餘 りて、 尊き も^しき もこれ に 傾 

ぬ はなし、 或は^ 臣を すて、 父子 を 背て 出 {¥ 遁世す る 人 も 世に たへ せす、 夫 を 見^人 をし なへ て、 の 

道に 入ぬ とうら やまぬ はなし、 いかなる 心に やと あやしき まてに 思 ひ 侍る、 の 賈讀 に は あらね とも、 

長大息し つべ しとて 翁し はらく 默然 たり、 

〇 鈴 木 某か耿 

扨て 云け る は、 むかし 鈴 木の 何 かしと いふ 人なん ありけ ろが、 父 は 一向に 釋 敎に歸 依せ しに、 その子 は 

儒を舉 ひて 道の 大意 を 知た る 人と 聞へ し、 其 人の よめる うたに 

駭 夢の 世と、 たかい ひそめし、 ゆめなら ぬ、 そのこと わり を、 身に ししら はや、 

臺 それ を 同志の 入に 見せけ るに、 其こミ わり を 知れ ともかく 讀 ける にや、 但しら て かくよ みける にや EE け 

雜 れは、 知れ はとて 遽に 知りた ろと は 言 難し、 よりて 疑て しらは やとよ みたり とい ひし 7.-、 或 人の 語りし 

に 翁其诗 はい またい ミけ なかり しか は、 左樣の 事に ふかく 心つ きな く、 重て 問 ^ポ もなかり き、 今 raa へ 

話. 
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はこの 歌 身に し、 ると 一 K ふ 所に、 深き 意 有へ し、 さきに 翁 か 云け る 外に 夢なら ぬ迎 とて はな けれと も、 

そのこ 7〕 わり を 身に しらね は眞に 知りた る- /.- はい ひ 難し、 もし 人 有て 此 道の 天 より 出て、 我に 有事 を 身 

にし 知りな は 化 親切なる 亊 前に 似た る 事に あるへから す、 たと へ はい ま k て由緖 あると もしら て、 北： 人 

とい ひかよ ひたる に 我との かれぬ 事 をし りて は 日 比の したし さは 物 か はと 思 はまし、 雷 去 病 か 父と 名乘 

り 逢て 始めて 其遣體 たる 事 をし りし 後 は、 其した しさ 其 ゆかし さ 前に 百倍す へし、 その ひとは もとの 人 

なれ ミも、 別人の 樣に こそ 覺 ゆらめ、 旨 消の むまき は下戶 もしれ とも 上戶 のしる は 別の 事な り 蒸 餅のう 

まき は、 上戶 もしれ とも 下戶 のしる は 別の 事 也、 儒者 も此 道の 眞 にして 實 なる 味 を 劉 伶 か 酒の 美 をし り 

何會か 餅の 美 を しること く 朝夕に 身に しりな は、 何とて 外物に 移され 實理に まよ ふ 事 有へ き、 起る もいだ 

居る も是、 動 も 是靜も 是、 行住座臥 皆是 なり、 夷に も是、 險 にも 是、 生ずる も是 死す る も是、 吉 W 禍福 

おなり、 造次に も爱に 於て し顚沛 にも こ 、に をいて す、 是を道 を 身に 知る とはい ふ 也、 かくいへ はと 

て、 翁 もい また 爱に 至らね は， 眞に. g る 入に あらす、 鈴 某 も 愛に 及ぬ 事 を 自ら さとりて、 希望の 意に て 

こそ、 身に ししら はやと!^ ける に そ、 

〇 朝 かほの 花 一時 

此時松 永 某と て、 鈴 木 氏 か 道 學の友 ありけ り、 其 人 朝顔の 歌と て 語りし か、 自から よ ある 歌に や 叉 鈴 木 

氏 かよめ る 歌に や、 とかく 雨 入の 内 にて あるへ し、 

あさか ほの、 花 一 とき も、 千と せ經 る、 松に か はらぬ、 こ 、ろと も かな、 

此耿も 意味 ふかき やうに お ほへ 侍る、 昔より あさか ほ をよ める 歌お ほ けれと も、 大 かた 朝 かほの あたな 

る 事 をい ひて、 秋の あはれ を そへ 世の はかなき を しらする を 趣向 ミ する 外 は 見へ す、 .2 居 易 か松樹 千年 

終^ 朽、 樓花 一 日自 爲レ榮 とい ふ 詩 を、 公任の 朗詠に も 取て 風雅と すれ ミも、 是も しひて 榮枯を ひとつに 

し * 彭^ を齊 うする 意に て、 俗耳に は 高き やうに きこ ゆれと も、 いと 淺き 事に なむ ありけ る、 是 等は瞿 


話雜 s  K 


曇 か 涎 を 引、 荏^ か 唾 をな むる に 過へから す、 今 松 永 氏 か 松に か はらぬ 心と いへ る は、 それにて はな か 

るへ し、 各い か、 おも ひ 給へ る、 翁 は 朝に 道 を 聞て 夕に 死す る も 可な りと いへ る 怠と こそ 思 ひ 侍れ、 朝 

に^て 日 かけ を 待てき ゆる は、 朝 かほの K より 受 たる 性な り、 世に は 千と せ を 經る松 さへ あるに、 ^お 

はかなき 生 を 得 て、 いさ、 か 己 を 忘れ 外を羡 の 心なく 朝な朝な い と 快く 兄事 に 吩、 て 受得 たる 性分 を つ く 

して 枯る こそ、 花の 見す る 誠 なれ、 いかて あたに は 見る へき、 それ は 松 も 31 し専 なれ-、】、 あさか ほの は 

かなき にて、 一入 そのこと はりし るく 兑へ 侍る、 され は 松の 心に 千と せな く、 あさか ほの 心に 一日な し 

た、 各 己 か 性分 を盡す はかりな り、 然る を 松の 千と せ を さかえと 見る も、 あさか ほの I 日 を はかなし と 

見る も、 た k 見る 人の よくめな り、 松と 朝 かほの 心に なに か あらん、 およそ 無情の 物 はかくの こミ し、 

人 は 有情なる 故に 萬 物の 翳と はいへ と、 反て 私智に 妨られ て、 いまた 道 をき かさろ 時 はこ k に 至ろ 事 を 

得す、 され は 入 は 道 をき くへ き 事な り、 しかれ ミも道 をき くと いふ は怫 者の 頓悟 なとの やうに、 ^1 段の 

事と は 意 得 へ からす、 道 はもと より 事物 當然 の理 なり， 夫 匹婦 もと もに しりと もに 行 ふところ なり、 た 

、眞 にしら ね は、 實に行 はす、 それ故に 習て 察せす、 行て 著しから す、 身 を 終る まて これに よれ-、. -も、 

っゐに 悟入す る 事な し 今； .m をき くと いふ は、 外の 事に は あらす、 た、 此逍 现を 眞 にしり 實に行 ふて、 魚 

の 水 を 安ん し、 &? の 林を樂 しむ ことく、 常に 道理 をい のちと して、 しはらく も 離る、^ なく、 いきて あ 

る 限 は 道に した かひ、 死 すれ は 身 も 道 もこれ まてに てな かくやす かるへ し、 一日い きて は、 の逍を 

つくして 死し、 一 m: いきて は、 一月の 道 をつ くして 死し、 一年い きて は、 一年の 逍を盡 して 死す、 かく 

て はたと ひ 朝に 逍を 開て 其 夕に 死しても、 絲毫の 遣 念な し、 こ、 を もてお もん 見る に、 あさか ほ も 一：：： 

の壽 といへ と、 已か受 得し ま、 に殘 なく 十分に さきて、 さて 日 かけ を 待 得て き ゆれ は、 何の 恨 か ありな 

ん、 松の 千と せと 脩 短 は 大きに か はれと も、 いつれ も 天命 をつ くして 自 から あきたる 事 は 同し かるへ し 

これ を 松に か はらぬ 心と はいふな り、 松 永 氏も此 心に なら まほし きま- -に、 朝 かほに よそへ て かくはよ 
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みけるな らし、 翁も^ 歌に なら ひて、 

天地に うけし まこと を、 その ま、 に、 咲て はし ほむ、 あさか ほの 花、 

あたな りと、 見て や はやまぬ、 あさか ほの、 さくん しほむ も、 花の 誠 を、 

そこな はす、 むさ ほらぬ を そ、 あさか ほの、 松に か はらぬ 心と はしる 

まこと こ 世 S3 にい ふ 鬼 唇の 嘯 も 心なく さみに て 侍る、 各 さそお かしく お ほ すらめ、 た、 辭を すて、 意 を 

とり 給 へ かし、 

〇 不收不 求 

^巾の 人々、 翁の 欤め つらし とて、 各た、 ぅ羝 にかき つけし に、 中に ひとりい ふやう、 そこな はすむ さ 

ほらす といへ る は、 毛 詩の 詞 にて 侍る、 いま 朝 かほに はちと あはぬ ー樂の やうに 覺へ候 はいか、 といへ は 

翁 1 て、 およそ 人 を そね むは、 そこな ふ 心に あらす や、 入 を うらやむ はむ さほる 心に わらす や、 是は^ 

か-まの 已か 天の ま、 に、 なに 心 もな く かつ さきし ほめる を、 人の 心に 移して 兒れは 松の 千と せ を そね ま 

す、 又 うらやます、 た、 已か上 をつ くす-こ^ゅる を かくい ひけるな り、 さら は此 序に 詩の こ V ろ を 語り 

侍る へし、 此詩は 婦人の 作れる 詩な り、 * 夫役に 行て、 久しく 歸らぬ 事 を かなしみて、 前に 先 わか 思 ひ 

の 切なる 事 をい ひて、 

瞻. 一 彼 日 巧； 悠々 我 思、 道 之 云 遠、 曷 云-一能 來ニ た ひわ かれしより、 いく 度 か 日 も 月に きぬ、 され は 日 

巧の 往来み 見ても、 これと、 もに 悠々 とな かき 我 思 ひ あり、 はるく 路 遠き 所 なれ は、 我 夫の 歸らむ 期 

も はかり かたし、 いっか こ、 K 來て a もし 見へ もす へきと いひて、 ^跡に、 

百 繭 君子、 不レ 知德行 1 不レ 收不ぃ 求， 何用不 レ藏、 是は 夫に 告ゃ <? やうに いふなり、 早く 歸り 給へ かし 相 

見 まほし とお も ふ は 女の つたなき 私の 情なり、 かねてお のこ は德行 こそ 大切の 事と 承る、 それに ^旅 は 

よろ つ 艱難に て、 おも ひかけ ぬお も あれ は、 日 ころの 名 節 を 損せられぬ やうに こそ 思 ひ 侍れ、 それ は 百 
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の 君子な へて 御存知の 事 なれ は、 申に およ はね- /.- も、 女のお ろかなる 心に おも ふに は I 人 はた-人 を そ 

ね みにくます、 人に 貪り も-/. 1 めすして 手前 を さへ 正しく 守ら は、 いっくに ありても、 何のよ からさる 事 

か あるへ きとい ふなり、 かくい ふ 意 をみ るに 夫の 德 行に 疵 なく、 身 を^う して 歸るを 望む にこ そ ありけ 

る、 限な く 殊勝の 事な り、 誠に 情に 發 して 禮義 にと、 まる-、) いふへ し 其 上 收不レ 求と いへ る は、 淺き 

事に は あらす、 それ をい かにと いふに、 人 は 入 我 あれば、 必人を そこな ひ、 利害 あれ は、 必人 にむ さほ 

る 人我 を 忘れ、 利害 を 離れす して、 此味 はしり かたし、 され は 孔子 も 子路の 敞；； たる？ I 沲を 衣て、 狐铬 

を 衣た る ものと 並 ひ 立て 恥 さる を、 此詩を 引て ほめ 給 ひし そかし、 いか なれ はいに しへ はい やしき 問 

の 婦人に さへ 、かやう の 事 をし りけ る 人 あるに や、 されと 是は 先王の^ 1掙 いまた 竭 さろ 時の 事な り、 もろ 

こし も漢 より 以後 は、 此俗 ある 事 をた へて きかす、 まいて 我 朝 は、 昔より 釋敎 のみ 世に 行 はれて、 聖賢 

の敎 ある 事 をき かね は、 婦人の 事 は. s 'にやお よふ、 士 太夫た る 人 も， た、 名利の 境に のみ 一 生 をく らし 

て， かりにも まことの の を しらぬ 程に、 I 且空 ととき 夢と とく をき、 て は、 いと 高き 事に おも ひつ..'，.." - 

を もて 世を觀 念して、 身の 活計と すろ のみな リ、 もとより 五倫 五常 を さへ 空と 見る なれ は、 いかて  一^. 

1 木に ふかき 理 ある 事 を しらむ、 され は 松 永 氏 か あさか ほ を 詠す るの 主意 は 道 をき かざる 人の しなへ き 

事に あらす 今 翁 か不, 收不レ 求 を もて 松に か はらぬ 心と する は、 子路 の狐貉 をき たる 入 を そね ます うらや 

ますして、 狐貉も II 袍も ふたつな から 忘れた る 心と ひとつ 事と 見れば、 かくよ むな り、 かようの 事を^ 

にい ふさへ 明朝の 人 は、 儒者の 頭巾 をぬ かすと て 笑 ふ W になん ありけ る、 いはむ や 和歌に よめる を や， 

京師 和耿の 名家な と、 翁 か此歌 をき、 て は、 さ こそ 笑 ひ 給ら め、 されと、 詩 は 人情に 發 すと あれ は、 な 

にの いは さる 事 か あるべき、 三百 |ー掃 を 見て しるへ し.' 和歌 は 人の 心 を 嵇-- して、 よろ つの 言の 紫と なれ 

りと あれ はなに のよ まさる 事 か あるへ き" 萬絮集 を 見て しるへ し、 も 7〕 より 歌の 風 體詞の m 捨は あるへ 

きな れミ、 それ は 翁 かしる 事に あらねば、 今更 沙汰に 及 はす 

  五 九 三 


  五 九 四 

〇^ 秋の あらそ ひ 

ころ は彌^ S 半に も ありけ む、 庭の 稷 もやう/、 さかりな るに、 鶯 さへ 友 を もとむ る聲に 打啼て 渡る め 

今 = こす は あす はおと そと ひとり こちて、 人 待 かほなる 折し も、 ^^たろ 音して 五六 輩 打 つれて 

問來 りぬ、 あるし もと もに 花の もミに まと ゐ してなん 救献 におよ ひて かたりく らしつ る 中に， ひミ りの 

まろうと、 春の 花 はかりめて たき 物なら し.、 花 紅葉と いへ と、 紅葉 は 花な き 時に 兕れ はこ そ あれ、 花に 

はおよ ひかた しとい へ は、 又 ひとり、 紅葉 もさの みい ひくた すへから す、 秋き りの 晴 間に、 千 林萬壑 さな 

から 錦 を さらす ことくなる は、 春の 山 も 忘れつ へし、 今 花に むかひて かくい ふ は、 義山か 殺風景の 識も 

あるへ けれと、 我 は 紅葉に 心 をよ すろ V」 いふに、 又 ひとり 山-一有 はパ 木工 W 度， 之、 賓卩： パ禮 主^ 擇レ 之と あ 

れは、 所詮 主の 心に まかす へしと いふ、 其 時 翁い さり 出て、 此 あらそ は、  火 化の 宫. S 御^に、 

大織 冠に 詔して 其 沙汰 ありし とか や、 それよ リ 秋に 心よ する は 多し、 大忭 の黑主 も、 錦 を はれる 秋 はま 

されり とかよ みし、 されと 其 後代々 の 歌人、 春に 心よ する 人 も あまた 出來 て、 淺綠花 も ひとつに かすむ 

なと よみ、 秋 は 夕と たれ かいひ けんな と、 も あれ は、 吉 野の 雪、 龍 田の 錦 は、 伯仲の 問に あ^へ し、 さ 

はいへ ど^ 陽 桃李の 節に 先た つへ き 時し なけれ は、 紅槧 はつ ゐに 花に ぉミ るへ し、 但此事 は 淸豫^ ^.0 

はかなき 戲^ に 似 たれ は * いつれ 優劣 ありても さて やみぬ へ し今是 を もて 十 3 の 韶ミ武 との 樂を 論ずる に 

善 嗞と覺 へ 侍る、 昔 孔十韶 を は 季.盡 せり 善盡 せり ミの給 ひ、 武をは 美つ くせり 未， 盡レ 善との 給 ふ、 类は 聲 

容の兒 事なる をい ふ、 善 は 美の^ なりと あれ は、 ^の 出る 所な り、 たと へ は韶は 春の 花な り武は 秋の 紅 

葉な り、 花 紅葉と もに、 その 兑事 さは 更に 優劣な きか ことく、 韶武 ともに、 その 聲容の 盛なる にか はる 

事 はな けれと も、 花 は^の 陽 和より^ 出れ は、 其 見^さの 中に おのっからの とかなる 氣を 含めり、 ^葉 

は 秋の 風霜より 染 なせ は、 其 事 さの 內 におの つからす さましき 氣を ふくめり、 韶の 樂は揖 譲より 出る 故 

に、 其 荬の 實 優々 として 泰 かなる 方に 勝れたり、 いば V 春の 花の 陽 和の 氣 あるか ことし， 武の樂 は 征伐よ 
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り 出る 故に、 其 美の 實 If 々として 嚴 なる かたに 勝れた o、 いは V 秋の 紅 紫の 風^の 氣 あろ ことし， いつ 

れも 聖^と いひな から、 韶 はあく まて 手厚く、 武も 凍き に はおらね とも、 韶に 比すれ はすこし^ きぶ だ 

ともい はん、 それ故に 韶は特 つくし 武は いまた 善つ くさぬな るへ し、 され はとて^ も 秋 も 天な り、 - 人-ゆ 

德に M 異 あり ミ はいふへから す、 も ^王も^ 人な り、 聖，、 の德に H ^ありと はいふへから す、 たゝ几 

時の 问 しからぬ 故と しるへ し、 韶は 花の 陽 和の 時に あへ るか ことし、 ^入の 幸な り、 武は 紅蕖の 械- 中 化の 

時に あへ るか ことし、 聖人 のぞ 幸な り、 され はこ そ 程 子も是 を 論して、 所、 遇 之 時然ル 雨と いへ るに あら 

す や、 此た とへ ほと 始終よ く かな ひたる 車 は^ら^-、 各 はいか、 S ひ 給へ る や-、 - いへ は、 庭屮の 人々 も 

ろと もに 感 して. 曰 ころ 韶の 善つ くし 武の いまた *w つくさす-、 >  いふ^、  く はしく^ 得し かた かりつ るに、 

け ふ 戲に色 もみち の^を あらそ ひて、 はから さるに 久しき 惑 を 解 侍る、 あり 難く こそ 侍れと て、 A 額 を 

つ きて 謝し 侍りぬ、 

〇 秘事 は陡 

さて 諸 客い ひける m、 我等 書 を^て なまし ゐに忭 八 叩^ 德の說 のみ 沙汰し、 其 道 St を 世話に 移して^ し^ 

はぬ 故に、 MM. は 別段な ろ^の やうに いと 輕く意 得お つるか、 此^世の 諺に 巾し 傅し はかなき ザに つき 

て 御物 かたり を 承 候て、 いつれ も ふかき 意^ あろ もみ 覺へ诗 る、 ^に秘 * は 睫に て、 あまりち かき は； « 

て： a へぬ ものに て^ 故、 我等と もの 意 得ぬ にて ^ るへ し、 翁 その^に て^、 孔子 も 舜 の邇； 一一 一 ：： を 察し 給 ふ 

にて 大和 71 稱し 給へ り、 され は€養 の 言ん 聖人 擇 お-、； も 申に て^、 〃かし 孺子 ありて- 

滄浪 之水淸 兮^ ョ以灌 ， 我 纓-滄 浪之水 濁兮可 一一 ー以濯 ..i 我；：.^ とい ひける- 此 歌の 本意 は^て if: 入 は fjr, 一 

:t 於 物 一世と 推遷 るの^ にて かくい ふ にても あらん かし、 それ を 孔子き V 給て、 水す む 故に 人纓を あら ひ 

水^る 故に 人；： え を あらん、 ：： だ總を あ. し はる 、も；； た を あら はる 、も 水の 自から 取^な り、 小 子よ くきけ と 

の 給へ り、 され は榮 X. 禍福み な^に 我む 虫の 我から 招く とい ふ 事 * 此耿 にて しるし 侍る、 た-^ 人 をと か 
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  K 九 力 

めすして、 手^ をつ、 しむに しく はな かるへ し、 かり 初の 歌と て あたにき くへ き 事に 侍らす、 翁 わか、 

りし 時、 京師に ひとりの 老儒 ありし か、 ふるき 事 をお ほえて 語し は、 

來照宮 御在^: の 時、 御 近習の わかき 者に、 汝等 ^をた もつ に簡 要の 語 あり、 S 字に ていふ も あり、 七せ 

にて いふ も あり、 いつれ をき、 たき そ-、. - 仰ら れ しに、 いつれ を も 承 度と 申せ は、 五 字に てい は、 -、 -?、 

をみ な、 七 字に てい は、、 身の ほ ミ を しれ、 汝等 My を 常 〜忘る へからす と 上意 ありし となり、 當 M の弋 

大 かたは 上に n= をつ け 身の程 を しらず、 それ故に おの；： か ^驕リ たか ふりて、 物 ことに 華麗 を 事 ふ-する 

程に、 家 を もち 崩し、 不義の こと も出來 て、 禍辱 にも 及 ふそ かし * むかし 或 諸侯の 元老 何 かし ミ いひし 

もの、 萬 石 以上の 身に て ありし が、 其國 にて 登城の 時、 あかねの 木： ilS 織 を 着ける か、 路^に て 雨に あ 

ふて ぬれけ る 程に、 ^關の 扉に かけて ほしけ る を、 其 主君 折し も 鷹 野の かへ りに これ を 見て、 あかね は 

日に ほせ は 色 か はる 物 そ、 とり 入 させよ とい はれけ る-こそ、 又；^ しころ 親 藩の 家に て 物； § たりし^、  ^ 

金十兩 にて 着か へ の 鎧 を 威せ しか、 今當 家中に これ 程の 金 出して 鍔 威す 人 はあり 難 かる へ し、 ^具 は 格 

別の 物 なれ はかく は 結構に しつるな り、 子孫 わか 此意 をよ く 知て 忘る へからす と 一筆書て、 その 鎧に 添 

て 家に のこしけ ると そ、 又^し 比 諸侯の 巾に、 ^に 賢 君と 稱 する ありし に、 其 家老の 子弟 年 わかなる か 

蒔擀の 印籠に、 大きなる 珊瑚 樹を 緒し めに して 腰に さけた る を、 ^主君に 見と かめら れ、 他 口に 其 入 を 

前へ よ ひて、 汝は印 ii を 好む と： a へたり、 此印^ は藥 をよ くもつな り、 是を さけよ とて、 黑 ぬりの 印 ii 

に 木 饅.^ を緖 しめに して 賜りけ る、 それより M ハ^ 族 皆 恐れて 華^ を禁 せし となり、 是等 は^: 六 七十 年 

以前の * そかし、 いつの 程に 風俗 かく 驕奢に はなり ぬる や、 馬具^れ は 軍装に か、 る 物 なれ はいか、 は 

せん、 それ も 華麗 を專 にし、 もの 數寄 を^と する は、 何の ffl をな す 事 にゃあらん、 ほめられぬ 事な り、 

古き 入の かたりし は、 大坂 夏御陣 に、 

^¥ 家 惣陣を 御 巡 見の 時、 木 多 佐 渡 守 は：^ 帷子 を 着して、 胄 はかりに て 御供せられ しとな り 又加賀 の^ 
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E に 山 崎 長 門 守と いひし 名髙き 武功の 者 あり、 後 は祝髮 して 閑齋 とそい ひし、 翁 其 子孫な にかし ミしは 

せし か、 閑齋大 阪在陣 Q 時 着 せし 物、、) て 紙子^ 織 に 銃丸 Q あたりた る あと ある を 其^に^ めけ 

り、 も 等に て 其 比 軍^の 輕 き^をし るへ し、 ^や-午 =! の 衣服^ 炱ま作 等に 華美 をつ くし、 無 川の^に 金 

銀 を 費す こそ" なけ かしき^ なれ、 古より 太平の 弊 かく あると はい ひなから、 これ を改 すして は、 ^俗 

日に^ れ^ 蔡も 日に 非なる へし、 伹儿 本源 をい へ は 私欲に ひかれて、 上に HI をつ け、 身の程 を 忘る k よ 

り 起る 事 也、 東照宮 そこ を かねて 思しめ して、 かくは 仰ぁリ けろ ならし、 この 驕と いふ 病 は、 上下と 

も ある 事に て、 わか 一身の 奉に 限らす" 古より 戦^の時 主將 たる 人、 自 か." 驕て カを恃 み 敵 を惶る は、 

必國を 失 ひ 身を滅 す、 その 例 和漢と もに あけて 數 ふへから す、 永祿天 正の ころに てい は、 今 川 氏^ 武^ 

勝頓 にて しるへ し、 いつれ も 上に はかり 目 をつ けて 身の^に くらく、 た 、一旦の 强 きに ほこりた る 故に 

まのあたり 滅」」 しける を、 かの 高き 御 目に て 御^お りて 御 料簡の 上に ての 給 ひし^に も あらん かし、 さ 

れは參 河より 起ら せ 給 ひ、 御 威光 日 に 盛な リ しか 7.- も、 いさ、 か 驕らせ 給 ふ 御 心なく、 常に 御，；^ の^を 

御 考へ御 働 ありし か は、 寸を 得れ は 王の 寸、 尺 を^れ は 王の 尺-にて、 終に 天下 をし ろしめ しけり * され 

は 右の 五 字 七 字の 訣、 なに はに つけて ふかき 御 心 も 有なん と覺へ 侍る" た. -假 初の 寨とは 思 ふへから す 

〇 怫 になる やう 

座中 ひとり、 ^を 聞て 上 を：^ すして 身の S: をし る は" わかと もから 道藝午 3^ ひ^にも^^ たるへ く^ T 

身の程 を しらす 思 ひ あかりて 高慢なる 人の 成就した る^ は 承らす^、 た 、引 さけて 身の程 をかん か へ て 

進修 する にて あるへ く 候と いへ は、 翁 はよ くも 心つ き 給へ り、 なる 程 さに てれる、 北ハ にっきて 物 |i こそ 

候へ、 ある 大 藩の 主に 刃物の： m 利に 長した る ありし か、 或 時 無銘の ふるき 刀 を^て、 是は相 州の 正. 小な 

りと て 本阿彌 にみ せられけ るに、 木阿彌 うけ か はす、 "だは 志^と：：^ へて^、 屮，， .（\： 止.： 一. 小に てはなく^ と 

いへ は、 いやと よ 正宗な ろ そ、 汝に 預けお くな り、 より/ \硏 て 兄よ >  いつにても 小^に なりたる はに 

^九 七 
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, 返し 候へ と ありし 程に、 意 得 かたき 事 に覺へ けれと、 取て 家に 歸り てし ば/,、^; てみ るに、 志 律に 似ヒ 

る 鍔 は 見 ゆれと も疋. おと は兒 へす、 かくて ^'ふる 程に 右の 主君もう せられし か、 二 代に なりて 本 阿 翻 右 

« の 刀 を持參 して， 御 預けの 刀 はたして 正宗に なりて 候、 今更 先君 御 目 利の つよきに いつれ も 驚て おとい 

詠 一 へ は、 家老と も 其 子細 を 問け 乙に >  木阿彌 これ は 不思議に さる 男の 後生 はなしに て 正宗に なりて^、  H 

ころ 某 か 家に 心 易く m 入いた し^; 老人 あ. り、 常に 念， i 打して 後生 をね かひ：^ ひし か、 ある 時に 來て 我等 

此程は 後生の ねか ひやう を かへ 侍る >  只今 迄の ねか ひやう こそ あしく 覺へ おへ、 この あ." 凡夫の 身と し 

て、 俄に 怫 にならん とね かへ はとて、 怫 になら れ^へ きか、 怫 にならん となら は、 先よ き 人に ならむ と 

ねか ふへ し、 よき 入に なりて 後怫 をね か は、、 佛 になる にたより あるへ しと^り し を 承りて、 是は尤 な 

る 率に こそ、 彼 刀 もす くに 正宗の 鍔に せんと 硏杩 に、 反て 正宗に ならさる にて あらん、 それより ちかき 

志津 にして 見 はやと 存 しおて、 志津の 鍔 を こ k ろ さして 硏 候へ は、 やかて^ 宗に 似より^ 程に、 さて こ 

そと 存 しいよ^-心に いれて とき あけお へ は、 今 はたし かに 正宗に なりて：^ とい ひしと なり， 正宗の 

に は 口をつけ すして その 刀の 身に 應 したる 志津を 心さして 硏し 程に、 つるに 正宗に はなり t り、 翁： y 

の 物 かたり を 聞て おもしろき^ に 思 ひし か、 其 後 さる 酒 もりの 座に て、 二人 盃の先 後 をた かひに 辭： a し 

ける に、 ひとり， いわかき 士 御^' にあ やかり おやう に 御盃を 給り 候へ とい ふに、 其 ffl での 人 われら か^も 

てこと あまりち かひ^ まし、 ^あやか" ありた き稃の 年に もな く 候と いふに、 共 時 わかき 士共 にて^ 

大きにち かひ 候て は 急に あやかり 申 へ き S ひよりも なく 候" 先. T- こし q 御 年た かに あやかり まいらせて 

そ.？ よりよ は ひ を かさね はやと こそね かひ 候へ とい ふに そ、 相手お 一理に まけて 盃を さしけ り、 彼 老人り 

おのお かひ やう-、. -、 此 わか 士の 年の ねか ひやう と^し 事な り、 いつれ-.^ 高遠に 目 を かけす 身の ^をし り 

て、 ^近なる 所より 漸々 に 至る 意 得なる へし、 いへ は 當咴の はかなき； g かたりの やう なれと も、 よくお 

もへ はまこと に秘， は随 にて こそ 侍れ" もとより^ f はや-入 を HE あてに する^に て is.^- 化と も、 た、 目よ 


狡 

蹇ー 


かりた か あかりして 身の程 を 省みす して は、 ^といよ^, \- 遠くな りつ \ 一  生. E 得する^ なくして やみな 

ん、 右の 老人 わか 士の覺 悟に は 大きにお とりた ると いふ へ し、 十；：  <「.：：1 明の 人の 行 過る は、 大か たこ、 にあ 

やまら る 、にて^、 され ふそれ は 虚 見に てこ そ あれ、 道に 少し 兑付 たる 所 ありての^ 也、 今の W に^ 

と 称する 入 は それに も あらす、 道に おいてな にの 見 付た る：^ もな く、 自 から 高 ふる 心より、 むなしく 人 

雷 を 吐て た& 人の 上に た、 ん とのみ する 程に、 後 は 世に もてはやされて、 自身に も 聖贤の やうに 忍 ひな 

す こそ 身の程 を しら さるの 转 しき なれ、 た \ し是 等の 人 は、 論す ろに もたらさる へし、 

〇 仁 は 心の いのち 

ある 時 例の 人々 とふら ひ來て 講習し ける か、 仁義の 說に 及へ り、 屮に ひとりい ひける は、 人 は： 大地の 心 

を 5, ォて 心と ま、 大地 は 萬 物 を 生す る を もて 心と する 故に、 それ を 得て 心と すれ は * 人 は 人 を 愛する を も 

て 心の 德 とする^ 勿論な り、 よりて 仁 は 心の 德愛之 理 といへ り、 心の 德と あれ は、 仁 莪 禮智 諸と もに 仁 

にもる &事 なき 稃に、 仁 は 四 者 を 包て、 義も 禮智も 仁に よりて 立な り、 是は 翁の 誡設 にて かねて 承りし 

事に て 侍る、 伹仁は 人 を 愛する 心に あらす や、 それ を 衆 善の 長. U する 事 たれ も 知た る やうに 候へ とも， 

大 かたは 人 はた、 慈悲 を^: とする を もて、 仁を泶 善のお-/ J する はかり 意^ 侍る、 それ は憨悲 の^き 事 

をい は-、 しかい ふても やみな まし、 今 仁な 心の 德 S する は、 さやう の 1 通りの^^ f にて は ある まし 

く 候" いか なれ は 慈悲の 心 ひとつ か 心の 德-、 、- なりて、 義も 禮も智 も 仁な けれ はう せ ほろ ふる にゃあらん 

と H 夫す へき 事に て 侍る、 此 ところ を 今少し 承た くこ そ 候へ、 翁 聞て 只今 申さる、 所 すこしもち かひな 

く 聞へ 侍る、 され は 日 ころ 申た る 外に 改て .5  ：き亊 もな く 候へ とも、 狁； 史く はしく. £. ^は- >  心の 仁 

ある は 人の 元氣 あるか ことし、 人の i 兀 氣は脉 にあら はれ 心の 元氣は 愛に あに はる、 脉 のかよ ひ 絕れは 人 

死す る こふく、 愛の 埤 ほろ ふれ は 心 死す る 程に、 仁 は 心の いのち ミも. E- へし、 夫 心 は^ 物なる により、 

人に はあり 物の 哀を しりて 常にい きたる 物 そかし、 よりて 父母 を 兌て は £11 然に 親愛し、 親 せ さるに 忍 
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ひす、 君 長 をみ て は， ai 然に 尊敬し、 尊敬せ さるに 忍 ひす、 齒德を 見て は 自然に 遜 譲し、 遜讓せ さるに 忍 

ひす 篛を閭 て は心感 する 事 をし" て 不義 を 聞て は必 恥る こと を 知る、 もし 情なく 哀を しらす は、 其 心 頑 

然として 鬼畜 木石の ことく、 痛 さ 痒 さもし. JT すなり なん、 何 を もて 自愛し、 なに を もて 恭敬 せん 篛を聞 

て感 する 事な く、 不篛を 聞ても 恥る 事な かるへ し、 是を もてい ふに、 仁 篛禮智 いつれ も 心の 德 にして、 

&共理 わか るれ とも、 ^本源 は 仁に 外なら す、 人と して 不仁 なれ は、 载も鱧 も 智も其 さま あり 其 ffl あり 

といへ と、 所詮- T より 生せ ねは^の 德 にあら す、 公の 理 にあらず、 この 故に 仁に 心の 德と いふて 外に 德 

をい はす、 仁に. 愛の 理と いふて 外に 理を いはす、 そのい はさる 所に ふかき 意 ありと じる へし、 共に つき 

て ひとつの 物^ こそ 候へ、 相 州 北條の 幕ド、 佐 野の 城主 天德寺 豪 健の 勇將 なりし か、 ある 時 琵琶 法師 

を 招て、 平家 を 語らせて 聞け るに、 いまた 語らぬ 先に 琵琶 法師に いひけ る は、 某 はた k あはれ なる 事 を 

き i 度 こそ あれ、 其 意 得して 語り 候へ とい へ は、 法師 意 得 候と て、 佐々 木 四 郞高綱 か 宇治川の 先陣 を^ 

ける に、 天 德寺 あはれ かりて、 雨 | 卞と 泣ける、 さて 今一 曲 前の ことく あはれ なろ 事 をき、 度と いへ は、 

那织與 W 宗高か 扇の 的 を 語りけ るに、 平家 半より 天德寺 また 落淚數 行に 及へ り、 後日に 家臣の K に、 過 

し 曰の 平家に いか、 き、 つると いふに、 家臣と も * 尤を しろき 事に て 、 但 我等と も ひ 7.- つ 意 得ぬ^ こ 

て 候へ、 前後 二 曲と もに、 勇烈なる にて * あはれ なる かたは すこしも 候 はぬ に、 君に は 御 感涙に 咽 は 

れ て^、 是 はいか、 の 事に て^に や、 今に 不霧 なる 事に いつれ も 中 あい 候と いへ は、 天德寺 をと ろき て 

只今 まて は 各 を顿 もしく 思 ひ しか、 今の j, 言に て さて 力 を をと して 候、 先 佐々 木 か 先陣 をよ く 合 

點 して 見られ 候へ、 頓朝舍 ^の 蒲 冠^に も 賜らす、 寵^の 梶原 にもた ま はらぬ 生 月 を、 高 綱に 賜る にあ 

らす や、 され は 其 甲斐 もな く、 此馬 にて 宇治川 を 先陣せ すして、 人に 先 を こされな は、 必 討死して ふた 

&ひ歸 ろ ましき と、 賴 朝に いとま 乞して 出け る， お 志 を 察して 見られよ、 あはれ なる 事 か はとて、 し は 

く 淚を拭 ひつ、、 しはらく ありてい ひける は、 叉 那須與 市 も、 大勢の 屮 より 撰 はれて、 只 一騎 陣： g に 


話 if  m  i? 


出しより- 馬 を 海屮 に乘 入て 的に むか ふに 至る 迄、 源平 兩家嗚 を しすめ て是 を兑 物す るに、 も し 射损し 

な は、 みかたの 名 をれ たるへ し、 馬上に て 腹 かき^って 海に 人ら むと 5： に 悟した る、 心 を 察して みられ 院 

へ、 武士の 道程 あはれ なる^ は 候 はす、 某 は 毎に 戰 場に 臨て は、 高 綱.： 示 高 か 心に て鎗を 取 候 故、 右の 平 

家 を 問 時 も、 兩 人の 心 を 思 ひやり て は 落淚 にたへ さりし、 然るに 各に は あはれ に はな かりし と 申さる、 

につけて 思 ふに" 各の 武邊 は、 た & 1 且の勇 氣に まかせて、 異實 より 出る にて はなき や， -m ひよ. れ？ ！5ir そ 

れ にて は 額 もしから す こそ^へ と、 云し か は、 諸臣皆 迷惑し 辭 なかり しとな り、 是犬德 寺か武 遶 は淚ょ 

り 出れ は、 も-により 仁者に は あらね と、 武の 一筋 は 仁に 根 さして 惻隱の 心より 發す るに あらす や、 然ふ 

に武は 殺 獲の 事に て、 手 あらき 道 なれ は、 いは、 仁 ミは黑 .n のた かひ ある やう なれと も、 仁より 出？ る 

は 眞の武 にあら す、 ^や 其 餘の事 はな を もてし るへ し、 され は 忠孝 も禮^ も、 文逍 も武迠 も、 內 より 汕 

然として 潤 ひわたりて 發す るに あらされ は K-Q 者に あらす、 是則 前にい ひし 人に 愦 あり 物の 哀を しるの 

心なり、 すへ て もろ/ \ -の言 行と もに， 载 理に 常て は悉々 く 忍 ひさる の 心より 出て、 天ぬ 寺 か 淚をこ ほ 

す やうに たに あら は；！ 心德の 全きな り、 仁苕 とい はんに なにの 疑 か ある へ き 

〇 義は心 のきれ 

座中 ひ ミ り、 仁 は 心の 德 にして、 愛 C 理 たる 事 は、 く はしく 命 をき &訖 ぬ、 今 承る JJ とき は， 仁 は 心の 

全德 にて 四 性 を 包 in: るに、 四 性の 屮に ひとり 義 はかり^ 出して、 仁に 對 して 仁^と. m. 候 は、 義も 仁に さ 

し 次て 大切なる もの ミみ ゑて 候、 此 序に 義 字の 意 を も 承りた くこそ^へ といへ は 翁、 人に 仁義 ある は、 

天に 陰陽 あるか ことし、 こ s 故に 易に も、 立 一 一天 之 道 一 n,l 陰與レ 陽、 立 人 之 道- EM 二 仁與， ^といへ り、 さ 

れは乾 元は 春に 居て 四時 を統 すと いふ 事な けれと も、 秋ハ肅 殺す るに て發 生の 功 をな すに あらす や、 人 

迢 もまた しかな り、 仁 の 四^;: を 包る とい ふ は、 一向に 自愛す ふ-, こい ふに は あらす、 もし 義の裁 制な く は 

心の 生 道 を损 して、 仁 も 亡 ひぬ へし、 翁 かねて 初舉の 人に 中 侍る は、 義は 心の きれな り、 朱 子 も 心 之 制 
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驟ー 

且と S し 給へ り、 心の 制 は、 心の きれな り、 事之宜 は、 事の きれめな り、 事に よき 程に きれめ ある 

や- 

は- すくに 心の きれになる 物に て 候、 仁に 心之德 愛 之现ミ ある も、 愛の 现 すくに 心の 德 にして 二つに あ 

5 らす、 それと 同し 例なる へし、 され は 日 £ 行^のう へより * 取與 去就 の^に 至る 迄、 含 糊 不斷の 心 を 持 

話 一 して は、 いかで か逍 理に當 るへ き" 此心 にて は、 たと ひ^ 問しても、 苟 a 因循し に、 行に 敏 こと あた は 

ね は、 過 を改 るに 咨 にして、 # に 濯 一る^ 速なら す、 乂なに を もて 德 にす、 むへ き や、 よりて 百行す へて 

心の きれ ある を 下地 ミ する にあり、 孔子 もお 子 の 行 を 論し 給て、 篛以爲 レ^と は の 給 はす や、 又 坤の六 二 

を：； 1 し 給て、 敬 以^ L 內、 義以 方， 外との 給 ひ、 又 聞 達 を 論し 給て、 質 直にして 好.， 義. ともの 給へ り、 是を 

もて 義の簡 要なる * を 知る へし、 た、 人心の 害 をな し * 仁 篛の仉 となる 物 は、 私欲に て 侍る、 私欲 ある 

か 故に、 邪智に 誘れ、 外物に 引れ て、 かの 仁の 情 あり 哀を しりて すなをた る 物 も、 忽に ひす かしく > こ • 

は./ (-f -く なり ぬれ は、 天理の かよ ひたへ くしく、 人欲；：：： に 熾になる そかし、 たと へ は 木 を 蟲の蠢 る 

かこ ミく、 其 生氣絕 ぬれ は、 喬木 も枯 稿に M し、 それより して 心の きれ も 鈍くな り ゆく 程に * 義も つい 

にう せ はてぬ る そ 悲しき、 たと へ は 刀に さ ひの 生す るか 如し、 ^はかね ぬれ は、 利刀 も顽鐵 に 问 し、 

是；： 亡 ふれ は、 魏もニ 時に ほろ ひて、 我心 あらぬ 物になる そかし、 この 故に 孔 §： の學、 仁 を もとむ を 

耍 として、 仁お もとむ るに は 私に 勝 を 本と す、 され は 顔 子 仁 をと へろ に、 孔子 克己 復^ を もて 告給 へり 

禮は 天理の 節 文人 S の條 ^と あれ は、 身を投 する の 防 閑 にして、 私に 勝の 機^な"、 【日 私に 勝て 禮に 

^しな は、 枯 たる 木の ふた i ひ 榮に向 ふか ことく、 さ ひに し 刀の 新に 硏を 出る かこと く、 天理 流行して 

木 心の 德全 かるへ し、 W 顔 子 はも-こより 天理 人欲の 分に おいて^ 然として 疑な きか 故に、 すくに 進修 ハ 

n を ra: 給へ り、 其 餘の學 者 は 念 慮 行事の 土に おいて、 此犬^ 人欲の 分 を眞に 不知して は、 しゐて 私に 勝 

むと すと も、 いと 難 かるへ し、 さる 故に 孔門の 敎は， 馎文を 約禮に 先ん し、 大學の 法 は、 致 知 を 誠意 •  止 心 

に 先ん す、 是 にて しりぬ、 道 は 仁義に すきす といへ とも *  ！ tl" をす て 、仁義に 至る の现 なし、 易に もや； 


人の 德 を^して、 知^ 禮卑 といへ り、 知^ は 天な り、 禮^ は 地な り * いよく^ けれ は， いよく^し 

これ 成ン始 成， 終の 道な り、 この 故に 橫 m の 張 夫子 知禮を もて 敎 をた て、 知 鰺-成 性の 說 あり， されと それ 

は 橫渠に 限ら さるへ し 濂洛關 閊の學 はすへ て 格 物に 本つ きて 知 を 致し， 持 敬に よりて^ を はなれす、 誠 

に 孔門 以米學 者 不易の 法ミ すへ し I 

〇 浩然の 氣 

翁 幼少に して 手 習せ し 時、 世 にもて はやす 今 川の ふみをよ み て、 仁 翁 禮智 ひとつ も 闕ては 就し 

かたしと いへ る を、 今にお ほへ 侍ろ、 了 俊 さした る學^ ： とも 問えね とも、 此ー： H は 不思議に いひ あてら 

れし 名言と もい ふへ し、 さて 仁義 禮智 いつれ も大叨 なる 巾に、 仁に 次て^ の大 W なん ^は， 孟子 活然の 

氣に ていよく しるく 侍る、 浩然の 氣は、 至大 至剛 天地の 問に^る とい ふに はお。 す や、 各^て 见 給へ、 

かくは かり 盛大なる 物 か、 いかな れは载 より 生す ろと いふ にゃあらん、 人 は 1K 地の 正 g を 得て^ 然 たる 

物に て 候へ とも * 私欲 ありて 心の きれ をな つます る^に、 其^い つと なくち、 けて 小さくなる^ にて 候 

され は 浩然の 氣 は， 心の きれより 生す 乙 物と しるへ し、 しかるに 心に きれな き 人の くせと して、 世^に 

牛の 一 さんと いふ やうに， や、 も すれ は 機嫌に まかせ、 調 r に乘 しなと して， 一概に 物 を：^ 行して 快し と 

す、 是は眞 のきれ にあら す、 反て 大に氣 を そこな ひ、 心の 刃 もこ ほれつ へし、 いよ/ ,\- きれ^ 物に なり 

なんこそう たて けれ、 孟子に 義を 集めて 生す と あれ は、 【時 一車の きれに てき ほひ を 取て、 ^然 の： れな 

生す へきと に は あらす、 其 工夫 日 W の ^の 大小 輕 重に よらす、 逍 现に當 り^ は、 いさ V か 狐疑せ す 

^ た、 平等に 心の きれ を 用 ひて、 一 劎兩斷 して 宜 きに 合に あり、 これ かれた ひ 'かくの ことくに してや 

蹇 まね は、 此氣 常にた るます して、 丈夫になる 程に、 後に は氣 より 心の きれ を 助けつ、、 篛 と合體 して、 

, おのっから 浩然たる にも 至る へし * 伹： おにて 心の きれ を 助く ると いふ 市よ く 體^ してし るへ き 第に や" 

たと へ はこ \に 二人 あり、 概 寒の 時に 當て、 拂曉に ふたりな からい ひ あはせ つ、" S しく 起 はるに， ひ 

訪  
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ミりは 寒さ を贿 てお くろに もの ラく、 ひとり はさむ さ を 事と もせず、 速に おくお 故 をい かにと 問に、 禀 

賊の强 弱に よるに も あらす、 その すみやかに 起る 者 は、 上戶 にて^ 滅 あれ はなり、 是氣 にて 心の きれ を 

助く る^ 左驗 とすへ し * しかるに 浩然の 氣は義 より 生して、 其 生した る氣 か叉義 を 助く る こそ、 いと 奇 

妙に^ へ： 2: る、 前年 韓文 をよ みて、 其 雜說の 中に 祌 龍の 事 をい ふに てし りぬ、 龍 は 誠に 靈 異なる 物 かな 

氣を噓 て 雲 を 生し 又 わか 生した る. おに 乘て： HE: に^り 陵 谷 を 汨く是 雲 は 龍より 生して また 龍の 變化 をた 

すくる にあら す や、 今 浩然の 氣は 心の きれより 生して、 义心 のきれ を 助く るに たと ふるに、 一 g? なろ へ 

し、 しかいへ は-こて、 し ゐて氣 力 を もち ひて、 よはき を强 しとし、 むなしき を^り とする は、 いは ゆる 

助長す るに て、 かの 宋 人の 苗 を 柚て 長す ろ 類な り、 此氣 自然の 生 路を妨 けて、 大きに 集篛の 害を貽 すへ 

し、 た、 なにの 作爲 もな く集雜 を事ミ すろ にあり、 孟子に 必れ レ事焉 とい ふ は、 たと へ は 人な に そ さし 常 

て緊耍 の$ あれ は、 ^夕 そこに 心 をと、 めて すておかぬ， i なり、 そのこ ミ く集義 する は 必定 一事 あるな 

り、 必.' 字最カ あり 心の 一 定 する 所な り、 しかるに およそ 世 の 人、 忘ね は 助長す、 助長せ ね は 忘ろ、 勿レ 

忘 勿. 助長-と いふて、 ふたつの 間 を しらするな り、 忘れ もせす 助長し もせす して、 心の きれ を 用 ゆれ は 

おのっからに ふらす 又は そこねす して、 浩然の 氣 もこれ より 生す へし、 先 を もて 持 敬の 法 を 論 すれ は 

持 敬 もまた こ、 に 同し かるへ し. いかにと なれ は、 敬 はた、 儆然- こして なに そ 事 あるか 如し-、  >  かいふへ 

し >  され はとて 敬に 執 泥して 此心 をし ゐて拘 .：； 止 すれ は、 他 病 を^して、 その 害 忘る、 よりも 甚し、 朝鮮 

Q 李晦. M かいひし やうに、 たと へ は 鶴 卵の 手に あるが ことし、 勿 レ 忘 は 手に とる 事 を 忘ぬな り， 忘 るれ は 

取お とすへ し、 勿，： 助長， は 力 を いれて 握り かためぬ なり、 握り かたむれ は 握り潰す へし、 ふたつの 問 を 

體認 して 時 敬の 法 をし るへ し、 もとより 存心 集義ニ 致な けれ は、 持 敬 養氣ニ 法 あるへ からす、 是 等は簡 

耍深切 S 亊な り、 た k 一場の 談話と き、 給 ふへから す 

〇 敬の 工夫 


m 雜 駿 


座中 ひとり、 敬 字の 篛は、 稃朱 の^ 餃詐明 親切に して、 なにの 疑 も なきやう に は 候へ とも、 敬の T; 夫 は 

學苕第 一 の 率に て 候へ は、 もし 翁の^ ひ よられた る 市 も 候 は、、 承た く 候へ といへ は、 翁い やとよ^ 失 

のとき 給へ ろ 外に、 翁 か 今更. 5- へき 寧 は 侍らす、 伹程 * の說 あまり 反復 切要なる 故に、 吾 黨の學 W ふか 

八-取 過て、 い- ヒむ つかしく なりぬ る こそ、 -k て 程 朱の 心に も かの ふまし く覺へ 侍れ、 翁 はた、^ 人の 心 

にあて 、俗語に 引 さけて 申た く 候、 敬 は 心の むき を 眞 直にして、 わきへ ゆかぬ やうに 心の もと をた はね 

て 末の ちらぬ やうに、 身の 番人と なるやう に、 事の 目つ けと なるやう に、 是 にて 敬 はの こリ なく こ， て^ 

へ、 此翁か 語、 至て 淺き やうに 候へ とも、 淺 うして 反て ふかく、 至て やすき やうに 候へ とも、 易く して 

反て 難し- 各是を 身に 驗て兑 給 は、、 主 一 無 適 も、 常^の 法 も * 此 外にな き 事と しり 給 ふへ し， ^新^ 

.ar 樣に 候へ 共、 天下に 至極 大切に て 又 至極た もち 難き 者は此 心に て 候、 孔+も 出入 無，^ 英， 知-其 鄉-と 

の 給へ り、 然るに^ 至極 大切なる もの を 粗 船に 致し、 至極 難， 持 もの を 心安く 存. S 候 程に、 此心 放逸 すん 

よりして. 請 惡も おこり 萵^ もや ふる、 そかし、 しかれ は 敬 は そのり、 s にして あ ふなき 物 をた も つ はの 心 

にて 候 * 古人の 執レ玉 搾， 盈 にたと へし、 けに さる 事 そかし * 今 若 3 玉ん-と" 盤 水の 盈. ろ を搽け はすこし 

も 手 を ゆるさす、 氣を ゆるめさる にて あらん、 其 心に て 心 をた もつ を 持 敬と いふ 也、 されと 玉 もとら は 

とらなん、 盈る も捧け はさ、 けなん、 此 心の 執 かたく 捧け かたき は屮. C それにた とへ て やむ へきに も 

あらす、 いつも. S- ことく 心 は 神明^ 活 なる ものに て：^ ゆへ、 ロハむな しく 無 ほ？ にして はならぬ. ものに て^ 

ある は 人に 接り、 ある は 事に した かひ さなく して 隙に 物す る 時 は 無用の 事 を 引出して、 彼へ 移い こおへ 

移り 水の つと ふか こし * 無根の 念 をき さして、 とさ まに 思 ひこ さまに 思 ひ、 麻の みたる か 如し、 K?-J は 

是を偷 心 とい ひ、 釋氏は H 疋 を 流 注 想と. 名つ く、 是 我人 ある 心の 持病 な り 今 翁 か 心の むき を 眞 ® にして、 

わきへ ゆかぬ よふと いふ は^を 療 する キー 方と すへ し、 さて 心^と て 心 は 火に 屬 する ものな り、 心の〃 

きおし からさる 時 は、 心の ほさき 亂れて W ゆるに たへ す、 黄勉齋 のい われし やうに 心 は ー炬の 火に た -、J 
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ふ、 北； 本な 堅く 引 朿て火 をと もす とき は， 光つ よくして * 風に もた へ す もし 本のつ かね ほとけて ゆるまら 

んに は、 た ミひ火 をと.. £ す とも 光よ はく 打ちり て、 滅ぬ へ し、 翁 か 本 をた はねて 末の ちらぬ やうに と はこ 

、をい ふなり、 ひとり ある 時 は、 身の ある 所に 心 ありて、 ^に 身 を まもる を 敬と 云、 是 身の 番人な り、 ^ 

にむ かふ 時 は、 事の ある 所に 心 ありて、 常に 事 を 察する々 敬と す、 是 事の 0 付な り、 今 敬の 事 を 翁に 中 

せとなら は、 大 かた n; 几に たか ひたる 事 は ある ましく 覺へ 侍る、 然るに：：； 儿 等の 工夫 は、 いは &病氣 に 的中 

したる 良藥 なり、 この 上に いふへ きなら は、 藥の ffl やう ひとつに て 候、 其 用 ひやう は 前に 申 ことく 孟子 

養氣の 法に 外なら す、 翁 かねて 孟子 を よみてお もへ らく、 養氣持 敬と もに 必有 レ事焉 とい ふ I 言に て、 も 

はや その 理盡 たる 事な り、 いかに ミ なれ は、 養 氣持敬 何. の替 りたる 事 か あらん、 いつれ も 本来の 面： H な 

き は、 鳶の とひ 魚のお とる と 同し く 現在 わか 當然の 事 ありと して、 つねに そこ を 離れす して 居る まての 

^にて^、 此外 一せ^ も 加る^ はな かるへ し、 しかるに 忘 るれ は、 その 有 い 事 所 をう ち 忘る、 助長 すれ は、；^ 

力 を 用 ひて しるて 作 す、 忘れ もせす、 强 て作爲 もせす、 其 間にて 自然の 天機 を 自得して、 持 敬の：；： i と 

すへ し、 昔 加 加；； にあり し 時 * ある 士人持 敬の 法 を 問し に、 翁 持 敬の 說を あ.，： はして 是 にあた へて、 其 大 

略お もへ らく、 たと へ は 心 は g; 馬の ことし、 持 敬 は 悍^ を 御す るか ことし、 我氣 たるみて、 鞍よ はく 韆 

ゆるめ は、 馬靳 出して 泛駕の 患 あり、 是 忘る、 なり、 され は 5 て 力 を もて 馬 を 制しつ」、 韁 をつ よくお 

はりて、 馬の 口 を 痛 むれ は、 馬な つみ 苦み て、 こ k ろよ く ゆかすな りぬ、 是 助長す ると いふべ し、 た > - 

行 さるの みに あらす、 反て £1 の 邪氣を さそ ひて、 後に はの りす まひな として、 いろ^^くせ つくもの そ 

か I、 いは ゆる 非 一一 徒 無， 益而义 害， 之に あらす や、 され は 磐 控中を 得 緩急 稃 にかな へ は、 おのっから 進退 

疾徐 た、 我心に した かひて、 自由なら すと いふ 舉 なし、 是を もて 持 敬の；；： i をし るへ しとい ひし か、 はや 

四十 年に ちかき 專 なり、 共 問し 人 も、 今 は 昔 物語りに なりたり とて、 翁感愴 いと ふかく 見えし、 

〇 民 は 王^の； 人 


眩 

雜 
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あ る 時論 語鄉 黨篇 の講訖 りて， そ の 式 二 負 版 者 一 一 と あるに つけて、 ^^客 に對 して 王者 以レ民 爲レ犬 , ：^ハ 以レ 

貪 爲：. B< く この 意い かん、 各い ふて 見 給へ といへ は、 .ぽ 中 ひとり 民 はこれ 邦の 本な り、 W おすわ は 邦な 

し、 民 叛は邦 亡 ふ、 邦の 存亡 は 民に あり、 故に 玉 者 は 常にお を 尊て 天ミ す^ は 民の 命な り 食み ぺ K 

いき 食 を 失へ は 民 死す、 民の 死生 は 食に あり、 故に 民 はへ 良 を 尊て 天と すミ いふ 意に て あるへ く^:、 翁 さ 

やうに とき 眩て は、 上下.. S 意に きこへ 侍る * 是はニ 句 ふ もに 所 設農を を もんとす る を 主意に していへ る 

事に て 候、 ： 入より 人 を 生 すれ は、 又 五穀 を 生して 人の^と す、 人 あれ は 食 あり、 食な けれ は 入な し、 天 

下豈食 よりお もき 物 あらん や、 民 は H< 下の 爲に貪 を^す る もの 也、 それ を 天より 王^に あっけ 給 へ は、 

王者 は 民 を 仰 尊て 天と す へ し、 ； 夫 を も 輕慢る へ からす、 され は 昔 は諸國 の民數 をし るす 緖 を：. f- に^す 

れは、 王も拜 して 受給 ひ、 孔子 も 民 數の籍 を 負た る もの は、 式し 給し となり、 又 民と して は 思 ふへ し、 

天より 我人 命 を-紐なる：； < 下の 大切なる 物 を、 我等に わたして 作らし め 給へ は 民 は 食 を 仰 戴て 大- こすへ 

しと、 かりにも 耕作 を 粗略に すへから す、 是 風俗の 本 治亂っ 係る 所に て 候、 今 其 有 垧を申 侍る へし、 むか 

し 三代の 時 は 上に 民 を もて 大 とする の 心 ある 故に、 和；； W を 薄- フし M 歉を救 ひ、 困 厄 流離す る 事な からし 

む、 よりて 邯縣の 法 十：^ に 安し、 農業 をつ とめ、 米お を EE して 君 上に 奉し、 食 を もて 天と せ さる はな か 

りし 其 風お のっから 市 朝に も拶 りし か は、 士太夫 を はしめ、 商 M (に 至 迄、 大抵 勤儉 にし T 華奢 をい まし 

め、 遊惰の 俗 ある 事 をき かす、 暴秦に 至て 民 を 天と する の 心な かり し^に、 頭會筇 ^民に 虐 取して やま 

さりし か は、 はて は邯國 離叛き 四方 土の ことく 崩れて、 犬 下の 亂：^ ^より 起り しそ かし、 災漢 起り て iK 

下 泰平 無事にな りし か-、』 も、 逐レ 末射レ 利の 徒 H に出來 て、 富 商大 贾封 侯に ひとしく、  ^貨の 權を恣 にせ 

しか は、 村 IS の 民 も それに 化して、 豪奢に なかれ、 游俠 を.^ とす、 賈諠か 治安の 疏を兒 てし るへ し、 然 

れ S も 上に 民 を： 大 とする の 心な を 残りて、 しば， （-韶 を 下しつ、" 農 は 天の 本と いふ^ を 郡國に ルば 諭し 

租を 究し復 を^ ひ、 郡 吏の 貪欲 をい ましめ、 北 ハ上孝 * 力 田 を もて 下 を 率 ひ、 た &務て 本 を^ ひ 末 を 抑へ 
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し 事、 く はしく 漢史に 見へ 侍る、 され はこ そかの 文景の t -、 君臣 恭儉 にして、 阜厚を 致せし 事 は、 一二 代 

以^の 台せ とも. E- へし、 是 によりて つらく. TM 今 を考 るに、 上代け 格训 にて 候、 後世に 至て は、 郡！ f の 

風巿 朝に 移る はよ く、 市 朝の 風 郡縣に 柊る は あしく、 共 故 は 市 朝の 風 は 奢侈 を^ ひ、 郡 縣の風 は撲尜 を 

失 はす、 しかるに 近來市 朝の 事 を 承る に、 國に貪 墨の 吏 あり、 鄕に 貨殖の 家 あり、 いつれ も 公に は法楚 

を 守り、 貨赂を 遠 さくと み ゆれと も、 私に は 利欲 をつ とめ、 宴樂を 好ま さる はなし、 しかも 私 喏を逞 ふ 

して 已か惡 を隱 し、 上 を 欺き 人 を 評る を かしこき 謀と す、 其 會をき くに、 へ 鼓 膳 美 をつ くし 翊舞 艷 を 兢ひ 

一 n の 費 數十百 金に 及へ-こも、 互に 是を 風流と し、 おし- も 思 はす、 少しも 儉素 E 直なる 人 をみ て は、 

これ を そね みにくみ て、 世 を しらぬ 田舍 人な りと て、 群り 聚り てこれ を 嘲笑 ふ 程に、 ひとりの 齊^ 衆楚 

の 喧しき にたへ ね は、 っゐに 一統の 風と なりて、 W<K: まてん 見お よ ひ 聞お よ ひ、 華美 をつ とめ、 詐 偽-.,., 一 

習 ふこ そ、 ぃビ なけ かしき 事 なれ、 され は 世 こそり て 驕者を 貴 ひ ぬれ は、 その 費用 過分なる につけて、 

己 か 諸 欲 を 快う する に、 金銀た けれ はかな ひ 難き 稗に、 おしなへ て 金銀 を 貪り もとめさる はなし、 より 

て IK 下の 金銀、 常に 有力の 人の ために 兼併 せられて、 おのっから 流行 を滯る そかし、 それに 金銀 は 世み 

歷て滅 し、 米穀 は 年 を 逐て 生す る 物 なわ は、 金銀 は H に资 く、 米穀 は n に賤 し、 貪 祿の士 は、 いやしき 

米穀 を： 二」 金銀に 易る 程に *  ^赏 いよ， たらす、 貨殖の 家 は、 贵き 金銀 を もてい やしき 米穀 を H 稃に 

家貲 いよく 餘り あり、 しかるに 有 レ數の 金銀 を もて 無い 限の 驕 をき はめ、 有用の 金銀 を もて 無用の 费し 

ぬる 故に、 金銀 W に虚耗 しあ まねく 尺 問に 流行せ す、 よりて 粒 米狼戾 して 極めて 價簾 なれと も、 

钤民は それ を さへ もとむ る 力な けれ は、 富 民 は^に 膏 梁に 厭と も、 かたへ に は 菜 色 あろ 人 あり、 富：^ は 

常に 肥^に 飽 とも、 かたへ に は 餓死す る 人 あり、 中に 惡性 なろ 者 は、 .E から 死 を 救ん とて は 法禁を も 犯 

し、 盜賊を もす る そかし、 こ、 を もて； ％ るに、 世の 闲窮 なに 故に こ k に 及 ふなれ は、 その 木 源 風俗の 驕 

奢より 起り て、 一朝一夕の 事に あらす * されと 此六 七十 年 以前 迄 は、 ^問， たよりも 狗繁 華な りし か、 も 
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とより 驕奢 を 好む の 俗 はありな から、 儉桌 をお ふの 人 もお ほく ありき * それ をい かにと いふに、 其 比 は 

前代の 故老 あまた 國に のこりし か、 いつれ も 共 父祖 わか、 り 時より、 S 夜^ 野に 起臥して、 汗馬 野戰に 

いと. まな けれ は、 華奢 風流の 事 は 夢にも しらす、 北ハ 子孫 も 家風に 習て、 いは、 今い ふ E せ 風な りし か V」 

も、 おのっから 文なら し 質に あまり、 かりにも^な うして 實 にあつ し、 甲斐 （- しく 賴 もしく、 しかも 

まめ やかに 情 ありし * いつしか さやう の 人もう せ はて、、 在 朝の 士 太夫 世 祿に 浴し • 泰平なる ま i に、 

うき 事 を しらね は、 宴 安 をのみ 懐て、 其 鳩 毒 ある 事 を さとらす、 驕奢^^ こ、 に 至ろ も あやしむ にたら 

す、 まいて 貨殖の 家 遊 俠の徒 は、 論す る 事な かるへ し、 され は 共 弊郡縣 にも 移る といへ と、 今 とても m 

に はさす か 古風の こりて、 市 朝ミは 同し 物に も あらす、 も-、】 より 民 はおろ かにして 麁 毅 なる ま.. -に、 

大惡 をす る 人 も あり、 又は 一概にて 分別な き 程に、 難儀に 臨て は、 己 か 怒に たへ す 上に たて あふ^ も あ 

れ とも、 大 やう 市 朝の 人の 邪智を もて、 人 をた はかる やうな こ V.- はなき 程に、 おのっから すなほな ろ 方 

も ありて、 惠に感 しゃすく、 理 におる >- もす みや かなり、 己 かなり はいたに あれ は、 みっから たろ 事 を 

しる 事 をし る^ そかし、 た、 郡^た る 人、 民 を 天 ミ する の 心 を 忘れす、 歳の 豐凶 にした かひて 賦税 をに 

下し、 飢寒の 患な く、 父^. V 莛ひ 妻子 を蓄 ふに たる やうに 相 計ら ひな は 民案堵 してな かく 流離 の 愁な か 

らまし、 さる 上に て 條法を 設けて 威 刑 をし めし 遊惰 をい ましめ、 紛 奢を禁 しな は、 一郡 感服して、 好 風 

俗と なる へし、 もろ/ \- の郡縣 一統に かく ありな は、 其 風お のっから 市 朝に も 移りなん、 今 市 朝に あら 

ゆる 人數 夥し-、) いふ も： 大 下の 郡縣に 比せ は、 十分の 1 にもたら さるへ し、 それさへ 市 朝の 風 盛な.；； は、 

郡 縣 へ も 移る そかし、 況ゃ 四方の 郡縣、 备 安堵して el. 厚に なりな は、 其 風！ K 下へ 移りて、 樸實 c に 勝 * 

華 靡 日に 减 しなん、 しから は 驕奢の 風 やう やく 變 して 儉素 に復 せん 事、 うたか ひなかろ へし、 

〇 富士の すそ 野 

た i 思 ふへ し 民 は 邦の 本、 郡國は 邦の 藩屛 なり、 もし 郡縣民 憔悴 流離し な は、 天下の 勢 もこれ より 藩く 
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なる へし、 より 民 窮 して は 亂を思 ふといへ は、 郡縣危 けれ は 國も危 く、 郡縣安 けれ は W も 安し、 さき 

に 郡 縣 は治亂 のか、 る 所と 申つ るは是 にて 候、 ひとり 風俗の もと、 いふ はかりに て は 候 はす、 むかし 蒽 

廟の御 時、 あ-る 土人の 好レ舉 ありけ り、 其 人按察 使に 命せられ て、 ^内 の 郡縣を 巡りし か、 首 途に臨 rs: 

問の 師に贈 言 を 乞し に、 其^ 此たひ 道中に て 富士山の 下 を 通り 給ん 時、 よくす その を 見て ゆかれ 候へ、 

あれ 程の 山 は、 あれ 程の すそのなくて は たもつへから す、 すへ て 山 は 上より 土 下りて 下の 埤 厚なる にて 

こそ 持 候へ、 もし 上 かさ ありて 下 ほそく、 上 大きにして 下 小さく は、 忽に E 柳れ つへ し、 此度 上の 御爲を 

おほさ は、 た、 下 を 厚う する やうに 御意 得 候へ、 此 外に 申へ き は 候 はすと いひし ミ なん、 是 易の 剝卦 

の 意に ていへ るなる へし、 剝卦 上を艮 にす、 艮は 山な り、 下を坤 にす、 坤は 地な り、 これ 地上に 山 ある 

象な り、 山 は^: く 上に 位すれ とも、 下 は 地に 附て はなれす、 是山は 地を甚 本と するな り、 人の 上た る 人 

丄を剝 おして 下 を 厚う すれ は、 邦 安う して 山の 地上に 安^す るか ことし、 もし 下 を 剥：^ して 上に ませ は 

山 在 一一 地 ヒー- の 象に そむく 程に、 やかて 危 かるへ しと、 共に 付て 翁 か 愚案に て考 候に、 ：： ハ今 市井 無^の^ 

多く 府下に 介^て g の 寄 をな し 侍る、 笫 一 人家に 火 をつ けて 大害 を貽し 候、 是 大方 は 郡縣の 流亡に てお、 

WJilra 窮 して 流離に 及 身の mEI 所な きま、 に、 なにの 心當 もな く 府ドに 出 候へ とも、 ^^す へ き やうな く 

又 故里へ 歸 りても よる 方な く 候 故、 盜賊 をして 身命 をつな き 中外 はなく 候、 もし 郡縣 W 窮せ す、 父兄 鋭 

族 土着して あら は、 それらに も 勘お せられて 立の く 程の もの は 格別に て 候、 其 外 はたと ひ 府下に いて 、 

ネ 振す とも、 かな はす は： に歸 り^へ し、 身のより 所 あるに 眼前 極刑に 陷るを 見なから、 身 をす て V 

惡事 をいた す 事 ある ましく 候、 乂諸 1； より 追放 せられて 流浪す るお も、 都 縣賑ひ 候 は、、 しるへ にっきて 

たよる 所 も あるへ く 彼へ ども、 それ 右に 中 通に て^ 故、 諸方の. 忠黨 こと...^..' く 府下に まるに て货、 さ 

れは 邶縣ゃ \ ゆたかな り. & さす 候て は、 府下の 盜賊 やみ かた かるへ く 候歟、 それに 無用の 華奢 を專 にす 

る 風^に 候 故、 贵族 厚祿の 家より， すこし 時め くものに 至る まて、 下人 を 召 抱る に 今様の はさら 男の^ 形 


に 作れる をえ らふに なんあり けろ、 -ト部 にても 謹 厚なる せに、 さ： いうなる はなし、 よりて 世上： 溢し，.；； 

のと も、 宅. 2： の 側お にあつ まり ゐて 钦； f! 博奕し、 はて は醉 臥して、 多く は 失火す る を もしら す、 又；： r-：-ほ 

惡 性なる 物 は、 貨を ぬすみ 難 をの かれんと して は、 みっから 主人の. P に 火 をつ くる も ある やうに きこえ 

へ 侍ろ、 是は、 王 入た る 者の 意 得 あしき 起り 候へ とも、 aH 兒華奢 を このむ の淹 弊に て 眩、 とにかく に^お 

の 侈 を 抑へ、 郡縣の を賑 はすに しく はな かる へ し * 

〇B< 下の 寶 

されと 古より 太平 百年に 及 ひ^へ は、 人 かたは 奢侈 風 をな し 候、 今 おはみ 抑へ、 儉^ を^ん. となら は、 

節儉 廉直の 士を 撰んで 官 におし むる にあり、 號令 科條の 及へ きに あらす、 第五 倫い へらす や、 以身 敎ん 

從、 以, 言 敎> 者 ハ訟、 おお 身； 止し けれ は、 一 官 の畏愼 ておのつ からした かひ 官ぉ 正しから ね は 言語 を もて 

敎 といへ とも、 其 下 爭訟て 心服せ す、 法令 餍 下れ ミも、 いよ. 多 卓に なりて 治まり かたし、 所 設^お 

その 人に あらされ はなり、 もとより^ 政 は、 ^令 を^へから すと いへ と.、 法 は 人 を もて；：；： はろ、 なナ 

れ は法虛 しく 行 はれす、 孔子 も爲， 政.^  v<^ 人存 で" 刖政擧 * 北 ハ人亡 ノく刖 政 息との たまへ り、 翁 ある 故 

人の 家に 會 して 二 典の 文 を 論せ しか、 歷數の 事に 及 ヘリ、 翁い ふ はル曆 の法始 て^^；: に兑 ゆろ- 、.- いへ と 

後世 を經て 元に 至て 精し くな りし、 その かみ 此法 たに 具り な は、 透 和に 命して^ I せし むる にも 及 はさら 

まし、 主 入 聞て、 いやさ はいふへから す、 .太 は 運動の 物な り、 運動の.^ を もて^せ すして は、 其き さし 

の忽微 なる を覺 へす、 腾法は 一定の 物な り、 曆 法に のみ ゆた ねて、 人の：！ n 力 を もて にせさる は、 や 入 

欲 敬 天 の 心に あらす とい ふ を 聞て、 心に 銘 して ふかく 感服し き、 fK 度 は 萬 十：：. 个易 にて、 沛-^ 缩お ある 物な 

0 り、 それさへ 動物 なれ は、 定法の 及 はさる 所 ある そかし、 况ゃ 人心 變動 常な く、  ^非 互に 見へ 情 偽紛ひ 

0 いつ、 一定の 法 を もてつ くすべき にあら す、 この 故に 5： は 取 ~ けれみ も、^ 夭の 利 U は張釋 之 これ を黜く 

S 贜は 罪すへ けれ-/】 も、 ^吏の 自^ I は^^こ わ を 賞す、 魔 を 放つ を もて^ 國の仁 をと り、 卵 を 盗め- -J も 干 

さ： n 
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城の 將を すてす、 公孫 弘か 布杪 は、 儉に て！ 情の 姦を しるへ く、 郭了儀 か 奢 欲 は、 奢に 似て 汚行の^ 

を贻 さす、 もし 一定の 格に 泥ん て、 萬蠻 の^を 制せん となら は、 いは ゆる 柱に 膠して 瑟を鈹 し、 舟に 刻 

て劍を 求るな り、 いかて 變 にあ ひ宜き にかな ふへ き、 た、 其 人 を 得て、 法 を 人に ゆた ねて 行 はし むれ は 

操縦 進退 時に よりが によりて 變通 する 程に、 法に 用ら れす、 法 華を轉 して 法 華に 轉 せられす さやう の 人 

多く 官 にあり 事に 任せ は、 國政 なにの 滯る第 か あらん、 法 も 行 はれ^も 服して、 B に 治平なら むかし、 

され は 犬 下の 寶な にか 人材に 過た る 物 ある へ き、 この 故に 楚は白 衍を寶 とせす して 野； を^と すと 王孫 闹 

かいひし 事， 楚 語に 見へ たり、 梁惠王 吾^に 徑 寸の珠 ありて、 車の 前後. Hi 乘を 照す ミて、 齊の威 王に 

誇られし か は、 威 王 寡 入四臣 ありて 千里 を 照す、 何 そ 十二 乘 のみな らん やとい はれし に は、 惠 王も慚 る 

色 ありし とそ、 それに 付て 巾 も 恐れ なれと、 ひそかに 感し 奉る は  東照宮の 御 事な り、 ある 時 

一役 人闕 たる 事 ありし に、 ある 老臣に 何 かし を 代りに 仰 付ら るへ きと^し めす、 其 人から いかなる そと 

御尋 ありし に、 お、 人 はかね て臣 かもと へ 出入いた し 候 はね は、 いか やうの 人物に て 候 や 存知し 候 はぬ よ 

し を 御 いらへ を 申せ は、 御 氣色か はりて、 麾下の 多き 諸士を 、 のこらす 其ん から を しれと いは、、 わか 

誤な り、 又は 汝諸士 の 善 惡を必 しもし る へき 職に も あらぬ に 問て しらぬ をと かめ は、 わか ひか 事た ろへ 

し 件の もの 麾下 人 多き 屮 にも、 日 ころ 祿も なみに こへ て、 人に しられぬ 程の 身に あらす、 それに 汝は笫 

1 群臣の 善惡を 見聞 置て、 わか 今の こ ミく尋 ぬる 時 はい ひ 聞す る を 職と する ものな り、 いつれ に 付ても 

存知せ すと いふて さて やむ へき 事 か は、 さやう の 事と はしらて、 おもき 職 をい ひつけ 置し は、 わか 目 か 

ねち かひた るに てこ そ あれ、 よく 思 ふて 見 候へ、 すへ て 武道に 志 ふかき 士は、 家老 叉は權 柄の 人に^ ひ 

追從 せぬ 物 そかし、 さやうな る屮 によき 人 あるへ し、 その a れぬ やうに とつねに 氣を つけ 心に かけて た 

つね もとめて こそ、 I^c 爲を思 ふと はいふへ けれ、 刀 脇 さし 茶 湯 道具の 類に、 名物 埋れて あると 聞て は 

なにと そとり 出して われに 見せん と 思 ふへ し、 それ はいか やうの 名物 にても あれ 國家の ffl に；， 1 \ す、 な 
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くても^ 欠ぬ ものな り、 た、 實の 中の 寳と いふ は 人に と、 めた るな り、 これ はわれ くせの やうに 

いふ 事 なれと も、 それ をよ その 事に してう かときく 心から 唯今の やうなる 返答 を はする そかし、 さて 汝 

^かもと へ 出入す る もの はかり 立身す る 事-、. > おも は 、諸 上の 心た てあしく なりて、 權家 にこ ひ^ふ をよ 

しと せん、 され は糜 下の 士恥 をし り義を 守る は、 國 家の 元 氣 なり、 それ は 諸士の 心き たなくな o て 恥 を 

しらす、 鼻 は 曲 りても 息 さ へ い てな はと 思 ふやう になり ゆきな は、 なに 事 をす るも^ 倫に して、 お を まも 

る 心な かるへ し、 しから は 人の 元氣 うせて 死す る ことく、 國家の 元 氣衰 へて、 やかて 敗亡に^る も 難 か 

るへ きに あらす、 向後 汝等 こ、 に 心 をつ けて、 大切の^と 覺 悟いた し 候へ と 仰 ありけ ると そ、 竊に此 仰 

によりて 考 るに、 人材 を至寶 とし 給 ひ、 四 維を國 の元氣 とし 給 ふ 事 は、 誠に 國 家の 龜鑑、 宗-! g の 基本た 

るへ し、 我 朝の 人 主に、 つ ゐに此 面影に 似た る もき かす、 Til 今にす くれさせ 給 ふ 御 事と いふへ し 、巾に 

老 を 御し かり ありし 事、 とかう 申に 及 はす、 周禮 に冡宰 あり、 歷 代に 吏 部 あり、 常に 六 卿の 上に 居て 

ために 人材 を 撰 ふ を 己 か 職と す、 其 外 閥 閱の家 も、 所 識の材 を 保 任して、 朝廷に ま 進む る をポ 公と しけ 

りし か あれと 後世に 至て、 古道 日に 袞へ、 君 相と もに 是を 急務と せす、 常に 人の 贤^: をし るに 心な けれ 

は 選 擧の道 ありと いへ と、 洽聞宏 詞身言 書 判の-末 事に すきす、 吏 部た る 人 も、 身 銓衡の 職に ありと いへ 

と、 簿書 期會 さし 當 りたる 事 をのみ つとめて、 お _ の 木 職 を収失 ひし 率、 代々 もてし かなり、 ぶ や 本朝 

にお ゐて^ 倉より 以來君 相た る 人、 此 さたに 及 ふ 事 をき かす、 しかるに 此嚴 へ叩を き、 て は、 その かみの 

老臣た る 人、 たれ か 恐懼 諫 動して、 上の 盛 意に 承 順 さるお あらん、 むへ も 御 治 W 以後" 人付^ 出し 庶攻 

修舉し * 文明！ = に 開けて、 天下 泰平の 化に 俗せ.. さろ はなし、 是皆 

柬 照せ I： の 御邀澤 にあら す や、 日夜 奉い 仰も餘 り ある へ き 率な り 

〇 風俗 は 政の ffl 地 

しかるに 天下 國 •：¥ に は、 風俗 V) いふ 物 はかり 犬 切なる はなし、 君 上の 威 は 天の 如く、 其 恐る へ >w は^の 
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如し、 たれ か 北；；： くへ き なれと も、 世話に 大勢に 手な しとい ふやう に I  ！, はの ほ^に は 勝 かにし、 さる 程 

に號令 法度 も、 それにて 一 過 は改る やう なれと も、 っゐに 風俗に け をされ て、 おまねく 下へ^ しかたく 

なかく 末 まて 遂 さる 程に、 た、 局面 はかり 取^て、 はて は 風俗の なりに なりて やむ そかし、 たと へ は 風 

俗 は m 地な り、 政は穀 種の 如し、 たと ひ嘉榖 の 種 にても、 地 こしら へ あしく して は、 そた ちかた し、 ，て 

ハ如 くお 政- U 法と いへ とも、 風俗と、 の はすして は 行れ かたし、 穀^の そた、 ん.； ^を 欲せ は、 地 こしら 

へす るに しく はなく、 政令の 行 はれん 事 を 欲せ は 風俗 をと、 の ふるにしく はなし、 され は 風俗の もとは 

人^の 身に. あり、 人君た る 人、 身 をお さめて 下 を 化する とい ふ は、 古 今 不易の 返な り、 人君の 身お さ. * 

ら すして は、 下た る 人な に を 目^にす へき、 しかれ-、) も 十； 1 より 善恶 ともに 久しく 堅 ま.^ て、 世の 風俗と 

なりて^に は 改まらぬ 物 そかし、 屮に惡 に 移る はやす く、 善に 柊る は 難き^: なれ は、 今風 俗 を改ん とな 

らは、 た、 あしき かたへ ゆかぬ やうに つなき たもつに あるへ し、 是を 風俗 を 維持す とい ふなり、 風俗 を 

雜持 する. $ は、 君 I 人の 力に て は 及 かたし、 ^の 執權を はしめ、 もろ/ \官5 として 群 下の 上に をる 人 

各 君の S をう けて 身 をお さめ 行 を 慎て、 人の 乎 本 5 なるやう にたに あら は、 北 (下にた つ 人、 おのっから 

恐る、 率 あり 恥る こと ありて 法令 もき くへ き 程に、 風俗 も改 りて ゆく へし、 今の 钾 代 

にに は儉尜 を 尊 ひお はし まし、 で頗も 御榮耀 なき 事、 天下の しりた る ^たれと も、 末々 の 驕奢 はい また 

やます、 おに 聲色を 遠 さけに わ、 ^^御 政事に 御..： しを^. ひるれ とも * 末々 の^ 佚 はい また やます、 され 

ま 

上の 御 盛ぬ は、 翁つ かれ 數 ならぬ 身に さへ、 常に 仰き 奉る 事 なれ は、 まいて 歴々 諸 役人と して、 た わか 

上の 御 ほ をう けさる 人 あるへ き、 さ こそ 各 油斷は ある まし けれと も、 久しく.；：： K へ來 りたる sgw= なれ は * 

かく あるに て や あらん かし、 萬 治 寛 文の ころ かとよ、 ^に 鶉 はやりて、 贵富 豕^ によき 鶉々 瞵リ もと 

めし 程に、 其 偎 しきりに 蹄 貴し けり、 阿部^後守 忠 W も北ハ ころ 鶉 をす かれて、 常に 能 を^ 側に おて なか 


:b! てきかれ けり， それ を さ, o 列 侯なる 入き、 て、 其 ころ ゆに かくれな き を 2!： 偾 にても とめて、 ある 宵 

醫を もて， ちかき ころめつ らしき 鶉 を もとめ 得て 候、 御 慰に 進した きょし をい はせ けり * その .fssal! ^州 

の もとへ 來て其 旨 を 達して、 御 もら ひ 候 は、 さそ よろこ ひに て あるへ く^とい ひけれ は、 IW: 州き かれ 一し 

先へ よく 意 得て と はかりに てと かくの 返^な し、 しはらく ありて 近お の もの を 呼て、 §| おの n をみ な 庭 

のかた へむ けよ と ある 程に、 みな 外へ むけ、 れは、 K 口 をの こりな く あけよ と ある^に、 ^あけ、 れは 

0,h す 籠 をいて、 とひさり ぬ、 かの 官醫は て不恭 にお も ひ、 久しく 御 乎 馴し^ に て 乂 -乂^ り K L2 や と 

いへ は、 豐州 いやさに て はなし、 今 ：= より 殘らす 放ち やる にて 待る さて 序な から 屮す、 某 ことき h の 御 

成 光に て 人に しお も はる- » 身に て 物 はすく ましき 事に て 侍る、 某 この ころ ふと 鶉 をす き 候へ は、 はや 

さやう にき こ ゆる 人 もお はし 候、 向後 はふつ と 鶉す きを やめ 侍る へしと いはれ しか は * かの (に^も P 持 

なくみ へ しと そ、 わか 教寄 たる 事 はやめ かたし、 人の 志と てた ま/ \- 贈る 物 は" もら ひても？ てお 乙 へ き 

を 上の 御爲を 忘ぬ よりして、 かり 初の 事に も， 世の 風俗へ も 移り、 わか 權威 にもなる やうの^-はか たく 

つ、 しまる、 程に かく ありけ り、 其 外 同し きころ 執 機の 泶は、 いつれ もつ ゆ 身に 驕 なく、 橫に ほこ。 す 

なに^も お ほやけ に 沙汰 せられし 程に * 其 風. トに 移りて、 末々 の 役人 まても 廉潔 な 乙 入 ありて ^ 俗 

を 維 待せ しそ かし、 されと 翁お も ふに、 風俗の 上より 下へ 移る はさる 事に て、 又 下より 上 へ も^ろに て あ 

りナ り、 ヒ とゝま ト- より 下、 移る は、 水の 源す め は 下流す み  >  源 獨れは 下流 獨 るか ことし、 下よりに へ 

移る は、 下流 泥 塞 すれ は、 其 泥な 上へ 推の ほせて、 漸々 上流に 及 ふか 如し、 今 富 商大 賈の 子お、 武ん 

史 Q 悪 黨、 其 外 市井 無賴の 徒、 口 夜 娼家 戯場を もて 家と し、 酒色 博奕 を もて 事と す、 其 風上へ 柊り て、 

列侯邯 守の 身に て、 ひそかに 娼家の 遊 を 好む も あり、 士大 夫と いはる- -身 にて、 きそ ふて 風 を^ 

き 

. ふ も あり、 是皆. 卜より.！.； へ 移る にあら す や、 今 此流俗 を 正さん となら は、 いよ； ^上に たっ^: k をみ^ 

して^ を 澄す こと もとよりの 事に て、 又 下に あ <-K:& 黨を搜 決して、 下流の^ を 浚 ふへ し、 しかるに 今 比 

話 
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屋の 賤民と も *  n ころ 府廳へ 手 遠き 程に、 たと ひ寃告 する^ ありて 官へ訴 へん ミ しても、 大 かたは 口上 

拙く、 禮篛を しらね はに はかに 府 廳の晴 なる 所へ いて、 は、 事の 子細 をく わしく 陳 する 事 あた はす、 そ 

れに 下吏い さ、 か 推恕の 心なく 威勢 を 募る 程に 少し にても 無調法なる 事 あれ は嚴譴 せられ、 I 言 にても 

；: 上 相違す る 事 あれ は 詰問 せらる、 よりて 我に 卜 分の 现 ありても、 府廳へ 訴るを はなはだ 難事と す、 そ 

の 上府廳 はた、 一 所に て、 四方の 訴は 日々 に かさなりて 山の 如し、 中々 手お よ ひかた く、 たと ひ 輕き專 

にても、 滯 りて 多くの： n かす を經る 程に * 其 間 比隣 什 伍相與 にた ひく 廳へ 召^ さる、 一 ig の わ つら ひ 

となり、 費用 も か、 る 故に、 それに こりて、 大 かたは 下にて 無爲 にす ます をよ しとす、 かくて は姦 賊惡 

黨 いかて か國 にたへ ぬへ き、 所詮 府廳手 遠く、 又は 訴る 事た やすから す、 むつ かしき 故 そかし、 个姦惡 を 

浚 治せん となら は、 方々 にあ また d 廳を たて、 囹圄を 設け、 人 を 擇て其 長と し、 その 手 寄く に 幾 街と 

各 受取の 限 を 定め、 すへ て府 廳に屬 せし むへ し、 さて 什 佤の法 をい よいよ、 嚴 にし、 比隣 i に 相い まし 

めて. 善 をす、 め惡を こらし、 もし 2： 根に して 人の 言 を 用 ひす、 衆目に あまる 程の 悪め る^: を はたと ひ 

其 人國家 P 法 をお かす 事 はなく とも、 すみやかに その 手 寄の 監 司へ 告 しらする やうに し、 其 場に て焱議 

の 上、 I： 科なら は當 座に すまし、 ^科なら は 禁獄 もいた させ、 追て 命 議の趣 を 委細に 具狀 し、 共 入を倂 

せて 府廳に 遣して、 廳主 の處決 を 仰く へし、 しか あら は 府下の 人家な に 事 にても 官に逹 する に、 府廳に 

至る の M 力なく、 苻廳も 小 廳の成 獄を受 て 聽斷せ は 日々 應對 簡易に して、 下より 訴る事 も、 壅滯 する の忠 

なかる へし、 それの みならす 下の 悪黨鄉 g の 間に 隱る へき やうな く、 人 々庸行 をつ、 しむ 心 も出來 て、 

急に 感服す る 事 はなく とも * 而^に は 至りなん、 かくして 時 月 を經な は、 風俗 も漸々 改 りぬ へし、 た、 

{：：： おた る 人、 大 かた 無事 を專 にし、 姑 を 安ん し、 其 下 を 治る に、 公法 を さへ 犯さね は、 兄 ゆるしき、 

のかす をよ し A す、 それにて は 風俗の 改まる へき 期 もなかる へし、 もし f 曰 一の 料簡に てい は、、 風^の 

r 迂遠なる やうに 聞 ゆれと も、 翁 はふ かく 恐れて、 國 政を妨 け、 士風を 敗る の もとは、 こゝ にあ 


訪银^  5 ま 


りと おもへ り、 腐儒 迂 潤の 故 態と やい はん、 しかしな がに 祀阈 憂レ 天， の 愚人と もい ふへ し 
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駿臺雜 話卷三 

〇 天下の 天下 

^過 夏 来て 日 もやう くな かきころ、 天氣も 折から 淸和 にて、 庭の 綠樹 もしげ リぉ ひつ 、， ^に まさる 

とい ひし もさる 事と おも はす" 翁 か 舞の わ つら はし さも" や、 こ、 ろよ く资 へし か は、 ひと. リ明 窓の も 

とに 卷を ひろけ て、 古今の 事 を 解觀 し、 いと 感慨 ふか、 りしに、 いつも 見馴し 心し" の 人 さへ あまた 問 

來て、 かたみに 書 を 講じ 文 を 論じて、 日 をく らしけ るが、 座中の 人々 いか、 忍 ひけん 於！？ 前-土： 小レ 忘と い 

ひし を、 翁き、 とがめて、 各 申さろ k 如く、 只今^ 下^ "个 なる か 故に、 ^にある^ 德ぉ 位の 人 は" もと 

より 親 を 親と し^: を 賢と し、 我等 ことき^ もな く 位 もな きい やしき 身まで も、 樂を樂 とし 利 を 利と して 

俊游 して 卒レ歳 は、 こ れ 泰平 の餘澤 にあら す や、 歐陽 永！ a 一 s 樂^ 記 を 著 して、 宋の 太^ W ： お ノ  S を 定め 

て、 天下の 人 をして ゐ なから 百年 泰平の 樂 みに 安ん せし む、 た わか 共 恩の ふかき を しらむ とい ヘリ、 〈お 

も 亦お も へ らく、 

* 照 {H 風に 櫛り 雨に 沐し、 御 I 生の カを盡 し、 撥亂反 •  止し 給 ひて より、 今 百；？；. S 年に 4 て、 干戈 動かす 

四海 浪靜 かにして、 天下 泰平の 化に 浴し ぬ、 又 誰か 御 恩の ふかき を 戴か さる、 然るに ゆ， 等 ことき いやし 

き 身に て 申す は 恐れ あれと も、 上の 御盛德 をのへ て^: に 傳へ廣 る は、 懦臣 のせ ャ なれ は、 さして ふかく 慄 

るへ きに も あらす、 それにつ きて、 御 盛徳 の^お ほき 屮に * 日 ころ ふかく 奉レ感 て、 あまねく 世に しらせ 

度と おも ひ 侍る 事 あり、 今 各の ために 語り 侍る へし、 天下 は 天下の 天ド、 I 人の-入 下に あらす とい ふ 事 

は、 六韜の 書に いて、、 天下の 君た る 入 は、 常に 忘る ましき^ にて^、 お 萬 川-不^: の 名-; すへ し、 

六 一 九 


ST?    W    W:  E? 


  六 二  o 

されと 中國 にても、 三代 を 除て は、 およそ 創業の 君、 大 かた 犬 下 を 得る を 我 一人の 樂 として" ^下の 天 

下と する はなし、 むかし 明の 太祖 創業 S はじめ、 屮 山^ 徐逹、 軍屮 にて 病 を 得る」 聞 給 ひて、 いそき 召 

かへ し， ^翳 を 召て いろ く療 治せられ しか ども、 終に かな はさり しか は、 太祖 自 から 山川 社 禝に禱 て 

今數年 徐逹か 命 を あたへ 給へ、 さるに ぉゐて は、 達 か 死 せん 時、 朕 か 命 も 『度に とり 給へ と 神に 告 給へ 

り、 太祖の 諸 將徐達 を 第 一 ミす、 天下 を 平お する の 功、 徐達 にしく はなし、 此時 天下 甫 定まりて、 達 先 

^しわれ ひとり 殘 りて 泰平の 樂を享 るの 本意な き 事 を かなしみて、 せめて 數年 天下の 安き を 共に して、 

死な は？； IS ともに 死なん ミ、 わか 命 を かけて 祌に ちかへ るなる へし、 翁 明の 史錄 を讀 て、 こ、 に 至て 歎息 

してお もへ り、 古より 眞主は 別の 事な り、 馬援か 光武 を 見て、 帝王 有レ眞 とい ひし、 むへ さも あらん かし 

もとよ U 徐 達が 死す る 時、 天下す でに 明に 歸 して、 家 嗣も走 まり、 社禝も 同く、 たと ひ 太祖-: i じ 給 ひて 

も、 そこに 危き 事な き 程に かくは Q 給し そかし、 されと 天下 を 得て は、 なかく 存命して、 わか 身の 樂を 

きわめむ とこ そ 思 ひ；^ へきに、 功 ほの 死 を かなしみて 死 を 同う せんと 禱り給 ひしに てし りぬ、 あながち 

に 一人 下 を 得る を もて 樂 とせす、 なにと て 天下を 得る を樂 とせざる といへ は、 其 心 はしめ より 天下 を 天下 

の 天下. として、 一人の 天 下と せね はなり、 漢の 高祖 光武な とも 同し 規 摸なる へし、 此 大器 量なくて は fK 

下 を 得が たし、 もし 小兒 のめつ らしき 玩物を 得て、 いつも 身 を はなさす、 人に ミら れんか-こ 氣っ かひす 

る やうに て は、 たと ひ 天下 を 得ても、 やかて 失 ふへ し、 奏の始 皇楚の 項 羽、 我 朝に てもち かき 比、 信 長 

秀吉を もてし るへ し、 いつれ も 不仁に して 天下 を 失 ふ はさる 事に て、 しかしな から 天下 をた もつ 器量に 

非ず され は、 古人 も 深山-有 レ寶 無レ 心- ぁ 資 i 一 者 得レ 之と はいへ る そかし、 天 正 十四 年の 事 かとよ、 ぉ湫合 

戦の 後、 

來照宫 すてに 豊臣秀 吉と御 和睦 ありし か、 秀吉使 を 遠州濱 松へ つか はし、 ト： 洛と號 して 大 坂へ 御來會 を 

す、 めら^ しかと も、 抑 同心な かりし か は、 頻に 使. 米る 眾 數 度に 及て やます、 それにても なを 御 E 心な 


かりし か は、 秀士 C 母 氏 大政 所 を m として、 御 出駕 を 請れ しに、 御せ 案 ありて， 御に 洛 あるへ きのよ し仉 

出されし を、 群 臣 危き 事に おも ひて、 いづれ も 一 同に. E. 上け る は、 もし 御 上洛な きを 秀古 いかられ、 鋅 

^"に 及^と も、 もとより 御 弓矢の つよき は 巾に 及 はす、 それに 一命 をす て、^ き 候 は、、 0^.Hfi 

の 兵-、. "い" とも、 心 やすく は 敗れ 候 まし、 それに 只今 危き 所へ 御 越 まします^ あるへから すと て、 達て 

と、 め 奉りし か は、 その 時い つれむ 巾 通に て 候、 秀. Hn の 威勢に おそれて 上 浴 せんとい ふに は あらす、 よ 

くお も ふて 見よ、 天下の 兵亂 久しく 打續 て、 此比 まても 千 戈お さまら す、 都鄙 安堵せ さるに あらす や、 

此 l 兩 年の 間、 漸く. 大 下靜謐 にむ かひつる に、 某秀亩 L< 鋅擗 におよ ひな は、 义 爭亂始 りて； 大 下の 大難に 

なりぬ へし、 もし 上洛して 不慮の 蠻も あら は、 其 時 は 大 下の ために 命 をす てんと 覺 悟した る そ S 仰ら 

^  ：! か は、 群臣み な 肝に 銘 して、 とかう 申 上る に 及 はさり しミ そ、 岡 崎 を 御 竹途の 時、 井伊 本 多に 御身 

後の 事 まて 仰お かれ たれ は、 御自身に も危 しとお ほしめ さ、 るに も あらす、 そわに おもき 卿 身と いひお 

しき 御 命 を もて、 天下に 代らぬ と 仰ら れし御 一 言の 誠 は、 一 入 人に 感 通す へし、 それ故に こそ .ゾ 、命 人心に 

御 かな ひ ありて、 天下 をた もち 給 ひし そかし、 され は 明の 太祖ば、 命 を かけて 功 はの 死 を敉 はんと^ リ 

給 ひ、 

東 照せ；： は、 御 命 を かけて、 天下の 難を濟 はんとお も ひ 給 ふ、 御 器量の 大きにして、 いは ゆる 寶に 心なき 

は 同し 率 なれと も 御仁 心の 深厚なる は、 恐らく は 太祖のお よ ひ 給 ふ W にあら し、 いつの 比に か ありけ む 

ある 人の 家に て、 

東照宮の 御 軍功の W なミ 語り あ ひし か、 共 序に 主人 こ の^统？ りいて、 其 忝け なさ を 思 ひとり、 お 主と も 

にお ほへ す 落^に およ ひに き、 しかるに 兵家 者 流、 乂 は^の 智謀 を 好む お * 是 等の 事 を 聞て は、 主將人 

、：： ：- を攪 Q かしこき 謀と おもへ り、 常に 權詐 を尙ふ 心より 見れ は、 さいふ も 似合た る 評議と はい ひな 力. し 

是非 もな き 事な り、 さやう の 入の ために は 語る へからす、 


h,1,  »  'も m. 


  六 ニニ 

〇 直諫 は 一 M より 難し  . 

さ 1 は 古より 倭漢 ともに、 釗 業の 君お ほく は 天 F とお も ふ 故に、 天下 を 得て は、 榮華 をき はめ 名聞 をつ 

とめぬ はなし、 しかるに 天下 を 御 一人の 私物と おほしめ さぬ 故に、 御 治世の 後 も、 いさ、 か 御身の 御榮 

荜を まお ほし よらす、 た-天^.' の爲に 御^ 慮 を勞 して、 なかく 燕赏の 謀と 貽しを かれし か は ^随 势洽 

御代 を 逐て昇 平なる そかし、 關ケ 原御陣 以後、 いつの 比に か あり けん、 山 岡 逍阿彌 前^ 半 入な と 御前に 

おおし、 御 閑話 ありし に、 天 下 をし ろしめ さる、 御身に て は、 なに、 て も 世に まれなる 事 を あそ はしお 

かれ 候 は、、 なかく 御名 も 造る へく 臉、 それ 故 太閣も 大佛を 建立に て 候と 兩人巾 上け るに、 各 申 通 大邠 

^ま 末 0 世 迄も殘 り、 .^ra の 名 も 俥る へし、 されと 我 は I 方の 名 を 殘す事 をお も はす、 た、 iKT のた め 

になる へき^ を 工夫して、 後嗣に 貽す外 はなし、 ： ^大怫 殿い くつ ^立した るよりも ^るへ しとお も ふと 

おありし とそ、 さて 兩人を は、 おろかに 淺 はかなる 事 を 巾す とこ そお ほしめ しけめ と 恐れな から も、 

おしはかり 奉ら るれ、 かの 朝蚱を 征伐して、 お ほくの 人 を 殺し、 火怫 を；. S 立して 多くの 財 を 費し ぬる は 

天下の 害に てこ そ あれ、 國^ のためにな にか 絲毫の 益になる 事 ある、 た、 愚人の 耳 をお とろ かす は 力 

りこて、 少し、 レ ある 人 は、 いまの 世 迄 も 雇 をし はむ る そかし、 しかれ は 末の世に 名 を 0 こすと ぃハ ，-」 

なかき 譏 を 招くなる へし、 しらす や 今日 光の 御廟、 屹 として 泰山の ことく、 國々 まても 奉祀して、 仰き 

奉ら さる はなし、 おこ そ 永代 不朽の 御名 譽 とはい ふへ けれ、 それに^して ひとつ 感し 奉ろ へき は、 かく 

はかり 古今に 俤 出し 給 ふ 御 事に て、 御 在世の 內、 御自身の 聰明に 傲り 袷 はす. 常に ド のい Mm を 納めさせ 

拾..； j こそ、 S3W の御睃 明と も 申 奉る へ けれ、 古より 人君の 德を 論す るに、 詩 をい る、 を 本と す およそ ゾ 

產入こ あらされ は必 過失 あり、 たと ひあしき^ ありても 諫を いるれ は、 ^掼 の. おの 袖藥 を受 るか ことし 

お^おもし といへ と、 よく 治す るの 頼 あり、 いかほと よき^-ありても、 諫を ふせけ は、 ^損の 疾の 初， 

を受 さる かこ ミし、 し V〕 いへ と、 不治のお それ あり， しかれと も 英明の 君の くせ，」 して 好て自 か 


ら ffl る稃 に、 下の K 言 を かく 忌に くめり、 もろこしに てはい つれの 代に も、 諫議 -巾.：.. になとの 官を たてお 

きて、 求レ諫 要と すれと も、 多く は 其 名 はかりに て、 直言す る 人 は 返き やすく、 阿諛す るん はす、 みやす 

し、 よりて 上に^ 擧 あれと も 改めす、 國に閱 政 あれと も舉 せす、 是占 今の 通忠 なりき. いはん や 我^ 武 

家の 代に なりて、 上 は專に 武威 を もて 下 を 制し、 下 はた、 勇力 を もて 上に つか ふ^^^ り やすく、 下：^ 

fp~ しかたく、 國事 日に 非なる 事、 もと 、して このよし なり、 しかるにに F ともに これ を簡耍 の 事と 思 ひ 

よる 人 ある はまれな り、 こ 、に 

東照^、 兵 亂騷援 の 間にお 出 まし/ \- て、 常に 言路を ひらき、 下情 を 通^る を 御 心と し 給 ふ を そ、 人 今 

にす くれた まひた る 御 事と 屮 へし、 遠州濱 松の 御城に 御座な されし 時、 ある^ぶ 多 佐^ 守、 井に 外^の 

者 三人、 御用の 事 ありて 御^に 召 出さる * 御 S すみて、 一 1 一入の 者 は 退出し ける か、 巾に 一人 御前に て^ 

かみ 袋より 筆記の 物 二通 取 出し、 自身に 御前へ 持てさし あけ^-り、 それ はなに そと 御尋 あわ は、 日 ころ 

1 のさし よりに 候 事と も 書付 をき 申 候， は 、かりなから 萬に ひとつ も 御意 得に もなる へ きかと 存 Pil. 」 

さし 上 候 よしを 申 けれ は、 それ は 奇特なる 心 入 かなと 御感 なされ、 渡 守 はき、 て もく るし からす >  そ 

れ にて よみてき かせよ と 仰ら る、 程に、 數筒條 ありし を 段々 よみけ るに、 一 筒 ほ をよ みお はる 度 ことに 

尤なる 事と 御 あいさつ ありて、 其 筆記の 物是 へと て 御 取 あそ はし、 さて 仰ら れけ乙 は、 & に 限らす 此後 

も存 しょりた る^ あら は、 少しも 遠慮なく いひき かせよ と ありし かは^ 聞と、 け あそ はされ、 かたしけ 

なく 存し 奉る と 申て、 御前 を 立け り、 共 後に 佐 渡 守殘り 居け るか、 さても 彼お 卒. S なる： lz かたに て^、 

それに 一箇 條も 御用に 立. m- へきと 存 すろ 事 は、 きこへ 申さす 候と 巾ト： けれ は、 御^ を ふらせ 給 ふて， い 

やとよ さして 用 にたつ ほとの が はな けれと も、 其 身 相應の 思案 をつ くし、 內 々^付^て 我等に W せん-、. - 

おも ふ 志 は、 なにより 奇特なる 事 そかし、 其い ひ 上る 事、 用に たて はとり、 W にた、 ね はとらぬ 迄に. て 

こそ あり、 卒爾なる しかたなと^-いふ へき 事に は あらす、 惣 して 卜： も 下 も、 我 身の あやまち はしらぬ も 


铰 一- 


I  l ノ  二れ 

のな り、 されと 小身なる 者 は、 心安き 友達 傍輩な と あれ は、 たか ひに 身の上の 惡き事 をい ふて 吟味 もす 

る 程に、 意よ て改る 事お ほし、 ^は 小身の 益な り、 大身なる もの は、 友達 傍輩と 出合て 心安く 語る とい 

ふ 事 もな け はは、 常に 出合 ものと て は、 家 i£ 所從 はかりな り、 それら は大 かたの 箏を は御尤 とならて は 

いはぬ § に、 我 過 をし る へ き やうな し、 しらね は 改る心 もっかす して 打 過る のみな り、 是は 大身の 損と い 

ふへ し、 古より 富贵 なる もの、、 國を失 ひ 家 を 亡す は、 大 かた 我 過 をい ひき かする ものなくて、 自身に 

する^ をよ きと はかりお も ふ 故な り、 しかれ はわ か惡事 を 告知す る 者 は、 大切に 思 ふ へ きに あらす やと 

卬られ し を、 お 渡守ラ け 給り て覺へ 15 ける か、 あるとき 嫡子 上野 介に 語りき かせ、 上の 御 思慮の ふかき 

に そへ て 御仁 厚なる 事 をい ふて、 落淚 におよ ひしに、 上野 介き、 て、 其 人 は 誰に て 候つ る、 其 申ヒ候 事 

はいかつ、 うの 事に て 候 や と 尋られ けれ は、 佐 渡 守 上 野 介 をし かり て、 た、 上の 思 召の 結搆 なる^き m ん J 

へし、 共 入の 名 も、 その 申 上し 事 も、 汝き、 て 何に せんとお も ふそと て、 いひき かせさり しと そ、 上野 

ト年 わかこて、 其 人 を 朝け る、 しにて おかしく e 心 ふて、 名 をき、 其 事 を き^んとい はわし を、 佐 渡 守 AMg?. 

して、 おさ へられし なる へし、 其 後 駿府の 御城に 御座な されし 時、 御 側に 侍 座の 衆へ 上意 ありし は、 人 

君 はよ き^ 老を 持へ て 事な り、 我 常にお も ふに、 、王 君の 惡事 ある を 兌て、 主君の 怒 を も かへ り 兌 す、 諫 

言 をい る V 家老 は、 戰場 にて 一 番鎗 をす るよりも、 遙に まさりた る 心 はせ とい ふへ し、 せ (子細 は  >  敵に 

向て 勝負 をす る も、 身命 を か は ひて はならぬ 事 なれと も、 必 敵に うたる へきに も あらす たと ひ 討死して 

も、 W に 名 をの こし、 主^に もお しまれ ぬれ は、 死しても 本望なる 事な り、 又 敵 を 討 取 ぬれ は、 主君の 

^にあつ かり、 恩賞 を 得て 子孫に も傳ゎ は、 戰 場の はたらき は、 生死と もに 心に いさみ あるへ し、 それ 

と はち かふて、 主君の 無道なる をな けき て、 しはく 直諫 すれ は、 忠言 耳に 逆 ふ 習に て、 主君の 心に あ 

よぬ 程に、 常にい とひ 嫌 はれて、 た、 禮貌 にて あ ひしら はれ、 H に 疎遠になる ものな り、 それに 新迆容 

^の詞 ひもの 共、 件の 家老 を 事に ふれて 讒 する 程に、 曰 を 逐て卞 せの： ！n 兌せ あしくな りて、 何 をい ふて 


も 用ら れす、 其 時 はいかなる 忠 ほ も 退屈す る 故に、 或は 病 氣と稱 し、 或は 致仕 をね かふて、 .ぉ を 引退く 

分別す る そかし、 然るに 主君の 氣に 背く にも かま はすいく た ひもす、 みいて、 極諫 しな は、 主君 怒 を 招 

て 手 討に する か、 又は 押 こめて 出さぬ やうに する にて あるへ し、 それ を 露 も 心に かけす" た、 わか 報國 

の 志 をつ くして、 終る は 世に ありかたき 忠臣と いふへ し、 是に 比すれ は、 戰 場の 一番 鎗は K て やすき 道 

理な りと 仰ら れ しとなん、 誠 は 萬 世 御子 孫の 御 事 は 申に 及 はす、 すへ て 人君た る 人の 永き 鑑戒 となる へ 

き 御言 葉 ともなり、 

〇 杉 田壹岐 

是 によりて 思 ふに、 陷レ陴 先登す る は、 難き やうに て 易く 犯レ顏 直言す る は、 易き やうに て ％ し、 然るに 

古今 君も臣 も、 陷レ陣 先登の 功 を 貴 ふ 事 を はしれと も * 犯 レ顏直 一 百の 忠を 蜇ん する 事 を はしらす、 され は 

君たり 臣 たる 人、 いつれ も 

東照宮の 上意 を 忘る ましき 事な り、 寬永 のころ、 越 前 故 佧豫守 殿の 家老に、 杉 田^ 岐と いふ 者 あり、 も 

と は 足. 輕 なりし か、 其 身の 材を もて 微賤より 登庸せられ、 厚祿 をう け 國老に 列し けり、 5： 豫守殿 ^ 勤に 

て 一 年 在. y 戶 の內、 費 W 過分な りし を 常に 前年より 支^して、 用度た る欉 にしけ る は、 ひとへ に 壹岐か 

功な りしと かや、 それ はさる 事に て、 常に 犯レ顏 直言して * 君の 過 を 匡救す る 事 を 忘れす、 ある 時 ^豫守 

殿在國 にて 鼈 狩し、 晡 時に 及て 歸城 あり、 ^老 ともい つれ も出迎 しに、 豫守殿 ことの 外氣 色よ ろしく 

家老 ミ もに 對 して、 今日 わか 者ミ もの はたらき、 いつにす くれて 見へ し、 あれに て 萬 一 の 事 も ありて、 

駿〗 出陣す る も、 上の 御用に もた つへ しと 覺 ゆる そかし 其方と も、 承て いつれ も よろこ ひ^へ と ありし か は 

一 家老と もい つれ も、 御 家の ためなる により 目出度 御 事に て 候と いひし に、 壹岐 一人 末座に ありけ るか、 

默々 として 罟 たりし を、 何と そい ふかと しはらく 見 あはせられ しか、 こらへ かねられ、 ^岐は 何とお も 

一 ふ- /.- ありし に、 其 時 壹岐、 只今の 御意 承り 候に、 は k かりなから 歎 かしき 御 事に 存し 候、 常 咔士共 御^ 

話厂 I  , 

一   六 二 五 


話 雜臺駿 


  ぶー 一六 

野な との 御供に 出 候と て はさきに て 御手 討に なり^ はんも はかり かたく 候と て、 妻子と いとま 乞して， >; 

わかれ 候と 承り 候、 かやう に 上 をう とみ 候て 思 ひっき 奉らす 候て は、 萬； の 時 御用に 立へ き ミ は不存 M 

それ を 御存知な く頓 もしく 思しめ さる、 との 御意 こそ、 おろかなる 御 事に て^へ とい ひし か は、 伊豫 {寸 

殿 大きに 氣色 損し ひれ は、 何 かしと やか やい ひし 者、 伊豫 守 殿の 刀 もちて 側に 居たり しか、 ^岐に 座 立 

候へ とい ひし を壹岐 聞て、 其 入 を はたと にらみ、 いつれ も は 御鷹 野の 御供して し V さる を逐 てかけ 廻る 

を 御 奉公と す、 此壹岐 か 奉公 はさに て はなし， いら さる 事 申^な 7) て、 ^ ま、 脇 指を拔 てうし ろへ なけ 

すて、 ^豫守 殿の そ はへ 進みより、 た、 御手 討に あそ はされ 下され 候へ、 むなしくなからへ 候て、 御 運 

のおと ろ へ させ 給 ふ を 見 候 はんより は、 只今 御手に か k り 候 は、 責て御 恩の 報し 奉る 志の しるし-, こ存し 

^はんとい ひて、 頸 をのへ 平伏しけ る を 見 給て、 なにと もい はて 奥へ いられけ り、 其 跡に て、 外の 家老 

とも壹 岐に むかひて、 御爲 をお も ひて 申されし は尤 にて 候へ とも、 折 も あるへ き 事に て 候、 今日 御鷹 野 

より 御璣 嫌に て 御歸り ありし に、 御氣 さき を おられ 候 事 は 遠慮 も あるへ き 事に こそ ミ 云し を、 壹岐 君へ 

練 を 申 上 候に、 御機嫌 を考艮 て は、 よき 折と て はなき 物に て 候、 今日はよ き 序と こそ 存 候へ、 其 上 某 事 

は、 御 取 立の ものに て 候へ は、 各と はわけ のち かひた る 者に て 候、 御手 討に あ ひ 候ても^ 分の 事に て 候 

とい ひひれ は、 諸家 老各感 しあ ひける、 さて 家に 歸 りつ、、 切腹の 用意して^ 命の 下る を 侍け るか、 日 

ころ 糟糠の 妻の ありけ るに むか ふて、 そこにい ひ をく 事た、 ひとつ 侍り、 御身 は 女の 身 なれ は、 直に 御 

恩 をう けたる にて はな けれと も、 我 御 厚恩 を 荷 ふ 故に、 足輕の 妻と いはれ し% か、 今歴々 の 妻と て、 大 

勢の 所從 に！； 繞 せられし は、 かきり なき 御 恩に あらす や、 しかれ はわれ 生害 仰 付ら る、 跡 にても、 た、 

朝夕 今迄 S 恩の 有 かた かりし 事 を 忘れす して、 かりにも 上 を 怨み 奉る 心 あるへ からす， もし 女心に て、 

我 分の ものうき につけて、 上 を 怨み 奉る やうなる 事 を、 言葉の 末に もつ ゆ をき な は、 黄泉の 下 まても ふ 

かく.^ と ふへ しとい ひける、 さて 今や ミ 待け るに、 夜 ふくる 程に 人 來て門 をた、 きし か、 召 ある ま、 


登城す へしと なり、 さて こそと おも ひて 登城し ひるに、 すぐに 寢 所へ めし 人、 A 方か^: いひし^-心 にか 

、りて 寝られぬ 問、 夜お なれと もよ ひつるな り、 わか あやま リ たる 事 はと かくい ふに 及 はす、 ^方 か 心 

さし を ふかく 感 し^ふて 滿足 する-、. -の 事に て、 直に 腰の物 を 賜りし か は、 壹岐も 思 ひ 寄らぬ 事に て、 お 

ほへ す 落涙に 咽 ひつ、 拜 賜して まかり 出け るミ そ、 此箏 翁加贺 にあり し 時 越 前の 人 ありて おりし か、 今 

おもへ は此杉 田な し」 こそ 束 照^の 仰ら れし 世に 有 かたき^ 老と いふへ し、 ^に 1 番 給よりも 難き^ にあ 

らス 力し 

〇作大 膳 

され は 功- 3 なる ほ は， 人君の 心に かな ひて、 常に 任 £ せら るれ とも、 大切の 事に は >  剛^なる 人なら て 

は W にたち かたし、 それに 付し おの 杉 田^-、." はち かひた る 事 なれと も、 序な からかたり 诗 るへ し、 大 5. 

冬 ^陴ハ ^ に 、 ±： 桐.^. 止 攝州^ 木の 城に 據て 御 味方 いたせし に、 柴山小 e ハ衞か 泉 州 If にお 广 ， ぶ龃 なりと 

間て、 ^近く 味方の 急難 を 兑 捨て は、 御^方 屮 たる 甲斐な き 事と あ も ひ、 ^木の 城へ 引と り ：- 所に なら 

んミ て、 手下の 兵 少し 引 わけてつ か はしける に、 其兵捣 州^ 崎 を 過て^に いたらん としけ るを大 坂より 

兵 をつ かわし、 茨木の 兵 を 取 卷て攻 ける 程に、 尼 崎の 城へ 援兵 を 乞 ひし かと も、 城より 救 はさり しか は 

茨木の 兵の こらす 討死し けり、 此 時：^ 崎の 城主 逑 部 三十 郞 幼少な りし 故、 ^州 池 ra 武藏 守より 池 田 越お 

宮城 火：. まなと いふ 宿將 に、 士卒 を 添て つか はし 置け るか、 此苕ミ も ル 桐 を 疑て、 茨木の 兵 を 救 はさる に 

て ありけ る、 ^に は武 藏守大 坂と 内通 ある やうに も 沙汰せ しなり、 大 坂と 一た ひ 御 ^陸の 後、 京 ニ條の 

駿 御城に て、 此^ 御敛議 ありし に、 武藏. t 寸の 家臣に、 伴大 膳と いふ 者 は、 にに もよ く 御# 知 ある 者な りし 

臺 か" お前に をゐて 段々 巾 わけいた しけれ 7.1 も 御 憤い またとけ す、 今にお いてと やかく 屮 候ても、 眼^に 

^-. 味方の 兵うた るを兒 ころせし^、 武藏 《寸 心底い ふかしく 思しめ さる、 よし 仰ら れ、 其 ま、 御座 をた、 せ 

ら る^-を 見 奉り、 脇 指を拔 てうし ろへ なけす て、 御侧へ 匍！？ より、 御 小袖の 裳に すかり、 是は 御な さけ 
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もな き 上意に て 候、 いかに 御姬 さまの 御腹より 生れ 候 はすと て、 武^,: 寸も鉀 孫と は 思しめ されす 候 や * 

ノ た、 今此申 わけ 仕らす して は、 いつ 屮 わけ 仕る へく 候 やとて、 はら—. -と淚 をな かしつ、 申 上け. れは、 

# 共 誡を 感じお ほしめ さる- - にや、 よし 今 はき k わけ、 る そ、 いそき 歸 りて 武藏守 に 申き かせて 安堵 させ 

聒ー よと 卜： 意 ありし か は、 大腿 乎 を 合せ 平伏して、 御禮 を屮 上て まかり 出け り、 も 身に て 御前 伺候の 衆へ 仰 

られし は、 あの 大膳か 父 を も .Kii とい ひて、 武藏守 かハ久 三右衞 門い また 弱年に て 庄三郞 とい ひわ 時の 

卒 なりし か、 長 湫の戰 に^ 三 郞か父 勝 入 兄^ 九 郞討死 したる と 聞て、 ^しく 討死 せんとて、 乘 つけ ゆか 

む， /.- する を 彼 か 父 大脑、 其^ 何 かし^と かいひて、 馬の 口 を 取し か、 しるて 馬 を 引返して つれての きけ 

るを庄 三郞 怒て はなせ/^ とい ひて、 馬 卜： より 镫 にて 頭を績 けさ まに ニー 一一 町 か 間 職つ けし 程に 面よ. p 血 

の 瀧の ことくな か 乙 、を も かま はすして、 っゐ にの かせけ り、 其 時 討死せ は；： なしく 死して 家も絕 なまし 

しかるに 播州 一 國の 主と なりし は、 かの 大膳か 其 時の 働に て 存命した る 故， て かし、 さす か 親の 子 ほと あ 

りて あの 大膳 も、 主の ために 身 を か はふ 事な き は、 うい やっとお も ふなり、 今の 世に、 われらから 前へ 

いて，， -、 さきの やうなる 事 をい ふへ き 者 は、 外に は覺 へす、. 武藏守 はよ き 人 を もちた ると 上意 ありし 上， - 

なり、 そ も/ \大 膳 か 匹夫 を もて 天下の 御 威光に 對し *  ^君の 爲に 一命 を 抛て、 國 C{5 寃を 明かに しけ 

る は、 世に たく ひなか 乙へ し、 され はこ そ 上聽を 回し、 御氣 色も霽 るの みならて、 ふかく 御感を 蒙りし 

は大 かたなる へき 事 か は" しかしな から 上の 御盛德 と. S. 侍る へし、 され は是に 限らす、 鈴木久 一二郎 か 池 

禦の鳃 をと りし を は 御 乎 討に なされん ミ おほしめ す ほとの 事な りし かと も 直言 を 申 上 けれ は、 其 ま、 御 

怒 を やめられ 反て 御感 しあ そ はしけり 初鹿傳 右衛門 か 御 朱 即に墨 をぬ りて. 惡 口中せ し を は、 一 往 放棄せ 

られ しかと も、 ぉ湫の 戰に傳 ぉ衞鬥 ひそかに かくれて 御供して^: 紗を 得たり しか は、 即時に 其 場に て 御 

直に 前の 罪 を 御免し、 戰功 を御感 しあり ける 其 外に も 常に 御 威光 を 屈せられ、 下の 義氣を 御 取た てな さ 

れ しか は、 群士も 勇氣を 折 かれ 奉ら さる 程に、 御た めに 命 をす つる^を^い とふ 心な かりき、 かの^ ME 


北 條武田 上 杉の 主將 も、 智謀 勇 略 は 世に すくれ けめ とも、 專に 「しか 威力に ほこり、 下の 勇氣を ひしく を 

もて 手柄と せし 程に、 I 曰 一は 盛なる やう なれ 共、 上 一人の 成 勢 はかりに て 下の^ 氣 おとろ へて は 久敷は 

つ k かぬ もの 也、 され はこ そいつれ もつ ゐに亡 ひし そかし 是を もて 

^照 is 御 思慮の ふかき をし るへ し 其 ころ 御 弓矢の つよ かりし 事、 天下に なら ひなかり し は、 いはれ なき 

にあら す、 然れ とも 今 W の 人、 大 かたは 御武逑 つよ かりし と はかりい ふめ-り、 もとより 御仁 德 ふか、 り 

し 故に 天命に かな ひ 給 ひし は、 自然の 道理に して、 それ はせんき の 及 ふところに あらす せんきの 上に て 

いは、、 御 武運の つよ かりし は、 御 弓矢の つよきに あり、 御 弓矢の つよ かりし は、 諸士の 碗お を 御 そた 

てな されで にあり、 しかれ は 下の 義氣を 御 そた て ありし は 大切の 事に て、 御 孫 ぽの貽 した まへ る ひミっ 

ともい ふへ し、 しかる をた、 御 武運の つよき ミ はかり 意 得る は、 いと 浅き^ なる へし、 

〇 阿閉 掃 部 

前に 申つ. る 杉 田 壹岐か 事に つけて 思 ひ 出し 候、 是も越 前の 士 にて 候、 さして 忠^に 係る 事に て は 化 " 

とも、 其 頃の 士風を 語り 申す へし、 秀康卿 越 前に 封せられ 給 ひし 後、 阿閉 掭部 とて、 武功の 饔 ありし 莕 

を、 厚祿 にて 召 抱ら れ けり、 又铂 伊勢と て、 是も國 にて W 祿の歷 々なりし か、 嫡子に 鎧の 着 初 させけ る 

に、 かの 掃 部 を 招待し つ、、 子に 鎧き する 事 をた のみけ り、 さて 饗膳 すみ、 いは ひの 盃に及 ひし.^、  ^ 

勢、 今 n は 愚息 か 鎧の 着 初にて 候 ま、、 御身の 御 武功の 事 御物 語 候て 彼に 御き かせ 候へ ミぃ ひしに、 は 

部い や 某 か 身の上に、 御 はなし 申へ き 程の 武功 は 覺へ巾 さす 候、 されと 御^も 默 しかたく 候 ま、^  •  Ml 

m の內に 武者 振の 見亊 なろ 士を 一 人兒 申て 候、 その^ を はなし 屮へ し、 汀 州.^^::.: K 戰に、 お 方に 某 一騎 

力： 余 吾の 湖の わたり を 引 候 ひし. に、 〔割 註〕 (阿閉 掃 部 か 父 は 阿閉 淡路守 とて、 叫智 にくみし け 乙と た パ^ 

- れは志 津綠合 戰の時 掃 部は柴 W 方に て あろへ し) 敵と おほしくて うしろより 詞を かけし 故、 ^を 引返し 

睽へは * 共 人中 睽は、 今朝より かせき 侯へ ミも、 よき 敵に あ ひ 中 さす^、 御 人體を 兌う け 幸と こそ^^ 
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へ、 御不祚 なから 御 相手に なり 申へ きとて す、 みより 候 故、 それ こそ こなた も 望む 所に て^へ とて、 た 

かひに 馬 をのり はなし、 すてに 鎗を あは せんとし ける に、 其 人し はし 御 候 待へ、 今朝より 雜兵 をお ほく 

突 萠し候 放^よ これて 候 ま、、 鎗を あら ひ 候て 御 S 手に なり 候 はんとて、 余れの 湖に 鎗を打 ひたし、 二 

三遍 あに ひつ、、 さら はとて 突 あ ひし か、 久しく 勝負な かりし 稗に、 n も 幕 はて、 もの、 あやめ も 見へ 

すなり ぬ、 北ハ時 あなたより 又詞を かけ、 もはや 錯先も 見へ す 候、 御名 殘 多く は 候へ ミも是 まてに て 候、 

御い とま 申 候へ し、 御名 こそ 承た く 候、 某 は靑木 新兵 衞と申 者に て 候と て、 某 か 名 を も 承り 候て、 此後 

义 陣頭に て 出合 候 は- -、 たかいに 人手に はか、 り 申 ましく 候、 もし 又 味方に て 候 は、、 わりな き 人魂い 

たし 候へ し、 さら はとて 立 わかれし か、 是程 見事なる 武士 は 見 侍らす、 いか、 なりはて 候に やと 語りけ 

るに、 其 比 伊勢 かもと へ 心安く 出入す る靑木 方齋 とい ふ浪士 あり、 其 日 も來て 勝手に 居たり しか、 此物 

語 をき、 て、 勝手よりに しり. いてつ、 掃 部に むかひて、 さても 只今の 御物 かたり 承り、 八， 更昔を 思ひ淚 

をお 5 して こそ 候へ、 其 時の 御 相手に なり 候靑木 新兵 衛は、 はっかし なから 我等に て^、 かく 中 はかり 

にて は、 うきたる 事に お ほす へく 候と て、 其時雙 方の よろ ひのお とし 馬の 毛色 を 一 々いひけ るか、 ひと 

つもち か はさり けれ は、 掭部 おとろ きつ、、 さて^^ 久しくて あ ひ 候て 本望に 候と て、 手前に ありし 盃 

を 方齋 にさし、 是を しるしに とて、 腰の わき さし を 拔て ひきけ る、 それより 方齋 か名國 にた かくな りし 

おに、 秀康 卿の 耳へ も 達せし か は、 掃 部と 同し 祿 にて めし 出されけ ると そ、 加： 後 f 伯殿筑 紫へ. ス f の 時 

M 部 はいか、 なり けんか しらす、 方齋 は先祿 にて 加賀へ 招かれ、 それより すくに 仕へ て、 子孫 S 續 して 

今に あり、 翁 加賀の 有し 時、 ある 人 此事を 語る をき、 しか、 靑木か 武者 ふりの 見事なる はさる 事に て、 

阿閉 か 彼か^ をい ひ 出て、 名のり 合て よろこ； U し、 叉伃勢 か 子の 鎧の 着 初に 掭部を 招て、 子の ためにと 

て 武功の 物 かたり を 望し、 いつれ もさした る^に て はなけ れミ も、 其 ころの 士風武 をた しなみ し^し. i, 

れ 侍る、 た、 今人 家に 子 を そた て 候に 食の 喰 そめ 袴の 若 初な と、 てい は ひ 候へ-、. -も、 鎧の 着 初と. e.* は 


大祿の 家 はおせ す、 我等 ことき のい やしき 武士の 家に は 承らす 眩是も 人々 武の心 想う すき 故にて^、 よ 

りて 大小 兩刀 又は 甲胄 等の こしら への 華美 を專 にし、 た、 武を逬 具と 迄 意 得る 體 にて^!、 我 朝 は 武家の 

治世に なりし より、 五-白 年 以來、 天下 武を もて 風 をな し^ 故、 外の^ はしらす、 武の 一筋 は 人々 つねに 

忘れす 假 初の 一言に も 臆した る 事 をい はす、 しはらく たつに も 脇 指 を はなさす、 文 道より 見 候 は、、 か 

たくな にい やしき 方に て あるへ く 候へ- /.- も， 是非に 心 懸す候 こ は、 武の 一筋 はと をり 申さす 候、 翁 かね 

て擧 者に 申 候 は、 學 者の 道に 志さす 事、 武士の 行住坐臥に 武を 忘れぬ やうに さ へ^は ゝ、 聖 K の 域に^ 

らん 事 も 難 かるへ きに あらす、 もとより 武も義 氣の發 する 所に て 候、 十：： 來我 朝の 武士 を兑 るに、 多く は 

不， にて 文 道の 僉議 はう とく 候へ とも、 義 にあたり て は、 一命 を輕ん し、 簾 耻の心 を 失 はぬ は、 so 

いたす 所に て 候、 され は 鎌 倉 以來敎 化 は 世に 行 はれす 候へ とも、 责て 此武義 ひとつに て. H 風 を も锥 持し 

^家 も 治平なる 事に 候へ るに、 近來は その 武義 さへ かやう におと ろへ 行 候 事 は、 所詮 風俗の 日に^^に 

なり 候 故と、 いとなけ か はしく こそお も ひ 侍れ、 

〇士 の 節義 

ある 時の 會に、 古今 節義の 事に 及け るに、 翁い ひける は、 孔 -r 季路^ 有の 二子 を 父と おと を弑 する に は 

レ從と 仰ら れて 候、 少し 志 あるき はの 入の、 君 父を弑 する に 同意す る $ あるへ き や" 二子 は 孔門の 高お 

にあら す や、 それに かく 仰ら る、 事た、 季 氏か不 をい ましめ 給 ふ- /.- いふ はかりに は あらす、 是は いは 

れ あろ 事に て 候、 た、 今 刀 を 取て 君 父 を 殺す 者 ありて、 我に 同意せ よと いはむ に は、 誰か 從ひ 巾へ きに 

験 一 て 候、 然るに 時 移り 勢變 して、 君 父た る 入 を 殺しても， 其 跡 あら はれす、 人 もさして とかめ ぬ やうに 成 

^ 行 時 は、 已か 利害に ひかれて、 覺悟を 失 ふ ものに て 候、 投雄は 王 莽か平 帝を弑 せし に 仕へ て、 反て ゆか 

功 德を頌 し、 沈 約 は蕭衍 をす、 めて 和 帝を弑 し、 その 謀臣と なる さて は 明の 靖 難の 時に て 見 給へ、 お に 

は 慰 文 帝 を 殺せし かと も、 在 朝の 名 HS 蹇 義^ 原 上 ロ楊溥 S! 榮を始 とし、 いつれ も 燕 王 を 奉して、 &に^ と 
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 I  六 三 二 

し 仕へ さる はなし、 其 外 藤 代不舉 無 識の徒 は 論す るに たらす、 是等は 皆 一代の 文 儒と して、 世に 名 を あ 

ら はす 人 そかし、 是 にて しる へ し、 季路冉 冇を弑 一一 父與 t 君に は 不レ從 との 給 ふ は， 二 卩大義 にお ゐて は" 

見る 事 明かに して、 ^に覺 悟の たかはぬ 所 を、 聖人 見屆 給て かくの 給 ひける こと を、 實に 容易の 事と は 

いふへ かす、 我 朝 にても、 源 義朝か 父 爲義を 殺す にて 見 給へ、 其 身も大 悪ミ しらぬ にて はな けれと も、 

君命 はお もし、 父な から 朝敵と なりたる 人な わ は、 是を救 ふ 事 叶 ひかた し、 それに 鎌 田正淸 なと いふ 無 

慙 の翬、 いろく 拚 へて いひけ る ま、、 あへ なく 是を 殺して けり、 彼 二子 はか やうの 場に 至て は、 たと 

ひ 身命 を 果して も覺悟 をた かふる 事 ある ましき なり、 義朝 さし も 源 家の 名 將と聞 ゆれと も、 SR 氣 はかり 

にて、 義理に くらく、 志 節な き 故に 是 ほとの 现 非に まよ ひたり、 いか、 して 長 田忠宗 かお のれ を ころす 

をと かむ へき、 但此事 は 北 畠 親 房の 神皇 正統 記の 論 正しう して、 最理 に當れ り、 此 事の 斷 案と もい ふへ 

し、 正統 記に いへ る は、 義朝 父の くひ を きらせた りし 事 >  大きなる とかな り" 古今に もき かす、 倭漢に 

も 例な し、 勳 功の 賞に. E. 替る とも、 自 から 退く とも、 なと か 父 を 申た すくる 道な かるへ き、 名 行かけ は 

てに けれ は、 いかて かつ ゐに其 身 を またく すへ き、 程なく 滅ひ ぬる 事 は 天 理 なり、 およそ か， -る事 は、 

其 身のと か はさる 事に て、 朝お の 御 あやまり なり、 よく 朝議 あるへ かりけ るに、 其 比 名臣も あまた あり 

しかな とか 諫み 申さ、 りけ る、 大義に は滅ぃ 親と いふ 事の ある は、 石碏 とい ふ 人 其 子 を ころした る 事な り 

不忠の 子 を 殺す は理 なり、 父 不忠な りミ も、 子と して ころす の 道理な し、 保 元 平 治より このかた 天下 亂 

れて、 武威 さかりに、 王位 かるくな りぬ、 いまた 太平の 世に か へらさる は、 名 行の や ふれ そかし とそ、 

此 時代 是程 正しき 議 ：1 ある をき かす、 さす か 親 房、 南朝の 耆老 とて、 此 見識 ある 程に 此 議論 も ある そか 

し、 ちかき ころ 明智 光秀 か、 織 W 信 長を弑 せんとて、 丹 波路より 引返す 時、 途中に て 旗下の 將士 へ隱謀 

の 企 ある 事を始 てい ひき かせ、 さて 一 黨 li. 心せん とい ふ 一 紙の W 文 を 出しけ るに、 軍士た かひに 驚き 視 

て * とかう の 事に 及 はさ ミ しに、 齋藤， SZ 藏介 申け る は、 此洵 企て 十に ひミ つも 御 利 運 あるへ き 事に て 候 
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は、、 同意いた すましく 候 得と も、 御收 亡に 見へ たる 事に て 候、 ，てれに 只今 辭 返いた しに は、、 へ 叩 をお 

しみて 其 場 を はっし 申に て 候 * それ は 士の義 にあら すと て、 一番に 血判し けれ は、 殘 りの 人々 も 一 言 に 

及 はす、 みな 同し ける となり • 孟子に 非義 之義、 大人 弗レ爲 といへ り、 內藏 介か^ は、 大人 のせさる 所な 

り、 此時 光秀 をつ よく 諫て きかれす、 光秀 か 手に か、 り 死なん は、 中/ \ま さるへ し、 i€  一  ^ 秀本^ 5 

逹し、 永く 世に あら は、 內藏 介い きて をる へき や、 いき をら は 前にい ひたる ポ はいつ はりな り、 よし ま 

た其哧 自殺す るに もせよ、 賊黨の 名 はの かれ 得す、 世話に いは ゆる 犬 死と いふへ し * 舉竞 義理の 筋に く 

らき 故に、 小節に 拘 り、 時勢に 逼られ て、 つ ゐに賊 黨に陷 り、 極^に 處 せられけ る はなけ かしき 事なら 

す や 

〇 歳 寒 松 知 柏  . 

座中 ひとり、 宋の文 fK 祥謝枋 得 か 事 をい ひて 嘆美す るに、 又 ひ-、. -り 明の 方 孝 孺か举 をい ひ 出て、 孝^ 成 

祖に對 して 始終 少しも 屈せす、 あくまて 成祖を 罵て 口 を さかれ、 まのあたり 赤 族 せらる を 見て 悔 さりし、 

古今 義烈の 士と いふへ しとい ふ を、 翁 聞て、 文 山 か衣帶 にの これる 賛" 疊山 か却聘 の^を 見 給へ、 二子 

の 心事 明白なる 事 をし る へ し、 文 山 か 冗の 馎羅と 問答す る を 兌る に、 共 氣豫 凜々 として 犯す へ からす、 

しかも 其從容 たる 事 は * 方 孝 孺等か 慷慨して 就， 死に もま さりて 殊勝に そ覺へ 侍る、 但文山 は宋の 丞相に 

て、 もとより 國と 休戚 を！ 1 うすろ 身なり、 疊山は 宋の臣 たりと いへ と、 顯仕 にも 登らす^^ に預る 程の 

身に も あらね は、 宋亡 ひて、 元に 仕へ すして、 隱れ 居ても、 さて やみなん、 然るに 八十 歳に およへ る 老母 

ある 故に、 しはらくな からへて ありし か、 後に 元 人の 聘を 却け て、 つ ゐに食 を絕て 死し けり、 共淸 ^文 

山-、. -杭衡 すへ し、 趲子昂 留夢炎 等是を 見て、 恬然と して 元に 仕へ しこ そ、 いかて 羞惡の 心 を 失 ひける に 

や、 無.. 恥の 甚 しきもの なり、 さて 明朝 靖 難の 亂に殉 國の諸 HT その 勇 壯該烈 いつれ も孝孺 におと るへ か 

らす、 古今 篛氣の 集る ところと や 中へ き、 此時先 朝の 文武 名 を しらる-程の 者、 燕 王な 迎 奉せ しかと、 
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此^ 臣 はかり 國 難に 殉 ひし 事 は、 誠に 歳 寒して 松柏 をし るミも 申へ し、 孝 锰か弟 孝 友 か 就 戮しを 孝孺み 

て それ まて は、 九族 鬥生 ころされて 尸 を 前に 積 を 見ても、 一た ひ 顧る 事な かりし か、 さす か 兄お の 愛 忍 

ひかた くや あり けん、 お ほへ す 落涙し けれ は、 孝 友 詩 を 口つ から 占て、 兄の 孝 儒に 別れけ る、 其 詩に 

阿兄 何必淚 潛々、 取レ義 成， 仁 在 ニ此間 T 華表 柱頭 千 戦後、 旅 魂 依， 舊到 -I 家 山 T 

いと あはり なりし 事な り、 百世の 下 まても きく 人袂 をし ほる へし、 されと 狗 難の 諸 はは， 世に 赫著 する 

事に て 侍れ は、 今更 申に も 及 はすこ、 に 其 列に は あらて、 殉死よりも まさりて 覺 ゆる は、 建 文 帝に 從て 

出 亡せ し 二十 二人に て 候、 中に も 翰林 脩 選 程 濟 か 貞節 は 今 比類な き 事と いふへ し、 それにつ きて 建 文 

帝の 始末 を 各 はく はしく 考へ置 給へ る や、 翁た、 今 は 記 臆う せて、 たしかに 覺 しと 思 ふ 事 もお ほく はた 

かひ ぬれ は、 只 あらまし を 物語し 侍る へし、 太祖の 時懿文 太子 薨 して、 建 文 帝 嫡孫 を もて 皇統 を 繼れし 

か、 帝. ザ わかく 材 弱く おはせ しに、 叔父の 燕： 土雄才 ありて、 屈 强難レ 制 見へ し 程に、 百 歳の 後國 家の 變ぁ 

O む 事 を 太祖 かねて 慮り 給へ るに や、 其 時 誠意 伯 劉 基博舉 にて、 讖緯の 事 をも奏 進せ しと 聞へ しか、 劉^ 

なと か所爲 にも あるに や、 ひミ つの 紅篋 を密緘 して 殘しを かれけ り、 大難に 臨て 是を 開けと いふ 事に て 

ありけ る、 然るに 燕 王す てに 大內に 迫て 京 城 守らす、 今 はかうよ と 見へ し 時、 命して 大內に 火 を かけさ 

せ、 帝 自ら 焚 死す る やうに 物して、 其 紛れに 程濟 かの 紅篋 を打碎 きて 見れ は、 度牒三 張、 三人の 名に そ 

へて、 袈裟 峭子 剃刀の 類 まて 內に備 りて あり、 又 箧內に 朱書して、 應文は 鬼門より いて、 其餘は 水關の 

御 溝より いて \、 薄暮に 神樂 觀に會 すと あり、 三人の 名 ひとり は 應文、 是は建 文 帝た るへ し、 ひとり は 

應能、 是は椽 應能應 し、 ひとり は應 K、 是は葉 希 K 應す、 程 濟 急に 帝の 髮を 祝し けれ は、 ^人 も S しく 

髮を おろし、 衣 を 易て 袈裟 を 着し ぬ 帝 は 殿中に ありあ ひける 士九人 をした かへ て、 丑 寅の 門より いてい 

るに、 神 樂觀の 道士 王 昇 舟を艤 して 待う けつ、、 帝 を 導て 觀に 列り しか、 程なく 應能希 賢 を始 としてす 

へて， 二十-: 入來會 する 待 は、 すてに 薄暮に なりに き、 かの 紅 篋の讖 すこしもた かふ 事な きはいと あや 


しとい ふへ し * それより 二十 二人の 者、 妻子 を ふり 捨て、 帝に した かひい つくと もな く 出. LJ しけり、 應 

能 希 賢 は 比丘と なり 程 濟は道 人と 號し、 此 三人 は 左右 を はなれす，、 外の 十九 人 は^ に燉 散し、 ^路に 

柱 米して、 衣食 を 給し * 應援 をな し、 相 與に壹 レ心戮 x 力て、 始終 一 のこと し、 京城陷 りし 時、 成 Jg{K 人 

に 帝の あり 所 を 詰問れ しに、 馬 后の 屍 を さししめしけ.；； は、 さて d から 焚 死し ける とて、 

屮 よりと り 出て、 鱧 葬せられ しか、 其 後世に 建 文 帝い また 死せ すと 沙汰し ける を 聞て、 ひそかに 天下 を 

捜して やます， 胡榮に 命して、 仙人 張 三 耒を訪 求めさせられ しも、 實は 帝の^ 迹 をた つねん ためと M へ 

し * よりて 入に 物色 せられん 事 をお それて、 一所に 留 する も かな はね は， 君臣と もに 影 を かくし、 迹 

をた もて、 四方に 漂泊す、 其 後從 亡の 入 皆う せ はて、、 兩 比丘 も 相 繼て身 まかり けれ は、 程濟 一人 はか 

りの こりて、 帝 を 奉 護し ける か、 或は 屡 空に して 出て^ を 募り、 或は 侍， 病て 出て 樂を 乞、 その 崎； f 龈赚 

思 ひやる へし、 帝 詩 をよ くす， 名勝 を 遊歴して、 多く は 詩を賦 して、 懐 舊の情 をい へり、 其 中 一 首覺へ 

， 侍る、 

牢落 西南 四十 秋、 蕭々 白髮 已盈， 頭、 乾坤 冇レ恨 家 何 在、 江漢無 ：• 情 水，：：： 流、 長樂ぉ 巾^: れ^,, 1： 元^, !• 

雨 聲収、 新 蒲 細 柳 年々 綠、 野老呑 t 聲哭 未， 休、 

uy を吟 する 入 をして 千載の 恨 あらしむ、 帝 長命に て、 成祖仁 宗の兩 朝を歴 て、 英宗- 止統五 年に-せ. て、 粤 

にお はせ しに、 帝と 同宿の 佾 ありし か、 今にお いて 帝-こい は、 朝廷に あはれ まれん^ を はかりて、 帝 

の 詩を竊 て. • 自ら 建 文 帝と 稱 して 出 けれ は、 藩 司 共 份幷に 帝 を械繁 して、 京師に 送りし に、 程濟徒 跣に 

駭 てした かひけ り、 御お 鞠 問の 上に， 共佾は 詐冏を もて. i 死せ し 程に、 帝 はさて やむ へ かりし を、 帝^: i 

0^ ひ あるに よりて、 自 から 其 實 を白狀 せられ けれ は、 ^廷舊 〔呂 人に 命して 探求め し；： るに、 逑文 帝た- 

サ る ^無, 疑に 決定せ しか は ありて 帝 をむ かへ て 四- SI にいれ しむ、 程濟 これ を 問て、 へ/n 始 一し にか 職 を 

_ 一  終ぬ とて、 終に 迹を くらましての かれさり ぬ、 その 帝に 從て出 L- してより、 こ、 に： せて 三十 九^の 問、 

-: ハ三 W 
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艱楚 をな めて、 始終つ きまと. ひ， ふた、 ひ 帝 を 宮中に いれし 事、 其 貞節の 堅き をい ふに、 古 八 「いまたき 

えさる ところな り、 狐 趙か文 公に した かひ、 冓 侖か成 公に 從 ひしに は、 はるかに まさりぬ へし、 是をも 

てい は、、 一時 殉難 はやす く、 程濟 たる 事 は 難し、 孔子の いは ゆる 其 知に は 及へ く、 其 愚に は 及へから 

すと は、 是 等の 事 を や 申へ き、 帝す てに 宵 中に 入し か は、 宫 中の 入老怫 とい ひける、 つ ゐに壽 を もて 終. 

られ ける とそ、 これ も 古今に ためしな くいとめつ らしき 事な り、 

〇 手 折 手に ふく 春風 

日 かす 經て繼 て講會 ありし に、 講 はてに 翁、 前日 節義の 事 を 語り 候し か、 跡に てお も ひ 候へ. いまた 申 

のこして 候 前日 申つ る 事と もに 考て見 給へ、 盛衰 榮枯は 世の常な り、 それによ りて 志 を かへ ぬ は、 是又 

士の 常な り、 もし 時の も 10- うにつ きて 覺悟 を變 し、 世話に いふ えりもと につく やうに て は、 なに を もて 

士と申 侍ろ へ き、 

水邊 揚柳綠 煙絲、 立， 馬 煩 折- 一  枝？ 唯 有 舂風最 相惜？ 慇恝更 向-手中 I 吹、 

これ 唐の 楊 巨 源 か 楊柳の 詩な り、 此三 四の 句意 婉 にして おもしろく 覺 侍ろ、 よりて 其 意 を 翁 かよめ る 

歌に、 

なれて ふく、 名殘 やおし き、 靑 柳の、 手 折し 枝 を、 した ふ 春風、 

揚 柳の 人に をら れて、 はや 木 を 離れた ると て、 春風の そわ をよ そに して ふきな は、 いかに 情な かるへ き 

をな を 其 手 折 手 を さり やらて、 おしみ かほに 吹 こそ、 ぃミ やさしく 覺へ 侍る、 古より 忠臣 義士の 盛衰 存 

亡 を もて 心 を かへ ぬに たと へつべく 候、 翁む かし 源平 盛衰 記 をよ みて、 源氏の 士には 渡 部 瀧 口 銃、 平家 

の 士には 彌平兵 衛宗淸 か 事を感 せし か、 又東鑑 にて 伊東 九 郞祐淸 〔割 註〕 (祐淸 事 東鑑兩 所に 見へ て、 前 

に は祐泰 とす、 今考 るに 伊藤 九 郞か兄 河 津三郞 を祐泰 とい ふ、 九郞^ 祐泰 とい ふ は 誤な り、) か 事 を 見て 

感 しけろ ま、、 三 烈士の 傳を半 撰 ひ 置し か、 いまた 稿 を脫せ さる 內に、 池 魚の 災 にか、 り、 ^後 ふた \. 


ほ 
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ひ 草 を 起す 事 もな く 打 過し 程に、 今 は 其 文 を は 跡 もな く 忘 侍る、 波部兢 は、 源 三位 入道 W 政 か 所從の 土 

に は 第一 の ものな り、 然るに 治.^ 中、 顿攻 高倉宫 をす、 めて 兵 を 起せし 時、 京師 を 急に 發 して、 倉^ 

として 三 井寺へ 赴し か、 打 {10 て や あり けん 競に かくと しらせさ りし 程に、 競し はらく 猶豫 して 家に あり 

し を、 平宗盛 聞て、 日 ころ 競 か 魁偉なる を 見て、 己 か所從 にせ まほし く 思 ひし か、 鎖 政 か親臣 なれ は、 

請へ き やう もなかり しに、 こ 乃た ひ 競 ひとり 都に 残りし とき、 て、 六 波羅に 參れと 人して いはせ けれ は 

參り けり、 宗盛對 面して、 汝 今より 我に つかへ は、 入； 迫の 恩に はま さるへ しとて * 小擠 毛と いふ 馬に A 

鞍 をき 乘 かへの 料と て、 遠山-、〕 いふ 馬 を 引 そへ 黑 いとおと しのよ ろひ胄 まて^ 具して た ひけり、 競 かし 

こまり 給り て、 ほく そ 笑 ひして 罷歸 りぬ、 一 旅 家人 打より て、 入道 殿是 程の 大事 を 思 ひたち 給 ふに、 ひ 

とり 取の こされし は、 眞實に 遺恨な り大將 のかへ うちた へ かたら ひ 給 ふはいな みかたし * 時. い 花 を かさ 

しにせよ とい ふ 事 も あれ はた、 此ま、 にて あれ かしと いふ を、 競い やとよ 勇士の 義 さは あ. I， すと て宗 盛 

よりた ひける 鎧 着て、 小 かすけ にの り、 郞等 七騎打 つれて、 三 井寺へ とて 打 出し か、 -: ハ^ 羅の 門前 を 通 

りし 時、 ^にの りなから 門の- 2： への そき つ、" •> 问聲 にい ひいれけ る は、 兢 こそ 只今 下し^り し^にの り 

三 井寺へ 罷越 候、 御 眷顧を 蒙り 候へ とも、 三位 入道の 恩 忘れ かたく 候へ は、 此度死 をと もに いたす にて 

候、 御門 前 をむな しく 打 過ん は ほいな く 候へ は、 御い とま を 申 候と て、 ョ 井寺に いたり、 賴 政と 一所に 

なりし か、 其 後 宇治橋の 合戰 に、 いさきよ く 討死して けり、 彌平兵 衞宗淸 は平頓 盛の 士 なり、 平 治の 亂 

に賴朝 幼少に て 頼 盛の 家に 囚れし を、 賴 盛の 母 老尼、 淸 盛に 乞て 死 を 救 ひけり、 其 時宗 淸賴朝 を 朝夕に 

いた はりし か、 平家 西^へ 落し 時、 賴朝 かねて 賴 盛に： f 一問して、 疎 意な きょし をい はせ ける 程に、 頼^ 

獨 1 門に 叛て 都に と k まりけ る 其 後平 家い また 亡 ひすして 西 海に ありし 時、 頓朝舊 恩の 謝せん ため 頓^ 

を 鎌 倉に 招きし か、 宗淸を も 必召具 せらる へき よしをい ひお こされ けれ は、 頓 盛關. ^に 赴く-こて、 宗淸 

にい さつれ て 下らん ミ いひし に、 小淸 いびけ る は、 頼 朝 某に 下れと 候 は、 定て 昔の なしみ を^ ひいて、 

六 三 七 


験 

話 


 II  六 三 A 

所領 引出物な として、 その かみ 扶助せ し 勞を報 せんとの 事に て あるへ く 候、 今更 源氏に 詔 ひて、 其 陰に 

より 候 はん は、 西 海に ある 朋友と もの 承る 所 もロ惜 こそ 候へ、 君 はかくて 都に 御 案堵 しお はしょし 候へ 

とも、 御 一門 はいつ わ も IS 海に 流 落し 給 ひ、 日夜 やすき 御 心 も ある ましく^、 こ、 にて 思 ひやり^ る も 

痛 はしく こそ 候へ、 鎌 倉に 御 越^て 賴盛某 かこと を尋 られ候 は、、 折 ふしい. たはる 事 ある よしを 仰せら 

れて 給り^ へと て、 鎌 倉へ は 行 さりけ り 北ハ後 E: 海へ 下りけ るに や、 其 終 を しらす、 伊藤 祐淸 は、 伊藤 祐 

親 か 第二 子な り、 頓朝 伊豆に 流謫の 時、 祐 親に 依て おはせ しか、 親 幾銜の 役に 當て 京師に 赴 し^に、 

W 鋭 か 女と 通して 一 男を產 す、 祐親^ 期に 至て 京師より 歸し 後、 是を 聞て 大に 怒りつ、、 其^ を 殺しけ 

り、 賴朝を も 害せん とする を祐淸 かなしみ、 賴朝を ふかく 愛 謹し、 ひ.， て かにの かれさら しむ、 其 後 頼 朝 

1  お を 起し て 伊^より 相 校へ 赴し 時、 祐親： や 家の みかたと して、 .V 庭景 親等 と 石橋 山 に いたりて 頓朝を 追 

きけ り、 共 後賴 朝す てに 東國を 平定し、 自 から 大兵 を 率て 駿 河に 至られし 時、 祐親 を^ 捕て 至し を、 北； 

^を 決する 迄、 祐親を は 祐親か 婿 三浦義 澄に 預ら れ、 祐淸 をめ し 出して、 勸賞を 行 はれん と ありし に、 

祐^、 た、 御 恩に はは やく 殺され 候へ、 父 S はれ、 其 子勸賞 せらる、 法 や^、 もし 我 を 殺し 給 はす は、 

平^に 歸す へしと いふに、 され はとて 我 を 救 ひし 者 を 殺す へき やうな しとて、 ゆるして 放ち やりけ り、 

祐ぉ それより すくに 京 g に奔 りて 平家に ® し、 後篠 原の 合戦に、 つるに 討死 をと け V り、 此 三人 時代 も 

大 かた 同し く、 志 節 も 相似たり、 その 淸 M 高篛、 源平の 問に 求る に、 其 類 すくなく お ほへ 侍る、 さて 元 

弘^ 武の亂 に 至て、 天下 板蕩の 間、 死， 難死レ 節の 士、 限な く 相 見へ 候 中に、 翁 かねて^ 嗨ん衞 門 聖秀か 

事を感 して 落淚 しける、 聖秀は 北條高 時か臣 なり、 新田 義貞の 妻の 爲に は： WV: なりし か は、 鎌 倉す てに 

陷ろ 時、 彼女 房 義貞の 文に 我 文 を 添て、 ひそかに 聖秀 かもと へつ か はしける、 聖秀は 高 時か將 として 新 

田の 兵と 戰 しか、 郞等大 かた 討死し、 聖秀も 薄手 あまた 負て 引かへ しける か、 高 時す てに 屋 形に 火 を か 

けて、 束 勝 寺へ 落け ると いへ は、 御屋 形の 燒 跡に は、 討死の もの 多く ほ ゆる かと 問け るに、 一人 も兑へ 
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すと いふ を 聞て、 口 惜き事 かな、 いさ 殿 はら、 とても 死なん 命 を、 御 やか だの 跡に て 心靜に 自害 せんと 

て 百餘騎 を柏從 へて、 やかたの あとへ 赴し か、 今朝 まて 甍 をなら へて、 さし も 奇麗な りし 大厦卨 牆、 忽 

に 灰燼と なりぬ る を 見て、 聖秀 感慨に たへ す、 淚を さへ 惘然 さして 立た る 所へ、 彼 文 を もて 來 りぬ、 "だ 

を：.，.： き 見れ は、 鎌 倉の 有さ ま、 今 はさて とこ そ 承り 候へ、 いかにもして こなたへ 御 出 眩へ、 身に かへ て 

も屮 i 有む へしと あり、 聖秀 是れを Be て 大きに 色 を 損して 申け ろ は、 われ 今 まて 主恩に^ して.^ にしら る 

、身 か、 今 $ の 急なる に 臨て、 降 人に なりて 出な は、 豈耻 をし りたる 者と いはん や、 され は 女性 心に て 

だと ひか やうの 事 をい はる、 とも、 義貞 勇士 の^を しら わ は、 さる 事 や 有へ きと 制せら るへ し、 又蓊 

こなたの 許否 を 試む ためにい ひこ さる、 とも、 北の方 は 我 かたさ まの 名 を 矢 はしと 思 はれ は、 かたく 是 

を 拒る へし、 只 似た る を 友と すろう たてさよ と、 一度 は うらみ 一度 は 怒り、 彼 使の 見ろ 前にて、 其 文 を 

刀に 拳り 加へ て、 腹 かき 切て 死にけ る、 鳴 呼聖秀 いかなる 人 そや、 義氣の 勇壯、 志操の 潔，： n、 是に 過た 

る 事 や あるへ き、 さて 近代に て は、 武 田勝賴 の臣、 小宮山 内 膳 か 節^ こそ、 最 感嘆す るに 餘り あり、 內 

膳 は勝領 近習の 臣 たりし か" fK 正 年中の 事に や、 -s: 膳 入-こ 爭訟 しける 事 ありつる に、 勝頓讒 人の 言 を も 

ち ひて、 ^膳 か不 直に 決せし か は、 內膳 罪な くして なかく 逐 しり そ けらる、 程に、 是非な く 家に 蟄居し 

て數 月を經 ける か、 織 W の 兵 5- 州に 亂 入して、 勝賴 敗北し、 故府 をす て、、 温 井 常 陸 介 を 先と し耮 ra:l 

二人の 兵と、 天目山 屮に奔 ると きこえし か は、 內膳身 を もて 赴レ 急し か， 道に て 追 付けり、 さきの 內 膦 と 

爭 ひし 者、 並に 纔 せし 者 を 問け るに、 いづれ もとく に 逃 去ぬ といへ は、 內膳 慷慨と して かたへの 人に い 

ひける は • 君 我 を もち ひすして 棄給 ふに、 今 出て 其 難に 死せ は、 ^の 明 を 損する に 似たり、 乂死 せね は 

臣の義 を やぶる、 よし 君の 明 を 損する とも、 臣の義 を は 谌 らしと て、 四 トニ 人 同し く國 難に 殉 ひけり、 

此 難に 甲 州の 士 * 皆 勝 頼 を叛て 逃- K しに、 四十 二人 はかり、 傾湲 流離の 間につ きまと ひて、 いさ k か 二 

心なく、 國 難に 殉 ひし は、 いつれ も 笳 籙の士 と 申へ し、 中に 內瞎 は、 讒を もて 寃籽 にあ ひし をも怨 す、 
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從苕の 列に も あらぬ、 IT おの 身と して、 外より 來 て赴レ 難し 事、 其 忠烈 はるかに 溫井等 か 上に あるへ し * 

武田 滅亡の 後、 

^照せ ilrt^ か 忠義 を ふかく 感じ 給 ひ、 其 子な くして 祭祀の 絕る を哀み 給て、 .2: 膳 か 弟 小宫山 叉七郞 をめ 

し 出されし か、 其 後 小 田 原陣の 前、 武 職の 人 をき はめられ しに、 ヌ- 七郞を もて 御 長柄 鎗奉； i: に 仰 付ら れ 

ける、 其晬 C 膳 か 勝 頓に對 して 忠義 ありし 亊 をく はしく 仰た てられ、 誠に^ 士の 手本 ミ おほしめ す、 又 

七郞 いまた 弱年 なれと も、 兄 內膳か 忠義 を 感し思 召に よりて、 重き 職 を 命 せらる-よし 上意なん ありけ 

ると そ、 誠に 死後の めいほく、 忠義の 驗と 申へ し、 

〇 烈女 種な し 

翁む かし 加賀 にあり し哓、 ある 人の いひし は、 およそ 人の 諸. 惡、 大小に よらす、 改め ぬれ は、 世に いひ 

わけあり けり、 舊惡は 少し， ->疵 にて なし、 た、 改めても いひ わけの たちかたき 事 ふたつ あり、 士の 死ぬ 

へき 場 を はっした ると、 ぬすみし たると、 此 ふたつ は、 一た ひ 共^ ありて は、 一^の 疵 となりて、 其 人 

なかく すたりぬ へし、 しかれ は士の 家に 生る、 者に は、 ^女と もに 幼少より 節義の 事 を 常にい ひき かせ 

て 忘れさす ましき 事な りと 尤なる 事な り、 然るにす へ て 婦人 は 柔順 を專 にして 剛健 をつ とめす とはい ひ 

なから、 士の 婦女と して は、 此 一 ふし を 忘る へからす、 もし 不慮の 變に あはん 時に、 心よ はくして 節菽 

を 欠な は、 日 ころの： i 行 もい ふに たらず、 十； i より 衞の 共姜 を始 とし、 險代貞 il の 女 世に 絕 せす、 漢の陳 

孝！！ 魏の令 女 か 事 を、 朱 子の 小學の 書に も狨 せた まひし は、 ふかき 心 あるへ し、 それにつ きて 衞 侯の 夫 

人 南 子 か、 忠臣 不下爲 一一 & 口々， 信 4 气 不下爲 二 冥々 ー惰ゃ 行と いひ、 令 女 か 仁者 以 一一 盛衰 ー改 钆1、 莪苕不 下 以-- 


存亡 一易 や 心と いひし こそ- 婦人の (一；： にも 似す、 耳 をお とろ かしぬ、 聖賢の 訓と いふ ミも、 是には 過 まし 

く 登 ゆ、 されと 令 女 は 言に はちす、 北 ハ行 相 叶 ひたれ は、 元よりい ふへ き やうな し、 南 子 は MK ほとの 見識 

ありな から、 淫行 ある こそい ミ 、罪お もく 覺 ゆれ、 こ、 に 又 丈夫に もま さりて 貞^ 世に すくれ たろ は、 

倭漢 よ，、 似た る^ あり、 漢の平 帝の 皇后 は、 王莽か 女な り、 父莽 漢の臣 として、 天下 を 慈 ひ、 平 帝 を^ 

せし か、 いく 程なく 漢兵 起て、 莽 を攻滅 してけ り、 皇后 宮^の 火に 掛るを 見て、 ^なにの 面目 ありて 漢 

兵に 兑 えん ゃミ いひて、 向から 火に 投 して ほろ ひ 給 ひけり、 我 朝に て は、 長 岡 越屮守 忠與の 夫人 明智光 

秀か 女な りし か、 父 光秀 織 m 信 長の 臣 として、 信 長 父子 を弑 しける を、 羽 柴秀吉 *  ffl 國 より 軍 を 還して 

光秀 を滅 しぬ 其後關 原の 亂に 忠輿大 軍に 從て關 束に 下られけ る、 其 跡に 石 田 か 兵 忠與の 舘に來 て、 夫人 

を とらへ ゆかんと しける に、 夫人 われ 一命 を 惜て、 夫 家の 辱を貽 さし、 敵の こみいらぬ 先にと て E 殺し 

て 果られ けれ は其義 にす k めら れて、 留守の 士、 小 笠 原勝齋 河北お 見、 舘に火 を かけて、 おしなら ひて 

腹 をき る 何の 局と いふ 女房， 共 外 三 四 人手に 手 を 取、 火 屮にミ ひ 入て 死にき * 今に 至て 世に めつ らしく 

いさきよ き 事に そい ひ傳へ 侍る、 か、 る大 逆臣の 女に、 か、 る 貞烈の 人 ありけ ろ^、 上 千載 をへ たて、 

孝 平 皇后に なら ふへ し、 其 外に は倭漢 ともに、 たへ て 類な き 事な り、 され は 名 將に嵇 なしと 申 侍る か、 

翁 は 烈女に も 種 なしと こそ 思 ひ 候へ といへ は" ひとりの 客， いや その 種な きかたね あるに て 候へ し、 此 

鼓 節 翁の 心 は、 仁^の 性な 種と して 生し 候 * 此性 なくして 氣 習よりしか らしむ る 物に て 候 は、、 或は 膂カ 

祭 の 如く、 丈夫に はありて、 婦女に はなく、 或は 威儀の 如く、 良家に は餘 ありて、 卑 族に はたら さるに あ 

雜 ら むかし、 今 本性 を 種と して 生す る 故に、 父祖に も よらす、 世 類に も か、 らす、 善人の 子に も 悪 入 あり 

悪人の 子に も 善人 あり、 男女 il" 賤 にもよ るへから す、 父^ 親戚に もよ るへから す， とい ふ を、 翁 打感し 
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て、 是 こそ； 止當の 論に て 候へ、 翁 か は、 人類の 種 ある を. S て、 厂 、性，：：^ ある を しら さるに て 候、 佤- て. 

れ にっき^て は、 婦 女 又は 卑賤に 節義の 行 ある は缻揚 して、 本然 大 性の 種 ある を證 し、 又は 下賤の つた 

なき 婦女^に さへ かく 節義 あれ は、 士太夬 を もて それにお とる へき や はと 思 ひ 候 は、、 入の 義心 を與起 

する にもな り 候へ し、 こ、 に その 人から にも 似す、 奇特に 覺へ 侍る は、 源 義經の 妾靜か 事に て 候、 ^は 

京師に て 名 を 得た る 舞妓な りし か、 材色を もて 義經 に寵 せられけ り、 義經都 を 落し 時、 靜も吉 野 まてつ 

きまと ひし か、 それより 都へ かへ り 居し を、 賴朝鎌 倉へ めしよせて、 義經の 行衛 をと はれ けれと も、 杏 

野より 末 はしらぬ よしを 申す 程に、 さて 放ち かへ さろ へ かりし を、 義經の 子 を 怯 孕して ありけ る 程に、 

誕生す る 迄と て、 しはらく とめられ しか、 兼ねて 舞曲の 藝 世に 隱れ なかり けれ は、 賴朝 その 藝を見 はや 

とて、 鶴 か 岡の 祠に てま はせられ ける、 靜 心う きがに 思 ひて、 再三 辭 しけれと も、 しるて 命せられ しか 

はいな みかたく 舞け り、 賴朝 時と いひ、 所から とい ひ、 ^必 祝耿を こ-て 唱 ふらめ と 思 はれけ るに さはな 

くて、 

しつ やしつ、 しつの をた まき、 くり 返し、 昔 を 今にな すよ しも かな、 乂を しかへ して、 

吉野 山、 峰の 白雪 ふみわけて、 入に し 人の、 あと そ戀 しき」 とかな て けれ は、 賴朝 怒て、 今日 の^な 

れは、 時^: を そ 祝す へきに、 叛逆の 義經 をした ふこと 奇怪な りミ て、 すてに 罪に も處 せらる へ かりし を 

夫人 政 子の わ ひ 言に て 事 解に けり、 靜 それ を蒂芥 ともせす、 程へ て 都に 歸 りつ、、 一生 世に出て す、 身 

を隱 して 終りけ り、 かの 草 も 木 もな ひきし 威に 恐れす、 勢に 屈せす、 始終 志 をた て、、 篛經に 負かさり 

し 事高舘 にて 狗死 せし 輩と も並稱 すへ し" ちかき ころ、 京師の jil^i 屮村慯 齋 か 撰 ひしと かやい ふ、 倭漢 

貞烈の 女 を 狨し姬 鏡と 題せ し 書に、 是 をい ひ殘 しける こそ 遣 恨 なれ、 ^は 靜 娼家に 生れて、 出 所た V し 

からさる 故なる へし、 それ はさる 事 なれと も、 名 敎を裨 くるた めに は、 是等を もす つましき 事と、 翁 は 

かねて 思 ひし 程に、 今 各へ も 申つ る そかし、 詩に いはく 采， 封釆 W 無 t 以ニ 下體ー この 謂な り、 


〇澤 橋が 母 

加 賀の前 田家より、 毎年 八 丈岛浮 田家 子孫の もとへ、 资川 のために、 小金 幾 星、 丹藥幾 化、 共 外 琯紬の 

物件、 定數 ありて は錄の 如く、 公け の 官吏に 付して、 八 丈が 島へ 達せし む、 翁加賀 にあいし 時、 共い は 

れを 故老に 問に、 澤橋兵 太夫と いふ 者より 起り たる 事な り、 璺臣太 の 時、 前 田家の 先祖、 大納 曾^^ 

の 女 を、 太閤 養女と し、 浮田秀 家に 嫁す、 是秀 家の 夫人な り、 然るに 陵 長年 巾 關原師 散 じて 後、 秀^ は 

石 田 方の 巨魁 たれば、 死罪に 處 せらる ベ かりし を、 島津 家の 乞，.^ によりて、 死 一 等 を 減じて、 秀家扑 に 

其 子 八郞、 八 丈が 島へ 竄逐 せらる。 八郞に 乳母 ありけ るに、 是 はとく に 逃 去ぬ、 共 介の 女房 〔割 註〕 俗に さ 

しとい ふ。」 八郞が 幼少に して、 乳母に 離れて 遙々 島に 赴く を、 ふかく 泣 悲しみ、 徒 跣に て 宫 廳 に^り、 

しきりに 八^に つれて 島に 到らん と颇 ひけれ ども、 制禁 ありし 程に、 是を ゆるさす、 女房 此上 はなに の 

爲 にいき てあらむ とて、 すでに 自殺 せんとす る を 官吏お さへ て、 さて 議 しける は、 此 女房 を 目前に て は 

ごろし なば、 後に 上に きこえん 時、 不便に おぼしめして、 など 窺 は ざり しと、 もし 剁 とがめ も ありなん か、 

只 窺 ひ 奉りて 御^に まかす るに しく はなしと て、 窺 ひければ、 女 なれば くるし かる まじ、 ^ へ つか はし 

候へ と命ド りし かば、 女房 限な く よろこびて、 秀家 父子に つれて 島へ 赴きけ り。 其 時 三 歳に なりし 子 を 

抱き、 浮 出^の 火 人の もとへ 來て、 自 は八郞 御曹子の 御 事、 餘 りいた はしく 候へば、 御供 中 候て 島へ 參 

り 候。 此御 奉公 を 忘れお はし まさす ば、 此子を 御 側の 人へ 仰 付ら れ御 そだてさせ、 人に なして 給 り^へ 

とい ひすて ゝ さりぬ。 夫人 其 子 を 常に 膝下に 置て 撫育し、 此 子が 母 は 身 をす て k 我 子 八郞が 先途 見； S し 

^一  おなれば、 此子 をば わが 子と おも ふべ しとて、 所^の 如くせられ しとな り、 其 子の 父 はいかなる^ にか 

あり けんしら す、 氏は澤 橋に て ありけ る。 夫人 後に は加賀 に 到り、 前 田家に 依て おはせ しか、 秀ま倘 前 

の國 守たり しにより て、 加賀國 人夫 人を稱 して 備前 君と す、 今に 其 墓加賀 にあり。 夫人 在世の 時、 S 

子 成長して、 仕 ふべき 程に なりし かば、 前 田家 へ 召 仕 はる、 やうに ふかく 付託せられ しかば、 ^^に 

.   六 MI  111 


言 S 雜^ 铰 


  六 四 四 

て 所領 給り、 ^橋お 太夫 何が しと 名乘 ける が、 た^ 明暮 母の 事 をのみ 思 ひて 淚を おとしけ り。 いく 程な 

く 遁世の 願 あるよ しにて 國を さり、 形 を かへ て 僧と なり、 いづかた にあり とも 行衞 しれ ざり ける に、 元 

和の ころに か あり けん、 將軍家 御 上洛 ありて、 二 條の御 婊へ入 せらる-時、 ひとりの 佾 御駕^ち かく 訴 

狀を 捧げ、 る を、 御供の 屮 より 抑へ けれども、 きかざり ける 程に、 討てす てんとし ける を、 御輿の 內ょ 

り 御^ ありて、 沙門 を聊爾 なる 事いた し 候な、 訴狀 うけ 取 候て、 御 跡より 召 連て 參り 候へ と、 御 直に 上意 

あり。 さても と； 肥 前 守家來 のよ し 巾に よりて、 前 田 大和 守、 御 上洛の 御供に て ありし に御預 あり 

て、 後程な く 江 戶へ還 御 ありし かば、 大和 守 召 具して. y 戸へ 下りぬ。 其 訴狀の 趣 は、 某 三 歳の 時、 母に 

て 候 もの、 主家の 爲に、 八 丈が 島へ 罷 越て 候、 母 を 島に さし 置、 其 P として 跡に 淺り 居候て は、 いきて 

あるべ ぅも覺 へす 候。 御 慈悲に 母と 一 所に 島 へ つか はされ 下され 候 へとの 事に なんあり ける。 官吏 上の 

御 旨 を 奉りて、 思 ひとまる やうに 再三 賓^ あり けれども、 御う け 合 申さす、 所詮 思 ひ 切た る 容色な り。 

上に も 其 志 を 不便に おぼしめ さる \ にや、 かさねて 仰 出さる は、 島へ つか はさる、 事 は、 御大 法に ぉゐ 

てなら せられぬ 事な り、 島より 母 をめ し 返さるべし、 島より 歸る やうに、 文に て 申 こし 候へ と あり けれ 

ば、 兵 太夫 申 やう、 ありがたき 御 事に 候、 たと ひ. m- こし 候ても、 母 中々 承引： h まじく 候、 され ども 仰 出さ 

れ にて 候 ま \ 申 こし 候 はんとて、 文 かきてつ か はしける が、 兵 太夫 申 ごとく、 母、 島に て 其 ふみを：^ て大 

きに 腹 だち、 我 汝が三 歳の 時、 御主の 先途 を 見届けん とて、 上へ 奉レ 願て、 一度 こ - へ來 りし 者が、 今 

汝を 見ん とて、 御主 をす て ふた X ぴ歸 るべき やう や ある、 いと 口 惜き事 を 聞 もの かな、 かさねて 申 こし 候 

は^、 返答に も 及ぶ まじと いひ こしける 。官吏 兵 太夫 を公廳 へめ しょせ、 是 程に 仰 出されて かな はねば、 

上に もな さるべき やうな し、 其 か はりに は、 外に 願 ひ 奉りた き 事 あらば、 御 かなへ 下さるべき よしい ひ 

渡しければ、 兵 太夫 かしこまりて 卑賤の 身と して、 上 をはビ かり 奉らす 所存 を 申 上 候に、 重く 御 取 あげ 

ありて、 是 程にまで 仰 出され 候に、 此 上に 私の 所存 をた て 申べき にも 候 はす、 たビ しひと っ顿ひ 奉り 度 


事 こそ 候へ。 前 田家 は 浮 田と. E 緒 ある 事に 候へば、 彼 家より、 毎歲 助成の 金幷に 入用の もの 承り^て、 

永 ^島へ さしこし 候 やうに 公 命 下り 候 は^、 限な き 御恩澤 にて 候べ し、 しからば 母 もよ ろこ^. m 'すに て 

あるべく 候、 某 母への 孝行 この ひとつに て 候、 外に 願 ひ 奉るべき 事 はなく 候よ し 申 上ければ、 其 卜り 

て 朝議 ありけ るに、 是 はくる しかる まじき 事な り、 され ど 金 も員數 多く はなり がた し、 共^の 物 も、 品に 

よりて ならぬ もの も あるべし、 所詮 僉議 して、 其 員 數丼 物品 をき はめて、 前 田家へ 申 渡し 候 やうに との 

事に て、 今に 至る まで、 毎 歲加賀 の 家より、 定めの 如くした i めて 官へ 付し" 官 にて 共 物件 を點檢 し、 

島へ 送り 屆 くる 事に なりたり。 此事叫 方へ きこへ しかば、 列 侯の 家より 爭て徵 辟せ しか ども、 兵 太夫 我 

此後 仕官の 所存な し、！ 伹加賀 の 家 は、 舊 君の 事 なれば、 是は辭 すべから すと て、 加賀 へ歸參 しける が、 

程なく 病死し、 子な くして 家 絡に ける。 翁 古今 を考 るに、 母子た が ひに 忠孝の 道を盡 したる 事、 是に^ 

すべき はなし、 ー奇 事と いふべ し。 況ゃ 匹夫 を もて 萬 乘の尊 を 動かし 奉りし 事、 至誠の 致す 所と も 巾べ 

し。 然るに 是 程の 事 を、 加賀 にて さへ 今 は 沙汰す る 人 も 稀 なれば、 其 名、 世に あら はれす して 埋る、 こそ 

n 惜 候へ、 さて 上の 御仁 政 は 勿論の 事ぞ かし、 よく 下情 を 御 察し、 卑^の^ を 御 そだてな されし は、 誠 

に 有が たき 御 事な り。 

御 祖訓の ごとく、 國 家の 元 氣を養 はる- * の 思しめ しにても あらん かし。 ^智短 ほの 及ぶべき あらす。 

〇 天 野 三 郞兵衞 

他 R 櫃て諸 客來會 せし に、 翁い ふやう は、 前日 節義の 事 を 申 候つ る、 ^節義 は、 事變 により てあら はれ 

0  ^、もし 平 居 無事の 時に てい はぐ、 廉潔 耿 介の 士 ほど 世に 貴ぶべき 物 は 候 はす。 官職に ii! すれば 必す 成糗 

茶 をいた し、 事變 にあへば 必す 節義 を あら はす 。常變 ともに 阈 家の 川に 立 ものに て 候。 すべて 智勇 ある 士は、 

雜ー 一人 一 職 ほ 住 じて は、 一 かど W にたち 候へ ども、 諸 司の 職 を 命す ろに は、 人 がらの 廉潔なる 士を 拱ぶ ベ 

EJ し。 いかにと なれば、 諸 司に は必す 同 寮 あり、 其 心 廉潔なら ざる は、 權威を 貧り、 又は 名聞 を つとむる^. 
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¥ に、 相 そね まねば、 必す 相お もね る ものな り。 さる 程に 外 はし ゐて相 和 すれ ども、 內は 互に 梠 ふせぐ、 そ 

^ れ故、 智. A も 相 さ へ られて 、剛 も剛 をな さす、 柔も柔 をな さ. f  、た^ 僉議 がちに て 、先 格 をお ひ、 後難 を 招 

W かぬ やうに 裁斷 する 迄にて 候。 いかで か國 家に ぉゐて 推た ちた る驗を 見るべき、 よりて 諸事 はかどら 

^ す、 ゆきと^かぬ 事 もお ほき ぞ かし、 永綠 のころ、 

東照宮 參 河に 御座な されし 時、 御 制 法 を 定められ、 高 カ與左 衞門淸 長、 木 多作 左衞門 审； 次、 天 野 一二 郞兵 

衞镞景 を 三 奉行に 仰 付ら る。 其 ころ 輿 人の 諺に、 佛高 力、 鬼 作 左、 とち へ ん なしの 天 野 一一： 郞兵衞 とい ひし 

とぞ、 とち へんな し は、 左右 遷 就して 一決せ ぬの 俗語な り 。此誇 を もて 考 るに、 高 力 はた ビ寬 仁に して、 

本 多が あらきに かま はす、 本 多 はたぐ 勇決に して、 高 力が 慈悲に かま はす、 天 野 は 高 力 か 本 多が 裁斷を 

そね む 心なく、 た^ 道理 次第にして、 少しも 己 をた てぬ と^ へ 候。 これ は 三人と もに、 人 がら 廉潔に し 

て、 奔兢の 心なき 故に、 間 職に あは せんと もせす、 又 同職 をお さへんと もせす、 互に 面々 の 心の ま \ に 

ふるま ふと 見へ し。 そこ を御覽 なされ、 同職に 仰 付ら れ しが、 始は思 ひくに て、 I 致せぬ やうに 見へ し 

に、 此 三人に て國 政た ぐし く、 諸事 治まりし 程に、 御 目が ねの つよき 事 を、 人 々感服し 奉りし となり。 

高 力、 本 多が 人 がらの 事 は、 く はしく しらす。 天 野 三郞ぉ 衞は慶 長年 中、 駿 州與國 寺の 域 主として、 三 萬 

石を領 しけり。 領地の 竹 を きらせて、 營 作の 爲に 稜^て、 足輕 一二 人 をして 守らせけ るに、 御領田 原の 鄉 

尺、 此竹を 盗 取し かば、 赉を せし 足輕^ 付て 盜 一 人 をき り 殺す。 殘潢 逃れ 有て、 代官 井手 某に 訴ふ。 井手 

鄕 民の 手前 を 吟味せ ざる 事 は ある まじき が、 竹 を 盗む 事た しかなら ぬ にゃあり けん。 人 を 钣景が もとへ 

つか はし、 御領の 民 を、 こなたへ 斷 なくして 率爾に 殺す 專 m; 罪な り、 速に 其 足 輕を誅 すべきの よしをい 

ひやり ければ。 康景盜 を 殺す は 古今の 法な り、 なに を もて 罪と せん。 其 上 かの 足輕 私に 殺す にあら す、 

康景 下知して ころさし む。 もし 此事， 誤に ならば、 康景 罪に 行 はるべし とて、 少も 許容の 氣色 なし。 井手 

其 ま.^ にて はやみが たき 故、 鄉民實 は 竹 をぬ すます、 無實の 罪に てころ さる- * を、 康景 己が 足輕 に荷擔 
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して、 誅 せざる のよ し 一一 目 上しければ。 康景が もとへ 下手人 出すべき のよ し 仰，：； 山され けれども- 前の ごと 

くい ひて 御う け 申 上す。 

東 照-：! a きこしめして、 康^に ぉゐて は、 不義の 所爲 あるべ からす、 もしくは 人の いふに 欺かる、 にや も 

らん、 後日に 御钆問 ありて、 實 否 を 定めら るべき のよ し 仰 出されし が、 本 多 上野 介 正 純 を 康景が もとへ 

つか はされ て、 たと ひ此 事理な りと も、 一 たび 仰 出された る 上に てせ、 通に 仰 付ら れ ねば、 御 威光 も 輕 き 

やうに 聞 ゆる 間、 三人に 鬮を とらせ、 其內ー 人 とりあた りたる 者を誅 し、 しかるべきの よし W 純屮 されし 

か. ま、 P. 威光 輕く なると ある 上に は、 とかう 申 上る に 及ばす とて、 御う け 申 上に ける。 さて 申け る は、 理 

を まげて 罪な きもの を 殺し、 我 身 を 立る は、 勇士の 本意に あらす。 所詮 身 を 退る にし かすと て、 いづち と 

もな く 逐電し、 行方 はしれ ざり けり。 其 後、 

ム门廟 の 御 時に 及て、 ある 人駿遠 あたりの 地に て か あり けん、 其 所 はたし かに 聞す、 一人の 仙人と おぼし 

きに 行 あ ひしに、 其 仙人、 今 は 誰の 代ぞ とい ふ、 今の 君 は、 

權現 様の 御子 御代 を 繼せ給 ふとい ふ。 

檷現 様と はたか 事ぞと 問け る 程に、 く はしく いひき かせければ、 その 時よ く 合 點 して 土 井^ Ii 一一郎と いふ 

もの ありし が、 いま はいか 1- なりぬ ると 問け ると ぞ。 甚三郞 は大炊 頭の 事な り。 此事 世に 沙汰 ありて、 

共 仙人 は大 かた 天 野 三 郞兵衞 にて あらんと いひけ るが、 康景、 駿 河に ありし 時、 甚三郞 すでに 大炊 頭と い. 

ひしに、 かの 仙人、 甚三郞 とい ふ を昆れ ば、 康景 にて は ある まじと いふ 人 も あれ ど、 古人 は R 率に て、 い つ 

も よびつけ たる 名 をい ふ ほどに、 大炊 頭の わか 名 をよ く覺 へて、 かくい ひたる にも あらん かし。 よし^ 

仙人 は 誰に もせよ、 嗚呼 康景 潔. C の士 なる かな。 無 レ辜を こ ろして、 己が 身 を 立る は非義 なり。 ころさ 

ねば、 上意に そむく に 似たり。 とにかく 世に ありて は、 身の 一分た- * すと 思 ひきり て、 三 萬 石の 綠を^ 

て、 跡 をけ ちぬる こそ、 にたぐ ひなき 事と. S ふべ し。 
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〇 結 解の 何が し 

され ど 潔白なる 武士 も、 世に たへ す ある ものな り。 寬永正 保の ころに か あり けん、 . 江 戶 芝の 一大 德寺 境內 

のわき 寺に、 ^念 佛 とて 常にた へす 念 W を 唱る所 ありし が、 ある ク^に、 住 偕 外へ 出る とて 兇れば、 旅人 

と^へ て油單 つ、 み 頭に かけて、 共 さまい やしから ぬ 人の、 鬥 前にた \ すみて ありし が、 や-久しくし 

て歸 るまで、 もとの 所に ありし 故、 住持 あやしみて、 何人に て 候 や、 內へ 入て やすみ 給へ といへば、 共 人 

いん は、 御寺の 念 佛の聲 いと 殊勝に 覺へ^ 程に、 こ k に 時 を 移して 居る にて 候、 左 候 はぐ 御茶 ひとつ 給 

らんと て內へ 入ぬ。 住持 いづかた より いづかた へ 參られ 候 ふやと 問ければ、 某 は 奥州 邊 より 出た る 者に 

て 候。 江戶 にむ かし 知た る 者の 候て、 遙々 尋參り 候へ ども、 牢 久しき 事に て 候 故、 共 人の 行 衞も今 はし 

乜 申さす^。 是 より いづかた へな りと も， せ をよ せ 候 はんと こそ^: じ 候へ とい ふ を、 住持き \ て、 はや 日 

も 暮て睽 ま、、 こよ ひは是 にて 一宿いた され 候へ とてと めけ り。 翌日 住持い ひける は、 御身の 落つ き 所 

も、 いまだ 定まらぬ と 聞へ て 候、 共 間 はいつ 迄 も、 御宿いた し 申べ し、 ゆるく と 寺に 御逗ぉ 候へ といへ 

かたじけなく 候と てと ビ まりけ り。 さて なにくれと 物が たりす るに、 ふるき 事な ど覺 へて、 た^ 人 

とは兑 へざる 程に、 天德 寺の 和尙き X て、 後 は 本 房へ まねきて、 ねんごろに 扶持し 置つ、、 寺 中の 事 を 

まかせし が、 殘る所 もな くよ く 取 さばき、 衆 僧の しまりに もな りし かば、 簡耍の 人と て たっとび あ ひけ 

り。 共 ころ、 ある 國 主の、 退 休して 居らる \ 人 ありし が、 世に^-たか、、 ふるき 事 を も覺 へて、 常に 傍に 

ゐて 伽になる 人 あらば、 俸祿 も 厚く、 國賓の あしら ひ^て 召 抱へ むと て、 尊 求ら れ しに、 此 寺の 欖越、 

この 人に しく は ある まじ、 幸の 事と て、 この 人に 吿 ければ、 御 志 はかた じけ なく 候へ ども、 某專 奉公の 

望 はなく 候。 + まで は 申さす 候へ ども、 かく 御 懇意の 上 はつ V み. べき にても 候 はすと て、 そこにて 始 

て名乘 けり。 それ迄 は 寺に てな にと か 名 をつ けて をり けん、 それ はしらす。 某 は 蒲 生 氏鄕の 家に て、 結 

解の 何が しと 申 者に て 候、 蒲 生の 家 ほろび 候て より、 他^に 腕く * ひ をに ぎる 心なく、 ケ. 候て なりと も 


1 生 をお へつ、、 行 倒る V までと^ 悟いた し 候つ るに、 存知 も よらす 寺の 御 恩に なりて、 今 はた^ 此御 

恩 を こそ 報じが たく 候へ とて、 九 戶合戰 の 時、 北 ハ 外に も氏鄕 より 給り し 感狀、 其 後^^ 滅びて、 方々 諸 

侯より 招きし 書狀 ども 取 出て、 座中の 人に 見せて、 もはや 是も 無用の ものに て 候と て、 大 にて 燒 すてけ 

り。 かくて 歲月 を經し 程に、 明曆 丁酉のと し、 江戶中 大^にて 天 德寺 も延燒 しけり。 ^解た ビ 某に まか 

せられ 候へ とて、 和尙を はじめ 衆 佾をも 立の かせ、 わが 身 ひとり 跡に りて かけ 廻りつ ゝ、 W 像 W 經、 

其 外 諸道 具 ひとつ もの こらす のけさせて 後、 もはや 思 ひのこす 事な し、 汝等 もの き^へと て、 下逯 力ま 

でも こと- J-\- く のかせけ り。 さて 火燒 通りての ち、 堂^の 娆 あとに、 一人 凝然として、 手 を 拱し：^ 跏趺 

坐して 焚 死し C ありけ る を 見れば、 かの 結 解な りけ り 。寺 中の 上下、 淚を ながしお しみ あ ひしと ぞ。 結 解 

いつまで 寺の ゎづら ひとなりて 存命 せんこと、 ほいな き 事に おも ひし かど も、 久しく 寺の 恩 を 受ける 故 * 

なにとぞ 今 一 たび 恩 を 報じて、 ともかくも ならば やと 思 ひしに、 幸 ひ 火災に 付て、 寺の 爲に身 をす て i、 

一 かどの 奉公せ し 程に、 もはや 是 までと 思 ひて こそ 目から は 焚 死 ぬらめ。 其 心 を 思 ひやる に、 いさぎよ 

く S へ 侍る。 又ち かきころ 一 人の 獨 行の 士 あり。 翁 わかき 時世に 沙汰せ し 事な り、 阿部 故豐 後守忠 秋の 

家に て、 物 頭 をつ とめし 者の よし、 姓名 をば 今 忘れたり、 何とて 予紬 ありけ るに や、 忠 秋へ いとま を 取 

て、 .y 戶 八丁 堋 にて、 町の 裏屋 を かりて 住居せ しが、 年を經 るに したが ひ 貧困して 糧も絕 る 程に、 家主 

見 かねて、 朝夕の たべ 物つ け 候し が、 病氣 づきけ ると て、 打 臥して 外へ も 出です なりぬ る ゆへ、 ^主 

人 をつ か はし、 粥な どやう の もの もたせ 贈り けれども、 不炱の 病と て、 それ を辭 してう けす。 戶を さし 

て 人の 入来らぬ やうに せし 間、 家、 干： n 々戶 外より 病 を 尊け るに、 始 はいらへ もしけ るが、 後 はいらへ も 

なかり し 故に、 近隣の ものな ど 召 つれ、 戶を 破り、 €： へ 入て：^ れば、 は： 足 榧に よ^か、 り、 膝の ト； に大 

小 を 横た へ て、 すのこの 上に、 こも 一 枚 敷た るに 坐して 終りけ り。 傍に 遗害 ； 通 あり、 披て 見れば^. 來家 

主の 恩 を 忘れぬ よしを しるしお き、 寺への つか はし 物幷に 家主へ 宿 代の いまだす ますして tf りし を、 此 
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金に て 引取 給り 候へ とて、 遺 苦に 余 を 添て 淺 しおきけ り。 さて 具足 榧の 中には、 已の 刻ば かりに か 4* や 

きけ る鏜 ー領呰 具の ま V にて、 黄佘 三枚 いれ 置け り。 大小の したても、 ふるく こそ あれ、 ^金 ごしら へ 

のま \ なり。 さて 衣服 は 着せし 物の みに て、 其 外 鍋釜 等の もの ひとつ もな し、 百日に も 食物 をした、 め 

たる 氣 色と は 見へ ざり き。 此事 私に て 決しが たく、 時の 町奉行 所へ 申出ければ、 其 者の 遣 害の ごとく 沙 

汰 いたし 候へ との 事に て ありけ る。 後日に 忠秋 もき かれて、 さて は娥 死し ける よな、 不便の 事な りと 申 

されし となり。 世に 申 傳る佐 野 源 左衞門 常世が 事、 なに k 出け る 事に かさだかなら す。 或 人是は 太平 記 

北 野 通夜 物が たりの 段に 見へ し、 攝津 の國難 波の 浦の 老 尼の 事 を 取 直して、 造り S3 したる 物な りと いひ 

し、 さも あらん かし。 それ は それに もせよ、 此 餓死し ける 浪士 など こそ、 今の 世の常 世と もい ふべ け 

れ。 上に 御大^ あらば、 一番に 馳參 るべき 事 疑な し。 され ど业 口の 常世 は、 ふた-び 世に出し が、 此人は 

むなしく 餓死して 果てけ る こそ、 共 身 も さぞ 無念に 思 ふらめ。 かやう の 人、 世に うづ もれて、 ^り 侍る 

人 もな し。 なげか はしき 事な り。 

〇一 一人の 乞兒 

5 世；^ ほど 風俗 衰 へて、 利欲に さかし けれども、 人の 性 もと 善なる 程に、 族 姓に も よらす、 なら はしに 

さい は ひこのと るつ ね を 

も よらす、 乞食 體の 者に も、 はから ざるに 義理 をし るの 心 ある ぞ かし。 朱 子 小舉の 書に、 幸 鼓 莱レ 募、 

キ- はめて てん をな. J おつる こと 

極 レ天罔 レ墜 といへ る は、 信に して 誣 ざる 事と こそお も ひ 侍れ、 此十年 以前、 享保癸 卯の 歳の 十二月 

十七 日、 江戶窒 町の 商人、 越後 屋吉 兵衞 とい ふ 者の 手代 市 十郞、 諸方の 買 懸の金 請 取て 歸 りしが、 金 三 

十兩 入た る 袋 ひとつ 見へ ざる 故、 さだめて 途に てお としたる ものに て や あらん、 もはや ある まじき と は 

おも ひながら、 もと 來し路 を 段々 に 尋ね ありく 程に、 ある 所に 乞食 一人 ありし が、 見 とがめて なに を尋 

候 や、 もし 金 をお とさる \ にて は 候 はす やとい ふ をき、 て、 市十郞 うれしくて 有の ま-に Jf;i りければ、 

されば とよ、 我^ 拾 ひ 置て 候。 其キ： の たづね 來ぬ事 は あら じと、 それ を 待て こそ、 さき 程より 此 所に をる に 


て 候。 いよ/. \糙 なる 事 承りと r けて、 たが ひなく ば 渡し 候べ しとい ふ 。市 十郞 余の ar 數、 又は 屮 にある 

證文 などの やう、 一 々 い ひき かせし に、 さて は 疑な しとて 取 出し、 袋の ま、 にて 渡しけ り。 市 十 郞餘の 事 

に、 さて やみがたくて、 內冗兩 取 出して、 是は責 て そこの 得分に せられよ とて あたへ けれども、 屮々 受 

るけ しきな し。 市十郞 いひげ る は、 此 かね はなき 物に き はめ 置し に、 そこの 志 ゆへ にこ そ、 ふた、 び 手に 

も 入 たれ、 然る をの こらす 我物に すべきに あらす、 逹て S て くれ へと いへば、 よく 考へ てお 給へ、 共 

五兩を もら ふ 意 得なら ば、 三 拾兩を 返し 申べき や、 もとより 自分の よくに て 拾 ひ 置た るに てな くお、 お 

てお としたる 人、 、や 人の かねな どならば、 さぞ 難^に 及ばるべし、 他人に 拾 はせ なば、 其 落せし 人に は 

ふた、 び 返る まじ。 さらば 我等 拾 置て、 其 人に 返さ まく 思て、 拾 置た るに C こそ 候へ。 そこ もとへ 渡し 

K< へば 我等が 志 通りて 候、 さらばい とま 申 候 はんとて、 共 ま、 そこ を さり T  • 見 かへ り もせで 行ける 

を、 市 十郞跡 をした ひて、 取 あへ す懷 中より 金一^ 取 出し、 け ふ は寒氣 もつ よく^、  ^られ 候 はぐ、 是に 

て 酒 を もとめて たべられ 候へ とて あたへ ければ、 是は御 志に て 候 ま-申 受 候て、 是 にて 御酒 給 巾べき と 

て、 それ をば 受て立 わかれけ る。 名を尋 ければ、 名 は 八兵衞 とて、 車 善 七が 手下の ハ乙炱 のよ し 屮^。 市 

十郞 宅に 歸 りて、 主人 吉兵衞 にく はしく 語りし かば、 古 兵衞閒 て感淚 にたへ す、 なにとぞ 右の 五 刚を八 

兵衞 にっか はした し、 明朝 早く 善 七が 宅 迄持參 し、 善 七に も. 5. きかせ、 八兵衞 に合點 いたさせ、 とかく 

受候 やうに はから ひ 候へ とて、 市 十郞に 手代 頭 を さし そへ つか はしける。 さて 善 七が もとへ 行て 尋 けれ 

ば、 共 八 兵 衞と申 候 乞食 は、 昨夕 いづく にて やらん、 金 一 きれ もら. ひ 候と て、 善 七へ も 見せ 候し が、 な 

狡 かまの 乞食 ども よびあつめ 眩て、 その 金 を もて 酒^も とめ、 人に も 給べ させ、 其 身 もた ベ 候し が、 たべつ 

蹇ー けぬ もの を 多くた ベ 候 か、 食傷いた し 候 か、 今曉 急死いた し 候と いふ を 聞て、 市十郞 おどろき 死骸 を 見 

雜 と ビけ善 七に 此 死骸 もら ひたく 候、 かまへ て 粗忽に 外へ 移す ベから すと 堅く いひ 合せ。 さて 家に 歸り共 

よしを 吉兵衞 にい ひき かせければ、 早々 人 をつ か はし 死骸 をう け 取、 右の 五兩 のかね を もて、 本 庄無緣 

^ 一 
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^  ^にて 厚く 葬りし となん。 吉兵衞 も 篛に感 する 事 商 買に は 奇特と いふべ し。 日ごろ 加賀侯 家の 用 をき V 

0 て 出入す る 故に、 手代 市十郞 その H: の 廿日に 加賀の 邸へ 來て、 かの 家の 役人に 始終 語りし とて、 翁に き 

0 かする 人 ありき。 世に 是に 似た る やうの 事 ありと、 折 ふし 人の はなしに きくと いへ ど、 是程 たしかなる 事 

話 はき かす。 よりて き k たる 通り を 少しもの こさす、 各に も 語り 侍る。 おも ふに 八兵衞 た^-人に あらす、 

いか なれば 乞食の 黨には 入に けん、 定めても とはい やしから ぬ ものに ありし か、 孤 貧き はまりて、 ^もな 

く 乞食して ありく 程に、 外の 乞食と 一例に なりて、 是非な く 善 七が 手下に 屬 しける にも あらむ。 されば 

ながらへ て 甲斐な き 事と おも ひし か、 幸に 金 を 得て 酒 肉 を もとめ、 火 伴と 觀會 しける 程に、 是を 限りと 

おも ひて、 自ら 喉な どし めて 死け るに も あらん、 はかりが たし。 この 八 兵 衞を士 とし、 又は 人の 上に お 

くと も、 權柄を もて 人の 物 を 乞 求る やうの 事 は、 決してす まじき^ なり。 されば 世に は 名 は 膝々 の士大 

夫と よ-ま， して、 實は 乞食なる 人 も あり。 此 八兵衞 は、 名 は 乞食 なれ ども、 實 は士大 夫と いふべ し。 又 加 

賀の國 に 野 田 川と て あり。 前 田家 先祖 以来 代々 こ \ に 葬る 故に、 家 屮の譜 士も死 すれば 其 麓に 葬らざる 

はすくな し。 さる 問、 中元に は、 家々 より 墓前に 燈篛を 具 ふ、 毎 歳の 亊 なり。 厚 祿 の 家 こそ、 假家を 造 

り、 人 をつ け 置て 守 も すれ、 其 外は大 かた 夜 ふくれば、 ともし 拾て 歸り ぬるに、 下部の 惡黨 ども 来て、 火 

を 打け し、 蠟燭を 奪取け り。 側に 乞食と おぼしき 者、 こもかぶりて 臥し 居たり ける が それ を 見て ノ 

の 祖考の ためとて 墓に す、 めけ る 物 を、 さやう に 狼藉す る專 あるべ からすと 制しけ るに、 惡黨 ども もろ 

ともに 罵て、 こも を かぶる 身と して、 いらぬ 事 をい ふ扠 かなと いひし， に、 その 乞食き、 て、 各が 今す る 

やうなる 事 をせ ぬ 故に、 こも を かぶる とい ひしと ぞ。 齊の餓 者の 嗟 来の 食を炱 せんざる t お、 こ、 に 至る 

とハ ひしに 語意 相似て、 おもしろく 覺へ 侍る。 此 乞食 辭令 にもよ かりなん、 ff 簡 にて 意 足と いふべ し。 

た^いつ も、 くり 事の やうなる 事 なれ ども、 古 も 今 も、 から もや まとも、 節義の 守り ある 人 あれ ど、^^ に 

さへ 免れす して、 溝 ti.: に斃れ て、 其 名 も 世に しられぬ こそ かなし けれ。 もとより 幽隱の 行 を^^す る は、 
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吾 徒の 任な り。 今 物語せ し 結 解の 何が し、 乞食 八 兵衞が 類、^ にな を 多 かるべし。 翁が きかぬ はいか-せ 

し、 き-てはい はざる に 忍びす。 昔 我 朝 勅撰の 和歌^ を 見る に、 いやしき 野 佾妓女 の^も、 公卿と 

名 を 列す る は、 倭 歌に 尊卑の 差別な し、 是を倭 歌の 德 といへ り。 今 翁が 節義 を 語る とて、 良家 名 族の 士 

に、 乞食な ど 迄 を 並べ 擧て、 ひとつに 稱 する も、 其 心 亦し かなり。 節^に i 賤の へだてな し、 ^節義の 德 

とい ふべ し。 各に もき かれ 候て、 翁が 議論 不倫 也と 思 ひ 給 ふべ からす。 
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  六 五 四 

駿臺雜 話 卷之四 

〇^ 臺 もと 嗜し 

三 伏の 夏 もはや 半 過 行し ころ、 人々 すビ みが てらに、 駿臺の 巷に とぶら ひ來 けり。 折 ふし 積 雨 新に 霽て、 

夕 n 梢に のこれる に、 瓱 の竹樹 露す^-しく、 池の 芙蓉 風 かほり、 なにとなく 見す ぐし がた き 折からな 

り。 ^客 はし ゐ しつ 、勾擱 によりて、 詩歌 を 朗詠し ける が、 はや もの \ あやめ も 見えぬ ばかりに 暮 ゆけ 

ば、 やがて 內に 入て 翁に いとま 申さむ と い ふ を、 今し ばし と あれば、 さらば 宵の 間 過る 程 こ \ にあり て、 

御物 Si 承らん とて 各 成に つきけ り。 しばらく ありて 燭 もて 至りぬ るに、 翁 ふとお も ひよりし ま、 燭^ を 

さして、 世俗の 讒に、 燈臺 もと 喑 しと い ふ は、 いか やうの 事に たと へ て いふ にゃあらん、 をの^ \ いふて 見 

給へ と あれば、 座 客の 中 ひとりい ひける は、 世に 何事 にても あれ、 外に はかくれ なき 事 を、 其 もとにて き 

けば、 却て 分 W ならぬ やうの 事に かく 申なら し 眩、 但 我等が 愚見に て、 是に 道理 をつ けて 申 候 は ど、 孟子の 

道在レ 邇而來 ->  諸 遠-とい ふ 意に もた とへば たと へつべし、 人 ごとに 本 を 忘れて 末 をつ とめ、 近き をす て 

k 遠き に 求る は、 常の 事に て 候、 是を 射る 者の 的に のみ 志して、 あたりの 手前に ある 事 を しらぬ にたと 

へたれば、 ^毫の もと くらき にたと へても、 同じ こ V ろな らん かし。 亦 ひとり 聞て、 されば 其 事に て 候、 

& たい けい くわく  H- ん； ffj  くろ  ご だう 

羅大經 が鹧林 玉露に 悟逍 とい ふ 尼の 作と て 

じんじつ たづね て はるを やみ はるを  ばう けいへ-うへ むろうと うのく も  か へ W き だって わらって ひねって はい V わ を^げ け  はる はあって しとうに すでに じう ぶん 

盡 E 尋レ^ 不 レ兄レ 春、 芒^ 蹈遍隴 頭^、 歸來 笑 撚，， 梅花， 嗅、 春 在- 1 枝；， g-u 十分、 

是も逍 のち かきに 在て 遠き に 求る たと へな り。 ひめ もす 山野に 春を蓴 くらして、 舂 はとく にわが 宿の 梅 

にある 事 を しらすと いへ る も、 燈臺 もと くらき の 意に もよ く かな ひて、 いと^お もしろ くこ そ 候へ、 又 

ひとり、 逍 のさた ばかりに も 限らす、 外の 事に も あるべし。 たと へば^ 晋の 時、 桓溫三 秦に打 入し に當 

つて、 王猛來 見し ける に、 n; 秦の 豪傑な にと てい まだ 一 人 も 見え 來ら ぬと 問し にぞ、 桓溫が 眼の くらき も 
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しられけ り。 11; 秦の 豪傑 王猛に 過た る もの や あるべき、 眼前に 彔傑 ある を しらすして、 裹傑 にむ かふて 

豪傑 を 問し は、 燈臺 もと くらき にて 候 はす や。 又 ひとり、 古より^ 漢 共に 英主の 遠 略 を つとむる が、 其 

威望 遠く 敵國に 及べ ども、 まぢかく 蕭 SI の もとに 敵 ある 事 を しらざる も、 燈毫 もと 喑き にたと ふべ し。 

近代 口 本に ていは^、 織 田 信 長、 關^ 關 西の 諸 國迄手 をのば し 討した が へられし かど も、 手本に くら-つし 

て明智 にころ されし、， 燈臺 もと くらき にあら す やと. S ふ を。 翁き、 て、 すべて 比喩の 語 は 義理の とりや 

うにて 色々 に屮 さる 、物に て 候。 此讓も 各た が ひに 其義を つくされ しにて、 もはや 此外は ある まじく^ 

へ 侍る。 但 各の 申さる、 は、 いづれ も燈臺 もと 噔し を、 あしき かたに たと へらる^-にて 候。 翁 は 又 此^ を 

よろしき なに 取な してき、 度 こそ 侍れ、 又 一 種の 道理 も あるべき にや。 韓退 之が 短檠の 歌に、 長檠八 尺 

むなし，、 おの づか& な V； レちん け \ナ な はち かつ ひかる 

き 自 長、 短檠ニ 尺便且 光と 作れる ごとく、 燭臺も 長き は燭の もとく らく、 短き は燭の もと あかる 

し。 夜 屮に書 をよ み 字 を寫す やうの 事に は、 手 もと を 明らかにして 其 川 を かな ふる 故に、 短き を f:" ぶに 

て 候へ ども、 さりと て  一 二 尺の 手燭に て は、 手燭の もとこ そ あかるく あるべ けれ。 此成上 にても くまく ま 

の くらき を 照し ぬる 事 は 難 かるべし。 まいて 稠人廣 座 をい か^して 照し 中べ しゃ。 しかれば、 もと を あ 

かるく して は 遠き をて らし 難し、 遠き を てらす は必 もと くらき ものと しるべし 。翁、 い つの 比 か 關尹子 を 

お る くら.^ に 

見 侍りし に、 吾 道 は 處レ喑 が 如し、 よく 明 中の 事 を 區畫 すと い へり。 關尹子 は 關令尹 喜が 書な り、 尹 喜 

は 老子の 弟子に て、 道 德經五 千 言 も此 人の 爲 にあら はせ ると 也。 今 世に 傳る關 尹 子のお は、 大 かた 後，^ 

の 作に て、 尹 喜に 名 を 託した る 物 にても あらむ かし。 され ど 老子の 道 はたし かに 處匕 I？ を宗 とする こと 

に 侍る、 仉 老子の 道に も 限る ベから す、 吾 懦 にも 簡耍 とする 事 也。 たと へば わが 身 くらがりに ゐて、 く 

らが りより あかり を 見れば、 あかりの 事の こりな く 見 ゆる ものな り。 わが 身 あかりに ゐて、 あかりより 

くらがり を 見て は、 くらがりの 事 一 切 兌えぬ も のぞかし 。されば、 くらがりに ゐ てあかり をみ る やうに、 

已が智 を ふかく ひそめ 终 ふて、 くらき より 明らかなる を 生す る やうに すれば、 共 明、 悠長 宽大 にて E 然に 

六 五 五 


 f  六 五六 

遠き におよ びなん、 それ こそ 眞の 明と いふべ けれ。 もし 己が 材智に ほこり、 聰明 を盡 して、 たに 手 もと 

の あかるき を專 にせば、 あかりに ゐ てくらがり を 見る が 如し。 其 叫淺近 短慮に て 遠き に 及ば さるの みな 

らす、 た^ 手 もとの 事の み兒 へて、 下手の 碁 をう つが ごとし。 末の 手 は 見えざる 程に、 毎々 是非 を あやまる 

&き  ，  めいいる はちち うにめ いいな o- くんし もって のぞむ にしう にもち ひくけ い をめ いなり 

事 も 多 かるべし。 こ、 を もて 聖人 易に ぉゐ て、 明 入-地中， 明 夷 君子 以莅レ 衆用レ 晦 而 明との 給へ り、 

古の^ 王冕旒 E を蔽 ひ、 鲑繽耳 を 塞ぐ も、 聰明の 匁 はやき をき らふて、 晦 きを もち ひて 養 はんとな り、 

古より 倭漢 ともに 大智 遠識の 人の、 己が 材智に 傲て、 好で 目から 用る をき かす、 老子の 良贤深 蔵 若 レ虚、 

むなし 今 がくん し はせ いとく ごとしぐな るが  1 

君子 盛 德若レ 愚と い へる も、 げ にさる 事ぞ かし。 ちかき ころ、 故 板 倉 周 防 守が 京師に 留守たり し 時， 

訴訟 をき かれしに、 己が 材智の はやき り、 聲 色のう ごきな ば、 我 も それに 氣乘 じ、 彼 も それに 氣奪は 

れ、 兩 造の 辭を審 かにせ す、 雙 方の 情 を 盡さビ る 事 あらんと て、 必す 障子 をへ だて \  、わざと 乎づ から 茶 を 

ひきな どし、 た^ 心の ちらぬ やうに してき かれしと なり。 さすが 近代の 名人と はい ひながら、 おの づ から 

聖人の 心に も かなへ り。 それ 故 曲 K 理を盡 し、 聽斷祌 に 通じ、 人々 畏服せ ざる はなし。 いは ゆる 用レ晦 

而 明なる にあら す や、 今に 至て 世の 談者傳 へ 誦して ロ實 とする 事枚擧 する にいと まあら す。 中に も 翁が 

最 感じお も ふ 事 あり。 周 防 守 ある 時 京の 在家 を 通られし に、 さる 家に 幼少の 子 出て あそびし が、 あれ 周 

防 こそ 通ら るれ とい ひし を， 周 防 守 馬上に て 聞 とがめて、 我 不肖と いへ ど、 土の 御 代官と して こ 、にあ 

れば、 京 屮村閣 に 住する 者 男女 老弱 をい はす、 我 を かくお しく だしてい ふ 事 あるべ からす、 しかるに、 此 

家の 兒輩 かくい ふ は、 常に 家人の 我 を うらみて かくい ふ を 聞馴し 故なる べし。 是は 定めて 子細 あるべし 

とて、 共 家、 干： の 名 をき かせて 瓧られ しが、 翌日 其 家主 を 召よ せて、 汝 先年 何 にても 訴訟した る 事 や あ 

る、 今尋 ぬる は 少しも きづか ひなる 事に て はなし、 ありし やうに 申べ しとい はれし かば。 始 はなに かと 

辭退 しける が、 再三と はれて、 此上 はかく さす 巾 上 候、 それのと しそれ の 月の 事に て 候、 父の 配分の 窜に 

就て、 一類の 者と & ひ 候て 訴へ 候し が、 其 者 無 實の事 を 申 かけ 侯へ ども、 證人 ども を 多く こしら へ 候て 
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申出 候 故、 御 聽斷の 卜： 相手の 勝に 定まり 候、 其 次第 かやう/— とくはし く^る を、 下役 人に 命じて、 其 

年に あたりし 簿案を くらせけ るに、 すこしも たが ひなかり しかば、 共 上に ていよ /^尊き はめて、 2y+i 

たしかに 某が 聽 あやまり たるな り。 い と 念 なれ ども、 もはや^. 久しき 事 なれば、 今； おすべ き やうな 

し、 共 配分 ほど を 某 惯て我 過 を 謝すべし とて、 自分の 金銀 を 出して、 丼 者へ とらせられ しと ぞ。 にて し 

るべ し、 周 防 守 己が 威勢 をつ のらす、！ G が 過失 を かくさす、 我 は 常に 晦に處 し 明 を 街 はす、 我 は 常に 愚に 

處て智 を 先 だてす、 其 心 公に して 私な し、 誠に 古今に 有が たき 明智 とい ふべ し。 今是ゅ を もて 此^ を考 

るに、 燭臺 はなが くしても との くらき にて、 其 明お のづ から 遠き におよ ぶ、 君子の 逍は 然として n に 

あきらかな るが ごとし、 もし 短う しても とあかる ければ、 共 明ゎづ かに 近う してやみ ぬ。 小人の 道 は 的 

然として 日に ほろ ぶる がごと し、 此 gf をし めして、 明かなる もの は必 もと をく らうす とい ふ 心に て、 燈 

亳. もとく らしと いふに も あらむ かし。 ffl; 此 諺の 正意 は 各の いへ る ごとく 成べ し。 翁が いへ る をば 姑く 1 

説に そな へ 給へ かし。 さし も极 もな き 事に、 あまりく はしき 僉議 かなと て、 翁 微笑し ければ、 諸 客 かやう 

の 事に も、 翁の 心の つけられ やう/ J そ、 ^段の 事に て 候へ とて 备感 じあへ り。 

〇 運^が ロ傳 

さて 翁. S ひける は、 月 は盈れ ば虧、 花 は 盛 なれば ちる。 家 語に 子^ 持^の 道 を 孔子 こ 5?寸 れ .ま、 聰 W 容 

ち t もる にこれ を. * つ てす *■. を 

智 1.7 レ之 ^レ^との たまへ り。 翁が 前にい へる W- を 晦に養 ふ も、 聰明 を 十分に^ さじと なり。 すべて 物 

は 十分に つくす を 嫌 ふ 也。 なに 事 をす る も 七 八 分に して 前 をの こして 盡 さぬ をよ しとす。 もし 心 ゆく ま 

V に 一 旦に殘 さす 盡し ぬれば、 必 後に 悔み ある 物 也。 或 人 佛師運 慶がロ 傅と て^し は、 佛を 作る に は 耳 

鼻 をば 先 大きにすべし、 もし 耳鼻 を 十分 能 程に 劉れば、 後に 小さく 見 ゆる 時に、 大きにし たくても かな 

はす。 口 目 をば 先 小さく すべし、 もし 口  CE を 十分よ き 程に あくれば、 後に もし 大きに：^ ゆる 時に、 小さ 

くした くても かな はす。 されば 耳鼻 を 大きにし、 口 目 を 小さく する を^  一  ロ傳 とすると ぞ。 是 はもと^: 

六 五 七 
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  六 五八 

非 子に 出て、 宋 の蘇頌 がいひし 事 也、 此木偶 入 を 作る 意 得 は 何事に も あるべし、 しばらく 思 ひつけた る 

くんし. H*- つくさ ひとの よ. 0 こび をャ つくさ ひとの ちう を もつ てまつな； すま じ はリを 

^にて いふに、 曲禮に 君子 不レ盡 一一 人 之歡- 不レ竭 -1 人 之 忠-以 全レ交 也と いへ り、 是等 にても しるべし、 人 

の 我爲に 杯； I！ を 催しな どして 歡 愛を篇 うする を 人の 歡と いふ、 人の 歡を 十分に き はむ る 故に、 あまりし 

たし \ なれば、 反て 無禮 にもな り、 あまり 興 あらむ とすれば、 反て 無 興に も 成 もの 也。 陳の 公子 完齊の 

桓公の ほに 锐 愛せられ しが、 桓公其 家に 就て 飲れ しに、 晝 迄にて は あきたら すと て、 火 を もて つげと い 

y  くす そ^  JS る をい ** だぼくせ そ C よる を 

はれし を臣 ト-, 共晝， 未 レト- 一共 夜- とて 夜飮 を辭 せし は、 人の 歡を つくさ じと 也。 人の 我 爲に音 問 を か i 

さすな どして 心の まめ やかなる を 人の 忠と いふ、 人の 忠を 十分に 頓む 故に、 すこしと e かねば、 必 とが 

むる もの 也、 聖人 易の 恒卦 にお ゐて、 初 六の 九 四に 求 望の 心 ふかき をい ましめ て、 浚恒貞 凶と いへ る は 

人の 忠を つくさ じと なり。 こ、 を もて 君子 はかね て 入の 歡を盡 さす、 入の 忠を竭 さすして、 人と 始終 交 

を 全うする ぞ かし 。もし 國 家の 政に てい ふと も 共 理 同じ かるべし 。いやしき まに い ふごと く國の 仕置 は、 

すり 水に て 舛の底 を ま はすが ごとく、 すべし、 すみ-^ すり 木の 行 と^かぬ ところ あり、 北 ハ行 と^かぬ 

所、 かへ りて 人の くつろぎ 事の よけいと なる 程に、 久しう してお のづ から 行と ビく物 也。 然る を 法 八； -を 

钹 にして 急に 行と i*  くやう にと するとき は、 終に 行と にかざる のみなら す、 外に さはり；：； T 來て^  ，こも 

及ぶ ぞ かし、 ^に； 土 川 三驅失 丸 1 禽- といへ る も、 天 子の 獵は 不-- 合圍, とて、 網の 三面ば かり 張て 一面 を 

あけ、 禽 のにげ みちを 殘す 也。 共 ごとく 政事のお ほやう にて、 たビ七 八 分 程に して ニー 一； 分 を^す にたと 

、 ，  ，  ：  力 しこに まりざる 力ら，. ね こ- * にあり ざるお さ 心 いなづか かしこ こ あ W のこれ： o  ., な， -- はこ- * こぁリ のこる W これく わ ふの W 

へて いふなるべし。 詩に いはく 彼 有，， 不レ 瘦禪？ 此 有，， 不レ歛 擠？  % 有， 一 遣 秉？ 此有 一一 滯穂 f  ^寡婦 之 利、 

これ 出 ® の 都ながら、 ^時， に 寛 政 あり F に 造 利 ある 事 を しるべし。 乂 十分に 盡さ ゆして、 前禽を 失 ふ、. 

の 心 也、 翁 嘗て 膝 史を考 るに、 漢は文 帝に 至り、 宋は 仁宗に 至て 最盛 なりと 稱す、 然に ニ^ いづれ も寬 

大 にして、 政事 はかどる^ なく、 行たら ぬ やうな りしが、 ！KU '穩か にして、 おの づ から 治り 安 かりき、 

文 帝の 後、 武 帝に 至りて、 張 湯 桑 弘羊等 を もち ひて、 威 怒 を 十分に き はめ、 貨利は 一毫 も逍 さや、 是ょリ 


生靈荼 毒し、 民心 離叛 て、 漢 家の 危 事殆累 卯の ごとし、 仁.： 示の 後祌宗 に 至て、 王 安 石、 ほ 惠卿等 を 川て 新 

法 を迭 り、 功利に 趨る、 是 より 朝野 騒擾し、 ^心 愁 苦し 宋 朝の 蝸こ k に濫 船し けらし、 二君み な英 

主にて ありし が、 いかにし てこ、 に 至る といへば、 た^ 衬 力に 麟り、 諸 欲を盡 さんと して、 持滿の 道に 

くらく、  一二 驅の法 を しら ざれば 也。 宋史 に.^ 臣仁宗 を賛 してい はく 

あ ひだりち ごとし ゆ だ 0  にんじ ij とに ゥ しざん こくの  けい はふに ^ し *- うちに  けつごく お ほくへ いいん Q し くにい i*d かってな くん へ •  ^う 

W 十一 一年 之^^ 冶 若- >  偷隋- 而庄レ 事 蔑-^ 刻 之.^ 刑法 似- -縱 弛？ 而決獄 多-平 允 之士？ 國未 S 嘗 無- 嬖倖？ 

卞 たら もって わ やら i す こちせ "のたい おて う パ iv 一 かってな くん はせ うにん しかれ どもす 4i らもって かつに ぜん る^の キ に くんしんせ うか そく、 ん のこ - ろち うこうの ** つ， ごと 4 ころ C 

而 f レ足 一， 以举； 治阯之 體？ 朝 未 一- 嘗 無-一 小人？ 而不レ 足 一- ー以 勝-一 赛類 之氣？ 君臣 上下 彻怛 之心忠 厚之 政、 所 3 

もつ てばい しょくす る こ くネ- を ものち つし 

以 培- -植國 基-者 厚矣、 

此賛、 よく 仁宗の 朝 を 推論して その 理を盡 せり。 是を もて 見る に、 仁 宗の時 君 ほと もに 聰明 をつ くさす、 

寬容を たっとぶ としれ たり。 誠に 三驅失 前禽の 遺風と いふべ し。 

〇 法 は； d 河の ごとし 

たっとん でめい を.？ 'たっと まさつ *-  .  . , , 11;:  ( : 

されば 古人 も 人君 は 貴レ明 不 レ貴レ 察と いへ り、 明と 察と は 似て 似ぬ^ 也 W は燭睾 一にて^ を 肝す. 力 ご 

とし、 其 光た かく 其 本お ぐら けれども、 座屮を あまねく 照すべし、 察 は紙燭 にて 物 を 照 すが ごとし， 手 

もと あかるく して 物を兒 とむ る 事 いちは やけれ ども、 遠き を 照す こと あた はす、 この 故に 人^の 叫は燭 

臺の 如くなる べし、 紙燭の ごとくなる ベから チ。 天下の 法 は、 寛大に して. 江 河の ごとく 成べ し、 珑 細に 

して 溝渠の ごとくな るべ からす。 江河 は 大きにして いちじる ければ よけ やすし、 しかも^ .H に ，1 て あな 

どり がた き 故に 犯しが たし、 溝渠 は 小さく して しげければ よけが たし、 しかも 淺狹 にして 近づき やすき 

故に 犯し やすし。 さるに よりて 昔より、 河 を蹈 あやまりて はまる もの ある をき かす、 沣| 渠に はや.^ も 

すれば はまる もの 多し、 こ k を もて 後 漢の郞 が 安帝に h つる 害に、 王者の 法 は. y 河の ごとし、 ^レ避 

して 難レ 犯と い へり、 古今 不易の 名言と い ふべ し。 され どし か あれば とて、 政 は ： {!: に 寛大なる をよ し 

とすると いふに も あらす、 是は 科條を 繁 くして^ 1 令頌 i 可なる を 惡 むと いふ 事 也。 もとより 寛大なる をよ 
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  六 六 o 

しと すれ ども、 時に より 事に よりて は嚴 急に する を 貴ぶべし。 大 かた 泰平の 世 は、 民俗 遊惰に 流れ、 驕 

奢 を 好む ぞ かし。 今是を 冶る. に、 もし 無事 を專 にし、 簡 us! をつ とめて は、 ^弊 除く ベ. き やうな し， 必砍 

事 を 革め、 法令 を齩 にして、 民の 耳目 を 新に すべし、 然るに 民 は 可-一 與樂； レ 成不レ 可-一 與 始 とて、 民 は 

おろかに して 國 家の 利 病 を しらす、 たビ 私の 利害 をのみ 先と する 故に、 其 事の 始て は、 已が搽 手に あし 

しう：；： う. ひお こ つ 

きを 兌て、 衆 謗 競 起て、 異議 もまち/. \ な る物ぞ かし、 古より 明 智の人 は、 それに 少しも 枸ら すし 

て、 共 功 を 成就し ぬれば、 畢竟 天下の 利と なる 故に、 つ ゐには 上下 { 女 堵 して、 もろともに よろこぶ もの 

也、 是 かの 晦 きを もち ひ、 遠き を 照す の 明なら. f して は 成が たし、 小智 短慮の 人の 及べき 所に あらす。 

むかし 鄭の 子產、 鄭國の 政 をせ しに、 舊 俗の 弊を改 て、 いと きびしく 車 服の 驕を 禁じ、 m 廬の制 をお-め 

しかば、 富 人お それて、 美服 をば？？； に 入て かくしけ り。 ^おの 兼幷 する 田 をば ことぐ しく 取 卜-て^ 伍 

に歸 せし 力。 さる 程に 舆人 これが 爲に 誦して いはく、 取-我 衣冠- 而褚レ 之、 --我 e 觴- 而伍レ 之^ 孰 殺，. 

子 産-吾^ 與レ 之とまで 怨 望せ しか ども、 三年に 及て、 驕奢の 風 やみ、 お： t の 害 除きし かば、 亦 誦して い 

はく、 我 有-, 子弟？ 子 產誨レ 之、 我 有-一田 疇？ 子 產殖レ 之、 子產而 死、 共嗣レ 之と て、 たが ひに よろこび 

あ ひける とぞ。 子 產は惠 人な りと 孔子 もの 給 ひて、 其 政お を 愛 養す る 事 ふか、 りし かど も、 ひとへ に寬 

を贵 ぶに あらす、 ； II なるべき 時 はかく ありし ぞ かし。 其 後 政 を 子 ャ叔に 授けし 時、 子大叔 が寬に 過む こ 

と を^て さとりて、 火は烈 くして 民望で 畏る、 が：^ に、 火に 入て 死す る もの はすくな し、 水 は n:^ にし 

て 民 狎て翫 ぶ 故に、 多く 溺れて 死す とい へり。 此の 水火の たと へ も、 前にい ひし. 江河 溝；^ の 意と In: じかる 

くわん ihj+-.i» な +* ち. S み 

ぺ し 然れば 古の ^王 賢 相 は 寛 を 本と すと い へど、 诗 によりて 猛を もお ひけら し、 この 故こ寬 則 民 

， 力な w  t ん なれ-すな jg ら， r すに これ を もつ てす まう を **-r- なれけ ナな はちた みそこな はる そこな はれ *: 十な はち ほどこ ナに &れを もってす くわん をく わん， つ てす くひ まう を S う もつ てす く- * 

，れ^て レ^ 以レ猛 猛 0 民 殘、 殘 則 施レ之 以レ寬 、寬 以 濟 レ猛、 猛以濟 

ん las 一  tf- ことこお を？ * つて くわす 

レ寬政 "ル ^ 和と 孔子 もの 給へ り、 一 偏 に は 意 得べ からす。 

〇 嗞鵂の ふみ 


た r し！： 家の 事 は、 大小に よらす^ 弊 W 病ば 改め すん ば あるべ からす。 共 外 はお ほやう^^ によりて 改 

めざる をよ しとす、 木の 匠の つくれる 器 も、 舊制 を改て 新しく 仕出した る は、 一 口； 將 乎に 能 やう なれ ど 

も、 其す がた 下りて いやしき のみなら す、 其 用 手せば くして 廣 からす、 小 ま はしに て やすから す、 さる 

ま k にいろ/ \> たくみ 出して ゎづら はしくな り ゆく 程に-、 やがて もち ひすな りぬ るぞ かし。 こ、 にお か 

しき 物が たり 侍る。 ある 人鸱 鵂を畜 て、 それ を lg にして 鳥 を 捕け るに、 同じく^ 生す る 友逮の もとより 

み、 づくを かりに 越け るが、 其 ふみに み、 づくを 略 しづくと かきて、 其^に づ くと はみ、 づ くの 事に て 

候、 み- づく とかき 候へば、 文字 かす 多く こと 長に 成 候 故に、 づく とかき 候と なか， f 'とこと はりけ 

り。 それならば 始 よりみ k づく とかけ かしと 片 腹いた し。 文字 をつ ^めんと て、 多くの 文字 を そへ、 詞 

..VJ 短く せんとて、 かへ りて ながくなる 事 を しらす。 翁 世 問の 槧を みるに 此 たぐ ひお ほし。 たと へば もの 

をい ふに も、 常にい ひつけた る やうに いへば よき を、 我し りが ほにから ごとばな どに て 舌 短に いひ つれ 

ば、 人き、 とらぬ 程に、 亦い ひな をし なんどし ていとむ づ かし。 事 をな すに も、 今までな し來る やうに 

すれば よき を、 我 かしこげ に 理窟 を もて 手 II しにし つれば ことつ かゆる 程に、 又で なをし なんどして 跡 

へ もどる 事お ほし。 かやう の 事 は 物馴ぬ 人の ある 事 也、 いづれ もみ、 づ くの ふみに たぐ ふべ し。 其 外な 

に 事に よらす、 た ビ あり ふりた る やうに すれ？"、 やすらか にして 事 ゆきぬ る を、 よろしき 仕 かた こそ あ 

れ とて、 あたらしく 仕出し ぬれば、 ことお ほくむ づ かしくな りつ、、 かねての よういと はちが ふ 物 也。 中 

にも 國 家の 政に はもつ とも 此意得 あるべき^ 也。 古より 新進の 人、 己が 材^ を あら はさんと て、 好て 新 

意 を 出し、 舊 政を改 る^、 いづれ の 代に もな きに あらす、 共： 2： 十に 二三 は 益 ある 箏も あれ ど、 大 かたは 

近 効 をのみ 見て 遠慮 を 忘れ、 事の a- きをの み 見て 難き を 知らす、 さる 程に 思の： ^にさ はる 箏ぉ ほく 出夾： 

て、 貨財 を 費し 人力 を耗 しながら、 何の 甲斐な き 事になる ぞ かし、 しかの みならす 毛 を 吹て 疵を 求め、 

風な うして 波 を 生じ、 忠厚 の臧； r に 敗れ、 奔 競の 習 口に 長す る稃 に、 たと ひ 小利 を^る 共、 ながく 國家 
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  六 六 二 

の 害 を貽す 亊輕き にあら す。 いはん や 祖宗の 良法 成 策、 先代より 用ひ來 て、 天下の^ 熟し 目 馴し 事久 

し、 力 やうの 類 は 輕 々しくい ろ ふ 事 あるべ からす。 宋の熙 寧 中に しばく 法を變 じければ、 恧庚 存舊の 

論 を あら はしける が、 1： 家の 舊物 は 常に 民の 耳目に 習 はすべし、 不レ得 レ已に 非ざる より は、 改易 變 S し 

て 尺 心 を 失 ふべ からすと 論じけ る こそ、 尤其理 ある 事に 覺へ 侍れ、 但 それ も； 概に はい ひがたし。 たと 

へば m.:. 小り 代に、 時^に したが ひ 似に 建蹬 て、 ながく 川 ゆべ からざる^ あ-り、 いまだ 首尾 備 はらざる^ 

あり。 さやう の 類 は、 後嗣の 代に 至て、 或は 改革し 或は^ 酌して こそ、 祖宗の 志 をな すと も いふべ け 

れ、 もし 祖宗の 法と て、 それに 泥て 世の ゎづら ひ、 治の さまたげ とも 成 事 を、 共 ま \ さし 置な ば、 何 を もて 

弊 を改 むべき、 何 を もて^ 政 を 行 ふべき、 又な に を もて 孝子 慈 孫 ある 事 を 望むべき、 定めて 祖宗の 心 

にもん な ふべ からすと て、 豹 十：： を 援き 今を證 して 語りけ るに、 夏の みじか 夜 はや あけがたに ちかければ、 

諸^^い とま 巾して まかりぬ a 

〇 つれぐ や 

ある 時 諸 客 來り會 してけ るに、 翁が 傍に 兼 好が 徒然 草 ある を 見て、 一人の 客い ひける は、 # 、奸は 倭 語に 

長 じたる：^ にて、 風景 人^ をよ くい ひとり、 人に 颐を 解し め 候、 翁 も 好みて は 給へ る や。 翁い やとよ、 病 

屮 臥しが ちに て 日 をく らし かね 候 故、 かやう の 書 を 兒 輩に よませて 承る にて 候、 これ をぞ さして 妤 むと 

いふに も 侍らす といへば、 外の 一人、 兼 好 はや、 見識 ある 人の やうに 世に も. S. 習 はし 候、 翁 は 5、 かビ思 

給に や、 翁^に； 秫の 佗人 ありて^ 好 をした ひ 侍る、 それ は 彼が 名利 をい とひ、 閑寂 を樂 しむに！： 心す 

る ゆへ にて 蜣。 翁 は それ もた しかに は 思 ひ 侍らす、 太平 記に 高師 直が 爲に 艷教 を かきし 事 見えたり、 北ハ 

後 ひ贺守 橘 成忠が 招に 仍て^ 贺の國 に 赴きし が、 そこにて 成忠が 娘に 通ぜ し^ 園 太曆に 載て、 其 時の 歌 

など も兑 えたり、； ^にて しるべし、 批に 蹈らひ 色に ふけり、 隱逸を このみ 名利 をい とふと いへ ど、 もとよ 

り隱^ の 操 ある 人に あらす、 されば 徒然き も 佻 法に 朶颐 し、 諄々 として 出 齦 をと く かと 兑れ ば、 女色に 
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乖 涎して 淫奔 を 語る、 なにの 见識か あるべき、 され ど 徒然 草に 限らす、 此程我 1E の 物が たりき 子 をよ ま 

せて 承る に、 事實を 記し 候 #1、 三鲩榮 花 物語な どの 外 は、 いづれ も 取に たらぬ ものに て te。 大 かたは あ 

まき 佛ば なしにて あきはて 侍れ ど、 それ は 世の 流 弊 なれば いか にせん、 其 外と も すれば 好色の さたに 

て、 聞に 忍びざる 事お ほし。 中に も^ 勢 源氏 物が たりな ど は 年弱なる 刃 女に は、 禁じて W すま じき 物 

也、 淫亂を 導く 媒 とも 成ぬべし。 I かるに 鹉紳 家に、 源氏物語 を 我 阈の齊 といへ ろ は、 いかなる 故と も 

しらす、 おて 倭 語の 妙 を 得た るに 心醉 しての^ にゃあら む、 いは ゆる.^ 子の 春 花 を 採て、 家 承の つ，.」 

忘る、 也。 それに 近け 此物語 を 註釋 し講說 して、 毛 詩に 淫奔の 詩を舉 て勸懲 をし めす ごとく、 人の 戒、 世 

の敎 とするとい へる は、 俗^に いふ 杪子 ^木なる べし。 いかにと なれ は、 ！：^ は俽レ 身齊レ .：¥ の 木 也、 雅 

頌は 41 レ 道述レ 德の辭 也、 阈風 はもと より 里 巷の^ 女 各 言 レ 情の 詩 なれば、 正 も あり 邪 も あれ ども、 ^邪 

とい ふ も、 媒^に よらす して 奔 するとい ふば かりにて、 いづれ か 后妃 を 盜み繼 母 {4 嫂に^ する やうの 

専ゃ ある。 又 化 勢 源氏の ごとく、 邪^の 亊 のみ を 始終い ひ盡 してやむ に は あらす、 よりて；. i: を はて は、 み 

づ から 識み、 邪 を はて はみ づ からこら すぞ かし、 ^辦 源氏 は、 いは ビ長恨 歌、 廂^ などの 品に て、 比： 冗 

長に して 醜^ なる 物ぞ かし。 然る を 聖人 垂レ敎 の齊に 比して いふ は、 誠に 氷炭 蒸 竊を ひ としう するな る 

べし、 *n より 我 國釋敎 ^に 行 はれて、 佛 にっか ふるより しとす る はなく、 荒 ^俗 をな して、 €3 に 耽る 

より 樂し とする はなし。 それ故に 當時 あら はしぬ る 物語 も、 この 二 端 をし るす を 高 致と すろ ならし。 さ 

て 自餘の 記しお く^も、 多く は^ 怀妄. .1 の談 ならねば、 俳 鄙 陋の說 也、 ひとつと して 義 にわた る 事 

なし、 責て此 徒然^-ほどの 物 も は 常ら す 候。 世に 賞 翫 する も^にて 侍る、 其 載る 所、 佛法 のさた、 好色の 

事 を 除て、 風景 をのべ 人情 を かたり、 叉 は 世に あらゆる 種 々の 事 を しるしお きけ る も、 尤 おろかに 開 ゆ 

る 事 も あれ ども、 大 かたは g.- 趣 ある 箏に なん ％ へ 侍る。 中に も雜念 をい ましめ て、 我心に 主 あらまし か 

ば、 そこば くの 事 は 入來ら じと いひ、 懈怠 をい ましめ て、 道を舉 する 人、 夕に は 朝 ある 事 を 思 はす、 朝 
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に は 夕あろ^ を 思 はす、 たビ 今の 一 念の 上に ぉゐて た^ちにす、 むべ しとい ひ、 貝 をお ほふた と へ を 引 

て、 萬の 事 外にむ きて 求む ベから す、 た^こ k もと を 正しくして、 前稃 をと ふ 舉 なかれと いひ、 松下禪 

尼の あかりし やう じ を はられし^ を 引て、 世 を 治る 道 儉約を もと k する 事 をい ひ、 高名の 木 のぼりが い 

ひし 事 を 引て、 あやまち は 危き程 はなく して、 安き 所に なりて ある 事 をい ふ、 外に も かやう のた ぐ ひ 多 

かり、 いづれ も 簡耍の 旨 にて 聖賢の 敎 にも かな ひぬべし、 さすが 人物 怜悧 なる、 故に 北ハ いふ 所、 時と し 道理 

にあた る 事 も あるに こそ、 鐵屮錚 々慵 屮佼々 とい へ る 類 也。 管屮 より 豹 を 窺て 一 斑 を：^ る ともい ふべ 

し。 た^し；^ ほど； g 悟なる 人 もお ほく 得が たし、 もし 聖賢の 道 を 舉ば しめば、 中々 釋 門 に. 陷 るに は 至ら 

じ、 おしき^ 也。 それに 釋 I： に 入に し， 斐さ へなくて、 女色に 溺れ 一生 を 誤り、 今に 至て 汚名 を线 しつ 

る こそ、 なげきても 餘 ある 事 なれ。 是 につけても 人欲の 險し きを しるべし。 

しか はいへ ど、 ^子 は 人 を もて； 一一 一 I： をす てす と 聖人 もの 給へ り。 翁 も 徒然 草に て 一 の 益 を 得た る 藜 こそ 侍 

れ。 それ はかの 卷 中の 一 條に、 いひ やせ まじい はす や あらまし とお も ふ 事 は、 お ほやう はい はぬ がよ き 

なりと あり、 又； 言 芳談 とやらん いふ 物語 を 引て、 しゃせ まじせ す や あらまし と 思 ふ 事 は、 お ほやう は 

せぬ がよ きなりと も あり。 翁い つも 一一 一一 &i 飮炱 につけて 此語を 思 ひ 出し 侍る、 いふて あしきと しれた る 事 

は、 誰もい はぬ もの 也。 いふても よしい はで もよ しとお も ふ 事 をい ふて、 や、.^ すれば 跡に くやむ ぞか 

し、 喰て あたる としれ たる 物 は、 訛 もく はぬ 物な り、 喰ても よしく はで もよ しとお も ふ 物 を^て、 や、 

も すれば 跡に くやむ ぞ かし。 粲好も 身に 覺へ ありて こそ かくはい ひつら め、 よのつねの 人の^になる 語 

なり。 仉兼、 奵は老 莊の無 爲を尙 ぶ 人 なれば、 なに 事も必 しもい はんとせ す、 必 しもな さんと せぬ 心に て 

ペレ もってと る ぺし もってなん ると る こと とれ/ ク ぶる れん を 

かくい ふなるべし， 今 翁が 此語を もち ゆる はさに て はなし， 孟子に 可- 1 以取 一可- 一 以. i7 取、 取 傷 レ^と い 

へる、 其 意此 語と 相似たり。 可- 一 以 取-は、 はじめ かくと^て、 可-一 以 無,. 取 は、 かさねて 料簡 をく はふる 意 
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なり。 されば 兼 好が 此 iSli も かくいへば とて、 一概にた^ いはぬ がよ し、 せぬ がよ しと は 意 得べ 力ら す。 

其い はす や あらまし、 せす や あらまし と 思 ふ 所に 意 を つくべし。 道理に て 思 ふと、 li 手に てお も ふとの 

ちが ひ あるべし。 道理に ぉゐて いふべき 事なる を 思 ひ よらす して、 勝手にい はぬ がよ しと 思 ふて 、いはで 

やみ、 道理に おいてすべき 事なる を 思 ひ よらす して、 勝手にせ ぬがよ しとお も ふて せす してやみ なば、 

ひかへ がちに て 後の 悔み こそな かるべ けれども、 それに はいつ か 善に す、 み、 篛に いさむべき、 されば 

ま そ ほの す 、き、 ます ほの す 」 きと いふ 事 は、 なに 事 か はしらね ども、 雨 屮に贷 笠 着て 尋に ゆきし をば、 鈹 

好 もよ しとお もへば こそ、 是を もしる し をき けめ。 さいつ ころ 太平 記 を兒翬 のよ む を M 侍る に、 北 野 通 

夜 物が たりに、 むかし 靑砥 左衞門 夜に 入て 出仕し ける に、 いつも 燧 袋に 入て 持た る錢 を、 十 文 誤て 滑 川 

へ 落したり ける を、 よし さても あれ かしと てこ そ 行 過べ かりし を、 共 邊の 人家へ 人 を 走ら かし、 錢^ 十 

文 を^して 糗 松 を 十 把 5 貝て 是を 燃しつ &、 川 を 浚えて 終に 十 文の 錢を 求め 得たり ける 。さてい ひける、 十 

文の 錢は、 た V 今 求めす ば、 水^に 沈て ながく 失ぬべし、 五十 文の 錢は、 商人の 手に 涉り てながく うせ 

す、 彼と 我と なにの 差训か あるべき、 彼此 六十 文の 錢を うしな はす、 豈 天下の 利に あらす やとい ひしと 

ぞ。 五十 文の 錢を 費して 十 文の 錢を 求る は、 常人の 思案に ていは^、 勝手に はき はめて せぬ をよ しとす 

る 事な^ ども、 道理に おいてすべき 听を考 へて かくする にこ そ、 いは^ 輕き 事の やう なれ ども 拔胙 の兑識 

モゎ う-、 しな ふゆみ を. て ひとえむ これ. 4* 

なくて はなる まじき 事ぞ かし。 商人と 我と なにの 差^ か あるべき とい へ る は、 楚 王 失レ nr^y た； si レ 之と レ 

ふに かな ひて、 夭 下の 利に あらす やといへ る は、 楚 人得レ 之と いふよりも 其 識量ー かさ 大きなる 事 也、 

靑 砥左衞 門 た ビ うとに は あらす、 其 言行 世に 傅らざる こ そ 遣 恨な る 事な れ 。 

C. 渡 部 *  . 

も V- い. かう 

ある 時、 請 客來會 せし に 、翁い ひける は、. ちかき 比、 我 國の害 をよ ませて 承る に、 古より 茂材懿 行の 人 も あ 

るべ けれど、 ふるき 物語な ど は、 少も 道理の さたに 及ぶ 事な く、 記 錄の額 も、 國^ を はじめ 時 政^^の 
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略 をし るす 迄にて、 常時の 人物、 又は 人の 一一 一一 n 行 をば、 しるすべき 亊 ともお も ひ よらねば、 しるし mir へき 

やう もな し。 よりて 忠臣 義士の^ も、 世に 湮沒 して 傅ら す、 ^も 我國の 一 欠 事と いふべ し。 其 後 武家の 

^に 成て 勇將 烈士、 君の ため！： のた め 死 を 潔う する 事、 歷舉 する にいと まあら す、 責て是 はすこし 風敎の 

助け ともなりなん かし、 もし 上に たち 下 を 治ろ 人に てい はに、 平，：^ 治世の はじめ、 小 松の 重 盛 を こそ 世 

に 賢人と は稱 すれ、 父淸^ 暴 逆にして 君に 背きし を、 重 盛 その 問に ゐて、 忠孝 ふたつながら 闕 す、 誠に 後世 

臣子 たるお の 法と すべし。 され ど炝 飽の大 ほ とい はれ、 國へ金 を 渡せし^ を 見る に、 村 識^ 弱 恐らく 

はいふに たらす。 ^子 維 盛、 浮. おが 原に て 水 烏の 羽 昔に おどろきて 都へ にげ 歸り、 H< 下の 人 n に 係りし 

も、 家法^なら すして、 子^ 驕^に そだつが 故な り、 ^ti の 念 佛 お をな すなるべし。 共餘 平家の 君臣 や 

、^壯 なる も あれ ども、 それ も 優柔. 小斷 にして 村 カ^ければ、 は 帥 は運籌 決勝の 略な く、  士卒 は 先登 陷 

陣の 勇な し。 されば ヒ弒 介忠淸 が 士大將 としてい かめし く 振舞し も、 維 盛と： Z じく にげ 歸リし をば、 共 

時の 人、 ころもた ピ きょと 嘲弄せ しぞ かし。 又筑後 守貞能 は淸^ 笫ー の 寵臣に て 平家 全盛の 時 は、 意氣 

揚々 たりし が、 壽 永^. 中 平家 安 德帝を 奉じ て、 西 海に 赴きし 折し も、 貞能 出征し て 凱旋せ しが、 途屮 にて^ 

駕に出 介し に、 ひとり 引ち がへ て 都 へ^りしか ども、 身の K 所な きま &に、 平家の 跡 を 追て 西國へ 行し 

が 、平^の 勢、 H に蹙 りて n に危 亡に 濒 きを 見て、 又 逃 去て 釋 門に 入つ &、 肥 後 入道と 稱 しける。 其 後 無 

レ Sig 氏の 世と なりし かば、 鎌 食に 至り、 宇都せ； i 朝 綱と 舊識 のよ しみ あるに よりて、 朝 綱に R て乞レ 降し 

故に、 一命 を 助けられ、 抖拟行 W して、 あなた こなたと 鋤 ひつ &、 一生 を 終る ときこへ し、 恥 を しら ざ 

るの^ しきもの 也。 是 にっきて 渡 部 右^ 宂、 番が事 を 感じ 侍る、 篛 經西國 へ^し 時、 渡 部に て桥が もと へ 

よりて、 事の よしをい ひければ、 番 あはれ みて 見迗 りけ り。 後に 共^ M へて 關^ にめ されて、 梶^に ぁづ 

けられ、 I 二 年 を綏 たりし 稅に、 鎭 西の 追討 使に 天 野 一勝 內遠景 むかひけ り。 大將 家の きり ものに て、 十 

世の 宥を^ る 程の^ なりけ り。 〔割^〕 加 賀の阈 に！ K 野 何が しとい ひし 一人の 浪士 ありし が、 遠 i が 子孫 


*。 それが 家に、 頼 朝より 遠景に 下し 給 ひし 御敎窖 一通 あり、 天 野 藤- 2： 遠景の 奉公 他 に^なる の W  ^朝 

ト t お 一^ 十代 領和逮 あ るべ からすと かける よし、 それ を 見た る 人の 語りし、 いとめ づ らしき 亊 にお ぼ 

ゆるま、、 今 十 世の^と はいふな り。」 共 時 Si 西の 住 はて、； i りしが、 h 洛 の^^ 逾を瓧 りて、 ^が 妹 を 

め とりけり、 ボ具 して 閥^に 下 しける が、 遠景、 此上は 彼御氣 色に ぉゐて は、 いかにもし 巾 ゆるす ベ 

し、 若 御 承引な くば、 遠景 中ぁづ かるべし とい ひければ 、^が 親類 郎等、 さりと も 今 はお^ 殿の 召^ は ゆ 

るされ なんと 悅び あへ り。 さて 遠景、 關 束に 下り 清て、 いつしか 使 を番が もと へ つか はして い ひける は、 思 

ひがけす、 かく ゆかりに 成 まいらせて 候へば、 ひと へ に 親と もた のみ 奉るべし、 內 外に 付て 疎略 を^す ベ 

らす とい ひやり たりけ り。 *、 多年の 召 人に て.、 今日 きらるべし あす きらる べしと いひて 汁 餘.， v に 

び けれども、 かたう ど 一人 もなければ、 申 な だむ る 者な し。 たまく か、 るた より 出來 ける は い 力" 

かり か うれし かるべき に、 番 がいひけ る は、 弓箭と る 身の、 か、 るめ にあ ふ 事 恥に てあらす。 さ こそた 

よりたき 身 なれ ども、 あながちに そのぬ しこ ひねが ふべき むこに あらす とて。 返事に いひけ る は、 した 

しくなら せな ふの よし^ 知が たく 候。 赉は獨 身の 者に て 候へば、 御 ゆかりに 成 まいらすべき 事^へ 候 は 

すと、 あら、 かにい ひやり ければ、 遠景 大きにい きどうり、 やすから ぬ 毐に思 ひて、 とも すれば たがに 

あし さまに 巾け しば、 いよく 罪お もくな り まさりに けり。 され 共^ は少 もいた ます、 物と もせ ざり け 

り。 か、 る Si に大將 奥州 泰衡を 伐し 時、 番を めして いはれ ける は、 汝を とくに 身の いとま とらす ベ 力り 

しに、 ふ；^ 钿 ありて け ふまで はいけ おきた るな り。 身の^ 否は此 たびの 合戰 による. 〈しとて ？^^1 

たど 給り ければ、 ^かしこまり 悅 てむか ひける が、 身命 を惜 ます ゆ、 しかりければ、 其 科 を ゆるされて 

めお-し 給り、 二た び舊里 に^し、 となん。^ いかなる 人と はしらね ど、 始終 死 を 守て 志 を か ざり しに 

て、 其 操 ofe 潔なる 事 思 ひやるべし 。當 時嬖 幸の 臣に ゆかり を 求めて、 命 をた すかる を さへ W とせす、 い 

d>  >  i  おこな ふに" のれ を ある はぢ  』 

はんや^ ？化化 がごと く 仇 を 忘れ、 勢に 附て 苟も 免る を 幸と せんや。 孔子 も 行 レ己 有 レ耻を もて 十と の^へ 
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り、 番 がごと き 誠の 士と いふべ し。 

〇 大 佛の錢 

され ども 忠淸、 貞 能が ごとき は、 もとより 容悅 の， 具臣 なれば ふかく は 論す るに たらす。 翁が = ごろうたて 

しくお も ふ は、 重衡の 事に て 侍る。 其 身 不幸に して 生 捕れし は、 さして 耻辱 にあら す。 然るに 鎌 倉に 囚 

れし時 は、 实 遊の 席に 臨て 艷女 に欵^ し。 奈 良へ 渡されし 時 は、 警衛の 士 にね がふて 愛妾に 邂逅す。 す 

ベて 丈夫の すべき 事に あらす、 いと みぐるしき 事 也。 しかるに、 それ をば いさ K か 恥す して、 父 命に より 

て奈 良の 大佛を 燬し事 を、 自か らも 大きなる 罪惡 とく やみお それて、 鎌 倉に て 頼 朝の 前にても^ 謝し、 

^師 にて 法 然に邂 返しても、 此都を いひ 出して ふかくく やみし は、 罪障 懺悔の 爲と こそ 思 はれけ り。 その 

愚喑 H 冗 非 もな き 事 也。 近世 松永彈 F* がふた K び奈 良の 大佛を やきし を、 信 長の 猛悪に て さへ、 是をば 大罪 

と 思 はるれば こそ、 松 永が 主君 三^ 篛長 を弑 し、 光源 院 K を ころし 奉りし 大逆罪に ならべて、 三の 人の 

ならぬ 事 をした ると て、 彈正 をはぢ しめられし ぞ かし。 嗚呼 佛 法の 人心 を籙 惑す る蓽 何ぞ こ V に 至る 

や。 然るに 寛 文の 顷 かとよ、 松 平 故 伊豆守 信 綱 執政の 時、 千年 以來金 仙 を 尊て、 かく 成た る 風俗の 後に 

出て、 京の 大佛を 籙 て錢 とし、 天下 を 利益せられ しこ そ、 先に も 跡に もき かざる 事 なれ、 其^ 識 誠に 古 

今に 傑出す ともい ふべ し。 御當家 創業 以後 文明 R に 開きし 故に、 かくの ごとき 人 も 出る ぞ かし。 重衡な 

ど をして きかしめば、 ほとんど 驚 死に も 至りつべし、 されば 伊豆守 善政 多き 巾に、 始て 卜； 聞して 天下の 

殉死 を 禁じ、 諸國の 人質 を やめ、 大怫 を錢に 鑄られし、 此三 をば 世に も 大器 量の 裏にい ひ傳 しなり。 殉 

死 を 禁ぜられし は、 ながく 後世の 害 を 除き、 人質 を やめられし は、 あまねく 諸 阈の忠 をす くひ、 大佛を 

餞に 鑄られし は、 ©K きに 古今の 惑 をと く、 天下 後世に ぉゐて 大功 德 ありと いふべ し。 但此 時 伊豆守に 限 

らす、 諸 執政 いづれ も 至 公 至 明に して、 諸侯 諸 役人に 對 して 私の もとめな く、 私の 怒な く、 只 正道 を もて 

下知せ， られし 程に、 共 威令 下に 行 はれし かば、 諸侯 IS 役人 も 各お それ 愼 みて、 身 持 も 正し かりし ぞか 
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し、 しかも 己が 村智を もて 人 をふさ かす、 己が 權抦を もて 下 を あなどらねば、 ^役 入 も 執政の 威勢に は 

4* からす、 上の 御 ほ 又は 官 守の 事に 付て は 必面爭 て 言 を盡 さ^るな し。 昔； ハム 伯^: 魯に入 封の 時、^ 公い 

ましめ て、 平易 近 レ：^、 民 必歸レ 之との ^へり、 かの 諸 執政、 この 周 公の 語に 本づ かる V にても なけれ ど 

も、 其 心 公に して 冶 道に 明 なれば、 をの づ から 聖人の 心に も かなへ り。 されば 共餘澤 八.' に 至て 太平の 化、 

日 に^なる 事、 ト； の 御 盛 德とは 申ながら、 かの 諸 執政の 力なき にも あらす、 巾に 就て 仆ーリ ： 守の 平：^ にて 

無造作な りし は、 世に たぐ ひなき 事に て ありけ り。 其 頃 井上 新左衞 門と いふ 人 は、 執 政府の 從事 たりし 

が、 疎 S に 文 饰 なき を もて 伊豆守の ために 愛せら る。 新 左衞鬥 常に 詼销を 好み て 共 爲レ人 東方 朔に 似た 

り。 ある 時 いづかた よりか 躂を 献上し ける を、 御前に 披露 するとて^ 一 a 守圮： g られ しに、 罇 に^つき て 

ありし かば、 ^豆 守氣色 損じて 取次ぐ 人 をし かられし を、 新ん 衞 門傍 にあり しが、 いや 鱒に は藥 ある 蒈 

にて 候と いふ を、 ^豆 守い かにと と へ ば、 三番 三に ちり やたらり と. S. 候 はす やとい ふ 時に、 一 ひ 守 聞て 笑 

ひつ 入- s 色な をり て、 とかく 物に 念の いらぬ 故にて 候、 なに 事 も 念 をい る、 にしく はなしと いはれ し を、 

新 左 衞鬥各 樣には 御念の いり 候が よく 候、 我等 ごとき 輕き は、 あまり 念 を いれ K へば、 却て あしき 事 

も ある 物に て 候と いふ を、 伊豆守な にか 念 を いれて あしき やう あるべ きとい はれければ、 共^に^。 昔 唐 

の 玄宗、 方士に 命じて 楊 貴妃の ありか を尋 られ しが、 方士蓬 萊宮に 到て 貴妃 にあ ひし 稃に、 ^て此 よしを 

奏聞 せんとて、 其し るし を 乞し かば、 玉の 簪を たま はりけ り。 然る を あまり 念 過て、 是 は^にた ぐ ひ ある 

べき 物な りと て、 かさねて 玄 宗貴妃 との 密語 を 閒て還 報じければ  一 H; 首尾 はよ かりし が、 玄.： 示お 士を疑 

ひそめられ しょり 思 はる、 は、 此 密語 は、 貴妃 とわれ ふたりより 外 他人し るべき^ にあら す、 然る を方士 

しりて かくい ふ は、 翁て 貴 妃と 通じた るに やと、 つ ゐに方 士を誅 し 給 ひしと なり。 前の^の^ ばかりに 

て 能 候 を、 あまり 念 を いれた る 故に、 かくの ごとしと い ひければ、 又 新 左が 例の そでろ こと をい ふとて、 一 

座興に 入て やみけ る。 其 後 天 草の 事出來 て、 伊豆 守 奉レ命 て ゆかれし が、 不 H に 贼 みな 伏 レ^て. 江 戶へ歸 着 
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せられし に、 旅装の ま、 直に 登城 ありし かば、 折 ふし 在 城の 面々 淺ら す迎勞 しけり。 新 左衞鬥 も^ 屮に 

ありけ る を、 豆 守 はやく a つけて、 そこに 語る 事 こそ あれ、 今 御前より 罷りて とて、 御前へ 出られ、 

さて や、 しばらく ありて、 御前より 退かれ、 衆 中に てい はれし は、 此 たび 天草に て、 諝侯 一度に 賊壘へ 

ふべ しと 約束定 りて、 さておし よす る 時 は、 某が 本陣に て 鐘を撞 くべ し、 それ を 相圖に 諸手の 衆 あつま 

るべ しとい ひ 合せて、 僉議の 問 日 を綏 ける が、 某お も ふに は、 今夜 にても 賊 方の 者 か 又は 馬^も の ありて 

忍び 人て 鐘 を 撞て我 衆 を 誤る 事 も あらむ かと、 挽 木 を 取よ せて、 我 側に 置け るが、 又お も ふに は、 必撞 

木に も 限る ベから す、 鐵炮 やうの もの にても 撞 まじき にも あらす と、 鑌を地 へ おろさせ、 こもに て卷て S 

せたり 。然る 所に 賊徒 挑 t4 て、 思 ひ よらす 俄に 手 合せ ありければ、 さらば 鐘 を撞 べしと いふに、 上へ 釣 あ 

げこ も をと く 程に、 っゐに まにあ はすして、 た かくりに 懸 りて 攻浪 しけり。 共 時 かの い っぞゃ 申されし 

方士、 蓬 萊宫の 物語 はか やう の 第に こそと、 そこの 事 を 思 ひ 出せ レと ありし と 也。 これ 戯れに 近き 物語な 

れど も、 伊豆守 理 にさと く、 人の 言 をす てす、 それにた^ 今 馬より おり 御前へ 出て R< 草の 首尾 を. S- おら 

る、 折 ふし、 常人なら ば 中々 おも ひもつ け じ、 たと ひ 思 ひつく とも、 此節 はさて やむべき 事なる を、 只 

常の 氣& にて、 稠人廣 座の 巾と もい はす、 我 あやまちたり し琪を も、 有の ま、 に 語られし にぞ、 ^豆 守の 

心 公に して、 器量の 大きなる も しられけ る。 世に 古今の 良 相と する も、 げに理 りと 覺 ゆる ぞ かし。 ^を 

もて 見る に、 世に 樯 威に ほこり、 邊幅を 脩む る 人 は、 誠に 馬援 がい は ゆる 井底の^ 也。 鳴 呼い やしい か 

な。 - 

〇 泰 時の 無欲 

他 H 繼て の會 に、 諸 客： 51H 平家の 人物 をば 御 評論 承りて 候、 鎌 倉 W 來 のん 物 は 多き^ に^へば、 あまねく 

承る に 及ばす。 共 中に 翁の 取 給へ る 人 は 誰々. にて 候 や 承 度^と いへば、 翁、 鎌 含 治世の 後に 至て 北條泰 

時 こそ、 漢の 丙 魏、 の姚宋 にも はづ かしから ぬ 人に て 候へ、 わが 國には あまり 比類な かるべし。 此人拇 
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尾の 明 慧 にあ ふて、 某 不肖の 身 を もて 重 ff に當 り、 群 下に 臨み^る、 いか^して 衆 を 治め、 ^-を やめ 侍 

るべ しとと はれし に、 明 慧たビ 無欲に 成 給へ とい はれし を、 泰時 かさねて 某 ひとり 無欲に 成^ 共、 炸ドな 

にと て 無欲に 成 候べ きとい はれけ るに、 明 慧ドに 目 をつ けす して 御身 先づ 無欲に 成て： a:^ へと いはれ し 

を、 泰時 ふかく 信じて、 父^ 時 死去の 時、 所領 肘寶大 かた^ 弟に 配分して、 れ、 身 はわ づ かにた るば かり 

とられけ る を、 一 一位の 尼、 泰 時に 自分の とられ やう あま o すくなき 事と いはれ しに、 ^は^^: をう け 候へ 

ば、 なにの 乏しき^ もな く 候、 只 弟 どもの ゆたかなる やうに とこ そお も ひ 候へ、 とい はれし かば、 二位の 

尼 も 感淚に 及ばれし が、 其 後^. を遂て 親族 肅摻 し、 錄食 の武ほ も 感服し けり、 叫 避^:^ なれ ども、 孔子 

いやしくもし がすん ば ほっせい .、 どもせ うすと £ れを じめ す， 

の^ 康千 にの 給 ひし 苟 子 ，N 不レ欲 雖レ赏 レ. N 不レ竊 とい ふに かなへ り。 ^時の 叫惹の 一 言 を 信 川して 鎌 

食よ く 冶 まりしに て 、聖人の  一 一 一- r 誣ふ ベから ざる 事 をし るべ し 。叫禁 もた ビ うとに は あら ざり けらし。 さて 

泰時 家督 以後、 ；：，- ごとに つとめて 公廳へ 川て、 ひね も そ迤々 として 庶務 を 冶め られ しに、 群 長 を 待 事恭 

謹に して^ を 分ち 訟を聽 る、 事 明恕 なりし こと、 柬 II を^て しるべし。 昔 ある 老^の^る をき k し。 泰 

時 ある 時訟 をき かれしに、 雙方對 決しけ るが、 半に 成て 一方の^ 手 忽に现 に 服して、 只 八， 迄 己が 巾 所 をよ 

し A 思 ひて 候へば こそ、 &訟に 及び 候へ ども、 今 R! 始て 乎^の 非を覺 悟いた して^、^ h はも はや ： 订巾 

にも 及ばす とて やみぬ。 泰時 感じて、 此爭 は汝 がまけ 也、 理非に よりて 決斷 すべし、 ^某 今迄 多くの 訟 

をき k しか ども、 即座に 汝 がごと く理に 服す る もの を兑 す、 是を赏 せす してな に をか赏 すべきと て、 训 

に 恩賞 を 行 はれし が、 後 は &訟 もやう やく 稀に 成て、 訟庭も 閑に なりし とぞ。 此事 何やらん 古き 物お に 

て 見し とい ひしが 忘れに き、 其 後考へ もし 侍らす。 此 一 事 にても、 ^時の 公^に して 無レ 情お は^^ をお 

す 事 を 得す、 又 恩威 ふたつながら ^しき 事 も しられたり、 其 孫 謀の よき 後嗣に 及て、 時轵、 時宗 いづれ も 

遣訓を 守り、 成 法に 依て よく 政 を 勤ら れ しかば、 g: 方の 人心 錄 ^に^ せざる はなし。 北條 氏^ 朝の 陪 

臣を もて fK 下の 權を 執て、 数 代の 安き を 得た る は、 泰 時の 功と いふべ し。 世に 時 頼 を^ 時より なる 
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やうに 稱し ぬる は、 意 得が たく 思 ひ 侍る。 たに 早く 高位 を脫展 して 浮^に 歸し、 微行 を このみ 下情 を 察 

せられし を、 奇特の 事と こそい ふらめ、 それ は 道理 を しらぬ 人の いふ 事 也。 其 身、 宗廟 社稷の 重き を 承け 

て、 自 から 怫 寺に 逃れ、 微行 を樂 とする 事 や あるべき。 君 德を穢 し、 治體を 失へ り、 人 主の 法と すべ か 

らす。 S に て^れば、 其 冶、 規摸近 小に して、 遠大に 味 かりけ らし、 中々 に泰 時に 及ぶべき 人に あらす。 

共 外 鎌な の 人物 を考 へる に、 ト： ド ともに すべて 取に たる 入な かるべし、 但建國 の はじめ、 あまたの 人衬 

幕下に 群集す といへ ど、 血 氣勇悍 の 人 迄にて、 いづれ も 粗暴 無識、 皆 綠潘が 下にて 候、 其 中に 畠 山重忠 

は、 勇力 世に すぐれ 古今の 壯士 とい ふば かりに てもなく、 志操 潔白に して、 き はめて； お直の 人 也、 世に 

和 田と 並稱 する は、 その 倫に 非す。 梶 原が 讒 にあ ひし 時、 誓文 を もて 陳謝せ よと いひし を、 重忠ー 尘僞を 

いはねば、 今更 誓文に 及ぶべき やうな しとて うけ ざり しか ども、 頼 朝 も 疑 をの こさす、 梶原も 怒 を 加へ 

す、 是 にても とより 忠信の 上下に 感孚 する 事 を しるべし、 其.^ 己が 善に 伐ら す、 人の 功 を 蔽はす 、 おの 

づ から 寬厚 長者の 氣象 なんあり けり。 當時 諸將の 中に 求る に、 少しき 似た る 人 もな し、 不幸に して 三 浦 

と 同じく 前後 北 條が爲 にころ さる、 こそ、 いと 口 惜き事 なれ、 共 最後 も、 さすがに 他よりも 一 き は い さぎ 

よく 見へ しぞ かし。 こ、 に 至て、 時政義 時が 惡、 天道に さから ひ、 人望に 背く、 其 罪誅 しても 餘り あり、 

もし 泰 時な かりせば、 北條 家の 滅びむ 事、 高 時が 時 を 待 侍ら じ、 ひとり、 田 樂\ 道 をのみ 罪すべ から 

〇 楠 正 成 

建武 中興の 人物に て は、 縉紳 家に 藤 藤 房、 韜鈴 {¥ に 楠^ 成 もとより 舆 論の 歸 する 所に て 候、 もし 其 人品 

をい はビ、 膝 房 は 公卿 輔弼の 臣 たり、 正 成 は 將帥禦 侮の 臣 たり。 共材の 大小 をい は^、 正 成の 材、 藤 房 

の 及ぶ 所に あらす。 藤 房 龍馬の 諫は、 直言 極諫 朝廷 を聳 動す、 まことに 朝 陽の 鳳 鳴と いふべ し、 然れど 

も 正 成 恢復の 功と は 並 論じが たし、 其ト： ^房 は ー諫の 後國を さり 世 をの がれし が、 正 成 は 其 身國 難に 死 
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する のみに あらす、 忠義 代々 家に 傳へ、 1K 下に あら はる、 當時 誰か K 成に 比する 人 あるべき。 た ビし正 

成 も 外の 言行 世に 傳 はら ざれば、 その 爲レ 人く はしき 事 はしれ 侍らす、 ^に 楠 家の 遺書と て、 きれ/ 

布す る 物 あれ ど， お ほく は 後人の 僞 作と 見へ 侍る。 しかれ ども 共し るき 事 は、 ( 辛亂 の始、 一城 を もて 天 

下 を 引受て、 始終 少しも 挫 屈せざる にて、 其 村 量の たくましき を 思 ひ はかるべし。 殊に 仰 慕すべき は、 

天下一 盛ー衰 の 問、 名將 勇士と いへ ども、 時勢に 附て 反側 を 常と し、 朝夕 をた もたざる 巾に、 獨り楠 * の 

み 子孫 累葉 かたく 遣訓を まもり、 一門 閨族 心を壹 にし 力 を戮 せ、 各 身 を もて 國に報 ひ、 三代の 間 一人 も 

甙心 ある 事 をき かす、 古今 比類な かるべし。 正 成、 德澤 深厚に して、 ながく 人心 を 給ぶ 事な からん に は、 

いかで か、 かくの ごとくな るべき、 然るに 世の 尙論 する 人、 推 尊で 諸葛孔 明に 比する は、 兩人 いづれ も 兵略 

をつ とめ、 興復を 謀り、 父子 國 事に 死す る も 同じ， ければ なり。 それ はさる 事 なれ ども、 孔 W は 臥龍な 

り、 道 德を懷 抱し、 功名 を 遣外し、 草廬 にて 一 生 を 終ん とせし に、 はから ざるに 蜀の 先主の 三 顧に 遇て 

不レ 得レ已 して 出仕へ しが、 一朝 關趙が 上に 立て、 君臣 魚 水の ごとく 成し、 されば その 出處 伊尹呂 望に 近 

しとなん、 古人の 論 も ある ぞ かし。 正 成 は、 もと 功名 科 中の 人な り。 

後醍醐 帝 笠 置に 臨幸の 時、 近！！ の 名士 を 徴れし 問、 正 成 も 召に 應 じて 參 じけ り。 是 その 出處孔 明と は大 

きに 異なる 上、 恢復の 後 も、 尊 氏 義貞の 下に 列して、 專に 任用 せらる、 事 をき かす。 孔明を もて 擬 せば、 恐 

らく は 其 倫に あら じ。 其 兵 を 用る も、 孔明は 正大に して 奇計 を もち ひす、 節制の 兵と いふべ し。 翁 かね 

て 論す らく、  ^成が 敵 を 料り 兵 を 用る は韓 信に 似たり、 韓信楚 に 寄食す る 時より、 旣に項 王の 易 レ制を 

しり、 K 成 河內に 家居す る 時より、 旣に鎌 食のお レ 弱 をし る。 よりて 韓信 高祖 を 見て 盛に 項 王の 勇を稱 

へて、 其 勇 は 恐る、 にたらざる 事 をい ひ、 K 成、 

後醍醐 帝に 謁して、 盛に 鎌 倉の 强 きを 稱 して、 其强 きは恃 にたらざる 事 をい ふ、 其 後^人 共に 多く は S 

策 を 用て 取レ 勝し 事 掌握に あるが ごとし。 韓信は 襲 沙背水 敵 を 破り、 正 成 は 鈎祥木 偶 敵を鏖 する を 見 給 
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  六 七 四 

v だ ま か 仁 キ. - を と W ひしぐ とキ； を 

へ、 兩 人の 兵 を 用る こと 一 轍に 出ざる か は、 何れも 摧 レ堅 拉 レ銳 とい へど、 韓 信が 材は 敏速に 長 じて 

よく 攻む、 いまだ その 守る をき かす。 正 成が 材は持 重に たへ てよ く 守る、 いまだ その 攻るを 見す。 韓 信に 

狨を 守らし めば、 よく 正 成が ごとくな らん か。 正 成に 敵を攻 しめば、 よく 韓 信が ごとくな らん か。 古人 

も 攻守 勢殊 也と いへば いか r あるべき。 翁が いまだ^せ ざる 所 也。 しかいへ ど韓 信が 兵 は 利欲の 私に い 

で-、 一身の ためにし、 正 成が 兵 は 忠義の 心に いで、、 國家 のためにす、 其 底績の 心お のづ から 同じ か 

らす、 むかし 河內の 人の 語りし とて、 或 人 翁に いひし は、 金剛 山の あたりに 南北の 明 祌と猇 する 祠 あり、 

その 中 坐 を 正 成と す、 左右 は 孫子 吳子 なり。 ^成 常に われ 天下に 武功 を 立る 事 は孫吳 のかげ なりと いひ 

しにより て、 是を拊 祭す ると ぞ。 是 にて 今に 正 成が 遣 愛の 民に ある 事 を しるべし。 但正成 かくの ごとく 

結 倫の 材を もて、 聖賢の 道を擧 びす して、 孫 吳が術 をのみ 崇 びし は、 遣 恨と いふべ し。 湊川 にて 自殺す 

ると き、 弟 正季と 最後の 一 念 を 語る 事 はなはだ 陋し。 

〇 足 利 家の 亂れ 

足 利 一統の 後、 幕下の 人物に て は、 細 川 頼 之 を こそ 世に 良 相と 稱し 侍れ。 先君の 遣 命 をう け 幼 主を輔 

け、 上 を 奉じ 下 を 御す る をみ るに、 や & 老成の 村と いふべ し、 然れ ども 小 術 を 用て 君 威を强 する 事 をし り 

の ぺぜ乙 を ふせぐ じ や を  - ： 

て、 曾て 陳レ善 閉レ邪 こと を しらす。 されば 義滿昏 弱の 君に あらす、 其 輔佐よ ろしからば、 いか やうなる 英 

主と もなる べき 入ぞ かし。 その 驕泰 をき はめ、 偕 逆を肆 にす るに 至る は、 頼 之と いへ ども 其 罪 をのが る 

ベから す、 是を もてい ふに、 其人稱 する にたら す。 其 外 足 利 家の 名門 右 族、 いづれ も 跋扈 將軍 にあらざる 

はなし 。應仁 文明の 頃、 京都に は 細 川 畠 山黨を 分ち、 鎌 倉に は 足 利 上 杉 雄 を ゆ ひ、 日夜 合戰 して 虚き 月な 

し、 しかの みならす 君臣 相 害し、 親族 相殺し、 その 毒 鬼蜮の ごとく、 其 暴 虎狼の ごとし。 天下に 人倫の 

道絕 はて、、 日月 地に 墜 ざる 迄に ぞ ありけ る、 是をぞ 古今 亂 世の 極と いふべ し。 もろこし にて いはぐ、 

李 唐の 季 五代の 初に 似たり、 いつ ぞゃ唐 書を讀 侍し に、 僖 宗昭宗 の 時に 至て、 其 頃 君 h の廢立 多く は 人臣 


の 手に 出し かば、 揚復恭 が 昭宗を 己が たてた ると て 負 レ心鬥 生， 天子と いひし を こそ、 古今に なき 事 なれ 

と あまりの 事に おかし かりし が、 共 後 我 朝 近代の 野史に て、 新參の 主人 IS 代の 家人に 背く やう や あると 

い ひし 事 ある を 見て、 さても 亂 世の 風俗、 から もや まともよ く 似た る 事よ と 思 ひ 侍りし。 されば 應 仁の 後 

足 利 家の 代 を 終る まで、 前後 百年の 問、 共 名將 勇士、 寒 促 飛廉が 徒に あら ざれば、 お 育 黝舍が 類な り。 

中々 賢愚 得失 を 論す るに 及ばす、 鎌 八お 刚上 杉の 時、 太 田道灌 こそ、 名將の # ありし。 然 ども 翁お もへ 

らく、 上 杉 氏 山內扇 谷兩黨 たりと いへ ども 山 內を宗 室と す。 此時 越後の 上 杉 房 顯山內 の 家 を^て、 共 子 

顯定に 及べり、 道 液 は 其 父道眞 より 扇 谷の.. T: 杉定 正が 家老 たれば、 定正 をた すけて、 顯定と 嫡^の 義を 

講じ、 親族の 好 を 篤して、 扇 谷の 家 を^ん じて こそ、 身の 輔 相たり し 甲斐 も あるべき を、 反て 謀 を もて 

山 內の權 を 奪 ひし かば、 兩上杉 不和に なりけ る 程に、 終に 兵難 を 招て、 定 正と 同じく 顯 定が爲 にころ さ 

れ たり。 恐らく は 其 村 主 を 庇し 身 を 保つ にたら ざるに 似たり。 しかいへ ど 武略す ぐれた るの みに あら 

す、 文 擧に志 ざし 和歌 を このみて 、か^-る 亂 世に は 得が たき 人と もい ふべ し。 翁い つも 思 ひいで k 感吟す 

る は， 世に 俺 ふる、 か &る時 さ こそ 命のと よめる 歌に て 侍る、 此歌を 世に は道灌 敵に ころさる ^"時 臨終に 

よみし といへ ど、 さに て は あらす、 慕景 集と て 彼が 自 からかき あつめし 藻^草 あ^、 其 屮に此 歌 をのせ 

て 其 詞 書に、 康正 元年の 冬 藤澤の 役に、 かたき も 味方 も 入 まじり、 三日 を かさねて いどみ あらそ ふ 事に 

なりぬ、 され ども 味方の 武威つ よくして、 かたき 北 條憲定 のぬ しつ ゐに 自腹して、 餘兵 をの かし」 むな 

しうな り、 ある は あだに あたりて かたみに 死す る も 侍る 時、 藤澤 のかた への 松原の むれに てた、 かふ 男 

駿 あるに、 味方 は 中 村 治 部 少輔藤 原 重 頼と て、 京^の 人の 世に しづみ て、 屋 形に 扶持 せられて 侍りし にな 

臺 ん、 敵の 男 は 栗毛なる 駒に 乘て、 ニッ 引り やうに 昇り 龍の 紋付 たる さしもの なりけ り、 遠目ながら よろ 

雜 ひの 毛 もい かめし ぅぞ 見へ ける。 しばした、 かふて 鎗を あはせ しに、 目の前に 敵の 男つ きとめら れ、 や 

& がて 中 村手づ から 首 を 取て 我 陣に來 りて、 かう/ となん 語りけ るに、 いまだ 壯 年に もたらぬ 男の 色し 
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  六 七 六 

ろうして たけた か、 るべき 心地したり、 鬂の あたりた ぐなら すたき しめつ &、 あはれ もい やまし、 あだ 

ながらに くから ぬ おもかげ なり。 中 村重頓 この 心ば へ の やさしき に 歌 ひとつ ものして 手 にと す、 め 侍 

りければ、 その 首に むかひて、 

か \ る とき、 さ こそ 命のお しからめ、 かねてな き 身と おも ひしら すば 

重賴 返し、 なき 身と は 誰も しれ ども 諸と もに いま はに およぶ こと をし ぞ おも ふ 

ゆうし は. f わすれう しな ふ IJi をこう ぺ, y 

此道 港の 歌 は、 孔子の 給へ る 勇士 不 レ忘 レ喪 レ元 とい ふ 心に も かな ひ 侍らん かし、 され ど 古の 勇士の 不 

レ忘 レ喪レ 元と い ふ は、 其 志 朝夕に 義を おもん する にあり、 首 を 刎ら ると も義を 失 はじと なり、 必 しも 戰 

場に 死 を輕ん する に 限る ベから す、 我 朝の 武士の かねてな き 身と 思 ふとい ふ は、 其 志戰 場に 死 を 輕んす 

るに あり、 首 を とらる \と もうしろ をみ せじと なり。 あながち 朝夕に 義を 重ん する によるに あらす、 其 

おもむき 同じ やうに て、 しかもち が ひ ありと しるべし 。され ど 其 贪議 はしば らくさし 置、 此事 歌に のみ あ 

らす、 敵 も 味方 も、 死した る もい きたる も、 とり- f いさぎよく、 優に やさしき 事と いふべ し。 

〇 武 田信繁 

爱に足 利 氏の 季世、 天文 永祿の 間に 至て、 賢と 稱 すべき 人 あり。 甲 州 武田信 玄の弟 左 典 厩 武田信 繁是な 

り。 然るに 近代. 武功 をのみ 尙 びて、 德行 をば 稱 せざる 故に、 信 玄の名 は 高 けれども 信 繁の賢 はかくれ て 

世に しる 人な し。 今 翁が あら はさす して は 誰かい ひ 出る 者 あらん。 信 玄の父 信 虎、 信繁を 愛して 信玄 を 

廢 する 心 あり、 それ 故信玄 父子 不和な りしに、 群 ほ いづれ も 信玄の 武略に 長 じたる を 見て、 信 虎 をす て 

V 信玄に 思ひ附 しかば、 信玄 群臣と 謀て、 信 虎 をす かし 出して 是を距 ぎし 程に、 信 虎 甲 州へ 歸る事 かな 

はす、 今 川 氏眞の 外祖父た るに よりて、 駿 河に 出奔して、 今 川 家の 寄 公と なりて、 年を經 けれども、 信 

玄っゐ に 父 をむ かへ て國に 入る ことなし、 信 虎 後に 京都に 流 落して 一生 を 終たり、 信繁信 虎の 愛子と し 

て、 信 玄を廢 して 信繁 をた てんとす る をば、 かねて III! 玄も 知た る 事 なれば、 必忌惡 むべ し、 それに 國に 
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のこりて 信玄 にっか ふる は、 危難の 場な り、 父 を 追 出す 程の 人 なれば、 露 友愛の 心 あるべき にも あら 

す、 しかるに 信繁 嫌疑の Si に處 ながら、 信玄 にっかへ て、 兄弟の 間 少しも 違 言 ある 事 をき かす、 むかし 

後漢の 東海 王强は 光武の 太子たり しが、 廢 せられて 諸侯 王に 下れり、 明 帝， 母寵 によりて、 ^を もて 立て 

太子と なり 給 ひける が、 其 後明 帝の 代に 至て 東海 王恭 謹に して、 上 を 奉^% を 全して 終られし をば、 lig 

史 にも 褒稱 して 記 置し ぞ かし、 され ど それ は 明 帝 孝 友 なれば つかへ やす かるべし。 Q 繁は それと はちが 

ひ、 殘忍 至極の 兄に つかへ て 朝夕 國に惓 々として、 人臣の 節 を 失 はす、 信玄 といへ ども^に 親任して 疑 

忌の 心なく、 始終 一 の ごとし、 その 忠信 誠實人 を感孚 する にあら すして、 いかで かくの ごとくな るべき、 

さて 川 中島に て 討死せられ しこ そ尤義 にあたり て覺へ 侍る。 信玄 一 生の 危き折 なれば、 此時 討死せ すし 

ていつ の 爲に命 をお しむべき、 されば、 王 辱 かし めら るれば 臣 死す るの 義を 【寸 て、 こ i ろよ く 討死せられ 

し は 誠に^ レ 危控レ 命と いふべ し。 其 子を誡 めら れし條 子 かきの 物 を 見 侍る に、 一 として 恭敬^ 實 のこと 

にあらざる はなし、 其 中 一條に、 たと ひ 海 は 野と なり 野 は 海と なると も、 盡未來 際 御 やかたに 對 して 二 

心 あるべ からすと いひ、 又 一條に たと ひい かやう の 御 懇意 にても、 後 庭へ 出入す ベから すと いひ、 又 一 

條に、 諸人 同座す る 時、 もし 好色の^ に 及ば-、 目に た-ぬ やうに して 其 座 を 立べ し とい ふ にて しり 

ぬ。 信繁 人が ら恭 謹なる 物から、 しかも 身 を 守る こと 殿 正にて、 かり 初にも^ 俗に 同ぜす、 其 高風 淸節 

古人に 恥ざる べし、 又 一條に 合戰に 赴く 時、 敵ち かくならば、 人數を 急に あらく つか ふべ しと あり。 是 

にて 信 繁戰陣 に 勇 ありて、 兵 を ま はすに 熟しぬ る 事 を しれり、 しかれば 勇 威武 略さへ^ 備り けらし。 易 

にい は ゆる 知レ剛 知レ柔 萬 夫 之 望と は、 此 人の たぐ ひ をい ふべ し、 嚮 に信玄 社稷の^ ありて、 はやく 此人 

をた て & 世子と し、 監國の 注に をら しめば、 甲 州な がく 滅び ざら まし。 しかるに 昧 剛腹の 勝^に 傅へ し 

かば、 信玄 死して いく 程なく 織 田 氏の ために ほろぼされ にき、 なげかし き 事に あらす や。 

〇 兵法の 大事 

大七七 
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  六 七 八 

後 R 諸 客來會 しける に、 例の 講 はて、、 翁い ひける は、 各 日 比武田 流の 兵法 を 講ぜら る 、よしき、^: 

る、 前日 申せし 信 繁の敵 近くならば 人數を あらく つか ふべ しとい はれし は、 いかく 輕き 事の やう なれ 

共、 尤用レ 兵の 耍を 得たり、 信 繁も是 にて 毎度 利 を 得て 簡耍の 事と 思 はれる ば こそ、 かく 子息へ も い ひ 

傅 へられけ め、 此 序に 兵法の 事 を あら/—. 語り 侍るべし、 翁 日ごろ 兵書 を考へ a るに、 兵 術の 耍は 孫武 

が 十一 二篇 にあり、 卜 三 篇の耍 は 軍 形 兵 勢の ニ篇 にあり、 お ほよ そ W レ 兵の 法 は、 形勢の ふたつに 過べ か. 

らす、 しばらく  * 吊^に てい はビ、 軍 形 は 軍の かた、 又は 軍の もやう とい はんかし、. 兵 勢 は 兵の きを ひ、 

又は 兵の 調子と いはん かし。 軍 形 は 行 レ師の 法に して、 兵 勢 は 合戰の 法な り、 軍 形 は 行 レ師の 法と いふ は、 

今 僅に 百ば かりの 人數 にても 廻して 見 給へ、 それさへ 末々 迄 は 下知と にかぬ 物ぞ かし、 まいて 三軍の 師 

を ま はすに、 時に 當 ての 下知ば かりにして は、 いかで 自由に 廻るべき、 た^、 將帥 たる 人、 成算より 割出し 

て、 軍 伍 を 定め、 手 分 をお め、 約束 を 定め、 其 外の 事 迄 分 段 を 明かに して、 人數を 一定の 形に はめて 師 

やれば、 三軍 ひとつ もやう になり て、 なにの 造作 もな く 廻るべし。 軍の 强弱 はも やうに よりて 生す る 物 

也、. 又 兵 勢 は 合戰の 法と いふ は、 常の 輕き事 にても 考へ 給へ、 急 節に 臨みて は、 すこし 手延 なれば、 度 

を 失 ふ物ぞ かし、 まいて 合戰の 勝負 は 呼吸の 間に あり、 それに 鎗 先に 向て は、 士卒の 勇 怯 ひとし からね 

ば、 とかく 猶豫 しゃすし、 た^ 將帥 たる 人、 こ \ に 至て は 人數を はげしく あらく つか ふて、 其き を ひに 

乘じ てす ^ めば、 おの づ から 調子め いらす して、 勝利 を 得べ し、 兵の 勇 怯 は 調子に よりて 生す る 物 也、 

されば 孫子に 勇 怯 は 勢 也、 強弱 は 形 也と こそ 見へ て 侍れ。 譬ば 猛虎 深山に ありて は 百獸震 恐し が 陷穽の 

屮に 在に 及て は、 ^を^ かして 食 を 求る が 如し。 猛虎に はかに 弱くなる に は あらす。 又お かしきた とへ 

なれ 共、 世に いふ 女の 丑 時參 りと いふ 事 あり、 常に は 阁 がり を さへ おそる .X 物が、 嫉妬の 怒に 乘 じて は 

丑 時參 りして、 少しもお それやら す、 共 女に はかに つよくな るに は あらす、 是 にて 勇； K の 勢に あり、 强 

弱の 形に ある 事 を しるべし。 伹軍形 は 本な り、 兵 勢 は 軍 形より して こそ 出来に けれ、 もし 軍 形亂れ なば、 
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しょうへ. S かつ c もた-かひ を もとむ はいへい まづ た. - かっての ちか つ こと を もとむ 

士卒 勇な りと いふと も必 敗軍すべし、 この 故に 勝 兵 先勝 而後 求 レ戰、 敗 兵 先 戰 而後 求レ 勝と い へり。 先 

勝 は 軍 形に あり、 いまだ 戰 はぬ 先に、 必勝べき 手 だて 定まる 故に 先勝と はいふ 也。 先勝て 戰 へば、 兵 鈍 

かつ も©1 た. - かひせ きすね をせ 乂 じ.^ ちに にけ っナも . 

らす、 戰 と-こ ほらす、 敵 を 咴る事 破竹の ごとく なるべし、 よりて 孫子に 勝者 之戰、 若レ 決-:^ 水^ 千仞 

-J とチ もの はか た ち 

之 豁-者 形 也と なん、 是は 必勝の 形 先 定まりて、 其 勢に 乘 じて 戰 へば、 なにの 手 もな く 勝 事 を. S へり， 

然るに 合戰の 場に 臨て は、 ゆるやかなる を 嫌 ふて、 はげしき をい と はす、 おそき を娥 て、 はやき をい と は 

す、 もしゅる やかに おそければ、 士卒の 心た るみて、 其 勢 を 失 ふ ものな り、 信 檠の 人數を あらく つかへ 

げ" すん ときい し をた *- よはす にいた る t の は  t てうの とす いん-る f 

とい ひし はこ、 なり、 是^ 兵 勢な り。 孫子に 是を 論じて^ 水 之疾至 M 於！^ n お^ 3、  ^^之 疾至  一^ 毀 

せきに もの 1 せつ  か 么 によく た i  ^ふ もの i そのいき ほひ けんそ C せつ たん い^ほ ひゆみ を はるが ごとしせ つ はキ. を はっする が ご とし 

折， 者 節 也、 故 善 戰 者 其 勢險、 其 節 短、 勢 如レ彍 レ弩、 節 如レ發 レ機 といへ り。 すべて 物に は 鼓の 拍 

子 ある ごとく、 はり 合て はづ みのある は 勢な り、 竹の ふし ある ごとくき はだち て 折め の ある は 節 也、 水 

激して 石のお もき を 漂 はすに 至る は、 岩に あたる はづ みのつ よければ なり、 安 流す る 水の 水 さき 弱き が 

石 をた ビ よはす 事 をき かす、 鷹鴛て 烏の 翅を とりひし ぐに 至る は、 禽に せまる 折め のきび しければ 也。 な 

かの しする 鷹の 羽つ が ひゆる きが 毀 折す る 事 をき かす、 よりて 善 戰者は 其 勢必險 しく 其 節必 短し、 一足 

も 所 向 を しりぞけば きる、 一毫 も 軍法 を 敗れば きる、 かく 險 しからねば 共 勢 弛ぶ ものな り。 日 を 刻して 

急に す、 みて 兵を駐 めす、 戰 勝てば 早く 引き 長 追せ す、 かく 短から ねば 其 節の ふるもの 也。 其 勢 弛び^ 

節延れ ば、 士卒 倦怠て、 必勝 利 を 失 ふべ し。 されば 勢 如 レ^レ 弩と は、 必 はりつめて 少しも 手 を ゆるさ 

す、 節如レ 發レ 機と は、 忽 急に はなちて しば しもゆと りせ す、 この 故に 良將の 下に 怯卒 なし、 愚將の F に 

よくた.. - かふ もの はこれ をい 今-ほひに もと ：» て ひとに せ め. f- ゆ.！.； によく ひ. -0 を *! らんで いき ほひに にん す い. V- ほひに にん ャも もの は その ひと を #も 

强兵 なし、 孫子に 是を 論じて 善戰者 求-之 於 勢？ 不レ 責-, 於 人？ 故 能 擇レ人 而任レ 勢、 任 レ勢者 共 用レ人 也 

ゆる やぼく せき を てん 十る がごと しぼ，、 せきの せいやす ければ すな はち しづかに あや ふ にれ は 十な にもう V  く は-つなれ ぼすな ±も と r まる ゑん なれ はすな はち ゆく ぬ- sJ によく ひと をた. * か はしれる 0 

如 レ轉 一- 木 石？ 木石 之 性、 ^則 靜危則 動、 方则 止、 圆則 行、 故 善 戰レ人 之 

いき ほひ^ん せキを せんじんの やまに てん 古る がごと. ih- もの 丈 いき J ひなり 

勢、 如 レ轉- 一圓 石 於 千侬之 山- 者 勢 也、 孫 武が此 語、 一字 一 句 も 兵の 肯綮に あたらざる はなし、 孫武は 

誠に 兵家の 龃な るかな。 
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 „   六 八 o 

〇 孫臏韓 信が 兵法 

され ど 孫武が 兵法、 其 書 ありと いへ ども、 自 から 兵 を 用て 敵 を 料り 勝 こと を 制する をき かす。 その かみ 

吳王 闔閭に 用ら れ、 十三 篇を も吳 王に 俾授 せし 事、 史記 孫子が 傳に 見へ たり。 闔間 SI のかた 强楚を 破て 

郢に 入、 兵威 諸國に 振し は、 定めて 孫武が 謀より 出た る 事に てあらん かし、 その 事實佌 に俾ら ねばし る 

べき やうな し。 孫武が 後、 孫武が 兵法 を もち ゐて、 其 功 天 下に 著れ し は、 孫- S 韓 信の ふたりに てな む あり 

けり。 孫 S は 孫武が 子孫な りしが、 先祖の 兵法 を傳 へて、 齊の威 王の 師 となる。 此時魏 より 齊の 與^ 趙 

を圍 みし を、 威 王將田 忌に 孫 敵 を さし 副て 趙を救 はしむ、 孫 胺は其 前に 魏 將寵涓 と、 もに 兵法 を舉 びし 

• が、 寵涓 その 能を嫉 で、 陰に" s を 召て 至れば 其兩足 を斷し 程に、 此度 もた^ 車中に 座して 軍の 指 阖 をし 

けり。 田 忌す ぐに 趙へ ゆかむ とい ひし を、 孫- s とぐ めて、 魏趙 久しく 相攻 ぬれば、 魏の輕 兵 鋭卒必 外に 

竭し、 老弱 運漕して 內に罷 る、 を 謀て いふ やう、 超に 至らん より は、 速に 魏都大 梁に 赴て 其 虛を 衝んに 

はしか じ、 かれ 我 國の危 きをき かば、 必趙 をす て、 歸て自 救む、 しからば われ ー擧 して、 趙の圍 をと く 

のみなら す、 その 弊 を 魏に牧 るな りと て、 直に 大 梁に {!: ひし かば、 魏師 架して 趙を抡 て 還りけ る を、 迎 

へ 擊て大 に 勝利 を 得け り。 これ 趙を救 ひながら、 趙を救 ふと は 兌せ すして、 魏を攻 る 形 を もてし めし、 

虚に乘 する 急迫の 勢 を もて 逼り しかば、 魏師 などが 趙 をす て- 歸ら ざる 事 を 得べき、 これによ りて 見れ 

ば、 前にい ひし ごとく、 形に はめき を ひに の すれば、 わが 士卒の みに も あらす、 魏を 制する 事 も 掌握に あ 

さ. * へ 

るが ごとし。 孫 臏が魏 を 伐て 趙 のを圍 とくにて、 その 形勢に 熟する を しるべし。 されば こそ 孫^も 形 格 

勢禁 すれば、 おの づ から 解く る こと をす とい へり。 形に は むれば、 敵必 形に さ、 へ られ、 勢に の すれ 

ば、 敵必 勢に せかれて 自由 を 得ぬ 程に、 おの づ から 我 計 中に 墮るぞ かし， 後 十五 年 ありて、 魏 より 韓を 

攻し 時、 韓吿- 急 於齊- しかば、 田 忌 又將レ 兵と して、 前に 趙を 救し ごとく、 すぐに 大 梁に 赴きけ り。 餽將 

つか-なし 

麗涓是 を 聞て 韓を扮 て歸る 程に、 齊師 とくに 孫 .S 田 忌に いふ やう、 三 晉の兵 素より 悍勇 にして 齊を 怯 
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とす、 善 戰者は 敵の勢に よりて、 その 勢の ま、 に 態と 利 導して、 己が 思 ふ圖に 引付る ぞ かし。 兵法に 百 

おもむく ものけ じ やうし やう やた をす 

里 而趣レ 利者蹶 --h 將， とい へり、 さらばい よ /(\魏 を 顧ら しめて、 百 里に して 利に 趣 かし めんと て、 齊， 

師魏の 境に 入て、 始て 一 舍 する 日 は 十 萬 竈 をな し、 その 明日 は 五 萬 遴、 又 は 三^ 逝と、 rw 々にか ま 

どの 數を滅 じて、 軍 行の 跡に 遣し けり、 さる 程に 龐^ 齊， 師の後 を 追て をし ける が、 是 をみ て大 によろ こ 

びて いひけ る は、 我 もとより 齊， 師 怯き 事 をし る、 いかにと なれば 吾 地に 入 事 一 二日に して、 士卒のに ぐる 

もの 旣に 過半に 及べり、 いざ 急に 追つ めんと て、 其 日歩 軍 をす て、 騎兵ば かりにて、 二  nr の 道 を 一日に 

うちけり。 孫臏其 行 を 度る に、 暮に馬 陵に 至るべし、 馬 陵 は 旁に 阻隘 多くして 兵 を 伏すべし、 こ &に龐 

涓を討 取べ しと 思 ひつ、、 大樹 を斫り 白けて、 龐 涓此樹 f に 死なん と 大書したり。 さて 善 射る もの をす 

ぐり、 萬弩を そろへ て 道を夾 て 伏さし め、 それ 等と 約して、 暮に大 の 高く 擧 るを兑 て、 萬弩 一度にお こ 

れと、 其 期 を^け るに、 龐涓 果して 夜に 成て かの 斫れる 木の下に 至し が、 白書 を^て 不 * にお も ひ、 急 

に 火 を 高く 擧て燭 しける に、 共 書 をよ みて 未 レ畢に 萬 弩俱に お こりし かば、 魏師大 に 破れて、 龐^ 自刎 

て、 遂に 豎子が 名 をな しっとい ひて 死にけ り、 龐涓が 前に 孫^ を 足た ちし 時、 人の 足 をき るは则 わが 首 

r  なんちに い. T る もの はなん ぢ にか へ る 

をき ると いふ 事 を しらす、 曾 子の 戒レ 之戒レ 之、 EE- ー乎爾 一 者 反-一 乎 爾-ゃ 也との 給 ひし こそ mfi ひあたりし 

が、 聖賢の 言いつ かたが ひ 侍るべき、 是は 小人の 戒 とすべし。 

ながく 世に、 たて じと てこ そ、 あしきら め、 足 はた \ ね ど、 首 はとり けり、 是は 翁が たは ことなり、 

足の か はりに 首 を 得 たれば、 孫臏 はかへ とくした りと いふべ し。 しかるに 離 を 減じて みせ、 樹を しらけ 

て兑 せけ る、 ひとつと して 敵 を 形に はめた る はなし。 かまど を 減じて 見 すれば、 敵必道 を^して ゆき、 

樹を しらけて 見 すれば 敵必火 を擧て 見る、 火 を擧れ ば萬弩 俱に發 す、 萬弩 俱に發 すれば 敵自 刎て 死す。 

一として 敵 を 勢に のせざる はなし。 よく 敵 を 料り て 兵の 形勢に 熟せ， すん ば、 いかで かかく あるべき、 孫 

武が 後一 人と いふべ し。 災漢の 初に 至て、 高祖の 諸 將の屮 に、 韓信 こそ は 兵 術に 精し く、  <ln 戰の上 手に 
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  六 八 二 

さん s よう をみ _3 にし 

て ありし、 其 趙王歇 を攻し 時、 背 水の 陣 にて 勝し は、 今に あまねく 世に 稱 する 事 也。 兵法に 右- 倍 山 

そむき す ゐた く を ま ！' にし ひだりに ナ 

陵- 前 u 左 水 澤- といへ る は 軍 形の 常な り。 然れ共 兵に 常 勢な し、 敵に 因て 變 化すれば、 軍に も 常 形 

なかるべし。 此時趙 兵 二. f 萬と 號す、 漢兵數 萬に たらす、 其 上 皆 あつまり 勢に て 決戰の 心なし。 韓信こ 

れ によりて 水に そむきて 陣 せしめたり、 水に 背きて 陣 する は 死地な り、 一足 跡へ ひけば 水に 遂 はめられ 

て 死す る 故に、 おの づ から 面々 にかせ きて 殊 死して 戰 はざる 事 を 得す。 趙軍漢 の 軍の 死地に- 陷 る を 見て 

は、 必 なにの 用意 もな く輕々 しくす V みた k かふべ し。 我 死 戰の衆 を もて 輕 進の 兵を擊 なば、 必ー戰 に 

勝利 を 得べ しと はか n しが、 はたして その 謀 はづれ ざり けり。 然 ども 水に 背て 陣 せし をば、 當時 諸將も 

口に は 諾 せし かど も 心に は 服せ す、 敵 もこれ を 望見て 大に 笑し ぞ かし。 これ 敵 もみ かた も 形に はめられ 

勢に のせられて、 みづ からお ほへ す、 戰 勝ても 其 勝け る 故 を しら ざり けらし。 その外 佯 りて 旗皴を 捨て 

走りて、 敵をレ て空レ 壁遂レ 利し め、 趙妆を 拔て漢 の赤轔 をた て、、 起 軍の 氣を奪 ひしな ど、 いづれ も 敵 

を 形に おとして、 自然の 勢 を もて 驅 しかば、 みかた はいよ，/. \ 勇戰 し、 敵 はみ づ から 死 を 救 ふに いとま あ 

ら ざり けり。 孫隨が 後、 兵の 形勢に 熟し 合 戰に長 じたる は韓 信なら し、 むべ 自 から 將レ兵 の 能 を 論じて、 

多ければ 多くして 益 善と はい ひけり、 げ にもと 覺 へし。 然るに 孫^ 韓 信が 兵法 を もて 孫 武が書 を 考 るに 

まづ 

符節 を 八；： せた るが ごとし、 こ、 を もて^ ハ法 はいよ/, \ 形勢に ある 事 を しるべし。 孫子に ハ へらす や、 先 

かつべからざる をな しても つて て^の ぺきを かつ  J-. 

爲レ不 レ^レ 勝以 待- 1 敵 之 可 p 勝と は、 先不レ 可レ勝 は、 我に あり、 ぶ 全不レ 敗の 形 也。 敵 之 可 レ勝は 敵^ あり、 

必勝 不レ 失の 勢な り。 其 機 を 形に こめ 其戰を 勢に 決す、 其 機 を 形に こむ るに 當て は、 淵の ごとく ふかく、 

龍の ごとく 潜まる、 いは ゆる 藏-ー 於 九地 之 下 一 もの 也。 其 戰を 勢に 決する に當て は- 飇の ごとく を こり、 

k  t  * よじつ あ ひ あら は た なま 

雷の ごとく 擊、 いは ゆる 動 U 於. ^天 之 上-もの 也、 忽 かくれ 忽 あら はれ、 寄 正 相 生じ、 虚實相 形る 環の 無 

レ 端が ごとし、 兵 術の 妙、 こ  > に 至ても はや 加 ふべき 事な し、 但其 簡耍 をい は^、 兵は祌 速なる にあり、 

もし 神速なら ねば、 其 計 策 多く は 敵に はかられ、 又は 長陣 すれば、 將軍も 返 屈する 程に、 軍 形 兵 勢 も いづ 
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i せつ. v く を  み たくみに して キを  ， . 

れの處 にか 用べき、 孫子に も 兵 聞-拙速？ 未 レ覩- 巧 之久- 也と いへ り、 善 將レ兵 者 は た f 形勢に^ かに 

して、 其餘 勝負の 數 にあ づ からぬ 事 は 多く は 不調 なれ ども、 反て 是を もて 勝利 を 得る 事 速 也、 是 を拙而 

速 也と いふ、 兵家の 貴ぶ 所 也、 若 勝敗の 數に喑 くして た ピ屯營 を 周 備にし、 號令を 煩濟 にして、 すぎて 

持久の 計と すれば、 ^法 調 熟して、 すき まもなく 見 ゆれ ども、 兵 久しければ 變 生す る稃 に、 はて は 敗^ 

に 及ぶ ぞ かし。 是 を巧而 久しと いふ、 兵家の 忌 所 也。 況ゃ兵 久して やまねば、 共 問 多く 財 を 糜し人 を^ 

し、 ながく 國 家に 害 を貽す こと すくなから す。 むかし 蜀の 先主 自ら 將 として 吳を攻 る 時、 七 百兵焭 を迚 

ね、 .三ト 屯 をた て、 吳と相 拒 こと 牛 年に 及ぶ、 巧而 久しと いふべ し。 つ ゐに兵 疲意沮 て、 陸 遜が 爲 めに 

破られたり。 我 朝 にても、 近代 上杉武 田の 兩虎 爭レ 雄し が、 いづれ も征法 疎かなる にあら す、 軍令 精し 

からざる にあら す、 然 ども 先 爲レ不 レ可レ 勝て 敵の 可 レ勝を 待 事 を しらす、 互に ー戰の 間に 勝 こと をつ とめ 

て、 しばく 相 攻る事 年 を經て やます、 是又 巧而久 とい ふべ し。 遂にな にの 成功な くして、 僅に 共 身 を 

終て 國 滅びに き、 た^ 豐臣 秀吉 は、 もとより 不仁に して、 誅レ 暴.^ レ亂の 兵に て はな けれども、 勝 收の大 

數に 明な りし かば、 出レ師 になに の 造作 もな く、 行レ 兵に なにの 巧 計 もな く、 戰 となれば 必功を 一お に收 

む。 遂に 兵 を 頃して.！！ レ H する こと をき かす、 いは ゆる 拙而 速なる ものに 近し、 其 將略 恐らく は 識^ は 

玄の及 所に あら じ、 然れ 共懍輕 猾贼の 人に して、 禮樂 慈愛 は 夢にも しら ざり し 程に、 晚節 無名の 師を起 

して、 朝鮮 を 征伐し、 久しく 帥 旅 を 暴露し、 多く 人民 を 魚肉せ しかば、 IK 下の 人心 離叛 きけ り。 亦兵久 

して 牧 めざるの 禍な り、 孫武が 一言、 兵の 耍旨を 得たり とい ふべ し。 

〇 兵 は 詭道 

他 c:^ て 諸 客來會 せし が、 前 n 兵^ 形勢の 說く はしく 承り 感服し 侍る。 世に 兵法 を 傅る 人 も 一なら す 候 

へ 共、 大 かた 上杉武 田家の 流に て、 兵の 故 « 器 數には 精し く 候へ ども、 屮々 形勢な どの 沙汰に は 及ば 

や、 是 にて 敵 を 料り 勝 こと を 制する は、 なりが たかるべき やうに かねて 思 ひ 侍りし に、 翁の 論 を 承り、 
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  六 八 四 

いよ，^ \ 世に 傅る は 皆兵の 末 事に て 兵法と する にたら すと こそ 思 ひ 侍る、 但形勢 を^に し、 智謀 を もち 

ゐ候 事、 仁義の 兵に も あるべき にや、 聖賢の 道に はすこし たが ひたる やうに 覺 へ^る は いか f とい ふ 

に、 翁 聞て、 それ はよ き 不審に て 候、 兵 は 聖人の 常道に あらす、 いは ^權 道と もい ふべ し。 身づ から 義 

を 制する 權度 なくして はに はかに 用 ひがたき 道に て 候、 とかく 兵 は^ 段の 事に て、 常に は 用 ひざる 道と 

- ' ^  .  はかりて きをせ ぃナ るかつ こと を 

意 得 給 ふべ し。 さらば 古今 兵の 異同 ある 事 を 語り 侍るべし。 戰國 以來料 レ敵 制レ 勝の 術 を 兵と 申 候へ 

ども、 元來 甲胄の 士を 兵と いへば、 兵 は 士卒の 事に て 候、 むかし 苟況 古今の 兵 を 論じて 五と す、 湯武の 

仁義、 桓 文の 節制、 秦の 鋭士、 魏の 勇卒、 齊の 技擊是 なり、 王者の 兵 は、 道 德に本 づき、 仁義 を 崇ぶ故 

に、 三軍 心 を 同う し カを戮 せて、 君 上の 難に 赴く 事、 子弟の 父兄 を衞 り、 手臂の 頭目 を掙 ぐが ごとし、 

是を 仁義の 兵と いふ。 桓 文の 兵 は、 信義 を 守り、 俅令 にした がふ 故に、 一二 軍畏レ 威て 一 人 も 節 篛を踰 る 

事な し、 是を 節制の 兵と いふ。 赢秦の 兵 はた^ 賞罰 を嚴 にし、 首級 を尙 ぶ、 曾て 兵に 節制 ある 事 を しら 

す、 然 ども 士卒 を淬勵 して 勇敢 を 倡 ふが 故に、 敵に 赴て 戰死 する 事 をた のしむ。 其 强き事 魏齊の 兵に 比 

する に^ 勝れり。 勇力の 卒を 募り、 齊の兵 は 技 擊の材 を 選び、 一朝 かりあつめて 敵と 鬪 しむ、 其 兵た f 

多 利 を耍 して、 あへ て死レ 敵の 志な し 。是 によりて いふに、 秦 の鋭士 より 以下 は、 や、 優劣 ありと いへ ど、 

一^に 武力 を もて 取レ 勝の み、 すべて 兵法 ある 事 をき かす。 兵法 は 節制の 兵より 以ト： にあるべし、 仁義 

の 兵と いへ ども、 僅に 兵と いへば 形勢 智謀 をす てぬ 事に て 候、 是を 捨て はいかで 敵 を 料り、 勝 こと を 制 

し 候べき、 もとより 仁義の 兵の ごとく 詐 僞を尙 び、 反間 を 用ゐる やうの むづ かしく 巧なる 事 は ある まじ 

く 候へ ども、 た^ 敵と 對 したる 正面に ぉゐ て、 或は 敵の 銳氣を 挫き、 或は 敵の 惰氣 をう ち、 或は 不意に 

いで、 或は 險 阻に 逼る、 とかくに 敵 を 制して 敵に 制せられす、 敵 をいた して 敵に 致されざる やうに 謀る 

は 兵の 法な り。 昔 趙宋の 時、 いづれ の戰 にか、 ある ー將城 守して 敵に 園れ しに、 炎天の 事に て 有け り、 

敵し きりに 戰を いどみし かど も、 堅く 城 を 閉て兵 を 出さす、 一人に 胄を きせて 庭 中に た、 せ 置け るが、 


時 を 移して 胄 火の ごとくな りて、 共 人堪 がた かりけ る 時に、 敵 もさ こそ 困まん と^りて、 急に きり W け 

れば、 敵 一 こらへ もこら へす して 敗軍し けりと なり。 此事を 朱 子 兵 を 論す ると てい ひ 出で、 兵 はかく あ 

, 、  の e みことに おそれ rip んで is ，ごとな す 

るべき 事な りと 仰ら れし。 語類に 見えし と 畳へ 侍る。 されば 孔子 も 三軍 を 行 は^ 臨レ事 而懼好 レ^ 而成者 

にくみ せんとの 給へ り。 異國の 事 は 遠ければ 姑く さし 置、 我 朝 武家の 世に なりし より、 天下 攻伐 をつ とめ 

て、 戰爭 やむ 事な かりし。 建武以 來宮方 武家が たと て、 諸國 にたて 分れて、 日夜 合戰に 及し かど、 いづ 

れも 諸國假 合の 卒を あつめて、 衆の 多寡 を くらべ 兵の 強弱 を ゆ ひ、 なにの 成坊 もな く、 兩軍 よせ 合せて 

相撲 角力の 場の ごとく、 一時に 勝負 を 決する 外 はなし。 或は 勝 時 も あり、 或は 負る 時 も あり、 勝 も 負 も 

一旦の 事に て、 むなしく 士卒 を 多く ころして やみぬ、 なにの 兵法 か 論すべき、 いは ゆる 齊の 技擊、 魏の勇 

卒 ともい ふべ し。 足 利 氏の 季 世に 至て、 英雄 纆 起し、 叫 方に 割據 して、 兵 を 磨き 士を養 ひ、 B ごろ 拊循 

して 用 ひし かば、 其 兵 勇銳 にして 百戰 して 挫けす、 榘 の銳士 ともい ふべき にや。 巾に も 武田上 杉な どの 

兵 は猇令 脩り， 約束 明かに 師出 るに 律 を もて すれば、 桓 文の 節制に も 近 かるべし。 されば 本朝の 兵 は、 こ 

\ に 至て 始て 兵法 を も 論す ベ かめり。 然れ ども 當代 兵家 者 流と 號 する 人、 多く はかのお 掙を傳 るの みに 

て、 兵法の もとは、 敵 を 料り 勝 こと を 制する の 謀に ありと いふ 事 を しらす、 其 中 ことに 现 にくら き 人 

は、 兵に 荷擔 して、 國家を 治る の 道 も是に 外なら すと いふめ る。 先年 人の いひし は、 ある 兵家の 說と 

て、 孫子の 兵 者 詭道 也と ある を、 兵 は 詭るも 道な りと よむべし、 兵 は 詭道な りと はよ むべ からす。 翁き 

きて 一笑 を發 しき。 是は兵 を 詭道と いふ を 嫌 ひて、 兵 はもと 正道 なれ ども、 時として いつはる も 道な り 

駿 とい ふ にゃあらん。 詭 字は詐 偽の 二字に 倭訓 同じ けれども、 字篛に 差^ あり、 た^ 眞手 になく、  ^格 を 

:,、 、 - - - Jlr  61 [  h  -  ： . よくして これによ くせ さる こと をし めし もも ひ r これに も I ひャ る-一と を， j めし 

0 たがへ たる 道 を 詭道と はいふな り。 されば 孫子 も 能 而 示， 一之 不ク能 用 而 示，, 之不 vffl とい はす や。 

雜 よくして よくす と 見せ、 用て 用る と 兌せ て は、 いかで 敵 を 料り 勝 こと を 制すべき、 よりて 兵は眞 手に な 

S  く、 常 法に 引ち がへ て 行 ふ 道な りと いふべ し.。 すぐに 詐僞の 道と はいふべ からす。 然共此 筋 を 今日の 3. 吊 

き。 
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  六 八 六 

に 出せば 詭禹 一して 獲 レ禽の 心に なりて、 やがて 詐 爲に陷 るべ し、 そこ を孫武 さすがの 明 者に て储に 見つ 

けし 程に、 十三 篇の 初にお ゐて兵 は 詭道な りと はい ひし ぞ かし、 詭道 なれば 常道に あらす、 常道に あら 

すして、 いかで 國家を 治る の 道と すべき、 況ゃ當 代の 兵家に 相傳 ふる は、 皆兵の 末 事なる を や、 或は 狨 

とり、 或は 軍の そな へ 又は 古 戰の跡 を僉議 する 迄にて、 孫子の 書 をよ む 人 稀な り、 たま/ \ よむ 人 あり 

て も、 文字に くらき 故に 詭道 二字の 義 にさへ 通ぜ す、 何とて 孫子の ふかき 意 を 得べき や、 さるに よりて 

其說を 聞に、 多く は 臆 見に 出て 相違した る 事 也。 無知 妄 作と いふべ し。 

〇 不レ忘 レ向レ 君 

後數日 ありて 諸 客 來會サ しが、 前日 兵の 拙速 を 貴ぶ 事 を 承 候て より、 自分に も 考へ見 候に、 兵に 限らす 

大 かたは 可 事 も 不調法に して 速なる がよく 候。 然る を あまり 思案 過 候て 仕方の よき やうに とこ しら へ 候 

へば、 多く は 文に 拘り實 を 失 ひ 候 故、 や X も すれば 機會 にお くれ 候て、 後悔す る 事 も出來 候、 是巧 にし 

て 久しき の 害に て 候と いへば。 翁き &て、 さに こそ 候へ、 伹其 速なる. に 本源 あり、 た、 常に 心 ゆるます 

氣 たるまざる を 本源と す。 心 ゆるます 氣 たるま ざれば、 事物に 奪 はれぬ 程に おの づ から 落着 候て 緩やか 

なる^にて i。 されば すみやかなる は 緩やかな るより 生す ると 思 ひ 給 ふよし、 もし 速なる がよ しとて 伟 

に すみやかに すれば、 心せき 氣 さはが しく 候 程に、 事に 當て 狼狈 してた^ おそぎの みならす、 却て 不 

慮の 害 を も招ぞ かし、 近代 諸侯の 家に ある 宿老の 武臣 を 見る に、 その かみ 兵戰の 世を經 て、 おの づ から 心 

ゆるます 氣 たるまぬ 故に、 緩急の 場に 臨て 其 速なる 事 他人の 及ぶべき 所に あらす、 翁加賀 にあり し 時、 

其 先祖 越後の 堀の 家に 仕へ し 者 ありて 語りし は、 越後 守の 家来に 堀監 物と て 名 ある 者 あり。 〔割 註〕 監物 

二 代 あり、 二 代監物 は、 慶長七 五 年 弟 丹 後 守直奇 と爭訟 して 最上に 謫 せらる。 この 監物は 父 監物直 政な 

るべ し。」 主人 越後 守 伏 見の 邸に て、 日 暮に客 を 送り出け るに、 越後 守に 怨 ある もの ありし が、 かくれ 居 

て 急に きり 懸し を、 越後 守も拔 あはせ し 所に、 監物 はるかのう しろより 一番に 來て彼 物 をき り 任しけ る 
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を、 左右に 供した る士共 諸と もに 打と めけ り。 後日に 右の 士 ども 監 物に 逢て 其 日の 事 を いひ 出て， 日暮 

とい ひ、 不慮の 事と. S ひ、 我等 ども 心なら す 少し を くれ 候 ひし を、 御身に ははる かの 跡に 御 渡り 候つ る 

に、 いか なれば 一番に 手に 御 あ ひ 候に や、 不審なる 事に こそ 存 候へ といへば， いや 各と て 武邊の 某に お 

とるべき にて はなく 候へ ども、 某 はかね て ひとつの 覺悟 ありての 事に て 候、 各 は此覺 悟な き 故に 某 を 先 

を させら る-. とこ そ存 候へ、 此後も 各 は 殿の 御供 を 勤ら る-事に 眩へば、 內後御 心^に もなる ベく 候 ま 

K 今迄 は 人に 申さぬ 事に 候へ ども 傳授 いたし 候べ し、 惣 じて 君の 御前に 伺候し 御 後に 佻 奉し 候 時は假 

にも 脇へ 目をやらす、 初 中 終 君に 目 を はなさ すして をる を簡 要の 法と いたし 候。 左 候へば 君の 動靜針 

程の 事 も 見つけす とい ふ 事な し。 よりて 不慮の 事 ある 時 も 我 しらす 手に あ ふ 事 速なる 物に て^。 此某が 

一言 を必 忘れ 給 ふべ からすと いひし となり。 是は武 の心懸 より 覺 悟した る 事に て あるべ けれども、 聖賢 

の 心に も かな ひ 侍るべし。 翁 曰 頃 論 語 鄉黨篇 を 讀に君 在と き は與々 如たり と ある を、 朱 子の 註に 威 依 中 

適 之貌と 云て、 又 張子の 說を 引て 與々 は 不レ忘 vra レ君 也と も釋し をけ り、 威^ 屮適 にて よく 聞へ たる 上 

に 張子の 說を 引る-は、 不レ忘 レ向レ 君と いふに 一種の 義理 も あるに や、 いか やうの 意味に か あらんと 思 

ひしが、 其 後此事 をき、 て、 横渠 の^ 緊耍 なる 都 を さとりぬ。 かの 監 物が 始終 君に 目 を はなさぬ とい ふ 

は、 是則 不レ忘 レ向レ 君に 非す や、 君に 扈從し 君に 侍 座す る 時の 第一 の 意 得た るべき 事な り。 監物 もとよ 

り 橫渠與 々の說 を 見て、 其に て 心 付た る にても なけれ ど、 其 意お のづ から 相 叶へ り、 奇特なる 事と いふ 

べし。 

〇 大敵 外にな し 

翁 かねてお も ふ 事に て 候、 今の 學者、 聖賢の 書を讀 て、 なまじ ゐに 義理の 僉議 をいた し 候へ ども、 大か 

たは 僉議 こ， 日を暮 し、 JE- にても ひとつ 取と めて 身に 得た る 事 は 侍らす。 是も 巧に して 久しき と 申べ し。 

然るに 武臣た る 人 は不擧 にして、 一 己の 見 付た る 所に よりて 覺悟を 決して 直に 行 ひ 出し 候 故、 端的に 其 
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駭 驗を 見せ 申に て 候、 舉術 なく 候へば 理に當 らぬ事 も あるべく 候へ ども、 其 得た る 所お のづ から 聖賢の 敎 

臺 にも かな ひ 候、 いは ゆる 拙而 速なる に 候 はす や。 右の 監 物が 事に て 思 ひ 知 給 ふべ し。 それに 付て こ^-に 

雜 殊勝なる 事 こそ 候へ、 寬永 のころ にか あらん、 永 井信 濃守尙 政し きりに 昇進して 籠 任せられけ るが、 其 

新 頃 井伊 掃 部 頭 直 孝 一代の 元老に てお はせ しに、 或 時 邂逅して、 我等 事 弱年の 身に て、 特恩を 蒙りて、 重 

職 をつ とめ 候 事 誠に 至極と 申べ く 候。 そこ もとに は 御 老功の 御 事に て 候へば、 我等 心得に も 成べき 事お 

ぼし 召よりも 候 は^、 仰せき かされ 候へ と あれば、 掃 部 頭先づ 感じて 奇特なる 御 心得に てこ そ 候へ、 い 

かに も 一 つ 存じより たる 事 候 ま、 傳授し 候べ し。 され ども 大切なる こと を、 あからさまに は 申が たし、 

いよ C 御 聞 あり 度 候 は ^、 某が 宅へ 御 越 候へ とい はれし かば、 日 を 定て禮 服 を 着し 彼 宅へ 往れ しに、 

掃 部 頭 出て 對 面の 後、 世話に 油斷 大敵と いふ 事定て 御覺へ あるべし。 某が 傳授 外に はなく 候、 此 一言に 

て 候ぞ、 必す御 忘れ あろな とい はれし とぞ。 むかし 周の 武王 即位の はじめ、 太公望 を 召て、 簡約に して 

行 ふて 恒 とし、 萬 世に 傳 ふべき 道 あり やと 問 給 ひし かば、 太公望 まう さく、 其 一一 一一！： 丹 書に あり、 王 もし 聞 

むと 欲せば 齋戒し 給へ と ありし かば、 武王 齋戒端 冕して 來而 して 立 給へ り。 ^時 太公望 西 面して 丹 書の 

言を武 王に さ づけて いはく、 敬 勝レ怠 者吉。 怠 勝レ敬 者滅。 義勝レ 欲 者從。 欲 勝 レ義者 凶。 今.. 油 斷大斷 の 語、 

鄙 諺 なれ ども 丹 書の 戒に 叶へ り、 然るに^に つかへ 事を務 むる に、 油斷の あしきと は 誰もし りたる 專に 

て、 しかも 眞贲 にしらぬ 故に、 右の 諺 を も 等閑に 閒 すぐして、 こ 、に 心 を と^むる 人な し、 よりて 每々 

油斷 して、 過失 を 生じ 禍咎を 招て、 とも すれば 臍を嗞 むこと お ほき ぞ かし。 掃 部 頭 は 常に 油斷を 禁じて 

身に 近づけぬ 心から、 眞實に 其 事の 簡耍 たる を しらる、 故に、 この 諺 を 大切の 事と して、 信 濃 守に も傳 

へられし なり。 拔 群の 識の あるに 非す して はいかで かく あるべき。 其 上 あからさまに いはれ す， 前に 日 

を 定め 其 人に 盛 服 させて、 おもく 傳授 せられし も、 かの 太公望の 丹 書 を 武 王に 授けし 面影 あり。 かく あ 

ら ねば 其 事輕 し、 そのこと 輕 ければ 其 信 深から す、 其 信 深から ねば、 其 人の 益に 成が たし、 亦 誠意 懇到 
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を 見るべし. 掃 部頭舉 術の ありし 沙汰 もき かね ども、 おの づ から 聖賢の 敎に 叶へ る こそ 極めて 殊勝の 事 

とい ふべ し。 我 朝武； ^の 代に なりて 五 百年 以來、 世に 是等の 人 あり、 是 等の 事 ある をき かす、 しかしな 

がら 

祖.： ポ^ 澤仁 厚なる が所レ 致な り、 これによ りて 謹で 考 るに、 御お 家大下 をし ろしめ して 仁政 叫 海に 廣 被せ 

しょり、 歷代淺 没の 風變 じて、 太平 禮義の 俗と なりし が、 寬永 刚曆の 問に 至て、 在 廷の諸 公 運に 應 じて 出 

で、 承レ 化輔レ 治し かば 其澤 日に 隆洽 なりし ぞ かし。 今 共 人 がら を 聞く に、 いづれ も^ 實簡 ffi 寬 厚の^ お 

也、 共 政 を 謀る に は 虛文を 抑へ、 事實 をつ とめ、 人 を 取に は 材辨を 退け、 實行 をす k む。 近世 智巧 を尙 

ぶの 風より 見れば、 其 拙き に 似 たれ ども、 凡百の 冇 司 いづれ も廉靜 寡欲な りし かば、 各守レ 身恭レ 職して 

時勢に 附す、 身 計 をなさ^ りき。 是 によりて. M 政 あがり、 百亊熙 まり、 た^ 此時 を^して 盛な りと す。 

勿論 時遝 のしから しむる とい ひながら、 其い はれな きに あらす。 然るに SSIi の 士は謹 厚に して 用に うと 

く、 衬 t 口の 士は、 敏捷に して^に さとし。 この 故に 今古 人材 を もち ゆるに、 多く は德行 をす て- * 村^の 

士 を取ぞ かし。 さし 當 りょく 職を辨 じ、 しば，/ (\ 近 効 をた つる 程に、 敏速の 功 あると 见 ゆれ ども、 事お 

ほく 僉議 かちに て、 事實 常に 隱れ、 下情 常に 塞がり ぬれば、 政 弊：^ 瘼も是 より^る ぞ かし、 是 によりて 

いふに、 兵に 限ら や 治世の 政 も 拙速 をよ しとして 巧遲を 得たり とせす、 むかし 諸葛武 侯の 蜀 にっか ふる、 

出將 入相と して ^外の 住 を 兼し が、 高 世の 材を もて 自 から 用す して、 つとめて 衆^の 益 を あつめ、 ^^の 

諫を 求む、 自 から 至 拙の 地に 處 ると いふべ し。 然るに 北ハ魏 をう つ、 毎レ戰 必勝し がば、 司 SiT 懿畏 るゝ赛 

な - たび ゆるしな .* たびと りこ 

虎の ごとし、 其 益 州 を 討す る 七 縱 七 禽 にせし かば、 孟獲 心服して 天威と す。 その 祌 速なる * 想ひ见 

=■ うよう わう. & うか，、 しう ぐんに よ W あん を ろんじけ い をい ふや 、も すれば せい ヒんを ひき ぐん 15 は- クに ？ ちしう なんむ ねに ふさ 

るべ し。 其 後 ^師表に い へらす や、 劉^ 王朗 各據， 一州 郡？ 論 レ^ 言 レ計、 動 引-一聖 人 一群 疑^ レ股、 衆郯 ^ 

がる こんさいた - J わめい ねんせ .. せ. f そんさく をして ゐ ながら. 1:： ほひに つ ひにんう とう *v あはせ しむ 

レ胸、 今歲不 レ戰、 E 年不 レ祉、 使-孫 策-坐 大遂幷 .-ー. 江 来？ これ 巧 週の 害 を 論す る 事 明白な り。 伹武 侯の 度 

量 S 校 もとより 孫武が 及ぶ 所に あらす、 今 其； 一 目に よりて、 孫斌が 拙速 巧久の 語、 最軍國 の 他^と して、 
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駿臺雜 話 卷之ニ 

〇 月 は W 々 の 形！ a 

今年 もはや 半 過 ぬれば いつしか 秋の けしきた ちて、 荻 吹く かぜ も 身に しむ ころな り。 久しく 翁の かり 行 

かねば 此 ほどの 老の ねざめ も覺ポ なし、 いざ たづね 問む とて、 ある 夕暮に 例の 人々 打つ 比て 來 しが、 又 

もまい らんと て歸 らんと せし を。 翁と e めて；' 今 は 月 もよ. t^t 酒す &め 奉らん、 しゐ てと まり 給へ と 

いへば。 翁の 心 をい かで そむくべき、 さあら ばと て 各^ をし めて、 淸談の 露 やう/ \i き呈 に、 ，-ぉ 人 や 

がて 心得て、 取 あへ ぬまでに あるじ まふけ し、 さかな 取 そへ て、 盃 出しけ り。 諸 客 醉て g  、こ 入と ぞ A 

. ：  I  -t  f せ， いてん ぁリ きた もこと いくばくのと *- われい S はい を." め- A.,-  ？ - おにと ふ  ！  I  , 

〈し。 其 中に - 人盃を 停て 淸ほ 有レ 巧來幾 時、 我 今 停レ盃 一 問，. n と 李. n が 詩 を 高らか こ 打 吟じナ る 

、  J  ひとめ いげつ をよ ぢ てう ぺ か ら^げつ かう か へ 0 て ひと t あ " ゴ 2  30  _  r  >  liitt  I ス 

を ヌ ふたり 脇より つけて、 人 攀-- 明月- 不 レ可レ 得、 月 行 却與レ 人相. 隨 とうた ふ、 又 外の 人々 迭こ _a 阳し 


雲 間- 沒、 白 兎捣レ 藥秋復 春、 姮娥孤 摟與レ 誰 隣とう た ふ、 其 次より は 翁 も 助言して、 ：Jr^^i^::l 

こ v^n. ^つ K にじ^ S て. ？け こ. i-ゅ ふに じんこ S じん W う ナカの ごとしと もに めいげつ をみ るみ かく  C ご とし も r わ； - ふうた にあた ,5 け にた -. ナ ると. つ, わうな； Avr くす voo 

^ 今月 曾 終 古人？ 古人 今人 如-流水？ 共 f 明月-皆 如 レ此、 惟 願 當レ歌 對レ酒 時、 が あお 勝.<屯^ 

裏とう た ひお さめけ り、 其 後數獻 におよ びて 玉 山 倒る、 ばかりに 見へ けり。 さて 翁い ふやう、 大 か^ょ 

月 を もめで しと はよ みたれ ども、 老の心 も 月 みる こそ なぐさみ 侍る。 され ど 其に つ きて 千載. ^おの 

もお こり ぬれば、 むべ 月 を 人の 老 となると もい ふべ かめり。 佤 月 を昆 るに いろ， （'あり、 今 思 rs=T し 卜 ザ 

る。 童子の^、  ^にて 八 n ト： A 夜の荽 に、 ひとり 隅に むかひて 居たり しに、 さる 武士の  一 丁字 知らぬ 

が、 月 をつ く/^ \と ^て、 巧は徑 りい く 尺 か あるべき、 考 へて ほ 給へ と いふ。 X 同じ やうの 人 かたへ 

より、 あれ はもの、 切 n とみ ゆ、 奥へ 長さ いかほど か あらん， v て、 たが ひに 僉議 しける を、 きく 人々 W 

^を 喰け り。 翁 もお さな 心に おかし かりし。 今お もへば^ 俗 リ を fa して、 光の あかき を ほこり、 影の き 
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よきに めで 、^夜と てた V 打より、 物 喰^の みな どして 歌 ひの & しる を 樂 とする は、 かの 寸尺を 語ろ に 

^ ひとし かりぬべし。 又騷 人^. ^の を 詠めて、 字 ことに 金玉 を雕、 句 ごとに 錦繍を 裁す る も I 風雅に は^ s 

雜- れど、 共 もた ピ^ M のう へを翫 ぶば かりにて、 H に ふかき 感ぁる 事 を しらぬな るべ t。 翁が 千載 無窮の 感 

話 一 と 申 は、 我 倚 古 入 をした ひて、 其喾 をよ み、 其 心 をし りつ、、 常に 世 をへ たる 恨 あるに、 月ば かりこ そ 

^々の 人 を 照し 來て、 今に あれば 古人の 形見と もい ふべ し。 されば 月に 對 して 昔 を 忍びて は、 さながら 

卜" 人の：.！ 影もう つる やうに 覺へ、 月 はものい はね ども 語る やうに もお ぼへ、 忘れて はむかし の 事 をと は 

まほし くもお もふぞ かし。 今^,:: が 詩、 バ の景氣 をす て&、 ー氣に 古今 を洞觀 して、 靑 H< 有 レ月來 幾 時 

とい ひ 出る より、 氣 象の 髙き拔 群に 聞へ て、 詩の 豪蕩超 逸なる も、 外の 詩人の 及べき 事 がらに あらす。 

むかしより 李杜 とて 杜甫が 上に 稱 する も理 にて こそ 侍れ、 然れ ども 李 白が 詩 も、 古今 流水 ごとき を感す 

F  ゆく もの はわれお よけ. f+- たる もの は， s-れ きが 十 

る 迄にて、 後代 を 待の、 もは^へ す- 翁む かし 楚辭 をよ みて、 往者余 弗 レ及來 者 吾不レ 聞と いふに 至て、 屈 

子が 心 を おしはかりつ k、 感 にた へす なんお ぼ へき。 此ー 一句の 意 をい ふに、 屈 子 一 代に 知己な きを かな 

しみて、 十！： 人 は 誠に わが 心 を 得 たれば、 あはれ 一度 あ ふて 語らで とお もべ ど、 其 世に 及ばねば かな は 

す。 又 未の 世に さる 人 こそ ありて、 我と 心 を 同じう すらめ とお もへ ど， 其 人 をき かねば、 誰と かしらん 

とぞ。 是 なん 屈 子に 限らす、 古今 心 あるき は&、 大 かた 此 恨な きにし も あらす、 翁も此 心に して 月 を 見る 

にや、 いと^ 感 ふかく 覺 ゆる 也、 もとより 今 は 末の世の 昔 なれば、 い づれの 世に か、 又 わが ごとく 月に 

對 して 今 を 忍ぶ 人 もや あらん。 月 はさ こそ 其 世 を も 照ら すらめ、 もし あつら へ 吿らる \ ものなら ば、 月 

にさ は 一 言 を もの こさ まじと おも ひ 侍る、 その こ &ろを 、 

月 みれば、 末の 代まで も、 忍ばれて、 a ぬいに しへの いと ビ ゆかしき、 こ V を もて、 翁が 月に 無 iS の 

感 ありと いへ る を、 諸君 考へ： a 給へ、 いはれ なきに は あらす。 

〇 離騷の 秘事 


ss 客 聞て、 屈 子の 心 を もて 月を兑 る 人、 世に ある こと をき かす、 今の 世に 翁 ある 事 を、 屈 子に きかせぬ 

こそ 遣 恨に て 候へ。 されば 來 おは 吾. 个レ 聞と いはれ ける も、 こ、 にて^ といへば、 翁 とても こよ ひ は H: に 

あかさん、 さらば 屈 子の むかし を かりて、 離 騷の意 をく はしく 說屮 さん、 き、 給 はんやと いへば、 お^; 

是は大 なる 幸に こそと て、 耳 をす まして 居け る。 さて 翁、 楚^ は離騷 を^ 一とす、 W 子 三 問の^ に^れ 

て、 楚 王の 爲 にいろく 心 力 を^し ける を、 懐 王 不明に して、 小人の 讒を 信じ 共忠を 察せす、 終に 遠 ざ 

けられし かど も、 君 を 露怨る 心なく、 國を うれへ 俗 をな げくの あまり、 此篇を 作れり。 ー篇の 大意 をい は 

屈チ國 と同挨 にで、 世 卿の 家に 生れし かば、 身 を 潔し 行を俽 めて、 上に 奉ぜん と 思 ひしょり、 ー阈 

の^; をした しみつ、。 群に 拔で \ 志 をた てし 事 を、 衆芳を 佩て 奇服を 好に なん 言 紫 を 託しけ り。 か、 り 

し 程に はからす、 讒 にあ ひて、 君の 心に はかに か はりし かば、 さし もと 思 ひし 人々 も、 .g. 俗にした が ひ 

て 心 か はり ゆく を、 .£蕙 を はじめ もろ，/ \の#方 草に はかに あらぬ ものに なん 變 じたる と. S へり。 さて 今 

こ 、に冇 て 、護 臣國を 危うす る を 見聞 も 心う ければ、 いづこの 國へ もさら ましとお もへ ど、 それ はわが 

本意なら ねばす るに 忍びす、 叉國に 人なければ、 故 鄕に思 ひもの こらす、 よし さらば 湘水 にみ づか ら投 

じな むと いふに て篇 をお へり。 誠に 惓々 の 心、 Mi 躬の 節、 首 外に 溢れて これ を讀 人、 袖 をし ぼらぬ はな か 

るべ し。 され ど是 はしれた る 事 なれ は 今更い ふに 及ばす、 仉離 S のお こり をい はに、 水の 源 あるが ごと 

く 木の 枳 あるが ごとく、 大切のと ころ ひとつ あり、 是を しる を 離 騷の祕 ^とす。 其 秘事と いふ は 外に あ 

るに あらす、 たに 篇 端の 數語 にあり。 帝 高 陽 之 苗裔 兮、 朕 皇考 u 二 伯^ 一とい ひ 出せる 心 をい かにと^ ぬ 

铰ー べし。 是 た^に 身 を 思 ひ あかるに は あらす、 又 六 朝の 士大 夫の I： 地に ほこり、 日本の 武士の； +; 孫 を 名 * 

^ と は、 其 心大 にち が ひたる 事に て あめれ、 それ は 人 は 先祖 をお も はす、 ^を 忘る V 心より、 ゆ もち も輕 

き 一 々しく 人が らも 崩る V ぞ かし。 屈 子 さすが 先^た にしく、  だかき^ に 生れ、 父のお もき あと をう けな 

がら、 いかに 身 を もちさげ、 先祖 をはづ かしむ べきと 思 ひつめ てこ そ、 かくい ひ 出 すらめ といと あはれ 
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くれう み ^ はれ. Id しょ どに  はじめて はれに たま ふに かめい を もって ナ われに なづ 1： てせい そくと いふ われに あざな し r- れいき^と, ふ 

なり。 共 次に 皇覽 揆-- 余于初 度， 兮、 肇脇レ 余以- 一嘉 名？ 名レ余 曰-一正 刖， 兮、 字レ余 曰，， 翳 均-とい ひ、 又 次 

ふんと して われす でに-一の たい ぴぁ W  かさ. 2るに  しゅのう  - /  * 

で紛 お旣 有- -此內 美- 兮， 乂重 レ之以 -i 脩 能- とくり 返し 自賛す るに て、 屈 子が 心い よくしる し。 共 自賛 

の 本意 は、 父の 我 を 大事の 物と おふした て、、 嘉名を 名 づけ、 脩 能 を 授けつ、、 かぐ、 敎育 する 心 を、 

かりにも あだにな さじと なり。 こ、 を もて 見る に、 君 を 愛し 國を 憂うる の 志、 もと 祖孝を 思 ふ 仁 考の心 

より 生じて 其 根 ふかく 源 遠し、 むべ も 其 誠 始終 一 の ごとくに て、 死に 至て か はら ざり けり。 孝弟 を爲 

レ 仁の 本と する も H 疋に てこ そ あなれ、 それ は 其說 ながければ しばらく さし をく。 た^ 屈 子忠藎 の 本 はこ 

V にあり としるべし。 然るに 屈 子 死して 二 千載に 及び ぬれ ども 離騷 をよ む 人、 其 辭 をのみ 玩て、 一篇の 

見どころ、 此數 句に と e まると いふ 事 を しらす。 翁 久しく 離 騒 をよ みて ひとり 此意を 得しより、 身づか 

ら屈 子が. 5 己と して、 いと ^あはれ を 添る 巾に も、 又 うれしく もなん ありけ る。 されば 祕 事と い ひし は是 

を ふかくして 人に しらせ じと にも あらす、 たビ 多年 工夫して 得た る 事を淺 はかに いは^、 きく 人 さ へ 等閑 

にき &て 過な ましとお も ふ 程に、 秘^, v は. S 'つる ぞ かし。 諸^ 此意を 得て 容易なる 事と なき、 給 ひぞと 

いへば、 諸 客、 翁の いひ 給 ふごと く、 古より 離騷 をよ む 人お ほ けれど 先 儒の 論 も 終に こ、 に 及ばねば、 

我等 ごとき 淺^に て 中々 おも ひ よらぬ 事なる を、 こよ ひ 翁の 御物が たりに てこ そ 承 候へ、 共レ君 一夜 話、 

勝 レ讀- 十 年" 書-と はか やうの 事 を や 申べき とて、 各 よろこび あ へりき。 

〇遍 照が 黑髮 . 

翁乂 いふ は、 父母 は 人の もとな り、 入窮 して は 父母 をよ ぶ、 是 入の -大 性に して E 然の 誠な り。 古より 仁 

人 孝子 は、 常に 父母 を 思 ふ 心 ト失 はす、 我より 父母の 名 を あら はさん こと をお も ふて は^ゃ^し、 我よ 

り 父母の 耻を貽 さん^ をお それて は 惡を遠 ざく。 こ V を もて 孝 を 百行の 本と もす るぞ かし。 されば 屈 子 

譴 にあ ふて 父祖 をお も ふに て、 その 君に 忠 あるの 权 ざし ふかき を 知べ し。 むかし 良^の-お 贞、 

深お の 帝に おくれ 奉りて、 俄に 出家し、 佾^ 遍照 となんい ひし、 その 遍照 かしらお ろす とて、 父^ 


ひいで-、 

たらち ね は、 か、 れ とてし もう は 玉の、 わがくろ かみ は、 なです や あり けん、 すでに 沸 に^して 世 を 

拾れ とも、 そのき はに なりて 父母 をお も ひ H るに て、 H< 性に 父母 を 忘る、 に 忍びざる 物の あると はしら 

る。 しかるに 親 を すて子 をす て 》 出家 をす る を、 眞の 道に 入と する こそ かなし けれ。 孟子の 人の 性 を 戕 

贼 するとい へる も、 此 たぐ ひなるべし。 屈 子 は 古今の 賢人、 .：.-f-M は 一代の 龍 ほ、 其 人物 もとより：！ =1 の 

談には あらね ども、 いづれ も 名 卿 世祿の 家に 生れぬ は その 父母の 心、 わが 子の ながく 國 にっかへ、 ゆ を 

はづ かしめ ざる やうに とこ そ 期し つらめ。 今身窮 して、 ひとり は 離 騒 を 作りて 父祖 をよ び、 ひとり は ほ 

歌 を 詠 じて 父母 をよ ぶ、 それ は 似 たれ ども、 屈 P は 身 を もて 國に 報じて、 死して^ 聲を墜 さねば 我 父の 

つけし 名 をはづ かしめ すと なんい ふべ し。 ■: お 貞は.：^ をす て 世 をの がれて、 抖攒の 身と なり ドり ぬれば、 

たらち ねの なでし 髮を あらぬ ものにす， o いふべ し。 翁 さいつ ころ 遍 ir か 歌 を见 てお 一し の 意に つか ふまつ 

りし、 

たらち ねの、 かくはな です と、 しりながら などお ろす らん、 その 黑 かみ を、 彼が 徒 もしき かば、 EE^ 

の功德 にて 父母 も成佛 する 程に、 髮を おろす を 父母への 報恩と すと いふ にゃあらん。 それ はもと 佛^ に 

惑て 天理に 盲 すれば、 今更な にと さは 吿 べき やうな し。 責 ていは^-かくなん。 

たらち ね を、 思 ふ 心 は、 世 をす つる、 身に もす てえぬ、 ものと か はしる、 いつぞや 源平 盛： お^ をよ ま 

せき V. 侍りし に、 頓 朝敵に おはれて、 ふし 木の 穴に 隱れ おはせ しが 敵に さがされて、 すでに 自殺に 及ば 

睽 ん とする 時、 髻の屮 に佛の 小^ を ゆ ひ 添へ し を 首 を 敵に 渡さん 時、 大将軍の 所爲 にあら すと いは れんと 

蹇 て、 かたへの くらき 所に かくしお かれしと なり。 いっか 正しく 公な ろ^の 人に はづ かしき 事 ある や、 佛 

f をた のみて 後生 をた すからん とお も ふ は、 丈夫の し は ざに は あらす、 はづ かしと^ はるれば こそ、 さし 

もた ム としとし ける 佛を f す つれ ども、 この 心 をば すてえぬ にて こそ あなれ、 是を もて 人 w^?- 惡の心 を 
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固有す とい ふ 事 しるべし。 されば 遍照は 父母 を 思 ひいで、、 本意な しとし りながら、 かしら をお ろし， 

賴朝は 敵に しらせて、 はづ かしと しりながら、 佛に へつら ふ。 いづれ も 本心 を 失 ふとい ふべ し。 

〇 世 をす て -身 をす てす 

さはいへ ど、 遍银が 世 をす つると て、 たらち ね を 思 ひ 出る こそ、 孝心 言 紫に あら はれて、 殊勝に 覺へ侍 

る。 古より 簪纓 家の 出家す る 多 けれども、 父母の 事な ど 思 ひ 出る は、 なを 俗習の まよ ひとす る 程に、 か 

i る 心 ある 人 をき かす、 その外 遍 H 一の 歌 ども は、 さすが 天 现の殘 り 香 ありて きこ ゆるに や、 皆 人 は 花の 

ころもに、 なりぬ 也、 苔の 袂ょ、 か はきた にせよ、 君 をした ふの なさけ ふかし、 はちす 葉の、 にごりに 

しまぬ、 心 もて、 なに か は 露 を、 玉と あざむく、 直き を 崇 ぶの 心た かし、 さて 遍 照が 後に は、 西 行に て 

とそ あなれ、 東國へ 行脚の 序に 鎌 倉 を 過し に、 鶴 岡に て 群集の 中に 紛 れゐたり し を、 共 人 がらの 拔 群な 

るに て、 頓朝 やがて 見 とがめて、 營 中に 請 じ、 弓馬 倭 歌の 事な どと はれし に、 かの 巍々 然 たる 物にす こ 

しも か、 はらす、 思 ふま、 に 物語う ちして、 營 中に 候け る。 三 浦 畠 山 を はじめ、 其 外の 群 傑 を も 人な きご 

とく & ひけり。 頃 朝 もさ こそと e めた く 思 はれけ めど も、 拘留 せらる ベう もな く、 まいて 引出物な ど は 

中々 沙汰に も 及ばす、 前に ありし 銀の 猫 を 賜りし をば、 其 ま、 受て、 出る 時 道の 邊 りに あそび ゐ たる 兒 

に とらせて さりぬ。 其 後 跡 をけ ちて、 ふた、 び 音 もせ ざり けり。 其 ころ 高 雄の 文覺 とい ひし 豪猛 至極の 

悪佾、 鎌 倉の 權を かりて 釋 門に 威 を 振 ひしが、 西 行が 人となり をに くみて、 おのれ もし 西 行に あひなば 

まのあたり 辱し めんと いひし に、 或 時 西 行 高 雄 わたりに て 行く らしけ る 程に、 文覺 に^ をぞ かりけ る。 

文覺 幸と よろこびて、 其 徒弟に いひけ る は、 汝ら 見よ、 西 行 見へば、 かなら す 打ん とて 拳 を 握りて 待け 

る 程に、 弟子 ども 事 出来ん とて、 うとましく 思 ひしに、 文 覺西行 を 一 目： a て、 氣を奪 はれ、 しほ， ^と 

屈服し けり。 後日に 弟子 ども、 何とて 言葉に は 似 給 は ざり ける とい ひければ、 文覺 彼が つら だまし ゐを 

見よ、 我 をう つべき ものな りと いひけ る。 是等 にて 其 人 がら 高潔に して 氣魄精 祌たビ うとに あらざる 事. 


を 知べ し。 た^ 惜 むべき は、 儒道 世に 行 はれざる 故に、 かやう の 人 あれ ども. ^の 道 を しらす、 共^の 

髙 明なる ま 、に、 大 かた 世 をい とひて、 浮 屠に 歸 する こそ 歎 かし けれ。 伹君 をす て 親 をす て V 佛 に；！ し 

て、 我 身 ひとつ をた すけむ と、 おも ふ は、 世 をば 捨れ ども、 其 心 は 君に かへ 父に か へても、 身 をば すて 

ぬに ありけ り。 身 を捨 すして は、 i をす つと もい ふべ からす。 世に ありて 名利 をね がふ も、 枇 をす て \ 

1: 樂を ねが ふ も、 淸濁 はか はれ ど、 身の 樂を思 ふ は 同じ かるべし。 もとより 佛の敎 は 人倫 を假と 見れば、 

君 父 をす つる はよ し、 さも あらば あれ、 たビ とても 捨る とならば、 第一 に 身の 樂を おも ふ 心 を もす て、、 

a 名利に はなれて 見よ かし。 世 をのが る、 にも 及ばす、 名敎 中に 自然の 樂地 あるべし。 何ぞ必 しも 人倫 

をす て、 事物 を 離るべき、 人倫 をす て 事物 を 離れて、 たビ 己が 往生 極樂 をね がふ は、 世 をす つると いへ 

ど、 いまだ 身 をす てえぬ より 起り て、 樂欲 はなはだし ともい ふべ し。 むかし 或 人語り し は、 わが 鄉 5.; に 

ひとりの 婦人 ありし が、 夫に おくれて E 夜 哀慕し、 玉の緒 も 絶ぬ るば かりに 兄へ し を。 共 子 ふかく 憂へ 

て、 いろ^ (^いさむれ どもき かざりし に、 H: ごろ 佛法 をと き >T かする 佾の ありし が、 婦.^ にい ひける は 

夫 をした ふ はさる 事に て、 それ は佛 法に 妨げと ならす、 た^し 夫に わかれて、 男女の 逬も たへ、 身 もさ 

びし く轵 なくなり たるに つけて、 我 身の ために か、 りて、 かなしむ 心の 少しも まじりな ば、 これ 私欲の 

まよ ひに て、 大に 罪障 を增 長すべし。 その 所 をよ く //、分^して、 なげきて よと いひし かば、 婦人 忽に 

心 を ひるが へして、 それより なげかす なりに ける とぞ。 翁お も ふに 此^ W 人 を敎識 せし は、 誠に かしこ 

く 聞 ゆれ ども、 共 身 も 同じ ことなる をば しらす、 されば 昔より 佛に^ i する 人、 貴賤 女 をい はす、 いづ 

睃 れも 身の 苦樂 をお も ふより 起らぬ はなし、 明智の 人と いへ ど、 此 51 人の^ 悟に も 及ばぬ なるべし。 あた 

^ ら人村 をむな しう して、 旣 にいく 世 をか經 たる、 末の 代 とても さう あろら めと、 なにとなく 空の 打な が 

0 めら れて、 

s  CH£ 依然 百代 流。 道 喪 文樊^ 悠々。 識知 H< 上 孤 輪 月。 長 照 人 n 萬^ 愁。 

j  . 

！  六 九 七 


話 n  u  m 


  六 九 八 

詩窖 踐 道 ヒ， に 淮陳。 邪 說紛々 日 競レ新 明月 似レ知 千載 恨。 慇懸來 照 白 頭 人。 

翁自 から 此詩 を賦 して 口す さびければ、 諸 客 も 傅へ 誦しけ るが、 月 落 河 傾て、 夜も旣 にあけ、 る 程に、 

各い とま 申して まかりぬ。 

〇 詩文の 評 品 

他 = 繼て諸 客來會 せし が、 各« 問 * 訖て、 詩文の 談 におよ ぶ。 いづれ も 翁に むか ふて、 詩文 は學 問の 餘 

事 なれば、 急務に は 候 はね ど、 ^も 藝に游 ぶの 類と や 申すべき。 されば 翁の 詩文の 論 を 承た く 候と いへ 

ば、 翁 先 詩の 事 を 論じて、 詩 は 一一； 百 篇は とかう 議す るに 及ばす、 漢魏 以後の 詩 も、 文理 悠暢、 意思 淵 永 

にして、 風雅の 趣 を 失 は ざり しなり。 蕭統が 文選に のす る 古詩 十九 首、 もろく 樂府歌 行の 詩 をよ みて 

知べ し。 しかるに 六 朝に 至て、 綺縻 をき そ ひ、 浮華 をつ とめし かば、 風雅の 體は ほろびに けり。 莳 興て 

李 杜王猛 が 徒いで、、 六 朝の 餘習を 一洗し、 大に 古風 を 振與 せし より、 今に 至て 詩 を 手 習 ふ 人 は、 唐詩 

を 擧 びざる はなし、 盛 唐の 詩 は 古 を さる 事 遠し といへ ど、 風景 を寫し 人情 を述 るに、 なほ 風雅の 殘膏劑 

馥 ありて、 おの づ から 人心 を感 する の 妙 あれば、 舉^ の 性情 を 吟詠す るに は、 唐詩 も捨 がた きものに 侍 

り、 宋の司 馬 溫公杜 甫が國 破 山河お、 城舂 草木 深、 感レ 時花濺 レ淚、 恨 レ^ 鳥 驚レ 心と いふ 詩 を 論じて、 古 

人の 詩 は 意 在- -1W 外-を 貴ぶ。 山河 在と. S へば、 餘物 なき 事 しるべし、 草木 深と いへば、 人な き 事し るべ 

し。 花鳥 は 平時 娛 むべき 物にして、 それ を 見て なき、 閒て 悲しめば、 當時 流離の 情い はすして しれた 

り、 又 明の 王 救 が 唐詩 を 論す とて、 阈風綠 衣 燕々、 碩人黍 離 等の 篇、 いづれ も 言外 無窮の 感 あり。 後世 

た^ 唐人の 詩の み此意 あり、 溪水悠 々春 自來 といへば、 懐レ友 をい はね ども 懷レ 友の 意外に 溢る。 潮 打-一 

S 城-寂寞 囘 とい へば、 興亡 をい はね ども、 興亡の 感 言外に 溢る。 凡人の 體を 得たり と い ひし 此 二子の 

論 ふかく 其现 を^たり と覺へ 侍る、 是 にて 唐詩の 妙 を しるべし。 李 白が 大原早 秋を賦 して、 霜 威 出レ塞 

早。 ^色 渡レ河 秋。 夢 繞缦城 w。 心 飛 故國摟 といへ る、 此 類の 詩 は 雄 壯の氣 を もて 勝れたり。 杜甫が 江 


亭を賦 して、 水流 心不レ 競。 ^お 意 俱遲、 寂 々春^ レ晚、 欣々 物 E 私、 といへ る、 叱 類の^ は^ 遠の 思 を も 

て 勝れたり。 其 外；， h 維が 日 落. y 湖.！！、 湖來； ナ、 地靑、 とい ひ、 杜^が 吳楚 東南 坼、 乾坤：！： 夜 浮と いひ、 孟ゅ 

然が微 雲^. -河 漢？ 疎 ^滴-梧 W つと いひ、 柳宗 元が 壁^^ 月 WOE: 掩ぉ蟲 ^とい ふ、 みな 馴 維の 詞を もて 不 

群 を發 せり。 誠に 宋 人の いは ゆる 難レ狀 の景を おして n 前に あるが ごとく、  f レ^。^ を 含みて 言外 

にあら はる. - とは是 等の 作 を やい ふべき、 其 餘の詩 も是れ に 例して 知るべし。 杜 m が 秋 興の 八 首、 王 门= 

齢が せ，：： 詞の 諸篇 は、 其體 はか はり たれ ども 各 其 能を縱 ま" にして、 ことに 潔然 たる^な らん か、 しかる 

に 中^より 晚 唐に 至て、 韋蘇州 柳 镞曹が 外 は、 曰 E 黎が 文章 古今 に^^す といへ ども、 其 詩 風雅に は 少し 

遠 かりき。 まいて 孟郊 賈岛が 塞が 瘦、 元 稹が輕 浮、 .21 居が 淺俗、 ^商 隱が 僻^、  FJ 庭^が 媚艷、 いづれ も 

詩の 厄と いふべ し、 北 (作た まく 盛 唐に 出入す るお あれ ども、 共 大概 を 論す るに、 意趣 鄙し く、  ni 格 下 

りて 兑 るに たらす、 其餘の 作者 も、 大 かた 聲 律に 拘り、 窩.： ： に^て、 詩 は 性情 を 吟詠す とい ふ^を しら 

ざるなる べし。 鄭 谷が 雪 を^して、 江上 晚來堪 レ翥^ ？. 漁 人披： 一^一  簑-歸 、と 作れる を^ 坡が 評して、 "ル 

は 村 ^巾の 詩な りと て、 柳 子 厚が 作りし T 山鳥 飛絕、 萬逞人 蹤絕、 孤舟^ 笠 翁、 獨釣 恋. ばか ぶと いふお や」 

引て、 格^の 事と いへ り。 鄭 谷が 詩 は、 巧に して 俗耳に は諧 ふべ けれども、 子 厚が 詩 を もて 兄れば、 そ 

の 鄙 俗 あら はれて お ほふべ からす、 朿坡が 眼力の たかき を 知べ し。 それにつ きて 思 ふに、 紬 雨. #レ 衣 f 

不レ 閑 花 落 レ地聽 無 レ聲、 といへ る は、 盧綸が 詩 也。 人 n に盼 炙して^ 句と なん 稱し 侍れ ど、 よくい ひ 

おふせた るば かりにて、 呤詠 する に餘^ なし。 宋の僧 志 南が^ レ衣欲 レ^ 杏花 雨、 吹レ而 不レ. ^^柳 風、 とい 

睽. へる は、 淸 K 閑暇、 咀嚼して 味 あり、 盧が 詩に はま さりぬべし。 されば 志 南が お を、 朱 文 公の 稱し給 ひ 

蹇ー し を、 げ にさる こと V おも ひしが、 其 後 擊壊集 をよ みて、 梧桐 月 向-一 懷屮 -IT  ^柳 風來 へ. ^ 上-吹、 といへ 

I る を a るに、 又 一 ゃ從. ^の 叙 象 ありて、 有 道の 一 百と こそ 覺へ 侍れ、 誠に 風流 人 彔と屮 すべ し。 此ー 二人の 

！ 作、 句 調 景^と もに 和 似 ご、 おの づ から 三 段に きこえ 侍る、 盧 は^を， H.! とし、 志 南^ 節 は 怙 を 主と し 

^ 一 
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て、 情に 高下 あり、 是 にて しり 給へ、 詩は辭 に拘れ ば、 理屈に 落て 味なく、 情に 發 すれば、 意思 を 含て 

味 あり。 しかいへば とて、 初擧の 人、 辭の碓 俗 を しらすして、 に はかに 情の 沙汰に は 及が たし U 今 世 好 

で 詩を賦 する 人 を^る に、 多く は 日頃^ 詩 をく はしく よます して、 た^ 生 意 を 先 だてん、 己が 俗 腸より 

た^ちに いひ 出す 程に、 巧なる は詼諧 をき くに 似たり、 拙き は, 錄 をよ むに 似たり。 又 世に ー秫 偏^ 無 

實の人 あり、 なにの、 王 意 もな く、 樂府 古詩の 辭を剽 掠して 高 古に 傲り、 己が 家 流の 外 一代に 詩な しとお 

もへ り。 然ども 其 詩 をよ むに、 猥碎 流麗 一向に 文理 をな さす、 浮萍の ごとく 斷祯の ごとし、. 文字の 怪と 

いふべ し。 しかるに 其 黨の人 は 相師祖 して 是を 文雅 風流と し、 あまつ さへ 聖人の 道 は 文雅 風流なる 物と 

いひし よしをき、 侍る、 文雅 風流 はよ しそれ にもせ よ、 道 は 文雅 風流なる 物と いへ る は、 いかなる いは 

れ にか あらん。 さいつ ころ 人 ありて 翁に かくと 告げる 程に、 さて は 道 は 仁義に あらす して パ 詩歌 管：^ に 

あるよ な、 しからば 孔孟より は 世の 骚客 伶人 こそ 道に 近 かりけ め、 今まで しら ざり し は、 いと ロ惜 かり 

ける 事よ とい ひしが、 是は 翁が 戯 なり。 もとより 詩文 を妤 み、 華 飾 を 事と する は， 道に 益な きとい ふば 

かりに てもなく、 人の 心 術 を 害する なれば、 擧 者の # につと むべき 事に は 侍らす、 伹 一向に 詩歌 をた ち 

て 風雅の 趣 を しら ざらん は、 質 勝て 野なる 方と や 申 侍らん。 

〇 倭 歌に 感興の 益 あり 

されば 我 朝に 歌 ある は、 もろこしに 詩 あるが ごとし、 よりて 詩歌と て 同じ やうに 取 はやし 候へ ども、 我 

朝 はむかし よりもろ こしの 文 Se にう とく、 李杜諸 名家の 詩 をよ む 人 まれな り。 たと へ讀 でも 其 旨に 通じ 

がた し、 たまく 白 居 易 詩、 和 かにて 倭 歌の 風に も かな ひ、 平易に して 通じ やす^ 程に、 是を 唐詩の トー 

等と して、 このみて 長慶集 をのみ 學び けらし、 この 故に 共 詩み な 膚浅粗 俗にして 見る にたら す、 懷 風^、 

本朝 文粹 など 考て知 給へ かし、 反て 近來 -A 山老 禪の賦 する 絕 句の 體の、 ； 糨澹： S の 味 ありて 取べき に は 

しかす。 しかれば 我 朝の 詩 は、 すて、 論す る 事な かるべし、 さて 倭 歌に 至て は、 我翊 のん r れ たも r ^ 


情 を 吟詠 すれば、 から やまと 詞 はか はれ ども、 その 所 はか はるべ からす。 詩 は； 首に て詞理 ともに^ 足 

して、 曲 盡-- 人情-たれば、 もとより 三十 一 宇の 及べき にあら す。 翁 わかき 時より 盛 ^ の 詩 を 好て 讚て、 

賈 至が 早朝-犬 明宮- の 詩に、 千條^ 柳垂 --靑 鎗？ 百 囀流鴛 遶-, 娃章？ 劍 佩嫛隨 i^. 步？ 衣^ 身惹- -御爐 

香 1 娬し、 それ を 和して、 王 維が 九-大^ 闥 開- 殿？ 萬國 衣冠 拜パ 冕旒？ 日色紀 臨-一仙^ • 動、 香焯 欲.， 

傍-一 袞龍， 浮上と 賦し、 岑參が 佘闕暁 鐘 開-萬 戶？ 玉 階 仙 仗擁- 千官？ 花迎 -ー劍 佩-星 初 落、 柳拂 -ー旌 旗-露 未 

レ 乾と 賦し、 杜珩 が旌 旗日 暖龍 K 動、 せ；：^ 風微 燕雀 高、 朝 罷杳^ 携滿レ 袖、 詩 成 珠玉 在レ瑯 レ" ぉ賦 とする を 

見る に、 文 彩の^ 赫 たるの みに あらす、 II 元 泰平の 氣象目 中に あるが ごとし。 かやう の 所に 至て、 伎 歌 

の 風情 は、 殆螢燭 の 日に おける やうに 覺へ 侍る、 たに その 情に 發 する 一 ふし は、 おの づ から 詩に かな ふ 

と W  レ しけらく こ - にと rot れを 

所 ありて、 人心 を 起す 益な きに あらす、 國風^ 莒の 詩に、 釆，々 ^莒 -傅言 釆レ 之、 釆-- 々芣^ ！?  0..  vn 

レ之、 とい ふが ごとし 。是は 婦人のお ほば こ を 釆て曰 を お くる を自 から 賦 したるな り。 なにのお かしき ふ 

しもな けれど、 丼^ 代^ 平にして、 婦人まで も 無事 をた のしむ の 情、 一 百 外に あら はる。 それに はからす 

して かな ひたる は、  * 

も \ しきの、 大宮人 は、 い とま あれ や、 さくら かざして け ふ もく らしつ、 とよめ るに ぞ、 我 朝も延 や！； |0 

天曆 のころ は、 朝廷 和平、 群 R 閑暇な りし 事、 おも ひ やられて いと 感 ふかし、 罘 ぎ の 詩に よく かな ひゆ 

る、 せハ外 古今 集の 歌 は、 詞 すなほに 餘情 ありて、 お ほく は ー唱！ 二 歎す るに たへ たり。 

も \ 千鳥、 さへ づる春 は、 ものごとに あらたまれ ども、 我ぞ ふり ゆく、 此歌 を吟 すれば、 老人の^ お 

K 一  の^を 感 すべし。 

蹇 春の 夜の、 やみ は あやなし 梅の はな、 色 こそ 見へ ね、 香 や はかくる、、 此 歌を呤 すれば 冇德の 不レ， H- 

雜 レ撺の 誠を感 すべし。 

佌の 中に、 さらぬ わかれの、 なく もがな、 千世 もといの る、 \ の 子の ため、 此歃を すれば、 孝子の 
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愛レ 親の情 を感 すべし。 

風 ふけば、 奥 津^ 波た つた 山、 夜半に や 君が、 ひとり 行らん、 此 歌を呤 すれば、 貞婦の 思レ 夫の 情 を 

感 すべし。 

忘れて は、 夢 かと ぞ思 ふ、 おも ひき や、 雪 ふみ 分て、 君 を 見む と は、 此 歌を吟 すれば、 君子 不レ 忘-一 故 

舊-の 情を感 すべし。 此類 外に もな ほ 多 かるべし。 古今 集 以後 八 代 集に 至て は、 あけて 數 ふべ からす、 

屮に 翁が 常に 好て 吟 する 歌 一 首 あり、 鎌 倉 三代 實 朝の 歌に、 

武士の 矢な みつくろ ふ、 籠手の b に、 あられた ばし る、 奈須 のしの 原、 此歌を 定家卿 評して、 鬼 をと 

りひし く體 と、 いはれ しと ぞ。 誠に 勇壯を もて すぐれたる 歌 也。 外に 此體の 歌お ほく 見へ 侍らす、 武士 

たる 人 常に 此歌を 呤ぜ ば、 その 金 革 をし きね にす るの 志 を 感じて、 勇氣 をす- * むべき とこ そ 思 ひ 侍れ、 

さて 舂 秋の あはれ をい ひ、 月 花な ど を 詠めし 歌 もた e 其 ま、 に寫 しとりて、 さながら みる やうに ある 

は、 なにのお かしき ふし もな けれど、 かの 詞っ^ きたくみ に、 よくい ひかな へたる と 見 ゆるより は感ふ 

かう してす てがたく 覺へ 侍る。 今 思 ひ 出した る 數首を もて 例して. s は^- 

久 かたの、 光の どけき 春の 日に、 しづ 心なく 花の ち るら む 

朝日 かげ、 に ほへ る 山の、 さくら 花、 つれな くきえぬ 雪 かと ぞ みる 

うちし めり、 あやめ ぞ かほる、 ほと、 ぎす、 鳴 やさつ きの、 雨の 夕暮 

庭の 面 は、 まだ か はかぬ に、 夕立の、 空 さりげなく、 出る 月 かな 

夕 ざれば、 門 田の いなば、 お とづれ て、 あしの まろ やに 秋風 ぞ 吹く 

秋風に、 たなびく 雪の、 たへ まより、 もれ いづる 月の、 影の さやけ さ 

津の國 の、 難 波の 春 は、 夢 なれ や、 あしの 枯葉に、 風 渡る 也 

駒と めて、 袖 うちはら ふ、 かげ もな し、 佐 野の わたりの 雪の 夕暮 


钴 雜臺铵 


是^の 歌、 不盡 の景氣 をう つして、 さながら： U に 見る がごと く覺ぇ 侍る。 折に ふれて 是を 吟詠せば、 襟 

懷を淸 くし、 塵 想 も けぬべし、 西 行が わが 佛法 は、 倭に よりて す k むと いひし、 さも ありなん かし。 わ 

がと もがら も 吟詠 をた すけ、 ^情 を 養 ふに はたより なきに あらす、 されば 倭 歌の すてが たき はこ、 にあ 

るべ し。 伹此 ころの 歌 は、 あたらしくい ひいで、、 一 ふしお かしく きこ ゆる は あれ ど、 こと 葉の 外にけ 

しき 覺 へて、 あはれ ふかき はなし。 いかで か 人の 心 を 感興す るの 益 あるべき、 是も晚 ^以後の 詩の ごと 

く詞 にの みと^めて 情に 本づ くと いふ 事 を しらぬ なるべし。 なに 事 も 風俗の 衰へ ゆく ま &に、 浮^に な 

がれて、 實を とり 失 ひぬ る こそ、 なげかし き 事 なれ、 詩欤 のみに 限る ベから す。 

〇 六義の 沙汰 

•M 中 ひとり、 紀贯 之が 古今^の 序に、 歌の さま を 六く さに わけて、 からの 歌に も かく ぞ あるべき といへ 

ば、 詩の 六 義に共 意 かよ ひ 侍る にや 承た くこ そ 候へ とい ふに。 翁、 倭 歌の 事 はしらす 候へ ども、 詩の 六 

義は、 古今 集の 序にい ひける-: ハ くさの 趣と は、 大きに か はりた る^に なん 侍る。 詩 は 風雅 頌賦比 興 を も 

て六義 とす、 風 は諸國 にあら ゆる 男女、 各 己が 情 を 詠す るの 詩 也。 國 * にて W 風體か はるに て 風と いふ 

なり、 雅は 朝廷の 公卿 大夫 以ド、 己が 情 を 詠す る 詩 也。 聲^ しく 體ぃ やしから ぬに て雅 とい ふなり。 頌 

は 宗廟に おいて、 祖考を 尊び、 ，1 祚を禱 るの 詩 なれば 頌と いふなり。 この 三に て 詩の 全體 をす へたれ 

ば、 いは^ 織物の 多く あるが ごとくなる ゆへ に、 是 を三經 とす。 さて 娬比 輿の 三 は 右の 三經を 横に は、 く 

ありて、 風雅 頌の詩 いづれ も娬比 興の 三の 體に はづ る- * はなく、 いは e 織物の ぬき あるが ごとくなる ゆ 

へに、 是を 一 一一 棣 とす。 コー經 三綽を 合せて 六義 とす、 三經は 前にい ふごと く、 詩の 部 立 なれば 格 刖の事 

也、 ！ 1- 緯は毎 草 詩の 仕 立に わかつ 事 也、 賦は莴 覃卷耳 などの 詩の ごとく、 情事 をす ぐに 詠す る をい ふな 

り。 比 興の ふたつ は、 すこし 紛 はしき 體 ともい はんかし、 比 は 他物 を もて その 本意に 比喩す、 ^人 螽斯 

を弒 して、 螽斯の 多 子なる を もて、 1LM 妃の 子孫 多き に 比し、 ^舟 ^賦 して、 栢 舟の 漂流す る を もて 
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己が 夫に すてられて よるべな きに 比する がごと し、 本意す くに 比する 物に ありて、 ^に 本意 をい ふに 及 

ばす。 與は 作物 を もて その 本意 をい ひ 輿す、 關睢の 詩の 關々 たる 睢鳩を もて、 窈窕 たる 淑女 を 興じ、 穋 

木の 詩の 穋木 の^ 甚を もて、 君子の 福 履 をい ひ 起す がごと し。 上 は い ひ 起す 迄にて、 下に 本意 をい ふ 

也。 今 詩の 六義を もて、 倭 歌 を 論す るに、 萬 葉 集に のす る國々 の 歌 は、 風と もい ふべ けれど、 其 外 古今 

以下 代々 の 歌、 多く は 輦穀の もとの 作な り、 是を雅 といへば、 閨秀 桑門の 作、 又は 戀釋敎 等の 歌 まじれ 

り、 雅と いふべ からす。 祌祇 慶賀の 歌な ど は、 其 意 や- 頌に 近し ともい ふべ けれども、 是又 宗廟 樂 歌の 

こと 葉に あらす、 其 歌又刖 なり、 しかれば 風雅 頌の三 は、 倭 歌に はき はめて あはぬ 事 也。 いかで か是を 

もて、 倭 歌の 部 立を定 むべき、 賦比 興の 三 は、 倭 歌の 體を わかた ば是 はわ かれ もし 侍らん か、 され ど廿 

一代 柒の 歌、 大 かたはす ぐに 風景 をう つし、 情事 をのべ て、 比 興す る は、 稀 なれば、 十に <： 九は賦 とい 

ふべ し。 屮に比 興の 體も たまく は 見へ 侍る。 

仁德 帝の 御 即位 をす i めて、  • 

難波^に、 さくや この 花、 ふゆごもり 、いま を 春べ と、 さくや このはな、 とよみ、 HIM: の 御子の さはり 

出來 て、 齋宮 にた、 すなり なんと， r> ける に、 共 事 はれて、 っゐに 初に 復 せし 事 を よろこびて、 

大空 を、 てり ゆく 月の、 きょければ、 雲 かくせ ども、 ひかりげ なくに、 とよみ、 わが 身の 老朽て 世に も 

ちゆる かたのな きを 打な げきて、 

お ほ あらきの、 森の 下草、 おひ ぬれば、 駒 もす さめす、 かる 人 もな し、 とよめ る、 みな 外の もの を もて 

比して、 始終 本意 を あら はさす。 この類の 歌 は、 詩に ていへば 比の 體に かなへ り、 人 丸が 夜の ながう し 

てあかし かねた る を、 

足曳 の、 山鳥の 尾の、 しだ り^の、 なが- ^し 夜 を、 ひとり かもね む、 とよめ る、 此 類の 歌 は、 詩に て 

いへば 興なる べし。 いかんと なれば 上の句に、 山鳥の 尾 を もてい ひ 起して、 本意 は 下の句に あり、 其 外 
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世. の 人口に ある 歌に、 自 から 痛みて 老に ける をな げきて、 

• おしてる や、 難 波の みづ に、 やくし ほ 1Q 、からくも 我 は、 老 にけ るかな、 とよみ、 うき 身の 世に すみが 

たきと いふ 意 を，  . 

あし 鳧の、 さはぐ 入 .y の、 水の. 江の、 世に すみが たき、 我 ゆなり けり、 とよめ る、 皆 上の句に 外の もの 

を もてい ひお こして、 下の句に て 本意 をい ふ、 いづれ も 興の 體 にかな へり。 さはいへ ど 诿 欤 はもと より 

風雅 頌の わかち もな く、 賦比 興の 體も さだかなら す。 貫 之が いへ る 六ぐ さは、 詩の 六義を 深く 考へ すし 

て、 た ^歌の さま を 六ぐ さに わけて、 詩の 六義 とかす を あはせ て、 かくい ふなるべし。 されば 詩の 六義 

は 詩の 六義、 歌の 六義は 歌の 六義 と、 格^に 見て、 あはせ 論す ベから す。 倭 歌に 限らす、 官職 律令 等の 

事 にても 見 給へ。 我 朝に て 漢唐を まなびて 建た る 事に、 取^りて 名實 齟齬した る 事 多し、 しかる を は 書 

をと く 人、 多く は 强て牽 合して、 其 誤 を 信に せんとす。 恐らく は 公道に あらす、 たビ信 以傳レ 信疑 以傳 

レ 疑と いふに したが ひて、 是非の ま-に 沙汰す る こそ、 明達の 論と はいふべ けれ。 

〇 作文 は讀 書に あり 

後數日 ありて、 諸 客來會 せし が、 翁に むかひて、 前日 倭 歌 唐詩の 事く はしく 承り 異問を 得 侍る。 伹倭駄 

は 我等 ごときの かねて 學 ばぬ 事に 候へば、 必 しも 自 からよ むに は 及ばす、 詩も必 しも：：： から 乍ら すと 

も、 古詩 を呤 詠しても 襟懐 をき ようするに 足ぬべし、 た e 文章 は それと はたが ひ 侍るべし、 た^今 聖贤 

の 書 をよ み 候 も、 文辭 によりて 求る 事に て 候へば、 文辭の 法に くらくして は、 其 一 g に通ぜ ざろ のみなら 

す、 其義を 誤る 事 も あるべく 候、 其 上 孔子 も辭は 達する のみと 仰ら れ候、 自身に 文辭を もて 書 を 解し 義 

理を 論じ 候に も、 共 法 を しらすして は、 道理 をい ひ 達する 事 も 成が たく 侍るべし。 今 我等 ごときの 晚進 

後生 文章 を 舉 び 候に は、 いか >意 得て よく あるべく 候 や 承た くこ そとい ふに、 翁 笑て、 むかし 漁 獵をこ 

のむ 人の いふ をき、 しに、 魚 をと るより は、 鳥 をと る はお もしろ く、 とり を， るより は、 し、 狩は乂 おも 
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しろき 物 也と ぞ。 其 相手に する 事 がらの 大きなる にした が ひて、 おもしろ さも まさる にて 候。 翁い とけ 

なかり し 比、 小 倉の 百 首 をよ み 習し より、 和歌のお かしき ふし を も かたはし 承りし り、 其 後舉に 就き 候 

てより 又 其 文 を 好み 候て、 是には 多くの 年月 を 費し 候 ひし、 今 はくやし き 事に おも ひながら、 はや ヒ十 

にあ まり 候へ ども、 さすが 日ごろの すき はい まだ やみがたく こそ 候へ、 それにつ きて おも ひ 候に、 ^歌 

より は 詩 はお もしろ く、 詩より は 文章 は 又 おもしろく 思 ひ 侍る。 翁 かねて 屮事 にて 候、 義现 はふ かき 物 

にて 候へ ども、 荬理の 工夫 は、 我 邦の 人 とても、 からにお とるべき にも あらす。 さる 程に 宋明諸 儒の 説 

を もこ \ にて 是非し、 その 及ばざる 所 を も發 明す るに て 候 はす や、 た^ 此文辭 ばかり、 こ、 にて 常に 取 

あっか はぬ 事に て 候へば、 書 を も 國語を もて 訓じ、 顚 倒して よみ 來り候 程に、 老師 宿 懦 とい ふと も、 よ 

く辭に 得て 意に 通す る 事 難 かりなん、 况ゃ 多く は涉獵 をつ とめて、 n 曰 をよ む 事 も雜駁 なれば、 いかで か 

文辭の ふかき 味 をし るべき。 是 によりて 自 から 作れる 文章 も、 辭なづ み 意 塞り、 或は 奇險を 務め、 或は 

怪 僻に 渉り、 自 から 古文 辭と稱 して^に 傲れ ども、 大 かた 見る にたらぬ 事に て 候。 たと へば^ 商大 ぼの 

己が 貨財 多き に 誇りて、 簪纓 家の 風流 を 真似す るが ごとし。 珍 器 名物な どの かざりに て、 扮ら かし ぬれ 

ば、 はし/ 似た る やうに も あれ ど、 かの やすらか にして おの づ から 風流なる に 比すれば、 なにとなく 

いやしき さま ありて、 更に 同じ 物に あらす、 又 口 吃す る 人の ものがた りする がご とし。 さながら わけ 聞え 

ぬ にても なけれ ども、 一一 一一 C 葉つ かへ て、 いひと りえざる 事お ほし。 今此 弊を錄 むと ならば、 漢§以 來明理 

の 文を讀 て、 其 巾より 文法 を さとるに しく はなし、 其 銥作を もてい は^、 賈誼が 治安-の 疏责仲 舒が對 策 

の 文、 韓退 之が 原 道、 歐陽 永叔が 本論 等の 篇を最 とすべし。 其 外 柳 子 厚三 蘇 王 曾に 至て、 古今 大家と 稱す 

る 人の 文章 を 見 給へ、 平易 條暢 ならざる はなし。 いづれ か 今人の 好める 食 州 滄溟が 文の ごとく^ 異娜ぉ 

._«る亊 や ある。 文に^ 1： 歐蘇 ある は、 詩. に 率 杜王猛 あるが ご とし。 されば 宋叫詣 ^の 文窜 ト^す o に 

も、 韓 f: 歐 蘇を宗 とせざる はなし。 然 ども 請 家の 文章 を 論す る、 皆 過 高に して 初學に 益な し、 や 法 句：^ 


抑揚 頓挫な どやう の 沙汰 は、 粗 熟して 後の 事なる べし。 むかし 孫 莘老歐 陽 公と 相識 事 久し、 或^ 乘レ間 

じて 文字 を もて 問し に、 歐 公の いはく 作文 無二 他 術？  §M レ害多 則 爲レ之 自工、 世人 之忠在 レ懶レ 讀レ 害、 又 

作-一文字- 少、 毎-一 ； 篇 出- 即求 レ過レ 人如レ 此少レ 有-至^? 疵病 不一 ュ必 待-人 指摘？ 多作 自能 M レ之。 翁お も へら 

く、 歐陽 公の 言 平實 にして 味 あり、 文章 を學 ぶに これより 近き はな かるべし。 翁數年 京に 心 を 用て、 

何 とぞ 捷^ も あらん かと、 いろ /\ 尋 求し が、 後に 文を舉 ぶに^に 悟入の 法な し、 た^^^に あり、 歐 

陽 公の 言 我 を 欺かざる 事 をし りぬ。 歐陽公 古今 文章の 大家と して 其 言 かくの ごとく、  ^上古 人の 爲 めに 

いへ るに、 心底 をの こさに る 事 あるべ からす。 しかるに その 一一 一一 〔是に 過 ざれば、 此 外に i 、は 法な き^ W らけ 

し。 又 韓返之 答-李， 書、 柳 子 厚 答： ー韋 中立-書、 井に 蘇老枭 がト 歐陽 €： 翰-！！:: を はて 知 給 ふべ し。 一 二子 

は いづれ も 初より 著作 を 事と せす して、 積年の カを讀 書に もち ひし かば、 讀 書に^ して * 作に 逸せし、 

事、 はから ざるに 符節 を あはせ たるが ごとし 。されば 韓柳歐 蘇が 文章に おける は 大投の 村と い へど、 それ 

さ へ讀 害より ざる はなし。 今 吾 黨の擧 は、 文辭 を^に せぬ は必 しも 文章 家 を^-ばん とに は あらね ど、 

常に 用る に辭 達して 事の かけぬ 程に とならば、 それ も 古文 辭 をよ むにつ とむべし。 今の 後^多く は跺進 

にして、 久しく 潜，, 思， 讀書， にたへ す、 常に^-志 著作， して、 た^ 自 から 文 を 作りて、 師友の 指摘 を 求る 

をのみ よしと 思へ り。 しらす や 指 桢 の 益 は、 大體 文字の 程に 中り て、 巾に  一 二 所の- M 病 を 改め、 又は 彼 

善-一 於此- とする をい ふなり。 今 率 易 に し て ：小レ 成レ體 の 文字 を も つ て 是正 を 求 る は 例へ ば.： m 屋 の ごとし、 

結搆次 笫を失 ひ、 村 木 等 倫 を 失 ひ、 或は 堂 を 後に し 窒 を^に し、 或は 楝を椽 とし^ を楝 とせば、 一向に 

鼓 住居 をな さすと いふべ し。 大 匠と いふと もい かぐ 脩 補すべき や、 たビ穹 を窒 き、 倾を 支る 迄にして やみ 

察 なまし、 今後 生の 文字 を 指摘す る も 亦 かくの ごとし、 ^にお ゐて なにの 益 か あらん。 この 故に 翁 かね 

雜 て 後生に いへ らく、 先 筆をド さす、 その 作の 功を讀 むに もち ひて、 古文 辭に 覃レ 思せ よ、 久しう して 必 

古人の ロ氣 になれ、 古人の 作意 を^て、 我心に 悅怍 する 听 あるべし。 しからば は々 お^する も： 丄 夫の ひ 
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とつな りと 先^も いへば、 著作 を 一向に 廢せ よと にも あらす、 但 十に 七 八の カを讀 にもち ひ、 二三の 力 

を 乍に もち ゆべ し。 かくして 月を經 年を經 ば、 韓柳歐 蘇が やうに こそな くと も、 相應に 悟入す る 所 あ ft- 

て、 文字 を 作る に 手 熟し 筆活 して、 川る に隨 てた りぬべし。 是晚 うして はやく、 遠う して 近き の 道 也。 

〇 多 錢善賈 

座中の 諸 客、 文章の 學は讀 書を耍 とする 事く はしく 承り 候、 しからば 文章の 爲 によむべき 書 はなに く 

と 承た く 候と いへば、 翁き、 て、 韓退 之が 進攀 解に、 規を とり 作を擬 する の をい ふに、 上姚姒 より 下 

大 史所レ 錄子溪 相 如に 至り、 柳 子 厚が 韋 中立に 答る 書に いふに も、 詩 書 を 首と して 太史 公に 至る、 二子 

いづれ も 班 固 以下 は 取 所に あらす と 見えて 候。 され ど韓退 之が 答-一 李翊ー 害に、 一一： 代 刚漢の 害に あら ざれ 

ば、 敢 てよ ますと あれば、 西 漢書 をば すて ざり しに や、 歐 陽東坡 など は、 ことに 轉舉の 人に て あれば、 古 

今の 書に よまざる はな かるべし。 歐 陽が 韓文を 舉ぴ、 柬坡が 孟子 を擧 ぶと. S ふ は、 多讀の 功つ もりて、 

こ k に 至て 性の ちかき より、 悟入す る 所 あるに よりて いふなるべし。 曾 南豐陳 無已に 伯夷傳 を與 へて よ 

ませけ るに、 無已 それより 文法 を さとると なり、 古人 多く はかくの ごとし、 今 伯 夷傳を よまざる 人 はな 

し。 しらすよ く 文^ を 悟ん や 否や、 ちかき^ 歸 化の 人、 舜 水の 朱 之瑜が 物が たりに、 東 坡穎濱 わかき こ 

ろ、 父老 泉な にやらん、 に 一 書 を 枕 中より 取 出て よ みける が、 ふかく 祕 して ^ せ ざり し を、 父 あら 

ぬ 時に ひそかに 取 出して 見れば、 孟子な りけ ると ぞ。 此事 なにの にも 见 へす、 あなたに てた^ 世に. S 

ひ傳 へし 事と きこえし、 老 泉が 批點の 孟子と て 世に 傳 ふる も、 眞僞 はしらね ども、 是を もてい へば さも 

ありぬべし。 老泉も WI ごろ 先 桊兩漢 の 書 を 見 たれば こそ、 孟子 を讀て 悟入し ける 程に かく 愛玩 はし つら 

め。 されば 多 錢善贤 長袖 善 舞と いふ ごとく、 文章 も多讀 にしく はな かるべし。 仍先秦 ^漢の 書 とても、 

卷 帙浩繁 にして、 吾 徒の 材カ にて は あまねく 精 讀し難 かるべし。 ^によりて 翁 は 共 屮を. 取て、 ^經 論孟 

の 類 は 勿論に て、 老莊 屈宋が 作、 淮南苟 卿が 書、 さて 丘 明が 國^、 左傳、 司 馬： t 一が 史記、 班 同が 西澳喾 に 
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極めた く 候。 其 外 は 唐 宗 大家の 文 を 熟讀 すべし、 是も 全集 をよ むに はおよ ばす、 幸に 叫の 茅 鹿 n が抄錄 

したる あれば、 是 にて ことたりぬべし。 八 大家の 文 をよ みて 自得す る 所 あらば、 W 朝 諸家の 文 は 遙に其 

下に W る 事 を 知べ し。 體製 迭に屮 いて 呈レ 新と も 珍と する にたら す、 奇怪 相 競て 獻レ異 ともおく にたら す、 

いは ゆる 觀 一一 於 海-者 難 レ爲レ 水と は是 等の 謂な り。 されば 義理 は濂洛 關閩に 至り、 文章 は^ 1： 歐 蘇に 至リ 

て もはや かふべ からす、 後世 作者 ありと も 之れ を 易る 事な かるべし。 然るに 佌の ^儒と 稱 する 人、 己が 

缰淺猥 瑣の文 を もて、 みだりに 韓歐が 文 を 非毀す るよ し 聞へ 侍る、 ちかき 頃 も 丼 徒の いひし とて、 韓は 

なを 取る にたる。 歐陽 はい まだ 文辭を 解せ ぬな りと 語る をき V てお かしかり しが、 むかし 韓退之 文 を 作 

りて、 人に 兑 せて、 • 人 笑へば よろこび とし、 人譽れ ば わが 文い まだ 俗人の 喜 こぶ 所 あると しりて うれへ 

とすと い へり 。老子に も 下士 聞レ道 大笑 レ之 。不レ 笑不レ 足- 以 爲,. 道と こそ^へ 侍れ。 此 等の 人に 笑 はる V に 

て、 いよ/ \ 韓歐が 文の 高き をし る 。もし 此 等の 人に 譽ら るれば 韓歐 とする にたら す、 是も枵 朱を教 ると 

同じ 意に て、 もとより いふに たらぬ 事 なれ ども、 己が 量 を しらざる の甚 しきと いふべ し。 古人 を 笑 ふと 

すれば、 みすから 笑 を 後世に 貽 さん こそな げかし く覺へ 侍れ。 

〇 文章の 盛衰 

しばらく ありて、 翁 古人の 文章 を 論す るに、 西漢の 文章 は 奏疎制 策の 外、 賈 誼が 過泰 論。 司 馬 遷が 答- 

任 安， 書。 司 馬 相 如が 論- G 蜀 -檄。 楊 雄が 解 嘲。 此類猶 多し。 其 文 大抵 雄偉 高邁、 後人の 及ぶ 听 にあら 

や。 ^漢 以後、 文章 衰 弊して 振 はす、 六 朝に 至って、 叫 六 俳 偶 を もて ェ とせし かば、 規模^ 盡し、 氣象 

萎蕭 して、 觀 にたる ものな し。 唐に 至て その 餘習 いまだ 除 かざりし に、 韓退之 柳 子 厚の 二子 いづれ も 超 

絕の材 を もて、 一生の カを盡 し、 古人の 一一 一一；； を陶鎔 して 自 から 機杼を 出し たれば、 其 文ト： 追-西 漢- て殆過 

たりと もい ふべ し。 東 坡が韓 文 公の 碑に、 文 起-一八 代 之衰？ 道 濟-- 天下 之溺- と い ひしが、 ^^--H< 下 之 

溺， はしらす、 文 起-一八 代 之 衰- といへ る は 異論な き 事な り。 誰か しらすと い ふ べき、 共 後 五代 を 歷て漸 
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く衰 へし を、 歐 il 柬坆の 二子 ffi 繼 いて 出て 振起せ しかば、 文章 ふた、 びいに しへ に復 しぬ。 共 文 光 叫 正 

た、 又 追 配- -韓 柳-て 羞 ざるべし。 是を もてい ふに 韓柳歐 蘇 は 文章 家の 大宗たり、 古今 文章に お ゐては 一 

人 も 非議す る もの ある をき かす。 されば 明朝に 至て、 詞臣 文士 多く 出て、 文章 世に 盛な りしが、 劉某宋 

濂李 夢^ 何景 明が 徒、 名 を 一 時に 擅に し、 大家と 稱せ しか ども 韓柳歐 蘇が 文に ぉゐて は、 一 言も^ 黄 を 下 

す 事な し、 おもう に ふかく 慕尙 して 欽服 しけらし。 共 外 文章 を もてき こ ゆる もの、 ^順 之王愼 中が 徒、 

各 一家の 言 を 立と いへ ど、 いづれ か韓 柳が 遣 流 をく み、 歐 蘇が 餘 波を揚 ざる 者 ある。 然るに 文章 は^^ 

と 盛衰す る 物 なれば、 明の 中葉より 以後 稍々 衰へ ゆく 程に、 平易なる は 鄙 俚と なり、 簡 古なる は 剽竊と 

なり、 それより 天下の 文章 科舉帖 括の 習に 落て、 是を 時文と 稱せ しかば、 古文 は 見るべからざる 事に な 

りに たり。 此 時に 當て 古文に 志 ある 人、 世に 葷 出して、 復レ 古矯レ 俗に 急な りし も、 韓柳歐 蘇が 文 を こそ 赤 

^とせし が、 篇 ごとに 揄揚し 句 ごとに 品 藻せ ざる はなし。 しか あれ ど材識 高から す、 蘊蓄 深から ざるに 

よりて、 その 所作の 文 を 見る に、 古に 似て 古に あらす、 碓 に似て 雅 にあら す。 最後に 李攀 龍王 世貞 出て、 

その 平易に て膚 俗にち かき を 厭て、 相與に 奇怪の 文 を 造作し、 狂 蕩の論 を！！ 張し、 洸洋 自恣 にし、 一世 

を鈹 動せ しかば、 方の 文士 靡 然として 歸依 せし^に、 號 して 文章の 主 盟と稱 しき。 されば 滄溟鳳 州 も 

常に 韓柳歐 蘇が 文 をば 褒稱 して、 終に 非議す る 事 をき かす、 鳳 州は晚 節に 及んで 文 友と 文 を 論じて や- 

筏 悔して、 平 正に かへ る 志 ありし かど も 及ば ざり ける よし。 錢謙 益が 列 朝 詩 ^ に兑 へしと 覺へ 侍る、 し 

かるに 今 文章 を もて 目から 許す 人の 王 氏が 棄餘を 拾て、 彼が 叫 部 稿 を師祖 とすと： ^れ ば、 又 鳳 州が 心に 

たが ひて、 反て 韓歐を 毀る こそ、 いと 意 得が たけれ。 定めて ふかき 意 も あるに か あらん • 翁な どか 小 は 

にて しるべ き 所に あらす。 

〇 曇 陽 大 帥 

今更 こと 新しき 中 事に て 候へ ども、 人 は^ 一  義理の 大筋 をし りたき ものに て 候。 かやう の 事 を いふ を 今 
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世の 儒お き 、て は、 た i 義理 しらぬ もの や ある、 初心なる 事 をい ふとて、 さ こそ 嘲笑 ふに て あるべく^ 

へど も、 佌 に^ & と稱 する 人に 4=、  ^理の 筋 くらき 人 も 見へ 侍る。 孔子 も 君子 は篛以 爲レ K と 仰ら れて 

是は 君子 言 «J の 上に て 仰ら れ 候へ ども、 すべてよ ろ づの事 蕤理を 質と せざる はなし、 いはん や 文^ 

は 質 ありての 文 なれば、 義理に もとつ かすして は、 浮 麼亂雜 にして 文章と はいふべ からす。 さて^ 柳^ 

蘇の？： 人 いづれ も 文章 科 屮の人 なれば、 道の 深き をし りたる 人と は 許しが たけれ ども、 義理の 筋 しらぬ 

人に は あらす。 伹韓敉 は 道の あらまし をもう か^ひ、 一代の 正 人たり しぞ かし、 柳 蘇 はふたり ながら 釋 

氏に 浸淫 し、 それに 柳 は 叔父が 黨 にいり、 蘇 は 洛學の 仇と なる、 これ を もて 正 人^子の ために 贬議 せら 

る、 それ は學 術の 正しから ぬに よれば、 今更 是非す るに たらす、 その 文 を 見る に 必穀现 に根據 して、 識 

遠く 思 ひ 永し、 中に 柳が 文 は 精 深雅鸺 にて、 氣格 ことに 雄拔 しける、 蘇が 文 は 議論 振發 し、 ^致 叫 ゆに 

して、 確乎と して 拔べ からす、 こ&を もて^: 歐に 配して 愧 ざるに あらす や。 明朝に 至ても、 弘治^ ひ，：： 

ころまで は、 文章と いへば 義理 を、 -千： とせざる はな かりき。 もし 己が Irom に 傲て、 た^に 文辭に 馳^し 

て、 ^：理 を 主と せる の 文 は、 しゐて その 文 を 矯飾して、 文 彩 01 を 驚かし、 變 幻. 百出す とい ふと も、 W 眼の 

人 一た び觀 ば、 その 猥淺 にして： ^るに たらざる をし らん かし。 浍溟鳳 州 等が 文是 なり、 翁 かねて 二子の 

爲レ 人を考 ふる、 狂率輕 佻に して、 夢にも 義理し りたる 人と は 兌へ す、 なに、 よりて 文章の 義理に 本づ 

くべき 事 をし らん、 今 その 大概 を かたり 侍るべし、 二子 莫逆の 交 をな し、 日夜 徴逐 して、 詞賦 を もて 桕 

誇り、 中原 二子 を もて 目から 許す に 至る、 その 顚狂恣 唯い ふば かりなし、 いく 程なくして、 鳳 州が 父 王 

仔、 怨^の ために 誣られ て、 下 レ獄論 死せられ しかば、 鳳 州 弟 世懋と 同じく 棄レ官 て 長 安に 走り、 父の 死 

に 代らん とこ ひし かど も かな は ざり しかば、 號泣徒 跣して 柩を おて 歸葬 しける、 これ はさす が 本心 を 失 

はぬ 所 も あるかと 見へ しが、 それより 身の 不幸 を かなしみ ける にや、 または 迨 ^も 心 病に て 暴 卒せし か 

ば、 謔浪笑 敎の友 も なくなりし 程に、 志氣 沮喪し ける や、 忽に故 態を變 じて 釋 氏に 歸 依し、 伽藍 を^ 立 
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し、 タぶ并 州の 国 をつ くりて、 日夜 賓客と 其 中に 荽游 し、 歳月 を玩愒 しける、 なを それよりも あやしむ ベ 

き は、 社友 王 錫^が 女 比丘尼と なりて、 恬澹敎 門 を 立し を、 鳳 州 これが 弟子と なりつ、、 其 尼 を 尊て 曇 

陽 大師と 號し、 錫^と 同じく 結廬戒 食し、 それより 賓客 を 謝し、 筆 硯を やき、 朝夕 梵誦 i をのみ 勤めけ 

る こそ 希有なる わざ なれ、 しかも それに もた へす、 や、 久しうて 宿 好 を 忘る &事 あた はす。 又 出て 詩人 

酒客の 問に あそびけ るが、 程なく 身 まかりに けり。 各是 にて 鳳 州が 爲レ 入を考 へ 給へ 病レ狂 喪レ 心の 人に 

似たり。 然 ども 博聞 宏詞名 竊 むにたり、 同レ俗 合レ汚 衆を收 るに たりし かば、 其 時に 當て地 望の 高き 游 

道の 廣き、 海內の 人物 を鈹 動せ しかば、 王 守 仁が 良知の 說を もて 天下 を 傾けし 後 はきかざる 所な りと て、 

世の 論^ 陽 明 を 並べ 稱 して 一代の 盛事と しき、 翁お もへ らく 明朝の 舉は 二王に 變す、 義理の 舉は 陽^に 

變じ、 文章の 舉は鳳 州に 變す。 伹 良知の 說は 內省存 心の 工夫に 係て、 儒者 內 分の 事 を 離れす、 鳳 州に 至 

て は、 名撿 をい とひ 規矩 を 破り、 た^ 文雅 風流 を もて 學 とすれば、 その 害晉 の淸談 に似てな を甚 しき も 

のとい ふべ し。 今 世 師儒と 稱 して 法 を 孔子に 誦すと い へ ど、 實は 名聞 をつ とめて つゆ 道に 志なければ、 

二  •，= 狨の下 鳳 州の 聲威を かりて、 世 好に 投じ 時 望 を収ん とする は、 いと さかし き 謀なら し、 今 其^と い 

ひお 子と いふ もの、 群居して 文談 する をき くに、 n に まかせて 大； 一 ーー1！ し 道 を 語れば 程 朱. を排 し、 文 を 論す 

れば 韓歐を 貶し、 自 から 牛耳 を 執って 一世 人 なきやう にいへ る こそ、 むかしの 攀^ 世 貞が會 に髡髴 しけ 

れ、 よく 共 傳を繼 たると いふべ し。 

O 寸鐵人 を ころす 

後 救 日 ありて 諸 客來會 せし が、 翁に 前日 文章の ために、 讀 べき 書 御示敎 ありて 承りて 候、 それにつ き 請 

レ益 たき 事の 候。 右 御 差圖の 害 は 我 やど も 日ごろ 讀 候て 常に 取 あ つ かひ. & 物に て 候、 今改て 文章の ため 

に讀 候に は、 よみやう の 意 得 も あるべく 餱ゃ 承た く 候と いへば、 翁 それ は 尤なる 心 づきに て 侯、 大凡 HE 

は多讀 をよ しといた し 候 得 ども、 たと ひ 千萬卷 の齊讀 候ても、 その 書に 意 を 精し うせす、 た^うは べに 
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：! 'ひと 通りに 讀 過して は、 何の 益 を か 得べ く 候。 寸鐵人 を 殺す とて、 一 寸の^ にても よく 殺へば 入を設 

にた. リ、 長 道具たり といへ どもな まりて は、 ffl にたへ ざるが ごとし。 むかし 東坡自 から 西漢 奄；； をよ みし 

事 をい ふに、 治 道 入物 地^ 官制 兵戰 貨財の 類 一過 ことに、 專ら 一事 を もとめし かば、 數過を 待た すして 

事々 精 霰なる とぞ。 虞邵^ 是を もて 人に 敎て讀 害の 良法と しけり。 今此 法に したが ひて、 五經左 傅遷固 

が 史をも 文章の 爲 とよまん に は、 篛现事 實に貪 着せす、 た^ 文章の 一筋 を 主として よむべし。 志^ 分る 

K 所 ありて 專 一なら ねば、 意 を 精し うする こと を えがたし。 それにつ きて 翁 日ごろ^: 法 を-; ^ め 侍る。 そ 

の 一 に 字 例、 文字 を 川る の 例な り。 たと へば 藥の能 あるが ごとし。 參ー じく 補 なれ ども 共の 用 ひ 異な 

り、 芩連 同じく 潟 なれ ども その ffl ひ 異なり、 文字 も 亦し かなり、 勉の宇 務の字 同じく つとむる なれ ども 共 

もち ひ 異なり、 慎の 字 敬の 字 同じく つ V しむ なれ ども 其 もち ひ 異なり。 すべて 我 朝；！ 1： 訓の 宇^ 其 问 異を 

辨. f べし。 もし 同訓に まよ ひて 其 同異 を辦ぜ すして は、 こまの ゆきを しらすして 象 桃 を さすが ごとし、 

必用 ひ 誤 まる 事 多 かるべし、 其 外の 文字 も 一 字 あれば 一 字の 能 あり、 焉矣乎 哉 等の 助 字に 至りて、 同異 

しり やすき も あれ ど、 少しの たが ひに て、 疑似す る も あれば、 とかく 古人の 用 ひし 例 を ひろく 考へ、 彼此 

を かよ はして 見る にしく はなし。 共 二に 語類、 字 かさなりて 成語 をな す、 丼 類 一なら す、 政^に 係る^ 

あり、 兵戰 にか i る 語 あり、 人の 性行に 係る i^ji あり、 事の 措置に 係る 語 あり、 古訓の 語 あり、 比喩の 語 あ 

り、 其 外 あげてい ふべ からす。 必 しも 共 語 をす ぐに 取に は あらね ども、 古の 成語 を 多く 記して、 共 中よ 

り轉 化し 出せば、 おの づ から、 雅 にして 俗なら す、 直にして 迂 ならす、 其 三に は 鋪叙語 を 歸て章 段 をな 

す をい ふなり。 群 分 類聚の 所 あり、 交互 錯綜の 所 あり、 意を設 くるの 廣 く、 言 を 布く の贍 はしき を 見る 

べし。 其 §： には體 裁、 鋪叙 によりて 首尾 をな す をい ふ 也、 起 端 あり、 承 接 あり、 轉析 あり、 收結 あり、 

文勢の 抑揚 頓拌條 莨の 滞らざる を 見るべし。 右の^: 法 を もてよ めば 汎 然とよ むに あらす や。 加レ 之^ 月 

の 功 をつ まば、 おの づ から 目 得する 所 あらん。 筆 を 下し 文 作る に、 m レ 字に 誤らす、 造レ 語に いやしから 
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や、 If 叙備り f| 裁^し く、  一一 一一  n をた て 道 を 論す るの 助けと する にたらん かし。 もし 徒に 文字 を もて あそ 

び、 觀突 をつ とめ、 これ を もて 學 問の 事と せば、 浮虚 の^しき といぶべし。 かの 文雅 風流 を 道と す 

る ものと、 なに を もて 異なるべき。 しからば 今 かく 云々 する も 人 を 邪に 衲る にして、 翁 も 其 罪な しと， y 

じ つ ぎ や う  ， 

す、 今 世の^-者 多く は輕 俊に して 實行を 心と せす、 たに- X 辭 に馳騁 して 虛譽を 求めざる はなし。 然るに 

師 儒 たる 者た とひ 痛く 懲す とも 猶た へ ざるべ し、 況ゃ道 は 文雅 風流に あるの 說を もて いざな はんに は、 

誰か あ ひ 率て したが はざる べき、 且 いへ 道 は道德 にある か、 文章に あるか、 道德 にある とい は^、 文辭 

はもと より 道德 にあら す、 文章に あると いは ビ、 いは ゆる 夫子の 文章 は、 道德の 美の 威儀 文^に あら は 

る k をい ふなり。 今た ビに 文辭を さして 道と する は、 玉帛を もて 禮 とし、 鑌鼓を もて 樂 とする に 同じ、 

されば 孔子 も 禮云禮 云 玉 帛云乎 哉、 樂云樂 云 鑌鼓云 乎 哉との 給し、 翁 も聖言 を眞 似て、 文と いひ 章と い 

ふ 文^ をし もい はんやと いはまし と ぞ思ひ 侍る。 

〇 言 は 身の 文 

翁 かねて 思 ふに、 n を發 する 上に ていへば 言と し、 言の 連铵 する 上に ていへば 語と し、 ^の 模様 をな す 

ト： にて いへば 辭 とし、 それ を 文字に 寫す 上に ていへば 文辭 とす。 しかれば 言語 文 辭冋じ もの 也。 た^し 

後世 文字の 辭 を文辭 とい ふより 起て、 文辭に 限り 文章と いふ は、 古意 を 失 ふの みならす、 身に 取て 文章 

のむ もき は 言語に あり、 文辭は その 餘^ なる 事 を しらす、 古より 愼レ言 の訓 一 にして た らす、 孔子 も 言 

行 は S 子の 樞機榮 辱の 主との 袷 ひ、 子 貢 も 君子 は 一 ー百 もて 知と し、 I  一一 一一 c もて 不レ 知. f とい ひ。 南容は 日に 

白 主 を 三復 しけり、 これにより ていふに 身の 文章 は 首 語より おもき はなし、 介 之 推が 言 は 身 之 文 也と い 

ひし を、 ふかく 其 理 にあたり たると いふべ し。 世の 儒^と 稱 する 人、 多く は 出- 一 辭氣 一して 鄙 倍 を 遠 ざく 

る 事 を しらす、 或は 大言 を恣 にし、 戟^ を 好み 或は 女色 を 論じ、 貨 利を議 し、 共 言 をき くに 娄 巷の 談の 

ごとく、 扠銶の に 似たり。 文雅 風流す x にか ある、 それにた ぐ 詩 を 賦し文 を 著 はし、 琴 を 鼓し 笙を 吹て 


十" 人の 文雅 風流と す、 いは ゆる 買 レ植還 レ珠の 類なる べし、 たと ひ 文雅 風流 古人に 似たり とも 優孟 か孫叔 

^を 舉 ぶが ごとし、 況ゃ 大きに 似ざる 者 を や、 誰か 眞の 孫叔效 とすべき、 ^客の 屮に いふ は、 兵^ 山 鹿 

の 何が しが、 世に 士の 金銀の 事 を 口に 沙汰す る はい やしき 事と いふ は、 大きなる 僻 ことなり。 金銀 はな 

くて 叶 はすして 至て 大切な ろ 物な り、 それ をい やしめ 輕 んす べきに あらす とて、 諸侯より 銀 を 贈れば 

取て 鉞き てさしお きけ ると ぞ。 翁 はいか^ 思 ひ 給へ ると い へ ば、 翁 それ は 丘 ハ^ 利害の 僉^ より いふに や 

あらん。 士の逍 はさに あらす、 いかにと なれば 士は雜 现 より 大切なる はなし、 其 次に は 命 を 大切と し、 

金銀 は 又 その 次な り。 此ニ つも 大切なる 物故に、 や k も すれば^ 死の 場合 金銀の 事に 臨て は、 かの^ 现 

とい ふお もき 物 を 取 遠る ぞ かし。 よりて 貪レ 生貪レ 利の 事 をば、 心に とビ めじ n にもい はじと 心づ かひす 

る は、 士 はかりに も 利欲に 近づか じと なり、 惣 じて 利欲と いふ は、 金銀の 欲に かぎらす、 なの 勝手 を 思 

ふは^ 利欲な り、 されば 命 は 金銀より 大切なる 物に あらす や。 勝手 を もてい はぐ、 命 をい くるば かり IS 

乎に よき 事 はな けれども、 義に 臨て は 塵芥よりも 1： ん する は 士の逍 なり、 いはん や 金銳 にお ゐてを や。 

もとより 大切の もの なれば、 常に 身の & 生 をつ \ しみ、 金銀 も あらく 費やし 用 ひざる はさ も あるべき 事 

也。 されば とて 命お し 金銀 たっとし と 心に おも ひ 口に もい ふ は、 商 K などに は 似合 たるべし。 士には あ 

る まじき 事な り。 むかし 小說の 書に て：^ 侍る、 唐の 柳 公權が 家に 久しく^: 仕し 婢 ありし が、 柳. 冢 をいで 

V 拔 E 源が 家に 仕へ しに、 夫人 絹 を 買と て 目から 牙 儈と惯 の 高下 を議 せし を兑 て、 俄に^ 疾を^ て 拐^ 

を 謝し 去け り。 其 後人に むかひて、 われ 多年 柳^に ありし に、 終に 內 子の 自 から 物 を かひ、 物の 惯を問 

钹 れし泰 をき かや、 しかるに 夫人 牙儉と 價を議 せられし を はければ、 きもけ ぬ やうに 覺 へて 驚疾を 得たり 

蹇 とい ひしと なり。 柳 氏 はさす が. の 世 族に て、 家風い さぎよ く、 新進の 家と は 格^の^ なんあり ける、 

雜 されば 屮 のころ に はめ づ らしき 事 なれば こそ かく 記し^る ならし、 我 朝 は 君子^と 稱 せらる V しるし 

にや、 中古 迄 は 風俗 淳素 にして、 貨 利に ひす かしから す、 蓊理を 堅く 守る とに はな けれども、 おの づか 
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ら^ 恥の 風 も ほろび. f なんあり ける。 武^の 世に なりて、 風俗 大きに 變す といへ ども、 士 たる 者 は 金銀 

の 事 をば 常に いろはす して、 しかも 儉素 質^に て、 いさ、 か驕 なかり き、 近き 顷 まで もし かなり。 ある 老 

人の 物が たりに、 朝鮮 陣の 時、 日极野 備屮守 朝鮮へ 使に 行し が、 家 貧う して 支度な りが たかりければ、 

三奵 新^ 衞門を もて 黑田如 水より 銀^: « を かりけ る、 歸 ^して 伎 新 右衛門 同道して 如 水の がり 行て ー禮 

をい ひしに、 如水對 面して しばらく ありて 人 をよ びて、 さきに もら ひし 鲷を 三枚に おろして、 其 骨 をた 

e 今 吸物に して 出せと いふ を、 兩人 聞て 心に 不足し ける に、 酒 を はりて 三 好 銀 を 取 出して 返し \ かば、 

如 水 最初より かしぬ る 心に て はなし、 <!;; 力す る 心なり とて 再三し ゐて かへ せど も 受取. f してやみ ぬ。 飮 

食の 事に は、 もら ひし 鯛 を もみだり にもち ひす、 しかも 客の まへ にて いふて、 いふ まじき ことと も 思 ひ 

よらす、 さて 朋友 急用の 爲に ば 銀 なれ をお しむべし ともお も はす、. 是 等の^ にても 共 時代の 士の 風俗 儉 

素質 ぽに してし かも 義を 忘れす、 心事 潔白なる こと を しるべし。 翁 わかき 時の 事 をお も ふに、 其、 頃まで 

も 年 わかき 人な ど は、 物の 直^の 事 をば かりにも 口にい はす、 女色の 咄 をき、 て は、 赤面す る 人 も あり 

けり。 大 かたは 古戰軍 術の 事 を 聞て よろこび、 界 父への 奉公、 武士の 覺悟 など を僉議 せし ぞ かし。 當代 

わかき 人の 出合 をき くに、 多く は 勝手 損得の はなし、 又は 女色 遊 與の事 を 互に 語り あ ふて、 一座の 慰と 

せざる はなし、 此^-: ハ 十^ 以前と は 格^の 風に こそ 成 行けれ。 又 共 ころ 加賀に 靑地采 女と いひし 士ぁ 

り、 共子藏 人と いひし^ は、 翁が 亡友な リ。 其 父采 女が 子弟に いひし とて、 人と 物 を かへ て 興と する 事 

世に ある 事 なれ ども、 汝等必 すすべ からす、 かへ まけて 彼に 得 ある はよ し、 もし かへ 勝て 我に 得 ある 時 

碁 象戯に 勝た ると はちが ひ、 心すみ せぬ ものな りと 語りし こそ 心に く、 覺 えしが、 當世は 人と 物 を かへ 

て、 かへ かちたり とよろ こび、 又はた かき 物 をい やしく 買得て、 ほり 出し、 たるな どと、 いふ は 商 ust の 

わざに して、 士 たるお のす ましてい ふま じき ことなり。 又 先年 新 井筑後 守が いひし と覺へ 侍る、 人の^ 

をい ふとて、 し はき 人と はいふ まじき 事な り。 金銀に さへ し はければ、 命に はいよ- -\ し はかる べしと 


IS 筇鏖験 


しれたり、 しかれば 臆病の 唐 名と きこ ゆべ し。 侍 講 のとき、 

文廟へ も屮ト ：げ ると て 語りし、 尤 道理 ある 事な り。 されば 士は 一 言の 上に も、； -を つけて、 利欲^ 病 好色 

等の 筋の 事 をい はす、 n に 無，, 擇言, を こそ またな く 見^なる とい ふべ けれ、 かの 世 のい ふ 文雅 風流 も 

こ、 にもと めば、 道に 中ら. f とい ふと も 遠から じ。 今 身の： W 行 をす て k 徒に 文辭の 末に もとめて、 聖賢 

の 道 こ、 にあり とす。 これ その 所レ 好に 僻して、 自 から 道に 背く 事 を しらざる なり。 しかしながら^ 舉 

をみ だり、 後生 を 誤る こそな げかし けれ。 詩に いはく、 誰 生-一 厲. - 階-至 レ今 爲レ梗 この 謂な り。 

〇 一 日の 澤 

夂 -\ もやう ふかくな りけ るに、 暮行. S のけし き すさまじく、 雪もちら，^打ちりしが、 とかくす る 程 

に、 曰 もす でに くれはて \、 烏羽玉の 阁さ へいと^ うとまし、 かくて 夜 も ふけ 行 ま、 に、 夜 さむ 身にしみ 

わたり、 しばし も いねやら で、 丑み つば かりにな りぬ るに、 鑌 のこ ゑ もき こ ゑす、 弒の音 もせで、 なに 

となく しづかになる やうに 覺 へしが、 いつ あくる ともなく 窓の しらみ あ ひける 稃に、 {豕 にあり しわら は 

よびおこして 閨の戶 あけさ すれば、 夜の まに 雪い とお もしろう ふりつみ て、 庭の^ 木 も 花 さき、 に はか 

に 养來る こ、 ちし、 ^の 山の端 もみな 白妙に なりて、 人 問 世界、 さながら 天上の 白玉 京 かと あやまた る 

k 折し も、 ぁたりちかき池の水鳥の こゑ/^ になくも、 程なければ きこ ゆ。 さ こそ 波の うきねの さむ か 

ら めと、 それさへ 哀を 添て、 さても 心 あらん 友 もがな と、 人 ゆかしう 思 ひし 折 ふし、 いつも 問 か はす 人 

の もとより とて 文 もて 來ぬ。 いそぎ 開て 兒れ ば、 めづ らしき 雪に て 侍る、 いかぐ 見 給 ふやらん、 さて は 

ぉ*- 

此 雪に 街 起 ふし も 憂 束な くお も ひ 侍る となん かきける につけて、 かの 避 好が 雪の いとお もしろう 降たり 

しあした、 人の かりい ふべき 事 ありて 文 やる とて、 雪の 事な にと もい は ざり しに、 此^い かビ見 ると 一 

筆い はぬ とて ロ惜 きこと、 いひ こせし 事 を、 ふと 思 ひい で 、是は あなたよ りかく 氣を つけて いひ こせし 

K こなたより 返事な くば、 うらみ やせんと おも ひし ま、 に、 使し ばし またせて 返事 かきて 奥に、 
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S に ふる 雪 はこす ゑの 花 なれ やちる かさく かと あやま たれけ る 

とかき て、 さてけ ふ は ひとへ にさび しくく らし^: る、 思 ふと ぢ いひ あはせ て こられよ かし、 それ こそ 誠 

の 志と 思 ふべ けれと いひ やりけ り。 かくて や、 日た くる 程に なりて、 門 をた 、く 音し けり、 人して あけさ 

すれば、 かの 文 こせし 人！： の 人々 伴な ひて 來に けり。 形の ごとく、 H.: 設けして 翁 うれしく さむさ 忘れて に 

じり 出、 かたみに 語り あ ひしが、 酒煖 めて 出しけ るに、 衆 客 もみな 醉を勸 めて、 淸談 いと t 、一ろ よく 見 

えし。 翁、 

あるじす る 心ば かり はこ ゆるぎの いそぎ ありく にお とらめ や 君 

われら こと 足た ち 侍らねば、 御爲 めに さかな もとめて ありく こと は、 かな ひ 侍らね ども、 心ば かり は そ 

れ にもお とり 蜣 まじと、 戯 ことな どい ひて 程を綏 ける に、 衆 客け ふの 雪に は、 翁のから 锹 なくて や は あ 

るべき とて、 翁に 簡を 授けし に、 翁い やとよ、 むかし は 雪月花の 折に あへば、 はや 詩の 思 ひよりも 候し 

が、 今 は老 ぼれ て 其 心 もさ ぶら はす、 詩 も 久しくす て i 作らねば、 口 漉 りてい ひ 出べき 事も覺 へす、 さ 

れ どけ ふの 御尋 忘れが たく 侍る ま 、、 いかさま にも 申て こそ 見め とて、 しばし 打 案じて、 

家 住蜣臺 下。 門 臨 萬 里 流。 隱レ雲 平野 樹。 掉レ雪 遠 江 舟。 吾 老愧- 安道？ 客來呰 子猷。 

草堂 偏閬 寂。 喜 共-故人 _ 遊。 

もとより、 翁が 家 は 地た かく畏 流に 俯し 候へ ども、 門 はな がれに 臨ます 候、 然るに 今の 詩に 門 臨 萬 流. 

といへ る は、 そらごとに ちかく 候 得 ども、 言葉つ^き よく 句 勢 あるよう にと 思よりか く. £■ にて M、 京 蘇 

州が 野 渡無レ 人舟自 横と いひし 類に て険。 されば 詩 は詞に 泥て 心なら す不實 になり 候 故に、 古より 篤 

なる 人 は 多く は、 詩 を 好まぬ も理 にて^、 た^-し：^ 程の 事 は、 詩に は ゆるし 申 にても あるべく 候。 常の 

言語に 此 くせ 出 申さぬ やうに 意^べき 事に て 候。 さらば 各 も 一 首娬 せられ 候へ とて、 擎硯を 授ければ、 】 

人、 
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冬 天 衝レ雪 到- >君家 ？ 此 R 倚レ隅 眺望 賒。 兩岸水 寒 如 レ夾レ 鏡。 千 林 樹合似 a 開レ 花。 

又 ひとり、 

天 從-- 雪 後， 海寰 新。 枝レ素 凝レ華 先入 レ春。 淸白 由來誰 相似。 草堂 高臥是 何人。 

又 ひとり、 

欲レ 問駿臺 臥レ 雪^、 行 呤招 隱太冲 詩、 古人 高 遜 今 何 在、 此 地無レ 君誰與 期。 

又 ひとり、 前の 翁が 詩の 韻に 和して、 

高堂 幽 僻地。 積雪 暗-長 流〗 歸騎 迷- 來路？ 漁 人 滞-去 舟？ 行藏 論-古道？ 經^ m: 猷？ 

寄 レ語世 問 客。 誰 知 塵 外遊。 

それより 迭に 唱和し ける。 かくて 酒酣 になる 程に、 翁 も 今す こした う べんと ての まんと しける が、 座屮 

に 世に 行 はる &散 樂の謠 によき 人 ありし に、 翁 北ハ 人に ； 曲と す、 めし かば、 肩 上の 笠に は 無 影の 月 を か 

たぶ け、 擔 頭の しばに は 不 香の 花 を 手析 つ、 とうた ひ 出しけ る を、 外の 客 もっけて うた ひける。 ^れ き 

k て、 折からよ くこ そ 思 ひ よられ 候へ、 山家 雪中の 景氣を 見る やうに 覺へ 侍る とて、^ 引よ せて、 

六 出花 埋！ 一； 徑平。 忽聞. W 雪 < -- 歌聲？ 市 屮脸レ 酒 酒家 近。 堂上 レ書書 快淸。 玉 樹玲瑜 W 隣合。 

銀沙 的^ 一  川 明。 幽棲 何 減 山陰 與。 莫レ颐 ^談 到- >日 傾？ 

翁 諸 客に いひけ る は、 律詩 は 文字の もち ひやう こそ 簡耍 にて 候へ、 たと ひきこえ 候ても、 相應 すると 桕 

應せ ぬと あり、 又 一字に て 景趣を 生す ると 意味な きと あり。 自作の 詩に て屮候 はいか^に 候へ ども、 し 

ばらく 憑 意 を 申 候 べし。 此詩 第一 句の 平 字 かふべ からす、 雪 深く して 三徑 のき はもな く、 ひとつに ふり 

埤 みし 體 にて 候。 第二 句の 入 宇 字 吸と も 申べ し、 諸君の si を 白雪の 曲に 比し、 け ふの 雪の 聲に 入と 申 所 

に 意趣 あるに て 候。 第五 句の 合 字 は、 雪に て W 隣の 樹の ひとつになる を 申に て 候。 iw-: ハ 句の 明. Y は、 上 

に 雪 を 銀沙に 比し 候 故、 的^に は 明 字 的 ffi にて 力 ある やうに 覺へ 候、 いづれ も 心 をつ けたる 字に て 候、 
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惣 じて 俅詩は 韻字の 取 やうに て、 作者の 口  i は 其ま^-にしれ 巾 ものに て 候。 世 問の 詩 を 作. S. 者、 一 ；.， を 

得て は 韻に なづ み、 其 韻 を さがし 候て しゐ てもち ひ 候 故、 さながら 韻に 苦み 蜣 としれ て a ぐるし く 候、 

其 韻に 相應の 字な くば、 其 一句 をす きと かへ 申 候歟、 乂は其 韻 をす てゝ、 他 韻に て 作るべき 亊. にて 候、 

^詩の 韻の W やう をよ く考て 見るべし、 是唐詩 を學ぶ 簡^の ことなり。 思過レ 半と も 申べ し。 さておの 

僉 議は是 までにて 候、 今日の 會 ぞめづ らしく 覺へ 侍る、 むかし 子 貢 大！， 口の 祭に 會飮 せられし を 孔子 樂し 

きかと 問 給 ひしに、 一 鄕の入 酒に 醉て 狂す るが ごとし、 これ を 見て なにの たのしき 事 を しらすと 巾され 

し を、 百日の 蜡ー n の澤颇 が所レ 知に あらす と 仰ら れ しと 家 語に 昆 えたり。 民 ども W 時 稼嵇に 勤めて、 

歲 終に  一 n 飮酒娑 樂 して^: 日の 勞を 忘る、 是 先王の 遣^な り。 民の ながく 勤勞に 服して ffl ともに 君澤に 

樂 しむ を 觀て は、 ^子 も 同じく 樂む心 あるべき を、 子 貢の そこに 心つ かれぬ を かくの 給 ふなるべし。 し 

かれば 翁 も 諸君 も 諸と もに 飮^ 实樂 して、 一 日の 餘暇 を樂 むは、 太平の 餘澤 なり。 幸に 時も蜡 のころ に 

あた.^ ば、 今 曰の 會 をば いは ゆる 一 日の 澤 とも 巾 べし。 我等 ごとき は 民の ごとく 稼弒を 勤る 事 はなく と 

も、 各舉問 をつ とめ、 忠信 を 脩め、 仁義の 道 を 世に 明に して、 風敎を 助ける こと を 忘る ベから す、 是太 

平の 澤に 答揚 して、 不 報の 報と 申すべし、 何ぞ必 すし も官に をり、 職に 住する をのみ、 國家に 報. f とい 

はんや。 

〇 尤物 人 を 移す 

しゅくき や. T-  あ B- いうぶ つ；： れ W もつ てうつ ナに いやしくも あら ャ， れ けと く  にすな はち かなら す あ H- わざ は ひ 

翁 弱冠の ころに か あらん、 左傳 を讀 て、 叔 向が 母の 夫 有-一 尤物-足-一 以 移-人。 苟 非- >  德篛 -则必 有レ禍 

とい ふに 至って、 竦 然として、 戒懼の 心に たへ ざり き、 誠に 龅鑑の 名言と いふべ し。 されば 德義の 移 

レ人 は、 伯 夷が 淸の ごとく、 1! 下惠が 和の ごとし、 犬 地の 問の 尤物な り。 こ、 を もて； s$、 が 虱 をき く 者 

は、 頑 夫 も 廉に懦 夫 も 志 を 立る 事 あり、 柳 下 惠が風 をき くもの は、 鄙 夫 も 寬に薄 夫も敦 し、 人 を 移す に 

あらす や。 其 極 をい は^、 舜の韶 、孔子の 聖、 天地の 問の 大 尤物 也。 孔子 韶 をき k 給て、 三月 肉 味 を 忘る、 
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に 至り、 七 4 '子 終 レ^まで 親灸 して 去ざる に 至る。 乂人を 移す の甚 しきと い ふべ し。 共 外 忠臣 孝子 髙潔 

義烈の 行の 人を感 慕せ しむる も^ 其 類な り、 およそ 德義の 類 は、 大に 移せば 大 によし〕 小し き 移せば 小 

しきょし、 何の 禍か あらん。 もし 德義 の^に あらす して 人 を 移す は 儀 狄が酒 南 威が 色 はいふに 及ばす、 

共 外^ 繍 珠玉 珍 禽奇獸 に 至る まで、 人 を 移す にたる もの はみ な 尤^ 也。 その 爲に 移さ るれば、 大 なる は 

必身を ころし 國を 滅ぼし、 小なる は必す 名 を 辱し め咎を 招く、 古今 歷々 として 考 べし。 詩文 害 礼に 至て 

は、 儒者の 事に ぉゐ て、 近う して 又闕 ベから す、 然 ども 李杜摩 詰が 詩、 韓歐 柬坡が 文、 二： +S の^の ごとき 

は 是も又 古今の 尤物と いふべ し。 各 一敏の 人 を 移す にたる もの あり、 しかも 亦 外物に して 德義の 類に あ 

らす、 この 故に 古より 詩賦を 好み 文章 を 好む の 人、 多く 一  心 を 投じ 外事 をす て 、、こ、 に寢處 せざる はな 

し、 や、 實に 近き は、 言論の 雄偉 を尙 ぶに 過ぎす、 共 文に 馳るは 雕鏤の 美 巧 を 街 ふに 至る。 身に おいて 

何の 益 か あらん。 道に おいてな にの 得る ことか あらん。 いづれ も 玩レ物 喪レ志 をい ふべ し、 かの 奵レ^ も 

の は 最下れ り、 しかるに 朥の太 宗の明 を もて、 遣 命して 蘭亭の 本， を棺 にいれ て 自ら 隨 へる を觀 るに、 共 

移レ人 こと 詩賦 文章よりも 甚し。 これに よれば 詩赋 文章 文字の 類 も、 尤物の 移レ人 ものな り、 聲 色の 移 

レ 人と はちが ひ、 必す しも 有レ蝸 とい ふに は あらね ども、 人 をして 虚 文に はせ、 實川を 忘し む、 道に 害な 

しとい ふべ からす、 翁老 .1  水が 高祖 を 論す る 意 を 取て、 文章 を 論じて おもへ らく、 學^ Co  文章に おけ 

る は、 醫 者の 毒 藥を川 ふるが ごとく なるべし、 其 毒 をして 治レ 病に たりて、 人 を 殺す に 至ら ざら しむ。 

されば 詩 懐に たり、 文章 は辭 達する に 取て、 ふかく 好まざる をよ しとす。 もし ふかく 好まば、 必其 毒に 

屮る べし。 それに 詩赋 文章 も 一難 事 也。 今不逮 の材を もてく はしう せんとせば、 必歲： =；： を ゆ して、 举問 

I  ねて ごとし わす toi が ゆいて ごとし わるす る- "がげん- として それ ごとく おも ふが 

の 功を妨 ぐべ し。 韓 愈が 文 を擧 びし 事を自 から 叙る を兑 るに、 處 若レ 忘。 行 若レ遣 t 假乎共 若レ 

£ して それ ご とし *• よふが 

茫乎其 若レ 迷と い へり。 翁 こ i にお ゐて 嘆息して、 ふかく 韓愈 が爲 におし まざる 事 をえ す。 鳴^^ 愈 

が材を もて、 心 を 道舉に ffl る 事 かくの ごとくせば、 聖賢に 至る も 難 かるべき にあら す、 たビ その 舉 一生 

七 二 一 


話 雜臺駿 


 .  七 ニニ 

文辭の 間にと に まりて、 已に實 得の 驗を見 ざり し 程に、 居 恒飮博 過 從の樂 に 日 を 酸し うし、 潮 州に 流さ 

れし時 は、 大顛に 動かされし ぞ かし。 朵其 根源 を たづぬ るに、 文章の 爲に誤 まらる、 故にて 侍る。 それ 

につけても 程 朱の 學 者の 詩文 を 好む を いましめられ しも、 あながちに 詩文 を禁絕 せよ とに も あらす、 詩 

文の 移レ人 こと をお それよ となり、 是 にて 程 朱 道の 爲に 慮る 惠の 遠き を 諸君よ く 思 ひ 知 給へ といへば、 

諸 客け ふ は 終 R 觴詠 のあそびに 陪從 し、 又 翁の 訓戒 を 承れば、 誠に 樂て淫 せ. すと も 申べ し。 詩に いはく 

この. oi もた のしみ を な^れす さむ こと W やつし はく- *  ： 

好レ樂 無レ 荒、 良士 瞿々、 今日の 謂に てこ そ 候へ、 我等 ども 此儘 にて 學 問いた し 候 はに、 ^幾 は^; 女 

の鴆 毒を懷 ふに は 至る まじく 候、 是 みな 翁の 賜に て 候と て、 各恭 謝の 體 に^えしが、 冬 口の 習に て^な 

くた そが 時に なりし かば、 諸と もに 翁に いとま こ ひて まかりけ るが、 一 人鬥を 出る とて、 

< れこ くだ hf し. 9 ん た を * キ- まんけ い ま. O.C へいはく しっす  でう 0 せいろい ぜんとして あ 》- しんぬ わが どうかう 》! つて ザ-る こと.！.」 S よは 

暮— 下- 駿，. 臺-雪 滿蹊。 漫々 平 白 失-東西- 一 條 正路 依然 在。 知 我 同行 醉 不 レ迷。 

かく 自詠 しける を、 かたへ より iiA して、 此詩 有レ心 かな やとい ふこ ゑして、 各 己が 家路に まかりぬ。 

〇 年に はづ かし 

さくふ ラ ひつ i つ 

朔風、 ig 發 として 日夜に 冽し く、 寒 氣も いやまし なりし かば、 講會 もしば らく やみて、 後口 を 期せん とい 

ふ 程 こそ あれ、 今年 もお ぼへ す はや 暮に けり。 例の 人々 翁が 起居 を 問む とて 來 りしに、 翁む かひて、 こ 

の ご ろ は 年の 暮 とて 世上 はさ ぞい そが はしく こそ 候 はめ、 しかるに 市 朝に 住ながら 翁が 草堂 ほど しづか 

なる 事 は 侍ら じ、 蕭然 たる 瑗堵の 中に、 いっとな く 病に 臥して 日 をお くり 侍れば、 パの すぎ 年の 暮るを 

も S へ 侍らす。 され ど歲 月の 逝 はおし むにたら す。 たぐ 悲しむべき は、 年 ごろ 擧 びし 甲斐 もな く、 むな 

しく 不德 にて、 身 老年 積り て此 ま、 朽 菜む こそ、 今更 悔ても あまり ある 事に て 候へ とて、 

なに をして 身の い たづら に老 ぬらん としのお もはん 事 もはづ かし 

とい ふ 古歌 を 打 すんして、 ^にこ そ はぢか はしく 候へ とい へ ば、 諸 客 聞て、 むかし 衞武 公行 年 九十 五に て 

しん けいし  いやしくも &る てうに もの.^ れいって われら-つもう ナ上 ナ つる こと， うかく  二 も. *,\>  .V ましめ よ 

^箴 -ー儆 於^ I ていはく 苟在レ 朝 者 無 T 謂-一 我 老耄- 而<? 我、 必恭- ー恪於 朝夕- 以交戒 レ我 とて、 抑 戒の詩 を 


作て 自儆 めら れ しとな り。 今 翁 高年な りと いへ ども、 いまだ 武 公の 年に 及ばす、 今より 期^の よは ひ を 

享て、 H に德 にす-まれ 候 やうに とこ そ 祝し 候へ、 諸^ 子 久しく； ！鬥 に 遊び 候へ ども、 今に 吳 下の 阿 蒙 

にて、 むかしに か はりた る 事 もな く、 多年の 御敎育 をむな しう いたし 候 事、 材質の 庸ド なる 故と は. S. な 

がら、 攀文 のっとめ ざるに よれば、 翁の おしはかり もはづ かしく、 汗顔に たへ ぬ 事に て 候。 され ど 御 善 

誘に よりて、 此ー兩 年 はすこし 道に 見つけた る 所 も出來 たる やうに 候 得ば、 肚後は 相と もに 勉强 して、 

日夜 進 益 を もとめん とこ そ ^ 候へ。 しからば 道に ぉゐ てな どか 尺寸の 効 を^ざる べき、 いよ/ \ 翁の 策 

勵を 仰ぎ 候と いへば、 翁 聞 て、 それ は 奇特なる 御覺 悟ながら さも あるべき 事に て 候、 さて 翁が 先 各へ 申 

謝すべき は、 衞の武 公の 事 を もて 翁 をい ま しめらる、 こそ、 ながく 佩 服して 忘れが たく 覺へ 侍れ、 もと 

より 武 公の 賢、 など か 企及べき にあら ね ども、 其 老て自 儆られ し は、 およそ 年老た る 人の^ 法と すべ き 事 

にて 候。 翁 かねて 春秋 列國の 人物 を 論じて おもへ らく、 春秋の 時、 衞 にお ゐて 二人の 大賢 あり、 ^^に は 

衞の武 公、 大 夫に は 蘧伯玉 、 此ニ賢 は、 迢を 兒 る事眞 に、 學を 好む ことおし、 聖人の：^ なり、 们： 止が 

寡 レ過を 欲すれ ども 未レ 能と し、 五十に して 叫 十九 年の 非 をし り、 六十に して 六. f 化すと い へ る も、 武 公の 

自儆て 我 過 を 聞む 事 を 求る と 前後 相 比して、 自治 誠 切なる 事 一 に 出る がごと し。 孔門 七十 子の 屮に 求と 

も、 顔 曾の 外に は 多く 得 やすから ざる ま、、 たにに 列 國君大 夫の 賢と いふの みに あらす、 されば にや そ 

の 成德の 篤^ 光輝、 こ、 に 至て 今 も猶、 人 をして 千載の 下に M ハ 起せし むる ぞ かし。 ^老 たりと い へ ども、 

今より 謹て 諸君の 祝規を 奉じて、 殘生を 終む とこ そお も ひ 侍れ、 諸君の ごとき は、 春秋に とみ 村 力に た 

綾 る。 もし 懈ら すして 曰に 舉に 進まば、 何ぞ 古人に 及ばざる べき。 然 ども 歳 巧 は むにたら す、 村 力 は 多 

蹇 とする にたら す、 た 孳々 汲々 として 勉て 不レ息 にあ りぬべし。 もし 悠々 として U を涉 り、 一：：；. 年老 齡 

雜 傾て 後、 日ごろの 懈を思 ひいで、 いかに 悔 とも、 なにの 益 か あるべき、 即今 翁が 身の上に てお、 され 

ば 古詩に も、 少壯 不-- 努力？ 老大 徙傷悲 すと いひ、 陶淵叫 も 盛年 不-- 重來？ 一 日雜 -s:^?  ^fe^-MS 
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験 歲月不 レ待レ 人と いへば 古人 も 此感懷 を 同う すと ぞ見 へし、 是 等の 詩句 時々 吟詠して、 勇進の 志 を 振起す 

* べし。 义 世に 傅る 朱 文 公の 勸學の 文に、 

のび +0  、  M  こぶたれ が あや ぞ 

雜 勿レ謂 今日 不レ 舉而 有-来日？ 勿レ謂 今年 不レ 學而 有-来年？  UH: 逝矣歳 不，， 我延？ 嗚呼 老矣、 見 誰 之愆。 

話 此文本 集に 兒 へす、 朱 子 家訓 不 自棄の 文な どの 類に て 朱 子の 少作 か、 又は 後人の 擬作 にて、 名 を 朱 子に 

託する にても あらん か、 よし 誰の 作に もせよ、 肯 簡 にして 意 も 明白な り。 祈 ふし 打 すんじて 自警む るに 

よかるべし。 それよりも 翁が^に 愛する は陶 侃が 語な り、 大禹 聖人 乃惜 --寸 陰？ 至-於 衆人？ 當レ惜 --分 

陰？ 輋 可.. 佚 遊 荒 廢。 生 無 レ益ニ 於 時？ 死 無 * 聞-一 於 後？ 是 自棄 也と い へる こそ、 擧 者立レ 志の 法と す べし、 前 

にい ふ 淵 明が 詩 も、 曩祖 以来の 家法に こそと 思 ひ 侍る、 およそ 人と 生れて 擧に志 ありと いふき はの 化て 

時に 益な く 死して 後に 聞 ゆる 事な く、 草木と 同じく 朽菜 は、 いと ロ惜 かるべき 事な り。 されば 諸君 も此陶 

侃が 語 を もて 目から 淤昂 して、 日夜 勤勉 せらるべし。 但學は 勇進 を よろこぶ といへ ども、 又 急迫なる を 

きら ひ 侍る。 とかく 一生 こ k を 離れぬ 事に て 候へば、 急迫に して 求べき にあら す。 た V 懈^ を戒て 常に 

聖賢の 書に 優 遊； 涵： 冰 せられば、 久 うして おの づ から 進 益 あるべし。 翁む かし 加賀に 在りし 時， 士族の 中 

に 紹鹧利 休が 風流 を 慕て、 茶 湯 を 好む もの あり。 .y 戶へ行 役の 時、 道 屮茶具 を 持して、 逆旅 にても 釜 を 

かけ 炭 をお きて 藥と しける を、 同行の 人 見て、 いかにす けばと て 道中に て はやめよ かしと いへば、 共 人 

いふ は、 道中の 日 とて 一生の 外に あらば こそ、 是も 一生の H かすの 內 なれば、 わが 茶揚を する n にあら 

すと いふ 事な し。 家に あると 何ぞ 異ならん とて、 共 後 もやめ ざり き。 學者の 道に 志す も此 人の 茶 湯 を こ 

のむ が ことく なるべし。 もとより 逍は 須臾 も 離る ベ から ざ れば、 一 生の 間、 道 を 行 ふ 日に あらざる はな 

く、 あ ふさき る さ 道の ある 所に あらざる はなし。 しかる を 急迫に しても とめば、 たと ひ 僅々 として 有 

レ得 とも、 皮膚の 間にて やみなん、 いかで か 其 戴 を 臍て 滋味に 飽 こと あるべき、 況ゃ 急迫 なれば、 久し 

きに たへ ぬ物ぞ かし。 いまだ n 至の 時に 及ばす して、 やがて^ 怠す るに 至りなん。 翁お もへ らく、  ^問 
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は 勉^ を耍 とす、 たビ 急に して 迫 切なる をお そる。 義理 は 冰を貴 ぶ、 緩に して 懈 弛なる を戒 む。 迫^ 

ならす、 ^弛なら す、 舉者進 脩の 道に ぉゐて 緩急 相^て 背かざる に 近 かるべし、 稃 子の いはく、 志 レ道 

とんせ つまこと に- J れせ いい も くせつ ざれけ あたら W にすな.：！： も かへ つ てす ふせいと  いふえ うす >» よ； かう * またた. -こ れ * ん きん c_i  , こ. の， いつ. てん. の， いほよ， バ え^く^^と .Ji 

懇切 M 是 誠意。 若 迫 切不レ 中レ埤 則 反 爲-不 誠？ 又 曰 人 謂 耍-- カ行-亦 只 是淺近 語。 這 一 點意^ 能？.^ 幾 時- 

了。 諸君 桴 子の 言 を 見よ。 翁が 説 あたらす とい ふと も 遠から じ、 

〇 壬 子 試筆の 詞附 

日月 迭に 移て、 白 駒の 隙 過 やすく、 衰病 日に おして、 黄金の 術 成が たし。 されば 犬馬の よは ひ-おまで あ 

るべ しと も 思 は ざり しが、 いつしか 老の 波より 來て、 ことし は 七い あまり 五つの 奍 にもな りぬ。 あまつ 

さへ ちかき ころより 身に 痿疾を 得て、 手足 も あがらす、. 起居 もな やめる ま、、 昔の 董生 を舉 ぶと に は あ 

らね ども、 此三 とせ 春の 園 を 窺 ふ 事 も かな はねば、 闘の 中ながら 梢に つ た ふ鶯の 音に 玆 りの 夢 を さま 

し、 枕に かほる 梅が 香に 過し むかし をし のぶば かりになん ありけ る。 しか は あれ ど 幸に わか、 りし よ 

り學 びの 窓に 年 を經る 甲斐 ありて、 程 朱の 道に したが ひて、 鄒^ の 風 を たづね、 韓歐が 文 を このみて 邯 

鄆の歩 を舉 ぶに ぞ、 老の寐 覺も尅 ぬべ し。 さても 多くの 年月 を經 て、 世のう つり か はる 有様 を考 ふる 

に、 盛袞 榮枯 互に 行か ふ をば、 夢と やい はん、 現と やい はん、 誠に 富貴 は 浮べる-富の ごとく、 禍 11 は糾 

る繩の ごとしと いへ るに、 なに かたが ふ 事 あるべき、 中に たビ吾 聖人の 建 給へ る 三 綱^ 常の 道の み： 人 地 

と 並び 傅へ、 古今のへ だてな く、 是 ばかり はか はる こと あるべ からす。 人と して 仰ぎ 一 r ふべき は 此近ぞ 

かし。 然れ ども 儒敎 世に 行 はれ ざり しょり、 人々 義理に うとく、 利欲に さとくなる 程に、 五常の^ すた 

れて、 風俗 日に 下り ゆく こそな げかし けれ。 もとより いやしき 身に て、 一 代の 風敎を 維持せ ん とすと 

も、 わが 力お よぶべき にあらねば、 ひとへ に 蚍蜉の 樹を撼 かし、 精 衞が海 を^むに 似 たるべし り さはい 

へど 世 を 憂へ 民 を 新に する も 吾 儒 分 內の事 なれば、 是を度 外に © べきに も あらす。 いか なれば^に 老師 

宿 儒と 稱 する 人の、 好て 異說を 球に し、 又は 他 道 を 雑へ て、 仁義 五常の 沙汰 をば よそに する こそう けら 
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ね、 た^ 務て 新奇 を 競て、 俗耳 を悅ば じめ、 時 妤に投 する なるべし、 いと ロ惜き 事な り。. 古人の ハは 

1 も わるよ にきよ く 力 く 

ゆる 阿レ世 曲舉と は是等 をい ふなるべし。 よし 人 はさ も あらば あれ、 縱 風俗 は 昔に あらすな りぬ とも、 

わが 身 ひとつ はもとの ごとく 仁義の 道 を 守りつ、、 前 脩の 桟範を 失 はじと 忍 ふこ そ、 責て 儒と なりし し 

るし ともい ふべ けれ。 しかるに あら 玉の 春の 初と て、 人 は 皆 己が 志 身の 幅 を 萬 代と いは ふ 中に、 我 はた 

e だ： 常の 道に 心 をよ せて、 いつも か はらす R 出た き 物は此 道な りと て、 かくなん 筆 を こ、 ろ-むるなら 

じ。 

此舂も か はらで ゆかん 七十に あまる 五つの 道 を たづね て 

教記 は、 去年 辛亥のと し、 舂 より 冬に 至る 迄、 諸 生と 語りし 雜話を 書 集む とて、 ことし 壬 子の 春より 筆 

を 起して、 秋に 至て 稿 を 脫 しぬ。 もとより いやしき 蟹の もく づ なから、 もし 朽 すして 吾黨 になが く傳り 

なば、 後 舉の身 を 省みる 萬 一 の 助に もな らん かし。 よりて、 ことし 試 毫の言 葉 を 末に 附 して、 終りて 復始 

まり、 無窮に およぶ の 意 をし めしけ ると ぞ。 

享保壬 子のと し 十月、 鳩^し るす。 
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むさし めぶみ 卷之 一 

淺井了 意 撰 

，すて 人に は あらで、 世に すて はてられ、 今 は ひたすら、 すべき わざな く、 かみ を そり、 衣 をす みに そ 

めつ、、 樂齋 房と かや 名 をつ きて、 所の ゆく かたに したが ひ、 足に まかせて 都の かたに のぼり、 茇 かし 

こおが みめぐ り、 名に お ふ 北 野の 御 やしろに ぞま うでけ る。 わが 古鄉 ゆし まの K 祌とは 御 一 體の 御赛な 

りと ふし をが み、 かなた こなたと 見 ま はすと ころに、 年顷 あづまの 方 へ 行かよ ふこ ま 物う り にあ ひた 

り。 此男 大きにき も をつ ぶし、 扨い かなれば、 か、 るすが たに はなり たま ふとい ふ。 樂ー m 房い ふ 様、 さ 

れ ば^の 外なる めんぼく をう しな ひて、 身の おきどころな きま V に、 か、 る 姿に 成り りと いふ。 そに 

はいかなる 耻を かきた まふらん。 おぼつかな しとと ひければ、 されば こそ、 かたるに 付て、 なを/ \ 'つ 

ら きことの はべり。 定めて その かみ、 明曆 三年 ひのとの とり、 ^月の 火災の 事 はき、 及び 給 ふらんと. s 

ふ。 男い ふやう、 それ はかくれ なき 事に て、 共 時の 災難に、 都 方に も 手代 わかき ものく だ. リ あはせ て、 

空しくな りたる 事 有て、 今にな げきかな しむ 親子 ども 是 おほし。 き、 つたへ たる ありさま さし も 夥し、 

さらば 御坊さんぎ さんげの ため、 その ありさま を、 あら， （- かたりて きかせた ま へと いふ a  l.f お^ 屮 

様、 ものうき 事、 かなしき 事、 我 身 ひとつに せまりて お ぼへ たり。 かやう のこと はとはぬ もつ らし、 と 

ふもうる さきむ さし あぶみ、. かきても 人に かたら じと は 田 4 へ ども、 ひとつ はさんげ の ためとで， も へ i、 

あら./ \ かたりて きかせ 申べ し。 

扠 も刚曆 三年 丁酉 正月 十八 日 辰の刻ば かりの ことなる に、 乾の かたより 風 吹 川し、 しきりに 大風と な 
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り、 ちりほこり を 中 H< に 吹ト： て、 {仝 にたな びき わたる ありさま、 雲 か あらぬ か、 lg のうす まく か、 春の 

かすみの たな 引かと あやしむ ほどに、 江戶 中の 貴^ 鬥戶を ひらきえ す、 夜 は 明ながら、 まだ くらやみの 

ごとく、 人の 往來 もさら になし。 やうく 未の 刻に おしう つる 時分に、 本鄕の E 丁 目西 口に 本 妙 寺と て 

日蓮 宗の 寺より、 俄に 火 もえ 出て、 くろ 煙 天 を かすめ、 寺 中 一同に 燒 あがる 折 ふし、 魔風 十 方に ふき ま 

はし、 即時に？ t 島へ 燒 出たり。 はたご や 町より はるかに へだてし 掘 を とびこえ、 駿河臺 永 井し なの 、 

守、 戶田 うねめ のかみ、 內膝 ひだの かみ、 松 平し も ふさの かみ、 津 がる 殿、 その外 數ケ 所、 佐 竹. よしの 

ぶ を はじめ まゐら せ、 麿 匠 町 之 大名 小路 數 なの やかた、 忽に 灰燼と なりたり。 それより 町屋 かま くらが 

しへ 燒 とほり ぬ。 かくて IS の 刻に いたりて、 風 は 西に なり、 はげしく 吹 しぼりければ、 祌田 橋へ は 火う 

つらす して、 はるかに 六 七 町へ だて、、 一 石ば しの 近所、 さや 町へ とびうつり、 牧野 さどの 守、 鳥 井 主 

膳 正、 小 濱民部 少輔、 そのほか 町奉行の 同心 屋敷、 八 町 ぼり の 御舟 跋、 御舟 奉行 衆の やかた 數ケ 所、 诲逯 

に は 松 平 越 前 守、 さし も 大きにつ くり ならべられし 殿舍 ども、 風に した かひ 煙に つ、 まれて 燒 あがり、 

猛火の さかんなる 事、 叫 王 刀 利の 雲のう へまで もの ぼる らんと ぞぉぼ ゆる。 こ、 にお ゐて、 數 萬の 男女 

けぶり をのが れんと、 風下 を さして にげ あつまる 程に、 向 ふへ 行づ まり 翳 岩 寺へ かけこ もる。 墓所の めぐ 

り はなはだ ひろければ、 よきと ころな りと て、 諸人 爱 にあつ まり ゐ たる 處に、 當 寺の 本堂に 火 か、 り、 

それより 數ケ 所の 院々 にもへ 渡り、 一同に 燒 あがり、 くろけ ぶり 天 を こがし、 車 ：畅 程なる ほのほと びち 

り、 風に はなされて 雨の ふる 如く、 大勢 むらがり ゐ たるう へに 落ければ、 かしらの 髮 にもえ つき、 たも 

とのうちより 燒出、 まことにた へがた かりければ、 諸人 あはて ふためき、 火 をのが れんと て、 我 さきに 

と^-:. わ 寺の 海^ を さして はしり 行、 泥の 中に こけ こみけ り。 寒さ はさむ し、 食 はく はす、 水に ひたりて 

たちすくみ、 火 をば のがれたり けれども、 精力つ き 果て 大 かた^ 死す。 涡 それ迄 も にげの ぶる ことの 叶 

はざる ともがら は、 炎五體 にもえ つきて、 こと-? くこ がれ 死す。 うめき さけぶ こ ゑ すさまじく、 もの 
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、あはれ をと f めたり。 すべて 水火 ふたつの 難に 死に ほろ ぶる もの 九 千 六百餘 人な り。 此海邊 までち り 

もの こら ゃ燒 はら ひ、 海の むかひ 叫 五 丁 西の かた 佃 島のう ち、 石 川大隅 守の やしき、 同く その あたりの 

在家 一 宇 もの こらす 燒 うしな ふ。 

その 口の 暮が たに 及んで、 西風い よく はげしく 吹 落て、 海上 は 波た かく あがり、 共 上に 去年の 冬より 

久しく 雨 ふらす、 か はき 切た る 事 なれば、 なじ か はた まるべき、 風に とびちる 炎、 十 町 二十 町 を 隔てた 

る 所へ もえ 付く 燒 あがる 程に、 神 田の 明 神、 皆 善 寺、 社頭 怫閣 をい はす、 堀の 丹 波 守、 太 W 備中 守、 

むら 松 町、 村 木 町に 至る 迄、 あまたの 家 々こと-,^ く、 柳 原より 和 泉 ど の^を 切て 皆 やけ 通りぬ。 扨 

又、 右の する がだいの 火、 しきりに 須田 町へ もえ 出て、 一筋 は眞 K に 通りて 町 や を さして やけ ゆく。 今 

一筋 は 誓願 寺より 追 廻して 押 來るぁ ひだ、 江 戶中 町屋の 老若、 こ は そ も 如何なる 事ぞ やとて、 おめき さ 

けび、 我 もくと 家 肘 雜具を もち 運び、 西本願寺の 門前に おろしお きて 休みけ る處 に、 辻 風お びた^-し 

く 吹 まきて、 當 寺の 本堂より 始て、 數ケ 所の 寺々 同時に 閧と燒 たち、 山の 如く 積 あげたる 道具に 火 もえ 

付し かば、 集り ゐ たりし 諸人 あはて ふためき、 命 をた すからん とて、 井の もとに 飛 入、 溝の 中に^ 入け る 

程に、 下なる は 水に おぼれ、 中なる は 友に おされ、 上なる は 火に やかれ、 こ \ にて 死す る もの Elk" だ 十 

餘人 なり。 さて 又、 はじめ 通り 町の 火 は、 傅 馬 町に 燒 きたる 數 萬の 貴賤、 此 よしを 見て 退 あしよ しと 

て、 車 長 持 を 引 つれて、 淺草を さして ゆく ものいく 千 百と も數 しらす。 人の なく 聲、 車の 軸 昔、 燒^ る 

k 音に 打 そへ て、 さながら 百 千の いかづちの、 鳴お つる も かく やと 覺 へて、 おびた ビし ともい ふば かり 

なし。 親 は 子 をう しな ひ、 子 は 又お やに を くれて、 おしあ ひもみ あ ひせき あ ふ 程に、 或は 人に ふみころ 

され..' あるひ は 車に しかれ、 疵を かう ぶり、 半死 牛 生に なりて、 おめき さけぶ もの、 又 その 數を しら 

か、 る 火急の 中に も 盜人は 有け り o 引す てた る 車、 長 持 を 取て、 方々 へ にげ ゆく こと、 更にお かしかりけ 
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る は、 ゐは いやの 某が、 我  一 aggjllf も ，とて ♦ づ くりた てた る大 位牌 小 位 はい、 漆ぬ り 箔綵、 いろく 

なりけ る を、 車、 長 もちに うち 入 引出し、 あまりに^ 近く もえき たる 火 をのが れんと て、 うちすて たる 

を、 いつの 間に か はとり て 行、 淺 萆野逡 にて 鈸， をね ぢき り蓥 をお たりければ、 川 にもな きゐ はい どもな 

りけ り。 火事 を 幸に 物 をと らんと ねら ひたる 盜人 共、 あるひ はぬ か； s を 米 かと 思 ひて 取ての き、 或は わ 

ら草 履の 入た る 古 か は ご を 小袖 かと 心え て、 うば ひ 取て にぐ る も 有。 共 中に 此 日ごろ^き 病 を 請て、 今 

を かぎりと みえし 人 を、 火事に 驚きすべき かたなくて、 半長 持に おし 入 かき 出し、 辻屮 におろ し S たり 

しに、 何者と はしらす 盜取、 行方な くな りに けり。 是 を尋ん とする 程に、 家財 一 跡皆燒 すてた る 人 も あ 

り。 あるひ は 我 子 をば 取 失 ひ、 他人の 子 を わが 子と 思 ひ、 手 を ひき、 うしろに お ふて 遠くに げたる も 有。 

年老た る 親、 いとけ なき 子、 あしよ はき 女房 を 肩に かけ、 手 を ひき、 せなかに かきお ひて、 泣々 落 ゆく も 

の も あり。 

茇に 籠屋の 奉行 をば 石出帶 刀と 申す。 しきりに 猛火 もえき たり、. 旣に 籠屋に 近付し かば、 帶 刀すな はち 

科 人 共に 申さる、 は、 汝ら今 はやき ころされん 事 疑な し、 まことに ふびんの 事な り。 爱に てころ さん こ 

ともむ ざん なれば、 しばらく ゆるし はなつべし、 足に まかせて いづかた へ も にげ 行、 す ゐ ぶん 命 をた す 

かり、 火も靜 りたら ば、 一人 も 殘らす 下 谷の れんけい じへ 来るべし。 此 義理 をた がへ す參 りたら ば、 我 

身に 巷ても 汝が命 を 申 助くべし、 若又此 約束 をた がへ て參ら ざる 者 は、 雲の 原まで もさが し 出し、 共 身 

の 事 は 申に 及ばす、 一門 迄 も 成敗す べしと 有て、 すな はち 篛之戶 を 聞き、 數 -S の 科 入 を ゆるし 出して は 

なされけ り。 科 人 ども は 手 を 合せ 淚を ながし、 か、 る御惠 みこ そ 有が たけれ とて、 S 々に にげ 行ける 

が、 火靜 りて 後 約束の 如く 皆 下 谷に あつまり けり。 帶刀 大きに よろこび、 汝等 まことに^ あり、 たと ひ 

重罪 なれば とて、 義を 守る 者 をば いかで かころ すべき やとて、 此 おもむき を 御 家老が たへ 屮 上て、 科 人 

を ゆるし 給 ひけり。 道 ある 御代の しるし、 鹿なる 政事 上に 正しければ、 あまたの 科 人 ども 義を 守りて 命 
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をた すけられ ける とそ ありがた けれ。 此事 をき く 人^ 云、 帶 刀に なさけ あり、 科 人 また 義 あり、 御 老中 

に 仁 ありて 命 をた すけ 給へ り。 爱に 於て 國道 ある こと は 明けし とぞ かんじけ る。 其 中に 一 人の 囚人.、 し 

かも 至て 科の 重 かりし が、 よき 事に 思 ひて 遠く 逃の び、 我古鄉 にかへ りし を、.^ 所の 人々、 この もの は 助 

る まじき 科 人なる に、 のがれて かへ りし こそ 怪し けれと て、 つれて， 江戶 へまい りければ、 奉行が た- 大に 

にくませ 給 ひて 、ころされし となり。 

しかるに、 かの 淺 草の 惣門を こ、 ろざして にげ 出け る 輩、 贵賤 上下い く 千 萬と も か. f しらす。 され^ 向 は 

ひろき 河原な り、 树 がた を だに 出たら ば、 さの みせき あ ふま じかり し を、 いかなる；. K 魔の わざに や、 糙 

屋の科 人 どもろう を 破りて にげる ぞゃ、 それの がすな とらへ よと いふ 程 こそ 有 けれ。 淺 くさの 桝 形の 想 

鬥を はたとう ちたり けり。 それ は 思 ひ よらす、 諸人 いづれ も わき まへ なく、 跡より 車 を ひき かけ/ \ お 

し來る 程に、 傳馬 町より 淺 草之惣 e: っゐぢ のき は 迄、 其 近 八 町 叫 方が 問 、人と 車、 ながもち とひし とっか 

へて、 いさ、 かきり を 立べき 所 も あき 地 は 更にな し、 門 はたて- * あり、 あとより は數 萬の 人、 押に おさ 

れて せき あ ひたり。 門の き はなる もの ども、 いかにもして 門の 關^; を 引 はづ さんと すれ ども、 {豕肘 雜^ 

をい やが 上に つみかさね たれば、 これにつ かへ て 更に ひらかれす。 扨 こそ 前へ す、 まんと すれば 門 は 

ひらけす、 うしろへ かへ らんと すれば、 あとより 大勢せ きかくる。 しんたい こ にき はまり、 手 をに ぎ 

り 身 を もみて、 只 あきれはて たると ころに、 北の かたは じめ 燒 とまりし 柳 はらの 火お こりて、 せいぐ わ 

ん寺 前の 大名 小路へ おしう つりて、 立 花 左 こん、 松沛 ひぜん、 ほそ 川帶 刀、 丹 羽の 式部 少輔、 遠 藤た じ 

ま、 加 藤 出 羽 守、 おなじく 遠. 江、 山 名 禪閤、 一色せ " 内の 少輔、 都合 三十 五箇 所、 寺 かたに はに ちりん 

じ、 ほんせん じを始 として、 ちそく ゐん、 こんが う ゐんに 至る まで： 白廿ケ 寺、 一同に もえたつ、 右 てん 

馬 町の 火と ひとつに なりて 燒 あがり、 ほのほ は 空に みち /\ て、 風に まかせて 飛ち りつ、、 かさなりあ 

つまり、 おしあ ひもみ あ ふ 人の 上に、 三ば うより 吹かけ しかば、 數萬 之^ 女 さはぎ たち、 あまりに たえ 
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かねて、 或は 人の 肩 を ふまへ て はしる も あり、 これ は/. \ と いふ 程 こそ あり けれ、 高さ 十 丈 許りにき り 

たてた る 石垣の 上より、 堀の 中へ 飛 入け り。 責て 命の たすかる かと、 か樣 にせし 輩、 いまだ： 卜 迄お ちつ 

かす、 石に て かう ベ をう ち碎 き、 腕 をつ きをり、 半死半生になる も あり、 下へ おち 付 者 は、 腰 を 打 損じ 

て 立 あがる こと をえざる ところへ、 いやがう へに とびか さなり、 おち かさなり、 ふみころ され、 おしこ 

ろされ、 さし もに ふかき あさく さの 堀 は、 死人に うづみ けり。 其 數ニ萬 三千 餘人、 ！ー 一丁 W 方に かさなり 

て、 ほり はさながら 平地になる。 のち-— -に とぶ もの は、 前の しがい を ふまへ て 飛 ゆへ に、 その 身す こ 

しもいた ますして、 河 向に うちあが り、 たすかる もの も 多 かりけ り。 とかくす る 間に、 重々 にか まへ た 

る！ a つけの 櫓に 猛火 もえ か、 り、 大地に ひビ きて どうとく づれ、 死人の 上に 落 か、 る。 さて 人に せか 

れ、 車に さ へられて、 いまだ あとに^ | を くれたる もの ども は、 向へ 進ん とすれば、 前に は 火す でに ま は 

り、 うしろより は 火の 烦 雨の ごとくに ふり か \ る。 諸人 聲々 に 念佛申 事、 きくに あはれ を 催す 間に、 前 

後の 猛火に とりまかれ、 一同に あっと さけぶ 聲、 上は悲 想の いた^きに ひ^き、 下 は 金輪の 底 迄 も 聞 ゆ 

らんと、 身の 毛 も よだつば かりなり。 翌日 みれば、 馬 喰 町、 横 山 町の 東西南北に かさなり ふした る 死人 

の ありさま、 目 も あてられぬ ありさま なり。 扨 その 夜の 亥の刻ば かりにう つりて は、 惡風 なほ も しづ ま 

らで、 海 手 を さして、 下 やしき 以上 九ケ 所、 ひとつ もの こらす 炎上せ り。 此 時に 當て、 御倉のう しろに 

にげかくれ たる もの 七 百 三十 餘人 ありけ るが、 御倉に 火 か、 りて、 つめお かれし 米俵に もえつき たりけ 

れば、 is 人 この 烟に むせび うち 倒れ、 ふしまろび、 或は 川 巾に ころび 入て 死す。 それより 前 は、 七 八 町 

もへ だてし 大河 を 飛 こえ、 うし^ 新 W にいたり、 しまの 在^まで、 こと/ ^く燒 ほろびて、 北ハ 夜 とらの 

こくに 火事 はこれ までにて しづ まりぬ。 

夜す でに あけ、 れば、 叫 角 八方へ おち 散たり ける もの ども、 親 は 子 を 尋ね、 夫 は 妻 を 失 ふて、 涕 と共に 

こ ゑう ちあげ、 そんで うその なにがしと 名 をよ びつ &、 聲々 によば はりて、 やう/ \. 尋ね あ ひて、 たが 
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ひに よろこぶ 人 も あり、 又は 死う せて めぐり 逢 ふこと なく、 力 をお とし 歎く も ありて、 もの 、わけ も 聞え 

す。 爱 かしこに あつまりて、 燒 死て かさなり ふした るし がい ども を かきわけ/ \、 親子 兄弟 夫婦の かば 

ね を 尋ね もとむ るに、 あるひ はか しらの かみみ な もえつく して 半 は 過て、 大方 尼法師の 如く、  くろくす 

ぼり に燒 こがれ、 或は 小袖き る もの 皆 もえう せて、 五體 やけめ くり、 竪 横に 肉 さけて、 魚の あぶり もの 

、如くなる も あり、 しに も あらぬ おもわすれして、 それ かこれ かと^ち がへ て、 たづね まどへ る もお 

ほかりけ り。 其 まぎれに は、 盜人 ども たちまじりて、 死人の^ につけ、 はだへ につけた る 金銀 を はづし 

とり、 その やけ 金 を 持 出て うり 代な す。 これ を また 買と らんと て 集りけ る 程に 市の 如く、 その外 町の 中 

辻 小路に おとしす てた る 家財 雜具 ども、 數 もしら. f ひろ ひとり、 もち 出して うりし ろな し、 俄に 德付 たる 

もお ほかりけ り。 樂齋房 又 かたりけ る やう、 某の 母 も ゆき 方 なくなり しかば、 今 は定て 空しくなり ぬら 

ん と^ひ 定め、 夜の あけがたに、 死人の かさなり 臥た る あたり、 かなた こなたと 尋ね もとめし に、 母に 

似た る人燒 死て うち 臥た る を、 これ こそ それよ、 いざや 家に とり かへ り、 葬 禮佛事 せんとて、 戶板 にの 

せて 家に かへ りければ、 孫子 兄弟 あと まくらに さしつ どひて、 なげきかなしむ 處に、 門より して まこと 

の： 母 かへ りき たれり。 人々 このよし を 見て、 あれ はいかに、 はやまう 翳に なりて 来り 給ふぞ や、 此 日ごろ 

申 給 ふ念佛 は、 何のた めぞ や、 まう ねん を もさまして、 速に 極樂の 上品 上 生に 往生 せんと こそ 思 ひ 給 ふ 

べき を、 まだ この 娑婆に しう しん を殘 して、 まう れいに なりて 來り給 ふか や、 あさましき 御 事な り、 と 

く C かへ り 給へ、 跡 をば ねんごろに 弔 ひて まゐら すべし、 かまへ て 六 だう の 辻にば しまよ ひ 給 ふなと 

いひければ、 母 大に愕 き、 われ は 芝 口まで にげのびて、 命た すかり 侍り。 死なす して かへ りし をば よろ 

こばで、 それ は 如何なる 事 をい ふぞ やと 申さる \。 人々 聞て、 御し がい はま さしく これに 有、 死なす と 

宣ふ こそ 心え 侍らね とて、 彼と りて かへ りし 屍 をよ く/ \ みれば、 さし もな きもの & かばね なり。 人た 

がへ は 世の常 有 ことなれ ども、 にが/、 しき 中に おかし かりけ る 事 也。 まづ 何事もなく かへ りお はせ し 
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こそう r.1 しけ， I とて、 とる もの も 取 あへ す、 かの 屍 をば ひそかに かきすて たる ゆ 、しさよ。 さらば 一類 

何事もなくた すかり ける 祝 ひ 事せ よ やとて、 酒肴 かひ もとめて、 かなた こなた 數獻に 及びて、 よろこぶ 

事 かぎり もな し。 
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明れば 十九 日、 . 江 戶屮 によろ こび をな す 者、 歎き をいた す もの 相 交りて、 いと さう-? しかりけ り。 燒 

殘 りし.^; 賤、 その 一族 どもの 類火に あ ひし を、 日ごろの よしみ 此時 なり、 いかで か兑扮 べきと て、 ^あ 

とに はせ 集り、 とやかくと 懸ま はる。 或は かゆ を 煮ても ち來 り、 あるひ は 酒肴 をお くりつ か はしな しど 

する 處に、 巳の 刻ば かりに、 小石 川の 傳 通院 表門 之 下 新 麿 匠 町 大^ 衆與 力の 宿所より 燒亡 出来れ り。 こ 

の If の ありさま を、 遠き 所より みる もの は、 しばし が 問 は 旋風に まき あぐる 土煙な りと いふ 者 も あり。 

又き の ふの 燒野 のきえ のこりた る 煙な りと いふ もの も ありて、 火事と はしかと 見さ だめす。 しかも 北風 

宵よりも 猶 はげしく ふきし かば、 時刻 を うつさす、 吉祥 寺の 舉寮院 々坊々 もえうつり、 車輪 ほどなく 炎 

くろけ ぶりの 中に 飛ち りて、 十町廿 町が 外に もえ わたる 事、 同時に 卄餘ケ 所な り、 しばし がっちに、 水 

戶屮納 一一 a 殿 さし もつ くりなら ベ 給 ひし、 大 なる 御 やかたに 火 か、 り、 焖と烟 とまきた て もえあがり、 大 

堀 をへ だて、、 本 鷹匠 町の 森の した、 飯 田 町 典 壽院の 御所、 左右 典 厩、 公の- g 御 殿、 巾の 丸、 御殿 守、 

二の丸、 三の 丸 を 初と して、 松 平加賀 守、 同じく ゆ 豆 守、 土 井遠， 江 守、 水 野 出 羽 守、 本 多內^ 、 酒 井^ 

の 守、 藤 堂大舉 頭、 小 笠 原 右近 大夫、 安藤 對馬 守、 土 屋民部 少輔、 井上 河- 2： 守、 酒 井雅樂 頭、 松 平和 朵 

守、 おなじく 五郞、 同 越 前 守、 これらの 御 やかた、 金銀 珠玉 を ちりばめて、 みがき 立た る大厦 高捣、 む 

ねとの 大名 十 五ケ所、 其 外兩 奉行の 御 番所、 中 川 半 左、 伊奈 半左衞 門、 天 野- A 郞 太夫、 御絀ェ 小^と も 

に ^ケ 所、 とき は 橋のう ち 合せて 二十 ケ所、 それより うちつ ビ きて、 鍛冶 ng の內、 むねとの 大身に は、 

細 川 越 中 守、 松 平 新 * 郞、 同く さがみ の 守 御 執事、 酒 井さぬ きの 守、 山 內土佐 守、 有 馬 屮務、 束： 後 

守、 戶田左 門、 蜂須賀 阿波 守、 森內 記、 京 極 主瞎 のかみ、 小 笠 原主牋 正、 吉良 わかさの 守、 保 科 ^比. 
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松 平 丹 波 守、 溝ロ屮 Mm 守、 新 ffi 越 前 守、 松 平但！ iT 守、 織 E いなばの かみ、 め 平 遠. 江 守、 E 出， や、 小 H 

伊勢 守、 織 田 丹 後 守、 杉原帶 刀、 松 平 能 登 守、 伊 丹藏 人、 久世 一一 一 Z 郞、 洒部 三十 郞、 同く 長 門 守、 毛 利 

市 三郞、 水 野下總 守， 山 名 、干： 殿、 米 津內藏 介、 前 田 右近、 出 野^ 助、 中根吉 兵衞、 近 藤 石 a 守、 同錄 K 

介、 日 根 野 織 部、 祌尾 宮內、 傳奏屋 形、 醫 師道 三に いたる 迄、 大名の 屋形 卄六ケ 所、 小名の 屋形 十七 ケ 

所、 伊達 遠 hi 守、 奥 平大膳 正、 完 E 河内 守、 大久 保加賀 守、 ^井 兵 部、 松 平 山城、 靑山大 膳、 九 鬼 やま 

との 守、 堀の みま さか、 おのく 救 寄^ 橋の 內九ケ 所、 南北 都合 七十 ニケ 所、 ^月：！： 比つ くり 並た る屋 

形の、 善つ くし 突つ くし、 みがき 立た る大厦 高墻の 槠數萬 M、 前後 十五 町、 一同に もえあがり、 黑 煙；. K を 

こがし、 炎 は 雲 を やき、 棟木 瓦の 崩れ 落る 昔お びた^し ともい ふば かりなし。 乾坤 これが ために かたぶ 

き、 山河 此 故にく つがへ すかと、 諸人 肝 をけ し 魂 を 失 ふ。 世界 さながら 猛火と なる。 た^これ 大の 三災 

1 時に おこりて、 國土 こと- く 幼 火の ために 燒ぅ もる かと ぞ おぼえし。 

申の 刻より 北風 西に なをり て、 いよく あらく 吹し かば、 これにて 焰を 吹きり て、 杠紫 山、 西の 丸 は 堅 

固に りけ る こそ あやう けれ。 御馬 場の 近邊 土手 を さか ひて、 やよう す 河岸へ とびうつり、 北 市 二十よ 

丁、 一面に なり、 町屋を さして 燒 出る。 これによ つて 中 橋、 京 橋の 町人 ども、 きの ふの 火亊 のま ださめ 

ざるに、 うち そへ て 又け ふの 大火 事、 これ は そ も 何事 ぞゃ、 只今 世界 は 滅却す るぞ やとい ふ 程 こそ 有け 

れ、 大きに 周章 さはぎ て、 昨日の 燒 跡への かむ とて、 中 橋 を 北へ と 志す もの も あり。 又 風下 を 心がけ、 

京ば し を 南へ と はしる 人 も ありて、 男女 家 も 町もう へ をした にもて かへ し、 かぢ 町と. おさき 町の もの ど 

も、 前後 ひとつに なりて^ 出つ、、 いやが 上に せき あ ひたり。 去年 霜月の 比より 今 H に 至る まで、 旣に 

八十 日ば かり 雨 一滴 も ふらで、 乾き 切た る 家のう へに、 火の^お ちか、 り、 はげしき 風に 吹た てられ 

て、 車輪の 如くなる 猛火 地に 迸り、 町中に ひき 出し、 火急 をの がれて、 つちす てた る 車 長 持 は、 辻 小路に 

つみあげ せき あ ひ、 人 さらに 心の ま、 にと ほりえす。 諸人 もみあ ひ、 こみあ ひひし めく 問に、 猛. X さき 
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へ もえ わたりし かば、 目の前に 京 橋より 中 橋に いたる まで、 叫 方の 榼 一度に どうと 燒 落る。 こ 、に 

おいて 火の 中に とりまかれ たる 諸人 一連に、 南に 行 北に 歸り、 ひがしに し を あがきめ ぐり、 獰を そろへ 

てお めき さけぶ、 すでに まぢかく せまりても えきたり ける とき、 あまりに 堪淤、 我人 を 互に 栩に なして 

火 をよ けんとす る屮 に、 まくれ か 、る 煙に むせび て、 ふしまろぶ もの も あり、 あるひ は に 火 も ゑ 付 

て 倒れ 惑 ふ。 せき あ ひお しあ ひける 中に、 煙に むせび 火に やかれて うちた を るれば、 その後なる もの ど 

も、 將棊 倒しの 如く 一同に 倒れ ころぶ。 共と へ 炎お ちか、 り、 煙渦卷 おめき 叫ぶ こ ゑ、 これ や この ぢご 

くの 罪人 どもの せ. うねつ 大 せう ねつの 焰 にこが され、 獄卒の 呵資 をう け、 けうく はん 大 けうく はんの 聲 

を あげて、 かなしみ さけぶ らん も、 かく やと おぼえて あはれ なり。 爱 にて やけ 死す るお、 およそ 二 萬 六 千 

餘人、 南北 三 丁、 東西 二 丁半に かさなり ふす^々 たる 死骸、 さらに あき 地 はな かりけ り。 ^財、 雜 具、 

太刀、 かたな、 金銀、 米錢 いくらと いふかす を しらす。 辻 小路に うちすて ふみ 付 やけ 失る。 哀れと いふ 

もお ろかな り。 

それより 南 は 新 橘、 木挽^、 朿は 材木 町、 水 谷 町へ 燒ゎ たり、 二 町 あまりの 川む かひ、 紀州 大納言、 尾 

張 大納^の 刚 御藏 屋敷より、 奥 平み まさかの 守に いたる まで、 大名の くらやしき 十六 ケ所 悉く^ 灰と な 

る。 栗に は 鐵砲津 へ 吹つ けて、 其 日の 酉の 刻ば かりに、 海邊 にて やけど まる。 あさく さ 川、 ふか 川より 

これまで、 惣 じて 六 里 あまりの 湊々 にて、 舟 どもの 燒る ことい く 萬そうと も數 しらす。 かくて やう，/.. 

燒 しづ まる かと 思しに、 申の 刻ば かりに、， y 城の 西、 麴町 五丁目の 在家よ り^に 火 もえ 出で、 松 平 出お 

守、 越後 守、 同く 但馬 守、 其 外 數十ケ 所、 さし も 奇麗 厳淨 なる 山 王 權現勸 請 之 地、 灭祌 の やしろに いた 

るまで、 忽に咸 陽 一朝の けぶりと なり、 い よ 西風 烈しく して、 東照權 現の 御 やしろ、 紅^ 山へ^ 火 

しきりに 吹 付し かば、 あやう かりけ る處 に、 權 現おう 護の 御 力 を や 添ら れ けん。 俄に 北風と なりて 吹き 

ければ、 西の 丸つ \ がな く 殘り ける こそめ でた けれ。 それより 南の かた、 大名 小路へ 燒と をる。 ^井： W 
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部 頭、 ト： 杉彈正 少輔、 毛 利 長 門 守、 伊達 陸 奥 守、 島津， 1 摩 守、 黑田 右衛門の すけ、 ^.ひ？ しなの k かみ、 

南部 山城 守、 眞田 3： 豆 守、 丹 羽 左 京、 相 馬 大 iT 京^ 刑 部 少輔、 松 平仆^ 守、 M^^.^> 戶澤^ 京、 水 

野 美 作 守、 水 谷^ 勢 守、 金 森 長 門 守、 松 倉^ 防 守、 土方 河内 守、 相 良 左 兵衞、 淺野 安藝 守、 同 

因幡 守、 仙 石 越 前 守、 龜 井能 登 守、 ^魃 大和 守、 松 平 左 京大 夫、 同大 和 守、 柳 生、 膳お、 淡^ 守、 

小 出 大和 守、 大田 原備前 守、 大關土 作 守、 鍋 島紀伊 守、 究竟 之 屋形^ 六ケ 所、 小名に は^ 松 又 叫郞、 高 

木 肥 前を始 として 都合 二十 餘ケ 所、 その外 御成 橋の 御門の 中 は、 一ヶ所 も淺ら すたち まちに 片時の 堙と 

なりに けり。 又 西の 丸の 下に 至りて、 安部 豊後 守、 堀 田 上野 守、 水野監 物、 松 平 外 記、 北 條出羽 守、 稻 

葉 美 濃 守、 大 くぼ 右京、 酒 井備後 守、 松 平 縫 殿、 同 若狹、 その外 一文字に さくら W の 町 屋に燒 うつり 

て、 すぐに 愛宕の 下 大名 小路へ うちつ e く、 まづ 大名に は 有馬藏 人、 大 村たん ごの 守、 秋 月 拔鬥 守、 い 

なば 能 登の かみ、 脇 ざ か淡路 守、 屮川內 膳、 島 津似馬 守、 一柳 監物、 木 下 伊賀 守、 山 崎 5. 斐守、 桢村出 

羽 守、 桑 山 修理、 靑木 甲斐 守、 分 部 左 京、 北 條荧濃 守、 松 平隱岐 守、 大島茂 兵衞、 小 H 大隅 守、 源 

十郎、 堀 三 右衛門、 佐く ま不 干、 內 脇 左 京、 能瀨小 十郞、 B 達 政 宗の中 尾し き、 毛 利な がとの 守の 下 や 

しき、 同吉 川み の \ 守の .Mlw を はじめと して、 大名 小名の やかた 八 卜 五ケ所、 1!1： 時に 燒く づれ たりと 

て、 樓 田の 火す でに 通り 町に もえ 出て、 海邊 にて 保 科 肥 後 守の 下 やしき、 ^這 陸 奥 守の 會 やしき、 脇坝 

淡路 守の 下 やしき、 又 そのほかに 芝の 濱 手に は 松 平 さがみ の 守、 齙 井能 登 守、 下屋 かたに いたる まで、 

之 上 都合 十八 ケ所、 增上 寺の 中に て は、 ^i; 權 現の 社頭、 ム I： 德院、 同く 御臺の 御廟、 同く 本堂、 綏鈸、 

鎵樓、 五重の塔 婆、 一ー； 門、 北の うら n: など はつ-が なく 相の これり。 され ども 所 化^:,:: 十ケ 寺、 おもて 

の^ 鬥、 祌 明の 本社、 祌樂 堂、 ごま 堂、 あやしの かすなら ぬ 禿 食に いたる まで、 その 夜の 丑の刻ば かり 

に、 みなこと-,:. \< 炎上せ り。 此 時分に は 風お だ やかに ゆるく 吹ければ、 うちけすならば たやす かるべ 

きに、 諸人た^ おどろき あはて、、 方 にに げちり て、 命 を 大^と かまへ たれば、 人^にな し。 かぜ は 
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ふ 力ね ども 火 は 心の ま、 にやけ ゆく 程に、 增上 寺より 南へ 十 一 町、 芝 ローニ 丁目 海て に 至りて、 火 はお 

のづ から 消に けり。 

本鄉 よりこれ まで、 その 道す でに 六十 餘町、 w 方十餘 里、 まさに ひろき 野原と なりて、 渺々 として ほと 

りなし。 そうじて 町中 五百餘 町、 大名 小路 五百餘 町、 大 みやう の やかた 五 百 餘.： 于、 小名お 所 六 fE 餘ケ 

所、 その外 汎々 の 輩 は あげて かぞ ふべ からす。 御城の 殿 守、 大手の 御 櫓 を はじめて、 外廓 淺 草の 兑 付、 

祌田 のま すがたに いたる まで、 矢 ぐらの 數三十 餘箇、 又 n 本 橋 を はじめと して、 ；：： i 戶 中に ありと あら ゆ 

る 橋々 六十 ケ所、 このうち 淺草 橋と 一石 橋、 了ソ 橋、 すな はち もと 後藤 源 左衞鬥 とい ふ もの ばか 

り、 .y 戶 巾の 名 殘に只 ひとつ 燒 のこる。 土 藏の數 九千餘 庫、 その 中に 燒 のこりた る は 卜 分が 一 もこれ な 

し。 代々 の 重寶、 家々 の記錄 も、 このと きに あたりて うせぬ らん。 次に 堂 社に は、 ； tra 明祌、 山^ 檣 

現、 n<ji の 社、 祌 明の 本宮、 誓願 寺、 知 足陀、 日輪 寺、 K 東兩 本願 寺、 本 誓 寺、 藥師 寺、 願敎 

寺、 唯 念 寺、 地 藏院、 震 岩 寺、 報恩 寺、 朗焱 寺、 ^久^、 信經 寺、 常 蓮 寺、 增上 寺の 所 化 寮、 開养 寺、 

海 安寺、 常德 寺、 圓 應院、 その外の 寺院 三百： A 十 餘宇、 皆 こと^. \. く燒 ほろびたり。 昨 z; 十八 n の 姿よ 

り燒 おこり、 十九 R の あけぼの 廿 曰の 辰の刻 迄、 ^夜 叫 = の 大火 事に、 おびた^しき 旋風 ふきて、 ^火 

さかりに なり、 十 町卄町 をへ だて i 飛 こみ/ >\ もえあがり ける ほどに、 前後 さらに わき まへ なく、  人 

にげ 惑 ひて ほのほに こがされ 煙に むせび、 又は 大名 小名の 家々 に、 曰 ごろと しごろ ひさう して 立 飼れ ける 

馬 どもい くらと いふかす しらす、 家々 に.^ か k れば すべき かたなく、 綱 をき りて 追 はなし/^ せられし か 

ば、 此馬 ども、 人と 大 とに 驚ろ き、 逸 散に かけ 出し、 あまた むらがり たる 人の 中に かけこみ、 行つ まり 

て、 人と 馬と おしあ ひもみ あ ひければ、 これに ふみころ され、 うちた をされ、 火に やかれ、 炳に むせ 

び、 あそこ 玆の堀 溝に、 百 人 二百 人ば かり づ、 死に 倒れて なしと いふ 所 もな し。 火 しづ まりての ち、 つ 

ぶ さに しるし 付 たれば、 およそ 十 萬 二 千^ 餘 人と ぞ かきたり ける。 一る ゐ けんぞくの ある もの は、 ^ね 
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もとめて 寺に をく りし も あり、 大 かたは いかなる 人、 いづく の ものと もた しかなら す、 か はり はてた る 

有梂、 それと さだかに しる 事な し。 やがて このし がい をば 河原の ものに 仰 付ら れ、 むさし と下總 との さ 

かひなる 牛 11? とい ふところに、 舟に て はこびつ か はし、 六十 問叫 方に ほり うづみ、 あたらしく； 豕をっ 

き、 增上 寺より 寺 を すな はち 諸宗 山無緣 寺囘香 院と號 し、 五 七日より 前に、 諝 寺の 佾衆 あつまり、 

千 部の 經を讀 誦して、 魂 をと ぶら ひ、 不斷 念佛の 道場と なされけ る こそ 有が たけれ。 戶 中の 老若 ER 女 袖 

を つらねて 参詣し、 聲 うちあげて もろともに、 念佛 巾て ゑ かう する こそた うと けれ。 

あるひ は老 たる 祖母お うぢに 生の こりて、 わかくさ かんなる 孫子 を 失 ひ、 或は 女房た^ 獨り殘 りて、 子 

ども や 夫に はなれた る も あり。 すべて 一家のう ちに は、 五 人 三人 又は 十 人 あまり もむな しくな りて、 つ 

れなく 只 一人 二人 生淺 りて なげきかなしむ といへ ども、 さすがに 身 を もす てられねば、 血の 淚を ながし 

て 泣より 外の ことなし。 家々 はの こらす やけて、 . 江 戶中 ひろき 野原と なりて、 とりかこ ふべき 竹の 往、 

すげ こもだに なければ、 燒 土の 上に うづく まり、 晝は せめても の 音に まぎれよ かし、 夜に 入れば 何とな 

くもの すさまじく 思 ひめ ぐらせば、 かなしき とも つらき とも、 ことばに はの ベが たし。 親に を くれ、、 夫 

に はなれ、 子 をう しな ひ、 妻 を ころして、 かなし さの あまりに、 五輪 卒都婆 を かひ もとめて、 囘香院 につ 

か はし、 無綠 塚の 上に 立る。 ある 人 一家に 十 人 あまりう しな ひて、 其爲に そとば をト本 もとめけ るが、 

-此 へ 今 一 本 を 添て 給 はれと いふ。 賫手 聞て いふ やう は、 五 りん そとばな ど 巾 もの は、 餘 けいお ほく は 

せぬ^な り。 何の 爲に 一本 を 添よ とは宣 ふといへば、 此 人 答て 申さる &は、 親類のう ちに 燒毒 をして い 

たむ もの あり、 もし 死たら ば、 それに もた て& とらせん ためなりと こたへ けり。 いにしへ- -ハ輪 を 添よ と 

せし はなしの 有て、 ±1 の 笑 種と なれり。 時に とって は、 かやう のこと も 有け る もの かな、 あまたの 死 

かばね を ひとつ 穴に うづ まれし 事 なれば、 我 親類 は そこ もとに t.; れ たりと は^らね ども、 贲て かなし さ 

の あまりに は、 思々 に 五輪 卒都婆 を 塚の 上に 立なら ベて、 聖 懑頓證 念^の ためと ゑ かう して、 花 を さし 
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水 をく みて 跡 をと ぶら ひ、 なく，.， 念佛 申 す ありさま、 G ^きくに つきあ はれな り。 

去年の 十 一 月より 當年 正月に 及ぶ まで、 U でり して、 靑天 さやかに 黄朵も 乾きて、 今月の 卄 w! まで 雨 一 滴 

も ふら ざり しに、 廿  一口に 大雪 俄に ふりつみ て、 あらし はげしく、 寒き 事い ふば かりなし。 か、 る ほど 

に、 .y 戶 中には 米と いふ もの 一 粒 もな く、 三日が あ ひだ 大 飢饉して、 共 上 竹 木なければ 假屋を も はらす、 

大 かた 皆 雪 霜に ひらうて にう たれて、 寒さ はさむ し、 飢 凍て、 老少 女お ほく 死け り。 一 業 所感の ゐんぐ 

は、 人 ども 死すべき ときの さだまり けん、 火 をの がれて は 水に 溺れ、 飢て 死に 凍て 死す。 いづれ^ はた 

すから す、 無慙 とい ふ もお ろかな り。 しかる 處に、 御城の 西の方 山の手す ぢ、 ゎづ かに Q こりし 大名 小 

名より して、 思々 にある ひ は 日本 橋、 或は 京 橋、 方々 にお ゐて かり 尾 をた て、 奉行 を 添ら れ、 粥 を 煮て 

うへ たる 者に 施行 せらる。 又 御城 中より は、 內藤帶 刀、 松 浦 ひぜん、 岩 木^よ、 これらの 人々 を 御 奉行 

として、 御成 橋、 新ば し、 日本 嵇、 筋 かひば し、 增上寺 前に かり 屋を たて、 かゆ を 煮させて 凯入^ 尺に 

施行し 給 ふに、， 江戶 中の 老 にやく 男女 あつまりて 給 はる 。もとより うけて 喰 ふべき いれもの もなければ、 

燒 われた る 茶わんの かけ、 瓦の われに てうけ て 食す。 それに も 及ばす、 あまりに 寒く 飢た るかな しさ 

に、 直に 手に てうく る も あり、 共 諸人の あり 樣、 或は 頭の かみ かた 顔な かば やけて こげた る も あり。 或 

は 小袖の 前後す そまで もえたる を もみけして、 やう^-肩 にかけ、 手足の やけ 損じた る も 有、 妻子 孫子 

に^れて、 泣々 あつまる 人 も 有、 昔年 はさし も 富貴 榮 花なる 人、 一 跡 失 ひつ、、 手と 身と になり、 命 

許り をた すかり て、 寒さの ま k に耻を 忘れた る わかき 女房なん ども 多く 柒 りて、 小鉢の 破に かゆ をう け 

て、 泪と共 にく ふ も あり。 あはれ なりけ る ありさま なり。 

さて 二月の 中 ごろ-に は、 城外の 在々 に は、 それ， -に 小屋 を 立て 商寶 を. S となむ。 、江戶 中の やけ 出され 

は、 諸緣 にした が ひて 入 こみし かば、 ^；賤 の 出入し げく、 さ しもにぎ は ひて み ゆ。 三月の 比に は、 とか 

く才覺 をめ ぐらし、 町屋 ども かたの 如くの 柴の庵 を 結び、 雨風 を ふせぎし は、 その かみに ひき かへ て、 
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いとに 物 あはれ なり。 まことに 治世^ 民の 政道た 5- しき 御 事 なれば かたじけなくも 公方より 銀 r  ； 萬 

貫 En を g '人に くだし 給 はり。 これにて 家 造し、 もとの 如く 商袞 すべし と 仰 下さる。 御 町奉行 祌 7 倘前、 

石 谷 將監兩 人 承り、 江 戶中叫 百 町、 械 外の 邊町 W 餘 町の 町人 を めしよせて 相 波 さる。 そのと しの 九、— パ 

に は 土木の 功な りて、 町並 一 様に 六 萬 間、 楝 をなら ベ 軒 を そろへ て奇遐 にたて 侍り。 もとの 大地 は ひろ 

さ 六 間 なれば 往來 せば しとて、 今 は ひろさ 十^な り。 これによ つて 車馬 道に と^まらす、 人の ゆきか ひ 

やすらか なり。 又し ろかね 町より 柳 原まで 町屋 一 と をり のけられ、 高さ 二 丈 w 尺に、 石 を 以て 東西 ト町 

あまりに 土手 をつ かせら る。 曰 本 橋の みなみ 萬 町より 市までの 町屋 をと りの け、 髙さ wgl に 川 はた. 

に そふて 北 をう け、 東西 二 町 半に た、 み 上らる。 又 日本 橋より 京 橋まで 八 町の 問に、 町屋 一二 ケ所 をと り 

のけて、 會所 〔割 註〕 廣 小路の こと。」 三十 間づ、 に ひろく なれり。 ^は 町 IT; 餘り にせき あ ひ、 IS 人い やが 

うへ に 入 こみ、 や i も すれば 失火 を 出し、 人 もの を そこな ふ專 度々 に 及ぶ 故、 土手 をつ きたらば、 .江戶 

中の もの、 いかなる 事 ありと も 退 足た やすき ためにとの 鉀事 なや。 扨.^ のとり のけられし 五ケ所の 町人 

おに は、 引 料と して 家 一家に 付^ 子 七十 兩宛 給、 かへ 地に そへ て 下されけ り。 又 その 年の くれに は、 燒 

たま ひしゃ かた/ \ の 大名 小名への こらす 黄金 を 恩賜 有け り。 ト： は 公侯より 下 は：^ 問に 至る 迄、 あまね 

き 君の 御 めぐみに、 ほどなく もとの 如く..； d 戶中 治り 繁 して、 高 家 貴人 は禮^ 厚く、 あやしの 庶^ も 財 

產の 利に 飽て、 めでたく さか ふる 事 日々 に 百倍せ り。 

樂齋房 申 やう、 いかに 粕 物う り どのき、 給へ、 それがし 十八 日の 火事に は、 親類 家中 鍵；^ なりし かば、 

めでたき ことなり とて、 酒 さかな 買 求め、 十九 日の あしたに 祝^して、 數献 のみけ る 酒に 醉 ふし、 前後 

さらに しら ざり しに。 又 火事よ とい ふに、 妻子 ども 我 をい かにと かすべき とて、 車 長 もちに 1； 入 をお 

ろして 引出し、 芝 口に うちすてたり。 ぬす 人 ども あつまり、 鎖 をね ぢ きり 長 持 をう ちわる のね 耳に 入 

て、 目 を さまし、 あたり を さぐり ま はせば、 W 方 は 板な り。 そばに はかた な 一 腰 小袖な ども 乎に さはれ 
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り。 それがし おも ふやう、 我 は 死に 侍 り、 柁に 入て 野逡に 送りたり。 ごくそつ 共が 苛责 せんとて、 かや 

うに 棺を うち 破るな り。 此 かたなに て 一 まづ ふせぎて 兒ば やと 思 ひ、 引 ぬきてお どり 出 たれば、 盗人 ど 

も はき も をけ して^ち りけ り。 さて 立 あがりて みれば、 あたり はくら やみに て、 遙の柬 はばう^ \ とも 

えて、 人のお めき さけぶ 聲の きこえし を 心に 思 様、 あそこ はさ だめて 無 間 ぢ ごくなる べし、 罪 入 どもの 

猛火に こがされ、 ごく 卒共 にかし やくせら る、 音 やらん、 あらお そろし、 いかにもして 極樂 のみちに ゆ 

かば やとお も ひて 行ければ、 馬 どもお ほく はなれて かけ 來る。 さて はこ、 もとは 丧 生^の あたりな るべ 

しと 思 ひて、 猶 たどり 行に、 燒 出されの 女 わら は、 老 たる 者 ども、 人の 肩に か &り引 立ら れて來 る をみ 

て は、 是は 只今むな しくな りけ るざい にん を、 しゃばせ かいより ごくそつ 共の つれて 來る にて ぞ あるら 

んと、 心に 心 を まよ はされ、 くらき 方に 行ける が、 芝 口に 出つ V 十 王 堂の 體を みれば、 ^明かす かに か 

&げ、 ゑん ま 大王 俱生 神なら びた まへ り。 それがし はしゃば にあり し 時に、 人 わろ かれと も存ぜ す、 人 

の もの はぬ すみた る こ ともなし、 折々 念 佛は申 侍り、 定て 罪科 も かろく 侍らん に、 極樂に 送りて 袷 はれ 

とい ふに、 もとより 木像の 焰魔 大王 なれば、 とかくの 返事 もな し。 いかなる 目に か あ ふべき と、 おそろ 

しさに そ こ を はしり 出て、 かなた こなたと する 處に、 かねの 音念佛 の^ 聞へ けり。 ^ぞ 西方 極樂 のト； 品 

上 生なる べしと 思 ひ、 ちかく 立より て 門 を 叩けば、 內 より 何も のぞと いふ、 娑婆の 往生 人に て はべり。 爱 

を あけさせ 給へ、 く はんおん せいし 殿、 はやく 百寳 しゃう ごんの 蓮のう てな の 上に のぼらん とい ふに、 

內 より 大きに わら ひどよ めき、 火事に うろた へて 氣 のちが ひたる もの-来れる ぞ やとい ふ。 力なく 其 所 

を 行す ぐる ほどに、 夜 は ほの-.^ と あけに けり。 か、 ると ころに、 大名が たの 燒 やしきに て、 かゆ を 煮 

させて 施行し 給 ふ を みれば、 諸人 あつまり 手 を さし 出して、 これ を うけてく らふす がた、 いづれ も 物 か 

なしく あさまし かりければ、 爱は さだめて 餓鬼道なる べしと 思 ひ、 又 かたはら を みれば、 もの をと りて 

にぐ る 盜人を 追 かけて、 只 一 うちにき りた をす をみ て は、 修羅道 かと 思 ひ、 念佛 中て 休み ゐ たれば、 し 
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れる友 だち 來り、 是 はいかに とい ふ、 こ、 にて ゆめ 覺 つ、.， はづ かしき ことかぎ りなし。 一門 妻子 家 も 

寶も皆 ほろぼし 、かば、 これ を ぼだいの えんと なし、 すぐに かみそり 衣 をす みに 染て、 これまで さまよ ひ 

のぼりし なり。 我 生ながら 六道 を めぐりた りと 覺へ 侍り。 今 は屮々 世 を わたる 物う さに くらぶれ * は、 生 

怫 になり たり。 心に まかせて 行た きかたに 行つ、、 今す こしの 命 をた のしみ はべり。 佛種 じう 緣 起と 佛 

のとき 給へ り。 火事に あ ふて 一 跡せ た をれ し は、 ものうき 事な から、 菩提の 緣 となる からに は、 よき 善 

知識に て はべらす やとい ふ。 こま 物賫 かさねてい ふやう、 まことに か、 る 一大事 こそ、 ためし もまれな 

る 思 ひがけぬ 事に は、 必心 うろた へて かやう の を こが ましき こと も ある ものな り。 さの みに 耻 とお ぼす 

ベから す。 さていに しへ も、 かやう に 人の 大勢 一 同に 死した るた めし も ありけ るかと いふ。 樂齋 こた へ 

ていはく、 むかしのこと をった へきく に、 もろこしに は宋 の仁宗 皇帝の 御 宇景 祐四年 十二月に、 おびた 

e しき 大地震 ありて、 民の 家々 を ゆりた をす。 これにお されて 死す る もの 一 一 萬 一 一千 三 百 人、 疵を かう 

ぶり 中 死 半生に なり、 あるひ は 一生の 片 _1 になり ける もの、 國 中に 五 千 六 百 人と しるせり。 その、 ち 又 

大 元の 世宗 皇帝の 御宇 祥與卄 七 年 八月に、 又 大地し きりに 動いて、 山く づれて は 谷 を埋 み、 大木 倒れて 

は 川 をせ き、 地 はさけ わかれて F より 泥 をお しあげ、 くろけ ぶり 天に まひ あがりて、 國 巾に 人の 死す る 

寨 七千餘 人と しるせり。 同く 宗の 成宗 皇帝の 御世 大德 十华 八月に、 大地震 ありて 五 千餘人 死せ り。 おな 

じく^ 宗 皇帝の 御世 至 令 三年 六月に、 洪水み なぎり きたりて、 官舍 民家 をお し 流す 事 二 萬 一千 八 百廿九 

軒な り。 これに おぼれて 死す る もの 數を しらすと しるせり。 そのほか 飢きん、 洪水、 兵火に て、 人民 死亡び 

ける ことたび く 多し とみえ たれ ども、 このたびの 火難の 人數に 及ばす。 又 日 木に て は 人皇^ 十代 崇祌 

IK 皇の 御宇 即位 だ^に あたって、 人の 死す る 事 天 下半に すぎたり といへ ども、 これ は 疫癘の 流行し によ 

りて なり。 中 ごろ 平家 世 をと りて ほし ゐま、 に 奢りけ るが、 南都の 大衆 平家 をに くみて 調伏す ると 聞 

て、 治 承 叫 年 十二  H: 廿 八日、 本 三位の 屮 將重衡 一一： 萬餘騎 にて 南都に をし よせ、 般若 坂の 在家より 火 を か 
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けて せめければ、 七大 寺の 大衆け ぶりに むせび て ふせぎ かねて、 落 ゆく 乾の 風 烈しく ふきて. 黑烟 すで 

に大佛 殿に もえつきたり。 此大佛 殿の， 上に は、 橋 を かまへ て、 兒 わら は 尼法師い くらと いふ こ ともなく 

あがりて かく れゐた ると ころに、 猛火す でに 堂に もえつきし かば、 われ を とらじと をり くだる St に、 梯 

を ふみおり て 下になる もの は をし ころされ、 上なる もの は 高き 天井より 落 かさなり けり。 1K 井のお くに 

ありけ る ものと は、 何 を とらへ て 何 を ふまへ て か 下りく だり はべらん。 あやしの 小 ならば こそ、 下よ 

り 抱きお ろし 足 を とら へても ひきおろすべき。 さし も cn 木^ 一  の大 伽らん なれば、 十 丈に あまりし 梁の 

上な り。 今更た すかるべき 手 だてな し。 あまりの かなし さに、 とびお つる もの は微骐 にく だけて 死にけ 

り。 火の もえ 近づく にしたがって、 おめき さけぶ こ ゑ； K 地に ひぐ き、 やう やく 煙に むせび て ふしまろ 

び、 かしらの かみ 身の 衣に 火 もえつき、 その あ ひだに 佛 でんの 火 どっと もえたちて やけく づれ、 佛と共 

に 灰と なりけ りと いへ り。 その後 北條 +の貞 時、 天下の 權を とりし 永 仁 元年 N 月に、 俄に 大地^して 家 

々ゆりた をす。 或は 長 押に をされ、 ^に をされ、 襲の 石に て 頭 を 打く だかる。 すべて^へ 5 屮に 死す る も 

の ー萬餘 人、 その外 手足 をう ちそん じ、 耳鼻 をう ちかき て 半死半生 になり、 永き かたわと なる もの かす 

を しらすと しるせり。 近き ころ 正 保 二 年に は、 尾 州 濃 州に 洪水 ありて、 兩國 一面に 海の 如く、  ^く づれ 

家 流れて 人 多く 死したり と 聞し かど、 此 たびの 炎上に 數萬 人の やけ 死た る 藜、 前代 朱^の ポ なり。 いつ 

のころ にゃあり けん。 さ^れ 石の 岩 ほと なりて、 二ば の 松の 生 そ ひて など-い へる 小歌の はやりて うた 

ひける をり に は、 上 も 下 もめで たくお もしろ かりけ る もの を * 何もの、 つたへ てはじめたり けん。 この 

ごろ 北國の 下部の 米つ きうた とか や、 柴桓 とい ふ 事 世に はやりて、 ^々の^ 合^の 咴 にても、 第一 の 見 

ものと なり、 いやしげ にむ くつけ き あら をの このま かり 出、 くろく きたなき 肌 をぬ ぎ、 え もい はぬ つらつ 

きして、 目 を 見出し 口 を ゆがめ、 肩 をう ち 胸 をた」 き、 ひたすら 身 を もむ こと 狂人の ごとし。 おに 左に ね 

ぢか へり、 あ ふの きうつぶ き あがきけ る を、 座中 聲を たすけ 手 を 打て、 もろともに 興ぜられし をみ る 人 さ 
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へう とましく、 片 はらいた かりし が、 はたして 諸家と もに 皆 柴垣と なり、 大 かたは もはや 此 町に はす ま 

れ 申さぬ も あり。 ^にや かれての がる、 かたなく、 柴垣う ち/^ 菜け るに ぞ、 謳歌の こと も 思 ひ あはせ 

らる 》 と、 眉 を ひそめ、 はなばしら をし V めて つぶやく 人 も ありけ り。 かやう の 事 も 時節 到来の ことわり 

なれば、 今更お どろくべき ことならね ども、 時に 行 あたって^ 人 迷惑せ しぞ かし。 され ども 前に かたる 

如く、 君の 御 めぐみの いと も かしこく おはします ゆへ に、 ：d 戶屮 二た ぴ榮 にぎ は ひて、 國も ゆたかに な 

びく 世の なほお さまれ るた めしとて、 松に 小 松のお ひそ ひて、 えだ もさ かゆる わかみどり、 仰ぐ にあ か 

ぬ 御世 ぞ 久しき、 とい ふ 歌に 立 かへ り 侍り。 今 はこれ までな り。 いとま 申と て、 鳥 井の かた を 南に むか 

ひて 行け り。 


むさし あぶみ 終 


南 一 

向 一 

話 


南 向 茶話 

酒 井 忠昌著 

ある n 例の ごとく、  二 11 一の 友參 りつ どひ、 古今の 談に、 或 人 II て 曰、 抑 當御地 を. 江戸と 猇し候 事、 . 

何れ を 指して 申 候 哉。 

答 曰、 仰の ごとく、 近代 當所 名跡 等 を 記し 候 書 も 數多相 兑へ候 得 共、 .y 戶の號 の^ 谜 ならす お。 憑が 管 

見 仕 候に、 山中 氏 被-, 相 記， 候、 屮古冶 亂記拾 五卷. y 戶城草 創の 條^. 其 略に、 扇 谷 上 杉 修理 大夫定 政の 老 

臣を太 田 備中守 資淸入 逍道眞 と 云。 武 州都^ 郡 太 W 鄉の 地頭な り、 共 嫡男 鶴 千代 丸と： .ム。 成 良の 後、 太 

田 源六資 持と 號す。 後に 受^して 住-一 備中 守？ 改- ー資. 长？ 剃髮 して 道 潘と稱 す。 當 御城 を^..^:: 小に 普^ 

初め 繩 張して、 長祿 元年 z 月 迄僅兩 年の 內に、 巧 匠の 功 成就し ける。 都^ 山の 忖萬里 和， ：r み^を 引て 

是地 をみ たる 詩に 云、 窓 含-, 西嶺 千秋 雪？ 門 繋 吳萬 维； 船？ 又 五山より 被レ 贈た る 詩 の- e: に、 :「： n  ？、 

高不 レ^レ 攀、 我 公 豪 氣屮ニ 東關？ 三 州 富 士天逯 雪、 快作靑 油 幕下 山、 と 云々。 右の 詩の 句に も、 ：a 戶城と 

有て^ 號 なし。 然れば 逍^ 城 築の 時に、 其 地名に 依て 直に 名 付た る 成べ し。 旣に鎌 食將 軍の 時代より、 

江 戶 と云稱 號の士 あり。 此八 平氏 類 葉より して、 武藏の 士と稱 すれば、 江 戶と云 地名 共 所有べ し。 S 案 

に、 .y 戶と. 5. は、 江に 望める 意なる べし。 仰當 御城： 大正 年中 御入國 以^、 今の 雉子 橘の 外よ. リ 北の方 

大沼 にて、 こ X より 西の方 もちの 木 坂まで 入， y にて 有レ 之. e 、小川 町も寬 永年 中外 廓 無レ之 以前 は、 牛 込よ 

りの 流 は どん ど 橋の 向へ、 す：；， 一ぐ にもち の 木の 方へ 流れ 行、 又 小石 川の 流 は、 今の 土手！  二 崎稻^ の S よ 

り、 一ツ橋の 御堀の 川へ 流行 候 山な り。 然ば 只今 御城 内 古へ より. 江 戶と名 付る 所なる べし、 總名 とな 
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候ィ 

りし 事 は、 其 頃近邊 の极狨 たるに よりて なり。 類 を 以て 考 るに、 攝州大 坂 も 元は 石山 城と 云。 享祿 万り 

本願 寺 證如ト ：人始 て所レ 築な り。 御城 內 雁木 坂、 本は大 坂と 號 する 故に、 城を大 坂と 名 付ら れて 後、 總 

名と なれり と 云も此 類なる べし。 右 遒^. 兀 より 禪法を 尊敬し ける 故に、 城內に 於て 一宇の 庵室 を 建ら 

れ、 旅僧の やどりと す。 其 草庵の 邊に井 を 掘け るに、 土屮 より 吉祥と 彫け る 鐵印を 掘 出せり。 故に 其^ 

を 直に 古 祥^と 名 付ら れけ ると 承り 傳 へ 睽也。 

又 問 曰、 其 吉祥 庵、 御 入 國以來 いづれ の 地に 移され 候 哉。 

答 曰、 吉祥 庵の 地 は、 大道 寺 氏 友 山 記せし 落穗柒 に は、 只今の 二の 御丸逯 に 相 はへ 候。 愚案に、 内 櫻 出 

御門 を 只今 俗に 桔梗の 御門と 呼 候へ ども、 古き 御城の^ を 相^ 候 書に、 吉祥 御門と 記し 有 レ之候 を、 先た 牛 

昆及 候。 共 上 右 草庵 は旅佾 招請の 爲 として 建た る 故にて、 今の 内樱 田の 邊 にても^ 半歟。 扨 吉祥 庵 は、 

御 入 國以來 小石 川 水道 橋の 北の方へ 移され、 吉祥 寺と 號す。 依て 古. 江戶繪 11 に は、 此橋を 吉祥 寺 橋と 相 

記し 候。 共 後明 曆年中 大火 災の 時節、 水戶^ 館、 元は 竹 橋 御門の 内より 此 地被レ 移睽に 付、 吉祥 寺は乂 

々今の 駒 込へ 移り 候 由、 右 由緒に 付、 道 濯 城 築の 刻、 都 五山より 贈り 候 詩文. y 亭^ も、 此 寺に 相 傅り、 

右に 記し^ 掘 出した る 鐵印も 相傳候 由、 江 戶咄と 申 書に も、 江亭 ぉを此 寺に て 一 覽致候 山 相 見へ 申 候。 

錄な 志に、 荏 柄灭祌 の！： 寳に 江亭記 有レ之 候 は、 子細 有レ 之傳寫 して 相納候 事と 被レ存 候、 巾緖承 度傻に 

は、。 右 吉祥 寺の 一 件 は、 吉祥 寺に 申傳 へたる 趣に て、 方丈の 物語な り。 

HI 曰、 只今の 田 安の^ は 如何、 御 聞 傳へも 候 哉。 

答 曰、 今の 田 安 御門の 內外、 天 正 年中、 御 入 國の刻 は、 皆々 田畑 民家に て 候 由、 其 後 右の 民家 共 を、 n, 、今 

の 牛 込 寺 町^: 銀町邊 へ 被レ移 候、 其 子孫、 予 若年の" 頃 迄に は 問々 有レ之 候て 物^ 候な り。 然 ども 此 地面 ffl 

^と 巾 候 哉、 其^ 不レ锆 候 。予 先年 相 州 箱 根 早 雲 寺に て、 北條^ の 古き 分 ^帳 を 一 覽仕候 ひし、 共 屮 にも 

W 安の^ a へす。 上 平 川 村 下 平 川 村 許り 有レ之 候へば、 右の 平 川 村の 中 にても 候^。 其 以來田 安 御鬥內 


は： 大樹 院の^ 居 館と なり、 田 ^御 E: は./、^ 院 の御附 人より^^ 被レ致 候. E 、共 r 孫の f  な， . 今の^ 

の稻 荷と 巾 は、 天 樹院の 御 庭の 内に 御 iJ!?? の^ 荷に て、 後に 扇の 稻 荷と 號し睽 ける となり。 また 雉子 橘 

御門 內外も 民.：^ にて^ 處、 御 入 國以來 召 卜- られ、 只今の 牛 込^ 徒 町の 邊 へ 被- 寬. 水^ 中小 3 向 田 

畑 築 候 以^、 义此 地へ 移され 候 山に て、 改 R 町-た！ g すろ なり。 

問 II、 田 {.V 个 川の 邊其 おを^たり。 吹 h と 稱し候 W 如何 御閱傳 之^ 有レ之 ^化。 

荅 zr 吹 上の^ 曾て 昆當り 不レ巾 候。 しかれ ども 落 穂^に、 御 人 國御草 剖の 刻の^ 悉く 相昆 へ 申 候^、 

實說 たるべく^。 樱田邊  一 M の. •：：；• 沼に て、 足 入 之 地な ろ^、 樱川 とて 川 流 も 有レ之 候. E、 左唉 は^ 愚案， 

此所 江河に 望める^き 地 なれば 吹ト * と猇 する なるべし。 駿州 富士川 邊吹 上、 武州荒 川邊吹 上、 いづれ も 

川に 望める 地な り。 又 小石 川 氷 川 W 神^の， M も、 舊名は 吹 上と 號 する も、 に 望める 地な り。 此所 

只今 は 俗に 阿房^ 町 と猇す るな り。 

問 曰、 桥 町の 名目 壹 より 六 迄 有 レ之候 事、 山來も 有レ之 候 哉？ 

答 曰、 此 地に 數代居 住せし 古老の 物語に、 御入國 の始、 糜ドの 士に此 地 を F ユれ候 刻、 .べ 組に 分て 勤； H 

致され 候 故に、 S より 六 迄の 名：：： ありて、 前後 入 込 候 巾、 -ん番 町と 屮所 は、 R 今 少許殘 り 候 は、 糚 町の 

內 へ 入. なり。 又 彼 老人の 物語に、 六^ 町の 方へ 市ケ谷 御門よ リ 上る 坂 を 三年 坂と 呼び 候 事、 寛 永 

十三 年 外廓 出来の 刻、 新に 開ける 坂 故に 云 繭と： VT 々。是 に 付て 思 ふに、 牛 込 神樂 坂より 北へ 築 土へ 出ろ 小 

坂 を も 三年 坂と 號 する も 同意なる べし。 京都 炎 山 水 觀昔鬥 前より 橫へ 北へ 下る 坂 を もコ 一年 坂と？ -る 

南 は、 淸水は 大同 二^に 草创、 パ^-に 此坂を ける 故に 云爾と、 舊 記に^ レ 之と 同 曰の^ なる ベ し。 乂 

向 麵町は 坂 は、 ー兀 は芝靑 松 寺の^ 地に て、 此寺^ 松 屮斐と 云 人の 草創 成 由、 此听當 時 玉虫の 壁 数に 其 跡 あ 

茶 り。 故に E. 斐 坂と 云よ し。 

話  問 曰、 芝邊" i 川筋 之^に 聞 及 もお はれけ る 事も^^、 承 度 候。 
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答 E、 芝 澄の^； 5住 不レ仕 候故閒 傅へ^ に 候。 芝の^、 近 S. 東海 子 平 維章と 申 じの 編集せ し 不問 談と云 

向 る^に 一： ム 、 ..a P ^波 を 芝 と； -S 、は 誤りな り。 足 利- 冢の 管領に 斯波 氏 あり o 〔割 註 〕 ド文不，ー相瓧？」依て考るに、 

茶 昔時 斯波 氏の W ^せし にや、 又 品 川の. 號、 ^古老の 物お に、 冗 下 無 川と 書り。 子^ は 此所川 海岸に 近 

0  く、 川 に 海に 入ろ 故な りと、 此說 g| なら. f ^候に、 近頃 俳諧 人！！ 嗞德. 兀、 寛. 水 パゃ冬 京都より 關東 

下 {!: の 紀行の- 2： に 云、 かの 川、 此 町の 中の 橋の か k れる川 あり、 水上の なき m なれば とて、 上 無 川と 號 

す。 かむ 川なる を、 かの 川と は 巾と かや。 (下略) 今 云祌奈 川^の 専 なれば、 冇之 說是に 似たり。 芝の 內 

三 m， のお、 風土記に は 袢^ 郡の 內に 有レ 之て、 御 S? 鄕、 或は 簑 多と ffl^ す。 古代 渡邊！ ii、 充、 綱、 一一； 

代 共に 此 所に ぽ 住せられ ける よし、 此 あたりに 綱 坂と 云 所有て、 松 平 肥 後 守 下屋敷 內に、 綱が 出生の 

節、 ^^の 井と て冇レ 之 出 承 及^。 當 所の 八幡 はト： 古より 有レ之 候^、 風土記に も所レ 祭應祌 1K 皇 なりと 

記す。 ^乎 it:; 亂に、 -パ 孫^ 經^、 も此 地へ W 巾より 出張 ありて、 麻布 一本松 は^ 舊地 なりと 中傳 へ た 

り。 經^、 の府屮 御^ 忭の地 は、 只今 六 孫王經 ^寺と. E. 候よ し、 予彼 寺に * 个レ 至尊ね 問^ 候。 

^H、 诗山赤 坂 邊の儀 は 如何 承 度 候。 

答 曰、 ぶ 坂の 號、 風土記に も袢原 郡に^ レ之。 小- バ； 大神 所レ祭 大已贵 與- 小ノ彥 名？ 園韓祌 也、 號-- 小 六 _ 者。 

以-ー 古！： ウ故岡 之 名 也と あれば^ 地 たるべし。 愚考に、 赤 坂の 號、 赤土の 地 なれば 稱す るなる べし。 濃 州 

赤 坂 も 後に 出 ありて、 山の 土 赤き 事 朱の ごとし。 三 州 * 坂 も 山中 赤土の 處 なり。 靑山 號25 ならす。 ある 

說に、 此地详 山 氏の 岸. 敷有レ 之、 ft 地名と すと 云へ り。 此靑 山の 末に 恩 田と 號 する 所有。 先年 恩 田と 稱 

號 しけろ ん に參會 致し 候。 共 人の 物語に、 先祖 近. 江 源氏 佐々 木の 末流に て、 此 地に 居住して 恩 田 を稱號 

し、 北條^ へ 數代仕 へられし といへば、 もとは 恩 田 なれ ども、 誤りて 唱 ふるな り。 又此邊 より 南の 方笄 

橋の 依、 此 地の 古老 物語に、 ^名 此處^ ケ谷 村と 云。 其 村の 橋 故に 鶉 ケ谷樯 なりと い へり。 • 

問 n、 1： ッハ 介の 篛、 m 舍 にて 尺 家の^ 數 によりて、 三 軒 家、 ^ッ 家な ど.^ 候へば、 其 例に 以前 民家 


as 


少き 時の 號 なるべし と 被 レ^: 候。 左 候 はに 谷の 字 誤りに て 候 半歟、 ^何リ 

答 曰、 仰 之 通り 我等に も 左 榇に相 心得 居候 處、 彼 地に 久しく 居^せし 老人 物語 致されお は、 十：： 來此地 今 

の 麴町六 七 町の 內の所 谷 あり。 又 今の 鹽 町の 所もハ 介に て 坂お レ之。 共 所に 民家  一^; 有 レ之攸 て、 夫：；！ 居住 

せし 故に、 俗に 夫婦 坂と 呼し なり。 寬永 十一 一； 年 外廓 出來の 刻、 御堀 端 土 を以、 ^西 兩& を槐候 故に、 平 

地と なり 谷な しとい へど も 舊名殘 り、 鹽 町の 入口 を、 坂 口と 古名に 呼び 候 は此故 なりと 云。 此地 ぉ四 南 

北と もに 谷 有 故に 叫ッハ 介と 號 する^、 此所 末に 忍 町と 猇 する 所 あり。 此^の 力 御先 手の 組！ 敷逯を 忍 原 

と號 する 事、 此 所の 人物 語に 承り 候 は、 此所 御先 手 組 先祖 、大正 十八 年、 御 入^の 刻、 馼府 よりお 越、 相 

州 小 田 原 城^ を 相 勤ら れ、 共 後 慶長五 年より 武州忍 城の 御城 番に相 勤ら れ、 寬. 水 卜^. 忍 城 を 松 平^; D! 守 

信 綱に 被レ下 候に 付、 御當 地へ 來り、 此 所に 居住せ し 故に、 忍 衆と 呼び、 所の 名 を 忍. g と猇し 候と なり。 

^n^. 牛 込 小 n 向 i§ 御 問 承 及 も 候 哉。 

： せ 曰、 此地は 數年居 忭仕候 故、 幼年より 承り 傳へ候 儀 も 有 之 候。 -先牛 込の 名！：： は 、風土記に 相^へ 不レ屮 

お得 共、 舊き 名と 被レ 存^。 凡當國 は往十 い 曠野の 地 なれば、 駒 込 馬 込 (口 m;^) 何れも^の 名に て、 込 は 

^字に て 多く^る 意な り。 小 日向の 名、 近年 菊 岡沾凉 の. y 戶 砂子に 其 說 出たり。 おに 屮^ 小 北條分 

限 帳の 內 にも、 小 rnral! 三郎 と申士 あれば、 ^人の 領地 故に 呼 候と なり。 沾涼は{ 子 藤" 衞鬥と 中お。 予 

も 知人に て^ 實なる 老人に て 候。 砂子 編^ は、 八ギの ra.y 戶屮 往^ 致し、 所々 にて 承り 合、 ^く^:^ し 

おなり。 然 共傅說 相違 有レ之 候よ しにて、 又々 後編 を 扪記 す。 是 によって ク 3府 の 地名に 說^ しければ、 予 

も 彼 書に 有 レ之分 は 相 記さす。 菊！： 子の 功ナ、 なりと 云べ し、 屮込 御^山と 稱 する 地 は、 今 築 尸 明祌の 後、 

fi 宗萬 a! 院と猇 する 寺の 地な り。 此寺は 元 市^ 長圓寺 の塔屮 にて 候處 に、 明 暦 ハ牛屮 火災に 付て、 定^ 消 

役 被-仰 付， 候 刻、 御用 地に 成、 今の 左 內坂火 消 屋敷の 地より 此所へ 移されけ る 山。 今に 此 所^;^ の E-g 

を 御殿山と 呼^な り。 勿論 右 御殿山 は、 寛 永の 頃 迄 は、 御 IfsT の 刻、 倂假^ 形お レ 之^と なり。 小 日 $ 
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ffi 其 迄 は m 畑に て 候 所、 安^ 對馬守 奉行 被レ 致、 此處山 を 崩 築 立 候 故、 今に 築 土と 猇す。 ム により 剁殿 

向 の 跡 も 狭り、 其 處少々 相 見へ 申 候な り。 扨乂當 所 八幡の 地 は、 往古 上 杉 管領 時代の 塞の 跡に て、 共：^ 主 

茶 の；； D 矢 を 以て 祭る と. S. 傳ふ。 此 儀は予 幼年の 刻、 或る 古老の 物語な り。 其 刻 幼年 故委く t おり S す？ ^恨な 

り。 且祌樂 坂の 脇 苦^  ，〈幡 も、 この 宮 より 掌れ りと いへ り。 築 土 明： t は 諸 記に 相 見へ 巾 候迎、 ^十 H や 川 

村に 有レ 之、 其 後に や 込 御鬥の 所へ 遷成 有て、 宽 永年 中外 廓 出來之 刻、 今の所へ 义々 遷座な り。 或 古老 

の說 に、 築戶 元は 次 戶と 書す。 往古 は. 江 戶明祌 とて、 御城 內の鎭 守た る 屮、 .江 と 次と 字形 近き 故、 何れ 

の s: よりか 誤れり と 云々。 予 若年の 頃 迄 は、 築 戶明祌 と 堂上 方の 筆に て^も 冇レ 之候處 に、 近 は 築 土 

と 書 改^な り。 古老の 說を、 予も 相考候 所に、 風土記 武藏 國豐島 郡の^: に、 江 P 或は 荏 土、 大寶 ニ^-壬 

寅、 所 レ祭尜 ^雄 尊な りと： ぶ々。 又 治亂記 十五 卷江厂 城^の 條ド に載レ 之、 ^久戶 大明祌 ほ 氷 川と 同體の 

山 なれば 素盞雄 尊な り。 しかれば 據 なきに は あらす。 暫く 相 記て 後哲を まつの み。 

問 15、 寬 永年間 外廓 出來 以前に も、 巿ケ 谷より 小石 川の 方へ も 川 流有レ 之お^、 た V 今 ドょ n 流 

候 川筋 を、 江戸川と 名 付ら れ 候へ ども、 古 來は技 川の 由 承り 候。 左 候 はぐ 大 川筋 も 有レ之 攸半 かく 

答 闩、 御尋之 趣尤に 候。 予も巿 ケハ介 邊久々 住居し、 人に 承り 候 得ば、 御 外廓 無レ之 以前に も、 只今 五段 畏 

^下より 小 流 有。 長圓寺 谷の 内 大沼ぁ o 候て、 落 合な がれ 候よ し。 此 水^に て 田地の 川 水に 仕、 m 町 

邊は 皆々 田地な り。 只今 揚場 町と 稱し 候處、 元 名 は 船 河^と 申 候 山、 ^て どん ど 橋 は 俗の 名に て、 本名 

は 船 河原 橋と 云 由、 是 によって 相考 候に、 只今に 長圓寺 谷の^、  ^藤氏：^ 敷 後の 邊、 沼の 跡 少し 殘^ な 

り。 又 説に、 右 船 河原 は、 只今の 大阪の 下 〔割 註〕 一 說に逄 坂と 云。」 あたり 迄にて、 今に 此所少 許りの 町 

を 船 河原と 呼^な り。 此邊其 刻 迄 は、 民家 寺院 まばらに 有レ之 候處、 外廓^ 來の 刻、 は 町^と なり、 

寺院 は 只今の 牛 込 禝町邊 へ 移され、 寺院 七ケ 寺に て 候 故、 今に 七 軒 寺 町と 呼 候 巾、 壯 地の^お のき^な 

り。 衩牛込 御門、 市 ケハ介 御門 升形 出來已 後、 俗に 市ケハ 介 を 樱 御門、 牛 込 を 紅 紫 御門と 稱 し^. 山、 ^はれ 


所に 有レ之 候樹に 依て 猇 しける か、 又は 何ぞ 子細も^ 半 か、 其投承 傅 不レ申 候。 + 

問 曰、 右禝 町の 笾大友 屋敷 は、 大友 氏族 ^住 致され^よ し、 共 姓名 等 委く相 見 不レ申 候。 其ト： お^ 怙 

なら. f 候。 g: 聞傳も 候 哉。 

答 曰、 御尋の 通大友 氏の 姓名 等、 予も其 說 を不レ 承^ 所に、 近^-共 說を おたり。 大 灰ん お銜^お^、 文 r# 

き 中 朝鮮 征伐の 怠り 有りて 領 國沒牧 し、 毛 利 家へ 被 レ預。 共 後 又 改て常 州^れ お 穴へ 被，. 附、 ^地に て卒 

せらる。： 義統の 嫡子 宗五 郞義延 は闢柬 へ被レ に 付、 此 所に 居住せられ ける。 義延 は叙從 1： 位^-ひに- 

ゆへ.、 世に 豐 後の 小 恃 從と稱 しける と 也。 慶長开 パヰ關 ケ原亂 後に、 此地幷 常 州筑波 郡に て、 都 八：：：：： VI な 

百 石の 地 を 被レ下 領地せられ ける が、 無レ 程て 早世 也と； ム々。 右 居^の 地、 今の 濟松 寺の 束の 方 也と いへ 

り。 天神 吋と 稱 せる 所へ、 太宰府のお を 被レ移 候. E、 共 IK 祌 今^は.：： IS 馬 蝎前 へ 又々^^ あ. o。 大^.:; 

^衞鬥 奉納 三十-: ハ 歌仙 之綺 馬、 今にな ほ存 する 也" 紐 屋敷 有レ 之、 松 は^ 前の 山 なれば、 ：l:^rp<ii: 町 之 

0, 居 館の 跡た るべき か、 複町も 元は 大木 町と 號 する. E、 或說に ^町 成よ し 故 は、 太宰府 rKt; の 門^ K 

屋を扇 町と 號 する 故に、 大友. 氏 故 鄉之稱 に 依りて 名 付ら れし ともい ふ。 *府 ； ^之 人に 3 ほおに^、 

問 曰、 高 田 馬場 透 は 古戰場 之. E 承傳 候。 淞頼朝 卿 出 川の 合^ 勝利 之 筏、 I！ く此 地に 屯サ しめ、 0 

東の. 勢 を 菜め られ しと も 云傳へ 候。 如何、 承 度 事に 候。 

答 曰、 高 田 逡み戰 場 之 儀、 今の^ 英山寶 ^寺の 所、 古へ 新田^の 陣 所の 山. S. 傅へ^。 - お^に 今に 挑- >!i 

とてお レ之 候、 由 I 褂ケの 梅と て、 只今 稻荷 社の 前 池の 邊に 有レ之 候. E、 先年 枯て械 つぎお はぬ 山に お。 n 

1 夏繁 高の 編輯せ し 兵^ 茶話と 巾 ま E に 云、 後村上 天皇 正 平 七 年、 新田 家信 濃 {ほ を^ 奉— て、 武铋^ の 介 戰 

向 ありし、 . 

茶 一  君が 爲 代の 爲 何か惜 からん 扮て かひ ある 命な りせば 

と宮の 詠 じさせ 給 ひしに や。 其陣所 は、 今の 武 城の 乾德山 法^ 寺の 古跡と なん。 ； 人 野；，： お^、  ^に、 法 
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泉 寺 は 高 田 穴 八幡の 近隣 也と 云々。 信濃宮 は、 後 醍糊帝 第 三 の 皇子 宗長 親王 也。 ^英 山寶^ 寺 成べ し。 

乾 德山法 泉 寺 は、 大 窪の 先き 中 野に て、 高 田と は隔れ り。 殊に.^ の 通り 舊說 にも. E. 傳へ候 得ば 此所 たる 

べし。 又 法 泉 寺、 舊說 に、 此寺內 に 富 塚と 云 所 ありて、 所 之 名 も 富 塚 村と 云け るよ し。 今 は戶塚 村と 號 

す。 上 杉 冶 部 大輔朝 興 此寺を 建ら れ、 稻荷 社を勸 請せられ ける 山、 疑ら く は、 禪 英の號 は、 朝 輿の 追猇 

かと 被レ存 候。 又 右 大將家 御 在 陣の事 御尋之 趣に、 予承傳 へ 候、 隅 ffl 川 一 戰後、 當國^ の 方 は 池沼 多け 

れ ば、 此 地に 御 在陣も ゆへ 有て 聞 傅へ 候。 牛 込の 內牛頭 山 行 元 寺の 觀 音の 緣 記に も、 顿朝卿 之 御所 持 之 

佛 にて、 隅 田 川 ー戰の 後、 此 地に 安置な さしめ 給 ふと 申傳 へたり。 

問 曰、 穴 八^の 地 も、 古来より 古 戰の內 にて 候 哉。 

答 曰、 穴 八幡 之 社 勸請之 事に， 付て 承 傅へ 候 儀 有レ之 候。 此地は 元 早稻田 村の 內に、 中^と 小名に 呼び 候 

所に、 靑柳津 六兵衞 と. E. 富有の 農： ^あり。 元は 北條 家へ 仕け る士 とい ふ。 此^の 持傳 へたる 地に て、 松 

樹生繁 りたる 山林に て， 一本の 松喑 夜に は 折々 光り ありければ、 共 松 を 光松と 名 付し 出、 然るに 寬 永年 

中、 秋の 頃 的 場 を 築 候と て、 一 ッの穴 を 得たり。 深き 事 七 八 問、 穴の 內喑 くして、 人々 怪 みて 入らす。 

V！ く 松^ を點 じて 入て 見れば、 金 像^ 一  體、 鐘 鉦 一 を 得たり。 鐘 鉦に は 文字 彫て 有レ 之し 出。 又 白き 事 雪の 

ことくなる もの 中に 有りし に、 沈 病の 病に 川る に 効 あり。 人々 乞 求し 山、 心^ 柳 il: が宋の もの 物^ 也。 

共 頃嚴有 院樣御 誕生に 付、 則 此社を 御 尊敬 被 レ爲レ 成け る 山。 又說に は、 御 疱瘡の 刻 御お 願 之 御喜に、 此 

社を營 せられ、 院 、干： 等 も 被-仰 付， 候 .5。 さるに 依て 其 刻 大樹 御 近臣 各營 作に 預ら る。 裏門 は 内 一 i 璺前 守、 

普賢 堂 は 松 平 左 近 將監、 御手 水 鉢 增山兵 部少輔 也と 云り。 又此 地の 古老 之說に は、 此 八幡の^ より 南 尾 

州 御屋敷 大窪 迄、 近鄉妹 場に て 候. E、 昌 連と. m. 富有 law ありて、 百 八の 塚 を 築 候 山、 其塚此 八幡の 地よ 

り 相 椅大窪 迄 有 レ之候 ひしと 云。 右 昌 述と 申人傳 記： 小-相 知-候。 其 塚は佛 供養の 爲に 築け ると 也。 今に 

& 州の 御 尾 敫內に は扣续 候 哉、 承 度 事に 候。 按に、 右の 塚 は、 陣所 遠^の ほに 築^^、 左 候 は^ 此 八^-マ」 


地も陣 所の 內と存 候 G 

問 E、 高 田の 末より 向へ わたり 候 橋 を 姿 兒橋 とも、 又は 面影の 嵇 とも 巾^、  .E 絡冇レ -バ： ^^に 承 傅 

へ 候、 .§ 何。 

答 曰、 予も此 所に 居住せ し，： -じ 老の 記し 置た る 書 を 見 侍し、 共 略 曰、 叫應^ 屮 之^、 此 Bf; に 和 れ^ 守 

； ji とい ふ士 あり。 男子 二人 守護 祐 親と 云、 女子； 人 於戶姬 とい ふ。 容 聡 たる 故に 婚姻 を 求る 人 多 けれ 

ども 免 さす。 父 守祐事 ありて 他國に まかりし 頃、 近き 邊 りに 關 といへ る 者 徒 を 催し、 ^家 を^ ふ。 俄の 

^にて 男子 兄弟 賊を 討け る 其 隙に、 關 奥へ 入り 於 戶姬を 奪取 逃 去し に、 板 橋に 至り 姬絕 入して 人心 あら ざ 

れぱ、 彼 所に 打 捨て 關は逃 去ぬ。 此板 橋に 杉 山 三 郞左衞 鬥 と 云る 贫き 夫婦 老人 あり。 耕作の 爲に^ 野へ 

出、 此女を 伴 ひ 家に 至り 養育せ り。 程經て 後、 此近邊 に 小川 左衞 門 次郎義 治と いふ 士、 杉 山 に^な 求る 

^再！；； なりければ、 彼 小川に 婚せ しと 也。 然るに 村 山！： 一 郞武範 とい ふ士、 彼 小川と 親しく 交りけ るに、 

妻女 を 奪ん とたば かり、 小川が 宅へ 行き 對 面し、 透 を昆て 小川 を 差 殺け る。 於戶姬 長刀 を 以て 村 山と 相 

戰ひ 逃ん とする を、 付 山が 右の 足を投 ければ、 從者 おり 合て 村 山 を 討诏 む。 妻女 悲哀に たへ す、 f  ^ 

り 夜に 紛れ 家 を 出で 去ぬ。 此川逯 に 至りて、 

變り ぬる 姿見よ とや 行水に 移す 錢の 影に 恨し 

と 詠 じけ り。 又 月の出る を 見て、 

限り あれば 月 も 今宵 は 出に けり 昨 H みし 人 今 はなき 世に 

南 ^後 此 河に 身を投 死る よし。 右の 詠歌の 依 に 付て、 後人 姿！： 几 橘と 名付ける と 云々。 案る に、 尺^,:: m, お 

,M て、 右の 記の 姓名 等、 曾て 他 に相兒 えす、 信 川し がた しとい へど も、 暫く 其 說を狨 する 而已。 又髙 

茶 田捣場 西に 諷訪の 社 あり。 ^當 を玄國 寺と いふ。 此寺倂 の說に 云く、 俤の橋 は、 往古 在 原 業 平 朝^ WW 

5  ,  F 向の 頃、 此橋 にて 詠歌 あり。 依て 名 付る よし。 其 詠^ は予 忘れたり。 此玄 阈^、 往古 大^にて、 一 二 
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一 W の佛 三千 佛を { 女 置し ける 由、 兵亂之 頃に 多く 紛失して 今 僅に 殘 ると 云。 おの 詠歌 も、 所の 舊地 故に、 

向 此 寺に 殘 りけ る 山な り。 右兩說 何れ か是 ならん。 

茶  問 曰、 雜 司谷舊 地の. 傳へ 候、 如何。 

0 答 曰、 法 明 寺は舊 地に て 候 由、 紀 州の 醫 1： 何某の 古 紀行に 僧 司 谷と 記せり。 判 本に て 候。 其 害の 名 は 忘 

れ候。 然れば 此^ は 古へ 法 明 寺より 領地して 司 どり ける にや。 鬼子 母 祌は屮 古より 勸請 せし 山に て K 

古老の 說に、 鬼子 母 神の 祌像 は、 只今 護！： 寺より 鬼子 母 神へ 參り候 中程、 道より 左 之 方 畑の 屮 にて 農民 

耕作の 序に 掘 出し、 只今の 刖當大 行 院へ納 ける ゆへ、 只今の 堂の^ 鳥居 あたりに、 小 堂 を^て^^ しけ 

る。 後 牛 込 忠左衞 鬥 二三 問 ほどなる 草堂 を 建立せられ、 其楝 札に 姓名 を 記され 候。 一 兀祿の 始の顷 に、 只 

今の所へ 移し 堂 を 建立し ける 出、 右に 付て、 只今に 右 掘 出した る 地に て、 大行院 より 佾を つか は， L)？l^ 

し 火を燒 候よ し 也。 又 此近邊 に 柳下幷 にセィ トウと いふ 小名 あり。 字 知れす。 尋開 度^に 攸。 又 法 明 寺 

の 內の錶 の 下 廻に、 升 斗 子 十露盤 を禱 付たり。 古く 相 見へ 候。 何様 所謂 有レ之 鐘に 俽^、 承り. は 候。 

問 n、 小石 川は舊 名の 由、 舊記 等に も 有 レ之候 哉。 

答 曰、 小石 川の 名！ s、 舊記 にも 見當り 不レ. E. 候。 宗祇 の廻國 記に、 名に しあ ふ 小石 川 を 渡る と 云々。 然れ 

ども 廻國記 は、 實 書なら ぬ 様に 被レ存 候。 宗祇 にて は 無 レ之樣 に 沙汰 有レ之 候。 其 外 は 所見な し。 總名 とす 

る 地廣く 候。 南 は 小石 川 御門 堀 通りより、 北は大 塚の 大道 迄 は 小石 川と 號す。 牛 込遷も 上水の 瓧牛： 人祌 

下 迄 は、 小石 川の 內也。 此所今 金 杉と 稱 する 町屋 あり。 ^名 此 地金 曾 木 村と いふ 所に て、 古河 公方 家臣 

sg 山城 守と. E. 仁 居住の 所なる. E、 共 家傳 にあり。 ^地の 所 は、 今の 新 坂 〔割 註〕 俗に 今 井坂 共 云。」 其 十： 

なるよし 巾傳 ふ。 金剛 寺 坂の下 は、 舊名 小石 川 鷹匠 町と 呼し 所 也。 明曆 年中 出火 は、 此 所より 起れ りと 

承 候。 又 上水道 端に 道 祖祌の 小社. あり。 牛 大 祌の^ 當龍門 寺の 持 也。 建久 年中の 石碑 ありて、 此 寺に 納 

まれり と 去 へば、 此 小社 は舊 古よりの 祌 社と 被レ存 候。 其 碑 を 尋ね 一 覽 仕度 儀に 候。 


問 曰、 丸 山奥 鴨の 名目 如何 承 度 候。 

答 曰、 丸 山來. S 承り 不レ傳 候。 此^ 梨 木 坂 は- 、いにしへ 大木の 梨 木 ありし 山、 戶 W 芘盹 老も此 地に 居住 

ゆへ、 梨 本と 稱 せられけ ると 也。 菊 坂 は、 昔 菊作りし 畑な りと いふ。 あぶみ 坂 共 形^の 形に 似た る ゆへ 

也と 申傳 へたり。 富 坂の 篏、 元は 鳶 坂な り。 其 子細 は、 ；. 儿. は QS 命お て^ を 捕へ 候。 其^ 有て 所々 に 

て 捕て、 此 所の 坂 中に 小店 を かけ^く 養 ひ 置て 後、 遠國 へ被レ 遣し と 也。 共 刻 世俗に おおと 呼 候. E  、传に 

富に 改 むる よし、 落穗 集に 載て、 富澤 町の 儀と 同じく 被 レ^ 候 也。 且乂^ 樂水^ 戶町朿 の 方に ぬ 場と 屮 

小名 あり。 〔割 註〕 覃按、 橋戶町 橋より 南の 方 東側 町 SS3 の 裏 を、 今に 御^^と 云。」 古老の 物^に、 元^ 年 

屮、 此 所の 田畑へ 鶴 飛来り 數日留 り 居 申 候 事 度々 也。 共 鶴の 足に 金の 小 札 あり。 顿朝 卿の 被，： ^ぉ^ の 

山に て 候。 此 故に 所の 民に 被-一 仰. 付？ 鶴の 留り 居候 內は、 ^小屋 を かけ 夜 守り 候べき 山、 故に 今に 至り 

鶴 場と 呼び 候 出、 依て 考 るに、 右 大將家 3； 治世より 五： 有餘 年に 及^ 得ば、 鶴^ 千年 も 空言なら ざるに 

や。 又巢 鴨の 號の 事、 風土記 足 立 郡の- 2： に 見え 候 は、 地に て 候^。 併 北條^ の 分限 帳に は 相见ぇ 不レ. £• 

^。 又大 塚の 事 諸 說有レ 之 候 得 共、 愚案に 王 塚 か。 其 故 は 武州比 企 郡 之 內大塚 村と いふ^: リ。. E 來に錢 食 

將軍守 邦 親王 亂を 去りて 此地 にて 逝去し、 塚 ある 故に 大 塚と 稱 する. 5、 此類 ひなるべし。 此 大^より 巢 

鴨へ 至る 田^、 小石 川に 懸り小 橋 を 猫 又 橋と 俗に 申傳 ふ。 此地 農お の說に 云、 昔 は 今より 流れ 細く して、 

田畑の 通路 道に て、 木の 根 ツ子 を 以て 橋に 渡し 候 故の 名な りと 云り。 土民 は 木の 枳本を 极 ツ子と SP ふ" 

問 曰、 本鄉舊 名に 候 哉。 佤湯 島の 本鄉 にて 候 哉。 或說 に、 駿河臺 土手に 有レ之 お^ 荷 を 太 m 抝 W と 

m  名 付 候。 太 田 氏の 塞 跡 にても 候歟。 

.M 答 曰、 御尋の 通、 本鄕の 名目 北條 分限 帳に も鉞レ 之。 又 治亂^ にも^ 候へ ども、 湯 島 は 風土記に 載レ之 候 

茶 ： は、 定て？ I 島の 本鄕 にて 可 レ有レ 之 候。 其 所 入 込 分ち がた し。 太田稻 荷の 儀、 太 S の^ 之 依 所^な し。 

^ 伹冶亂 記に、 太 田 新 六本 鄉の 宅地 を 立 去り、 密に武 州 岩 付へ 落 行ける と あれば、 この 稻 荷の 透 も 太 mo 
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宅に 候歟。 

|!曰、 h 野 下 谷邊忍 ヶ岡 等に 御 聞 及 も 候歟。 

答 H、 上野の 猇 所見な し。 砂子 にても 其說 有。 併 古老の 說に、 此地 昔より 上野 村と 呼し！ S せ 共 云。 下 谷 

は 風土記に も下ハ 介の 岡と 出たり。 左 候 得ば 舊名 か。 忍の 岡 は 和歌 名所に て 其 名高し。 本 は 忍びの 岡と 詠 

るよ し。 不忍 池の 南の 方 長井庄 と申傳 ふ. 5、 諸^に 有レ 之。 齋 豚 刖當實 盛 古墳の 跡、 只今 は 湯 島 大 祌の 

下、 藤 枝 氏の 宅地の 裏に 有。 昔 は 碑石 ありし 由、 近頃 此 土地 移轉に 付て 紛失し ける. n、 可レ惜 事な り。 長 

^町の 儀、 諸 記に 載レ 之、 此 所の 脇 一柳 氏の 宅地に 池 ありて、 長者 ケ 池と 呼び 來れ り。 此所其 事跡なら 

ん。 

問 曰、 淺草邊 の 俵 承り 度 候。 

答 曰、 淺 草の 名舊 記に も 相^え 候 得 共、 北 ハ出來 しらす。 茅 町、 瓦 町 居 民の 說、 昔 は 瓦 町に て 瓦 を 作り 

候。 茅 町 は 茅の 寶買 なしけ ると いへ り。 凡 八丁 堀の 茅場 町 は、 住 古 茅 商賣の 所な り。 ^後明^た 牛屮 に 

後、 此處幷 兩國橋 向 へ 被レ移 候。 共 後 元 初^に、 只今の 本 所 E ッ 目へ 被 レ移候 巾 也。 是は茅 問屋 數代商 

お 致 候お の 物語 也。 橋場逯 の 此 地の 古老の 物^に、 いにしへ 此處に 梳有候 故に、 橋 場と 號 しける と 

： ぶ。 委く共 儀尋候 所に、 只今 隅 田 川 渡し舟 有 レ之候 所より 川上 鱟町 程に、 古の 橋杭 殘り、 折 ふし 往来の 

船 筏に か、 り 候 山な り。 祌明社 あり。 石濱祌 明と 云。 古来の 名 は^ 濱と 云よ し、 右の 橋 何 頃に 候 哉難レ 斗 

^に 候。 又說 に、 此處 往古 砂 尾 修理 太夫と 云 人 有。 太 田道灌 と合戰 有。 石 濱の戰 と S し 出、 砂 尾 建立せ 

し 寺 あり。 天台宗に て 砂 尾 山 不動 院橋場 寺と 號す。 小院 なり。 乂此地 法 源 寺の^、 砂子に 委く 記せり。 

予も彼 寺に 至り 寺 僭に 見え 尋候 得しに、 答 云、 實^ の 石碑、 此 寺に^ 候^ は、 往古 其 時代の 住持、 賢 盛 

の  一^なり し 巾、 外に 靑き生 石の 碑 有。 文字 分 難し、 漸々 と 見る に、 W 辻^の 姓名、 一一； 人の 官位^ 名 あ 

れ共、 ^に 知れす。 勿論 共巾來 もしれ 難し。 又 古老の 說に、 橋 場の 下^の 小 溝 を 駒 洗 川と 呼、 鎌 倉お 大 


將家隅 W 川 合戰の 刻、 馬 を 洗れ し 所の. H、 其 合 戰の首 塚 は、 只今 總泉 寺の 後畑の 中に 有. E、 俗に 誤りて 

蛇 塚と 呼 候 山 也。 堯 惠北阈 紀行に、 此 地に 暫く 止宿せられ 候 事跡：：^ へ 候 得 共、 今據 とする に 足る 所な 

し 0 

問 曰、 本 庄を本 所と も 相 記し 候 • 何れが 正 宇なら む a 梅 若の 來 山に 付て、 舊 地と. 7に^ 候。 .§ 何^ 

聞傳 へ も 候 哉。 

答 曰、 本 庄は舊 名なる よし、 武州 熊ケ谷 先に も 同名 有。 元 祿年屮 故 有て、 本 所と 相 改^と 云。 梅 若^ 跡 

の義、 近年 尾 州 人 緣記を 相 記し、 其 記に は、 上古 圓融院 の 御 治世の 事跡と すと いへ ども、 ^案に、 足 利 

家の 時代 亂 世の 頃の 事跡なる べし。 近 ^钹樂 傅と て、 謠の來 .S 幷 W 座の 太夫 系傳を 相^し 候 書を兑 侍り 

し。 共 內に 關柬御 入國の 後、 武鈸國 の^ 初鮮く 候に 付、 梅 若^ 跡 隅 出 川の^ を 作らせら る。 共 頃に 夫娣 

の 非人 ありて、 梅お の 有様 を物眞 似して 歩行け ると あれば、 久しき 事と は 相！ a えす。 文 W の 3:、 五山^ 

橫 川お M 三の 詩集に も、 梅 若 童子 悼と いへ る 詩 あれば、 共^の 事に や。 將又當 所業 平 天神 の 事、 に 

其說 多し。 ^案に、 伊勢 物語に 寄りて 業 平の 祌を 祭れる 地なる べし。 塚の 名に か.^ はるべからざる 歟。 

武州川 越の 城內 にも、 梁 平の 祌を 祭れる と 云。 是も入 閗 の^に お の 故なる べし。 ^地の 人の 物語に、 

川 越の 祌像は 朱 衣なる. H、 是其 所の 祌像 も委く 尋ね 度 事に 候。 

問 曰、 王子 村の 脇に^ 村と 巾處 ありて、 畑 道の 間 を 鎌き 海道と. S. 傅へ^。 古へ 常^の：^ の. e 申 

候。 如何 承 度 候。 

南 答 曰、 仰 之 通りに 予も承 及^。 此所谷 村と 呼 申 候に 付、 畑 逍も鎌 倉 海^と IP へ 候 哉と 被 レ^ 候 所に、 古老 

向 の 說に當 國の方 池沼 多くして、 足 入の 地なる が 故 歟。 往古の 道筋 は、 今の 靑山 kn 人 町の ffi 北の方： g 宿と 

ま 屮所 をへ て、 千 駄ケ谷 八幡の 前 〔割 註〕 此地 今に 所の 小名に 鎌 倉 海道と 呼ぶ。」 大 窪へ 過、 髙田 馬場より 雜 

6. 司 ケ谷法 WT>^ 通り、 護 國寺後 通り、 只今の 屮仙逍 の 道 を ぎり、 谷 村 瀧の 川 村を經 て、 は 村より 千 

諸 一  
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-I  ^の 方へ 古の 道筋 也と いへ り。 右 物語 を按 する に、 其？？ の 道筋 三ケ所 迄、 舊 ^ ゆり 候 得ば、 其 據 なきに 

向 あらす。 只今 靑山 G 人 町より 直に 相 州 小 田 原へ 往來道 を、 俗に 中道と 呼び、 お 海； 迫より 二 里 近く、  n 本 

茶 橋より 相 州 小 迄 十八 里の. S 也。 又 wsi? 村に 往古 li 島 左衞鬥 と云士 有と、 .パ阿 镧陀緣 ^にも 見 へ た 

恭 り。 治亂^ にも、 豐島 左衞 I： と 巾士、 ト： 杉 管領 * へ 仕 へ、 近隣の 八：； 戰 ありし 事 へたり。 按す るに、 此 

f やひ？ 村 は；： 儿 ^郡の 府 なるべし。 义此近 所堀內 村に 梶^ 塚 あり。 予ぉ^ の 刻、 此所を 過け るに、 杉の 木立 

有て 古き 石碑 ありし なり。 後年 數寄^ ひそかに 盜取 ける 故に、 村：^ 又 印の 石碑 を述 改めけ るに、 又々 紛 

失しけ る 山、 今 は 荒 川の 端 畑の 屮に少 々土地 续れ り。 按に、 此梶 はは 鎌倉時代の 義 にある ベから す。 中 

古 太 田の 一 類 扼原美 濃 守なる か、 或は 北條 分限 帳に も梶原 日向 守と 云 人 見へ たり。 此 等の ； 族た るべ 

し。 ^地の 古老の 物語に、 此 塚の 所 は、 昔 寺 有 候 所に、 川へ 土地 缺入 おに 付、 地 狄り寺 は^ 懊仕^ 山な 

り。 且乂、 此所元 木 村の- 2： に 熊野權 現の 社 有。 社 司 は 鈴 木 氏な り。 舊說に 云、 此 祌社紀 州より 相 移され 

候 刻、 祌 職も紀 州より 來れ るお 葉なる. H、 今の 王子 權 現と 同時に 相 移されけ るよ しなり。 此 村の 内に^ 

あり。 其 寺に 古く 傅れ る 木像 有。 * 帶の 形な りし 山、 昔此處 の 領主に て、 其 姓名 等娄く 記し 傅り 候處 

に、 彼 寺 自火 ありて、 こと- f> く燒 失しけ る 由、 可 レ惜事 也。 右に 付て 按 るに、 王で は^の 熊 野と 同社に 

して、 後に^ 當と祌 職と 相 わかれ 候 哉と 被レ存 候。 

問：：！、 武藏國 俗に 二十 叫 郡と 中 候 得 ども、 只今 は 二十 二 郡に 過す。 此满御 聞 及びも^^。 

答 曰、 仰 之 通に 候。 當國ニ トニ 郡なら で 無 レ之候 を、 二十 叫 郡と 呼 候 は、 二十 餘郡 の篛を 二 卜 叫 郡と- れ 

りと 被レ存 候。 旣に葛 四 郡 さへ、 巾 古より 誤りて 下總國 とせる 所に、 近頃 武 州に 相お 候 得ば、 二十 四 郡 

の 事 不レ谜 候。 郡の 篛に 付て、 當國 中の 古 說も略 承 候 事 も 有 レ之候 得 ども、 余 は省レ 之畢。 卨 郡の 名 n、 

古書に も 上古 高譴 人： れ 百人歸 化せし 故、 其 人 を 武^ 野に 居住せ しめらる k 故に、 卨麗と 郡 を 名 付 候 由、 

此郡 人の 物語に、 所の 鎭守 高麗の 祌と號 す。 彼國 より 持 来れる 所の 兵器 を 以て 祌寶 とする 出 承 及 候。 又 


話 茶 向南 


武鈸镫 之^、  物語の 欤 にも 相 a へ 候。 承り 傅へ 候 所、 ト： 古 镫の褽 は s 力へ 相椅き 、 屮^ の^の 製に 

似たり。 當國 より 只今 相 川 ひ 候鏺を 製し W せり。 其 故に 歌に も片 おも ひなる 意 ありと 云。 其^ 製作の ェ 

人 代々 傅り、 近代. iC を 製作せ し 早乙女と 巾た る も C 此 末葉に て候 由、 近頃 迄 も 千 仕 浚に は 其 农苌 有レ 之胶 

と、 古老の 物語 也。 彼 地 案内 者に 委く 尋ね 究め 度 事に 被レ存 候。 

寬延 叫 年 辛 未 一 一月 初 午 B  茅屋 向 EI 故 名 」，> 

此 一 帖瀨 名い 3： 雄 所 藏也タ 松 本雁扠 家、 〔割 註〕 山 田屋半 右衛門、 住-元 钣 W 町？」 借-山：；： 生 筆-令-^ 

寫-遂 一二 校- 畢。 

寬ニ^ 庚 戌 仲冬 三：！！  杏花 圉 

〔弘文 館 編！： 部 蔵本 奥 書〕 

右 酒井忠 述作、 高木 忠皮借 之、 髙木 忠昌寫 

惟萏明 和 九 壬 K 歳 五月 十！ n 全寫成 
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  七べ SI 

南 向 茶話 追考  ■ ,、. 

往半。 當府 古跡の 專を見 M の 儘に 記し 侍りぬ。 年 を 經て右 記しぬ る 事跡に もれた る を 考へ、 委し か 

ら ざる を 尋ね、 略せる を 益して 追考 をな す。 前編に 合て 見 給ん 事 を 希 ふの み。 

明 和ニ已 SI ギ春 三月 上巳 日  酒 井 氏， 源忠昌 

〇 萬 里和尙 古詩 

れぉ 絶句に 有レ 之。 杜子美 蜀成都 草堂 作 叫 首の 內。 

•g 简黄鹬 鳴 ->  翠柳？ 一  行 白鷺 上- -靑 天？ 窓 含-西 嶺 千秋 雪？ 門 泊-東 吳萬里 船？ 

〇 江亭記 

相 州 鎌 倉 荏 柄 天神 寶 物鎌會 志 所レ記 文如レ 左。 

但江亭 記 文^ 卷に戟 す。 

右. 江 亭記詩 之 作^ 補^ 景三 撰せ し 百 人 一 首鉞レ 之、 太 田 左 金 吾え 贈る 詩文 如レ 左。 

凡 古 之 人 無 レ老無 レ少。 文武 禮樂之 暇。 搆-- 休息 之 居？ 樂-备 自得 之 道？ 于レ今 源 太夫 公 口遊 觀爲- 騒人 墨 

客 之 <&? 矧盡臺 之 上 仙々 景缀遊 E 无レ 隙。 不如化 華 山 有-仙 洞？ 前 臺後臺 相 去 及- 1 數百 歩？ 松風 度曲无 

然之有 調 茶 烟輕颺 彰山舍 隱 常 陽 之 羊 如 レ石固 而似彼 仙 駕華山 落雁 傳信於 蘆 花淺 水 邊。 嗚呼 舂花 容秋實 

賓染- 心腑？ 於-詩歌-者 可不 品評 矣。 故 側 燥- 1 茶鼇？ 作-叫 時 之會？ 所謂 茶瑞草 魁。 又 云。 桕 知不レ 在- -于 

盃酒？ 一  盞之淸 茶 亦醉レ 人焉。 高 S 常 易鳳嶺 之產。 聊鍾 此產吹 鳳嶺之 1 一字。 依 掛-- 一首-云々。 

彌重山 苗 日月 長 近 秋爽氣 一 襟凉 緣芽曉 洒金莖 露  IK 下 看 從鳳嶺 香 

又 


話 茶 向南 


悼-道 灌 生涯 三 季 忌-之 時  横 川叟景 三 

東 遊 雉レ遠 住-君 招？ 寃 血無レ 端洒- 九霄？ 借 枕 三年 哉 夢兑。 風 吹 トレ 跛-却 蕪？ 

〇 攝州大 阪城舊 名 石 出 

三 好 記、 享^ K 年 辰、 山 科の 本願 寺證 如上 人 を 頼ませ 玉へば 上人 同心 あり。 攝 州の 石山へ 下 A あり。 

(下略) 

IK 文 二 年、 然るに 堺には 本願 寺 門徒 衆 上人 始め こもりけ る を、 卄 九日 細 川晴； 兀 責られ けろ を、 門徒 泶 

も 手際に 合戰 しけれ ども、 不レ 叶して 堺を 落て 石山へ 引 籠る。 同年 五月 五日より 石山 0 城 をなら る、。 

城 は攝州 第一 の 名 城な り。 (下略) 

〇 小石 川 安房 殿 町と 云、 此處を 切支丹 御用 屋敷へ 勤番の 與カ 同心 衆 居 ei 所な り。 名 は 吹 上と 云し 山。 

傳云、 寬永 年中、 北條 安房 守 切支丹 改の儀 被-仰 付-候に 付、 與カ 同心 支配 被レ致 候に 付、 安房 守虮 屋敷 

故に 小名に 呼び 來り しょしな り。 

〇 三年 坂の 號、 虎の 御 門 〔割 註〕 舊名ハ 虎口 御門。」 山 王へ 至り 候處、 今 俗に 蠑蝶 尻と 屮 所の 小 坂 を も、 三 

年 坂と 呼 候 も、 先 害に a へたる 通なら む。 

〇 芝の 稱號の 事、 彼 地の 古老 云、 芝と 云 は、 凡 この 海 邊の總 名 を 芝 浦と-ぶ 子細 は、 海岸 近き 所に 木の 小 

枝 をなら ベ 置て、 海苔 懸り候 を 取る 木の 小枝 を、 俗に 芝と 云 故に、 此浦 所々 に 右の ごとく 海^ を 取 候 

故、 總名を 芝の 浦と 呼び 来り 候と 云。 

〇 府中 六 孫 王 山經基 寺の 事、. 近年 予も六 所 明 神へ 參詣の 刻相尋 候處、 明 神の 向に： 11^ の 鏑矢、 馬の 馬場 

有。 其 側に 淨土宗 にて 稱名 寺と 云 寺 有。 山 號を經 基 山と 猇す。 傅へ 云、 此 所當國 tt 之 内 共 居住し ぷ- ひ 

し舊 地なる 由、 元は 正 明 寺と 號 しける よし 也。 

〇 かふが ひ 橋の 事。 或 古老の 語に、 此所舊 名 は 國府方 村と いふに よりて、 國府 方の 捣 とい ふよし 也。 

4.に 五 
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〇 大 友の 松、 大友 家の 傳說に 云、 宗五郞 義延の 旅館 は、 今の 濟松 寺の 所に て、 大友 屋敷と 號し、 大 なる 

松 有け る。 後に 寺と なり。 蔭 凉山濟 松 寺と 號 せられけ るも此 故と 云。 且今組 屋敷の 內の松 は、 大 友の 

家臣 兩人 從ひ來 る。 吉良 傳左衞 門、 深栖七 右衛門 也。 右吉 良傳左 衞門營 作せ る數寄 屋の樹 也。 傳左衞 

門 は關ケ ^ー亂 に、 父 篛統へ 使に 罷 越て、 終に 西國に 止る。 又深栖 七お 衞 門は義 延へ隨 身して、 主君 

n 十 此の 後、 子孫 酒井讃 岐守忠 勝に 寄食して、 末葉 今に かの 家に あり。 又此 近所 當時御 持 組 屋敷の 內稻 

苘も勸 請は大 友の せられし 由に て、 元は 大 友の いなりと 號 しける. S 也。 

〇 柅^^ ^村 泥 原 塚の^、 此 地の 名主に 久兵衞 と 申 者 物語の 由に て、 梶原塚 は、 古来 寺に て シン セゥ寺 

と 云 寺 ありけ るが、 川へ 缺 入て 地所 狹 りて 沒 しぬ。 後に 寺號は 他へ 讓 りて、 今 は 谷 中邊に 有レ之 候. S 

也。 

〇 もちの 木 坂、 今尋 るに、 此 坂の 上 中程 靑山七 右衛門 屋敷 裏に、 もちの 大木 ありて、 凡 古 小石 川町逯 ょリ 

も^ゅる 也。 依て 云 レ爾。 

〇 誡訪大 明祌^ 當龍池 山玄國 寺と いふ 也。 近年 開帳 有。 其 刻略緣 記如レ 左。 當 社誡訪 大明祌 は、 何れの 時 

より 此 地に 鎭 痰し 玉 ふとい ふ 事 を 知らす。 然るに 人 王 五十 M 代 仁 明 天皇の 御宇、 承 和 年中、 在 原 業 平 

卿 常 K 流邊の 時、 夫妻 逍を失 ひ、 一夜 此 森に 谷 を 隔て 宿し、 終夜 妻 は 夫 を 思 ひ、 夫 は 妻 を戀、 悲 みの 餘 

りに、 祌 力 を 祈て 一 首 詠す。 歌に 云、 

あす はかた こ 、に うつしの せ； i 居 かな そのね ぎ 言 をき くや 神 垣 

と 心に 深く 詠す。 時に 感應の ふしぎに や、 夢の 如く 夫婦 枕 をなら ベて 秋 心の 思 ひ をと ぐ、 しかしより 

以來、 常 山に 億の 森、 戀の 森と いふ 事祕 害の 鍵 地な り。 爱に人 王 八十 二 代 後鳥羽院の 御宇、 文治 五 年 

の 春、 源 賴朝公 逆徒 返 治の 爲に、 奥州へ 發 向の 砌、 幸 當山御 道筋に て 御社 參 あり。 惡徒 退治の 御 願 を 

なし。 輙く敵 をした がへ、 其 後 社頭 御造營 あり。 又 近頃 人 王 百 九 代 後水^ 院御感 ありて、 今の 御祌體 


0 

向 

茶 

0 


を 御 寄附 あり。 是 只神德 奇瑞の 威光な らんと 云々。 武州. 江 戶大久 保！ i 訪龍池 山玄國 寺。 

右の 刻、 予 も參詣 神拜、 祌影業 平 像 も 御 寄附の. 5 にて 新く 見 ゆる。 三千 佛の像 の^れる 也と て 像 形 あ 

り。 境- s: に 思の 森、 戀の 森と、 川 を 隔て 杉の 大木 二 本 あり。 村 老の說 に、 龍 池 山と 猇 する 事、 古は大 

寺-にて 境內廣 く、 南の 方 唯今 尾 州 山 屋敷 內 より 流水 寺內へ 流れ 入、 北の方 十- お； 氏 cffi 敷 迄； っ^き 

にて、 大きなる 池 ある ゆへ、 龍 池 山と 號 する よし。 今に 寺內に 小川の 流 あり。 又 姿見の 橋の 北に 藥 g 

堂 あり。 刖當は 真言 宗 にて 大鏡山 南^ 院と いふ。 舊說に 云、 此 寺の 前、 昔は大 なる 池 あり。 銪が 池と 

いふ。 故に 則此 寺の 山 猇を大 銃と 號 しける と. s ふ。 鏡が 池の 名に より、 嵇を 姿^と は 名付ける 巾 也。 

〇 佾司 谷の 號、 紀 州醫師 立野养 節 著述、 二 蒙 集、 鎌 倉 ロ號と .江 府雜 詠と 合て 二 蒙 銀と 號す。 宽文五 乙 e 

冬 卜 一 月 梓 行。 江狨之 西北に 有レ 村、 曰-僧 司 谷？ (下略) 

〇 鬼子 母 祌勧請 の 一 說 あり。 

只今 大 塚より 下 板 橋へ 行 道、 粜鴨本 村と いふ 所、 道より 左側に 眞言 古義^ 璃山； 1^寺 〔w- 按、 瑠璃 山 

一 1 鈸寺 m. 鴨 本 村に 有、 十羅刹 女の せ 2 あり。 大 なる 銀^の 木 二 本 あり。 石の 居 有。 鬼子 母； t を^. 取て、 

十 羅刹女 をの こせし なるべし〕 と 云 寺 ありて。 鬼子 母 祌の社 ありて、 村：^^ 仰せり。 然るに 此 寺の 舊 

說に、 盜 ありて 此 寺へ 忍 入、 鬼子 母 祌の像 幷雜物 を 盜取、 只今の 尊像 出現と 巾 所の nE 巾に て、 雜物を 

取 分、 像 をば 此 所に 捨て去ぬ る 故 、村：^ 重 右衛門、 喜右衞 門、 善 右衞 門 とい ふ 三人 中談 じ、 法 明 寺の 寺 

內 東陽坊 へ持參 しける と 也。 東 陽坊は 今大行 院と改 候. E 也。 乂境 €： に 千 體佛党 あり。 共 梁 札に 相 記 如 

レ左。 

此 御堂 は、 嵯 峨；. ^皇 御宇、 飛驛ェ 建し 堂 也。 弘仁九 戊戌 年、 當山之 住佾白 源ト； 人、 祖師 nil を 尊敬 

し 宗を弘 め、 高祖の 尊像 を此 寺に 安 置し 奉る 也。 又升枰 曲尺 有レ 之、 鐘の 銘 に：：、 

寬永卄 1 一甲. E. 十！ 一月、 武州豐 島 郡 雑 司 谷 威光 山 法 明 寺 十  一 ^^成 院日 延雖レ 鶴レ之 及：， 破 «? 今亦廿 
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叫 世 本 量 院日達 代 新 奉レ鑄 レ之者 也。 于レ 時享保 十七 壬 子年 十 一 月 吉日。 . 

隨順院 法 悟 居士 爲 菩提  俗名 水 野 頼 母 源信久 

江戶祌 E 鍋 町 鑄 物 g 太 田^ 河 守 久^ 衞藤原 正義 

〇 牛 込 上水 逍端祖 之 古石 碑、 建 久年屮 に は あらす。 牛 犬祌^ 當 "大 台 宗泉松 山 龍 門 寺に、 靑き板 石に 勸請 

の 碑と て あり。 左の ごとし、 

道 

明德 1 一年 十一 一月 十九 日 〔割 註〕 考 -ー 明德ー 一年 辛 未 ヨリ 今 明 和 一 一 乙 酉年 -ー 至 凡 三百 七十 五 年。」 

曰 

左の 临に 道の 一字、 右の 脇に 二字 程の 跡 あり。 消て 字 正しから す。 乂 天祌勸 請の 石碑 あり。 銘に、 

延文六 年 辛 丑 二月 日 

左右に 梵字 三 字 あり 

考に、 延文六 年 辛 丑改- -康正 元？ 今 明 和 二 酉年に 至り 凡 叫 百 五十八 年。 天 祌鎭座 舊說、 此邊 往古 は 入 

江に て、 右 大將顿 朝公此 所に 御船 を 寄らる。 御 夢想の ありて 勸請 ありと 云。 其 刻 御 腰 を 懸られ しとい 

ふ 石 は、 裏門の 外 通り 坂 下 〔割 註〕 水 野 藤次郞 門前。」 牛 石と 稱し 有。 古社 は是 より 束の 方に あり。 神木 

松 一樹 あり。 船 繋 松と 稱 しける よし、 右 御船 を 寄られ 候 故の .5、 當 時水戶 侯の 館に なり.、 後に 右の 舊 

社の 跡に は稻 荷の 社 を 祭られし 由に 候。 且此社 裏門の 外の 坂 を 網 干 坂と 呼びし も、 入..： d の 節の S 名の 

.5、 此所 誡訪町 it 訪 社も此 寺の 兼帶 也。 傳云、 中古 此 寺の 住持、 信 州誡 訪の產 にて、 夢想の 事 ありて 

此に勸 請し ける. ra。 小 日向 上水 端 道祖神に、 建 久年屮 の 石碑 相尋 候に、 今 は 無レ之 候。 

〇 大 塚の 事、 此 W 安藤 對馬守 屋敷、 東の 方 森 川 小 左 衞門尾 敷の 內に塚 有て、 古の 大塚 なりと 申傳 へ た 

り。 


〇 本 所 屮ノ鄉 業 平 IK 神、 近年 開扉 あり 侯 刻、 予も詣 で si. し 奉る。 黑衣 にして 朱 衣に 非す。 尋常 菅祌の 尊 

像の ごとく、 容貌 壯 年の 御影 也。 略緣 記に 云、 元 慶^ 巾 在^中 將 歌枕^ 給 はんと、 此 * 路に 下り 給 ひ 

武藏國 入 問 郡三芳 野の 里に 住と ころ 求ん とて、 五百崎^に 舟逍 逸し、 御 歌に、 

眞 つち 山 五^崎お に 舟よ せて いざ こと、 はん 汐 のた へ ま を 

^當 元は 在 泉 寺と 號 しける が、 今 は 南 龍 院と改 む。 又 業 平 朝臣の 假住 なりし 故、 里人 共 屮將鄉 とい ひ 

し を、 里人 諺に、 誤て 中の 鄕と いひなら しける とぞ。 古老の 村 夫 かたり 傳ふ。 

〇 豐^ 村 熊 野權 現の 事 

當社は 紀州大 明 祌と稱 し、 當 村の 鎭 守に て、 神主 は 鈴 木^ 賀 守と 云。 扨此 村に 淸 光寺と いふ KfE 宗の 

寺 あり。 寺佾の 云、 昔 I やお 淸 光の 建立せ しにより て、 淸光 寺と 號 する よし。 元は 13! 島 氏 代 々菩^^に 

て、 元祖 敲家淸 光の 衣^の 像 も ありし に、 先年 自火 ありて 燒 失しけ るよ し。 淸 光の 塚の 松と て 大木 松 

一 株 ありて、 土尺豐 島の 大 松と 稱 する 也。 只今 權 現の 社 左の 方に、 康 家の 社、 淸 光の 社と て^^ 社 あ 

り。 义此 村の 庄屋 大原與 兵衞と 云。 本 は 荒 井 氏に て、 先祖 は紀州 の產 にて、 豊 島 氏の 家臣 也と 申傳 

ふ。 

者る に、 ^家、 淸光刚 入、 3： れの a: の 人に や。 

柬鑑、 冶 承 叫ハキ^ 子七パ 二日 辛 巳、 武衞 相- 乘于常 胤 廣常等 之 舟 蛾？ 濟- -大井 隅田兩 河？ 精兵 及-一 三 萬 

騎？ 赴- > 武藏 H? 豐島 權頭淸 光。 葛 西 三郞淸 重。 最前 ニ參。 (下略) と あり。 若 此淸光 か。 

南 〇 醫. 丄山淸 光寺、 〔割 註〕 眞言- = 篛。」 沼田 村 常 光寺 末 0( 六 あみだ 1  一^ EO) 

向 〇 橋 場 石濱 神明 は、 ，= 来より 勸^ なり。 此邊出 地の 中に 昔の 首 塚 を 誤りて、 蛇 塚と て殘リ ありけ る を、 

茶 祌 叫の 社 司 支配し ける が、 近き 頃辨才 H< を勸 請せ しと 也。 

S 〇武 州 石 濱千槳 家 之考、 

話 
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鎌な 大 草紙 云、 尊 氏の 御 時 千 紫 家 二方に 分れ、 宫方、 將軍 方と ありし が、 宫方は 九州へ下り、 共 後 終 

に F 總へ 渡り 給 はす。 關柬 一統に て ありけ るが、 今度 又 馬.^ は 成 氏 公と 一味して、 原 越後 守 胤房、 同 

筑後守 胤芘 〔割 註〕 何れも 千 葉の 近親な り。」 是を 主として 千 葉へ. 移り、 千 葉の 跡を繼 ける。 丼 後原 は 小 

金の 狨 にお 住す。 上 杉より 今度 胤 直と 〔割 註〕 千 葉 介入 道 常 瑞の子 也。」 一 所に、 屮務 入道 了 心の 子息 實胤 

自胤を 取 立、 下 總の國 市 川の 城に 楣 籠て 千 葉 又 一 一流と なる。 同 七月 廿 六日 改元 あり。 年猇を 嵌 正； 兀 丁亥 

年と 改む。 爱に 共の 頃 公方の 近臣 柬 下野 守常緣 とい ふ 人 あり。 是の 昔の^ 胤の-; ハ男^ 六郞 太夫 胤賴の 

嫡流な り。 總州^ 庄を 知行しながら、 代々 公方の 近臣 歌人に て 在京し ける が、 今度 千 葉家兩 流に なり 

て、 總州 大に亂 ければ、 急 罷 下り 一家の 顰を 催し、 馬 加 陸 奥 を 令-退 冶？ 莨 胤 を 千槊へ 移し 可レ申 出御 

下知 を 蒙り、 御敎書 を帶し 下向す。 (下略) 崁正ニ 年 正月 十九 日、 終に 城 を 〔割 註〕 總州市 川 也。」 攻落 

し、 寳胤は 〔割 註〕 新 助と 稱 す。」 武州石 濱へ落 行、 自胤は 〔割 註〕 次 郞と稱 す。」 武州赤 塚へ 移る。 〔割 註〕 

私 云、 兩人 は中務 入道 了 心が 息 千 葉 介入 道 常 瑞が事 也。 太平 記に 有レ 之、 新田 ^貞 と共に 北國へ 下り 

し 千 葉介宗 胤が 子 胤お より 五代 孫な り。」 乂千紫 介 孝 胤 は、 先年 父 陸 奥 守 入道 常 輝 を 相伴 ひ、 〔割 註〕 本 

書に 據 るに、 此 陸 奥 守 入 逍^ 婶は、 故 千槧介 次^にて、 馬 加に 居住して 馬 加と 稱 す。」 故 直 兄 第に 腹 

切らせ、 成 氏へ 奉公人に て、 成 氏より 千槳 一 跡 を 賜りけ る。 其 胤 直の 一 跡と して、 實胤千 葉 介 に 住 

じ、 ト； 杉より 下總へ 差遣す といへ ども、 成 氏より 孝 胤 を ひいきに て、 千 葉へ 居られけ る^、 實胤は 千 

槊へ 入部 不レ 叶して、 ^州：，；； 饬莴 西邊を 知行して、 時 を 待て 居たり しが、 世 中 を 述懐して、 遁世して 濃 

州に 上りて 閑^す。 其 兄の 自胤を ト： 杉より 取 立、 實 胤の 跡 を 賜り、 千 葉 介に 住 じ、 武州千 紫と 稱す。 

束亂 記ニ卷 目に 云、 總州關 宿 城 攻の條 に、 此城攻 の 時、 武州 石濱の 城主 千 葉次郞 討死、 〔割 註〕 下總千 

紫の 庶流、 故 有て 武 州に 住す。」 首 をば 關宿衆 菊間圖 書取 也。 其 跡目 男子な くして 北 條常陸 介 氏 繁の三 

男 を 養子に して 千 葉 次 郞と猇 す 云々。 (下略) 


話 茶 向南 


本書 茶話、 或 人へ 見せ 侍る に、 右の ごとくの 舊說を 記しお くらる、。 

c 本鄉御 o 町、 元 和の 頃、 御城より 鬼門へ 當る 故に、 御 弓 組 六 組を此 所に 置せられ、 毎日 的 場に て 弓 t 

射せし む。 共 後寬永 ¥ 屮、 鬼門に^ 釵山剁 建立 ありて、 此弓組 目白臺 へ 移させら る 故に、 御 弓 町と 稱 

する よし。 

〇 小石 川 鶴 場、 元祿の 初、 常憲公 上野 御 佛參の 節、 〔割 註〕 私考に、 小石 川 御殿へ 御成の 刻な らん、 ト： 野 

への 御 通行の 道筋なら す。」 鶴 一 羽 御駕籠の 側へ 舞 来る。 是を 取らせられて、 R 出度 嘉瑞 也と て 放し 飼に 

被-一 仰 付？ 此鶴御 稻田邊 と、 此鶴 場に 常に 遊び 居たり。 毎日 見 分と して 御徒 目 付 を 遣 はさる。 今日は 

率 稻 田に 罷在 候。 今：！： は 小石 川に 罷在 候と、 日々 昆 分して 申 上け るが、 多く は 此鹧、 小石 川の 鶴 場に 居 

候 故、 此所を 鶴 場と いふ。 御 他界 以後 は、 此鶴も 何方と もな く 飛 去 候 出、 右兑分 に罷 在^ 剁徙 rz 付の 

子 物語 也。 〔割 註〕 私考、 先 編の 鶴の 札 等 之 儀、 鎌 倉の 舊 記に 相 見へ 申 候 は、 古老の 物語 は、 もし 

にても 候歟、 私に 承り 違 候歟、 是說是 ならん。」 

〇 大塚 太 田 道 灌相圖 のおに、 折々 に 狼焖を 上る。 此塚 ものろ し を 投る爲 に 築た る 塚なる 山。 〔割 註〕 私 

考に、 明 和 二年^、 此 所類燒 により、 塚 を 掘 穿ち 平地と なす 節、 塚內 より 石 出る。 文字 彫刻 あり。 此 

塚 は 同所 日蓮 宗&傳 寺境內 也。 故に 此石 悉く 法傳 寺へ 遣 はし 候 由、 追て 右の 石に 彫刻 文字 等 可-相 記 _ 

候。」 此所波 切 不動 は、 元 御入國 以前に は、 只今の 安藤 家屋敷 裏の 力に 池 あり。 雨天な らんと 欲する 時 

は、 霧 立 出て、 又 ^鴨の 方よりも 霧 立ち 出、 此所 にて 双方の 霧なら び 合せる 故に、 竝 おと 小名に 申 習 

し 候 故、 今 波 切と 稱 する よし、 此 所の 古老 物語 也。 

〇 牛 込梭町 古老 云、 昔 は 大木の 援有。 依て 號 する 由、 是木は 十：： 來錄倉 海道の 山 申傳。 

〇 姿 兌 橋 大猷 公此邊 御廳 好の 節、 御廳 それけ る を、 此^の？ i 迄 は、 御 朥の姿 を 見け る ゆへ、 御朥匠 や 

うくした ひ來 り、 御廳 を^たり。 御悅 にて 以後 此橋を 姿見と 申べ しとの 御 上 意の. e、 早稻 田の 古老 

七 九 一 


I  .  セ九ニ 

w の 物^ 也。 

向  右 五所の 說、 近-; i 氏。 

茶 右ケ條 の內、 桓町鎌 倉 街道の 說、 只今に 酒 井家 屋敷の 內 にも 古木 ありて、 右の 街道と 申傳 ふ。 又此屋 

話 敷の 所 御先 手 組 屋敷、 牛 込 寺 町より ニッ 目の 横町に 小 坂 あり。 組 屋敷への 入口 也。 此坂を 昔 は 朧の坂 

と稱 し、 此 坂より 北へ 田地 を 越、 服 部 坂への 街道 ありと 申 傅へ 候。 當時此 坂より 見 申 候へば、 服 部 坂 

は 正面に 相當り a へ 候。 此說も 故 有る 歟。 

〇 山吹の 里の 舊赉 は、 昔時 太 田 道灌の 雨具 を 乞れ しとき、 賤 女の 古歌 を 引て 辭 しける ときの 所 也。 予高 

田邊^ 合の 内に あるよ し、 所の 小名に 山吹と 呼 候 所 ありと 承 候 ゆへ、 先年 所の 者に 承 合 候 得 共、 腚と 

不レ知 候。 然るに 或 人の 說に、 只今 高 田 馬場の 末より 姿見 橋へ 參候處 に、 百姓家 有 レ之所 也と 云。 又 或 人 

の說 に、 古へ 蠏 川と いふ 川 あり。 當時穴 八幡宮 前より 早 稻田射 裏通り を 流る X 小川な りと 云。 只今 は 

古川と 小名に 呼 候 川筋な り。 

前編に 記せる 鎌 倉 街道 舊說 により、 只今 大久保 百 人 組の 木戸より、 西の方に 大木の 棂 あり。 此木、 古 街 

道の 節の 一 里 塚 也と、 所の 者 申 傅へ 候よ し。 

〇 谷 屮三沛 坂の 上 日長 山^ 玄 寺と いふ 寺、 身延山 三十 三世 日亨 上人 此 寺に 退 隱す。 上人 手自 栽る 所の 樱 

樹、 寶暦三 丁酉 年 卜 一 月卄 二日 日亨 n.l 十三 囘 忌の 刻 花暌、 今に 至り 例年 花 開、 故に 亨師 樱と稱 す。 碑 

に 云、 享保六 辛 丑年 十二月 廿 六日 寂す。 

〇 白^の 池、 當時 江戶川 中の 橋の 下の 曲流の 處は、 往古 は大 なる 池に て、 白鳥の 池と 號す。 塊れ て共餘 

地 南の カ久永 氏の 宅地に のこれる よし。 

〇 目白の 稱、 或說 に、 此 所の 下 上水の 橋 を 駒 嫁 橋と 號す。 只今 水神の 宮 沖-、 氷 川 W 祌を祀 る 所に、 古に 

駒瘃 とて 塚 あり。 傳云、 古此 所より 白 尾の 名馬 出る 由、 則 其 塚 有と。 或は 右 大將の 時の 事 也と もい ふ。 
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右に 依て 所 を 目， ：！ と稱 しける とか や。 

〇 市 谷 八蟠舊 地、 〔割 註〕 市 谷、 古き 逮 曰に は 市 買に 作る。」 

市 谷 御門の 內、 當 時大桥 所の 北の方 in 角， 山 本 氏の 屋敷の 隅に 大木の 復 あり。 此所 元お 殿の 跡 也。 寬 

永年 巾 遷座の 由。 今に 至り 此複 を祌 木と 稱、 尊敬の 由 也。  . 

〇 加 藤氏^ 豐、 本庄邊 遊行 刚の やどりと 云 書に、 

一 石 IS 濱 屋敷 祌明 社、 釋迦大 像の 所、 古來の 本社の 跡の よし。 

1 巾の 鄉牛 島の 內、 上せ t 子寶珠 山 如意 輪 寺。 

一 法 恩 寺、 始は本 住院と 云。 太 W 大和 守資高 亡父 太 田 六 郞左衞 門 资康、 法名 は 法 恩 提の爲 

に 武州三 田 村の 內を此 寺に 寄附。 其 時改 て法悅 寺と 猇す。 此寺は 平 河に あり。 平 河より 谷 巾へ 移 

り。 元祿 の始當 所へ 移る。 . 

1 牛 田藥帥 堂、 〔割 註〕 此邊、 古の 關屋の 里の よし。」 古法 眼が 畫 虎の 水を乔 たる 繪馬 あり。 角 W 川 

逯、 小屋 村、 野 村、 こやの 池。 

1 本 庄宰府 ；大 滿^ 略記、 

正 保 三 ハ牛丙 戌、 筑紫 太宰府 社 職 菅原善 升 苗裔 大 鳥居 信祐 ある 夜の 翳 夢に、 

十 立て 榮 ふる 森の 若枝 かな  - 

と 云 發句を 得て、 宰府に 有 レ之處 の 飛 梅 を もって、 新に 尊像 を 刻 奉る。 共 後 常 地へ 下り、 宽文辛 丑 

iJH  口 命 有て、 當所方 一里の 地 を 新に 開きけ るせつ、 時の 奉行 德山氏 山 崎 氏へ 訴て、 同 二 千 寅 ハキ社 

地 を 給り、 同 一 二 癸 卯^ 祌殿 新營。 宮殿 反嵇、 心の 池、 宰府に 順す。 此年八 巧 祭！ 1祌 奥の W 式、 此 

太宰府の 例式に 則て、 本 所の 地 を 巡行す。 同 十一 辛亥 夏， 信 1i ト： 京。 七^ ：十 八日、 新院 上皇せ：： へ 

參內。 御燦 近く 緣起 をよ む、 IS 感 ありて 官女 出 羽 局に 勅し 御衣 下し 玉 ふ。 卄五 n ；、 後 水： ^法 
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茶 


皇 より 尊 號の宸 擊を賜 ふ。 

延資五 丁 ヒ年ニ  =： 十二 日、 慕 下御鹰 狩の 序に 入御、 風景 上覽、 御 入 輿 あ 

享保 一 一；； J 酉年： ん月十 一 日、 ^下 入御。 

1： 斤 、子年 十 ；月 五日、 御成、 御殿 造營 成就。 

祌寶 天 國の 太刀。 

齊 H 二 壬 申 一一： 月 開 焖消 之、 以後 W 興に 付而 なり。 始祖 信祐、 


信 政、 三代 信欽、 w 代 信 


下^ 谷 三 田 新 倉 銀 


〇 桕州箱 根 金 揚山早 雲 寺 仆物、 

一 北條家 分限 帜之內 に ^戶廻 リと稱 する 分、 

m 上 平 川 下 平 川 櫻 田 國府方 阿 左 布 比々 谷 大根 原 目 黑本村 

一二 ra の鄉 品 川 南北 馬 込 世 ra ケ谷 川 崎 局澤 六鄕 大師 河原 大井 前 野 泉邑 

西 牛 込 〔割 註〕 大胡 領。」 小 日向 〔割 註〕 領主 奥 津加賀 守。」 落 合 中 新居 千 駄ケ谷 小石 川 雜司 

^橋 之 内 ，1 人 藏 ノロ 

原 .S 市ケ谷 石 原 板 橋 大谷鄉 志 村 練 馬 高 田 莴谷 橫山 出 志 田 比留 

金ハ介 

島 本鄉 駒 込 芝 崎 鳥 越 村 廣澤內 代 山 根 岸 赤 塚 祌田內 新 堀 問 中 栗 

平^ 之內 

新 堀 箕 輪守屋 西 原 m 端 在家 三 川ケ島 石濱 豐島 瀧ノ川 十條 ^古 m. 尾久 上野 金 

杉 千 束 石祌井 在家 無戶分 阿佐谷 池 袋 梶原 堀內 

葛 西と 稱 する 分 

遠山 彌化郞 お^ 在 城  諸 役 御免 


話 茶 向南 


金 町 小 岩 ^塚 奥戶 猿 俣 上 平 井 

在ケ. y  小 松 川 平井鄕 木 毛 川 堀 切 梨鄉 掘內 在家 一問 長 島 高 城 

一 淺草寺 家  z 拾 貫 九 百 文  淺草 

芏子铽 贰拾甙 貫 八 卜 文  新 下 平 川-一 伏ス 

三 貫 六 百 文  上 平 川- 一 伏ス 

三 莨 百 八 拾 文  牛 込 之內ー 一 伏ス 

E 11 Rtl -ノ  tL-  ノ  r  -ノ  y5 

：】 江戶 石濱會 F 領  其 高 不レ兑 

江戶 遠山 丹 波 守 

0  S  中 節 

知 行 所 江 お廻り 

比 企 郡  葛 西 

都合 甙千 I： 拾八贯 叫 百 三 拾 五 文 

小！ we 彌三郞 

^^^莨 八^ 叫 拾 文  小 日向 彈正 屋敷 

奥 津加賀 守 

知行^ 拾 叫 赏 二百 拾 六 文 

れ 尸廻リ 同  同 

落 合  樱田  小 日向 

梶原 日向 守 

五拾壹 ^文  六 鄉之內 新 井 宿 

お 奥 書 跋に云 
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  七 九 六 

南  金 湯 山 早 雲禪寺 現在  大英方 代 . 

向  天 文^ 年季 秋 十 •，；：•：《 

茶  此本帳 者 高野山 高寶院 

話  武州豐 島 郡 若 一王 子 ^刖當 

金輪 寺 弟 住宥相 

元 祿 S 年 壬 申 "正 月 日 寫レ之 

〇 大逍寺 友 山の^ 述 せし 落穗 集に 洩れた る 事跡 を 記せる、 柏 崎 永以の あらわせし 事の 序と 云 書に、 

一 岩 淵 夜話^ 集 〔割 註〕 大道 寺 友 山武州 王子 岩 淵に 寓居 之 頃の 著述 之. W に 候。」 曰、 されば 祌君御 取 開な 

さる i 時、 田畑と て は 凡 八 百 石 許の 御 費 之 外 無 i 之 由、 御 自慢 被 レ遊候 事、 老輩 申傳 ふ。 

一 人 見 又兵衞 友 元嫡广 桃源と 稱す、 

一 傅へ 云、 今 世 西 丸 御 裏門の 古樹を 諸人 槐と 云。 あれ はいに しへ あの 所に 居住した る 名、 干： の 門の 禝な 

りと ぞ。 

一 御 玄1 前 辨慶櫓 は、 慶長御 造營の 時、 京都 大工 辨慶小 左衞鬥 作りし に 依て、 此名 有と 云 事、 古来よ 

り. m- 傅 ふ。 

1 古老 語て 曰、 末代に 紅葉 山 御.： 呂の 後に、 唐 鋼の 鳥居 立た る稻荷 社壹ケ 所御鎭 座な り。 是は元 來太田 

道 灌を祝 ひたる 社に て、 今 下 乘檎の 外 北の方 下 勘定 所 二の丸の 問に 有レ之 候。 御城 普請 之 時 被 レ移候 

よし。 

I 元龜 三年、 此平 川の 地より 赤 坂に 移た る ：4-m 山： ti 一 寺 淨七宗 と 云 も、 尤御 入國遙 に！ 1： 前と いへ ど 

も、 此 地に ありし 事 顕然たり。 

一 奥州 海道、 稻毛池 上 西の 丸 下に 出て、 本 町 通りに か-り、 旅籠 町 を 北に わかれ、 小 傳馬町 〔割 註〕 昔 


話 茶 向南 


は 六本 木と 號 す。」 を！ f り、 淺 草堂 門前より、 花 川戶、 押 上より 古！ 二 谷、 古 隅 田 川と 云に か& り往來 

せし なり。 

1 赏瀣橋 舊名は 大撝と 云。 町 年寄 奈良屋 巿右衞 門 承り 改名し ける。 

金 葉 集  太夫の^ の 歌に 

色 か へ ぬ 松に よそ へ て 朿路の 常 盤の 橋に か、 る 膝.ぬ 

常 盤 橋 は 近. 江の 名所の よし。 

,】 、江戶 上宿 人足 問 屋、 

吉澤 主計 〔割 註 〔本 は 龍 之 口 巽の 角に 住す、 後に 今の 傳馬町  一 丁目に 移さる。」 

下宿 問屋 

馬 込 勘 解 山 同所 同斷 〔覃 按、 馬 込の 家、 寬政 11 年 壬 子斷絕 す。〕 

佐 久^ 平 八 此 家元 綠の 頃の 後斷 絶す。 

馬 借 問屋 

^部 又 叫郞 小 傳馬町 

ー加賀 町名 主 平 叫郞、 草分^よりの 諸 記 ども 明曆 大火に も不レ 失、 御觸等 今に 所持す。 

一 下 谷 養 玉 院と云 天台宗の 寺 は、 大手の 向に 有て、 三 藐院と 云。 寶 永年 屮に養 玉 院と號 す。 元祿 oas 

圖 にャゥ ギヨ クインと 有。 二月 八日 涅槃 像 を 見せる、 大幅に て 南光 坊の讚 あり。 

右 柏 崎永以 〔芝 泉 岳 寺-墓 有〕。 其 子 柏 崎 三 郞左衞 門 〔其 參郞〕 竹 之と 稱す、 父子^ 錄^: 也。 

〇 遺 佚 著す 紫 一木に、 

一 日 南 窪、 麻布 之內 六本 木より 下る 南の 谷な り。 南の B うけ 能 坂 R: 南と 云。 世の 人 云よ きま、 日ケ窪 

と 云。 

七 九 七 


話 茶 向南 


  七 九 八 

一 佾司谷 鐘の 銘に、 佾司ケ 谷と 有。 本の 寺 は 法 明 寺、 六 老佾の 御影 あり。 寺 は來^ 坊、 本堂より 手前 

酉に 鬼子 母 神の 社 あり。 其邊 茶屋 有。 HI 七 H: 十.： ハ 日夜 本堂の 前に 毎年 相撲 有。 近鄕の 百姓 椠り 角力 興 

行す るな り。 

一 玉 川^に 一 說有。 澀谷淨 雲 寺の 宋寺此 所に あり。 共 地より 古き 銅の 筒 を 掘 出しけ る に、 年號^ 古 

し、 多 波 川と 有と、 祚雷 寺の 忭 持被レ 申き。 祥雲 寺に 納 置れ しなり。 見せ 可レ 中と 住持 被レ. E. しが、 日 

募し ま りぬ。 

1. 江戶 川の 水流、 今の 水道 端の 上方より 飯 W 町の 下の 眞名板 橋に 懸り、 即今の 一 ッ橋、 今少^ 南の 方 

に 流て、 白銀 町、 油 町、 濱 町に 行水 脈、 是則平 河と 云し 川な り。 其 河の 北の 端に、 時宗 藤澤の 末寺 

祌田山 日輪 寺と 云 ！宇 有。 只今の 三ノ 丸、 凡 及 外 當今松 平 右 京大 夫 居 宅の 乾の 角の 地に 存在す。 祌 

田 明 祌も此 所に 鎭座。 古老 云、 平 河 一水 を 隔て、 今の 三ノ丸 は. 江戶 の鄕、 日輪 寺の 方は祌 田の^な 

り。 尤此所 は 祌田鄕 芝 崎 村と 云し 所 なり。 祌田 今の 社 地の 舊名 は篠 崎と 云し とか や。 

,1 本 所愛ッ 口 通り 逆 井 迄 掘 出して、 一 二三 四 五の 橋 を 懸け、 通路な さ しめられし は、 台德 公の 御代 一 y 

和より 寛 永 五六 年 迄の 間の 義 なり。 

J 八丁 堀と 云 は、 尤汐 入の 地。 台德 公の 御代 寬永 年中に 仰 出られ、 船；^ 用の 爲 -ぉサ 八丁に 掘 通されし 

と 也。 

. 1 汐千觀 昔 N ッ 谷 戒行寺 谷眞# 宗銀 敬山眞 成院。 

1 赤 坂圓： 迎寺鏔 名 深 草 元 政 作 十二支の 句、 

鼠 山 流 光人 未レ驚 牛 王 出世 振 n 梵聲- 虎狼 野干氣 縦横 兎角 方便 誘，， 群 情- 龍な 高 處餒華 鯨 蛇 

窒^ 破^ 心 生 馬 腹忽變 聖胎成 . 羊 鹿 牛車 休 腹 轟 痰 啼霜降 月色 淸 鹬人未 レ埚客 先行 狗不- 夜 

吠 ニー； 舍狨 猪觸- 金山- 轉崢嶸 


話 茶 向南 


紫 一本 全.： ハ卷 跋に云  ー 

此 紫の 一 本 は、 櫻 W に 住し 光融 入道 所勞の 頃、 故 ありて 相 集、 覺違も あらば 加 墨せ よと 有て、 某に 

渡し 王 ふを淸 書す。 

IK 和 三^ 癸 亥 霜月  遣 佚 入道 判 

〇 凡考 るに、 ，y 戶近邊 の 在 名 を 稱號の 武士に は、 先武州 世多ケ 谷. fH 良の 家系に 云、 是^ 義氏 の 末男 長 

氏、 其 子 篛繼始 て 一 ニ州吉 良東條 に忭、 吉 良と 稱し、 夫より 十 代の 孫 成 高、 是 则將眾 より 武卅 世多ケ 

谷 相 州 蒔 田 を 賜る。 其 子 左 兵衞佐 頼康、 其 子 左兵衞 佐 氏 朝に 至り、 此 地に win する 所に、 ^.血 十八 年 

小 ffl 原陣に 領地" 沒收。 祌 君へ 拜 il。 同ト九 年ト： 總^ に 於て 千： な 石 地 賜る。 共 子の 頓久の 代に 仰に H、 

吉 良は壹 人の 外不 レ可レ 有- -稱猇 -s、 依 n 台 命- 始蒔 W と改、 た 兵衞^ と^す。 今に 子孫 述^たり。 ^に 

より^ 1 出ケ 谷に 吉良 古墳 事跡 を 屮傳 ふよし。 又豐 1? はは 平氏に て、 前にお す 如く^お 村の^ 也。 权橋 

と^する は、 豐島 より^れ て 武藏板 橋に 居住して 稱^ せる 山。 家 の^は 丸の^に 三 ッ家を 川 ゆ。 ^傅 

こ 始て板 橋に 移りし 13、 家 數三軒 有け るに よりて、 後に^ 紋 としけ る.^、 常^ は 丸の 內に 山形 を 廻り 

こ 付るな り。 家 三 軒の 略の よしなり。 川 氏 は 今 川 冶 部大輔 氏實、 芝 U1 川 {讽3 の .5、 次 W 射. ぺ郎な I 久 

出生に 付て 口？ 川 を 以て^ 名に せる 巾。 〔割 註〕 母 は 北條氏 ^女。」 中 込 氏 は、 膝 W 姓秀鄉 の^ 也。 (Rw に 

曰、 秀鄉 より 八 代 重饺、 上州大 湖に 住す。 大 湖太郎と 猇す。 重 俊より 十代の 孫 人 湖^ 太 郎^ 治、 ^て 

武州牛 込に 移り 居す。 其 子宫内 少輔重 行、 丼 子宮 內少輔 勝 行に 至りて、 北條^ に 仕へ、 改て+ 込^ W 

號す。 〇 家傳に 云、 ffl 行大 湖せ； i 內少輔 〔割 註〕 法名 宗 參。」 勝 行、 牛 込^ 內少輔 (從兀 位下 北條氏 

康？ 時 賜- -于 書？ 勝 行 曾 領二武 州 牛 込幷今 井櫻 W 日 尾 谷 其 外 下總细 5^- 葉-お- 忭于牛 込つ 依 レ之デ 、文 二 

十 如 年 車 月 六 B 達- 于氏！ i? 以改- 一大 湖 氏-為- 1 牛 込？ 且 於- 武州牛 込？ 兼 日 建-立 一 #1  祭參, ？ 寄- 附 

美 W 十 石 之 地？ 1KK 十五 年 七 W 廿九 日卒、 行^ 七十 五。 法名 淸 nr 

  むん 九 
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一 

一 當時雲 居 山 宗參寺 碑銘 但 一基に 合せ 記す。 

喾 H<4- 十五 丁亥^-七月 仕 九日 

參秀院 殴 前 牛 込 太守 從^ 位下 外心 淸雲 庵主 

H< 文 トー -癸 卯年 九月 十七 日 

居院殿 前大湖 太守 寶翁 宗參大 庵主 

一  左 之 方 ， 

大 湖^^ 少輔藤 原 朝臣 重 行者 住，， 上州大 湖城？ 鎮守府 將軍 武藏 守秀鄕 朝臣 後胤。 大湖重 俊 十代 嫡孫 

也。 移- 武州牛 込 之 城？ 七十 八 歳卒。 

右 之 方 

從 五位 下宫 内少輔 藤^ 朝臣 勝 行者 重 行 摘^ 也。 武州 住-, 牛 込 之 城？ 天文 十一 一甲 辰年 造-雲居 山 宗參寺 - 

寄-美田 十斛之 所？ 天文 十 叫 乙 卯年 改-, 大湖 氏， 猇-- 牛 込- 矣。 八十 五 歳卒。 

右宫内 少輔勝 行 子牛 込 彥太郞 。後 改，， 三郞 右衛門？ 北 條氏政 氏 直に 仕。； 大 十一 一年 九月 ト八 B 繼-- 家督？ 

此時氏 直 賜- 督相綾 之 手書？ 同 卜 八 年 北條^ 滅亡。 同 十九 年始 奉 -1 拜謁？ 祌君则 奉仕 之已後 子孫 綿々。 

相考 るに、 碑銘 天文 十二 年 甲 辰に 非す。 癸 卯な り。 同 十 叫 年 は 乙 卯に あたらす。 

寬政 ニ年爽 戌 十一月 十九 曰 以-- 瀕名氏 本-書 寫畢。 猶 以-, 好 本-可-校合 I 也。 南 畝 書 

安政 二 年 十月 十三 nn 流覽 一過。  活柬子 

〔弘文 館 編輯 部 藏本奥 書〕 

右 南 向 茶話 者。 酒 井忠昌 助 之 進 著述。 而 尤實錄 也。 予 往年 依-, 懇望？ 今般 不レ 計歟。 需 u 高木 忠良 所 

藏之 本？ 而模 -寫之 _ 者 也。 可レ 謂-賞 翫 不,. 少者 也。 

維時 天^ W 稔甲辰 未 屯 日 上 斡  多 賀常政 誌 焉 

南 向 茶話 大尾 
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